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…
…
…
…
…
野
口　

生
也
… 249

神
の
書
き
か
え
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林　

紀
由
… 251

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
霊
障
と
死
者
供
養 

…
…
…
…
中
里　
　

巧
… 252

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
対
話 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
張　
　
　

旋
… 253

修
道
院
の
な
か
の
禅 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
峯
岸　

正
典
… 254

華
人
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の

文
脈
形
成 

…
…
…
…
…
…
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス=

ト
ー
マ
ス
・
モ
リ
… 255

東
西
の
対
立
は

中
動
態
の
文
法
に
よ
っ
て
越
え
ら
れ
る 
…
…
…
…
髙
橋　

勝
幸
… 256

第
五
部
会

タ
イ
ナ
ト
後
の
「
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
」
研
究
史 

…
…
…
髙
橋　

優
子
… 258

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
出
土
の

シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
宗
教
史
的
意
義 

…
…
…
…
…
…
…
市
川　
　

裕
… 259

『
北
フ
ラ
ン
ス
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
』
が
伝
え
る

中
世
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
諸
相 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
勝
又　

悦
子
… 260

ユ
ダ
ヤ
共
同
体
と
ム
ス
リ
ム
政
府
と
の
相
互
関
係 

…
嶋
田　

英
晴
… 261

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
預
言
論 

…
…
…
…
志
田　

雅
宏
… 262

十
七
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る

ユ
ダ
ヤ
宗
教
観 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
李　
　

美
奈
… 264
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神
と
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託
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津
曲　

真
一
… 306

イ
ン
ド
に
お
け
る
終
焉
期
の
仏
教 

…
…
…
…
…
…
…
高
島　
　

淳
… 307

第
七
部
会

浄
土
教
に
お
け
る
仏
身
論
の
意
義 

…
…
…
…
…
…
…
菱
木　

政
晴
… 309

親
鸞
に
お
け
る
三
尊
観
の
構
想 

…
…
…
…
…
…
…
…
安
藤　

章
仁
… 310

親
鸞
聖
人
の
「
自
信
教
人
信
」
に
関
す
る
一
考
察 

…
奥
田　

桂
寛
… 311

真
宗
に
お
け
る
「
正
信
念
仏
偈
」
の
註
釈
態
度 

…
…
山
﨑　

真
純
… 312

本
願
寺
に
お
け
る
「
坂
東
曲
」
再
考 

…
…
…
…
…
…
御
手
洗
隆
明
… 313

地
域
社
会
に
お
け
る
妙
好
人
の
位
置 

…
…
…
…
…
…
谷
口　

愛
沙
… 315

真
宗
門
徒
の
「
民
俗
語
彙
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て 

…
本
林　

靖
久
… 316

病
中
に
お
け
る
浄
土
認
識
の
構
造 

…
…
…
…
…
…
…
神
居　

文
彰
… 317

真
宗
学
に
お
け
る
「
実
践
」
研
究
の
動
向
と
課
題 

…
入
江　
　

楽
… 318

宗
教
者
の
社
会
参
画
を
め
ぐ
る

実
践
と
研
究
の
相
互
作
用 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
子　
　

昭
… 320

「
復
興
・
創
生
期
間
」
に
お
け
る

震
災
被
災
地
の
支
援
活
動
と
宗
教
の
役
割 

…
…
…
齋
藤　

知
明
… 321

宗
教
と
新
た
な
つ
な
が
り
の
創
出 

…
…
…
…
…
…
…
稲
場　

圭
信
… 322

世
俗
内
宗
教 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清
水　

俊
毅
… 323

宗
教
組
織
が
母
体
と
な
る

社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割 

…
…
…
岡
光　

信
子
… 325

宗
教
太
陽
光
発
電
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

…
…
…
…
…
深
田
伊
佐
夫
… 326

技
術
と
宗
教 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
村　

武
史
… 327

第
六
部
会

『
妙
法
華
』
寿
量
品
に
対
す
る

智
顗
と
吉
蔵
の
解
釈
の
同
異 

…
…
…
…
…
…
…
…
林　
　

瑞
蘭
… 284

漢
訳
『
法
華
経
』
に
於
け
る

「
正
法
」
と
「
妙
法
」 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
前
川　

健
一
… 285

善
導
に
お
け
る
見
仏
の
一
考
察 

…
…
…
…
…
…
…
…
藤
雄　

正
受
… 286

『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
日
本
的
展
開 

…
…
…
…
…
金　
　

炳
坤
… 287

古
式
金
銅
仏
の
光
背
形
態 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内
藤　

善
之
… 289

円
珍
『
法
華
論
記
』
の
天
台
章
疏
引
用
に
つ
い
て 

…
浅
野　
　

学
… 290

金
沢
文
庫
蔵
『
禅
宗
法
語
』
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
高
柳
さ
つ
き
… 291

近
世
浄
土
宗
に
お
け
る
融
合
主
義
の
展
開 
…
…
…
…
陳　
　

敏
齡
… 292

近
代
日
本
仏
教
の
ア
ジ
ア
布
教
研
究
に
つ
い
て 

…
…
野
世　

英
水
… 293

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
聖
と
俗 

…
…
…
…
…
…
…
…
大
坪
加
奈
子
… 295

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
教
団
組
織
の
形
成
過
程 

…
…
…
…
魚
尾　

和
瑛
… 296

現
代
中
国
に
お
け
る

「
日
本
仏
教
」
の
逆
輸
入
現
象
に
つ
い
て 

…
…
…
…
何　
　

燕
生
… 297

東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教
圏
の
構
想 

…
…
…
…
…
…
…
…
末
木
文
美
士
… 298

四
聖
種
に
お
け
る
神
変 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
筒
井　

奈
々
… 299

『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
に
お
け
る

菩
薩
の
区
分
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木　

健
太
… 301

瑜
伽
行
派
に
お
け
る
四
神
足
解
釈
に
つ
い
て 

…
…
…
北
山　

祐
誓
… 302

『
五
蘊
論
安
慧
釈
』
に
お
け
る

作
用
を
め
ぐ
る
論
争 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
那
須　

円
照
… 303

ア
テ
ィ
シ
ャ
と
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ 

…
…
望
月　

海
慧
… 304
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ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
施
餓
鬼 

…
…
…
…
…
…
…
虫
賀　

幹
華
… 351

イ
ギ
リ
ス
宗
教
教
育
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教 

…
…
澤
田　

彰
宏
… 352

T
im

es of India

に
見
る

近
代
イ
ン
ド
の“secularism

”

の
語
用
の
展
開 

…
冨
澤　

か
な
… 353

死
の
超
克 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
榊　
　

和
良
… 355

移
民
社
会
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
下　

博
司
… 356

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
四
つ
の
ヨ
ー
ガ
論 

…
…
平
野
久
仁
子
… 357

パ
ー
ル
シ
ー
と
ア
ヴ
ェ
ス
タ
学
習 

…
…
…
…
…
…
…
香
月　

法
子
… 358

世
俗
主
義
が
煽
り
立
て
る
宗
教
対
立 

…
…
…
…
…
…
丹
羽　
　

充
… 360

ビ
ク
ニ
に
よ
る
正
典
の
読
み
直
し 

…
…
…
…
…
…
…
工
藤
さ
く
ら
… 361

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
墓
園
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開 

…
木
村　

敏
明
… 362

天
文
学
的
知
識
に
よ
る
煉
丹
理
論 

…
…
…
…
…
…
…
野
村　

英
登
… 363

シ
ョ
ナ
社
会
に
お
け
る

異
人
水
精
と
し
て
の
ジ
ュ
ズ 

…
…
…
…
…
…
…
…
松
平　

勇
二
… 364

祈
り
か
供
犠
か
？ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
谷
口　

智
子
… 366

ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
変
容 

…
…
…
…
…
佐
島　
　

隆
… 367

繁
栄
の
福
音
運
動
は

現
代
の
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
か
？ 

…
…
…
…
…
…
…
村
上　

辰
雄
… 368

韓
国
の
巫
俗
儀
礼
と
憑
霊 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
川
上　

新
二
… 369

タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
「
愛
の
宗
教
」 …
…
…
大
黒　

正
伸
… 370

宗
教
性
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響 

…
…
…
…
…
…
…
…
川
端　
　

亮
… 372

〝
人
権
〞
と
い
う
概
念
表
象
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
…
丹
羽　
　

泉
… 373

第
八
部
会

河
口
慧
海
と
法
華
経 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
庄
司　

史
生
… 329

近
代
仏
教
と
修
養 

…
…
…
…
…
…
…
…
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
… 330

大
正
期
親
鸞
像
の
形
成 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内
手　

弘
太
… 331

『
実
験
の
宗
教
』
に
お
け
る

佐
々
木
月
樵
の
修
養
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木　

朋
子
… 332

多
田
鼎
の
俗
諦
論
に
関
す
る
一
考
察 

…
…
…
…
…
…
春
近　
　

敬
… 333

和
の
世
界
観 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東　
　

真
行
… 335

鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
関
し
て 

…
…
…
…
横
田　

理
博
… 336

市
川
白
弦
の
一
休
論
に
お
け
る
「
即
」
の
論
理 

…
…
飯
島　

孝
良
… 337

日
蓮
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
み
」
に
つ
い
て 
…
…
…
…
桑
名　

法
晃
… 338

日
蓮
に
お
け
る

地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
間
宮　

啓
壬
… 340

近
現
代
に
お
け
る
日
蓮
著
『
立
正
安
国
論
』
の

題
号
釈
を
め
ぐ
っ
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
矢
吹　

康
英
… 341

堅
樹
院
日
寛
の
顕
本
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
谷　

進
良
… 342

広
蔵
院
日
辰
教
学
の
研
究 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
神
田　

大
輝
… 343

初
期
日
蓮
教
団
と
真
名
本
『
曽
我
物
語
』 …
…
…
…
…
長
倉　

信
祐
… 344

長
松
日
扇
に
お
け
る
釈
教
歌
の
一
考
察 

…
…
…
…
…
武
田　

悟
一
… 346

近
代
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
望
月　

真
澄
… 347

第
九
部
会

呪
術
の
新
理
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
髙
山　

善
光
… 349

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
河
川
の
信
仰 

…
…
…
…
…
宮
崎　

智
絵
… 350
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第
十
一
部
会

日
本
の
台
湾
統
治
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
変
遷 

…
…
李　
　

争
融
… 398

日
本
型
平
等
思
想
の
淵
源 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森
島　
　

豊
… 399

大
正
天
皇
大
典
と
地
域
神
職
会 

…
…
…
…
…
…
…
…
原
田　

雄
斗
… 400

筧
克
彦
に
よ
る
神
道
論
の
構
造
と
特
質 

…
…
…
…
…
中
道　

豪
一
… 401

日
本
型
儒
教
祭
祀
の
形
成 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
上　

智
勝
… 402

国
民
意
識
と
宗
教 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
淺
野　
　

章
… 404

国
家
に
よ
る
動
員
と
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て 

…
…
田
中　
　

悟
… 405

一
九
四
〇
年
の
「
神
道
美
術
」
展
に
お
け
る

言
説
と
表
象 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
倉　

孝
祐
… 406

近
代
移
行
期
に
お
け
る

日
蓮
宗
不
受
不
施
派
と
地
域
社
会 

…
…
…
…
…
…
内
藤　

幹
生
… 407

東
三
河
に
見
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
痕
跡 

…
…
…
…
春
日
井
眞
英
… 409

通
俗
的
排
耶
書
の
論
理
と
倫
理 

…
…
…
…
…
…
…
…
小
野　

久
志
… 410

神
儒
仏
三
教
の
「
一
致
」
と
「
各
別
」 …
…
…
…
…
…
森　
　

和
也
… 411

「
勤
王
僧
」
の
顕
彰
に
関
す
る
一
考
察 

…
…
…
…
…
…
髙
橋　

秀
慧
… 412

松
尾
社
の
社
司
論
争
裁
判 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
海
上　

直
士
… 413

城
と
浅
間
社 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
谷　

正
幸
… 414

明
治
期
に
お
け
る

富
士
講
系
教
派
神
道
に
よ
る
他
信
仰
と
の
交
流 

…
今
井　

功
一
… 415

白
山 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林　

一
蓁
… 417

宗
教
民
俗
学
の
形
成
に
お
け
る
仏
教
の
再
認
識 

…
…
阿
部　

友
紀
… 418

「
宗
教
的
自
叙
伝
」
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て 

…
…
…
…
長
崎　

誠
人
… 419

第
十
部
会

大
祓
詞
「
神
集
へ
神
議
り
」
と
、

古
代
王
位
継
承
時
の
群
臣
推
戴
と
の
考
察 

…
…
…
東
郷　

茂
彦
… 375

允
恭
天
皇
記
紀
の
探
湯
伝
承
に
お
け
る

禍
津
日
神
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
稲
田　

智
宏
… 376

『
簠
簋
内
伝
』
は
陰
陽
道
書
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木　

一
馨
… 377

陰
陽
道
の
地
方
伝
播 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
池　

淳
一
… 378

土
御
門
家
菩
提
所
儀
軌
に
関
す
る
考
察 

…
…
…
…
…
太
田　

俊
明
… 380

宣
長
神
格
化
の
諸
相 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
ツ
松　

誠
… 381

石
河
定
源
『
藤
樹
先
生
学
術
定
論
』
考 

…
…
…
…
…
鈴
木　

保
實
… 382

近
世
人
霊
奉
斎
研
究
史
の
課
題 

…
…
…
…
…
…
…
…
松
本　

久
史
… 383

人
を
神
に
祀
る
習
俗 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
劉　
　

建
華
… 384

近
世
名
古
屋
の
東
照
宮
祭
と
律
令
研
究 

…
…
…
…
…
鈴
木　

一
彦
… 385

近
世
日
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歴
史
の
な
か
の
大
学
と
宗
教
研
究

提
題
者 
増
澤　

知
子
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
）

 
鶴
岡　

賀
雄
（
東
京
大
学
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ 

林　
　
　

淳
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

 

久
保
田　

浩
（
立
教
大
学
教
授
）

司
会 

藤
原　

聖
子
（
東
京
大
学
教
授
）

開
催
日　

二
〇
一
七
年
九
月
一
五
日
（
金
）

会　

場　

東
京
大
学　

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス　

法
文
二
号
館
一
番
大
教
室

趣
旨

　

東
京
大
学
に
は
、
一
九
〇
五
年
と
い
う
世
界
的
に
み
て
も
早
い
時
期
に

宗
教
学
の
講
座
が
設
け
ら
れ
て
以
来
、
多
く
の
大
学
に
宗
教
研
究
の
場
が

生
ま
れ
て
、
日
本
の
学
術
的
宗
教
研
究
は
質
量
と
も
に
豊
か
な
成
果
を
挙

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
お
お
よ
そ
一
世
紀
半
、
大
学
に
お
け
る
宗
教
研

究
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
制
度
上
も
、
研
究
方
法
の
点
で
も
、
ま
た

宗
教
・
政
治
・
社
会
的
状
況
の
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
て
き
ま
し

た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
宗
教
研
究
と
大
学
と
の
関
わ
り
を
歴
史

的
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
歴
史
、
特
徴
、

現
状
を
、
と
く
に
大
学
制
度
に
視
点
を
据
え
て
、
欧
米
の
そ
れ
と
の
対
比

の
中
で
明
ら
か
に
し
、
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
の
展
望
を
得
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。 

（
第
七
六
回
学
術
大
会
実
行
委
員
会
）

教
会
・
国
家
・
大
学

│
│ 

西
洋
に
お
け
る
相
互
関
係
の
歴
史
的
変
遷 

│
│

増
澤
　
知
子

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
は
、
宗
教
学
の
歴
史
を
大
学
と
い
う
制
度

の
発
達
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
考
え
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
最
初

の
発
題
者
で
あ
る
私
は
、
一
歩
離
れ
た
所
か
ら
見
た
そ
の
背
景
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

　

私
は
こ
の
一
〇
年
近
く
、
西
欧
の
大
学
と
キ
リ
ス
ト
教
会
の
関
係
に
つ

い
て
研
究
し
て
き
た
が
、
そ
の
出
発
点
は
一
九
世
紀
に
教
会
と
大
学
の
間

に
聖
書
学
が
も
た
ら
し
た
亀
裂
に
つ
い
て
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

当
時
の
教
会
と
大
学
の
亀
裂
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
な
ど
の
自
然
科

学
上
の
問
題
よ
り
も
む
し
ろ
聖
書
に
関
す
る
論
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
い
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
研
究
対
象
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
教
会
と
大
学
と
の
摩
擦
で
あ
り
、
大
学
一
般
に
広
げ

る
意
図
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
で
は
一
九
世
紀
の
こ
の
時
点
に
至
る
ま

で
、
大
学
と
教
会
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題

が
当
然
な
が
ら
浮
上
し
た
。

　

ま
ず
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
西
欧
に
お
い
て
大
学

を
含
む
公
教
育
（public instruction

）
を
め
ぐ
っ
て
各
地
で
論
争
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
論
争
の
内
容
も
趣
旨
も
、
一
九
世
紀
後
半
に

起
き
た
大
学
の
目
覚
ま
し
い
発
展
の
後
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
こ
の
忘
却
の
結
果
、
一
九
世
紀
の
大
学
改
革
そ
の
も
の
の
意
味
、
ま

た
そ
の
変
化
の
一
面
と
も
言
え
る
教
育
の
世
俗
化
の
過
程
が
非
常
に
わ
か

り
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
野
蛮
な
偽
学
問
に
満
ち

た
暗
黒
時
代
に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
だ
に
そ
の
起
源
の
悪

徳
に
染
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
原
始
的
な
教
育
法
は
司
祭
、
修
道
士
の

養
成
に
見
合
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
学
校
の
運
営
は
僧
侶
に

握
ら
れ
て
い
る
。〔
中
略
〕
ロ
ー
マ
法
皇
、
王
族
は
こ
れ
ら
の
学
校

に
公
教
育
の
独
占
的
な
権
限
を
委
ね
た
が
、
独
占
主
義
の
精
神
は
、

偏
狭
で
怠
惰
で
抑
圧
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
ギ
ボ
ン
の
こ
の
意
見
は
彼
の
当
時
の
心
境
、
特
に
彼
の
母
校
で
あ

っ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
顕
著
に
示
し
て
は
い

る
が
、
歴
史
的
に
は
正
確
で
な
い
。
で
は
実
際
に
歴
史
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。

　

大
学
の
起
源
は
中
世
最
盛
期
、
俗
に
「
一
二
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と

呼
ば
れ
る
時
期
に
あ
る
。
大
学
の
誕
生
は
、
こ
の
時
期
の
文
明
的
興
隆
の

最
も
目
覚
ま
し
い
現
象
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
発
祥
以
来
数
世
紀
に
わ
た

っ
て
西
欧
各
地
で
栄
え
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
間
の
重
要
な
変
化
の
一
つ
に
「
カ
レ
ッ
ジ
制
度
」
の
発
達
が
あ

る
。
こ
れ
は
パ
リ
大
学
に
始
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
両
大
学
で
特
に
顕
著
に
な
り
、
英
国
国
教
会
と
大
学
と

の
関
係
、
ひ
い
て
は
時
代
ご
と
の
政
治
体
制
と
大
学
と
の
関
係
に
大
き
く

影
響
し
た
。

　

宗
教
改
革
、
続
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
で
起
こ
っ
た
長
い
内
戦
を
経

て
近
代
的
な
国
民
国
家
が
成
立
す
る
過
程
で
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
学

は
宗
派
的
な
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
地
方
ご
と
の
宗
派

統
一
化
が
進
み
、
カ
レ
ッ
ジ
制
度
が
さ
ら
に
大
学
の
宗
派
化
（confes-

sionalization
）
を
助
長
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

大
学
と
い
う
制
度
も
宗
教
学
と
い
う
学
問
も
、
日
本
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
一
九
世
紀
後
半
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
西
欧
で
成
立

し
た
大
学
制
度
や
宗
教
学
が
、
少
し
経
っ
て
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
結

果
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
こ
の
非
西
洋
で
の
状
況
も
一
九
世
紀
を
通
じ
て

起
こ
っ
た
大
学
の
大
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

以
下
で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
の
か
、

国
家
・
教
会
・
大
学
と
い
う
三
つ
巴
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
そ
の
相
互

関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
等
、
大
学
制
度
と
宗
教
の
関
係

を
長
い
歴
史
の
な
か
で
考
察
す
る
。

　

大
学
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
根
強
い
。

確
か
に
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
ル
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ナ
が
描
い
た
一
三

五
〇
年
代
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
に
も
、
中
世
で
あ
り
な
が
ら
今
も
馴
染
み

深
い
大
学
の
風
情
が
見
受
け
ら
れ
る
。
近
代
に
創
設
さ
れ
た
大
学
の
紋
章

の
中
に
も
、
モ
ッ
ト
ー
が
ラ
テ
ン
語
だ
っ
た
り
、
古
文
書
、
盾
、
古
め
か

し
い
ラ
ン
プ
な
ど
、
中
世
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
す
も
の
が
多
く
あ

る
。
大
学
の
建
築
に
も
中
世
風
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
懐
古
趣
味
は
別
と

し
て
、
実
際
の
中
世
に
お
け
る
大
学
の
起
源
、
あ
る
い
は
そ
の
後
今
日
に

至
る
ま
で
の
経
緯
と
な
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
時
代
錯
誤
的
な

誤
解
誤
認
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
世
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
氾
濫
す
る
反
面
、
伝
統
に
固
執
す
る
大

学
は
過
去
の
遺
物
で
あ
り
、
現
代
に
見
合
っ
た
改
革
を
と
い
う
議
論
も
聞

か
れ
る
。
大
学
が
修
道
院
と
似
た
り
よ
っ
た
り
の
中
世
の
遺
物
だ
と
い
う

よ
う
な
意
見
は
、
現
在
よ
り
む
し
ろ
一
八
世
紀
に
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ
ン
曰
く
、
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数
が
集
ま
っ
て
講
義
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
教
会
、
特
に

人
口
密
度
の
高
い
街
中
の
大
聖
堂
（cathedral

）
と
居
酒
屋
（tavern

）

が
よ
く
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
世
の
大
学
風
景
が
ど
う
も
宗
教
的
で

教
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
る
の
は
、
お
そ
ら
く
本
当

に
そ
れ
が
教
会
の
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
中
世
に
大
学
専
用

の
施
設
だ
と
わ
か
る
よ
う
な
建
物
は
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
記
録
は

残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
初
期
の
大
学
と
は
人
の
集
ま
り
の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
目

的
を
持
つ
者
た
ち
、
ま
た
、
互
酬
的
関
係
に
あ
る
者
た
ち
が
お
互
い
の
利

害
を
守
る
た
め
の
ギ
ル
ド
、
職
業
組
合
と
し
て
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

知
的
新
産
業
は
社
会
の
多
方
面
に
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
王
国
あ

る
い
は
帝
国
政
府
も
キ
リ
ス
ト
教
会
も
、
あ
え
て
こ
う
い
っ
た
集
ま
り
を

奨
励
、
保
護
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
と
は
、
そ
の

た
め
に
大
学
集
団
に
与
え
ら
れ
た
認
可
、
特
権
の
こ
と
で
あ
る
。
要
は
、

中
央
政
権
の
意
向
と
い
う
建
前
の
お
か
げ
で
、
大
学
団
体
は
そ
の
地
方
の

管
轄
外
と
さ
れ
、
町
の
権
力
者
、
あ
る
い
は
そ
の
地
方
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
の

干
渉
か
ら
大
学
集
団
を
守
る
、
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
教

会
（sacerdotium

）、
王
国
あ
る
い
は
帝
国
政
府
（regnum

／im
pe-

rium

）
と
い
う
二
つ
の
権
力
圏
が
、
大
学
（studium

）
と
い
う
第
三
の

権
力
圏
を
生
み
出
し
た
。

　

最
も
古
い
中
世
の
大
学
の
中
で
、
ご
く
早
い
時
期
か
ら
二
つ
の
タ
イ
プ

が
現
れ
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
は
、
も
っ
ぱ
ら
学
生
の
福
祉
を
念
頭
に
置

い
た
ギ
ル
ド
で
あ
る
。
下
宿
の
家
賃
か
ら
居
酒
屋
ま
で
、
大
学
街
の
商
人

が
学
生
相
手
に
過
剰
に
儲
け
よ
う
と
す
る
の
を
抑
え
る
、
あ
る
い
は
授
業

料
を
受
け
取
っ
た
教
授
が
約
束
通
り
講
義
を
行
う
こ
と
を
保
証
す
る
、
と

　

や
が
て
知
識
、
科
学
、
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
従
来
の
大
学
教
育
の
価

値
、
実
利
的
な
効
用
が
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
世
紀
に
は
ギ
ボ
ン

に
見
た
よ
う
な
大
学
廃
止
論
が
高
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
に
そ
う
し
た
否
定
的
な
予
測
に
反
す
る
大
転
換
が

起
こ
っ
た
。
こ
の
大
学
の
変
身
が
あ
ま
り
に
劇
的
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

時
点
で
歴
史
的
見
解
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
歪
み
が
で
き
た
よ
う
で
、

現
在
の
時
点
で
は
大
学
と
い
う
制
度
の
勃
興
の
背
景
や
そ
の
後
の
歴
史
が

忘
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
世
紀
前
半
の
沿
革
が
誤
解
さ
れ
、
特
に
宗
教
と

国
家
の
関
係
が
理
解
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
大
学
の
長
い
歴
史
、
中
世
ま

で
遡
っ
た
歴
史
観
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
で
四

〇
年
に
わ
た
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
大
学
改
革
派
と
保
守
派
の
葛
藤
の

中
で
初
め
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
最
初
の
大
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誕

生
し
た
の
か
。「
一
二
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
呼
称
を
有
名
に
し

た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ー
マ
ー
・
ハ
ス
キ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
大
学
と
は
、
中

世
の
様
々
な
機
関
や
制
度
と
同
じ
く
、
た
だ
自
然
に
い
つ
と
も
な
く
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ど
こ
か
に
誰
か
が
創
設
し
た
も
の
で
は
な

く
、
誰
が
招
集
す
る
わ
け
で
も
な
く
始
ま
っ
た
、
自
主
的
な
人
の
群
が
り

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
理
由
な
く
遠
く
か
ら
人
が
集
ま
る
わ
け

は
な
い
。
こ
れ
は
一
方
に
は
新
し
い
知
識
を
求
め
る
人
た
ち
、
も
う
一
方

に
す
で
に
そ
う
い
っ
た
知
識
を
備
え
持
ち
、
他
に
伝
達
す
る
用
意
の
あ
る

人
た
ち
、
つ
ま
り
学
徒
志
願
者
と
教
授
志
願
者
の
自
主
的
な
群
が
り
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
点
で
は
大
学
固
有
の
建
物
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
人
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い
っ
た
。

　

な
ぜ
パ
リ
が
特
に
神
学
で
有
名
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
ロ

ー
マ
法
王
オ
ノ
リ
ウ
ス
が
、
多
く
の
優
秀
な
法
律
学
生
が
市
民
法
を
学
ん

で
教
会
以
外
の
勤
め
先
に
流
失
し
て
ゆ
く
の
を
防
ぐ
た
め
、
パ
リ
大
学
の

市
民
法
教
授
を
一
時
禁
止
し
た
の
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
結
果
は
法
皇
の
意
図
と
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
と

い
う
の
も
、
市
民
法
ぬ
き
に
カ
ノ
ン
法
を
教
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
法
律

学
を
学
び
た
い
学
生
は
自
ず
と
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
オ
ル
レ
ア
ン
の
大
学
に
流

れ
て
行
っ
て
し
ま
い
、
結
局
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
は
い
わ
ば
パ
リ
の
法
学
部

分
校
と
な
っ
た
も
同
然
で
あ
り
、
中
世
に
お
い
て
最
も
重
要
な
学
部
で
あ

っ
た
法
学
部
が
パ
リ
大
学
で
は
衰
え
、
そ
の
代
わ
り
に
医
学
・
神
学
が
幅

を
利
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
ロ
ー
マ
教
会
の
勢
力
発
展
の
中

で
、
そ
の
原
因
と
も
結
果
と
も
言
え
る
の
が
、
大
学
と
い
う
新
し
い
制
度

で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
理
由
で
大
学
の
始
ま
り
と
な
っ
た
自
主
的

な
人
の
群
が
り
が
起
こ
っ
た
の
か
。「
一
二
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
時
代
の
変
化
に
は
幾
つ
か
の
関
連
し
た
要
因
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
大
学
の
起
源
そ
の
も
の
の
直
接
的
な
原
因
と
い
え
ば
ま

ず
、
一
一
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、
西
洋
に
隣
接
す
る
文

化
圏
か
ら
急
激
に
大
量
の
新
し
い
知
識
と
刺
激
が
流
入
し
て
き
た
こ
と
が

あ
る
。

　

そ
れ
ら
新
知
識
の
出
処
と
し
て
東
ロ
ー
マ
帝
国
（
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝

国
）
な
ら
び
に
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
イ
ス
ラ
ム
帝
国
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う

ち
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
は
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
が
〝
滅
び
た
〞
後
千
年
続
い

た
帝
国
で
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
首
都
と
し
て
、
古
代
ギ

い
っ
た
目
的
が
中
心
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
は
法
律
学
の

メ
ッ
カ
と
な
り
、
以
後
は
主
に
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
南
フ
ラ
ン
ス
の

大
学
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
パ
リ
大
学
は
、
教
師
中
心
の
ギ
ル
ド
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
大

学
で
学
び
、
い
ず
れ
自
ら
大
学
で
教
え
る
こ
と
に
な
る
学
生
が
一
定
の
水

準
の
学
問
を
獲
得
し
た
か
ど
う
か
の
判
定
を
下
し
、
学
識
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
維
持
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
る
。
就
学
を
終
え
た
者
に
学
位
を
与
え

教
師
の
免
許
を
与
え
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
教
授
側
の
ギ
ル
ド
の
意

図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
大
学
は
や
が
て
医
学
、
神
学
で
有
名
な

大
学
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

西
方
、
北
方
の
大
学
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
ま
た
、
カ
レ
ッ
ジ
制
度
も
パ

リ
で
始
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
目
立
っ
た
影
響
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
大

学
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
歴
史
的
時
点
で
キ
リ
ス
ト
教
会
の
枢
機
部
が
最
も
関
心
を

も
ち
期
待
を
託
し
て
い
た
の
は
神
学
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
カ
ノ
ン
法

（
教
会
法
）
を
学
び
、
い
ず
れ
は
教
会
の
運
営
に
携
わ
る
法
律
家
の
養
成

で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
中
世
最
盛
期
に
お
い
て

西
キ
リ
ス
ト
教
圏
（W
estern Christendom

）
の
教
会
は
、
祭
祀
や

瞑
想
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
行
政
、
あ
る
い
は
司
法
上
の
枢
機
的
な
機
能
を

果
た
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
が
崩
壊
し
た
と
さ
れ
る
五

世
紀
以
来
、
か
つ
て
政
治
、
法
律
上
の
中
枢
で
あ
っ
た
帝
国
が
崩
れ
去
っ

た
後
に
象
徴
的
な
形
で
統
一
性
を
維
持
し
て
き
た
の
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

だ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
西
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
教
会
組
織
で
は
ま
す
ま
す
ロ

ー
マ
中
心
的
な
体
制
が
整
い
、
そ
れ
に
つ
れ
て
ロ
ー
マ
教
会
の
役
割
が
拡

大
し
、
そ
の
運
営
の
法
則
で
あ
る
カ
ノ
ン
法
の
重
要
性
も
急
激
に
増
し
て
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と
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
古
典
継
承
者
（
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
等
）
ま

た
、
西
以
外
の
キ
リ
ス
ト
教
圏
を
ほ
と
ん
ど
無
視
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
重
要
性
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

時
代
を
下
っ
て
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
西
キ
リ
ス
ト
教
圏

に
起
こ
る
宗
教
改
革
が
、
大
学
制
度
に
深
く
宗
教
的
、
政
治
的
な
影
響
、

制
約
を
課
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
勢
力
者
が
、
そ
の
領
域

の
宗
派
（confession

）
を
指
定
し
て
行
く
そ
の
過
程
で
宗
教
戦
争
が
起

こ
り
、
そ
の
結
果
西
キ
リ
ス
ト
教
圏
は
統
一
性
を
失
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ

が
多
大
な
人
口
移
動
を
も
た
ら
し
た
。

　

教
会
の
大
学
介
入
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
特
に
著
し
か
っ
た
。
そ
の

理
由
の
一
つ
に
は
、
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
派
の
国
家
に
比
べ
、
ま
さ

に
国
教
会
と
し
て
の
宗
派
が
生
ま
れ
た
た
め
に
、
政
治
的
、
宗
教
的
な
制

約
が
直
接
的
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
大
学
に
お
い
て
国
家

に
よ
る
宗
教
的
制
約
を
助
長
し
た
の
が
、
先
述
の
カ
レ
ッ
ジ
制
で
あ
る
。

　

最
初
の
カ
レ
ッ
ジ
は
パ
リ
大
学
に
関
連
し
た
慈
善
事
業
と
し
て
生
ま

れ
、
貧
し
い
学
生
の
衣
食
住
を
無
料
で
提
供
す
る
の
が
目
的
の
学
生
寮
で

あ
っ
た
。
間
も
な
く
異
な
る
趣
向
の
学
生
寮
が
生
ま
れ
た
。
当
時
の
フ
ラ

ン
ス
王
の
宮
廷
付
き
説
教
師
で
あ
っ
た
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ソ
ル
ボ
ン
の
寄

付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
学
寮
は
、
学
生
の
経
済
状
況
と
は

関
係
な
く
、
特
に
上
級
の
神
学
部
の
学
生
が
大
学
で
学
問
を
修
め
る
長
い

期
間
、
他
の
神
学
生
と
寝
起
き
を
共
に
し
な
が
ら
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
養

う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

パ
リ
を
模
範
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
も
同
様
の
発
展
を
と
げ
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
王
室
、
貴
族
、
教
会
の
有
力
者
等
が
競
っ
て
裕
福
な

リ
シ
ャ
の
領
域
を
含
む
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
圏
を
支
配
し
て
き
た
の
だ
か
ら

納
得
が
い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
西
洋
史
の

語
り
方
で
は
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
千
年
は
社
会
、
文
化
、
政
治
、
ま
た
宗

教
に
お
い
て
も
、
進
歩
・
変
化
の
な
い
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
世
界
で
あ
っ
た

と
い
う
よ
う
な
、
不
可
解
な
理
屈
を
も
っ
て
無
視
同
然
の
扱
い
を
さ
れ
て

き
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
と
は
、
一
六

世
紀
に
西
側
が
付
け
た
名
称
で
、
か
つ
て
の
こ
の
帝
国
の
住
人
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
ロ
ー
マ
帝
国
そ
の
も
の
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
言
語
は
、
ラ

テ
ン
語
で
は
な
く
ギ
リ
シ
ャ
語
だ
っ
た
。
こ
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
が
一

二
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
提
供
し
た
も
の
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
知
識

は
、
古
典
ロ
ー
マ
法
、
法
律
学
だ
っ
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
六
世
紀
の
ユ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
皇
帝
が
ロ
ー
マ
法
の
編
纂
、
整
理
、
ま
た
法
学
者
に
よ
る

様
々
な
法
学
理
論
の
著
作
の
数
々
を
収
集
す
る
と
い
う
大
事
業
を
促
し
た

こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
皮
肉
と
も
言
え
る
の
は
、
ラ
テ
ン
語
で

編
ま
れ
た
ロ
ー
マ
法
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
っ
た
の
は
ギ
リ
シ
ャ
語
圏
の

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
、
哲
学
、
化
学
、
医
学

を
西
に
伝
え
た
の
は
主
に
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
・
イ
ス
ラ
ム

帝
国
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
大
学
は
典
型
的
に
「
西
洋
の
も
の
」
だ
が
、
触
発

し
た
の
は
西
洋
の
外
に
あ
る
知
識
だ
っ
た
、
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
い
か
に

も
逆
説
的
で
腑
に
落
ち
な
い
。
し
か
し
こ
の
不
協
和
感
は
、
実
は
今
日
の

「
西
洋
」
の
自
己
意
識
の
中
に
潜
在
す
る
矛
盾
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
否
定

（abnegation

）
を
浮
上
さ
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
古
典
ギ

リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
文
明
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
「
西
洋
」、
キ
リ
ス
ト
教

圏
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
さ
れ
る
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
体
的
自
己
意
識
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学
を
模
範
と
し
た
目
覚
ま
し
い
新
大
学
の
創
設
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
頃
日
本
、
イ
ン
ド
な
ど
西
洋
以
外
で
も
ド
イ
ツ
を
模
範
と
す
る
大
学

が
創
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
や
遅
れ
て
既
設
の
大
学
も
近
代
的
大

学
へ
と
変
身
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て

独
立
以
前
か
ら
の
歴
史
の
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
の
幾
つ
か
が
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ

テ
ィ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
プ
ロ
イ
セ
ン
が
先
駆
け
と
な
っ
た
の
か
。
特
筆
す
べ
き
要

因
の
一
つ
に
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
の
時
点
で
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
と
呼
ば
れ
た
王
国
は
、
宗
派
多
元
的
状
態
を
長

年
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
一
七
世
紀
の
初
め
か
ら
ホ
ー
エ

ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
の
王
族
は
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
を
信
奉
し
て
き
た
が
、
民
衆

の
ほ
と
ん
ど
、
ま
た
貴
族
層
の
大
多
数
も
ル
タ
ー
派
だ
っ
た
。
い
く
ら
王

族
で
も
数
に
は
勝
て
な
い
。
や
む
な
く
こ
の
状
態
を
維
持
し
、
新
大
学
を

ベ
ル
リ
ン
に
創
設
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
宗
派
間
の
争
い
が
、
特
に
神
学

部
を
通
じ
て
お
こ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
動
き
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

際
、
い
わ
ゆ
る
教
会
区
（parish, Gem

einde

）
が
担
っ
て
き
た
初
等
教

育
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
教
会
審
議
会
で
は
な
く
、
直
接
国
家
管
轄
下

に
置
く
た
め
に
、
新
た
に
広
い
意
味
で
の
教
育
、
教
養
、
福
祉
を
司
る
政

府
機
関
を
創
立
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
文
化
省
（K

ultusm
inisteri-

um

、
正
式
に
はM

inisterium
 des öffentlichen U

nterrichts, der 
geistlichen- und m

edizinal-A
ngelegenheiten　

公
教
育
、
宗
教

／
教
会
、
並
び
に
医
療
業
務
省
）
で
あ
る
。
一
九
世
紀
前
期
に
一
世
を
風

靡
し
た
の
は
、
高
等
教
育
・
研
究
大
学
の
模
範
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学

よ
り
、
む
し
ろ
こ
の
新
し
い
政
府
政
策
だ
っ
た
。

　

一
方
こ
こ
で
思
想
的
、
学
問
的
な
面
で
比
類
な
く
重
大
な
役
割
を
果
た

学
生
層
に
見
合
っ
た
豪
華
な
施
設
を
立
て
、
図
書
館
な
ど
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

を
加
え
、
カ
レ
ッ
ジ
専
属
の
教
師
陣
を
雇
い
入
れ
る
等
、
つ
い
に
カ
レ
ッ

ジ
の
中
だ
け
で
〝
大
学
〞
教
育
は
事
足
り
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

カ
レ
ッ
ジ
は
私
立
で
あ
る
た
め
、
創
立
者
が
思
い
の
ま
ま
入
学
を
規
制
で

き
た
。
入
居
者
の
階
級
を
限
定
し
、
宗
教
的
な
制
約
を
課
す
に
は
有
効
な

シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
に
入
門
す
る
た
め
に
は
カ
レ
ッ
ジ
の
ど
れ
か
に
帰
属
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
が
規
則
と
な
っ
た
。

　

結
局
、
大
学
教
育
に
対
す
る
宗
教
的
束
縛
、
教
会
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
、
中
世
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
宗
教
改
革
後
に
顕
著
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
そ
れ
が
著
し
い
、
と
言
え
る
。

な
お
、
一
七
〜
一
八
世
紀
に
英
国
の
移
民
が
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
持
ち
こ

ん
だ
の
は
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
っ
て
、
大
学
で
は
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、

一
九
世
紀
の
大
学
改
革
運
動
は
、
既
設
の
カ
レ
ッ
ジ
は
そ
の
類
に
あ
ら

ず
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
は
本
当
の
大
学
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
考
え
の

下
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ギ
ボ
ン
が
非
難
し
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
も
、
実
は
大
学
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
今
や
実
質
的
に
大
学
を
乗
っ
取

っ
た
カ
レ
ッ
ジ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
に
大
学
論
争
が
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
裏
に
は
こ
う
い
っ
た

現
状
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
同
時
に
よ
り
広
く
公
教
育
シ
ス
テ
ム
全
体
の
創

設
を
目
指
す
教
育
改
革
も
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
を
先
駆

と
し
、
一
八
三
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
米
国
に
広
が
っ
た
。
こ
の

一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
日
あ
ま
り
注
意

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
研
究
さ
れ
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
一
九
世

紀
後
半
、
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
等
ド
イ
ツ
の
大
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い
、
中
世
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
私
が
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
次

第
で
あ
る
。

近
代
日
本
の
大
学
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
特
徴

│
│ 

制
度
論
的
観
点
か
ら 

│
│

鶴
岡
　
賀
雄

一
　
宗
教
研
究
と
大
学
制
度

　

東
京
大
学
の
宗
教
学
科
で
は
、
学
科
へ
の
進
学
希
望
者
に
対
し
て
、

〝
こ
の
学
科
で
は
古
今
東
西
の
宗
教
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
研

究
し
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
特
定
の
宗
教
の
価
値
を
専
一
に
主
張
す
る
よ

う
な
研
究
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
際
、
宗
教
一
般
へ
の
関
心
を
必
須
と

す
る
。〞
と
い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
を
毎
年
説
明
し
て
い
る
。
宗
教
に
対
す

る
こ
の
よ
う
な
学
知
を
こ
こ
で
は
「
宗
教
学
」
と
呼
ん
で
お
く
。
特
定
宗

教
の
価
値
を
専
一
に
弁
証
す
る
よ
う
な
研
究
│
│
こ
れ
を
「
神
学
」
と
呼

ん
で
お
く
│
│
も
含
む
よ
り
広
い
呼
称
と
し
て
の
「
宗
教
研
究
」
と
の
区

別
を
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
宗
教
学
」
の
研
究
は
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
い
て

は
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）、
東
京
帝
国
大
学
に
姉
崎
正
治
を
教

授
に
迎
え
て
宗
教
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
制
度
的
に
成
立
し
た
、

と
い
う
の
が
一
般
的
理
解
で
あ
る
。
姉
崎
の
位
置
を
継
い
で
第
二
次
大
戦

後
の
宗
教
学
に
影
響
力
を
も
っ
た
岸
本
英
夫
は
、
宗
教
学
の
学
問
論
的
性

格
付
け
を
試
み
た
教
科
書
『
宗
教
学
』（
一
九
六
一
年
）
で
、「
宗
教
学
」

と
「
神
学
（
仏
教
の
宗
学
・
宗
乗
等
を
含
む
）」
│
│
彼
の
言
葉
で
は
「
信

し
た
の
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
神
学
部
初
代
主
任
、
Ｆ
・
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ

ハ
ー
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
多
様
な
意
味
を
持
ち
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
た

「
神
学
」
と
い
う
言
説
は
、
彼
に
よ
っ
て
大
学
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
科
学

的
な
学
問
と
し
て
系
統
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
の
例
に
、

他
国
の
大
学
が
倣
っ
た
と
は
一
概
に
言
え
ず
、
特
に
英
語
圏
の
大
学
で
は

全
く
違
っ
た
シ
ナ
リ
オ
に
よ
っ
て
神
学
が
近
代
的
大
学
の
中
で
ス
テ
ー
タ

ス
を
変
え
な
が
ら
も
生
き
残
る
と
い
う
展
開
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
現

在
、
大
学
制
度
の
一
角
と
し
て
の
「
神
学
」
と
は
、
国
に
よ
り
、
言
語
圏

に
よ
り
か
な
り
異
な
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

要
約
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
に
各
地
で
大
学
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ

て
国
家
及
び
公
共
自
治
体
に
よ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
が
進
み
、
そ

れ
と
同
時
な
い
し
や
や
遅
れ
て
既
設
大
学
（
カ
レ
ッ
ジ
）
の
改
革
、
大
学

化
が
起
こ
る
、
と
い
う
経
緯
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
の
例
が
あ
ま
り
取
り
ざ
た
さ
れ
な
か
っ
た
か

と
い
う
と
、
そ
れ
は
そ
の
結
果
が
あ
ま
り
め
ざ
ま
し
く
な
か
っ
た
か
ら
、

と
い
う
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
〇
年
論
争
を
続
け
た
果
て
に
、

改
革
派
の
意
思
と
は
裏
腹
に
未
だ
に
強
く
カ
レ
ッ
ジ
制
が
残
っ
た
。
過
去

か
ら
の
膨
大
な
基
金
を
所
有
す
る
カ
レ
ッ
ジ
が
簡
単
に
そ
れ
を
返
上
す
る

は
ず
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
英
国
国
教
会
が
未
だ
に
国
教
と
し
て
存
在
す

る
現
状
も
、
一
九
世
紀
の
進
歩
派
の
期
待
と
は
異
な
る
展
開
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
比
較
的
実
り
の
少
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
論
争
が

様
々
な
意
味
で
長
く
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
、
し
か
も
そ
れ
が
あ
ま
り
深
く

て
よ
く
見
え
な
い
、
と
い
う
の
も
事
実
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
少

な
く
と
も
そ
れ
が
、
ど
う
見
て
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
い
、
実
に
古
臭
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る
人
々
の
一
部
で
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
う
し
た
宗
教
学
の
制
度
的
基
盤
と
し

て
の
「
大
学
」
に
目
を
向
け
る
。
学
問
、
学
術
の
性
格
は
、
そ
れ
を
遂
行

す
る
た
め
の
制
度
的
条
件
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
規
定
な
い
し
規
制
さ

れ
て
い
る
。
大
学
が
担
わ
ん
と
し
て
き
た
近
代
的
な
学
知
の
理
念
が
、
あ

ら
ゆ
る
条
件
か
ら
自
由
な
批
判
的
知
性
た
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
な

ら
ば
、
自
ら
が
依
拠
し
て
い
る
制
度
自
体
の
性
格
を
反
省
し
、
明
確
化
す

る
こ
と
も
、
学
知
の
営
為
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
制
度
的
条
件
が
宗
教
研

究
お
よ
び
宗
教
学
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
性
格
規
定
し
て
き
た
の
か
、
現

在
も
規
定
し
て
い
る
の
か
が
問
わ
れ
て
よ
い
。

　

宗
教
学
に
と
っ
て
の
制
度
論
は
、
研
究
「
対
象
」
と
し
て
距
離
を
と
る

べ
き
宗
教
（
教
団
・
教
会
）
も
「
神
学
」
と
い
う
学
的
営
為
を
遂
行
す
る

機
関
（
制
度
）
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
い
っ
そ
う
重
要
と
な
る
。
宗
教
内
部

で
産
出
さ
れ
る
宗
教
を
巡
る
学
知
（
神
学
）
と
の
差
異
化
が
宗
教
学
の
存

立
要
件
で
あ
る
以
上
、
神
学
遂
行
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
西
洋
中
世
以
来

の
大
学
の
神
学
部
や
神
学
校
、
近
世
仏
教
の
学
林
等
と
は
存
立
理
由
を
異

に
す
る
制
度
が
、
宗
教
学
の
成
立
に
は
必
須
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教
（
教

会
、
宗
門
）
と
は
異
な
る
権
力
と
問
題
関
心
を
も
つ
。
以
下
に
確
認
す
る

よ
う
に
、
そ
れ
が
近
代
国
家
に
お
け
る
大
学
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
国
家

と
い
う
制
度
に
支
え
ら
れ
、
組
み
込
ま
れ
た
大
学
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
研
究
な
い
し
宗
教
学
存
立
の
制
度

的
基
盤
な
い
し
条
件
と
し
て
の
大
学
制
度
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
中
で
の

宗
教
学
な
い
し
宗
教
研
究
の
成
立
事
情
、
お
よ
び
展
開
と
現
状
に
つ
い

て
、
ご
く
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

仰
の
立
場
か
ら
の
研
究
」
│
│
の
区
別
を
と
く
に
強
調
し
て
い
る
。
広
義

の
宗
教
学
│
│
こ
こ
で
「
宗
教
研
究
」
と
呼
ぶ
も
の
│
│
を
、
主
観
的
・

規
範
的
立
場
の
研
究
と
客
観
的
・
記
述
的
立
場
の
研
究
に
分
け
、
こ
れ
に

法
則
定
立
的
研
究
と
個
性
記
述
的
研
究
と
い
う
区
分
原
理
を
加
え
て
、
神

学
的
研
究
／
宗
教
哲
学
的
研
究
／
宗
教
史
的
研
究
／
宗
教
学
的
研
究
に
四

分
す
る
と
い
う
岸
本
の
構
図
は
、
今
日
で
は
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
い
わ
ゆ
る
神
学
を
宗
教
学
と
区
別
す
る
観
点

は
、
上
記
の
現
在
の
東
大
宗
教
学
科
の
教
育
研
究
方
針
に
も
基
本
的
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
宗
教
学
者
と
し
て
個
別
宗
教
な
い
し
宗
教
史
の
研
究
に

携
わ
る
者
は
、
そ
の
研
究
対
象
だ
け
に
関
心
を
限
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ

か
で
常
に
、
広
く
「
宗
教
一
般
」
を
考
え
る
た
め
の
一
事
例
と
し
て
こ
れ

を
見
る
、
と
い
う
問
題
意
識
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
た
と
え
ば
あ

る
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
研
究
対
象
と
す
る
宗
教
学
者
の
視
線
は
、

歴
史
上
の
一
事
象
と
し
て
こ
れ
を
見
る
歴
史
学
者
の
視
線
と
も
、
ま
た
キ

リ
ス
ト
教
神
学
者
の
そ
れ
と
も
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
宗
教
研
究

を
、
宗
教
学
と
こ
こ
で
は
呼
び
た
い
。
だ
か
ら
宗
教
学
に
と
っ
て
、「
宗

教
一
般
」
と
い
う
把
握
は
必
須
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
何
ら
か
実

体
化
し
て
と
ら
え
る
必
要
は
な
い
し
、
そ
の
外
延
、
つ
ま
り
「
宗
教
」
の

範
囲
を
ど
こ
ま
で
拡
げ
る
べ
き
か
、
拡
げ
て
よ
い
か
に
つ
い
て
も
予
め
定

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
宗
教
」
と
い
う
概
念
│
│

と
い
う
よ
り
、
研
究
を
始
め
る
に
際
し
て
の
基
本
関
心
を
示
す
言
葉
と
し

て
の
「
宗
教
」
│
│
が
、
宗
教
学
の
研
究
活
動
の
大
枠
を
、
区
切
る
と
い

う
よ
り
切
り
拓
く
も
の
と
し
て
つ
ね
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
れ
ば
こ

そ
、
近
年
の
い
わ
ゆ
る
宗
教
概
念
批
判
は
、「
宗
教
学
」
者
た
ら
ん
と
す
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明
治
前
期
の
大
学
創
設
期
に
は
、
慶
應
義
塾
、
早
稲
田
、
同
志
社
と
い

っ
た
、
後
に
私
立
大
学
と
な
る
教
育
研
究
機
関
も
、
専
門
学
校
と
い
う
身

分
で
実
質
的
に
誕
生
し
て
い
る
が
、
同
志
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
宗
教
教

団
を
基
盤
と
す
る
私
学
│
│
こ
こ
で
は
「
宗
教
系
大
学
」
と
総
称
し
て
お

く
│
│
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
大
正
七
年
の
「
大
学
令
」
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
専
門
学
校
の
多
く
が
「
大
学
」（
い
わ
ゆ
る
旧
制
大

学
）
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
学
史
上
の
大
き
な
画
期
と
さ
れ
る

が
、
一
面
で
は
、
こ
れ
ら
私
学
が
国
家
に
よ
る
制
度
的
管
理
下
に
法
制
上

も
よ
り
強
く
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
私
学
は
、
帝
国
大
学
に
比
し
て
経
済
的
基
盤
が
弱
く
、
ま
た

法
律
等
の
専
門
学
校
と
し
て
の
意
味
が
な
お
強
く
、
研
究
大
学
と
し
て
の

活
動
は
帝
国
大
学
が
主
に
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
宗
教
研
究

の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
段
階
で
の
私
立
大
学
の
存
在
意
義
を
軽
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
大
学
の

多
く
が
宗
教
系
大
学
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
四
五
年
（
大
正
元
年
）

の
段
階
で
、
私
立
専
門
学
校
五
三
校
の
う
ち
三
三
校
が
「
宗
教
系
」
だ
っ

た
と
い
う
（
江
島
尚
俊
・
三
浦
周
・
松
野
智
章
編
『
近
代
日
本
の
大
学
と

宗
教
』
法
藏
館
、
二
〇
一
四
年
、
三
〇
五
―
三
二
五
頁
、「
旧
学
制
下
に

お
け
る
宗
教
研
究
高
等
教
育
機
関
一
覧
」
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
れ
ら
の
宗
教
系
大
学
は
、
し
か
し
国
家
公
認
の
大
学
と
な
る
こ
と
で

社
会
的
存
在
基
盤
を
確
か
に
す
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
経
験
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
近
代
国
家
の
大
学
と
し
て
の

体
裁
を
取
り
入
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
公
認
学
校
内
で
の
宗
教
教

育
、
宗
教
儀
式
は
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
近
代
（
世
俗
）
国

家
体
制
内
で
の
宗
教
活
動
が
原
理
的
に
孕
む
問
題
が
露
呈
し
た
も
の
と
も

二
　
大
学
制
度
の
展
開
と
宗
教
研
究
の
変
遷

　

日
本
の
大
学
の
歴
史
は
、
幕
末
以
来
の
前
史
は
あ
る
が
、
近
代
国
家
草

創
期
の
明
治
一
九
年
に
、
近
代
国
家
た
る
も
の
の
要
件
と
し
て
の
高
等
教

育
研
究
機
関
と
し
て
東
京
に
帝
国
大
学
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
始
ま
る
。

以
後
、
京
都
、
仙
台
、
福
岡
、
大
阪
、
札
幌
、
名
古
屋
、
そ
し
て
「
併
合
」

し
た
植
民
地
で
あ
る
京
城
、
台
北
に
帝
国
大
学
が
設
け
ら
れ
て
い
く
。
法

制
上
は
「
帝
国
大
学
令
」
に
基
づ
く
が
、
そ
の
第
一
条
に
近
代
国
家
に
お

け
る
国
立
大
学
の
存
在
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、「
帝
国
大
学

は
国
家
の
須
要
に
応
ず
る
学
術
技
芸
を
教
授
し
及
其
蘊
奥
を
攷
究
す
る
を

以
て
目
的
と
す
」。
時
の
文
部
大
臣
森
有
礼
は
、「
学
術
の
為
と
国
家
の
為

と
関
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
国
家
の
為
の
こ
と
を
最
も
先
に
し
最
も
重
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
ご
と
し
」、
と
そ
の
趣
旨
を
解
説
し
て
い
る
。
帝
国
大
学

に
お
い
て
は
、
学
術
の
研
究
も
「
国
家
の
須
要
に
応
ず
る
」
と
い
う
条
件

の
下
に
あ
っ
た
。
宗
教
学
講
座
の
創
設
も
こ
の
条
件
を
外
れ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
敗
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
新
制
大
学
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法

第
八
三
条
（
昭
和
二
二
年
）
で
、「
大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く

知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
知
的
、

道
徳
的
及
び
応
用
的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
あ

り
、「
国
家
の
須
要
」
と
い
っ
た
要
件
が
除
か
れ
る
。
そ
し
て
平
成
一
九

年
の
改
正
で
「
大
学
は
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。」
の
文
言
が
付
加
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

第
二
次
大
戦
の
前
後
で
の
、
ま
た
そ
の
後
の
、「
国
家
」
理
解
の
変
遷
に

対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
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理
的
」
側
面
も
含
め
て
│
│
多
層
的
、
多
面
的
な
も
の
と
し
て
、
人
類
史

上
の
事
実
と
し
て
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
研
究
方

法
と
し
て
も
、
哲
学
、
歴
史
学
、
文
献
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
学
問
方
法
論
を
併
用
し
動
員
し
う
る
も
の
、
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
て
、
研
究
対
象
お
よ
び
研
究
方
法
双
方
の
複
数
性
を
要
請
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
「
宗
教
学
」
の
基
本
態
度
が
す
で
に

提
出
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

　

東
京
帝
国
大
学
に
続
い
て
、
明
治
四
〇
年
に
は
京
都
帝
国
大
学
に
も
宗

教
学
講
座
が
置
か
れ
る
。
さ
ら
に
東
北
、
九
州
、
京
城
、
等
の
帝
国
大
学

で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
風
を
も
っ
た
宗
教
学
な
い
し
宗
教
研
究
が
生
み
出
さ
れ

て
い
く
。
非
宗
教
系
の
私
立
大
学
で
も
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大

学
）
な
ど
に
は
宗
教
学
の
教
育
研
究
は
存
在
し
て
い
た
が
、
大
き
な
動
向

と
し
て
は
、
帝
大
系
の
宗
教
研
究
の
周
辺
に
あ
っ
た
と
し
て
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。

　

で
は
、
宗
教
系
大
学
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
帝
大
で
の
研
究
に
対
比
し

て
見
る
な
ら
、
そ
こ
で
の
基
本
的
課
題
は
、
近
代
欧
米
で
確
立
し
つ
つ
あ

っ
た
宗
教
を
巡
る
学
問
知
を
移
入
・
受
容
し
つ
つ
、
こ
れ
と
自
ら
の
学
的

伝
統
を
ど
う
関
わ
ら
せ
る
か
に
あ
っ
た
。
単
純
化
を
怖
れ
ず
言
え
ば
、
仏

教
研
究
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
欧
米
の
文
献
学
的
研
究
に
発
す

る
「
大
乗
非
仏
説
論
」
を
巡
る
問
題
を
典
型
と
す
る
、
西
欧
の
学
問
知
全

般
の
受
容
の
仕
方
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
と
の
対

決
な
い
し
折
衝
の
問
題
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
で
は
、

欧
米
の
神
学
の
移
入
と
い
う
大
き
な
課
題
と
並
ん
で
、
帝
大
で
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
宗
教
哲
学
、
ま
た
歴
史
学
的
方
法
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
研
究

と
、
信
仰
の
営
み
と
し
て
の
神
学
と
の
接
合
が
重
要
な
課
題
と
し
て
受
け

み
ら
れ
よ
う
。
ま
た
帝
国
大
学
で
も
、
近
代
大
学
の
理
念
た
る
学
問
の
自

由
│
│
制
度
上
は
教
授
会
の
自
律
と
し
て
表
現
さ
れ
る
│
│
と
、
国
家
な

い
し
政
府
の
権
力
が
衝
突
す
る
事
件
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
（
大
正

二
年
の
京
大
澤
柳
事
件
、
大
正
九
年
の
東
大
森
戸
事
件
、
等
）。
近
代
国

家
内
の
制
度
で
あ
り
つ
つ
、
大
学
は
と
き
に
、
国
家
（
政
府
）
批
判
の
場

と
も
な
り
う
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
概
観
す
る
な
ら
、
戦
前
の
日
本
で
宗
教
研
究
が
遂

行
さ
れ
る
大
学
制
度
と
し
て
は
、
帝
国
大
学
、
非
宗
教
系
私
学
、
そ
し
て

宗
教
系
大
学
の
三
種
類
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
そ
こ
で
の

宗
教
研
究
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

　

前
述
の
よ
う
に
東
京
帝
国
大
学
で
明
治
三
八
年
に
、
姉
崎
正
治
を
教
授

と
す
る
宗
教
学
講
座
が
設
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
遂
行
さ
れ
る
宗
教
学
の
実

際
を
姉
崎
は
、『
宗
教
学
概
論
』（
明
治
三
四
年
、
一
九
〇
〇
年
）
で
提
示

し
て
い
る
。「
緒
論
」
で
宗
教
学
と
い
う
「
新
科
学
」
が
、「
一
宗
一
派
に

限
ら
れ
る
」
の
で
は
な
い
「
宗
教
」
全
般
を
総
括
的
に
研
究
す
る
こ
と
を

唱
っ
た
上
で
、
本
論
は
「
宗
教
心
理
学
」「
宗
教
倫
理
学
」「
宗
教
社
会
学
」

「
宗
教
病
理
学
」
と
い
う
章
立
て
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
理
、
倫

理
（
儀
礼
等
を
含
む
）、
社
会
（
宗
教
の
集
団
的
発
現
形
態
）
と
い
っ
た
、

事
象
の
様
々
な
水
準
に
わ
た
る
も
の
と
し
て
宗
教
を
と
ら
え
、
こ
れ
を
一

定
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
も
と
に
総
覧
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
「
人

類
の
精
神
」
に
普
遍
の
「
心
的
機
能
」
に
宗
教
全
般
を
由
来
せ
し
め
る
一

種
の
宗
教
本
質
論
を
想
定
し
て
は
い
る
が
、
こ
の
書
が
狙
う
効
果
と
し
て

は
、
何
ら
か
の
本
質
に
多
様
な
現
象
を
還
元
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
古
今

東
西
の
宗
教
現
象
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
で
、
宗
教
な
る
も
の
の
領
域

を
│
│
「
病
理
的
」
と
こ
の
時
期
の
姉
崎
が
性
格
づ
け
る
宗
教
の
「
非
合
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大
学
が
宗
教
を
研
究
す
る
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
。
問
い
の

ま
ま
に
留
め
て
お
く
。

　

宗
教
学
の
学
問
的
性
格
と
し
て
は
、
戦
前
期
と
対
比
す
れ
ば
、
文
化
人

類
学
や
社
会
学
、
心
理
学
を
方
法
と
す
る
研
究
が
存
在
感
を
増
し
、
哲
学

的
な
い
し
思
想
史
的
な
性
格
は
相
対
的
に
薄
ら
い
だ
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
に
伴
い
、
研
究
対
象
と
し
て
も
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
日
本
に
と

っ
て
の
二
大
宗
教
の
研
究
よ
り
も
、
新
宗
教
や
民
俗
学
と
い
っ
た
、
広
義

の
民
衆
の
宗
教
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究
が
前
面
に
出
た
よ
う
に
見
え

る
。
そ
の
一
方
で
、
戦
前
の
大
学
に
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
、
近
代
ド
イ
ツ
の

大
学
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
教
養
」（
求
道
・
人
格
陶
冶
）
の
場
と
し
て
の

大
学
と
い
う
性
格
は
、「
大
衆
化
」
と
と
も
に
消
え
て
い
く
よ
う
だ
。
さ

ら
に
近
年
の
、
あ
る
い
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
動
向
に
は
新
た
な
展
開

を
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
現
状
認
識
の
問
題
で
あ
っ
て
、

未
だ
歴
史
的
回
顧
の
対
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

三
　「
宗
教
学
」
と
い
う
場
所

　

以
上
の
回
顧
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
で
成
立
し
た
宗
教

学
の
、
学
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
、
と
く
に
大
学
制
度
と
の
関
わ
り
と

い
う
観
点
か
ら
見
た
時
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

　

日
本
の
大
学
制
度
か
ら
見
た
と
き
、
宗
教
学
は
、
近
代
国
家
が
設
立
す

る
帝
国
大
学
（
お
よ
び
い
く
つ
か
の
有
力
私
立
大
学
）
と
、
仏
教
、
キ
リ

ス
ト
教
等
の
教
団
が
設
立
母
体
と
な
る
宗
教
系
大
学
の
、
二
系
統
の
大
学

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
宗
教
系
大
学
は
、
戦
後
は
新
宗
教
系
の
も

の
も
加
わ
り
数
を
増
す
が
、
帝
大
系
と
宗
教
系
と
い
う
体
制
は
、
戦
前
戦

後
を
通
じ
て
大
筋
で
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
制
度

止
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
大
学
を
横
断
し
た
学
術
組
織
と
し
て
昭
和
五

年
に
日
本
宗
教
学
会
が
設
立
さ
れ
る
。
設
立
当
初
の
委
員
の
構
成
は
、

「
宗
教
学
の
講
座
或
は
講
義
の
あ
る
学
校
よ
り
一
名
宛
、
学
校
関
係
以
外

よ
り
二
名
」
で
、
当
時
の
宗
教
学
・
宗
教
研
究
の
制
度
的
背
景
を
反
映
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
東
大
（
二
名
）、
京
大
、
東
北
大
、

九
大
、
京
城
、
の
帝
大
五
校
、
早
大
、
慶
應
、
法
政
、
日
大
、
の
有
力
私

大
四
校
、
東
洋
、
駒
澤
、
立
正
、
青
山
学
院
、
立
教
、
大
正
、
臨
済
、
龍

谷
、
智
山
、
の
宗
教
系
大
学
九
校
が
委
員
を
出
し
、
大
学
代
表
以
外
と
し

て
二
名
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
今
岡
信
一
良
、
教
育
学
者
高
島
平
三
郎
）
が

加
わ
っ
た
（『
日
本
宗
教
学
会
五
十
年
史
』
日
本
宗
教
学
会
、
昭
和
五
五

年
、
一
〇
七
―
一
〇
八
頁
）。
会
長
は
姉
崎
で
あ
る
。
帝
国
大
学
、
若
干

の
有
力
私
学
、
宗
教
系
大
学
、
と
い
う
体
制
が
歴
然
と
し
て
い
る
。

　

で
は
敗
戦
後
の
大
学
は
、
ま
た
そ
こ
で
の
宗
教
研
究
は
ど
う
な
っ
た
か
。

（「
国
家
（
政
府
）」
と
「
宗
教
（
教
団
）」
と
「
大
学
（
学
問
）」
と
の
関

係
が
特
殊
な
か
た
ち
で
先
鋭
化
す
る
、
戦
時
体
制
下
の
宗
教
学
・
宗
教
研

究
の
問
題
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。）
戦
後
の
日
本
の
大
学
で
は
、
い
わ

ゆ
る
大
衆
化
が
進
行
す
る
。
各
県
に
国
立
大
学
が
設
け
ら
れ
、
新
た
に
認

可
さ
れ
た
私
立
大
学
も
増
え
て
い
く
。
宗
教
系
大
学
で
は
戦
時
下
と
比
し

て
神
学
・
宗
学
研
究
の
自
由
度
は
増
し
た
。
が
、
宗
教
研
究
の
学
の
観
点

か
ら
見
る
と
き
、
戦
前
以
来
の
旧
帝
大
系
、
有
力
私
大
、
宗
教
系
大
学
の

三
本
立
て
体
制
は
概
ね
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
新
設
の
国
立

大
、
教
育
大
学
に
は
│
│
旧
帝
大
で
あ
る
北
大
や
筑
波
大
学
を
除
い
て

│
│
宗
教
学
関
連
学
科
は
ほ
ぼ
設
け
ら
れ
ず
、
多
く
生
ま
れ
た
非
宗
教
系

私
学
で
も
同
様
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
日
本
社
会
、
ま
た
国
家
が
、
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景
に
、
諸
教
団
や
民
衆
の
宗
教
的
活
動
を
広
い
意
味
で
管
理
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
諸
教
団
の
活
動
を
「
国
民
」
の
教
育
（「
教
化
」）

と
い
っ
た
、
狭
義
の
宗
教
的
意
味
以
外
の
効
果
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ

っ
た
。
大
学
が
い
わ
ゆ
る
最
高
学
府
と
し
て
、
小
学
校
以
降
の
国
民
教
育

の
頂
点
に
位
置
す
る
べ
く
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
国
家
体
制
が
大
き
く
変
わ
っ
た
戦
後
に
お
い
て
も
基

本
的
に
は
同
様
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
近
代
日
本
の
場
合
、
そ
う
し
て
設
け
ら
れ
た
「
国
立
」
の
宗
教

学
の
場
所
に
、
各
宗
門
、
教
会
が
、
宗
教
系
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
で
参

画
し
て
き
た
、
と
い
う
事
情
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
近
代
国
家

成
立
以
前
か
ら
の
大
学
問
で
あ
る
神
学
の
長
く
厚
い
伝
統
を
も
つ
欧
米
キ

リ
ス
ト
教
世
界
と
は
い
さ
さ
か
事
情
を
異
に
す
る
だ
ろ
う
。
上
か
ら
の
近

代
化
を
強
い
ら
れ
た
日
本
に
お
い
て
は
、
教
会
内
活
動
と
し
て
の
神
学
の

外
部
に
、
神
学
と
の
一
定
の
軋
轢
を
経
て
近
代
的
学
問
と
し
て
の
宗
教
学

が
分
離
独
立
し
て
く
る
、
独
立
を
確
保
す
る
、
と
い
っ
た
方
向
性
は
ほ
ぼ

無
く
、
国
家
の
権
威
・
権
力
と
、
近
代
的
学
問
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た

西
洋
文
明
の
権
威
と
い
う
、
二
つ
の
重
な
る
権
威
を
も
っ
て
創
設
さ
れ
た

帝
国
大
学
的
宗
教
学
と
い
う
場
所
に
、
宗
教
教
団
の
学
的
営
為
が
ど
の
よ

う
に
参
入
す
る
か
（
そ
し
て
距
離
を
確
保
す
る
か
）、
と
い
う
方
向
で
の

関
わ
り
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
構
図
も
、
比
重
の
変
化
を
伴
い
つ
つ
も
戦

前
戦
後
を
通
じ
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
宗
教
学
と
は
、
三
つ
の
主
要
な
ベ
ク
ト
ル
が

交
錯
す
る
学
的
場
所
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
１

）「
国
家
の

須
要
」、
あ
る
い
は
国
益
、
あ
る
い
は
一
般
社
会
・
公
共
社
会
へ
の
貢
献
、

と
い
う
ベ
ク
ト
ル
（
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
も
ち
ろ
ん
一
様
で
な
い
）。

的
条
件
を
反
映
し
、
ま
た
支
え
ら
れ
て
近
代
日
本
の
宗
教
学
は
成
立
し
て

い
る
。
そ
の
性
格
を
あ
ら
た
め
て
言
う
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
、
ま
ず
「
宗

教
一
般
」
と
い
う
大
き
な
（
お
そ
ら
く
は
問
題
含
み
の
）
概
念
が
研
究
の

大
枠
を
画
す
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
枠
の
中
で
は
、
研
究
の

対
象
と
な
る
宗
教
の
複
数
性
と
、
研
究
方
法
の
複
数
性
が
、
と
も
に
前
提

と
さ
れ
て
い
る
。

　

後
者
の
、
研
究
方
法
の
複
数
性
と
い
う
特
質
は
、
宗
教
学
が
、
一
つ
の

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
い
う
よ
り
、
ひ
と
つ
の
学
的
場
所
と
見
る
べ
き
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
宗
教
学
は
、「
宗
教
一
般
」
に
つ
い
て
の
一
つ

の
体
系
的
学
知
の
構
築
を
目
指
す
も
の
と
い
う
よ
り
、
本
質
的
に
多
面
的

多
層
的
な
現
象
で
あ
る
宗
教
を
学
問
的
に
扱
う
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
す

べ
て
許
容
し
、
ま
た
諸
方
法
間
の
価
値
的
優
劣
も
前
提
せ
ず
に
、
そ
れ
ら

が
相
互
に
刺
激
し
つ
つ
共
存
す
る
場
所
と
い
う
べ
き
も
の
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
こ
の
宗
教
学
と
い
う
場
所
で
は
、
宗
教
が
複
数
あ
る
こ
と
が
は

じ
め
か
ら
前
提
さ
れ
て
い
る
。「
一
宗
一
派
」
だ
け
を
研
究
す
る
場
で
は

な
く
、
実
体
と
し
て
存
立
し
て
い
る
諸
宗
教
や
そ
れ
に
類
す
る
諸
事
象

が
、「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
な
い
し
概
念
の
も
と
に
、
同
じ
ひ
と
つ
の
場

所
に
、
こ
れ
も
価
値
的
優
劣
を
想
定
せ
ず
に
置
き
入
れ
ら
れ
、
並
立
す
る

と
い
う
か
た
ち
を
要
求
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
学
問
的
場
所
を
、
ま
ず
制
度
と
し
て
創
設
し
た
の
が
、「
国

家
の
須
要
に
資
す
る
」
こ
と
を
存
在
理
由
（
の
一
つ
）
と
す
る
帝
国
大
学

の
宗
教
学
講
座
だ
っ
た
。
そ
の
「
国
家
の
須
要
」
と
は
、
こ
こ
で
も
断
言

的
に
単
純
化
す
れ
ば
、
複
数
存
在
す
る
教
団
や
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
多
様
な

実
態
を
「
宗
教
」
と
し
て
一
括
し
て
、
そ
の
何
た
る
か
を
近
代
的
学
問
知

の
も
と
に
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
認
識
が
も
つ
知
見
と
権
威
を
背
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受
け
て
、「
宗
教
」
に
関
わ
る
諸
学
問
の
実
践
に
よ
っ
て
諸
宗
教
と
世
俗

社
会
が
交
流
す
る
一
種
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
形
成
し
つ
づ
け
る

こ
と
、
こ
れ
が
宗
教
学
と
い
う
営
み
の
存
立
意
義
だ
と
思
わ
れ
る
。

宗
教
研
究
と
社
会
の
戦
後
的
変
化

林
　
　
　
淳

一
　
仏
教
学
と
宗
教
学

　

鶴
岡
賀
雄
氏
か
ら
あ
ら
か
じ
め
発
表
原
稿
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た

の
で
、
そ
れ
に
沿
う
か
た
ち
で
、
補
足
す
る
つ
も
り
で
自
分
の
見
解
を
述

べ
た
い
。
鶴
岡
氏
が
、
結
論
と
し
て
「
宗
教
学
は
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
で
は
な

く
、
学
的
な
場
所
で
あ
る
」
と
語
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
を
足
掛
か
り
に
し

て
議
論
を
進
め
た
い
。
こ
れ
ま
で
も
「
宗
教
学
は
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
だ
」
と

誤
認
し
、
隘
路
に
陥
っ
た
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
「
宗
教
学

が
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
で
は
な
い
」
と
い
う
鶴
岡
氏
の
発
言
は
的
を
射
て
い

る
。「
学
的
な
場
所
」
で
あ
る
こ
と
も
賛
成
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
「
学
的
な
場
所
」
か
が
、
追
究
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

「
学
的
な
場
所
」
は
歴
史
的
に
変
化
し
た
か
ど
う
か
も
気
に
な
る
。

　

宗
教
学
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
に
、
仏
教
学
と
い
う
学
問
と
の
関
係
を

考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
宗
教
学

に
は
、
イ
ン
ド
、
仏
教
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教

世
界
の
外
側
に
あ
り
な
が
ら
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
興
味
を
誘
っ
た
イ
ン

ド
、
仏
教
を
対
象
と
し
て
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
宗
教
学
は
神
学
や
聖
書

学
と
は
異
な
る
学
的
な
分
野
と
し
て
誕
生
し
た
。
そ
の
点
で
い
う
と
、
仏

（
２

）教
団
・
宗
門
・
教
会
と
し
て
の
宗
教
組
織
に
資
す
る
た
め
の
（
神
学

の
「
婢
」
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
延
長
拡
大
と
し
て
の
）
宗
教
学
と
い
う

方
向
。（
こ
こ
で
も
そ
の
向
か
う
方
向
は
、
宗
教
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
実
体

と
し
て
異
な
る
の
だ
か
ら
、
当
然
多
様
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
二
つ
が
、
宗

教
学
の
言
わ
ば
外
部
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、（
３

）近
代
の

大
学
制
度
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
で
あ
る
は
ず
の
、
批
判
的
知
性
の
自

由
な
行
使
と
し
て
の
近
代
的
学
問
知
の
理
念
。
こ
れ
は
、
大
学
の
外
に
向

か
う
の
で
は
な
く
、
大
学
自
体
を
い
わ
ゆ
る
象
牙
の
塔
と
し
て
（
と
き
に

国
家
体
制
や
社
会
動
向
へ
の
、
ま
た
宗
教
活
動
へ
の
批
判
や
提
言
の
府
と

し
て
）
自
律
さ
せ
る
方
向
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宗
教
学
の
場
所
は
、
お
そ
ら
く
他
の
人
文
社
会
系
諸
学
に

比
し
て
、
そ
の
輪
郭
も
中
心
も
定
か
で
な
く
、
こ
の
場
に
入
っ
て
き
て
宗

教
学
を
行
う
人
々
の
問
題
関
心
も
多
様
で
あ
る
。
事
実
、
隣
接
諸
学
か
ら

の
参
入
者
は
多
い
。
そ
し
て
ベ
ク
ト
ル
の
交
錯
は
、
そ
こ
で
活
動
す
る
者

に
、
つ
ね
に
一
定
の
緊
張
感
を
生
む
。
し
か
し
そ
の
緊
張
に
耐
え
、
相
反

す
る
ベ
ク
ト
ル
の
分
裂
を
抱
え
つ
つ
思
考
す
る
こ
と
が
、
宗
教
学
の
可
能

性
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
拡
げ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
な
ん
ら
か
の

創
造
的
な
思
惟
や
実
践
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
、
宗
教
学
の
賭
け
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
学
と
い
う
学
知
に
と
っ
て
、「
国
家
」
と
「
宗

教
」
と
い
う
二
つ
の
外
部
と
の
境
界
・
区
分
線
は
、
排
除
的
で
固
定
的
な

も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
区
分
線
の
両
側
を
交
流
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
自
然
科
学
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
仕
方

で
は
、
研
究
者
と
研
究
対
象
は
截
然
と
分
離
さ
れ
え
な
い
こ
と
を
肯
定
的

に
受
容
承
認
し
て
、
ま
た
研
究
活
動
の
意
義
な
い
し
価
値
が
、
そ
れ
を
可

能
に
し
て
い
る
制
度
と
不
可
分
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
的
に
引
き
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る
。
し
か
し
帰
国
後
に
東
京
大
学
で
宗
教
学
講
座
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
日
蓮
仏
教
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
姉
崎
は
、
仏
教
学
者
の
看
板
を
は
ず
し
、
日
本
宗
教
史
の
専
門
家

に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
東
京
大
学
の
な
か
に
印
度
哲
学
の
講
座
が
あ

り
、
そ
こ
に
仏
教
学
、
イ
ン
ド
学
を
専
門
と
す
る
同
僚
が
い
る
以
上
、
住

み
分
け
が
必
要
に
な
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
、
仏
教
学
は
彼
ら
に
託
し

た
。
こ
れ
は
、
一
人
姉
崎
の
個
性
の
問
題
で
は
な
く
て
、
日
本
が
仏
教
教

団
の
現
存
す
る
仏
教
国
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

あ
れ
ば
、
宗
教
学
の
枠
の
な
か
に
仏
教
学
、
イ
ン
ド
学
が
納
ま
っ
て
い
た

が
、
日
本
の
宗
教
学
は
、
仏
教
学
、
イ
ン
ド
学
か
ら
離
れ
た
ま
ま
出
発
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
姉
崎
に
よ
る
宗
教
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
宗
教
学
の
受
容
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
学
文
献
を
読
み
つ

つ
、
姉
崎
が
創
作
し
た
新
分
野
で
あ
っ
た
。
南
條
、
高
楠
の
仏
教
学
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
学
の
直
接
的
な
受
容
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
著
し
い
違
い

が
見
ら
れ
た
。

二
　
大
知
識
人
・
姉
崎
正
治

　

姉
崎
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
招
待
さ
れ
て
、
日
本
の
宗
教
を
話
す
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
ピ
ル
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
の
子
孫
で
あ

る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
生
を
前
に
し
て
、
自
分
の
国
の
宗
教
を
話
し
に

東
洋
か
ら
来
た
」
と
当
時
の
新
聞
に
は
書
か
れ
て
い
た
。
も
し
姉
崎
が
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
は
招
待

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
姉
崎
に
期

待
し
た
の
は
、
日
本
人
が
日
本
宗
教
に
つ
い
て
英
語
で
話
す
こ
と
で
あ
っ

た
。

教
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
学
を
立
ち
上
げ
る
際
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ

た
。
増
澤
知
子
氏
が
、
一
九
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識
人
は
、
仏
教
を
研

究
し
キ
リ
ス
ト
教
と
並
び
立
つ
ア
ー
リ
ア
系
の
宗
教
と
い
う
括
り
の
も
と

で
「
世
界
宗
教
」
を
語
り
は
じ
め
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
も

関
連
す
る
。

　

東
本
願
寺
は
、
一
八
七
六
年
に
仏
教
学
修
得
の
た
め
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
へ
南
條
文
雄
、
笠
原
研
寿
を
送
っ
た
こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏

教
学
の
受
容
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
マ

ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
、
文
献
学
を
ま
な
び
、
南

條
は
無
事
に
帰
国
し
た
が
、
笠
原
は
途
中
で
亡
く
な
る
。
南
條
は
、
帰
国

後
東
京
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
南
條
の
紹
介
で
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
も
と
へ
留

学
し
た
高
楠
順
次
郎
は
、
後
に
東
京
大
学
教
授
と
な
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
を
教
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
献
学
的
な
仏
教
学
を
日
本
に
も
た
ら
し

た
。
南
條
は
東
本
願
寺
派
の
僧
籍
を
も
ち
、
高
楠
は
西
本
願
寺
派
と
の
つ

な
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
南
條
、
高
楠
は
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
学
、
仏
教
学
を
よ
く
継
承
し
た
が
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
比
較
宗
教
学
、

神
話
学
に
は
関
心
を
し
め
す
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　

東
京
大
学
の
な
か
で
、
印
度
哲
学
の
講
座
は
宗
教
学
の
講
座
と
は
分
れ

て
展
開
し
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
学
の
枠
の
な
か
で
仏
教
学
は
展
開
し
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
本
社
会
に
は
仏
教
教
団
が
あ
り
、
仏
教
教
団

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
学
の
受
容
を
下
支
え
し
て
い
た
。
日
本
宗
教
学
の
創

始
者
と
さ
れ
る
姉
崎
正
治
は
、『
仏
教
聖
典
史
論
』『
現
身
佛
と
法
身
佛
』

な
ど
の
著
作
を
も
つ
初
期
仏
教
研
究
者
で
あ
っ
た
。
留
学
先
の
ド
イ
ツ
で

も
、
ド
イ
ッ
セ
ン
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
と
い
う
仏
教
学
者
に
学
ん
で
い
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三
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
変
化

　

姉
崎
の
学
問
に
は
社
会
的
な
需
要
が
あ
っ
た
。
仏
教
教
団
に
属
し
て
日

本
仏
教
を
研
究
し
た
い
人
、
天
理
教
の
関
係
者
で
普
遍
宗
教
で
あ
る
こ
と

を
確
信
し
た
い
人
は
、
姉
崎
の
著
作
に
触
れ
、
姉
崎
に
直
接
学
び
、
自
分

の
属
す
る
信
仰
が
普
遍
的
な
も
の
だ
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

わ
れ
る
。
三
教
会
同
の
よ
う
に
政
府
と
宗
教
界
を
仲
介
す
る
役
割
も
ま

た
、
姉
崎
に
期
待
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
宗
教
が
公
共
的
な
存

在
で
あ
り
、
ゆ
え
に
姉
崎
も
ま
た
公
共
的
に
行
動
し
た
の
だ
。
姉
崎
を
は

な
れ
て
も
宗
教
学
の
社
会
的
な
需
要
は
あ
っ
た
。
大
学
令
に
よ
っ
て
専
門

学
校
が
正
式
な
大
学
に
昇
格
し
た
が
、
文
部
省
は
高
等
教
育
に
教
団
の
影

響
や
神
学
的
な
色
合
い
が
入
る
の
を
嫌
い
、「
宗
教
学
」
と
い
う
名
称
を

推
奨
し
た
。
宗
教
系
の
大
学
は
や
む
な
く
学
科
名
、
講
座
名
に
「
宗
教

学
」
と
い
う
隠
れ
蓑
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
国
家
・
社
会
と
宗
教
学
と
の
関
係
は
激
変

し
た
。
こ
こ
で
は
四
点
を
あ
げ
る
。
第
一
に
は
、
一
九
四
五
年
の
神
道
指

令
に
よ
っ
て
国
家
神
道
体
制
が
解
体
さ
れ
て
、
神
社
は
国
家
管
理
で
は
な

く
な
り
、
民
間
の
施
設
と
な
り
、
宗
教
化
の
道
を
歩
ん
だ
。
神
道
が
宗
教

で
あ
る
こ
と
を
弁
証
す
る
た
め
に
、
宗
教
学
者
が
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
國
學
院
大
學
に
岸
本
英
夫
、
堀
一
郎
が
招
聘
さ
れ
た
の
は
、
そ
の

た
め
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
大
学
令
の
拘
束
が
な
く
な
り
、
宗
教
系
の
大

学
で
隠
れ
蓑
と
し
て
の
宗
教
学
は
不
要
に
な
っ
た
。
隠
れ
蓑
を
脱
ぎ
捨
て

て
、
神
学
、
仏
教
学
は
、
は
っ
き
り
と
自
ら
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宗
教
系
大
学
に
と
っ
て
の
宗
教
学
の
需
要

は
低
下
し
た
。
第
三
に
、
一
九
五
一
年
に
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
が
設
立

し
た
こ
と
。
戦
前
ま
で
は
仏
教
学
の
全
国
学
会
は
、
日
本
仏
教
学
会
と
い

　

姉
崎
が
専
門
と
し
た
日
蓮
仏
教
も
キ
リ
シ
タ
ン
も
、
日
本
列
島
の
文
化

の
な
か
で
独
自
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
列
島
は
中
国
大
陸
と
は

海
を
へ
だ
て
て
、
古
代
以
来
、
多
大
な
人
、
モ
ノ
、
文
化
が
渡
来
し
た

が
、
島
国
な
ら
で
は
の
独
自
な
発
達
を
許
す
地
理
的
条
件
が
あ
っ
た
。
私

は
、
そ
れ
を
日
本
の
文
化
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
と
呼
ぶ
と
よ
い
と
考
え
る
。

こ
と
宗
教
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
天
皇
制
、
記
紀
神
話
、
平
安
仏
教
、
神

道
、
陰
陽
道
、
修
験
道
、
鎌
倉
新
仏
教
、
近
世
の
儒
学
は
い
ず
れ
も
中
国

大
陸
か
ら
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
も
、
中
国
大
陸
に
は
見
ら
れ
な
い
進
化

の
過
程
を
た
ど
っ
て
独
自
の
個
性
を
も
つ
に
い
た
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。
キ
リ
シ
タ
ン
は
中
国
大
陸
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
禁
教

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
途
絶
し
て
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
の
道

を
歩
む
。
姉
崎
は
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
日
本
宗
教
史
を
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
術
を
つ
か
っ
て
普
遍
化
し
て
、
英
語
を
も
っ
て
欧
米
の
知
識
人
へ

説
明
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

姉
崎
と
同
じ
よ
う
な
知
的
な
冒
険
は
、
同
時
代
に
起
っ
て
い
た
。
新
渡

戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
で
は
な
い
日
本
が
ア
ジ
ア
の

な
か
で
、
な
ぜ
文
明
化
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
武
士
道
か
ら

説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鈴
木
大
拙
の
東
方
仏
教
論
は
、
大

乗
仏
教
が
も
つ
新
し
い
思
想
を
欧
米
人
に
む
け
て
語
り
か
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。
西
田
幾
多
郎
、
柳
田
国
男
の
学
問
も
ま
た
自
国
の
文
化
に
潜
む
、

こ
れ
ま
で
言
語
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
学
術
的
に
言
語
化
す
る
冒
険
で

あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
大
知
識
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学

術
の
水
準
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
特
殊
な
自
国
文
化
を
普
遍
的
な
語
彙

を
も
っ
て
語
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
が
、
姉
崎
も
そ
う
し
た
一
人
で
あ
っ

た
。
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い
た
。

　

戦
前
に
お
い
て
姉
崎
の
ま
わ
り
の
「
学
的
な
場
所
」
に
は
、
姉
崎
の
普

遍
化
能
力
に
期
待
し
日
本
仏
教
、
天
理
教
の
関
係
者
が
あ
つ
ま
っ
た
が
、

戦
後
の
「
学
的
な
場
所
」
に
は
社
会
学
、
人
類
学
、
民
俗
学
な
ど
の
他
分

野
の
宗
教
研
究
者
が
あ
つ
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
学
的
な
場
所
」
は
歴

史
的
に
変
化
を
被
り
、
そ
こ
に
つ
ど
う
人
た
ち
も
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
た
。「
宗
教
学
が
学
的
な
場
所
だ
」
と
い
う
認
識
を
承
認
し
な
が
ら

も
、
私
は
「
学
的
な
場
所
の
複
数
化
こ
そ
戦
後
的
」
と
主
張
す
る
。
そ
こ

を
視
野
に
お
さ
め
な
け
れ
ば
、
戦
前
と
戦
後
と
が
な
だ
ら
か
に
繋
が
り
、

老
舗
の
暖
簾
が
ふ
わ
ふ
わ
風
に
揺
れ
て
い
る
光
景
を
飽
く
こ
と
な
く
語
り

続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
宗
教
学
と
神
学
」
を
改
め
て
考
え
る

久
保
田
　
浩

　
「
大
学
」
成
立
と
「
神
学
」
理
解
の
歴
史
、
明
治
以
降
の
帝
国
大
学
で

の
「
宗
教
学
」
成
立
に
関
す
る
増
澤
、
鶴
岡
両
氏
の
ご
提
題
を
踏
ま
え
、

本
邦
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
歴
史
を
、
神
学
と
宗

教
学
と
の
関
係
を
中
心
に
、
ま
た
ド
イ
ツ
の
事
情
と
も
対
比
し
つ
つ
コ
メ

ン
ト
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
論
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。
以

下
、
紙
幅
の
都
合
上
、
三
点
に
絞
っ
て
論
じ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
明
治
以
降
の
宗
教
系
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
の
制
度
史
的

展
開
の
法
制
上
の
前
提
を
確
認
し
て
お
く
。
キ
リ
ス
ト
教
系
教
育
機
関
は

明
治
初
期
よ
り
外
国
人
居
留
地
で
創
設
さ
れ
て
い
く
が
、
条
約
改
正
後
の

う
大
学
ご
と
に
参
加
す
る
も
の
し
か
な
か
っ
た
。
仏
教
学
者
が
個
人
と
し

て
参
加
で
き
る
の
は
、
日
本
宗
教
学
会
し
か
な
か
っ
た
が
、
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
が
で
き
て
、
日
本
宗
教
学
会
会
員
に
な
る
必
要
性
は
な
く
な
っ

た
。
第
四
に
、
教
育
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
人
類
学
な
ど
が
ア
メ
リ
カ

か
ら
伝
わ
り
、
哲
学
中
心
の
人
文
学
が
一
変
し
、
実
験
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を

行
う
分
野
の
存
在
感
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宗
教
学
に
の

み
か
か
わ
る
こ
と
で
な
く
人
文
学
全
般
の
変
化
で
あ
っ
た
が
、
宗
教
学
は

旧
来
の
哲
学
系
の
分
野
に
見
な
さ
れ
て
、
存
在
感
を
低
下
さ
せ
た
。
東
京

大
学
の
岸
本
英
夫
を
中
心
に
心
理
学
、
社
会
学
、
人
類
学
、
日
本
の
場
合

は
さ
ら
に
民
俗
学
の
宗
教
研
究
と
連
携
し
て
、
戦
後
に
「
新
し
い
宗
教

学
」
を
創
作
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
あ
っ
た
。

　

戦
後
的
な
変
化
と
し
て
四
点
を
あ
げ
て
み
た
が
、
第
四
点
が
も
っ
と
も

重
要
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
の
学
術
は
、
ド
イ
ツ
モ
デ
ル

か
ら
ア
メ
リ
カ
モ
デ
ル
へ
変
わ
り
、
戦
後
の
日
本
の
高
等
教
育
も
そ
の
変

化
を
遂
げ
た
一
例
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
学
は
、
私
の
印
象
で

は
、
人
類
学
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
る
。
戦
後
に
台
頭
し
た
マ
レ
ー

シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
制
度
的
に
宗
教
学
は
な

く
、
し
か
し
社
会
学
者
、
人
類
学
者
の
宗
教
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
さ
き

に
述
べ
た
岸
本
た
ち
に
よ
る
「
新
し
い
宗
教
学
」
も
、
ア
メ
リ
カ
モ
デ
ル

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
実
験
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
京
大
学

の
宗
教
学
研
究
室
で
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
三
年
の
「
宗
教
と

社
会
」
学
会
設
立
を
う
な
が
し
支
え
た
地
下
水
脈
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え

て
い
る
。「
宗
教
と
社
会
」
学
会
に
対
し
て
、
東
京
大
学
の
宗
教
学
研
究

室
の
教
授
が
、「
第
二
宗
教
学
会
だ
」
と
怒
っ
て
、
敵
対
感
を
あ
ら
わ
に

し
た
が
、
そ
の
人
の
個
性
や
能
力
だ
け
で
は
済
ま
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
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教
学
の
裾
野
を
確
実
に
広
げ
て
い
き
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
一
部
を
そ
の

名
称
の
下
に
包
括
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い

（
因
み
に
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
）。

　

次
に
、
宗
教
学
と
い
う
名
称
に
付
随
す
る
「
自
由
な
研
究
」
と
い
う
含

意
に
触
れ
て
お
く
。
宗
教
系
専
門
学
校
が
、「
神
学
」「
仏
教
」
や
教
派
・

宗
派
名
を
看
板
に
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
に
対
し
、
宗
教
系
旧
制
大
学

の
場
合
は
そ
れ
が
許
さ
れ
ず
、
宗
教
学
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
宗
教
を
学
問

の
対
象
と
し
て
「
自
由
な
」
立
場
か
ら
研
究
す
る
場
所
が
設
け
ら
れ
た
。

大
学
令
公
布
時
の
文
部
省
専
門
学
術
局
長
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。「
我
大
学
の
方
針
は
総
べ
て
の
学
術
に
対
し
自
由
研
究
を
旨
と
す

る
が
如
く
、
宗
教
研
究
に
対
し
て
も
自
由
研
究
の
態
度
な
る
が
故
に
、
我

国
に
於
て
は
外
国
の
如
き
性
質
の
神
学
科
を
設
く
る
能
は
ず
、
又
た
其
の

必
要
を
も
認
め
ず
」。
注
目
す
べ
き
は
、
宗
教
を
個
別
の
宗
教
伝
統
や
宗

派
・
教
派
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、「
自
由
研
究
の
態
度
」
で
行
う
と
い

う
方
針
を
文
部
省
官
僚
が
語
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
帝
国

大
学
的
な
「
自
由
研
究
の
態
度
」
と
、
そ
れ
を
体
現
す
る
と
考
え
ら
れ
た

宗
教
学
が
、
神
学
的
・
宗
学
的
研
究
の
内
部
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
原
理
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
即
ち
、
宗
教
学
の
名
の
下
で
自
由
な
学
問
研
究
の
場
だ
と
自
己

規
定
す
る
こ
と
、
謂
わ
ば
自
己
「
宗
教
学
」
化
す
る
こ
と
は
、
国
家
が
要

求
す
る
世
俗
性
理
解
、
換
言
す
れ
ば
国
家
の
宗
教
理
解
の
枠
内
で
自
ら
を

認
識
す
る
作
業
で
も
あ
っ
た
。
戦
後
の
神
学
・
宗
学
研
究
の
一
部
は
、
こ

の
「
自
由
研
究
の
態
度
」
を
戦
前
の
「
宗
派
性
・
教
派
性
か
ら
の
自
由
」

と
い
う
含
意
か
ら
切
り
離
し
「
国
家
体
制
か
ら
の
自
由
」
と
読
み
替
え
て

「
内
地
雑
居
」
と
関
連
し
て
、
一
八
九
九
年
に
私
立
学
校
令
と
文
部
省
訓

令
十
二
号
が
出
さ
れ
る
。
後
者
は
文
部
省
が
認
可
す
る
学
校
で
の
宗
教
教

育
と
宗
教
儀
式
を
禁
止
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
が
許
さ
れ
て
い
る

各
種
学
校
に
も
同
様
に
、
上
級
学
校
へ
の
入
学
許
可
や
徴
兵
猶
予
措
置
が

与
え
ら
れ
、
訓
令
が
対
象
と
す
る
学
校
で
も
事
実
上
、
課
程
外
で
の
宗
教

教
育
・
儀
式
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に

は
専
門
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
高
等
専
門
教
育
機
関
が

法
制
度
上
の
地
位
を
獲
得
す
る
が
、
専
門
学
校
に
は
宗
教
教
育
・
儀
式
の

自
粛
は
要
請
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
、
キ
リ
ス
ト
教
系

の
聖
職
者
養
成
機
関
の
多
く
は
専
門
学
校
と
し
て
―
様
々
な
介
入
が
あ
っ

た
も
の
の
―
教
派
に
特
有
な
神
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
因
み

に
、
僧
侶
養
成
機
関
も
同
時
期
に
専
門
学
校
と
し
て
認
可
を
受
け
て
い

る
）。
一
九
一
八
年
に
大
学
令
が
公
布
さ
れ
る
に
至
り
、
専
門
学
校
の
一

部
は
存
続
し
続
け
、
別
の
一
部
は
大
学
へ
と
昇
格
し
つ
つ
も
専
門
学
校
を

併
置
す
る
と
い
う
道
を
選
ん
で
い
る
。
即
ち
、
戦
後
新
制
大
学
と
し
て
再

出
発
し
た
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
は
戦
前
に
は
、
専
門
学
校
神
学
部
に
類
す

る
名
称
で
専
門
的
神
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
学
校
と
、
そ
う
し
た
神
学
教

育
機
関
と
旧
制
大
学
（
一
般
的
な
高
等
教
育
機
関
）
を
併
せ
持
つ
学
校
の

二
種
類
が
あ
っ
た
（
仏
教
系
大
学
も
基
本
的
に
同
様
）。「
宗
教
学
」
が
宗

教
系
大
学
で
急
速
に
増
加
す
る
の
は
、
後
者
の
二
重
構
造
の
成
立
期
で
あ

る
。
即
ち
、
神
学
教
育
の
専
門
学
校
と
文
学
部
宗
教
学
科
等
を
擁
す
る
大

学
の
併
存
で
あ
る
。
新
制
大
学
設
立
時
に
は
両
者
が
再
統
合
さ
れ
た
形

で
、
神
学
部
等
が
誕
生
し
宗
教
学
は
消
え
て
い
く
（
同
様
に
仏
教
系
大
学

で
も
、
戦
前
の
文
学
部
宗
教
学
科
は
消
え
、
仏
教
学
部
・
文
学
部
仏
教
学

科
等
が
登
場
す
る
）。
こ
こ
で
は
、
戦
前
の
宗
教
学
の
イ
ン
フ
レ

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
宗
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し
、
他
方
後
述
す
る
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
的
な
宣
教
団
体
は
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
自
由
主
義
神
学
や
宗
教
史
学
派
と
呼
ば
れ
た
歴
史
的
文
献
学
的
・

比
較
宗
教
史
的
研
究
を
も
た
ら
し
た
（「
新
神
学
」）。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、

キ
リ
ス
ト
教
系
教
育
・
研
究
機
関
の
内
部
で
、
対
立
し
つ
つ
も
共
存
し
て

い
く
と
い
う
特
異
な
現
象
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
齎
さ
れ
た

の
は
、
単
数
形
で
は
な
い
、
諸0

地
域
の
諸0

神
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、

諸
神
学
の
内
で
自
ら
を
学
問
的
・
科
学
的
と
理
解
し
て
い
た
神
学
と
、
学

問
的
宗
教
研
究
の
体
現
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
宗
教
学
と
は
如
何
な
る

関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
、
学
問
的
神
学
を
生
み
出
し
た
ド
イ
ツ
の
状
況
に
目
を
向
け
、
普
段

見
落
と
さ
れ
が
ち
な
二
つ
の
点
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
は
一

九
一
八
年
ま
で
国
教
会
制
度
を
維
持
し
て
お
り
、
学
問
的
神
学
が
営
ま
れ

て
い
た
場
は
国
立
大
学
神
学
部
、
つ
ま
り
国
家
制
度
の
一
部
で
あ
り
、
同

じ
く
公
法
上
の
団
体
で
あ
る
教
会
の
聖
職
者
（
公
務
員
）
を
生
み
出
す
組

織
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
学
問
の
権
威
の
下
で
国
家
体
制
を
批

判
し
、
教
会
当
局
か
ら
の
介
入
を
退
け
る
こ
と
の
出
来
る
制
度
、
つ
ま
り

原
理
的
に
は
国
家
か
ら
も
教
会
か
ら
も
自
由
で
あ
り
得
る
制
度
で
も
あ
っ

た
。
教
会
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
神
学
部
の
神
学
者
た
ち
は
将
来
の
聖
職

者
を
育
て
る
一
方
で
、
教
義
に
反
す
る
と
看
做
さ
れ
た
主
張
を
し
、
教
会

当
局
か
ら
弾
劾
さ
れ
、
教
会
の
役
職
か
ら
解
か
れ
た
と
し
て
も
、
国
家
に

対
し
て
宣
誓
を
し
て
い
る
神
学
部
教
授
と
し
て
、
国
家
の
庇
護
の
下
で
教

会
の
介
入
か
ら
守
ら
れ
て
教
育
研
究
活
動
を
継
続
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
学
問
的
神
学
の
制
度
的
文
脈
で
あ
る
。
そ
し
て
他
で
も
な
い
こ
の
ド

イ
ツ
の
学
問
的
神
学
が
、
日
本
で
宗
教
学
あ
る
い
は
神
学
の
名
の
下
で
営

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の

自
己
反
省
を
行
う
と
共
に
、
精
力
的
に
自
ら
の
宗
教
伝
統
の
中
に
自
由
な

学
問
的
批
判
精
神
を
見
出
そ
う
と
し
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に

読
み
替
え
て
も
、
宗
派
的
・
教
派
的
研
究
が
、
戦
前
と
同
様
、「
自
由
研

究
の
態
度
」
に
は
基
づ
い
て
い
な
い
と
看
做
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
例
の
「
神
学
と
宗
教
学
」
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
が
残
り
続
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
解
決
さ
れ
る
に
は
、
自
由
を
標
榜
す
る
側
も
そ
の

欠
如
が
批
判
さ
れ
る
側
も
、
そ
の
歴
史
と
現
在
に
お
い
て
、
自
ら
の
研
究

が
何
か
ら
自
由
で
あ
っ
て
、
何
か
ら
自
由
で
な
い
か
を
問
い
直
す
こ
と
か

ら
出
発
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
の
点
は
「
神
学
」
理
解
に
関
わ
る
。「
神
学
と
宗
教
学
」
と
い
う

問
題
は
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
奉
仕

す
る
研
究
と
そ
れ
に
対
す
る
外
か
ら
の
批
判
的
研
究
と
い
う
対
立
項
で
捉

え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
神
学
内
部
に

お
い
て
も
、
教
会
的
で
正
統
主
義
的
な
神
学
理
解
の
立
場
と
所
謂
学
問
的

神
学
を
標
榜
す
る
、
謂
わ
ば
、
伝
統
的
神
学
性
を
否
定
す
る
神
学
的
立
場

と
の
間
の
対
立
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
改
め
て
考
え
る
べ
き
な
の

は
、
日
本
に
お
け
る

0

0

0

0

0

0

神
学
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
で

あ
る
。
増
澤
氏
が
ご
指
摘
下
さ
っ
た
、
西
洋
近
代
に
お
け
る
神
学
の
分
化

過
程
（
教
会
的
神
学
と
学
問
的
（
歴
史
的
・
哲
学
的
）
神
学
）
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
先
程
の
神
学
内
部
の
対
立
構
造
も
、
こ
う
し
た
西
洋
近
代
的

な
神
学
理
解
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
面
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る

0

0

0

0

0

0

受
容
と

は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
を
再
考
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
教

系
学
校
を
創
設
し
た
宣
教
師
達
の
多
く
は
、
大
覚
醒
運
動
の
余
韻
未
だ
冷

め
切
ら
ぬ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
教
会
形
成
を
重
視
す
る
神
学
を
紹
介
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例
え
ば
、
国
内
で
唯
一
キ
リ
ス
ト
教
学
を
掲
げ
て
い
た
京
都
帝
国
大
学
の

波
多
野
精
一
等
の
理
解
で
は
、
学
問
的
神
学
は
何
に
批
判
的
な
眼
差
し
を

向
け
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
八
九
八

年
に
本
邦
初
の
宗
教
学
を
冠
す
る
講
義
「
宗
教
学
緒
論
」
を
行
っ
た
姉
崎

正
治
の
講
義
原
稿
の
種
本
は
オ
ッ
ト
ー
・
プ
フ
ラ
イ
デ
ラ
ー
の
宗
教
哲
学

だ
っ
た
が
、
姉
崎
の
宗
教
学
に
お
い
て
こ
の
自
由
主
義
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
的
教
派
性
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
増
澤

氏
の
ご
提
題
に
倣
っ
て
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
双
方
に
お
い
て
、
宗
教
研
究

を
条
件
づ
け
て
い
る
国
家
の
世
俗
性
理
解
、
即
ち
宗
教
理
解
を
検
討
す
る

こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
一
つ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

よ
う
に
両
価
値
的
で
は
あ
り
得
ず
、
当
初
か
ら
近
代
国
家
の
形
成
要
因
と

し
て
の
み
存
続
し
得
た
。
ま
た
、
こ
れ
も
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、
介
入
し

て
く
る
教
会
当
局
は
存
在
せ
ず
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
教
会
も
国
家
の

一
制
度
で
は
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
学
問
的
神
学
の
批
判
性
は
日
本
に

お
い
て
は
何
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
が
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
語
のReligionsw

issen-
schaft

と
い
う
語
は
決
し
て
教
派
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
自
由
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
帝
国
大
学
に
お
け
る
宗
教
学
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
ド

イ
ツ
語
の
概
念
も
確
か
に
学
問
性
、
学
問
的
中
立
性
と
い
っ
た
含
意
を
帯

び
て
は
い
た
が
、
例
え
ば
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
大
学
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
部
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
宗
教
学
講
座
が
設
置
さ
れ
て
い
く
。
一
方
、
宗
教
学

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
教
派
性
は
、
例
え
ば
一
八
八
四
年
に
Ｆ
・
Ｍ
・
ミ

ュ
ラ
ー
を
名
誉
総
裁
と
し
て
設
立
さ
れ
、
日
本
に
宗
教
史
学
派
を
も
た
ら

す
契
機
と
も
な
る
普
及
福
音
新
教
宣
教
会
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の

宣
教
会
の
機
関
紙
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
学
術
誌
で
最
初
に
「
宗
教
学
」
を

掲
げ
て
お
り
、
こ
の
宣
教
会
・
学
術
誌
を
支
援
し
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い

た
代
表
的
な
人
々
（
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、
オ
ッ
ト
ー
・

プ
フ
ラ
イ
デ
ラ
ー
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
、
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
、

ヘ
ラ
ル
ド
ュ
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ
、
カ
ー
ル
・
ク
レ
メ
ン
、
グ

ス
タ
フ
・
メ
ン
シ
ン
グ
、
ヨ
ア
キ
ム
・
ヴ
ァ
ッ
ハ
等
々
）
の
立
場
は
―
敢

え
て
特
徴
づ
け
れ
ば
―
自
由
主
義
神
学
的
か
つ
宗
教
史
学
派
的
か
つ
比
較

宗
教
史
的
か
つ
宗
教
現
象
学
的
で
あ
っ
た
。
重
要
な
の
は
こ
の
よ
う
な
神

学
の
宗
教
学
性
と
宗
教
学
の
教
派
性
で
あ
る
。

　

以
上
の
二
点
を
踏
ま
え
る
と
、
素
朴
な
疑
問
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。
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大
学
制
度
か
ら
近
代
日
本
の
宗
教
研
究
を
再
考
す
る

代
表
者
・
司
会　

藤
原
聖
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

増
澤
知
子

学
問
制
度
の
近
代
化
と
宗
教
研
究

│
│ 

国
家
に
よ
る
制
度
構
築
の
視
点
か
ら 

│
│

江
島　

尚
俊

　

日
本
に
お
い
て
近
代
的
な
宗
教
研
究
が
創
始
し
た
の
は
、
十
九
世
紀
後

半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
多
く
の
論
者
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
宗
教
研
究
自
体
を
成
立
せ
し
め
て
き
た
種
々
の
世
俗
的
な

制
度
や
法
令
、
具
体
的
に
は
教
育
・
学
校
・
学
問
に
関
わ
る
制
度
や
行
政

の
視
点
か
ら
、
そ
の
事
実
を
再
考
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
研
究
は
、
そ
れ
ら
世
俗
的
制
度
の
な
か
で
如
何

な
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
の
か
。
本
報
告
で
は
、
文
部
省
、
東
京
大
学
、

専
門
学
校
の
三
点
に
着
目
し
な
が
ら
近
代
日
本
の
宗
教
研
究
の
特
質
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
述
べ
て
お
く
べ
き
は
、
日
本
の
高
等
教
育
行
政
は
国
家
、
特
に
文

部
省
と
い
う
行
政
機
関
に
よ
っ
て
常
に
独
占
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
巡
っ

て
宗
教
勢
力
と
の
対
立
・
相
克
は
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
明

治
四
年
に
文
部
省
が
設
立
さ
れ
る
と
、
教
育
に
関
す
る
行
政
領
域
は
徐
々

に
同
省
の
独
占
管
轄
と
な
っ
て
い
く
。
同
二
二
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が

発
布
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
降
の
教
育
関
連
法
令
は
原
則
と
し
て
勅
令
と
し

て
公
布
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
こ
と
は
帝
国
議
会
で
の
審
議
な
し
に
教
育

関
連
法
案
を
公
布
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
文
部
省
が

教
育
に
関
す
る
制
度
と
行
政
を
独
占
で
き
る
正
当
性
が
、
憲
法
に
よ
っ
て

担
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
近
代
教
育
制
度
の
構
築
過
程
に
お
い
て
、
宗
教

勢
力
か
ら
の
影
響
を
容
易
に
排
除
で
き
た
制
度
的
要
因
は
こ
こ
に
あ
っ

た
。

　

次
に
、
近
代
的
な
宗
教
研
究
の
モ
デ
ル
が
東
京
大
学
で
萌
芽
し
た
こ
と

を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
明
治
初
期
、
日
本
最
初
の
大
学
、
か
つ
官
立
大

学
で
あ
る
東
京
大
学
に
お
い
て
、
仏
教
や
神
道
に
関
わ
る
科
目
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
大
学
で
の
宗
教
研
究
と
は
、
論
理

性
・
批
判
性
・
実
証
性
を
兼
ね
備
え
、
か
つ
国
益
に
利
す
る
研
究
で
あ
る

と
い
う
モ
デ
ル
が
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
後
に
同
大
学
内
に

宗
教
学
講
座
が
設
置
さ
れ
た
際
に
も
、
初
代
教
授
の
姉
崎
正
治
は
そ
れ
を

十
分
に
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
京
都
帝
国
大
学
に
基
督
教
学
講
座
が
新

設
さ
れ
た
際
に
も
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
っ
た
。
仏
教
研
究
も
、
神
道
研
究
も
、
キ
リ
ス
ト
教
研
究
も
、
そ
し
て

宗
教
学
も
、
常
に
国
家
と
対
峙
し
な
が
ら
自
ら
の
位
置
を
探
求
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
自
身
の
学
問
分
野
を
国
家
に
対
し
ど
う
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
国
家
と
対
峙
を
迫
ら
れ
た
の
は
宗
教
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
近
代
日
本
の
宗
教
研
究
も
国
家
と
の
対
峙
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
国
家
と
宗
教
系
高
等
教
育
機
関
の
関
係
を
規
定
し
た
専
門
学

校
令
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
教
育
・
学
問
か
ら
の
宗
教

排
除
は
近
代
教
育
制
度
構
築
過
程
に
お
い
て
徹
底
さ
れ
た
方
針
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が
制
度
的
完
成
を
見
る
の
が
明
治
三
十
年
代
で
あ
っ
た
。
同
三

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
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摘
し
た
。

　

第
一
に
、
私
立
大
学
だ
け
で
な
く
、
帝
国
大
学
も
ま
た
、
国
の
文
教
政

策
と
宗
教
が
折
衝
し
あ
う
前
線
で
あ
っ
た
こ
と
。
一
九
二
〇
年
に
申
請
さ

れ
、
一
九
二
二
年
に
発
令
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
基
督
教
学
講
座
の
設
置

は
、
一
九
一
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
で
印
度
哲
学
第
一
講
座
が
安
田
善
次

郎
に
よ
る
寄
付
講
座
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
東
京
帝
国
大
学
で
は
そ
の
後
、
一
九
一
九
年
に
神
道
講
座
が
官
費
で

設
置
さ
れ
、
一
九
二
一
年
に
釈
宗
演
の
寄
付
に
よ
り
印
度
哲
学
第
二
講

座
、
一
九
二
六
年
に
は
官
費
に
よ
り
印
度
哲
学
第
三
講
座
が
設
置
さ
れ

る
。
一
方
、
京
都
帝
国
大
学
で
も
一
九
二
六
年
に
官
費
に
よ
り
宗
教
学
第

三
講
座
（
仏
教
学
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
文
部
大
臣
か
ら
京
都
帝
国

大
学
の
総
長
に
対
し
て
働
き
か
け
が
あ
っ
た
も
の
で
、
当
時
の
文
学
部
の

教
授
た
ち
に
は
、
仏
教
学
講
座
は
国
家
の
思
想
善
導
政
策
の
一
環
と
し
て

設
置
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
京
都
帝
国
大
学
基
督
教
学
講
座
は
、「
神
学
講
座
」
と
い
う

名
称
に
な
っ
た
可
能
性
と
、
逆
に
、
そ
も
そ
も
キ
リ
ス
ト
教
研
究
の
た
め

の
独
立
し
た
講
座
の
設
置
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
の
両
方
が
想
定

し
う
る
こ
と
。
一
九
二
〇
年
に
同
志
社
大
学
が
大
学
令
に
よ
る
「
大
学
」

へ
と
昇
格
し
た
。
こ
の
際
、
神
学
部
の
設
置
は
認
め
ら
れ
ず
、
宗
教
の
研

究
は
人
文
学
の
他
の
研
究
と
の
関
連
の
中
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

の
文
部
省
の
判
断
か
ら
、
文
学
部
の
中
に
神
学
講
座
が
設
置
さ
れ
た
。
京

都
帝
国
大
学
に
設
置
さ
れ
た
基
督
教
学
講
座
は
こ
の
路
線
に
合
致
す
る
も

の
で
あ
り
、「
神
学
」
と
い
う
名
称
が
忌
避
さ
れ
る
理
由
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
も
し
も
新
講
座
の
申
請
が
同
志
社
と
同
じ
く
ら
い
に
早
く
出
さ

れ
て
お
り
、
誰
も
「
基
督
教
学
」
と
い
う
語
を
思
い
つ
か
な
か
っ
た
と
し

二
年
の
私
立
学
校
令
と
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
に
よ
っ
て
、
宗
教
系
学
校

は
正
規
の
学
校
体
系
へ
の
参
入
認
可
と
引
き
換
え
に
、
学
校
内
で
の
宗
教

教
育
禁
止
を
強
制
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
三
六
年
に
は
専
門
学
校
令
が
公

布
さ
れ
、
私
立
学
校
が
専
門
学
校
へ
昇
格
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
①
私
立
学
校
令
認
可
を
受
け
た
学
校
＝
宗
教
教
育

禁
止
を
受
容
し
た
学
校
の
み
が
専
門
学
校
へ
の
昇
格
資
格
を
保
持
す
る

点
、
②
専
門
学
校
で
教
授
可
能
で
あ
っ
た
の
は
帝
国
大
学
で
教
授
さ
れ
て

い
る
学
問
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
専
門
学
校
自
体
が
す
で
に
非

宗
教
化
さ
れ
た
教
育
機
関
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
教

授
内
容
や
研
究
姿
勢
も
非
宗
教
的
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
学
問
対
象
と
し
て
宗
教
を
取
り
扱
う
こ
と
は
正
式

に
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
学
問
的
立
場
を
踏
ま
え
た

宗
教
的
主
張
は
公
的
な
主
張
と
し
て
認
め
ら
れ
る
余
地
を
残
し
た
こ
と
に

な
る
。
公
的
舞
台
へ
の
参
加
資
格
を
欲
し
て
い
た
宗
教
勢
力
に
と
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
専
門
学
校
令
公
布
後
に
仏

教
系
・
キ
リ
ス
ト
教
系
が
続
々
と
昇
格
申
請
を
行
っ
て
い
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
公
的
舞
台
へ
の
参
加
を
求
め
て
の
行
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

帝
国
大
学
に
お
け
る
「
神
学
」

│
│ 

波
多
野
精
一
に
よ
る
基
督
教
学
の
構
想 

│
│

小
柳　

敦
史

　

本
報
告
で
は
、
大
正
時
代
の
帝
国
大
学
に
お
け
る
個
別
宗
教
研
究
の
事

例
と
し
て
、
京
都
帝
国
大
学
基
督
教
学
講
座
の
設
立
経
緯
を
た
ど
り
、
初

代
教
授
と
な
っ
た
波
多
野
精
一
が
「
基
督
教
学
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
営

み
を
構
想
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
三
点
を
指
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て
の
誠
実
さ
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
二
つ
の
条
件
は
別
の
事
柄
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
波
多
野
は
研
究
と
信
仰
を
内
面
的
に
結
び
つ
け
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
学
者
と
し
て
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

明
治
時
代
の
仏
教
系
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
僧
侶
養
成
課
程

│
│ 

比
較
分
析 

│
│

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
モ
ン
ト
ロ
ー
ズ

　

明
治
初
年
、
真
宗
大
谷
派
は
「
外
学
」
を
学
ぶ
学
寮
「
護
法
場
」
を
設

立
し
た
。
檀
家
制
・
寺
請
制
に
基
づ
く
仏
教
の
特
権
的
地
位
が
失
わ
れ
た

時
代
、
痛
烈
な
仏
教
批
判
を
行
っ
て
い
た
諸
学
（
キ
リ
ス
ト
教
・
地
動

説
・
儒
学
・
国
学
等
）
を
学
ぶ
こ
と
で
仏
法
防
護
に
資
す
べ
く
作
ら
れ
た

場
で
あ
る
。
学
生
同
士
の
盛
ん
な
議
論
が
奨
励
さ
れ
た
護
法
場
の
教
育
ス

タ
イ
ル
は
独
立
心
を
涵
養
し
、
時
に
は
大
谷
本
山
の
保
守
的
指
導
体
制
と

の
衝
突
に
も
至
っ
た
。
改
革
派
の
学
僧
ら
が
敵
対
者
の
思
想
に
つ
い
て
よ

く
知
る
こ
と
し
か
反
撃
の
道
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
一
方
、
保
守
的
な

学
僧
ら
は
姿
勢
を
改
め
て
宗
学
に
献
身
す
る
こ
と
こ
そ
が
最
高
の
防
御
だ

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
姿
勢
は
仏
教
教
育
を
め
ぐ
る

対
立
の
核
心
に
あ
る
も
の
だ
が
、
本
報
告
で
は
そ
の
中
で
も
と
く
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
焦
点
を
あ
て
る
。
具
体
的
に
は
、
大
谷
派
の
東
本
願
寺
大

学
、
曹
洞
宗
の
駒
澤
大
学
、
多
宗
派
の
大
正
大
学
と
い
う
三
つ
の
仏
教
系

大
学
ほ
か
で
の
資
料
調
査
か
ら
収
集
し
た
制
度
史
的
史
料
を
元
に
、
共
時

的
比
較
を
行
な
う
。

　

最
も
注
目
す
べ
き
共
通
点
の
一
つ
は
、
ど
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

狭
い
宗
派
（
宗
学
）
教
育
か
ら
広
い
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的
教
育
へ
と
移
行

た
ら
、
京
都
帝
国
大
学
に
神
学
部
が
設
置
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
し

そ
う
な
っ
て
い
た
ら
、
日
本
の
神
学
の
領
域
は
よ
り
広
い
も
の
と
な
り
、

日
本
の
神
学
に
お
け
る
学
問
的
な
視
点
と
実
践
的
な
視
点
の
緊
張
は
よ
り

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
一
九
二
二
年
に
立
教
大
学

が
昇
格
し
た
時
に
は
、
文
部
省
の
判
断
は
変
化
し
て
お
り
、
文
学
部
内
の

神
学
講
座
設
置
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
し
も
こ
れ
以
降
に
基
督
教
学

講
座
の
設
置
が
申
請
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
立
教
大
学
と
は
異
な
り
す
で
に

宗
教
学
講
座
を
持
っ
て
い
た
京
都
帝
国
大
学
に
は
新
た
な
講
座
設
置
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
波
多
野
は
基
督
教
学
を
「
神
学
」
と
は
区
別
せ
ず
、
キ
リ
ス

ト
教
的
敬
虔
を
学
問
的
方
法
に
よ
っ
て
表
現
す
る
営
み
と
し
て
構
想
し
て

い
た
こ
と
。
波
多
野
は
基
督
教
学
講
座
の
た
め
の
講
義
に
お
い
て
初
期
キ

リ
ス
ト
教
を
論
じ
た
。
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
お
け
る
宗
教

史
学
派
が
波
多
野
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
講
義
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
宗
教
史
学

派
は
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
に
教
義
学
的
方
法
で
は
な
く
、
歴
史
学
的
方
法

を
徹
底
的
に
適
用
し
た
。
波
多
野
に
と
っ
て
は
歴
史
的
方
法
に
よ
る
キ
リ

ス
ト
教
研
究
が
「
神
学
」
と
呼
ば
れ
う
る
こ
と
に
疑
問
は
な
か
っ
た
。
そ

も
そ
も
、
宗
教
研
究
が
根
本
的
に
宗
教
体
験
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
波
多
野
は
考
え
て
い
た
。
波
多
野
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
生

が
宗
教
体
験
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
波

多
野
が
自
分
の
後
継
者
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
に
は
道
理
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と

は
必
要
条
件
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
良
い
訳
で
は
な
い
。
他
の
条
件
と

し
て
波
多
野
が
基
督
教
学
講
座
の
構
成
員
に
要
求
し
た
の
は
、
学
者
と
し
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的
形
式
に
馴
致
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
仏
教
高
等
教
育

機
関
で
は
財
務
・（
英
語
）
翻
訳
・
政
府
対
応
と
い
っ
た
技
能
講
座
も
時

に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
。
常
設
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の

仏
教
界
の
需
要
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
世
紀
欧
米
知
識
人
・
教
育
改
革
者
ら
の
存
在
と
い
う
環
境
は
日
本

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
当
時
の
指
導
的
知
識
人
が
観
察
し

た
欧
米
の
大
学
教
育
と
い
う
も
の
は
、
西
洋
高
等
教
育
史
の
中
で
も
特
に

活
発
な
変
化
の
時
期
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
の
知
識
人
た
ち
は
、
欧
米

の
教
育
の
あ
る
部
分
を
模
範
に
、
ま
た
あ
る
部
分
を
反
面
教
師
に
、
と
い

う
風
に
様
々
な
受
容
の
仕
方
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
報
告

で
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
に
並
行
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
が
、
そ
れ
は
後
者
が
前
者
に
影
響
し
た
か
ら
だ
と
単
純
化
す
る
た
め

で
は
な
い
。
仏
教
教
育
の
古
い
モ
デ
ル
で
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
仏
教

批
判
に
対
し
て
対
抗
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
の
事
態
が

起
き
て
い
た
。
日
米
双
方
で
、
宗
教
者
た
ち
は
新
た
な
教
育
方
法
へ
の
移

行
・
適
応
に
生
き
残
り
を
賭
け
た
。
特
に
日
本
で
は
、
批
判
が
お
よ
そ
全

方
角
か
ら
来
た
た
め
に
、
日
本
仏
教
徒
の
賭
け
金
は
よ
り
高
か
っ
た
の

だ
。

哲
学
化
す
る
宗
教
思
想

│
│ 

学
問
的
に
宗
教
は
ど
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
た
か
？ 

│
│松

野　

智
章

　

大
学
と
宗
教
と
い
う
主
題
は
、
前
近
代
的
な
も
の
が
近
代
的
な
も
の

に
、
ど
の
よ
う
に
接
続
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
思
想
の
問
題
で

言
え
ば
、
明
治
初
頭
に
お
い
て
、
東
洋
思
想
が
「
近
代
」
と
い
う
思
考
に

し
た
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
は
例
え
ば
、
自
然
科
学
、
数
学
、
史
学
、
地

理
学
、
西
洋
哲
学
な
ど
の
科
目
が
あ
り
、
ま
た
、
仏
教
の
他
宗
派
の
テ
キ

ス
ト
も
扱
わ
れ
た
。
こ
の
明
治
初
期
よ
り
進
行
し
た
変
化
に
は
様
々
な
要

因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
社
会
的
要
因
と
し
て
は（
一
）西
洋
の
文
献
が
加
速

度
的
に
流
入
し
、
よ
り
広
く
多
様
な
科
目
が
必
要
に
な
っ
た
。（
二
）「
腐

敗
」「
迷
信
的
」「
時
代
遅
れ
」
と
い
っ
た
反
仏
教
言
説
が
明
治
期
に
入
っ

て
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。（
三
）仏
教
が
信
仰
と
教
育
の
分
野
で
キ
リ
ス

ト
教
と
の
競
争
を
迫
ら
れ
、
帝
国
大
学
制
度
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期

に
あ
っ
て
、
自
派
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
狭
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

諸
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
そ
こ
で
使
わ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
当
時
の

教
育
的
関
心
や
知
的
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
も
語
っ
て
く
れ
る
。（
一
）漢
籍

古
典
：
漢
籍
、
特
に
朱
子
な
ど
の
新
儒
学
（
宋
明
理
学
）
の
文
献
は
、
江

戸
期
同
様
に
基
幹
的
位
置
を
保
ち
続
け
た
。（
二
）特
定
仏
教
文
献
：
馬
鳴

『
大
乗
起
信
論
』
や
凝
然
『
八
宗
綱
要
』
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
の
派
で
共
通

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。（
三
）キ
リ
ス
ト
教
文
献
：
漢
訳
聖
書
や
バ
ニ
ヤ
ン

『
天
路
歴
程
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
勢
が
キ
リ
ス
ト

教
理
解
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。（
四
）西
洋
思
想
文
献
：
ハ
ー

バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ギ
ゾ
ー
も
し
ば
し
ば
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
登
場
す
る
。
当
時
の
欧
米
で
の
彼
ら
の
影
響
力
と
、
福
沢
諭
吉
ら

著
名
な
知
識
人
が
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
る
。（
五
）実
学
書
：
実
学
と
は

「
役
に
立
た
な
い
」「
虚
学
」
に
対
置
さ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
把
握
が
重
要
だ
が
、
仏
教
教
育
機
関
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
「
実

学
」
に
は
諸
科
学
・
法
学
・
心
理
学
・
史
学
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

宗
教
に
つ
い
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に
参
入
す
る
た
め
に
、
西
洋
の
知
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訳
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
何
も
問
題
は
生
じ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
哲
学
が
普
遍
性
を
有
し
て
い
る
の
か
否
か
で
、
二
つ

の
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
哲
学
が
普
遍
性
を
有
し
て
い
る

モ
デ
ル
で
あ
り
、
普
遍
性
を
有
し
て
い
る
以
上
、
何
も
問
題
は
起
き
な
い
。

二
つ
目
は
、
哲
学
が
普
遍
性
を
有
し
て
い
な
い
モ
デ
ル
で
あ
り
、
こ
の
モ

デ
ル
で
は
両
文
化
間
の
影
響
関
係
こ
そ
認
め
る
も
の
の
理
解
や
翻
訳
可
能

性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
い
わ
ば
、
文
化
相
対
主
義
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
哲
学
の
誕
生
や
近
代
化
は
、
西
洋
に
触
発
さ
れ
て
生

ま
れ
た
が
、
実
は
、
あ
く
ま
で
も
、
日
本
で
登
場
し
た
〈
哲
学
〉〈
近
代

化
〉
に
過
ぎ
ず
西
洋
の
哲
学
と
は
同
一
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

前
者
は
楽
観
的
す
ぎ
る
。
む
し
ろ
、
ど
こ
か
で
異
文
化
と
は
分
か
り
あ
え

て
い
な
い
と
い
う
実
感
を
踏
ま
え
、
異
文
化
間
の
影
響
関
係
を
認
め
た
上

で
、
両
者
が
相
互
に
理
解
し
た
つ
も
り
で
い
る
も
の
の
、
そ
の
理
解
は
微

妙
に
ず
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
捉
え
た
い
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
変
化
を
日
本
の
思
想
に
お
い
て
〈
哲
学
〉
は
も
た

ら
し
た
。
そ
れ
は
〈
哲
学
〉
が
誕
生
し
た
以
上
、
哲
学
と
向
き
合
う
形
で

東
洋
思
想
が
再
確
認
さ
れ
た
経
緯
に
あ
る
。
西
洋
と
の
対
比
で
も
っ
て
東

洋
を
自
覚
し
、
営
ま
れ
再
構
築
さ
れ
た
東
洋
思
想
は
、
哲
学
の
バ
イ
ア
ス

の
か
か
っ
た
東
洋
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
西
洋
と
東
洋
と

い
う
対
比
は
、
東
洋
思
想
に
お
い
て
も
、
共
通
言
語
と
し
て
の
哲
学
に
よ

っ
て
内
省
が
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
哲
学
に
お
け
る
普
遍
性
の
有

無
に
関
係
な
く
、「
哲
学
」
が
東
洋
思
想
と
西
洋
哲
学
の
共
通
言
語
と
し

て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。

如
何
に
接
続
し
た
の
か
を
問
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
人
が
西
欧
の
思

想
、
つ
ま
り
、
哲
学
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
い

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
二
重
の
構
造
を
示
す
。
一
つ
め
は
、
西

欧
化
＝
近
代
化
で
あ
る
の
か
否
か
。
二
つ
め
の
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
枠

組
み
の
違
い
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
日
本
人
が
理
解
し
た
哲
学

は
「
本
当
」
に
西
洋
の
哲
学
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

哲
学
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
人
物
は
西
周
で
あ
る
が
、
儒
教
の
枠

組
み
で
理
解
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
哲
学
用
語
は
儒
教
の
枠
組
み
を

通
し
て
創
案
さ
れ
た
。
こ
の
理
解
は
、
日
本
哲
学
史
上
で
重
要
な
意
味
を

も
つ
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
儒
教
と
哲
学
を
同
等
の
も
の
と
見
做
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
西
以
降
に
お
い
て
も
儒
教
・
仏
教
を
東
洋
の
「
哲

学
」
と
い
う
枠
組
み
で
語
る
発
想
が
誕
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
西
洋
哲
学

に
対
す
る
「
東
洋
哲
学
」
と
い
う
範
疇
の
誕
生
で
あ
る
。

　

西
周
を
通
し
て
確
認
し
た
西
洋
「
哲
学
」
と
東
洋
「
哲
学
」
で
あ
る

が
、
両
者
に
通
底
す
る
「
哲
学
」
な
る
も
の
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
東
洋
思
想
を
近
代
の
中
で
位
置
づ
け
る
た
め
に
は

「
哲
学
」
の
枠
組
み
の
中
で
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
レ
ー
ル
が
敷
か

れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
、「
折
衷
主
義
」
と
そ
れ
以
降
と

い
う
区
分
が
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
、
西
洋
と
東
洋
を
包
括
す
る
抽
象
的
な

「
哲
学
」
な
る
も
の
が
想
定
さ
れ
、「
哲
学
」
の
「
用
語
」
が
東
西
の
思
想

を
つ
な
げ
る
共
通
言
語
と
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

共
通
言
語
と
し
て
の
哲
学
を
問
題
に
す
る
に
は
、
は
じ
め
に
、
前
提
と

す
る
問
題
の
枠
組
み
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
異
な
る
二
つ
の
文
化
が
断
絶
し

た
も
の
と
し
て
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
記
号
化
さ
れ

た
東
洋
と
西
洋
と
い
う
文
化
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
両
者
が
素
朴
に
翻
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小
柳
氏
に
対
し
て

　
「
神
学
」
概
念
の
多
様
性
、
流
動
性
を
見
事
に
描
き
出
し
た
発
表
だ
っ

た
。
何
よ
り
も
帝
国
大
学
に
お
い
て
個
人
の
寄
付
に
よ
り
宗
派
教
育
的
宗

教
研
究
の
講
座
が
開
か
れ
、
し
か
も
そ
の
人
事
に
関
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
コ
ー
ド
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
興
味
深
い
。「
宗
教
」
と
「
研
究

対
象
と
し
て
の
宗
教
」
と
い
う
観
念
が
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
が
、
当
時
は
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
差
別
に
あ
た
る
事
例
に
適
用

さ
れ
る
よ
う
な
法
令
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ

ば
、
史
料
と
し
て
、
大
学
内
の
文
書
の
他
、
議
会
で
の
議
論
、
法
律
制
定
、

訴
訟
関
係
の
文
書
な
ど
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

モ
ン
ト
ロ
ー
ズ
氏
に
対
し
て

　

当
時
、
仏
教
系
高
等
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、
宗
派
の
違
い
を

超
え
る
共
通
性
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
共
通
性
が
仏
教
外
的
な
要
因
、

「
実
学
」
の
要
請
か
ら
生
じ
て
い
た
と
す
る
指
摘
が
興
味
深
か
っ
た
。
同

じ
く
大
学
史
を
研
究
す
る
者
と
し
て
、
史
料
の
扱
い
の
難
し
さ
と
い
う
点

で
も
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
当
時
の
状
況
か
ら
は
実
現
不
可
能
な
は
ず
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
授
業
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

史
料
に
書
か
れ
た
こ
と
が
現
実
な
の
か
理
想
な
の
か
を
ど
う
判
断
し
、
そ

れ
に
つ
い
て
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
同

時
代
の
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
の
聖
職
者
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
、
比
較

対
象
を
広
げ
る
な
ら
ば
さ
ら
に
充
実
し
た
研
究
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

松
野
氏
に
対
し
て

　

コ
メ
ン
ト
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
・
ア
ジ
ア
対
西
洋
と
い
う

単
純
な
二
項
対
立
図
式
を
持
ち
込
む
こ
と
は
何
よ
り
も
避
け
る
べ
き
だ

が
、
当
時
の
史
料
す
な
わ
ち
当
事
者
自
身
が
そ
の
図
式
を
用
い
て
い
る
場

コ
メ
ン
ト

増
澤　

知
子

　

全
体
的
に
は
、
一
九
世
紀
欧
米
の
大
学
運
動
と
同
時
期
の
日
本
の
間

に
、
並
行
現
象
と
す
ら
言
え
る
相
関
性
が
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

ど
ち
ら
で
も
大
学
改
革
・
大
学
創
設
は
国
家
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い

た
。
国
家
と
い
う
も
の
が
常
に
必
然
的
に
大
学
に
と
っ
て
外
的
フ
ァ
ク
タ

ー
で
あ
り
、
そ
の
「
学
問
の
自
由
」
を
外
か
ら
脅
か
す
の
だ
と
い
う
認
識

は
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
普
遍
的
で
は
な
い
。
た
し
か
に
戦
前
の
日
本
は
権

威
主
義
的
社
会
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
の
大
学
の
み
が
学
問
の
自
由
を
奪

わ
れ
て
い
た
と
見
て
は
偏
見
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
四
者
の
発

表
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
評
を
述
べ
た
。

江
島
氏
に
対
し
て

　

前
述
の
よ
う
に
、
欧
米
と
日
本
の
違
い
よ
り
も
並
行
性
の
高
さ
に
興
味

を
魅
か
れ
た
。「
日
本
が
欧
米
の
制
度
を
輸
入
し
て
大
学
を
設
置
し
始
め

た
」
と
す
る
一
般
的
な
見
方
に
反
し
、
両
者
と
も
プ
ロ
イ
セ
ン
の
教
育
改

革
・
ド
イ
ツ
モ
デ
ル
の
大
学
制
度
観
の
影
響
下
で
、
同
時
並
行
的
に
変
化

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
の
特
徴
と
し
て
興

味
深
く
思
う
の
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
系

大
学
や
伝
統
的
な
仏
教
の
学
林
の
存
在
で
あ
る
（
欧
米
に
存
在
す
る
キ
リ

ス
ト
教
系
大
学
は
非
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
へ
の
伝
道
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
）。
こ
れ
ら
二
種
の
宗
教
系
私
学
と
他
の
私
学
が
当
時
の
高

等
教
育
市
場
で
ど
の
よ
う
に
競
合
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
研
究
意
義
が
あ
る
。
専
門
学
校
に
つ
い
て
も
、「
宗
教
」
が
専
門
領

域
の
一
つ
に
な
り
え
た
と
い
う
事
例
は
欧
米
に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
欧
米
・
日
本
以
外
と
も
比
較
研
究
が
望
ま
れ
る
。
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こ
の
四
つ
の
視
点
は
全
体
と
し
て
重
層
構
造
を
な
し
て
い
る
。
①
で
は
学

問
制
度
と
宗
教
の
関
係
（
メ
タ
レ
ベ
ル
）
に
つ
い
て
全
体
像
を
提
示
し
、

②
・
③
で
は
個
別
学
問
の
制
度
化
経
緯
（
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
）、
④
で
は
宗

教
研
究
が
哲
学
と
い
う
学
問
カ
テ
ゴ
リ
に
包
括
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
（
メ

ゾ
レ
ベ
ル
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
具
体
的
な
報
告
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

①
江
島
は
、
近
代
日
本
の
高
等
教
育
制
度
が
国
家
の
独
占
領
域
で
あ
っ

た
事
実
に
着
目
し
た
。
教
育
と
宗
教
が
明
治
期
に
制
度
的
分
離
を
み
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
、
学
問
に
お
い
て
も
宗
教
は
排
除
さ

れ
て
い
た
。
た
だ
し
例
外
と
し
て
、
宗
教
を
学
問
的
に
対
象
化
す
る
こ
と

だ
け
は
認
可
さ
れ
て
い
た
。
報
告
は
、
こ
の
認
可
の
経
緯
を
法
制
度
面
か

ら
辿
る
と
と
も
に
、
そ
の
認
可
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
に
至

っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

②
大
正
期
に
東
京
・
京
都
の
両
帝
国
大
学
で
相
次
い
で
、「
宗
教
」
一

般
で
は
な
く
、
個
別
の
宗
教
を
専
門
に
研
究
す
る
講
座
が
成
立
し
て
く

る
。
宗
教
系
大
学
の
み
な
ら
ず
、
帝
国
大
学
も
ま
た
、
宗
教
と
大
学
が
折

衝
す
る
場
で
あ
っ
た
。
小
柳
の
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
講
座
の
中
か
ら
京

都
帝
国
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
学
（
基
督
教
学
）
講
座
を
取
り
上
げ
、（
一
）

講
座
設
置
の
経
緯
を
他
の
宗
教
研
究
の
講
座
の
動
向
に
も
留
意
し
つ
つ
紹

介
し
た
上
で
、（
二
）基
督
教
学
講
座
の
初
代
教
授
で
あ
る
波
多
野
精
一
が

「
基
督
教
学
」
を
ど
の
よ
う
な
学
と
し
て
構
想
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

③
モ
ン
ト
ロ
ー
ズ
は
、
明
治
時
代
の
仏
教
系
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る

僧
侶
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
着
目
し
た
。
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
僧
侶
養

成
は
、
明
治
政
府
が
創
設
し
た
近
代
的
な
学
校
制
度
に
準
じ
な
が
ら
改
革

合
、
私
た
ち
思
想
史
家
は
そ
れ
を
ど
う
扱
え
ば
よ
い
の
か
。
こ
の
問
題
を

明
確
に
提
起
し
て
く
れ
た
発
表
だ
っ
た
。
私
見
で
は
、
明
治
の
知
識
人
が

対
峙
し
た
の
は
、「
西
洋
思
想
・
哲
学
・
科
学
」
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
い
う

よ
り
も
、
当
時
の
西
洋
に
お
い
て
構
築
さ
れ
て
い
た
「
過
去
」
だ
っ
た
。

よ
っ
て
私
た
ち
も
大
学
史
研
究
に
お
い
て
は
、「
西
洋
思
想
・
哲
学
」
を

所
与
と
し
て
扱
わ
ず
、
創
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
方
が
よ

い
。
発
表
の
対
象
に
即
せ
ば
、
明
治
の
日
本
の
知
識
人
に
よ
っ
て
「
哲

学
」「
宗
教
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
ど
う
使
い
分
け
ら
れ
た
の
か
を
調

べ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
主
旨
と
ま
と
め

藤
原　

聖
子

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
日
本
の
宗
教
学
で
は
宗
教
概
念
の
歴
史
性
に
注

目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
日
本
宗
教
学
自
体
の
歴
史
性
に
つ
い
て
は
概
念
研
究
ほ
ど
の
蓄
積
は

み
ら
れ
ず
、
特
に
大
学
制
度
に
着
目
し
た
成
果
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宗
教
学
に
隣
接
す
る
他
の
宗
教
研
究

分
野
（
仏
教
学
、
キ
リ
ス
ト
教
学
な
ど
）
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
歴

史
的
事
実
に
鑑
み
る
に
、
日
本
で
は
政
府
主
導
で
高
等
教
育
制
度
が
創
始

さ
れ
、
大
学
は
学
問
の
府
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
宗
教
研
究
も
例
外

で
は
な
く
大
学
を
基
盤
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
事
実
は
誰
も
が
知

っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

る
。
そ
こ
で
本
パ
ネ
ル
で
は
、
学
問
制
度
史
を
共
通
の
方
法
と
し
な
が
ら
、

四
つ
の
視
点
（
①
高
等
教
育
制
度
、
②
基
督
教
学
講
座
、
③
僧
侶
養
成
と

近
代
仏
教
学
、
④
哲
学
科
の
設
置
意
義
）
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
、
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井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
宗
教
研
究

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

澤
井
義
次

応
用
倫
理
の
領
域
に
お
け
る
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
可
能
性

池
澤　
　

優

　

井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
西
洋
近

代
と
は
異
な
る
思
考
法
を
「
東
洋
」
の
中
に
求
め
、
文
明
の
衝
突
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
構
想
だ
っ
た
と
言
え
る
が
、
本
発
表
で
は
、
応
用
倫
理
、

特
に
環
境
倫
理
を
題
材
と
し
て
「
東
洋
哲
学
」
の
現
代
的
な
可
能
性
を
考

え
た
い
。

　

井
筒
が
多
様
な
「
東
洋
」
思
想
を
分
類
す
る
時
の
枠
組
み
が
「
本
質
」

を
め
ぐ
る
四
つ
の
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
、
ⓐ
「
本
質
」
は
実
在
し
な
い
、
ⓑ

「
本
質
」
は
深
部
に
お
け
る
無
分
化
の
一
者
と
し
て
実
在
す
る
、
ⓒ
「
本

質
」
は
深
層
に
お
け
る
根
源
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
実
在
す
る
、
ⓓ
個
々

の
事
物
に
「
本
質
」
が
存
在
す
る
、
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
四
層
は
人
間
の
意
識
と
対
応
し
、
ⓓ
が
表
層
で
あ
り
、
以
下
ⓐ

ⓑ
ⓒ
の
順
で
深
く
な
る
。
井
筒
が
主
張
し
た
の
は
、
表
層
の
意
識
か
ら
深

層
へ
と
沈
潜
す
る
こ
と
で
既
存
の
概
念
を
相
対
化
し
、
そ
こ
か
ら
表
層
に

戻
っ
て
、
新
た
な
視
点
を
獲
得
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
は
、
深
層
か
ら
表
層
に
も
ど
っ
て
来
た
時
に
如
何
な
る
規
範
が

形
成
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
井
筒
は
、
深
層
に
お
い
て

は
自
由
に
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
狭
い
自
我
で
は
な
く
他
者
と
つ

さ
れ
た
。
こ
の
改
革
で
は
、
宗
学
を
中
核
に
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
多
く

の
近
代
的
な
学
問
を
採
用
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
新
し
い
時
代

に
相
応
し
い
僧
侶
教
育
の
あ
り
方
が
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。
本
報
告

で
は
、
真
宗
大
学
、
曹
洞
宗
大
学
、
大
正
大
学
（
前
史
）
の
比
較
を
通
し

て
、
そ
こ
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
僧
侶
の
近
代
的
な
役
割
の
変
化
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

④
松
野
は
、
宗
教
系
大
学
（
神
道
・
仏
教
）
と
哲
学
科
の
関
係
に
注
目

し
た
。
世
界
史
的
に
み
る
と
日
本
の
大
学
は
、
す
で
に
欧
米
で
確
立
さ
れ

て
い
た
諸
学
問
を
個
別
に
輸
入
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
源
で
あ
る
哲
学
に
ま

で
関
心
を
寄
せ
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
各
大
学
に
お
い
て
哲

学
は
必
ず
し
も
重
ん
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
系
大
学

で
は
哲
学
こ
そ
が
自
ら
の
思
想
の
担
保
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
本
報

告
で
は
、
日
本
の
宗
教
研
究
史
上
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
哲
学
の
歴
史
的

意
義
に
注
目
し
、
そ
れ
が
果
た
し
た
役
割
を
確
認
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
は
増
澤
知
子
氏
を
迎
え
、
氏
の
持
つ
欧
米
大
学
史
に

関
す
る
知
見
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
近
代
日
本
の
宗
教
研
究
を
相
対
化
し
、

そ
の
特
質
を
よ
り
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
本
パ
ネ
ル
で
の

発
表
・
質
疑
応
答
等
は
、
全
て
英
語
で
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
ル
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る
非
人
間
中
心
主
義
と
い
う
原
則
か
ら
成
る
重
層
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
井
筒
の
モ
デ
ル
と
組
み
合
わ
せ
る
な
ら
、
原
則
は
ⓓ
表
層
に
、
メ
タ
フ

ァ
ー
は
ⓒ
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
相
当
し
、
両
者
を
架
橋
す
る
の
が
論
理
で
あ

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
根
源
的
感
覚
は
ⓒ
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
）。
レ
オ
ポ
ル
ド
の
感
覚
は
人
間
の
あ
り
方
・
生
き

方
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
原
則
に
言
語
化
し
た
段
階
で
、
そ

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
失
わ
れ
、
更
に
異
な
る
原
則
は
人
々
を
対
立
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
状
況
の
中
で
、
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
は
二
重
の
意
味

で
自
省
作
用
と
し
て
働
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
は
表
層

（
原
則
）
か
ら
深
層
（
感
覚
）
へ
と
降
り
る
こ
と
で
、
自
分
の
奉
じ
る
原

則
が
本
当
に
自
分
の
感
覚
を
忠
実
に
表
現
し
て
い
る
か
を
自
省
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
第
二
に
、
異
な
る
原
則
を
め
ぐ
る
対
立
が
本
当
に
対
立

で
あ
る
か
と
問
う
こ
と
―
感
覚
の
レ
ベ
ル
で
一
致
点
は
な
い
の
か
、
あ
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
を
表
現
す
る
新
し
い
言
語
を
さ
ぐ
る
こ
と
―
を
可
能
に

す
る
。
お
そ
ら
く
「
東
洋
哲
学
」
の
意
義
は
、
表
層
と
深
層
の
間
の
降
下

と
上
昇
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
絶
え
ざ
る
問
い
返
し
と
更
新
を
可
能
に
す

る
点
に
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

西
谷
啓
治
と
井
筒
俊
彦
に
お
け
る
「
意
識
」
に
関
す
る
比
較

長
岡　

徹
郎

　

西
洋
と
東
洋
に
跨
り
な
が
ら
独
自
の
哲
学
を
構
想
し
た
哲
学
者
と
し

て
、
井
筒
俊
彦
と
西
谷
啓
治
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
両
者
は

西
洋
と
東
洋
と
い
う
問
題
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
、
そ
こ
か
ら
神
秘
主
義

や
禅
を
思
想
背
景
と
し
て
、
独
自
の
哲
学
を
構
想
し
た
。
し
か
し
注
意
す

べ
き
は
、
両
者
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
な
が
ら
も
、
関
心
事
は
異
な

な
が
っ
た
広
い
自
己
と
し
て
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
自
由
さ
と
主
体
性
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
は
毀
損
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
と
い
う
規
範
が
導
か
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の
如
何
な
る
規

範
も
絶
対
的
と
は
見
な
さ
な
い
と
い
う
、
二
段
的
な
構
成
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。
よ
っ
て
、「
東
洋
哲
学
」
の
構
想
は
、
何
ら
か
の
規
範
・
価
値
に

基
づ
い
て
問
題
に
対
し
て
具
体
的
解
決
法
を
指
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
既
に
存
在
す
る
価
値
観
な
り
規
範
な
り
を
解
体
し
て
、
新
し
い

も
の
を
構
築
す
る
機
動
力
と
し
て
、
最
も
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

環
境
倫
理
の
分
野
を
例
に
す
る
な
ら
、
自
然
の
「
本
質
的
価
値
」「
尊

厳
」「
権
利
」
と
い
っ
た
非
人
間
中
心
主
義
の
原
則
の
背
景
に
は
、
神
に

よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
自
然
は
尊
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
宗
教
的
感
覚
が
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
応
用
倫
理
の
領
域
に
お
け
る
思

考
は
、
原
則
を
状
況
に
適
用
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
る
が
、
原
則
だ
け
で
問

題
が
解
決
す
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
原
則
は
必
ず
し
も
感
覚
を
正
確
に
表

現
で
き
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア

ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
を
例
と
す
る
な
ら
、
彼
の
中
心
的
な
主
張
は
、
自
然

界
の
全
て
が
一
つ
の
共
同
体
を
構
成
し
て
お
り
、
人
間
は
自
然
に
対
し
美

し
さ
と
責
任
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
行
動
す
べ

き
だ
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
「
共
同
体
」
と
い
う
表
現
は
メ
タ
フ
ァ

ー
で
あ
り
、
そ
の
語
で
レ
オ
ポ
ル
ド
が
意
味
し
て
い
た
の
は
食
物
連
鎖
の

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
思
想
は
、
人
間
は
自
然
の
美
し
さ
を
感
知

で
き
る
よ
う
な
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
覚
、
そ
の
感

覚
を
表
現
す
る
「
共
同
体
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
、
そ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に

説
得
力
を
与
え
る
食
物
連
鎖
と
い
う
論
理
、
そ
の
論
理
を
的
確
に
表
現
す
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る
。
井
筒
は
「
言
語
ア
ラ
ヤ
識
」
と
い
う
独
特
の
概
念
を
用
い
て
こ
の
事

態
を
説
明
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
非
即
物
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
こ
そ

「
真
の
意
味
で
の
現
実
で
あ
り
、
存
在
の
自
己
顕
現
」
で
あ
る
と
井
筒
が

み
な
す
こ
と
で
あ
る
。
深
層
意
識
を
満
た
す
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
言
語
ア
ラ

ヤ
識
に
お
い
て
生
じ
る
が
、
そ
の
言
語
ア
ラ
ヤ
識
は
根
源
的
コ
ト
バ
か
ら

の
創
造
そ
の
も
の
と
し
て
、
深
い
意
味
で
創
造
的
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

西
谷
は
、「
空
」
と
い
う
境
位
を
感
得
し
う
る
の
は
、
理
性
や
悟
性
あ

る
い
は
感
性
で
は
な
く
、「
構
想
力
（im

agination

）」
の
発
動
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
こ
こ
で
西
谷
は
、im

age

の
概
念
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
、
理
事
無
礙
を
超
え
た
事
事
無
礙
の
場
に
お
い
てim

age

を
見
よ
う

と
し
て
い
る
。
事
事
無
礙
か
ら
有
が
成
立
す
る
と
い
う
「
転
位
」
は
、
感

性
や
理
性
と
は
別
の
根
源
（
西
谷
は
そ
れ
を
「
情
意
」
と
呼
ぶ
）
を
も
つ

「
根
源
的
構
想
力
」
が
発
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
事
無
礙
に
お
い
て

「
事
」
と
一
体
に
な
っ
て
い
るim

age

が
、im

age

自
身
と
し
て
固
有
な

姿
を
現
し
て
来
る
こ
と
で
成
立
す
る
の
で
あ
る
。im

age

は
、「
空
の
場
」

を
情
意
に
映
し
う
る
も
の
と
し
て
、
根
源
的
に
考
え
直
さ
れ
る
。
西
谷
の

構
想
力
論
に
お
け
るim

age

の
独
自
性
は
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

意
識
・
存
在
の
始
原
と
い
う
超
越
的
な
世
界
と
、
我
々
の
自
己
の
有
と

は
根
底
に
お
い
て
連
動
す
る
事
態
を
、
井
筒
と
西
谷
は
根
源
に
棹
さ
す

im
age

に
お
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
両
者
は
徹
底
し
て
始
原
を
求

め
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
西
谷
に
お
け
るim

age

論

は
萌
芽
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、im

age

論
で
西
谷
が
示

唆
し
た
哲
学
的
視
座
を
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
際
に
、im

age
の
も
つ
豊
か
さ
を
、
様
々
な
思
想
伝
統
や
「
コ
ト
バ
」

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
井
筒
は
一
貫
し
て
言
語
と
い
う
観
点
か
ら
考
察

し
た
の
に
対
し
て
、
西
谷
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
課
題
と
対
峙
し
た
。
こ

の
相
違
は
両
者
の
比
較
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
井

筒
と
西
谷
の
意
識
に
お
け
るim

age

論
を
比
較
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、『
意
識
と
本
質
』
か
ら
井
筒
の
立
場
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
井

筒
が
『
意
識
と
本
質
』
に
お
い
て
力
点
を
置
い
て
い
る
の
は
、「
絶
対
無

分
節
の
分
節
化
」
と
「
根
源
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
世
界
」
で
あ
り
、
前
者
は

禅
仏
教
、
後
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
を
代
表
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
、
禅
仏
教
だ
け
で
は
簡
素
す
ぎ
る
分
節
Ⅱ
の
境
地
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神

秘
主
義
的
な
「
イ
マ
ジ
ナ
ル
」
を
重
ね
て
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
井
筒
の

意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
に
お
い
て
西
谷
は
、
中
期
の
思

想
を
代
表
す
る
『
宗
教
と
は
何
か
』
に
お
い
て
、
空
の
思
想
を
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
克
服
と
い
う
観
点
か
ら
追
求
し
た
。
そ
の
た
め
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
閉

鎖
性
を
内
か
ら
破
る
空
の
絶
対
否
定
性
が
強
調
さ
れ
、
空
は
人
間
の
情
意

と
隔
絶
し
た
か
の
よ
う
な
無
私
の
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
後
期
に
な
る
と
、
空
は
人
間
の
情
意
の
世
界
に
移
り
、「
情

意
に
お
け
る
空
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
空
が
人
間
の
情
意

に
映
り
、
自
己
化
さ
れ
る
こ
と
を
、
西
谷
は
「
空
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
化
」
と

名
付
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
禅
仏
教
に
お
け
る
分
節
Ⅱ
の
境
地

を
よ
り
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
た
井
筒
の
洞
察
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

井
筒
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
意
識
は
全
体
的
に
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
満
ち
て
い

る
。
井
筒
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
深
層
に
お
け
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
充
溢

を
絶
対
無
分
節
の
分
節
化
（
分
節
Ⅱ
）
の
光
景
と
み
な
し
、
そ
こ
に
「
意

味
（
種
子
）」
を
発
動
さ
せ
る
「
創
造
的
想
像
力
」
を
見
て
と
る
の
で
あ



　　42

『宗教研究』91巻別冊（2018年） パネル

冒
頭
に
絵
画
・
書
画
に
お
け
る
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

「
内
部
と
外
部
」
の
関
わ
り
が
「
東
ア
ジ
ア
的
精
神
性
」
の
形
成
に
大
き

く
影
響
し
た
と
も
述
べ
る
。
一
九
七
五
年
に
ユ
ン
グ
生
誕
百
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
一
般
講
演“Ego Consciousness in Eastern Reli-

gions ”

で
は
、
道
元
の
「
現
成
公
案
」
な
ど
を
引
き
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア

的
絵
画
の
画
家
が
制
作
に
お
い
て
「
物
に
な
る
」
過
程
を
経
て
い
る
こ

と
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
音
楽
鑑
賞
を
挙
げ
て
「
芸
術
的
三

昧
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
を
本
質
的
・
実
在
的
な
主
客
対
立
を
超
え
た
「
禅

的
覚
知
」、
さ
ら
に
は
「
東
洋
的
無
」
と
捉
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
芸
術
へ
の
言
及
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一

九
七
二
年
の
エ
ラ
ノ
ス
会
議
で
の
講
演“T

he Elim
ination of Color 

in Far Eastern A
rt and Philosophy

”

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
東

ア
ジ
ア
の
芸
術
に
見
ら
れ
る
色
彩
の
抑
制
・
不
在
の
基
盤
と
な
る
東
洋
哲

学
の
側
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
内
容
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
色
彩
の
歴

史
を
振
り
返
っ
た
上
で
、「
白
と
黒
」
と
い
う
色
彩
不
在
の
芸
術
に
つ
き
、

水
墨
画
だ
け
で
は
な
く
和
歌
・
俳
句
・
能
も
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

こ
う
し
た
色
彩
の
排
除
・
不
在
が
、
大
乗
仏
教
の
「
空
」・
禅
・
老
荘
思

想
・
中
国
哲
学
の
「
理
」
な
ど
の
哲
学
と
一
続
き
で
あ
る
こ
と
が
考
察
さ

れ
る
。「
こ
こ
十
年
ば
か
り
、
し
き
り
に
東
洋
思
想
と
か
東
洋
哲
学
と
か

い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
い
う
述
懐
か
ら
始
ま
る
『
意

識
と
本
質
』
後
記
（
前
掲
書
、
四
〇
九
）
が
一
九
八
二
年
八
月
付
け
で
あ

る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
井
筒
の
「
東
洋
思
想
・
東
洋
哲
学
」
の
構
想
に

お
い
て
、
芸
術
は
そ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
西
洋
哲
学
」
と
の
止
揚
に
お
い
て
「
新
し
い
世
界
哲
学
」
を
生
み
出

す
に
は
、「
西
洋
哲
学
」
と
と
も
に
止
揚
さ
れ
る
べ
き
「
東
洋
哲
学
」
を

か
ら
多
角
的
に
描
き
出
し
た
井
筒
のim

age

論
が
寄
与
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

東
洋
的
芸
術
を
通
し
た
井
筒
俊
彦
の
東
洋
思
想
・
哲
学
観

金
子　

奈
央

　

井
筒
俊
彦
が
そ
の
晩
年
に
「
東
洋
思
想
・
東
洋
哲
学
」
に
関
わ
る
論
考

を
発
表
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
東
洋
の
思
想
・
哲
学

の
諸
伝
統
の
「
共
時
的
構
造
化
」
を
通
し
て
、「
西
洋
哲
学
」
と
の
止
揚

に
お
い
て
「
新
し
い
哲
学
を
世
界
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
生
み
出
し

て
い
く
」（
井
筒
俊
彦
『
意
識
と
本
質
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
四

〇
九
、
四
一
二
）
と
い
う
構
想
を
背
景
に
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
井
筒
の

こ
う
し
た
構
想
の
形
成
の
土
台
・
中
核
の
一
つ
に
禅
が
あ
っ
た
。
禅
思
想

を
テ
ー
マ
と
す
る
論
考
に
は
、
東
洋
的
芸
術
―
書
画
や
色
彩
の
問
題
、

能
・
和
歌
・
俳
句
な
ど
―
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
が
あ
る
。
本

発
表
で
は
、
こ
う
し
た
論
考
に
お
け
る
芸
術
の
記
述
に
着
目
し
、
井
筒
の

「
東
洋
思
想
・
東
洋
哲
学
」
に
お
け
る
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

一
九
六
九
年
の
エ
ラ
ノ
ス
会
議
で
の
講
演
を
内
容
と
す
る“T

he 
Structure of Selfhood in Zen Buddhism

”

で
は
、
禅
に
お
け
る

「
無
心
」
―
本
質
主
義
的
・
実
在
的
な
主
客
認
識
を
超
え
た
意
識
・
心
―

が
東
ア
ジ
ア
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

一
例
と
し
て
、
楽
器
・
音
楽
と
一
体
化
す
る
琴
の
達
人
の
演
奏
を
禅
的

「
無
心
」
の
手
が
か
り
と
し
て
記
す
。
一
九
七
三
年
の
エ
ラ
ノ
ス
会
議
の

講
演“T

he Interior and Exterior in Zen Buddhism
”

で
は
、
禅

に
お
け
る
「
内
部
と
外
部
」
に
つ
い
て
の
議
論
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
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て
ら
れ
、「
尽
天
地
に
遍
満
す
る
生
命
の
流
動
を
直
下
に
自
己
の
生
命
と

し
て
感
得
し
、
自
己
の
心
臓
の
鼓
動
を
そ
の
ま
ま
宇
宙
的
生
命
の
脈
動
と

し
て
直
証
す
る
超
越
的
全
体
生
命
の
体
験
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
こ
に
ギ

リ
シ
ア
宗
教
・
哲
学
思
想
の
核
心
と
な
る
も
の
の
源
泉
が
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
以
降
に
、
井
筒
が
『
意
識
と
本
質
』、『
意
識
の

形
而
上
学
』
な
ど
で
再
構
築
を
目
指
し
た
「
東
洋
哲
学
」
の
構
造
的
理
解

に
お
い
て
も
、
仏
教
、
道
教
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
ま
で
も
射
程
に
入
れ
た
広

角
的
な
宗
教
思
想
史
理
解
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も

究
極
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
「
表
現
し
得
ぬ
も
の
」
や
「
無
」「
空
」
な
ど
と

し
、
そ
れ
と
触
知
で
き
る
リ
ア
リ
テ
ィ
と
の
間
の
関
係
づ
け
を
描
き
出
す

思
想
を
「
東
洋
哲
学
」
と
見
な
し
、
そ
こ
に
関
心
を
集
中
し
て
い
る
。
そ

れ
こ
そ
究
極
の
真
理
に
通
じ
る
思
想
だ
と
い
う
考
え
方
が
背
後
に
あ
る
。

「
こ
こ
で
は
意
識
は
「
…
…
の
意
識
」
で
は
な
い
。
無
対
象
的
、
非
志
向

的
意
識
、
つ
ま
り
無0

意
識
で
あ
る
。
東
洋
思
想
で
は
、
ど
こ
で
も
こ
の
よ

う
な
意
識
な
ら
ぬ
意
識
、
メ
タ
意
識
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
体
験
的
事

実
と
し
て
認
め
る
。
そ
れ
が
東
洋
哲
学
一
般
の
根
本
的
な
一
つ
の
特
徴
で

あ
る
」。
究
極
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
体
験
を
重
視
す
る
思
想
は
「
神
秘
主
義
」

と
し
て
西
洋
思
想
で
描
か
れ
て
き
た
も
の
と
重
な
り
合
う
が
、
そ
れ
と

「
東
洋
哲
学
」
が
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

井
筒
の
こ
う
し
た
思
想
は
、「
意
識
」
が
階
層
構
造
を
な
し
て
、
高
次

の
「
本
質
」
へ
向
か
う
は
ず
だ
と
い
う
理
論
と
似
か
よ
っ
て
お
り
、
一
九

七
〇
年
代
以
降
の
新
霊
性
運
動
の
思
想
と
相
通
じ
る
。
井
筒
は
若
年
か
ら

晩
年
に
至
る
ま
で
、「
神
秘
哲
学
」
や
「
東
洋
哲
学
」、
ま
た
「
神
秘
主

義
」
の
思
想
に
深
く
共
鳴
し
て
お
り
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
情

ま
ず
構
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
に
お
け
る
芸
術
の
根
源
と
し
て
の
ミ
メ
ー
シ
ス
な
ど
の
よ
う
に
、
東
洋

哲
学
に
お
け
る
芸
術
の
意
義
に
つ
い
て
も
探
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
気
づ
く
―
詩
と
哲
学
の
起
点
』
と
い
う
エ
ッ

セ
イ
が
あ
る
（『
井
筒
俊
彦
全
集
』
第
九
巻
、
慶
應
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
五
年
）。
こ
こ
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
気
づ
き
」（「
ア
レ
ー
テ

ィ
ア
」）
が
本
質
の
探
究
と
し
て
哲
学
の
出
発
点
に
な
っ
た
の
に
対
し
、

和
歌
に
お
け
る
助
動
詞
「
け
り
」
の
役
割
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
の
詩
に

お
け
る
「
気
づ
き
」
が
「
主
客
を
共
に
含
む
存
在
磁
場
に
た
い
す
る
意
識

の
実
存
的
深
化
」、
す
な
わ
ち
「
意
味
」
が
生
成
さ
れ
る
根
源
的
領
域
に

お
け
る
新
た
な
「
意
味
」
の
創
造
体
験
で
あ
る
と
井
筒
が
捉
え
た
点
か
ら

も
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

井
筒
俊
彦
の
「
東
洋
哲
学
」
観
と
宗
教
理
解
の
特
質

島
薗　
　

進

　

井
筒
俊
彦
は
豊
か
な
宗
教
研
究
の
業
績
を
遺
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
二
つ

の
方
向
に
分
岐
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
広
角
的
な
宗
教
思
想
史
の

叙
述
で
あ
り
、
他
方
は
求
心
的
な
「
宗
教
哲
学
」
の
論
述
で
あ
る
。
両
者

は
同
じ
著
作
の
な
か
に
並
存
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
イ

ス
ラ
ー
ム
文
化
』
や
『
コ
ー
ラ
ン
を
読
む
』
で
は
思
想
を
中
心
に
イ
ス
ラ

ー
ム
や
『
コ
ー
ラ
ン
』
の
全
体
像
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描
か
れ
て
い
く
。
こ

れ
が
井
筒
の
宗
教
研
究
の
広
角
的
な
側
面
で
あ
る
。
他
方
、
井
筒
は
あ
る

種
の
思
想
や
宗
教
の
あ
り
方
に
深
い
共
鳴
を
示
し
、
そ
れ
を
描
き
出
し
な

が
ら
理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
い
る
。

た
と
え
ば
『
神
秘
哲
学
』
で
は
、「
自
然
神
秘
主
義
体
験
」
に
焦
点
が
あ
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コ
メ
ン
ト

澤
井　

義
次

　

池
澤
優
の
研
究
発
表
は
、
応
用
倫
理
、
特
に
環
境
倫
理
の
領
域
に
つ
い

て
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
現
代
的
な
可
能
性
を
探
究
し
た
も
の
で
、
と

て
も
興
味
深
い
試
み
で
あ
る
。
池
澤
は
井
筒
の
重
層
構
造
論
の
特
徴
が
、

表
層
の
意
識
か
ら
深
層
へ
と
沈
潜
す
る
こ
と
で
既
存
の
価
値
観
や
規
範
を

解
体
し
、
そ
こ
か
ら
再
び
表
層
に
戻
っ
て
、
新
た
な
視
点
を
獲
得
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
視
座
に
よ
っ
て
、
表
層

（
原
則
）
と
深
層
（
感
覚
）
の
間
の
降
下
と
上
昇
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

絶
え
ざ
る
問
い
返
し
と
更
新
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
解
体

さ
れ
た
既
存
の
価
値
観
や
規
範
が
再
び
表
層
へ
上
昇
し
て
く
る
と
き
、
そ

れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
問
い
に
対
し

て
、
池
澤
は
井
筒
の
視
座
が
以
前
の
価
値
観
な
ど
の
解
釈
を
促
進
す
る
原

動
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
答
え
た
。
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
意
義
を

現
代
世
界
の
状
況
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
う
え
で
、
池
澤
の
応
用
倫
理
学

的
な
議
論
は
示
唆
に
富
む
視
座
を
提
示
し
て
い
る
。

　

次
に
長
岡
徹
郎
は
井
筒
俊
彦
と
西
谷
啓
治
に
注
目
す
る
。
二
人
は
禅
や

神
秘
主
義
を
思
想
背
景
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
哲
学
を
構
想
し
た
。

親
交
の
あ
っ
た
二
人
の
哲
学
者
の
思
想
構
造
に
関
す
る
長
岡
の
比
較
考
察

に
は
説
得
力
が
あ
る
。
長
岡
は
両
者
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
な
が
ら

も
、
根
本
的
な
関
心
事
は
異
な
っ
て
い
た
と
言
う
。
井
筒
が
言
語
の
観
点

か
ら
考
察
し
た
の
に
対
し
て
、
西
谷
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
と
い
う
視
点

か
ら
考
察
し
た
こ
と
で
、
両
者
の
関
心
事
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
に
も
、
長
岡
に
よ
れ
ば
、
両
者
が
「
始
原
か
ら
の
展
開
に
お
い
て
イ
マ

ー
ジ
ュ
を
重
視
し
て
い
る
」
点
で
共
通
し
た
立
場
を
採
っ
た
。
そ
れ
で

熱
を
も
っ
て
い
た
。
井
筒
の
求
心
的
な
宗
教
を
素
材
と
し
た
「
哲
学
」
的

関
心
で
あ
る
。

　

他
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
と
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
・
宗
教

史
の
広
角
的
な
把
握
に
力
を
入
れ
た
。
井
筒
が
『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
』、

『
コ
ー
ラ
ン
を
読
む
』
な
ど
で
一
般
向
け
の
著
述
を
行
う
と
き
は
、
こ
の

側
面
が
目
立
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
場
合
で
も
求
心
的
な
要
素
が
形
を
表
し

て
も
い
る
。『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
』
は
Ⅰ
「
宗
教
」、
Ⅱ
「
法
と
倫
理
」、

Ⅲ
「
内
面
へ
の
道
」
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
引
用
は
Ⅱ
の
末
尾
で
、
続

い
て
Ⅲ
「
内
面
へ
の
道
」
へ
と
進
ん
で
行
く
。
内
面
へ
の
道
を
代
表
す
る

用
語
が
「
ハ
キ
ー
カ
」
だ
。
こ
こ
に
こ
そ
井
筒
が
尊
ぶ
べ
き
宗
教
性
だ
と

考
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
井
筒
俊
彦
の
「
神
秘
哲
学
」
や
「
東
洋
哲
学
」
論
と
宗
教
理

解
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。（
１

）そ
こ
で
は
宗
教
思
想
の
あ
る
パ
タ
ー

ン
の
叙
述
と
し
て
、「
東
洋
」
に
お
い
て
、
た
い
へ
ん
広
く
見
ら
れ
る
も

の
の
明
晰
な
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。（
２

）「
東
洋
」
の
語
に
西
洋
近
代

の
向
こ
う
側
の
霊
性
が
託
さ
れ
、
そ
れ
は
近
代
西
洋
で
神
秘
主
義
と
捉
え

ら
れ
た
も
の
と
近
い
も
の
だ
。（
３

）宗
教
理
解
と
し
て
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド

の
よ
う
な
実
践
宗
教
者
の
宗
教
性
と
神
秘
思
想
家
の
宗
教
性
の
距
離
に
つ

い
て
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。（
４

）方
法
論
と
し
て
は
広
角
的
な
理
解
か
ら

生
じ
る
多
様
な
も
の
の
共
存
、
社
会
性
・
倫
理
性
の
周
辺
化
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
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教
哲
学
の
論
述
と
い
う
、
二
つ
の
方
向
に
分
岐
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
は
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
を
把
握
す
る
う
え
で

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
井
筒
は
晩
年
の
「
東
洋
哲
学
」
で
も
、
広

角
的
な
宗
教
思
想
史
的
な
理
解
を
前
提
と
し
て
、
求
心
的
な
形
而
上
学
的

体
験
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
し
た
が
、
そ
う
し
た
傾
向
は
彼
の
イ
ス
ラ
ー

ム
研
究
に
も
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
島
薗
が
論
じ
る
よ
う
に
、
形
而
上
学
的

体
験
を
重
視
す
る
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
は
、
西
洋
の
「
神
秘
主
義
」
思
想

に
深
く
共
鳴
し
て
い
る
が
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
、

井
筒
自
ら
も
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
井
筒
「
東
洋
哲

学
」
の
意
味
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

澤
井　

義
次

　

東
洋
思
想
・
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
研
究
の
世
界
的
碩
学
で
あ
っ
た
井
筒
俊

彦
は
、
晩
年
、
彼
独
自
の
「
東
洋
哲
学
」
を
構
想
す
る
中
に
、
主
要
な
宗

教
思
想
の
古
典
的
テ
ク
ス
ト
を
創
造
的
か
つ
未
来
志
向
的
に
読
み
解
き
、

彼
独
自
の
「
東
洋
哲
学
」
を
意
味
論
的
に
追
究
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

本
パ
ネ
ル
で
は
、
井
筒
の
そ
う
し
た
「
東
洋
哲
学
」
の
視
座
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
彼
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
宗
教
研
究
の
一
つ

と
し
て
捉
え
、
現
代
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
が
ど

の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
池
澤
優
は
、
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
を
近
代
か
ら
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
へ
向
か
う
思
想
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
、
現
在
に
お
け
る
適
用
可
能
性

を
応
用
倫
理
の
領
域
（
生
命
倫
理
と
環
境
倫
理
）
に
即
し
て
考
察
し
た
。

は
、
井
筒
と
西
谷
は
根
本
的
な
立
場
を
共
有
し
て
い
た
と
理
解
し
て
も
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
長
岡
は
、
両
者
が
と
も
に
始
原

を
探
究
す
る
哲
学
者
で
は
あ
っ
た
が
、
井
筒
が
コ
ト
バ
に
、
西
谷
が
直
接

経
験
に
注
目
し
た
こ
と
で
、
二
人
の
関
心
事
に
も
と
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に

は
違
い
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
。
井
筒
哲
学
の
特
徴
が
一
層
明
ら
か
に
な

っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
金
子
奈
央
は
、
東
洋
的
芸
術
と
い
う
観
点
か
ら
、
井
筒
「
東
洋

哲
学
」
の
性
格
を
考
察
す
る
。
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
に
お
い
て
、
金
子
は

そ
の
土
台
・
中
核
に
は
禅
が
あ
っ
た
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
禅
に
お
け
る
絵

画
や
書
画
が
「
東
ア
ジ
ア
的
精
神
性
」
の
形
成
に
大
き
く
影
響
し
た
と
論

じ
る
。
た
と
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
的
絵
画
の
画
家
が
制
作
に
お
い
て
「
物
に

な
る
」
過
程
を
経
る
こ
と
は
、
本
質
的
・
実
在
的
な
主
客
対
立
を
超
え
た

「
禅
的
覚
知
」
と
か
「
東
洋
的
無
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
井
筒
に
よ
れ

ば
、
東
洋
哲
学
は
、
水
墨
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
芸
術
に

お
け
る
色
彩
の
排
除
・
不
在
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う

し
て
東
洋
哲
学
が
「
白
と
黒
」
と
い
う
色
彩
排
除
・
不
在
の
芸
術
を
生
み

出
す
基
盤
と
な
っ
た
と
井
筒
は
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
し

て
、
金
子
は
井
筒
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
色
彩
は
事
物
の
表
層
的
な
表
現
に

す
ぎ
ず
、
事
物
の
真
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
描
く
た
め
に
、
本
質
的
で
は
な
い

要
素
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
の
だ
と
述
べ
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
特
質

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
島
薗
進
は
、
井
筒
哲
学
に
お
け
る
宗
教
理
解
の
特
質
に
つ
い

て
、
宗
教
学
の
方
法
論
的
な
視
点
か
ら
論
じ
た
。
こ
の
発
表
は
井
筒
哲
学

の
全
貌
を
理
解
す
る
う
え
で
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
島
薗
は
ま

ず
、
井
筒
の
宗
教
研
究
が
広
角
的
な
宗
教
思
想
史
の
叙
述
と
求
心
的
な
宗
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質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
宗
教
学
者
と
し
て
の
井
筒
は
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
な
ど
を
引
き
継
ぎ
、
二
十
世
紀
前
半
に
有
力
な
潮
流
と
な
る
「
永

遠
の
哲
学
」
の
思
想
系
譜
に
惹
き
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
距
離
を
と
ろ
う
と

し
て
い
た
。
し
か
し
、
晩
年
の
井
筒
は
「
東
洋
」
と
い
う
限
定
を
付
し
て

で
は
あ
る
が
、
一
元
的
な
究
極
的
真
理
、
あ
る
い
は
一
元
的
な
究
極
的
真

理
を
表
す
論
理
構
造
の
提
示
へ
と
向
か
っ
た
。
島
薗
は
井
筒
の
こ
う
し
た

哲
学
的
思
惟
の
展
開
に
つ
い
て
、
若
い
求
道
学
徒
で
あ
っ
た
井
筒
が
フ
ラ

ン
ス
思
想
や
実
存
哲
学
に
影
響
を
受
け
つ
つ
辿
っ
た
道
筋
へ
の
回
帰
で
も

あ
っ
た
と
論
じ
た
。

　

以
上
、
四
名
の
研
究
発
表
に
対
し
て
、
ま
ず
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
澤
井

義
次
が
若
干
の
コ
メ
ン
ト
と
質
問
を
行
な
っ
た
。
澤
井
の
コ
メ
ン
ト
と
質

問
に
対
し
て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
応
答
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ネ
ル
・

テ
ー
マ
の
内
容
に
関
す
る
理
解
を
深
め
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
に
参
加
し

た
会
場
の
研
究
者
も
交
え
て
、
活
発
な
共
同
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の

討
議
の
中
で
、
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
が
ど
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

と
連
関
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
井
筒
が
言
う
「
東
洋
」
と
は
何
で
あ
る

の
か
が
お
も
な
論
点
に
な
っ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」

の
特
質
を
宗
教
学
の
視
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
が
、
こ

の
パ
ネ
ル
を
と
お
し
て
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
展
開
へ
向
け
て
、
今
後

の
検
討
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
、
大
変
意
義
深
い
パ
ネ
ル
で
あ
っ
た
。

応
用
倫
理
に
お
け
る
一
つ
の
考
え
方
は
、
存
在
（
人
間
や
自
然
）
に
本
質

的
価
値
が
あ
り
、
そ
こ
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
尊
厳
が
あ
る
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
方
は
何
を
本
質
的
価
値
と
考
え
る
か

に
よ
っ
て
、
解
消
で
き
な
い
対
立
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。
池
澤
は
個
々

の
事
物
に
「
本
質
」
を
認
め
な
い
「
東
洋
哲
学
」
の
構
想
に
お
い
て
、
い

か
な
る
倫
理
の
構
築
が
可
能
な
の
か
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

　

次
に
長
岡
徹
郎
は
、
意
識
に
お
け
る
「im

age

」
の
問
題
か
ら
、
井
筒

と
西
谷
と
の
比
較
を
試
み
た
。
両
者
は
、「
絶
対
無
分
節
」
や
「
空
の
立

場
」
が
人
間
に
お
い
て
立
ち
現
れ
る
事
態
を
表
現
す
る
た
め
にim

age

に
着
目
し
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
両
者
に
と
っ
てim

age

と

は
、
意
識
・
存
在
の
始
原
に
棹
さ
す
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
そ
の
も
の
な
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、im

age

の
可
能
性
を
示
唆
し
た
に
と
ど
ま
る
西
谷
の

im
age

論
と
、im

age

の
も
つ
豊
か
さ
を
様
々
な
思
想
伝
統
や
「
コ
ト

バ
」
か
ら
多
角
的
に
描
き
出
し
た
井
筒
のim

age
論
と
の
比
較
の
試
み

が
、
新
た
な
西
谷
解
釈
へ
と
つ
な
が
り
う
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。

　

さ
ら
に
金
子
奈
央
は
、
東
洋
的
芸
術
と
い
う
観
点
か
ら
、
井
筒
「
東
洋

哲
学
」
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
井
筒
は
東
洋
の
思
想
・
哲
学
の
諸

伝
統
の
「
共
時
的
構
造
化
」
を
通
し
て
、「
西
洋
哲
学
」
と
の
止
揚
に
お

い
て
「
新
し
い
哲
学
を
世
界
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
生
み
出
し
て
い

く
」
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
金
子
は
、
井
筒
が
「
禅
に
お
け
る
内

部
と
外
部
」
や
「
東
ア
ジ
ア
の
芸
術
と
哲
学
に
お
け
る
色
彩
の
排
除
」
な

ど
、
東
洋
の
書
画
や
色
彩
、
能
な
ど
を
事
例
と
し
て
、
東
洋
の
思
想
・
哲

学
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
考
も
発
表
し
て
い
た
点
に
注
目
し
な
が
ら
、
議

論
を
展
開
し
た
。

　

最
後
に
島
薗
進
は
、
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
に
お
け
る
宗
教
理
解
の
特
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に
対
し
て
、
か
な
り
低
い
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
の
批
判
は
、
ユ
ダ

ヤ
教
に
お
け
る
律
法
の
遵
守
は
、
道
徳
的
心
術
に
基
づ
く
も
の
で
は
な

く
、
強
制
的
に
従
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
批
判
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
道
徳
宗
教
で
は

な
く
、
特
定
の
民
族
が
も
つ
政
治
的
共
同
体
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
主
張

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
今
日
的
視
点
か
ら
す
る
と
偏
見
を
含
ん

だ
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
だ
が
、
一
方
で
、
カ
ン
ト
は
、
周
囲

の
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
た
ち
と
は
、
当
時
に
お
い
て
は
例
外
的
に
友
好
的
な
関

係
を
築
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
同
じ
理
性
的
存
在
者
で
あ
る
と
い
う
点

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
も
平
等
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
と
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
中
に
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
関
心

を
も
つ
人
物
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
時
代
に

入
り
、
一
旦
は
、
カ
ン
ト
哲
学
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
結
び
つ
き
は
弱
ま
っ
た

が
、
一
九
世
紀
も
後
半
に
入
り
新
カ
ン
ト
派
の
時
代
に
な
る
と
、
カ
ン
ト

と
ユ
ダ
ヤ
教
の
密
接
な
関
係
に
再
び
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
。
ユ
ダ

ヤ
教
と
カ
ン
ト
倫
理
の
関
係
を
論
じ
た
論
文
と
し
て
は
、
グ
ッ
ト
マ
ン
や

コ
ー
ヘ
ン
の
論
文
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
要
旨
で
は
、
コ
ー
ヘ
ン

の
論
文
「
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
カ
ン
ト
哲
学
の
内
的
連
関
」（
一
九
一
〇
）

を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
カ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
結
び
つ
き
を
論
じ
る
議

論
の
基
本
構
造
を
確
認
し
た
い
。

　

カ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
内
的
連
関
を
考
え
る
場
合
に
、
コ
ー
ヘ
ン
が
一

貫
し
て
強
調
す
る
の
は
理
性
の
立
場
で
あ
る
。
コ
ー
ヘ
ン
は
、
理
性
と
感

覚
つ
ま
り
は
道
徳
と
自
然
を
混
同
す
る
立
場
と
し
て
、
汎
神
論
や
熱
狂
的

な
敬
虔
主
義
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
コ
ー
ヘ
ン
は
、
倫
理
に
お
け
る
幸
福

主
義
へ
の
批
判
、
理
性
の
普
遍
的
な
自
己
立
法
の
う
ち
に
、
カ
ン
ト
と
ユ

二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
再
考

│
│ 

政
治
と
宗
教
の
は
ざ
ま
で 

│
│代

表
者
・
司
会　

伊
原
木
大
祐

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

合
田　

正
人

ユ
ダ
ヤ
教
の
倫
理
的
評
価
の
転
回

│
│ 

ユ
ダ
ヤ
・
カ
ン
ト
主
義
を
中
心
に 

│
│

後
藤　

正
英

　

倫
理
を
第
一
哲
学
と
し
て
主
張
し
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
や
、
未
来
倫
理
を
提

唱
し
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
非
倫
理
性
を
批
判
し
た
ヨ
ー
ナ
ス
な
ど
、
二
〇

世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
思
想
が
倫
理
思
想
を
核
と
し
て
お
り
、
現
代
人
が
ユ
ダ
ヤ

思
想
に
魅
力
を
感
じ
る
理
由
の
一
つ
が
、
そ
の
独
特
の
倫
理
思
想
に
あ
る

こ
と
は
疑
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
歴
史
を
振
り
返
る
な
ら
、
か
つ

て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
こ
そ
は
、
倫
理
が
欠
如
し
て
い
る
宗
教
と
し
て
激
し
い

批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
。

　

近
代
か
ら
現
代
へ
と
至
る
過
程
で
、
倫
理
性
を
め
ぐ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教

に
対
す
る
評
価
は
一
八
〇
度
の
転
換
を
遂
げ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
ユ

ダ
ヤ
教
の
倫
理
性
を
強
調
す
る
近
代
の
ユ
ダ
ヤ
思
想
家
た
ち
の
議
論
が
も

た
ら
し
た
一
つ
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
思
想
家
た

ち
に
よ
る
カ
ン
ト
哲
学
へ
の
接
近
と
い
う
現
象
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
ユ
ダ
ヤ
・
カ
ン
ト
主
義
の
現
象
を
通
し
て
、
ユ

ダ
ヤ
教
に
対
す
る
倫
理
的
評
価
の
転
換
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
の
カ
ン
ト
自
身
は
、
道
徳
宗
教
の
観
点
か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
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こ
こ
に
は
危
機
の
時
代
の
な
か
に
あ
る
信
仰
が
「
一
九
一
七
年
の
メ
シ

ア
」
や
「
一
九
三
三
年
の
メ
シ
ア
」
を
熱
望
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
あ
え
て
批
判
的
な
言
葉
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
ロ
ー
ゼ

ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
は
彼
の
真
理
論
を
接
続
し
た
ほ
う
が
、

よ
り
適
切
に
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
は
、
と
く
に
リ

ラ
の
解
釈
を
下
敷
き
と
し
な
が
ら
、
真
理
論
も
視
野
に
入
れ
て
、
ロ
ー
ゼ

ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
理
解
│
│
救
済
論
│
│
を
論
じ
る
こ
と

に
し
た
い
。

　

進
歩
の
観
念
に
対
す
る
批
判
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ

ズ
ム
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
進
歩
の

観
念
は
「
無
限
と
い
う
概
念
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
近
代
に
お
い

て
は
、
た
と
え
「
永
遠
の
」
進
歩
が
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
も
、

そ
れ
は
「
無
限
の
」
進
歩
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
つ

ね
に
先
へ
先
へ
と
進
み
続
け
、
そ
こ
で
は
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
が
こ
れ
か
ら
自

分
の
順
番
が
回
っ
て
く
る
と
い
う
保
証
さ
れ
た
確
実
性
を
も
ち
、
し
た
が

っ
て
、
あ
る
過
去
の
瞬
間
が
〈
す
で
に
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
〉
を
確
信
で

き
る
の
と
同
様
に
、
そ
れ
が
〈
そ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
〉
も
確
信
で
き

る
よ
う
な
進
歩
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
瞬
間
、
今
日
、
現
在
と
い
っ
た
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ

ク
の
特
異
な
時
間
意
識
は
、
突
発
的
に
御
国
が
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い

可
能
性
に
満
た
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
は
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク

の
「
血
縁
共
同
体
」
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
論
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
永
遠
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
取
り
、

そ
こ
に
「
わ
れ
わ
れ
」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
血
縁
共
同
体
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
と
い
う
の
も
、
血
縁
だ
け
が
現
在
の
う
ち
に
あ
り
な
が

ダ
ヤ
教
の
密
接
な
連
関
を
見
て
い
る
。
法
の
理
解
に
お
い
て
エ
ゴ
イ
ズ
ム

に
対
抗
し
て
い
る
点
で
も
、
カ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
間
に
は
共
通
性
が
あ

る
。
つ
ま
り
は
、
神
の
前
で
の
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
平
等
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
を
哲
学
的
に
表
現
す
る
と
普
遍
的
法
則
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
隣
人
愛
の
問
題
で
も
あ
る
。
コ
ー
ヘ
ン
は
、
目

的
自
体
と
し
て
の
人
間
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
カ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
の

親
近
性
を
主
張
す
る
。
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
が
究
極
の
自
己
目
的
的
存
在
で

あ
る
。
か
つ
て
預
言
者
た
ち
は
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
究
極
の
自
己
目
的
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
作
ろ
う
と
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
が
も
つ
社
会
的
理
想

主
義
は
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
と
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
は
カ
ン
ト
が
考
え
る
歴

史
の
究
極
目
的
と
し
て
の
永
遠
平
和
の
構
想
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
コ

ー
ヘ
ン
は
、
ド
イ
ツ
と
ユ
ダ
ヤ
の
共
生
を
信
じ
る
立
場
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
双
方
が
、
倫
理
性
の
観
点
に
お
い
て
世
界

の
歴
史
に
貢
献
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
ド
イ
ツ
文
化
、
ユ
ダ
ヤ
文

化
、
普
遍
的
倫
理
の
三
つ
の
共
存
・
共
生
こ
そ
が
コ
ー
ヘ
ン
の
理
想
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
理
想
は
そ
の
後
の
歴
史
の
経
過
の
中
で
厳
し
い

批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム

佐
藤　

貴
史

　

ス
テ
フ
ァ
ヌ
・
モ
ー
ゼ
ス
、
三
島
憲
一
、
マ
ー
ク
・
リ
ラ
│
│
い
ず
れ

の
研
究
者
も
哲
学
、
宗
教
、
政
治
の
絡
み
合
い
を
意
識
し
な
が
ら
、
フ
ラ

ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
と
く
に
リ
ラ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
、
救
済
へ

の
約
束
の
期
待
が
「
政
治
形
態
を
採
り
う
る
こ
と
を
…
…
見
て
い
た
」。
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れ
た
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
に
限
界
づ
け
を
も
た
ら
す
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
解

釈
で
き
る
。

エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
と
ユ
ダ
ヤ
性
の
問
い

伊
原
木
大
祐

　

ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
の
ゴ
ル
デ
ィ
ン
は
か
つ
て
、
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン

の
文
章
を
引
き
な
が
ら
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
裏
切
り
」
を
指
弾
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
に
事
寄
せ
る
と
、
ブ
ロ
ッ
ホ
に
も
や
は
り
「
裏
切
り
」
が
あ
っ

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
裏
切
り
を
早
い
段
階
で
察
知
し
て
い

た
の
が
、
若
き
日
の
シ
ョ
ー
レ
ム
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ホ
の
処
女
作
『
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
精
神
』
を
読
ん
だ
シ
ョ
ー
レ
ム
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
書
評
を
準

備
し
て
い
た
友
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
手
厳
し
い
批
評
文
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ホ
に
よ
る
「
文
献
学
」
な
き
「
歴
史
哲
学
的
」
解
釈
を
糾
弾
す
る

シ
ョ
ー
レ
ム
は
、『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
精
神
』
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
理
解
の

背
景
に
、
ブ
ー
バ
ー
と
プ
ラ
ハ
の
シ
オ
ニ
ス
ト
青
年
団
体
「
バ
ル
・
コ
ク

バ
」
か
ら
の
強
い
影
響
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
問
題
視
さ
れ
た
の
が
、「
象
徴
│
│
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
題
さ
れ
た

一
節
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
ゼ
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

（
一
）ユ
ダ
ヤ
人
の
若
者
に
生
じ
た
意
識
変
化
。
伝
統
的
な
形
式
主
義
に

も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
同
化
欲
求
に
も
囚
わ
れ
な
い
新
世
代
を
想
定
す
る

ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
そ
の
世
代
が
容
易
に
イ
エ
ス
の
名
を
口
に
し
、
イ
エ
ス
と

い
う
象
徴
を
内
面
化
し
て
い
る
点
に
注
意
を
促
す
。（
二
）キ
リ
ス
ト
教
と

ユ
ダ
ヤ
教
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
混
合
。
ブ
ロ
ッ
ホ
に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
の

信
仰
は
旧
約
聖
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
預
言
者
か
ら
新
約
聖
書
へ
と
越
え
て

ゆ
く
。
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
新
旧
両
契
約
が
相
互
に
求
め
合
う
こ
と
を
示
す
こ

ら
未
来
へ
の
希
望
に
保
証
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
」。
し
か
も
、
す
で
に

神
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
、
国
家
や
歴
史
と
い
っ
た
外

的
な
も
の
に
は
一
切
束
縛
さ
れ
ず
、
た
だ
自
分
た
ち
の
永
遠
性
を
生
き
て

い
け
ば
よ
い
の
だ
と
、
彼
は
い
う
。

　

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
基
礎
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族

の
選
民
意
識
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
は
彼
は
、
こ
う
し
た
選

民
思
想
は
キ
リ
ス
ト
教
に
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
キ
リ
ス
ト

教
を
通
じ
て
諸
民
族
に
も
芽
生
え
て
い
て
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発

生
を
ユ
ダ
ヤ
教
・
ユ
ダ
ヤ
民
族
に
由
来
す
る
選
民
思
想
の
キ
リ
ス
ト
教

化
、
要
す
る
に
選
民
思
想
の
政
治
化
に
み
て
い
る
。
こ
う
し
た
永
遠
性
を

め
ぐ
る
闘
争
│
│
「
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
的
政
治
」
│
│
は
、
最
終
的
に
救
済

の
真
理
を
め
ぐ
る
闘
争
に
行
き
着
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
ロ
ー
ゼ
ン
ツ

ヴ
ァ
イ
ク
は
危
惧
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
論
文
「
新
し
い
思
考
」

で
は
、
メ
シ
ア
の
到
来
や
救
済
の
可
能
性
を
安
易
に
そ
し
て
過
剰
に
主
張

す
る
こ
と
を
戒
め
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
真
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
真
理
認
識
論
、
す
な
わ
ち
「
メ
シ
ア
的
認
識

論
」
は
、
こ
の
世
界
の
な
か
で
「
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
シ
ア
待

望
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
到
来
す
る
者
と
ふ
た
た
び
到
来
す
る
者
へ
の
待
望

を
超
え
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
」。
い
く
ら
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
す
で
に
永

遠
性
に
到
達
し
て
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
が
歴
史
の
な
か
で
神
の
下
に
向

か
う
途
上
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
世
界
で
は
真
理
は
分
裂
し
た
ま
ま

だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
神
の
前
で
の
み
真
理
は
一
つ
で
あ
る
」。

　

リ
ラ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
救
済
へ
の
約
束
の
期
待
が

「
政
治
形
態
を
採
り
う
る
こ
と
」
を
み
て
い
た
。
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ

ば
、
彼
の
真
理
論
は
性
急
な
真
理
把
握
を
し
り
ぞ
け
な
が
ら
、
政
治
化
さ
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の
モ
ー
セ
と
と
も
に
、「
宗
教
意
識
に
飛
躍
が
生
ま
れ
た
」。
脱
出
の
出
来

事
は
、
従
来
か
ら
あ
る
「
星
辰
神
話
的
宿
命
の
宗
教
」
に
真
っ
向
か
ら
対

立
し
て
い
る
。「
巨
大
な
エ
ジ
プ
ト
、
既
成
の
世
界
自
体
と
い
う
駄
作
か

ら
の
退
去
」
ま
で
も
が
問
題
と
な
る
以
上
、
ブ
ロ
ッ
ホ
の
モ
ー
セ
論
は
著

し
く
反
世
界
的
な
性
質
を
帯
び
ざ
る
を
え
な
い
。
脱
出
と
は
、
自
然
世
界

の
み
な
ら
ず
過
酷
な
圧
政
か
ら
の
、
現
に
そ
こ
に
あ
る
悲
惨
か
ら
の
脱
出

で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
い
ま
だ
存
在
せ
ぬ
カ
ナ
ン
、
隷
属
な
き
「
自
由

の
国
」
へ
の
移
行
で
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
理
念
に
現
実
逃
避
的
傾

向
は
い
さ
さ
か
も
認
め
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
モ
ー
セ
的
脱
出
は
、

「
ま
さ
し
く
世
界
そ
の
も
の
の
現
実
的
実
験
」
と
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ

ッ
ハ
・
テ
ー
ゼ
に
い
う
世
界
の
変
革
と
し
て
成
就
さ
れ
る
ほ
か
な
い
か
ら

で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
的
政
治
哲
学
の
困
難
と
可
能
性

│
│ 

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
超
越
論
か
ら 

│
│

松
葉　
　

類

　

ユ
ダ
ヤ
的
政
治
哲
学
が
横
断
す
る
三
つ
の
分
野
の
境
界
線
は
、「
超
越

と
世
俗
化
」
と
い
う
宗
教
学
の
古
き
問
い
を
め
ぐ
っ
て
今
な
お
対
立
を
孕

ん
で
い
る
。
本
発
表
は
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
論
文
、「
世
俗
化
と
飢
え
」
に
お

け
る
超
越
論
を
手
掛
か
り
に
、
彼
の
い
う
「
ユ
ダ
ヤ
的
普
遍
主
義
」
の
射

程
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

彼
は
他
人
に
対
す
る
不
可
避
の
応
答
責
任
と
そ
の
主
体
か
ら
の
超
越
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
超
越
は
西
洋
哲
学
の
伝
統
的
超
越
概
念
と
次
の

二
点
で
対
比
さ
れ
る
。
第
一
に
、
西
洋
的
超
越
は
地
上
か
ら
天
へ
の
空
間

的
な
超
越
を
意
味
し
て
お
り
、
地
上
の
知
か
ら
両
者
を
関
係
づ
け
よ
う
と

と
で
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
間
の
和
解
を
目
論
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
両
者

を
越
え
た
地
点
に
「
第
三
の
も
の
」、「
聖
霊
」、「
最
後
の
未
知
な
る
キ
リ

ス
ト
」
を
展
望
す
る
。（
三
）堅
苦
し
い
伝
統
主
義
と
化
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
信

仰
と
、
歓
び
を
重
視
す
る
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
教
え
と
い
う
対
比
。
初
期
ブ

ー
バ
ー
に
顕
著
な
二
項
対
立
の
余
波
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ホ

は
「
ユ
ダ
ヤ
的
世
界
感
情
」
の
特
徴
と
し
て
、「
生
を
純
粋
性
、
精
神
性
、

統
一
性
に
変
え
た
い
と
い
う
衝
動
」
を
挙
げ
る
が
、「
精
神
」
や
「
統
一
」

は
ブ
ー
バ
ー
が
好
ん
で
用
い
た
語
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
ブ
ー
バ
ー
と
ブ
ロ
ッ
ホ
に
は
深
い
レ
ベ
ル
で
の
対
立
も
見

ら
れ
る
。「
象
徴
│
│
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
規
定
さ
れ
た
「
ユ
ダ
ヤ
的
世
界
感

情
」
に
は
、
反
世
界
的
態
度
と
い
う
、
ブ
ー
バ
ー
な
ら
ば
首
肯
し
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
特
徴
も
含
ま
れ
る
。「
潜
在
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
を
掲
げ

て
マ
ル
キ
オ
ン
を
評
価
す
る
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
に
批
判
的
な
ブ

ー
バ
ー
と
は
正
反
対
の
位
置
に
い
る
。
だ
が
、
反
世
界
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
像

が
な
お
も
ユ
ダ
ヤ
的
で
あ
る
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ホ
の
認
識
は
、
い
か
な
る
前

提
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
。
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
後
年
の
著
作
『
キ
リ

ス
ト
教
の
中
の
無
神
論
』
で
あ
る
。
シ
ョ
ー
レ
ム
は
そ
の
書
名
を
酷
評
し

た
が
、
内
容
に
関
し
て
は
「
力
強
く
印
象
深
い
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

書
で
活
用
さ
れ
た
「
非
神
政
化
」
と
い
う
方
法
の
狙
い
は
、
上
位
か
ら
の

神
権
政
治
支
配
を
美
化
す
る
抑
圧
的
言
語
を
排
し
、
背
後
に
埋
も
れ
た
反

逆
的
モ
チ
ー
フ
を
解
放
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
非
神
政
化
は
、
ブ
ル
ト
マ

ン
の
「
非
神
話
化
」
で
あ
れ
ば
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
反
権
威
的
神

話
を
救
い
だ
す
。
こ
う
し
て
取
り
出
さ
れ
た
蛇
、
カ
イ
ン
、
預
言
者
、
ヨ

ブ
、
イ
エ
ス
と
い
っ
た
諸
形
象
の
背
後
で
、
特
権
的
象
徴
と
し
て
機
能
し

て
い
る
の
が
、
モ
ー
セ
で
あ
る
。
脱
出
の
神
を
導
入
し
た
解
放
者
と
し
て



51　　

パネル 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

間
の
精
神
的
関
係
を
重
視
す
る
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
精
神
主
義
的
側
面
を
批

判
し
、
具
体
的
生
の
中
で
の
倫
理
的
実
践
を
説
い
た
の
だ
っ
た
。

　

人
間
の
う
ち
で
ユ
ダ
ヤ
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
を
再
定
式
化
す
る
こ
と
、
そ

れ
は
ミ
ト
ナ
グ
デ
ィ
ム
的
で
あ
る
ば
か
り
か
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
い
う
意
味

で
の
「
ユ
ダ
ヤ
的
普
遍
主
義
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
あ
る
テ
ク
ス
ト
で
ラ

ビ
・
ア
バ
フ
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
彼
は
ユ
ダ
ヤ
の
選
民
思
想
と
特
殊

主
義
を
捉
え
返
し
、
倫
理
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
・
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
普
遍
性

を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
近
代
国
家
の
法
や
政
治
を
超
え
て
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
そ
の
他
を
含
め
た
「
全
て
の
王
と
全
て
の
諸
国
民
」
を
包
む

「
光
」
の
普
遍
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
、
こ
の
普
遍
主

義
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
物
質
主
義
と
結
び
付
け
た
と
て
不
思
議
は
な
い
。

彼
は
、
こ
の
論
点
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
「
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ

ス
ト
教
の
遺
産
の
一
部
」
を
指
摘
し
て
い
る
し
、
後
年
の
エ
ル
ン
ス
ト
・

ブ
ロ
ッ
ホ
解
釈
に
お
い
て
も
や
は
り
、
ブ
ロ
ッ
ホ
の
い
う
「
悲
惨
」
を
起

点
と
し
た
人
間
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
の

い
う
ユ
ダ
ヤ
的
普
遍
主
義
の
普
遍
性
の
射
程
は
、
あ
る
種
の
宗
教
批
判
に

ま
で
至
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ユ
ダ
ヤ
」
が
そ
の
同
一
性
を
手
放
さ
な
い
で
普
遍
主

義
を
主
張
し
う
る
か
と
い
う
問
い
を
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
他
人
の
「
飢
え
」

か
ら
始
ま
る
超
越
論
に
お
い
て
答
え
よ
う
と
し
た
。
二
〇
世
紀
の
暗
闇
の

時
代
を
経
て
も
な
お
「
ユ
ダ
ヤ
」
は
、
こ
の
物
質
主
義
の
射
程
を
延
長
し

続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
、
彼
は
論
じ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
。

す
る
こ
と
は
「
根
本
的
偶
像
崇
拝
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
洋
の
知
は
、

超
越
的
存
在
の
分
離
を
前
提
と
し
て
、
世
俗
的
な
い
し
物
質
的
な
も
の
の

み
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
世
俗
化
に
お
い

て
、
世
界
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
限
り
な
い
物
質
的
欠
乏
、
す
な
わ
ち

「
飢
え
」
を
効
率
よ
く
満
た
す
、「
技
術
的
な
知
」
が
成
立
す
る
。
し
か

し
、
い
く
ら
効
率
よ
く
欲
求
を
満
た
そ
う
が
、
主
体
は
主
体
性
の
前
述
定

的
な
物
質
的
条
件
そ
の
も
の
は
把
握
で
き
な
い
。

　

西
洋
的
超
越
概
念
が
扱
え
な
い
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
を
考
え
る
た
め

に
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
別
の
超
越
概
念
を
提
示
す
る
。
そ
れ
が
、
他
人
の

「
飢
え
」
の
、
い
わ
ば
「
物
質
的
超
越
」
で
あ
る
。
知
的
理
解
を
逃
れ
る

他
人
の
飢
え
は
、
通
俗
的
な
意
味
で
の
共
感
や
何
ら
か
の
前
提
条
件
を
介

し
て
主
体
に
差
し
向
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
知
解
不
能
な
他
人
の
飢

え
が
、
主
体
に
向
け
て
、
自
ら
の
飢
え
を
差
し
置
い
て
「
そ
の
口
の
パ
ン

を
与
え
よ
」
と
い
う
命
令
を
発
す
る
。
こ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
世
界-

内-

存
在
は
「
他-

の
た
め
の-

一
者
」
と
し
て
作
動
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
超
越
は
、
自
ら
の
飢
え
か
ら
別
の
飢
え
へ
と
い
う
応

答
責
任
の
様
相
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
高
さ
」
の
な
い
物
質
的
超
越
を
意
味

し
て
い
る
。
従
来
の
「
超
越
と
世
俗
化
」
の
概
念
枠
組
み
と
は
異
な
り
、

こ
の
超
越
は
初
め
か
ら
世
俗
的
な
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
概
念
規
定

は
、
超
越
の
内
在
性
を
強
調
す
る
既
存
の
ユ
ダ
ヤ
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
論
の

文
脈
に
も
あ
る
。
時
に
キ
リ
ス
ト
教
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
と
対
比
さ
せ
ら
れ
、

あ
る
い
は
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
と
議
論
し
な
が
ら
、
常
に
ユ
ダ
ヤ
的
思
考
は
世

界
の
只
中
で
成
就
す
る
超
越
的
な
業
を
論
じ
続
け
て
き
た
。
た
と
え
ば
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
ミ
ト
ナ
グ
デ
ィ
ム
の
最
重
要
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
ネ
フ

ェ
シ
ュ
・
ハ
ハ
イ
ー
ム
』
の
「
物
質
主
義
」
を
論
じ
る
際
、
個
と
神
と
の
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の
後
藤
発
表
で
扱
わ
れ
た
も
の
の
中
に
大
き
な
鍵
が
あ
っ
た
。
ヘ
ル
マ

ン
・
コ
ー
ヘ
ン
〔
コ
ー
エ
ン
〕
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
自
分
が
コ
ー
ヘ

ン
と
は
違
う
と
言
っ
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
コ
ー
ヘ
ン
か
ら
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

へ
と
至
る
思
想
の
道
も
あ
る
。
来
年
の
没
後
百
年
を
見
据
え
て
コ
ー
ヘ
ン

を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
は
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
だ
ろ
う
。
と

く
に
重
要
な
の
は
、
カ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
つ
な
が
り
を
指
摘
し
た
コ
ー

ヘ
ン
で
あ
り
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
激
烈
な
ア
ン
チ
・
ス
ピ
ノ
ザ

（
さ
ら
に
は
反
シ
オ
ニ
ズ
ム
）
の
コ
ー
ヘ
ン
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ヘ
ン
と

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
間
で
思
想
的
に
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
か

と
い
う
点
に
私
は
関
心
が
あ
る
。
人
生
上
の
つ
な
が
り
で
は
な
く
、
彼
ら

の
思
想
的
関
係
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
佐
藤
発
表
に
出
て
き
た
血
の
概
念
、
ロ

ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
が
こ
の
語
に
与
え
た
意
味
だ
ろ
う
。
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ

ァ
イ
ク
が
「
血
の
永
遠
性
と
い
う
危
険
な
言
葉
を
用
い
て
」
い
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
「
自
分
自
身
へ
の
根
付
き
を
意
味
」
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し

て
解
釈
す
べ
き
だ
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
考
え
て
い
た
（『
困
難
な
自
由
』
所

収
「
二
つ
の
世
界
の
あ
い
だ
で
」）。
し
か
し
、
こ
の
自
分
自
身
へ
の
根
づ

き
と
い
う
の
も
厄
介
な
表
現
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
他
の
も
の
と
境
を
接

し
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
外
的
境
界
を
も
た
ず
、
内
側
に
め
く
れ

こ
ん
だ
形
で
存
在
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ
メ
ー
ジ
。
無
限
と
有
限
を
め
ぐ
る

大
き
な
思
想
的
意
味
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
の
松
葉
発
表
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
高
さ
の
な
い
超
越
」
だ
が
、

空
間
的
超
越
で
は
な
い
「
新
し
い
超
越
」
は
、
本
当
に
「
高
さ
」
を
否
定

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
超
越
は
低
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
以
上
、
や
は

り
非
対
称
的
な
高
さ
を
要
請
す
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
こ
の
発
表
が
レ

コ
メ
ン
ト

合
田　

正
人

　

本
パ
ネ
ル
で
若
い
研
究
者
た
ち
が
ユ
ダ
ヤ
哲
学
の
研
究
を
進
め
て
い
る

の
を
見
て
、
個
人
的
に
も
嬉
し
く
感
じ
る
。
こ
う
し
た
問
題
と
取
り
組
ん

で
三
十
年
近
く
に
な
る
が
、
孤
独
な
状
態
で
始
め
た
時
か
ら
す
る
と
隔
世

の
感
が
あ
り
、
頼
も
し
く
思
う
。
以
下
、
質
問
を
中
心
と
し
た
コ
メ
ン
ト

を
記
し
て
お
く
。

　

ま
ず
は
大
枠
か
ら
、
パ
ネ
ル
の
表
題
に
関
す
る
質
問
を
投
げ
か
け
た

い
。「
二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
再
考
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
再
考
」
と
は

何
を
意
味
す
る
の
か
。「
再
び
」
の
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
当
然
、
二

〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
に
つ
い
て
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
が
す
で
に
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
は
日
本
語
で
出
て
い
る
グ
ッ
ト
マ
ン
『
ユ
ダ

ヤ
哲
学
』
に
せ
よ
、
ブ
ー
レ
ッ
ツ
『
二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
思
想
家
』
に
せ

よ
、
今
回
の
パ
ネ
ル
で
扱
わ
れ
た
主
題
と
重
な
っ
て
い
る
面
も
多
い
。
だ

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
「
二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
」
の
理
解
が
ど
う
い

う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
本
パ
ネ
ル
の
側
か
ら
ど
う
い
う
違
和
感

を
覚
え
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
本
パ
ネ
ル
の
表
題
に
お
い
て
、
二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
の
新
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
第
二
に
、
四
つ
の
発
表
を

通
し
て
も
っ
と
掘
り
下
げ
る
べ
き
だ
っ
た
の
が
、「
言
語
」
の
問
い
、
あ

る
い
は
「
解
釈
」
の
問
い
で
あ
る
。
制
約
さ
れ
た
時
間
の
中
で
十
分
論
じ

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
ネ
ル
全
体
を
通
し
て
言

語
に
対
す
る
指
摘
が
希
薄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

佐
藤
発
表
で
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
哲
学
は
ま
さ
し
く
「
矛

盾
の
混
合
体
」
な
わ
け
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
パ
ネ
ル
に
は
最
初
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問
い
は
、
政
治
と
宗
教
の
緊
張
関
係
と
し
て
も
捉
え
直
さ
れ
る
。
と
り
わ

け
前
世
紀
は
、
西
欧
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
、
戦
争
と
革
命
の
世
紀
で
あ

る
と
同
時
に
、
伝
統
の
再
発
見
の
世
紀
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
パ
ネ
ル

は
、
二
〇
世
紀
を
中
心
と
し
た
ユ
ダ
ヤ
哲
学
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
政
治
と

宗
教
の
は
ざ
ま
で
培
わ
れ
た
諸
思
想
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

後
藤
正
英
は
、
二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
が
置
か
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

理
解
す
る
た
め
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
倫
理
的
評
価
の
転
換
と
い
う
事

態
を
カ
ン
ト
哲
学
と
の
関
連
で
考
察
し
た
。
佐
藤
貴
史
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ

ヴ
ァ
イ
ク
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
を
血
縁
共
同
体
の
問
題
と
も
絡
め
つ
つ
、
真

理
論
に
よ
る
限
界
づ
け
と
い
う
観
点
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
た
。
伊
原
木
大

祐
は
、
ブ
ロ
ッ
ホ
の
ユ
ダ
ヤ
教
理
解
が
も
つ
特
徴
と
そ
の
背
景
に
あ
る
ブ

ー
バ
ー
の
影
響
を
論
じ
た
。
松
葉
類
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
構
想
し
た
物
質

主
義
的
な
超
越
論
を
跡
づ
け
な
が
ら
、
そ
れ
が
「
ユ
ダ
ヤ
的
普
遍
主
義
」

と
い
か
に
結
び
つ
く
の
か
を
分
析
し
た
。

　

四
つ
の
発
表
を
受
け
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
合
田
正
人
よ
り
パ
ネ
ル
全

体
へ
の
質
問
と
各
発
表
へ
の
論
評
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
は
ま
ず
、

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
再
考
」
の
意
味
が
問
い
質
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

伊
原
木
よ
り
、
宗
教
哲
学
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
哲
学
が
周
縁
的
な
も
の
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
違
和
感
が
述
べ
ら
れ
、
近
年
の
研
究
の
変
化
と

と
も
に
ユ
ダ
ヤ
哲
学
の
新
し
い
見
方
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
次
に
後
藤
は
、
二
〇
世
紀
ユ
ダ
ヤ
哲
学
を
考
え
る
前
提
と
し
て

一
九
世
紀
の
重
要
性
と
そ
の
考
察
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
後
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
と
コ
ー
ヘ
ン
を
巧
み
に
比
較
し
つ
つ
、
両
哲
学
者
の
時
代
背
景

か
ら
く
る
相
違
を
「
言
語
」
の
問
題
と
も
絡
め
て
説
明
し
た
。
こ
れ
に
続

ヴ
ィ
ナ
ス
か
ら
取
り
出
し
た
「
ユ
ダ
ヤ
的
物
質
主
義
」
は
貨
幣
の
問
題
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
言
葉
に
、「
貨
幣
は
私
の
秘
密
と

結
び
つ
い
て
い
る
」（『
固
有
名
』
所
収
「
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル
と
感
情
」）

と
い
う
不
思
議
な
表
現
が
あ
る
。
彼
は
い
わ
ば
「
貨
幣
の
哲
学
」
を
書
い

た
哲
学
者
で
あ
り
、
貨
幣
を
紛
れ
も
な
く
新
し
い
正
義
の
形
態
に
結
び
つ

け
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
解
釈
で
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
重
要
な
論
点
と
考
え
ら
れ
る
。
他
人
の
飢
え
は
、
自
分
の
口
か

ら
パ
ン
を
も
ぎ
取
っ
て
与
え
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

部
分
的
に
も
技
術
の
問
題
、
お
金
に
よ
っ
て
贖
う
と
い
う
問
題
に
突
き
当

た
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
展
開
が
望
ま
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

伊
原
木
大
祐

　

宗
教
哲
学
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
宗
教
と
哲
学
の
緊
張
関
係
、
い
わ

ゆ
る
「
信
と
知
」
な
い
し
「
啓
示
と
理
性
」
の
対
立
と
い
う
問
題
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ア
テ
ネ
と
エ
ル
サ
レ
ム
と
い
う
二
つ
の
都
市
に
よ
っ
て
象
徴

さ
れ
る
、
こ
の
永
遠
の
緊
張
関
係
を
意
識
し
つ
つ
、
本
パ
ネ
ル
で
は
ユ
ダ

ヤ
哲
学
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
意
図
は
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。（
一
）

日
本
の
宗
教
哲
学
研
究
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
哲
学
の
途
方
も
な
く
豊
饒

な
伝
統
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
哲
学
と
い
う
呼
称
が
曖

昧
さ
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
を

め
ぐ
っ
て
格
闘
し
た
哲
学
者
た
ち
の
思
考
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
の
伝

統
の
一
端
に
光
を
当
て
て
い
る
。（
二
）ス
ピ
ノ
ザ
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

を
は
じ
め
と
す
る
近
代
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
哲
学
は
、
極
度
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
政
治
的
意
識
と
無
縁
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ア
テ
ネ
と
エ
ル
サ
レ
ム
の
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デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
可
能
性

│
│ 

没
後
一
〇
〇
年
に
よ
せ
て 

│
│代

表
者
・
司
会　

山
﨑　
　

亮

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

竹
沢
尚
一
郎

「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成

山
﨑　
　

亮

　

本
発
表
で
は
、
従
来
、
社
会
学
や
人
類
学
の
書
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た

『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』（
一
九
一
二
年
。
以
下
、『
基
本
形
態
』）
を
宗

教
学
の
書
と
し
て
位
置
づ
け
、『
自
殺
論
』
に
代
表
さ
れ
る
「
社
会
学
者
」

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
か
ら
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
の
移
り
行
き
を
跡

づ
け
る
。

　
『
基
本
形
態
』
に
お
い
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、「
宗
教
と
は
何
か
」
と
い

う
問
い
を
立
て
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
検
討
を
通
じ
て
宗
教
の
普
遍
的
・
共

時
的
本
質
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
差
し
当
た
っ
て
、
聖
・
霊
魂
・

神
の
諸
観
念
、
ま
た
禁
忌
・
供
犠
・
償
い
の
儀
礼
等
々
、
宗
教
の
本
質
的

要
素
と
し
て
析
出
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
こ
れ
ら
の
本

質
的
要
素
の
基
底
に
、
祭
祀
に
お
け
る
「
諸
個
人
意
識
の
合
一
」
に
よ
る

「
活
力
発
生
的
」
機
能
、
さ
ら
に
は
そ
の
頂
点
と
し
て
の
「
集
合
的
沸
騰
」

と
い
う
、
宗
教
の
根
本
的
な
機
制
を
見
出
す
。
同
時
に
本
書
で
は
、
認
識

論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
宗
教
的
起
源
の
探
求
を
通
じ
て
、
カ
ン
ト
的
二
元
論

の
社
会
学
的
解
決
が
図
ら
れ
る
。『
基
本
形
態
』
は
、
宗
教
を
「
人
間
の

問
題
」
と
し
て
共
時
的
・
構
造
的
に
論
じ
る
、「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
の
作
品
で
あ
っ
た
。

い
て
佐
藤
は
、
グ
ッ
ト
マ
ン
に
対
す
る
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
批
判
を

喚
起
し
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
副
題
に
あ
る
「
政
治
」
と
い
う
問
題
意
識
を
強

調
し
、
そ
こ
か
ら
ユ
ダ
ヤ
哲
学
を
再
考
す
る
意
義
を
述
べ
た
。
ま
た
、
コ

ー
ヘ
ン
と
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
思
想
的
連
関
に
つ
い
て
は
、
メ
シ
ア

ニ
ズ
ム
、
国
家
な
き
ユ
ダ
ヤ
民
族
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
両
者
の
重
な

り
合
い
を
敷
衍
し
た
。
最
後
に
松
葉
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
言
語
の

重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
あ
え
て
そ
の
身
体
的
条
件
に
注
目
し
、
他
人
の

飢
え
に
対
す
る
「
理
解
」
と
は
異
な
る
感
受
の
あ
り
か
た
を
示
唆
し
た
。

そ
し
て
、
貨
幣
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
人
々
を
平
準
化
す
る
そ
の
媒
介
的

役
割
に
対
し
、
階
級
的
秩
序
を
更
新
す
る
「
慈
愛
」
の
概
念
に
重
点
を
置

き
、
そ
れ
を
民
主
主
義
や
正
義
の
問
い
に
結
び
付
け
る
形
で
コ
メ
ン
ト
に

応
答
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
「
血
」
と
い
う
問
題
に
、

惨
め
な
境
遇
を
生
き
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
逃
れ
が
た
さ
と
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
意

味
を
読
み
込
む
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ホ
の
議
論
で
は

ユ
ダ
ヤ
教
の
枠
組
み
を
破
壊
し
て
し
ま
う
と
の
鋭
い
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
あ
く
ま
で
西
欧
の
枠
内
で
思
考
す
る
哲
学
者
た
ち
と
、
タ
ル
ム
ー

ド
に
通
じ
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
の
隔
た
り
に
着
目
し
つ
つ
、
こ
の
パ
ネ
ル
に

ブ
ー
バ
ー
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
論
や
ソ
ロ
ヴ
ェ
イ
チ
ク
の
『
ハ
ラ
ハ
ー
的
人

間
』
の
議
論
を
関
わ
ら
せ
る
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
貴
重
な
発
言
も
あ
っ

た
。
以
上
の
議
論
を
通
し
て
、
今
後
の
研
究
上
の
課
題
と
あ
わ
せ
、
本
テ

ー
マ
の
発
展
可
能
性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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み
が
社
会
学
年
報
学
派
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
一
八
九
八

年
の
「
個
人
表
象
と
集
合
表
象
」
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
、
社
会
構
造
か

ら
自
律
し
た
集
合
表
象
の
展
開
と
い
う
観
点
が
、
哲
学
的
問
題
領
域
│
│

分
類
体
系
（「
分
類
の
若
干
の
原
始
的
形
態
」
一
九
〇
三
年
）
や
価
値
論

的
志
向
（「
価
値
判
断
と
実
在
判
断
」
一
九
一
一
年
）
│
│
へ
の
戦
線
拡

大
を
も
た
ら
す
。
こ
の
一
連
の
過
程
の
中
で
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
が
生
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
変
貌
を
さ
ら
に
考
え
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
を
総
体
と
し
て
眺
め
る
視
角
の
重
要

性
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。『
基
本
形
態
』
の
完
成
に
至
る
ま
で
は
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
と
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
三
者
の
共
同
作
業
の
検
討
を
抜
き
に
し

て
、
彼
ら
の
思
想
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に

よ
る
哲
学
的
問
題
領
域
へ
の
戦
線
拡
大
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学

思
想
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
宗
教
を
め
ぐ
る
多
様
な
議
論
の
一
つ
の
結
節

点
で
あ
り
、
そ
の
検
討
に
は
今
な
お
多
く
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
い
か
に
読
ん
だ
か
？

江
川　

純
一

　

一
九
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
、
所
謂
宗
教
学
黎
明

期
を
考
え
て
み
る
と
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
圏
に
お
け
る
宗
教
研
究
グ
ル

ー
プ
の
「
双
璧
」
と
い
え
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
『
社
会
学
年
報
』
学
派

（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
、
エ
ル
ツ
ら
）
と
、
イ
タ
リ
ア

宗
教
史
学
派
（
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
、
デ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
、
ブ
レ
リ
チ
、

　

こ
れ
に
対
し
て
『
社
会
分
業
論
』（
一
八
九
三
年
）
や
『
自
殺
論
』（
一

八
九
五
年
）
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
近
代
社
会
の
統
合
回
復
へ
の
強
い
実

践
的
関
心
に
基
づ
き
、
近
代
的
な
社
会
学
の
定
礎
を
め
ざ
し
て
い
た
。

「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
宗
教
を
、
社
会
的
統
合
を
一
定
程
度
確

保
す
る
が
、
個
人
を
規
制
し
そ
の
自
律
を
妨
げ
る
近
代
化
の
桎
梏
と
し
て

消
極
的
に
捉
え
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
彼
の
宗
教
観
は
一
種
の
世
俗
化
論

だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
自
殺
論
』
の
中
で
、
社
会
的
統
合
の
象
徴
と
し
て

の
「
人
間
性
の
宗
教
」（
人
格
崇
拝
）
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
「
宗

教
的
個
人
主
義
」
の
延
長
線
上
に
構
想
さ
れ
る
際
に
も
、
そ
れ
は
「
社
会

学
者
」
の
単
な
る
理
念
的
な
宗
教
像
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。

　

で
は
、「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学
者
」
へ
の
移
行
は
い
か
に
な
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
初
め
て
姿
を
現
わ

す
の
は
、
一
九
〇
六
年
か
ら
翌
年
の
「
公
開
講
義
：
宗
教
│
│
諸
起
源
」

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
『
基
本
形
態
』
の
基
本
骨
格
が
提
示
さ
れ
る
と
同

時
に
、
祭
祀
の
「
道
徳
的
効
力
」
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変
貌

の
端
緒
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
示
唆
に
よ
る
「
発
生
論
的
方

法
」
の
適
用
に
あ
っ
た
。
社
会
制
度
を
解
明
す
る
た
め
に
は
そ
の
宗
教
的

起
源
へ
の
遡
源
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う
こ
の
歴
史
的
な
観
点
が
、「
原

始
宗
教
」＝
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
研
究
へ
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
導
い
た
の
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
『
社
会
学
年
報
』
第
一
巻
の
「
近
親
婚
の
禁
止
と
そ
の
起

源
」（
一
八
九
八
年
）
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
諸
他
の
社
会

制
度
解
明
の
た
め
の
宗
教
研
究
と
い
う
こ
の
方
向
性
は
長
続
き
し
な
か
っ

た
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」（
一

八
九
九
年
）
に
関
わ
る
共
同
作
業
の
中
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
が
儀
礼

に
よ
る
社
会
活
性
化
機
能
を
「
発
見
」
し
、
宗
教
研
究
の
共
時
的
な
枠
組
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「
歴
史
」
と
は
「
宗
教
」
が
展
開
す
る
「
場
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る

「
宗
教
」
の
多
様
な
顕
れ
が
研
究
対
象
と
さ
れ
る
。『
基
本
形
態
』
に
お
け

る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
宗
教
の
歴
史
的
始
原
の
み
を
論
じ
よ
う
と
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
宗
教
の

最
も
基
本
的
な
形
式
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ

ア
宗
教
史
学
派
は
そ
れ
を
一
九
世
紀
の
宗
教
進
化
論
の
枠
組
で
捉
え
、

「
宗
教
史
学
」
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
単
な
る
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
研
究

と
捉
え
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
で
も
、
今
後
の
可
能
性
は
、
以
下
の
よ
う
な
道
筋
に
よ
っ
て
立
ち

現
れ
る
で
あ
ろ
う
。
①
ま
ず
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
単
体
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ

単
体
だ
け
で
は
な
く
、『
社
会
学
年
報
』
学
派
内
、
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学

派
内
の
各
研
究
者
の
共
通
点
・
相
違
点
・
影
響
関
係
を
詳
し
く
検
討
す
る

こ
と
。
②
『
社
会
学
年
報
』
学
派
に
お
け
る
「
歴
史
」
概
念
、
イ
タ
リ
ア

宗
教
史
学
に
お
け
る
「
社
会
」
概
念
と
い
う
視
角
か
ら
、
二
つ
の
学
派
を

総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
遺
稿
に
お
い
て
は
、
人
間

は
歴
史
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
）。
③
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い

う
枠
組
を
（
も
う
一
度
）
意
識
す
る
こ
と
（
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い

た
の
が
、
古
野
清
人
）。

　

近
代
国
家
成
立
以
後
に
現
れ
た
興
味
深
い
現
象
と
し
て
、
無
神
論
者
あ

る
い
は
不
可
知
論
者
が
複
数
形
の
「
宗
教
」
の
価
値
を
語
る
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
場
合
で
い
う
と
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
は
異
な
る
言
説
空
間
（
も
ち
ろ
ん
そ
こ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影

響
が
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
「
場
」
で
は
な
い
）
に
お
い
て
、「
肯
定
的
」

に
「【
宗
教
】
の
本
質
は
…
で
あ
る
」、「
人
間
を
理
解
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
【
宗
教
】
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
供
儀
と
は
？
」、

ビ
ア
ン
キ
な
ど
）
で
あ
る
。
学
派
と
し
て
の
両
者
の
交
流
は
な
い
し
、
両

者
を
総
合
的
に
扱
っ
た
研
究
も
い
ま
だ
存
在
し
な
い
が
、
若
干
の
資
料
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
考
察
の
足
掛
か
り
を
作
り
た
い
。

　

ま
ず
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
宗
教
現
象
の
定
義
に

つ
い
て
」
の
メ
モ
に
お
い
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
宗
教
現
象
を
社
会
と
い

う
観
点
か
ら
の
み
考
察
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、『
宗

教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
関
す
る
メ
モ
で
は
、
マ
ナ
の
歴
史
的
説
明
が
不

十
分
な
こ
と
、
理
論
が
マ
ナ
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。『
イ
タ
リ
ア
百
科
事
典
』
の
「
宗
教
史
学
」
の
項
目
で
も
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
の
扱
い
は
小
さ
く
、
単
な
る
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
論
と
し
て
の
紹
介
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
弟
子
で
あ
る
ビ
ア
ン
キ
は
、
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
と
そ
の
学
派
は
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
「
社
会
的
な
も
の
」
に
（
も

し
く
は
「
心
理
的
な
も
の
」
に
）
還
元
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
、
さ

ら
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
学
問
の
な
か
の
「
進
化
の
法
則
」
を
批
判
し

て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
に
よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
は
二

つ
あ
る
。
一
つ
目
は
「
宗
教
」
に
お
け
る
、
集
団
の
重
視
と
個
人
の
軽

視
。「
宗
教
」
の
「
社
会
」
へ
の
還
元
。
二
つ
目
は
「
歴
史
」
的
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
欠
如
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
批
判
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
社

会
」
理
解
、「
歴
史
」
理
解
の
違
い
で
あ
る
。

　
『
社
会
学
年
報
』
学
派
の
強
み
は
、
事
象
を
個
人
で
は
な
く
集
団
が
生

み
出
し
た
も
の
と
し
て
考
察
す
る
点
に
あ
っ
た
。
一
方
、
イ
タ
リ
ア
宗
教

史
学
、
と
く
に
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
学
問
に
は
「
社
会
」
と
い
う
観
点

が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
に
と
っ
て
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は
外
的
な
実
在
を
忠
実
に
模
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
ド
グ
マ
（
模
写
説
）

を
退
け
た
部
分
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
理
解
で

は
、
こ
う
し
て
実
在
を
模
写
す
る
要
請
か
ら
解
き
放
た
れ
た
思
考
を
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
ら
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
は
も
っ
ぱ
ら
行
為
・
実
践
上
の
「
有
用

性
」
の
要
請
に
結
び
な
お
し
て
い
る
。
こ
の
立
場
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は

「
論
理
的
功
利
主
義
」
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
に
お
い
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
模
写
説
を
退
け
た

ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
、
思
考
と
実
在
を
単
に
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、
両
者
の

関
係
を
新
た
な
仕
方
で
捉
え
な
お
し
て
い
る
点
を
高
く
評
価
す
る
。
す
な

わ
ち
、
思
考
が
実
在
に
加
わ
り
、
一
体
化
す
る
と
い
う
ジ
ェ
イ
ム
ズ
ら
の

見
解
に
賛
意
を
示
す
の
で
あ
る
。
思
考
の
「
付
加
」
的
側
面
へ
の
関
心

は
、
講
義
の
回
数
が
進
む
に
つ
れ
、
思
考
が
実
在
を
「
作
り
だ
す
」
と
い

う
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
表
現
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
「
結

局
の
と
こ
ろ
、
実
在
を
創
造
す
る
の
は
思
考
で
あ
る
」
と
自
ら
論
じ
る
に

至
る
。

　

た
だ
し
、（
彼
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
）
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
主
張

と
は
異
な
り
、
実
在
を
創
造
す
る
力
は
個
人
で
は
な
く
集
団
の
思
考
に
帰

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
言
う
。
こ
こ
に
は
、
社
会
は

自
己
に
つ
い
て
の
理
想
を
「
創
造
」
す
る
こ
と
で
、
ま
さ
に
自
己
自
身
を

繰
り
返
し
創
造
し
な
お
す
の
だ
と
い
う
『
基
本
形
態
』
の
結
論
に
お
け
る

主
張
の
再
論
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、

真
理
の
「
強
制
的
」
権
威
も
ま
た
、
そ
れ
を
生
み
出
す
集
団
的
思
考
の
個

人
の
思
考
に
対
す
る
優
越
性
に
よ
っ
て
の
み
説
明
さ
れ
る
。「
道
徳
的
理

想
が
行
動
に
と
っ
て
の
規
範
で
あ
る
よ
う
に
、
真
理
は
思
考
に
と
っ
て
の

規
範
で
あ
る
」。
こ
の
場
合
、
理
想
と
真
理
は
い
ず
れ
も
聖
な
る
も
の
と

「
最
高
存
在
と
は
？
」
等
と
語
り
始
め
る
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を

は
じ
め
と
す
る
『
社
会
学
年
報
』
学
派
と
、
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
に
つ

い
て
知
る
こ
と
は
、「
宗
教
学
の
特
異
性
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
も
あ

る
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
ア
メ
リ
カ
哲
学 

│
│ 

そ
の
距
離
と
接
点 

│
│堀　

　

雅
彦

　

本
発
表
の
主
な
考
察
対
象
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
と
社
会
学
」
と
題
し
、『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
刊
行
の
翌
年
（
一

九
一
三
年
）
か
ら
行
っ
た
講
義
で
あ
る
。
学
生
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
再
構

成
さ
れ
た
講
義
録
に
は
編
者
ら
の
苦
労
が
に
じ
む
が
、
こ
の
講
義
に
対
す

る
関
心
は
一
般
に
低
い
。
な
る
ほ
ど
、
社
会
学
者
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
仕
事

と
し
て
は
あ
ま
り
に
哲
学
的
と
思
え
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
こ
の
講
義
は

『
基
本
形
態
』
の
根
本
を
な
す
認
識
枠
組
み
を
論
争
的
な
仕
方
で
再
提
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
パ
ネ
ル
の
主
題
で
あ
る
彼
の
「
宗
教
学
思
想
」
を

理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

広
義
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
拡
大
を
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
「
理
性
に

対
す
る
襲
撃
」
と
評
し
、
わ
れ
わ
れ
は
「
武
器
を
携
え
て
」
そ
れ
と
闘
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
闘
い
は
合
理
主
義
を
基
礎
と
す
る

フ
ラ
ン
ス
精
神
、
ひ
い
て
は
哲
学
の
伝
統
そ
の
も
の
を
守
る
た
め
の
闘
い

だ
と
彼
は
言
う
。

　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
ま
ず
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
真
理
論
に
着
眼
し
、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』
と
、
そ
の
続
編
に
あ
た
る
『
真

理
の
意
味
』
を
丹
念
に
読
み
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

が
従
来
の
真
理
論
を
支
配
し
て
き
た
ド
グ
マ
、
す
な
わ
ち
真
な
る
観
念
と
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に
持
っ
て
い
た
混
沌
と
し
た
可
能
性
が
一
元
化
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
本
パ
ネ
ル
の
方
向
性
を
評
価
し
た
い
。

　

本
パ
ネ
ル
が
組
織
さ
れ
た
の
は
、
本
年
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
没
後
一
〇
〇

年
に
当
た
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
外
在
的
な
理
由
に
過
ぎ
な

い
。
な
ぜ
今
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
研
究
に
着
目
す
る
の
か
、
そ
こ
に
い

か
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
、
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。
単
に
学
説
史
的
に
重
要
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な

視
点
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
だ
が
。

　

山
﨑
亮
の
発
表
は
、
彼
が
新
た
に
翻
訳
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
後
期
の

『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
を
と
り
あ
げ
、
前
期
の
社
会
学
者
か
ら
宗
教

学
者
へ
の
移
行
が
果
た
さ
れ
た
と
す
る
。
た
し
か
に
そ
れ
は
、
聖
俗
論
を

は
じ
め
、
供
犠
、
儀
礼
、
禁
忌
、
霊
魂
観
念
、
神
観
念
、
祝
祭
な
ど
、
宗

教
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
著
書

が
宗
教
研
究
の
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
山
﨑
が
宗
教
学
の
こ
と

ば
で
い
お
う
と
し
て
い
る
の
は
そ
れ
に
尽
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

山
﨑
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
を
拘
束
的
な
も
の
、
外
在

的
な
も
の
と
す
る
前
期
の
著
作
に
対
し
、
後
期
に
は
宗
教
を
親
和
的
、
内

在
的
な
も
の
と
す
る
視
点
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
、
そ
の
契
機
は
一
八
九
五

年
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
を
読
ん
だ
こ
と
で

あ
っ
た
。
後
者
は
各
氏
族
が
神
を
も
ち
、
神
は
子
孫
に
対
し
て
保
護
と
安

寧
を
与
え
る
も
の
だ
と
す
る
点
で
、
後
期
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
視
点
と
重
な

る
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
ス
ミ
ス
は
複
数
の
氏
族
が
共
存
す
る
よ
う
に
な

る
と
神
々
の
共
存
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
多
神
教
の
起
源
で
あ
る
と
す
る
の

だ
が
、
そ
こ
に
は
氏
族
の
共
存
は
あ
っ
て
も
、
氏
族
の
緊
密
な
結
び
つ

き
と
し
て
の
社
会
の
概
念
は
な
い
。『
宗
教
生
活
』
の
革
新
性
は
、
こ
の

し
て
の
社
会
的
実
在
に
結
ば
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
彼
自
身
が
賛
意
を
示

す
カ
ン
ト
的
な
思
弁
理
性
と
実
践
理
性
の
一
体
性
に
つ
い
て
の
社
会
学
的

（
あ
る
い
は
宗
教
学
的
）
な
継
承
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
は
行
為
や
生
活
と
結

び
つ
い
た
思
考
の
創
造
力
を
正
し
く
評
価
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
思
考

の
規
範
を
損
な
う
が
ゆ
え
に
、「
意
識
の
独
自
な
特
性
」
を
取
り
逃
が
す

過
ち
を
犯
し
て
い
る
。
そ
の
特
性
と
は
、「
意
識
な
し
に
は
存
在
し
な
い

で
あ
ろ
う
よ
う
な
存
在
者
」、
す
な
わ
ち
社
会
お
よ
び
そ
れ
を
構
成
す
る

社
会
的
存
在
と
し
て
の
個
人
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
拡
大
に
よ
る
規
範
な
き
思
考
の
「
解
放
」
に
対

す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
危
惧
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
精
神
お
よ
び
哲
学
の
基
調

を
な
す
合
理
主
義
の
再
生
（
そ
れ
は
古
い
形
式
の
合
理
主
義
か
ら
の
脱
却

で
も
あ
る
）
に
よ
る
新
た
な
国
民
規
範
の
形
成
へ
の
使
命
感
を
読
み
取
る

こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
素
朴
な
「
脱
宗

教
」
的
社
会
の
理
想
化
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
彼
の
「
宗
教

学
思
想
」
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
も
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
だ
ろ
う
。

コ
メ
ン
ト

竹
沢
尚
一
郎

　

本
パ
ネ
ル
は
、
異
な
る
視
点
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
論
に
接
近
す
る

こ
と
で
新
た
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
理
解
を
生
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
な

か
で
も
評
価
し
た
い
の
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
研
究
と
そ
の
影
響
を
同
時

代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
可
能
性
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
視
点
で
あ

る
。
一
般
に
学
説
史
的
研
究
と
い
う
と
、
そ
の
後
の
評
価
等
か
ら
逆
算
し

て
い
く
目
的
論
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
対
象
が
初
期
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ラ
ン
ス
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
と
い
う
が
、
そ
の
理
由
は

何
か
。
そ
れ
ら
の
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
理
解

が
さ
ら
に
深
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

山
﨑　
　

亮

　

今
年
二
〇
一
七
年
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
没
後
一
〇
〇
年
に
当
た
る
。
こ

れ
を
機
に
、
一
般
に
は
社
会
学
や
人
類
学
の
古
典
と
目
さ
れ
る
『
宗
教
生

活
の
基
本
形
態
』
を
宗
教
学
の
書
と
し
て
改
め
て
読
み
直
し
て
み
よ
う
、

と
い
う
の
が
本
パ
ネ
ル
の
主
旨
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

が
多
用
す
る
「
宗
教
学
（science des religions

）」
の
語
に
は
、
宗
教

現
象
の
科
学
的
研
究
と
い
う
一
般
的
な
含
意
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
、
社
会

学
、
宗
教
学
、
人
類
学
等
、
複
数
の
関
連
す
る
学
問
領
域
の
交
錯
の
中
で
、

宗
教
に
関
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
多
様
な
思
想
的
営
為
＝
宗
教
学
思
想
が

展
開
す
る
と
い
う
、
独
特
の
構
造
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点

が
『
基
本
形
態
』
を
難
解
に
し
て
い
る
一
因
で
あ
る
が
、
反
面
、
そ
れ
が

本
書
の
魅
力
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
、

近
代
宗
教
学
成
立
期
に
研
究
の
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
発
表
者
の
山
﨑
、

江
川
、
堀
が
、
そ
の
よ
う
に
学
際
的
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
意

味
と
可
能
性
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
探
り
、
最
後
に
社
会
人
類
学
の
視

角
か
ら
竹
沢
が
コ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
構
成
を
取
る
。

　

ま
ず
山
﨑
が
、『
基
本
形
態
』
に
お
け
る
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
の
宗
教
観
│
│
「
活
力
発
生
的
」
機
能
を
軸
と
す
る
宗
教
の
共
時
的
・

普
遍
的
構
造
の
析
出
│
│
を
浮
き
彫
り
に
し
、
こ
れ
を
、『
自
殺
論
』
以

前
の
「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
観
│
│
社
会
的
統
合
や
規
制

「
社
会
」＝
神
の
概
念
の
生
成
を
経
験
主
義
的
に
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

た
し
か
に
「
社
会
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
す
で
に
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契

約
論
』
な
ど
が
論
じ
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
新
し
さ
は
、
そ
れ
が
人

び
と
の
実
践
か
ら
生
ま
れ
る
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ
り
、
ギ
デ

ン
ズ
社
会
学
の
「
再
帰
性
」
の
概
念
等
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る
。
ギ

デ
ン
ズ
は
人
び
と
が
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
社
会
を
作
り
変
え

う
る
こ
と
の
可
能
性
を
跡
付
け
た
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
祝
祭
の

な
か
で
生
ま
れ
る
の
は
理
想
と
し
て
の
社
会
＝
神
で
あ
り
、
現
実
の
そ
れ

で
は
な
い
。
こ
の
理
想
と
現
実
の
あ
い
だ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

江
川
純
一
発
表
は
、
ペ
ッ
タ
ツ
ォ
ー
ニ
ら
の
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
が

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
ど
う
読
ん
だ
か
を
跡
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ペ
ッ
タ
ツ

ォ
ー
ニ
は
『
宗
教
生
活
』
を
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
論
と
し
て
の
み
評
価
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
貧
し
い
評
価
と
い
え
よ
う
。
お
そ
ら

く
ペ
ッ
タ
ツ
ォ
ー
ニ
に
は
社
会
学
的
な
視
点
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
、
こ
の
点
は
、
そ
の
後
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
社
会
史
の
視
点
な
ど
と

比
較
す
る
な
ら
、
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
の
限
界
と
い
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

最
後
の
堀
雅
彦
発
表
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
晩
年
の
講
義
を
と
り
あ
げ
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
共
通
性
と
異
質
性
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
真
理
の
基
準
を

有
用
性
に
お
い
た
点
や
、
実
在
を
個
人
の
意
識
か
ら
生
ま
れ
る
と
し
た
点

を
批
判
し
た
が
、
両
者
の
相
違
は
そ
れ
に
尽
き
る
の
か
。
そ
も
そ
も
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
が
こ
の
講
義
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
フ



　　60

『宗教研究』91巻別冊（2018年） パネル

向
性
を
認
め
た
上
で
、「
な
ぜ
今
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
な
の
か
」
を
問
う
。

竹
沢
も
示
唆
す
る
通
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
学
思
想
は
、
二
〇
世
紀

初
頭
西
欧
の
、
宗
教
を
め
ぐ
る
多
様
な
議
論
の
学
説
史
的
参
照
点
と
な
る

可
能
性
に
富
ん
で
い
る
が
、
そ
の
上
で
、
指
摘
さ
れ
た
「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
視
点
」
の
構
築
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
が
常
に
「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
視
点
」
を
創
出
で
き
る
ほ
ど
生
産
的

で
あ
り
得
る
か
は
別
途
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
宗
教

学
」
と
は
、
敢
え
て
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、「
宗
教
と
は
何
か
」
を

最
終
の
問
い
と
す
る
視
点
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下

で
も
な
い
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
フ
ロ
ア
も
含
め
て
そ
れ
な
り
に
有
意
義
な
議
論
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
が
、
た
だ
、「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

の
呪
縛
が
未
だ
根
強
い
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
像
の
彫
琢
と
そ
の
可
能
性
の
い
っ
そ
う
の
探
求
が
、
我
々
の
喫
緊
の

課
題
と
言
え
よ
う
。

の
問
題
と
の
関
連
で
付
随
的
に
宗
教
を
取
り
上
げ
る
一
種
の
世
俗
化
論

│
│
と
対
比
さ
せ
、
両
者
の
移
り
行
き
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
社
会
学

年
報
学
派
（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
ら
）
の
共
同
作
業
や

哲
学
的
問
題
領
域
へ
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
戦
線
拡
大
の
内
実
を
検
討
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

次
い
で
江
川
が
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
や
ビ
ア
ン
キ
ら
イ
タ
リ
ア
宗
教

史
学
派
に
よ
る
社
会
学
年
報
学
派
宗
教
論
批
判
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
要

点
は
、
後
者
が
宗
教
を
社
会
へ
と
還
元
し
、
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
捨

象
し
た
と
い
う
、
い
さ
さ
か
手
厳
し
い
指
摘
に
あ
る
が
、
江
川
の
見
る
と

こ
ろ
、
両
学
派
は
、
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
の
枠
組
の
中
で
無
神
論
者
・
不

可
知
論
者
と
し
て
宗
教
を
研
究
し
た
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
。
両

者
に
お
け
る
社
会
観
と
歴
史
観
の
差
異
と
共
通
性
を
さ
ら
に
精
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
近
代
宗
教
学
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
が
開
か

れ
る
、
と
い
う
。

　

堀
は
『
基
本
形
態
』
刊
行
翌
年
度
の
講
義
録
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と

社
会
学
」
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
批
判
を
検
討
す
る
。
模
写
説
を
批
判
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
真
理
観

に
一
定
の
評
価
を
与
え
な
が
ら
も
、
そ
の
個
人
主
義
的
性
格
の
故
に
真
理

の
規
範
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
だ
が
、
そ

れ
で
も
な
お
「
思
考
が
実
在
を
創
造
す
る
」
と
見
る
点
に
お
い
て
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ
ム
と
の
接
点
を
見
出
せ
る
、
と
堀
は
捉
え
る
。
し
か
し
こ
の
言

葉
の
真
意
を
見
定
め
る
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
い
っ
そ
う

の
検
討
が
要
請
さ
れ
る
、
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
発
表
に
対
す
る
竹
沢
の
コ
メ
ン
ト
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗

教
学
思
想
の
可
能
性
を
同
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
す
る
本
パ
ネ
ル
の
方
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日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行代

表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

三
輪
是
法

中
世
に
お
け
る
録
内
御
書
・
録
外
御
書
の
書
写

寺
尾
　
英
智

　

日
蓮
遺
文
は
、
録
内
御
書
、
次
い
で
録
外
御
書
と
し
て
集
成
さ
れ
た

が
、
特
に
録
内
御
書
は
遺
文
に
一
定
の
基
準
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い

っ
た
。
録
内
御
書
、
録
外
御
書
が
出
版
さ
れ
た
の
は
近
世
の
こ
と
で
あ

り
、
中
世
に
お
い
て
は
専
ら
書
写
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
録

内
御
書
、
録
外
御
書
の
写
本
研
究
は
、
主
に
本
文
の
系
統
を
問
題
と
し
て

近
世
刊
本
と
の
関
係
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
、
写
本
の

形
態
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
で
書
写
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
世
写

本
の
特
徴
の
一
端
に
迫
り
た
い
。
具
体
的
に
は
、
日
朝
本
（
山
梨
県
身
延

町
久
遠
寺
身
延
文
庫
所
蔵
）
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
進
め
る
。
録
内
御
書

の
中
世
写
本
は
、
現
在
二
十
種
に
近
い
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
―
一
五
〇
〇
）
が
書
写
、
所
持
し
た
日
朝

本
は
、
書
写
年
次
が
最
も
古
い
写
本
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
日
朝
が
室
町

時
代
の
日
蓮
宗
を
代
表
す
る
学
僧
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
位
置
を

占
め
る
一
本
で
あ
る
。

　

日
朝
本
は
、
厚
手
で
良
質
な
料
紙
に
押
界
を
施
し
て
い
る
。
料
紙
一
紙

を
中
央
で
二
つ
折
り
と
し
、
各
料
紙
の
折
り
目
ノ
ド
を
糊
で
貼
り
合
わ
せ

る
と
い
う
、
粘
葉
装
に
装
幀
さ
れ
、
柿
渋
、
或
い
は
紺
紙
の
表
紙
が
付
さ

れ
て
い
た
（
現
状
は
、
合
本
し
線
装
に
改
装
）。
料
紙
の
あ
り
方
な
ど
か

ら
見
て
、
匆
々
の
間
に
書
写
さ
れ
た
写
本
や
草
稿
本
な
ど
と
異
な
り
、
高

い
格
に
位
置
付
け
ら
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
現
存
す
る
の

は
、
合
本
二
十
六
冊
で
あ
る
。
合
本
前
の
原
状
で
は
、B26

が
五
十
五

冊
、B27

が
十
五
冊
と
な
る
。
日
朝
の
著
作
や
写
本
に
は
、
日
朝
自
身
に

よ
る
豊
富
な
奥
書
が
見
ら
れ
る
が
、
日
朝
本
で
は
二
冊
に
文
明
四
年
（
一

四
七
二
）
と
同
十
一
年
の
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（B27-4

（3

）、B26-16

（2

））。

　
「
立
正
安
国
論
」（B26-1

）
は
、
他
の
冊
と
は
異
な
り
、
料
紙
全
体
に

押
界
の
上
部
に
余
白
を
取
っ
た
上
で
本
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

注
記
を
書
き
入
れ
る
余
白
を
確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
本
文

の
全
編
に
わ
た
り
数
多
く
の
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
現
存
の
冊
で

は
、
教
学
上
重
要
な
書
で
あ
る
「
本
尊
問
答
抄
」
や
「
守
護
国
家
論
」

（
何
れ
もB26-2

）
な
ど
に
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
様
な
事
例
は
、
他
の

録
内
御
書
の
写
本
に
お
い
て
も
、
管
見
の
限
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

日
朝
本
の
各
冊
は
、「
三
々
蔵
祈
雨
事
」
の
五
紙
（
十
丁
）
や
「
祈
禱
抄

奥
」
の
七
紙
（
十
四
丁
）
な
ど
（B26-10

（1

）、
同（2

））、
一
遺
文
収
録

で
完
結
す
る
冊
子
と
し
て
は
比
較
的
薄
手
の
も
の
も
多
い
。
料
紙
ノ
ド
の

糊
代
部
分
に
、
一
紙
ご
と
に
丁
付
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
冊
が
あ
る
。
こ

の
内
、
複
数
遺
文
を
収
録
す
る
「
御
消
息
八
通
」（B26-4

（2

））
で
は
、

①
妙
法
漫
荼
羅
供
養
事
と
②
乗
明
聖
人
御
返
事
は
通
し
で
あ
る
が
、
③
十

如
是
事
、
④
顕
立
正
意
抄
、
⑥
為
法
華
経
不
惜
所
帯
事
で
は
「
十
如
是
○

丁
」「﹇　

﹈
集
○
丁
」「
所
帯
○
丁
」
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
丁
付

が
確
認
さ
れ
た
。
同
様
の
事
例
は
、「
御
消
息
十
通
」（B26-10

（3

））
に

も
見
ら
れ
た
。「
御
消
息
十
通
」（B26-10

（3

））
で
は
、
収
録
さ
れ
る
遺

文
ご
と
に
料
紙
が
完
結
し
て
い
る
。
①
三
沢
御
返
報
は
五
紙
（
十
丁
）
が

用
い
ら
れ
る
が
、
本
文
は
九
丁
表
で
終
了
し
、
九
丁
裏
〜
十
丁
裏
は
余
白
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（
Ａ
・′Ａ
・
Ｂ
本
）
の
出
版
が
確
認
さ
れ
る
中
で
、
Ｂ
本
は
本
国
寺
で
の

出
版
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
寛
永
年
間
の
後
半
に′Ａ
本
を
底
本
と
す

る
覆
刻
整
版
が
二
種
（
寛
永
十
九
年
版
・
寛
永
二
十
年
版
）
出
版
さ
れ

た
。
一
方
、『
録
外
御
書
』
は
古
活
字
版
に
よ
る
出
版
は
確
認
で
き
な
い

が
、
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
に
整
版
で
出
版
さ
れ
、
以
後
出
版
が
継
続

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
出
版
事
情
か
ら
、
近
世
の
初
期
は
、
中
世
来
の
『
録

内
御
書
』
に
重
き
を
置
く
伝
統
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
、
出
版
の
前
後
関
係
な
ど
を
踏

ま
え
た
系
図
を
用
い
て
、『
御
書
』
の
出
版
の
系
譜
を
整
理
し
た
。

　

次
に
、
古
活
字
版
三
版
及
び
整
版
二
版
が
出
版
さ
れ
た
『
録
内
御
書
』

の
各
版
の
本
文
異
同
を
明
示
し
て
、
各
版
の
表
記
の
特
徴
を
述
べ
た
。
ま

ず
、
古
活
字
版
で
は
、
三
種
の
う
ち
、′Ａ
本
と
Ｂ
本
の
表
記
が
比
較
的
近

似
す
る
。
一
方
、
Ａ
本
の
表
記
は
、
漢
文
体
の
表
記
を
中
心
に′Ａ
本
・
Ｂ

本
と
極
め
て
相
違
す
る
。
活
字
の
同
種
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
Ａ
種
本

（
Ａ
・′Ａ
）
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
表
記
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
か
は
定

か
で
な
い
。
続
い
て
、
整
版
の
表
記
内
容
を
『
御
書
』
各
抄
で
個
別
に
見

た
と
き
、
寛
永
十
九
年
版
・
寛
永
二
十
年
版
の
そ
れ
ぞ
れ
で
底
本
の′Ａ
本

か
ら
改
訂
さ
れ
る
。『
御
書
』
一
編
一
編
で
本
文
異
同
を
確
認
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
底
本
と
は
異
な
っ
た
本
に
よ
っ

て
表
記
を
改
め
た
と
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
筆
者
が
新
た
に
発
見
し
た
覆

寛
永
十
九
年
版
は
、
版
式
が
寛
永
十
九
年
版
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
寛
永

二
十
年
版
の
表
記
に
近
づ
け
て
い
る
実
態
も
指
摘
し
、
今
後
の
『
御
書
』

編
纂
に
は
、
諸
版
の
本
文
異
同
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。

　

続
い
て
、
近
世
に
お
け
る
『
御
書
』
に
関
連
す
る
書
籍
の
出
版
事
情
に

で
あ
る
。
②
一
谷
入
道
御
返
報
は
四
紙
（
八
丁
）
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本

文
は
八
丁
表
で
終
了
し
、
八
丁
裏
は
余
白
で
あ
る
。
同
様
の
事
例
は
、

「
御
消
息
四
通
」（B27-8

（2

））
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
冊
で
は
、

収
録
さ
れ
る
複
数
の
遺
文
は
、
書
写
に
当
た
り
連
続
し
て
収
録
さ
れ
た
一

つ
の
底
本
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
個
々
の
遺
文
を
個
々
の
独
立
し
た
底

本
に
よ
り
別
個
に
書
写
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
無
題
の

五
遺
文
を
収
録
す
る
一
冊
（B26-18

（2

））
で
は
、
複
数
の
遺
文
が
料
紙

に
ま
た
が
っ
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
書
写
の
底
本
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
様
に
、
日
朝
本
は
セ
ッ
ト
化
さ
れ
た
録
内
御
書
を
底
本
と
し
て
書

写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
百
四
十
八
通
を
記
し
た
御
書
目
録
は
あ

っ
て
も
、
一
方
で
目
録
と
本
文
は
一
具
と
し
て
は
備
わ
っ
て
い
な
い
状
況

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
『
御
書
』
出
版
の
展
開

堀
部
　
正
円

　

出
版
文
化
史
上
に
み
る
近
世
初
期
の
特
徴
は
、
古
活
字
版
に
よ
る
出
版

が
隆
盛
を
極
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
書
物
の
需
要
の
拡

大
は
古
活
字
版
で
は
堪
え
ら
れ
ず
、
次
第
に
整
版
が
主
流
と
な
る
。
ま
た

刊
行
者
は
天
皇
・
公
家
な
ど
の
有
力
者
、
寺
院
、
医
師
や
学
者
な
ど
の
個

人
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
書
肆
に
よ
る
商
業
化
へ
と
移
行
し
て
い

っ
た
。

　

日
蓮
遺
文
（
以
下
「
御
書
」
と
呼
称
）
は
、
中
世
で
は
も
っ
ぱ
ら
写
本

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
が
、
近
世
に
入
る
と
、
出
版
文
化
に
呼
応
し
て

古
活
字
版
に
よ
っ
て
『
録
内
御
書
』
が
出
版
さ
れ
た
。
現
在
二
種
三
版
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編
年
体
御
書
目
録
の
編
纂
に
つ
い
て

木
村
　
中
一

　

近
世
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
（
以
下
、
遺
文
と
略
す
）
編
纂
の
歴
史
は
、

集
成
遺
文
と
個
別
遺
文
の
刊
行
と
遺
文
の
編
年
化
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

論
者
は
こ
の
遺
文
の
編
年
化
を
中
心
に
論
考
す
る
。

　

遺
文
の
編
年
化
は
、
い
わ
ゆ
る
「
編
年
体
御
書
目
録
の
成
立
」
で
あ

り
、
こ
の
目
録
成
立
後
の
遺
文
編
纂
方
針
は
大
き
く
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し

て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
編
年
体
御
書
目
録
の
成
立
に
よ

る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
以
前
ま
で
の
遺
文
集
、
も
し
く
は
遺
文
目
録
が

教
義
的
に
重
要
な
遺
文
か
ら
順
に
配
列
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
諸
本

で
は
困
難
で
あ
っ
た
日
蓮
の
生
涯
お
よ
び
思
想
信
仰
の
変
遷
を
、
遺
文
を

通
じ
て
追
体
験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
近

世
・
近
代
以
降
の
日
蓮
教
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
つ

ま
り
編
年
体
御
書
目
録
の
成
立
は
、
遺
文
研
鑽
・
遺
文
集
成
上
の
み
な
ら

ず
教
学
・
教
学
史
上
に
て
も
極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
ま
た
種
々
の

日
蓮
教
学
研
究
に
お
け
る
「
日
蓮
教
学
の
一
時
代
」
が
画
さ
れ
た
と
表
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

編
年
体
御
書
目
録
の
諸
本
を
み
る
と
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
貞
享
三

年
（
一
六
八
六
）
に
中
山
法
華
経
寺
住
僧
、
本
行
院
十
四
世
日
奥
が
編
纂

し
た
『
御
書
新
目
録
』
で
、
こ
れ
が
編
年
体
御
書
目
録
の
嚆
矢
で
あ
る
。

こ
の
『
御
書
新
目
録
』
は
『
録
内
御
書
』
一
四
八
通
を
編
年
体
に
配
列
す

る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
ご
く
限
ら
れ
た
遺
文
の
編
年
化
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
本
書
は
刊
行
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
次
に

挙
げ
ら
れ
る
の
が
『
境
妙
庵
目
録
』
で
あ
る
。
本
書
は
遺
文
全
編
に
近
い

数
の
編
年
化
を
な
し
た
初
め
て
の
編
年
体
御
書
目
録
で
あ
り
、
数
多
く
の

つ
い
て
考
察
し
た
。
近
世
の
出
版
文
化
に
乗
じ
、
日
蓮
宗
関
係
の
書
籍
も

多
数
出
版
さ
れ
た
。
発
表
で
は
、『
御
書
』
に
関
連
す
る
書
籍
を
表
示
し
、

そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
点
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て

の
『
御
書
』
は
、
前
述
の
よ
う
に
近
世
初
期
よ
り
継
続
的
に
出
版
さ
れ
た

（
録
内
御
書
・
録
外
御
書
の
ほ
か
、
御
書
五
大
部
を
初
め
、
一
抄
単
独
の

も
の
な
ど
）
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
要
文
集
（『
品
類
御
書
』・『
御
書
要
文
』

な
ど
）、
注
釈
書
（『
御
書
註
』・『
録
内
啓
蒙
』・『
録
外
微
考
』
な
ど
）
が

出
版
さ
れ
、
こ
れ
ら
も
近
世
の
早
い
時
期
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
に
日
諦

撰
『
祖
書
目
次
』
が
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

に
日
英
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
『
弘
化
改
刻
祖
書
目
次
』
と
し
て
改
め
て

出
版
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
『
録
内
御
書
』『
録
外
御
書
』
と
し
て

区
別
さ
れ
て
い
た
『
御
書
』
を
並
列
に
し
た
上
で
、
編
年
体
に
編
集
し
直

す
と
い
う
手
段
に
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
近
世
末

の
小
川
泰
堂
撰
『
高
祖
遺
文
録
』
に
継
承
さ
れ
、
近
現
代
の
御
書
集
の
編

纂
で
用
い
ら
れ
た
。

　

近
世
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
整
理
に
よ
り
、
門
下
に
お
け
る
時
期
的
な

『
御
書
』
へ
の
対
応
方
法
が
確
認
で
き
た
。
近
世
初
期
の
古
活
字
版
出
版

と
日
蓮
門
下
の
関
わ
り
、
出
版
さ
れ
た
書
籍
と
日
蓮
門
下
の
対
応
な
ど
、

出
版
史
と
日
蓮
門
下
の
関
係
性
は
、
極
め
て
重
要
な
研
究
課
題
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
た
。
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ま
た
『
録
外
御
書
』
の
「
日
蓮
三
回
忌
成
立
説
」
を
と
も
に
否
定
し
て
い

る
が
、
こ
れ
も
編
年
体
御
書
目
録
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
遺
文
配
列
に
よ

っ
て
論
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
編
年
体
御
書
目
録
成
立

は
現
代
に
お
け
る
日
蓮
教
学
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
の
目
録
成
立
は
遺
文
編
纂
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
日
蓮
教
団
に

お
け
る
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
集
編
纂
に
関
す
る
一
考
察

安
中
　
尚
史

　

現
在
、
日
蓮
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
そ
の
基
本
的
な
資
料
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
が
あ
る
。

こ
の
遺
文
集
は
日
蓮
の
立
教
開
宗
七
百
年
を
慶
讃
し
て
発
願
さ
れ
た
事
業

で
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
昭
和
三
十
四
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後

も
改
訂
増
補
さ
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖

人
遺
文
』
凡
例
に
、「
本
書
は
霊
艮
閣
版
日
蓮
聖
人
御
遺
文
（
縮
遺
と
略

称
）
を
底
本
と
し
て
編
纂
し
た
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
霊
艮
閣
版
日
蓮
聖

人
御
遺
文
」
と
は
、
明
治
三
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
日
蓮
遺
文
集
で
、

『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
を
は
じ
め
、
大
正
時
代
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
日
蓮
遺
文
集
の
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
籍
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
報
告
で
は
霊
艮
閣
版
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
の
編
纂
に
つ
い
て
少

し
く
考
察
す
る
。

　

明
治
三
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
霊
艮
閣
版
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』（
以

下
『
縮
刷
遺
文
』）
は
、
明
治
三
十
五
年
に
迎
え
る
立
教
開
宗
六
百
五
十

年
を
慶
讃
し
て
発
願
さ
れ
た
事
業
で
あ
っ
た
。
発
願
主
・
編
纂
は
加
藤
文

雅
、
校
訂
作
業
に
は
稲
田
海
素
と
風
間
淵
静
が
中
心
と
な
り
作
業
を
行
っ

異
本
が
存
在
す
る
。
管
見
な
が
ら
現
在
、
五
種
の
『
境
妙
庵
目
録
』
が
確

認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
の
が
『
祖
書
目
次
』（
安
永
八
年
版
）
で
あ
り
、

特
徴
を
挙
げ
れ
ば
「
刊
行
さ
れ
た
初
め
て
の
編
年
体
御
書
目
録
」
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
『
祖
書
目
次
』
は
弘
化
三
年
に
改
訂
版
が
出
版
さ

れ
、
広
く
流
布
し
た
た
め
現
行
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
目
録
で
あ
る
。
つ
い
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
近
代

日
蓮
遺
文
集
の
基
礎
で
あ
る
『
高
祖
遺
文
録
』
の
底
本
と
な
っ
た
、
智
英

院
日
明
編
纂
の
『
新
撰
校
正
祖
書
目
次
』
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後

「
初
の
編
年
体
御
書
集
」
で
あ
る
『
高
祖
遺
文
録
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
本

書
は
木
版
本
（
通
称
、
大
本
）
と
活
字
本
（
通
称
、
小
本
）
と
二
種
が
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
近
代
以
降
の
遺
文
研
鑽
の
中
心
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て
現

行
の
遺
文
集
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
影
響
は
そ

れ
に
続
く
『
霊
艮
閣
版
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺

文
』
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
現
在
の
遺
文
集
の
多
く
は
、
こ
の
編
年

体
を
と
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
編
年
体
御
書
目
録
の
諸
本
編
纂
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
、

近
・
現
代
の
日
蓮
教
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
一
妙
院
日
導
の
『
祖
書
綱
要
』・
勇
猛
院
日
麑
の
『
御
書
編
輯
考
』
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
の
学
僧
の
著
作
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ

ら
著
作
の
内
容
が
後
世
の
日
蓮
教
学
に
「
新
た
な
新
局
面
」
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
局
面
と
は
先
の
日
導
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、

日
蓮
佐
渡
流
罪
期
以
前
と
以
後
の
教
学
に
は
相
違
が
あ
る
な
ど
の
現
代
日

蓮
教
学
の
基
礎
で
あ
り
、
こ
の
視
点
は
編
年
体
御
書
目
録
に
記
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
、
遺
文
配
列
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
麑

は
中
世
後
期
に
成
立
し
た
『
録
内
御
書
』
の
「
日
蓮
一
周
忌
成
立
説
」
を
、
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そ
の
他
に
も
日
蓮
宗
内
か
ら
加
藤
の
活
動
に
賛
助
が
寄
せ
ら
れ
、
遺
文
集

編
纂
の
実
務
へ
進
ん
で
い
っ
た
。

　

実
際
に
全
国
各
地
の
寺
院
・
信
徒
が
格
護
す
る
日
蓮
の
真
蹟
遺
文
を
校

訂
す
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
稲
田
海
素
が
主
任
と
し
て
各
地
を
廻
り
、
底

本
で
あ
る
『
高
祖
遺
文
録
』
と
対
照
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
さ
ら
に
本

間
海
解
や
小
林
日
董
の
作
成
し
た
校
本
も
対
照
す
る
こ
と
に
な
り
、
組
版

校
訂
に
つ
い
て
は
、
風
間
淵
静
を
中
心
に
日
宗
新
報
社
員
・
日
蓮
宗
大
檀

林
、
同
中
檀
林
の
学
生
・
教
員
が
作
業
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
校
訂
作

業
が
緻
密
で
分
量
も
膨
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
真
蹟
遺
文
の
照
合
も

困
難
な
状
況
が
続
き
、
ま
た
資
金
の
持
ち
逃
げ
事
件
も
あ
っ
て
、
当
初
の

予
定
を
一
年
八
ヶ
月
遅
れ
た
明
治
三
十
七
年
八
月
に
こ
の
事
業
は
成
し
遂

げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
近
代
日
蓮
思

想
を
展
開
す
る
う
え
で
、
そ
の
基
礎
を
形
成
し
た
と
い
え
る
。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
『
縮
刷
遺
文
』
の
刊
行
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

を
は
じ
め
と
す
る
、
今
日
の
日
蓮
研
究
を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
資
料

の
基
礎
を
な
し
た
も
の
で
、
ま
た
日
蓮
を
鑽
仰
す
る
意
味
に
お
い
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

コ
メ
ン
ト

三
輪
　
是
法

　

近
現
代
に
お
け
る
日
蓮
遺
文
の
研
究
は
、
浅
井
要
麟
の
『
日
蓮
聖
人
教

学
の
研
究
』
に
は
じ
ま
り
、
鈴
木
一
成
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的

研
究
』
に
引
き
継
が
れ
た
。
戦
後
の
研
究
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
冠
賢
一

氏
の
研
究
で
、
昭
和
五
十
八
年
に
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
と
し
て

た
。
底
本
に
は
小
川
泰
堂
が
編
纂
し
た
『
高
祖
遺
文
録
』
を
用
い
て
、
真

筆
な
ら
び
に
古
写
本
等
と
の
対
照
、
校
訂
が
行
わ
れ
、
新
た
に
七
十
八
書

を
増
補
し
た
「
高
祖
遺
文
録
続
集
」
を
付
し
て
刊
行
し
た
。
遺
文
の
配
列

に
つ
い
て
は
編
年
体
で
、
そ
の
末
尾
に
は
諸
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
真

筆
や
古
写
本
と
の
対
照
、
校
訂
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
書
誌
学
的
な
考
察
が

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
九
年
に
訂
正
版
を
再
版
し
、

さ
ら
に
大
正
九
年
に
は
、
明
治
四
十
五
年
に
遷
化
し
た
加
藤
文
雅
の
長
男

加
藤
文
雄
が
そ
の
遺
志
を
継
い
で
、
真
偽
未
決
の
二
十
九
書
を
追
加
し
た

「
第
二
続
集
」
を
付
し
て
刊
行
し
た
。
昭
和
二
年
の
刊
行
が
第
十
版
を
重

ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
蓮

研
究
の
基
本
的
な
遺
文
集
と
し
て
用
い
ら
れ
、
広
範
囲
に
普
及
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

次
い
で
『
縮
刷
遺
文
』
刊
行
に
い
た
る
ま
で
の
具
体
的
な
動
き
を
み
る

こ
と
に
す
る
。『
縮
刷
遺
文
』
を
発
願
し
た
加
藤
文
雅
が
最
初
に
行
っ
た

こ
と
は
、「
祖
書
普
及
期
成
会
」
の
設
立
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
遺
文
集

の
価
格
を
廉
価
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
廉
価
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
遺
文
集
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
、『
縮
刷
遺
文
』
の
刊
行
を
発
願
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

小
川
泰
堂
が
編
纂
し
た
『
高
祖
遺
文
録
』
が
価
格
も
非
常
に
高
価
で
あ

り
、
せ
っ
か
く
苦
心
を
し
て
校
訂
を
行
い
刊
行
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
誤
り
が
あ
っ
た
か
ら
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
加
藤
文
雅
が
祖
書
普
及
期
成
会
を
発
足
さ
せ
る
以
前
か
ら
、
す

で
に
同
様
の
計
画
が
堀
之
内
妙
法
寺
貫
首
の
武
見
日
恕
に
よ
っ
て
企
画
さ

れ
て
い
た
。
加
藤
は
武
見
を
訪
問
し
て
自
ら
の
遺
文
集
刊
行
計
画
を
伝

え
、
そ
れ
を
聞
い
た
武
見
は
自
身
の
計
画
を
加
藤
に
譲
る
こ
と
に
な
り
、
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の
拡
大
に
よ
っ
て
整
版
本
で
の
出
版
に
切
り
替
わ
り
、
書
肆
に
よ
っ
て
引

き
継
が
れ
る
。
堀
部
氏
は
古
活
字
版
二
種
三
版
と
、
寛
永
十
九
年
版
と
二

十
年
版
の
整
版
本
の
校
合
を
お
こ
な
い
、
近
世
後
期
に
作
成
さ
れ
る
編
年

体
目
録
類
に
繋
が
る
軌
跡
を
描
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る

こ
と
は
、
整
版
が
ど
の
程
度
の
寺
院
で
作
成
さ
れ
、
所
有
さ
れ
て
い
た
の

か
、
さ
ら
に
各
門
流
の
教
学
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
か
ら
、
一
部
寺
院
だ
け
が
整
版
を
作
成
所
有

で
き
る
社
会
的
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

木
村
中
一
氏
は
、
近
世
後
期
か
ら
作
成
さ
れ
る
編
年
体
目
録
で
あ
る
、

『
御
書
新
目
録
』『
境
妙
庵
目
録
』『
祖
書
目
次
』『
新
撰
祖
書
』
四
書
の
変

遷
を
確
認
し
た
。
日
蓮
遺
文
が
内
容
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
書
か
れ
た
順
に
並
べ
替
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
蓮
の
動
向
と

思
想
的
変
遷
を
明
確
化
す
る
。
近
世
を
通
じ
て
、
つ
ま
り
、
堀
部
氏
と
木

村
氏
の
共
有
す
る
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
遺
文
編
纂
刊
行
と
門

流
教
学
と
の
関
係
、
そ
し
て
近
世
前
期
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
日
蓮
伝
刊
行

と
の
関
係
で
あ
る
。
木
村
氏
は
、
一
例
と
し
て
、
在
家
信
者
・
小
川
泰
堂

が
編
纂
し
、
近
代
の
日
蓮
遺
文
編
纂
刊
行
へ
と
多
大
な
影
響
を
与
え
た

『
高
祖
遺
文
録
』
と
、『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
が
無
関
係
に
出
版
さ
れ
た
こ

と
を
回
答
し
た
が
、
他
の
伝
記
本
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

安
中
尚
史
氏
は
、
日
蓮
教
団
史
の
視
点
か
ら
、『
霊
艮
閣
版
日
蓮
聖
人

御
遺
文
』
の
、
二
年
八
ヶ
月
に
及
ぶ
編
纂
事
業
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し

た
。『
縮
刷
遺
文
』
と
呼
ば
れ
る
こ
の
遺
文
集
は
、
近
代
に
お
け
る
日
蓮

宗
内
外
の
編
纂
刊
行
の
集
大
成
で
あ
り
、
そ
の
文
献
的
信
頼
度
は
高
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
中
氏
は
資
料
中
で
、
姉
崎
正
治
の
『
日
蓮
上
人
文

そ
の
大
成
を
み
た
。
本
パ
ネ
ル
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、
殊
に
冠

氏
の
研
究
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
独
自
の
視
点
で
日
蓮
遺
文
研
究
を
進
展
さ

せ
て
い
る
寺
尾
英
智
氏
・
堀
部
正
円
氏
・
木
村
中
一
氏
・
安
中
尚
史
氏
の

四
名
の
研
究
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
表
に
対
し
て
、

三
輪
は
日
蓮
遺
文
の
編
纂
刊
行
と
日
蓮
像
の
形
成
に
関
わ
る
問
題
を
中
心

と
し
て
コ
メ
ン
ト
し
、
新
た
な
問
題
を
提
起
し
た
。

　

寺
尾
英
智
氏
の
発
表
は
、
録
内
御
書
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
日
蓮
遺

文
の
写
本
編
纂
を
、
書
誌
学
的
に
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
冠
氏
の
研
究

で
は
、
録
内
御
書
の
種
類
は
十
二
種
類
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
池
田
令
道

氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
後
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
含
め
、
現
在

で
は
十
七
種
類
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
写
本
の
奥
書
に
「
文
明

一
一
年
」
と
書
写
年
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
番
目
に
古
い
と
さ

れ
て
い
る
録
内
御
書
が
、
身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
の
書
写

本
で
あ
る
。
寺
尾
氏
は
こ
の
日
朝
本
録
内
御
書
の
成
立
に
関
し
て
、
合
冊

さ
れ
た
本
の
体
裁
を
分
析
し
、
日
朝
が
書
写
し
た
底
本
は
、
セ
ッ
ト
化
さ

れ
た
録
内
御
書
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
朝
に
は

『
元
祖
化
道
記
』
と
い
う
日
蓮
伝
が
あ
る
が
、
寺
尾
氏
の
回
答
に
よ
っ
て
、

録
内
御
書
の
書
写
・
編
纂
は
日
蓮
伝
を
書
き
上
げ
る
以
前
に
行
わ
れ
、
そ

の
形
成
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、
第
一
冊

目
の
『
立
正
安
国
論
』
だ
け
、
注
が
本
文
の
上
下
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残

さ
れ
た
。

　

堀
部
正
円
氏
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
古
活
字
本
と
整
版
本
の
変
遷
を

踏
ま
え
、『
録
内
御
書
』『
録
外
御
書
』
の
刊
行
を
追
っ
た
。
日
蓮
遺
文
の

刊
行
は
、
し
ば
ら
く
一
部
寺
院
の
古
活
字
版
本
が
主
流
だ
っ
た
が
、
需
要
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山
久
遠
寺
の
整
版
で
印
刷
さ
れ
た
が
、
や
が
て
一
部
寺
院
の
古
活
字
版
と

し
て
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
整

版
で
の
出
版
に
切
り
替
え
ら
れ
、
書
肆
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
。
近
世

初
頭
、『
録
内
御
書
』
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
に
よ
っ

て
差
異
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
堀
部
氏
は
古
活
字
版
二
種
三
版
と
、
寛
永

十
九
年
版
と
二
十
年
版
の
整
版
の
校
合
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
な
る
検
討
を

要
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
蓮
遺
文
の
刊
行
は
、
や
が
て
近
世
後

期
に
入
る
と
、『
録
外
御
書
』
が
加
え
ら
れ
、
編
年
体
に
よ
る
編
纂
方
法

へ
と
変
化
し
て
い
く
。

　

木
村
中
一
氏
は
、
堀
部
氏
の
日
蓮
遺
文
刊
行
に
お
け
る
時
代
背
景
を
引

き
継
ぎ
、
江
戸
後
期
の
目
録
作
成
に
着
目
し
、
や
は
り
書
誌
学
的
見
地
か

ら
編
年
体
目
録
の
形
成
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
編
年
体
御
書
目
録
の

成
立
は
、
教
義
的
重
要
書
を
中
心
と
す
る
編
纂
と
異
な
り
、
日
蓮
の
思
想

的
変
遷
を
、
そ
の
動
向
を
辿
る
こ
と
で
明
確
化
し
た
。
そ
の
嚆
矢
は
本
行

院
第
十
四
世
日
奥
の
『
御
書
新
目
録
』
に
は
じ
ま
り
、
境
持
院
日
通
作
と

考
え
ら
れ
る
『
境
妙
庵
目
録
』、
水
戸
三
昧
堂
檀
林
の
日
諦
・
日
耆
に
よ

る
『
祖
書
目
次
』、
そ
し
て
日
明
編
纂
の
『
新
撰
祖
書
』
と
い
う
遺
文
集

へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
『
新
撰
祖
書
』
を
底
本
と
し
、
さ
ら
に
『
御

書
新
目
録
』『
祖
書
目
次
』
の
編
年
に
基
づ
い
た
遺
文
集
、
在
家
信
者
・

小
川
泰
堂
に
よ
る
『
高
祖
遺
文
録
』
が
完
成
す
る
。

　

小
川
の
『
高
祖
遺
文
録
』
は
、
近
代
に
入
り
、
ま
ず
明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇
）
に
木
版
本
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に

は
活
字
本
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
二
種
の
『
高
祖
遺
文
録
』
が
底
本
と
な

っ
て
『
霊
艮
閣
版
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
が
編
纂
さ
れ
る
。
安
中
尚
史
氏

は
、
日
蓮
教
団
史
の
視
点
か
ら
、『
縮
刷
遺
文
』
と
称
さ
れ
る
こ
の
遺
文

抄
』
が
、『
縮
刷
遺
文
』
と
国
柱
会
の
『
類
纂
高
祖
遺
文
録
』
を
底
本
に

刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
今
後
こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
日
蓮
遺
文
の
刊
行
が
近
代
日
本
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
を
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

三
輪
　
是
法

　

日
蓮
遺
文
は
中
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
真
蹟
は
も
と
よ
り
、
写
本
・

刊
本
と
い
う
形
態
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
日
蓮
研
究

の
主
要
文
献
と
し
て
手
に
す
る
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
、
日
蓮

滅
後
、
弟
子
や
檀
越
た
ち
が
そ
う
し
た
資
料
を
保
存
格
納
し
て
き
た
尽
力

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
日
蓮
遺
文
編
纂
の
濫
觴
は
中
世
に
は
じ
ま

り
、『
録
内
御
書
』『
録
外
御
書
』
と
い
う
名
称
で
写
本
の
セ
ッ
ト
と
し
て

編
纂
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
『
録
内
御
書
』
の
種
類
は
、
現
在
、
一
四
四
三

年
最
古
の
日
意
に
よ
る
平
賀
本
を
初
め
と
し
て
、
十
七
種
類
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
寺
尾
英
智
氏
の
発
表
は
、
日
意
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た

平
賀
本
の
次
に
古
い
、
身
延
山
久
遠
寺
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
が
書
写
・

集
成
し
た
一
筆
本
の
『
録
内
御
書
』
の
成
立
に
関
し
て
、
書
誌
学
的
に
考

察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
日
朝
本
は
セ
ッ
ト
化
さ
れ
た
録
内
御
書
を
底

本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
蓮
遺
文
百
四
十
八
通
を
記
し

た
御
書
目
録
が
実
在
し
て
も
、
目
録
と
本
文
が
一
致
し
た
状
態
で
整
備
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

　
『
録
内
御
書
』
と
『
録
外
御
書
』
は
、
そ
の
後
近
世
に
至
っ
て
刊
本
と

し
て
出
版
さ
れ
る
。
堀
部
正
円
氏
は
、
古
活
字
本
と
整
版
本
の
変
遷
を
踏

ま
え
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
日
蓮
宗
内
で
最
も
早
い
出
版
は
、
身
延
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公
的
領
域
の
多
元
性
を
踏
ま
え
た
宗
教
の
多
元
性
と

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
機
能

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

津
城
寛
文

宗
教
間
対
話
の
諸
次
元
と
公
的
機
能

武
藤
　
亮
飛

　
「
宗
教
間
対
話
」
と
い
う
用
語
が
指
し
示
す
も
の
は
多
様
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
分
類
、
整
理
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
何
を
基
準
と
し
て

い
る
の
か
が
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
に
難
が
あ
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
「
関
心
」
の
方
向
性
を
区

別
の
指
標
と
す
る
。
教
義
や
祈
り
な
ど
の
宗
教
的
な
も
の
へ
の
関
心
、
あ

る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
政
治
的
問
題
な
ど
の
社
会
的
な
領
域
へ
の
関

心
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
に
よ
っ
て
宗
教
間
対
話
が
あ
る
程
度
区
別
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
的
な
事
柄
に
関
心
が
向
か
う
も
の

を
「
内
的
宗
教
間
対
話
」、
社
会
的
（
政
治
的
）
な
事
柄
に
関
心
が
向
か

う
も
の
を
「
外
的
宗
教
間
対
話
」
と
区
別
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
さ
ら

に
「
協
力
」
が
公
共
的
な
も
の
を
目
指
し
、
不
特
定
多
数
の
人
間
へ
の
援

助
や
救
済
を
目
指
す
の
に
対
し
て
、「
対
話
」
は
個
人
的
な
真
理
探
究
や

信
仰
の
深
化
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
対
立
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

宗
教
間
対
話
を
誰
の
た
め
に
行
う
の
か
、
と
い
う
「
対
象
」
を
巡
っ
て
対

立
が
起
こ
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。
そ
こ
か
ら
専
ら
他
者
の
た
め
に
行

う
「
利
他
的
な
宗
教
間
対
話
」
と
、
専
ら
自
己
あ
る
い
は
自
己
の
所
属
す

る
団
体
の
た
め
に
行
う
「
自
利
的
な
宗
教
間
対
話
」
と
い
う
対
比
が
提
案

で
き
る
。

集
の
、
二
年
八
ヶ
月
に
及
ぶ
編
纂
事
業
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
す
る
。
の

ち
に
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
底
本
と
な
る
『
縮
刷
遺
文
』
の

編
纂
事
業
は
、
在
家
信
者
・
加
藤
文
雅
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
祖

書
普
及
期
成
会
の
設
立
か
ら
は
じ
ま
っ
た
事
業
は
、
一
部
の
日
蓮
宗
僧
侶

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
困
難
な
資
金
繰
り
や
、
散
在
す
る
日
蓮
遺
文
の
調

査
と
校
合
と
い
っ
た
問
題
に
根
気
強
く
対
処
し
な
が
ら
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け

る
と
い
う
多
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

今
ま
で
四
人
の
研
究
者
が
個
々
に
進
め
て
き
た
研
究
を
、
今
回
の
学
術

大
会
で
一
つ
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
点
を
線
に
す

る
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、
四
氏
の
研
究
を
中
心
に
し

て
、
同
心
円
状
に
新
た
な
問
題
へ
と
波
及
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
日
蓮
遺
文
の
普
及
に
よ
っ
て
一
般
庶
民
が
表
象
化
す
る
日
蓮

の
イ
メ
ー
ジ
や
思
想
、
あ
る
い
は
、
既
成
教
義
の
変
化
や
近
代
以
降
の
新

興
宗
教
へ
の
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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教
的
価
値
を
公
的
領
域
で
表
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は
上
記

の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
一
つ
の
回
路
と
言
え
る
。

　

諸
宗
教
合
同
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
慰
霊
や
祈
り
は
多
く
の
宗
教
が
集

ま
れ
ば
大
規
模
な
も
の
も
可
能
と
な
り
、
公
的
領
域
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
も
容
易
に
な
る
場
合
が
多
い
。
諸
宗
教
が
集
ま
る
こ
と
、
公
開
性
が
高

ま
る
こ
と
で
影
響
力
も
強
ま
る
と
思
わ
れ
、
諸
宗
教
間
の
連
帯
も
強
ま

る
。
ま
た
、
行
政
と
連
帯
を
深
め
る
こ
と
で
、
参
加
す
る
諸
宗
教
の
社
会

的
な
信
頼
の
高
ま
り
も
期
待
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、「
宗
教
間
対
話
」
の
、

特
に
第
二
象
限
の
回
路
は
、
諸
宗
教
の
宗
教
的
価
値
を
表
明
し
つ
つ
公
的

領
域
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
と
、
社
会
的
信
頼
や
正
当
性
を
得
る
こ
と
を

容
易
化
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
的
領
域
の
諸
次
元
に
お
け
る
神
道
の
諸
相

菅
　
　
浩
二

　

こ
こ
で
は
神
道
を
、
日
本
の
歴
史
を
軸
と
す
る
多
様
な
現
象
の
総
称
と

す
る
。
重
層
的
共
同
性
＝
ヨ
コ
の
基
盤
と
タ
テ
に
貫
く
宗
教
的
問
題
群
と

が
交
差
し
、
生
き
方
の
か
た
ち
「
神
道
」
が
浮
か
び
上
が
る
。
総
称
と
し

て
の
「
神
道
」
を
、
カ
ミ
信
仰
・
祭
祀
・
霊
魂
観
、
等
を
、
近
現
代
社
会

の
私
的
か
ら
諸
次
元
の
公
的
領
域
ま
で
連
続
的
に
捉
え
る
視
座
と
し
た

い
。
以
下
の（
あ
）を
中
心
に（
い
）を
補
論
と
す
る
。

（
あ
） ヨ
コ
の
重
層
的
基
盤
に
関
し
て
：「
家
・
郷
土
・
国
体
」
の
三
重

構
造

（
い
） タ
テ
の
宗
教
的
問
題
に
関
し
て
：
神
祇
を
「
歴
史
」
の
中
の
人
格

と
見
る
神
社
祭
神
観

　
（
あ
）は
、
難
波
田
春
夫
『
国
家
と
経
済
』
の
民
族
構
造
論
に
即
し
て
い

　

こ
の
「
関
心
」
と
「
対
象
」
の
二
つ
の
対
立
軸
を
交
差
さ
せ
る
と
、
四

つ
の
象
限
が
得
ら
れ
る
。
第
一
象
限
は
、
外
的-

利
他
的
宗
教
間
対
話
で
、

い
わ
ゆ
る
「
社
会
貢
献
」
を
目
指
し
、
多
く
の
「
宗
教
協
力
」
と
名
指
さ

れ
る
も
の
が
、
こ
こ
に
位
置
す
る
。
第
二
象
限
は
、
内
的-

利
他
的
宗
教

間
対
話
で
、
慰
霊
や
平
和
へ
の
祈
り
と
い
っ
た
、
諸
宗
教
合
同
で
の
宗
教

的
「
儀
礼
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
第
三
象
限
は
、
内
的-

自
利
的
宗
教

間
対
話
で
、
宗
教
的
な
事
柄
が
扱
わ
れ
る
狭
義
の
「
宗
教
間
対
話
」
で
あ

り
、
自
己
の
刷
新
や
深
化
と
い
っ
た
自
己
変
革
が
目
指
さ
れ
る
「
求
道
」

で
あ
る
。
第
四
象
限
は
、
外
的-
自
利
的
宗
教
間
対
話
で
、
普
通
に
は
宗

教
間
対
話
の
現
象
と
は
論
じ
ら
れ
ず
、
図
式
か
ら
や
や
機
械
的
に
導
き
だ

さ
れ
た
領
域
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
税
金
対
策
な
ど
、
宗
教
団
体
や
法
人

の
維
持
や
運
営
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
う
、「
相
互
扶
助
」
的
な
組
織

や
集
会
で
あ
る
。

　

公
的
領
域
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
第
一
象
限
は
公
共
的
だ
が
、

宗
教
性
を
欠
き
、
第
三
象
限
は
宗
教
的
だ
が
、
公
共
性
を
欠
く
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
、
宗
教
間
対
話
が
公
的
領
域
に
進
出
す
る
際
に
は
、
社
会
貢
献

な
ど
、
社
会
に
適
応
的
な
行
動
を
行
う
と
、「
宗
教
性
」「
宗
教
ら
し
さ
」

を
欠
く
点
が
疑
問
視
さ
れ
、
他
方
で
、
特
殊
な
「
宗
教
的
言
説
」
を
説
く

と
、
一
般
に
は
理
解
さ
れ
な
い
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、「
私
的
領
域
」
に
追
い
遣
ら
れ
て
／
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
と
い

う
、
ジ
レ
ン
マ
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
第
二
象
限
が
示
す
よ
う
に
、
儀
礼
や
祈
り
と
い
っ

た
言
説
以
外
の
形
で
の
諸
宗
教
合
同
の
形
態
に
よ
り
、
宗
教
の
多
様
性
を

表
現
し
、
世
俗
的
な
主
張
（
例
え
ば
改
憲
や
原
発
再
稼
動
へ
の
反
対
）
の

背
後
に
あ
る
共
有
さ
れ
た
「
宗
教
性
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
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て
、
家
・
郷
土
が
、
天
皇
と
皇
祖
神
の
関
係
軸
つ
ま
り
国
体
に
包
摂
さ
れ

る
。
仏
寺
や
民
俗
信
仰
は
捨
象
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
神
社
祭
祀
を
公

＝
非
宗
教
、
仏
教
ほ
か
を
私
＝
宗
教
と
し
た
、
明
治
国
家
に
よ
る
神
社
管

理
政
策
の
論
理
と
重
な
る
。
日
本
資
本
主
義
成
立
の
過
程
で
、
や
は
り
西

洋
列
強
へ
の
防
衛
反
応
と
し
て
成
立
し
た
神
社
非
宗
教
行
政
の
、
総
力
戦

期
の
動
員
の
観
点
か
ら
の
総
括
と
い
え
る
。

　
（
い
）に
つ
い
て
。
海
外
神
社
運
動
家
・
小
笠
原
省
三
の
ア
ポ
リ
ア
は
、

一
方
で
独
特
な
宗
教
的
感
覚
に
基
づ
き
つ
つ
、
他
方
で
偉
人
記
念
碑
の
一

般
性
と
い
う
世
俗
国
家
的
歴
史
解
釈
に
即
し
て
神
社
の
海
外
展
開
を
試
み

た
処
に
あ
っ
た
。
小
笠
原
の
神
道
的
教
養
は
、
神
社
整
理
と
地
方
改
良
を

進
め
た
内
務
官
僚
が
、
偉
人
祭
祀
こ
そ
神
社
の
主
流
だ
と
主
張
し
た
明
治

末
期
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
神
社
祭
神
に
人
格
的
対
象
が
含
ま
れ
る
こ
と

と
、
祭
神
は
み
な
偉
人
だ
と
の
主
張
は
異
な
る
。
後
者
の
立
場
は
、
西
洋

近
代
的
な
人
間
中
心
の
歴
史
解
釈
と
親
和
性
を
持
つ
。
歴
史
的
に
は
「
く

に
」
の
主
な
語
義
が
郷
土
か
ら
国
家
に
拡
大
す
る
過
程
に
、
前
出
の
三
重

構
造
で
は
郷
土
と
国
体
の
間
に
、
人
間
の
公
的
業
績
に
関
す
る
評
価
を
通

じ
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
想
像
さ
れ
る
契
機
が
存
す
る
。

　

こ
の
契
機
と
神
道
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。
他
界
に
通
じ
る
こ
と
を
想
定

し
な
い
「
祈
り
」
は
あ
り
得
る
か
、
を
考
え
て
み
る
。
ひ
と
は
対
象
を
想

起
し
さ
え
す
れ
ば
、
記
念
施
設
で
も
祈
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
だ
が
そ
れ

は
、
祭
祀
の
場
で
、
臨
在
す
る
祭
神
と
祭
祀
者
・
参
列
者
の
間
の
、
最
高

度
に
高
ま
っ
た
緊
張
関
係
に
於
い
て
行
わ
れ
る
神
道
の
祈
り
と
は
、
ま
た

質
を
異
に
す
る
だ
ろ
う
。

る
。
総
力
戦
期
日
本
の
自
己
理
解
の
到
達
点
た
る
こ
の
論
で
は
、
戦
後
に

批
判
さ
れ
た
「
戦
前
」
国
家
の
支
配
・
思
想
構
造
が
、
今
そ
の
内
を
生
き

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
経
済
は
人
間
の
個
体
的
欲
求
に
発
し
、
共
同
的

契
機
に
よ
る
限
定
を
受
け
て
現
実
化
す
る
。
ひ
と
の
生
と
こ
の
共
同
的
契

機
と
の
関
わ
り
を
公
的
領
域
の
諸
次
元
と
考
え
、
戦
前
と
戦
後
の
間
の
通

過
点
た
る
こ
の
民
族
構
造
論
を
、
ヨ
コ
の
重
層
性
の
手
が
か
り
と
す
る
。

　

難
波
田
に
よ
る
と
戦
時
経
済
は
、
経
済
と
、
経
済
を
外
側
か
ら
統
制
す

る
政
治
国
家
、
内
側
か
ら
民
族
構
造
と
し
て
規
定
す
る
共
同
体
国
家
の
、

三
重
構
造
に
よ
り
可
能
と
な
る
。
更
に
そ
の
共
同
体
国
家
自
身
も
三
重
構

造
を
持
つ
。
水
田
農
業
の
血
縁
社
会
的
結
合
「
家
」、
水
利
に
よ
る
地
縁

社
会
的
結
合
「
郷
土
」
は
自
然
的
環
境
か
ら
の
共
同
的
契
機
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
歴
史
的
契
機
と
し
て
の
、
天
皇
を
血
縁
的
・
精
神
的
統
一
の
中
心

と
す
る
「
国
体
」
が
包
摂
す
る
。
日
本
書
紀
の
「
斎
庭
之
穂
」
の
神
勅
こ

そ
、
こ
の
国
体
の
経
済
理
念
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
洋
へ
の
対
抗
を

目
標
と
し
た
近
代
日
本
の
資
本
主
義
発
展
は
、
こ
の
三
重
構
造
に
基
づ

く
。
都
市
労
働
者
と
な
っ
た
農
村
出
身
者
も
、
家
・
郷
土
の
紐
帯
故
に
農

家
の
一
員
で
あ
り
、
民
族
構
造
は
都
市
に
も
持
ち
込
ま
れ
、
極
端
な
階
級

分
裂
も
抑
制
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　

こ
れ
は
、
欧
米
諸
国
の
資
本
主
義
成
立
契
機
の
一
つ
と
し
て
宗
教
的
倫

理
観
を
読
み
込
む
試
み
と
通
底
し
て
お
り
、
単
な
る
神
が
か
り
論
で
は
な

い
。
た
だ
こ
の
説
明
は
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
裏
返
し
だ
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
両
者
を
重
ね
る
と
、
家
・
郷
土
＝
農
村
社
会
の
精
神
文
化
的
結

合
の
強
靭
さ
を
強
調
す
る
難
波
田
が
、
資
本
主
義
発
展
に
よ
る
農
村
の
変

容
と
矛
盾
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
が
見
え
る
。
即
ち
、
家
と
先
祖

の
関
係
軸
、
周
辺
部
の
カ
ミ
信
仰
だ
け
が
氏
神
信
仰
と
し
て
抽
象
さ
れ
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び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。『
自
伝
』
に
は
、
特
に
Ａ
Ｆ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
の
メ
ン
バ
ー
が
「
国
民
戦
線
」
や
「
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
」
と
戦
っ

て
人
種
差
別
撤
廃
の
実
現
に
向
か
っ
て
協
働
す
る
様
子
が
叙
述
さ
れ
て
い

る
が
、
同
時
に
諸
宗
教
の
主
張
の
衝
突
が
公
的
領
域
に
お
い
て
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
宗
教
多
元
主
義
」
の

立
場
か
ら
こ
の
よ
う
な
衝
突
を
ど
う
理
解
し
対
処
す
べ
き
な
の
か
、
ヒ
ッ

ク
が
積
極
的
に
考
察
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
公
的
領
域
は
「
世
俗
」
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
宗
教
」

は
私
的
領
域
に
留
ま
る
べ
き
と
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
た
が
、「
世
俗
」
対

「
宗
教
」
と
い
う
二
項
対
立
は
果
た
し
て
普
遍
的
に
受
容
可
能
な
枠
組
み

な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
宗
教
概
念
論
」
な
ど
の
展
開
と
も
相
俟
っ
て
、
ホ

セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
ら
の
最
近
の
研
究
が
示
す
よ
う
に
、「
近
代
化
」
が
一

義
的
に
「
世
俗
化
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
同
時
に
「
非
宗
教
化
」
で
あ
る

と
い
っ
た
見
方
や
「
世
俗
」
対
「
宗
教
」
と
い
う
二
項
対
立
的
な
見
方
が

偏
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
カ
サ
ノ
ヴ
ァ

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
に
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
で
は
、「
世
俗
」
と
「
宗
教
」

の
間
に
明
確
な
境
界
線
を
認
め
、
後
者
の
後
退
に
よ
っ
て
前
者
の
領
域
が

拡
大
す
る
と
い
う
見
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
、
特
に
ア

メ
リ
カ
で
は
こ
の
よ
う
な
境
界
線
は
明
確
で
な
く
、「
世
俗
」
の
成
功
自

体
が
「
宗
教
」
の
助
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
お
い
て
す
ら
、「
世
俗
」
対
「
宗
教
」

と
い
う
構
図
を
単
純
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
、
現
世
と

の
関
係
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
他
の
伝
統
に
対

し
て
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。「
世
俗
」
に
は
多
様
な

「
世
俗
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
多
様
性
が
「
宗
教
」
に
も
あ
る
と
見

宗
教
多
元
主
義
と
公
的
領
域

保
呂
　
篤
彦

　

近
代
の
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
の
形
成
に
当
た
っ
て
、
公
的
領
域
は
世
俗
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宗
教
は
私
的
領
域
に
留
ま
る
べ
き
も
の
と
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
二
〇
世
紀
半
ば
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復

興
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
保
守
的
福
音
派
の
台
頭
な
ど
、
宗
教
が

公
的
領
域
に
関
わ
り
影
響
力
を
発
揮
す
る
現
象
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
問
的
に
は
「
宗
教
概
念
論
」
の
展
開
な
ど
も
あ
り
、
宗
教
の
公

的
領
域
へ
の
影
響
の
可
否
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
や
議
論
と
、「
宗
教
多
元
主
義
」、
と
り
わ
け
Ｊ
・
ヒ
ッ
ク

の
神
学
的
・
哲
学
的
「
宗
教
多
元
主
義
」
理
論
が
い
か
に
関
わ
り
、
何
を

そ
こ
か
ら
学
び
う
る
か
、
考
察
を
試
み
る
の
が
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。

　

神
学
的
・
哲
学
的
「
宗
教
多
元
主
義
」
の
主
要
な
提
唱
者
で
あ
る
ヒ
ッ

ク
は
、
同
時
に
、
こ
の
理
論
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も

つ
人
々
と
協
働
で
「
多
信
仰
」
の
宗
教
活
動
を
公
的
領
域
で
展
開
し
、
自

分
た
ち
の
主
張
を
政
治
的
に
実
現
す
べ
く
努
め
た
人
物
で
も
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
の
地
域
交
流
委
員
会
で
の
諸
宗
教
問
題
へ
の

対
応
、
同
宗
教
教
育
専
門
委
員
会
に
よ
る
宗
教
教
育
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
（
一
九
七
一
―
一
九
七
四
年
、
委
員
長
）、
同
じ
く
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市

で
の
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
（A

ll Faiths for O
ne Race

）
に
よ
る
人
種
差
別
撤

廃
の
た
め
の
活
動
（
一
九
七
二
―
一
九
八
五
年
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
在
住
は

一
九
八
二
年
ま
で
）
で
あ
り
、『
自
伝
』
に
お
け
る
彼
自
身
の
叙
述
に
よ

る
と
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
の
経

験
が
、
彼
の
「
通
約
的
」
と
さ
れ
る
「
宗
教
多
元
主
義
」
理
論
と
深
く
結
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そ
う
い
う
意
味
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
は
宗
教
そ
の
も
の
が
世
俗
的
で
あ

り
、「
政
教
一
致
」
は
「
政
治
が
宗
教
的
規
範
に
従
う
」
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
多
数
派
を
占
め
る
国
々
で

は
、
多
く
の
場
合
、
憲
法
で
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
定
め
て
い
る
の
は
こ

の
た
め
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
「
政
教
一
致
」
は
、
あ
く
ま

で
も
宗
教
的
な
理
念
で
あ
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
社

会
で
は
歴
史
上
、
政
治
が
宗
教
的
規
範
に
従
っ
た
理
想
的
な
社
会
は
実
現

し
た
こ
と
が
な
い
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
は
そ
の
草
創
期
に
お
い
て
は
、
特
定
の
政
治
的
権
力
構
造

が
未
発
達
と
い
う
状
況
下
で
、
ま
ず
は
純
粋
に
「
新
興
宗
教
」
と
し
て
発

生
し
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
創
始
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
生
ま
れ
故
郷
の
マ

ッ
カ
か
ら
マ
デ
ィ
ー
ナ
へ
移
住
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
）
し
、
そ
こ
で
新
た
に
教
団

を
立
ち
上
げ
る
事
態
に
直
面
し
た
際
に
、
縁
の
な
い
新
た
な
土
地
で
信
徒

の
生
存
を
可
能
と
し
、
さ
ら
に
信
徒
の
共
同
体
ウ
ン
マ
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
創
始
者
の
指
揮
の
も
と
で
社
会
の
統
合
を
図
る
必
要
性
に
迫
ら

れ
て
い
っ
た
。
移
住
後
の
新
興
集
団
は
マ
ッ
カ
の
未
熟
な
政
治
的
商
業
的

勢
力
に
対
抗
し
て
正
面
か
ら
の
挑
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
に
、
や
が

て
ム
ハ
ン
マ
ド
と
信
徒
集
団
は
マ
デ
ィ
ー
ナ
で
成
立
し
た
新
し
い
共
同
体

を
率
い
て
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
政
治
的
に
統
一
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
が
宗
教
共
同
体
「
ウ
ン
マ
」
を
中
心
と
す
る
政
教
一
致
的

な
理
想
を
も
つ
宗
教
と
な
っ
て
い
っ
た
過
程
に
は
、
歴
史
的
だ
け
で
な
く

教
義
的
な
必
然
性
も
み
ら
れ
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
「
人
間
」
を
、
社
会

性
を
も
っ
た
自
然
な
存
在
と
し
て
包
括
的
に
把
握
す
る
思
想
が
存
在
し
て

お
り
、
人
間
の
精
神
生
活
や
霊
的
側
面
の
み
を
宗
教
の
対
象
と
し
て
重
要

視
す
る
こ
と
は
な
い
。
ク
ル
ア
ー
ン
に
み
ら
れ
る
神
の
命
令
も
、
ハ
デ
ィ

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

し
か
し
、
従
来
の
「
宗
教
多
元
主
義
」
は
「
宗
教
」
の
こ
の
種
の
多
元

性
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
本
来
、
ヒ
ッ
ク
の
「
通
約
的
宗
教
多
元
主

義
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
伝
統
を
唯
一
の
「
実
在
」
に
対
す
る
独
自
の
応
答
と

見
て
、
そ
れ
ら
の
多
様
性
と
そ
れ
に
基
づ
く
対
立
や
衝
突
を
「
実
在
」
へ

の
理
解
を
深
め
る
重
要
な
契
機
と
認
め
る
立
場
で
あ
る
。
上
述
の
新
た
な

次
元
の
相
違
に
加
え
、
諸
伝
統
の
公
的
領
域
で
の
対
立
や
衝
突
の
意
味
の

考
察
を
も
「
実
在
」
へ
の
希
有
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
考
え
る
姿
勢

が
、「
相
対
主
義
」
と
自
ら
を
区
別
す
る
「
宗
教
多
元
主
義
」
に
は
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

公
共
宗
教
と
し
て
み
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
普
遍
性
と
世
俗
性

塩
尻
　
和
子

　

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
全
知
全
能
の
絶
対
的
な
神
を
奉
じ
る
が
故
に
、
人

間
に
対
し
て
は
政
治
的
次
元
で
も
文
化
的
次
元
で
も
、
片
務
契
約
が
課
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
政
治
や
社
会
に
お
い
て
も
主
権
者
は
神
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
宗
教
運
動
の
早
期
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
対
し
て
神
こ
そ
が
主
権
者
と
な
り
、
政
治
は
宗
教
に
従
属
す
る
も
の

と
な
っ
た
点
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
公
共
宗
教
と
し
て
の
特
質
と
な
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
統
治
者
た
ち
、
カ
リ
フ
も
国
王
も
、
彼
ら
が
イ
ス
ラ

ー
ム
法
を
遵
守
す
る
限
り
、
つ
ま
り
神
の
命
令
に
従
う
限
り
に
お
い
て
、

神
に
よ
っ
て
初
め
て
政
治
的
権
威
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
神
の

意
思
が
そ
の
統
治
者
か
ら
別
の
人
物
に
移
っ
た
と
「
信
徒
の
共
同
体
ウ
ン

マ
」
か
ら
判
断
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
統
治
者
は
排
除
さ
れ
、
政
権
交
代
劇
が

起
こ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
王
権
や
統
治
権
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
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象
限
が
、
宗
教
性
と
公
共
性
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
双
方
を
欠
く
の
に

対
し
て
、
二
象
限
は
双
方
を
実
現
し
得
る
タ
イ
プ
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、

本
パ
ネ
ル
の
課
題
設
定
に
即
し
た
結
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
コ
メ
ン

テ
ー
タ
は
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
教
義
的
に
は
宗
教
性
を
表
出
し
得
な
い
が
、

儀
礼
と
い
う
形
で
宗
教
性
、
超
越
性
、
聖
性
、「
他
界
」
性
を
直
接
表
出

で
き
る
こ
と
、
し
か
し
そ
こ
で
表
出
さ
れ
る
も
の
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
見
る

視
力
が
な
い
研
究
者
に
は
、
こ
れ
は
一
象
限
と
区
別
で
き
な
い
だ
ろ
う
こ

と
を
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

菅
は
、
総
動
員
体
制
期
の
経
済
が
、
い
か
に
し
て
統
制
し
得
た
か
、
そ

の
自
覚
的
な
思
想
を
当
事
者
と
し
て
展
開
し
た
、
難
波
田
春
夫
の
思
想
の

再
検
討
を
中
心
に
し
た
。
ヨ
コ
の
領
域
「
家
・
郷
土
・
国
体
」
の
う
ち
、

私
的
領
域
お
よ
び
民
俗
社
会
に
重
な
る
家
と
郷
土
が
、
神
話
的
な
根
拠
を

持
つ
国
体
に
包
括
さ
れ
た
こ
と
で
、
政
治
が
全
経
済
を
統
制
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
、
と
分
析
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
神
話

に
は
統
治
の
正
統
性
を
語
る
「
政
治
神
話
」
の
ほ
か
に
、
自
然
界
を
語
る

「
自
然
神
話
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
身
近
な
人
間
関
係
を
語
る
「
生
活
神

話
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ロ
マ
ン
」
も
あ
っ
て
、
神
話
と
い
う
、「
他
界
」
を

語
る
要
素
は
、
政
治
的
動
員
の
根
拠
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
生
活
世
界
を

擁
護
す
る
根
拠
と
し
て
も
機
能
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　

保
呂
は
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
の
理
論
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会

実
践
を
再
検
討
し
、
理
論
的
に
は
、
多
元
主
義
が
前
提
と
す
る
「
実
在
」

そ
の
も
の
が
多
様
な
の
で
は
な
い
か
、
実
践
的
に
は
、
原
理
原
則
が
先
鋭

化
し
な
い
ソ
フ
ト
な
問
題
に
は
役
立
っ
て
も
、
最
前
線
で
は
役
立
た
な
い

の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
宗
教

ー
ス
か
ら
得
ら
れ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
の
指
導
も
、
精
神
生
活
、
日
常
生
活
、

社
会
的
活
動
か
ら
政
治
や
国
際
関
係
、
経
済
活
動
な
ど
に
い
た
る
ま
で
、

人
間
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
事
態
を
対
象
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
信

徒
は
日
常
生
活
こ
そ
を
修
行
の
場
と
し
て
宗
教
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
と
イ
ス
ラ
ー
ム
は
単
に
「
信
じ
ら
れ
る
」
だ

け
で
は
な
く
「
生
き
ら
れ
る
」
宗
教
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
草
創
期
か
ら
宗
教
教
義
を
基
盤
と
し
た
政
治
性
・
社
会
性
を
構
築

し
、
宗
教
そ
の
も
の
を
構
造
的
に
政
治
的
支
配
の
大
義
名
分
と
し
て
用
い

て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
宗
教
の
「
公
共
性
」
こ
そ
が
「
神
の

正
義
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
大
原
則
に
基
づ
け
ば
、
大
規
模
な

伝
播
の
過
程
で
生
じ
る
地
域
的
民
族
的
な
固
有
性
と
の
確
執
は
、
何
ら
問

題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
創
始
者
で
あ
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
去
か

ら
一
〇
〇
年
も
し
な
い
う
ち
に
西
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
広
が
っ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
基
本
的
な
教
義
と
儀
礼
（
六
信
五
行
）
を
遵
守
し
さ

え
す
れ
ば
、
各
地
の
土
着
の
習
俗
や
民
間
信
仰
の
伝
統
と
融
合
す
る
こ
と

を
、
あ
る
い
は
伝
統
文
化
と
共
存
し
て
地
域
性
の
あ
る
信
仰
形
態
を
形
成

す
る
こ
と
を
、
い
と
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
多
元
性
と
世
俗

性
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
驚
異
的
な
伝
播
を
助
け
た
の
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト

津
城
　
寛
文

　

武
藤
は
、「
内
的
・
外
的
」「
利
他
的
・
自
利
的
」
と
い
う
二
つ
の
軸
を

交
差
さ
せ
て
、
宗
教
間
対
話
の
四
象
限
図
を
導
く
と
い
う
、
モ
デ
ル
的
な

作
業
を
出
発
点
と
し
て
、
四
つ
の
タ
イ
プ
の
宗
教
間
対
話
が
、「
公
的
領

域
」
一
般
と
ど
う
か
か
わ
る
か
、
と
設
問
し
た
。
一
象
限
、
三
象
限
、
四
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と
当
然
代
表
者
が
出
て
く
る
が
、
個
人
単
位
の
参
加
を
募
る
集
ま
り
で
あ

れ
ば
、
個
人
が
参
加
す
る
例
が
あ
る
こ
と
、
と
応
答
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

津
城
　
寛
文

　

宗
教
の
多
元
性
・
多
様
性
は
事
実
の
記
述
で
あ
り
、
宗
教
多
元
主
義
は

規
範
の
提
案
で
あ
る
。
多
元
性
・
多
元
主
義
は
、
宗
教
・
宗
派
相
互
の
間

で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
・
宗
派
の
内
部
に

も
、
一
枚
岩
で
な
い
多
様
性
、
多
元
性
が
あ
る
。
こ
の
内
的
・
外
的
な
多

元
性
が
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
多
元
的
な
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
公
的
機

能
を
果
た
す
か
、
と
い
う
の
が
、
こ
の
パ
ネ
ル
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
公
的
領
域
の
多
元
性
を
踏
ま
え
、
公
共
宗
教
論
を
サ
ブ

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
多
種
多
様
な
宗
教
現
象
を
包
括
的
に
扱
う
こ
と
で
、

宗
教
・
宗
派
を
超
え
た
、
そ
れ
ら
の
個
別
の
相
互
関
係
を
も
超
え
た
、
全

体
と
し
て
の
宗
教
を
視
野
に
収
め
た
議
論
を
目
指
し
て
い
る
。

　

サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と
な
る
公
共
宗
教
論
は
、
代
表
者
の
『〈
公
共
宗
教
〉

の
光
と
影
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
）、『
社
会
的
宗
教
と
他
界
的
宗
教
の

あ
い
だ
│
│
見
え
隠
れ
す
る
死
者
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
）
で
展

開
さ
れ
た
三
つ
の
ス
キ
ー
ム
を
叩
き
台
と
す
る
。

　

一
つ
め
は
、
宗
教
・
政
治
・
文
化
の
三
領
域
の
相
互
動
員
に
よ
る
、
六

つ
の
公
共
宗
教
の
モ
デ
ル
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
に
よ
る
宗
教
の

動
員
（
政
治
の
宗
教
化
）、
政
治
に
よ
る
文
化
の
動
員
（
政
治
の
文
化
化
）、

文
化
に
よ
る
宗
教
の
動
員
（
文
化
の
宗
教
化
）。
文
化
に
よ
る
政
治
の
動

員
（
文
化
の
政
治
化
）、
宗
教
に
よ
る
政
治
の
動
員
（
宗
教
の
政
治
化
）、

宗
教
に
よ
る
文
化
の
動
員
（
宗
教
の
文
化
化
）
の
六
つ
が
提
案
さ
れ
る
。

的
な
価
値
世
界
に
は
、
ヒ
ッ
ク
が
要
請
す
る
よ
う
な
究
極
の
「
実
在
」
ば

か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
超
越
の
度
合
い
が
信
仰
さ
れ
て
き
て
、
理
論

的
に
も
実
践
的
に
も
、
そ
の
遠
近
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　

塩
尻
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
も
と
も
と
政
教
一
致
的
な
信
仰
体
系
で
あ
る

こ
と
を
概
説
し
た
う
え
で
、
現
実
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
は
ほ
ぼ
世
俗

的
な
世
界
で
、
理
想
的
な
政
教
一
致
は
実
現
し
た
こ
と
は
な
い
こ
と
、
ま

た
現
代
の
国
際
世
界
の
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義

は
、
歴
史
的
に
公
共
性
を
得
た
こ
と
は
な
く
、
ウ
ン
マ
全
体
か
ら
見
れ
ば

私
的
領
域
の
私
的
行
為
に
す
ぎ
な
い
と
、
理
想
と
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト
し
た
の
に

加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
公
共
性
が
ウ
ン
マ
全
体
で
実
現
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
究
極
の
民
主
主
義
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
た
。

　

質
疑
で
は
、（
一
）「
仏
」
へ
の
言
及
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
、（
二
）全
体

世
界
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
マ
ン
ダ
ラ
へ
の
言
及
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
、（
三
）宗
教
や
文
化
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
相
対
主
義
が
批
判
的
に
用

い
ら
れ
る
が
、
多
元
主
義
と
ど
う
違
う
の
か
、（
四
）宗
教
間
対
話
に
は
教

団
の
代
表
し
か
参
加
で
き
ず
、
私
的
な
宗
教
者
が
個
人
と
し
て
参
加
で
き

な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
、
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

（
一
）仏
教
研
究
者
が
入
っ
て
い
な
い
が
、
究
極
の
「
実
在
」
の
表
現
と
し

て
当
然
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、（
二
）全
体
世
界
を
マ
ン
ダ
ラ
と
呼
ん
で

同
じ
よ
う
に
考
え
得
る
こ
と
、（
三
）多
元
主
義
が
価
値
語
、
相
対
主
義
が

批
判
語
に
な
っ
て
お
り
、
用
語
の
選
択
は
そ
の
行
使
で
あ
る
こ
と
、（
四
）

募
集
す
る
側
の
テ
ー
マ
が
そ
う
い
う
い
う
教
団
組
織
を
前
提
と
し
て
い
る
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総
力
戦
下
の
宗
教
系
大
学
・
専
門
学
校
に
お
け
る

「
理
念
」
の
変
質

代
表
者
・
司
会　

江
島
尚
俊

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

柴
田
泰
山

靖
国
神
社
事
件
以
降
の
上
智
大
学
は
い
か
に
総
力
戦
体
制
に
対
応
し
た
か

ケ
イ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
マ
ン
・
ナ
カ
イ

　

大
正
二
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
昭
和
三
年
に
大
学
令

大
学
に
昇
格
し
た
上
智
大
学
は
、
戦
前
に
お
け
る
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系

高
等
教
育
機
関
（
男
子
向
け
）
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
大
学
よ

り
創
立
が
か
な
り
遅
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
間
の
対
話

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
時
代
に
、
上
智
大
学
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
大
学

と
共
通
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
概
ね
孤
立
的
に
そ
の
問
題
に
対
処

し
、
自
分
な
り
の
道
の
り
を
歩
ん
だ
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
大
学
と
の
違
い
の
一
つ
は
、
学
校
に
お
け
る
政
教

分
離
に
関
す
る
国
家
の
方
針
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
大
学
創
立
者
が
来

日
し
た
の
が
、
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
発
布
（
明
治
三
二
年
）
の
十
年
後

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
上
智
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
学
校
が
訓
令
を

め
ぐ
っ
て
経
験
し
た
ト
ラ
ウ
マ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
宗
派
に
対
し
て
強
い
競
争
意
識
を
持
っ
て
い
た
大
学
創
立
者
は
、
宣

教
師
と
し
て
、
よ
り
「
正
し
い
」
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
を
日
本
思
想
界
に

伝
え
る
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
は
い
た
が
、
初
め
か
ら
教
育
に
お
け
る
政
教

分
離
原
則
を
受
け
入
れ
、
公
然
た
る
宗
教
的
行
為
や
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す

る
科
目
を
教
育
現
場
か
ら
取
り
除
い
た
。「
布
教
学
校
」
と
違
い
、「
学
校

　

二
つ
め
は
、
こ
の
六
つ
の
諸
タ
イ
プ
が
、
公
的
領
域
（
国
家
、
政
治
社

会
、
市
民
社
会
、
お
よ
び
民
俗
社
会
の
五
つ
）
に
展
開
す
る
、
三
〇
の
タ

イ
プ
の
公
共
宗
教
の
モ
デ
ル
化
で
あ
る
。

　

三
つ
め
は
、
こ
う
し
た
社
会
領
域
で
の
宗
教
の
展
開
に
、
他
界
（
超
自

然
、
超
越
）
が
ど
う
か
か
わ
る
か
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

諸
宗
教
は
、
私
的
領
域
を
含
む
六
つ
の
「
社
会
」
的
領
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
順
逆
の
機
能
を
果
た
す
。
他
方
、
宗
教
一
般
は
、
超
自
然
や
超
越
性

な
ど
、
い
わ
ば
「
他
界
」
的
領
域
が
か
か
わ
っ
て
く
る
と
い
う
、
他
の
文

化
と
最
も
異
な
っ
た
独
自
性
が
あ
る
。
こ
の
二
方
向
の
捉
え
方
を
前
提
と

し
て
、
各
発
表
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
対
象
、
研
究
方
法
が
限
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、「
社
会
」
全
体
、「
他
界
」
全

体
の
中
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る
。

　

宗
教
の
多
様
な
タ
イ
プ
、
社
会
領
域
の
多
元
性
、「
社
会
」
と
「
他
界
」

の
多
様
な
関
係
性
へ
の
配
慮
は
、
宗
教
学
全
体
と
し
て
は
実
現
さ
れ
て
い

る
が
、
個
々
の
研
究
は
、
方
法
や
対
象
を
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、

全
体
性
が
失
わ
れ
る
の
は
、
不
可
避
で
は
あ
る
。
た
だ
し
、
自
他
の
研
究

の
限
定
性
を
自
覚
し
、
全
体
の
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
に
気
づ
い

て
い
る
こ
と
は
、
つ
ね
に
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
諸

宗
教
が
展
開
す
る
社
会
的
、
他
界
的
な
場
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
拡
げ
る
仕

掛
け
を
作
っ
て
お
き
た
い
。
三
つ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
で

あ
る
。

　

各
発
表
は
、
こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
て
、
緻
密
な
調
査
と
慎
重
な
分

析
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
現
象
を
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
に
研
究
し
つ
つ
、

対
外
的
に
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヴ
な
視
野
を
開
く
と
い
う
、
複
眼
的
な
作
業

を
同
時
並
行
す
る
。
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営
み
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
。
両
方
と
も
学
外
（
そ
し
て
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
以
外
）
の
研
究
者
の
参
与
を
広
く
求
め
よ
う
と
し
、
姉
崎
正

治
や
村
上
直
次
郎
の
よ
う
な
日
本
の
学
界
を
代
表
す
る
学
者
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。『
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ニ
ポ
ニ
カ
』
に
掲
載
さ
れ
た
論

文
の
範
囲
は
よ
り
広
か
っ
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
所
の
核
心
テ
ー

マ
で
あ
る
十
六
・
十
七
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
史
も
基
本
研

究
分
野
と
し
て
据
え
置
い
た
。「
キ
リ
ス
ト
教
史
」
よ
り
も
「
キ
リ
シ
タ

ン
史
」
に
焦
点
を
置
い
た
こ
と
は
、
趣
旨
は
布
教
で
は
な
く
、
学
術
研
究

で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
と
同
時
に
、「
キ
リ
ス
ト
教
史
」
を
日
本
史
の

な
か
に
取
り
込
む
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
は
、
上
智
大
学
に
と
っ
て
、
日

本
精
神
、
文
化
、
歴
史
の
中
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
大
学
と
し
て
の
自

ら
の
位
置
を
捉
え
直
す
時
期
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

護
法
か
ら
国
益
へ

│
│ 

総
力
戦
体
制
下
に
お
け
る
大
正
大
学
を
中
心
に 

│
│

三
浦
　
　
周

　

国
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
資
源
化
し
動
員
し
よ
う
と
す
る
総
力
戦
体

制
を
近
代
国
民
国
家
の
必
然
と
み
る
動
員
史
観
に
お
い
て
は
大
学
も
そ
の

例
外
と
な
り
得
な
い
。
こ
の
動
員
を
可
能
と
す
る
大
学
に
お
け
る
理
念
の

読
み
替
え
に
つ
い
て
、
仏
教
系
大
学
で
あ
る
大
正
大
学
を
例
に
検
証
す

る
。

　

現
在
、
大
正
大
学
公
式
サ
イ
ト
に
は
創
立
時
よ
り
の
建
学
の
理
念
と
し

て
「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
戦
前
の
刊
行
物

等
に
こ
の
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
創
立
記
念
式
典
に
お

の
範
囲
内
に
は
宗
教
教
育
が
な
く
、
共
同
の
礼
拝
も
如
何
な
る
種
類
の
宗

教
的
修
業
も
な
く
、
神
学
上
の
課
目
も
な
く
教
会
史
的
、
教
義
史
的
、
キ

リ
ス
ト
教
道
徳
的
、
教
会
法
的
諸
問
題
に
関
す
る
講
義
も
な
い
」
と
社
会

に
対
し
て
自
慢
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（『
上
智
大
学
創
立
弐
拾
五
年
記
念
』

昭
和
一
三
年
）。

　

し
か
し
、
国
家
の
政
教
分
離
政
策
と
は
順
調
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
反

面
、
上
智
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
日
本
文
化
、
特
に
そ
の
「
精
神
的
」
要
素

に
対
応
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
躓
き
、
辛
い
経
験
も
し
た
。
神
社
参
拝
や

神
道
と
何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
と
思
わ
れ
て
い
た
国
家
式
日
の
儀
式
な
ど

と
距
離
を
置
く
よ
う
努
め
、
こ
の
懸
念
は
、
昭
和
七
年
に
靖
国
神
社
非
参

拝
事
件
に
進
展
し
、
社
会
的
な
波
乱
を
起
こ
し
た
。
大
学
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
そ
の
存
続
さ
え
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
件
を
契

機
に
事
態
は
新
し
い
展
開
を
見
せ
は
じ
め
た
。
神
社
参
拝
を
め
ぐ
る
問
題

の
解
決
を
探
る
中
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
参
拝
を
宗
教
的
行
為
で
は
な

く
、
愛
国
心
や
忠
誠
を
表
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
転
回
を
踏
ま
え
、
上
智
大
学
は
入
学
式
な
ど
に
明
治
神
宮
へ
の
参
拝
を

導
入
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
大
学
の
中
で
先
陣
を
切
っ
て
、
式
日
に
教
育

勅
語
を
奉
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
の
指
導
者
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
教

育
伝
統
が
精
神
訓
練
に
重
き
を
置
く
こ
と
と
、
当
時
の
「
精
神
動
員
」
に

対
す
る
期
待
を
微
妙
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
文
化
や

歴
史
の
研
究
に
真
剣
に
取
り
組
む
兆
し
も
着
実
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
兆
し
の
中
で
も
、
二
つ
の
動
き
は
特
記
に
値
す
る
。
一
つ
は
日
本

文
化
に
関
す
る
西
洋
語
（
主
に
ド
イ
ツ
語
や
英
語
）
の
学
術
雑
誌
『
モ
ニ

ュ
メ
ン
タ
・
ニ
ポ
ニ
カ
』
の
創
立
（
昭
和
十
三
年
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
所
の
設
立
（
昭
和
十
四
年
）
で
あ
る
。
二
つ
の
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て
時
勢
の
認
識
謬
ら
ず
無
我
の
信
念
に
立
脚
し
て
仏
道
の
実
践
に
努
む
べ

し
」（
日
常
生
活
の
本
体
）
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
空
理
空

論
で
な
い
学
問
は
、
実
践
を
伴
い
、
時
勢
の
認
識
を
謬
ら
な
い
。
こ
う
し

た
学
問
の
教
授
＝
教
育
に
よ
り
「
大
東
亜
の
盟
主
た
る
日
本
の
将
来
を
担

う
に
足
る
人
物
を
養
成
す
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
読
み
替
え
は
乖
離
し
た
学
問
と
信
仰
の
再
統
合
を
意
味
し
、

そ
れ
は
寺
院
に
役
立
つ
仏
教
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
に
役
立
つ
仏
教
で
も

あ
る
。
い
わ
ば
実
学
と
し
て
の
仏
教
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ

が
皇
道
仏
教
・
戦
時
教
学
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
理
念
の
読
み
替
え
＝
実
学
と
し
て
の
仏
教
の
実
際
と
し
て
中
野
隆

元
の
伝
道
学
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
標
準
語
の
指
導
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。
中
野
は
「
現
時
局
下
に
於
て
日
本
僧
侶
た
る
も
の
が
外
語
（
英

語
や
馬
来
語
迄
語
れ
て
も
）
が
出
来
て
も
日
本
語
が
自
由
に
正
確
に
語
れ

ず
、
思
想
発
表
の
文
章
も
出
来
ざ
る
よ
う
で
は
な
ら
ぬ
」
と
す
る
が
、
文

中
、
国
語
・
標
準
語
・
日
本
語
を
使
い
分
け
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
語
を

国
語
と
し
な
い
日
本
語
話
者
を
想
定
し
て
の
区
別
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

大
東
亜
共
栄
圏
に
お
け
る
皇
道
仏
教
の
布
教
を
念
頭
に
標
準
語
指
導
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
大
正
大
学
に
お
け
る
理
念
の
読
み
替
え
を
み
た
が
、
こ
う
し
た

言
説
は
仏
教
史
に
還
元
さ
れ
る
際
、
被
虐
史
観
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
仏

教
系
大
学
の
設
立
も
含
め
、
近
代
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
諸
活
動
は
諸
宗

同
徳
会
盟
の
八
ヶ
条
の
課
題
（
一
八
六
八
）
に
即
し
て
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
第
一
条
で
王
法
仏
法
不
離
之
論
と
自
身
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
規
定
し
た
以
上
、
護
法
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
読

み
替
え
＝
皇
道
仏
教
は
自
己
実
現
で
あ
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

け
る
初
代
学
長
澤
柳
政
太
郎
の
式
辞
中
の
「
大
乗
仏
教
的
精
神
」
に
拠
る

と
『
五
十
年
略
史
』（
一
九
七
六
）
は
指
摘
す
る
。
同
じ
く
校
章
の
説
明
に

お
い
て
、
大
正
大
学
は
「
イ
ン
ド
仏
教
研
究
の
叢
林
で
あ
る
那
蘭
陀
寺
」

の
再
現
と
さ
れ
て
い
る
。
典
拠
は
文
部
省
教
学
局
発
企
二
三
号
へ
の
答
申

「
校
旗
制
定
由
来
」
で
あ
り
、
そ
の
制
定
は
創
立
記
念
式
典
前
夜
の
一
九

二
六
年
一
一
月
五
日
と
さ
れ
る
。
公
式
サ
イ
ト
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
こ

れ
ら
が
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
正
大
学
に
は
忘
れ
ら
れ
た
建
学
の
精
神
が
存
在
す
る
。
一

九
四
一
年
一
月
一
八
日
の
総
務
会
で
承
認
さ
れ
た
「
本
学
綱
領
」（
以
下
、

綱
領
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
皇
道
の
大
義
と
聖
徳
太
子
の
仏
教
精
神
に

基
き
正
法
護
国
の
本
領
を
発
揮
す
べ
し
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
綱
領
は
信
条
・
建
学
の
精
神
・
学
風
・
日
常
生
活
の
本
体
の
四
条

か
ら
な
る
が
、
す
べ
て
「
べ
し
」
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
助
動
詞
は
「
〜
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
義
務
の
意
味
で
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
正
法
護
国
の
本
領
発
揮
を
命
令
・
強
制
す
る
の
は
皇
道
の
大
義
・

聖
徳
太
子
の
仏
教
精
神
と
い
う
規
範
で
あ
る
。
こ
の
規
範
を
絶
対
的
・
普

遍
的
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
大
正
大
学
の
理
念
は
読
み
替
え
ら
れ
た

と
い
え
よ
う
。
那
蘭
陀
寺
に
皇
道
・
聖
徳
太
子
は
存
在
し
な
い
。

　

つ
づ
い
て
、
こ
の
読
み
替
え
を
学
生
の
所
感
・
教
員
の
意
見
と
い
う
観

点
か
ら
み
て
み
よ
う
。『
大
学
教
授
評
判
記
』（
一
九
三
五
）
に
は
学
問
と

信
仰
の
乖
離
に
悩
む
学
生
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
九
四
二
年

に
大
学
当
局
が
教
員
に
下
し
た
「
五
ヶ
条
の
諮
問
」
へ
の
答
申
を
み
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
学
問
と
信
仰
を
矛
盾
す
る
も
の
と
は
捉
え
て
い

な
い
。「
講
義
内
容
が
信
仰
を
基
本
と
す
べ
き
も
の
に
し
て
単
な
る
学
事

に
終
わ
る
べ
き
に
非
ず
」
と
い
っ
た
意
見
は
、
綱
領
の
「
学
解
に
精
進
し
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れ
た
。

　

そ
れ
ら
神
学
校
に
お
け
る
理
念
は
「
日
本
基
督
教
」
と
表
現
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
三
校
の
目
的
と
し
て
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
ヲ
奉
戴
シ
日
本

基
督
教
神
学
ニ
基
キ
基
督
教
ノ
教
師
ヲ
養
成
ス
」
と
い
う
文
言
が
掲
げ
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
理
念
に
従
い
、
統
合
さ
れ
た
神
学
校
に
お
い
て
は
と
く

に
「
日
本
」
を
学
ぶ
こ
と
、「
国
体
の
本
義
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り

「
日
本
精
神
」
や
日
本
の
国
体
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
欧
米
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
神

学
校
像
と
は
異
な
る
、
外
国
教
会
か
ら
独
立
し
「
大
東
亜
」
の
た
め
に
も

日
本
の
教
会
と
の
繋
が
り
を
保
つ
も
の
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

統
合
さ
れ
た
既
存
の
諸
神
学
校
は
基
本
的
に
協
力
的
な
態
度
を
と
り
、

例
え
ば
日
本
東
部
神
学
校
の
母
体
と
な
っ
た
日
本
神
学
校
も
そ
う
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
他
方
で
、
日
本
基
督
教
団
に
協
力
的
で
あ
り
な
が
ら
も
独
自

の
論
理
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
立
を
保
っ
た
同
志
社
大
学
神
学
科

や
、
そ
の
「
日
本
化
」
に
抵
抗
し
廃
止
し
た
中
央
神
学
校
な
ど
、
排
除
と

言
い
得
る
事
例
も
存
在
し
た
。

　

神
学
校
の
理
念
が
「
読
み
替
え
」
ら
れ
た
と
同
時
に
そ
の
教
師
像
も
変

容
し
た
。
国
民
の
「
精
神
」
や
「
思
想
」
の
教
化
を
通
じ
て
社
会
全
体
に

奉
仕
す
る
者
と
し
て
の
教
師
と
い
う
考
え
方
が
主
に
国
家
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
宗
教
人
」
と
し
て
当
時
の
社
会
に
適
合
的
な
日
本
人

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
、「
思
想
戦
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
戦

争
に
お
い
て
国
民
の
精
神
を
指
導
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
期
待
さ
れ
た
役
割
は
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
も
受
容
さ
れ
た
。

　

一
九
四
四
年
に
日
本
東
部
神
学
校
と
日
本
西
部
神
学
校
が
統
合
し
、
日

総
力
戦
体
制
下
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
神
学
校
の
変
容齋

藤
　
崇
德

　

本
報
告
の
目
的
は
、
戦
時
期
に
お
け
る
日
本
基
督
教
団
の
神
学
校
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
、
宗
教
教
師
養
成
機
関
と
し
て
の
神
学
校
が

総
力
戦
体
制
下
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
多
く
の
キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
と
は
異
な
る
役
割
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
、
教
師

を
養
成
す
る
神
学
校
が
何
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
か
と
い

う
点
に
着
目
す
る
。

　

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
多
数
存
在
し
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
神

学
校
は
、
戦
時
期
に
日
本
基
督
教
団
の
成
立
を
可
能
に
し
た
「
統
合
」
と

い
う
思
想
と
同
じ
よ
う
に
「
統
合
」
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
戦
時
下
日

本
「
唯
一
」
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
制
度
的
に
結
合
し
、
ひ
い
て
は

当
時
の
国
家
の
体
制
に
直
接
貢
献
可
能
な
も
の
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
、

そ
こ
で
養
成
さ
れ
る
教
師
も
こ
の
意
味
づ
け
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
神
学
校
と
い
う
制
度
と
そ
の
理
念
お

よ
び
教
師
像
が
そ
の
体
制
に
適
合
す
る
よ
う
に
「
読
み
替
え
」
ら
れ
た
と

言
え
る
。

　

一
九
四
一
年
に
成
立
し
た
日
本
基
督
教
団
は
、
多
数
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
が
戦
時
下
に
お
い
て
合
同
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
が
、
同
じ
よ
う

に
そ
れ
ら
教
会
の
神
学
校
も
日
本
東
部
神
学
校
、
日
本
西
部
神
学
校
、
日

本
女
子
神
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。
神
学
校
の
統
合
は
日
本
基
督
教
団
の
統

合
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
「
時
局
」
に
適
合
す
る
も
の

だ
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド
の

影
響
か
ら
離
れ
た
神
学
校
と
日
本
の
教
会
と
の
関
係
性
が
成
立
し
た
と
さ
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己
実
現
の
姿
で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
時
下
に
日
本
が
敵
対
視
し
て
い
た
西

洋
は
ま
さ
に
幻
想
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
幻
想
を
対
象
化
し
た
日
本
も
幻
想

の
東
洋
の
中
に
あ
る
存
在
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
齋
藤
崇
德
氏
は
「
総
力

戦
体
制
下
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
神
学
校
の
変
容
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
戦
時
下
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
神
学
校
が
、
激
変
す
る

時
代
の
中
で
い
か
に
自
己
の
存
続
を
図
ろ
う
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
神
学
校
と
い
う
教
師
を
養
成
し
研
究
を
行
う
高
等
教

育
機
関
の
内
部
の
変
化
を
通
じ
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
三
発
表
は
、
戦
時
中
に
宗
教
系
大
学
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
も

と
で
い
わ
ゆ
る
総
力
戦
体
制
と
い
う
時
代
の
潮
流
に
自
ら
を
迎
合
さ
せ
て

い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
主
題
で
あ
り
、
三
氏
と
も
に
「
読
み
替
え
」
と

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
大
学
の
自
己
変
容
」
を
指
摘
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
柴
田
か
ら
三
氏
に
対
し
て
共
通
の
質
問
と
し
て
「
何
が
、
な
ぜ

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
読
み
替
え
ら
れ
た
の
か
」
と
い
う
質
問
、
お
よ
び

「
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
後
、
そ
の
読
み
替
え
は
ど
う
な
っ
た
の
か
」

と
い
う
質
問
を
行
っ
た
。
ま
た
個
別
な
質
問
と
し
て
、
ケ
イ
ト
・
ワ
イ
ル

ド
マ
ン
・
ナ
カ
イ
氏
に
は
「
戦
時
中
、
国
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
団
は
、

「
天
皇
」
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
」
お
よ
び
「
そ
の
天

皇
観
を
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
ド
を
は
じ
め
他
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
は

ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
」
を
問
う
た
。
三
浦
氏
に
は
「
皇
道
仏
教
は

日
本
仏
教
の
自
己
実
現
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
も
と
全
一
的
思
想
で

あ
る
華
厳
的
な
世
界
観
の
性
格
が
色
濃
い
日
本
仏
教
に
と
っ
て
、
こ
の
国

の
仏
教
史
の
ひ
と
つ
の
極
点
で
あ
る
戦
時
中
の
天
皇
帰
一
論
は
当
時
の
日

本
仏
教
の
理
念
と
理
想
の
自
己
実
現
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
の
か
」
お
よ

本
基
督
教
神
学
専
門
学
校
と
日
本
基
督
教
女
子
神
学
専
門
学
校
の
体
制
に

な
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
大
き
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
に
は
東
京
神
学
大
学
と
な
り
再
び
教
会
と
学
校
と

の
繋
が
り
が
強
調
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
分
裂
し
た
教
派
に
よ
る
神
学
校

も
作
ら
れ
て
い
く
。

　

総
力
戦
体
制
下
に
成
立
し
た
構
造
は
戦
後
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
戦
時

下
に
お
い
て
日
本
社
会
独
自
の
、
日
本
社
会
の
た
め
の
公
の
教
会
、
さ
ら

に
そ
れ
に
貢
献
す
る
神
学
校
と
い
う
構
造
が
成
立
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
宗
教
教
師
の
養
成
を
行
う
神
学
校
特
有
の
体
制
に
貢
献
す

る
回
路
が
開
か
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

コ
メ
ン
ト

柴
田
　
泰
山

　

こ
の
パ
ネ
ル
は
近
代
に
お
け
る
大
学
と
宗
教
の
関
係
性
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
と
視
座
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
「
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
」
の

第
二
巻
、『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗
教
』（
以
下
、
本
書
と
呼
称
）
を
受
け

た
内
容
で
、
以
下
の
個
々
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

ケ
イ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
マ
ン
・
ナ
カ
イ
氏
は
「
靖
国
神
社
事
件
以
降
の
上

智
大
学
は
い
か
に
総
力
戦
体
制
に
対
応
し
た
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

戦
時
下
に
お
け
る
上
智
大
学
が
ど
の
よ
う
に
「
日
本
精
神
」
を
受
容
し
、

か
つ
そ
の
受
容
に
と
も
な
い
大
学
内
の
理
念
を
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
あ
げ
て
説
明
を
行
っ
た
。
三
浦
周
氏

は
「
護
法
か
ら
国
益
へ
―
総
力
戦
体
制
下
に
お
け
る
大
正
大
学
を
中
心
に

―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
大
正
大
学
に
お
け
る
教
授
陣
の
発
言
な
ど
を

通
じ
、
戦
時
下
の
日
本
仏
教
が
目
指
し
た
皇
道
仏
教
が
、
日
本
仏
教
の
自
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

江
島
　
尚
俊

　

本
パ
ネ
ル
は
、『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅱ　

戦
時
日
本
の
大
学
と
宗

教
』（
二
〇
一
七
）
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
に
基
づ
き
昭
和
前
期
の
宗
教
系

大
学
・
専
門
学
校
に
お
け
る
「
理
念
」
の
変
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
っ
た
。
な
お
、
各
発
表
者
は
以
下
に
示
し
た
総
力
戦
体
制
の
特
徴
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
報
告
を
行
っ
た
。

　

体
制
内
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
効
率
的
に
動
員
し
よ
う
と
自
身
さ
え
も
変

革
せ
し
め
る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
総
力
戦
体
制
の
こ
と
を
〝
動
員
を
至
上
目

的
と
し
た
体
制
〞
と
定
義
し
、
こ
の
体
制
下
で
は
変
革
以
前
か
ら
存
在
し

た
も
の
に
対
し
、
強
制
動
員
を
正
当
化
す
る
た
め
の
「
読
み
替
え
」
が
行

わ
れ
る
と
設
定
し
た
。
こ
こ
で
の
「
読
み
替
え
」
と
は
、
総
力
戦
体
制
に

と
っ
て
有
効
か
つ
有
益
で
あ
る
よ
う
、
既
存
の
制
度
や
組
織
、
習
慣
等
に

新
た
な
意
義
づ
け
が
施
さ
れ
る
、
ま
た
は
、
新
た
な
意
義
を
見
出
し
て
い

く
実
践
を
意
味
す
る
も
の
と
し
、
総
力
戦
体
制
下
に
お
い
て
宗
教
系
の
大

学
・
専
門
学
校
が
ど
の
よ
う
に
「
読
み
替
え
」
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検

証
し
た
。
具
体
的
対
象
と
し
て
、
上
智
大
学
・
大
正
大
学
・
キ
リ
ス
ト
教

系
専
門
学
校
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
従
来
保
持
し
て
い
た
「
理
念
」（
建

学
の
精
神
や
設
立
意
義
、
教
育
方
針
等
）
が
「
読
み
替
え
」
ら
れ
て
い
っ

た
過
程
や
背
景
を
、
学
内
資
料
・
教
団
内
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

【
ナ
カ
イ
】
昭
和
七
年
の
上
智
大
学
靖
国
神
社
非
参
拝
事
件
は
、
国
家
・

宗
教
・
教
育
が
衝
突
し
た
場
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
事
件
を
き
っ
か

け
と
し
て
大
学
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
神
社
参
拝
を
非
宗
教
的
行
為

と
し
て
受
け
入
れ
た
が
、
そ
の
「
読
み
替
え
」
と
合
わ
せ
て
、
そ
れ
以
降

上
智
の
指
導
者
は
ど
の
よ
う
に
総
力
戦
体
制
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ

び
「
幻
想
の
西
洋
を
敵
対
視
す
る
こ
と
で
描
か
れ
た
幻
想
の
自
国
が
日
本

な
ら
ば
、
そ
の
中
で
こ
の
天
皇
帰
一
論
に
お
け
る
「
天
皇
」
は
一
体
ど
の

よ
う
な
存
在
な
の
か
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
斎
藤
氏
に
は
「
戦
時
中
の

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
理
想
的
な
宗
教
教
師
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
戦
時
中
、
キ
リ
ス
ト
教
は
こ
の
国
で
ど
の
よ
う
な
宗

教
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
か
」、
お
よ
び
「
発
表
中
に
「
日
本
化
」
と
い
う

表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
実
体
は
何
で
あ
り
、
ま
た
今
も
な
お
こ
の

「
日
本
化
」
の
実
体
が
日
本
の
本
質
な
の
か
」
と
い
う
質
問
を
行
っ
た
。

　

戦
時
下
と
い
う
時
代
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
は
こ

れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う
。
近
年
の
指
摘
の
よ
う
に
戦
時
下
は
特
殊
な
時

代
で
も
荒
廃
し
た
時
代
で
も
な
く
、
日
本
が
近
代
化
を
進
め
て
い
く
な
か

で
た
ど
っ
た
現
実
で
あ
り
、
そ
し
て
事
実
で
あ
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
で
問
題

に
な
っ
た
「
読
み
替
え
」
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
ま
ま
戦
時
下
に
お
い
て

全
一
な
る
存
在
論
的
根
拠
と
さ
れ
た
「
天
皇
」
を
、
神
仏
の
理
念
の
も
と

で
教
育
を
進
め
る
宗
教
系
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
が
ど
の
よ
う
に
し
て
受

容
し
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
痕
跡
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
そ
近
代
の
象
徴
的

存
在
と
し
て
の
「
天
皇
」
が
、
ひ
い
て
は
日
本
の
全
歴
史
を
貫
く
目
的
論

的
理
性
た
る
「
天
皇
」
が
、
そ
の
姿
を
如
実
に
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
パ
ネ
ル
が
問
う
た
こ
と
は
単
な
る
歴
史
の
一
コ
マ
で
は
な
く
、
語
る
こ

と
が
で
き
な
い
日
本
の
歴
史
の
本
体
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
日
本
そ
の
も

の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。



81　　

パネル 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

代
お
よ
び
現
代
を
も
再
考
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。
曲
が
り
な

り
に
も
明
治
期
に
お
い
て
、
教
育
、
学
問
、
宗
教
は
近
代
的
な
独
立
領
域

と
し
て
制
度
的
な
確
立
を
み
た
。
そ
れ
ら
は
総
力
戦
体
制
下
に
お
い
て
如

何
な
る
現
実
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
本
パ
ネ
ル
で
は
三
者
の
報

告
を
通
し
て
、
近
代
、
そ
し
て
現
代
と
は
何
か
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
へ

接
続
し
て
い
く
こ
と
を
議
論
し
た
。

う
か
。
本
報
告
で
は
、
彼
ら
が
情
勢
を
受
け
入
れ
つ
つ
自
己
の
理
念
を
追

求
す
る
新
し
い
道
を
見
出
し
て
い
っ
た
足
跡
を
た
ど
っ
た
。

【
三
浦
】
学
生
（
宗
門
子
弟
）
の
資
質
の
変
化
を
〈
自
由
主
義
的
〉
と
し

〈
愛
宗
護
法
〉
の
退
潮
と
み
な
し
た
大
正
大
学
で
は
、
昭
和
十
五
年
、
綱

紀
粛
正
を
目
的
に
「
本
学
綱
領
」
を
制
定
す
る
。
当
時
の
国
策
（
国
体
明

徴
・
教
学
刷
新
）
に
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
同
学
に
と
っ
て
は
建

学
の
精
神
を
明
文
化
し
た
最
初
の
綱
領
で
あ
っ
た
。
近
世
以
来
の
僧
侶
養

成
機
関
を
母
体
と
し
て
誕
生
し
た
大
正
大
学
は
、
国
家
に
対
し
社
会
に
対

し
自
己
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
で
は
、
総
力

戦
下
で
新
設
さ
れ
た
皇
道
仏
教
研
究
所
・
東
亜
学
科
の
事
例
も
取
り
上
げ

な
が
ら
、
大
正
大
学
に
お
け
る
「
理
念
」
の
変
質
を
検
証
し
た
。

【
齋
藤
】
本
報
告
で
は
、
戦
時
期
に
お
け
る
日
本
基
督
教
団
の
神
学
校
の

検
討
を
通
じ
、
宗
教
教
師
養
成
機
関
と
し
て
の
神
学
校
が
総
力
戦
体
制
下

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
れ
ま
で
多
数
存
在
し
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
神
学
校
は
戦
時
期

に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
国
家
体
制
に
直
接
貢
献
可
能
な
存
在
と

し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
こ
で
養
成
さ
れ
る
べ
き
教
師
の
性
格

も
変
化
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
と
し
て
柴
田
泰
山
氏
を
迎
え
、
本
書
の
位
置
づ
け
と
と

も
に
、
発
表
者
と
の
質
疑
応
答
を
行
な
っ
た
。

　

歴
史
社
会
学
者
山
ノ
内
靖
に
よ
る
と
、
総
力
戦
と
は
近
代
と
い
う
時
代

の
破
綻
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
近
代
の
必
然
で
あ
り
、
か
つ
、

現
代
へ
の
通
過
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
山

之
内
靖
『
総
力
戦
体
制
』
二
〇
一
五
）。
こ
の
主
張
に
立
脚
す
れ
ば
、
総

力
戦
体
制
下
に
お
い
て
生
じ
た
変
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
近
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仏
教
に
お
け
る
〈
教
化
〉
の
諸
相 

│
│ 

近
世
か
ら
近
代
へ 

│
│

代
表
者　

岩
田
真
美

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

谷
川　

穣

司
会　

星
野
靖
二

近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
僧
侶
の
教
化
活
動

│
│ 

加
賀
藩
領
を
事
例
に 

│
│

芹
口
真
結
子

　

近
世
期
の
教
化
活
動
を
め
ぐ
っ
て
は
、
僧
侶
に
よ
る
活
動
の
内
実
や
教

説
の
内
容
を
分
析
し
た
研
究
、
教
化
活
動
を
め
ぐ
る
宗
派
内
・
諸
宗
教
間

の
対
立
を
検
討
し
た
研
究
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
来
、
教
化
活

動
を
行
う
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
俗
人
に
よ
る
活
動
に
関
す
る

分
析
も
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
他
方
、
仏
教
教
団
に
よ
る
教
化
活
動
の

取
締
に
関
し
て
は
研
究
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
近
年
飛
躍

的
に
進
展
し
て
い
る
近
世
仏
教
教
団
の
組
織
編
成
に
関
す
る
成
果
を
踏
ま

え
、
東
本
願
寺
教
団
（
以
下
東
派
）
に
よ
る
教
化
活
動
の
規
制
方
針
を
確

認
し
、
そ
の
上
で
、
加
賀
藩
領
を
事
例
に
、
藩
権
力
・
教
団
双
方
に
よ
る

僧
侶
の
教
化
活
動
の
取
締
と
、
教
化
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

東
派
本
山
で
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
出
さ
れ
た
制
条
に
よ
っ

て
、
徘
徊
す
る
僧
侶
の
排
除
を
目
的
に
、
原
則
と
し
て
近
隣
寺
院
同
士
の

結
合
体
で
あ
る
組
合
を
単
位
に
教
化
活
動
が
規
制
さ
れ
た
。
以
後
、
東
派

で
は
、
こ
の
享
保
七
年
の
制
条
を
踏
ま
え
た
触
が
複
数
回
流
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
教
化
活
動
の
取
締
自
体
は
、
実
際
に
は
組

合
を
統
括
す
る
触
頭
の
裁
量
に
任
せ
て
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
地
域
独
自

の
慣
行
も
継
続
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
。

　

加
賀
藩
領
の
事
例
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
加
賀
藩
領
で
布
達
さ
れ
た
教

化
活
動
の
取
締
に
関
す
る
法
令
の
傾
向
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
加
賀
藩
領

で
は
、
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
夜
法
談
や
旅
僧
（
他
国
僧
）
法
談
の
禁
止
の

条
項
が
、
一
八
世
紀
末
か
ら
在
家
法
談
の
禁
止
の
条
項
が
見
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
取
締
の
実
務
は
、
触
頭
寺
院
に
一
任
し
て
い
た
。
し
か
し
、

東
派
寺
院
の
事
例
か
ら
、
藩
側
は
一
八
世
紀
末
以
降
、
触
頭
寺
院
に
よ
る

取
締
に
介
入
を
試
み
て
い
く
。
寺
院
側
は
、
触
頭
―
組
合
に
よ
る
法
談
僧

の
監
視
強
化
を
行
う
な
ど
、
藩
に
よ
る
介
入
を
一
旦
は
回
避
す
る
も
の

の
、
最
終
的
に
は
藩
寺
社
奉
行
所
が
教
化
活
動
の
取
締
の
実
務
に
介
在
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
藩
側
が
か
か
る
動
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

取
締
か
ら
逸
脱
し
た
活
動
が
広
く
展
開
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
加
賀
藩
領
の
事
例
を
通
じ
て
、
法
談
僧
に
よ
る
活
動

の
特
徴
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
取
締
か
ら
逸
脱
し
た
活
動
の
事
例
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
加
賀
藩
領
に
は
越
中
国
の
寺

院
僧
侶
も
来
訪
し
て
教
化
活
動
を
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
次
に
、
一
年
の

う
ち
、
か
な
り
の
日
数
を
法
談
の
執
行
に
費
や
す
僧
侶
の
存
在
に
注
目

し
、
い
わ
ゆ
る
「
説
教
者
」
と
い
う
存
在
は
こ
う
し
た
僧
侶
を
指
す
と
想

定
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
旅
僧
に
よ
る
法
談

を
望
む
門
徒
が
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
次
に
、
大
玄
一
件
を
検
討
し
た
。

大
玄
一
件
は
、
法
談
僧
の
身
元
保
証
を
す
る
触
頭
寺
院
の
添
状
が
偽
造
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
露
呈
し
、
富
山
藩
領
・
大
聖
寺
藩
領
の
僧
侶
に
よ
る
座

敷
法
談
の
禁
止
と
、
藩
領
内
の
全
て
の
真
宗
僧
侶
に
よ
る
法
談
を
藩
寺
社

奉
行
所
へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
事
件
で
あ

る
。
本
一
件
を
介
し
、
触
頭
寺
院
に
よ
る
身
元
保
証
が
上
手
く
機
能
し
て
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こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
星
野
靖
二
『
近
代
日

本
の
宗
教
概
念
』
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
）、
本
発
表
で
は
仏
教
演
説
の

地
方
で
の
実
践
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
明
治
一
〇
年
代
の
「
仏
教

演
説
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
抗
を
一
つ
の
梃
子
と
し
て
日
本
各
地
で

行
わ
れ
、
地
域
で
結
成
さ
れ
た
各
宗
協
同
の
結
社
が
そ
の
担
い
手
と
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
和
敬
会
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
後
各
地
で
支
会
が
結

成
さ
れ
、
講
師
の
派
遣
な
ど
仏
教
演
説
の
実
践
を
通
し
て
東
京
の
和
敬
会

と
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
九
州
和
敬
支
会
は
一
八
八
三
年
頃
に
結
成
さ
れ
た
。

幹
事
の
加
藤
恵
証
は
、
肥
後
の
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
早
い
段
階
で

和
敬
会
の
会
員
と
な
っ
て
い
た
。
加
藤
自
身
仏
教
演
説
の
名
手
と
し
て
知

ら
れ
、
こ
の
時
期
和
敬
会
派
遣
の
講
師
と
し
て
、
日
本
各
地
を
巡
廻
し
て

演
説
し
て
い
る
。

　

同
会
の
会
員
規
則
と
幹
部
の
心
得
書
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
目
的
と
し

て
知
識
人
教
化
を
掲
げ
る
一
方
で
、
組
織
と
し
て
は
既
存
の
寺
と
僧
侶
に

依
拠
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
同
会
は
一
八
八
三
年
の
四
月
か
ら
一

〇
月
に
か
け
て
、
や
は
り
仏
教
演
説
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
神
原
精
二

を
和
敬
会
か
ら
招
請
し
て
巡
廻
演
説
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
回
弱
の

演
説
会
を
通
し
て
四
万
人
以
上
が
会
に
加
盟
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る

（『
明
教
新
誌
』
一
五
八
八
、
一
八
八
三
年
一
一
月
一
〇
日
）。
他
方
で
、

報
告
記
事
か
ら
窺
え
る
の
は
、
聴
衆
の
多
く
が
現
地
の
僧
侶
た
ち
に
よ
っ

て
動
員
さ
れ
た
檀
家
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
知
識
人
教
化

と
い
う
企
図
は
企
図
と
し
て
、
実
践
的
に
は
排
耶
意
識
を
梃
子
と
し
て
、

既
存
の
仏
教
徒
集
団
に
そ
の
紐
帯
を
再
認
識
さ
せ
る
よ
う
に
機
能
し
た
面

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

最
後
に
、
本
報
告
を
ま
と
め
た
上
で
、
近
世
期
の
教
化
活
動
の
展
開
を

め
ぐ
っ
て
は
、
領
主
・
仏
教
教
団
双
方
に
お
け
る
取
締
の
展
開
と
と
も

に
、
民
衆
側
の
動
向
も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、
課
題
と
し
て
、
加
賀
藩
領
に
お
け
る
取
締
の
展
開
が

信
仰
の
場
に
与
え
た
影
響
、
藩
政
の
動
向
を
組
み
込
ん
だ
分
析
の
必
要

性
、
他
宗
派
に
お
け
る
事
例
の
解
明
と
比
較
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
を
挙
げ
た
。

明
治
一
〇
年
代
の
仏
教
演
説
に
お
け
る
教
化
の
諸
相

星
野　

靖
二

　

本
発
表
で
は
、
明
治
一
〇
年
代
の
仏
教
演
説
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
特
に

和
敬
会
に
お
け
る
仏
教
演
説
に
お
い
て
池
田
英
俊
の
い
う
「
知
識
人
教

化
」
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
か
つ
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
実
践

さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
た
。

　

和
敬
会
は
、
大
内
青
巒
を
発
起
人
代
表
と
し
て
一
八
七
九
年
に
結
成
さ

れ
た
、
諸
宗
派
協
同
の
仏
教
結
社
の
先
駆
で
あ
る
。
設
立
に
際
し
て
の
目

的
は
、
む
し
ろ
会
員
同
士
の
相
互
交
流
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
八

八
一
年
九
月
に
は
じ
め
て
非
会
員
も
参
加
で
き
る
「
仏
教
演
説
」
の
会
を

青
松
寺
で
開
催
し
、
以
後
こ
れ
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
大
内
青
巒
は
「
和
敬
會
佛
教
演
説
開
塲
の
旨
趣
」（『
明
教
新
誌
』
一

二
〇
七
、
一
八
八
一
年
九
月
六
日
）
に
お
い
て
、
知
識
人
を
主
な
対
象
と

し
、
講
義
で
も
説
教
で
も
な
い
「
演
説
」
と
い
う
手
段
を
用
い
て
「
仏
教

の
理
趣
を
簡
単
に
布
演
」
す
る
と
い
う
知
識
人
教
化
の
企
図
を
明
確
に
述

べ
て
い
る
。
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伝
』（﹇
第
一
篇
﹈
令
知
会
、
一
八
八
六
年
、﹇
第
二
篇
﹈
香
雨
室
蔵
、
一

八
九
一
年
）（
以
下
『
教
海
美
譚
』
と
略
す
）
を
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、

女
性
妙
好
人
に
焦
点
を
あ
て
「
女
性
と
仏
教
」
の
関
係
に
注
目
し
な
が

ら
、
明
治
期
の
妙
好
人
伝
を
め
ぐ
る
「
教
化
」
の
構
造
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
「
妙
好
人
」
と
い
う
語
は
、
善
導
が
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
に

お
い
て
念
仏
者
を
讃
え
て
称
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
今
日
で
は
念
仏

者
の
中
で
も
真
宗
の
篤
信
者
に
対
す
る
特
別
な
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
が
定
着
し
始
め
た
の
は
近
世
後
期
以
降
で
あ

り
、
真
宗
の
篤
信
者
の
伝
記
お
よ
び
言
行
録
が
「
妙
好
人
伝
」
と
名
づ
け

ら
れ
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
『
教
海
美
譚
』
の
編
者
で
あ
る
平
松
理
英
（
一
八
五
五
―
一
九
一
六
）

は
大
谷
派
の
僧
侶
で
、
明
治
期
に
は
同
派
の
寺
田
福
寿
ら
と
と
も
に
「
仏

教
講
談
会
」
を
設
立
し
、
ま
た
本
願
寺
派
の
島
地
黙
雷
の
勧
め
で
「
令
知

会
」
に
入
会
す
る
な
ど
関
東
を
中
心
に
教
化
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
た
。

『
教
海
美
譚
』
第
一
篇
も
令
知
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
明
教

社
、
鴻
盟
社
、
哲
学
書
院
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。
妙
好
人
伝
の
出

版
に
仏
教
結
社
の
活
動
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
『
教
海
美
譚
』
に
は
近
世
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
タ
イ

プ
の
妙
好
人
が
登
場
し
て
い
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
た
妙
好
人
は
合
計
五

二
名
で
あ
り
、
う
ち
女
性
は
一
五
名
で
あ
っ
た
。
女
性
妙
好
人
を
大
き
く

分
類
す
る
と
、
①
政
治
家
・
官
僚
の
母
や
妻
―
三
名
、
②
坊
守
・
寺
族
女

性
―
四
名
、
③
商
人
の
妻
や
娘
―
四
名
、
④
そ
の
他
―
四
名
と
な
る
。
す

な
わ
ち
①
に
は
群
馬
県
令
で
あ
っ
た
夫
（
楫
取
素
彦
）
と
共
に
仏
教
結
社

「
酬
恩
社
」
の
創
設
を
支
援
し
、
関
東
で
の
真
宗
布
教
に
尽
力
し
た
吉
田

松
陰
の
妹
「
杉
希
子
」（
楫
取
寿
子
）、
宮
内
省
官
僚
の
長
崎
省
吾
の
母
で

　

和
敬
会
の
終
焉
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
明
治
一
〇
年
代
末
に
は
各
宗

協
同
の
興
学
布
教
路
線
の
行
き
詰
ま
り
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
〇

年
代
の
初
頭
に
は
実
質
的
な
活
動
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
大
谷
栄

一
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
仏
教
結
社
の
活
動
は
、
端
的
に
は
反
省
会
と

『
反
省
会
雑
誌
』（
創
刊
一
八
八
七
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
出
版

活
動
を
通
じ
て
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
そ
こ
で
活
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
僧
俗
を
問
わ
な
い

仏
教
青
年
た
ち
で
あ
っ
た
。
明
治
一
〇
年
代
に
お
け
る
仏
教
演
説
は
、
仏

教
を
知
識
人
に
対
し
て
知
識
人
の
理
解
で
き
る
言
葉
で
説
明
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
そ
こ
で
説
か
れ
る
「
仏
教
」
と
は

何
か
と
い
う
問
い
を
提
示
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。
明
治
二
〇
年
代

に
お
け
る
仏
教
結
社
の
出
版
活
動
は
、
そ
の
試
み
と
問
い
と
を
引
き
受
け

た
も
の
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
そ
の
延
長
に
「
新
仏
教
」
や
「
自
由
討

究
」
が
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
知
識
人
教
化
の
企
図
の

一
つ
の
帰
結
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
加
藤
恵
証
や
神
原
精
二
が
繰
り

返
し
強
調
し
て
い
た
、「
仏
教
の
理
趣
」
を
説
く
演
説
は
あ
く
ま
で
方
便

で
あ
り
、
真
の
仏
教
を
学
ぶ
た
め
に
は
「
有
縁
の
法
門
」
や
「
有
縁
の
寺

院
」
に
依
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
感
覚
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

明
治
期
の
妙
好
人
伝
と
女
性
教
化

岩
田　

真
美

　

本
報
告
で
は
仏
教
の
庶
民
教
化
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
『
妙

好
人
伝
』
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
代
表
的
な
妙

好
人
伝
の
一
つ
で
あ
る
平
松
理
英
編
『
教
海
美
譚
│
│
一
名
新
妙
好
人
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出
版
さ
れ
た
明
治
二
〇
年
前
後
は
仏
教
者
に
よ
る
女
子
教
育
や
婦
人
会
の

草
創
期
に
あ
た
り
、
従
来
、
男
性
僧
侶
に
の
み
認
め
ら
れ
て
き
た
教
化
活

動
の
あ
り
様
、
教
団
内
で
の
女
性
の
位
置
づ
け
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
近
世
か
ら

近
代
へ
の
「
教
化
」
を
め
ぐ
る
構
造
の
変
遷
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
思

う
。

田
中
智
学
の
日
蓮
主
義
運
動
に
お
け
る
教
化
の
諸
相

ユ
リ
ア
・
ブ
レ
ニ
ナ

　

伝
統
的
な
日
蓮
の
教
え
を
近
代
的
に
再
解
釈
し
、
独
自
に
あ
み
な
お
し

た
そ
の
思
想
体
系
を
「
日
蓮
主
義
」
と
命
名
し
た
田
中
智
学
（
一
八
六
一

―
一
九
三
九
）
は
生
涯
そ
の
布
教
に
励
み
、
幅
広
い
教
化
活
動
を
展
開
し

た
。
日
蓮
の
教
義
を
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ
る
べ
く
、
在
家
仏
教
運
動
を

開
始
し
た
当
初
か
ら
、
公
開
演
説
会
や
講
演
会
、
公
園
や
街
頭
で
の
野
外

布
教
、
幻
灯
布
教
に
加
え
、
雑
誌
や
新
聞
の
機
関
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を

駆
使
し
て
教
化
を
実
践
し
た
。
智
学
の
日
蓮
主
義
運
動
は
、
活
動
拠
点
と

教
化
方
法
、
ま
た
は
、
組
織
名
と
機
関
誌
名
を
変
え
な
が
ら
展
開
し
、
そ

の
教
化
の
内
容
も
次
第
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
総
じ
て
言
え
ば
、
明
治
期

の
活
動
は
日
蓮
仏
教
の
近
代
的
な
捉
え
な
お
し
か
ら
始
ま
り
、
日
露
戦
争

を
契
機
と
し
て
国
体
神
話
と
交
渉
し
な
が
ら
、
次
第
に
宗
教
的
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
主
張
が
強
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
開
催
さ
れ
た
長
期
講
習
会
の
本
化
宗
学
研
究
大
会

は
、
教
化
活
動
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
〇
三
年
四

月
八
日
か
ら
一
九
○
四
年
四
月
二
日
ま
で
の
一
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
、
折
伏
重
視
の
立
場
に
基
づ
く
積
極
的
な
教
化
戦
略
の
伝
授
と
そ
れ
を

築
地
善
永
寺
の
「
女
人
教
会
」
の
活
動
を
支
援
し
た
「
長
崎
政
子
」、
②

に
は
女
性
の
布
教
者
を
目
指
し
て
宗
学
や
英
語
な
ど
を
学
び
、
ア
メ
リ
カ

へ
の
留
学
を
目
指
し
て
い
た
大
谷
派
寺
族
の
「
滝
川
寿
子
」、
本
願
寺
派

の
小
野
島
行
薫
が
創
設
し
た
「
酬
恩
社
」
の
活
動
を
支
え
た
行
薫
の
妻

（
坊
守
）
の
「
小
野
島
和
佐
子
」、
③
に
は
夫
（
田
中
正
右
衛
門
）
の
没
後

に
北
海
道
屈
指
の
船
問
屋
の
事
業
を
一
手
に
引
き
継
ぎ
、
築
い
た
資
産
で

大
谷
派
函
館
別
院
の
再
建
を
援
助
し
た
「
宮
島
い
く
子
」、
④
に
は
西
本

願
寺
の
内
命
を
受
け
て
三
業
惑
乱
の
収
束
に
尽
力
し
た
在
家
信
者
の
「
宮

崎
妙
順
尼
」
ら
が
い
る
。
妙
好
人
は
僧
侶
た
ち
の
長
年
の
教
化
に
よ
っ
て

育
ま
れ
、
真
宗
の
盛
ん
な
地
域
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
書
で

は
北
海
道
や
関
東
な
ど
当
時
真
宗
の
教
え
が
あ
ま
り
広
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
地
域
に
お
い
て
教
化
活
動
に
関
わ
っ
た
女
性
た
ち
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
。

　

近
世
社
会
に
お
け
る
真
宗
は
教
団
の
基
礎
を
農
村
に
置
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
妙
好
人
の
過
半
数
が
農
民
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
期
の

『
教
海
美
譚
』
に
は
農
民
や
貧
困
者
は
少
な
く
な
り
、
上
流
階
級
の
婦
人

た
ち
が
登
場
す
る
。
ま
た
近
世
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
関
東
在
住

の
妙
好
人
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
明
治
以
降
、
寺

檀
制
度
の
束
縛
も
無
く
な
っ
た
こ
と
で
真
宗
の
教
え
が
広
ま
っ
て
な
い
地

域
で
の
新
た
な
信
者
獲
得
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
新
政
府
を
担
う

政
治
家
や
官
僚
た
ち
が
関
東
に
移
住
す
る
な
か
、
そ
の
婦
人
た
ち
を
対
象

と
し
た
教
化
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
他
方
で
、

近
世
に
お
い
て
は
在
家
信
者
に
よ
る
教
化
活
動
は
幕
府
の
宗
教
政
策
の
基

本
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
行
動
と
し
て
警
戒
さ
れ
て
い
た
が
、『
教
海
美

譚
』
で
は
布
教
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
在
俗
女
性
の
話
も
あ
る
。
本
書
が
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行
商
を
し
な
が
ら
布
教
活
動
を
行
っ
た
が
、
こ
う
し
た
活
動
の
さ
ら
な
る

展
開
は
牛
乳
配
達
屋
の
経
営
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が

毎
日
配
達
す
る
ビ
ン
に
つ
け
ら
れ
た
「
乳
暦
」
と
い
う
ビ
ラ
で
、
道
を
説

く
と
と
も
に
日
常
生
活
の
ミ
ニ
百
科
事
典
的
な
記
事
を
の
せ
た
、
い
わ
ば

「
小
型
日
刊
新
聞
」
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
研
究
大
会
終
了
後
の
新
た
な
取
り
組
み
は
、
芸
術
に
よ
る
教

化
活
動
で
あ
る
。
智
学
は
新
体
詩
や
謡
曲
、
歌
曲
の
作
詞
、
狂
言
、
能
、

演
劇
な
ど
の
劇
作
を
自
ら
行
っ
て
い
く
。
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
は
国
民

の
感
化
を
目
的
と
し
、
国
体
の
精
神
を
養
う
「
国
性
芸
術
」
に
よ
る
教
化

を
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
は
ラ
ジ
オ
講
演
や
レ

コ
ー
ド
、
実
写
映
画
と
い
っ
た
教
化
メ
デ
ィ
ア
も
活
用
し
て
い
く
。
ま
さ

に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
教
化
方

法
を
変
え
つ
つ
、
日
蓮
主
義
に
根
ざ
し
た
国
民
道
徳
に
よ
っ
て
社
会
の
改

善
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト

谷
川　
　

穣

　

か
つ
て
拙
著
『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』（
二
〇
〇
八
年
）
で

示
し
た
「
教
化
」
の
含
意
は
単
純
で
、
明
治
政
府
の
国
民
統
合
の
回
路
と

し
て
、
近
代
学
校
「
教
育
」
と
同
時
期
に
開
始
さ
れ
た
教
導
職
の
説
教
を

指
し
て
対
比
的
に
用
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
明
治
前
期
の
「
宗
教
」
者
（
僧

侶
）
が
、
説
教
経
験
を
へ
て
、
自
宗
派
の
僧
侶
養
成
機
関
を
改
革
、
世
俗

の
学
校
経
営
へ
も
参
与
し
て
い
く
様
子
に
注
目
し
た
の
だ
。
だ
が
本
パ
ネ

ル
に
即
せ
ば
、
学
校
経
営
や
教
員
兼
務
は
「
教
育
」
で
な
く
、
そ
う
し
た

形
の
「
教
化
」
を
有
志
や
教
団
が
意
図
し
た
と
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
る
。

基
礎
づ
け
る
組
織
教
学
の
公
表
の
場
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
日
蓮
主
義

的
人
物
を
作
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
、
智
学
の
独
自
の
宗
教
の
価
値
観
を
、

教
育
を
通
し
て
学
習
者
に
内
面
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
の
社

会
教
化
を
担
っ
て
い
く
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
た
こ
の
長
期
講
習
会
は
、

宗
教
・
教
育
・
教
化
が
交
錯
し
た
場
で
も
あ
っ
た
。
修
了
生
た
ち
は
こ
の

研
究
大
会
で
身
に
つ
け
た
教
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
そ
の
後
、
様
々
な
形
で

展
開
し
て
い
く
が
、
管
長
を
は
じ
め
日
蓮
宗
各
宗
門
（
宗
派
）
の
運
営
や

活
動
に
関
わ
る
任
務
を
任
さ
れ
た
者
も
い
れ
ば
、
日
本
国
内
、
宗
門
内
で

活
躍
し
つ
つ
、
教
育
や
福
祉
事
業
、
さ
ら
に
は
海
外
布
教
に
取
り
組
み
、

よ
り
広
く
社
会
教
化
活
動
を
行
っ
た
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
福
祉
事
業
に

専
念
し
、
日
本
最
初
の
私
立
救
癩
施
設
「
身
延
深
敬
病
院
」
を
設
立
し
た

綱
脇
龍
妙
（
一
八
七
六
―
一
九
七
○
）
が
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
カ
ル

カ
ッ
タ
大
学
に
お
い
て
講
師
と
し
て
勤
め
る
か
た
わ
ら
イ
ン
ド
駐
在
の
日

本
人
に
仏
教
を
布
教
し
た
木
村
日
紀
（
一
八
八
二
―
一
九
六
五
）
や
日
蓮

主
義
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
ア
ジ
ア
主
義
の
理
想
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
生
涯

に
わ
た
っ
て
精
力
的
に
大
陸
布
教
に
取
り
組
ん
だ
高
鍋
日
統
（
一
八
七
九

―
一
九
五
三
）
等
の
修
了
生
の
例
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
修
了
生
た

ち
の
活
動
は
、
智
学
に
お
け
る
教
化
の
位
置
づ
け
を
端
的
に
表
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
内
面
的
深
化
に
宗
教
（
信
仰
）
が
影

響
を
与
え
る
た
め
に
は
、
社
会
的
な
感
化
力
を
国
家
と
国
民
全
体
に
ま
で

持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
智
学
の
考
え
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
根
拠
づ
け
る
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
化
宗
学
研
究
大
会
の
「
副
産
物
」
と
し
て
自
活
布
教
隊
と
牛

乳
店
「
醍
醐
館
」
の
取
り
組
み
が
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
自
活
布
教
隊
は

大
会
参
加
者
の
有
志
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
荷
車
を
ひ
い
て
雑
貨
販
売
の
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な
っ
た
。

　

岩
田
報
告
は
、
明
治
期
「
女
性
教
化
」
の
特
徴
は
上
流
階
級
の
婦
女
を

優
先
的
対
象
に
し
た
点
に
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
令
知
会
の
活
動
と
密
接

に
関
わ
る
『
教
海
美
譚
』
だ
け
で
そ
れ
を
論
じ
て
よ
い
か
、
と
い
う
根
本

的
な
疑
問
も
湧
く
が
、
女
性
も
布
教
主
体
た
れ
と
勧
奨
し
た
同
書
の
記
述

が
よ
り
注
目
に
値
す
る
。
女
性
へ
の
主
た
る
教
化
内
容
は
家
の
維
持
に
専

心
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
、
結
果
的
に
女
性
を
家
の
中
に
閉
じ
込
め
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
外
で
の
伝
道
と
ど
う
両
立
す
る
の
か
、
踏
み
込
ん
だ

考
察
が
あ
れ
ば
と
思
う
。

　

ブ
レ
ニ
ナ
報
告
が
紹
介
し
た
の
は
、
田
中
智
学
に
よ
る
種
々
の
教
化
活

動
の
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。
門
下
生
の
事
例
を
挙
げ
、
教
化
の
バ
ト
ン
の
継

受
へ
注
意
を
向
け
た
点
も
興
味
深
か
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
彼
の
教
育
観

を
知
る
う
え
で
、
一
九
一
〇
年
に
開
始
し
長
ら
く
継
続
す
る
仏
教
講
習
会

に
も
う
少
し
説
明
が
ほ
し
か
っ
た
。
た
だ
し
思
い
浮
か
ん
だ
問
い
は
別
に

あ
る
。
矢
継
ぎ
早
に
活
動
を
急
ぐ
智
学
に
と
っ
て
、《「
教
化
」
活
動
が
成

功
し
た
》
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
事
態
を
さ
す
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
問
い
を
、
四
報
告
す
べ
て
に
投
げ
か
け
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

「
教
化
」
は
本
質
的
に
「
未
完
」、
ゆ
え
に
そ
ん
な
問
い
は
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
、
と
の
回
答
も
あ
り
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
あ
る
教
化
活
動

の
影
響
は
、
何
に
い
つ
ま
で
着
目
し
て
ど
う
そ
の
「
成
功
」「
失
敗
」
を

論
じ
る
べ
き
か
、
私
は
よ
く
悩
む
。
近
世
か
ら
近
代
へ
、
そ
の
「
教
化
」

の
歴
史
を
、
諸
相
の
列
挙
に
と
ど
め
な
い
つ
も
り
な
ら
ば
、
無
益
な
問
い

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

法
談
（
芹
口
）、
通
仏
教
的
な
演
説
と
結
社
（
星
野
）、
妙
好
人
伝
と
い
う

書
籍
に
よ
る
伝
道
（
岩
田
）、
講
習
会
・
学
校
・
芸
能
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
た
思
想
運
動
（
ブ
レ
ニ
ナ
）
と
い
う
、
方
法
や
媒

体
が
多
面
的
に
展
開
し
て
い
く
さ
ま
を
描
い
た
四
報
告
の
中
に
は
、
教
育

は
あ
く
ま
で
教
化
方
法
の
一
つ
と
し
て
収
ま
る
。

　

た
だ
、
こ
の
多
面
的
な
展
開
を
強
調
す
る
と
、
何
も
か
も
「
教
化
」
で

あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
も
確
か
で
あ
る
。「
教
化
で
な
い
も
の
」

と
の
線
引
き
や
、
各
報
告
で
扱
う
「
教
化
」
間
の
差
異
も
明
確
化
し
て
ほ

し
い
、
と
の
印
象
も
残
っ
た
。
確
か
に
、
間
口
の
広
さ
と
分
析
概
念
と
し

て
の
曖
昧
さ
が
、「
教
化
」
研
究
の
魅
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、

個
々
の
事
例
は
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
下
、
各
報
告
へ
の
論
点
提
起
を
行
う
。
芹
口
報
告
へ
は
、
法
談
僧
を

求
め
る
動
き
に
関
し
て
、
ま
ず
具
体
的
な
法
談
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
ほ

し
い
と
感
じ
た
。
だ
が
よ
り
追
究
す
べ
き
は
、
門
徒
が
法
談
能
力
に
よ
っ

て
自
分
の
檀
那
寺
の
住
職
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
檀
那
寺
―

門
徒
の
秩
序
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
明
治
期
の
宗
教
的
社
会
関
係
や
教
導
職
の
説
教
活
動
へ
も
、
何

ほ
ど
か
つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

教
導
職
制
下
の
説
教
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
論
点
は
、
明
治
一

〇
年
代
を
扱
っ
た
星
野
報
告
に
お
い
て
も
、
お
そ
ら
く
避
け
て
通
れ
ま

い
。
和
敬
会
の
仏
教
演
説
は
、
地
域
僧
侶
や
信
者
の
招
き
や
支
え
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
点
で
、
芹
口
報
告
と
密
接
な
連
続
性
を
も
つ
だ
け
に
、
明

治
ゼ
ロ
年
代
の
説
教
の
歴
史
的
意
味
（
無
意
味
）
を
知
り
た
い
。
ま
た
、

大
内
青
巒
に
よ
る
「
説
教
」
と
「
講
義
」
の
中
間
に
「
演
説
」
が
位
置
す

る
、
と
い
う
語
の
用
法
は
、
当
時
一
般
的
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
気
に
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の
で
あ
る
。

　

パ
ネ
ル
の
各
報
告
の
概
要
と
し
て
、
芹
口
真
結
子
は
加
賀
藩
領
の
東
本

願
寺
寺
院
を
対
象
に
、
僧
侶
の
教
化
が
領
主
と
教
団
か
ら
い
か
に
把
握
さ

れ
た
の
か
、
教
化
の
実
態
を
検
討
し
、
近
世
に
お
け
る
教
化
の
一
端
を
示

し
た
。
星
野
靖
二
は
、
明
治
一
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
仏
教
演
説
に
焦
点
を

合
わ
せ
、
そ
こ
に
お
け
る
「
教
化
」
に
考
察
を
加
え
た
。
岩
田
真
美
は

「
女
性
と
仏
教
」
と
の
関
係
性
に
注
目
し
な
が
ら
、
明
治
期
の
妙
好
人
伝

を
め
ぐ
る
教
化
の
構
造
を
検
討
し
た
。
ユ
リ
ア
・
ブ
レ
ニ
ナ
は
、
田
中
智

学
を
中
心
に
日
蓮
主
義
運
動
に
お
け
る
教
化
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
各
々
の
要
旨
に
譲
る
が
、
こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
て
コ

メ
ン
テ
ー
タ
の
谷
川
穣
は
、
多
様
な
教
化
の
諸
相
が
示
さ
れ
た
が
、「
教

化
」
と
は
何
を
ど
こ
ま
で
含
む
の
か
、
そ
の
概
念
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
仏
教
に
お
け
る
「
教
化
」
の
成
功
と
は
何

か
、
そ
れ
は
内
面
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ビ
リ
ー
フ
と
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
「
教
化
」
の
諸
相
の
列
挙
に
と
ど

ま
ら
な
い
新
た
な
側
面
が
提
示
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、「
教
化
」
研

究
の
課
題
と
展
望
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
フ
ロ
ア
か
ら
も
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
ま
ず
宗
教
に
お
け
る
教

化
活
動
の
変
遷
を
検
討
す
る
に
は
社
会
と
の
関
係
は
切
り
離
せ
な
い
た

め
、
宗
教
と
社
会
と
の
関
係
か
ら
捉
え
る
べ
き
と
い
う
意
見
。
ま
た
近
世

か
ら
近
代
へ
の
仏
教
の
「
教
化
」
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
が
見

え
に
く
い
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
他
方
で
、
本
パ
ネ
ル
で
は
「
教
化
」

の
重
層
性
が
示
さ
れ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
近
代
に
は
国

家
レ
ベ
ル
で
の
国
民
的
な
「
教
化
（
キ
ョ
ウ
カ
）」
と
、
檀
家
・
門
信
徒

向
け
の
近
世
的
な
「
教
化
（
キ
ョ
ウ
ケ
）」
が
連
動
し
て
い
た
面
が
あ
り
、

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

岩
田　

真
美

　

本
パ
ネ
ル
は
近
世
か
ら
近
代
へ
の
仏
教
に
お
け
る
「
教
化
」
活
動
に
着

目
し
、
そ
の
広
が
り
と
思
想
的
変
容
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
幕
藩
体
制
下
で
は
仏
教
教
団
が
自
宗
の
檀
家
以
外
を
「
教
化

（
キ
ョ
ウ
ケ
、
キ
ョ
ウ
ゲ
）」
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
許
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
近
世
後
期
に
は
こ
う
し
た
状
況
も
次
第
に
変
質
し
て
い
く
。
さ
ら
に

明
治
維
新
以
降
、
新
政
府
が
従
来
の
身
分
制
を
廃
止
し
、
い
わ
ゆ
る
寺
檀

制
度
の
束
縛
も
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、「
教
化
」
な
る
も
の
は
新
た
な
可

能
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
明
治
初
期
に
お
い
て
展
開
し

た
、
天
皇
中
心
の
国
家
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
大
教
宣
布
運
動
に
お
け
る

「
教
化
（
キ
ョ
ウ
カ
）」
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
仏
教
者
は
「
三
条
教
則
」
と

の
関
係
に
お
い
て
自
ら
の
教
義
を
再
解
釈
し
、
こ
れ
を
人
々
に
広
め
よ
う

と
試
み
た
。
天
皇
制
国
家
の
成
立
期
に
お
い
て
宗
教
に
よ
る
「
教
化
（
キ

ョ
ウ
カ
）」
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
（
谷
川
穣
『
明
治

前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
当
該
期

の
仏
教
の
「
教
化
」
に
注
目
す
る
よ
う
な
研
究
は
い
ま
だ
少
な
い
。
一
方

で
、
近
世
・
近
代
の
仏
教
研
究
は
、
近
年
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
く
展
開
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
お
互
い
に
自
ら
の
時
代
区
分
の
な
か
に
留
ま
っ
て
い
る

き
ら
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
両
時
代
の
研
究
成
果
を
総
合
的
・

連
続
的
に
捉
え
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
期
に
お
い
て
大
き
く
変
容
し

て
い
く
「
教
化
」
と
い
う
仏
教
的
な
「
実
践
」
を
通
し
て
、
当
該
期
の
日

本
の
宗
教
世
界
を
描
き
出
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
本
パ
ネ
ル
は
、
科
学

研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
近
代
移
行
期
に
お
け
る
日
本
仏
教
と

教
化
」（
課
題
番
号16K

02190

）
の
中
間
報
告
と
し
て
企
図
さ
れ
た
も
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多
死
社
会
に
お
け
る
仏
教
者
の
社
会
的
責
任代

表
者
・
司
会　

小
川
有
閑

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

林
田
康
順

超
高
齢
・
多
死
社
会
に
僧
侶
が
求
め
ら
れ
る
も
の

小
川　

有
閑

　

す
で
に
高
齢
化
率
が
二
〇
％
台
後
半
に
突
入
し
、
年
間
死
亡
者
数
も
増

加
の
一
途
を
た
ど
る
我
が
国
は
超
高
齢
・
多
死
社
会
と
い
え
る
。
そ
の
な

か
で
、
こ
れ
ま
で
老
病
死
を
扱
っ
て
き
た
僧
侶
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
う
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
報
告
の
目
的
で
あ
る
。

　

多
死
社
会
で
は
様
々
な
領
域
で
課
題
が
現
れ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
認

知
症
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
ケ
ア
の
領
域
を
対
象
と
し
た
。
対
象
選
定
の

理
由
と
し
て
、
認
知
症
急
増
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
看
取
り
加
算
の
導
入
等
に
よ
っ
て
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
看
取
り
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
福
祉
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
社
会
実
装
を
視
野
に
入
れ
た
際
に
医
療
機
関

よ
り
も
僧
侶
と
の
協
働
へ
の
垣
根
が
低
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
ケ
ア
に
従
事
す
る
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
僧
侶
と
の
協
働

へ
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
た
め
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
二

〇
一
七
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
関
東
地
方
の
一
〇
施
設
（
医
療
施

設
二
、
高
齢
者
福
祉
施
設
八
）
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
。
方
法
は
留
置

式
、
自
記
式
で
、
配
票
数
三
三
八
に
対
し
て
、
有
効
回
収
数
三
二
三
で
あ

っ
た
。
質
問
紙
の
構
成
は
大
き
く
分
け
て
、
①
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
す
る
施

そ
の
よ
う
な
重
層
性
が
全
体
像
の
見
え
に
く
さ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
パ
ネ
ル
を
通
し
て
「
教
化
」
概
念
を
再
検
討
す
る
必
要
性
な

ど
、
今
後
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
近
代
移
行
期
に
お
け

る
仏
教
の
「
教
化
」
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
連
続
性

と
非
連
続
性
の
問
題
、
ひ
い
て
は
仏
教
の
近
代
化
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か

を
問
い
直
す
、
新
た
な
視
座
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
本
パ
ネ
ル
に

よ
っ
て
、
そ
の
可
能
性
を
提
示
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。
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三
点
目
と
し
て
、「
今
ま
で
に
業
務
と
し
て
僧
侶
や
寺
院
と
関
わ
っ
た

経
験
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
は
「
い
い
え
」
が
九
三
％
と
圧
倒

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
髙
瀨
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
僧
侶
と
の
協
働
へ

の
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
が
あ
り
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
と
現
実
が
乖
離
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
社
会
実
装
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
、「
僧
侶
や
寺
院
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
必

要
と
思
わ
れ
る
こ
と
」
を
「
僧
侶
と
の
日
常
的
な
交
流
」、「
施
設
の
理

解
」、「
強
引
な
布
教
・
勧
誘
を
し
な
い
こ
と
」、「
守
秘
義
務
の
共
有
」、

「
そ
の
他
」
か
ら
複
数
選
択
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、「
強
引
な
布
教
・
勧
誘

を
し
な
い
こ
と
」
が
二
二
一
と
最
多
の
回
答
と
な
り
、
宗
教
者
へ
の
「
布

教
」
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
い
ま
だ
根
強
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今

後
、
社
会
実
装
を
目
指
す
う
え
で
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
宗
教
者
に

よ
る
ケ
ア
の
有
効
性
の
証
明
お
よ
び
宗
教
者
の
自
制
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

高
齢
者
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
に
お
け
る
宗
教
的
ケ
ア
の
現
状
と
ニ
ー
ズ

髙
瀨　

顕
功

　

こ
れ
ま
で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
現
場
に
お
け
る
宗
教
的
ケ
ア
は
、
優
れ

た
実
践
と
と
も
に
そ
の
必
要
性
や
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、

近
年
の
臨
床
宗
教
師
な
ど
の
動
き
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
に
お
い
て
は
、
宗
教
的
資
源
を
活
用
し
た
宗
教
的
ケ
ア
よ
り
、
宗
教

性
を
前
景
化
さ
せ
な
い
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
と
い

う
指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
で
は
、
限
ら
れ
た
施
設
を

中
心
と
し
て
質
的
研
究
を
も
と
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
高

齢
者
福
祉
施
設
で
は
、
僧
侶
が
訪
問
し
法
話
や
読
経
を
行
う
こ
と
が
定
例

設
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
②
高
齢
者
ケ
ア
の
経
験
・
考
え
方
に
つ
い

て
、
③
僧
侶
と
の
連
携
の
経
験
・
考
え
方
に
つ
い
て
、
④
属
性
に
つ
い
て

で
あ
る
。
質
問
紙
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
仮
案
の
段
階
で
、
ケ
ア
ス
タ
ッ

フ
四
名
に
質
問
紙
へ
の
回
答
も
含
め
た
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
看
護
研
究
の
領
域
で
用
い
ら
れ
る

ケ
ア
態
度
尺
度
や
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
尺
度
も
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
質
問
紙
デ
ザ
イ
ン
は
ス
タ
ッ
フ
個
人
の
経
験
・
考
え
方
・
属
性
等

を
分
析
の
変
数
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
単
純
集
計
か
ら
見
え
て
く
る
特
徴
を
四
点

に
絞
っ
て
提
示
し
た
。

　
「
こ
の
一
年
間
で
ケ
ア
を
担
当
さ
れ
た
入
所
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
七
九
％
が
「
は
い
」
と
答
え
、
死
亡
者

の
平
均
人
数
は
七
・
二
三
人
で
あ
っ
た
。
施
設
ご
と
で
は
、
医
療
機
関
が

八
・
一
八
名
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
七
・
三
九
名
、
老
人
保
健
施
設
が

二
・
六
五
名
と
な
り
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、
特
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
の
ス
タ
ッ
フ
の
死
別
経
験
数
が
医
療
機
関
に
匹
敵
す
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
本
研
究
が
高
齢
者
福
祉
施
設
を
対
象
と
す
る
こ
と

の
妥
当
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
「
担
当
し
た
入
所
者
や
そ
の
家
族
の
中
で
信
仰
心
を
お
持
ち
の
方

は
い
ま
し
た
か
」
と
の
質
問
に
「
は
い
」
と
の
回
答
が
五
七
％
、
そ
こ
で

「
そ
の
信
仰
が
本
人
の
心
の
安
定
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

る
か
」
と
追
加
質
問
す
る
と
、「
お
お
い
に
あ
る
」
三
四
％
、「
す
こ
し
あ

る
」
四
七
％
と
効
果
を
認
め
る
割
合
が
八
割
を
超
す
結
果
と
な
っ
た
。
高

齢
者
当
事
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
信
仰
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
働
く
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
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め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

次
に
、
ケ
ア
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
ケ
ア
提
供
者
の
要
因
の
分
析
に
移
る
。

こ
こ
で
は
、
①
信
仰
へ
の
親
和
性
、
②
入
所
者
お
よ
び
入
所
者
家
族
か
ら

の
相
談
へ
の
曝
露
と
の
関
連
を
先
の
宗
教
的
ケ
ア
ニ
ー
ズ
十
一
項
目
と
ク

ロ
ス
集
計
し
、
カ
イ
二
乗
検
定
を
実
施
し
た
。

　

①
信
仰
へ
の
親
和
性
と
の
関
連
で
は
、「
気
軽
に
話
が
で
き
る
カ
フ
ェ

や
サ
ロ
ン
」「
外
出
先
と
し
て
の
寺
院
の
利
用
」
の
二
項
目
に
お
い
て
、

有
意
差
が
確
認
さ
れ
た
。
②
相
談
へ
の
曝
露
と
の
関
連
で
は
、
入
所
者
本

人
か
ら
の
相
談
と
「
入
所
者
の
悩
み
・
不
安
へ
の
傾
聴
」
お
よ
び
「
ス
タ

ッ
フ
へ
の
悩
み
・
不
安
へ
の
傾
聴
」
の
二
項
目
に
有
意
差
が
確
認
さ
れ

た
。
一
方
、
入
所
者
家
族
か
ら
の
相
談
は
、「
季
節
行
事
と
し
て
の
読
経

や
法
話
」「
気
軽
に
話
が
で
き
る
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
」「
ス
タ
ッ
フ
向
け
の

研
修
会
な
ど
で
の
法
話
」「
ス
タ
ッ
フ
へ
の
悩
み
・
不
安
へ
の
傾
聴
」「
外

出
先
と
し
て
の
寺
院
の
利
用
」
の
五
項
目
で
有
意
差
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
、
信
仰
へ
の
親
和
性
が
あ
る
人
は
、「
カ
フ
ェ
や
サ
ロ

ン
」、「
外
出
先
と
し
て
の
寺
院
利
用
」
な
ど
場
の
提
供
に
ニ
ー
ズ
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
入
所
者
自
身
か
ら
の
相
談
を

受
け
る
人
は
、
傾
聴
な
ど
の
宗
教
性
を
前
景
化
さ
せ
な
い
支
援
ニ
ー
ズ
を

感
じ
て
い
る
一
方
、
入
所
者
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
る
人
は
、
宗

教
性
の
有
無
を
問
わ
ず
多
様
な
ケ
ア
ニ
ー
ズ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
統
計

的
に
示
さ
れ
た
。

　

本
報
告
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
現
場
に
お
け
る
宗
教
的
ケ
ア
ニ
ー
ズ
に

関
し
て
、
既
存
の
質
的
研
究
が
示
唆
す
る
仮
説
を
量
的
に
裏
付
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
今
後
、
関
連
す
る
規
定
要
因
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
ニ
ー

ズ
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
宗
教
的
ケ
ア
の
ニ

ー
ズ
を
定
量
的
に
測
る
た
め
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
分
析
結
果
か

ら
、
ケ
ア
ニ
ー
ズ
の
実
態
と
ケ
ア
提
供
者
と
の
関
連
を
描
き
出
す
こ
と
を

目
指
す
。
な
お
、
質
問
紙
調
査
の
詳
細
は
、
前
述
の
小
川
報
告
に
示
さ
れ

た
通
り
で
あ
る
。

　

宗
教
的
ケ
ア
ニ
ー
ズ
を
査
定
す
る
項
目
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
性
を

前
景
化
さ
せ
な
い
傾
聴
な
ど
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
五
項
目
、
宗
教
性

を
帯
び
た
読
経
、
法
話
な
ど
の
宗
教
的
ケ
ア
六
項
目
、
計
十
一
項
目
を
作

成
し
、
三
件
法
（
良
い
と
思
う
／
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
／
良
い
と
思
わ

な
い
）
で
尋
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、「
入
所
者
の
悩
み
・
不
安
へ
の
傾
聴
」
は
七
〇
・
三
％
の

回
答
者
が
「
良
い
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
。
同
様
に
「
良
い
と
思

う
」
だ
け
を
抽
出
す
る
と
、
次
い
で
、「
入
所
者
家
族
の
悩
み
・
不
安
へ

の
傾
聴
」（
六
五
・
三
％
）、「
季
節
行
事
と
し
て
の
読
経
や
法
話
」（
四
九
・

八
％
）、「
気
軽
に
話
が
で
き
る
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン
」（
四
七
・
四
％
）、「
外

出
先
と
し
て
の
寺
院
利
用
」（
四
四
・
六
％
）
と
続
く
。
一
方
、
最
も
低
い

ニ
ー
ズ
は
、「
菩
提
寺
・
墓
地
探
し
な
ど
の
仏
事
相
談
」（
二
七
・
二
％
）
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
、
回
答
の
五
五
・
六
％

を
占
め
て
お
り
、
明
確
な
反
対
（「
良
い
と
思
わ
な
い
」）
は
一
六
・
一
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
傾
聴
を
中
心

と
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
的
な
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
一
方
、
必
ず
し
も
宗
教
性
が
後
景
化
し
た
支
援
行
為
だ
け
が
求

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
多
様

な
引
出
し
を
持
ち
、
相
手
に
あ
わ
せ
自
在
に
対
応
で
き
る
か
か
わ
り
が
求
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を
中
心
と
す
る
ケ
ア
の
認
識
」
と
い
う
二
つ
の
下
位
尺
度
に
分
け
て
使
用

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
ケ
ア
提
供
者
の
年
齢
や
対
人
援
助
職
経
験
年
数
に
よ
っ
て
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
態
度
に
差
は
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
分
析
し
て
み
る
と
、
ほ

ぼ
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
仮
説
に
し
た
が
っ
て
、
信

仰
心
の
有
無
に
よ
り
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
態
度
に
差
が
あ
る
か
ど
う
か
を
測

定
し
た
と
こ
ろ
、
信
仰
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
尺
度
の
な
か
で
も

特
に
「
死
に
ゆ
く
患
者
へ
の
ケ
ア
の
前
向
き
さ
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
有
意
に

高
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
年
齢
や
経
験
年
数
よ
り
も
、
信
仰
の
あ
る
人
ほ
ど
、

死
に
ゆ
く
入
所
者
へ
の
ケ
ア
を
価
値
あ
る
こ
と
と
感
じ
た
り
、
死
に
ゆ
く

入
所
者
と
親
し
く
し
た
り
、
そ
の
人
と
死
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
す
る
こ

と
に
つ
い
て
前
向
き
な
傾
向
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
信
仰
を
持
た
な
い
人
が
介
護
と
い
う
死
に
関
わ
る
業
務
を

通
じ
て
宗
教
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
「
あ
な
た
は
高

齢
者
ケ
ア
の
仕
事
を
通
じ
て
、
宗
教
や
宗
教
的
な
考
え
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
た
質
問
項
目
に
注
目
し
て
み
る
と
、
個
人

的
な
宗
教
は
無
い
が
、
業
務
を
通
じ
て
宗
教
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
が

「
よ
く
あ
る
」「
す
こ
し
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
計
五
十
一
名
い
た
。「
ど

う
し
て
そ
の
よ
う
な
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
」
と
の
問
い
へ

の
自
由
記
述
を
見
る
と
、
認
知
症
の
入
所
者
に
向
き
合
う
際
の
葛
藤
や
、

死
に
直
面
す
る
苦
し
さ
、
信
仰
の
あ
る
入
所
者
と
の
関
わ
り
な
ど
を
と
お

し
て
、
宗
教
へ
の
関
心
を
高
め
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
調
査
か
ら
、
ケ
ア
提
供
者
の
信
仰
は
「
死
に
ゆ
く
入
所
者
へ
の

ケ
ア
へ
の
前
向
き
さ
」
に
プ
ラ
ス
に
影
響
し
、
ま
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
業

務
へ
の
従
事
を
と
お
し
て
宗
教
的
な
も
の
へ
の
関
心
が
高
ま
る
可
能
性
が

ケ
ア
提
供
者
の
宗
教
観
と
ケ
ア
観

問
芝　

志
保

　

超
高
齢
多
死
社
会
を
迎
え
、
看
取
り
の
場
の
確
保
や
そ
の
質
の
向
上
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
、
病
院
に

勤
務
す
る
看
護
師
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
態
度
（
ケ
ア
へ
の
考
え
や
感
情
）

の
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
へ

の
前
向
き
さ
に
ケ
ア
提
供
者
の
宗
教
や
信
仰
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
を

示
唆
す
る
調
査
も
あ
る
が
、
ま
だ
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
の
介
護
保
険
法
改
正
以
降
、
高
齢
者
施

設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）
で
の
看
取
り
を
増

や
す
と
い
う
政
策
的
方
針
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
病
院
看

護
師
の
み
な
ら
ず
、
今
後
看
取
り
ケ
ア
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
施
設
の
介
護
職
員
を
も
対
象
と
し
た
調
査
や
対
策
が
求
め
ら
れ
る

と
言
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
医
療
施
設
・
福
祉
施
設
の
ケ
ア
提
供
者
三
百
二

十
三
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
科
研
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
ケ
ア
提
供
者

の
①
宗
教
観
と
②
ケ
ア
観
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。
①
の
宗
教
・
信
仰
の

測
定
に
は
、
大
阪
商
業
大
学
Ｊ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
継
続
し
て
い
る

社
会
調
査
の
う
ち
、
宗
教
に
関
す
る
質
問
項
目
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
②

の
ケ
ア
観
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
Ｈ
・
フ
ロ
ン
メ
ル
ト
が
開
発
し
た
「
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
態
度
尺
度
」
の
日
本
語
版
（FA

T
CO

D
-Form

 B-J

）
の
短
縮

版
（
六
項
目
）
を
使
用
し
た
。
こ
の
尺
度
は
、
死
に
ゆ
く
入
所
者
に
対
す

る
ケ
ア
提
供
者
の
ケ
ア
態
度
を
測
定
す
る
尺
度
と
し
て
、
計
量
心
理
学
的

に
十
分
な
信
頼
性
・
妥
当
性
を
有
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
広
く
使
用
さ
れ

て
い
る
。「
死
に
ゆ
く
患
者
へ
の
ケ
ア
の
前
向
き
さ
」
と
「
患
者
・
家
族
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が
認
知
症
を
も
つ
社
会
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
認
知
症
の
人
が
排
除
さ

れ
る
こ
と
な
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
英
国
で
は
「
認
知

症
と
と
も
に
よ
り
よ
く
生
き
る
」（
認
知
症
国
家
戦
略
）、
日
本
で
は
「
認

知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い

環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）
と
目
標
設
定
さ
れ
て
い
る
。
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
絶
望

す
る
し
か
な
い
時
代
は
終
わ
り
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
地
域
で
包
摂
さ

れ
、
希
望
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
の
だ
。

【
協
働
の
論
理
】

　

認
知
症
を
も
つ
人
の
ケ
ア
は
、
狭
義
の
医
療
モ
デ
ル
で
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
人
は
有
限
な
存
在
で
あ
る
が
、
生
存
の
み
を
目
的
と
す
れ
ば
、

認
知
症
を
も
つ
人
に
不
自
然
な
延
命
措
置
（
胃
ろ
う
な
ど
）
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
認
知
機
能
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
機
能
評
価
尺

度
に
お
け
る
点
数
で
評
価
さ
れ
る
が
、（
得
点
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
望

ま
し
い
も
の
の
）
加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
は
自
然
の
経
過

で
あ
る
。
生
存
や
認
知
機
能
維
持
の
み
を
ア
ウ
ト
カ
ム
と
考
え
る
と
き
、

む
し
ろ
認
知
症
を
も
つ
人
の
尊
厳
を
脅
か
す
事
態
が
生
じ
う
る
。
ア
ウ
ト

カ
ム
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
々
が
理
念
を

共
有
す
る
こ
と
、
希
望
を
語
る
こ
と
、（
認
知
症
に
な
っ
て
も
）
人
生
に

意
味
が
あ
る
と
実
感
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
、
宗
教

者
が
担
っ
て
き
た
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

高
齢
者
ケ
ア
の
現
場
で
は
虐
待
や
ケ
ア
ラ
ー
の
疲
弊
な
ど
、
様
々
な
問

題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
医
療
倫
理
は
功
利
主
義
、
義
務
論
、
徳
倫
理
が

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
災
害
医
療
で
は
功
利
主
義
、
移
植
医
療
で
は
義
務
論
、

そ
し
て
高
齢
者
ケ
ア
に
お
い
て
は
徳
倫
理
が
望
ま
し
い
と
す
る
の
が
筆
者

示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
宗
教
的
ニ
ー
ズ
の
生
じ
た
ケ
ア
提

供
者
に
対
す
る
宗
教
的
サ
ポ
ー
ト
は
、
お
そ
ら
く
現
状
で
は
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
を
増
や
し
、
か

つ
質
的
調
査
も
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
や
宗
教
性
と
ケ
ア
態
度
の

因
果
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
ケ
ア
業
務
を
通
じ
て
宗
教
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
具
体
的
に
何
か
宗
教
実
践
や
、
宗
教
的

探
究
に
向
か
う
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
、

宗
教
社
会
学
的
研
究
と
し
て
も
意
義
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

宗
教
者
と
医
療
者
の
協
働
の
可
能
性 
│
│ 
医
療
者
の
立
場
か
ら 

│
│

岡
村　
　

毅

【
協
働
の
背
景
】

　

老
年
医
学
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
現
代
社
会
に
は
、
六
五
歳
以
上
が
人

口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
が
四
〇
％
に
向
け
て
上
昇
し
て
い
る

「
超
高
齢
社
会
」、
様
々
な
疾
患
の
治
療
法
が
開
発
さ
れ
平
均
寿
命
が
延
び

た
「
健
康
長
寿
社
会
」、
死
亡
数
は
増
加
の
一
途
で
は
あ
る
も
の
の
自
宅

で
の
死
亡
が
少
な
く
死
が
あ
る
意
味
で
は
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
「
死
が
身
近

に
な
い
多
死
社
会
」
と
い
う
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。

　

一
方
で
認
知
症
の
根
本
治
療
薬
（disease-m

odifying drug

）
は
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
健
康
長
寿
社
会
の
論
理
的
帰
結
は
認
知
症
を
も
つ

人
の
急
激
な
増
加
で
あ
っ
た
。
認
知
症
を
も
つ
人
は
高
齢
白
書
に
よ
る
と

二
〇
六
〇
年
に
は
一
〇
〇
〇
万
人
前
後
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
と
き
全
人
口
は
一
億
人
以
下
と
さ
れ
る
た
め
、
人
口
の
一
〇
人
に
一
人
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を
対
象
と
し
て
行
っ
た
、
ケ
ア
観
・
宗
教
観
・
宗
教
的
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
等

を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
有
効
回
収
数
三
二
三
、
有
効
回
収
率
九

五
・
六
％
）
に
基
づ
く
研
究
考
察
で
あ
る
。
以
下
、
Ａ
〈
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
発
表
へ
の
コ
メ
ン
ト
〉
と
Ｂ
〔
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
質
疑
応
答
〕
に
つ

い
て
報
告
し
た
い
。

【〈
コ
メ
ン
ト
〉
と
〔
質
疑
応
答
〕】
①
小
川
有
閑
氏
へ　

Ａ
〈
今
回
実
施

さ
れ
た
高
齢
者
ケ
ア
施
設
従
事
者
に
向
け
た
宗
教
な
い
し
宗
教
者
の
受
け

入
れ
を
め
ぐ
る
ニ
ー
ズ
調
査
は
、
統
計
学
的
調
査
に
基
づ
い
た
は
じ
め
て

の
研
究
成
果
で
あ
る
。〉
Ｂ
〔
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
、
施
設
の
現
状
を

め
ぐ
り
、「
祈
り
・
瞑
想
・
礼
拝
施
設
の
有
無
」
に
つ
い
て
「
は
い
」
と

す
る
回
答
が
九
％
、「
宗
教
的
行
事
の
有
無
」
に
つ
い
て
「
は
い
」
と
す

る
回
答
が
三
三
％
、
こ
の
三
三
％
の
中
、「
宗
教
的
行
事
の
効
果
の
有
無
」

に
つ
い
て
「
は
い
」
と
す
る
回
答
が
五
三
％
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る

が
、
こ
の
数
値
は
わ
が
国
の
施
設
の
現
状
と
し
て
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
か
、
即
ち
、
そ
も
そ
も
わ
が
国
の
高
齢
者
ケ
ア
施
設
の
中
、
宗
教

を
背
景
と
す
る
数
字
は
把
握
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
宗
教
系
施
設
の
割
合
は

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
施
設
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
？
と
い
う
問
い
に
対

し
、
現
状
で
は
宗
教
を
背
景
と
す
る
高
齢
者
ケ
ア
施
設
の
数
字
は
不
明
で

あ
り
、
今
回
の
調
査
は
機
縁
法
に
基
づ
い
た
個
人
を
対
象
と
し
た
調
査
で

あ
る
と
の
応
答
が
あ
っ
た
。〕

②
髙
瀨
顕
功
氏
へ　

Ａ
〈
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
に
直
面
す
る
こ
と
の
多
い
高
齢

者
ケ
ア
施
設
従
事
者
に
向
け
た
宗
教
的
ケ
ア
に
つ
い
て
計
量
的
に
把
握
し

て
、
そ
の
必
要
性
を
指
摘
し
得
た
調
査
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。〉

Ｂ
〔
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
あ
る
「
読
経
・
法
話
」
等
へ
の
期
待
数
値
が
高

い
点
に
基
づ
き
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
だ
け
で
な
く
宗
教
的
ケ
ア
も

の
立
場
で
あ
る
。
今
後
は
、
仏
教
者
の
社
会
的
責
任
を
研
究
す
る
僧
侶
の

グ
ル
ー
プ
と
こ
の
問
題
を
深
堀
し
て
い
き
た
い
。

【
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
保
護
因
子
に
関
す
る
実
証
研
究
】

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
う
ち
、
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
（
六
一

名
）・
介
護
士
（
一
五
名
）
と
、
施
設
（
特
養
お
よ
び
老
健
）
に
勤
務
す

る
看
護
師
（
二
一
名
）・
介
護
士
（
一
六
三
名
）
を
対
象
と
し
た
。
方
法

の
詳
細
は
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
人
が
年
間
に

経
験
す
る
ケ
ア
対
象
者
の
死
は
、
病
院
は8.3±

7.9

名
、
施
設
は5.4±

4.9

名
で
あ
り
、
有
意
に
病
院
が
多
か
っ
た
（t=2.87, p=0.005

）。
久

保
ら
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
尺
度
に
お
い
て
は
、
情
緒
的
消
耗
感
、
個
人
的
達

成
感
で
は
差
は
な
か
っ
た
が
、
脱
人
格
化
は
施
設
で
高
得
点
で
あ
っ
た

（t=2.27, p=0.024

）。
最
後
に
、
死
に
ゆ
く
人
に
対
す
る
ケ
ア
提
供
者

の
ケ
ア
態
度
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
尺
度
の
相
関
関
係
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

施
設
に
お
い
て
は
死
に
ゆ
く
対
象
者
へ
の
ケ
ア
に
前
向
き
で
あ
る
こ
と

は
、
情
緒
的
消
耗
感
や
脱
人
格
化
に
対
し
て
保
護
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
問
芝
の
報
告
で
は
宗
教
を
持
つ
こ
と
が
死
に
ゆ
く
対
象
者
の
ケ
ア

の
前
向
き
さ
と
関
連
す
る
た
め
、
本
解
析
か
ら
は
「
施
設
ス
タ
ッ
フ
に
お

い
て
宗
教
が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
保
護
因
子
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
結

論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
メ
ン
ト

林
田　

康
順

【
は
じ
め
に
】
本
パ
ネ
ル
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
挑
戦
的

萌
芽
研
究
「
多
死
社
会
に
お
け
る
仏
教
者
の
社
会
的
責
任
」
に
所
属
す
る

研
究
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
者
福
祉
施
設
・
医
療
施
設
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
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る
こ
と
が
最
も
相
応
し
い
と
総
合
的
に
判
断
し
た
旨
の
応
答
が
あ
っ
た
。〕

【
お
わ
り
に
】
本
パ
ネ
ル
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
た
研
究
内
容
は
、
仏
教
者

と
寺
院
、
そ
し
て
仏
教
の
教
え
が
、
超
高
齢
・
多
死
社
会
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
人
材
と
資
産
、
そ
し
て
生
活
規
範
と
な
り
得
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
貴
重
な
提
言
で
あ
る
。
今
後
、
そ
の
可
能
性
を
着
実
に
具
現
化
す
る

作
業
こ
そ
、
明
る
く
、
幸
せ
な
未
来
を
わ
が
国
に
も
た
ら
す
大
き
な
一
歩

と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
報
告
を
終
え
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

小
川　

有
閑

　

二
〇
一
三
年
に
は
四
六
〇
万
に
達
し
た
認
知
症
患
者
は
、
右
肩
上
が
り

に
増
え
続
け
、
高
齢
化
率
が
四
〇
％
に
い
た
る
と
さ
れ
る
二
〇
五
五
年
に

は
、
人
口
の
一
割
が
軽
度
認
知
障
害
以
上
の
症
状
を
抱
え
る
と
予
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
重
度
の
認
知
症
患
者
が
入
所
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

は
、
施
設
内
で
の
看
取
り
や
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
亡
く
な
る
直
前
ま
で
の

介
護
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
死
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
利
用
者
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
症
の
進
行
へ
の

不
安
や
長
引
く
介
護
に
疲
弊
す
る
家
族
、
決
し
て
快
方
に
向
か
う
こ
と
の

な
い
利
用
者
と
の
日
々
に
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
多
様
な

苦
悩
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
も
一
つ
の
要
因
と
な

り
、
近
年
で
は
、
臨
床
宗
教
師
や
臨
床
仏
教
師
な
ど
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
を
主
目
的
と
す
る
宗
教
者
（
日
本
型
チ
ャ
プ
レ
ン
）
の
育
成
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
大
学
・
機
関
で
講
座
が
開
か
れ
、
供
給
は
増
え
て

い
る
も
の
の
、
受
け
入
れ
る
側
の
医
療
機
関
・
介
護
施
設
の
ニ
ー
ズ
に
つ

い
て
の
正
確
な
把
握
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
一
方
で
、
宗

役
立
つ
か
も
知
れ
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
宗
教
を
巡

る
複
雑
な
現
状
の
中
、
そ
こ
ま
で
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
？
と
い

う
問
い
に
対
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
ケ
ア
ニ
ー
ズ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

も
調
査
を
継
続
し
た
い
旨
の
応
答
が
あ
っ
た
。〕

③
問
芝
志
保
氏
へ　

Ａ
〈
ケ
ア
施
設
従
事
者
に
向
け
た
宗
教
的
ニ
ー
ズ
へ

の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
、
特
に
設
問
の
中
、「
信
仰
が
な
い
」
と
回
答
し

た
三
〇
一
名
の
中
、「
ケ
ア
業
務
を
通
じ
て
宗
教
に
関
心
を
持
つ
」
と
す

る
回
答
が
五
一
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
信
仰
が
な
い
人
で
も

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
宗
教
へ
の
関
心
が

高
ま
る
こ
と
を
数
量
的
に
指
摘
し
得
た
貴
重
な
考
察
で
あ
る
。〉
Ｂ
〔
一

方
、
同
じ
設
問
の
中
、「
信
仰
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
二
一
名
の
中
、「
ケ

ア
業
務
を
通
じ
て
宗
教
に
関
心
を
持
つ
」
と
の
回
答
が
一
一
名
、「
ケ
ア

業
務
を
通
じ
て
宗
教
に
関
心
を
持
た
な
い
」
と
の
回
答
が
一
〇
名
で
あ

り
、
両
者
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
今
後
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
旨

の
応
答
が
あ
っ
た
。〕

④
岡
村
毅
氏
へ　

Ａ
〈
問
芝
氏
の
発
表
を
受
け
、
死
に
ゆ
く
人
に
対
す
る

ケ
ア
の
前
向
き
さ
が
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
対
す
る
保
護
因
子
に
な
る
こ
と

を
理
論
的
に
指
摘
し
た
画
期
的
な
研
究
成
果
で
あ
る
。〉
Ｂ
〔
医
師
で
あ

る
岡
村
氏
自
身
が
「
宗
教
に
関
連
し
た
調
査
を
医
療
施
設
で
行
う
こ
と
の

困
難
さ
」
と
言
及
す
る
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
宗
教
へ
の
根
強
い
抵

抗
感
が
あ
る
中
、
こ
う
し
た
各
種
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
「
宗
教
者

の
使
命
」
と
ま
で
指
摘
す
る
岡
村
氏
か
ら
の
宗
教
者
へ
の
期
待
の
背
景
に

つ
い
て
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
認
知
症
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
村
氏
の
経
験
則
等
か
ら
宗
教
者
が
関
わ
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査
の
結
果
か
ら
、「
死
に
ゆ
く
入
所
者
へ
の
ケ
ア
の
前
向
き
さ
」
が
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
を
防
ぐ
保
護
因
子
に
な
る
こ
と
を
ク
ロ
ス
集
計
か
ら
解
明
し

た
。

　

以
上
の
報
告
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
林
田
康
順
氏
か
ら
、
小
川

報
告
に
対
し
て
は
施
設
で
の
看
取
り
や
宗
教
的
ケ
ア
の
実
施
状
況
は
全
国

の
現
状
と
イ
コ
ー
ル
と
考
え
て
良
い
の
か
、
ま
た
、
宗
教
組
織
が
母
体
と

な
っ
て
い
る
福
祉
施
設
の
把
握
可
能
性
に
つ
い
て
、
髙
瀨
報
告
に
は
宗
教

的
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
分
析
の
妥
当
性
を
、
問
芝
報
告
に
は
ケ
ア
業
務
を
通
じ

て
宗
教
に
関
心
を
持
つ
群
と
持
た
な
い
群
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
推
測
さ

れ
る
理
由
を
、
岡
村
報
告
に
は
医
療
者
と
宗
教
者
の
協
働
可
能
性
に
つ
い

て
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
宗
教
的
ケ
ア
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト
や
僧
侶
と
の
協
働
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
僧
侶
側
が
対
応
し
て
い
け

る
の
か
、
実
際
に
実
践
し
て
い
る
僧
侶
を
ど
れ
く
ら
い
把
握
で
き
て
い
る

の
か
、
現
場
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
る
強
引
な
布
教
・
勧
誘
と
は
ど
の
程
度

の
も
の
か
等
の
質
問
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
会
場
に
は
三
〇
人
を
超
え

る
聴
衆
が
詰
め
か
け
、
活
発
な
討
議
・
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、
研
究
グ
ル

ー
プ
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
パ
ネ
ル
と
な
っ
た
。
関
係
者
各
位
に
感
謝
を

表
し
た
い
。

教
色
を
隠
さ
ず
に
宗
教
者
が
高
齢
者
福
祉
施
設
で
活
動
を
す
る
事
例
も
散

見
さ
れ
る
。
得
て
し
て
チ
ャ
プ
レ
ン
的
な
活
動
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
だ

が
、
こ
う
し
た
事
例
の
数
々
は
伝
統
的
な
宗
教
行
為
へ
の
ニ
ー
ズ
が
一
定

程
度
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

上
記
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
・
Ｂ
Ｓ
Ｒ
推

進
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
高
齢
者
医
療
・
福
祉
の
現
場
に
お
け
る
宗

教
的
ケ
ア
―
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
か
ら
伝
統
的
宗
教
行
為
ま
で
―
の
ニ

ー
ズ
の
実
態
把
握
・
分
析
を
目
指
す
研
究
を
進
め
て
き
た
（
日
本
学
術
振

興
会
科
学
研
究
費
・
挑
戦
的
萌
芽
研
究
「
多
死
社
会
に
お
け
る
仏
教
者
の

責
任
」）。
本
パ
ネ
ル
は
、
上
記
研
究
グ
ル
ー
プ
が
高
齢
者
福
祉
施
設
・
医

療
施
設
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
行
っ
た
、
ケ
ア
観
、
宗
教
観
、

宗
教
的
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
等
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
報
告

で
あ
る
。

　

冒
頭
の
小
川
報
告
は
、
本
パ
ネ
ル
の
問
題
設
定
を
兼
ね
て
、
科
研
研
究

の
背
景
と
な
る
高
齢
・
多
死
社
会
の
状
況
を
概
観
し
、
科
研
の
目
的
・
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
を
説
明
、
そ
し
て
、
調
査
結
果
の
単
純
集
計
か
ら

読
み
取
れ
る
仏
教
的
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
、
信
仰
の
有
効
性
等
を
指
摘

し
た
。
髙
瀨
報
告
は
ま
ず
各
種
仏
教
的
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
示

し
た
後
、
入
所
者
／
入
所
者
家
族
か
ら
の
死
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
頻

度
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
仏
教
的
支
援
ニ
ー
ズ
に
差
が
あ
る
こ
と
を
ク

ロ
ス
集
計
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
問
芝
報
告
は
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
宗
教

観
と
ケ
ア
観
の
関
連
性
を
ク
ロ
ス
集
計
か
ら
分
析
、
特
に
信
仰
の
有
無
が

「
死
に
ゆ
く
入
所
者
へ
の
ケ
ア
の
前
向
き
さ
」
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
最
後
の
岡
村
報
告
は
、
医
療
者
の
立
場
か
ら
高
齢
者
ケ
ア

の
現
場
へ
の
宗
教
者
の
参
加
の
意
義
を
説
明
、
そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調



97　　

パネル 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

忘
却
さ
れ
た
戦
後
宗
教
史
の
一
端
で
あ
る
。

　

沖
縄
県
公
文
書
館
は
米
軍
政
期
か
ら
琉
球
政
府
樹
立
に
よ
る
米
国
の
間

接
統
治
期
間
に
関
す
る
優
れ
た
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
あ
り
、
宗
教
関
連
史
料
を

調
査
し
た
結
果
、
幾
つ
も
の
興
味
深
い
事
実
が
判
明
し
た
。
最
も
重
要
だ

と
思
わ
れ
る
事
例
は
、
戦
前
の
宗
教
抑
圧
の
代
名
詞
と
さ
れ
、
日
本
本
土

で
は
一
九
四
五
年
の
占
領
軍
総
司
令
部
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
人
権
指

令
」
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
「
宗
教
団
体
法
」
が
、
米
軍
統
治
下
の
南
西

諸
島
に
お
い
て
は
日
本
本
土
復
帰
（
奄
美
一
九
五
三
年
、
沖
縄
一
九
七
二

年
）
ま
で
存
続
・
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
下
で
創
価
学
会

な
ど
戦
時
中
は
抑
圧
さ
れ
た
新
宗
教
教
団
が
宗
教
法
人
格
を
取
得
し
て
活

動
を
展
開
し
て
い
た
。
他
方
、
同
法
で
は
法
人
格
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

神
社
等
は
社
団
法
人
等
を
組
織
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
し
て
本
土
復
帰
に
際
し
、
旧
神
社
明
細
帳
の
復
旧
に
よ
っ
て
本
土

の
宗
教
法
人
法
で
の
法
人
格
の
一
括
取
得
が
な
さ
れ
た
こ
と
等
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

沖
縄
・
南
西
諸
島
を
細
か
く
現
地
調
査
を
行
う
に
つ
れ
、
沖
縄
本
島
と

宮
古
島
、
石
垣
・
八
重
山
諸
島
、
そ
し
て
奄
美
諸
島
の
間
に
は
、
大
き
な

文
化
的
政
治
的
相
異
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
の
要
因
は
古
代

以
来
の
歴
史
の
相
違
に
も
よ
る
が
、
戦
後
の
米
軍
統
治
下
で
の
「
分
断
と

隔
離
」
政
策
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
奄
美
諸
島
が
鹿
児
島

県
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
米
軍
統
治
も
混
乱
す
る
過
程
で
極
度
の
困
窮
を
経

験
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
宮
古
や
八
重
山
も
当
初
は
分
断
支
配
さ

れ
、
統
一
機
構
と
し
て
琉
球
臨
時
中
央
政
府
が
で
き
た
の
は
一
九
五
一
年

で
あ
っ
た
。

　
「
分
断
と
隔
離
」
政
策
に
よ
る
各
地
域
の
独
自
性
の
展
開
は
、
各
島
の

連
合
国
の
ア
ジ
ア
戦
後
処
理
と
宗
教

│
│ 

史
料
・
現
地
調
査
か
ら
の
再
検
討 

│
│

代
表
者
・
司
会　

平
良　

直

忘
却
さ
れ
た
戦
後
宗
教
史

│
│ 

米
国
・
沖
縄
の
公
文
書
史
料
と
現
地
調
査
か
ら 

│
│

中
野　
　

毅

　

筆
者
は
米
国
・
連
合
国
の
日
本
占
領
に
関
す
る
公
文
書
、
史
料
の
再
調

査
と
、
地
域
と
し
て
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
な
か

っ
た
沖
縄
・
南
西
諸
島
の
戦
中
・
戦
後
の
状
況
に
関
す
る
公
文
書
調
査
と

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

米
国
立
公
文
書
館
で
の
占
領
軍
文
書
調
査
で
は
、
憲
法
や
天
皇
制
に
関

す
る
国
民
の
多
様
な
見
解
や
新
宗
教
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
を
多
数
収

集
し
た
。
そ
の
中
か
ら
発
見
し
た
興
味
深
い
事
例
は
、
終
戦
後
に
宗
教

者
・
団
体
と
も
政
治
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
各
級
議
会
選
挙
に
出
馬
し
た

の
み
で
な
く
、
一
九
四
八
年
に
宗
教
政
党
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
て
い

た
。
五
月
三
日
に
新
妻
清
一
郎
が
結
成
宣
言
を
し
た
「
日
蓮
党
」
で
あ

る
。
日
蓮
主
義
を
日
本
文
化
の
真
髄
と
主
張
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
革

命
、
日
本
の
民
主
化
、
世
界
平
和
を
達
成
し
う
る
真
理
の
最
高
峰
で
あ
る

等
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
十
一
月
十
九
日
に
は
、
伝
統
諸
宗
教
に
よ
る

「
第
三
文
明
党
」
が
京
都
に
て
結
成
さ
れ
て
い
た
。
従
来
、
戦
後
日
本
に

お
け
る
初
の
宗
教
政
党
は
一
九
六
四
年
に
創
価
学
会
が
設
立
し
た
公
明
党

と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
前
に
二
つ
の
宗
教
政
党
が
存
在
し
、

「
人
間
革
命
」
と
い
う
用
語
も
創
価
学
会
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
。
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罰
、
天
皇
制
の
廃
止
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
に
対
す

る
政
治
教
育
は
、
ソ
連
の
対
日
政
策
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
シ
ベ

リ
ア
抑
留
者
に
と
っ
て
『
日
本
新
聞
』
は
唯
一
の
日
本
語
新
聞
で
あ
り
、

同
紙
は
ソ
連
が
抑
留
者
を
教
育
す
る
最
も
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
宣
伝
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
実
証
研
究
は
い

ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
は
『
日
本
新
聞
』
に
お
け
る
天
皇
関

連
記
事
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
占
領
期
ソ
連
の
対
日
政
策
、
と
り
わ

け
天
皇
お
よ
び
天
皇
制
に
対
す
る
政
策
の
一
端
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、『
日
本
新
聞
』
に
お
け
る
天
皇
関
連
記
事
を
量
的
に
分
析
し
た

結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一
に
、
天
皇
関
連
記
事
の
大

多
数
が
天
皇
お
よ
び
天
皇
制
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
第
二
に
、
天
皇
関

連
記
事
の
大
多
数
は
一
九
四
六
年
一
二
月
ま
で
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
実
は
、『
日
本
新
聞
』
の
天
皇
関
連
報
道
が
占
領
初
期
の
一
大
テ
ー

マ
で
あ
る
日
本
国
憲
法
の
成
立
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
第
三
に
、
天
皇
関
連
記
事
は
そ
の
お
よ
そ
半
数
が
四
面
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
関
連
記
事
は
「
民
主
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
共
産

主
義
運
動
と
の
関
連
で
、
天
皇
お
よ
び
天
皇
制
批
判
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

と
言
え
よ
う
。
第
四
に
、
天
皇
関
連
記
事
は
国
際
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、

文
化
、
歴
史
、
総
合
と
い
っ
た
七
つ
の
分
野
に
及
ぶ
が
、
政
治
分
野
、
経

済
分
野
の
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、『
日
本
新
聞
』
を
質
的
に
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
論

調
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
際
分
野
で
は
天
皇
が
「
戦
犯
第

一
号
」
で
あ
る
と
再
三
訴
え
、
天
皇
を
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
を

表
明
し
て
い
る
。
政
治
分
野
で
は
天
皇
の
人
間
宣
言
を
歓
迎
し
、
天
皇
の

神
社
の
あ
り
方
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
沖
縄
本
島
の
沖
縄
県

護
国
神
社
で
あ
る
。
戦
前
は
他
県
の
護
国
神
社
と
同
じ
く
「
県
の
靖
国
」

と
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
米
軍
と
の
地
上
戦
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
。
戦

後
、
護
国
神
社
の
再
建
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
軍
人
の
み
で
な
く
県
民

全
体
の
犠
牲
者
を
追
悼
慰
霊
す
る
施
設
と
し
て
財
団
法
人
、
後
に
社
団
法

人
と
し
て
、
多
く
の
県
民
の
支
持
を
受
け
て
再
建
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
の

象
徴
的
事
例
は
、
今
回
の
調
査
で
発
見
し
た
「
幻
の
八
重
山
神
社
」
で
あ

る
。
昭
和
一
五
年
に
は
皇
紀
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
護
国
神
社
と
同
様

の
八
重
山
神
社
を
建
立
し
よ
う
と
す
る
運
動
が
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
戦

争
の
勃
発
に
よ
っ
て
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
し
か
し
軍
部
は
一
九
四
五
年

に
急
ご
し
ら
え
の
八
重
山
神
社
を
建
設
し
、
島
民
の
戦
意
高
揚
の
た
め
に

参
拝
を
強
制
し
た
。
こ
の
神
社
は
米
軍
の
激
し
い
空
襲
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
た
が
、
戦
後
、
八
重
山
の
復
興
が
な
さ
れ
て
も
神
社
の
復
旧
を
望
む
声

は
な
く
、
幻
と
し
て
島
民
の
記
憶
か
ら
も
消
し
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
八

重
山
で
は
軍
に
よ
る
マ
ラ
リ
ア
多
発
地
帯
へ
の
疎
開
が
強
制
さ
れ
、
罹
病

死
し
た
島
民
は
三
千
名
以
上
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
愚
か
し
い
戦
争
の
象

徴
が
、
こ
の
神
社
で
あ
っ
た
。

占
領
期
ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
教
育

│
│ 『
日
本
新
聞
』
の
描
く
天
皇
像 

│
│

宮
川　

真
一

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
連
合
国
の
対
日
占
領
政
策
で
は
天
皇
お

よ
び
天
皇
制
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
国
内

で
は
平
和
主
義
的
な
統
治
者
と
し
て
の
天
皇
像
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
一
方
、
占
領
期
ソ
連
の
対
日
政
策
に
は
戦
犯
と
し
て
の
天
皇
の
処
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わ
ち
、
占
領
期
ソ
連
の
対
日
政
策
に
は
戦
犯
と
し
て
の
天
皇
の
処
罰
と
天

皇
制
の
廃
止
が
あ
っ
た
こ
と
を
、『
日
本
新
聞
』
の
分
析
は
裏
付
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

米
軍
政
期
韓
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
国
家
権
力

白　
　

恩
正

　

二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
と
二
一
日
に
韓
国
で
行
っ
た
世
論
調
査
の
結

果
に
よ
る
と
、
韓
国
教
会
を
信
頼
す
る
は
二
〇
・
二
％
、
信
頼
し
な
い
は

五
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。
韓
国
基
督
教
は
、
受
難
に
満
ち
た
近
代
の
韓
国

民
族
史
に
お
い
て
肯
定
的
・
改
革
的
・
自
主
的
に
働
い
た
面
も
大
き
い
も

の
の
、
こ
の
よ
う
に
信
頼
度
が
低
い
の
は
韓
国
基
督
教
の
性
格
の
変
化
を

一
つ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
よ
う
。
韓
国
基
督
教
が
国
家
権
力
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
、
戦
前
と
戦
後
を
比
較
す
る
こ
と

で
そ
の
性
格
の
変
化
を
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
戦
前
の
神

社
参
拝
問
題
と
戦
後
の
米
軍
政
期
及
び
李
承
晩
政
権
の
初
期
を
中
心
に
検

討
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
前
の
戦
争
末
期
に
韓
国
教
会
の
大
き
な
屈
折
が

あ
り
、
戦
後
の
米
軍
政
期
に
そ
の
後
の
韓
国
教
会
の
性
格
を
決
定
づ
け
る

基
本
的
な
枠
が
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

神
社
参
拝
を
め
ぐ
り
強
硬
な
態
度
に
変
わ
っ
た
の
は
、
南
次
郎
総
督
の

赴
任
し
た
一
九
三
六
年
以
降
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
界
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ

ク
や
監
理
教
会
は
神
社
参
拝
を
容
認
す
る
も
の
の
、
長
老
教
会
は
強
硬
な

態
度
を
堅
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
総
督
府
が
一
九
三
八
年
二
月
に
「
基

督
教
に
対
す
る
指
導
対
策
」
を
出
し
て
か
ら
は
、
神
社
参
拝
を
決
議
す
る

と
こ
ろ
が
相
次
ぐ
。
そ
の
後
の
基
督
教
団
は
総
督
府
の
戦
争
遂
行
に
も
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
陸
海
軍
へ
の
献
納
、
勤
労
奉
仕
隊
参
加
、

全
国
巡
幸
を
批
判
す
る
。
天
皇
制
の
打
倒
と
人
民
共
和
政
府
の
樹
立
を
目

指
し
、
天
皇
制
を
温
存
す
る
日
本
国
憲
法
を
批
判
す
る
。
経
済
分
野
で
は

天
皇
財
閥
は
明
治
維
新
以
降
日
本
一
の
大
金
持
ち
に
な
っ
た
成
金
で
あ

り
、
莫
大
な
土
地
、
建
物
、
株
、
有
価
証
券
、
現
金
、
宝
石
、
貴
金
属
類

を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
天
皇
財
閥
は
他
の
巨
大
財
閥
と
結
び
付
い
て
国

民
を
搾
取
し
て
お
り
、
最
大
の
戦
争
責
任
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
社
会

分
野
で
は
、
全
国
巡
幸
は
天
皇
の
戦
争
責
任
を
免
罪
す
る
も
の
で
は
な

く
、
上
海
在
留
邦
人
に
も
天
皇
制
に
反
対
し
改
廃
を
要
す
る
と
主
張
す
る

声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
食
料
問
題
に
関
す
る
天
皇
の
ラ
ジ
オ
放
送
、
東
京

裁
判
の
判
決
は
、
天
皇
の
処
罰
と
天
皇
制
の
打
倒
に
向
け
て
勤
労
人
民
を

立
ち
上
が
ら
せ
て
い
る
。
天
皇
に
つ
い
て
の
文
芸
作
品
は
天
皇
を
強
く
非

難
し
、
天
皇
に
対
す
る
恨
み
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
分
野

で
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
天
皇
の
歴
史
は
作
り
話
で
あ
る
こ
と

を
説
明
す
る
。
近
代
以
降
の
天
皇
制
は
人
民
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
天
皇
制
政
府
の
最
後
の
根
拠
地
は
国
体
護
持
で
あ
る
こ
と
、
人
民

共
和
政
府
の
樹
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
総
合
的
論
説
で

は
、
天
皇
お
よ
び
天
皇
制
を
歴
史
的
、
経
済
的
、
政
治
的
、
国
際
的
観
点

か
ら
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
日
本
新
聞
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
天
皇
お
よ

び
天
皇
制
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
報
道
か
ら
描
か
れ
る

の
は
、
処
罰
さ
れ
る
べ
き
「
戦
犯
第
一
号
」
と
し
て
の
天
皇
像
で
あ
り
、

打
倒
さ
れ
る
べ
き
「
人
民
の
敵
」
と
し
て
の
天
皇
制
像
で
あ
る
。『
日
本

新
聞
』
の
天
皇
関
連
報
道
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
に
対
す
る
政
治
教
育
の
一

環
で
あ
り
、
同
紙
の
描
く
天
皇
像
は
占
領
期
ソ
連
の
対
日
政
策
、
と
り
わ

け
天
皇
お
よ
び
天
皇
制
に
対
す
る
政
策
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
す
な
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の
重
要
ポ
ス
ト
を
占
め
る
が
、
国
家
の
中
央
政
府
及
び
各
部
署
の
高
位
職

に
い
く
ほ
ど
そ
の
割
合
は
大
き
い
。
彼
ら
は
教
会
に
有
利
な
政
策
を
産
み

だ
し
、
教
会
は
彼
ら
を
全
面
的
に
支
援
す
る
と
い
う
、
権
力
密
着
型
の
性

質
を
更
に
強
化
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
よ
う
な
韓
国
教
会
の

構
造
、
体
質
に
変
質
さ
せ
る
基
盤
を
提
供
し
た
の
が
戦
後
の
米
軍
政
期
で

あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
制
度
化
し
た
の
が
、
そ
の
後
の
李
承
晩

政
権
、
朴
正
熙
政
権
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

結
論
と
し
て
、
開
化
期
、
植
民
地
期
に
は
民
族
受
難
の
歴
史
と
と
も
に

常
に
民
衆
の
側
に
い
た
韓
国
基
督
教
が
、
戦
後
は
政
権
の
庇
護
の
も
と
量

的
に
は
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
る
も
の
の
、
も
は
や
民
衆
側
で
は
な
く

権
力
側
・
既
得
権
側
に
身
を
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
過
去

の
反
省
・
懺
悔
と
は
程
遠
い
、
権
力
志
向
の
性
質
を
も
つ
教
会
へ
向
か
っ

て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

沖
縄
初
期
占
領
期
に
お
け
る
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
と
キ
リ
ス
ト
者

平
良　
　

直

　

本
発
表
は
、
以
下
の
三
点
の
問
い
を
設
定
し
、
資
史
料
を
も
と
に
検
討

し
た
。
な
お
、
発
表
タ
イ
ト
ル
で
は
、「
初
期
占
領
期
に
お
け
る
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｒ
」
と
し
て
い
る
が
、
占
領
初
期
の
米
海
軍
に
よ
る
米
国
軍
政
府
を
含

め
る
も
の
と
す
る
。
①
米
国
の
沖
縄
占
領
初
期
の
統
治
政
策
の
な
か
で
占

領
軍
と
沖
縄
キ
リ
ス
ト
者
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
し

て
②
軍
政
府
主
導
の
も
と
、
初
期
の
沖
縄
の
戦
後
復
興
に
中
心
的
な
役
割

を
は
た
し
た
人
々
（
諮
詢
会
）
の
な
か
に
キ
リ
ス
ト
者
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
に
着
目
し
、
彼
ら
が
沖
縄
の
戦
後
復
興
の
行
政
に
関
わ
り
な
が
ら
宗

教
上
の
信
念
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。
③
初
期
米
国
軍
政
府
、

教
会
の
鐘
の
献
鐘
な
ど
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
基
督
教
界
の
変
質
・

改
変
・
附
日
協
力
は
総
督
府
の
外
圧
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
基
督
教

界
内
の
協
力
者
が
な
け
れ
ば
成
し
え
な
か
っ
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
協

力
者
た
ち
は
自
他
共
に
公
認
す
る
基
督
教
界
の
指
導
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
は
教
会
の
上
層
部
が
親
日
的
な
人
物
に
全
面
交
代
さ
れ
た
総

体
的
な
御
用
化
の
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年

に
発
刊
さ
れ
た
『
親
日
人
名
辞
書
』
に
は
総
四
三
八
九
人
が
収
録
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
六
〇
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦

後
、
最
初
の
歴
史
清
算
の
試
み
と
し
て
一
九
四
八
年
九
月
二
二
日
に
公
布

さ
れ
た
「
反
民
族
行
為
処
罰
法
」
は
一
年
足
ら
ず
で
失
敗
に
終
わ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
被
疑
者
と
さ
れ
た
基
督
教
徒
三
八
人
は
何
の
処
罰
を
受
け
る

こ
と
も
な
く
、
戦
後
も
実
権
を
握
っ
た
ま
ま
、
教
会
の
再
建
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
復
活
す
る
の
で
あ
る
。

　

神
社
参
拝
反
対
を
理
由
に
投
獄
さ
れ
て
い
た
出
獄
信
徒
た
ち
は
戦
後
直

ち
に
教
会
の
復
旧
と
再
建
に
当
た
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
教
会
の
リ
ー

ダ
ー
達
は
勢
力
面
に
お
い
て
劣
勢
で
あ
る
出
獄
信
徒
た
ち
を
抱
擁
す
る
こ

と
な
く
、
む
し
ろ
分
離
主
義
者
、
極
端
主
義
者
で
あ
る
と
排
斥
し
た
。
そ

の
結
果
、
出
獄
信
徒
は
再
建
派
、
高
神
派
と
し
て
既
存
の
教
団
か
ら
分
離

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
信
仰
的
な
価
値
を
求
め
る
よ
り
、
自

己
保
身
や
既
得
権
の
維
持
の
よ
う
な
力
の
論
理
に
は
し
る
韓
国
教
会
の
リ

ー
ダ
ー
達
は
、
戦
前
の
戦
争
末
期
は
親
日
に
戦
後
の
米
軍
政
下
に
お
い
て

は
親
米
に
衣
替
え
を
し
、
米
軍
政
の
掲
げ
る
反
共
政
策
に
積
極
的
に
協
力

し
な
が
ら
政
権
の
庇
護
の
も
と
、
量
的
な
拡
大
を
図
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
は
他
の
全
て
の
宗
教
に
比
べ
て
特
権
的
で
優
位
に
あ
り
、
国
家
の
高
位

職
に
も
持
続
的
に
参
加
す
る
。
基
督
教
徒
で
ア
メ
リ
カ
留
学
派
は
米
軍
政
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設
の
た
め
に
は
宗
教
の
普
及
が
必
要
だ
と
い
う
信
念
か
ら
、
宗
教
、
と
く

に
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
文
化
部
の
活
動
と
連
動
さ
せ
て
行
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
活
動
は
占
領
軍
側
の
統
治
政
策
と
親
和
性
が
あ
り
、
従
軍
牧
師
と
協

働
し
た
伝
道
活
動
を
行
っ
た
。

　

本
土
で
行
わ
れ
た
従
軍
牧
師
な
ど
に
よ
る
布
教
活
動
は
沖
縄
に
お
い
て

は
占
領
軍
側
が
そ
れ
を
促
進
し
た
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
沖
縄
統
治
が
徐
々
に
落
ち
着
く
に
し
た
が
っ
て
、
表
立
っ

て
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
根
付
か
せ
、
親
米
化
す
る
と
い
う
統
治
路
線
は

行
わ
れ
に
く
く
な
る
。
占
領
中
期
に
は
、
沖
縄
の
共
産
主
義
化
を
防
ぐ
た

め
に
占
領
軍
政
府
は
「
民
主
主
義
の
理
念
と
価
値
観
」
を
根
付
か
せ
る
方

向
に
傾
く
こ
と
に
な
る
。
琉
球
政
府
に
お
け
る
「
琉
球
政
府
章
典
」（
一

九
五
二
年
二
月
二
九
日
米
国
民
政
府
令
第
六
八
号
）
な
ど
で
「
信
教
の
自

由
」、「
政
教
分
離
」
の
原
則
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
的
な
領
域

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
施
策
は
難
し
く
な
っ
た
。
文
化
部
の
「
指

導
」
の
基
調
や
原
理
は
後
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
宣
撫
活
動
に
生
か
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
宗
教
に
施

策
的
に
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
Ｐ
Ｒ
誌
、『
守
礼
の
光
』
や

『
今
日
の
沖
縄
』
を
通
じ
て
親
米
化
を
促
進
し
、
柔
ら
か
な
宣
撫
施
策
を

と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
施
策
は
や
が
て
本
土
復
帰
が
実
現
す
る
と
同
時
に

終
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
発
表
で
は
、
日
本
本
土
に
お
け
る
「
神

道
指
令
」
に
お
け
る
信
教
の
自
由
、
政
教
分
離
原
則
は
少
な
か
ら
ず
沖
縄

の
占
領
政
策
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
今
後

さ
ら
に
資
史
料
を
も
と
に
し
た
占
領
統
治
と
法
制
度
と
の
関
係
、
被
占
領

側
の
応
答
の
全
体
像
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

後
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
が
沖
縄
を
統
治
す
る
に
あ

た
っ
て
、
沖
縄
社
会
の
親
米
化
、
反
共
産
主
義
を
維
持
す
る
こ
と
と
キ
リ

ス
ト
者
に
よ
る
伝
道
に
は
親
和
性
が
あ
っ
た
が
、
占
領
統
治
後
期
復
帰
運

動
の
台
頭
に
よ
っ
て
結
果
的
に
は
沖
縄
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
施
策
的

志
向
性
は
影
を
薄
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
の
占
領

は
日
本
本
土
の
占
領
政
策
と
切
り
離
さ
れ
て
い
た
が
、
宗
教
に
関
す
る
施

策
で
は
連
関
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

発
表
で
は
、
ま
ず
、
本
発
表
と
関
連
す
る
岡
崎
匡
史
、
一
色
哲
ら
の
先

行
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
た
う
え
で
、
日
本
本
土
の
占
領
施
策
と
宗

教
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
、
軍
政
府
と
か
か
わ
り
の
深
か

っ
た
キ
リ
ス
ト
者
、
當
山
正
堅
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
、
占
領
政
策
と

の
関
係
に
つ
い
て
占
領
軍
の
指
令
書
、
沖
縄
民
政
府
時
代
の
陳
情
書
な
ど

の
資
史
料
を
提
示
す
る
な
か
で
考
察
し
た
。

　

沖
縄
で
は
、
終
戦
直
後
（
一
九
四
五
年
八
月
末
）、
後
の
沖
縄
民
政
府
、

琉
球
政
府
の
母
体
と
な
る
沖
縄
諮
詢
会
が
組
織
さ
れ
、
占
領
軍
の
監
督
下

新
し
い
沖
縄
建
設
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
構
想
さ
れ
た
。

そ
の
構
成
員
は
占
領
軍
側
が
選
出
し
た
人
々
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
五
名

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
諮
詢
会
内
に
文
化
部
が
設
置
さ
れ
、
當
山
正
堅
が
文
化
部
部
長
に
就

任
し
た
。
文
化
部
は
沖
縄
民
政
府
の
中
に
も
引
き
継
が
れ
、
一
九
四
六
年

四
月
一
七
日
の
指
令
（
一
五
三
号
）
に
は
従
軍
牧
師
が
文
化
部
に
関
わ
る

こ
と
が
海
軍
軍
政
府
の
公
文
書
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
組
織
図
の
な
か
に

記
さ
れ
て
い
る
。
文
化
部
長
に
任
命
さ
れ
た
當
山
正
堅
は
、
戦
後
の
荒
廃

の
な
か
「
新
沖
縄
建
設
」
の
目
標
を
掲
げ
、
社
会
教
育
領
域
か
ら
新
し
い

沖
縄
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
。
當
山
は
文
化
部
の
な
か
で
新
沖
縄
建
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ら
に
日
本
人
戦
没
者
の
身
元
調
査
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
埋
葬
戦

没
者
が
捕
虜
死
を
し
た
日
本
軍
人
だ
っ
た
こ
と
の
関
連
性
を
、
外
交
史
料

デ
ー
タ
を
も
と
に
考
察
し
た
。

　
「
生
き
て
虜
囚
の
辱
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
こ
と
勿

れ
」
と
の
戦
陣
訓
の
教
え
は
、
戦
争
中
の
み
な
ら
ず
戦
後
も
根
強
く
残

り
、
戦
争
捕
虜
へ
の
差
別
的
な
扱
い
は
、
否
定
的
な
捕
虜
観
の
み
な
ら
ず
、

戦
後
の
社
会
保
障
制
度
に
も
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日

本
軍
と
日
本
政
府
に
よ
る
、
捕
虜
死
を
し
た
自
軍
兵
へ
の
扱
い
の
戦
後
の

変
遷
は
、
日
本
の
戦
後
処
理
の
抱
え
る
複
雑
な
問
題
を
反
映
し
て
い
る
と

い
え
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

平
良　
　

直

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
合
国
に
よ
る
日
本
に
お
け
る
占
領
と
戦
後
処

理
の
影
響
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の

は
、
阿
部
美
哉
に
よ
る
連
合
国
占
領
軍
の
宗
教
政
策
の
研
究
、
ウ
ッ
ダ
ー

ド
の
『
天
皇
と
神
道
』（
原
著
一
九
七
二
年
、
邦
訳
一
九
八
八
年
）、
戦
後

四
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
井
門
富
二
夫
ら
に
よ
る
総
合
的
研
究
『
占
領
と
日

本
宗
教
』（
一
九
九
三
年
）
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
に
も
多

く
の
史
料
の
発
掘
・
整
理
、
そ
し
て
発
見
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
緻
密
に
分

析
し
、
従
来
の
戦
後
レ
ジ
ー
ム
に
対
す
る
認
識
に
新
視
角
を
与
え
る
研
究

も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
補
完
す
る
、
ま
た
は
修

正
す
る
た
め
に
も
連
合
国
の
占
領
政
策
、
と
く
に
宗
教
に
関
す
る
戦
後
処

理
に
関
す
る
新
し
い
資
史
料
に
よ
る
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
文
献
調
査
の
み
で
な
く
、
日
本
の
旧
植
民
地
、
旧
日
本
軍
の
戦
闘
地
域

捕
虜
死
者
と
戦
後
処
理

│
│ 

豪
カ
ウ
ラ
日
本
人
墓
地
を
め
ぐ
る
諸
問
題 

│
│

田
村　

恵
子

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
カ
ウ
ラ
に
は
、

太
平
洋
戦
争
中
に
捕
虜
収
容
所
が
設
置
さ
れ
て
日
本
人
捕
虜
約
千
人
が
収

容
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
カ
ウ
ラ
捕
虜
収
容
所
で
一
九
四
四
年
八
月
に
集
団

脱
走
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
約
二
三
〇
人
の
捕
虜
が
死
亡
し
た
。
死

亡
者
は
一
九
六
四
年
に
日
本
政
府
が
設
置
し
た
カ
ウ
ラ
日
本
人
戦
争
墓
地

に
、
抑
留
中
に
死
亡
し
た
日
本
人
民
間
人
約
二
五
〇
名
と
と
も
に
埋
葬
さ

れ
て
い
る
。
戦
後
の
日
本
政
府
の
戦
没
者
遺
骨
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
は

一
貫
し
て
本
国
送
還
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
日
本
人
戦
争
墓
地
が
造
ら
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
決
定
と
死
亡

者
の
多
く
が
捕
虜
だ
っ
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
を
、

日
豪
の
公
文
書
館
史
料
調
査
と
遺
族
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
報
告
を

交
え
て
報
告
す
る
。

　

カ
ウ
ラ
日
本
人
戦
争
墓
地
は
皇
族
も
訪
問
し
、
毎
年
八
月
に
は
脱
走
死

亡
者
の
慰
霊
追
悼
式
が
日
豪
の
代
表
者
の
参
列
の
元
に
開
催
さ
れ
て
、
カ

ウ
ラ
は
「
和
解
の
象
徴
の
場
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
墓
地

に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
戦
没
者
の
公
式
身
元
調
査
は
今
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
身
内
が
戦
場
で
戦
死
せ
ず
に
連
合
軍
捕
虜

と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
送
後
死
亡
し
た
こ
と
や
、
墓
が
カ
ウ
ラ

に
存
在
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
遺
族
も
多
い
。

　

本
発
表
で
は
、
遺
骨
を
本
国
還
送
し
な
か
っ
た
理
由
が
、
太
平
洋
戦
争

関
連
地
域
（
特
に
旧
ソ
連
地
域
を
中
心
と
す
る
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
地

域
）
の
遺
骨
収
集
の
遅
れ
と
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
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社
会
の
構
造
的
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

平
良
直
は
、
沖
縄
初
期
占
領
時
の
沖
縄
諮
詢
会
や
沖
縄
民
政
府
の
な
か

に
は
キ
リ
ス
ト
者
が
多
く
、
占
領
軍
の
統
治
政
策
と
の
親
和
性
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
、
民
政
府
文
化
部
部
長
に
任
命
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
當
山
正

堅
の
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
た
「
新
沖
縄
建
設
」
の
活
動
を
示
し
、
そ
の

活
動
が
、
占
領
軍
側
が
発
し
た
信
教
の
自
由
、
政
教
分
離
原
則
の
な
か
で

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
を
考
察
し
た
。

　

田
村
恵
子
は
、
カ
ウ
ラ
捕
虜
収
容
所
の
調
査
報
告
を
行
っ
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
カ
ウ
ラ
に
は
太
平
洋
戦
争
中
に
捕
虜
収
容
所
が
設
置
さ
れ
、

日
本
人
捕
虜
約
千
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
捕
虜
収
容
所
で
一
九

四
四
年
八
月
に
集
団
脱
走
事
件
が
起
き
、
約
二
三
〇
人
の
捕
虜
が
死
亡
。

事
件
で
の
死
者
の
墓
が
現
在
カ
ウ
ラ
に
あ
る
。
戦
後
日
本
政
府
の
戦
没
者

遺
骨
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
本
国
送
還
で
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
カ
ウ
ラ
に

日
本
人
戦
争
墓
地
が
造
ら
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
決
定
と
死
亡
者
の
多

く
が
捕
虜
だ
っ
た
こ
と
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
を
、
史
料
と

遺
族
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
交
え
て
報
告
し
た
。

　

各
発
表
に
対
し
て
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
最
後
に
、
さ
ら
な

る
調
査
・
研
究
を
行
い
、
あ
ら
た
め
て
パ
ネ
ル
企
画
や
出
版
を
通
じ
て
研

究
成
果
の
報
告
を
行
う
予
定
が
示
さ
れ
た
。

で
の
調
査
に
お
い
て
も
、
事
件
や
事
例
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
展
し
て
い

る
。
本
パ
ネ
ル
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
米
国
・
ソ
連
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
連
合
国
、
ま
た
沖
縄
、
韓
国
な
ど
被
占
領
地
で
の
調
査
結
果
を
も
と

に
連
合
国
の
宗
教
と
関
連
し
た
戦
後
処
理
に
つ
い
て
の
、
よ
り
全
体
的
な

把
握
を
得
る
た
め
の
パ
ネ
ル
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
科
研
費

「
連
合
国
の
ア
ジ
ア
戦
後
処
理
に
関
す
る
宗
教
学
的
研
究
：
海
外
ア
ー
カ

イ
ヴ
調
査
に
よ
る
再
検
討
」（
研
究
代
表
：
中
野
毅
）（
平
成
二
六
年
―
二

八
年
度
）
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

中
野
毅
は
、
パ
ネ
ル
で
の
各
報
告
を
全
体
的
視
点
か
ら
俯
瞰
し
て
説
明

し
た
後
、
米
国
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
発
掘
し
た
日
本
初
期
占
領
期
の
宗
教
政

党
「
第
三
文
明
党
」
結
成
に
関
す
る
新
史
料
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま

た
沖
縄
本
島
お
よ
び
奄
美
、
石
垣
島
な
ど
南
西
諸
島
に
お
け
る
戦
争
と
神

社
、
米
軍
占
領
統
治
と
本
土
と
の
相
違
、
占
領
期
に
宗
教
団
体
法
が
残
存

し
て
い
た
事
実
等
に
つ
い
て
報
告
、
検
討
し
た
。

　

宮
川
真
一
は
、
占
領
期
ソ
連
の
対
日
政
策
に
は
戦
犯
と
し
て
の
「
天
皇

の
処
罰
」、「
天
皇
制
の
廃
止
」
が
あ
っ
た
こ
と
、
い
ま
だ
研
究
が
行
わ
れ

て
い
な
い
日
本
人
抑
留
者
に
対
す
る
重
要
な
宣
撫
政
策
媒
体
で
あ
っ
た

『
日
本
新
聞
』
の
内
容
分
析
を
行
い
、
天
皇
関
連
報
道
を
分
析
す
る
こ
と

で
占
領
期
ソ
連
の
天
皇
に
対
す
る
政
策
の
一
端
を
解
明
し
た
。

　

白
恩
正
は
、
韓
国
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
向
と
性
格
を
決
定
づ
け

た
重
要
な
時
期
で
あ
る
三
年
間
の
米
軍
政
期
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
戦

後
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
量
的
拡
大
は
国
家
権
力
と
の
深
い
関
わ
り
を
持

つ
と
同
時
に
戦
後
の
韓
国
社
会
の
抱
え
る
構
造
的
問
題
や
矛
盾
を
内
包
し

て
い
る
側
面
も
あ
る
。
報
告
で
は
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
国
家
権
力
と
の
関

わ
り
を
、
史
料
や
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
な
ど
を
も
と
に
検
討
し
、
戦
後
韓
国
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世
俗
の
な
か
の
「
宗
教
改
革
」

│
│ 

日
米
独
のEthical Culture

の
役
割 

│
│

代
表
者
・
司
会　

栗
田
英
彦

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

吉
永
進
一

日
本
型
政
教
分
離
と
修
養 

│
│ 

丁
酉
倫
理
会
を
中
心
に 

│
│栗

田
　
英
彦

　

丁
酉
倫
理
会
は
、
明
治
三
〇
年
に
姉
崎
正
治
と
横
井
時
雄
ら
に
よ
っ
て

丁
酉
懇
話
会
（
明
治
三
三
年
改
称
）
と
し
て
設
立
さ
れ
、「
人
格
の
修
養
」

を
掲
げ
、
倫
理
運
動
の
創
出
を
試
み
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、

「
日
本
主
義
」「
国
家
至
上
主
義
」
の
立
場
か
ら
反
宗
教
を
唱
え
た
大
日
本

協
会
に
対
抗
し
て
い
た
。
従
来
の
研
究
は
、
丁
酉
倫
理
会
の
主
張
を
「
近

代
的
自
我
」
や
「
自
発
的
愛
国
心
」
と
結
び
つ
け
、
日
本
主
義
を
「
上
か

ら
の
教
化
政
策
」
と
同
一
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
両
会

へ
のEthical Culture

運
動
の
影
響
と
国
内
の
政
治
勢
力
と
の
関
係
に

注
目
し
、
こ
の
理
解
を
見
直
し
た
い
。

　

日
本
に
お
け
るEthical Culture

の
紹
介
は
、
明
治
二
九
年
の
『
哲

学
雑
誌
』
の
記
事
が
早
い
。
以
来
こ
の
運
動
は
、「
倫
理
修
養
」「
倫
理
教

化
」「
倫
理
修
練
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
き
た
。
明
治
三
〇
年
、
姉
崎
は
雑

誌
『
太
陽
』
に
て
、「
二
千
年
」
の
日
本
宗
教
史
を
記
述
し
、
そ
の
「
包

括
融
合
の
特
性
」
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、「
倫
理
修
養
運
動
」
を
「
世

界
の
包
括
的
大
潮
流
」
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
明
治
以
来
、
対
立
し
て

き
た
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
改
革
」
を
経
由
し
て
、

「
国
民
的
天
職
」
と
し
て
こ
の
潮
流
に
合
流
す
べ
き
と
結
ん
だ
。
丁
酉
倫

理
会
は
、
姉
崎
に
と
っ
て
こ
の
希
望
の
実
践
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
対
す
る
日
本
主
義
陣
営
の
井
上
哲
次
郎
も
ま
た
、
同
様
の
包
括

融
合
の
宗
教
史
観
を
持
ち
、Ethical Culture

を
「
将
来
の
宗
教
」
の

徴
候
と
見
て
い
た
。
姉
崎
と
の
違
い
は
、
さ
ら
に
融
合
を
推
し
進
め
、
宗

教
の
個
別
性
を
否
定
し
、
究
極
的
に
は
唯
一
の
倫
理
的
宗
教
に
至
る
と
考

え
た
こ
と
に
あ
る
。
姉
崎
の
主
張
を
〈
諸
宗
教
の
倫
理
化
〉
と
す
れ
ば
、

井
上
の
そ
れ
は
〈
倫
理
の
宗
教
化
〉
と
も
い
え
よ
う
。
井
上
は
、
こ
の
倫

理
的
宗
教
と
日
本
主
義
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
た
。
実
際
、
井
上
の
方
向

を
教
育
学
で
継
承
し
た
吉
田
熊
次
は
、
海
外
の
倫
理
修
養
運
動
と
交
流

し
、
明
治
三
九
年
に
は
そ
の
国
際
会
議
に
も
出
席
し
て
、
日
本
の
修
身
教

育
を
宗
教
に
基
づ
か
な
い
倫
理
教
育
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

　

両
会
の
主
張
の
背
景
に
は
、
日
本
型
政
教
分
離
に
も
と
づ
く
教
育
政
策

が
あ
っ
た
。
明
治
二
三
年
に
修
身
の
基
礎
を
教
育
勅
語
に
定
め
て
以
来
、

学
校
教
育
か
ら
の
宗
教
教
育
の
排
除
が
進
行
し
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が

運
営
す
る
学
校
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
新
た
な
倫
理
教

育
を
模
索
し
て
い
た
。
同
志
社
社
長
を
務
め
て
い
た
横
井
が
倫
理
修
養
に

関
心
を
抱
い
た
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
条
約
改
正
後

に
高
ま
っ
た
国
際
協
調
路
線
の
政
策
も
あ
る
。
姉
崎
と
横
井
は
、
雑
誌

『
時
代
思
潮
』
を
創
刊
し
、「
文
明
化
」
と
「
国
際
協
調
」
を
進
め
よ
う
と

す
る
西
園
寺
公
望
を
支
援
し
た
。
実
際
に
、
横
井
は
西
園
寺
の
所
属
す
る

立
憲
政
友
会
公
認
で
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、
姉
崎
は
官
僚
出
身
の
政
友

会
議
員
で
あ
る
床
次
竹
次
郎
と
協
力
し
て
三
教
会
同
を
画
策
し
た
。

　

一
方
、
大
日
本
協
会
は
こ
の
国
際
協
調
路
線
を
「
世
界
主
義
」
と
批
判

し
た
。
こ
こ
に
は
、
藩
閥
政
府
や
官
僚
に
対
抗
す
る
自
由
党
や
改
進
党
な

ど
民
党
の
思
惑
も
重
な
っ
て
い
た
。
神
道
界
も
、
日
本
主
義
を
支
持
し
て
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徴
を
、
ア
ー
ド
ラ
ー
の
〈
人
間
性
の
宗
教
〉
と
い
う
理
念
及
び
道
徳
教
育

の
実
践
を
中
心
に
要
約
す
る
。

　

ア
ー
ド
ラ
ー
は
、
改
革
派
ユ
ダ
ヤ
教
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
的
自
由
宗
教
の

影
響
下
、
一
九
世
紀
後
半
の
経
済
・
社
会
思
想
運
動
な
ら
び
に
比
較
宗
教

学
の
学
知
に
も
後
押
し
さ
れ
て
、「
信
条
で
は
な
く
行
動
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
す
る
〈
人
間
性
の
宗
教
〉
を
構
想
し
た
。
超
越
者
に
よ
る
他
力
救
済
で

は
な
く
倫
理
的
自
己
涵
養
、
す
な
わ
ち
、
利
他
に
よ
る
精
神
的
充
実
と
倫

理
的
人
格
の
実
現
が
重
視
さ
れ
た
。
諸
宗
教
に
お
け
る
神
学
的
な
独
善

性
・
排
他
性
や
前
科
学
的
な
超
自
然
主
義
が
批
判
さ
れ
る
一
方
で
、
宗
教

進
化
の
目
的
論
的
帰
結
と
し
て
の
倫
理
的
宗
教
の
普
遍
性
が
説
か
れ
、
各

倫
理
協
会
法
人
の
宗
教
組
織
化
が
試
み
ら
れ
た
。
ア
ー
ド
ラ
ー
の
宗
教
に

対
す
る
こ
う
し
た
両
価
的
態
度
は
、
宗
教
で
あ
っ
て
宗
教
で
な
い
、
と
い

う
米
国
倫
理
連
合
の
自
己
規
定
に
も
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。
ア
ー
ド

ラ
ー
に
お
い
て
は
、
倫
理
的
涵
養
と
い
う
自
己
救
済
の
た
め
の
有
限
的
努

力
は
究
極
的
に
は
成
就
さ
れ
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間
性
を
神
的

な
理
想
へ
と
近
づ
け
る
た
め
に
不
断
に
努
力
す
る
こ
と
こ
そ
が
倫
理
的
宗

教
の
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
人
間
的
生
の
漸
進
的
な
聖
化
を
〈
人

間
性
の
宗
教
〉
と
呼
ん
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
協
会
に
よ
る
社
会
改
良
事
業
は
当
初
は
、
地
区
訪

問
看
護
制
度
や
無
償
幼
稚
園
の
設
立
（
一
八
七
七
年
）、
職
業
訓
練
校
の

開
校
（
一
八
八
〇
年
）、
都
市
の
ス
ラ
ム
化
対
策
と
し
て
の
住
宅
建
設
会

社
の
設
立
（
一
八
八
五
年
）
等
、
産
業
化
と
大
都
市
で
の
急
速
な
移
民
増

加
に
と
も
な
う
公
共
福
祉
的
な
事
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
倫

理
協
会
運
動
は
次
第
に
福
祉
事
業
よ
り
も
教
育
事
業
を
重
点
化
し
始
め

た
。
脱
宗
教
的
道
徳
教
育
の
専
門
家
育
成
を
目
的
と
し
た
米
国
倫
理
連
合

い
た
。
日
本
型
政
教
分
離
に
よ
っ
て
非
宗
教
と
さ
れ
た
神
道
は
、
直
接
的

な
教
化
活
動
に
携
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、「
新
神
道
」
を
主
張
す
る
大
日

本
協
会
の
言
論
活
動
は
、
神
道
家
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
だ

ろ
う
。
ま
た
民
党
は
衆
議
院
の
議
席
獲
得
の
た
め
、
国
民
の
敬
神
感
情
に

訴
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
部
分
で
も
繋
が
り
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
勅

語
に
基
礎
を
置
く
修
身
教
育
の
方
針
を
維
持
し
た
い
教
育
界
か
ら
の
支
持

も
あ
っ
た
。『
日
本
主
義
』
の
版
元
は
、『
教
育
時
論
』
を
発
行
し
て
い
た

開
発
社
で
あ
り
、
教
員
が
主
要
な
読
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
会
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
治
的
現
実
に
根
ざ
し
て

い
た
の
で
あ
り
、
大
日
本
協
会
の
主
張
の
み
を
「
上
か
ら
の
教
化
政
策
」

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
国
際
社
会
へ
の
参
入
を
本
格
化
す
る
日
本
に
お

い
て
、
倫
理
修
養
へ
の
参
照
は
、
宗
教
間
協
調
と
教
育
勅
語
の
両
方
の
正

当
化
に
有
用
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
井
上
ら
大
日
本
協
会
の
一
部
は
、
の
ち

に
丁
酉
倫
理
会
に
合
流
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
付
記
）
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費15J12590
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ド
ラ
ー
に
お
け
る

〈
人
間
性
の
宗
教
〉
の
思
想
と
実
践

庄
司
　
一
平

　

米
国
に
お
け
るEthical Culture

の
宗
教
改
革
運
動
は
、
フ
ェ
リ
ッ

ク
ス
・
ア
ー
ド
ラ
ー
（
一
八
五
一
―
一
九
三
三
）
が
設
立
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
倫
理
協
会
（
一
八
七
六
年
―
）
に
発
端
し
、
米
国
倫
理
連
合
（
一
八

九
三
年
―
）
の
組
織
化
を
は
じ
め
と
す
る
脱
宗
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

普
及
に
尽
力
し
て
き
た
。
本
報
告
で
は
、
米
国
に
お
け
る
初
期
運
動
の
特
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十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
倫
理
文
化
主
義
と
民
族
主
義
的
宗
教
に
つ
い
て

齋
藤
　
正
樹

　

本
報
告
で
は
、
十
九
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ
の
運
動
の
成
功
を
受
け
て
結

成
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
倫
理
文
化
」
運
動
と
反
教
権
的
、
反
ド
グ
マ
的
で
、

人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
の
生
に
倣
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
」
の
実
現
を
主
張

し
た
元
ザ
ク
セ
ン
軍
将
校
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
エ
ギ
ィ
デ
ィ
（M

o-
ritz von Egidy, 1847-1898

）
と
の
関
係
の
一
端
を
、
主
に
雑
誌
記
事

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
エ
ギ
ィ
デ
ィ
は
、
後
の
民
族

主
義
的
宗
教
運
動
（D

ie völkisch-religiöse Bew
egung

）
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
末
に
組
織

化
さ
れ
た
民
族
主
義
運
動
（D

ie völkische Bew
egung

）、
と
り
わ
け

宗
教
的
潮
流
は
、
同
時
代
の
一
元
論
、
自
由
宗
教
運
動
、
福
音
派
教
会
の

中
の
反
教
権
的
な
潮
流
な
ど
、
様
々
な
潮
流
を
そ
の
基
礎
と
し
、
担
い
手

の
意
図
に
か
か
わ
ら
ず
、
倫
理
文
化
運
動
も
そ
の
よ
う
な
「
放
浪
す
る
宗

教
性
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
倫
理
文
化
運
動
は
、
一
八
九
二
年
に
ド
イ
ツ
倫
理
文
化
協
会

（D
eutsche Gesellschaft für Ethische K

ultur

）
が
結
成
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
組
織
的
な
運
動
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
運
動
の
中
心
に
は

大
学
教
員
を
は
じ
め
と
し
た
知
識
人
、
さ
ら
に
教
養
市
民
層
で
社
会
問
題

の
解
決
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
い
た
。
ド
イ
ツ
の
倫
理
文
化
運
動
と
は
、

既
存
の
政
治
党
派
や
宗
派
を
超
え
た
哲
学
や
倫
理
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
平
和
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
団
体
で
あ
っ
た
。

　

反
教
会
的
文
書
に
よ
っ
て
軍
務
を
解
か
れ
た
エ
ギ
ィ
デ
ィ
を
倫
理
文
化

運
動
に
導
い
た
の
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
軍
の
将
軍
の
娘
で
あ
る
リ
リ
ー
・

フ
ォ
ン
・
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
社
会
問
題
や
女
性
問
題
な
ど

主
催
の
「
応
用
倫
理
の
た
め
の
夏
期
講
座
」（
一
八
九
一
―
一
八
九
五
年
）

で
は
、
思
想
と
学
問
の
自
由
に
立
脚
し
つ
つ
、
経
済
及
び
社
会
改
革
・
倫

理
学
・
比
較
宗
教
の
三
部
門
を
柱
と
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
考
案
さ

れ
実
践
さ
れ
た
。
子
供
の
総
合
的
（
美
的
・
知
的
・
情
的
）
資
質
と
し
て

の
道
徳
性
の
涵
養
の
た
め
に
は
、
教
師
が
道
徳
教
育
の
目
的
（
秩
序
の
維

持
・
親
切
・
礼
儀
・
助
け
合
い
等
）
と
手
段
（
遊
び
を
つ
う
じ
た
参
与
観

察
、
親
の
協
力
、
校
長
の
指
導
的
地
位
等
）
を
理
解
し
た
上
で
、
種
類
別

（
利
己
的
・
社
会
的
）
及
び
発
達
段
階
別
の
義
務
を
教
え
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
た
。
科
学
・
歴
史
・
文
学
・
工
作
・
音
楽
・
体
育
の
各
教
科
も
道

徳
教
育
と
い
う
目
的
の
下
で
再
定
義
さ
れ
、
子
供
の
個
性
（
知
的
・
感
情

的
発
達
の
内
発
性
）
を
重
視
す
る
新
教
育
運
動
と
の
接
続
が
図
ら
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
協
会
が
運
営
す
る
学
校
は
、
有
償
化
と
高
校
増
設
を

経
て
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
教
育
課
程
を
有
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
（
一
九
二
八
年
―
）
と
な
り
、
脱
宗
教
的
道
徳
教
育

の
中
心
的
実
験
室
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
米
国
倫
理
連
合
を

中
心
に
創
刊
さ
れ
た
『
国
際
倫
理
学
雑
誌
』（
の
ち
『
倫
理
学
』
に
改
名
）

も
、
倫
理
学
の
学
術
専
門
誌
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
脱
宗
教
的
倫
理
及
び
道

徳
教
育
の
実
践
報
告
の
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　

米
国
に
お
け
る
一
連
の
思
想
運
動
は
、
既
成
宗
教
に
対
す
る
外
部
・
周

縁
か
ら
の
批
判
な
い
し
対
抗
運
動
と
し
て
、
ま
た
、
道
徳
教
育
を
主
眼
と

す
る
近
代
的
な
宗
教
的
教
育
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
実
験
的
試
み
と
し

て
、
さ
ら
に
は
、
近
代
に
お
け
る
人
間
的
生
の
意
義
と
価
値
の
構
築
を
目

指
す
精
神
的
運
動
と
し
て
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
る
。

　
（
付
記
）
本
研
究
は
科
研
費
（
課
題
番
号
：26770025

）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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の
よ
う
な
人
物
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

エ
ギ
ィ
デ
ィ
の
非
教
会
的
な
キ
リ
ス
ト
教
観
念
は
、
倫
理
文
化
運
動
の

担
い
手
に
と
っ
て
は
「
倫
理
」
と
映
っ
た
が
、
エ
ギ
ィ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
「
宗
教
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
真
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
な
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
エ
ギ
ィ
デ
ィ
が
、
民
族
精
神
を
基
礎
に
据
え
た
の
に
対

し
て
、
ド
イ
ツ
倫
理
文
化
運
動
の
支
持
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
や
党
派
を

超
え
、
平
和
を
目
指
す
倫
理
が
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
、

明
白
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が
交
差
し
え
た
、
と
い
う
事
実
に
、

「
民
族
」
と
「
宗
教
」
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
た
当
時
の
特
徴
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

コ
メ
ン
ト

吉
永
　
進
一

　
「
修
養
」
は
、「
宗
教
」
と
同
じ
く
近
代
に
誕
生
し
た
言
葉
で
あ
り
、
戦

前
日
本
で
は
広
く
普
及
し
て
宗
教
の
代
替
や
補
完
と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
近
代
宗
教
史
を
研
究
す
る
上
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
同
時
に
、
把

握
し
難
い
対
象
で
も
あ
る
。
修
養
と
宗
教
を
比
べ
た
場
合
、
前
者
は
よ
り

現
世
志
向
で
あ
り
、
実
践
と
個
人
を
重
視
す
る
傾
向
は
あ
る
と
は
い
え
る

が
、
一
般
的
な
意
味
の
人
格
陶
冶
だ
け
で
な
く
、
宗
教
者
の
求
道
的
な
実

践
、
社
会
道
徳
を
提
唱
す
る
運
動
、
静
坐
法
の
よ
う
に
身
体
技
法
を
伴
う

も
の
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
た
だ
、
そ
の
生
成
を
考
え
て

み
れ
ば
、
修
養
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
近

世
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
近
代
の
「
宗
教
」
概

念
か
ら
は
宗
教
の
外
に
お
か
れ
た
部
分
で
あ
り
、
心
学
、
淘
宮
術
、
養
生

論
な
ど
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、
国
民
国
家
や
近
代
市
民
社
会
の
成
立
に

様
々
な
社
会
問
題
の
解
決
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
彼
女
は
、
エ
ギ
ィ
デ
ィ

の
反
ド
グ
マ
的
な
キ
リ
ス
ト
教
に
新
た
な
宗
教
改
革
の
契
機
を
読
み
取

り
、
自
身
が
参
加
し
た
倫
理
文
化
主
義
運
動
の
雑
誌
『
倫
理
文
化
（D

ie 
Ethische K

ultur

）』
誌
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
促
し
た
。

　

ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ン
の
紹
介
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
エ
ギ
ィ
デ
ィ
と
倫
理
文

化
協
会
と
の
関
係
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、『
真
摯
な
る

意
志
』
と
い
う
書
籍
に
お
い
て
、
彼
は
、
ド
イ
ツ
が
彼
の
非
教
会
的
な
キ

リ
ス
ト
教
思
想
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
り
、
教
会
の
代
わ
り
に
民
族
が
取
っ

て
代
わ
る
べ
き
、
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
彼
が
「
ロ
ー
マ
的
」
で

あ
る
と
す
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
ド
イ
ツ
か
ら
出
て

い
く
か
、
彼
の
主
張
す
る
「
キ
リ
ス
ト
教
」
に
帰
依
す
べ
き
、
と
言
う
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
ギ
ィ
デ
ィ
の
主
張
に
対
し
て
『
倫
理
文
化
』
誌
で
は
、

エ
ギ
ィ
デ
ィ
の
考
え
の
排
他
性
に
対
し
て
非
難
の
声
が
起
き
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
彼
は
、
諸
民
族
の
理
想
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
精
神
に
基
づ
い

て
創
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
い
理
想
を
体
現
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
神

の
精
神
、
ド
イ
ツ
精
神
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
は
同
じ
で
あ
る
、
と
自
分
の

考
え
を
擁
護
し
た
。
こ
の
後
、
彼
は
『
倫
理
文
化
』
運
動
で
は
反
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
並
び
に
反
ユ
ダ
ヤ
教
的
な
言
辞
は
控
え
る
よ
う
に
な

り
、
自
身
の
考
え
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
八
九
八
年
の
そ
の

死
ま
で
平
和
運
動
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
た
。

　

し
か
し
、
エ
ギ
ィ
デ
ィ
の
「
民
族
主
義
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
考
え

は
、
民
族
主
義
の
担
い
手
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
た
。
そ
う
し
た
中
に
、

『
ゲ
ル
マ
ン
人
の
聖
書
』
と
い
う
書
物
を
一
九
〇
四
年
に
出
版
し
、
後
の

一
九
一
二
年
に
ゲ
ル
マ
ン
主
義
的
宗
教
を
掲
げ
る
団
体
を
結
成
す
る
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ナ
ー
（W

ilhelm
 Schw

aner, 1863-1944

）
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は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
よ
り
も
大
き
な
流
れ
を
重
視
し
て
、
大
枠
で
の
問
題
提

供
と
い
う
パ
ネ
ル
で
あ
っ
た
が
、
ざ
っ
く
り
と
切
り
取
っ
た
議
論
を
必
要

と
す
る
分
野
で
あ
る
以
上
、
賢
明
な
措
置
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
も
の
不
足
点
は
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、Ethical Cul-

ture

、
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
運
動
、
あ
る
い
は
日
本
の
修
養
な
ど
が
ど
う
し

て
必
要
と
さ
れ
た
の
か
、
宗
教
思
想
史
的
な
掘
り
下
げ
が
不
足
し
て
い
た

よ
う
に
感
じ
る
。
も
う
一
点
は
、
共
通
性
の
比
較
検
討
で
あ
る
。
い
ず
れ

の
国
に
お
い
て
も
、
修
養
運
動
が
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た

な
ど
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
乏
し
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
近
代
が
も
た
ら
し
た

共
通
の
環
境
の
中
で
発
生
し
展
開
し
て
い
っ
た
よ
う
に
も
見
え
、
直
接
の

影
響
関
係
か
ら
く
る
類
似
以
外
に
も
、
共
通
し
た
社
会
環
境
の
も
た
ら
す

類
似
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
逆
に
出
発
点
に
お
け
る
問

題
の
差
異
が
、
た
と
え
ばEthical culture

の
教
会
化
と
丁
酉
倫
理
会

の
懇
話
会
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
さ
ら
に

「not religious but spiritual

」
と
総
称
さ
れ
る
、
現
在
の
脱
宗
教
的

な
思
潮
文
化
の
歴
史
的
出
発
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
のEthical Cul-

ture

や
修
養
を
措
定
す
る
と
い
う
展
開
も
今
後
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　

と
も
か
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ヒ
ン
ト
や
次
の
段
階
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
し

て
く
れ
た
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
パ
ネ
ル
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

応
じ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
当
時
、
欧
米
各
地
で
も
、
多

様
な
修
養
的
運
動
が
展
開
し
て
い
た
。
科
学
的
世
界
観
と
融
和
し
つ
つ
宗

教
性
、
倫
理
性
を
保
持
す
る
よ
う
な
世
俗
的
宗
教
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
飽

き
足
ら
な
い
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
た
。
そ
こ
で
興
味
深
い
点
は
、
た
と

え
ば
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ド
ラ
ー
が
改
革
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
構
想
し
た

Ethical Culture

運
動
や
、
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
の
モ
ニ
ズ
ム
運
動
の

中
で
、
日
本
の
仏
教
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
求
め
ら

れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
依
ら
ず
し
て
、
倫
理
性
を
涵
養
す
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
仏
教
で
あ
り
、
つ
ま
り
欧
米
と
ア
ジ
ア
の
間
に
、
修
養

を
め
ぐ
っ
て
の
相
互
交
流
が
あ
っ
た
。
近
代
仏
教
史
と
同
じ
く
、
修
養
の

近
代
は
、
宗
教
伝
統
の
変
容
と
い
う
縦
軸
と
、
同
時
多
発
的
な
修
養
的
運

動
相
互
の
影
響
と
い
う
横
軸
か
ら
の
分
析
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
重
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
本
パ
ネ
ル
は
、
海
外
か
ら

の
影
響
関
係
、
同
時
代
に
お
け
る
世
界
的
な
修
養
運
動
の
動
向
と
い
っ
た

点
に
つ
い
て
の
、
野
心
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
三
名
の
発
表
者
か
ら

は
、
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ド
ラ
ー
に
よ
る
改

革
ユ
ダ
ヤ
教
の
脱
宗
教
化
に
よ
るEthical Culture

思
想
の
成
立
と
、

Ethical Culture

の
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
運
動
へ
の
影
響
、
日

本
の
丁
酉
倫
理
会
と
日
本
主
義
へ
の
影
響
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
浮

か
び
あ
が
っ
た
の
は
、
ア
ー
ド
ラ
ー
の
リ
ベ
ラ
ル
なEthical Culture

が
、
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
運
動
や
日
本
主
義
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
と
い
う
、
現
在
か
ら
み
れ
ば
一
見
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
事
実
で
あ
っ

た
。

　

今
回
の
パ
ネ
ル
は
、
各
事
例
に
つ
い
て
の
細
か
な
考
究
と
い
う
よ
り
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の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
、
き
わ
め
て
近
代
的
な
運
動
で
あ
り
、
類
似
し
た
運

動
が
、
同
時
代
、
世
界
的
に
現
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
運
動
は
、
集
団
の
規
模
と
し
て
は
必
ず
し
も
大
き
い
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
関
係
者
に
は
知
識
人
が
多
く
、
言
論
を
通
じ
て
一
定

の
影
響
力
を
行
使
で
き
た
。
そ
し
て
、
人
々
の
倫
理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、「
宗
教
」
な
ど
の
近
代
的
範
疇
に
押
し
込
め
る
の
で
は
な
く
、
社
会

全
体
へ
と
解
放
し
て
利
用
す
る
た
め
の
水
路
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ

の
運
動
の
ゆ
く
え
を
探
求
す
る
こ
と
で
、
近
代
世
俗
社
会
の
宗
教
性
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
を
、
市
民
宗
教
論
の
よ
う
に
静
的
な
形
で
は
な
く
、
動

的
に
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
の
動
き
を

捉
え
る
た
め
の
学
術
的
枠
組
み
は
、
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
ホ
セ
・
カ

サ
ノ
ヴ
ァ
の
公
共
宗
教
論
は
宗
教
の
公
的
領
域
に
お
け
る
役
割
を
論
じ
て

い
る
が
、「
世
俗
／
宗
教
」
の
二
分
法
を
前
提
と
す
る
そ
の
議
論
で
は
、

こ
の
種
の
脱
宗
教
的
な
運
動
を
適
切
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
運

動
は
、
そ
の
二
分
法
自
体
も
対
象
化
し
な
が
ら
展
開
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ひ
と
つ
の
軸

と
し
てEthical Culture

（
倫
理
修
養
／
倫
理
文
化
）
運
動
を
設
定
し
、

そ
の
世
界
的
な
動
向
と
各
国
で
の
展
開
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
ま
ず
、
庄
司
一
平
は
、Ethical Culture

運
動
の
原
点
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ド
ラ
ー
の
思
想
と
実
践
を
紹
介
し
、
そ

れ
を
〈
人
間
性
の
宗
教
〉
と
い
う
範
疇
で
把
握
し
た
。
次
に
、
齋
藤
正
樹

は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
も
と
づ
か
な
い
信
仰
や
倫
理
を
主
張
し
た
運
動
と

し
て
、
ド
イ
ツ
の
倫
理
文
化
運
動
と
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
運
動
を
取
り
上

げ
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
最
後
に
、
栗
田
英
彦
は
、
日
本
の

丁
酉
倫
理
会
と
日
本
主
義
へ
のEthical Culture

運
動
の
影
響
を
明
ら

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

栗
田
　
英
彦

　

一
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
始
ま
る
宗
教
改
革
は
、
近
代
の
出
発
点
を
画

定
す
る
出
来
事
と
さ
れ
、
そ
の
理
念
は
近
現
代
社
会
に
お
け
る
「
宗
教
」

の
あ
り
方
を
規
定
し
て
き
た
。「
政
教
分
離
」
や
「
信
教
の
自
由
」
な
ど

の
近
代
的
理
念
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
派
間
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
国

家
と
の
軋
轢
の
産
物
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
理
念

は
、
個
人
の
内
面
的
信
仰
を
核
と
す
る
近
代
的
な
「
宗
教
」
概
念
の
形
成

に
繋
が
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
代
「
宗
教
」
概
念
の
成
立

は
、
社
会
の
下
位
領
域
に
宗
教
を
位
置
づ
け
、
国
民
国
家
や
世
俗
的
な
市

民
社
会
を
構
造
的
に
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
単
線
的
な
「
宗
教
改
革
」
の
語
り
は
、
実
際
に
は
さ

ら
に
複
雑
で
多
様
な
「
宗
教
」
の
近
代
的
展
開
を
生
み
出
し
て
き
た
。
一

九
〇
〇
年
前
後
に
見
ら
れ
る
「
宗
教
」
の
改
革
運
動
は
、
一
六
世
紀
の
宗

教
改
革
を
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
狭
義
の
「
宗
教
」
の

領
域
を
超
え
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
時
に
「
宗
教
」
概
念
を
自
覚
的
に

放
棄
し
て
、
倫
理
運
動
、
民
族
主
義
運
動
、
政
治
運
動
、
教
育
運
動
、
生

活
改
良
運
動
、
健
康
法
と
い
っ
た
展
開
さ
え
見
せ
る
の
で
あ
る
。

　

パ
ネ
ル
タ
イ
ト
ル
の
「
世
俗
の
な
か
の
「
宗
教
改
革
」」
と
は
、
こ
う

し
た
運
動
を
象
徴
的
に
言
い
表
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
な
り
、
仏
教
な

り
、
ユ
ダ
ヤ
教
な
り
が
自
派
の
改
革
を
進
め
る
延
長
線
で
世
俗
的
、
あ
る

い
は
脱
宗
教
的
な
運
動
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
個
別
の
宗
教
の
外
に
い

る
人
が
「
宗
教
」
の
「
改
革
」
や
「
進
化
」
を
訴
え
、
新
た
に
超
宗
教
的

な
「
宗
教
」
を
提
案
し
た
り
、
逆
に
反
宗
教
な
運
動
を
起
こ
し
た
り
す

る
。
こ
れ
ら
は
「
宗
教
」
で
あ
る
か
な
い
か
そ
れ
自
体
が
運
動
の
ひ
と
つ
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近
代
日
韓
の
宗
教
運
動
の
「
変
容
」

│
│ 

東
ア
ジ
ア
的
文
脈
か
ら 

│
│

代
表
者
・
司
会　

川
瀬
貴
也

近
代
教
団
と
対
峙
す
る
如
来
教

│
│ 

如
来
教
機
関
紙
『
こ
の
た
び
』
か
ら 

│
│

石
原
　
　
和

　

本
発
表
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
如
来
教
の
一
派
独
立
へ
の
動
向

を
、
そ
の
主
戦
場
た
る
如
来
教
機
関
紙
『
こ
の
た
び
』
か
ら
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
昭
和
最
初
期
の
「
宗
教
運
動
」
の
一
端
を
み
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、『
こ
の
た
び
』
前
史
と
し
て
、
教
祖
喜
之
没
後
か
ら
『
こ

の
た
び
』
発
刊
に
至
る
如
来
教
の
動
向
を
述
べ
た
。
そ
の
中
で
強
調
し
た

の
は
、
①
如
来
教
が
明
治
以
降
、
小
寺
大
拙
の
も
と
、
曹
洞
宗
と
し
て
活

動
し
つ
つ
、
仏
教
的
要
素
を
内
面
化
し
て
い
た
こ
と
、
②
そ
れ
に
加
え
て
、

憑
霊
に
よ
る
説
教
を
行
う
原
田
清
泉
尼
が
現
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
後
継
者
争
い
が
お
こ
り
、
教
団
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
が

湧
出
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
如
来
教
は
東
京

帝
国
大
学
の
石
橋
智
信
と
出
会
い
、
そ
の
指
導
の
元
、〝
近
代
教
団
化
〞

が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
の
方
策
と
な
っ
た
の
が
、
機
関
紙
『
こ
の
た
び
』
の
発
刊
で

あ
っ
た
。
こ
の
雑
誌
も
石
橋
の
指
導
の
も
と
に
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
、

「
思
想
の
統
一
と
信
仰
の
統
一
」
を
図
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
発

刊
に
先
だ
っ
て
、
如
来
教
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
反

か
に
し
、
日
本
の
政
治
的
動
向
や
政
教
関
係
に
お
け
る
そ
の
導
入
の
意
味

を
指
摘
し
た
。

　

以
上
の
報
告
に
対
し
て
、
吉
永
進
一
が
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
本
パ
ネ
ル

の
野
心
的
試
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
を
め
ぐ

る
歴
史
・
社
会
的
文
脈
と
の
関
連
や
、
近
代
と
い
う
時
代
の
社
会
的
共
通

性
の
分
析
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
指
摘
し

た
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
の
文
化
闘
争
と

の
連
続
性
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
質
問
や
コ

メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
脱
宗
教
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な

ぜ
宗
教
を
必
要
と
し
た
の
か
と
い
っ
た
問
い
も
投
げ
か
け
ら
れ
、
有
意
義

な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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て
は
、
石
橋
に
よ
る
如
来
教
教
理
に
関
す
る
連
載
が
設
け
ら
れ
、
如
来
教

像
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
教
祖
と
彼
女
が
語
っ
た
教
え
で
あ
る

『
お
経
様
』
の
権
威
化
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
教
祖
伝
も
連

載
さ
れ
、
慈
悲
深
い
人
間
教
祖
像
が
構
築
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

教
団
・
教
義
の
全
体
像
が
『
こ
の
た
び
』
上
で
構
築
、
提
示
さ
れ
た
。
信

者
も
こ
れ
を
内
面
化
し
て
い
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
如
来
教
の
「
宗
教
運
動
」
は
、
学
界
と
の
接
触
や
「
教

祖
に
帰
れ
運
動
」
や
積
極
的
な
社
会
参
加
な
ど
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、

他
の
公
認
宗
教
の
「
宗
教
運
動
」
に
倣
い
つ
つ
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
一
方
で
、〝
近
代
教
団
化
〞
が
、
一
度
禅
宗
化
し
た
教
団
の
あ
り

よ
う
や
、
中
興
の
祖
を
権
威
化
し
た
新
た
な
神
が
か
り
を
論
敵
と
し
つ

つ
、
脱
仏
教
化
（
＝
石
橋
の
研
究
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
の
発
見
）

と
、
教
祖
喜
之
へ
の
回
帰
と
い
う
戦
略
を
取
り
、
そ
の
結
果
、
教
団
分
裂

を
伴
い
な
が
ら
、
展
開
し
て
い
っ
た
点
に
、
こ
の
時
期
の
如
来
教
の
「
宗

教
運
動
」
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
近
代（
的
）仏
教
」
の
語
ら
れ
方 

│
│ 

雑
誌
『
朝
鮮
仏
教
』
よ
り 

│
│

川
瀬
　
貴
也

　

本
発
表
は
、
植
民
地
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
『
朝
鮮
仏
教
』

（
一
九
二
四
年
―
一
九
三
六
年
発
行
）
と
い
う
雑
誌
の
記
事
を
い
く
つ
か

概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
「
近
代（
的
）仏
教
」
と
い
う
も
の
が
ど

の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
か
、
当
時
の
日
朝
仏
教
が
互
い
を
ど
う
認
識
し

て
、
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
植

民
地
状
況
と
対
峙
し
て
ど
の
よ
う
な
改
革
を
目
指
し
て
い
た
か
と
い
う
諸

問
題
の
素
描
を
試
み
た
。

映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
に
編
集
は
信
者
の
清
水
諫
見
が
担
い
、
一
九

二
八
年
の
第
一
巻
（
九
冊
）、
一
九
三
〇
―
三
一
年
の
第
二
巻
（
三
冊
？
）

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
石
橋
、
清
水
ら
の
成
果
の
他
、
一
般
信
者
の
投
稿

が
多
い
点
に
も
特
徴
が
あ
る
（
な
お
、
こ
の
点
は
同
時
代
の
新
興
宗
教
と

同
様
の
特
徴
で
あ
る
）。

　
『
こ
の
た
び
』
を
分
析
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
①
時
代
背
景
に
関
わ

る
内
容
、
②
「
如
来
教
」
像
の
構
築
に
関
わ
る
内
容
の
二
つ
に
分
け
て
、

そ
の
記
述
を
整
理
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

①
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
二
回
に
渡
っ

て
提
出
さ
れ
た
宗
教
法
案
へ
の
応
答
を
取
り
あ
げ
た
。
如
来
教
も
公
認
宗

教
化
の
欲
望
を
隠
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
名
を
持
た
な
か
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
公
認
化
の
た
め
に
「
如
来
教
」
と
い
う
名
を
決
め
た
り
、
学
問
の

対
象
と
し
て
分
析
さ
れ
う
る
宗
教
と
し
て
自
己
を
開
示
す
る
た
め
石
橋
に

接
触
し
た
り
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
、
教
団
内
の
対
立
を
取
り
あ
げ

た
。
如
来
教
を
曹
洞
宗
傘
下
に
い
れ
、
新
た
な
教
典
を
編
ん
だ
中
興
の

祖
・
大
拙
の
遺
志
を
掲
げ
、
閉
鎖
的
な
活
動
を
行
う
名
古
屋
の
教
団
組
織

や
、
霊
的
な
力
を
用
い
て
宗
教
活
動
を
行
な
っ
た
原
田
清
泉
尼
を
批
判
し

つ
つ
、
社
会
に
自
己
を
開
示
し
、
そ
こ
に
あ
る
課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
こ
う
と
す
る
言
論
が
『
こ
の
た
び
』
紙
上
に
み
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
②
「
如
来
教
」
像
が
語
ら
れ
て
い
く
。
ま

ず
、
宗
教
学
・
原
始
キ
リ
ス
ト
教
学
を
基
盤
と
し
た
如
来
教
の
神
格
・
教

義
研
究
の
成
果
で
あ
る
石
橋
の
論
文
「
隠
れ
た
る
日
本
の
メ
シ
ア
教
」
を

も
と
に
し
て
、
教
団
の
外
面
（
教
団
の
名
、
組
織
、
教
祖
、
教
職
、
服

装
、
住
居
、
食
事
、
仏
教
的
生
活
、
経
典
）
と
内
面
（
人
間
観
＝
罪
悪
起

原
論
、
神
観
、
教
祖
観
、
信
仰
生
活
）
が
提
示
さ
れ
た
。
内
面
に
関
わ
っ
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仏
教
＝
民
衆
的
」「
朝
鮮
仏
教
＝
隠
遁
的
（
非
社
会
的
）」
と
い
う
言
説
は

こ
の
後
も
多
く
見
ら
れ
、
朝
鮮
仏
教
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
形
で
「
仏
教

の
近
代
化
」
の
基
調
と
な
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
日
本
仏
教
が
朝
鮮
半
島
に
「
輸
出
」
し
た
も
の
に
、「
僧
侶
の

肉
食
妻
帯
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
雑
誌
の
記
事
を
い
く
つ
か
確
認
す
る

と
、
一
方
で
当
然
な
が
ら
忌
避
す
る
者
も
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
近
来

追
々
内
地
留
学
出
身
の
青
年
僧
侶
が
帰
来
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
故
山
に
入
る

者
が
多
く
な
つ
た
事
も
近
因
を
な
し
、
内
密
に
婦
女
を
蓄
へ
（
中
略
）
肉

喰
妻
帯
を
公
許
す
べ
し
と
主
張
す
る
者
尠
な
か
ら
ず
」
と
記
事
に
あ
る
よ

う
に
、
日
本
に
留
学
し
て
か
ら
妻
帯
し
た
者
や
、「
肉
喰
妻
帯
を
以
つ
て

朝
鮮
仏
教
の
衰
退
の
原
因
と
も
な
り
、
又
此
の
禁
止
に
よ
つ
て
復
興
す
る

も
の
で
も
な
い
」
と
超
然
た
る
態
度
を
表
明
す
る
朝
鮮
人
僧
侶
も
存
在
し

た
こ
と
が
判
る
。

　

植
民
地
状
況
下
に
お
い
て
、
朝
鮮
仏
教
は
朝
鮮
王
朝
時
代
以
来
、
民
衆

か
ら
乖
離
し
て
宗
教
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
喪
失
し
た
、
と
い
う
自
意

識
が
あ
り
、
日
本
仏
教
を
あ
る
意
味
「
近
代
化
」「
民
衆
化
」
の
手
本
と
し

て
見
な
し
、
そ
こ
に
い
わ
ば
日
本
仏
教
が
「
つ
け
い
る
」
よ
う
な
形
で
、

雑
誌
『
朝
鮮
仏
教
』
の
各
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
言
説
が
展
開
し
て
い

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
日
本
が
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
「
近
代
仏
教
」

と
は
、
実
際
は
ど
の
よ
う
な
内
実
だ
っ
た
の
か
は
再
考
す
る
べ
き
問
題
で

あ
ろ
う
。「
解
放
」
後
に
朝
鮮
仏
教
は
、
す
ぐ
に
「
妻
帯
僧
追
放
運
動
」

を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
が
、
今
回
の
雑
誌
記
事
の
調
査
を
そ
の
よ
う
な
ポ

ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
文
脈
を
考
え
る
第
一
歩
と
し
た
い
。

　

朝
鮮
総
督
府
は
植
民
地
支
配
に
お
い
て
、
朝
鮮
仏
教
の
「
潜
在
力
」、

す
な
わ
ち
朝
鮮
人
へ
の
教
化
力
や
支
配
へ
の
協
力
な
ど
を
期
待
し
、
仏
教

を
振
興
す
る
外
郭
団
体
の
設
置
や
、
親
日
的
な
人
材
の
育
成
を
模
索
し
て

い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
総
督
府
の
期
待
を
担
っ
た
と
思
し
い
団
体
が
、

『
朝
鮮
仏
教
』
を
発
行
し
て
い
た
「
朝
鮮
仏
教
団
」
で
あ
る
。
こ
の
団
体

は
、
著
名
な
政
治
家
や
朝
鮮
貴
族
な
ど
を
顧
問
に
招
き
つ
つ
基
本
的
に

「
俗
人
主
義
（
仏
教
宗
派
が
運
営
し
な
い
）」
を
貫
い
た
が
、
こ
こ
で
の

「
朝
鮮
仏
教
」
は
民
族
的
な
「
朝
鮮
仏
教
」
で
は
な
く
、「
朝
鮮
と
い
う
地

理
的
な
範
囲
で
活
動
す
る
仏
教
」
の
謂
い
で
あ
り
、
雑
誌
も
基
本
的
に
は

日
本
語
で
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
朝
鮮
人
僧
侶
や
関
係
者
の
執
筆
記
事
も

多
く
、
い
わ
ば
「
日
朝
仏
教
の
言
説
の
ア
リ
ー
ナ
」
と
し
て
機
能
し
て
い

た
側
面
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
雑
誌
の
創
刊
号
に
は
、
発
刊
の
意
図
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
部
を
引
用
す
る
と
「
内
地
の
仏
教
は
、
元
来
半
島
か
ら
伝
へ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、
半
島
の
仏
教
は
、
即
ち
内
地
仏
教
の
為
に
は
親
筋
に

当
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
現
今
に
於
て
は
、
内
地
の
仏
教
独
り
盛
に

な
つ
て
、
半
島
の
仏
教
は
却
つ
て
衰
微
し
て
仕
舞
ま
し
た
。
そ
れ
に
就
て

朝
鮮
の
仏
教
と
内
地
の
仏
教
と
に
は
、
如
何
な
る
関
係
が
あ
り
、
其
の
盛

衰
の
原
因
は
何
処
に
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
研
鑽
し
て
見
た
い
と
思
ふ
の

で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
朝
鮮
現
在
の
仏
教
は
、
僧
侶
の
仏
教
の
如
く
な

つ
て
ゐ
て
民
衆
と
は
更
に
没
交
渉
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
仏
教
の
民
衆

化
に
向
つ
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
の

は
、
日
朝
仏
教
は
歴
史
的
な
繋
が
り
が
あ
り
、
し
か
も
現
在
で
は
社
会
と

没
交
渉
と
な
っ
て
し
ま
い
衰
微
し
た
朝
鮮
仏
教
を
、
民
衆
的
な
日
本
仏
教

が
支
援
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
日
本
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し
、
後
者
を
和
諺
文
に
訳
し
て
朝
鮮
全
国
に
行
政
文
書
と
し
て
配
布
す
る

計
画
で
あ
っ
た
が
、
諺
文
訳
は
な
さ
れ
ず
に
最
終
的
に
は
細
井
が
経
営
し

て
い
た
自
由
討
論
社
か
ら
出
版
し
て
い
た
『
鮮
満
叢
書
』
第
七
巻
と
し
て

発
刊
さ
れ
た
。

　

朝
鮮
人
の
心
眼
を
啓
明
し
て
そ
の
叡
智
に
も
と
づ
く
生
活
を
創
建
し
て

『
鄭
鑑
録
』
の
「
浮
説
」
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
細
井
は
、「
鄭
鑑
録
の
検

討
」
と
い
う
自
分
の
論
文
に
お
い
て
『
鄭
鑑
録
』
が
前
提
に
お
い
た
図

讖
、
風
水
地
理
、
陰
陽
五
行
説
を
論
駁
し
た
。
洪
範
九
疇
か
ら
、
修
身
・

斎
家
・
治
国
・
平
天
下
の
大
憲
章
が
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
五
行
説
は
、

さ
ら
に
五
行
を
以
て
十
二
支
四
時
に
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
東
洋
民
族
の

日
常
生
活
の
吉
凶
禍
福
を
全
て
十
二
支
四
時
の
陰
陽
五
行
説
に
よ
っ
て
拘

束
す
る
傾
向
ま
で
醸
し
出
し
た
。
か
か
る
細
井
の
認
識
は
か
れ
の
「
東
洋

文
明
」「
朝
鮮
人
」
観
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

一
方
、『
鄭
鑑
録
』
に
は
王
朝
交
代
期
の
天
災
事
変
や
災
難
か
ら
身
を

護
れ
る
避
難
所
で
あ
る
「
十
勝
地
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
字
句

を
解
釈
し
避
難
に
出
た
民
衆
も
多
か
っ
た
。
細
井
は
「
十
勝
地
」
を
「
国

難
に
背
面
し
て
逃
避
し
、
宗
社
は
亡
ぶ
る
も
一
身
の
保
て
ば
可
な
り
と
い

ふ
、
亡
国
の
吊
鐘
」
だ
と
批
判
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
に
『
鄭
鑑
録
』

の
実
践
の
対
抗
軸
に
国
家
へ
の
忠
誠
が
置
か
れ
る
と
き
、
細
井
の
批
判
は

当
該
期
の
朝
鮮
知
識
人
の
そ
れ
と
共
鳴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
立
場
の
差

は
あ
れ
、
文
明
開
化
・
愛
国
啓
蒙
を
通
じ
て
愛
国
心
を
も
つ
国
民
を
作
り

出
す
こ
と
は
大
多
数
の
朝
鮮
知
識
人
に
共
有
し
て
い
た
課
題
で
あ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
代
の
朝
鮮
知
識
人
の
『
鄭
鑑
録
』
認
識
と
批
判
に
は
、
妖

説
・
淫
邪
・
迷
信
・
自
己
本
位
と
い
う
意
味
範
疇
が
み
ら
れ
る
が
、
細
井

の
『
鄭
鑑
録
』
公
刊
以
後
に
は
こ
こ
に
新
宗
教
運
動
も
追
加
さ
れ
る
様
相

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
予
言
と
新
宗
教

│
│ 『
鄭
鑑
録
』
公
刊
と
そ
の
意
味 

│
│

朴
　
　
海
仙

　

本
報
告
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
新
宗
教
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
さ

れ
る
、
朝
鮮
後
期
の
終
末
論
的
予
言
書
『
鄭
鑑
録
』
公
刊
を
め
ぐ
っ
て
、

そ
の
出
版
経
緯
お
よ
び
背
景
、
ま
た
公
刊
と
い
う
事
件
が
植
民
地
朝
鮮
の

新
宗
教
運
動
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。

『
鄭
鑑
録
』
は
、
地
気
と
天
運
に
よ
る
朝
鮮
王
朝
の
滅
亡
と
そ
の
あ
と
を

つ
ぐ
易
姓
革
命
の
予
言
が
書
か
れ
て
お
り
、
朝
鮮
時
代
に
は
禁
書
で
あ
っ

た
。
一
九
二
三
年
の
『
鄭
鑑
録
』
公
刊
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
新
宗
教
運
動

の
抑
圧
・
統
制
を
意
図
し
た
植
民
地
権
力
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
植
民
地
権
力
の
意
図
が
は
た
し
て
功
を
奏
し
た
の
か
。

　

ま
ず
、『
鄭
鑑
録
』
公
刊
を
提
案
し
、
公
刊
に
い
た
る
ま
で
決
定
的
な

役
割
を
は
た
し
た
細
井
肇
（
一
八
八
六
―
一
九
三
四
）
と
い
う
人
物
の
履

歴
と
、
か
れ
に
よ
る
『
鄭
鑑
録
』
批
判
の
論
理
を
確
認
し
た
。
内
田
良
平

ら
が
展
開
し
た
日
韓
合
併
運
動
に
も
参
加
し
、
朝
鮮
や
満
州
に
興
味
を
有

し
訪
問
し
た
前
歴
も
あ
る
細
井
は
、
三
・
一
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
朝

鮮
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
と
り
わ
け
、
朝
鮮
古
書
の
出
版
や
和
訳
、

時
局
に
た
い
す
る
講
演
な
ど
を
行
っ
た
細
井
は
、
朝
鮮
総
督
府
に
直
接
雇

用
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
斎
藤
実
朝
鮮
総
督
に
朝
鮮
統
治
に
た

い
す
る
あ
ら
ゆ
る
提
言
を
し
て
い
た
。

　
『
鄭
鑑
録
』
を
以
て
来
る
べ
き
朝
鮮
の
独
立
を
説
き
、
そ
の
際
に
は
教

徒
の
み
が
救
わ
れ
る
と
い
う
旨
で
布
教
し
勢
力
が
伸
び
た
新
宗
教
教
団
を

攻
撃
す
る
た
め
に
、
細
井
が
提
案
し
た
の
が
『
鄭
鑑
録
』
公
刊
で
あ
っ

た
。
最
初
の
案
は
『
鄭
鑑
録
』
予
言
と
細
井
の
批
判
論
文
で
全
体
を
構
成
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複
数
の
言
説
を
残
し
て
お
り
、「
宗
教
的
世
界
統
一
」
の
た
め
の
足
が
か

り
と
し
て
「
蒙
古
」
を
神
縁
あ
る
経
綸
地
と
す
る
理
念
の
背
後
に
は
、

（
１

）社
会
問
題
へ
の
強
い
関
心
、（
２

）源
義
経
＝
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
説
と
の

接
近
、（
３

）「
満
州
（
満
蒙
）」
へ
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
の
関
連
の
可

能
性
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
特
に（
１

）に
関
連
す
る
言
説
は
複
数
の
テ

キ
ス
ト
で
確
認
で
き
、
人
口
・
食
糧
問
題
、
経
済
、
国
防
な
ど
、
日
本
を

と
り
巻
く
社
会
問
題
に
関
心
を
抱
き
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
「
第
一
線
要

地
」「
生
命
線
」
と
し
て
満
蒙
を
位
置
づ
け
る
言
説
は
、
基
本
的
に
は
神

国
日
本
を
中
心
に
据
え
た
植
民
地
主
義
的
な
構
想
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
王
仁
三
郎
に
「
入
蒙
」
を
決
意
・
実
行
さ
せ
た
背
景
と
し
て
、

諜
報
活
動
の
た
め
に
中
国
大
陸
を
旅
行
し
、
大
本
信
者
（
綾
部
在
住
）
に

な
っ
た
日
野
強
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。「
満
蒙
」
を
日
本
の
社
会
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
唯
一
の
宝
庫
」
だ
と
す
る
王
仁
三
郎
の
発
想

は
、「
新
彊
」
を
「
未
発
の
宝
庫
」
だ
と
公
言
す
る
日
野
の
大
陸
観
と
近

い
。

　

そ
し
て
、「
入
蒙
」
を
め
ぐ
る
理
念
や
実
践
が
ど
う
評
価
さ
れ
て
き
た

の
か
、
戦
前
と
戦
後
を
比
較
し
、
最
後
に
発
表
者
の
評
価
を
示
し
て
み
た

い
。
ま
ず
戦
前
の
メ
デ
ィ
ア
（
雑
誌
と
新
聞
）
で
は
、
社
会
で
流
通
し
た

「
満
蒙
」
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
的
言
説
に
近
い
好
意
的
な
も
の
と
、
第
一
次

大
本
事
件
の
影
響
で
否
定
的
な
も
の
の
二
つ
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
一

方
、
戦
後
で
は
、「
入
蒙
」
の
宗
教
的
意
義
を
中
心
と
し
た
高
評
価
（
梅

棹
忠
夫
）、
帝
国
日
本
の
大
陸
侵
略
の
片
棒
を
担
い
だ
と
す
る
批
判
的
評

価
（
村
上
重
良
）、
教
団
史
編
纂
の
議
論
展
開
の
関
係
か
ら
「
成
功
／
失

敗
」
と
い
う
一
義
的
な
評
価
を
避
け
た
も
の
（
戦
後
教
団
）、
以
上
三
つ

の
評
価
軸
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。
戦
前
と
戦
後
、
こ
の
二
つ
の
時
代
に

を
呈
す
る
。

　

だ
が
、
か
か
る
植
民
地
権
力
と
朝
鮮
知
識
人
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら

ず
、『
鄭
鑑
録
』
を
用
い
た
新
宗
教
の
存
在
が
民
衆
レ
ベ
ル
で
批
判
・
拒

否
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
一
九
二
三
年
度
以
後
、

新
宗
教
勢
力
は
低
下
す
る
様
相
を
み
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
鄭
鑑
録
』

で
新
た
な
都
と
さ
れ
る
鶏
龍
山
に
移
住
す
る
聖
都
運
動
に
よ
る
移
住
人
口

は
減
少
し
な
か
っ
た
点
、
ま
た
日
中
戦
争
を
機
に
『
鄭
鑑
録
』
を
持
ち
出

し
て
成
立
・
布
教
し
た
新
宗
教
教
団
の
頻
発
な
事
例
は
植
民
地
権
力
の
意

図
が
民
衆
レ
ベ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
無
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
も
言
え

る
。

大
本
を
と
り
巻
く
ふ
た
つ
の
「
モ
ン
ゴ
ル
」

│
│ 

戦
前
と
戦
後
を
比
較
し
て 

│
│

梶
　
　
龍
輔

　

本
発
表
の
目
的
は
、「
宗
教
」「
ア
ジ
ア
」「
植
民
地
主
義
」
と
い
う
ト

ピ
ッ
ク
を
つ
な
ぐ
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
大
本
教
祖
・
出
口
王
仁
三
郎

ら
が
中
国
大
陸
を
旅
し
た
「
入
蒙
」
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
を
検
討
対
象
と

す
る
。
具
体
的
に
は
、
①
お
も
に
王
仁
三
郎
の
「
入
蒙
」
に
関
す
る
理
念

と
行
動
が
、
近
代
日
本
社
会
で
流
通
し
た
「
蒙
古
」「
満
州
」（
満
蒙
）
と

い
っ
た
地
域
に
関
す
る
様
々
な
言
説
と
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
か
、
②
大

本
教
団
内
部
と
外
部
と
で
は
「
入
蒙
」
を
ど
う
評
価
し
て
き
た
の
か
を
、

戦
前
と
戦
後
を
比
較
し
て
そ
の
概
況
を
整
理
す
る
。
以
上
二
段
階
の
作
業

か
ら
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
の
繋
が
り
を
論
じ
、「
出
口
王
仁
三
郎
論
」
の
可

能
性
を
示
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
出
口
王
仁
三
郎
は
「
入
蒙
」
に
関
連
し
て
中
国
大
陸
に
つ
い
て
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天
理
教
の
韓
国
布
教
（
以
下
、
韓
国
布
教
）
は
一
八
九
三
年
か
ら
行
わ

れ
た
。
韓
国
布
教
の
初
期
に
は
、
個
別
の
教
会
や
布
教
師
が
中
心
と
な
っ

た
非
組
織
的
布
教
が
行
わ
れ
た
が
、
日
本
の
韓
国
支
配
が
本
格
化
す
る
一

九
一
〇
年
を
前
後
に
し
て
教
団
に
よ
る
組
織
的
布
教
が
実
施
さ
れ
、
多
く

の
韓
国
人
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
日

本
が
敗
北
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
が
日
本
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
後
、
韓
国
の
天
理
教
は
韓
国
人
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
る
が
、

今
日
に
お
い
て
も
韓
国
の
天
理
教
信
者
（
以
下
、
韓
国
人
信
者
）
は
大
多

数
が
韓
国
人
で
あ
る
。

　

終
戦
後
、
日
韓
の
国
交
断
絶
に
影
響
さ
れ
、
日
本
と
韓
国
の
天
理
教
の

直
接
的
な
交
流
も
途
絶
え
た
（
以
下
、
交
流
断
絶
期
）。
し
た
が
っ
て
、

戦
後
初
め
て
の
韓
国
人
に
よ
る
聖
地
巡
礼
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
六
一
年

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の
天
理
教
信
者
が
戦
後
の
韓
国
を
訪
問
し
た
の

も
同
時
期
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
天
理
教
は
聖
地
巡
礼
が
信
仰
上

の
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
お
り
、
信
者
の
属
性
変
化
か
ら
教
会
設
立
ま

で
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
儀
礼
や
手
続
き
が
聖
地
を
媒
介
す
る
形
で
行
わ
れ

る
。
し
か
し
、
交
流
断
絶
期
に
お
い
て
も
韓
国
人
信
者
に
よ
っ
て
布
教
が

行
わ
れ
、
韓
国
人
信
者
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
韓
国
人
信
者
に
よ
り
必
要

に
応
じ
て
「
大
韓
天
理
教
」
と
い
う
教
団
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
教
団
の
認

可
を
得
る
形
で
多
数
の
教
会
と
布
教
所
が
開
設
さ
れ
た
。
天
理
教
は
積
極

的
な
海
外
布
教
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
地
人
に
よ
る
教
団
が
存
在
す
る
の

は
韓
国
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
交
流
断
絶
期
に
お
け
る
信
仰
生
活
に
影

響
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

現
在
、
韓
国
の
天
理
教
は
、
日
本
の
天
理
教
と
決
別
し
た
「
大
韓
天
理

教
」
と
、
日
本
の
天
理
教
と
連
携
す
る
「
天
理
教
韓
国
教
団
」（
以
下
、

お
け
る
「
入
蒙
」
へ
の
評
価
は
、
教
団
内
部
の
事
情
や
社
会
状
況
、
学
術

の
方
向
性
な
ど
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
ま
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
発
表
者
は
「
入
蒙
」
を
こ
う
評
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず

「
入
蒙
」
は
様
々
な
観
点
か
ら
評
価
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
単
純
な
二
元

論
的
評
価
へ
落
と
し
込
む
こ
と
は
で
き
ず
、
時
代
の
社
会
状
況
や
流
通
し

た
言
説
、
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
な
ど
、
立
体
的
な
視
点
か
ら
評
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
発
表
者
は
、「
満
蒙
」
の
開
拓
が

国
家
を
あ
げ
て
熱
を
帯
び
て
い
た
時
代
状
況
に
お
い
て
、
王
仁
三
郎
は
日

本
を
と
り
巻
く
様
々
な
社
会
問
題
に
関
心
を
抱
き
、
義
経
＝
チ
ン
ギ
ス
ハ

ン
説
、
大
陸
幻
想
を
増
幅
さ
せ
る
言
説
、
植
民
地
主
義
的
言
説
、
な
ど
と

い
っ
た
日
本
主
義
・
ア
ジ
ア
主
義
的
思
潮
に
接
触
・
共
感
し
な
が
ら
、
社

会
問
題
を
解
決
す
る
「
救
世
主
」
と
し
て
の
自
覚
を
鍛
え
上
げ
、
神
国
日

本
を
中
心
に
据
え
た
自
民
族
中
心
主
義
が
貫
か
れ
た
そ
の
自
覚
に
基
づ
い

て
大
陸
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

聖
地
と
そ
の
意
義 

│
│ 

大
韓
天
理
教
と
天
理
教
韓
国
教
団
の
比
較 

│
│

陳
　
　
宗
炫

　

天
理
教
は
一
八
三
八
年
に
日
本
で
始
ま
っ
た
。
現
在
の
奈
良
県
天
理
市

三
島
町
に
は
天
理
教
教
会
本
部
の
神
殿
が
あ
り
、
そ
の
中
央
部
に
「
か
ん

ろ
だ
い
」
と
称
さ
れ
る
木
造
の
台
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
天
理
教
の
教
義

に
よ
る
と
、
親
神
・
天
理
王
命
に
よ
る
人
間
創
造
の
場
所
に
そ
の
証
拠
と

し
て
「
か
ん
ろ
だ
い
」
を
据
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
そ
の
場
所
が
聖
地
と

さ
れ
る
。
天
理
教
の
信
仰
生
活
に
お
い
て
、
こ
の
聖
地
は
「
ぢ
ば
」
と
も

呼
ば
れ
、
教
祖
の
在
世
時
か
ら
聖
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き

た
。
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

川
瀬
　
貴
也

　

本
パ
ネ
ル
は
、
近
代
日
韓
の
様
々
な
宗
教
運
動
が
「
近
代
化
」「
近
代

的
学
知
」「
植
民
地
状
況
」
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
理
や

信
仰
が
い
か
な
る
「
変
容
」
を
遂
げ
た
か
を
、
東
ア
ジ
ア
の
同
時
代
的
文

脈
を
重
視
し
つ
つ
、
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
単
に
外

的
圧
力
に
よ
っ
て
変
容
さ
せ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
状
況
を
奇
貨
と

し
て
主
体
的
な
変
容
を
遂
げ
た
と
い
う
点
に
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
、
石
原
発
表
に
お
い
て
は
、
如
来
教
（
と
い
う
名
称
も
ま
だ
定
か

で
は
な
か
っ
た
）
教
団
が
、
宗
教
学
者
石
橋
智
信
の
調
査
を
受
け
入
れ
、

教
団
機
関
紙
『
こ
の
た
び
』
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
義
・
教
理
の

自
覚
が
深
ま
り
、
そ
れ
が
却
っ
て
教
団
分
裂
を
惹
起
し
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
た
。
こ
こ
で
は
、
宗
教
学
と
い
う
近
代
的
学
知
に
よ
る
教
団
の
変
容
と
、

教
団
機
関
紙
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
一
般
信
者
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
機
能

を
果
た
し
た
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
論
的
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
、
と
い
え

よ
う
。

　

川
瀬
発
表
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
「
朝
鮮
仏
教
団
」
の
活
動
内

容
が
紹
介
さ
れ
、
特
に
こ
の
団
体
が
日
朝
双
方
の
執
筆
者
を
招
い
て
発
刊

し
て
い
た
雑
誌
『
朝
鮮
仏
教
』
の
い
く
つ
か
の
記
事
内
容
が
紹
介
さ
れ

た
。
記
事
を
読
む
と
、
日
本
仏
教
は
朝
鮮
仏
教
に
対
し
て
自
ら
を
「
近
代

的
」
で
あ
り
「
民
衆
的
」
で
あ
る
と
規
定
し
、
朝
鮮
仏
教
側
も
あ
る
意
味

そ
れ
を
受
容
し
、
自
ら
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
傾
向
が
読
み
取
れ
た
が
、

双
方
が
思
っ
た
「
近
代
的
仏
教
」
に
は
齟
齬
が
な
か
っ
た
の
か
を
再
考
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

　

朴
発
表
は
、
朝
鮮
時
代
の
予
言
書
『
鄭
鑑
録
』
が
、
朝
鮮
総
督
府
の
あ

韓
国
教
団
）
の
二
つ
の
教
団
に
分
か
れ
て
い
る
。
分
裂
の
決
定
的
な
要
因

は
、
韓
国
政
府
が
出
し
た
祭
具
の
変
更
指
示
に
対
応
す
る
た
め
に
お
社
の

形
状
を
一
九
八
五
年
に
変
更
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
天
理

教
の
お
社
が
神
道
の
お
社
の
形
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
日
本
文
化
の
一

種
と
見
做
さ
れ
る
神
道
を
連
想
さ
せ
る
祭
具
を
用
い
る
の
は
韓
国
文
化
に

合
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
韓
天
理
教
は
従
来

の
お
社
を
「
か
ん
ろ
だ
い
」
の
形
態
に
変
え
る
が
、
天
理
教
の
教
義
か
ら

し
て
「
か
ん
ろ
だ
い
」
は
「
ぢ
ば
」
に
し
か
据
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
理
由
で
そ
れ
に
反
発
し
た
韓
国
人
信
者
が
後
に
韓
国
教
団
を
設
立
し

て
現
在
に
至
る
。

　

本
発
表
で
は
、
大
韓
天
理
教
側
の
主
張
に
注
目
し
な
が
ら
議
論
を
進
め

た
。
大
韓
天
理
教
は
、
交
流
断
絶
期
に
お
い
て
「
ぢ
ば
」
を
媒
介
し
な
く

て
も
救
済
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
理

教
の
神
と
教
祖
が
教
え
た
内
容
に
沿
っ
て
実
践
を
行
う
の
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
。
勿
論
、「
ぢ
ば
」
に
関
す
る
教
え
も
教
祖
か
ら
教
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
大
韓
天
理
教
が
標
榜
す
る
信
仰
が
論
理
的
に
矛
盾
を
孕
ん
で

い
る
側
面
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
理
解
し
た
上
で
独
自
の
教
義
と

教
団
組
織
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
大
韓
天
理
教
の
現
状
で
あ
る
。

　

上
記
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
な
視
座
か
ら
韓
国
の

天
理
教
を
み
る
と
、
聖
地
を
め
ぐ
る
大
韓
天
理
教
と
韓
国
教
団
の
考
え
方

の
相
違
は
、
脱
植
民
地
化
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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ン
ゴ
ル
で
ど
の
よ
う
な
事
業
を
な
し
て
い
る
か
（
梶
）、
植
民
地
時
代
の

雑
誌
に
お
け
る
朝
鮮
語
記
事
の
位
置
（
川
瀬
）、『
鄭
鑑
録
』
の
テ
キ
ス
ト

の
真
偽
に
つ
い
て
の
議
論
の
有
無
（
朴
）、
禅
宗
の
教
理
と
如
来
教
の
教

え
と
の
距
離
感
（
石
原
）
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
本
パ
ネ
ル
は
、
科
研
費
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
複
眼
的
視
点
か
ら
の

大
本
教
研
究
―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
国
際
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究

（
代
表
：
対
馬
路
人
）」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

る
種
の
黙
認
で
、
民
間
の
朝
鮮
研
究
者
で
あ
っ
た
細
井
肇
に
よ
っ
て
一
九

二
三
年
に
発
刊
さ
れ
た
意
味
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
予
言
書
は
過

去
か
ら
農
民
反
乱
、
宗
教
反
乱
の
基
礎
と
な
っ
た
と
目
さ
れ
禁
書
と
さ
れ

て
き
た
が
、「
文
化
政
治
期
」
に
発
行
が
許
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
書
は
迷
信
と
さ
れ
る
一
方
で
、
近
代
化
と
対
峙
し

て
い
た
人
々
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
朝
鮮
新
宗
教
が
存

続
し
得
た
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
は
、
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

梶
発
表
は
、
戦
前
、
大
本
の
出
口
王
仁
三
郎
が
「
満
蒙
」
に
赴
い
た
こ

と
の
意
味
を
ま
ず
問
い
、
大
本
に
と
っ
て
彼
の
地
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を

有
す
る
の
か
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
王
仁
三
郎
の
言
葉
に
従
え
ば

「
蒙
古
」
は
全
世
界
に
「
地
上
天
国
」
を
作
る
た
め
の
足
か
が
り
と
な
る

土
地
で
あ
り
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
義
経
＝
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
」
説
ま
で

吸
収
す
る
形
で
、
そ
こ
で
語
ら
れ
た
英
雄
像
に
救
世
主
た
る
自
己
を
重
ね

合
わ
せ
た
節
さ
え
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
単
に
帝
国
日
本
の
野
心
に
沿
う

形
で
は
な
く
、
宗
教
的
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、
と
梶
は
指
摘
す
る
。

　

陳
発
表
で
は
、「
解
放
」
後
、
日
本
と
国
交
が
断
絶
し
た
こ
と
に
よ
り
、

朝
鮮
半
島
に
残
っ
た
天
理
教
が
、
ど
の
よ
う
に
教
理
や
祭
祀
を
変
容
さ
せ

た
か
を
追
い
、
特
に
奈
良
の
天
理
市
に
あ
る
「
ぢ
ば
」
と
い
う
聖
地
が
韓

国
人
に
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
そ
し
て
教
団
分
裂
に
関
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
を
解
明
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
各
人
の
発
表
に
対
し
、
日
本
仏
教
の
「
近
代
性
」、
翻

っ
て
朝
鮮
仏
教
の
「
非
近
代
性
」
と
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
か
（
川
瀬
）、
韓
国
に
お
い
て
天
理
教
は
本
国
の
も
の
と
比
べ
て
ど

の
よ
う
に
変
容
し
た
か
の
詳
細
（
陳
）、
戦
後
に
お
い
て
大
本
教
団
が
モ
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指
導
要
領
お
よ
び
解
説
で
、「
国
の
形
成
」
を
考
え
る
際
の
手
掛
か
り

に
す
べ
き
も
の
と
し
て
具
体
的
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
古

事
記
、
日
本
書
紀
、
風
土
記
な
ど
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
記
紀
神
話
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
扱
い
は
、
記
紀
神
話
を
近
代
天
皇
制
の
正
統
性
の
根

拠
と
し
て
位
置
づ
け
た
戦
前
の
と
ら
え
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

あ
る
視
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
正
統
な
神
話
と
し
て
記
紀
神
話
を
と
ら

え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
学
習
指
導
要
領
は
、
神
話

を
日
本
の
古
代
の
「
国
家
の
形
成
」
を
考
え
る
際
の
「
手
掛
か
り
」
と
位

置
付
け
る
こ
と
で
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
記
紀
神
話
の
多
様
な
発

展
を
視
野
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
新
宗
教
に
時
お
り
み
ら
れ
る
創
世
神

話
（
た
と
え
ば
天
理
教
の
「
泥
海
古
記
」）
も
、
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

戦
前
で
は
、
記
紀
神
話
の
成
立
過
程
お
よ
び
そ
の
後
の
歴
史
的
な
変
遷
の

過
程
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
神
話
は
記
紀
の
二
書
の
中
に
固
定
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
扱
わ
れ
て
い
た
。
現
在
お
よ
び
今
後
の
学
習
指
導
要
領
で

も
、
教
材
と
し
て
の
神
話
は
、
主
に
記
紀
に
書
か
れ
た
神
話
に
限
定
さ
れ

て
い
る
点
で
、
似
た
面
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
多
様
な
神
話
群
を
切
り
落
と

し
て
、
国
家
の
正
統
な
神
話
（
記
紀
神
話
）
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
意
図

が
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
そ
の
点
で
、
神
話
が
教
育
の
中
に

政
治
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
入
っ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
神
話
を
学
校
教
育
の
中
で
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
さ
ら
に

「
学
校
教
育
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
近
代
教
育
に
特
有
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
あ
り
方
や
、
教
科
書
を
使
用
し
て
の
授
業
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
教
員

の
あ
り
方
等
の
諸
要
素
と
要
素
間
の
諸
関
係
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
小
学
校
教
員
は
全
国
で
四
〇
万
人
以
上
お
り
、
神
話
に
つ
い
て
の

学
校
教
育
に
お
け
る
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し
て
の
神
話
教
材

代
表
者
・
司
会　

大
澤
千
恵
子

神
話
教
材
の
課
題
と
展
望

藤
井
　
健
志

　

二
〇
一
七
年
三
月
に
小
中
学
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
た

（
そ
の
施
行
は
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
、
中
学
校
に
お
い

て
は
、
二
〇
二
一
年
）。
そ
こ
に
お
け
る
神
話
の
扱
い
は
、
現
行
の
指
導

要
領
と
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、
神
話
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
国
語
の
小
学
校
第
一
・
第
二
学
年
の
部

分
と
、
社
会
科
の
第
六
学
年
の
部
分
で
あ
る
。
国
語
に
お
い
て
は
神
話
が

初
歩
的
な
古
典
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
（
だ
か
ら
低
学
年
に
お
け
る
教

育
内
容
に
含
ま
れ
る
）、
社
会
科
に
お
い
て
は
日
本
古
代
の
「
国
の
形
成
」

に
つ
い
て
考
え
る
と
き
の
「
手
掛
か
り
」
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
改
訂
さ
れ
た
教
育
基
本
法
の
第
二
条
に
書
か

れ
て
い
る
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が

国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
と
い
う
目
標
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
学
習
指
導
要
領
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
批
判
も
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

う
し
た
批
判
か
ら
は
神
話
教
育
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
が
見
落
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
あ
る
意
味
で
豊
饒
な
内
容
を
も
つ
神
話
を
ど
の
よ
う
に

教
育
に
取
り
入
れ
る
か
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
扱
う
べ
き
神
話
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
言
及
し
て
い
る
社
会
科

の
指
導
要
領
と
解
説
（
二
〇
一
七
年
六
月
公
表
）
を
手
が
か
り
に
し
て
、

教
育
に
お
け
る
神
話
の
扱
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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く
、
そ
の
教
材
観
は
植
民
地
や
移
民
地
に
浸
透
し
て
行
っ
た
。

　

特
色
の
第
一
に
、
日
の
丸
に
よ
る
国
威
発
揚
が
あ
る
。「
ヒ
ノ
マ
ル
ノ

ハ
タ
」
で
日
の
丸
が
靡
き
、「
バ
ン
ザ
イ
／
バ
ン
ザ
イ
」
と
あ
る
の
は
熱

狂
す
る
人
々
の
歓
声
で
あ
ろ
う
。「
モ
モ
タ
ラ
ウ
」
で
は
、
桃
太
郎
の
扇

に
桃
、
お
爺
さ
ん
の
旗
に
日
の
丸
が
描
か
れ
る
が
、
戦
地
に
行
っ
て
勝
利

し
た
兵
隊
を
迎
え
る
国
民
が
思
い
浮
か
ぶ
。「
ウ
サ
ギ
ト
カ
メ
」
で
、
山

上
の
亀
が
「
バ
ン
ザ
イ
。」
と
言
っ
て
立
て
る
旗
は
日
の
丸
で
あ
る
。「
日

曜
日
の
朝
」
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
を
記
念
す
る
大
詔
奉
戴
日
に
国

旗
を
立
て
、
宮
城
を
遥
拝
し
、
戦
死
者
や
兵
隊
の
た
め
に
黙
禱
す
る
。

「
支
那
の
子
ど
も
」
で
は
、
支
那
の
子
供
が
「
青
空
高
く
／
日
の
丸
あ
げ

て
、
／
あ
あ
、
美
し
い
、
／
日
本
の
旗
は
。」
と
歌
う
。

　

第
二
に
、『
古
事
記
』
の
神
話
体
系
を
踏
襲
し
た
配
列
が
あ
る
。
第
四

期
か
ら
『
古
事
記
』
の
神
話
体
系
を
意
識
し
て
配
列
さ
れ
、
第
五
期
で
も

踏
襲
し
た
。『
よ
み
か
た
』
に
は
そ
の
束
縛
は
な
く
、「
国
引
き
」
は
口
承

性
を
残
す
が
、
植
民
地
の
拡
大
を
是
認
し
、「
白
兎
」
は
「
お
し
あ
わ
せ

に
な
る
」
と
曖
昧
だ
が
、
大
国
主
神
の
偉
大
さ
を
示
す
。『
初
等
科
国
語
』

に
な
る
と
「
天
の
岩
屋
」「
八
岐
の
を
ろ
ち
」「
少
彦
名
神
」「
に
に
ぎ
の

み
こ
と
」「
つ
り
ば
り
の
行
く
へ
」「
神
の
剣
」「
田
道
間
守
」「
日
本
武

尊
」「
弟
橘
媛
」
と
、『
古
事
記
』
の
流
れ
を
踏
襲
す
る
。「
古
事
記
」
で

は
編
纂
の
経
緯
と
苦
心
を
述
べ
て
、
こ
れ
ま
で
の
神
話
を
総
括
し
、「
わ

が
国
初
以
来
の
尊
い
歴
史
」
と
位
置
づ
け
る
。

　

第
三
に
、
天
皇
を
国
民
が
再
認
識
す
る
た
め
の
祝
日
や
勲
章
と
い
っ
た

装
置
が
あ
る
。「
菊
の
花
」
で
は
、
明
治
天
皇
の
誕
生
を
祝
う
明
治
節
に

皇
室
の
紋
章
に
当
た
る
菊
の
花
が
献
上
さ
れ
る
。「
日
記
」
で
は
、
海
の

記
念
日
は
明
治
天
皇
の
巡
幸
に
由
来
す
る
と
説
く
。「
光
は
空
か
ら
」
で

様
々
な
指
示
を
浸
透
さ
せ
る
の
は
至
難
で
あ
る
。
ま
た
多
く
の
教
員
が
神

話
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
な
い
と
す
る
と
、
解
釈
の
妥
当
性
が
検

証
さ
れ
て
い
な
い
様
々
な
本
や
、
ネ
ッ
ト
上
の
神
話
論
等
の
情
報
に
依
存

す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
教
師
用
指
導
書
に
依
存
す
る
教
師
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
う
な
る
と
そ
れ
を
出
版
し
て
い
る
教
科
書
会

社
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
。
学
校
図
書
館
に
神
話
に
つ
い
て
の
本
が
ど

の
程
度
あ
る
か
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

結
果
、
政
府
側
の
意
図
は
あ
い
ま
い
に
な
り
実
現
が
難
し
く
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
一
方
で
神
話
教
育
の
政
治
性
を
批
判
す
る
側
は
、
こ
う
し
た
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
。

　

神
話
教
育
は
、
記
紀
神
話
を
相
対
化
し
つ
つ
、
学
校
教
育
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
考
え
な
が
ら
、
研
究
者
と
教
育
者
と
の
協
働
で
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
。

帝
国
日
本
の
教
科
書
に
み
る
天
皇
神
話

石
井
　
正
己

　

帝
国
日
本
で
は
、
国
定
教
科
書
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
・
朝
鮮
・
南
洋
群

島
・
満
洲
と
い
っ
た
植
民
地
、
ハ
ワ
イ
・
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ

た
移
民
地
に
お
い
て
、
国
語
・
日
本
語
の
教
科
書
を
編
纂
し
た
。
近
年
教

科
書
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

で
、
そ
の
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
で
、
教
科
に
採
録
さ
れ
た
神
話
が
総

合
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
教
科
書
で
創
造
さ
れ
た

天
皇
と
神
話
の
様
相
を
考
え
る
た
め
に
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
三
年

発
行
の
第
五
期
国
定
国
語
教
科
書
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
教
科
書
は
太
平

洋
戦
争
の
戦
時
版
で
あ
り
、
国
定
国
語
教
科
書
の
完
成
形
と
言
っ
て
よ
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日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
る
伝
統
的
言
語
文
化
教
育

│
│ 

過
去
と
現
在 

│
│

松
村
　
一
男

　

戦
前
の
日
本
の
初
等
教
育
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
た
尋
常
科
用
小
學
國

語
讀
本
（
第
一
巻
か
ら
第
十
二
巻
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
言
語
文

化
作
品
（
神
話
、
伝
説
、
昔
話
＝
民
話
）
を
学
年
毎
に
分
析
す
る
と
、
国

家
に
対
す
る
献
身
と
天
皇
崇
拝
を
教
化
す
る
意
図
の
元
に
作
品
が
選
ば
れ

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
と
思
わ
れ

る
の
が
、
以
下
の
作
品
で
あ
る
。
第
一
巻
で
は
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」、
第
三

巻
で
は
「
國
び
き
」、
第
四
巻
で
は
「
大
江
山
」、「
白
兎
」、「
百
合
若
」、

第
五
巻
で
は
「
天
の
岩
戸
」、「
参
宮
だ
よ
り
」、「
八
岐
の
を
ろ
ち
」、「
天

孫
」、「
二
つ
の
玉
」、
第
六
巻
で
は
「
神
武
天
皇
」、「
日
本
武
尊
」、
第
七

巻
で
は
「
弟
橘
媛
」。
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
、
低
学
年
用
の
第
三
巻
ま

で
に
は
昔
話
が
多
く
、
第
四
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
に
な
る
と
日
本
神
話
に

力
点
が
移
っ
て
い
る
。
第
八
巻
以
降
に
な
る
と
、
も
は
や
昔
話
も
神
話
も

登
場
し
な
い
。
第
八
巻
以
降
所
収
の
作
品
に
も
も
ち
ろ
ん
、
国
家
に
対
す

る
献
身
と
天
皇
崇
拝
を
教
化
す
る
意
図
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
低
学
年
の

昔
話
、
中
学
年
の
神
話
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

昔
話
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
で
あ
る
。
桃
太
郎
は
鬼

た
ち
が
人
々
を
苦
し
め
て
物
を
奪
っ
て
い
る
か
ら
鬼
が
島
に
退
治
に
向
か

い
、
鬼
た
ち
が
降
参
し
て
今
後
は
そ
う
し
た
こ
と
は
し
な
い
と
約
束
す
る

と
命
は
奪
わ
ず
、
御
礼
と
し
て
宝
を
受
け
取
っ
て
帰
還
す
る
。
他
国
へ
の

侵
略
を
推
奨
す
る
よ
う
な
明
確
な
書
き
直
し
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し

後
の
学
年
の
巻
に
み
ら
れ
る
類
似
作
品
と
の
比
較
に
よ
り
そ
う
し
た
意
図

の
元
に
こ
の
作
品
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
類
似
の
作
品

は
、
昭
和
天
皇
の
誕
生
を
祝
う
天
長
節
に
日
の
丸
が
靡
く
様
子
を
歌
う
。

神
武
天
皇
の
即
位
を
記
念
す
る
紀
元
節
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
金
し
く
ん

し
ゃ
う
」
は
神
武
天
皇
の
弓
に
金
の
鵄
が
止
ま
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
勲

章
は
神
武
天
皇
の
神
話
を
象
徴
し
た
。「
参
宮
だ
よ
り
」
は
兄
が
弟
に
伊

勢
神
宮
か
ら
橿
原
神
宮
に
行
っ
た
こ
と
を
書
く
が
、
こ
れ
は
修
学
旅
行
の

定
番
コ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

第
四
に
、
君
が
代
が
頻
り
に
歌
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
二
重
橋
」
で

は
、
女
学
校
の
生
徒
が
二
重
橋
を
前
に
整
列
し
た
後
で
最
敬
礼
し
て
君
が

代
を
歌
い
、
私
た
ち
も
一
緒
に
歌
う
。「
新
年
」
で
は
、
初
詣
で
の
後
、

学
校
に
行
っ
て
君
が
代
を
歌
う
。
二
重
橋
や
新
年
が
君
が
代
を
歌
う
空
間

と
時
間
だ
っ
た
。「
十
二
月
八
日
」
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
当
た

っ
て
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
君
が
代
が
奏
楽
さ
れ
た
後
、
宣
戦
の
大
詔
が
奉

読
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
前
述
し
た
よ
う
な
神
話
が
頻
り
に
思
い
出
さ
れ

て
い
る
。「
君
が
代
少
年
」
は
、
台
湾
の
大
地
震
で
怪
我
し
た
少
年
が
君

が
代
を
歌
っ
て
亡
く
な
る
。
こ
う
し
て
君
が
代
に
よ
っ
て
国
民
意
識
が
涵

養
さ
れ
る
様
子
が
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
「
神
話
」
は
、
明
ら
か
に
記
紀
神
話
を
想
定

し
て
い
る
。
今
後
の
神
話
教
育
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
て
創
造
さ

れ
た
天
皇
神
話
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
天
皇
を
抜
き
に
し

た
神
話
教
育
を
行
う
た
め
の
方
法
を
鍛
え
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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は
日
本
と
ア
ジ
ア
の
文
化
の
連
続
性
や
神
話
と
昔
話
の
関
係
な
ど
、
児
童

の
知
的
関
心
を
広
げ
る
面
に
お
い
て
も
効
果
的
な
作
品
と
思
わ
れ
る
。

　

伝
統
的
言
語
文
化
を
ど
の
よ
う
に
教
育
の
場
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く

か
は
、
初
等
教
育
だ
け
で
な
く
、
教
育
全
般
に
つ
い
て
も
っ
と
議
論
さ
れ

る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

神
話
教
材
を
用
い
た
国
語
科
教
育
の
現
状
と
課
題

大
澤
千
恵
子

　

平
成
二
十
年
版
学
習
指
導
要
領
よ
り
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し
て
神

話
教
材
が
指
導
内
容
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ

が
、
そ
の
方
向
性
は
平
成
二
十
九
年
版
学
習
指
導
に
も
継
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
言
語
文
化
」
と
い
う
大

き
な
概
念
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
公
教
育
の
現
場
で
は
、
様
々
な
問
題
が
山

積
し
た
ま
ま
未
解
決
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

・
神
話
教
材
の
取
り
扱
い
の
現
状
と
附
属
小
学
校
に
お
け
る
実
践
事
例

　

神
話
教
材
は
、
主
に
第
一
、
二
学
年
の
国
語
科
の
教
科
書
に
収
載
さ
れ

て
い
る
が
、
同
じ
「
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
」
で
も
、
教
科
書
会
社
に
よ

っ
て
、
再
話
者
は
も
ち
ろ
ん
、
期
待
さ
れ
る
学
習
内
容
、
配
当
時
間
、
さ

ら
に
は
学
年
ま
で
も
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
物
語
文
の
教
材
と

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
教
材
研

究
の
蓄
積
は
、
も
と
も
と
戦
前
の
教
育
に
お
い
て
扱
い
方
に
問
題
が
あ
っ

た
神
話
は
、
戦
後
教
育
に
お
い
て
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
皆
無

で
あ
っ
た
が
、
同
じ
物
語
が
異
な
る
語
り
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
優

れ
た
実
践
事
例
を
生
み
に
く
く
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校
で
は
、
当
初
か
ら

と
は
第
四
巻
の
「
大
江
山
」、「
百
合
若
」、「
神
武
天
皇
」、「
日
本
武
尊
」

な
ど
で
あ
る
。「
大
江
山
」
と
「
百
合
若
」
は
具
体
的
な
場
所
や
登
場
人

物
の
名
前
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
伝
説
で
あ
る
。
そ
し
て
神
話
の
「
神
武
天

皇
」
で
は
熊
野
で
勝
利
し
た
後
に
大
和
で
の
即
位
が
述
べ
ら
れ
、
も
う
一

つ
の
神
話
の
「
日
本
武
尊
」
で
は
、
日
本
武
尊
の
九
州
と
東
国
で
の
服
従

し
な
い
敵
の
征
服
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
昔
話
、
伝
説
、

神
話
と
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
属
し
て
い
る
が
、
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
内

容
は
、
い
ず
れ
も
権
威
に
対
し
て
反
抗
的
な
地
域
や
民
を
武
力
に
よ
っ
て

服
属
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
ろ
う
。

　

敗
戦
後
の
日
本
の
初
等
教
育
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
戦
前
の
伝
統
的

言
語
文
化
作
品
を
利
用
し
た
皇
国
史
観
教
育
は
排
除
さ
れ
、
一
時
期
は

「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
を
含
む
作
品
群
全
体
が
初
等
教
育
に
お
い
て
教
え
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
た
。
し
か
し
桃
太
郎
の
昔
話
は
尋
常
科
用
小
學
國
語
讀

本
以
前
か
ら
広
く
人
々
に
知
ら
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
昔
話
で
あ
り
、
強

調
部
分
を
変
え
る
こ
と
で
現
在
に
お
い
て
も
生
き
続
け
て
い
る
。

　

平
成
二
〇
（
二
〇
一
一
）
年
か
ら
小
学
校
低
学
年
国
語
に
お
い
て
伝
統

的
言
語
文
化
の
一
環
と
し
て
神
話
を
教
え
る
こ
と
が
学
習
指
導
要
領
で
指

示
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
採
用
さ
れ
た
の
が
「
因
幡
の
白
兎
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
国
主
が
登
場
す
る
出
雲
神
話
の
一
部
と
し
て
『
古
事
記
』
に
所

収
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
神
話
」
で
あ
る
と
い
う
理
屈
は
成
り
立
つ
。
し

か
し
内
容
は
、
小
型
だ
が
知
恵
の
あ
る
兎
が
大
型
だ
が
知
恵
で
劣
る
鰐

（
ワ
ニ
ザ
メ
？
）
を
騙
し
て
対
岸
に
渡
る
と
い
う
も
の
で
、
他
国
へ
の
武

力
に
よ
る
侵
略
と
い
う
要
素
は
含
ま
ず
、
近
隣
諸
国
か
ら
の
戦
前
の
神
話

教
育
の
復
活
と
い
う
非
難
を
受
け
る
恐
れ
は
な
い
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
に

多
く
の
類
話
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
昔
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
話
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る
た
め
、
文
学
教
材
の
読
み
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
の
後

の
読
書
活
動
へ
の
広
が
り
も
期
待
で
き
る
。

　

教
育
現
場
で
は
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
し
て
の
神
話
教
材
の
扱
い
に

対
し
て
、
教
員
の
関
心
は
決
し
て
低
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

で
は
十
分
な
議
論
を
す
る
だ
け
の
知
識
も
時
間
的
な
余
裕
も
な
い
た
め

に
、
当
た
り
障
り
の
な
い
形
で
触
れ
る
か
、
あ
る
い
は
触
れ
る
こ
と
さ
え

避
け
て
無
視
す
る
と
い
っ
た
空
気
が
広
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え

る
。
そ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
現
場
の
教
員
と
専
門
の
研

究
者
が
協
力
し
て
議
論
し
た
り
、
教
材
研
究
を
行
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

大
澤
千
恵
子

　

平
成
二
〇
年
改
訂
学
習
指
導
要
領
よ
り
、
国
語
科
教
育
に
お
い
て
「
伝

統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
が
指
導
事
項
に
加
え

ら
れ
た
が
、
戦
後
教
育
に
お
い
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
現
場
で
は

大
き
な
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
パ
ネ
ル
で
は
、
歴
史
的
な
背

景
を
追
い
な
が
ら
、
戦
前
の
教
育
に
お
け
る
神
話
の
扱
わ
れ
方
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
現
代
の
学
校
教
育
と
い
う
シ
ス
テ
ム
、
あ
る
い
は
教

育
現
場
の
現
状
や
神
話
教
材
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

ま
ず
、
藤
井
が
、
社
会
科
の
学
習
指
導
要
領
と
解
説
を
手
が
か
り
に
こ

の
よ
う
な
学
習
指
導
要
領
の
扱
い
の
批
判
の
中
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る
点

に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
記
紀
神
話
を
近
代
天
皇
制
の
正
統
性
の
根
拠
と
し

て
位
置
づ
け
た
戦
前
の
と
ら
え
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
の
記
紀
神
話
の
多
様
な
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い

学
校
司
書
と
連
携
し
、
学
校
図
書
館
に
あ
る
豊
富
な
図
書
を
活
用
し
つ

つ
、
実
践
事
例
を
積
み
重
ね
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
し
、
ま
た
他
の

公
立
小
学
校
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

・
系
統
的
な
学
習
の
展
開
に
向
け
た
実
践
お
よ
び
教
材
研
究

　

神
話
教
材
を
扱
う
上
で
の
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
に
、
平
成
二
十
年

版
、
二
十
九
年
版
と
も
に
学
習
指
導
要
領
の
中
で
は
系
統
性
が
明
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
・
四
学
年
で
は
、
文
語
調
の
短
歌

や
俳
句
、
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
へ
、
ま
た
第
五
・
六
学
年
で

は
、
古
文
や
漢
文
へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
お
り
、
神
話
の
文
言
は
消
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
話
を
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
も
、
発
達
段
階
を
考
慮
し
な
が
ら
、
系
統
的
な
教
材
と
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
立
川
市
立
新
生
小
学
校
で
は
、
卒
業
を
間
近
に
控
え

た
第
六
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
神
話
を
教
材
と
し
た
読
み
聞
か
せ
や
授

業
を
行
っ
た
が
、
学
年
の
低
い
児
童
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
深
い
読
み
取

り
や
神
話
そ
の
も
の
に
関
す
る
興
味
関
心
の
高
ま
り
が
見
取
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
基
に
、
神
話
の
持
つ
関
連
性
を
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
り

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
神
話
教
材
を
発
達
段
階
が
上
が
っ
て
も
教
材
と
し
て
展
開
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
教
科
書
会
社
だ
け
に
頼
ら
な
い
教
材
の
選
択
・
さ

ら
に
は
作
成
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
東
北
地
方
を
舞
台
と
し
た
物
語
『
赤
神

と
黒
神
』
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
十
和
田
湖
の
女
神
を
め
ぐ
っ
て
男
鹿
半

島
の
赤
神
と
竜
飛
岬
黒
神
が
争
う
物
語
は
、
現
実
の
地
理
と
の
関
連
性
を

残
し
な
が
ら
も
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
雪

わ
た
り
』『
注
文
の
多
い
料
理
店
』『
や
ま
な
し
』
が
定
番
教
材
と
し
て
知

ら
れ
る
宮
沢
賢
治
の
『
土
神
と
狐
』
は
こ
の
神
話
と
の
類
似
性
が
み
ら
れ
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が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
作
品
か
ら
、
権
威
に
対
し

て
反
抗
的
な
地
域
や
民
を
武
力
に
よ
っ
て
服
属
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
を

見
取
っ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く
著
名
で
、
現
在
も
教
材
化
さ
れ
て
い
る

「
因
幡
の
白
兎
」
は
、
他
国
へ
の
武
力
に
よ
る
侵
略
と
い
う
要
素
は
含
ま

ず
、
東
南
ア
ジ
ア
に
多
く
の
類
話
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
話
と
い
う
よ
り

も
昔
話
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
児
童
の
知
的
関
心
を
広
げ
る

面
に
お
い
て
も
効
果
的
な
作
品
で
あ
る
と
し
て
そ
の
可
能
性
を
評
価
し

た
。

　

最
後
に
、
大
澤
が
、
挙
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点
や
提
言
を
踏
ま
え

た
上
で
、
初
等
国
語
科
に
お
け
る
神
話
教
材
の
扱
わ
れ
方
の
現
状
や
附
属

小
学
校
で
の
実
践
事
例
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
神
話
教
材
の
学
習
内
容
を

深
め
た
り
、
系
統
的
に
学
習
し
た
り
す
る
た
め
に
、
高
学
年
に
お
け
る
実

践
の
試
み
や
、
新
た
な
教
材
開
発
の
可
能
性
と
し
て
具
体
的
な
作
品
を
紹

介
し
た
。

　

尚
、
本
パ
ネ
ル
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
お

け
る
基
盤
研
究（
Ｃ
）に
採
択
さ
れ
た
「
学
校
教
育
に
お
け
る
神
話
教
材
整

備
の
た
め
の
予
備
調
査
」
の
初
年
度
の
研
究
活
動
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
。

こ
と
が
問
題
の
根
源
に
あ
り
、
そ
の
上
で
教
育
特
有
の
問
題
と
も
い
え
る

「
学
校
教
育
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
た
。
学
校
教
育
は
、
近
代
教
育
に
特
有
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方

や
、
教
科
書
を
使
用
し
て
の
授
業
の
あ
り
方
、
教
員
の
あ
り
方
等
の
諸
要

素
と
要
素
間
の
諸
関
係
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
確
か
な
ネ
ッ

ト
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
中
で
、
多
く
の
教
員
は
教
師
用
指
導
書
に
依
存

せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
教
科
書
会
社
の
存
在
や
学
校
司
書
と
の
連
携
も

無
視
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
研
究

者
と
教
育
者
と
の
協
働
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
た
。

　

ま
た
、
石
井
の
発
表
に
お
い
て
は
、
帝
国
日
本
で
は
、
国
定
教
科
書
の

み
な
ら
ず
、
台
湾
・
朝
鮮
・
南
洋
群
島
・
満
洲
と
い
っ
た
植
民
地
、
ハ
ワ

イ
・
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
移
民
地
に
お
い
て
、
国
語
・
日
本

語
の
教
科
書
を
編
纂
し
、
そ
の
教
材
観
は
植
民
地
や
移
民
地
に
浸
透
し
て

い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
日
の
丸
に
よ
る
国
威
発
揚
が

み
ら
れ
た
り
、『
古
事
記
』
の
神
話
体
系
を
踏
襲
し
た
教
材
の
配
列
が
あ

っ
た
り
、
天
皇
を
国
民
が
再
認
識
す
る
た
め
の
祝
日
や
勲
章
と
い
っ
た
装

置
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、
君
が
代
が
頻
り
に
歌
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
平
成
二
十
年
以
降
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
の
「
神
話
」

の
文
言
に
は
、
明
ら
か
に
記
紀
神
話
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
神
話

教
育
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
て
創
造
さ
れ
た
戦
前
の
天
皇
神
話
を

相
対
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　

続
い
て
、
松
村
が
、
戦
前
の
日
本
の
初
等
教
育
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い

た
尋
常
科
用
小
學
國
語
讀
本
（
第
一
巻
か
ら
第
十
二
巻
）
に
所
収
さ
れ
て

い
る
伝
統
的
言
語
文
化
作
品
（
神
話
、
伝
説
、
昔
話
＝
民
話
）
の
分
析
か

ら
、
作
品
の
選
出
に
国
家
に
対
す
る
献
身
と
天
皇
崇
拝
を
教
化
す
る
意
図
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っ
た
（
人
々
を
魅
了
し
た
の
は
「
奇
跡
の
神
癒
」
と
よ
ば
れ
る
現
世
利

益
。
皇
道
経
済
の
実
現
を
掲
げ
る
昭
和
神
聖
会
・
大
本
は
同
年
一
二
月
に

弾
圧
さ
れ
て
い
る
）。

　

昭
和
一
一
年
、「
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
日
本
国
の
歴
史
を
通
し
て
「
今
」

の
一
点
を
生
き
て
い
る
」「
ど
ん
な
時
に
も
日
本
国
が
立
ち
直
る
こ
と
が

で
き
た
重
心
は
天
皇
が
ま
し
ま
し
た
か
ら
」
と
述
べ
ら
れ
、
指
導
者
講
習

会
で
は
、「
天
之
御
中
主
神
」
は
「
宇
宙
の
真
中
の
神
」
で
あ
り
、「
天
皇
」

は
「
天
之
御
中
主
神
の
全
徳
の
御
表
現
（
お
ん
あ
ら
わ
れ
）」
で
あ
り
、

「
日
本
国
体
の
尊
さ
」
は
「
天
皇
陛
下
に
中
心
帰
一
す
る
働
が
単
に
理
論

で
は
な
く
具
体
的
に
現
れ
て
い
る
点
」
に
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
昭
和
一
二

年
に
は
、「
非
常
時
に
労
働
争
議
を
停
止
せ
し
め
、
反
戦
思
想
を
抑
圧
」

す
る
の
に
「
最
も
効
果
が
あ
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
昭
和
一
四
年
の
講
演

で
は
、「
本
当
の
日
本
主
義
は
八
紘
一
宇
主
義
だ
か
ら
一
切
を
包
容
す
る

精
神
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、「
八
紘
が
一
宇
と
な
っ
た
ら
」
天
皇
は
「
世

界
の
最
勝
最
尊
」
の
存
在
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
翌
年

に
は
「
す
べ
て
の
森
羅
万
象
」
は
「
天
皇
の
大
御
い
の
ち
の
顕
現
」
で
あ

り
、「
生
命
が
尊
き
は
」「
天
皇
の
大
御
い
の
ち
の
流
れ
で
あ
り
・
岐
れ
で

あ
る
が
故
に
尊
き
」
と
主
張
す
る
「
天
皇
絶
対
論
」
が
発
表
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
谷
口
は
、
昭
和
五
年
に
生
長
の
家
を
立
教
す
る
が
、
当
初
は
天

皇
や
日
本
に
特
殊
な
価
値
を
認
め
る
言
説
を
殆
ど
発
信
し
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
そ
の
教
理
は
、
大
本
や
北
一
輝
の
よ
う
な
現
実
的
な
体
制
批

判
・
社
会
改
造
の
発
想
が
な
く
、「
心
の
法
則
」
を
知
り
「
日
時
計
主
義
」

「
礼
拝
主
義
」
で
「
心
を
み
が
き
」「
朗
ら
か
に
生
き
る
」
こ
と
に
よ
る
現

状
打
破
・
現
世
利
益
を
約
束
す
る
も
の
だ
っ
た
。
天
皇
や
日
本
に
関
す
る

言
説
の
比
重
が
増
す
の
は
昭
和
一
〇
年
前
後
だ
が
、
国
体
明
徴
運
動
が
展

国
体
明
徴
運
動
下
の
社
会
と
宗
教

│
│ 

昭
和
一
〇
年
前
後
を
中
心
に 

│
│

代
表
者
・
司
会　

小
島
伸
之

谷
口
雅
春
に
お
け
る
天
皇
と
日
本 

│
│ 

昭
和
一
〇
年
前
後
の
言
説 

│
│

寺
田
　
喜
朗

　

本
発
表
は
、
昭
和
一
〇
年
前
後
の
谷
口
雅
春
（
明
治
二
六
―
昭
和
六

〇
）
の
天
皇
と
日
本
を
め
ぐ
る
言
説
か
ら
国
体
明
徴
運
動
が
新
宗
教
へ
与

え
た
影
響
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

大
正
六
―
一
〇
年
ま
で
大
本
の
活
動
家
だ
っ
た
谷
口
は
、『
皇
道
霊
学

講
話
』（
大
正
九
）
に
お
い
て
「
全
世
界
の
人
類
が
幸
福
な
人
間
ら
し
い

生
活
を
送
る
た
め
に
は
…
日
本
皇
室
が
世
界
を
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
た
。
立
て
替
え
立
て
直
し
に
当
初
は
強
い
魅
力
を
感
じ

て
い
た
が
、
大
正
一
一
年
五
月
五
日
が
迫
り
、
狂
奔
状
態
に
陥
る
教
団
へ

違
和
感
・
嫌
悪
感
を
抱
き
、
綾
部
を
去
っ
た
。
そ
の
後
の
谷
口
は
、（
物

質
的
な
）
世
界
の
改
造
と
い
う
発
想
自
体
を
否
定
す
る
唯
心
論
的
な
思
想

に
至
り
、
生
長
の
家
を
立
教
す
る
（
昭
和
五
）。『
生
長
の
家
』
創
刊
号
で

は
、
万
教
帰
一
の
立
場
か
ら
「
心
の
法
則
を
研
究
し
、
そ
の
法
則
を
実
際

生
活
に
応
用
し
て
、
人
生
の
幸
福
を
支
配
す
る
た
め
に
実
際
運
動
を
お
こ

な
う
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
。
昭
和
一
〇
年
、『
主
婦
之
友
』
に
紹
介
記

事
が
載
り
、
全
国
主
要
紙
に
大
広
告
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
知
名
度
を
確

立
さ
せ
る
。
昭
和
九
年
四
月
時
点
で
一
五
ヶ
所
だ
っ
た
支
部
は
、
翌
年
九

月
に
は
五
五
二
ヶ
所
に
急
増
し
て
い
る
（『
生
命
の
実
相
』
は
八
〇
万
部
、

定
期
購
読
者
は
三
万
人
）。
昭
和
一
〇
年
は
生
長
の
家
の
大
発
展
期
で
あ
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く
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
「
国
内
」
限
定
か
ら
「
普
遍
」
へ
と
向
か
う

ベ
ク
ト
ル
が
急
速
に
高
ま
っ
た
が
、
神
社
界
の
要
請
は
内
務
省
に
お
い
て

容
易
に
実
現
出
来
な
か
っ
た
一
方
、
そ
れ
ま
で
後
手
に
回
っ
て
い
た
文
部

省
は
「
失
地
回
復
」
の
た
め
「
教
学
刷
新
」
を
打
ち
出
し
、
大
き
な
存
在

感
を
示
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（「
昭
和
戦
前
期
の
「
神
道
と
社
会
」
に

関
す
る
素
描
」）。
実
際
、
昭
和
十
二
年
一
月
に
内
務
省
が
内
閣
に
提
出
し

た
「
国
体
明
徴
ニ
関
ス
ル
施
設
ノ
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
国
体
明

徴
問
題
」）
は
、
神
宮
関
係
施
設
調
査
と
神
社
行
政
振
張
、
出
版
物
検
閲

に
関
す
る
三
事
項
の
み
し
か
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
十
一
の
実
績
と
八
の

予
定
を
記
し
た
文
部
省
と
比
較
す
る
と
段
違
い
に
内
容
が
乏
し
い
。

　

昭
和
十
五
年
に
玉
澤
光
三
郎
検
事
が
執
筆
し
た
『
所
謂
「
天
皇
機
関

説
」
を
契
機
と
す
る
国
体
明
徴
運
動
』（
司
法
省
刑
事
局
）
は
、
国
体
明

徴
問
題
以
来
、「
一
般
的
に
喚
起
さ
れ
た
国
体
観
念
の
自
覚
」
に
促
さ
れ

る
形
で
、
宗
教
界
に
お
け
る
「
自
粛
自
戒
、
教
義
刷
新
等
の
傾
向
」
が
特

に
顕
著
と
な
り
、「
宗
教
警
察
の
強
化
」
も
図
ら
れ
た
と
す
る
が
、
他
方

で
は
「
支
那
事
変
に
依
る
国
家
意
識
の
昂
揚
と
相
俟
つ
て
一
層
深
刻
化
す

る
の
勢
」
を
も
指
摘
し
て
お
り
、
後
付
け
の
評
価
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

皇
道
大
本
を
中
心
と
す
る
昭
和
神
聖
会
は
同
十
年
二
月
末
以
降
、「
天

皇
機
関
説
撲
滅
運
動
」
を
活
発
に
展
開
し
、
統
管
出
口
王
仁
三
郎
は
、
日

本
は
立
憲
君
主
国
で
は
な
く
、「
万
世
一
系
の　

天
皇
が
現
人
神
と
し
て

永
遠
に
統
治
し
給
ふ
世
界
無
比
の
神
聖
皇
道
国
」
で
「
地
上
唯
一
の
天
立

君
主
立
憲
国
」
と
述
べ
た
（『
神
聖
』
第
七
号
）。
し
か
し
皇
道
大
本
は
、

同
年
十
二
月
に
一
斉
検
挙
さ
れ
た
（『
特
高
外
事
月
報
』
昭
和
十
年
十
二

月
分
）。
内
務
省
警
保
局
は
政
治
団
体
の
昭
和
神
聖
会
を
注
視
す
る
一
方
、

開
さ
れ
た
同
年
二
月
―
一
〇
月
に
天
皇
機
関
説
を
批
判
し
た
り
（
戦
後
、

谷
口
は
、
開
戦
当
時
「
天
皇
は
機
関
で
あ
っ
て
自
由
意
志
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
）、
民
本
主
義
・
自
由
主
義
・
個
人
主
義
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
批
判
す
る
動
き
は
見
せ
て
い
な
い
（
一
貫
し
て
批
判
さ
れ
る

の
は
唯
物
論
）。
ま
た
こ
の
時
期
、
国
家
か
ら
天
皇
・
国
体
に
ま
つ
わ
る

言
説
へ
の
干
渉
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
右
翼
団
体
・
在
郷
軍
人
か

ら
そ
の
異
端
性
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
日
中
戦
争
（
昭
和
一

二
）・
国
家
総
動
員
法
（
昭
和
一
三
）
に
よ
っ
て
総
力
戦
体
制
へ
社
会
・

経
済
が
再
編
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
天（
皇
）

賦
生
命
論
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
反
本
地
垂
迹
説
が
説
か
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。
畢
竟
、
国
体
明
徴
運
動
が
谷
口
雅
春
の
言
説
に
直
接
的
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
は
特
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
天
皇
と
日
本
に
関
す
る
言
及

頻
度
を
高
め
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は

確
実
と
い
え
よ
う
。

「
国
体
明
徴
」
と
神
社
界
・
宗
教
界

藤
田
　
大
誠

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
「
天
皇
機
関
説
事
件
」
や
「
国
体
明
徴
運

動
」
に
つ
い
て
は
、
専
ら
政
治
史
的
・
法
学
史
的
・
思
想
史
的
・
教
育
史

的
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
神
道
史
や
宗
教
史
の
観
点
か
ら
「
国

体
明
徴
運
動
」
を
大
き
な
指
標
と
し
て
捉
え
た
研
究
は
さ
ほ
ど
多
く
な

い
。

　

阪
本
是
丸
は
、
同
六
年
勃
発
の
満
洲
事
変
か
ら
徐
々
に
「
神
道
的
用

語
」
に
よ
る
「
国
体
論
」
の
裾
野
が
拡
大
し
、
同
十
年
の
「
国
体
明
徴
運

動
」
以
降
、
そ
う
し
た
傾
向
、
雰
囲
気
が
日
本
社
会
全
体
に
充
満
し
て
い
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も
含
め
、
神
社
界
・
宗
教
界
問
わ
ず
「
国
体
明
徴
」
の
弁
明
を
強
い
ら
れ

る
時
勢
を
齎
し
た
と
は
い
え
よ
う
。

昭
和
前
期
の
宗
教
者
に
お
け
る
日
系
移
民
と
国
家
帰
属

高
橋
　
典
史

　

昭
和
一
〇
年
代
前
後
の
日
本
の
仏
教
界
に
お
け
る
「
国
際
化
」
に
向
け

た
動
き
の
活
発
化
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
米
国
に
生
ま
れ
育
ち
、
日
米
の
二

重
国
籍
を
有
す
る
者
も
多
か
っ
た
日
系
移
民
の
第
二
世
代
（
以
下
、「
二

世
」
と
す
る
）
を
、
日
本
の
仏
教
関
係
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
対
応
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
二
世
た

ち
に
向
け
た
教
化
・
教
育
活
動
の
な
か
で
も
、
と
く
に
日
本
留
学
を
め
ぐ

る
仏
教
関
係
者
た
ち
の
言
説
に
着
目
し
、
国
際
仏
教
協
会
・
米
布
研
究

会
・
日
本
米
布
協
会
な
ど
の
諸
団
体
の
資
料
を
中
心
に
当
時
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

そ
も
そ
も
、
昭
和
戦
前
期
の
仏
教
関
係
者
た
ち
は
、「
日
本
精
神
」
と

「
仏
教
精
神
」
を
兼
ね
備
え
た
二
世
た
ち
が
、
関
係
悪
化
す
る
日
米
の
「
架

け
橋
」
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た

の
が
、
二
世
の
日
本
留
学
へ
の
支
援
だ
っ
た
。
日
本
社
会
に
実
際
に
接

し
、
現
地
で
日
本
語
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
国
際
的
に
活
躍

し
う
る
二
世
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
ハ

ワ
イ
・
北
米
大
陸
の
日
系
移
民
社
会
に
お
い
て
大
き
な
教
勢
を
誇
っ
て
い

た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
な
ど
は
、
こ
う
し
た
二
世
の
日
本
留
学
関
連
の
諸

事
業
に
精
力
的
に
携
わ
り
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
二
世
留
学
生
た
ち
が
来

日
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
日
本
留
学
の
支
援
事
業
は
、
必
ず
し
も
当
初
の
目
論

「
国
体
」
の
異
端
で
は
済
ま
ぬ
皇
位
簒
奪
・
革
命
計
画
を
立
証
す
る
た
め

の
内
偵
調
査
を
し
て
い
た
。

　

里
見
岸
雄
（
田
中
智
学
三
男
）
は
、「
国
体
科
学
的
見
地
」
か
ら
「
天

皇
機
関
説
」
と
「
天
皇
主
体
説
」
を
止
揚
し
た
「
天
皇
統
治
権
実
論
」
を

説
い
た
（『
国
体
憲
法
学
』
二
松
堂
書
店
）。
ま
た
、
今
泉
定
助
（
皇
道
発

揚
会
会
長
）
は
「
全
世
界
を
統
一
し
、
全
人
類
を
救
済
す
る
こ
と
は
、
天

津
日
嗣
の
天
皇
の
天
業
で
あ
ら
せ
ら
る
。
こ
れ
が
為
め
に
は
先
づ
国
体
を

明
徴
に
し
て
、
人
生
社
会
に
人
類
の
理
想
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述

べ
た
（『
皇
道
論
叢
』
桜
門
出
版
部
）。
神
社
界
の
「
国
体
明
徴
」
は
当
時

の
「
天
皇
機
関
説
」
批
判
の
風
潮
と
何
ら
異
な
ら
な
い
が
、
室
松
岩
雄

（
國
學
院
第
四
期
生
）
は
、「
東
西
の
文
華
文
明
を
能
く
調
和
し
更
に
世
界

の
文
明
を
醇
化
し
て
人
類
の
平
和
と
完
美
を
図
る
こ
と
は
当
し
く
我
が
国

民
の
理
想
で
あ
り
、
日
本
帝
国
の
天
職
」
と
記
し
、
同
十
二
年
の
文
部
省

『
国
体
の
本
義
』
の
主
張
を
先
取
り
し
て
い
る
（『
国
体
の
明
徴
と
政
治
及

教
育
』
皇
学
書
院
・
会
通
社
）。
そ
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
（
上

智
大
学
教
授
）
の
『
教
育
原
理
と
し
て
の
皇
道
』（
思
想
・
科
学
研
究
所
）

は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
於
て
、
ペ
ト
ロ
の
磐
た
る
教
皇
が
統
一
的
活

力
的
中
心
を
な
し
、
又
崩
壊
に
対
す
る
堅
固
な
る
堡
塁
を
な
す
如
く
、
日

本
に
於
て
は　

天
皇
が
「
生
命
的
中
心
」
を
な
し
、
又
国
民
的
生
活
と
力

と
の
永
久
に
尽
き
ざ
る
源
泉
を
な
し
給
ふ
」
と
日
本
人
と
見
紛
う
国
体
論

を
書
き
、
西
本
願
寺
の
利
井
興
隆
は
、「
万
邦
無
比
な
る
国
体
を
明
徴
に

し
、
最
も
其
の
精
神
を
宣
揚
な
さ
れ
た
の
が
聖
徳
太
子
で
あ
ら
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
を
指
導
精
神
と
し
て
発
達
し
た
の
が
日
本
精
神
」
と
典
型
的
な

仏
教
的
国
体
論
を
述
べ
た
（『
国
体
明
徴
と
仏
教
』
一
味
堂
出
版
部
）。

「
国
体
明
徴
運
動
」
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
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以
上
の
よ
う
に
、
本
発
表
で
は
、
昭
和
一
〇
年
前
後
と
い
う
時
代
状
況

下
に
お
い
て
、
日
本
の
仏
教
界
が
、
そ
の
関
心
を
日
系
移
民
の
移
住
先
も

含
む
欧
米
か
ら
ア
ジ
ア
（「
大
東
亜
」）
へ
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
な
か
で
、

当
初
に
お
い
て
は
宗
教
的
な
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
二
世
の
日
本
留
学

関
連
事
業
が
、
国
策
に
従
属
す
る
も
の
へ
と
変
質
し
、
当
の
二
世
留
学
生

た
ち
と
の
あ
い
だ
の
齟
齬
も
拡
大
し
て
い
っ
た
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

昭
和
戦
前
・
戦
時
期
に
お
け
る
「
聖
地
」
ツ
ー
リ
ズ
ム

平
山
　
　
昇

　

本
報
告
で
は
、
大
正
期
以
降
の
日
本
社
会
に
お
い
て
天
皇
制
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
高
揚
の
な
か
で
「
聖
地
」
と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
所
（
皇
室
ゆ
か
り
の
神
社
＋
天
皇
陵
）
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

主
と
し
て
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。
神

宮
参
拝
者
数
は
第
一
次
大
戦
中
か
ら
急
増
し
て
い
く
が
、
前
半
で
は
こ
の

増
加
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
政
治
思
想
）
の
文

脈
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
社
会
経
済
）
の
文
脈
の
双
方
を
検
討
し
た
（
前
者
に

つ
い
て
は
、
大
逆
事
件
や
天
皇
の
代
替
り
も
含
め
た
明
治
末
期
以
来
の
動

向
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
た
）。
後
半
で
は
、「
聖
地
」
ツ
ー
リ
ズ
ム

活
性
化
の
な
か
で
台
頭
す
る
新
た
な
参
拝
層
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え

で
、
本
パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に

生
じ
た
国
体
明
徴
問
題
の
時
期
の
動
向
に
つ
い
て
も
検
討
を
く
わ
え
た
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
以
下
の
二
点
の
考
察
を
お
こ
な
っ
て
ま
と
め
と
し
た
。

　

第
一
点
は
、
交
通
・
旅
行
業
界
／
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
・
雑
誌
）／
教
育

界
／
神
社
界
／
実
業
界
／
地
域
社
会
と
い
っ
た
一
枚
岩
で
は
な
い
様
々
な

主
体
が
伊
勢
神
宮
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
絡
み
合
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

見
通
り
の
結
果
を
生
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
米
国
で
生

ま
れ
育
ち
つ
つ
も
二
重
国
籍
を
保
持
す
る
者
が
多
か
っ
た
二
世
た
ち
は
、

排
日
論
が
展
開
し
て
い
た
米
国
社
会
に
お
い
て
は
国
家
へ
の
忠
誠
に
関
し

て
強
い
疑
い
の
目
で
見
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
複
雑
で
困
難
な
立
場
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
民
族
的
な
ル
ー
ツ
を
共
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
祖
国
日

本
の
内
地
の
「
日
本
人
」
た
ち
と
は
、
大
き
く
異
な
る
米
国
的
な
価
値
観

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
二
世
た
ち
は
、
日
本
で
の
生
活
に
お
い
て
は

特
異
な
存
在
と
し
て
主
流
社
会
か
ら
は
周
縁
化
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
日
中
戦
争
の
勃
発
後
、
日
本
国
内
に
お
い
て
ア
ジ

ア
地
域
で
の
権
益
の
拡
大
や
植
民
に
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
仏
教
界
も

そ
う
し
た
国
策
へ
の
接
近
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
は
、
二
世
た
ち
と
日
本

の
仏
教
関
係
者
た
ち
と
の
隔
た
り
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
日
本
の
仏
教
界
に
よ
る
二
世
の
日
本
留
学
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
日
本
米
布
協
会
の
事
業
で
も
、「
日
本
精
神
」

と
「
仏
教
精
神
」
を
兼
備
す
る
国
際
的
な
人
材
育
成
と
い
う
よ
り
も
、

「
日
本
精
神
」
の
も
と
に
あ
る
言
語
と
文
化
の
教
育
が
そ
の
多
く
を
占
め

て
い
た
。
ま
た
、「
日
本
精
神
」
と
「
仏
教
精
神
」
を
身
に
つ
け
た
「
米

国
市
民
」
と
し
て
の
二
世
の
育
成
と
い
う
同
協
会
の
理
想
と
は
裏
腹
に
、

現
実
に
は
二
重
国
籍
を
有
す
る
多
く
の
二
世
た
ち
の
日
本
で
の
兵
役
義
務

の
問
題
等
へ
の
対
応
に
も
追
わ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
日
本
支
配
下
の
満

洲
や
朝
鮮
へ
の
見
学
旅
行
の
開
催
な
ど
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
覇

権
と
そ
の
地
位
の
正
当
性
を
二
世
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
た

側
面
も
あ
り
、
当
時
の
同
協
会
の
国
策
へ
の
接
近
を
示
す
事
例
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
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昭
和
一
〇
年
前
後
の
消
防
と
国
体

小
島
　
伸
之

　

本
報
告
は
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
前
後
の
消
防
界
と
「
国
体
」

の
関
係
を
事
例
に
、
具
体
的
に
は
、
①
「
消
防
招
魂
祭
」
及
び
②
消
防
に

深
く
か
か
わ
っ
た
内
務
官
僚
（
主
と
し
て
松
井
茂
）
の
消
防
に
関
す
る
言

説
に
お
け
る
「
国
体
」
的
要
素
の
変
化
に
着
目
し
、
国
体
明
徴
運
動
下
の

昭
和
一
〇
年
前
後
に
お
け
る
社
会
と
国
体
を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。

　
「
我
国
開
闢
以
来
消
防
歴
史
上
最
初
の
企
て
」（
松
井
茂
）
で
あ
る
「
消

防
招
魂
祭
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
慰
霊
研
究
、
消
防
史
研
究
、
警
察
史

研
究
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

同
招
魂
祭
は
、
靖
国
神
社
臨
時
祭
と
同
日
の
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
二
三

日
、
内
務
省
と
大
日
本
消
防
協
会
の
主
催
に
よ
り
東
京
日
比
谷
公
園
で
挙

行
さ
れ
た
。
明
治
初
年
以
来
の
殉
職
消
防
組
員
、
殉
職
消
防
官
吏
、
物
故

消
防
功
労
者
計
七
九
七
註
を
祭
神
に
、
消
防
活
動
に
関
係
し
て
殉
職
し
た

者
を
、《
国
家
レ
ベ
ル
》
で
慰
霊
・
顕
彰
す
る
初
の
試
み
で
あ
り
、
当
日

は
ラ
ジ
オ
に
よ
り
全
国
中
継
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
日
の
主
催
関
係
者
や

参
列
し
た
遺
族
代
表
の
声
か
ら
は
、
戦
死
者
と
「
同
様
」
に
消
防
殉
職
者

が
扱
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
意
義
の
表
明
を
多
数
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
「
消
防
招
魂
祭
」
開
催
の
背
景
に
は
、
①
明
治
以
来
の
特
に
地
方

に
お
け
る
消
防
の
近
代
化
の
遅
れ
や
国
家
レ
ベ
ル
の
テ
コ
入
れ
の
薄
さ
に

対
す
る
危
機
意
識
、
②
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
ゴ
ー
ス
ト
ッ
プ
事
件

で
顕
在
化
し
た
軍
と
警
察
の
対
立
、
③
②
も
前
提
と
し
た
来
る
べ
き
防
空

法
の
内
容
を
め
ぐ
る
防
護
団
―
陸
軍
と
消
防
組
―
内
務
省
の
対
抗
関
係
な

ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
「
国
家
神
道
」
の
主
た
る
推
進
主
体
と
し

て
見
な
さ
れ
て
き
た
神
社
神
道
界
と
内
務
官
僚
と
い
っ
た
人
々
の
役
割

は
、
か
な
り
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
交

通
・
旅
行
業
界
や
実
業
界
は
、
言
説
・
思
想
と
し
て
は
こ
れ
と
い
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
も
の
を
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
既

存
の
言
説
資
源
を
再
利
用
し
な
が
ら
（
し
ば
し
ば
巧
み
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
豊
富
な
財
力
に
よ
っ
て
）「
言
説
」
と
「
体
験
」
の
共
有
層
を
広
め

て
い
く
役
割
を
果
た
し
た
。
大
衆
社
会
化
状
況
の
な
か
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
言
説
の
中
身
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
社
会
に
拡
散
さ
せ
る
「
声
量
」「
熱
量
」「
反
復
量
」
と
い
っ
た
も

の
の
影
響
力
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
点
と
し
て
、「
体
験
す
れ
ば
わ
か
る
（
体
験
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
）」
と
い
う
紋
切
型
を
特
徴
と
す
る
体
験
至
上
主
義
が
大
逆
事
件
を

き
っ
か
け
と
し
て
伊
勢
参
宮
を
め
ぐ
る
言
説
の
な
か
で
広
ま
っ
て
い
く

が
、
こ
の
体
験
至
上
主
義
と
結
び
つ
い
た
「
聖
地
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本

型
は
昭
和
初
期
ま
で
に
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
満
州
事
変
、
国
体

明
徴
運
動
、
日
中
戦
争
開
始
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚
の
節
目
ご

と
に
熱
を
帯
び
て
は
い
く
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
節
目
に
よ
っ
て
何
ら
か
の

重
要
な
質
的
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、「
聖
地
」
を

訪
れ
る
人
々
の
集
合
体
が
増
幅
し
て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
が
「
国
体
」
の

尊
厳
、
あ
る
い
は
、
国
民
の
「
国
体
」
観
念
に
「
宗
教
」
性
が
内
在
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
、
直
感
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、「
聖
地
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
国
体
」
論
に
も
一
定
の
影

響
を
与
え
る
側
面
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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に
関
す
る
言
説
・
思
想
が
本
質
的
に
変
化
で
は
な
く
、
消
防
に
関
す
る
言

説
を
正
当
化
す
る
資
源
と
し
て
「
国
体
」
的
要
素
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
さ
ら
に
検
証
・
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

小
島
　
伸
之

　

本
パ
ネ
ル
は
、
近
代
日
本
の
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る

「
知
」
の
諸
相
の
具
体
的
な
一
側
面
と
し
て
、
国
体
明
徴
運
動
下
、
昭
和

一
〇
年
（
一
九
三
五
）
前
後
に
お
け
る
日
本
社
会
と
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
事

例
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
は
、
す
で
に
大
正
期
か
ら
問
題
と
さ
れ
て

き
た
「
天
皇
機
関
説
」
が
、
野
党
・
軍
部
・
右
翼
団
体
を
中
心
と
し
た

「
国
体
明
徴
運
動
」
の
展
開
に
よ
っ
て
、
そ
の
代
表
的
論
者
で
あ
っ
た
憲

法
学
者
美
濃
部
達
吉
へ
の
直
接
的
排
撃
と
な
り
、
最
終
的
な
政
治
的
局
面

と
し
て
は
一
〇
月
の
岡
田
啓
介
内
閣
の
第
二
次
国
体
明
徴
声
明
に
よ
り
、

「
天
皇
機
関
説
」
が
「
国
体
に
戻
る
」
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
、「
芟
除
」

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
年
で
あ
る
。

　
「
天
皇
機
関
説
事
件
」
や
「
国
体
明
徴
声
明
」
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
法
制
史
、
政
治
史
、
思
想
史
、
教
育
史
的
観
点
か
ら
豊
富
な
研

究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
宗
教
史
や
社
会
史
的
観
点
か
ら
、
昭
和
一
〇
年
前
後
に
お
い

て
、
社
会
や
宗
教
界
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
・
な
か
っ
た
の

か
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
事
例
の
検
討
は
、
非
常
時
や
戦
時
下
を
対
象
と

し
た
研
究
に
比
し
て
、
十
分
な
研
究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

　

な
お
、
同
招
魂
祭
の
開
催
決
定
に
際
し
、
一
時
的
な
慰
霊
・
顕
彰
で
あ

る
招
魂
祭
開
催
に
止
ま
ら
ず
、
恒
久
的
な
消
防
殉
職
者
の
慰
霊
顕
彰
施
設

を
求
め
る
声
も
あ
が
り
、
後
の
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
に
、「
消
防

神
社
」
が
大
日
本
警
防
協
会
構
内
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
内
務
官
僚
の
消
防
に
関
す
る
言
説
に
お
け
る
「
国
体
」
的
要

素
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
の
松
井

茂
『
国
民
消
防
』
に
お
い
て
は
、
日
本
武
尊
の
東
夷
征
伐
に
お
け
る
「
逆

火
」
な
ど
神
話
的
内
容
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
消
防
精

神
」
を
「
国
体
の
基
礎
的
観
念
で
あ
る
智
仁
勇
」
に
関
連
付
け
る
言
説
も

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
、
消
防
に
は
国
家
的
精
神
が
必
要
と
さ
れ
な

が
ら
も
、
そ
の
内
容
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
な
く
国
家
レ
ベ
ル
で
消
防

を
考
え
る
べ
き
、
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
国
家
的
精
神
は
「
国

体
」
と
関
係
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
の

松
井
の
論
説
（「
消
防
の
時
事
問
題
と
消
防
人
の
覚
悟
」）
に
は
、「
元
来

我
が
国
体
に
於
て
は
、
市
町
村
な
る
自
治
体
す
ら
も　

陛
下
ま
し
ま
し
て

の
上
の
存
在
で
あ
る
」
な
ど
の
言
が
見
ら
れ
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）

年
の
論
説
（「
国
民
精
神
と
消
防
精
神
」）
に
は
「
例
へ
ば　

天
皇
機
関
説

の
如
き
は
（
略
）
我
が
国
体
の
解
釈
上
断
じ
て
容
認
さ
れ
得
べ
き
で
は
な

い
」
と
い
う
「
国
体
明
徴
運
動
」
の
影
響
を
直
接
的
に
示
す
表
現
も
現
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
消
防
に
関
す
る
内
務
官
僚
言
説
に
は
、
昭
和
一

〇
年
前
後
で
、「
国
体
」
的
要
素
の
増
加
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
点

に
お
い
て
の
変
化
が
存
在
す
る
一
方
、
そ
の
主
旨
に
お
い
て
「
国
家
レ
ベ

ル
で
の
消
防
へ
の
テ
コ
入
れ
」
と
い
う
松
井
年
来
の
主
張
の
中
心
は
基
本

的
に
一
貫
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

つ
ま
り
こ
う
し
た
変
化
は
、「
国
体
」
の
社
会
的
強
調
に
伴
っ
て
消
防
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こ
れ
ら
の
各
発
表
後
、
各
個
別
報
告
に
関
す
る
質
疑
お
よ
び
、
全
体
に

関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
質
疑
及
び
討
議
に
お
い
て
は
、
個
別

報
告
に
関
す
る
論
点
が
主
と
し
て
焦
点
化
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
が
、
今
回

の
発
表
・
質
疑
・
討
議
の
内
容
も
踏
ま
え
、
今
後
報
告
者
ら
が
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
科
研
研
究
会
等
の
場
を
用
い
、
昭
和
一
〇
年
前
後
の
社
会

に
お
け
る
「
国
体
」
に
関
す
る
言
説
・
運
動
に
つ
い
て
の
複
眼
的
考
察
を

よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

あ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
た
神
道
的
或
い
は
宗
教
的

な
「
国
体
論
」
や
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
運
動
、
さ
ら
に
は
一
般
社
会
の
受

け
止
め
方
、
そ
し
て
天
皇
観
な
ど
が
、
こ
の
年
を
契
機
と
し
て
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
、
或
い
は
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
は
必
ず
し
も

詳
し
く
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
パ
ネ
ル
は
、
こ
う
し
た
昭
和
一
〇
年
前
後
に
お
け
る
政
治

的
・
社
会
的
状
況
の
下
、
宗
教
活
動
、
信
仰
生
活
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
生
活
の
局
面
に
お
い
て
、
国
体
明
徴
運
動
的
言
説
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
／
ま
た
与
え
ず
、「
国
体
」
に
関
す
る
言
説
・
運
動
は
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
ら
の
諸
事
例
に
み
ら
れ
る
共
通
性

と
異
質
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ

き
、「
天
皇
機
関
説
事
件
」
が
起
こ
っ
た
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
と

い
う
年
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
そ
の
前
後
の
時
期
に
着
目
す
る
と
と
も

に
、
宗
教
運
動
、
社
会
運
動
、
観
光
、
移
民
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
領
域
の
中

か
ら
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、「
国
体
明
徴
」
が
大

き
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
た
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
社
会
と
宗

教
の
状
況
に
つ
い
て
、
比
較
の
視
点
か
ら
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
試
み
た
。

　

具
体
的
に
は
、
寺
田
喜
朗
「
谷
口
雅
春
に
お
け
る
天
皇
と
日
本
―
昭
和

一
〇
年
前
後
の
言
説
―
」、
藤
田
大
誠
「「
国
体
明
徴
」
と
神
社
界
・
宗
教

界
」、
高
橋
典
史
「
昭
和
前
期
の
宗
教
者
に
お
け
る
日
系
移
民
と
国
家
帰

属
」、
平
山
昇
「
戦
間
期
に
お
け
る
「
聖
地
」
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
伊
勢
神
宮

を
中
心
に
―
」、
小
島
伸
之
「
昭
和
一
〇
年
前
後
の
消
防
と
国
体
」
の
五

つ
の
発
表
を
行
っ
た
（
個
別
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
発
表
要
旨
を

参
照
さ
れ
た
い
）。
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戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
研
究
を
更
新
す
る

代
表
者
・
司
会　

大
谷
栄
一

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

對
馬
路
人

戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
と
東
ア
ジ
ア
の
関
わ
り

大
谷　

栄
一

　

本
報
告
の
目
的
は
、
旧
新
興
仏
教
青
年
同
盟
の
妹
尾
義
郎
（
一
八
八
九

―
一
九
六
一
）
と
い
う
在
家
仏
教
者
の
活
動
を
事
例
と
し
て
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
と
東
ア
ジ
ア
の
関
わ
り
を
検
討
す

る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
妹
尾
が
関
わ
っ
た
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
遺
骨

送
還
運
動
を
主
た
る
考
察
の
対
象
と
す
る
。
報
告
者
は
、
戦
後
日
本
の
宗

教
者
平
和
運
動
を
、
①
始
動
期
（
終
戦
〜
一
九
五
〇
年
代
半
ば
）、
②
戦

後
第
一
の
ピ
ー
ク
期
（
五
〇
年
代
半
ば
〜
七
〇
年
代
半
ば
）、
③
停
滞
期

（
七
〇
年
代
半
ば
〜
九
〇
年
代
）、
④
戦
後
第
二
の
ピ
ー
ク
期
（
二
〇
〇
一

年
〜
現
在
）
に
分
節
す
る
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
妹
尾
の
活
動
は
、
①
の

時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
一
年
に
創
立
さ
れ
た
新
興
仏
教
青
年
同
盟
（
以
下
、
新
興
仏

青
）
は
平
和
運
動
を
実
践
し
た
が
、
三
七
〜
三
七
年
に
か
け
て
政
府
に
よ

る
弾
圧
を
受
け
、
組
織
が
解
体
し
た
。
終
戦
後
の
四
六
年
九
月
、「
諸
宗

教
と
協
力
し
、
世
界
平
和
の
実
現
を
誓
ふ
」
こ
と
を
掲
げ
た
仏
教
社
会
主

義
同
盟
（
の
ち
に
仏
教
社
会
同
盟
）
が
結
成
さ
れ
、
妹
尾
が
委
員
長
に
就

任
。
役
員
に
は
旧
新
興
仏
青
の
メ
ン
バ
ー
が
名
前
を
連
ね
た
。
こ
こ
に
戦

前
と
戦
後
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
連
続
性
を
見
て
取
れ
る
。

　

妹
尾
は
五
一
年
七
月
に
日
本
平
和
推
進
国
民
会
議
（
総
評
系
の
平
和
運

動
団
体
、
以
下
、
平
推
会
議
）
の
事
務
局
長
、
五
二
年
一
〇
月
に
日
中
友

好
協
会
東
京
都
連
合
会
長
と
日
朝
友
好
協
会
理
事
長
に
着
任
し
、
平
和
運

動
や
中
国
、
北
朝
鮮
と
の
交
流
活
動
に
関
わ
っ
た
。
五
三
年
三
月
、
妹
尾

は
日
中
友
好
協
会
代
表
と
し
て
、
在
華
日
本
人
の
第
一
次
帰
還
者
の
た
め

に
訪
中
し
、
七
月
に
は
花
岡
鉱
山
で
の
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
の
遺
骨
送
還

の
た
め
、
再
度
、
訪
中
し
た
。

　

五
三
年
二
月
、
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
る
（
委

員
長
は
大
谷
瑩
潤
、
事
務
局
長
は
菅
原
恵
慶
）。
常
任
委
員
に
は
帰
国
三

団
体
（
日
本
赤
十
字
社
、
日
本
中
国
友
好
協
会
、
日
本
平
和
運
動
連
絡

会
）
の
ほ
か
、
総
評
、
日
本
仏
教
連
合
会
、
日
本
宗
教
連
盟
、
日
本
仏
教

鑚
仰
会
、
日
中
貿
易
促
進
会
議
、
平
推
会
議
、
日
本
国
民
救
援
会
、
在
華

同
胞
帰
国
協
力
会
、
海
外
戦
没
者
慰
霊
委
員
会
、
な
つ
め
寺
、
東
京
華
僑

総
会
が
就
任
。
実
行
委
員
が
遺
骨
送
還
に
は
冷
淡
だ
っ
た
日
本
政
府
と
繰

り
返
し
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
遺
骨
奉
持
団
へ
の
旅
券
発
行
と
遺
骨
送
還

事
業
が
認
め
ら
れ
た
（
当
時
、
日
本
は
中
国
と
国
交
が
な
か
っ
た
た
め
、

交
渉
が
難
航
し
た
）。

　

同
年
七
月
、
華
僑
と
日
本
人
か
ら
な
る
一
八
名
の
遺
骨
奉
持
団
が
五
五

一
体
の
遺
骨
を
奉
持
し
て
船
（
黒
潮
丸
）
に
乗
り
込
み
、
神
戸
港
を
出
発

し
た
（
第
一
次
遺
骨
送
還
）。
そ
の
中
に
は
、
団
長
の
中
山
理
々
の
ほ
か
、

旧
新
興
仏
青
の
妹
尾
と
壬
生
照
順
の
姿
も
あ
っ
た
。
乗
船
に
際
し
て
遺
骨

奉
持
団
の
僧
侶
た
ち
が
発
表
し
た
声
明
に
は
、
戦
時
中
の
中
国
人
強
制
連

行
に
対
す
る
「
お
詫
び
」、
戦
時
中
に
日
本
国
民
が
犯
し
た
罪
の
「
お
詫

び
」
が
表
明
さ
れ
た
。
一
方
、
遺
骨
奉
持
団
を
迎
え
た
中
華
人
民
共
和
国

で
は
遺
骨
は
「
殉
難
者
」
で
は
な
く
、「
抗
日
烈
士
」
と
い
う
位
置
づ
け

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
政
治
的
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
、
追
悼
行
事
は
宗
教
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一
九
六
〇
年
代
末
の
靖
国
神
社
国
家
護
持
を
め
ぐ
る
論
争
で
は
、
二
葉

憲
香
（
龍
谷
大
学
教
授
）
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。
二
葉
は
、
近
代
日

本
の
政
教
関
係
史
を
踏
ま
え
、
神
道
非
宗
教
論
が
信
教
自
由
の
圧
殺
と
権

力
強
化
を
も
た
ら
す
と
繰
り
返
し
警
告
し
た
。
二
葉
に
対
し
、
執
拗
に
批

判
を
加
え
た
の
が
葦
津
珍
彦
（
神
社
新
報
論
説
委
員
・
社
友
）
で
あ
る
。

葦
津
は
敗
戦
後
の
政
治
的
文
脈
に
対
す
る
考
慮
の
欠
落
や
、
明
治
期
に
お

け
る
神
道
非
宗
教
論
の
成
立
過
程
に
真
宗
関
係
者
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
ほ
か
、
靖
国
神
社
へ
の
公
金
支
出
が
違
憲
と
は
な
ら
な
い
論

理
を
構
築
し
た
。
多
く
の
論
者
を
巻
き
込
ん
だ
こ
の
論
争
は
、
法
案
の
賛

否
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
徒
と
神
道
人
の
歴
史
認
識
の
ズ
レ
や
、
論
者
の
多

く
が
ア
ジ
ア
へ
の
眼
差
し
や
靖
国
神
社
に
祀
ら
れ
る
側
の
意
志
へ
の
注
意

を
欠
い
て
い
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

靖
国
神
社
法
案
を
契
機
に
し
て
、
真
宗
者
の
な
か
に
、
所
属
す
る
教
団

の
問
題
、
あ
る
い
は
自
己
の
信
仰
の
問
題
と
し
て
、
靖
国
問
題
を
捉
え
な

お
す
試
み
が
徐
々
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
有
志
に
よ
る
学
習
会
の
結
成

や
、
地
域
の
「
神
社
問
題
」
を
問
う
訴
訟
が
起
こ
り
、
問
題
は
国
家
か
ら

地
域
へ
と
波
及
し
た
。

　

一
九
七
一
年
、
教
団
改
革
を
す
す
め
る
会
が
、
信
楽
峻
麿
（
龍
谷
大
学

教
授
）
ら
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。
同
会
は
、
機
関
誌
『
教
団
改
革
』
第
九

号
（
一
九
七
四
年
五
月
）
で
特
集
「
靖
国
と
参
院
」
を
組
み
、
靖
国
神
社

国
家
護
持
に
反
対
し
た
本
願
寺
派
が
、
参
議
院
選
挙
で
自
民
党
か
ら
宗
門

関
係
者
の
立
候
補
を
決
定
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
同
会
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
、
こ
の
問
題
を
信
仰
実
践
の
課
題
と
し
て

考
え
、
国
家
権
力
と
真
宗
信
仰
と
の
対
立
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
一
九
八
四
年
に
は
、
真
宗
本
願
寺
派
反
靖
国
連
帯
会
議
が
、
本
願

性
を
持
た
な
い
も
の
だ
っ
た
（
坂
井
田
夕
起
子
「
中
華
人
民
共
和
国
の
対

外
工
作
と
仏
教
」
石
川
禎
浩
編
『
現
代
中
国
文
化
の
深
層
構
造
』
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
参
照
）。

　

戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
は
社
会
党
や
共
産
党
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

革
新
勢
力
と
の
政
治
的
関
係
が
つ
ね
に
問
題
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
中
国

共
産
党
と
の
関
係
も
問
題
化
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
政
治
性
を

嫌
う
宗
教
者
も
お
り
、
遺
骨
送
還
運
動
を
担
っ
た
仏
教
徒
た
ち
も
一
枚
岩

で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
遺
骨
送
還
運
動
は
、
日
本
の
仏
教
徒
に
と
っ

て
、
戦
争
責
任
に
対
す
る
応
答
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
の
活
動
は
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
体
制
の
中
で
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
政
治
性
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
視
点
か
ら
、
宗
教
者
平
和
運
動
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
さ
ら
に
多
面
的
に

分
析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
日
本
の
仏
教
界
と
靖
国
神
社
問
題

近
藤
俊
太
郎

　

一
九
六
九
年
六
月
三
〇
日
、
自
民
党
は
、
議
員
立
法
と
し
て
靖
国
神
社

法
案
を
第
六
一
回
国
会
に
提
出
し
た
。
同
法
案
は
、
靖
国
神
社
を
非
宗
教

化
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
管
轄
す
る
特
別
法
人
と
位
置
づ
け
、
国
営
化

す
る
こ
と
を
基
本
的
立
場
と
し
て
い
た
。

　

靖
国
問
題
は
、
戦
後
日
本
の
仏
教
界
に
と
っ
て
共
通
の
政
治
・
宗
教
的

課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
特
に
目
立
つ
の
が
真
宗
者
に
よ
る
反
靖
国

運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
六
七
年
末
以
降
に
活
発
化
し
た
国
家
護
持
を

め
ぐ
る
論
争
か
ら
、
現
在
進
行
形
の
種
々
の
運
動
に
ま
で
一
貫
し
て
指
摘

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。



133　　

パネル 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

戦
後
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
平
和
運
動
の
変
遷

川
口　

葉
子

　

本
報
告
は
、
戦
後
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
平
和
運
動
の
展
開
の
様
相
に
注

目
し
、
特
に
一
九
七
〇
年
前
後
の
体
制
変
革
運
動
を
、
平
和
運
動
と
の
結

び
つ
き
の
な
か
で
捉
え
直
す
も
の
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
平

和
運
動
は
、
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
開
始
さ
れ
、
そ
の
初
期

に
は
「
反
戦
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
六
〇
年
代
に
は
「
戦
争
責

任
」、「
信
教
の
自
由
」
と
結
び
つ
い
て
運
動
が
進
め
ら
れ
、
七
〇
年
前
後

に
は
「
体
制
変
革
」
と
結
び
つ
い
た
平
和
運
動
へ
と
展
開
す
る
。
そ
れ
は

平
和
運
動
の
対
象
の
広
が
り
で
あ
り
、
同
時
に
平
和
運
動
と
し
て
の
枠
の

広
が
り
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
一
年
に
井
上
良
雄
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

者
平
和
の
会
は
、
当
初
、
牧
師
・
信
徒
、
無
教
会
の
人
々
、
パ
シ
フ
ィ
ス

ト
・
非
パ
シ
フ
ィ
ス
ト
な
ど
、
幅
広
い
立
場
の
人
々
の
参
加
が
あ
り
、
思

想
的
に
も
様
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
程
度
の
う
ち
に
、
絶
対
的
平

和
主
義
や
政
治
的
党
派
性
の
問
題
か
ら
離
れ
て
い
く
人
が
あ
り
、
さ
ら

に
、
井
上
の
よ
う
に
平
和
運
動
を
教
会
形
成
と
の
関
わ
り
で
捉
え
る
立
場

と
、
信
仰
と
社
会
的
実
践
を
区
別
す
る
二
元
論
の
立
場
が
並
存
し
た
こ
と

に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
平
和
運
動
に
関
わ
る
と
い
う
「
原
理
問

題
」
が
問
わ
れ
続
け
た
。
そ
の
よ
う
に
、
平
和
の
会
は
そ
の
初
期
か
ら
、

平
和
概
念
の
多
様
性
、
平
和
運
動
に
関
わ
る
姿
勢
の
多
様
性
が
図
ら
れ
て

き
た
と
同
時
に
、
政
治
的
立
場
、
政
治
性
の
問
題
が
内
包
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
安
保
闘
争
に
よ
っ
て
日
共
系
と
よ
ば
れ
る

牧
師
た
ち
が
大
勢
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
イ
デ
オ
ロ

寺
派
総
務
の
朝
枝
実
彬
を
代
表
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
翌
年
に
開
催
さ
れ

た
第
一
回
の
全
国
集
会
で
は
大
谷
派
の
和
田
稠
が
基
調
講
演
を
行
い
、
真

宗
の
学
び
と
靖
国
問
題
と
の
不
可
分
性
を
説
き
、「
内
な
る
靖
国
」
の
克

服
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
真
宗
者
に
よ
る
反
対
運
動
の
問

題
意
識
を
明
確
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
八
月
一
五
日
の
中
曽
根
康
弘
首
相
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

を
受
け
て
反
靖
国
運
動
が
活
性
化
し
、
一
九
八
六
年
に
は
真
宗
遺
族
会

が
、
大
分
勇
哲
を
代
表
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
同
会
の
結
成
集
会
で
は
、

真
宗
遺
族
が
真
宗
信
心
に
も
と
づ
き
戦
没
者
を
追
悼
す
る
こ
と
を
宣
言
し

た
が
、
そ
れ
は
真
宗
遺
族
に
と
っ
て
、「
自
分
た
ち
は
靖
国
遺
族
で
は
な

い
と
い
う
名
乗
り
」（
菅
原
龍
憲
）
を
意
味
し
て
い
た
。
同
会
は
、
靖
国

神
社
に
対
し
、
霊
璽
簿
か
ら
肉
親
の
名
を
抹
消
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
活

動
な
ど
を
進
め
た
。

　

靖
国
神
社
法
案
が
一
九
七
四
年
に
廃
案
と
な
っ
て
以
降
、
真
宗
者
に
と

っ
て
靖
国
問
題
は
、
よ
り
個
々
の
主
体
的
実
存
に
関
わ
る
領
域
に
接
近
し

た
（
も
ち
ろ
ん
単
線
的
な
変
化
で
は
な
い
）。
戦
後
の
近
代
化
論
を
導
き

の
糸
と
し
な
が
ら
、
靖
国
問
題
を
自
己
変
革
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
し
た

と
き
、「
内
な
る
靖
国
」
論
が
浮
上
し
た
。
そ
こ
で
は
、
国
家
・
教
団
・

自
己
が
ほ
と
ん
ど
一
直
線
に
結
び
付
け
ら
れ
、
そ
れ
を
神
祇
信
仰
と
関
連

づ
け
て
性
格
規
定
し
、
そ
れ
と
対
抗
す
る
だ
け
の
実
質
を
、
自
己
の
踏
ま

え
る
真
宗
に
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
己
変
革
を
起
点

に
し
た
反
靖
国
の
運
動
は
、
運
動
の
担
い
手
に
と
っ
て
は
真
宗
信
仰
の
普

遍
性
を
回
復
す
る
営
為
で
も
あ
っ
た
。

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費16H

03357, 15K
21506

の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。
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三
年
に
弾
圧
に
よ
り
解
散
さ
せ
ら
れ
、
一
九
四
九
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
遺
族
の
会
は
、
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
案
へ
の
反

対
運
動
と
し
て
、
一
九
六
九
年
に
戦
没
者
遺
族
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
国
家
の
軍
国
主
義
化
傾
斜
へ
の
批
判
に
重
点
が
置
い
た
運
動

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
平
和
運
動
団
体
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
者

平
和
の
会
は
、
広
範
な
立
場
を
巻
き
込
ん
で
平
和
運
動
を
展
開
し
よ
う
と

し
た
点
に
特
徴
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
信
仰
と
政
治
の
問
題
に
お
け
る

コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
前
景
化
し
、
政
治
性
と
結
び
つ
き
続
け
た
平
和
運
動
と

し
て
、
政
治
的
対
立
構
造
が
表
面
化
し
た
。
そ
の
よ
う
な
会
で
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
体
制
変
革
運
動
と
し
て
の
平
和
運
動
が
展
開
し
た
と
い
え
よ

う
。

戦
後
日
本
の
新
宗
教
平
和
運
動
に
お
け
る
思
想
と
実
践

塚
田　

穂
高

　

戦
後
日
本
の
新
宗
教
運
動
は
、
な
ぜ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
平
和
運
動

に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
。
新
宗
教
運
動
に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
厚
い
が
、

そ
の
平
和
運
動
に
つ
い
て
は
、
自
団
体
の
活
動
の
成
果
を
紹
介
・
報
告
す

る
よ
う
な
も
の
を
除
け
ば
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
の
金

字
塔
的
研
究
と
し
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
キ
サ
ラ
に
よ
る
『
宗
教
的
平
和
思

想
の
研
究
│
│
日
本
新
宗
教
の
教
え
と
実
践
』（
一
九
九
七
年
）
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
日
本
山
妙
法
寺
、
創
価
学
会
、
立
正
佼
成
会
、
松
緑
神
道
大
和

山
、
修
養
団
捧
誠
会
、
白
光
真
宏
会
、
真
如
苑
の
平
和
思
想
と
運
動
の
比

較
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
報
告
で
特
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
松
緑
神
道
大
和
山
（
以
下
、
大
和

山
）
と
そ
の
初
代
教
主
・
田
澤
康
三
郎
（
一
九
一
四
―
九
七
）
の
事
例
で

ギ
ー
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
全
国
組
織
化
に
か
か

わ
る
綱
領
問
題
に
よ
っ
て
、
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
井
上
が
一
九
六
四

年
に
脱
退
し
、
信
仰
と
平
和
運
動
に
関
す
る
問
い
が
脱
落
し
て
い
く
契
機

と
な
っ
た
。

　

井
上
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
展
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
平
和
運

動
研
究
で
は
、
井
上
脱
退
後
の
政
治
的
性
格
を
帯
び
た
運
動
体
へ
の
視
点

が
欠
け
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
平
和
の
会
に
着
目
す
る
と
、
そ
の
活
動
が

体
制
変
革
運
動
と
結
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
一
九
六
七
年
の
「
戦
争
責
任
告
白
」
を
端
緒
と
す
る
日
本
基

督
教
団
の
教
団
紛
争
が
あ
り
、
一
九
七
〇
年
の
日
本
万
国
博
へ
の
キ
リ
ス

ト
教
館
出
展
反
対
運
動
、
東
京
神
学
大
学
機
動
隊
導
入
問
題
な
ど
に
お
い

て
、「
教
会
派
」
と
「
社
会
派
」
の
対
立
図
式
が
表
出
し
た
。
平
和
の
会

に
も
全
共
闘
運
動
に
傾
倒
す
る
人
が
あ
り
、
日
共
系
と
新
左
翼
系
に
会
は

二
分
さ
れ
て
い
く
。
全
国
組
織
と
し
て
の
日
本
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
か

ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
全
共
闘
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
た
一
方
、
東
京
な
ど
を

中
心
に
、
平
和
運
動
と
し
て
「
体
制
の
変
革
」
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
平
和
運
動
と
教
会
変
革
の
運
動
が
一
元
的
展
開
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
兵
庫
で
は
平
和
の
会
と
し
て
反
博
運
動
に
参
加
す
る
な

ど
、
万
博
キ
リ
ス
ト
教
館
出
展
へ
の
批
判
や
、
反
博
キ
リ
ス
ト
教
館
の
出

展
へ
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
反
戦
と
変
革
が
一
体
化
し
た
運
動
が
進
め
ら

れ
た
。

　

他
方
、
戦
後
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
平
和
運
動
に
は
、
日
本
友
和
会
や
キ

リ
ス
ト
者
遺
族
の
会
も
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
日
本
友
和
会
は
、
絶
対

平
和
主
義
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
、
ク
エ
ー
カ
ー
や
メ
ノ
ナ
イ
ト
の
人
々

が
主
に
参
加
し
た
。
一
九
二
六
年
に
活
動
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
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し
ろ
宗
教
界
に
お
け
る
諸
交
流
を
契
機
に
発
生
・
展
開
し
て
い
っ
た
点
で

あ
る
。
七
四
年
、
第
二
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
で
具
体
的
な
平
和
運
動
の
成
果
を
次

回
持
ち
寄
る
べ
き
と
提
起
し
た
田
澤
は
、
自
教
団
の
実
践
と
し
て
毎
月
一

八
日
を
「
世
界
平
和
祈
願
の
日
」
と
し
、
一
食
を
抜
い
て
そ
の
分
を
寄
付

す
る
「
一
食
を
捧
げ
一
欲
を
節
す
る
運
動
」
を
始
め
た
。
そ
の
寄
付
金

は
以
後
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
供
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
が
大
和
山
の
み
の
実
践
に
留
ま
ら
ず
、

同
じ
新
宗
連
・
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
参
加
の
立
正
佼
成
会
・
庭
野
日
敬
の
賛
同
を
得

て
、
同
教
団
で
「
一
食
を
捧
げ
る
運
動
」「
一
食
平
和
基
金
」
が
展
開
さ

れ
る
と
と
も
に
、
新
宗
連
や
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
あ
い
だ
で
も
承
認
・
拡
散
さ
れ

て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
、「
一
食
を
捧
げ
一
欲
を
節
す
る
運
動
」
の
提
起
を
受
け
、
七
五

年
に
は
「
大
和
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
も
開
始
さ
れ
、
青
森
県
五
所
川

原
市
を
は
じ
め
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
（
近
年
は
東
北
・
北
海
道
の

一
三
箇
所
）。
信
徒
ら
が
販
売
品
を
持
ち
寄
っ
て
出
店
す
る
も
の
で
、
地

元
に
定
着
し
た
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
一
千
万
円
規
模
の
総
売
上
か

ら
、
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
被
災
地
復
興
、
国
連
世
界
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
や
ウ
ガ
ン
ダ
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
寄
付
・
支
援
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
大
和
山
の
事
例
か
ら
は
、
そ
の
実
践
が
教
義
演
繹
的
か

つ
個
別
教
団
レ
ベ
ル
の
み
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
教
団
や
連
合
体

な
ど
の
広
範
な
つ
な
が
り
の
な
か
で
発
生
・
展
開
し
て
い
く
よ
う
な
戦
後

日
本
の
新
宗
教
平
和
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
多
様
性
の
面
を
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

あ
る
。
同
教
団
は
キ
サ
ラ
の
前
掲
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
田

澤
と
い
う
戦
後
日
本
の
宗
教
界
に
お
い
て
独
特
な
存
在
感
を
放
つ
指
導
者

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
仏
教
系
大
教
団
で

は
な
く
中
小
規
模
の
保
守
的
な
ロ
ー
カ
ル
教
団
と
い
う
特
性
、
他
教
団
や

連
合
体
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
、
と
い
っ
た
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
平
和
運
動
に
つ
い
て
論
じ
る
意
義
は
依
然
と
し
て
大
き
い
と
考
え
る
。

　

大
和
山
は
、
一
九
一
九
年
立
教
の
、
精
神
修
養
と
大
和
山
大
神
の
理
想

世
界
の
顕
現
を
目
指
す
神
道
系
・
民
俗
宗
教
系
の
中
小
規
模
教
団
で
あ

る
。
青
森
県
平
内
町
の
本
部
で
は
自
足
的
共
同
体
を
営
み
、
信
徒
の
多
く

は
青
森
・
北
海
道
・
岩
手
に
集
中
し
て
い
る
。
教
祖
は
田
澤
清
四
郎
だ
が
、

本
報
告
の
文
脈
か
ら
重
要
な
の
は
そ
の
長
男
で
あ
る
初
代
教
主
・
田
澤
康

三
郎
で
あ
る
。
東
京
帝
大
の
宗
教
学
宗
教
史
学
科
を
卒
業
し
、
岸
本
英
夫

の
弟
子
で
宗
教
学
の
副
手
を
務
め
た
田
澤
は
、
戦
後
に
教
団
に
戻
り
、
以

後
五
〇
年
間
、
宗
教
活
動
に
専
心
し
、
多
く
の
著
作
も
残
し
て
い
る
。
七

四
年
、
本
部
内
に
松
風
塾
高
校
を
設
立
し
、
田
澤
が
校
長
と
な
っ
た
。
全

寮
制
の
同
校
で
は
、
皇
居
勤
労
奉
仕
な
ど
の
教
育
実
践
と
と
も
に
、
韓
国

修
学
旅
行
に
お
け
る
福
祉
施
設
な
ど
で
の
全
員
で
の
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を

七
六
年
か
ら
続
け
て
き
た
。
大
和
山
は
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新

宗
連
）
や
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
活
動
に
も
長
く
関
わ

り
、
田
澤
は
新
宗
連
理
事
長
や
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
委
員

な
ど
も
歴
任
し
た
。

　

大
和
山
の
平
和
運
動
の
基
本
理
念
は
、
万
教
同
根
的
な
宗
教
協
力
思
想

と
「
人
の
悩
み
を
わ
が
こ
と
に
思
う
」
利
他
思
想
に
基
づ
き
、「
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
い
つ
ま
で
も
」
行
え
る
活
動
を
実
践
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
重
要
な
の
は
、
そ
の
平
和
運
動
の
実
践
は
む
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許
容
す
る
緩
や
か
な
包
摂
的
運
動
と
し
て
始
ま
り
な
が
ら
、
や
が
て
考
え

方
の
違
い
か
ら
分
裂
し
て
い
く
ケ
ー
ス
（
妹
尾
義
郎
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
）
が
あ
る
一
方
、
そ
う
で
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

平
和
運
動
の
現
れ
方
に
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
違
い
が
生
ま
れ
た
の
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ

の
宗
教
（
伝
統
）
が
有
し
て
い
る
個
性
的
な
特
徴
が
、
そ
こ
に
も
反
映
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
妹
尾
の
属
す
る
日
蓮
主
義
の
伝
統
に
は
、
国

家
の
あ
り
方
と
仏
法
の
あ
り
方
は
密
接
に
相
関
す
る
と
い
う
法
国
相
関
思

想
が
根
強
く
、
正
し
い
仏
法
に
基
づ
き
国
家
を
変
え
る
と
い
う
政
治
変
革

的
志
向
性
が
生
じ
や
す
い
。
ま
た
、
真
宗
の
場
合
、
歴
史
的
に
見
て
王
法

（
国
家
）
に
対
し
て
、
仏
法
（
信
仰
）
自
律
性
や
自
由
を
ど
う
守
る
か
が

常
に
問
わ
れ
て
き
た
と
も
い
え
、「
靖
国
法
案
」
へ
の
反
対
と
い
う
運
動

に
も
そ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
が
明
瞭
に
窺
わ
れ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
キ

リ
ス
ト
教
）
に
は
、
非
暴
力
の
絶
対
的
平
和
主
義
の
聖
書
に
基
づ
く
伝
統

が
あ
り
、
日
本
友
和
会
は
そ
う
し
た
流
れ
に
根
差
す
運
動
で
あ
る
。
一

方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
、
信
条
が
異
な
れ
ば
分
離
を
厭
わ
な
い
セ
ク

ト
の
精
神
が
流
れ
て
い
て
、
運
動
内
部
で
の
論
争
が
活
発
化
し
や
す
い
。

新
宗
教
は
個
人
の
「
心
直
し
」
と
他
者
と
の
「
和
合
」
を
重
視
し
、
家
庭

な
ど
小
さ
な
平
和
を
積
み
重
ね
世
界
の
平
和
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
が

強
く
、
漸
進
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
親
和
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
団
組
織
の
在
り
方
の
違
い
も
運
動
の
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
宗
教
は
教
祖
、
教
主
の
宗
教
的
権
威
が

強
く
、
信
徒
に
至
る
ま
で
の
結
束
力
が
比
較
的
強
い
。
教
団
ぐ
る
み
の
運

動
を
展
開
し
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
伝
統
仏
教
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
各

寺
院
・
教
会
、
僧
侶
・
牧
師
（
あ
る
い
は
信
徒
）
の
自
律
性
が
比
較
的
強

コ
メ
ン
ト

對
馬　

路
人

　

今
回
の
パ
ネ
ル
で
は
「
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
研
究
の
更
新
」

の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
広
く
宗
教
界
全
体
の
動
向
を
描
き
出
す
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。
確
か
に
各
宗
教
ご
と
の
平
和
運
動
の
流
れ
に
関
す
る
実
証

的
な
解
明
と
い
う
点
で
は
解
明
が
進
ん
だ
が
、
宗
教
界
全
体
を
視
野
に
収

め
た
議
論
、
或
い
は
そ
の
中
で
各
宗
教
の
運
動
を
位
置
付
け
る
議
論
は
無

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
議
論
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
報
告
さ
れ
た
各

宗
教
（
教
団
）
ご
と
の
平
和
運
動
の
共
通
性
や
異
質
性
に
つ
い
て
、
ま
た

そ
の
背
景
や
要
因
に
つ
い
て
、
社
会
運
動
論
的
な
視
角
か
ら
考
察
し
て
み

た
い
。

　

先
ず
、
平
和
と
い
う
目
標
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、

身
近
に
で
き
る
所
か
ら
徐
々
に
進
め
る
と
い
う
漸
進
的
、
改
良
主
義
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
る
タ
イ
プ
（
松
緑
神
道
大
和
山
）
が
あ
る
一
方
、
社
会
体

制
の
変
革
を
訴
え
る
政
治
・
社
会
変
革
ア
プ
ロ
ー
チ
（
妹
尾
義
郎
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
一
部
）
を
重
視
す
る
運
動
が
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

の
関
係
で
は
、
脱
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
向
の
強
い
運
動
（
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
、
真
宗
）
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
（
松
緑
神
道
大
和
山
）
も

あ
る
。
ま
た
、
平
和
運
動
が
同
時
に
自
教
団
の
改
革
や
そ
れ
ま
で
の
信
仰

の
問
い
直
し
の
運
動
で
も
あ
る
ケ
ー
ス
（
妹
尾
義
郎
、
真
宗
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
一
部
）
と
、
そ
う
で
な
い
ケ
ー
ス
（
松
緑
神
道
大
和
山
）
が
あ

る
。
更
に
、
そ
の
運
動
の
形
態
が
、
教
団
全
体
と
し
て
の
運
動
の
形
を
と

る
ケ
ー
ス
（
松
緑
神
道
大
和
山
）
が
あ
る
一
方
で
、
一
部
の
教
職
者
、
信

徒
に
担
わ
れ
る
個
人
参
加
的
性
格
の
強
い
ケ
ー
ス
（
妹
尾
義
郎
、
真
宗
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
部
）
も
あ
る
。
そ
し
て
、
当
初
は
様
々
な
立
場
を
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仏
教
界
、
キ
リ
ス
ト
教
界
、
新
宗
教
界
な
ど
、
宗
教
界
ご
と
の
研
究
が
多

く
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
に
欠
け
て
い
た
。
今
回
の
パ
ネ
ル
で

は
、
広
く
宗
教
界
全
体
の
平
和
運
動
の
動
向
を
描
き
出
す
と
と
も
に
、
ア

ジ
ア
と
の
関
係
と
い
う
視
点
も
加
味
し
て
、
当
該
研
究
領
域
の
更
新
を
図

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

　

四
名
の
発
表
者
の
報
告
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

大
谷
報
告
で
は
、
旧
新
興
仏
教
青
年
同
盟
の
妹
尾
義
郎
（
一
八
八
九
―

一
九
六
一
）
が
関
わ
っ
た
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
遺
骨
送
還
運
動
を
事
例
と

し
て
、
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
と
東
ア
ジ
ア
の
関
わ
り
を
検
討
し

た
。
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
は
日
本
の
共
産
党
、
社
会
党
の
み
な

ら
ず
、
中
国
共
産
党
と
の
関
係
性
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
遺
骨
送
還
運
動
は
日
本
の
仏
教
徒
に
と
っ

て
、
戦
争
責
任
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

近
藤
報
告
で
は
、
真
宗
者
に
よ
る
反
靖
国
運
動
と
そ
の
変
容
過
程
を
取

り
上
げ
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
高
揚
し
た
靖
国
神
社
国
家
護
持
へ
の
反
対

運
動
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
は
教
団
改
革
や
自
己
の
信
仰
（「
内
な

る
靖
国
」）
の
問
い
直
し
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

近
藤
は
ま
た
、
そ
う
し
た
運
動
の
変
容
に
、
真
宗
者
が
信
仰
の
普
遍
性
を

回
復
す
る
契
機
と
し
て
靖
国
問
題
を
捉
え
直
し
て
い
く
過
程
が
読
み
取
れ

る
と
論
じ
た
。

　

川
口
報
告
で
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
平
和
運
動
に
つ
い

て
、
日
本
友
和
会
、
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
、
キ
リ
ス
ト
者
遺
族
の
会
と

い
う
諸
団
体
と
そ
の
特
徴
に
焦
点
を
当
て
、
戦
後
平
和
運
動
の
展
開
の
様

相
を
検
討
し
た
。
反
戦
へ
の
運
動
か
ら
始
ま
っ
た
平
和
運
動
は
、
一
九
六

〇
年
代
に
な
っ
て
戦
争
責
任
、
信
教
の
自
由
と
結
び
つ
い
た
運
動
と
し
て

い
。
中
間
リ
ー
ダ
ー
レ
ベ
ル
で
の
運
動
が
起
き
や
す
い
の
は
そ
う
し
た
組

織
体
質
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
戦
前
・
戦
中
期
に
お
い
て
そ
の
教
団
が
公
認
教
団
体
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
も
、
運
動
が
脱
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
さ
や
自
教
団
批
判
の
強

さ
と
関
わ
る
だ
ろ
う
。
公
認
教
団
の
場
合
、
国
家
か
ら
の
戦
争
協
力
要
請

を
強
く
受
け
、
そ
れ
へ
の
協
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
の
平
和
運
動

の
中
で
は
、
そ
れ
に
対
す
る
責
任
が
問
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
非
公
認
宗
教
で
あ
っ
た
多
く
の
新
宗
教
は
、
そ
う
し
た
動
員
の
対

象
で
な
か
っ
た
た
め
、
過
去
の
清
算
は
重
要
な
課
題
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

大
谷　

栄
一

　

本
パ
ネ
ル
は
、
共
同
研
究
「
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
」（
代
表
者
：
大
谷
、
科
学
研
究
費

補
助
金
・
基
盤
研
究（
Ｂ
）、
二
〇
一
六
―
一
八
年
度
）
の
中
間
報
告
で
あ

る
。
本
共
同
研
究
の
目
的
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
宗
教
者
平

和
運
動
の
歴
史
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
実
証
的
に
解
明
す

る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
一
次
資
料
を
探
索
・
整
理
す
る
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
や
現
地
調
査
等
に
よ
っ
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い

る
。

　

本
パ
ネ
ル
の
目
的
は
、「
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
研
究
」
の
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
本
研
究
領
域
の
更
新
の
た
め
に
新
た
な
問
題
提
起

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
当
該
研
究
領
域
の
先
行
研
究
は
皆
無
で
は
な
い

が
、
研
究
の
蓄
積
は
ま
だ
ま
だ
薄
い
。
決
し
て
多
く
な
い
先
行
研
究
で
は
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聖
と
古
代
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

代
表
者　

平
藤
喜
久
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

月
本　

昭
男

歴
史
と
神
話
の
間
で 

│
│ 

安
田
靫
彦
の
神
話
絵
画 

│
│

平
藤
喜
久
子

　

神
武
天
皇
の
即
位
か
ら
二
千
六
百
年
と
さ
れ
る
記
念
の
年
を
翌
年
に
控

え
、
一
九
三
九
年
に
絵
巻
が
作
成
さ
れ
た
。『
肇
国
創
業
絵
巻
』
と
題
さ

れ
た
そ
の
作
品
は
、
横
山
大
観
、
安
田
靫
彦
、
前
田
青
邨
ら
著
名
な
九
人

の
日
本
画
家
た
ち
が
、
天
照
大
神
や
大
国
主
神
の
国
土
奉
献
、
天
孫
降

臨
、
神
武
東
征
と
い
っ
た
日
本
神
話
か
ら
十
一
の
画
題
を
選
ん
で
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
、
神
武
東
征
と
な
っ
て
お
り
、
日
中
戦
争
が

激
化
す
る
な
か
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
民
を
神
武
天
皇
が
征
服
し
な
が
ら
進
軍
す

る
さ
ま
を
描
く
本
作
品
は
、「
戦
時
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
で
あ
っ
た
と
い
う

評
価
が
あ
る
。

　

こ
の
絵
巻
の
制
作
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
は
、
詳
し
い
風
俗
考
証
が
行

わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
担
当
者
は
東
京
帝
室
博
物
館
の
関
保
之
助
。
本
作

品
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
行
っ
た
長
尾
圭
哉
に
よ
る
と
、
関
は
当
時
東

京
帝
室
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
古
墳
遺
物
を
参
考
に
し
て
、
絵
巻
の

考
証
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
絵
巻
の
な
か
の
冠
や
船
、
登
場
人

物
、
神
の
格
好
な
ど
と
対
応
す
る
遺
物
が
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
古
墳
時
代
の
遺
物
と
な
っ
て
い
る
。
近
代
の
日

本
国
家
は
、
神
武
天
皇
即
位
を
西
暦
で
紀
元
前
六
六
〇
年
で
あ
っ
た
と
し

た
。
歴
史
的
に
は
縄
文
時
代
晩
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
神
武
東
征
の
絵

展
開
し
た
が
、
七
〇
年
前
後
に
は
、
政
治
的
対
立
構
造
を
と
も
な
い
、
体

制
変
革
と
一
体
化
し
た
平
和
運
動
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

塚
田
報
告
で
は
、
戦
後
日
本
の
新
宗
教
平
和
運
動
の
な
か
で
も
松
緑
神

道
大
和
山
の
事
例
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
同
教
団
の
初
代
教
主
・
田
澤

康
三
郎
（
一
九
一
四
―
九
七
）
の
宗
教
活
動
の
な
か
で
、「
一
食
を
捧
げ

一
欲
を
節
す
る
運
動
」「
大
和
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
な
ど
の
平
和
運

動
が
始
ま
っ
た
。
前
者
は
、
立
正
佼
成
会
や
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
、

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
な
ど
他
教
団
・
連
合
体
で
賛
同
を
得
て
広
ま
り
を

見
せ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
連
携
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
着
目
す
る
必
要
性
が

解
明
さ
れ
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
對
馬
路
人
氏
か
ら
は
、
各
教
団
の
平
和
運
動
の
共
通

性
と
異
質
性
、
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
評
価
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
が
な
さ
れ
た
。
宗
教
伝
統
ご
と
の
個
性
、
教
団
組
織
の
体
質
、
戦
前
・

戦
中
期
に
お
け
る
教
団
の
立
場
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
目
標
の
達
成

度
、
理
念
追
求
の
一
貫
性
、
信
仰
面
へ
の
影
響
が
宗
教
者
平
和
運
動
を
評

価
す
る
基
準
で
は
な
い
か
と
の
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
平
和
運
動
へ
の
東
西
本
願
寺
の
取
り
組
み
の
違
い
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
平
和
運
動
の
関
係
、
宗
教
者
平
和
運
動
の
特
徴
（
か

つ
て
の
戦
争
に
対
し
て
反
省
す
る
活
動
と
、
新
た
な
戦
争
に
反
対
す
る

活
動
）、
日
本
基
督
教
団
の
戦
争
責
任
告
白
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
意

見
・
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

当
該
研
究
領
域
の
更
新
に
向
け
て
、
数
多
く
の
示
唆
を
得
た
パ
ネ
ル
と

な
っ
た
。
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日
本
書
紀
が
描
く
よ
う
に
、
大
き
く
胸
を
は
だ
け
て
い
る
。
サ
ル
タ
ヒ
コ

は
異
形
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
と
比
べ
て
肌
の
色
は
著

し
く
濃
い
。
安
田
は
、
歴
史
画
家
と
し
て
評
価
の
高
い
画
家
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
有
職
故
実
を
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
を
渉
猟
し
て
実
証
的
な
歴

史
画
を
描
こ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
画
家
が
神
話
を
描
く
と
き
、
や
は
り

古
事
記
や
日
本
書
紀
の
記
述
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

神
武
天
皇
を
歴
史
上
の
実
在
の
人
物
と
す
る
と
、
必
然
的
に
神
武
天
皇

と
連
続
性
を
持
つ
神
々
の
存
在
、
神
話
も
歴
史
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い

く
。
神
武
天
皇
の
祖
先
が
地
上
に
降
る
「
瓊
瓊
杵
尊
降
臨
」
は
、
神
で
は

な
く
歴
史
と
し
て
描
か
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
こ
そ
神
話
性
が
排
除
さ
れ

る
。
そ
れ
は
記
紀
か
ら
の
乖
離
と
な
る
。「
瓊
瓊
杵
尊
降
臨
」
と
「
天
之

八
衢
」
と
い
う
二
つ
の
絵
か
ら
、
安
田
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
神
話
記
述
と

歴
史
の
問
題
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
天

孫
降
臨
の
物
語
も
ま
た
、
神
話
と
歴
史
の
間
で
揺
れ
動
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
学
問
の
系
譜 

│
│ 

宇
野
圓
空
と
そ
の
時
代 

│
│

鈴
木　

正
崇

　

西
欧
で
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
発
生
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
日
本
に
伝

播
・
影
響
し
て
展
開
し
た
運
動
・
思
想
・
体
制
を
「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
と
し
、
そ
の
生
成
と
展
開
の
過
程
や
学
問
の
世
界
と
の
関
係
性
を
、

宗
教
学
者
、
宇
野
圓
空
（
一
八
八
五
―
一
九
四
九
）
を
軸
に
し
て
考
察
し

た
。
宇
野
は
日
本
の
宗
教
学
の
創
始
者
の
姉
崎
正
治
の
弟
子
で
あ
り
、
日

本
宗
教
学
会
の
創
立
（
一
九
三
〇
）
に
尽
力
し
、
修
験
道
研
究
の
先
駆

で
は
、
そ
れ
よ
り
も
千
年
ほ
ど
時
代
が
降
る
古
墳
時
代
が
参
照
さ
れ
た
の

だ
。
想
像
さ
れ
た
「
古
代
」
が
描
か
れ
た
と
い
え
る
。

　

本
発
表
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
神
話
、
古
代
が
ど
う
描
か
れ
た
の
か
を

考
え
る
一
つ
の
事
例
と
し
て
、『
肇
国
創
業
絵
巻
』
の
な
か
か
ら
安
田
靫

彦
の
「
瓊
瓊
杵
尊
降
臨
」
を
取
り
上
げ
た
。
兵
士
た
ち
に
囲
ま
れ
、
守
ら

れ
る
よ
う
に
立
つ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
。
も
の
も
の
し
い
雰
囲
気
を
背
に
、
ア
メ

ノ
ウ
ズ
メ
が
立
つ
。
左
側
に
は
指
を
指
し
て
い
る
老
人
・
サ
ル
タ
ヒ
コ
が

い
る
。
こ
の
絵
巻
は
日
本
書
紀
を
も
と
に
場
面
が
選
ば
れ
、
描
か
れ
た
が
、

日
本
書
紀
に
も
古
事
記
に
も
、
天
孫
降
臨
に
兵
士
た
ち
は
登
場
し
な
い
。

ま
た
、
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
サ
ル
タ
ヒ
コ
は
「
鼻
の
長
さ
七

咫
」、「
口
尻
明
り
耀
れ
り
」、「
眼
は
八
咫
鏡
の
如
く
」
と
い
う
異
形
で
あ

る
。
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
と
い
う
と
、「
胸
乳
を
露
に
か
き
い
で
て
、
裳
帶

を
臍
の
下
に
抑
れ
て
」
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
瓊
瓊
杵
尊
降

臨
」
で
は
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
胸
元
に
手
は
置
い
て
い
る
が
、
露
わ
に
は

せ
ず
、
サ
ル
タ
ヒ
コ
は
普
通
の
人
間
の
老
人
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻

は
、「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
賛
展
覧
会
」
で
展
示
さ
れ
た
の
ち
、
秩
父
宮

へ
と
献
上
さ
れ
た
。
宮
家
へ
の
献
上
品
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
胸
を

露
わ
に
す
る
よ
う
な
表
現
は
控
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て
い
る

が
、
場
面
を
歴
史
的
に
描
き
、
神
話
性
を
排
除
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

安
田
靫
彦
に
と
っ
て
、
こ
の
描
き
方
は
不
本
意
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
瓊
瓊
杵
尊
降
臨
」
を
描
い
て
か
ら
数
ヶ
月
後

に
、
お
な
じ
天
孫
降
臨
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
天
之
八
衢
」
を
描
い
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
絵
で
は
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
と
サ
ル
タ
ヒ
コ
だ
け
を
取

り
上
げ
、
二
人
の
や
り
と
り
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
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合
し
、
軍
事
態
勢
下
の
日
本
の
「
南
進
」
を
支
え
、「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
の
展
開
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
民
族
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

は
宇
野
圓
空
の
「
宗
教
学
」
と
岡
正
雄
以
後
の
「
民
族
学
」
と
の
共
同
作

業
に
よ
っ
て
深
化
を
遂
げ
た
。
発
想
の
根
源
は
「
民
族
」、
そ
し
て
「
民

族
精
神
」、
更
に
は
「
国
民
精
神
」
に
あ
る
。

　

植
民
地
支
配
を
指
標
に
す
れ
ば
一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
が
大
き
な
転

換
点
で
、
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
に
至
る
時
期
迄
を
区
切
り
と
し
、
一

九
三
七
年
の
日
中
戦
争
か
ら
一
九
四
五
年
に
至
る
八
年
間
は
「
立
憲
」
の

統
御
が
無
化
さ
れ
た
軍
部
独
裁
時
代
と
な
り
「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の

極
限
形
態
が
展
開
し
た
。
学
問
的
に
は
『
国
体
の
本
義
』（
一
九
三
七
）

が
神
話
や
古
典
を
典
拠
と
し
た
思
想
的
根
拠
を
提
供
し
、
法
的
に
は
国
民

総
動
員
法
（
一
九
三
八
）
が
軍
事
体
制
を
支
え
た
。「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
は
「
民
族
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
成
立
を
指
標
と
す
れ
ば
、
一
九

三
〇
年
代
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
を
大
き
な
転
機
と
し
て
成
立
し
、

幾
つ
か
の
段
階
を
経
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
修
験
道
研
究
も
そ

の
一
端
を
担
っ
た
。
こ
の
時
代
に
日
本
の
宗
教
研
究
の
学
問
の
系
譜
は
大

き
く
変
質
す
る
。
日
本
宗
教
学
会
（
一
九
三
〇
）、
日
本
民
族
学
会
（
一

九
三
四
）、「
民
間
伝
承
の
会
」（
一
九
三
五
、
後
の
日
本
民
俗
学
会
）
の

成
立
も
同
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
会
の
橋
渡
し
を
し
た
宇
野
圓
空
は

次
第
に
「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
植
民
地
化
し
た

地
域
の
民
族
誌
を
翻
訳
す
る
な
ど
し
て
軍
部
の
「
南
進
」
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
経
過
を
、
宇
野
圓
空
と
同
時
代
の
研
究
者
た
ち
、

「
民
族
的
宗
教
」
と
し
て
の
修
験
道
、「
民
族
」
概
念
の
生
成
、
日
本
型
フ

ァ
シ
ズ
ム
と
修
験
道
研
究
、
日
本
精
神
主
義
と
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、

修
験
道
研
究
の
確
立
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
流
れ
で
論
じ
た
。
宇
野

者
、
宗
教
民
族
学
（
宗
教
人
類
学
）
の
確
立
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
宇
野
は
戦
前
と
戦
後
の
学
問
の
結
節
点
に
立
つ
人
物
で
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

宇
野
は
京
都
の
西
本
願
寺
派
専
徳
寺
の
生
ま
れ
で
、
一
九
一
〇
年
に
東

京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
、
卒
論
は
「
平
安
時
代
の
修
験
道
」
で
あ

っ
た
。
京
都
大
学
大
学
院
で
学
ん
だ
後
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン

ダ
に
留
学
し
、
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
や
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

師
事
し
た
。
仏
教
専
門
学
校
教
授
（
現
・
佛
教
大
学
、
一
九
一
二
―
一
九

二
二
）、
龍
谷
大
学
教
授
（
一
九
二
二
―
一
九
二
六
）
を
経
て
、
東
京
帝

国
大
学
に
移
り
、
一
九
二
七
年
に
助
教
授
、
一
九
四
二
年
に
教
授
と
な

り
、
東
洋
文
化
研
究
所
所
長
（
一
九
四
三
―
一
九
四
六
）
を
務
め
た
。
主

著
に
『
宗
教
民
族
学
』（
一
九
二
九
）
が
あ
り
、『
マ
ラ
イ
シ
ア
に
お
け
る

稲
米
儀
礼
』（
一
九
四
一
）
で
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

宇
野
の
宗
教
民
族
学
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
文
化
史
学
派
の
影
響
を
受
け
、
グ

レ
イ
プ
ナ
ー
の
「
文
化
圏
」
説
を
中
核
に
据
え
た
。
宇
野
圓
空
の
学
説
が

「
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
結
び
つ
く
契
機
は
「
民
族
」
に
あ
っ
た
。
磯

前
順
一
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、
宇
野
は
東
亜
諸
民
族
は
「
稲
作
文
化
と
祖

先
崇
拝
」
と
い
う
文
化
的
類
似
性
を
持
ち
、
そ
れ
を
「
民
族
の
類
似
性
」

と
み
る
学
説
を
提
示
し
、
同
一
の
文
化
圏
に
属
す
る
「
民
族
」
の
同
質
性

を
説
い
た
。
東
亜
の
人
々
は
西
欧
の
一
神
教
と
は
異
な
る
文
化
原
理
を
持

ち
、「
稲
作
文
化
と
祖
先
崇
拝
」
は
東
亜
諸
民
族
共
通
の
「
民
族
精
神
」

で
あ
り
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
盟
主
の
日
本
の
「
日
本
精
神
」
に
よ
る

指
導
的
役
割
で
相
互
の
連
合
を
図
る
と
い
う
植
民
地
主
義
を
支
え
る
言
説

が
登
場
し
た
。
宇
野
は
「
宗
教
」
を
「
民
族
」
理
解
の
手
段
と
す
る
「
宗

教
民
族
学
」
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
「
民
族
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
迎



141　　

パネル 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

表
象
し
え
ぬ
古
代
の
表
象

│
│ 

ド
イ
ツ
・
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
視
覚
文
化 

│
│

深
澤　

英
隆

　

視
覚
文
化
論
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
媒
体
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
視
覚

的
な
も
の
の
文
化
的
機
能
や
視
覚
的
経
験
の
有
り
さ
ま
を
論
じ
る
が
、
宗

教
研
究
の
領
域
で
こ
の
視
座
が
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
英
語
圏
を
中
心
に
、
す
で
に
か
な
り
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、D

avid M
organ

の
提
唱
す
るV

isual Piety

（
視
覚
的

敬
虔
）
の
概
念
は
、
有
用
な
議
論
の
出
発
点
と
な
る
。M

organ

は
、
広

く
流
通
し
て
い
る
イ
エ
ス
の
通
俗
的
な
肖
像
画
な
ど
の
宗
教
的popular 

culture

に
属
す
る
視
覚
的
図
像
や
オ
ブ
ジ
ェ
が
も
つ
諸
機
能
を
考
察

し
、
こ
の
概
念
を
案
出
し
た
。

　

H
erm

ann H
endrich

（1854-1931

）
は
、
ド
イ
ツ
の
画
家
で
あ

り
、
美
術
史
的
に
は
、
象
徴
派
に
属
す
る
幻
想
画
家
と
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。
そ
の
油
彩
の
大
作
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ゲ
ル
マ
ン
神
話
や
伝
説
、
中
世

叙
事
詩
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
な
ど
か
ら
モ
チ
ー
フ
を
と
っ
て
描
か
れ

て
い
る
。H

endrich

は
ま
た
、W

erdandi-Bund

（
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
デ
ィ

同
盟
）
と
称
す
る
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
芸
術
運
動
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

っ
た
。H

endrich

の
創
作
活
動
の
独
自
の
特
徴
は
、
そ
の
代
表
作
の
ほ

と
ん
ど
が
、
一
連
の
疑
似
ゲ
ル
マ
ン
的
宗
教
建
築
の
内
部
に
常
設
展
示

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
ハ
ル
ツ
山
地
、
タ
ー
レ
の

W
alpurgishalle

（1901

）、
シ
レ
ジ
ア
地
方
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
ハ
ウ
の

Sagenhalle

（1903

）、
ラ
イ
ン
川
畔
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ヴ
ィ
ン
タ
ー
の

N
ibelungenhalle

（1913

）、
ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
近
郊
、
ブ
ル
ク
のH

al-
le D

eutscher Sagenring

（1929

）
の
各
建
築
は
、
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ

の
学
問
の
系
譜
は
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
宗
教
に
関
わ
る
関
係
性

を
理
解
す
る
た
め
の
座
標
軸
で
あ
る
。

歴
史
の
欠
如
と
民
族
の
聖
化

│
│ 
ル
ー
マ
ニ
ア
知
識
人
の
課
題
と
苦
悩 

│
│

新
免
光
比
呂

　

ル
ー
マ
ニ
ア
を
代
表
す
る
特
異
な
思
想
家
エ
ミ
ー
ル
・
シ
オ
ラ
ン
は
若

き
日
「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
変
容
」
と
い
う
書
物
で
、
歴
史
な
き
ル
ー
マ
ニ
ア

に
つ
い
て
悲
憤
慷
慨
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ル
ー
マ
ニ
ア
に
過
去
た
る
歴
史
が

存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
歴
史
的
主
体
た
る
経
験
と
自
覚
が
な
い

と
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
歴
史
は
貧
し
い
。
古
代
ギ

リ
シ
ャ
人
に
よ
っ
て
ダ
チ
ア
人
と
名
付
け
ら
れ
た
集
団
が
存
在
し
た
こ
と

は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ダ
チ
ア
人
が
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
に
支
配
さ

れ
た
後
、
帝
国
が
撤
収
し
た
三
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
頃
ま
で
は
、
そ
の
存

在
を
伝
え
る
資
料
は
な
く
、
一
〇
世
紀
頃
に
成
立
し
た
諸
公
国
も
周
辺
諸

大
国
の
支
配
下
に
入
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
の
国
家
成
立
は
一
九
世
紀
を

待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
は
、
ナ
エ
・
ヨ
ネ
ス
ク
、

エ
リ
ア
ー
デ
、
ノ
イ
カ
、
イ
ヨ
ネ
ス
コ
、
シ
オ
ラ
ン
な
ど
フ
ァ
シ
ズ
ム
期

に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
知
識
人
に
あ
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
西
欧
を
中
心
と

し
た
歴
史
な
る
も
の
へ
の
懐
疑
と
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
の
特
殊
化
（
聖
化
）

を
も
た
ら
し
た
。
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の
言
う
意
味
で
の
「
視
覚
的
敬
虔
」
を
広
く
喚
起
す
る
も
の
た
り
え
て

は
い
な
い
。
し
か
しH

endrich

の
作
品
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
宗
教
的
マ

テ
リ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
に
常
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
美
術
館
に
お
け
る
展
示
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、

H
endrich

ら
の
試
み
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
機
能
と
世
界

構
築
の
力
を
用
い
て
古
代
以
来
の
実
体
的
ド
イ
ツ
性
の
存
続
と
現
存
と

を
一
般
に
知
ら
し
め
る
べ
く
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

popularity

を
、
あ
る
種
のpopular art

た
る
こ
と
を
志
向
し
た
の

で
あ
り
、
少
な
く
と
も
ゲ
ル
マ
ン
的
な
「
視
覚
的
敬
虔
」
を
喚
起
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

コ
メ
ン
ト

月
本　

昭
男

　

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
旧
約
聖
書
を
主
た
る
研
究
と
し
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
問
題
と
は
あ
ま
り
関
わ
り
が
な
い
と
感

じ
て
い
た
が
、
こ
の
時
代
に
研
究
を
形
成
し
た
先
学
た
ち
も
少
な
く
な
い

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
は
、
セ
ム
語
地
域
で
あ
っ

た
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
学
者
が
、
ア
ン
チ
・
セ
ミ

テ
ィ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
へ
の
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
語
族
の
影
響
を
評
価
す
る
よ
う
な
研
究
を
行
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

旧
約
学
で
も
、
ナ
チ
ズ
ム
に
荷
担
す
る
形
で
旧
約
聖
書
を
研
究
す
る
者

も
い
た
。
他
方
で
、
ド
イ
ツ
の
告
白
教
会
に
属
し
て
い
た
フ
ォ
ン
・
ラ
ー

ト
の
よ
う
に
、
旧
約
聖
書
が
キ
リ
ス
ト
教
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
論

じ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
に
ユ
ダ
ヤ
思
想
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

ュ
な
美
学
を
同
じ
く
す
る
建
築
家
や
彫
刻
家
と
の
共
同
作
業
で
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
祝
祭
的
催
し
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
等
の
会
場
で
も

あ
っ
た
。
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
思
想
は
、
ド
イ
ツ
的
な
る
も
の
の
古
代
か
ら

の
連
続
性
と
い
う
歴
史
観
を
よ
り
実
体
的
に
理
念
化
し
、
信
奉
し
て
い
た

が
、
こ
れ
ら
の
建
築
は
、
そ
う
し
た
ゲ
ル
マ
ン
・
ド
イ
ツ
的
な
る
も
の
、

本
来
表
象
し
え
ぬ
も
の
を
想
像
的
に
構
築
し
、
享
受
す
る
た
め
の
儀
礼
空

間
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

H
endrich

の
作
品
は
言
う
ま
で
も
な
く
視
覚
文
化
の
一
部
で
あ
り
、

そ
れ
が
収
め
ら
れ
た
諸
建
築
も
、
視
覚
に
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
は
、
先
に
述
べ
たM

organ

の
用
語
で
言
え
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
的

な
る
も
の
へ
の
「
視
覚
的
敬
虔
」
の
た
め
の
装
置
で
あ
っ
た
。M

organ

に
よ
る
「
視
覚
的
敬
虔
」
の
最
も
短
い
定
義
は
、「
宗
教
的
信
仰
の
視
覚

的
形
成
と
実
践
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
よ
り
上
位
の
概
念
と
し
て

M
organ

は
、「
宗
教
的
物
質
文
化
」
を
考
え
る
。
ま
た
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、M

organ

は
通
俗
的
で
民
衆
的
な
、popular art

の
画
像
や
オ

ブ
ジ
ェ
が
、
宗
教
的
日
常
を
構
成
し
、
信
念
世
界
を
維
持
し
、
信
者
の
自

己
理
解
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
か
らH

endrich

ら
の
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
な
視
覚
文
化
の
宗
教

的
機
能
を
考
え
る
と
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ずH

endrich

ら
の
作
品
は
、
製
作
者
の
意
図
と
し
て
も
当
時
の
美
術
市
場
の
扱
い
に
お

い
て
も
、fine art

で
あ
る
。
ま
た
通
常
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
え
た
そ
の

象
徴
形
式
は
、
あ
る
程
度
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
性
を
持
っ
て
い
る
が
、

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
的
な
も
の
はM

organ

が
宗
教
的popular art

の

対
極
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、H

endrich

ら

の
作
品
は
、
民
衆
の
家
庭
に
ま
で
浸
透
し
た
わ
け
で
は
な
く
、M

organ
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記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
が
聖
な
る
も
の
と
な
り
、
天
皇
制
を
支
え

る
も
の
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
他
方
で
、
植
民
地
支
配
を
拡
大
さ

せ
て
い
く
な
か
で
、
他
文
化
の
宗
教
へ
の
関
心
も
高
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
古
代
ロ
ー
マ
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
研
究
が
盛
ん
と

な
り
、「
キ
リ
ス
ト
教
以
前
」
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。

　

パ
ネ
ル
代
表
者
が
研
究
代
表
を
務
め
て
い
る
基
盤
研
究（
Ｂ
）「
フ
ァ
シ

ズ
ム
期
に
お
け
る
古
代
理
解
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（15H

03161

）
で

は
、
こ
う
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
人
々
が
聖
な
る
も
の
、
古
代
的
な

る
も
の
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
、
客
観
性
、
実
証
性
を
重
ん
じ
て

き
た
学
問
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
時
代
潮
流
と
ど
う
寄
り
添
っ
た
の

か
、
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
共
同
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
本
パ
ネ
ル
は
そ
の
中
間
報
告
で
あ
る
。

　

報
告
者
は
四
名
で
、
第
一
報
告
者
の
平
藤
は
一
九
四
〇
年
の
神
武
天
皇

即
位
二
六
〇
〇
年
を
記
念
す
る
絵
巻
「
肇
国
創
業
絵
巻
」
を
取
り
上
げ
、

と
く
に
そ
の
な
か
で
天
孫
降
臨
の
場
面
を
描
い
た
安
田
靫
彦
に
注
目
し
な

が
ら
、
当
時
の
古
代
イ
メ
ー
ジ
、
天
孫
降
臨
の
位
置
づ
け
と
画
家
の
精
神

に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

第
二
報
告
者
の
鈴
木
は
、
宗
教
民
族
学
と
い
う
分
野
を
提
唱
し
、
東
南

ア
ジ
ア
と
日
本
の
比
較
研
究
を
提
唱
し
た
宇
野
圓
空
を
取
り
上
げ
、「
民

族
」
概
念
の
生
成
と
「
民
族
的
宗
教
」
と
し
て
の
修
験
道
、
日
本
型
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
修
験
道
研
究
、
そ
し
て
修
験
道
研
究
の
確
立
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

第
三
報
告
者
の
新
免
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
古
代
ロ
ー
マ
軍
団
撤

退
か
ら
一
三
世
紀
の
封
建
国
家
ま
で
の
歴
史
資
料
の
不
在
が
、
人
々
に
歴

史
へ
の
複
雑
な
観
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の

戦
後
高
く
評
価
さ
れ
た
研
究
者
も
い
た
。

　

日
本
の
宗
教
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
宗

教
団
体
法
に
よ
っ
て
日
本
基
督
教
団
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
設
立
に
当

た
っ
て
、
日
本
基
督
教
団
の
代
表
が
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
て
設
立
を
神
前

に
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
軍
用
機
を
献
ず
る
こ
と
も
検
討

さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
こ
ろ
日
本
基
督
教
団
は
、「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏

に
あ
る
基
督
教
徒
に
送
る
書
翰
」
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
執
筆
の
中
心

と
な
っ
た
人
々
は
バ
ル
ト
神
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
「
書

翰
」
に
お
い
て
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
政
策
が
神
の
御
心
に
か
な
う
こ
と
を

主
張
し
た
。
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
ナ
チ
ス
に
反
対
の
立
場
を
取
り
、
ド
イ

ツ
の
大
学
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の

「
書
翰
」
の
中
心
と
な
っ
た
神
学
者
た
ち
は
、
そ
の
ま
ま
戦
後
日
本
の
キ

リ
ス
ト
教
会
で
指
導
的
な
立
場
に
立
ち
続
け
、
検
証
が
十
分
に
な
さ
れ
な

い
ま
ま
現
代
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
宗
教
学
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
状

況
を
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
宗
教
研
究

に
つ
い
て
、
多
角
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

平
藤
喜
久
子

　

一
九
二
〇
年
代
前
半
以
降
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
が
席
巻
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
日
本
な
ど
の
国
々
で
は
、
国
民
統
合
の
た
め
の
民
族
の
聖
化
や
政
治

体
制
の
正
当
化
に
、
古
代
的
な
る
も
の
、
神
話
的
な
表
象
な
ど
が
動
員
さ

れ
、
宗
教
、
神
話
の
研
究
も
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。
日
本
で
は
『
古
事
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関
与
型
研
究
の
可
能
性
と
課
題

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

弓
山
達
也

仏
像
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
「
宗
教
性
」

君
島　

彩
子

　

発
表
者
は
、
美
術
作
品
の
制
作
発
表
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、

近
現
代
の
仏
像
を
対
象
に
、
宗
教
学
に
お
け
る
物
質
文
化
研
究
を
行
う
博

士
後
期
課
程
の
学
生
で
も
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
木
の
粉
で
作
ら
れ
た
木

質
粘
土
を
用
い
て
、
簡
素
な
造
形
の
仏
像
を
制
作
す
る
「
に
ぎ
り
仏
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
実
践
か
ら
、
仏
像
制
作
に
お
け
る
宗
教
性
と
造
形
性
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
二
〇
一
二
年
か
ら
、
豊
島
区
に
お
け
る
生
涯
学
習
、

大
船
渡
市
の
仮
設
住
宅
と
復
興
支
援
住
宅
、
貧
困
者
の
自
立
支
援
施
設
な

ど
複
数
の
場
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
た
。
に
ぎ
り
仏
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
仏
像
研
究
者
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
関
わ
る
こ
と
で
、

粘
土
か
ら
参
加
者
が
求
め
る
「
仏
の
か
た
ち
」
を
生
み
出
す
手
助
け
を
行

う
。
さ
ら
に
僧
侶
（
宗
教
者
）
に
よ
る
読
経
や
開
眼
供
養
を
行
う
こ
と
で
、

制
作
物
が
宗
教
的
意
味
を
も
つ
点
が
美
術
系
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
異

な
る
点
で
あ
る
。

　

仏
像
は
本
来
、
仏
教
に
お
け
る
信
仰
の
対
象
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
多

く
の
仏
像
が
美
術
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
他
方
で
科
学
の
発
達
し
た
時
代
に
も
、
慰
霊
・
供
養
の
現
場
で
は
、

「
新
た
な
仏
像
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
仏
像
に
お
い
て
も
、

宗
教
性
と
造
形
性
は
不
可
分
で
あ
る
が
、
日
常
的
に
仏
像
の
宗
教
性
に
つ

い
て
知
る
機
会
は
少
な
い
。
に
ぎ
り
仏
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
参
加
者
が

こ
と
が
ナ
エ
・
ヨ
ネ
ス
ク
、
エ
リ
ア
ー
デ
、
ノ
イ
カ
、
イ
ヨ
ネ
ス
コ
、
シ

オ
ラ
ン
な
ど
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ア
知
識
人
に
与
え
た
影

響
を
論
じ
た
。

　

第
四
報
告
者
の
深
澤
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
先
行
現
象
と
通
常
考
え
ら
れ
て

い
る
プ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
現
象
と
し
て
の
ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
古
代
的
な
も
の
と
の
関
わ
り
を
探
り
、
造
形
表
現
を

論
じ
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
表
を
受
け
、
研
究
分
担
者
と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
月

本
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
旧
約
聖
書
学
を
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
の
上
で

日
本
の
研
究
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
日
本
に
お
け
る
宗
教

学
者
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
の
検
討
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
総
合
討
議
で
は
、
フ
ロ
ア
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
を
ど
の
よ
う
な

年
代
、
立
場
で
活
躍
し
た
の
か
と
い
う
視
座
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
や
民
族
的
多
様
性
を
ど
う
表
現
し
た
の
か
を
知
り
た
い
と
い

っ
た
質
問
も
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
回
答
が
な
さ
れ
、
実
り
あ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
た
。
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表
現
さ
れ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
関
わ
る
こ
と
で
、
僧
侶
と
は
異
な
る
形

で
、
仏
像
制
作
に
お
け
る
精
神
性
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

に
ぎ
り
仏
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
宗
教
性
と
造
形
性
の
求
め
ら
れ

る
比
重
は
、
開
催
さ
れ
る
場
所
や
参
加
者
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
お

り
、
宗
教
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
双
方
が
関
与
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の

求
め
る
仏
像
の
制
作
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
仏
像
研
究
者
と
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
る
こ
と
は
、
複
数
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
仏
像

と
い
う
物
質
文
化
の
宗
教
性
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
よ

う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
践
は
、
仏
像
と
い
う
造
形
物
を
媒
介
し
た
関

与
型
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
る
可
能
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

文
化
政
策
に
お
け
る
地
域
資
源
の
「
活
用
」
を
め
ぐ
っ
て

河
東　
　

仁

　

パ
ネ
ル
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
関
与
型
研
究
」
に
関
し
て
、
こ
れ
ま

で
発
表
者
は
、
造
語
で
あ
る
「
実
験
宗
教
学
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
ゼ
ミ

活
動
を
通
し
て
、
あ
れ
こ
れ
試
み
て
き
た
。
主
た
る
目
的
は
、
宗
教
学
を

初
め
と
す
る
人
文
科
学
が
携
わ
る
べ
き
領
域
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
活

性
化
に
如
何
に
し
て
貢
献
し
う
る
か
を
実
践
的
に
探
究
す
る
こ
と
に
あ

る
。
今
回
の
発
表
で
は
、
文
化
財
を
「
活
用
」
し
て
の
マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
づ
く
り
の
事
例
に
つ
い
て
発
表
す
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
詳
細
な

記
述
は
不
可
能
な
た
め
、
ご
く
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
だ
け
を
示
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
ず
一
年
次
の
ゼ
ミ
で
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
三
〜
四
名
を
組
に
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
探
訪
さ

短
冊
に
其
々
の
願
い
ご
と
を
書
き
、
こ
の
願
文
を
木
質
粘
土
で
包
み
、
仏

像
の
形
に
成
形
す
る
。
完
成
し
た
仏
像
を
並
べ
、
僧
侶
に
よ
る
儀
礼
を
行

い
、
参
加
者
も
一
緒
に
手
を
あ
わ
せ
る
。
僧
侶
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
発
願
、
制
作
、
開
眼
、
そ
し
て
祈
り
と
い
う
仏
像
に
お
け
る

宗
教
性
の
流
れ
を
短
時
間
に
体
感
で
き
る
。

　

に
ぎ
り
仏
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
信
仰
的
な
背
景
に
配
慮
し
、
希
望

者
の
み
制
作
し
た
仏
像
に
対
す
る
儀
礼
を
行
う
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
僧
侶
に
よ
る
開
眼
供
養
を
辞
退
し
た
参
加
者

は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
も
、
自
ら
が
制
作
し
た
仏
像
を
宗
教

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
参
加
者
が
多
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
特

に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
大
船
渡
市
の
仮
設
住
宅
と
復
興
支

援
住
宅
で
行
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
多
く
の
参
加
者
が
、
震
災

や
津
波
で
亡
く
な
っ
た
方
の
供
養
や
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
切
実
な
願

い
を
込
め
て
仏
像
を
制
作
し
、
僧
侶
と
共
に
手
を
あ
わ
せ
て
い
た
。
自
ら

の
願
い
を
込
め
た
仏
像
の
制
作
に
お
い
て
は
、
造
形
表
現
は
あ
ま
り
重
視

さ
れ
ず
、
む
し
ろ
仏
像
制
作
自
体
が
「
祈
り
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

粘
土
に
触
れ
る
行
為
は
、
過
去
の
記
憶
を
想
起
さ
せ
、
情
動
を
粘
土
に

映
し
出
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
粘
土
は
、
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
等
で

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
粘
土
と
い
う
素
材
に
触
れ
、
僧
侶
と
共
に
祈
る

こ
と
は
、
宗
教
性
と
造
形
性
の
相
互
関
係
に
よ
る
ケ
ア
へ
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。
他
方
で
、
生
涯
学
習
に
お
い
て
複
数
回
に
ぎ
り
仏
を
制
作
し
た
参
加

者
は
、
造
形
表
現
に
関
心
が
う
つ
り
、
願
文
や
儀
礼
な
ど
の
宗
教
性
は
必

ず
し
も
重
視
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。
に
ぎ
り
仏
は
、
個
々
の
イ
メ
ー
ジ
を

具
体
化
す
る
た
め
、
簡
素
で
あ
り
な
が
ら
個
性
豊
か
な
造
形
が
生
み
出
さ

れ
る
。
造
形
表
現
に
は
、
言
語
化
さ
れ
た
知
性
と
は
異
な
る
感
情
が
直
接
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い
パ
ス
テ
ル
画
を
も
ち
い
る
こ
と
で
、
マ
ッ
プ
に
多
少
な
り
と
も
ア
ー
ト

的
な
要
素
を
採
り
入
れ
る
こ
と
の
大
事
さ
を
体
感
的
に
習
得
出
来
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
南
三
陸
町
に
お
い
て
写
真
を
パ
ス
テ
ル
画
に
描
き
直
す
こ
と
の

最
大
の
理
由
は
、
学
生
達
の
想
い
を
込
め
た
絵
に
よ
っ
て
ア
ピ
ー
ル
性
を

高
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
大
災
害
に
よ
っ
て
崩
れ
た
岩
肌
な
ど
を
多
少
な

り
と
も
和
ら
い
だ
形
に
表
現
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
全
漁

港
の
パ
ス
テ
ル
画
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
化
が
一
段
落
し
た
時
点
で
、
そ
れ
を

も
と
に
、
各
漁
港
（
は
ま
）
の
集
落
に
住
む
方
々
か
ら
、
震
災
以
前
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
聴
き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
さ

い
海
の
生
活
に
お
け
る
祭
祀
の
果
た
す
役
割
も
項
目
に
入
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
お
い
て
写
真
を
用
い
る
よ
り
、
学
生
た
ち
の
手
描
き
に
よ
る
絵
の
方

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聴
き
取
る
上
で
力
を
発
揮
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め

で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
ワ
カ
メ
、
カ
キ
、
ホ
ヤ
、
ホ
タ
テ
、

銀
鮭
な
ど
の
魚
介
類
の
養
殖
の
工
程
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
紹
介
し
た
も
の

も
、
地
元
の
方
々
に
依
頼
し
て
作
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
目
的
で
あ
る
が
、
一
つ
は
、
漁
業
を
離
れ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
、
離
れ
る
こ
と
を
決
意
し
た
方
々
へ
贈
り
、
海
で
の
生
き

方
を
孫
や
ひ
孫
た
ち
に
語
る
契
機
と
な
れ
ば
と
期
待
し
て
の
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
れ
を
ネ
ッ
ト
な
ど
に
て
公
開
す
る
こ
と
で
、
お
手

伝
い
（
お
で
っ
て
）
と
し
て
の
人
手
を
必
要
と
す
る
養
殖
業
へ
、
近
辺
の

都
市
部
か
ら
月
に
一
回
で
も
人
び
と
が
動
く
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
あ

る
。
こ
れ
が
「
実
験
宗
教
学
」
と
自
称
す
る
所
以
で
あ
る
。

せ
、「
気
に
な
る
木
」「
お
気
に
入
り
ス
ペ
ー
ス
」「
残
念
ス
ポ
ッ
ト
」
を

選
ば
せ
る
。
そ
し
て
写
真
と
と
も
に
選
定
の
理
由
、「
残
念
ス
ポ
ッ
ト
」

に
関
し
て
は
改
善
策
を
も
ラ
イ
ン
に
て
送
ら
せ
、
そ
れ
ら
を
三
枚
の
マ
ッ

プ
に
貼
り
付
け
て
ゆ
く
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
狙
い
は
、
対

象
と
な
る
地
域
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
見
詰
め
る
観
点
を
醸
成
す
る
こ
と
、

そ
し
て
「
な
い
も
の
探
し
」
で
な
く
「
あ
る
も
の
探
し
」
の
重
要
性
に
気

付
い
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
二
年
次
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
在
す
る
市
内
に
出
て
「
あ

る
も
の
探
し
」、
た
と
え
ば
寺
社
や
石
碑
な
ど
の
文
化
財
を
訪
れ
、
そ
れ

ら
を
マ
ッ
プ
化
す
る
と
と
も
に
、
解
説
の
頁
も
ふ
く
め
、
一
冊
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
す
る
作
業
を
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
市
の
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
取
材
す
る
社
寺
の
選
定
基
準
を
明
確
化
す
る
こ
と
な
ど
が
必
須
の
作

業
と
な
る
こ
と
は
、
記
す
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
「
活
用
」
の
負

の
面
に
も
触
れ
て
お
く
と
、
観
光
資
源
化
に
は
、
文
化
財
の
「
浪
費
」
と

い
う
問
題
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
各
寺
社
の
説
明

文
は
、
教
員
が
全
責
任
を
も
つ
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
最
終
的
な
編
集
、

お
よ
び
印
刷
会
社
と
の
応
対
が
か
な
り
の
負
担
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
く
。

　

三
年
次
の
ゼ
ミ
で
は
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
、
宮
城
県
南
三
陸
町
を
め

ぐ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
を
開
始
し
て
い
る
。
実
際
の
活
動
と
し
て

は
、
ま
ず
、
全
部
で
二
十
三
箇
所
あ
る
漁
港
（
第
一
種
十
九
港
、
第
二
種

四
港
）
の
写
真
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
も
と
に
パ
ス
テ
ル
画
に
し
て
ゆ
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
パ
ス
テ
ル
シ
ャ
イ
ン
と
い
う
技
法
を
用
い
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
芸
術
教
育
研
究
所
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
よ
り
講
師
を
招
聘

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
技
法
は
、
一
年
次
の
ゼ
ミ
か
ら
、
背
景
に
淡
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っ
た
。
筆
者
は
後
に
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
を
、
岩
手

県
陸
前
高
田
市
や
大
船
渡
市
を
含
む
気
仙
地
域
に
お
け
る
支
援
活
動
の
中

に
発
見
す
る
。

　

気
仙
地
域
の
避
難
所
で
筆
者
は
、
住
人
の
不
安
解
消
や
生
活
改
善
に
十

全
に
応
え
ら
れ
な
い
な
が
ら
も
、
住
人
か
ら
「
壁
が
薄
い
仮
設
で
は
泣
く

に
泣
け
な
い
」「
み
ん
な
我
慢
し
て
い
る
」「
地
元
に
伝
わ
る
お
念
仏
を
聞

く
と
涙
が
出
る
」
等
の
声
を
聴
き
続
け
た
【
自
己
覚
知
】。
そ
の
中
で
、

住
人
が
安
心
し
て
喪
失
に
対
す
る
自
己
の
感
情
を
表
出
で
き
る
場
所
が
必

要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
に
注
目
し
て
調
査
し
た
の
が
、
宗

派
に
関
係
な
く
、
地
域
に
お
い
て
葬
送
の
際
に
口
伝
え
で
伝
承
さ
れ
る
気

仙
念
仏
と
、
そ
れ
を
唱
え
て
歩
く
観
音
巡
礼
の
存
在
で
あ
っ
た
【
調
査
研

究
】。
気
仙
念
仏
の
伝
承
者
か
ら
は
、
唱
え
る
こ
と
で
海
難
者
の
死
体
が

戻
る
、
も
し
く
は
祈
り
が
通
じ
る
等
と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。
ま
た
観
音

巡
礼
は
、
相
原
友
直
『
気
仙
風
土
草
』
か
ら
父
母
安
楽
追
善
供
養
の
た
め

に
選
定
さ
れ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
気
仙

観
音
巡
礼
も
念
仏
講
も
死
者
・
行
方
不
明
者
、
そ
の
家
族
の
鎮
魂
を
目
的

に
生
じ
た
仏
教
文
化
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
上
で
、
気
仙
地
域
の
観
音
巡

礼
と
気
仙
念
仏
の
再
興
を
通
じ
た
支
援
を
開
始
し
た
【
社
会
実
践
】。
結

果
的
に
、
こ
れ
ら
の
仏
教
儀
礼
が
参
加
者
に
大
い
な
る
存
在
と
、
目
に
見

え
な
い
世
界
に
入
っ
た
死
者
の
存
在
を
体
感
さ
せ
る
力
が
あ
り
、
そ
の
修

養
は
死
者
の
供
養
と
も
な
り
、
生
前
と
は
異
な
る
形
で
尽
く
す
こ
と
を
可

能
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
【
考
察
研
究
】。
つ
ま
り
、

こ
う
し
た
仏
教
儀
礼
が
、
日
本
古
来
よ
り
続
く
「
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
」

で
あ
っ
た
可
能
性
を
教
え
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
自
己
の
活
動
を
振
り
返
る
中
で
、
宗
教
者
兼
文
献
研
究

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
し
て
の
儀
礼

│
│ 

被
災
地
に
お
け
る
念
仏
講
と
観
音
巡
礼 

│
│

吉
水　

岳
彦

　

本
発
表
で
は
、
思
想
・
文
献
研
究
を
行
う
僧
侶
（
宗
教
者
）
で
あ
り
、

生
活
困
窮
者
支
援
や
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
に
携
わ
る
立
場
か
ら
、

自
己
の
社
会
活
動
と
研
究
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
振
り
返

り
つ
つ
、
関
与
型
研
究
の
可
能
性
と
課
題
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
特
に

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
気
仙
地
域
に
お
け
る
活
動
を
中
心
に

取
り
上
げ
た
。

　

東
京
で
生
活
困
窮
者
支
援
を
行
っ
て
い
た
筆
者
は
、
東
日
本
大
震
災
発

災
直
後
か
ら
、
他
の
関
係
支
援
団
体
と
共
に
避
難
所
等
で
の
活
動
を
開
始

し
た
。
活
動
の
中
、
筆
者
は
貧
困
と
震
災
の
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、
喪

失
に
伴
う
経
済
的
困
窮
と
関
係
性
の
困
窮
、
及
び
二
つ
の
困
窮
が
も
た
ら

す
自
死
問
題
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。
そ
こ
で
震
災
や
津
波
で
家
や
家
族
を

失
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
経
済
（
物
質
）
と
関
係
性
（
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
）

の
両
面
か
ら
の
支
援
を
意
識
し
な
が
ら
、
炊
き
出
し
や
子
ど
も
会
と
い
う

場
の
構
築
を
手
伝
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
被
災
地
域
で
の
継
続
的
な
活
動

に
お
い
て
、
筆
者
は
徐
々
に
研
究
者
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
持
つ

よ
う
に
な
る
。
①
喪
失
に
と
も
な
う
感
情
や
反
応
で
あ
る
「
グ
リ
ー
フ
」

を
抱
く
人
々
対
し
て
、
過
去
の
仏
教
者
は
ど
の
よ
う
に
接
し
た
の
か
、
②

「
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
」
と
な
る
仏
教
の
思
想
や
文
化
は
あ
る
の
か
、
③

仮
に
日
本
に
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
的
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
現
代
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
ら
の

疑
問
は
、
文
献
研
究
だ
け
で
は
生
じ
に
く
く
、
且
つ
、
答
え
の
探
求
に
つ

い
て
も
実
際
の
苦
の
現
場
に
お
け
る
対
象
者
と
の
か
か
わ
り
が
必
要
で
あ
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い
う
形
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
研
究
者
が
、
ケ
ア
提
供
者

と
し
て
Ｓ
Ｃ
の
現
場
に
「
関
与
」
す
る
関
与
型
研
究
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
パ
ネ
ル
代
表
者
で
あ
る
弓
山
の
言
う
と
こ
ろ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
型
研
究
か

ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
型
研
究
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
と
研

究
内
容
、
課
題
を
発
表
し
た
。

　

日
本
の
Ｓ
Ｃ
人
材
養
成
が
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
米
国
の
臨
床
牧
会
教
育

は
宗
教
者
で
な
い
と
受
講
で
き
な
い
。
し
か
し
、
特
定
の
信
仰
を
持
た
ず

無
宗
教
を
自
認
す
る
人
が
多
い
日
本
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｃ
提
供
者
を
宗
教
者

に
限
定
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と
、
理
論
的
根
拠
づ
け
の
な
い
ま

ま
、
非
宗
教
者
に
も
受
講
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
発
表
者
の
よ

う
に
、
特
定
の
信
仰
を
持
た
な
い
者
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
提
供
者
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｃ
の
理
論
的
・
実
践

的
指
導
者
の
多
く
が
宗
教
者
で
あ
り
、
非
宗
教
者
が
Ｓ
Ｃ
に
携
わ
る
と
言

う
こ
と
が
ど
う
言
う
こ
と
な
の
か
、
十
分
に
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
、
特
定
の
信
仰
を
持
た
な
い
Ｓ
Ｃ
提
供
者
は
、
自
ら
の
宗
教
性
や
死
生

観
に
つ
い
て
、
ま
た
自
ら
の
実
践
が
Ｓ
Ｃ
と
言
え
る
の
か
、
常
に
問
わ
れ

る
状
況
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
発
表
者
は
Ｓ
Ｃ
に
ケ
ア
提
供
者
と
し

て
関
わ
る
中
で
、
非
宗
教
者
に
よ
る
Ｓ
Ｃ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
非
宗
教
者
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
提
供
者
を
支
え
る
死
生
観
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
を
探
求
し
た
。

　

Ｓ
Ｃ
と
は
、
実
存
的
・
宗
教
的
問
い
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
に
対

し
て
答
え
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
問
い
に
向
き
合
う
場
を
提
供

し
、
向
き
合
う
過
程
を
共
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
冷

た
い
川
の
中
で
寒
さ
に
震
え
る
人
が
い
た
時
に
、
川
岸
か
ら
共
感
し
、
岸

に
引
き
上
げ
る
手
助
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
川
の
中
に
入
っ
て
い

者
の
関
与
型
研
究
の
在
り
方
を
考
え
る
と
、【
自
己
覚
知
―
社
会
問
題
や

課
題
に
向
き
合
う
な
か
で
自
己
の
無
力
や
無
知
、
驕
り
に
気
づ
く
】
と

【
調
査
研
究
―
現
代
社
会
の
問
題
に
対
す
る
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
過
去

の
先
人
た
ち
の
思
想
や
事
例
に
学
ぶ
】
と
【
社
会
実
践
―
過
去
の
事
例
や

思
想
に
現
代
的
意
義
を
付
加
し
て
現
代
社
会
に
応
用
を
試
み
る
】
と
【
考

察
研
究
―
実
践
を
通
じ
た
て
過
去
の
思
想
や
事
例
（
巡
礼
や
念
仏
講
等
）

の
普
遍
的
価
値
・
宗
教
的
価
値
・
現
代
的
意
義
を
再
認
識
し
た
上
で
の
思

想
研
究
＆
実
践
内
容
の
再
検
討
】
の
往
還
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
。
そ
の
往
還
の
流
れ
は
、
①
自
己
覚
知
↓
研
究
↓
社
会
実
践
↓
自
己
覚

知
↓
研
究
、
②
自
己
覚
知
↓
研
究
↓
社
会
実
践
↓
研
究
↓
自
己
覚
知
の
二

つ
が
あ
る
。
ま
だ
考
究
し
続
け
る
必
要
は
あ
る
が
、
以
上
を
も
っ
て
、
現

時
点
で
の
自
己
の
活
動
に
お
け
る
関
与
型
研
究
の
一
つ
の
形
態
を
提
示
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
お
け
る
宗
教
性

│
│ 

自
ら
の
死
生
観
の
探
求
か
ら 

│
│

山
本
佳
世
子

　

発
表
者
は
死
生
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
で
あ
る
一
方
で
、
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）
提
供
者
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
病
床

訪
問
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
十
年
に
な
る
。「
研
究
者
が
何
し
に
き
た
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
Ｓ
Ｃ
提
供
者
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
専
門
職
養
成

の
研
修
を
受
け
、
病
床
訪
問
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
当
初
は
、「
研
究
の

た
め
に
ケ
ア
現
場
に
来
た
の
で
は
な
い
」
と
ケ
ア
提
供
者
と
し
て
の
活
動

と
、
研
究
活
動
は
別
の
も
の
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
ケ
ア
提
供

者
と
し
て
臨
床
現
場
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
見
え
て
き
た
こ
と
を
、
研
究
と
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コ
メ
ン
ト

弓
山　

達
也

　

コ
メ
ン
ト
は
司
会
者
の
弓
山
が
つ
と
め
、
発
題
者
に
対
し
て
次
の
よ
う

な
質
問
を
行
っ
た
。
ま
ず
君
島
へ
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
関
与
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
仏
像
の
宗
教
性
や
制
作
の
ケ
ア
の
機
能
が
見
え
て
き
た
と

い
う
が
、
そ
れ
を
研
究
（
具
体
的
に
は
論
文
化
）
す
る
際
の
留
意
点
を
尋

ね
、
君
島
か
ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
宗
教
学
の
理
論
や
調
査
や
現
場

で
の
活
動
や
協
同
性
に
接
近
す
る
中
で
洗
練
さ
せ
て
い
く
旨
が
述
べ
ら
れ

た
。
次
に
河
東
に
は
、
彼
が
向
き
合
う
対
象
が
学
生
と
地
域
住
民
の
二
手

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
（
学
習
成
果
や
人
間
的
成
長
と
地

域
活
性
化
）
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
う
調
停
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
質
問
と
な
り
、
河
東
よ
り
大
筋
で
そ
の
分
裂
に
は
合
意
で
き
、
学
生
の

学
習
も
地
域
活
性
化
も
目
先
だ
け
だ
と
相
容
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

長
期
的
な
ス
パ
ン
で
課
題
を
見
据
え
、
調
停
し
て
い
く
必
要
が
示
さ
れ

た
。

　

そ
し
て
吉
水
に
は
自
己
覚
知
、
文
献
研
究
・
宗
学
、
社
会
実
践
と
の
関

連
や
相
互
作
用
が
大
変
よ
く
理
解
で
き
た
も
の
の
、
社
会
実
践
で
得
ら
れ

た
知
見
が
、
具
体
的
に
ど
う
文
献
研
究
、
特
に
宗
学
の
成
果
に
繰
り
込
ま

れ
る
の
か
を
知
り
た
い
と
の
問
い
に
、
自
分
の
社
会
実
践
を
旗
振
り
的
に

文
献
研
究
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
は
禁
欲
的
で
あ
る
が
、
実
践
の
先
達
の

事
例
を
自
分
の
体
験
を
通
じ
て
理
解
し
、
阿
弥
陀
仏
の
実
在
や
凡
夫
と
し

て
の
自
覚
に
つ
い
て
の
教
説
を
と
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
回
答
を

得
た
。
さ
ら
に
山
本
に
は
、
関
与
型
研
究
が
研
究
者
と
対
象
者
が
同
じ
価

値
を
共
有
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
そ
の
価
値
に

な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
と
（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
自
身
は
そ
う
だ
と
思
う
が
、

っ
て
共
に
震
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
共
に
人
生
の
深
淵
を
の
ぞ
き

見
る
」
こ
と
と
も
表
現
で
き
る
。
欧
米
で
は
「
人
生
の
深
淵
を
の
ぞ
き
見

る
た
め
に
は
宗
教
を
経
由
す
る
」
と
言
う
社
会
的
共
通
認
識
が
あ
る
た

め
、
人
生
の
深
淵
を
の
ぞ
き
見
る
こ
と
の
言
わ
ば
プ
ロ
で
あ
る
宗
教
者
が

Ｓ
Ｃ
を
担
う
。
そ
れ
に
対
し
、
そ
う
し
た
社
会
的
共
通
認
識
の
な
い
日
本

に
お
い
て
は
、
そ
の
過
程
を
共
に
す
る
も
の
は
必
ず
し
も
宗
教
者
に
限
定

さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
川
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
ケ
ア
提
供
者
が
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、「
現
場
か
ら
逃
げ
な
い
た
め

の
祈
り
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
祈
り
に
、
そ
の
人
を
支
え
る
死
生
観
が
見

て
取
れ
る
。「
信
仰
に
基
づ
か
な
い
、
現
場
か
ら
逃
げ
な
い
た
め
の
祈
り
」

を
小
説
家
の
大
江
健
三
郎
や
写
真
家
の
藤
原
新
也
の
「
祈
り
」
に
関
す
る

論
考
か
ら
考
察
し
た
。「
非
宗
教
者
」
に
よ
る
Ｓ
Ｃ
を
探
求
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
日
本
人
の
「
無
宗
教
」
と
い
う
死
生
観
に
つ
い
て
探
求
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｃ
と
は
人
生
の
深
淵
を
の
ぞ
き
見
る
過
程
を
「
共
に
」
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
た
時
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
経
験
な
の
か
は
、
研
究
者
と
し
て

「
観
察
」
し
て
い
て
も
見
え
て
こ
な
い
。
ケ
ア
提
供
者
と
し
て
「
関
与
」

す
る
こ
と
の
意
味
、
必
要
性
が
こ
こ
に
あ
る
。
研
究
者
が
ケ
ア
提
供
者
と

し
て
現
場
に
「
関
与
」
す
る
こ
と
で
、
言
葉
を
持
た
な
い
た
め
に
埋
も
れ

て
い
た
非
宗
教
者
に
よ
る
実
践
に
光
を
当
て
、
そ
の
実
践
の
意
味
を
深

め
、
携
わ
る
人
た
ち
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。

一
方
で
、
臨
床
現
場
に
お
い
て
発
表
者
が
研
究
者
で
あ
る
こ
と
は
、
問
わ

れ
な
い
限
り
言
う
こ
と
は
な
く
、
病
院
の
看
護
師
や
向
き
合
う
患
者
の
多

く
は
知
ら
な
い
。「
研
究
者
が
何
し
に
来
た
」
と
い
う
問
い
は
隠
さ
れ
た

ま
ま
、
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。
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夢
的
な
理
想
や
研
究
者
側
の
傲
慢
さ
な
の
か
、
宗
教
／
非
宗
教
と
い
う
枠

組
み
自
体
が
揺
ら
い
で
い
る
中
で
、
そ
の
こ
と
自
体
を
問
い
、
議
論
の
俎

上
に
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
関
与
型
研
究
は
二
〇
一
四
年
の
パ
ネ
ル
「
新
し

い
宗
教
研
究
の
地
平
を
拓
く
―
「
実
践
」
と
い
う
場
か
ら
―
」
で
、
議
論

の
最
中
に
対
象
関
与
型
ア
プ
ロ
ー
チ
あ
る
い
は
研
究
と
い
う
用
語
が
偶
然

出
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
昨
年
は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
限
定
し

て
パ
ネ
ル
「
震
災
後
の
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
関
与
型
調
査
か
ら
の
再

考
察
―
」
を
開
催
し
た
。
今
回
は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ば
ら
し
て
の
検
討
と
な

っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

弓
山　

達
也

　

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
宗
教
研
究
者
が
宗
教
者
や
行
政

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
関
係
者
な
ど
と
協
働
し
つ
つ
、
現
場
に
従
事
し
、
こ
う

し
た
関
与
か
ら
調
査
を
積
み
重
ね
る
「
関
与
型
研
究
」
が
拡
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
被
災
地
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
が
福
祉
・
医
療
・
看
護
・
街

づ
く
り
等
と
重
な
る
現
場
、
例
え
ば
貧
困
支
援
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

や
地
域
活
性
化
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
一
九
九
五

年
の
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
降
、
主
流
と
な
っ
た

対
象
へ
の
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
か
ら
の
大
き
な
逸
脱
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
宗
教
研
究
の
新
た
な
方
法
論
的
革
新
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
で
は
、
か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
、
関
与
型
研
究
の
可
能

性
と
課
題
を
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
調
査
対
象
に
関
わ
り
つ
つ

研
究
を
進
め
る
手
法
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
と
し
て
、
教
育
・
看

そ
こ
を
あ
え
て
）
聞
き
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
何
か
」
を
棚
上

げ
し
て
き
た
も
の
の
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
は
広
く
分
け

持
た
れ
る
と
の
見
解
が
投
げ
返
さ
れ
た
。

　

会
場
か
ら
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

（
徳
之
島
で
地
方
創
生
の
行
政
に
関
わ
る
大
学
院
生
か
ら
）
文
化
を
見
た

り
関
与
・
参
与
し
た
り
す
る
時
に
必
ず
学
問
的
背
景
が
出
て
こ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
こ
れ
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
か
ら
考
え
る
と
価
値
の
押
し
つ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
質
問
。（
僧
侶
で
あ
り
大
学
の
社
会
貢
献
部
署
に
い

る
宗
教
教
育
の
研
究
者
か
ら
）
非
宗
教
者
が
宗
教
者
や
現
地
の
人
と
共
有

す
る
価
値
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
。（
こ
れ
を
受
け
る
形
で
教

団
系
の
附
置
研
究
所
に
勤
務
す
る
宗
教
心
理
学
者
か
ら
）
宗
教
者
と
非
宗

教
者
を
分
け
る
こ
と
自
体
が
疑
問
で
発
題
者
間
に
も
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
疑
義
。（
さ
ら
に
こ
れ
を
受
け
て
情
報
学
者
か
ら
）

関
与
し
て
い
く
中
で
宗
教
な
り
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な
り
を
巡
っ
て
当

事
者
の
幸
福
度
を
分
か
つ
指
標
は
何
か
と
い
う
問
い
。（
生
命
倫
理
・
死

生
学
研
究
者
か
ら
）
関
与
型
研
究
は
宗
教
／
非
宗
教
の
ボ
ー
ダ
ー
を
再
構

成
す
る
、
も
っ
と
い
う
と
宗
教
性
の
再
創
造
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
コ
メ

ン
ト
で
あ
る
。

　

以
上
の
質
問
に
発
題
者
か
ら
、
各
自
の
従
事
す
る
現
場
に
即
し
た
回
答

が
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
を
許
さ
れ
た
い
。
司
会
／
コ
メ
ン
テ

ー
タ
と
し
て
は
冒
頭
の
徳
之
島
の
質
問
は
関
与
型
研
究
の
一
つ
の
段
階
に

は
、
か
か
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
的
側
面
が
あ
る
と
答
え
た
。
そ
れ
以
降

の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
は
宗
教
者
／
非
宗
教
者
に
関
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は

冒
頭
に
司
会
者
と
し
て
研
究
者
と
宗
教
者
が
価
値
を
共
有
す
る
と
い
う
問

題
提
起
を
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
価
値
の
共
有
が
同
床
異
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三
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
分
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。
す
な
わ
ち
研
究

１

・
０

（
従
来
の
意
味
で
の
宗
教
と
社
会
貢
献
研
究
）
は
対
象
へ
の
非
関

与
と
間
接
的
（
直
接
的
社
会
貢
献
で
は
な
い
）
貢
献
、
研
究
２

・
０

（
宗

教
研
究
者
の
社
会
貢
献
）
は
対
象
へ
の
限
定
的
関
与
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
的
貢

献
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
型
）、
そ
し
て
研
究
３

・
０

（
宗
教
者
と
の
社
会
貢
献
・
研

究
）
は
対
象
へ
の
非
限
定
的
関
与
と
価
値
共
有
的
貢
献
で
、
価
値
共
有
的

と
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
対
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（Creating Shared V

alue

）
を
そ
の

特
徴
に
す
る
こ
と
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｓ
Ｒ
型
が
研
究
者
と
宗
教
者

（
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
と
の
非
研
究
的
（
研
究
者
の
研
究
と
は
必
ず

し
も
結
び
つ
か
な
い
）
貢
献
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
関
与
型
研
究
で
あ
る

Ｃ
Ｓ
Ｖ
型
は
研
究
者
と
宗
教
者
（
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
に
よ
る
価
値

の
共
有
を
模
索
し
た
研
究
と
い
え
る
。
そ
し
て
研
究
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
宗
教
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会
や
世
界
が
豊
か
に
な
り
、
人
々
が
幸
せ

に
な
る
方
向
性
を
関
与
型
研
究
は
目
指
す
。
地
域
社
会
、
被
災
地
、
貧
困

の
現
場
、
ケ
ア
の
現
場
に
身
を
置
き
、
研
究
を
行
う
登
壇
者
は
、
こ
う
し

た
研
究
と
社
会
の
豊
か
さ
、
人
々
の
幸
せ
と
の
両
立
を
願
っ
て
い
る
点

で
、
志
を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
と
司
会
者
は
確
信
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
パ
ネ
ル
は
科
研
費
基
盤
研
究（
Ｂ
）「
復
興
期
に
お
け
る

震
災
文
化
の
研
究
―
宗
教
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
実
践
―
」（17H

02273

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

護
・
福
祉
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
従
っ
て
宗
教
研
究
が
こ
う
し
た
分
野
に
ま
た
が
る
時
、
ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
的
な
手
法
を
と
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
と
も
い
え
る
。
宗
教
研

究
者
が
（
時
に
信
仰
に
基
づ
く
）
実
践
と
と
も
に
、
そ
れ
自
身
を
調
査
対

象
に
す
る
こ
と
は
、
臨
床
家
が
自
ら
の
実
践
を
研
究
す
る
こ
と
と
大
き
な

違
い
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
同
時
に
科
学
的
な
宗
教
学
は
、
そ
の
学
と
し
て
の
自
立
性
を
、

神
学
・
宗
学
と
い
っ
た
規
範
的
学
問
か
ら
い
か
に
身
を
離
す
か
に
よ
っ
て

獲
得
し
て
き
た
。
ま
た
信
仰
者
の
価
値
観
に
安
易
に
踏
み
込
ま
な
い
原
則

が
、
一
方
で
実
証
的
研
究
の
洗
練
を
、
他
方
で
対
象
へ
の
敬
意
を
育
ん
で

き
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
関
与
型
研
究
は
、
そ
の
方
法
・

立
場
・
思
想
へ
の
絶
え
ざ
る
洞
察
や
自
己
批
判
な
し
に
は
、
緊
張
感
の
喪

失
と
対
象
へ
の
尊
大
な
無
理
解
を
生
み
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
パ

ネ
ル
で
は
、
調
査
対
象
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
自
ら
の
研
究
を
模
索
す

る
、
研
究
者
で
も
あ
り
、
実
践
家
で
も
あ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
報
告
を
受
け
、

関
与
型
研
究
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
の
可
能
性
と
課
題
を
検
討
す
る
。

　

そ
こ
で
研
究
と
実
践
の
双
方
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
俯
瞰
で
き

る
人
選
を
行
い
、
近
現
代
の
仏
像
研
究
者
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
君
島
彩

子
、
宗
教
心
理
学
者
で
あ
り
、
震
災
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編
の
現
場
に

通
い
続
け
て
い
る
河
東
仁
、
浄
土
教
研
究
者
で
あ
り
、
僧
侶
の
吉
水
岳
彦
、

死
生
学
の
研
究
者
で
あ
り
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
実
践
と
人
材
養
成

に
携
わ
る
山
本
佳
世
子
の
登
壇
と
な
っ
た
。

　

な
お
宗
教
社
会
学
者
で
学
生
の
被
災
地
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
弓
山
達

也
は
、
司
会
者
と
し
て
問
題
提
起
と
コ
メ
ン
ト
（
前
述
）
を
行
っ
た
。
問

題
提
起
は
「
宗
教
と
社
会
貢
献
」
研
究
を
、
関
与
と
貢
献
の
度
合
い
か
ら
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命
倫
理
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
安
楽
死
や
尊
厳
死
の
よ
う
な

「
死
ぬ
こ
と
（
死
な
せ
る
こ
と
）」
を
め
ぐ
る
自
己
決
定
や
代
理
決
定
の
安

易
な
肯
定
に
対
し
て
も
っ
と
も
大
き
な
反
対
勢
力
と
な
っ
て
き
た
の
が
障

害
者
運
動
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
七
月
に
起
こ
っ
た
相
模
原
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
か
ん
に
「
優
生

思
想
」
と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
た
。
優
生
思
想
は
「
良
い
」
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
が
貼
ら
れ
た
生
命
（
人
間
）
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
、「
悪
い
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
生
命
（
人
間
）
を
で
き
る
だ
け
減
ら
そ
う
と

す
る
思
想
だ
と
す
る
と
、
現
代
で
は
従
来
の
よ
う
な
国
家
政
策
と
し
て
の

あ
か
ら
さ
ま
な
優
生
思
想
よ
り
も
個
人
の
選
択
に
重
き
を
置
く
よ
う
な
優

生
思
想
が
根
強
く
は
び
こ
っ
て
お
り
、
出
生
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
命

操
作
技
術
の
進
展
（
出
生
前
診
断
、
着
床
前
診
断
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン

ト
、
遺
伝
子
操
作
）
が
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

「
尊
厳
死
」
と
い
う
言
葉
が
「
尊
厳
の
あ
る
生
」
と
「
尊
厳
の
な
い
生
」

と
の
対
置
（
後
者
で
あ
れ
ば
「
尊
厳
の
あ
る
死
を
」）
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
死
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
倫
理
問
題
（
脳
死
臓

器
移
植
な
ど
）
に
お
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
従
来
の
生
命
倫
理
学

は
こ
う
し
た
優
生
思
想
を
乗
り
越
え
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
内
包

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
優
生
思
想
と
い
う
も
の
が
特
別
な
人
だ
け
が
抱
く

偏
っ
た
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
私
た
ち
の
日
常
的
な
「
内
な
る

優
生
思
想
」（
た
と
え
ば
「
病
気
や
障
害
は
『
あ
る
』
よ
り
『
な
い
』
方

が
い
い
」「
五
体
満
足
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
た
い
」）
と
地
続
き
だ
か
ら
で

あ
る
。
相
模
原
事
件
の
植
松
容
疑
者
が
殺
害
対
象
に
選
ん
だ
人
々
を
「
心

失
者
」
と
呼
ん
で
い
た
の
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
「
意
思
疎
通
の
で
き
な

い
人
＝
人
間
の
心
を
も
っ
て
い
な
い
（
人
間
で
は
な
い
）
人
」
と
い
う
意

宗
教
・
障
害
・
共
同
体

│
│ 

障
害
と
共
に
生
き
る
こ
と
の
宗
教
性 

│
│

代
表
者
・
司
会　

安
藤
泰
至

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

板
井
正
斉

「
人
間
に
な
る
」
こ
と
と
し
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

安
藤　

泰
至

　

二
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
生
命
倫
理
や
死
生
学
を
主
た
る
研
究
領
域
と

し
て
き
た
発
表
者
が
障
害
の
問
題
に
深
い
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
ア
リ
シ
ア
・
ウ
ー
レ
ッ
ト
の
『
生
命
倫
理
学
と
障
害
学
の
対
話
│
│

障
害
者
を
排
除
し
な
い
生
命
倫
理
へ
』（
生
活
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
を

児
玉
真
美
と
共
に
翻
訳
し
た
経
験
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
で
描
か
れ

て
い
る
障
害
学
や
障
害
者
運
動
か
ら
の
（
従
来
の
）
生
命
倫
理
学
に
対
す

る
批
判
は
、
発
表
者
が
こ
れ
ま
で
広
義
の
宗
教
的
な
い
し
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
観
点
か
ら
生
命
倫
理
学
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
批
判
と
重
な
る
点
が

多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
命
倫
理（
学
）（bioethics
）
は
そ
の
字
面

か
ら
「
い
の
ち
を
守
る
倫
理（
学
）」
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
生
命
倫
理
学
は
「
患
者
の
自
己
決
定
権
」
や
「
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
な
ど
の
考
え
を
基
に
、
勝
手
に
人
体
実
験

の
材
料
に
さ
れ
た
り
、
リ
ス
ク
も
知
ら
さ
れ
ず
に
危
険
な
手
術
を
施
行
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
私
た
ち
の
い
の
ち
を
守
っ
て
き
た
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
生
命
倫
理
学
は
「
守
る
べ
き
い
の

ち
」
と
「
そ
う
で
な
い
い
の
ち
」
の
間
に
質
的
な
線
引
き
を
し
、
後
者
を

切
り
捨
て
る
よ
う
な
働
き
を
し
て
き
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
生
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虐
待
す
れ
す
れ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
支
援
が
ど
う
し
て
も
増
え
て
い
く
。

虐
待
も
起
き
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
入
所
型
の
施
設
は
、
社
会
学
者
の

Ｅ
・
ゴ
ッ
フ
マ
ン
が
名
付
け
た
「
全
面
管
理
施
設
」「
組
織
病
理
と
し
て

の
管
理
主
義
化
」
の
特
徴
が
強
く
出
や
す
い
。

　

社
会
福
祉
専
門
職
は
初
期
に
お
い
て
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
隣
接
諸
科
学
を
取
り
込
み
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
切
り
離
さ
れ
た
専
門
職
化
の
道
を
辿
っ
た
。

こ
の
状
態
は
一
九
九
〇
年
代
ま
で
継
続
し
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
中
心
に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
志
向
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と
し

て
近
年
は
多
様
な
宗
教
に
基
づ
く
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
前
提
と
し
た

利
用
者
の
意
味
世
界
の
理
解
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
種
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

状
態
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
学
問
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
実
践
特
に
日

本
で
の
実
践
で
は
萌
芽
期
以
前
で
あ
る
。

　

特
定
宗
教
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
系
施
設
は
多
い
が
、
戦
後
憲
法
に
定
め

る
公
私
分
離
に
よ
り
、
礼
拝
等
宗
教
行
為
や
宣
教
が
制
限
ま
た
は
自
粛
さ

れ
、
組
織
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
実
践
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
リ
サ
ー
チ
で
は
個
人
的
レ
ベ
ル
の
実
践
は
存
在
し

て
い
る
が
、
無
宗
教
の
法
人
と
全
く
同
様
、
虐
待
事
件
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
現
実
も
あ
る
。

　

専
門
教
育
を
受
け
た
卒
業
生
は
困
難
状
況
の
中
で
現
場
に
流
さ
れ
ま
い

と
悩
み
、
折
り
合
い
を
つ
け
て
流
さ
れ
、
区
切
り
を
つ
け
て
転
職
す
る
。

悪
く
す
る
と
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と

は
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
フ
ロ
イ
デ
ン
バ
ー
カ
ー
が
名
付
け
た
一
種
の
心

因
性
鬱
病
で
、
対
人
援
助
職
が
意
欲
を
失
な
い
、
利
用
者
に
対
す
る
「
脱

人
格
化
」、「
情
緒
的
消
耗
感
」、「
個
人
的
達
成
感
の
低
下
」
を
示
す
。
こ

味
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
、
そ
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
が
植
松
自
身

の
「
人
間
と
し
て
の
心
」
を
根
っ
こ
か
ら
崩
し
て
し
ま
う
存
在
と
し
て
意

識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
優
生
思

想
を
「
障
害
者
抹
殺
の
思
想
」
だ
と
か
「
障
害
者
差
別
」
だ
と
言
っ
て
非

難
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
、
生
産
至
上
主
義
や
能
力
主
義
、
効

率
主
義
に
お
か
さ
れ
た
社
会
の
な
か
で
、「
人
間
と
し
て
の
心
」
や
人
間

を
人
間
と
し
て
遇
す
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
な
私
た
ち
に
そ
れ
を
一
方
的
に

糾
弾
す
る
資
格
は
な
い
。「
生
き
る
価
値
の
あ
る
人
間
」
と
「
生
き
る
価

値
の
な
い
人
間
」
の
峻
別
と
い
う
優
生
思
想
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

そ
う
し
た
社
会
的
価
値
と
は
異
な
る
「
別
の
も
の
さ
し
」「
別
の
ま
な
ざ

し
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
、
宗
教
の
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
知
的
障
害
、
認
知
症
、
精
神
障
害
を
扱
っ
た

三
冊
の
本
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、
人
間
が
自
ら
の
有
限
性
を
徹
底
的
に

自
覚
す
る
こ
と
で
も
う
一
度
「
人
間
に
な
る
」
こ
と
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
を
と
ら
え
直
す
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

社
会
福
祉
実
践
現
場
の
現
状
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ深

谷　

美
枝

　

現
在
障
害
者
の
施
設
は
入
所
通
所
を
問
わ
ず
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
含
め

て
色
々
な
意
味
で
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
ま
ず
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
と
し

て
人
が
集
ま
ら
ず
、
専
門
職
と
し
て
養
成
さ
れ
て
い
な
い
人
た
ち
に
支
援

が
か
な
り
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
高
齢
化
・
重
度
化
・
困
難
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

　

専
門
的
ス
キ
ル
や
知
識
が
な
く
、
専
門
職
と
し
て
の
倫
理
が
未
確
立
な

中
で
、
支
援
困
難
度
が
高
く
な
る
と
機
械
的
な
支
援
や
力
ず
く
の
支
援
、
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〈
ラ
ル
シ
ュ
〉
共
同
体
は
、
一
九
六
四
年
に
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ニ
エ
と
い

う
カ
ナ
ダ
出
身
の
男
性
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
基
づ
き
第
二
ヴ
ァ
チ
カ

ン
公
会
議
の
精
神
の
も
と
に
、
知
的
な
障
害
が
あ
る
男
性
二
人
と
共
同
生

活
を
始
め
た
こ
と
か
ら
誕
生
し
た
。
そ
の
後
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
信
仰
に

基
づ
く
共
同
体
が
各
地
に
生
ま
れ
、
現
在
は
世
界
三
十
五
カ
国
に
一
四
〇

カ
所
以
上
の
共
同
体
を
数
え
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

一
つ
の
共
同
体
は
四
―
五
軒
の
家
か
ら
な
り
、
各
家
に
四
―
五
人
の
メ
ン

バ
ー
（
知
的
な
障
害
が
あ
る
人
）
と
ほ
ぼ
同
数
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
暮
ら

す
。
欧
米
先
進
諸
国
で
は
通
常
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
行
政
の
援
助
と

指
導
の
下
に
あ
り
、
障
害
者
と
労
働
者
の
権
利
を
守
っ
て
正
し
く
運
営
さ

れ
る
「
プ
ロ
化
」
が
進
展
し
て
い
る
。
他
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
多
く
は
「
市
民
貢
献
活
動
」
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
一
年
滞
在

す
る
若
者
で
、
宗
教
や
福
祉
へ
の
関
心
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
共
同
体

で
は
、
ヴ
ァ
ニ
エ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
生
き
る
こ
と
を
掲
げ
た
ア
シ
ス
タ
ン

ト
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
「
貧
し
さ
の
霊

性
」。
最
も
貧
し
い
者
、
排
除
さ
れ
た
者
、
困
難
を
生
き
る
者
と
共
に
生

き
る
こ
と
こ
そ
、「
イ
エ
ス
と
共
に
生
き
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ

そ
真
の
「
出
会
い
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
第
二
の
、「
力
へ
の
誘
惑

と
弱
さ
へ
の
恐
れ
」
か
ら
「
共
同
体
へ
の
帰
属
に
よ
る
解
放
」
へ
、
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
。
力
強
く
有
能
で
あ
る
こ
と
を
評
価
す
る
現

代
社
会
で
私
た
ち
は
弱
さ
（
貧
し
さ
）
を
怖
れ
、
そ
こ
に
自
他
の
弱
さ
に

対
す
る
暴
力
性
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
暴
力
性
と
向
き
合
い
弱
さ
へ
の
怖
れ

か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
の
が
、「
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
帰
属
の
場
」

に
迎
え
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
で
自
他
の
弱
さ
を
共
に
生
き
る
と
い
う
生
き
方

こ
十
年
程
度
の
知
的
障
害
関
係
の
調
査
論
文
で
は
二
〇
〜
四
〇
％
と
い
う

高
い
燃
え
尽
き
率
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
現
状
の
中
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
最
後
の
砦
、「
管
理
主
義

化
に
流
さ
れ
ず
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
抵
抗
し
て
利
用
者
を
人
間
と
し
て
遇

し
、
自
ら
も
人
間
で
あ
る
た
め
の
砦
」
で
あ
る
。
社
会
福
祉
専
門
職
と
し

て
の
倫
理
を
下
支
え
す
る
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
。
無
宗
教
の
日
本
人
で

は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
見
え
に
く
い
が
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
し
た
卒
業

生
対
象
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
（
霊
的
痛

み
）
と
し
て
見
え
た
。

　

そ
れ
は
主
観
的
に
極
限
に
直
面
し
、
生
き
延
び
る
た
め
に
障
害
者
を
人

間
と
し
て
扱
わ
ず
に
自
ら
の
信
念
を
裏
切
り
、
人
間
性
を
失
う
自
分
に
直

面
さ
せ
ら
れ
る
体
験
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
発
表
者
も
か
つ
て
同

じ
よ
う
な
状
況
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

バ
ー
ン
ア
ウ
ト
ま
で
行
か
な
く
と
も
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
支
援
へ
の
危
機

ま
た
は
圧
力
に
常
に
大
部
分
の
職
員
が
曝
さ
れ
て
い
る
の
が
社
会
福
祉
現

場
の
現
実
で
あ
る
。
そ
の
中
で
あ
く
ま
で
も
兄
弟
姉
妹
と
し
て
障
害
を
持

っ
た
方
た
ち
と
関
わ
り
、
関
わ
り
な
が
ら
自
分
も
人
間
に
留
ま
れ
る
。
そ

れ
は
や
は
り
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
で
し
か
な
い
の
だ
と
い
う
の
が
発
表

者
の
体
験
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
ラ
ル
シ
ュ
〉
共
同
体
の
宗
教
性 

│
│ 「
権
利
」
と
「
祈
り
」 │
│

寺
戸　

淳
子

　

本
発
表
で
は
、
知
的
な
障
害
が
あ
る
人
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
共
に
暮
ら

す
共
同
体
運
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
「
人
間
の
弱
さ
」
を
め
ぐ
る
活
動
理

念
が
市
民
社
会
で
も
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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極
の
貧
し
さ
）」
に
対
す
る
怖
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
祈
り
と
祝
祭
の
場
と

し
て
提
示
す
る
。
貧
し
さ
（
弱
さ
・
死
）
へ
の
恐
怖
に
よ
っ
て
つ
な
が
り

が
断
ち
切
ら
れ
る
状
況
（「
依
存
関
係
」
の
「
市
民
社
会
」
か
ら
の
排
除
）

か
ら
、「
他
者
を
受
け
取
る
力
と
し
て
の
貧
し
さ
（
喜
び
の
源
と
な
る
、

最
も
弱
い
者
の
豊
か
さ
）」
を
生
き
る
障
害
者
に
よ
っ
て
人
々
が
つ
な
が

る
場
へ
の
転
換
。
ヴ
ァ
ニ
エ
は
こ
の
「
人
間
の
根
源
的
貧
し
さ
が
解
放
さ

れ
る
場
」
で
生
き
る
こ
と
が
、
人
々
の
閉
ざ
さ
れ
た
心
を
い
や
し
、
社
会

を
変
え
る
可
能
性
を
、
語
っ
て
い
る
。

「
社
会
モ
デ
ル
」
の
思
想
と
宗
教

│
│ 

共
生
す
る
社
会
の
構
築
に
向
け
て 

│
│

頼
尊　

恒
信

　

本
発
表
に
お
い
て
は
、
特
に
障
害
学
や
、
障
害
者
福
祉
の
世
界
で
語
れ

る
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
思
想
と
宗
教
思
想
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
。
特

に
社
会
モ
デ
ル
の
思
想
は
、
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
や
障
害
者
差
別
解

消
法
な
ど
国
際
的
人
権
・
権
利
保
障
の
潮
流
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。

障
害
者
権
利
条
約
は
、
そ
の
第
十
九
条
の
タ
イ
ト
ル
「
自
立
し
た
生
活
及

び
地
域
社
会
へ
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
地
域
社

会
で
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
を
条
約
の
柱
と
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
の
条
約

を
二
〇
〇
六
年
に
批
准
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
条
約
批
准
の
一
〇
年
後
の
昨
年
七
月
、
相
模
原
市
の

障
害
者
施
設
で
十
九
名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
相
模
原
事
件
が

起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
分
類

さ
れ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
優
生
思
想
が
存
在
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
障
害
者
権
利
条
十
九
条
で
「
自
立
し
た
生
活
及
び
地
域
社
会

で
あ
る
。

　

こ
の
「
貧
し
さ
（
メ
ン
バ
ー
の
弱
さ
）
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
貧
し
さ

（
人
間
に
共
通
の
弱
さ
）
が
開
か
れ
る
場
」
と
し
て
の
共
同
体
と
「
市
民
社

会
」
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
る
の
が
エ
ヴ
ァ
・
フ
ェ
ダ
ー
・

キ
テ
イ
（『
愛
の
労
働　

あ
る
い
は
依
存
と
ケ
ア
の
正
義
論
』）
で
あ
る
。

キ
テ
イ
は
「
依
存
労
働
（
幼
児
・
病
人
・
障
害
者
・
老
人
な
ど
、
依
存
状

態
に
あ
る
人
た
ち
を
支
え
る
営
み
）」
の
概
念
を
用
い
な
が
ら
、
欧
米
型

先
進
諸
国
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
労
働
に
携
わ
る
人
々
も
ま
た
、
市
民
社

会
に
お
け
る
「
正
義
（
平
等
な
権
利
の
保
障
）」
の
観
点
か
ら
は
「
依
存

状
態
（
自
律
し
た
市
民
と
し
て
義
務
を
果
た
し
力
を
発
揮
す
る
自
由
が
な

い
、
す
な
わ
ち
完
全
な
市
民
で
は
な
い
）」
に
置
か
れ
る
と
し
て
、
依
存

労
働
を
め
ぐ
る
構
造
的
暴
力
（
依
存
状
態
に
あ
る
人
を
支
え
る
こ
と
で
自

ら
も
依
存
状
態
に
な
る
）
の
存
在
を
問
題
化
す
る
。
そ
し
て
、
行
政
が
求

め
る
「
ケ
ア
の
質
」
を
保
障
す
る
の
は
、
行
政
が
保
障
し
損
ね
て
い
る

「
依
存
労
働
の
現
場
を
構
成
す
る
依
存
関
係
の
質
」
で
あ
る
と
述
べ
、
そ

も
そ
も
「
依
存
関
係
」
と
い
う
「
人
間
の
条
件
」
を
度
外
視
し
た
「
条
件

設
定
」
の
も
と
で
の
み
実
現
可
能
な
「
平
等
」
は
真
の
平
等
で
は
な
い
と

批
判
す
る
。

　

キ
テ
イ
の
関
心
は
「
真
の
平
等
」
の
実
現
に
あ
る
た
め
、
依
存
関
係
に

つ
い
て
は
障
害
が
あ
る
娘
と
の
体
験
談
に
留
ま
り
、
考
察
は
深
め
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
の
「
依
存
関
係
が
保
障
さ
れ
た
場
」
と
し
て
、
ラ
ル
シ
ュ
共

同
体
と
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
共
同

体
の
意
義
に
つ
い
て
ヴ
ァ
ニ
エ
は
、「
共
同
生
活
で
最
も
大
切
な
の
は
…

毎
日
を
寿
ぐ
こ
と
、
生
だ
け
で
な
く
死
を
寿
ぎ
、
死
に
つ
い
て
語
り
、
死

に
ゆ
く
人
々
に
寄
り
そ
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、
共
同
体
を
「
死
（
究
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考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
西
洋
的
な
「
個
人
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
自
立
の

思
想
と
は
異
な
り
、
倶
会
一
処
の
思
想
に
代
表
さ
れ
る
「
と
も
に
い
き

る
」
こ
と
を
そ
の
思
想
の
根
底
に
置
い
て
き
た
。

　

だ
が
、
そ
の
「
と
も
に
い
き
る
」
と
い
う
思
想
は
、
伝
統
的
に
は
、
例

え
ば
、「
村
八
分
」
の
よ
う
に
排
除
と
包
摂
の
関
係
が
併
存
す
る
状
態
が

日
本
的
な
社
会
形
成
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
な
「
わ
れ

ら
の
共
同
体
」
の
思
想
の
中
に
も
排
除
性
が
含
有
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。

　

相
模
原
事
件
を
受
け
て
、
権
利
保
障
の
思
想
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
社
会
の
前
提
と
し
て
の
福
祉
的
土
壌
の
醸
成
が
必
要
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
「
共
生
思
想
」
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
よ
う
に
、「
日
本
的
共
生
思
想
」
の
中
に
も
排
除

性
が
含
有
さ
れ
て
い
る
。
日
本
的
共
生
思
想
が
差
別
を
超
克
す
る
た
め
に

は
、
西
洋
的
な
権
利
保
障
思
想
と
し
て
の
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
思
想
を
ベ

ー
ス
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
西
洋
的
権
利
保
障
思
想
と
日
本
的
共
生
思
想

が
相
互
に
補
完
し
合
う
と
こ
ろ
に
、
権
利
保
障
と
共
生
が
併
存
す
る
土
壌

の
形
成
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
宗
教
が
大
き
く
寄
与
で
き
る
こ

と
を
述
べ
、
宗
教
的
・
権
利
保
障
的
共
生
の
土
壌
が
構
築
さ
れ
て
い
く
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト

板
井　

正
斉

　

ま
ず
も
っ
て
、「
い
の
ち
」「
障
害
」「
宗
教
」「
共
同
体
」
を
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
あ
る
い
は
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
研
究
継
続
し
て
き
た
各
発
表
者

が
、
い
わ
ゆ
る
「
相
模
原
事
件
」
と
い
う
不
幸
を
き
っ
か
け
に
「
障
害
と

へ
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
施
設
入

所
者
数
が
一
向
に
減
ら
な
い
の
は
、
相
模
原
事
件
を
引
き
起
こ
す
一
因
と

な
っ
て
い
る
の
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

日
本
に
は
、
た
と
え
ば
四
国
遍
路
と
お
接
待
、
伊
勢
神
宮
と
伊
勢
の
ま

ち
づ
く
り
、
天
理
教
と
天
理
市
な
ど
、
宗
教
性
を
ベ
ー
ス
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
や
市
民
（
住
民
）
性
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
現
代
の
福

祉
政
策
は
、
政
教
分
離
と
い
う
二
項
対
立
の
上
で
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

は
た
し
て
、
そ
れ
は
明
確
に
分
化
で
き
る
の
と
は
い
い
が
た
い
。
む
し
ろ
、

そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
性
を
「
下
支
え
」
す
る
宗
教
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
、
宗
教
の
社
会
貢
献
性
が
見
え
て
く
る
。

　

そ
れ
は
、
た
と
え
ば
天
台
宗
の
一
隅
を
照
ら
す
運
動
、
浄
土
宗
の
共
生

（
と
も
い
き
）
運
動
、
浄
土
真
宗
の
「
わ
れ
ら
」
の
思
想
な
ど
、
日
本
の

大
乗
仏
教
思
想
の
中
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
」
と
の
共
生
思
想
が
そ
の
宗

教
的
課
題
の
一
つ
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
的
課
題
と
し
て

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
自
体
が
日
本
的
な
大
乗
仏
教
の
実
践
と

い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
者
の
宗
教
的
実
践
が
、
日
本
に
お

け
る
共
生
思
想
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
一
切
衆
生
と
共
に
」
と
い
う
仏
教
（
浄
土
教
）
の
共
生

思
想
に
立
ち
返
る
と
、
と
も
に
如
来
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
身
と
い

う
意
味
で
の
共
生
思
想
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
共
生
思
想
は
、

「（
如
来
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
あ
る
）
わ
れ
ら
」
と
い
う
共
同
体
の
思
想

と
も
い
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
「
わ
れ
ら
の
共
同
体
」
の
思
想
に
仏
教
障
害
者
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
の
原
点
が
あ
り
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
協
働
の
思
想
が
見
い
だ
せ
る
と
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性
の
高
度
化
を
希
求
し
な
が
ら
、
従
事
者
数
の
低
下
と
い
う
矛
盾
の
拡
大

が
起
こ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
家
資
格
養
成
現
場
も
受
験
対
策
教
育
に
偏

重
し
、
エ
ー
ト
ス
、
マ
イ
ン
ド
の
軽
視
は
否
め
な
い
。
そ
う
い
っ
た
専
門

性
を
め
ぐ
る
悪
循
環
が
結
果
と
し
て
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
支
援
を
増
加
さ
せ
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
国
家
資
格
化
（
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
化
）

そ
の
も
の
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
障
害
者
福
祉
専
門
職
を
現

実
的
に
支
え
る
た
め
に
は
、
専
門
性
、
宗
教
性
、
人
間
性
は
ど
の
よ
う
な

バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
の
が
良
い
の
か
。
そ
こ
に
、
医
療
専
門
職
と
の
共

通
点
、
相
違
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
（
三
）「
共
同
体
」
か
ら
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
共
生
社
会
へ
。

宗
教
性
の
役
割
・
可
能
性
は
あ
る
か
？

　

医
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
共
通
ト
レ
ン
ド
の
一
つ
は
、「
地
域
福
祉
」
か

ら
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
経
て
、「
地
域
共
生
社
会
（
高
齢
者
・

障
害
者
・
子
ど
も
な
ど
全
て
の
人
々
が
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き

が
い
を
、
と
も
に
創
り
、
高
め
合
う
社
会
）」
へ
の
政
策
変
化
で
あ
る
。

介
護
・
育
児
・
障
害
・
生
活
困
窮
な
ど
に
対
応
し
た
包
括
的
な
支
援
と
し

て
「
縦
割
り
」
か
ら
「
丸
ご
と
」
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
支

援
者
・
被
支
援
者
、
法
人
・
組
織
を
超
え
て
、
さ
ら
に
多
様
な
価
値
観
を

内
包
す
る
「
地
域
」
が
支
援
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
。
果
た
し
て

「
地
域
」
を
支
え
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
あ
る
か
。
そ
の
可
能
性
と

し
て
、
向
谷
地
生
良
の
「
地
域
の
悩
み
が
教
会
の
悩
み
に
な
る
」
と
い
う

考
え
方
（
安
藤
発
表
）
や
、
日
本
宗
教
の
「
共
生
思
想
」（
頼
尊
発
表
）

が
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ニ
エ
の
「
霊

的
・
宗
教
的
完
成
の
た
め
の
人
間
的
基
礎
」
の
よ
う
な
宗
教
以
前
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
共
有
が
望
ま
し
い
の
か
。

共
に
生
き
る
こ
と
の
宗
教
性
」
を
考
え
あ
う
こ
と
の
意
義
は
極
め
て
大
き

い
。
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
実
に
向
き
合
い
、
そ
の
衝
撃
に
心
揺
さ
ぶ

ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
で
き
る
限
り
冷
静
に
、
我
々
の
専
門
性
を
重
ね

合
う
こ
と
の
中
か
ら
見
出
せ
る
「
知
」
を
共
有
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
意

図
か
ら
、
三
つ
の
コ
メ
ン
ト
（
質
問
を
含
む
）
を
申
し
上
げ
、
議
論
の
端

緒
と
し
た
い
。

　
（
一
）
宗
教
ベ
ー
ス
ド
な
障
害
者
施
設
に
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
障
害

者
施
設
に
な
い
も
の
は
な
に
か
？

　

寺
戸
発
表
で
〈
ラ
ル
シ
ュ
〉
共
同
体
運
動
が
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ニ
エ
の

宗
教
性
と
の
深
い
関
係
性
を
理
解
で
き
た
。
ま
た
深
谷
・
頼
尊
発
表
で
も

触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
事
業
史
上
、
宗
教
者
に
よ
る
、
あ
る

い
は
宗
教
を
背
景
に
し
た
福
祉
施
設
は
こ
れ
ま
で
も
先
進
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
（「「
下
支
え
」
す
る
宗
教
性
」）。
そ
の
一
方
、
現
代
で
は
法

人
上
の
社
会
福
祉
と
宗
教
と
の
区
分
に
よ
り
、
宗
教
は
背
面
化
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
近
年
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
多
様
（
株

式
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
参
入
）
に
な
る
中
で
、
宗
教
と
の
つ
な
が
り
は

さ
ら
に
埋
没
し
て
い
る
印
象
を
も
つ
。
あ
ら
た
め
て
、
宗
教
ベ
ー
ス
ド
な

障
害
者
施
設
に
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
い
障
害
者
施
設
に
な
い
も
の
と
は
な

ん
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
二
）
障
害
者
福
祉
に
従
事
す
る
ワ
ー
カ
ー
個
人
を
支
え
る
の
は
、
専

門
性
か
、
宗
教
性
か
、
そ
れ
と
も
人
間
性
な
の
か
？

　

深
谷
発
表
の
「
職
員
個
人
が
人
間
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
障
害
を
持
っ
た

利
用
者
を
人
間
と
し
て
遇
す
る
た
め
の
、
最
後
の
砦
」
と
し
て
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
結
論
は
共
感
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
社
会
福
祉
現

場
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
へ
目
を
向
け
る
と
、
国
家
資
格
化
に
よ
る
専
門
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者
、
支
援
者
、
研
究
者
と
い
っ
た
多
様
な
立
場
か
ら
の
視
点
を
交
え
つ

つ
、
こ
う
し
た
世
界
に
お
け
る
宗
教
と
障
害
、
共
同
体
の
問
題
に
光
を
当

て
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

企
画
者
の
安
藤
泰
至
は
、
生
命
倫
理
学
に
対
す
る
宗
教
的
な
観
点
か
ら

の
批
判
と
障
害
学
や
障
害
者
運
動
か
ら
の
批
判
に
は
重
な
る
点
が
多
い
こ

と
、
従
来
の
生
命
倫
理
学
は
守
る
べ
き
い
の
ち
（
生
き
る
価
値
の
あ
る
人

間
）
と
そ
う
で
な
い
い
の
ち
（
生
き
る
価
値
の
な
い
人
間
）
の
峻
別
と
い

う
優
生
思
想
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
は
広
い
意
味
で
宗
教
的
な
「
別
の
も
の
さ
し
」「
別
の

ま
な
ざ
し
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
私
た
ち
が
本
当
に

「
人
間
に
な
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
論
じ
た
。
続
い
て
深
谷
美
枝
は
、

専
門
職
化
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
た
社
会
福
祉
実
践
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
関
係
が
欧
米
で
は
当
事
者
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
再
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
実
践
に
お
い
て
は
、
厳
し
さ
を
増
す
現
場
の

中
で
実
践
者
自
身
も
障
害
を
も
つ
人
も
人
間
で
あ
る
た
め
の
「
最
後
の
砦

と
し
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
を
、
自
ら

の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
現
場
体
験
と
卒
業
生
研
究
の
結
果
か
ら
論
じ

た
。
寺
戸
淳
子
は
、〈
ラ
ル
シ
ュ
〉
共
同
体
運
動
の
創
設
者
ジ
ャ
ン
・
ヴ

ァ
ニ
エ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
本
質
を
「
貧
し
さ
の
霊
性
」
と
「〝
力
へ
の
誘

惑
と
弱
さ
へ
の
恐
れ
〞
か
ら
〝
共
同
体
へ
の
帰
属
に
よ
る
解
放
〞」
と
と

ら
え
、
エ
ヴ
ァ
・
フ
ェ
ダ
ー
・
キ
テ
ィ
の
論
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
う
し
た

共
同
体
と
市
民
社
会
の
関
係
や
権
利
に
包
摂
さ
れ
な
い
祈
り
や
祝
祭
の
意

義
を
考
察
し
た
。
最
後
に
頼
尊
恒
信
は
、
障
害
者
権
利
条
約
や
障
害
者
差

別
解
消
法
な
ど
国
際
的
人
権
・
権
利
保
障
の
潮
流
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
思
想
の
実
現
の
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
福
祉
的
土
壌

　

最
後
に
各
発
表
は
、
誰
も
が
地
域
で
幸
せ
に
共
生
す
る
こ
と
の
理
想
へ

向
か
っ
て
考
え
続
け
る
た
め
の
示
唆
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
ひ
き
つ
づ
き

の
議
論
に
期
待
し
た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

安
藤　

泰
至

　

日
本
で
は
、
近
年
に
お
け
る
障
害
者
基
本
法
の
改
正
（
二
〇
一
一
年
）、

障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
（
二
〇
一
四
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
障
害
の

あ
る
人
々
が
社
会
の
一
員
と
し
て
の
普
通
の
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
に
向
け
て
の
歩
み
は
着
実
に
進
ん
で
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
昨
年
の

相
模
原
障
害
者
殺
傷
事
件
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
あ

か
ら
さ
ま
な
優
生
思
想
や
障
害
者
排
除
の
動
き
も
顕
わ
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
本
パ
ネ
ル
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、「
障
害
と
共
に

生
き
る
」
こ
と
（
こ
こ
で
は
「
障
害
の
あ
る
人
が
自
ら
の
障
害
と
共
に
生

き
る
」「
す
べ
て
の
人
が
社
会
の
な
か
で
障
害
の
あ
る
人
々
と
共
に
生
き

る
」「
人
が
自
ら
の
有
限
性
と
向
き
合
い
な
が
ら
そ
れ
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
三
つ
の
意
味
を
含
め
て
い
る
）
に
つ
い
て
、
宗
教
や
宗
教
的
な
視

点
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
え
る
た
め
に
企
画

さ
れ
た
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
宗
教
や
宗
教
的
観
念
が
障
害
の
あ
る
人
々

へ
の
差
別
に
荷
担
し
た
り
、
そ
れ
を
強
化
し
て
き
た
と
い
う
事
実
も
あ
る

と
は
い
え
、
宗
祖
た
ち
の
思
想
や
行
動
の
面
で
も
、
種
々
の
社
会
福
祉
事

業
に
お
い
て
宗
教
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
面
で
も
、
障
害
者
運
動
へ
の

宗
教
や
宗
教
思
想
の
影
響
と
い
う
面
で
も
、
宗
教
は
障
害
の
あ
る
人
々
を

一
人
の
人
間
と
し
て
遇
し
、
そ
う
し
た
人
々
と
共
に
生
き
る
の
を
助
け
て

き
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
は
、（
障
害
）
当
事
者
、
宗
教
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政
教
関
係
の
国
際
比
較
と
新
し
い
公
共
宗
教
論
を
め
ざ
し
て

代
表
者
・
司
会　

櫻
井
義
秀

政
教
関
係
の
国
際
比
較
と
公
共
宗
教
論
の
視
点

櫻
井　

義
秀

　

宗
教
と
公
共
性
、
宗
教
の
社
会
参
加
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
一
九
八
〇
年

代
以
降
世
俗
化
論
に
代
わ
る
宗
教
論
と
し
て
欧
米
で
論
議
さ
れ
、
日
本
で

も
触
発
さ
れ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
の

公
共
宗
教
論
と
宗
教
の
脱
私
事
化
論
（
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
（
津
城
寛
文

訳
）『
近
代
世
界
の
公
共
宗
教
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
。José 

Casanova, Public R
eligions in the M

odern W
orld, U

niversi-
ty of Chicago Press, 1994

）
は
、
現
在
で
も
宗
教
研
究
の
み
な
ら
ず

（
島
薗
進
・
磯
前
順
一
編
『
宗
教
と
公
共
空
間
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
四
）、
日
本
の
社
会
科
学
全
般
に
広
く
参
照
さ
れ
て
い
る
（
日
本
政

治
学
会
編
『
宗
教
と
政
治
』
木
鐸
社
、
二
〇
一
三
）。

　

欧
米
に
お
け
る
Ｆ
Ｂ
Ｏ
／
Ｆ
Ｒ
Ｏ
研
究
は
、
教
会
が
醸
成
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
福
祉

資
源
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
研
究
が
主
流
で
あ
る
（Corw

in Sm
idt, 

R
eligion as Social Capital: Producing the Com

m
on G

ood, 
Baylor U

niversity Press, T
X
, 2003.　

白
波
瀬
達
也
『
宗
教
の
社

会
貢
献
を
問
い
直
す
│
│
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
現
場
か
ら
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
、
二
〇
一
五
）。
筆
者
自
身
も
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
後

に
叢
書
『
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
全
四
巻
』（
稲
場
圭
信
と

責
任
編
集
、
明
石
書
店
、
二
〇
一
二
―
一
三
）
を
刊
行
し
、
電
子
ジ
ャ
ー

の
醸
成
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
宗
教
が
大
き
く
寄
与
で
き
る
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
従
来
の
日
本
的
共
生
思
想
の
な
か
に
あ
る
排
除
性
に
も
警
戒

し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
土
壌
を
構
築
し
て
い
く
必
要
性
を
説
い
た
。
高
齢

者
・
障
害
者
の
伊
勢
神
宮
参
拝
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か

ら
神
道
と
福
祉
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
板
井
正
斉

は
、
①
宗
教
ベ
ー
ス
ド
の
障
害
者
施
設
と
そ
う
で
な
い
障
害
者
施
設
の
違

い
、
②
障
害
者
福
祉
に
従
事
す
る
ワ
ー
カ
ー
を
支
え
る
専
門
性
・
宗
教

性
・
人
間
性
の
関
係
、
③
「
共
同
体
」
か
ら
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地

域
共
生
社
会
に
向
け
て
の
宗
教
性
の
役
割
と
可
能
性
、
の
三
点
を
中
心
に

コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
板
井
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
各
発
表
者
の
応
答
の

な
か
で
、
さ
ら
に
議
論
は
立
体
的
に
な
り
、
共
有
す
る
問
い
が
あ
ぶ
り
出

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
本
学
会
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
テ

ー
マ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
満
員
の
フ
ロ
ア
を
交
え
た
熱
い
議
論

は
、
今
後
の
こ
の
領
域
を
め
ぐ
る
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
を
確
信
さ
せ

た
。
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化
の
経
験
）
が
人
間
社
会
の
宗
教
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
を
子
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
（
島
村
一
平
『
増
殖
す
る
シ
ャ

ー
マ
ン
│
│
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
』
春
風
社
、
二
〇
一
一
。
藤
本
透
子
編
『
現
代
ア
ジ
ア
の
宗
教
│
│

社
会
主
義
を
経
た
地
域
を
読
む
』
春
風
社
、
二
〇
一
五
。
滝
澤
克
彦
『
越

境
す
る
宗
教
│
│
モ
ン
ゴ
ル
の
福
音
派
』
新
泉
社
、
二
〇
一
五
）。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
政
教
関
係
と
越
境
す
る
宗
教
的
公
共
活
動滝

澤　

克
彦

　

ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
提
唱
し
た
公
共
宗
教
論
が
宗
教
学
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
し
て
一
定
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
検
討
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
特
に
、
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
自
身
が
認
め

て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
も
と
も
と
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
い
て
築

き
上
げ
ら
れ
た
限
定
的
な
枠
組
み
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
を
普
遍
的
な
宗
教
学
的
枠
組
み
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
改
め
て
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
公
共

宗
教
論
が
批
判
し
よ
う
と
し
た
世
俗
化
論
や
宗
教
の
私
事
化
論
自
体
、
社

会
の
な
か
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
「
宗
教
的
な
る
も
の
」
と
「
世
俗
的

な
る
も
の
」
の
二
元
論
的
制
度
化
を
前
提
と
し
て
お
り
、
公
共
宗
教
論
も

そ
の
枠
組
み
を
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
れ
を
、「
宗
教
」
と
そ
れ
以
外
の

境
界
が
極
め
て
あ
い
ま
い
な
、
多
く
の
非
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
当
て

は
め
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
そ
れ
自
体
が
極
め
て
遂
行
的
・
規
範
的
な
も

の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

七
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
社
会
主
義
体
制
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
国
の
事

例
は
、
そ
の
よ
う
な
公
共
宗
教
論
を
相
対
化
す
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

ナ
ル
『
宗
教
と
社
会
貢
献
』（
二
〇
一
二
年
か
ら
一
〇
号
ま
で
大
阪
大
学

リ
ポ
ジ
ト
リ
上
で
刊
行
）
に
お
い
て
当
該
研
究
領
域
に
お
け
る
理
論
と
実

証
の
蓄
積
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
か
ら
宗
教
団
体
が
公
共
領
域
に
参
画
す
る
か
ど
う
か
を

規
範
論
で
議
論
す
る
よ
り
も
、
当
該
社
会
の
政
教
関
係
に
よ
る
規
定
、
国

内
外
の
宗
教
団
体
に
よ
る
布
教
・
活
動
方
針
、
お
よ
び
当
該
社
会
に
お
け

る
人
々
の
物
質
的
・
精
神
的
希
求
と
い
っ
た
要
素
か
ら
具
体
的
な
調
査
研

究
を
蓄
積
す
る
方
が
実
り
多
い
。
と
り
わ
け
、
西
欧
―
日
本
の
比
較
を
軸

に
理
論
構
築
を
進
め
て
き
た
社
会
科
学
の
視
点
は
、
ア
ジ
ア
の
多
様
な
文

化
と
社
会
制
度
の
あ
り
方
か
ら
相
対
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
（
落
合
恵
美

子
編
『
親
密
圏
と
公
共
圏
の
再
編
成
│
│
ア
ジ
ア
近
代
か
ら
の
問
い
』
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
）、
本
研
究
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
理
論
構

築
を
目
指
す
。

　

本
研
究
が
な
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
の
文
脈
に
根
ざ
し
た

宗
教
社
会
学
の
理
論
構
築
で
あ
り
、
そ
れ
は
筆
者
が
、
国
際
宗
教
社
会
学

会
や
国
際
社
会
学
会
（RC22

宗
教
社
会
学
部
会
）
そ
れ
ぞ
れ
で
理
事
を

務
め
、
毎
年
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
な
が
ら
感
じ
、
ま
た
西
欧
の
研
究
者
か

ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
際
に
求
め
ら
れ
る
視
点
と
し

て
、
当
該
地
域
の
宗
教
や
人
々
に
と
っ
て
の
歴
史
的
起
点
を
植
民
地
主
義

と
近
代
化
の
経
験
か
ら
問
い
直
し
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ン
グ
「
一
章　

航

海
と
祈
り
―
大
西
洋
世
界
に
お
け
る
宗
教
の
系
譜
」「
二
章　

時
間
の
身

体
と
空
間
の
癒
や
し
―
宗
教
・
時
間
性
・
衛
生
」
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ガ
ー
ド

ナ
ー
・
村
上
辰
雄
編
『
宗
教
と
宗
教
学
の
間
│
│
新
し
い
共
同
体
へ
の

展
望
』
上
智
大
学
出
版
、
二
〇
一
五
）、
二
〇
世
紀
の
壮
大
な
社
会
実
験

（
社
会
主
義
と
い
う
世
俗
化
と
圧
縮
さ
れ
た
モ
ダ
ニ
テ
ィ
、
漸
次
的
民
主
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国
の
仏
教
機
関
や
僧
侶
が
モ
ン
ゴ
ル
国
で
社
会
福
祉
活
動
を
展
開
し
よ
う

と
す
る
際
に
も
、
あ
ま
り
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
は
裏
返
せ
ば
、
人
々
が
仏
教
に
そ
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
そ
れ

ほ
ど
求
め
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
仏
教
は
人
々
の
日
常

と
関
わ
り
な
が
ら
法
要
を
行
う
こ
と
で
、
す
で
に
公
共
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
宗
教
」
と
非
「
宗
教
」
を
連
続

的
に
捉
え
れ
ば
、「
公
共
」
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
仏

教
の
対
比
も
単
純
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
公
共
宗
教
」
と
い
う
対
象
を
実
在
的
に
論
じ
る

こ
と
が
い
か
に
問
題
か
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
我
々
が
「
公
共

宗
教
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
な
「
宗
教
」
に
付
随
す
る
一
群
の
イ
メ
ー
ジ

は
宗
教
研
究
者
以
外
の
人
々
に
も
広
く
流
通
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た

様
々
な
運
動
が
起
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
公
共

宗
教
」
は
、
実
在
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
観
念
的
な
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
展
開
が
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
そ

こ
で
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
普
遍
化
さ
れ

た
公
共
宗
教
論
の
役
割
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
イ
ダ
ン
革
命
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
諸
教
会
の
社
会
貢
献
活
動

髙
橋
沙
奈
美

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
に
か
け
て
、
キ
エ
フ
を
中

心
と
し
て
起
こ
っ
た
マ
イ
ダ
ン
革
命
を
、
現
行
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は

「
尊
厳
の
革
命
」
と
称
す
る
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ダ
ン
革
命
が
真
実
、
正
義
、

自
由
、
人
権
の
尊
重
と
い
っ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
価
値
観
」
を
重
視
し
、

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、「
宗
教
」
は
、
社
会
主
義
の
反
宗
教
政
策
に
よ
っ
て
「
公

的
領
域
」
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
私
的
領
域
」
で
密
か
に
行
わ

れ
る
も
の
と
し
て
対
象
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
「
宗
教
の
隠
棲
」

と
「
宗
教
」
に
関
わ
る
公
私
の
分
離
は
、
公
共
宗
教
論
が
前
提
と
す
る
よ

う
な
宗
教
／
世
俗
、
公
／
私
の
分
化
と
は
極
め
て
異
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
仏
教
に
由
来
す
る
一
部

の
日
常
的
実
践
が
「
宗
教
で
は
な
い
」
も
の
と
し
て
習
慣
化
し
て
い
く
傾

向
も
見
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
四
割
ほ
ど
の
人
々
は
自
身
を
ど
の
宗

教
の
信
者
で
も
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
完
全
な
無
宗
教
を
意

味
し
な
い
。
こ
の
点
は
日
本
と
よ
く
似
て
い
る
が
、「
無
宗
教
」
を
自
認

し
な
が
ら
、
正
月
や
葬
式
に
僧
侶
を
呼
び
、
試
験
や
病
気
の
際
に
寺
院
で

祈
願
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
極
め
て
自
然
な
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
宗
教
」
と
非
「
宗
教
」
が
連
続
的
に
重
な
り
あ
う

社
会
で
、「
公
共
宗
教
」
や
「
宗
教
の
社
会
貢
献
」
と
い
っ
た
も
の
が
、

決
し
て
西
洋
と
同
じ
内
容
を
も
つ
も
の
と
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　

一
方
で
、
多
く
の
宗
教
団
体
に
お
い
て
社
会
福
祉
活
動
が
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
た
に
モ
ン
ゴ
ル
に
入
っ

て
き
た
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教
は
、
信
仰
と
社
会
福
祉
活
動
が
強
く
結
び
つ

い
た
独
特
の
共
同
性
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
信
徒
を
ひ
き
つ

け
て
き
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
民
主
化
後
に
半
国
教
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
仏
教
は
、

ほ
と
ん
ど
社
会
福
祉
活
動
に
無
関
心
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
な

ど
を
「
モ
ノ
や
カ
ネ
で
信
者
を
集
め
て
い
る
」
と
非
難
す
る
一
方
で
、
自

ら
の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
は
内
面
的
な
次
元
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
。
外
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Ｕ
Ｏ
Ｃ-

Ｍ
Ｐ
系
の
教
会
は
、
教
会
法
上
合
法
の
正
教
会
で
、
国
内
の

正
教
会
の
約
七
割
の
教
区
が
こ
の
教
会
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ

ス
ク
ワ
の
権
威
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
嫌
露
・
親
欧

州
の
方
向
に
傾
く
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
お
よ
び
平
信
徒
の
共
感
・
支
持
を

集
め
に
く
い
。
多
く
の
高
位
聖
職
者
は
政
教
分
離
の
原
則
の
重
要
性
や
、

精
神
的
救
済
の
重
要
性
を
説
い
て
、
政
治
へ
の
不
関
与
を
重
視
す
る
一

方
、
個
別
に
活
動
す
る
司
祭
に
は
マ
イ
ダ
ン
革
命
の
精
神
を
支
持
す
る
リ

ベ
ラ
ル
な
論
客
が
目
立
つ
。
彼
ら
は
、
キ
エ
フ
・
モ
ヒ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

大
学
と
協
力
し
て
、
西
欧
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
歴
史
・
価
値
観
や
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
な
教
会
間
協
力
を
訴
え
る
書
物
を
出
版
・
翻
訳
す
る
ほ
か
、
テ
ゼ

修
道
会
と
協
力
し
て
、
東
部
戦
闘
地
域
か
ら
の
疎
開
児
童
と
そ
の
家
族
の

支
援
事
業
、
西
欧
派
遣
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｏ
Ｃ-

Ｋ
Ｐ
は
、

マ
イ
ダ
ン
革
命
時
に
積
極
的
に
デ
モ
隊
を
支
援
し
、
彼
ら
に
シ
ェ
ル
タ
ー

を
提
供
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
の
た
め
に
闘
う
人
々
を
支
援
す
る
と

い
う
教
会
の
立
場
は
、
社
会
貢
献
活
動
に
も
顕
著
で
あ
り
、
東
部
戦
線
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
医
療
物
資
発
送
な
ど
の
活
動
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
Ｕ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
社
会
貢
献
活
動
は
、
カ
リ
タ
ス
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
強
力
な
支
援
の
下
、
薬

物
・
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
の
支
援
、
エ
イ
ズ
対
策
活
動
な
ど
、
伝
統
的
な

福
祉
領
域
で
の
活
動
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｏ
Ｃ-

Ｍ
Ｐ
の
本
部
お
よ
び
Ｕ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
が
福
祉
領
域
に
お
け
る
伝
統

的
な
社
会
貢
献
に
よ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
に
お
け
る
当
該
教
会
の
有

意
義
性
を
担
保
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
マ
イ
ダ
ン
革
命
後
の
Ｕ
Ｏ
Ｃ-

Ｍ
Ｐ
の
リ
ベ
ラ
ル
な
司
祭
お
よ
び
Ｕ
Ｏ
Ｃ-

Ｋ
Ｐ
は
、
社
会
貢
献
活
動
を

通
じ
て
政
治
的
領
域
へ
進
出
を
図
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ク

人
間
中
心
的
価
値
観
に
基
づ
く
社
会
変
革
の
た
め
の
団
結
を
訴
え
る
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
て
の
見
方
で
あ
る
。

　

マ
イ
ダ
ン
革
命
に
は
、
聖
職
者
も
多
数
参
加
し
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
価

値
観
」
の
尊
重
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
団
結
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
主
権
の
尊
重
な
ど

を
訴
え
た
。
こ
の
経
験
を
経
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
諸
教
会
は
社
会
へ
の
積

極
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
展
開
す
る
必
要
性
を
感
じ
始
め
た
。
本
報
告

は
、
マ
イ
ダ
ン
革
命
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
諸
教
会
が
社
会
貢
献
事
業
に
い

か
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
マ
イ

ダ
ン
革
命
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
諸
教
会
の
公
共
宗
教
と
し
て
の
役
割
、

及
び
相
互
関
係
の
変
化
、
②
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
運
動
の
影
響

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
東
ス
ラ
ブ
民
族
が
正
教
を
奉
じ
る
起
源
と
な
っ
た
キ

エ
フ
を
首
都
と
し
、
国
民
の
約
七
割
が
信
者
を
自
認
す
る
、
敬
虔
な
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
多
い
国
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
大
多
数
派
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
正
教
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
親
ロ
シ
ア
の
狭
間
で

分
裂
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
現
在
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
権
威
を
認
め
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
座
Ｕ
Ｏ
Ｃ-

Ｍ
Ｐ
と
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
教
会
の
独
立
を
求
め
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
キ
エ
フ
総
主
教
座
Ｕ
Ｏ

Ｃ-

Ｋ
Ｐ
が
二
大
正
教
会
と
し
て
対
立
す
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
法
王
の
権

威
を
認
め
つ
つ
、
東
方
教
会
の
典
礼
を
維
持
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ギ
リ
シ

ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
Ｕ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
も
、
西
部
を
中
心
と
し
て
積
極
的
な
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
要
な
担
い

手
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
本
報
告
で
は
こ
れ
ら
三
つ
の
教
会
の
社
会
事
業

部
を
統
括
す
る
聖
職
者
を
中
心
と
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の
活

動
の
特
徴
を
具
体
例
を
も
と
に
捉
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
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う
趣
旨
の
声
明
を
発
表
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
団
体
に
参
加
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
が
、
ど
の
よ
う
に
宗

教
的
に
位
置
づ
け
、
靖
国
参
拝
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
二
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
紹
介
し
た
。
一
名
は
原
住
民
の
長

老
教
会
の
引
退
牧
師
、
も
う
一
名
は
台
湾
民
政
府
の
内
閣
官
房
と
い
う
女

性
信
者
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
従
来
型
の
台
湾
独
立
運
動
の
限

界
を
痛
感
し
、
台
湾
民
政
府
の
活
動
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
が
あ
る
か
ら
こ
そ
台
湾
民
政
府
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の
だ

と
し
、
靖
国
神
社
は
宗
教
施
設
で
は
な
く
記
念
の
た
め
の
場
所
で
あ
る
の

で
偶
像
崇
拝
に
は
あ
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
点
で
あ
る
。
特
に
後
者
の
女

性
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
と
ら
え
て
い
て
、
台
湾
民
政
府
の
進
む
方
向
は

正
し
い
か
祈
り
の
中
で
神
に
問
う
た
と
こ
ろ
肯
定
的
な
答
え
を
も
ら
っ
た

と
言
い
、
以
前
浅
草
の
雷
門
を
訪
れ
た
と
き
に
急
に
胸
が
痛
く
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
こ
れ
は
神
が
偶
像
崇
拝
の
場
所
に
行
く
こ
と
を
嫌
が
っ
た
か

ら
だ
が
、
靖
国
に
参
拝
し
て
も
こ
う
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
靖
国
は
宗
教
で
は
な
い
の
だ
と
説
明
す
る
。

　

こ
う
し
た
台
湾
民
政
府
に
参
加
す
る
人
々
と
の
比
較
対
象
と
し
て
日
本

語
族
と
い
わ
れ
る
日
本
語
教
育
を
受
け
、
今
な
お
母
語
や
そ
れ
に
準
じ
た

言
葉
と
し
て
日
本
語
を
使
用
す
る
台
湾
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
特
に
日
本
語

の
礼
拝
に
参
加
し
て
い
る
例
を
紹
介
し
た
。
彼（
女
）ら
は
、
日
ご
ろ
か
ら

日
本
語
の
カ
ラ
オ
ケ
を
愛
唱
し
、
日
本
食
を
好
み
、
日
本
の
テ
レ
ビ
を
視

聴
す
る
と
い
う
風
に
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
「
日
本
」
的
な
る

も
の
を
愛
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
ば
自
然
と

日
本
語
の
教
会
に
参
加
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ど
う
し
て
日
本
語
教
会
に
参
加
す
る
の
か
と
問
う
て
も
、
こ
れ
と
い

ラ
イ
ナ
教
会
全
体
の
動
向
と
し
て
、
欧
州
教
会
組
織
と
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
で
、
周
縁
な
ら
で
は
の
理
想
化
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

台
湾
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
靖
国
参
拝
と
独
立
運
動

藤
野　

陽
平

　

近
年
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
親
日
的
と
さ
れ
る
台
湾
で
あ
る
。
私
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
中
に
得
た
例
で
も
、
日
本
語
で
教
育
を
受
け
た
世
代
の

台
湾
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
中
に
は
、
日
本
統
治
期
に
出
版
さ
れ
た
讃
美
歌

に
君
が
代
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
り
、
軍
艦
マ

ー
チ
を
歌
い
な
が
ら
台
湾
独
立
運
動
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
と
語
っ
た

り
す
る
例
が
み
ら
れ
、
若
干
の
違
和
感
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
親
日

的
と
捉
え
ら
れ
る
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
本
発
表
で
は
そ
う
し
た

日
本
で
は
保
守
的
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
実
践
の
中
で
も
靖
国
神
社

へ
の
参
拝
を
事
例
と
し
て
、
公
共
圏
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
の
あ
り
よ
う

に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

主
た
る
事
例
と
し
て
、
今
な
お
台
湾
の
領
有
権
は
天
皇
陛
下
が
有
し
て

い
る
と
主
張
す
る
台
湾
民
政
府
と
い
う
政
治
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
キ
リ

ス
ト
教
徒
を
紹
介
し
た
。
こ
の
団
体
は
毎
年
十
二
月
二
三
日
の
天
皇
誕
生

日
前
後
に
集
団
で
来
日
し
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
、
皇
居
で
の
一
般
参
賀

に
参
列
す
る
。
そ
し
て
こ
の
台
湾
民
政
府
に
は
、
活
動
開
始
当
初
、
少
な

く
な
い
台
湾
基
督
長
老
教
会
（
以
下
、
長
老
教
会
）
の
牧
師
や
信
徒
ら
が

参
加
し
て
い
た
。
そ
の
実
数
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
影
響
力
の
大
き
さ

に
二
〇
一
三
年
に
は
「
台
灣
基
督
長
老
教
會
對
「
台
灣
民
政
府
」
主
張
之

牧
函
」
と
い
う
台
湾
民
政
府
の
活
動
は
長
老
教
会
の
方
針
と
異
な
る
と
い
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教
組
織
や
宗
教
指
導
者
な
ど
党
外
の
勢
力
と
交
渉
を
行
い
味
方
に
付
け
る

戦
略
を
指
す
。
党
の
政
策
に
沿
っ
て
宗
教
管
理
を
行
う
部
署
は
、
政
府
の

国
家
宗
教
事
務
局
お
よ
び
下
部
組
織
で
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
宗
教
組
織

や
宗
派
、
地
域
、
民
族
に
よ
り
対
応
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
実
態

を
つ
か
む
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
共
産
党
の
宗
教
信
仰
に
対
す
る
立
場
は

無
神
論
で
あ
り
、
宗
教
を
ア
ヘ
ン
に
た
と
え
た
マ
ル
ク
ス
主
義
宗
教
観

は
、
毛
沢
東
か
ら
習
近
平
の
時
代
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い
る
が
、
文
革
終
息

後
、
共
産
党
は
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
を
実
現
す
る
過
程
で
宗

教
の
存
在
と
意
義
を
公
式
に
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
共
産
党
自
身
の
手
で

「
マ
ル
ク
ス
主
義
宗
教
観
の
中
国
化
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
２

）
統
一
戦
線
活
動
へ
の
対
応

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
の
高
僧
ア
ジ
ャ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
タ
ー
ル
寺

管
長
・
モ
ン
ゴ
ル
族
）
は
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
十
一
世
の
選
定
と
育
成

へ
の
疑
念
を
理
由
に
、
一
九
九
八
年
ア
メ
リ
カ
へ
亡
命
し
、
チ
ベ
ッ
ト
亡

命
政
府
と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く
ゲ
ル
ク
派
の

高
僧
レ
ン
チ
ン
・
ジ
ャ
ム
ス
（
広
仁
寺
住
持
・
モ
ン
ゴ
ル
族
）
は
、
中
国

に
留
ま
り
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
西
安
広
仁
慈
善
功
徳
会
」
を
発
足
さ
せ
、
党
が

推
進
す
る
「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
へ
の
対
応
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
、

宗
教
活
動
の
空
間
を
拡
げ
て
い
る
。
両
者
の
分
岐
点
は
、
党
の
統
一
戦
線

活
動
へ
の
対
応
の
相
違
で
あ
る
。

（
３

）
中
国
に
お
け
る
公
共
宗
教
の
概
念
と
動
向

　

現
在
中
国
に
お
い
て
公
共
宗
教
の
概
念
は
な
じ
み
が
薄
く
、
議
論
も
活

発
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
中
国
の
宗
教
状
況
を
論
じ
る
際
、「
宗
教
と
和

諧
」
政
策
の
推
移
と
い
う
視
点
が
、
今
後
の
公
共
宗
教
を
論
じ
る
際
の
鍵

に
な
る
。
報
告
者
は
「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
の
起
点
が
党
の
宗
教
政
策
を

っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
説
明
が
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
彼（
女
）ら
に

と
っ
て
、
親
日
的
で
あ
る
こ
と
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
は
、
説
明

の
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
し
よ
う
と
し
て
も
説
明
で
き
な
い
ほ
ど
、
ご
く

自
然
に
身
体
化
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
び
と
に
と
っ
て

の
親
日
的
な
感
情
は
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
複
数
の
対
象
の
中
か

ら
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
選
択
の
理
由
を
説
明
す
る
必
要
が
否
応

な
く
生
じ
る
。
そ
れ
が
靖
国
参
拝
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
一
般
的
に
矛
盾

し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
事
象
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
の
他
の
発
表
は
宗
教
が
公
共
圏
に
展
開
し
た
事
例
を
対
象
と

し
て
い
る
が
、
信
仰
を
持
つ
人
物
が
政
治
活
動
を
行
う
際
の
矛
盾
を
ど
う

説
明
す
る
か
を
扱
っ
た
本
発
表
は
逆
の
例
で
政
治
か
ら
宗
教
へ
と
展
開
し

た
事
例
に
な
る
だ
ろ
う
。
他
の
発
表
と
の
比
較
を
通
じ
て
よ
り
立
体
的
な

考
察
に
寄
与
し
た
い
。

「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
に
見
る
中
国
の
公
共
宗
教
論

川
田　
　

進

　

本
報
告
で
は
「
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
中
国
と
略
す
）
に
お
け
る
政

教
関
係
の
特
質
」
と
「
公
共
宗
教
を
論
じ
る
際
の
前
提
」
を
、
二
人
の
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
高
僧
の
事
例
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
。
中
国
の
政
教
関
係
を

論
じ
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
宗
教
政
策
、
宗
教
管
理
、
統
一
戦
線
活
動
で

あ
る
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
け
る
公
共
宗
教
論
を
考
え
る
際
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
一
九
八
二
年
「
十
九
号
文
件
」
と
「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
で
あ
る
。

（
１

）
中
国
の
宗
教
政
策
と
宗
教
管
理

　

宗
教
政
策
を
決
定
す
る
部
署
は
中
国
共
産
党
（
以
下
共
産
党
、
党
と
略

す
）
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
で
あ
り
、
統
一
戦
線
活
動
と
は
共
産
党
が
宗
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も
触
発
さ
れ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
は
旧
著
の

公
共
宗
教
論
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
モ
デ
ル
が
強
す
ぎ
た
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
か
ら
再
編
す
る
必
要
性
を
二
〇
一
五
年
の
日
本
宗
教
学
会
学
術

大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
五
年
九
月
四
日
、
於
創
価
大
学
）
で
も
主

張
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
務
め
た
櫻
井
は
、
宗
教
の
公
共
性
が
規
範
論

で
は
な
く
社
会
過
程
論
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
と
、
宗
教
の
公
共
的
役
割

は
宗
教
の
政
治
参
加
と
社
会
支
援
事
業
の
二
側
面
か
ら
研
究
さ
れ
、
ポ
ス

ト
福
祉
国
家
に
お
け
る
福
祉
の
多
元
化
に
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

本
パ
ネ
ル
は
、
櫻
井
義
秀
が
代
表
の
基
盤
研
究（
Ｂ
）課
題
番
号16H

05712

「
ア
ジ
ア
の
政
教
関
係
と
新
し
い
公
共
宗
教
論
構
築
の
地
域
比
較

研
究
」（
平
成
二
八
―
三
〇
年
）
の
中
間
報
告
的
内
容
を
な
す
。
本
科
研

で
は
、
従
来
の
西
欧
―
キ
リ
ス
ト
教
型
公
共
宗
教
論
を
相
対
化
す
る
べ

く
、
ア
ジ
ア
発
信
の
新
た
な
公
共
宗
教
論
の
構
築
を
目
指
す
。
具
体
的

に
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ

ル
に
お
い
て
、
①
歴
史
的
な
政
教
関
係
の
構
築
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
運
動
の
影
響
、
③
急
激
な
近
現
代
化
と

社
会
問
題
が
生
み
出
す
人
々
の
宗
教
文
化
へ
の
渇
望
の
三
点
に
着
目
し
た

事
例
研
究
を
重
ね
、
現
代
宗
教
が
公
共
圏
に
参
画
す
る
形
態
を
比
較
社
会

学
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
度
の
パ
ネ
ル
で
は
、
東
ア
ジ
ア
（
日
本
・
中
国
・
台
湾
）
に
加
え

て
ポ
ス
ト
・
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
国
家
に
お
け
る
政
教
関
係
を
展
望
し
た
。

以
下
は
個
別
発
表
の
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。

①
櫻
井
義
秀　

前
記
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
概
略
を
述
べ
、
そ
の
際
、
日

本
に
お
け
る
公
共
宗
教
論
―
理
論
的
な
議
論
よ
り
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
現

場
か
ら
政
教
関
係
や
公
共
宗
教
を
論
じ
る
必
要
性
を
述
べ
た
。

記
し
た
一
九
八
二
年
「
十
九
号
文
件
」（
鄧
小
平
時
期
）
に
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
後
、「
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
の
適
応
」（
江
沢
民
時
期
）
を
経

て
、
宗
教
に
社
会
貢
献
活
動
を
求
め
る
「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
（
胡
錦
濤

時
期
）
と
し
て
結
実
し
、「
宗
教
の
中
国
化
」（
習
近
平
時
期
）
と
い
う
諸

政
策
の
中
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
信
者
た
ち
と
結
束
し
て
経

済
と
社
会
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
文
言
が
二
〇
〇
七
年

「
中
国
共
産
党
規
約
」
の
中
に
明
記
さ
れ
た
後
、
宗
教
が
公
共
領
域
で
影

響
力
を
持
ち
始
め
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
社
会
の
不
安
定
化
、
経
済

格
差
の
拡
大
、
社
会
保
障
の
不
備
等
が
あ
る
。

　

宗
教
組
織
が
公
的
領
域
で
活
動
す
る
際
、
党
が
定
め
た
範
囲
内
に
お
け

る
活
動
の
「
自
由
」、
そ
し
て
「
宗
教
と
和
諧
」
政
策
へ
の
対
応
と
い
う

制
約
が
あ
る
た
め
、
総
じ
て
自
覚
に
乏
し
い
。
た
だ
し
、
各
宗
教
は
党
の

政
策
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
、
し
た

た
か
に
自
ら
の
宗
教
活
動
を
活
発
化
さ
せ
活
動
空
間
を
拡
大
さ
せ
て
い
る

点
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
胡
錦
濤
の
時
期
に
中
国
版
公
共
宗
教
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
た

の
は
キ
リ
ス
ト
教
と
回
族
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、
習
近
平
時
期
は
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
が
中
心
と
な
り
海
外
在
住
華
人
も
視
野
に
入
れ
た
弘
法
活
動

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
今
後
の
課
題
は
、
こ
の
新
た

な
動
向
を
現
地
調
査
と
文
献
の
両
面
か
ら
実
証
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

櫻
井　

義
秀

　

宗
教
と
公
共
性
、
宗
教
の
社
会
参
加
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
一
九
八
〇
年

代
以
降
世
俗
化
論
に
代
わ
る
宗
教
論
と
し
て
欧
米
で
論
議
さ
れ
、
日
本
で
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境
を
ま
た
い
だ
関
係
と
い
う
意
味
で
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
概

念
の
使
い
分
け
に
関
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
事
例
に
則
し
た

説
明
が
求
め
ら
れ
、
台
湾
民
政
府
の
社
会
的
影
響
力
と
中
国
の
新
中
間
層

に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
度
合
い
な
ど
、
台
湾
と

中
国
の
事
例
に
関
し
て
国
内
に
お
け
る
位
置
と
評
価
が
求
め
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
櫻
井
が
、
公
共
宗
教
論
の
研
究
者
―
教
団
相
互
の
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
、
公
共
領
域
に
参
画
す
る
現
代
宗
教
の
戦
略
か
ら
政
教
関
係
や

宗
教
変
動
を
考
察
す
る
視
点
の
有
効
性
を
確
認
し
て
終
了
し
た
。

②
滝
澤
克
彦　

モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
い
て
「
伝
統
的
宗
教
」
と
し
て
半
国
教

的
な
地
位
に
あ
る
仏
教
と
、
民
主
化
後
に
広
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
対
比

し
な
が
ら
、
そ
の
両
者
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
分
析
を
通
し
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
越
え
た
公
共
宗
教
論
の

視
座
を
検
討
し
た
。

③
髙
橋
沙
奈
美　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
諸
教
会
で
は
マ
イ
ダ
ン
革
命
の
精
神
を

受
け
継
い
だ
社
会
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
モ
ス
ク
ワ
総
主
教

系
と
キ
エ
フ
総
主
教
系
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
お
よ
び
、
ギ
リ
シ
ア
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
・
神
父
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
教
会
の
社

会
参
加
を
考
察
し
た
。

④
藤
野
陽
平　

台
湾
の
「
台
湾
民
政
府
」
と
い
う
政
治
団
体
を
事
例
に
、

構
成
員
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
靖
国
参
拝
と
い
う
会
の
実
践
と
の
間
の
関

係
性
と
、
戦
後
台
湾
社
会
の
文
脈
上
の
「
日
本
」
が
持
つ
意
味
を
構
成
員

の
世
代
間
の
比
較
―
台
湾
の
日
帝
支
配
と
国
民
党
の
統
治
政
策
を
通
じ
て

考
察
し
た
。

⑤
川
田
進　

中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
の
推
移
の
中
に
公
共
宗
教
論
を
位

置
付
け
る
べ
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
終
結
後
、
一
九
七
八
年
鄧

小
平
政
権
か
ら
現
在
の
習
近
平
政
権
ま
で
の
宗
教
政
策
を
概
観
し
、
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
僧
侶
の
統
一
戦
線
と
の
距
離
の
取
り
方
や
社
会
参
加
の
事
例
を

紹
介
し
た
。

　

以
上
の
発
表
に
対
し
て
、
①
台
湾
民
政
府
と
日
本
の
右
翼
団
体
と
の
関

係
、
②
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
社
会
に
参
加
し
な
い
仏
教
の
特
徴
と
そ
の
背

景
、
③
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
会
へ
接
近
す
る
西
側
教
会
の
動
向
、
に
関
わ
る

個
別
的
質
問
が
ま
ず
出
さ
れ
た
。
次
い
で
、
全
体
的
な
講
評
と
し
て
④
全

体
社
会
に
関
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
と
い
う
議
論
と
個
別
団
体
間
の
国
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第
一
部
会

人
文
情
報
学
を
活
用
し
た
宗
教
学
の
教
材
作
成
を
め
ぐ
る
一
試
論

土
井　

裕
人

　

発
表
者
は
、
人
文
情
報
学
（
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
）
を

活
用
し
た
宗
教
思
想
研
究
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
古
代
哲
学
末
期
の
新
プ

ラ
ト
ン
主
義
者
プ
ロ
ク
ロ
ス
（
紀
元
四
一
二
―
四
八
五
）
に
よ
る
『
テ
ィ

マ
イ
オ
ス
註
解
』
を
題
材
に
研
究
を
継
続
し
、
な
か
で
も
思
想
研
究
と
し

て
「
意
味
」
を
扱
う
た
め
に
視
覚
化
（
可
視
化
）
や
可
触
化
と
い
っ
た
手

法
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
視
覚
化
は
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
諸
概

念
の
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
を
表
現
で
き
た
も
の
の
専
門
家
に
と
っ

て
未
解
明
の
特
徴
を
示
す
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
専
門
外
の
人
に
共
有

手
段
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
可
触
化
は
領

域
の
異
な
る
研
究
者
間
で
の
知
見
の
共
有
、
さ
ら
に
は
教
育
の
用
途
に
有

用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
研
究
の
方
法
論
を
、
宗
教
学

説
史
の
教
育
実
践
と
い
う
テ
ー
マ
に
適
用
し
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｆ
・

Ｍ
・
ミ
ュ
ラ
ー
を
起
点
に
一
定
の
方
法
論
的
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
で
の
処
理
の
都
合
か
ら
、
ミ
ュ
ラ
ー
『
宗
教
学
序
説
』、
Ｅ
・

Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
『
原
始
文
化
』、
Ｗ
・
Ｒ
・
ス
ミ
ス
『
セ
ム
族
の
宗
教
』、

Ｒ
・
Ｒ
・
マ
レ
ッ
ト
『
宗
教
と
呪
術
』
の
四
者
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
ミ

ュ
ラ
ー
『
宗
教
学
序
説
』
の
ワ
ー
ド
リ
ス
ト
か
ら
四
者
間
の
比
較
に
重
要

と
思
わ
れ
、
か
つ
分
析
可
能
な
用
例
数
が
あ
る
一
三
の
語
を
抽
出
し
た
。

こ
れ
ら
用
語
の
用
例
数
と
著
作
全
体
に
お
け
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
見
て

も
各
著
作
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
専
用
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
用
い
て
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
用
語
間
の
関

係
性
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
ま
ず
力
学
モ
デ
ル
の
グ
ラ
フ
に

よ
っ
て
視
覚
化
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
者
が
参
照
・
引
用
し
た
方
法
論

の
影
響
だ
け
で
な
く
、
た
だ
テ
ク
ス
ト
を
読
む
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い

概
念
間
の
関
係
な
ど
を
把
握
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
視
覚
化
に
続
い
て
可
触
化
に
よ
る
宗
教
学
の
教
材
作
成
の
た

め
、
先
に
一
三
の
用
語
で
行
っ
た
分
析
か
ら
五
程
度
の
語
に
つ
い
て
視
覚

化
を
再
度
行
っ
た
上
で
３

Ｄ
モ
デ
ル
化
し
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
て
立
体
物

と
し
て
出
力
し
た
。
こ
の
過
程
で
は
、
先
の
視
覚
化
に
お
い
て
反
映
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
用
語
の
使
用
数
を
ノ
ー
ド
（
各
概
念
に
対
応
）
の
大
き
さ

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
用
語
間
の
関
係
性
も
適
宜
強
調
し
た
上
で
、
見

て
触
る
こ
と
の
で
き
る
教
材
と
し
て
授
業
で
試
用
し
た
。
ミ
ュ
ラ
ー
の
モ

デ
ル
で
は
二
次
元
の
視
覚
化
で
は
平
面
的
で
捉
え
に
く
か
っ
た
用
語
間
の

関
係
が
３

Ｄ
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
で
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、

「
哲
学
」
と
い
う
語
の
特
徴
的
な
位
置
が
可
触
化
に
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、

タ
イ
ラ
ー
に
お
い
て
も
用
語
間
の
関
係
性
を
よ
り
構
造
的
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
の
モ
デ
ル
で
は
「
哲
学
」
が
意
外
に
も

「
宗
教
」
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
や
、「
聖
」
が
用
例
数
の
多
い
割

に
特
定
の
用
語
と
の
み
関
係
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
可
触
化
に
よ
り
容

易
に
理
解
で
き
る
。
用
語
間
の
関
係
の
希
薄
さ
を
示
す
マ
レ
ッ
ト
の
モ
デ

ル
は
、
他
の
三
人
の
モ
デ
ル
と
比
べ
る
と
問
題
枠
そ
の
も
の
が
異
な
る
可

能
性
を
一
目
瞭
然
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
材
に
は
言
葉
で
説
明
さ
れ

る
よ
り
は
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
感
想
が
多
か
っ
た
が
、
専
門
教
育
の
教

材
と
し
て
は
発
表
者
と
し
て
は
不
足
を
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
宗
教
学
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と
い
っ
た
概
念
を
用
い
つ
つ
、
日
本
神
話
「
編
纂
者
」
の
「
政
治
的
動

機
」
に
よ
る
「
潤
色
」（ausgeschm

ückt

）
に
着
目
し
た
。
こ
れ
は
大

正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
な
神
話
研
究
法
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
津
田
敬
武
の
著
書
に
書
評
を
よ
せ
た
原
田
敏
明
は
、『
宗
教
研
究
』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
開
闢
神
話
の
構
成
と
神
々
の
追
加
」（
一
九
三

〇
）
に
お
い
て
、
日
本
神
話
の
開
闢
部
分
に
あ
ら
わ
れ
る
神
々
を
ア
メ
ノ

ミ
ナ
カ
ヌ
シ
、
ウ
マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ジ
、
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
の
三
グ
ル

ー
プ
に
分
け
る
案
を
発
表
し
た
。
岡
正
雄
は
こ
の
論
文
を
知
っ
て
い
た
の

か
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
九
三
五
年
に
書
か
れ
た
神
話
論
へ
の
補
遺
部
分

（
博
士
論
文
第
五
分
冊
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
複
合
案
を
採
用
し
て
い

る
。
さ
ら
に
同
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
戦
後
に
な
っ
て
大
林
太
良
『
日
本
神
話

の
起
源
』（
一
九
六
一
）
や
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』（
二
〇
〇
五
）
に

も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
原
田
論
文
の
再
評
価
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
、
岡
に
よ
る
神
表
象
論
の
展
開
で
あ
る
。

一
九
一
〇
年
代
、
折
口
信
夫
「
髯
籠
の
話
」
や
柳
田
国
男
「
柱
松
考
」
に

よ
り
開
始
さ
れ
た
「
依
代
」「
招
代
」
と
い
っ
た
神
観
念
論
は
、
岡
の
思

索
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
と
り
わ
け
折
口
の
諸
論
考
を
集
め
た

『
古
代
研
究
』
全
三
冊
（
一
九
二
九
―
三
〇
）
の
意
義
は
絶
大
で
あ
っ
た
。

岡
は
そ
の
博
士
論
文
で
、
こ
の
大
作
か
ら
繰
り
返
し
引
用
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
古
代
日
本
の
宗
教
観
念
を
カ
ミ
信
仰
、
モ
ノ
信

仰
、
タ
マ
信
仰
、
マ
レ
ビ
ト
信
仰
の
四
群
に
区
別
し
た
上
で
、
カ
ミ
信
仰

と
マ
レ
ビ
ト
信
仰
を
鋭
く
対
比
す
る
。

　

す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
カ
ミ
信
仰
の
本
質
は
、
神
が
天
に
い
ま
す
と

想
像
し
、
こ
の
神
々
が
天
か
ら
降
下
す
る
と
信
ず
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ

の
観
念
か
ら
、
多
数
の
儀
礼
や
宗
教
的
行
為
が
発
展
し
た
。
こ
の
信
仰
に

の
各
学
説
に
つ
い
て
「
本
質
」
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
今
後
の
課
題
も

見
え
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
専
門
教
育
に
お
け
る
教
材
作
成
か
ら
も
う
一
度
研
究
へ
と
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
道
筋
を
立
て
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
本
来
、

こ
の
一
連
の
試
み
は
難
解
か
つ
長
大
な
文
献
か
ら
検
討
す
べ
き
箇
所
を
見

つ
け
出
す
た
め
の
研
究
方
法
を
考
察
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
概
念
を

共
有
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
よ
り
有
用
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
教
育

実
践
に
応
用
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
共
有
か
ら
（
視
覚
化
と
可
触
化
に
よ

る
）
表
現
に
段
階
を
も
う
一
度
戻
し
た
上
で
、
研
究
に
寄
与
す
る
表
現
方

法
を
再
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
正
雄
の
日
本
神
話
・
宗
教
研
究

山
田　

仁
史

　

岡
正
雄
（
一
八
九
八
―
一
九
八
二
）
は
日
本
に
お
け
る
民
族
学
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
る
。
彼
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文
『
古
日
本

の
文
化
層
』
は
長
い
こ
と
「
幻
の
博
士
論
文
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
執

筆
か
ら
八
〇
年
近
く
を
へ
て
ボ
ン
で
ド
イ
ツ
語
の
ま
ま
出
版
さ
れ
た
。
本

論
一
〇
四
一
頁
の
う
ち
半
分
強
を
占
め
る
五
三
四
頁
分
の
「
第
五
章　

精

神
文
化
」
は
日
本
の
神
話
と
諸
宗
教
に
か
か
わ
る
。
こ
れ
を
邦
訳
す
る
過

程
で
見
え
て
き
た
こ
と
二
点
を
報
告
す
る
。

　

そ
の
第
一
は
、
岡
に
お
け
る
日
本
神
話
論
の
変
遷
で
あ
る
。
一
九
三
三

年
に
博
士
論
文
（
全
六
冊
）
の
う
ち
最
初
の
三
冊
分
を
提
出
し
た
当
初
、

彼
の
議
論
は
津
田
左
右
吉
『
神
代
史
の
研
究
』（
一
九
二
四
）
と
津
田
敬
武

『
神
代
史
と
宗
教
思
想
の
発
達
』（
一
九
二
五
）
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
そ

こ
で
岡
は
、「
神
圏
（K

am
i-K

ries

）」・「
神
話
圏
（M

ythenkreis

）」
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マ
ク
ロ
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
文
化
進
化
論
等
に
よ
る

宗
教
・
文
化
観
の
特
徴
と
示
唆

濱
田　
　

陽

　

人
類
史
を
巨
視
的
に
考
察
す
る
マ
ク
ロ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
論
者
、
ハ
ラ
リ

は
『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』『
ホ
モ
デ
ウ
ス
』
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
「
宗

教
」
と
と
ら
え
、
人
類
史
に
登
場
し
た
有
力
な
宗
教
の
展
開
と
し
て
そ
の

勃
興
、
隆
盛
と
今
日
的
衰
弱
を
論
じ
て
い
る
。
彼
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
宗
教
（hum

anist religions

）
と
呼
び
、
自
由
主
義

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
共
産
主
義
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
進
化
論
的
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
（
ナ
チ
ズ
ム
等
）
の
三
分
派
が
あ
る
と
し
、
共
産
主
義
と
ナ
チ

ズ
ム
が
失
敗
し
、
自
由
主
義
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
勝
利
し
た
と
思
わ
れ

る
今
日
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
い
た
矛
盾
が
露
呈

し
、
行
き
詰
ま
る
と
と
も
に
「
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
宗
教
」（new

techno-
religions

）
が
勃
興
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
は
技
術
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
（techno-hum

anism

）
と
デ
ー
タ
宗
教
（data religion

）

の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
技
術
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
ナ
チ
ス
と
と
も
に

挫
折
し
た
進
化
論
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
最
新
変
種
で
、
ど
ち
ら
も
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
の
す
べ
て
の
基
盤
で
あ
る
人
間
存
在
を
突
き
崩
し
、
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
を
至
上
価
値
と
す
る
。

　

ハ
ラ
リ
が
宗
教
に
与
え
て
い
る
定
義
は
「
あ
る
超
人
間
的
秩
序
の
信
念

に
基
く
、
人
間
の
諸
規
範
と
諸
価
値
を
も
つ
、
あ
る
シ
ス
テ
ム
」（a sys-

tem
 of hum

an norm
s and values that is founded on a belief 

in a superhum
an order

）
で
あ
り
、
超
人
間
的
（superhum

an

）

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
科
学
的
に
証
明
し
得
ず
、
恣
意
的

に
改
変
で
き
な
い
よ
う
な
何
か
を
わ
た
し
た
ち
人
間
が
信
念
と
し
て
も
つ

典
型
的
な
現
象
は
、
柱
や
竿
を
め
ぐ
る
儀
礼
で
あ
る
。
カ
ミ
信
仰
は
恐
ら

く
垂
直
的
観
念
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
、
マ
レ
ビ
ト
信
仰
は
水
平
的
観
念

と
し
て
対
置
さ
れ
る
。
後
者
は
、
時
を
定
め
て
水
平
線
の
彼
方
の
妣
の
国

か
ら
訪
れ
る
神
々
、
と
い
う
観
念
に
も
と
づ
く
。
こ
の
来
訪
を
期
待
し
歓

迎
す
る
儀
礼
か
ら
、
さ
ら
に
は
こ
の
信
仰
に
よ
る
儀
礼
・
儀
式
が
様
々
に

分
化
し
た
。
カ
ミ
信
仰
に
は
カ
ミ
を
「
お
ぐ
」（
招
き
、
呼
ぶ
）
こ
と
が

属
し
、
マ
レ
ビ
ト
信
仰
に
は
カ
ミ
を
「
ま
つ
」（
待
つ
）
こ
と
が
属
す
る
。

「
ま
つ
り
」
の
語
と
「
祭
」
は
つ
ま
り
、
マ
レ
ビ
ト
信
仰
に
基
づ
い
て
お

り
、
こ
れ
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
カ
ミ
信
仰
と

そ
の
担
い
手
と
目
さ
れ
る
者
た
ち
は
、
父
権
的
要
素
を
多
く
有
し
て
い
た

の
に
対
し
、
マ
レ
ビ
ト
信
仰
は
明
ら
か
に
母
権
的
要
素
を
示
す
。
カ
ミ
信

仰
に
属
す
る
神
話
の
中
心
に
位
置
す
る
、
太
陽
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
、
弱

い
形
で
は
あ
る
が
、
主
神
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
も
示
し
て
い
る
。
対
し
て
マ

レ
ビ
ト
信
仰
に
属
す
る
神
話
の
登
場
者
た
ち
は
、
恐
ら
く
族
祖
と
呼
ん
で

よ
か
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
岡
が
ま
と
め
た
垂
直
的
・
水
平
的
な
神
表
象
と
い
う
議
論

は
、
戦
後
さ
ら
に
体
系
化
が
進
め
ら
れ
た
。
総
じ
て
岡
正
雄
の
博
士
論
文

は
、
利
用
で
き
た
資
料
や
時
代
的
制
約
、
ま
た
図
式
的
す
ぎ
る
と
い
っ
た

限
界
を
有
す
る
も
の
の
、
統
一
的
な
幅
広
い
視
点
か
ら
日
本
古
代
の
文
化

要
素
を
い
っ
た
ん
分
解
し
、
再
構
成
し
た
試
み
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
見

な
お
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
が
示
唆
す
る
の
は
、
急
拡
大

を
続
け
る
デ
ー
タ
主
義
に
自
由
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
結
び
つ
い
て

き
た
人
文
学
が
挑
戦
を
受
け
、
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。

　
『
ホ
モ
デ
ウ
ス
』
が
提
示
す
る
課
題
を
旧
石
器
時
代
か
ら
近
未
来
ま
で

の
人
類
の
ハ
ラ
リ
が
い
う
意
味
で
の
「
宗
教
」
そ
の
も
の
の
問
題
と
と
ら

え
て
も
諸
宗
教
、
無
宗
教
、
最
新
技
術
の
対
話
・
共
存
の
問
題
と
と
ら
え

て
も
よ
い
。
伝
統
宗
教
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
紆
余
曲
折
を
経
験
し
な
が

ら
、
完
全
な
も
の
に
は
程
遠
い
に
せ
よ
信
教
の
自
由
、
宗
教
の
社
会
貢
献

活
動
等
な
ど
共
存
の
地
平
を
見
出
し
て
き
た
経
験
を
、
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

宗
教
と
の
間
に
も
生
か
す
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

理
神
論
に
お
け
る
自
然
的
宗
教
に
つ
い
て

諸
岡
道
比
古

　

本
論
は
理
神
論
の
父
と
言
わ
れ
る
チ
ャ
ー
ベ
リ
ー
の
ハ
ー
バ
ー
ト
と
彼

の
生
得
観
念
を
否
定
し
つ
つ
認
識
論
を
展
開
す
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
が

考
え
る
自
然
的
宗
教
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

理
神
論
に
関
し
て
英
文
で
書
か
れ
た
最
初
の
声
明
文Religio Laici

に
お
い
て
、
神
崇
拝
の
方
法
と
救
済
手
段
と
を
伴
う
神
に
関
す
る
真
の
教

義
や
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
と
、
俗
人
は
詮
索
す
る
こ
と
な
く
受
容

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
な
い
の
は
信
仰
の
欠
如
と
聖
職
者
に
脅
さ
れ

る
、
と
ハ
ー
バ
ー
ト
は
述
べ
る
。
教
義
で
は
な
く
知
識
な
ら
ば
獲
得
可
能

で
あ
ろ
う
と
、
彼
は
二
つ
の
宗
教
研
究
法
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
個
々
の

宗
教
す
べ
て
を
公
平
に
研
究
す
る
こ
と
、
す
べ
て
の
宗
教
に
お
い
て
同
意

さ
れ
る
基
本
条
項
を
固
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
そ
の
費
用
、
時
間
、

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
霊
魂
（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）、
多

神
教
の
神
々
、
一
神
教
の
神
、
二
元
論
的
宗
教
観
の
神
と
悪
魔
、
神
を
重

視
し
な
い
宗
教
で
あ
る
仏
教
が
説
く
法
は
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

が
至
上
命
題
と
す
る
人
間
に
内
在
す
る
と
さ
れ
る
諸
価
値
も
、
超
人
間
的

秩
序
の
信
念
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
教
え
は
い
ず
れ

も
宗
教
だ
と
ハ
ラ
リ
は
述
べ
る
。
人
間
の
都
合
だ
け
で
ル
ー
ル
変
更
で
き

る
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に

定
義
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
み
な
ら

ず
、
生
命
科
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
が
主
張
す
る
信
念
に
基
く
シ
ス
テ

ム
も
宗
教
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
、
文
化
進
化
論
（cultural evolution

論
）
を
提
唱
す
る
メ
ス

ー
デ
ィ
は
、
文
化
に
次
の
定
義
を
与
え
て
い
る
。「
文
化
と
は
、
模
倣
、

教
育
、
言
語
と
い
っ
た
社
会
的
な
伝
達
機
構
を
介
し
て
他
者
か
ら
習
得
す

る
情
報
で
あ
る
」（culture is inform
ation that is acquired from

 
other individuals via social transm

ission m
echanism

s such 
as im

itation, teaching, or language

）。
こ
こ
で
、
文
化
が
情
報
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
人

間
を
至
上
価
値
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ハ
ラ
リ
の
指
摘
す
る
デ
ー
タ
宗
教

は
情
報
の
流
れ
（inform

ation flow

）
を
至
上
価
値
と
し
て
い
る
た
め

だ
。
文
化
を
情
報
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
生
物
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学

の
扱
う
情
報
と
、
情
報
と
し
て
等
価
な
も
の
と
し
て
扱
う
の
に
抵
抗
が
な

く
な
り
、
文
化
進
化
論
の
立
場
は
デ
ー
タ
宗
教
へ
の
批
判
的
視
座
を
保
つ

こ
と
が
困
難
に
な
る
。

　

ハ
ラ
リ
の
マ
ク
ロ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
宗
教
観
、
メ
ス
ー
デ
ィ
の
文
化
進
化

論
の
文
化
観
は
い
ず
れ
も
デ
ー
タ
化
の
傾
向
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
る
と
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る
宗
教
は
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
ロ
ッ
ク
は
、
啓
示
の
証
言
は
最
高
に

確
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
通
常
の
経
験
に
反
し
て
も
、
神
の
証
言
で
あ
る
が

故
に
そ
う
で
あ
る
と
言
う
。
す
る
と
理
性
と
神
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の

か
。
ロ
ッ
ク
は
信
仰
を
啓
示
に
対
す
る
同
意
と
定
義
す
る
が
、
そ
の
啓
示

が
神
の
啓
示
か
、
啓
示
を
正
し
く
理
解
し
た
か
を
理
性
が
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
条
件
を
定
義
に
付
加
す
る
。
こ
こ
に
理
性
の
働
き

場
所
が
あ
り
、「
理
性
は
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
お
け
る
最
終
的
判
定
者
」
に

な
る
。
言
う
な
れ
ば
、
既
知
の
も
の
に
は
啓
示
は
必
要
で
は
な
く
、
既
知

の
も
の
と
矛
盾
す
る
啓
示
は
拒
否
で
き
る
。
た
だ
理
性
を
超
え
た
啓
示
の

場
合
、
そ
の
啓
示
を
、
神
の
啓
示
と
確
認
さ
せ
る
啓
示
で
あ
る
こ
と
以
外

の
別
の
徴
を
持
つ
ま
で
、
判
断
を
保
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し

た
識
別
を
怠
る
こ
と
は
理
性
的
被
造
物
に
付
与
さ
れ
た
理
性
を
使
用
せ
ず

被
造
物
と
し
て
自
ら
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
宗
派
を
生

み
出
す
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
は
理
性
に
基
づ
い
て
神
を

考
え
、
理
性
宗
教
を
主
張
す
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ト
と
ロ
ッ
ク
は
彼
ら
の
思
想
の
根
底
に
神
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
が
、
宗
教
が
生
得
観
念
で
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
は
正

反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
理
性
と
信
仰
と
を
峻
別
し
、
理
性
に

基
づ
い
て
人
間
本
性
に
内
在
す
る
宗
教
を
両
者
と
も
考
え
よ
う
と
し
て
い

た
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
ら
は
人
間
本
性
に
内
在
す
る
自
然
的
宗
教
を
理
性

宗
教
と
し
て
説
い
て
い
た
、
と
思
わ
れ
る
。

言
語
習
得
等
々
問
題
が
あ
り
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
人
は
自
宗
教
を
優

先
し
が
ち
で
あ
り
、
公
平
な
研
究
を
め
ざ
し
歴
史
を
振
り
返
る
も
、
宗
教

間
の
論
争
を
見
る
ば
か
り
で
、
後
者
も
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
論
争
は
理

性
と
信
仰
と
の
区
別
の
曖
昧
さ
に
由
来
し
て
い
る
。
彼
は
理
性
に
基
づ
く

問
題
は
理
性
に
よ
る
検
証
で
、
教
会
の
権
威
に
基
づ
く
も
の
は
権
威
の
根

拠
の
確
実
性
と
そ
の
伝
承
の
正
確
さ
を
確
認
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
と

述
べ
る
。
そ
し
て
啓
示
を
う
け
た
時
間
、
場
所
、
言
語
等
々
を
問
う
こ
と

で
啓
示
の
妥
当
性
や
啓
示
に
つ
い
て
の
証
言
を
、
さ
ら
に
予
言
、
奇
蹟
等

に
つ
い
て
批
判
検
証
す
る
。
こ
う
し
た
上
で
、
教
義
に
よ
っ
て
先
入
観
を

持
つ
こ
と
な
く
理
性
に
基
づ
い
て
、
人
間
の
心
の
中
に
現
存
し
作
用
し
て

い
る
条
項
を
五
つ
提
示
す
る
。
ハ
ー
バ
ー
ト
は
五
条
項
の
各
々
の
妥
当
性

に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
そ
し
て
五
条
項
が
採
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
あ
ら

ゆ
る
時
代
・
国
で
論
争
さ
れ
て
い
る
宗
教
に
関
わ
る
こ
と
な
し
に
普
遍
的

教
会
が
設
立
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
る
。
こ
の
条
項
は
「
至
上
存
在

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
神
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
あ
る
自
然
の
法
則
に
基
づ

い
た
も
の
」
で
あ
り
、
こ
の
理
性
法
則
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
がReli-

gio Laici

（
俗
人
の
宗
教
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
ハ
ー
バ
ー
ト
の
考
え
る
自

然
的
宗
教
で
あ
る
。

　

生
得
観
念
を
否
定
す
る
ロ
ッ
ク
は
、『
人
間
知
性
論
』
で
知
識
は
感
覚

ま
た
は
反
省
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
観
念
相
互
の
一
致
・
不
一
致
で
あ
り
、

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
観
念
を
持
っ
て
い
な
い
と
述
べ
る
。
経
験
を
通
し

て
得
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
直
観
的
知
識
・
論
証
的
知
識
・
感
覚
的
知

識
に
分
類
す
る
ロ
ッ
ク
は
、
絶
対
的
に
確
実
で
あ
る
私
の
存
在
（
直
観
的

知
識
）
に
基
づ
き
、
永
遠
で
完
全
な
存
在
者
の
存
在
を
理
性
に
よ
り
演
繹

す
る
（
論
証
的
知
識
）。
絶
対
的
に
確
実
な
こ
の
論
証
的
知
識
に
あ
ら
ゆ
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だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
を
批
判
的
に
継
承
す
る
フ

リ
ー
ス
の
哲
学
を
も
と
に
し
て
、
自
ら
の
認
識
論
を
構
築
す
る
。

　

ジ
ン
メ
ル
は
、
一
九
一
一
年
「
宗
教
的
情
況
の
分
析
」
に
お
い
て
、
当

時
の
時
代
診
断
的
叙
述
と
と
も
に
、「
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
に
関
わ
る
議

論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
宗
教
性
が
他
の
要
素
、
つ
ま
り
、
美
的
、

道
徳
的
、
あ
る
い
は
欲
望
的
な
要
素
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

宗
教
性
あ
る
い
は
宗
教
的
天
性
を
生
の
根
本
的
な
力
と
し
て
お
く
。
そ
し

て
、
従
来
は
宗
教
的
欲
求
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
的
な
形
式
、
表
象
に
よ

っ
て
鎮
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
表
象
の
真
理
問
題
が
展
開
さ
れ
る

と
、
そ
の
表
象
自
体
が
宗
教
的
欲
求
を
鎮
め
る
力
を
持
ち
え
な
く
な
っ
て

い
く
。
そ
こ
で
、
宗
教
的
欲
求
と
そ
の
実
現
と
の
間
に
大
き
な
亀
裂
が
入

り
、
現
実
的
な
形
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
な
く
な
っ
た
宗
教
的
欲
求
と
い
う

事
実
性
の
み
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
現
代
の
宗
教
的
情
況
な
の
だ

と
い
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
宗
教
的
欲
求
に
対
応
し
て
い
た
諸
表
象
が
疑

わ
し
い
も
の
と
さ
れ
る
時
、
人
々
は
、
対
応
物
を
失
っ
た
人
間
の
根
本
的

な
欲
求
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
事
実
性
を
痛
感
す
る
の
だ
と
い
う
。

　

ジ
ン
メ
ル
の
「
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
に
つ
い
て
扱
っ
た
ケ
ー
ラ
ー
の

著
作
で
は
、
ジ
ン
メ
ル
は
「
真
理
に
関
す
る
問
題
は
扱
わ
ず
、
初
め
か
ら

形
而
上
学
を
放
棄
」
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
叙
述
は
、
オ
ッ
ト

ー
と
の
対
比
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
両
者
が
認
識
し
て
い
た
宗
教
の
危
機
的
状
況
と
は
、
宗
教
的

表
象
が
失
効
し
て
し
ま
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
オ
ッ
ト

ー
は
、
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
を
、
宗
教
的
経
験
を
学
問
的
記
述
の
俎
上
に

の
せ
る
た
め
の
、「
認
識
論
」
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
に
宗
教
的
経
験
を
学
問
的
記
述
に
の
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
が
哲
学

Ｒ
・
オ
ッ
ト
ー
と
Ｇ
・
ジ
ン
メ
ル

│
│ 

宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
を
中
心
に 

│
│

藁
科　

智
恵

　
「
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ

に
お
い
て
、
神
学
、
哲
学
の
分
野
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
ル
ド
ル
フ
・
オ

ッ
ト
ー
（Rudolf O

tto, 1869-1937

）
は
こ
の
議
論
に
お
い
て
中
心
的

な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
者
、
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る

ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
（Georg Sim

m
el, 1858-1918

）
も
ま
た
、
宗

教
哲
学
に
お
け
る
ア
プ
リ
オ
リ
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
代
表
的
人
物
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
本
発
表
で
は
、
両
者
の
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
論

を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
宗
教
」

の
位
置
づ
け
を
考
察
し
て
い
く
。

　

一
九
二
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ル
ド
ル
フ
・
ケ
ー
ラ
ー
『
現
代
の
宗
教

哲
学
に
お
け
る
ア
プ
リ
オ
リ
概
念
』（Rudolf K

ohler, D
er Begriff a 

priori in der m
odernen R

eligionsphilosophie (Leipzig: H
in-

rich, 1920
)

）
に
お
い
て
、「
現
代
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
ア
プ
リ
オ
リ

論
」
を
提
示
し
て
い
る
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
（Ernst T

roeltsch, 1865-
1923

）、
オ
ッ
ト
ー
、
ジ
ン
メ
ル
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
シ
ェ
ー
ダ
ー
（Erich 

Schader, 1861-1936

）、
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
（H

erm
ann Co-

hen, 1842-1918

）
で
あ
る
。

　

オ
ッ
ト
ー
は
、
一
九
〇
九
年
に
『
カ
ン
ト
・
フ
リ
ー
ス
の
宗
教
哲
学
』

を
出
版
し
、「
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
へ
の
探
求
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

な
さ
れ
て
お
り
、
超
自
然
主
義
も
歴
史
主
義
も
宗
教
研
究
の
た
め
の
原
理

と
な
る
も
の
を
提
供
で
き
ず
、
宗
教
哲
学
の
み
が
そ
れ
を
提
供
で
き
る
の
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ebates , Continuum
, 2006

を
参
照
し
た
。

　

M
ichaels

は
そ
の
論
考
中
、
か
つ
て
の
宗
教
現
象
学
へ
の
批
判
を
「
普

遍
主
義
」「
本
質
主
義
」「
主
観
主
義
」
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め

て
い
る
。
そ
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
り
、
学
問
史
的
に
は
周
知
の
事
柄
に
属

す
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
批
判
を
踏
ま
え
た
上
でM

ichaels

が
、
宗

教
現
象
を
理
論
化
す
る
過
程
に
お
い
て
普
遍
化
や
一
般
化
は
不
可
避
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
ま
たCox

は
、
宗
教
現
象
学
の
歴

史
的
な
変
遷
を
辿
っ
た
上
で
、
宗
教
現
象
学
に
関
わ
る
批
判
的
な
議
論
を

や
は
り
三
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、（
１

）フ
ッ
サ
ー
ル

哲
学
か
ら
継
承
さ
れ
た
、
主
観-

客
観
問
題
、（
２

）宗
教
学-

神
学
問
題
、

（
３

）宗
教
学
の
実
践
性
問
題
で
あ
る
。Cox

に
よ
る
宗
教
現
象
学
批
判

を
発
表
者
な
り
に
あ
ら
た
め
て
整
理
し
直
し
て
み
る
と
、
六
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
に
お
け
る
宗
教
現
象
学
の
神
学
性
・
キ
リ
ス
ト
教
中
心
主
義
へ

の
批
判
と
、
そ
の
後
盛
ん
に
な
る
宗
教
概
念
批
判
の
流
れ
に
棹
し
た
批
判

と
い
う
二
重
の
批
判
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
者
の
批
判
は
一
九
五

八
年
の
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
会
や
一
九
六
〇
年
の
東
京
大
会
に
見

ら
れ
た
よ
う
に
、
宗
教
学
の
キ
リ
ス
ト
教
的
神
学
性
や
実
践
性
に
向
け
ら

れ
て
い
た
。
宗
教
現
象
学
を
「
偽
装
神
学
」
と
呼
ん
だ
ク
ル
ト
・
ル
ー
ド

ル
フ
に
代
表
さ
れ
る
批
判
者
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、
神
学
と
対
峙
し
つ

つ
宗
教
学
の
自
律
性
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
八

〇
年
代
頃
か
ら
盛
ん
に
な
る
宗
教
概
念
批
判
と
結
び
つ
い
た
宗
教
現
象
学

批
判
で
は
、
む
し
ろ
宗
教
概
念
そ
の
も
の
へ
の
疑
念
が
高
ま
っ
た
結
果
、

宗
教
学
解
体
の
方
向
に
向
か
う
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、

個
別
具
体
的
な
諸
現
象
の
分
析
か
ら
抽
象
化
・
理
論
化
を
行
う
学
的
営
為

そ
の
も
の
は
認
め
つ
つ
も
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
た
前
者
と
、
抽
象
化
・

的
に
基
礎
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
一
方
、
ジ
ン
メ
ル

に
お
い
て
は
、
宗
教
的
表
象
が
失
効
し
た
情
況
に
お
い
て
、
着
眼
点
を
、

表
象
か
ら
そ
れ
を
生
み
出
す
「
欲
求
」
へ
と
移
す
と
い
う
転
換
を
見
出

す
。
そ
し
て
、
そ
の
真
理
問
題
が
議
論
さ
れ
る
表
象
自
体
は
本
質
的
な
も

の
で
は
な
く
、
生
自
体
の
本
来
の
あ
り
方
と
し
て
の
宗
教
性
と
い
う
見
方

を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

宗
教
現
象
学
批
判
と
そ
の
後

宮
嶋　

俊
一

　

二
〇
世
紀
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
宗
教
現
象
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
き
わ

め
て
高
か
っ
た
。
そ
の
前
半
に
お
い
て
は
オ
ッ
ト
ー
や
ハ
イ
ラ
ー
ら
ド
イ

ツ
語
圏
の
学
者
を
中
心
に
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
エ
リ
ア
ー
デ
ら

の
シ
カ
ゴ
学
派
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
き
た

（
と
さ
れ
る
）。
だ
が
宗
教
現
象
学
に
関
し
て
は
、
こ
う
し
た
「
繁
栄
」
と

同
時
に
そ
の
急
激
と
も
言
え
る
「
衰
退
」
に
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
二

〇
〇
一
年
に
『
宗
教
現
象
学
に
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
の
か
？
』

（A
xel M

ichaels, D
aria Pezzoli-O

lgiati und Fritz Stolz, N
och 

eine Chance für die R
eligionsphänom

enologie?, Peter Lang, 
2001

）
と
題
し
た
論
集
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
象
徴
し

て
い
る
通
り
、
宗
教
の
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
を
探
究
す
る
よ
う
な
宗
教
現

象
学
は
か
つ
て
の
趨
勢
を
喪
失
し
た
。
が
、
そ
の
「
衰
退
」
の
内
実
は
、

「
繁
栄
」
の
内
実
同
様
不
透
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
宗
教
現

象
学
に
対
す
る
批
判
を
あ
ら
た
め
て
検
証
し
、「
衰
退
」
の
内
実
を
考
察

す
る
た
め
、
前
掲
書
に
加
えJam

es L. Cox, A
 G

uide to the Phe-
nom

enology of R
eligion: K

ey Figures, Form
ative In fluences 
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ロ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
は
、
ロ
マ
ン
主
義
に
見
ら
れ
た
、
他
民
族
と
そ
の
文

化
へ
の
関
心
の
中
か
ら
、
一
九
世
紀
後
半
に
生
ま
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
文
学

（
文
化
）
と
ロ
マ
ン
ス
語
圏
と
の
文
学
（
文
化
）
と
の
比
較
と
い
う
視
点

を
超
え
て
、
ド
イ
ツ
の
精
神
の
自
己
批
判
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
認
識
は
、
ロ
マ
ン
ス
語
圏
が
フ
マ
ニ
ス
ム
の
揺
籃
の
地
（
さ
ら
に
は

ま
た
そ
の
崩
壊
の
地
で
あ
っ
た
が
）、
ド
イ
ツ
文
化
は
フ
マ
ニ
ス
ム
の
自

生
的
な
地
で
な
か
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ク
は
一
九
三
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
の
社
会
・
政

治
的
危
機
に
対
し
て
批
判
の
目
を
も
ち
え
た
。
本
論
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
マ

ニ
ス
ム
ス
の
歴
史
的
未
成
熟
の
問
題
に
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ニ
ス
ト
の
業
績

に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
有
効
な
接
近
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
い

う
視
点
か
ら
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
「
ミ
メ
ー
シ
ス
」（
以
下M

S

、
一
九
四
七
）

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
続
い
て
「
中
世
に
お
け
る
読
者
と
原
語
」（
以
下

LPSM

、
一
九
五
八
）「
世
界
文
学
の
文
献
学
」（
一
九
六
七
）「
ロ
マ
ン

ス
語
学
・
文
学
散
歩
」（
一
九
四
九
）
な
ど
、
主
要
な
業
績
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
一
八
九
二
―
一
九
五
七
、
以

下
Ａ
）
の
業
績
に
注
目
し
、
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。
そ

の
さ
い
、
Ａ
自
ら
言
う
よ
う
にM

S

とLPSM

の
二
著
の
相
互
補
完
性

に
注
目
す
る
。

　
「
ミ
メ
ー
シ
ス
」
は
、
文
学
と
現
実
と
い
う
テ
ー
マ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

現
実
（
荘
重
な
も
の
・
崇
高
な
も
の
、
悲
劇
的
な
も
の
、
日
常
的
な
も
の
、

滑
稽
な
も
の
と
い
っ
た
）
に
対
し
て
、
ど
の
様
な
文
体
が
対
応
す
る
か
と

い
う
、
視
点
か
ら
追
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
体
分
析
の
根
底
に
お
か
れ

た
の
は
、
キ
ケ
ロ
が
整
理
し
た
三
文
体
論
（「
雄
弁
家
に
つ
い
て
」）
で
あ

理
論
化
と
い
う
学
問
的
営
為
そ
の
も
の
に
不
可
避
な
問
題
に
ま
で
切
り
込

ん
で
い
く
後
者
と
の
違
い
で
あ
る
。
後
者
の
宗
教
概
念
批
判
的
な
宗
教
現

象
学
批
判
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
、M

ichaels

やCox

が
宗
教
現
象
学
の

意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。M

ichaels

は
、
学
問

的
営
為
に
は
一
般
化
・
普
遍
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
宗
教

現
象
学
な
く
し
て
（
あ
る
い
は
「
理
論
な
く
し
て
」）、
理
性
的
宗
教
学
は

存
在
し
え
な
い
」
と
述
べ
、
ま
たCox

は
、
宗
教
学
が
宗
教
研
究
に
関

わ
る
諸
科
学
（
心
理
学
や
社
会
学
や
人
類
学
）
と
は
異
な
る
（
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
と
し
て
の
）
宗
教
学
の
存
立
可
能
性
を
主
張
し
、
そ
こ
で
は
宗
教
現

象
学
が
役
割
を
果
た
し
う
る
と
論
じ
る
。
宗
教
現
象
学
と
い
う
呼
称
が
適

切
か
ど
う
か
は
と
に
か
く
、「
宗
教
」
現
象
の
理
論
化
と
い
う
作
業
の
必

要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
概
念
批
判

以
降
の
宗
教
学
が
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
よ
る
諸
宗
教
研
究
の
寄

せ
集
め
の
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
宗
教
学
の
存
続

に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
二
重
の
批
判
を
通
過

し
た
後
の
宗
教
現
象
学
の
あ
り
か
方
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

文
体
論
と
宗
教
史 

│
│ 

Ｅ
・
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
業
績
を
中
心
に 
│
│

掛
川　

富
康

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
マ
ニ
ス
ム
の
展
開
が
、
そ
の
揺
籃
の
地
域
古
代
地

中
海
世
界
や
ロ
マ
ン
ス
語
圏
の
そ
れ
に
比
し
て
、
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と

は
、
中
世
に
お
け
る
そ
の
受
容
、
宗
教
改
革
以
降
の
精
神
的
展
開
、
一
九

世
紀
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
、
前
世
紀
の
三
〇
年
代
以
降
の
社
会
政

治
的
現
実
、
ま
た
恒
常
的
に
言
わ
れ
る
ド
イ
ツ
精
神
文
化
の
「
非
文
学

性
」
を
顧
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
（
Ｋ
・
ブ
ル
ダ
ッ
ハ
）。
ド
イ
ツ
・
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こ
れ
を
受
け
継
い
だ
民
族
語
の
中
へ
浸
透
す
る
の
が
、
ロ
マ
ン
ス
語
圏
に

比
し
て
、
い
ち
じ
る
し
く
停
滞
し
た
こ
と
が
、
と
く
に
近
代
以
降
の
ド
イ

ツ
社
会
の
非
文
学
性
の
歴
史
的
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（LPSM

, 
IV

）。
エ
リ
ア
ー
デ
に
お
け
る
神
秘
主
義
概
念
の
構
築

│
│ 

マ
ッ
キ
オ
ロ
と
の
関
連 

│
│

奥
山　

史
亮

　

本
報
告
は
、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
が
一
九
二
〇
年
代
に
オ
ル
フ
ェ

ウ
ス
教
・
神
秘
主
義
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
オ
・
マ
ッ
キ
オ
ロ
か
ら
方
法
論
を
受
容
す
る
中
で
ヨ
ー
ガ
を
神
秘
主

義
の
典
型
と
み
な
し
、
そ
の
研
究
に
着
手
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ

た
仮
説
の
検
証
に
取
り
組
む
。
青
年
期
の
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ

ォ
ー
ニ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
と
強
い
相
互
的
な
影
響

関
係
を
有
し
て
い
た
一
方
で
、
マ
ッ
キ
オ
ロ
の
神
秘
主
義
研
究
に
も
き
わ

め
て
強
い
関
心
を
示
し
、
そ
れ
を
自
身
の
モ
デ
ル
と
し
て
受
容
し
て
い

た
。
マ
ッ
キ
オ
ロ
の
研
究
は
、
宗
教
の
普
遍
的
性
質
を
措
定
し
、
そ
れ
を

歴
史
的
要
因
な
ど
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
抽
出
し
よ
う
と
す
る
方
法
論
を

と
る
も
の
で
あ
り
、
宗
教
の
歴
史
性
を
重
視
す
る
宗
教
史
学
派
と
は
対
立

す
る
特
徴
を
有
す
る
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
一
九
二
五
年
に
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
文
学
・
哲
学
科
に
入

学
す
る
前
後
か
ら
マ
ッ
キ
オ
ロ
の
著
作
を
読
み
始
め
、
マ
ッ
キ
オ
ロ
の
主

著
『
ザ
グ
レ
ウ
ス
：
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教
研
究
』
を
は
じ
め
と
す
る
著
作
の

書
評
を
多
数
執
筆
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
評
か
ら
エ
リ
ア
ー

デ
の
関
心
の
あ
り
方
を
抽
出
す
る
と
、
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
①

り
、
荘
重
体
（serm

o gravis

）、
中
庸
体
、
低
俗
な
文
体
、
で
あ
る
。

い
ま
だ
こ
の
三
文
体
論
の
影
響
下
に
あ
っ
た
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
文
学

理
論
家
Ｎ
・
ボ
ワ
ロ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
に
、
崇
高
な
悲
劇
、
気
品

を
も
っ
て
た
わ
む
れ
る
社
会
喜
劇
、
道
化
や
下
品
な
し
ゃ
れ
を
割
り
当
て

て
い
る
。
こ
の
文
体
理
解
の
歴
史
的
流
れ
の
中
に
、
異
質
な
も
の
と
し
て

謙
抑
体
（serm

o hum
ilis

）
が
侵
入
し
て
く
る
。
謙
抑
体
の
特
質
は
、

日
常
生
活
の
中
に
悲
劇
的
な
事
件
を
見
い
だ
す
点
に
あ
る
（
こ
れ
は
三
文

体
論
で
は
不
可
能
で
あ
る
）。
こ
れ
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
領
域
か
ら
発
展

し
て
い
た
並
行
体
（
旧
約
聖
書
、parataxis

）
に
起
源
し
、
そ
の
文
体

精
神
を
受
け
入
れ
た
新
約
聖
書
に
起
源
す
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
謙
抑
体

の
よ
っ
て
、
三
文
体
論
で
は
、
包
摂
し
き
れ
な
い
新
し
い
現
実
が
文
学
描

写
の
視
界
に
入
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
並
行
体
の
文
体
分
析
へ
の

視
点
を
、
Ａ
は
Ｅ
・
ノ
ル
デ
ン
の
古
典
世
界
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
文
体
の

比
較
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
Ｌ
・
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
の
文
体
分
析
か
ら
学

ん
だ
。
ノ
ル
デ
ン
は
早
く
も
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
へ
の
視
点
（“A

gnostos 
T
heos ”,

一
九
一
三
）
を
も
ち
、
Ａ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
学
の
文
体
の
特
質
で

あ
る
上
記
並
行
体
が
、
新
約
聖
書
に
も
受
け
継
が
れ
、
簡
素
な
文
体
と
厳

粛
な
も
の
、
日
常
性
と
悲
劇
性
と
の
結
合
（
た
と
え
ば
ペ
ト
ロ
に
よ
る
イ

エ
ス
の
否
認
）
と
い
う
、
キ
ケ
ロ
的
三
文
体
論
で
は
描
写
で
き
な
い
新
し

い
現
実
を
描
写
し
た
と
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
古
典

主
義
ま
で
支
配
し
た
三
文
体
論
を
、
近
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
（
ス
ダ
ン
ダ
ー

ル
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
）
が
、
日
常
性
と
悲
劇
性
と
の
結
合

（
様
式
混
合
）
を
文
学
描
写
の
中
で
可
能
に
し
た
こ
と
と
対
応
す
る
。
ド
イ

ツ
で
は
、
と
く
に
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
ラ
テ
ン
語
も
典
礼
、

神
学
、
法
学
の
領
域
に
限
定
さ
れ
、
文
学
的
言
語
と
し
て
俗
ラ
テ
ン
語
や
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る
。
⑴Y

oga: E
ssai sur les origines. D

e la m
ystique Indien-

ne, 1936

：
ダ
ス
グ
プ
タ
の
も
の
で
執
筆
し
、
一
九
三
三
年
に
ブ
カ
レ
ス

ト
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
。
⑵T

echniques du 
Y
oga, 1948

：
博
士
論
文
に
加
筆
修
正
を
施
し
、
ガ
リ
マ
ー
ル
か
ら
刊
行

し
た
著
作
。
⑶La Y

oga: Im
m
ortalité et Liberté, 1954

：
立
川
武

蔵
訳
（
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
五
年
）
の
底
本
。
⑴
は
副
題
にm

ysti-
que

の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
ヨ
ー
ガ
を
神
秘
主
義

と
し
て
対
象
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
本
書
の
着
想
が
マ

ッ
キ
オ
ロ
の
『
ザ
グ
レ
ウ
ス
』
に
あ
る
と
マ
ッ
キ
オ
ロ
本
人
に
報
告
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
⑵
と
⑶
も
⑴
に
基
づ
き
マ
ッ
キ
オ
ロ
の

神
秘
主
義
理
解
を
踏
襲
し
て
い
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
が
、
よ
り
詳
細

な
比
較
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
非
還
元
性
を
め
ぐ
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
方
法
論
は
、
レ
ー
ウ
の

宗
教
現
象
学
を
継
承
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
本
報
告
の
分
析

か
ら
は
マ
ッ
キ
オ
ロ
に
学
び
、
ヨ
ー
ガ
を
研
究
す
る
過
程
で
構
築
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ポ
ス
ト
宗
教
概
念
批
判
の
宗
教
学
を
構
想
す
る

近
藤　

光
博

　

本
報
告
は
、
宗
教
概
念
批
判
が
後
戻
り
不
可
能
な
断
絶
を
宗
教
論
全
般

に
も
た
ら
し
た
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
な
お
、
ど

の
よ
う
な
宗
教
学
が
可
能
で
、
ま
た
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
認
め

ら
れ
る
の
か
、
こ
う
い
っ
た
点
を
考
察
し
た
。

　

ポ
ス
ト
宗
教
概
念
批
判
の
宗
教
学
は
ま
ず
、
①
宗
教
概
念
批
判
（
＝
宗

教
概
念
成
立
）
の
系
譜
、
②
宗
教
概
念
の
自
明
視
が
優
勢
に
な
っ
た
機
制
、

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
参
入
者
は
、
神
と
の
合
一
を
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
は

な
く
、
現
実
的
な
体
験
と
し
て
認
識
す
る
。
研
究
者
は
、
神
秘
体
験
を
歴

史
的
、
社
会
的
要
因
と
し
て
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
的
な
事
柄
と

し
て
捉
え
た
う
え
で
、
そ
の
意
味
の
把
握
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
②
宗

教
史
学l ’histoire des religions

は
上
記
の
課
題
に
取
り
組
む
学
問
領

域
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
一
九
二
〇
年
代
の
時
点
で
は
未
だ
体
系
的
か
た

ち
を
と
っ
て
は
い
な
い
が
、
の
ち
に
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
の
根
本
的
主
張

と
し
て
展
開
さ
れ
る
萌
芽
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

①
に
関
し
て
、
参
入
者
に
と
っ
て
神
と
の
合
一
体
験
が
現
実
的
出
来
事

で
あ
り
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
参
入
者
は
神
を
演
じ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
神
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
戦
後
に
エ
リ

ア
ー
デ
が
展
開
し
た
儀
礼
論
と
か
な
り
の
程
度
重
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
儀
礼
は
神
話
を
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
演
じ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
現
実
と
し
て
再
現
し
て
お
り
、
参
入
者
は
聖
な
る
時
空
間
を

生
き
る
神
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
の
主

張
で
あ
る
。
②
に
関
し
て
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
参
入
者
に
と
っ
て
現
実

と
し
て
認
識
さ
れ
る
神
秘
体
験
、
神
と
の
合
一
体
験
を
歴
史
や
社
会
的
要

因
と
の
連
関
に
お
く
こ
と
な
く
、
そ
の
意
味
の
把
握
に
努
め
る
と
い
う
の

は
、
宗
教
者
の
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ー
体
験
を
歴
史
や
社
会
に
還
元
せ
ず
に
把
握

す
る
と
い
う
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
の
根
本
的
主
張
へ
と
展
開
さ
れ
る
。
以

上
か
ら
、
一
九
二
八
年
に
イ
ン
ド
に
向
か
う
直
前
ま
で
エ
リ
ア
ー
デ
は
マ

ッ
キ
オ
ロ
の
神
秘
主
義
研
究
の
受
容
を
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
進
め
て
い

た
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ガ
研
究
に
も
そ
れ
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

ヨ
ー
ガ
研
究
に
お
け
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
主
要
著
作
は
次
の
三
点
で
あ
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念
＝
制
度
を
析
出
し
た
当
の
主
体
で
あ
る
「
世
俗
」
の
解
明
を
お
こ
な
う
。

「
宗
教
」
の
宗
教
学
は
、
今
す
で
に
「
宗
教
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

事
物
の
研
究
を
お
こ
な
う
が
、
そ
の
際
、
研
究
対
象
を
「
宗
教
」
へ
と
収

容
さ
せ
る
歴
史
的
、
社
会
的
な
構
成
体
を
研
究
の
フ
レ
ー
ム
に
す
え
、
個

別
特
殊
な
伝
統
的
、
文
化
的
な
活
動
に
そ
な
わ
っ
た
意
義
や
権
能
と
、
そ

れ
を
「
宗
教
」
へ
と
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
知
的
＝
権
力
的
な
構
成
力
と

の
相
関
を
解
明
す
る
。「
宗
教
と
世
俗
の
あ
い
だ
」
の
宗
教
学
も
ま
た
、

「
宗
教
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
「
世
俗
の
自
己
同
一
性
」
と
の
交
渉
過

程
を
解
明
す
る
。

　

ポ
ス
ト
宗
教
概
念
批
判
の
宗
教
学
は
さ
ら
に
、「
宗
教
で
も
世
俗
で
も

あ
り
、
宗
教
で
も
世
俗
で
も
な
い
も
の
」
の
研
究
を
に
な
う
。
例
え
ば
、

意
味
付
与
や
集
団
形
成
と
い
っ
た
機
能
は
、「
世
俗
」
に
も
完
全
に
充
当

す
る
か
ら
に
は
、
こ
こ
で
の
「
機
能
」
と
は
、
ヒ
ト
の
一
般
的
な
可
能
性

を
指
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
宗
教
で
も
世
俗
で
も
あ
り
、
宗
教
で
も
世

俗
で
も
な
い
」。
西
欧
に
お
い
て
、「
世
俗
」
が
屹
立
す
る
過
程
で
剰
余
概

念
「
宗
教
」
の
設
定
が
生
じ
る
そ
の
「
以
前
」
か
ら
、
現
代
ま
で
連
続
し

て
い
る
も
の
。
そ
こ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
重
要
な
の
は
、
存
在
論
＝
認
識

論
の
レ
ベ
ル
で
の
「
ハ
ー
ド
な
」
知
的
構
築
の
再
導
入
で
あ
る
。
ヒ
ト
の

可
能
性
を
、
世
界
観
＝
価
値
観
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
獲
得
し
な
お
す
と
い

う
作
業
に
、
ポ
ス
ト
宗
教
概
念
批
判
の
宗
教
学
は
、
積
極
的
に
参
画
し
て

い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　

宗
教
概
念
批
判
が
宗
教
学
に
も
た
ら
し
た
「
形
式
的
な
」
可
能
性
に
つ

い
て
は
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
問
題
系
に
見
通
し
を
得
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
京
都
学
派
哲
学
の
可
能
性
、
仏
教
と
一
神
教
と
の
再
比

較
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
再
定
式
化
な
ど
で
あ
る
。

③
宗
教
概
念
批
判
が
宗
教
学
の
基
礎
論
と
し
て
優
勢
に
な
っ
た
機
制
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
、
専
門
分
野
の
基
礎
論
（「
宗
教

学-
学
」）
へ
と
内
閉
し
て
い
く
傾
向
が
厳
に
戒
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
も
、
従
来
型
の
宗
教
概
念
と
そ
の
理
論
は
、
近
代
文
明
の
根
底

的
水
準
を
に
な
う
こ
と
で
、
現
代
の
「
宗
教
暴
力
」
を
直
接
に
形
づ
く
っ

て
い
る
か
ら
だ
。
現
代
宗
教
学
は
、
凄
惨
な
「
宗
教
暴
力
」
へ
の
応
答
と

い
う
倫
理
的
自
覚
に
の
み
も
と
づ
き
、
宗
教
学
に
内
発
す
る
越
境
を
、
宗

教
概
念
批
判
を
通
じ
て
「
軽
や
か
に
」
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。

　
「
宗
教
」
と
は
「
世
俗
」
の
剰
余
概
念
で
あ
る
│
│
こ
れ
が
タ
ラ
ル
・

ア
サ
ド
の
宗
教
概
念
批
判
が
も
た
ら
し
た
最
も
重
要
な
知
見
で
あ
る
。
近

代
西
欧
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
た
「
世
俗
」
と
は
人
間
・
個
人
・
理
性
と
い

う
概
念
に
も
と
づ
く
《
神
な
き
個
人
の
合
理
主
義
》
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
原
理
を
中
核
に
す
え
、
そ
れ
と
の
親
和
性
の
高
低
に
応
じ
て
諸
事
物

を
配
置
し
な
お
す
の
が
「
近
代
文
明
」（
西
洋
近
代
文
明
）
で
あ
る
。「
宗

教
」
と
は
、
こ
の
文
明
の
周
縁
を
に
な
う
概
念
＝
制
度
と
し
て
、「
世
俗
」

が
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
、
副
次
的
な
も
の
、
否
定
的
な
も
の
と
し
て
選
出
し

た
事
物
を
容
れ
る
ゴ
ミ
箱
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
に
し
た
が
っ
た
と
き
、「
宗
教
と
は
何
か
」
と
い
う

問
い
は
、
形
式
的
に
完
全
に
無
効
化
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
剰
余
概
念

（「
ゴ
ミ
箱
」）
に
は
、
定
義
可
能
な
共
通
の
性
質
な
ど
な
い
か
ら
だ
。
あ

る
の
は
、
剰
余
を
発
生
さ
せ
る
主
体
（
ゴ
ミ
を
吐
き
出
す
主
体
）、
す
な

わ
ち
「
世
俗
」
の
自
己
同
一
性
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
「
世
俗
」
こ
そ
は
、
宗
教
学
の
最
も
中
心
的
な
研
究
対
象
と

な
り
、
宗
教
学
の
研
究
領
野
は
、「
宗
教
」、「
世
俗
」、「
宗
教
と
世
俗
の

あ
い
だ
」
の
三
つ
に
分
節
化
さ
れ
る
。「
世
俗
」
の
宗
教
学
は
、
宗
教
概
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う
べ
き
な
の
か
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
問
い
直
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
ラ
イ
シ
テ
の
理
解
の
仕
方
、
そ
の
自
由
概
念
の
内
実
、

そ
の
中
立
性
概
念
の
内
実
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
現
在
の
ラ
イ
シ
テ
言

説
を
類
型
化
し
た
。
一
方
に
あ
る
の
は
「
自
由
主
義
的
ラ
イ
シ
テ
」
で
あ

る
。
第
一
の
特
徴
は
、
自
由
、
平
等
、
分
離
、
中
立
性
の
四
要
素
か
ら
ラ

イ
シ
テ
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
要
素
理
解
は
、
ラ
イ
シ
テ
の
国

際
比
較
を
可
能
に
す
る
点
、
要
素
間
の
序
列
化
を
行
う
点
に
特
徴
が
あ

る
。
第
二
の
特
徴
は
、
良
心
の
自
由
の
広
い
理
解
で
あ
る
。
こ
の
自
由
理

解
は
、
宗
教
的
信
条
と
世
俗
的
信
条
を
同
等
な
も
の
と
す
る
点
、
信
条
の

公
的
表
明
を
包
括
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
第
三
の
特
徴
は
、「
妥
当
な

る
調
整
」
を
推
奨
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
妥
当
な
る
調
整
」
と
は
、
国
家

の
積
極
的
な
介
入
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
少
数
派
に
課
さ
れ
る
実
質
的
な
差

別
を
是
正
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
に
あ
る
の
は
「
共
和
主
義
的
ラ
イ
シ
テ
」
で
あ
る
。
第
一
の
特
徴

は
、
ラ
イ
シ
テ
を
、
理
性
の
共
和
国
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
解
は
ま
ず
、
英
米
流
の
自
由
主
義
と

フ
ラ
ン
ス
流
の
共
和
主
義
を
対
比
さ
せ
る
言
説
か
ら
養
分
を
得
て
お
り
、

ド
ゥ
ブ
レ
の
論
考
「
あ
な
た
は
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
か
、
そ
れ
と
も
共
和
主
義

者
か
」
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
理
性
主
義
的
な
自
由

理
解
で
あ
る
。
こ
の
自
由
理
解
で
は
、「
思
考
の
自
由
」
と
し
て
の
良
心

の
自
由
が
、
宗
教
の
自
由
に
優
越
す
る
。
こ
の
例
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
的

セ
ク
ト
対
策
機
関
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
二
〇
〇
〇
年
次
報
告
書
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
三
の
特
徴
は
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
中
立
性
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
公
共
空
間
か
ら
「
セ
ク
ト
」
や
ヴ
ェ
ー
ル
と
い
っ
た
宗
教
性
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ス
ラ
ー
ム
評

ラ
イ
シ
テ
の
諸
類
型

│
│ 

フ
ラ
ン
ス
の
セ
ク
ト
・
ヴ
ェ
ー
ル
論
争
を
も
と
に 

│
│田

中　

浩
喜

　

本
発
表
の
目
的
は
、
セ
ク
ト
論
争
と
ヴ
ェ
ー
ル
論
争
と
い
う
二
つ
の
論

争
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
後
半
の
ラ
イ
シ
テ
言
説
の
動
向
を
整

理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ラ

イ
シ
テ
の
議
論
は
主
に
教
育
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以

降
、
宗
教
的
権
利
要
求
の
増
加
を
背
景
に
、
ラ
イ
シ
テ
を
め
ぐ
る
議
論
は

非
常
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
に
あ
っ
て
、
ラ
イ
シ
テ
を
め
ぐ

る
議
論
は
民
主
主
義
論
や
国
民
国
家
論
に
ま
で
そ
の
射
程
を
広
げ
て
お

り
、
ラ
イ
シ
テ
は
学
術
的
に
も
社
会
的
に
も
そ
の
語
義
を
拡
散
さ
せ
て
い

る
。

　

一
九
九
〇
年
代
頃
ま
で
、
学
術
的
な
ラ
イ
シ
テ
研
究
は
主
に
歴
史
学
と

法
学
で
な
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
ラ
イ
シ
テ
研
究

の
国
際
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
外
の
ラ
イ
シ
テ
を
論

じ
た
著
作
と
し
て
は
、
ミ
ロ
の
『
新
世
界
の
ラ
イ
シ
テ
』
が
代
表
的
で
あ

る
。
ま
た
ボ
ベ
ロ
の
『
世
界
の
な
か
の
ラ
イ
シ
テ
』
を
は
じ
め
、
ラ
イ
シ

テ
の
国
際
比
較
も
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ラ
イ
シ
テ
は
今

や
、
国
際
比
較
可
能
な
概
念
と
し
て
学
術
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
ラ
イ
シ
テ
言
説
の
政

治
化
で
あ
る
。
ラ
イ
シ
テ
が
政
治
的
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
セ
ク
ト
論
争
と
ヴ
ェ
ー

ル
論
争
で
あ
る
。「
セ
ク
ト
」
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ヴ
ェ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
「
宗
教
復
興
」
の
象
徴
で
あ
り
、
二
つ
の
論
争
は
、
宗
教
の

管
理
や
そ
の
権
利
要
求
の
承
認
に
関
し
て
、
公
権
力
が
ど
の
よ
う
に
振
舞
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た
。

　

論
争
は
、
科
目
の
導
入
か
ら
一
〇
年
近
く
経
っ
た
現
在
で
も
続
い
て
い

る
。
あ
る
い
は
、
社
会
の
変
化
と
連
動
し
な
が
ら
近
年
に
な
っ
て
再
燃
し

た
と
も
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
背
景
に
は
、「
倫
理
・
宗
教
文
化
」

を
め
ぐ
る
二
つ
の
裁
判
が
起
こ
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
二

年
、
二
〇
一
五
年
に
結
審
）、
そ
し
て
二
〇
一
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

公
務
員
の
ス
カ
ー
フ
着
用
を
規
制
す
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
大
き

な
議
論
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

近
年
起
き
て
い
る
「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
特
徴
は
、

同
科
目
の
廃
止
や
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
「
反
対
派
」
が
、
と
り
わ
け

「
宗
教
文
化
」
の
パ
ー
ト
を
問
題
視
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
二
〇
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
一
四
人
の
著
者
に
よ
る
一
二

本
の
テ
ク
ス
ト
を
収
め
た
本
（Baril et Baillargeon éds. 2016

）
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
こ
の
科
目
を
批
判
し
て
い
る
が
、
特
に
次
の
三
つ

の
立
場
か
ら
の
も
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
（
一
）厳
格
な
ラ
イ
シ
テ
派
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
学
校
の
ラ
イ
シ
テ
化
が

不
十
分
で
、
宗
教
団
体
の
ロ
ビ
ー
活
動
が
継
続
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い

る
。
ま
た
、「
宗
教
文
化
」
教
育
は
無
神
論
や
ユ
マ
ニ
ス
ム
を
扱
っ
て
い

な
い
と
批
判
し
て
い
る
。（
二
）ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
科
目
は
多
様

性
を
規
範
的
な
教
義
と
し
て
教
え
込
ん
で
お
り
、
そ
の
多
文
化
主
義
的
な

性
格
に
よ
っ
て
社
会
の
断
片
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
批
判
し
て
い
る
。

（
三
）フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
、「
宗
教
文
化
」
の
パ
ー
ト
に
お
い
て
は
男
女
の

不
平
等
を
前
提
と
し
た
世
界
観
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、「
倫
理
」
の
パ
ー

ト
お
よ
び
男
女
平
等
で
あ
る
べ
き
ケ
ベ
ッ
ク
社
会
の
価
値
観
に
反
す
る
と

主
張
し
て
い
る
。

議
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
）
の
設
置
な
ど
、
特
定
の
制
度
宗
教
を
公
的
領
域
に
参

入
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
六
年
の
「
ギ
ュ
イ
ヤ

ー
ル
報
告
書
」
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
は
、「
セ
ク
ト
」
へ
の

警
戒
を
呼
び
か
け
る
一
方
で
、
公
的
セ
ク
ト
対
策
機
関
の
設
置
を
提
言
す

る
に
あ
た
り
、「
公
認
宗
教
」
の
代
表
者
を
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
シ
テ
は
通
念
上
、
公
共
空
間
か
ら
宗
教
を
排
除
す
る
原
理
と
考
え

ら
れ
が
ち
だ
が
、
セ
ク
ト
・
ヴ
ェ
ー
ル
論
争
の
経
過
を
見
る
と
、
一
九
九

〇
年
代
以
降
前
景
化
し
た
「
共
和
主
義
的
ラ
イ
シ
テ
」
は
、
公
共
空
間
に

お
け
る
宗
教
の
存
在
を
選
択
的
に
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
近
年
の
状
況

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
権
力
が
ラ
イ
シ
テ
の
名
に
お
い
て
、
宗
教
に
対
す
る

管
理
体
制
を
強
め
つ
つ
あ
る
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

ケ
ベ
ッ
ク
の
倫
理
・
宗
教
文
化
教
育
を
め
ぐ
る
近
年
の
論
争

伊
達　

聖
伸

　

カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
二
〇
〇
八
年
に
「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
教

育
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
・
道
徳
」、

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
・
道
徳
」、「
道
徳
」
の
選
択
制
に
代
わ
る
統

一
必
修
科
目
で
、
宗
教
的
・
文
化
的
多
様
性
を
踏
ま
え
た
社
会
統
合
を
、

対
話
を
通
じ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
の
間
文
化
主
義
的
な
ラ
イ

シ
テ
の
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
科
目
は
、
導
入
の
前
後
に
お
い
て
も
す
で
に
社
会
的
な
論
争
の
対

象
に
な
っ
て
い
た
。
宗
教
的
な
保
守
派
は
家
庭
の
宗
教
教
育
と
学
校
で
の

宗
教
教
育
の
矛
盾
を
懸
念
し
て
い
た
し
、
共
和
主
義
的
な
ラ
イ
シ
テ
を
唱

え
る
者
た
ち
は
学
校
か
ら
宗
教
教
育
を
取
り
除
く
こ
と
を
主
張
し
て
い



　　180

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第１部会

世
俗
化
の
形
成 

│
│ 

概
念
史
的
考
察 

│
│

諸
岡　

了
介

　

世
俗
化
（secularization

）
と
い
う
概
念
は
、
し
ば
し
ば
十
八
世
紀

の
啓
蒙
思
想
や
十
九
世
紀
の
社
会
思
想
を
特
徴
づ
け
る
の
に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
一
般
的
な
用
法
が
普
及
し
た
の
は
、
こ
の
概
念

の
「
英
語
標
準
化
」
が
進
ん
だ
二
〇
世
紀
後
半
の
こ
と
と
目
さ
れ
る
。

　

世
俗
化
概
念
に
つ
い
て
、
近
現
代
の
社
会
や
思
想
を
特
徴
づ
け
る
用

法
が
次
第
に
展
開
し
は
じ
め
る
の
は
、
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
に
お
い
て
はD

echristianisierung

・Ent-
sakralisierung

・Entkirchelichug

等
、
多
様
な
類
義
語
が
混
在
し

て
い
た
。
特
に
重
要
だ
っ
た
の
はV

erw
eltlichung

で
、
こ
の
概
念
に

は
宗
教
的
理
念
の
現
実
世
界
に
お
け
る
実
現
と
い
う
宗
教
的
動
態
を
指
す

用
法
が
あ
り
、
宗
教
の
堕
落
と
実
現
と
い
う
両
義
性
を
伴
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
は
、
宗
教
的
領
域
と
世
俗
的
領
域
を
截
然
と
区
別
す
る
、
現

在
の
世
俗
化
概
念
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
、
こ
の

V
erw

eltlichung

がSäkularisation

やSäkularisierung

と
し
ば

し
ば
同
義
語
と
し
て
重
な
り
合
っ
て
お
り
（
例
え
ば
Ｒ
Ｇ
Ｇ
１

、
Ｒ
Ｇ
Ｇ

２

）、
ド
イ
ツ
語
圏
の
神
学
や
思
想
界
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
土
壌

を
背
景
に
、
こ
の
両
義
性
を
巡
っ
て
世
俗
化
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
し

た
。

　

し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
、
神
学
の
外
で
は
ま
だ
世
俗
化

は
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や

Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
も
こ
の
概
念
を
明
確
に
規
定
し
て
用
い
て
は
い
な
い
。
世

俗
化
概
念
が
、
思
想
界
で
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
は
じ

め
る
の
は
、
一
九
二
〇
年
頃
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｃ
・
シ

　

こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
、「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
教
育
の
推
進
者
た

ち
は
、
現
場
で
行
な
わ
れ
て
い
る
教
育
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
や
改
良
の

余
地
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
こ
の
科
目
の
理
念
を
改
め
て
肯
定
し
て

い
る
。

　
「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
も
関
わ
っ
た
哲
学
者
の

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
ル
ー
は
、
現
代
世
界
に
お
け
る
宗
教
的
多
様
性
か
ら
目

を
背
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
対
話
」
に
よ
っ
て
「
倫
理
」
と
「
宗
教
文

化
」
の
パ
ー
ト
を
有
機
的
に
関
連
づ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い

る
（Leroux, 2016

）。「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
の
科
目
を
実
際
に
担
当
し

て
い
る
教
員
た
ち
も
ま
た
、
現
場
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
の
科
目
へ
の
反

対
意
見
に
逐
一
反
論
し
て
い
る
（Le D

evoir, 28 décem
bre 2016

）。

　

実
際
に
「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
教
育
に
現
場
で
携
わ
っ
て
い
る
当
事
者

か
ら
見
る
と
、
近
年
の
論
争
に
お
け
る
反
対
意
見
は
、
現
場
の
状
況
を
必

ず
し
も
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
に
な
さ
れ
て
い
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
批
判

に
す
ぎ
な
い
と
映
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
批
判
で
あ
っ

て
も
社
会
の
議
論
の
一
角
を
構
成
し
う
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
ま
た

別
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
ラ
イ
シ
テ
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
比
べ
る
と
宗
教
の
表
現
に
よ
り
多
く
の
余
地
を
与
え
る
「
開
か

れ
た
ラ
イ
シ
テ
」
と
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
近
年
の
ラ
イ
シ
テ

や
「
倫
理
・
宗
教
文
化
」
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
流
の
「
ラ

イ
シ
テ
」
や
「
男
女
平
等
」
の
観
念
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
お
い
て
も
一
定
の

地
歩
を
占
め
て
い
る
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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流
入
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
「
非
キ
リ
ス
ト
教
化

（déchristianisation

）」
に
世
俗
化
概
念
が
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
二
〇
世
紀
半
ば
に
英
語
標
準
化
が
生
じ
る
以
前
の
世

俗
化
論
は
も
と
の
概
念
か
ら
し
て
両
義
的
で
あ
っ
た
し
、
宗
教
社
会
学
の

い
わ
ゆ
る
世
俗
化
論
は
、
学
史
的
に
も
理
論
内
容
的
に
も
世
俗
化
概
念
の

批
判
的
検
討
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
半

ば
以
降
、
そ
れ
を
一
義
的
な
「
宗
教
の
衰
退
」
命
題
の
主
張
と
同
一
視
し

た
上
で
、「
世
俗
化
論
者
」
な
る
も
の
を
批
判
す
る
語
り
口
が
後
を
絶
た

な
い
。
そ
れ
は
、
半
ば
以
上
が
、「
ポ
ス
ト
世
俗
化
」
を
語
ろ
う
と
す
る

「
批
判
者
」
た
ち
の
側
が
構
築
し
て
き
た
、「〝
世
俗
化
の
神
話
〞
と
い
う

神
話
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
多
元
的
な
実
在
論

坪
光　

生
雄

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
と
の

共
著
『
実
在
論
を
建
て
直
す
』（R

etrieving R
ealism

, 2015

）
の
な
か

で
、
自
ら
の
認
識
論
上
の
立
場
を
「
多
元
的
で
頑
強
な
実
在
論
」
と
定
義

し
た
。
本
発
表
の
試
み
は
、
こ
の
哲
学
的
見
解
か
ら
宗
教
研
究
へ
の
方
法

論
上
の
示
唆
を
汲
み
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
認
識
論
に
関
わ
る
テ

イ
ラ
ー
の
主
張
は
『
世
俗
の
時
代
』（A

 Secular A
ge, 2007

）
に
お
い

て
も
一
貫
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
現
代
宗
教
学
の
文
脈
で
宗
教
史
家

テ
イ
ラ
ー
を
評
価
的
に
論
じ
る
向
き
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
は
無
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

テ
イ
ラ
ー
の
実
在
論
は
二
つ
の
形
容
詞
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

ュ
ミ
ッ
ト
や
Ｆ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
る
用
法
は
、
世
俗
的
に
み
え
る
も
の

が
宗
教
的
な
ル
ー
ツ
な
い
し
原
型
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
用
法

で
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
社
会
過
程
を
指
す
現
在
一
般
的
な
用
法
と
は
ま
た

意
味
合
い
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
前
後
か
ら
英
語
圏
へ
の
ド
イ
ツ
思
想
の
流
入
が
生
じ

る
に
つ
れ
、
世
俗
化
を
め
ぐ
る
議
論
が
英
語
圏
へ
と
拡
大
す
る
と
同
時

に
、
類
義
語
が
排
除
さ
れ
、secularization

系
の
概
念
へ
の
一
元
化
が

生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
結
果
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、

Ｆ
・
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
に
よ
る
用
法
で
あ
る
。
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
議
論
は
、

世
俗
主
義
（Säkularism

us
）
と
の
概
念
的
区
別
を
目
指
し
た
た
め
、

V
erw

eltlichung

で
は
な
く
、Säkularisierung

を
使
う
必
然
性
を

持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
に
生
じ
た
ド
イ
ツ
危
機
神
学
の
再
評

価
の
際
、
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
に
よ
る
世
俗
化
概
念
の
導
入
に
よ
り
、
Ｒ
・
ブ

ル
ト
マ
ン
の
「
非
神
話
化
」
論
や
、
Ｄ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
「
非
宗
教

的
キ
リ
ス
ト
教
」
論
ま
で
が
世
俗
化
概
念
の
下
に
包
括
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
英
米
圏
か
ら
展
開
し
た
「
世
俗
神
学
」
ブ
ー
ム
を

通
じ
た
世
俗
化
概
念
の
一
元
的
普
及
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
時
に
、
危
機
神
学
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
思
想
界
か
ら
の
世
俗
化

概
念
の
流
出
は
、
特
に
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
隆
盛
と
い

う
状
況
に
照
ら
し
て
、
こ
の
概
念
を
再
検
討
す
る
必
要
を
生
み
出
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
宗
教
社
会
学
に
お
け
る
一
連
の
い
わ
ゆ
る
世
俗
化

論
は
、
ド
イ
ツ
的
神
学
的
世
俗
化
論
に
対
す
る
社
会
学
的
批
判
と
し
て
展

開
し
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
宗
教
社
会
学

で
世
俗
化
概
念
に
対
す
る
批
判
が
相
次
い
で
い
た
事
実
か
ら
も
裏
書
き
さ

れ
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
宗
教
社
会
学
で
も
、
英
米
流
の
世
俗
化
論
が
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認
識
論
上
の
多
元
主
義
は
、
倫
理
な
い
し
規
範
と
し
て
の
多
元
主
義
を

導
く
。
異
な
る
人
間
的
意
味
を
生
き
る
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
「
人
間
の
生
、
宇
宙
、
聖
な

る
も
の
等
々
に
つ
い
て
の
ま
っ
た
く
異
な
る
理
解
の
様
式
が
存
在
す
る
こ

と
を
理
解
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
多
元
性
と
い
う
条
件
下
で
他
者

と
出
会
う
と
き
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
私
た
ち
の
先
祖
な
ら
他
者
の
『
風
変
わ
り
な
』
習
慣
と
み
な
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
ら
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
」。
他
方
、
頑
強
な
実

在
論
の
要
点
は
、
そ
う
し
た
実
在
と
の
対
応
と
し
て
の
真
理
性
を
擁
護
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
テ
イ
ラ
ー
の
多
元
主
義
は
し
た
が
っ
て
、
実
在
を
開

示
・
把
握
す
る
多
様
な
方
法
が
「
す
べ
て
真
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

結
論
す
る
よ
う
導
か
れ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
な
テ
イ
ラ
ー
の
所
論
か
ら
は
、
今
日
の
宗
教
言
説
に
お
い

て
支
配
的
な
多
元
主
義
の
エ
ー
ト
ス
が
、
独
断
的
な
一
般
理
論
の
構
築
を

断
念
す
る
と
同
時
に
、
た
ん
な
る
相
対
主
義
に
帰
着
す
る
こ
と
を
も
避
け

る
方
法
論
的
な
可
能
性
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
宗
教
に
関

す
る
多
元
的
で
頑
強
な
実
在
論
は
、
諸
宗
教
が
立
て
る
個
別
的
な
真
理
主

張
も
、
ど
こ
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
な
さ
れ
る
一
般
的
記
述
も
、
す
べ
て

実
在
と
の
対
応
と
し
て
同
程
度
に
「
真
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

可
能
性
に
賭
け
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
態
度
の
有
効
性
や
限

界
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
に
は
、
蓋
然
的
な
真
理
を
も
つ
諸
主
張
の

間
に
期
待
し
う
る
「
重
な
り
合
う
合
意
」
と
い
う
収
束
を
主
題
と
し
て
、

認
識
論
的
で
あ
る
以
上
に
政
治
的
な
議
論
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

ま
ず
「
頑
強
な
（robust

）」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
認
識
論
上
の
「
整

合
主
義
」
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
。
近
代
認
識
論
に
お
け

る
内
／
外
の
切
断
を
暗
黙
の
前
提
と
し
な
が
ら
内
の
整
合
性
だ
け
を
問
題

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
私
た
ち
が
身
体
的
従
事
と
い

う
契
機
を
通
じ
て
外
に
開
か
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
を
強
調
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
内
／
外
区
別
そ
の
も
の
を
無
意
味
な
も
の
と
す
る
点
に

こ
の
「
頑
強
な
実
在
論
」
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
う
し
て
テ
イ
ラ
ー
は
、
科

学
に
よ
る
自
然
の
記
述
が
自
然
的
実
在
そ
れ
自
体
の
独
立
的
な
構
造
に
対

応
す
る
と
い
う
発
想
を
擁
護
す
る
。
し
か
し
次
に
「
多
元
的
（plural-

ist

）」
と
い
う
こ
と
で
意
味
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
実
在
と
の
対

応
と
し
て
真
で
あ
る
よ
う
な
理
解
の
様
式
が
複
数
あ
り
う
る
可
能
性
で
あ

る
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
科
学
的
な
記
述
が
真
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
自
然
的

実
在
そ
れ
自
体
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
積
極
的
に
認
め

る
が
、
他
方
で
科
学
的
な
記
述
が
実
在
の
唯
一
の
本
質
を
捉
え
て
い
る
と

は
考
え
な
い
。
自
然
科
学
が
あ
る
自
然
種
に
つ
い
て
与
え
る
真
な
る
説
明

は
、
そ
の
も
の
に
関
す
る
他
の
仕
方
で
の
理
解
が
真
で
あ
る
可
能
性
を
排

除
し
な
い
。「
ど
こ
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
眺
め
」
に
立
ち
、
事
物
の

独
立
的
性
質
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
近
代
科
学
は
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
特

殊
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
で
あ
り
、
た
だ
自
ら
に
相
対
的
な
仕
方
で
実
在

を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
「
多
元
的
で
頑
強
な
実
在
論
」

は
、
実
在
と
の
対
応
と
し
て
の
真
理
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て

同
一
の
実
在
に
関
し
て
し
ば
し
ば
食
い
違
う
把
握
の
複
数
性
を
可
能
的
に

承
認
す
る
。
こ
の
立
場
は
一
元
的
に
本
質
化
さ
れ
た
自
然
主
義
の
真
理
観

と
、
対
応
へ
の
問
い
を
無
意
味
と
す
る
整
合
主
義
の
反
実
在
論
と
い
う
両

極
端
を
避
け
る
第
三
の
道
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
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が
る
こ
と
が
で
き
る
。」
な
ど
の
「
前
近
代
的
」
な
要
素
は
難
易
度
が
低

く
な
り
、
宗
教
度
の
高
い
人
で
な
い
と
信
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
し
て

宗
教
度
は
主
と
し
て
個
人
的
な
特
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
特
に
大
き
い

の
は
神
秘
体
験
の
効
果
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
近
代
的
宗
教
概
念
の
影
響
を
受
け
て
い
る
は
ず
の
大
卒
者

（
イ
ン
テ
リ
）
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、「
前
近
代
的
」
な
も
の
も
含
め
た
宗

教
教
義
的
な
信
念
の
構
造
（
質
）
に
も
量
に
も
影
響
を
し
な
い
。
一
次
元

の
共
通
構
造
が
存
在
し
か
つ
そ
こ
に
近
代
的
教
育
成
果
が
関
係
し
な
い
と

い
う
こ
れ
ら
結
果
は
、
宗
教
概
念
批
判
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
社
会
科
学
的
エ

ビ
デ
ン
ス
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
宗
教
的
行
動
が
社
会
的
に
共
有
さ
れ
観
察
可
能
で
か

つ
外
見
的
多
様
性
が
大
き
い
の
に
対
し
て
、
宗
教
的
信
念
や
経
験
は
概
し

て
個
人
的
で
観
察
可
能
性
が
低
く
か
つ
多
様
性
が
小
さ
い
た
め
、
ア
ン
カ

リ
ン
グ
な
ど
の
認
知
バ
イ
ア
ス
に
よ
っ
て
宗
教
の
多
様
性
が
過
度
に
強
調

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
人
と
猿
の
行
動
や
外
見
が
大
い
に

異
な
る
こ
と
は
進
化
論
へ
の
反
発
を
生
ん
だ
が
、
実
際
に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い

う
観
察
不
可
能
な
構
造
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
れ
た

い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
卒
（
学
歴
）
以
外
に
歴
史
性
を
反
映
で
き
る
代
替
指

標
を
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
歴
史
的
系
譜
を
定
量
的
・
客

観
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
宗
教
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察

が
客
観
性
を
担
保
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
慎
重
な
考
慮
に
値
す
る
。

　

一
方
で
、
間
宗
教
的
態
度
は
、
他
の
神
や
宗
教
に
ど
の
よ
う
な
判
断
を

下
す
か
と
い
う
、
社
会
的
に
共
有
さ
れ
う
る
観
察
可
能
な
反
応
で
あ
り
、

多
分
に
行
動
的
な
側
面
が
強
い
。
そ
の
た
め
か
、
間
宗
教
的
態
度
は
、
明

確
に
分
化
さ
れ
た
多
次
元
の
構
造
と
な
り
、
国
別
の
文
化
に
よ
る
差
が
顕

多
元
主
義
、
日
本
的
宗
教
性
、
宗
教
概
念
等
へ
の

海
外
研
究
者
の
最
近
の
見
解

渡
辺　

光
一

　

海
外
の
イ
ン
テ
リ
及
び
一
般
の
人
達
が
、
自
分
の
信
じ
る
神
や
宗
教
を

前
提
と
し
た
教
義
的
な
内
容
の
信
念
を
内
宗
教
的
信
念
（
狭
義
の
宗
教
的

信
念
）、
自
分
の
信
じ
る
神
や
宗
教
と
他
の
神
や
宗
教
と
の
間
の
関
係
に

つ
い
て
の
態
度
を
間
宗
教
的
態
度
、
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
、
多
神
教
国
（
日
本
、
タ
イ
、
台
湾
、
イ
ン
ド
）
及
び
啓
典
宗

教
国
（
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
）
か
ら
な
る
八
か
国

四
千
人
以
上
を
対
象
に
し
た
社
会
調
査
の
分
析
結
果
を
確
率
モ
デ
ル
に
基

づ
い
て
統
計
学
的
に
分
析
し
、
諸
国
民
の
信
念
や
態
度
の
構
造
を
実
証
的

な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
て
、
そ
の
な
か
で
イ
ン
テ
リ
の
特
徴
を
調
べ
て
み

た
。

　

す
る
と
、
内
宗
教
的
信
念
は
、
国
に
よ
る
質
的
な
差
は
な
く
量
的
な
違

い
の
み
が
あ
る
よ
う
な
共
通
の
一
次
元
の
構
造
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ

る
教
義
的
な
内
容
（
宗
教
的
信
念
要
素
）
を
あ
る
人
が
信
じ
る
か
ど
う
か

の
確
率
が
、
そ
の
宗
教
的
信
念
要
素
の
難
易
度
（
ど
の
程
度
信
じ
ら
れ
や

す
い
か
の
確
率
）
と
、
そ
の
人
の
宗
教
度
（
ど
の
程
度
信
じ
や
す
い
か
の

確
率
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
一
次
元
の
単
純
な
数
式
を
導
出
で
き
、
そ

の
数
式
構
造
は
各
国
で
共
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
は
、
目
に
見
え
な
い
力
に
よ
り
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
存
在
し
て

い
る
」
な
ど
の
具
体
的
ま
た
は
倫
理
プ
ラ
ス
超
越
と
い
う
要
素
は
難
易
度

が
低
く
な
り
誰
で
も
賛
成
し
や
す
い
が
、「
世
界
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と

に
は
、
む
し
ろ
聖
な
る
意
味
が
あ
る
」
な
ど
の
抽
象
的
ま
た
は
超
越
的
な

要
素
や
「
宗
教
的
儀
礼
に
お
い
て
、
食
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
神
と
つ
な
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呼
び
名
が
各
宗
教
に
よ
り
異
な
る
だ
け
で
あ
る
、「
神
は
多
く
の
名
を
も

つ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
の
宗
教
多
元
論
は
、
一
九
八

〇
―
九
〇
年
代
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
、
諸
宗
教
に
さ
ま
ざ

ま
な
反
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
ま
ず
ヒ
ッ
ク
の
著
作
『
宗
教
多
元
主
義

へ
の
道
（T

he M
etaphor of G

od Incarnate

）』
か
ら
、
彼
が
説
い
た

「
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
観
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
述
べ
る
。
次
に
、

そ
の
教
観
に
基
づ
き
「
宗
教
多
元
論
の
功
」
と
し
て
、
な
ぜ
ヒ
ッ
ク
の
論

に
賛
成
す
る
人
が
多
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
ヒ
ッ
ク

が
「
世
界
平
和
」
実
現
の
た
め
に
は
宗
教
間
の
偏
見
と
差
別
を
払
拭
し
、

互
い
に
「
寛
容
」
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
宗
教
を
「
平
等
」
に
見
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
わ
れ
が
一
宗
教

に
捉
わ
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
諸
宗
教
の
「
共
存
」
は
可
能
で
あ
る
、

「
世
界
平
和
」
は
実
現
で
き
る
と
い
う
彼
の
主
張
に
賛
同
す
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
「
宗
教
多
元
論
の
罪
」
と
し
て
批
判
を
試
み
る
。
第
一

に
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
論
は
、
宗
教
を
生
死
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
信

仰
者
の
心
理
を
除
外
視
し
た
理
論
展
開
に
あ
る
。
た
と
え
ば
ヒ
ッ
ク
は
、

将
来
的
に
諸
宗
教
は
「
礼
拝
場
所
の
共
有
」、「
聖
職
者
の
交
換
説
教
」
を

行
な
う
よ
う
に
な
る
、
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
者
が
拝
す
る
「
神
」
を
「
阿
弥

陀
信
仰
の
仏
教
徒
」
も
拝
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
主
体
的
「
信
」
の
立
場

を
問
わ
ず
、
客
観
的
「
知
」
の
立
場
で
の
み
論
を
進
め
て
い
る
。
第
二

に
、
す
べ
て
の
宗
教
が
「
唯
一
」
な
る
「
実
在
」
を
拝
し
て
い
る
と
断
定

し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
前
世
紀
末
の
カ
ル

ト
教
団
に
よ
る
毒
ガ
ス
・
サ
リ
ン
無
差
別
テ
ロ
、
今
世
紀
は
じ
め
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
で
起
こ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
に
よ
る
同
時

著
に
生
じ
、
個
人
的
特
徴
の
効
果
は
無
視
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の

宗
教
性
は
非
排
他
的
で
包
摂
的
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。「
世
界
に

は
正
し
い
宗
教
は
一
つ
し
か
な
い
」
へ
の
賛
成
確
率
が
八
か
国
で
平
均
二

八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
わ
ず
か
八
％
で
あ
る
。
宗
教
的
寛
容
と

い
う
日
本
的
美
徳
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
、「
複
数
の
『
神
』

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る
」、「
宗
教
に
は
よ
り
正
し
い
宗
教
か
ら
よ

り
間
違
っ
た
宗
教
に
至
る
幅
が
あ
る
」
な
ど
か
ら
な
る
多
神
教
的
包
摂
主

義
と
も
呼
べ
る
因
子
の
ス
コ
ア
も
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
間
宗
教
的
信
念

が
質
的
な
違
い
の
あ
る
四
次
元
構
造
で
あ
る
と
い
う
点
は
い
わ
ゆ
る
多
元

主
義
な
ど
の
理
論
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ビ
デ
ン
ス
な
の
だ
ろ
う
。

宗
教
多
元
論
の
功
罪
に
つ
い
て
の
一
考
察

南
部
千
代
里

　

本
研
究
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
で
あ
り
哲
学
者
で
も
あ
る
ジ
ョ
ン
・

ヒ
ッ
ク
（John H

ick

）
が
唱
え
た
宗
教
多
元
論
（Religious plural-

ism

）
を
、
宗
教
学
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
の
功
罪
に
関
し
て
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
論
の
特
徴
は
、
一
九
七
三
年
に
発
表
さ
れ
た
『
神

と
諸
信
仰
の
宇
宙
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
界
と
諸
宗

教
界
に
対
し
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示

し
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
二
千
年
間
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て

説
か
れ
信
仰
さ
れ
て
き
た
「
イ
エ
ス
中
心
の
型
」
か
ら
、
諸
信
仰
の
宇
宙

に
お
け
る
「
神
中
心
の
型
」
へ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」、
つ
ま
り
キ
リ

ス
ト
教
会
の
「
外
」
に
い
る
諸
宗
教
の
中
に
も
「
神
（
ヒ
ッ
ク
は
神
を
実

在
と
呼
び
、
万
物
の
根
源
と
解
す
る
）」
の
啓
示
は
現
わ
れ
、
そ
れ
へ
の
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宗
教
共
同
体
論
と
日
本
宗
教
史

小
田　

淑
子

　

今
回
の
研
究
発
表
は
二
つ
の
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
、
両
者
の
交
差
す

る
事
例
と
し
て
日
本
宗
教
史
の
問
題
を
挙
げ
た
。
問
題
意
識
の
一
つ
は
、

宗
教
現
象
学
が
提
示
し
た
宗
教
に
関
す
る
マ
ク
ロ
な
理
論
や
マ
ク
ロ
な
視

点
の
再
評
価
で
あ
る
。
宗
教
現
象
学
を
含
む
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前

半
に
か
け
て
の
欧
米
の
研
究
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
生
じ
た
後
、
そ
れ

ら
の
理
論
も
最
近
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
宗
教
現
象

学
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
扱
い
、
時
に
類
型
化
を
試
み
、
宗
教
構
造

や
宗
教
の
意
味
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
多
様
な
宗
教
を
見
渡
す
視

点
あ
る
い
は
場
は
、
宗
教
学
と
い
う
学
問
分
野
の
存
在
理
由
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
私
は
マ
ク
ロ
な
宗
教
理
論
の
中
で
も
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ワ
ッ
ハ
が

宗
教
経
験
の
三
つ
の
表
現
形
態
を
宗
教
の
構
造
と
し
て
提
示
し
た
こ
と
、

と
り
わ
け
宗
教
共
同
体
の
重
要
性
に
着
目
し
た
い
。
宗
教
共
同
体
は
宗
教

が
存
続
す
る
限
り
、
ど
こ
か
に
存
在
す
る
が
、
教
義
中
心
の
宗
教
研
究
で

は
議
論
さ
れ
に
く
い
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
古
代

宗
教
、
先
住
民
の
宗
教
の
宗
教
性
の
解
明
、
コ
ス
モ
ス
論
は
キ
リ
ス
ト
教

や
仏
教
で
は
解
明
で
き
な
い
宗
教
性
で
あ
り
、
た
と
え
ば
神
道
の
宗
教
性

を
説
明
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
も
積
極
的
に
適
用
さ
れ
る
に

値
す
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
意
識
は
、
日
本
的
宗
教
と
日
本
に
お
け
る
宗
教
共
同

体
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
神
道
と
仏
教
が
共
存
、
並
存
す
る
日
本
の
宗

教
状
況
を
宗
教
学
的
に
解
明
し
た
研
究
は
少
な
い
。
神
道
を
中
心
に
し
た

日
本
宗
教
史
研
究
で
は
、
仏
教
へ
の
言
及
が
非
常
に
少
な
い
。
仏
教
研
究

者
か
ら
の
日
本
宗
教
史
の
研
究
で
は
、
神
道
を
現
世
主
義
、
現
世
利
益
の

多
発
テ
ロ
は
、
宗
教
的
「
寛
容
」
の
名
の
も
と
に
赦
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
是
が
非
で
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
宗
教
が
「
唯
一
」
な

る
「
神
的
実
在
」
を
拝
し
、
諸
宗
教
の
「
共
存
」
が
、「
世
界
平
和
」
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
論
は
机
上
の
論
理
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ヒ
ッ
ク
が
提
唱
し
た
宗
教
多
元
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
超
越
的
・
絶
対

的
真
理
性
を
主
張
す
る
限
り
諸
宗
教
間
の
「
共
存
」
へ
の
実
現
は
望
め
な

い
の
で
は
な
い
か
？　

ゆ
え
に
キ
リ
ス
ト
者
は
「
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に

頼
る
こ
と
を
せ
ず
」（『
宗
教
多
元
主
義
へ
の
道
』）、
す
べ
て
の
宗
教
を
自

分
と
同
格
に
見
る
、
つ
ま
り
宗
教
的
本
質
の
同
一
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、

諸
宗
教
間
の
「
共
存
」
は
実
現
さ
れ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
だ
が
、
諸

宗
教
間
の
「
共
存
」
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
責
任
を
、
イ
ス
ラ
ム
教
や
仏

教
な
ど
の
他
宗
教
に
問
う
こ
と
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
に
負
わ
せ
る
こ

と
で
問
題
は
解
決
さ
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
は
残
る
。
そ
れ
で
も
ヒ

ッ
ク
の
宗
教
多
元
論
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
多
元
化
・
世
俗
化

現
象
の
只
中
に
お
い
て
、「
宗
教
と
は
何
か
」、「
な
ぜ
人
は
宗
教
を
求
め

る
の
か
」
と
い
う
根
本
問
題
を
、
そ
し
て
各
宗
教
が
「
独
自
性
」
を
欠
く

こ
と
な
く
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
他
宗
教
と
の
異
質
性
を
「
ど
う
」
理

解
し
、「
ど
の
よ
う
に
」
協
調
し
て
世
界
の
平
和
実
現
に
貢
献
す
る
道
を

開
く
か
と
い
う
「
宗
教
間
対
話
」
の
必
要
性
を
、
改
め
て
、
我
わ
れ
に
問

わ
せ
た
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
社
会
的
意
義
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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教
共
同
体
論
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
天

皇
崇
拝
と
結
び
つ
く
国
家
共
同
体
（
民
族
共
同
体
）
と
地
域
社
会
の
関
係

は
ま
だ
説
明
で
き
て
い
な
い
し
、
日
本
仏
教
の
発
展
過
程
に
は
、
支
配
者

層
か
ら
の
支
援
も
あ
り
、
宗
教
学
的
に
も
通
常
の
カ
リ
ス
マ
の
制
度
化
で

は
説
明
で
き
な
い
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
後
考

察
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ソ
プ
ラ
ク
シ
ー
再
考 

│
│ 

宗
教
類
型
論
を
ほ
ぐ
す
た
め
に 

│
│

関　
　

一
敏

　

定
義
の
困
難
な
対
象
に
は
記
述
と
い
う
方
法
が
あ
る
（「-logy

」
に
対

す
る
「-graphy

」）。
し
か
し
、
個
別
宗
教
史
や
個
々
の
宗
教
現
象
な
ら

と
も
か
く
、
複
数
の
宗
教
比
較
に
は
有
効
で
な
い
。
残
る
方
法
は
、
定
義

と
記
述
の
中
間
に
あ
る
類
型
化
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
個
々
の
宗
教
的
伝

統
を
定
義
づ
け
る
、
も
し
く
は
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
最

も
一
般
的
な
整
理
は
、「
世
界
宗
教
・
民
族
宗
教
・
民
間
信
仰
」
の
三
類

型
だ
ろ
う
。
局
地
性
の
つ
よ
い
民
間
信
仰
を
別
に
す
る
と
、
具
体
的
に

は
、
世
界
宗
教
（
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
な
ど
）、
民
族
宗
教

（
神
道
、
儒
教
・
道
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
）
と
な
る
。
仕

分
け
の
条
件
は
、
聖
典
と
自
己
言
及
性
の
有
無
、
伝
道
可
能
性
、
行
為
と

コ
ト
バ
の
比
重
等
に
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
や
り
方
は
、
た
と
え
ば
近
代
日

本
の
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
、
一
地
域
の
民
族
宗
教
と
そ
こ
に
現

れ
た
世
界
宗
教
と
の
対
抗
と
ズ
レ
の
関
係
を
解
説
す
る
に
は
し
ご
く
便
利

だ
が
、
宗
教
学
的
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
宗
教
の

典
型
と
さ
れ
る
三
宗
教
だ
け
で
も
、
行
為
と
コ
ト
バ
の
比
重
に
つ
い
て

は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
特
化
し
て
コ
ト
バ
主
体
の
歴
史
（
パ
ウ
ロ
か
ら
ル
タ

よ
う
に
、
仏
教
よ
り
低
い
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
多
く
、
宗
教
学
的
と
は

言
え
な
い
。
神
道
と
仏
教
が
異
な
る
類
型
の
宗
教
で
異
な
る
宗
教
性
を
も

つ
こ
と
を
捉
え
た
上
で
、
両
者
の
共
存
を
説
明
す
る
の
が
宗
教
学
的
で
あ

ろ
う
。
Ｊ
・
Ｍ
・
キ
タ
ガ
ワ
は
日
本
的
宗
教
の
あ
り
方
を
「
宗
教
の
分

業
」
と
捉
え
、
日
本
の
宗
教
共
同
体
を
民
族
共
同
体
（national com

-
m
unity

）
と
捉
え
た
。
キ
タ
ガ
ワ
の
洞
察
は
日
本
で
普
及
し
な
い
が
、

宗
教
学
的
研
究
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
。
私
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
共
同

体
と
の
比
較
を
用
い
て
、
キ
タ
ガ
ワ
理
論
の
修
正
を
試
み
た
い
。

　

日
本
宗
教
史
の
説
明
に
は
宗
教
共
同
体
に
言
及
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
日
本
に
仏
教
が
定
着
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
日
本
仏
教
の
宗

教
共
同
体
、
サ
ン
ガ
は
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
仏
教
の
諸
宗
派
の
教
団
史
の
研
究
や
、
各
地
の
寺
や
神
社
を
中

心
に
し
た
民
衆
宗
教
の
あ
り
方
は
民
俗
学
が
調
査
し
研
究
し
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
だ
け
で
は
、
日
本
的
宗
教
の
宗
教
共
同
体
を
捉
え
た
と
は
言
え
な

い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
信
仰
者
は
社
会
生
活
者
で
あ
る
と
い
う
洞
察
に
基
づ

き
、
婚
姻
や
相
続
、
商
法
な
ど
社
会
規
範
を
整
え
て
き
た
。
浄
土
真
宗
は

阿
弥
陀
仏
の
み
を
崇
拝
し
、
神
祇
不
拝
と
言
う
が
、
在
家
信
者
が
地
域
共

同
体
で
農
業
や
商
業
に
従
事
す
る
場
合
、
氏
神
や
商
業
の
神
を
無
視
し
て

共
同
作
業
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
仏
教
は
そ
う
い
う
配
慮
を
せ
ず
、

独
自
の
社
会
規
範
を
整
え
な
か
っ
た
。
そ
の
限
り
、
キ
タ
ガ
ワ
の
言
う
宗

教
の
分
業
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
共
同
体
は
、
氏
神
の
地

域
共
同
体
と
い
う
基
盤
に
日
本
仏
教
の
サ
ン
ガ
が
重
な
っ
た
の
で
あ
り
、

神
道
の
宗
教
共
同
体
か
ら
独
立
し
た
宗
教
共
同
体
に
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
見
れ
ば
、
キ
タ
ガ
ワ
の
民
族
共
同
体
は
、
神
道
の
宗
教
共
同
体

に
仏
教
の
宗
教
共
同
体
が
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
方
が
宗
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高
く
、
呪
術
は
最
も
低
い
。
宗
教
は
そ
の
中
間
に
あ
る
。
科
学
の
普
遍

性
・
共
有
性
・
代
替
可
能
性
が
こ
の
担
い
手
か
ら
の
分
離
に
よ
っ
て
保
証

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
呪
術
は
呪
術
者
の
人
物
と
人
格
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
こ
れ
ま
で
宗
教
に
つ
い
て
カ
リ
ス

マ
の
継
承
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
主
題
は
こ
の
「
人
物
と
行
為
」
の
離
床

度
問
題
に
文
脈
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
か
く
も
人
物
（
行
為
主
体
）
と
密
着

し
た
呪
術
世
界
の
あ
り
よ
う
か
ら
は
、
い
か
に
し
て
当
の
呪
術
者
の
再
生

産
が
可
能
な
の
か
、
と
い
う
問
い
が
生
ま
れ
る
（
実
践
共
同
体
の
視
角
）。

　

こ
こ
か
ら
さ
し
あ
た
り
二
つ
の
方
向
が
み
て
と
れ
よ
う
。
ひ
と
つ
は
①

の
線
上
で
、
た
だ
し
Ｐ
に
で
は
な
く
微
妙
に
写
真
の
ネ
ガ
と
し
て
現
れ
る

Ｂ
の
領
域
（
日
本
の
神
々
の
表
象
）
の
測
深
で
あ
る
。
和
辻
の
い
わ
ゆ
る

「
不
定
の
神
」
の
コ
ト
バ
化
＝
近
代
に
お
け
る
自
覚
の
希
薄
さ
こ
そ
が
、

Ｂ
不
在
の
Ｐ
の
集
積
体
と
し
て
の
神
道
観
（
筒
の
よ
う
な
祀
り
の
場
と
し

て
の
神
社
観
）
の
増
殖
と
神
社
非
宗
教
説
を
生
ん
だ
可
能
性
を
洗
う
こ

と
。
も
う
ひ
と
つ
は
②
の
線
上
で
、
冒
頭
に
あ
げ
た
宗
教
の
類
型
で
は
な

く
、
宗
教
者
の
類
型
化
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
ヒ
ン
ト
と
し
て
「
神
秘
家

（
イ
ン
ド
）・
老
人
（
中
国
）・
預
言
者
（
近
東
＆
オ
ク
シ
デ
ン
ト
）」（
Ｈ
・

キ
ュ
ン
グ
ら
）
が
あ
り
、
そ
の
瑕
疵
を
ふ
く
め
て
さ
ら
に
問
い
を
深
め
た

い
と
考
え
る
。

ー
へ
）
を
作
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
仏
教
と
イ
ス
ラ
ム
に
は
そ
の
ま
ま

で
は
妥
当
し
な
い
。

　

こ
こ
に
は
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
／
ビ
リ
ー
フ
﹇
以
下
、
Ｐ
／
Ｂ
﹈（
そ
の

自
覚
は
Ｗ
・
Ｒ
・
ス
ミ
ス
『
セ
ム
族
の
宗
教
』）
と
、
オ
ー
ソ
プ
ラ
ク
シ

ー
／
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
﹇
以
下
、
Ｏ
Ｐ
／
Ｏ
Ｄ
﹈
の
二
分
法
（
そ
の
自
覚

は
Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
『
現
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
』）
と
い
う
、
宗
教
研

究
の
根
幹
に
ふ
れ
る
問
題
が
あ
る
。
Ｂ
／
Ｐ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
呪
術
と

は
何
か
」（
二
〇
一
二
）
に
譲
り
、
Ｏ
Ｐ
／
Ｏ
Ｄ
の
み
説
明
す
る
と
、
コ

ト
バ
化
さ
れ
た
Ｂ
の
画
定
（
ク
レ
ド
）
に
よ
っ
て
正
統
と
異
端
を
生
み
出

し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
的
な
語
彙
と
そ
の
視
角
か
ら
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
解

析
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
の
注
目
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
的
語
彙
か
ら
す
る

と
異
端
に
あ
た
る
語
は
逸
脱
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
行
為
と
参
加
に
よ
る

正
統
性
」
に
ま
だ
熟
さ
な
い
Ｏ
Ｐ
の
名
を
あ
て
て
「
コ
ト
バ
に
よ
る
正
統

性
（
Ｏ
Ｄ
）」
と
対
比
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
こ
こ
数
年
の
学
会
発
表
を
も
と
に
、
袋
小
路
気
味
の
こ
の
主
題

を
抜
け
る
方
向
を
摸
索
し
た
い
。
①
「『
否
定
』
の
宗
教
学
」（
二
〇
一

一
）。
戦
中
戦
後
の
鈴
木
大
拙
は
神
道
の
嬰
孩
性
が
否
定
の
不
在
に
あ
り
、

霊
性
未
満
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
神
道
が
Ｏ
Ｐ
型
で
あ
る

な
ら
、
は
た
し
て
「
行
為
に
よ
る
否
定
、
コ
ト
バ
の
な
い
否
定
は
可
能

か
？
」
と
い
う
い
く
ぶ
ん
風
変
り
な
問
い
が
生
ま
れ
る
。
②
「
呪
術
と
日

常
」（
二
〇
一
五
）「
呪
者
の
肖
像
」（
二
〇
一
六
）。
呪
術
・
宗
教
・
科
学

の
各
領
域
を
生
活
世
界
か
ら
の
離
床
度
で
測
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
呪
術

に
つ
い
て
は
日
常
と
の
仕
分
け
が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
活
世
界
で
は

な
く
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
に
な
う
人
物
（
呪
術
者
・
宗
教
者
・
科
学
者
）

か
ら
の
離
床
度
に
焦
点
移
動
を
図
る
と
、
科
学
と
科
学
者
の
そ
れ
が
最
も
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ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
普
遍
的
信
仰
の
教
義

大
野　

岳
史

　

ス
ピ
ノ
ザ
は
『
神
学
政
治
論
』
第
一
四
章
の
終
わ
り
で
、
こ
の
章
と
前

章
を
繰
り
返
し
読
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
第
一
三
章
で
は
聖
書
全
体

の
目
的
が
神
へ
の
服
従
を
説
く
こ
と
に
あ
り
、
正
義
と
愛
の
実
践
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
、
第
一
四
章
で
は
信
仰
と
は
何
か
が
主
題
と
な
る
。
こ
こ
で

の
信
仰
は
「
普
遍
的
信
仰
」
を
意
味
す
る
た
め
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
真

の
宗
教
は
普
遍
宗
教
で
あ
り
、
万
人
の
救
済
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
実
際
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
聖
書
の
教
え
は
普
遍
的
で
あ
り
、

誰
に
で
も
伝
え
ら
れ
る
べ
き
内
容
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
信
仰
」
と

は
神
に
つ
い
て
の
考
え
、
と
り
わ
け
神
へ
の
服
従
へ
導
き
、
あ
る
い
は
神

へ
の
服
従
の
妨
げ
と
な
る
も
の
を
排
除
す
る
よ
う
な
考
え
で
あ
る
。
そ
し

て
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
神
へ
の
服
従
と
は
、
神
の
指
図
に
基
づ
い
て
正
義

と
隣
人
愛
を
実
践
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
普
遍
的
信

仰
と
は
、
道
義
的
な
生
き
方
を
推
奨
す
る
よ
う
な
神
に
つ
い
て
の
考
え
で

あ
る
。

　

ス
ピ
ノ
ザ
は
信
仰
の
定
義
か
ら
三
つ
の
こ
と
を
帰
結
す
る
。
第
一
に
、

信
仰
は
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
服
従
の
た
め
に
有
用
な
物
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
真
の
服
従
は
真
の
信
仰
を
も
つ
こ
と

で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、
最
後
に
、
信
仰
が
要
求
す
る
教
義
と
は
、
真
の

教
義
で
は
な
く
道
義
的
な
教
義
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ザ
に
と
っ
て
普
遍
的
信
仰
の
教
義
と
は
、
人
々
を
正
義
と
愛
の
実

践
へ
と
向
け
さ
せ
る
た
め
の
手
段
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
が
真
で
あ
る
か
ど

う
か
は
重
要
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
最
善
の
理
由
を
示
す
人
」
よ

り
も
「
正
義
と
愛
の
あ
る
善
行
を
示
す
人
」
が
最
善
の
信
仰
、
つ
ま
り
真

の
信
仰
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
道
義
的
な
人
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
ス
ピ
ノ
ザ
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
教
義
の
理
論
的
な
解
明
で
は
な

く
、
道
義
的
な
生
き
方
に
通
じ
る
実
践
に
他
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
『
神
学
政
治
論
』
で
繰
り
返
し
語
っ
て

い
る
「
哲
学
と
神
学
の
分
離
」
と
無
関
係
で
は
な
い
。
ス
ピ
ノ
ザ
は
哲
学

と
神
学
と
を
分
離
す
べ
き
だ
と
語
っ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
両
者

が
相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
神
学
は
道

義
的
な
生
き
方
を
導
く
も
の
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
道
義
に
反
す
る
生
き
方

へ
と
導
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
哲
学
す
る
自
由
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
と
っ
て
真
に
哲
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
理

性
的
に
思
索
す
る
こ
と
で
あ
り
、
理
性
を
働
か
せ
る
こ
と
、
と
り
わ
け
理

性
的
に
神
を
認
識
す
る
こ
と
は
有
徳
的
で
、
そ
う
し
た
人
は
自
由
で
あ
る

と
見
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
エ
チ
カ
』
で
は
、「
道
義
心
」
は
理
性
の
導

き
に
基
づ
い
て
生
き
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
欲
望
と
定
義
さ
れ
る
。
つ
ま
り

道
義
的
な
生
き
方
は
、
普
遍
的
信
仰
の
教
義
の
導
き
だ
け
で
な
く
哲
学
的

な
思
索
か
ら
も
導
出
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
哲
学
を
本
当
の
意
味
で
行

っ
て
い
る
人
は
、
普
遍
的
信
仰
の
教
義
と
合
致
し
た
仕
方
で
生
き
る
可
能

性
を
も
っ
て
い
る
。
実
際
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
れ
ば
、
真
の
信
仰
者
は
自
分
の

理
性
の
力
と
能
力
が
及
ぶ
限
り
で
正
義
と
愛
に
向
か
お
う
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
神
学
と
哲
学
に
お
い
て
理
想
と
す
る
生
き
方
は
合
致
す
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
普
遍
的
信
仰
の
教
義
は
個
人
の
道
義
的
な
生
き
方
に
か
か
わ
る
だ
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「
永
遠
に
二
重
の
美
」
で
あ
り
、「
融
解
的
な
特
性
と
精
力
的
な
特
性
」
を

有
す
。
シ
ラ
ー
は
特
定
の
状
態
に
置
か
れ
た
、
す
な
わ
ち
自
由
を
偶
然
に

使
用
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
制
限
を
受
け
て
い
る
人
間
を
考
察
す
る
。
人

間
の
完
全
性
の
本
質
と
は
、
感
性
的
な
力
と
精
神
的
な
力
が
一
致
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
此
岸
で
は
い
ず
れ
か
が
強
く
働
き
、
人
間

は
緊
張
あ
る
い
は
弛
緩
状
態
に
あ
る
。
こ
れ
を
絶
対
的
な
状
態
に
連
れ
戻

し
、
完
全
性
を
取
り
戻
す
の
が
美
の
働
き
と
理
解
さ
れ
る
。

　

美
は
更
に
感
性
の
働
き
が
勝
っ
た
人
を
「
思
考
す
る
こ
と
」
へ
導
き
、

精
神
の
働
き
が
勝
っ
た
人
を
「
感
覚
の
世
界
」
へ
と
連
れ
戻
す
。
こ
こ
か

ら
帰
結
さ
れ
る
の
は
質
料
と
形
式
、
受
動
と
能
動
の
あ
い
だ
に
は
中
間
の

状
態
が
存
在
し
、
美
は
わ
れ
わ
れ
を
そ
こ
へ
と
置
き
い
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
し
感
受
す
る
状
態
か
ら
思
考
す
る
状
態
へ
直
接
的
に
移
行
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
際
に
は
「
…
瞬
間
的
に
あ
ら
ゆ
る
規
定
か
ら
解

放
さ
れ
、
た
ん
な
る
規
定
可
能
性
の
状
態
を
閲
歴
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
…
人
間
は
何
ら
か
の
方
法
で
、
自
分
が
か
つ
て
い
た
単
な
る
無
規
定

性
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
あ
の
状
態
へ
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
」。
こ
の
状
態
は
内
容
に
関
し
て
は
完
全
に
「
空
」
で
あ
る
。
心
が
感

覚
か
ら
思
想
に
至
る
に
は
感
性
と
理
性
が
同
時
に
活
動
し
て
い
る
「
中
間

の
気
分
」
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
両
者
の
規

定
す
る
力
を
相
殺
し
、
対
抗
を
通
し
て
否
定
を
実
現
す
る
の
で
す
」。
感

性
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
状
態
を
「
自
然
的
状
態
」、
理
性
的
に
規
定
さ

れ
て
い
る
状
態
を
「
道
徳
的
状
態
」
と
す
れ
ば
、
リ
ア
ル
で
能
動
的
な
規

定
可
能
性
を
有
す
る
中
間
的
な
状
態
は
「
美
的
状
態
」
と
呼
ば
れ
う
る
。

　

感
受
す
る
際
、
心
は
た
だ
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
思
考
す
る
際
は
、
自
ら
の
「
絶
対
的
な
能
力
」

け
で
な
く
、
国
家
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

有
益
性
と
は
平
和
と
和
合
だ
が
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
は
読
者
の

判
断
に
委
ね
て
お
り
、
こ
の
有
益
性
の
理
論
的
な
根
拠
は
提
示
さ
れ
て
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
『
エ
チ
カ
』
で
は
、
誠
実
な
心
が
、
理
性
の
導
き
に
基

づ
き
生
き
る
人
々
に
生
じ
る
、
他
の
人
々
と
友
情
で
結
ば
れ
よ
う
と
す
る

も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
、
道
義
心
や
宗
教
心
と
と
も
に
、
国
家
の
基
礎
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
理
性
の
導
き
が
人
々
に
平
和
と
和
合
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
可
能
性
は
普
遍
的
信
仰
の
教
義
に
も
あ
る

こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
普
遍
的
信
仰
の
教
義

は
、
個
人
に
お
け
る
道
義
的
な
生
き
方
と
集
団
に
お
け
る
平
和
と
和
合
を

も
た
ら
し
う
る
も
の
と
し
て
、
倫
理
の
基
礎
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

「
無
」
と
し
て
の
美
的
状
態

│
│ 

シ
ラ
ー
の
美
学
理
論
に
お
け
る
神
秘
思
想 
│
│

田
口　

博
子

　
『
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
の
書
簡
』
に
お
い
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

シ
ラ
ー
は
、
人
間
の
二
元
的
性
格
が
「
遊
戯
衝
動
」
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ

う
る
と
主
張
す
る
。
第
十
六
か
ら
二
十
一
書
簡
で
は
遊
戯
に
呼
応
す
る

「
美
」
に
つ
い
て
の
分
析
が
な
さ
れ
、「
美
的
状
態
」
あ
る
い
は
「
美
的
気

分
」
の
記
述
に
は
「
空
」、「
零
（
無
）」、「
否
定
」
と
い
う
表
現
が
伴
う
。

本
発
表
で
は
両
者
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
神
秘
思
想
、
否
定
神

学
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。

　

ま
ず
理
念
と
経
験
に
お
け
る
美
が
対
比
さ
れ
る
。
理
念
に
お
け
る
美

は
、
実
在
性
と
形
式
が
同
盟
を
結
び
、
同
じ
比
重
で
あ
る
「
永
遠
に
分
か

ち
が
た
い
唯
一
の
美
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
経
験
に
お
け
る
美
は
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キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
読
者
論

谷
塚　
　

巌

　

本
発
表
で
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
い
か
に
読
む
か
と
い
う

問
題
を
、
読
者
論
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。

「
読
者
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
イ
ー
ザ
ー
の

受
容
理
論
が
出
発
点
に
お
か
れ
る
（W

olfgang Iser, D
er A
kt des 

Lesens

）。
で
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
と
読
者
論
と
は
ど
の
よ
う
に

関
連
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
読
者
」
を
い
か
に
論
じ
る
か
と
い
う

問
題
は
、
研
究
史
に
お
い
て
明
示
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、「
実
存
弁
証
法
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
読
み
方
に
つ
い
て
の

方
法
論
に
お
い
て
、「
読
者
」
は
弁
証
法
的
関
係
を
構
成
す
る
契
機
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
（H

erm
an D

iem
, E
xistenzdialektik von 

Sören K
ierkegaard

）。「
読
者
」
は
、
テ
キ
ス
ト
で
問
わ
れ
て
い
る

「
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
」
を
、
自
ら
の
現
実
に
お
い
て
生
き
る
、
す
な
わ

ち
、
実
存
的
に
生
成
す
る
「
単
独
者
」
で
あ
る
。「
単
独
者
」
と
し
て
の

「
読
者
」
は
テ
キ
ス
ト
と
の
対
話
を
通
し
て
、
弁
証
法
的
に
「
真
理
」
へ

と
生
成
す
る
。
そ
れ
は
、
テ
キ
ス
ト
を
対
話
者
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
対
話
的
関
係
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
。

　

問
題
は
、「
テ
キ
ス
ト
を
読
む
者
＝
読
者
」
と
い
う
概
念
が
、
こ
う
し

た
方
法
論
に
お
い
て
は
、
前
提
と
し
て
問
わ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
自
身
の
著
作
が
い
か

に
読
ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
れ
が
自
ら
の
思
想
形
成
に
跳
ね
返
っ

て
こ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ほ
ど
配
慮
し
た
著
述
家
で
あ
る
。
こ
う
し
た
気

遣
い
は
、
一
八
四
六
年
春
頃
に
執
筆
さ
れ
た
書
簡
の
草
稿
か
ら
明
白
で
あ

る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
リ
マ
ク
ス
と
い
う
仮
名
で
執
筆
さ
れ
た
こ
の
草
稿

で
制
限
す
る
。
思
考
す
る
こ
と
は
規
定
を
顧
み
る
こ
と
で
、
こ
の
事
情
は

美
的
な
把
捉
が
規
定
可
能
性
を
顧
み
る
の
と
同
じ
関
係
で
あ
る
。
感
受
す

る
こ
と
は
「
内
的
な
無
限
の
力
か
ら
く
る
制
限
」
で
あ
り
、
思
考
す
る
こ

と
は
「
内
的
な
無
限
の
充
実
か
ら
の
否
定
」
で
あ
る
。
双
方
の
唯
一
の
接

点
は
、
他
の
状
態
を
排
除
す
る
方
法
で
自
分
が
何
者
で
あ
る
か
を
心
が
限

定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
「
た
ん
な
る
無
規
定
性
」
と
「
美

的
な
規
定
可
能
性
」
の
接
点
は
、「
規
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
現
存
在
を
排

除
す
る
と
い
う
唯
一
の
点
」
で
あ
る
。「
欠
如
に
由
来
す
る
無
規
定
性
」

で
あ
る
前
者
は
「
空
虚
な
る
無
限
性
」、
後
者
は
「
充
満
し
た
無
限
性
」

と
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
無
た
る
「
充
満
し
た
無
限
性
」、
す
な
わ
ち
「
美

的
状
態
」
で
は
「
…
個
々
の
結
果
に
注
目
し
て
、
人
間
の
能
力
全
体
に
注

目
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
し
て
人
間
に
お
け
る
個
別
の
あ
ら
ゆ
る
限
定
が
欠

如
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
限
り
、
人
間
は
す
な
わ
ち
零
（N

ull

）

な
の
で
す
」。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
芸
批
評
家
、
哲
学
者
で
あ
る
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル

ト
ン
は
、
美
的
状
態
を
「
特
定
の
抑
制
を
す
べ
て
停
止
す
る
も
の
と
し

て
、
自
由
行
動
の
た
め
の
肥
沃
な
土
壌
を
用
意
す
る
よ
う
な
、
豊
か
な
潜

在
性
を
持
っ
た
空
虚
」
と
評
す
る
。「
零
（
無
）」、「
否
定
」、「
空
」
と
い

う
言
辞
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
「
美
的
状
態
」
は
、
有
を
産
出
す
る
無
と
い

う
点
で
否
定
神
学
に
お
け
る
「
神
の
根
柢
」
等
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
こ
に
「
遊
戯
衝
動
」、
す
な
わ
ち
人
間
の
創
造

性
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
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そ
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
自
ら
の
慣
習
的
な
傾
向
に

気
づ
か
さ
れ
、
以
前
に
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
自
己
化
」
は
、
ま
さ
に
こ
う
し

た
読
者
の
意
識
に
お
け
る
作
用
の
過
程
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
イ
ー
ザ
ー
の
理
論
だ
け
で
は
ま
だ
「
自
己
化
」
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
援
用
で
き
る
の
が
、
リ
ク
ー
ル
が
『
時
間
と
物
語
』
で
練
り

上
げ
て
い
る
ミ
メ
ー
シ
ス
概
念
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
リ
ク
ー

ル
の
理
論
と
の
関
連
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ニ
ー
チ
ェ
の
救
済
論 

│
│ 

時
と
意
志 

│
│

中
路　

正
恒

　
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
言
っ
た
』
第
二
部
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ

は
救
済
を
「
す
べ
て
の
『
そ
う
あ
っ
た
（es w

ar

）』
を
『
そ
う
わ
た
し
は

欲
し
た
の
だ
（so w

ollte ich es

）』
に
創
り
変
え
る
こ
と
」
と
定
義
す

る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
私
が
救
済
と
呼
び
た
い
も
の
だ
と
強
調
す
る
。

こ
の
定
義
に
お
い
て
救
済
は
明
確
に
意
志
と
時
と
の
関
係
に
お
い
て
定
義

さ
れ
て
い
る
。
意
志
は
本
来
自
由
に
し
、
喜
び
を
も
た
ら
す
者
で
あ
る
が
、

し
か
し
現
状
に
お
い
て
は
い
ま
だ
囚
わ
れ
た
者
だ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

意
志
が
『
そ
う
あ
っ
た
』
と
い
う
過
去
の
あ
る
出
来
事
を
無
か
っ
た
こ
と

に
は
で
き
ず
、
そ
こ
か
ら
系
列
的
に
進
行
す
る
連
鎖
的
出
来
事
の
す
べ
て

を
無
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
意
志
は
深
い
秘
密

の
悲
哀
を
噛
み
し
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
囚
わ
れ
た
意
志
は
こ
の
基
本

的
な
無
力
か
ら
さ
ら
に
と
ん
で
も
な
い
や
り
方
で
自
己
救
済
を
試
み
る
。

意
志
は
自
分
ほ
ど
に
憤
懣
を
感
じ
て
い
な
い
も
の
に
復
讐
を
は
じ
め
、
意

で
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
『
あ
と
が
き
』
が
書
評
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
抗

議
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
主
張
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
書
評
の
普
及
に
よ
っ
て
、
本
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
が
い
か
に
評

価
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
集
ま
り
、
意
図
さ
れ
る
の
が
「
読
者

の
自
己
化
」
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
。
第
二
に
、
一
人
だ
け

で
も
、
そ
の
人
の
内
面
性
に
お
い
て
、
本
を
自
分
の
も
の
に
す
る
よ
う
に

し
て
読
む
な
ら
、
そ
の
人
が
そ
の
本
を
産
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
だ
か

ら
、
自
分
が
書
い
た
と
い
う
こ
と
は
偶
然
的
な
こ
と
に
な
る
、
と
い
う

点
で
あ
る
（Søren K

ierkegaard, Pap. V
II1 B86

）。
注
目
す
べ
き

は
、
こ
こ
で
本
と
読
者
と
の
間
に
弁
証
法
的
な
関
係
が
考
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
本
は
読
者
の
自
己
化
を
待
っ
て

お
り
、
他
方
に
お
い
て
、
読
者
は
そ
の
本
を
自
分
の
も
の
に
す
る
よ
う
に

し
て
読
み
、
そ
の
本
を
産
み
出
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
弁
証
法
に
お
い
て
、

読
者
は
本
を
自
己
化
す
る
、
つ
ま
り
新
た
に
産
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
止

揚
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

読
者
論
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
考
え
方
に
関
連
づ
け
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
次
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
で
は
「
読
者
の
自

己
化
」、「
本
を
産
み
出
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
で
あ
る
。
こ
の

問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
援
用
で
き
る
の
が
、
イ
ー
ザ
ー
の
テ
キ
ス
ト

の
「
空
所
」
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
空
所
（
不
確
定
性
）」
と
は
、
テ

キ
ス
ト
と
読
者
と
の
相
互
作
用
を
可
能
に
す
る
テ
キ
ス
ト
の
条
件
で
あ

り
、
読
者
は
、
こ
の
「
空
所
」
に
お
い
て
想
像
力
を
働
か
せ
な
が
ら
イ
メ

ー
ジ
形
成
し
、
テ
キ
ス
ト
の
意
味
を
構
成
す
る
。
重
要
な
の
は
、
テ
キ
ス

ト
の
構
造
に
導
か
れ
て
自
分
で
形
成
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
読
者
自
身
が
反
応

す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
イ
ー
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
読
者
は
、
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『
そ
う
わ
た
し
は
欲
し
た
』
と
言
う
の
は
過
去
を
肯
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、

意
志
は
こ
の
と
き
肯
定
と
い
う
質
を
創
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

権
力
へ
の
意
志
（W

ille zur M
acht

）
と
い
う
「
支
配
者
た
ら
ん
と
す

る
意
志
（der W

ille, H
err zu sein

）」
が
自
己
自
身
に
対
し
て
向
け
ら

れ
、
絶
え
ず
み
ず
か
ら
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
を
課

す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
出
来
事
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
こ
の
よ
う

な
論
議
に
お
い
て
、『
そ
う
あ
っ
た
』
は
決
し
て
不
運
や
不
幸
で
あ
る
こ

と
は
前
提
さ
れ
て
お
ら
ず
、
幸
運
で
幸
福
な
出
来
事
も
過
ぎ
去
る
こ
と
に

よ
っ
て
『
そ
う
あ
っ
た
』
と
い
う
転
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
石
と
な
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。『
そ
う
欲
し
た
の
だ
』
と
い
う
肯
定
的
な
質
は
、
現
在

お
よ
び
未
来
に
返
照
さ
れ
、
時
は
す
べ
て
の
時
に
渡
っ
て
肯
定
さ
れ
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
身
近
な
経
験
と
し
て
は
、
一
八
八
二
年
秋
に
、
友
人
と
思
っ

て
い
た
パ
ウ
ル
・
レ
ー
が
ニ
ー
チ
ェ
の
ル
ー
・
ザ
ロ
メ
に
宛
て
の
紙
を
勝

手
に
読
み
隠
匿
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
と
ル
ー
の
関
係
が

離
れ
て
ゆ
く
と
い
う
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
件
が
あ
っ
た
。『
ツ
ァ
ラ

ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
救
済
論
は
そ
の
不
運
不
幸
な
出
来
事
の
克
服
の
論
理
で

も
あ
る
。
だ
が
よ
り
深
い
次
元
で
は
、
す
べ
て
の
過
ぎ
去
っ
た
も
の
に
対

し
て
傍
観
者
で
し
か
あ
り
え
な
い
意
志
と
、
過
去
と
い
う
動
か
せ
な
い
時

と
の
、
和
解
よ
り
も
高
い
肯
定
的
関
わ
り
を
教
示
す
る
論
理
で
あ
る
。

ユ
ン
グ
の
悪
理
解

宮
下　

聡
子

　

ス
イ
ス
の
精
神
科
医
ユ
ン
グ
（
一
八
七
五
―
一
九
六
一
）
は
悪
（
人
間

の
思
い
や
行
い
に
お
け
る
悪
）
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
の
か
。
本
発
表
で

は
そ
れ
を
探
究
す
る
。

志
は
解
放
者
で
は
な
く
苦
痛
を
与
え
る
者
に
な
る
。
さ
ら
に
意
志
が
知
能

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
志
に
内
在
す
る
途
方
も
な
い
愚
か
さ

が
働
き
だ
し
、
意
志
す
る
者
の
な
か
に
は
後
戻
り
し
て
意
志
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
ゆ
え
の
苦
悩
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
意
志
す
る
こ
と
自
体
が
、

そ
し
て
一
切
の
生
が
、
罰
だ
と
い
う
考
え
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
。
さ
ら
に

意
志
の
中
の
狂
気
が
説
教
を
は
じ
め
、
万
物
は
理
法
と
罰
に
従
っ
て
道
徳

的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
万
物
の
流
動
か
ら
の
救
済
、
生
存
の
罰
か

ら
の
救
済
が
探
求
さ
れ
る
が
、
い
か
な
る
行
為
も
無
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
え
ず
、
罰
を
受
け
て
も
そ
の
行
為
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
ゆ
え
に
、
人
間
存
在
（D

asein

）
は
く
り
か
え
し
行
為
と
そ
の
罪
責

感
で
あ
る
ほ
か
は
な
く
、
こ
の
行
為
と
そ
の
罪
責
感
の
永
遠
の
繰
り
返
し

と
い
う
意
味
に
お
い
て
人
間
存
在
は
個
人
や
世
代
を
越
え
て
永
遠
で
あ
る

と
説
か
れ
る
。
狂
気
は
さ
ら
に
最
終
的
に
、
行
為
と
罪
責
の
永
遠
の
繰
り

返
し
を
ま
ぬ
か
れ
る
た
め
に
、『
意
志
す
る
』
が
『
意
志
し
な
い
』
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
救
済
す
る
域
に
達
す
る
。
こ
れ
は
意
志
と
時
と

の
一
種
の
和
解
（V

ersöhnung

）
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
和
解
は
、
意
志
み
ず
か
ら
の
愚
か
さ
を
脱
し
、
復
讐
心
と

そ
の
源
に
あ
る
『
そ
う
あ
っ
た
』
と
い
う
石
を
転
が
す
こ
と
の
で
き
な
い

意
志
の
歯
ぎ
し
り
を
学
び
越
え
（verlernen

）
た
も
の
で
は
な
い
。
救
済

と
い
う
概
念
の
も
と
で
ニ
ー
チ
ェ
が
説
き
示
そ
う
と
す
る
の
は
そ
う
し
た

「
あ
ら
ゆ
る
和
解
よ
り
も
高
い
こ
と
」
で
あ
り
、『
そ
う
あ
っ
た
』
と
い
う

過
去
の
事
実
の
存
在
と
意
志
と
の
関
わ
り
の
源
に
あ
る
意
志
の
無
力
を
克

服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
創
造
す
る
意
志
が
す
べ
て
の
『
そ
う
あ

っ
た
』
と
い
う
恐
る
べ
き
偶
然
に
対
し
て
『
だ
が
そ
う
わ
た
し
は
欲
し
た

の
だ
』
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去
に
対
し
て
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に
質
的
な
悪
は
存
在
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
悪
は
善
の
欠
如
で
あ
る
と
説
く
、

悪
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
的
な
理
解
の
一
つ
で
あ
る
。
ユ
ン
グ

は
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
歴
史
的
巨
悪
に
言
及
し
つ

つ
、「
こ
れ
を
前
に
し
て
は
、
悪
を
善
の
欠
如
と
い
う
婉
曲
表
現
に
よ
っ

て
無
害
化
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
。
悪
は
決
定
的
な
現
実
と
な
っ

た
。
悪
を
改
称
に
よ
っ
て
始
末
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
」（
自
伝
）

と
語
気
を
荒
げ
て
善
の
欠
如
の
教
説
を
し
り
ぞ
け
る
。

　

ユ
ン
グ
の
理
解
で
は
、
悪
は
人
間
の
本
性
あ
る
い
は
影
に
由
来
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
悪
を
根
絶
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
き
な
い
道
理
に
な
る

が
、
悪
に
対
処
す
る
方
法
は
あ
る
と
い
う
。
ユ
ン
グ
の
示
す
悪
へ
の
対
処

法
と
は
、
ま
ず
影
の
洞
察
、
そ
し
て
影
と
の
共
存
で
あ
る
。「
集
合
的
罪

悪
が
洞
察
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
れ
ば
、
大
き
な
前
進
が
遂
げ
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
未
だ
癒
や
し
を
意
味
し
て
い

な
い
の
は
、
神
経
症
者
が
〔
神
経
症
に
つ
い
て
の
〕
単
な
る
理
解
に
よ
っ

て
は
癒
や
さ
れ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
影
と
共
に
私
は

ど
う
生
き
る
か
と
い
う
問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（「
破
局
の
後

で
」
一
九
四
五
年
）。
影
と
の
共
存
の
あ
り
方
と
し
て
ユ
ン
グ
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。
次
の
箇
所
に
示
唆
さ
れ
る
。「
今
や
事

は
人
間
次
第
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
が
彼
の
手
に
与
え

ら
れ
て
お
り
、
問
題
は
、
彼
が
こ
れ
を
使
お
う
と
す
る
意
志
に
抵
抗
し
、

そ
の
意
志
を
愛
と
知
恵
の
精
神
で
飼
い
馴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

で
あ
る
」（『
ヨ
ブ
へ
の
答
え
』
一
九
五
二
年
）。
影
を
飼
い
馴
ら
す
と
い

う
の
が
い
わ
ば
ユ
ン
グ
の
考
え
る
影
と
の
共
存
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。

ユ
ン
グ
は
こ
の
よ
う
に
、
悪
へ
の
対
処
に
関
し
て
人
間
の
知
性
や
善
性
を

頼
み
に
し
て
い
る
。

　

ユ
ン
グ
の
自
伝
『
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
の
思
い
出
、
夢
、
思
想
』（
一
九

六
一
年
）
を
ひ
も
と
く
と
、
ユ
ン
グ
が
人
生
の
比
較
的
早
い
時
期
に
（
遅

く
と
も
青
年
期
の
中
頃
に
は
）、
自
他
に
お
け
る
悪
を
経
験
的
に
感
じ
取

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
伝
に
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
在
学
中
の
こ
と

と
し
て
、「
実
に
、
私
は
い
つ
も
疚
し
い
良
心
を
持
っ
て
い
て
、
現
実
的

な
ら
び
に
潜
在
的
な
罪
悪
を
意
識
し
て
い
た
」
と
あ
り
、「
人
間
と
の
私

の
経
験
も
、
人
間
の
生
来
の
善
良
さ
と
道
義
性
へ
の
信
頼
と
は
ま
っ
た
く

別
の
こ
と
を
私
に
教
え
た
」
と
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
記
述
も
具
体
性
に
欠

け
る
が
、
置
か
れ
て
い
る
文
脈
（
闘
争
へ
の
言
及
が
あ
る
）
か
ら
推
し
て
、

ユ
ン
グ
が
自
他
に
お
い
て
感
じ
取
っ
て
い
た
悪
と
は
、
敵
意
、
非
情
、
暴

力
と
い
っ
た
思
い
や
行
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

長
じ
て
精
神
科
医
に
な
り
、
人
間
の
心
理
に
通
じ
、
臨
床
経
験
も
積
み
、

自
身
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
験
す
る
に
及
ん
で
、
ユ
ン
グ
は
悪
に
つ
い
て

本
格
的
に
考
察
す
る
よ
う
に
な
る
。
ユ
ン
グ
の
見
る
と
こ
ろ
、
悪
は
人
間

の
本
性
あ
る
い
は
集
合
的
無
意
識
の
「
影
」
に
由
来
す
る
。「
悪
は
人
間

が
か
つ
て
そ
れ
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
本
性
そ
の
も
の
の
中

に
座
っ
て
い
る
」、「
人
間
の
中
で
自
ら
を
顕
し
、
ま
っ
た
く
疑
う
余
地
な

く
彼
の
中
に
住
ん
で
い
る
悪
は
、
巨
大
な
規
模
の
も
の
で
あ
る
」、「
人
間

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
は
潜
在
的
な
犯
罪
者
で
あ
る
」、「
何

人
も
人
類
の
黒
い
集
合
的
影
の
外
に
立
っ
て
は
い
な
い
」（
す
べ
て
「
現

在
と
未
来
」
一
九
五
七
年
）。
誰
も
が
心
の
深
み
に
甚
大
な
悪
を
そ
な
え

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ユ
ン
グ
は
そ
の
よ
う
な
悪
理
解
に
立
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
悪
理
解
を
批

判
す
る
。
ユ
ン
グ
が
主
に
批
判
の
対
象
と
す
る
の
は
「
善
の
欠
如
の
教

説
」
で
あ
る
。
こ
の
教
説
は
、
善
な
る
神
が
創
造
し
た
世
界
や
人
間
の
中
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こ
こ
で
人
々
が
権
力
に
対
抗
で
き
る
の
は
、
教
会
組
織
を
通
さ
な
い
神
と

の
直
接
的
な
関
係
を
信
じ
、
権
威
を
怖
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
信

仰
が
概
し
て
理
知
を
通
し
て
よ
り
も
、
直
感
・
感
情
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
と
い
う
側
面
の
再
発
見
と
い
う
意
義
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
宗
教
を
個
々
の
宗
教
的
経
験
か
ら
研
究

し
、
そ
う
し
た
個
人
の
経
験
こ
そ
が
宗
教
の
源
泉
だ
と
主
張
す
る
。
一
方
、

精
緻
な
教
義
神
学
は
、
実
人
生
に
訴
え
て
こ
な
い
ペ
ダ
ン
ト
リ
ー
だ
と
し

て
批
判
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
反
知
性
主
義
の
宗
教
観
に
極
め
て

近
い
。
ま
た
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
も
感
情
や
「
感
じ
」
を
重
視
す
る
が
、「
感

じ
」
は
生
成
中
の
真
の
事
実
を
捉
え
る
唯
一
の
場
所
だ
と
い
う
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
哲
学
は
、
概
念
や
論
理
が
実

在
の
表
面
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
、
と
主
張
す
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
い
う
実

在
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
経
験
の
全
体
な
の
だ
が
、
概
念
は
そ
の
部
分
部

分
に
名
を
与
え
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
実
用
上
便
利
で
あ
る
と
い
う

以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
概
念
や
論
理
で

は
な
く
経
験
の
事
実
を
哲
学
の
基
本
に
据
え
、
概
念
は
経
験
を
他
者
に
伝

え
る
道
具
と
し
て
利
用
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
の
、
概
念
と
経
験
と
の
折

り
合
い
を
つ
け
る
方
法
の
ひ
と
つ
が
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
。
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
真
理
論
に
よ
れ
ば
、
真
理
は
整
合
性
と
有
用
性
と
い
う

基
準
で
検
証
さ
れ
続
け
る
。
つ
ま
り
正
し
い
知
識
は
ど
こ
か
に
あ
る
も
の

で
は
な
く
、
概
念
の
実
用
上
の
使
用
に
お
い
て
、
経
験
の
中
で
そ
の
都
度

生
成
す
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
知
性
主
義
を
批
判
し
つ
つ
知
的
に
論
じ
る
こ
と
は
い
か
に
し
て

可
能
か
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
感
情
や
内
的
経
験
を
優
遇
す
る
一
方
で
、
上
記

の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
よ
う
に
、
常
に
「
検
証
」
を
主
張
し
続
け
て
い

　

ユ
ン
グ
は
悪
を
人
間
に
根
深
く
そ
な
わ
る
も
の
と
と
ら
え
、
悪
を
重
く

受
け
と
め
る
こ
と
を
訴
え
、
悪
を
否
認
な
い
し
糊
塗
す
る
よ
う
な
見
解
を

し
り
ぞ
け
る
が
、
決
し
て
性
悪
説
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
間

の
知
性
や
善
性
を
頼
み
に
悪
に
対
処
す
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。

宗
教
に
お
け
る
反
知
性
主
義
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

林　
　
　

研

　

反
知
性
主
義
と
は
本
来
、
ア
メ
リ
カ
人
の
あ
る
特
性
に
つ
い
て
政
治
史

家
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
が
特
徴
づ
け
た
概
念
で
あ
る
。
こ
の

特
性
は
ア
メ
リ
カ
の
独
特
な
宗
教
的
土
壌
と
不
可
分
で
あ
り
、
同
じ
土
壌

の
上
に
形
成
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
宗
教
論
に
近
接
し
て

い
る
。
反
知
性
主
義
は
現
在
ほ
と
ん
ど
悪
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
思
想
を
参
照
し
つ
つ
再
評
価
を
試
み
た
い
。

　

ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
言
う
反
知
性
主
義
は
、
知
的
な
生
き
方
や
知
識
人

に
対
す
る
憤
り
と
疑
惑
、
つ
ま
り
は
反
＝「
知
性
主
義
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
自
主
独
立
と
平
等
の
精
神
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
人
の
、
専
門
家
を
不
要

と
見
る
心
性
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
一
八
世
紀
か
ら
ア
メ

リ
カ
各
地
で
繰
り
返
さ
れ
た
信
仰
復
興
運
動
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
し
ば
し
ば
神
学
の
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
説
教
師
た
ち
が
、

教
義
よ
り
も
感
情
に
訴
え
て
回
心
者
を
増
や
し
続
け
た
。
彼
ら
の
成
功
は

ア
メ
リ
カ
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
に
大
き
く
影
響
し
、
思
想
よ
り
も
情
緒
を

重
視
す
る
傾
向
が
根
づ
い
た
と
い
う
。
さ
て
、
知
識
人
へ
の
嫌
悪
は
非
生

産
的
な
態
度
だ
が
、
こ
れ
を
知
性
の
暴
走
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
見
る
な

ら
、
反
知
性
主
義
に
も
意
義
が
生
じ
る
。
森
本
あ
ん
り
は
反
知
性
主
義
を

「
知
性
と
権
力
の
固
定
的
な
結
び
つ
き
に
対
す
る
反
感
」
と
評
価
す
る
。
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性
の
基
準
」
と
、
超
越
論
的
弁
証
論
の
内
容
に
整
合
性
が
存
し
な
い
こ
と

を
指
摘
し
、
前
者
を
「
宗
教
哲
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」、
後
者
を
「
宗
教
哲
学

的
プ
ラ
ン
」
と
称
す
る
。「
宗
教
哲
学
的
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
は
、
超
越

論
的
自
由
に
基
づ
い
て
実
践
的
自
由
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、「
宗
教
哲
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
に
お
い
て
は
、
実
践
的
自
由

の
み
を
重
視
し
、
超
越
論
的
自
由
を
等
閑
視
す
る
と
さ
れ
る
。「
宗
教
哲

学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
自
由
の
二
重
性
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
超
越
論
的
自
由
は
全
現
象
と
関
係
す
る
が
、
実
践
的
自

由
は
人
間
の
行
為
の
み
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
宗
教
哲
学

的
ス
ケ
ッ
チ
」
に
お
い
て
は
、
超
越
論
的
自
由
と
実
践
的
自
由
は
相
互
に

独
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
両
自
由
の
二
元
性
）。
し
か
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
は
、
両
者
が
相
互
に
独
立
す
る
立
場
を
批
判
す
る
。
と
い
う
の

も
、
超
越
論
的
自
由
は
あ
ら
ゆ
る
現
象
と
関
係
す
る
の
で
、
人
間
を
現
象

と
み
る
限
り
、
超
越
論
的
自
由
と
実
践
的
自
由
は
密
接
に
連
関
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
（
両
自
由
の
一
元
性
）。
そ
こ
で
、

こ
の
難
点
を
回
避
す
る
た
め
に
、『
実
践
理
性
批
判
』
に
お
い
て
は
、
基

本
的
に
は
、
超
越
論
的
自
由
に
よ
っ
て
実
践
的
自
由
を
基
礎
づ
け
る
方
向

で
、
す
な
わ
ち
、「
宗
教
哲
学
的
プ
ラ
ン
」
と
概
ね
一
致
さ
せ
る
方
向
で

論
が
進
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
自
由
の
問
題
を
巡
る
「
宗
教
哲
学
的
プ
ラ

ン
」
と
「
宗
教
哲
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
の
齟
齬
、
と
り
わ
け
、「
宗
教
哲
学

的
プ
ラ
ン
」
に
概
ね
立
脚
し
た
カ
ン
ト
の
思
想
か
ら
は
、
カ
ン
ト
の
意
に

反
し
て
倫
理
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
自
ら
の
博
士
論
文

に
お
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
彼
は

「
宗
教
哲
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
に
お
け
る
重
要
な
問
題
と
し
て
、
カ
ン
ト
思

想
に
お
い
て
、
倫
理
と
幸
福
に
関
す
る
二
つ
の
思
想
の
系
列
が
存
す
る
こ

る
。
つ
ま
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
常
に
理
論
を
検
証
す
る
と
い
う
意
味
で
の

知
性
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
理
論
か
ら
体
系
を
構
築

し
て
い
く
知
性
と
は
別
種
の
も
の
だ
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
一
種
の
知
性
的

態
度
で
あ
る
。
少
し
乱
暴
に
言
う
な
ら
、
演
繹
の
知
性
で
は
な
く
、
帰
納

の
知
性
を
採
用
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
に
、
現
代
社

会
の
問
題
と
し
て
「
反
知
性
主
義
」
と
言
う
と
き
、
こ
の
二
者
は
区
別
さ

れ
て
お
ら
ず
、「
証
拠
よ
り
も
感
情
を
基
準
に
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
」

と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
理
解
は
本
来
の
知
性
主
義
批
判
と
い

う
文
脈
か
ら
大
き
く
ず
れ
て
い
る
。
反
知
性
主
義
に
は
事
実
を
見
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
は
本
来
関
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
よ

う
に
十
分
事
実
の
検
証
を
行
う
な
ら
ば
、
知
性
主
義
批
判
も
ひ
と
つ
の
正

当
な
態
度
と
な
る
の
で
あ
る
。
宗
教
の
場
合
も
、
そ
れ
が
個
人
の
宗
教
的

経
験
を
土
台
と
し
て
い
る
限
り
、
反
知
性
主
義
は
健
全
な
領
域
に
と
ど
ま

れ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
て
得
た
信
仰
も
継
続
的
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

信
仰
は
、
世
界
と
の
関
係
に
お
い
て
う
ま
く
働
い
て
い
る
と
確
認
で
き
る

な
ら
ば
、
神
学
に
頼
ら
ず
と
も
承
認
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
倫
理
思
想
と
カ
ン
ト
哲
学
の
関
係
性

岩
井
謙
太
郎

　

本
発
表
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
（A

lbert Schw
eitzer

）

の
『
カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
』
に
お
け
る
問
題
点
を
検
討
し
、
こ
の
問
題

が
、
彼
の
倫
理
思
想
に
い
か
に
反
映
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
要
約
的
に
纏
め
る
こ
と
と
す

る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
自
ら
の
博
士
論
文
に
お
い
て
、『
純
粋
理

性
批
判
』（
初
版
）
に
登
場
す
る
、
超
越
論
的
方
法
論
第
二
章
「
純
粋
理
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シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
の
宗
教
哲
学

│
│ 「
注
意
」
の
概
念
を
手
掛
り
に
し
て 

│
│

脇
坂　

真
弥

　

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
の
哲
学
は
、
そ
の
師
ア
ラ
ン
の
哲
学
と
比
較
す

る
時
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
激
し
い
「
情
念
」
を
自
由
意

志
に
よ
っ
て
克
服
す
る
（
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
「
感
情
」
へ
と
変
容

さ
せ
る
）
克
己
の
構
図
を
持
つ
ア
ラ
ン
の
哲
学
は
、
単
純
な
精
神
主
義
の

対
極
に
あ
る
と
は
い
え
、
人
間
に
こ
の
克
服
を
能
く
す
る
自
由
意
志
が
あ

る
こ
と
を
疑
っ
て
は
い
な
い
。
人
間
に
は
ゼ
ロ
か
百
か
で
は
な
い
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
こ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
こ
そ
「
人
間
」
で
あ
る
。
ア
ラ
ン

は
よ
り
高
い
次
元
へ
と
少
し
ず
つ
昇
っ
て
い
く
こ
と
が
「
で
き
る
」
人
間

の
自
由
意
志
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
イ
ユ
は
工
場
労

働
の
体
験
を
経
て
、
人
間
を
押
し
潰
す
盲
目
的
な
機
械
的
必
然
性
の
力
に

触
れ
、
ア
ラ
ン
と
は
逆
に
人
間
の
根
本
的
な
「
無
力
」
を
自
覚
す
る
。
自

由
意
志
の
真
相
は
た
だ
「《
私
が
（je

）》
と
言
う
力
」
で
し
か
な
く
、
こ

の
力
こ
そ
破
壊
さ
れ
る
べ
き
「
原
罪
」
で
あ
る
。「
真
理
と
死
か
、
嘘
と

生
か
」
の
間
で
前
者
を
選
び
、《
私
が
》
の
破
壊
に
同
意
す
る
こ
と
だ
け

が
、
人
間
に
「
新
し
い
誕
生
」
を
可
能
に
す
る
と
彼
女
は
主
張
す
る
。
そ

の
点
で
ヴ
ェ
イ
ユ
の
「
無
力
」
は
途
方
も
な
い
力
を
も
つ
逆
説
的
な
無
力

で
あ
っ
て
、「
人
間
」
の
哲
学
の
域
を
超
え
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ

る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
《
私
が
》
の
破
壊
に
対
す
る
同
意
を
生
み
出
す
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
、
ヴ
ェ
イ
ユ
に
お
い
て
は
「
意
志
」
で
は
な
く
、「
じ
っ
と
見

つ
め
る
こ
と
（contem

plation

）」、
す
な
わ
ち
「
注
意
（attention

）」

で
あ
る
。
何
か
に
注
意
を
向
け
る
に
は
、
そ
れ
に
先
行
し
て
ま
ず
「
注
意

と
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
一
つ
目
の
系
列
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
倫
理
と

幸
福
が
相
互
に
独
立
し
て
両
者
が
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
た
だ
し
、
カ
ン
ト
は
倫
理
と
幸
福
が
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
倫
理
と
幸
福
を
結
び
つ
け
る
保
証
人
と
し
て
の
神
、
霊
魂
の

不
死
（
来
世
）
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
系
列
の
思
想
こ
そ
が
、

カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批
判
』
の
立
場
で
あ
る
が
、
こ
の
立
場
に
お
い
て

は
、
自
由
が
確
立
さ
れ
え
な
い
の
で
、
そ
れ
を
土
台
に
、
個
人
の
魂
の
不

死
、
福
徳
一
致
の
保
証
人
と
し
て
の
神
の
現
存
を
主
張
し
え
な
い
こ
と
を

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
検
討
す
る
。
次
に
、
二
つ
目
の
系
列
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
倫
理
と
幸
福
が
い
わ
ば
表
裏
一
体
で
あ
り
、
私
た
ち
が
十
分
に
倫

理
的
実
践
を
な
す
こ
と
そ
の
こ
と
自
体
が
、
十
全
な
幸
福
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
も
、
神
が
要
請
さ
れ
る

こ
と
を
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
人
類
の
す
べ
て
が

倫
理
的
活
動
に
邁
進
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
が
、

た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
倫
理
的
活
動
を
遂
行
す
る
者
を
勇
気
づ
け
る

た
め
に
神
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
宗
教
哲
学
ス
ケ

ッ
チ
」
に
は
、
カ
ン
ト
の
二
つ
の
思
想
系
列
が
未
分
化
の
ま
ま
存
す
る
と

さ
れ
る
が
、
彼
は
、
二
つ
目
の
系
列
を
評
価
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

思
想
の
系
列
が
、
個
人
の
倫
理
的
行
為
が
他
者
に
対
す
る
献
身
と
相
即
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
諸
点
を
基
に
、
カ
ン
ト
思
想

（
二
つ
目
の
系
列
）
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
哲
学
的
な
倫
理
思
想
に

反
映
し
て
い
る
こ
と
を
遺
稿
を
も
含
め
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
己

完
成
と
他
者
献
身
を
媒
介
す
る
自
己
の
誠
実
性
へ
の
努
力
の
議
論
と
、
カ

ン
ト
思
想
（
二
つ
目
の
系
列
）
の
議
論
が
構
造
的
な
類
似
性
を
有
す
る
こ

と
を
明
確
化
し
た
。
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か
し
同
時
に
人
間
が
注
意
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
現
れ
な
い
。

こ
の
時
、
知
的
な
注
意
は
世
界
を
何
一
つ
変
え
る
こ
と
な
く
、
同
時
に

「《
必
然
的
な
》
諸
連
関
を
創
造
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
的
な

注
意
は
、
注
意
の
言
わ
ば
原
型
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
す
で
に
１

と
１

を

見
つ
め
る
精
神
の
不
動
性
が
、「
足
す
」
と
い
う
現
実
の
行
い
と
し
て
遂

行
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
る
。
注
意
の
概
念
は
、「
無
行
為
の
行
為
」

（
行
為
と
な
っ
た
霊
的
不
動
性
）
を
考
察
す
る
上
で
も
き
わ
め
て
重
要
だ

が
、
そ
の
た
め
に
は
こ
の
「
知
的
な
注
意
」（
真
理
に
関
わ
る
注
意
）
を

基
盤
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
現
実
の
他
者
を
見
つ
め
る
も
う
一
つ
の
注
意
、

す
な
わ
ち
「
同
意
で
あ
る
注
意
」（
不
幸
に
関
わ
る
注
意
）
を
取
り
上
げ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
「
黒
ノ
ー
ト
」
に
お
け
る
唯
一
神
批
判
に
つ
い
て

田
鍋　

良
臣

　

二
〇
一
四
年
春
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
遺
稿
「
黒
ノ
ー

ト
」
は
、
欧
米
を
中
心
に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に

記
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
に
関
す
る
文
言
が
、「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
に
あ
た
る
と

み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
は
、
こ
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
を
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て

論
争
が
生
じ
て
い
る
。
論
点
を
大
ま
か
に
整
理
す
る
な
ら
、「
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
」
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
的
核
心
（
い
わ
ゆ
る
「
存
在
史
的
思

索
」）
の
う
ち
に
捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
削
除
可
能
な
単
な
る
周
辺

的
な
も
の
と
み
な
す
の
か
で
立
場
が
分
か
れ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
立
場
の

相
違
に
も
拘
わ
ら
ず
、
問
題
の
箇
所
を
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
言
説
」
と

見
る
視
点
は
、
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

を
惹
か
れ
る
」
と
い
う
事
態
が
あ
る
。
こ
の
時
、
注
意
は
自
分
が
ま
だ
知

ら
な
い
も
の
の
方
へ
向
け
ら
れ
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
歪
め
ず
そ
の
ま
ま

知
ろ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
注
意
と
は
意
志
の
よ
う
な
能
動
的
産
出

能
力
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
じ
っ
と
見
つ
め
て
「
待
つ
」
態
度
で
あ
る
。

注
意
は
こ
の
よ
う
な
「
受
動
的
な
能
動
性
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人
間
が

「
ま
だ
知
ら
ぬ
」
も
の
の
極
限
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
に
は
決
し
て
現
れ
な

い
絶
対
的
善
で
あ
る
神
を
受
け
取
る
た
だ
ひ
と
つ
の
働
き
と
な
り
う
る
。

　

し
か
し
、
神
が
こ
の
世
に
決
し
て
現
れ
な
い
「
知
ら
な
い
」
も
の
の
極

限
で
あ
る
か
ぎ
り
、
神
へ
向
け
ら
れ
る
真
の
注
意
は
必
ず
「
真
空
へ
向
か

う
注
意
（attention à vide
）」
と
な
る
運
命
に
あ
る
。
こ
れ
は
「
何
を

待
っ
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
さ
え
し
な
い
」
注
意
で
あ
り
、
神
が
い
な
い

こ
の
世
（
真
空
）
を
、
何
か
特
定
の
も
の
に
比
重
を
か
け
る
こ
と
な
く
均

一
に
見
つ
め
る
、
純
粋
な
待
つ
構
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
切
を
あ
り
の
ま

ま
に
「
保
存
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の
保
存
に
「《
私
が
》
の
痕
跡
は

な
い
」。
こ
の
時
、
注
意
が
実
際
に
見
つ
め
て
い
る
の
は
先
ほ
ど
の
盲
目

的
な
力
、
す
な
わ
ち
「
限
り
な
く
自
分
を
超
え
る
自
然
の
諸
力
」
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
時
「
力
」
は
諸
事
物
の
関
係
と
し
て
、
す
な
わ
ち

「
必
然
性
」
と
し
て
注
意
の
前
に
姿
を
現
す
。
神
を
待
つ
注
意
は
、
こ
こ

で
は
「
も
っ
と
も
荒
々
し
い
力
を
、
ま
る
で
一
枚
の
絵
を
見
つ
め
る
よ
う

に
、
必
然
性
と
名
づ
け
て
見
つ
め
る
能
力
」
と
な
る
。
ヴ
ェ
イ
ユ
は
こ
れ

を
「
知
的
な
注
意
」
と
名
づ
け
る
。

　

彼
女
は
こ
の
よ
う
な
注
意
の
働
き
の
例
と
し
て
１

＋
１=

２

を
挙
げ
、

知
的
な
注
意
が
「
足
す
」
と
い
う
行
い
（acte

）
を
し
な
け
れ
ば
、
１

と

１

は
い
つ
ま
で
も
結
び
つ
か
ず
２

に
は
な
ら
な
い
と
言
う
。
１

＋
１

＝
２

と
い
う
真
理
（
必
然
性
）
は
人
間
が
創
り
出
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
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術
的
な
世
界
観
を
準
備
し
た
。
だ
が
そ
れ
に
よ
り
、
始
源
と
し
て
の
存
在

の
問
い
は
塞
が
れ
、
そ
こ
に
存
在
忘
却
の
背
景
の
ひ
と
つ
が
指
摘
さ
れ

る
。
つ
ぎ
に
本
発
表
は
、
救
済
神
に
関
す
る
論
点
を
「
信
仰
」
の
問
題
か

ら
検
討
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
神
に
よ
る
救
済
を
「
あ
て
に
す
る
」

と
い
う
意
味
で
の
計
算
の
問
題
が
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
神
信
仰
を

構
成
し
て
い
る
と
し
、
そ
こ
に
「
予
言
者
」
の
意
義
を
指
摘
す
る
。「
信

仰
の
知
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
知
の
形
態
に
つ
い
て
も
、
救
済
を
め
ぐ
る

こ
う
し
た
先
行
的
な
計
算
か
ら
理
解
で
き
る
。
最
後
に
本
発
表
は
、「
黒

ノ
ー
ト
」
に
記
さ
れ
た
神
の
「
唯
一
性
」
を
め
ぐ
る
批
判
的
な
見
解
に
つ

い
て
取
り
組
む
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」

に
つ
い
て
、
こ
の
神
は
他
の
い
か
な
る
神
々
も
許
容
せ
ず
、
そ
の
意
味
で

「
寛
大
さ
」
と
い
う
神
的
性
格
を
欠
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ

の
神
の
唯
一
性
の
背
後
に
は
、「
自
身
を
神
々
の
ひ
と
つ
に
数
え
る
」
な

か
で
、「
他
の
神
々
に
対
し
て
自
身
を
選
ば
れ
た
神
へ
と
高
め
る
」
よ
う

な
、
い
わ
ば
妬
む
神
の
「
計
算
」
が
働
い
て
い
る
と
主
張
す
る
。
と
は
い

え
他
の
神
々
を
押
し
や
る
こ
と
で
成
立
す
る
「
唯
一
性
」
は
、
絶
対
的
と

は
言
え
な
い
。
こ
こ
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
唯
一
神
批
判
の
核
心
を
み
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
一
神
論
に
関
し
て
多
様
に
語
る
が
、

そ
れ
ら
は
す
べ
て
計
算
の
問
題
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
相

互
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
問
題
の
ユ
ダ
ヤ
論
は
ど
う
か

か
わ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、「
黒
ノ
ー
ト
」
の
刊
行
と
同
時
に
出
版
さ
れ
た
、

ト
ラ
ヴ
ニ
ー
の
著
書
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
ユ
ダ
ヤ
世
界
陰
謀
の
神
話
』
に

端
を
発
し
て
い
る
。「
黒
ノ
ー
ト
」
の
編
者
で
も
あ
る
ト
ラ
ヴ
ニ
ー
は
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
論
が
「
計
算
」
の
問
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
点
を
と
く
に
問
題
視
し
、
そ
こ
に
「
計
算
高
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
よ

う
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
言
説
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
見
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
計
算
を
め
ぐ
る
同
様
の
議
論
は
、
な
に
も
ユ
ダ
ヤ
に
か
ぎ
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
や
ナ
チ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
科
学
技
術
な
ど
を
批

判
的
に
論
じ
る
際
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
論
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
黒
ノ
ー
ト
」
で
の
議
論
を
見
れ
ば
、
計
算
の
問
題
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の

論
点
に
対
し
て
ひ
と
し
な
み
に
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
第
一
義

的
に
は
「
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
一
神
論
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
派
生
体
と
し
て
、
政
治
や
科
学
技
術
の
問
題
等
が
想
定
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
ま
ず
は
計
算
の
問
題
を
軸
に
、
ユ
ダ

ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
一
神
論
に
関
す
る
議
論
を
整
理
・
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
は
じ
め
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
が
「
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
」
に
該
当
す
る
か
を
見
極
め
る
た
め
の
基
盤
も
整
備
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
発
表
は
、
計
算
の
問
題
に
注
意
し
な
が
ら
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

の
一
神
論
に
関
す
る
見
解
を
検
討
し
、
そ
の
特
異
な
唯
一
神
批
判
の
視
座

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
批

判
の
動
機
を
、「
再
始
源
化
」
と
呼
ば
れ
る
試
み
の
う
ち
に
探
っ
た
う
え

で
、
創
造
神
に
関
す
る
議
論
が
「
因
果
的
な
説
明
」
の
観
点
か
ら
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
創
造
神
を
第
一

原
因
と
す
る
神
観
念
が
、
存
在
者
の
す
べ
て
を
計
算
可
能
と
見
る
科
学
技
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使
う
こ
と
を
回
避
す
る
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
特
徴
に
は
、
自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ

と
、
支
柱
の
一
つ
に
宗
教
が
含
意
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
。
以
上
、
二

つ
が
あ
る
。

　

次
に
、
宗
教
の
定
義
を
〈
人
間
の
生
き
方
を
規
定
し
て
き
た
重
層
的
な

還
流
を
持
つ
文
化
的
営
み
〉
と
し
た
。
そ
れ
は
宗
教
の
多
く
が
死
生
に
対

し
て
、
膨
大
な
知
識
と
技
法
を
模
索
し
宗
教
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
人

間
に
も
文
化
的
に
深
い
影
響
を
与
え
続
け
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

の
影
響
は
一
定
の
方
向
に
循
環
す
る
の
で
は
な
い
。
影
響
を
受
け
た
人
間

が
、
次
の
世
代
に
も
影
響
を
与
え
る
と
い
う
過
程
を
経
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

重
層
的
な
還
流
を
持
つ
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

リ
ン
ギ
ス
思
想
を
紐
解
く
手
掛
か
り
と
す
る
の
は
、T

he com
m
uni-

ty of those w
ho have nothing in com

m
on (Bloom

ington: In-
diana U

niversity Press, 1994
)

で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
展
開
さ

れ
る
共
同
体
論
か
ら
は
、
多
く
の
示
唆
を
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
原
書

を
試
訳
し
つ
つ
論
じ
て
い
る
。
リ
ン
ギ
ス
は
本
書
に
お
い
て
、
次
の
二
つ

の
造
語
を
用
い
て
共
同
体
を
捉
え
直
す
。
そ
れ
は
「rational com

m
u-

nity

」（
合
理
的
共
同
体
）
と
「other com

m
unity

」（
も
う
一
つ
の

共
同
体
）
で
あ
る
。

　

考
察
に
お
い
て
は
、
次
の
四
つ
の
こ
と
を
述
べ
た
。
①
リ
ン
ギ
ス
の
共

同
体
論
は
、
既
存
の
共
同
体
に
対
す
る
脱
構
築
で
あ
る
、
②
共
同
体
の
構

成
員
と
し
て
し
か
数
え
ら
れ
な
か
っ
た
個
人
を
「
合
理
的
共
同
体
」
か
ら

「
も
う
一
つ
の
共
同
体
」
へ
傾
注
さ
せ
る
、
③
誰
と
も
繋
が
り
が
な
い
と

い
う
現
実
性
が
、
死
に
よ
っ
て
現
わ
れ
る
時
、「
合
理
的
共
同
体
」
を
拠

り
所
と
し
続
け
て
き
た
こ
と
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け
る
、
④
リ
ン
ギ
ス
は

リ
ン
ギ
ス
思
想
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

日
髙　

悠
登

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
す
で
に
哲
学
と
死
生
学
の
他
、
生
命
倫
理

学
、
教
育
学
の
諸
分
野
に
亘
っ
て
、
広
く
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
未

だ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
逆
に
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
ど
う
捉
え
る
か
。
こ
れ
は
永
続
的
な
問
い
で
あ
り
、
考

究
対
象
で
も
あ
る
。

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
完
遂
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
多

義
的
な
性
質
に
あ
っ
て
、
柔
軟
な
思
考
的
性
質
を
内
包
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
看
取
り
に
お
い
て
も
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
議
論
は
例
外

で
は
な
い
。
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
日
本
人
の
み
な
ら

ず
在
日
外
国
人
、
ハ
ー
フ
、
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
も
含
め
た
看
取
り
に
焦
点

を
当
て
、〈
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ホ
ス
ピ
ス
〉
を
提
唱
し
て
い
る
。
提
唱
に

あ
た
っ
て
は
、
宗
教
学
の
み
な
ら
ず
、
臨
床
哲
学
、
リ
ン
ギ
ス
思
想
な
ど

の
各
論
点
を
踏
ま
え
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ホ
ス
ピ
ス
の
理
念
は
、〈
死

を
前
に
し
て
生
き
る
人
間
の
成
長
を
支
え
、
見
守
り
、
そ
の
人
の
生
き
て

き
た
道
筋
の
苦
難
へ
、
ま
な
ざ
し
を
向
け
続
け
る
ケ
ア
の
実
践
〉
で
あ

る
。
そ
し
て
、
理
念
の
提
唱
に
関
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
死
生
と
も
同

義
で
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
論
の
展
開
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
リ
ン
ギ
ス
思
想
か
ら
論
じ
る
も
の
で

あ
る
。

　

ま
ず
議
論
に
先
立
っ
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
宗
教
の
定
義
を
示

す
こ
と
と
し
た
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
は
〈
感
性
に
よ
り
揺
れ

動
く
意
識
的
営
み
〉
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
一
方
で
、
無
制
限
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
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た
。
そ
れ
は
、
神
論
に
は
じ
ま
り
、
神
の
存
在
論
証
、
神
義
論
、
そ
こ
か

ら
人
間
の
神
経
験
や
信
仰
論
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
、
奇
跡
論
、
不
死
論

な
ど
、
神
論
か
ら
人
間
論
へ
と
下
降
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
う

し
た
書
籍
構
成
に
は
、
宗
教
経
験
の
中
心
を
な
す
の
は
神
経
験
で
あ
り
、

神
と
は
そ
の
存
在
が
論
証
的
に
問
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
創
造

主
で
あ
る
が
ゆ
え
に
悪
に
関
す
る
神
義
論
的
問
題
が
生
じ
、
そ
の
神
と
の

関
係
で
人
間
の
宗
教
的
生
が
問
わ
れ
る
な
ど
、
宗
教
概
念
・
宗
教
経
験
概

念
に
関
わ
る
数
々
の
前
提
が
自
明
の
よ
う
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
宗
教

概
念
批
判
以
後
、
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
再
考
さ
れ
て
い
る
と
予

想
し
た
が
、
そ
の
予
想
に
反
し
、
現
在
で
も
多
く
の
概
説
書
が
こ
の
書
誌

構
成
を
反
復
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
背
景
に
は
、
英
語
圏
に
お
け
る
「
宗
教
哲

学
」
の
定
義
づ
け
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
英
語

圏
の
宗
教
哲
学
は
、
お
お
む
ね
二
通
り
の
仕
方
で
自
己
を
定
義
し
て
き

た
。
第
一
に
、
宗
教
哲
学
が
具
体
的
に
何
を
主
題
と
す
る
か
と
い
う
「
実

体
的
定
義
」
で
あ
り
、
こ
の
定
義
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
宗
教
哲
学
が
扱
っ

て
き
た
主
題
を
扱
う
の
が
宗
教
哲
学
で
あ
る
、
と
い
う
自
己
複
製
的
定
義

と
な
る
。
第
二
に
、
宗
教
哲
学
が
宗
教
に
対
す
る
哲
学
的
反
省
で
あ
る
と

規
定
し
た
う
え
で
、「
ど
の
よ
う
に
哲
学
的
に
反
省
す
る
か
」
と
い
う
方

法
に
よ
っ
て
宗
教
哲
学
を
定
義
す
る
「
方
法
論
的
定
義
」
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
定
義
方
法
に
お
い
て
は
、「
哲
学
」
の
内
実
は
問
わ
れ
ず
、
そ
の
う

え
、
宗
教
哲
学
は
あ
く
ま
で
「
哲
学
」
の
一
部
門
で
あ
る
、
と
い
う
理
解

が
堅
固
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
哲
学
は
宗
教
研
究
で

は
な
く
哲
学
の
一
部
門
と
し
て
の
「
宗
教
に
つ
い
て
の
哲
学
」
と
い
う
性

格
を
強
く
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
宗
教
」
と
い
う
主
題

「
も
う
一
つ
の
共
同
体
」
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
人
類
普
遍
の
共
同
体
を
唱

え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

リ
ン
ギ
ス
思
想
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
出
会
い
と
経
験

の
共
同
、
す
な
わ
ち
他
者
の
生
に
出
会
い
、
他
者
か
ら
感
受
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
身
の
生
を
了
承
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
出
会
い
の
経

験
と
い
う
積
み
重
ね
に
よ
り
、
共
生
的
性
格
を
内
包
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
可
能
性
を
模
索
で
き
る
の
で
あ
る
。

宗
教
哲
学
は
現
在
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か

佐
藤　

啓
介

　

宗
教
概
念
批
判
と
ポ
ス
ト
世
俗
化
論
の
登
場
以
後
、
宗
教
研
究
は
「
宗

教
」
を
学
問
的
に
扱
う
そ
の
姿
勢
に
、
大
き
な
自
己
認
識
の
改
訂
を
お
こ

な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
で
は
、「
宗
教
哲
学
」
は
ど
う
な
の
か
。

そ
こ
に
何
ら
か
の
認
識
の
変
化
は
生
じ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
も
そ
も

現
代
に
お
い
て
「
宗
教
哲
学
」
は
自
ら
を
ど
の
よ
う
に
自
己
規
定
し
て
い

る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
本
発
表
で
は
、
宗
教

概
念
批
判
が
も
っ
と
も
進
展
し
た
英
語
圏
に
お
け
る
宗
教
哲
学
言
説
に
着

目
し
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
た
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に

英
語
圏
で
刊
行
さ
れ
た
「
宗
教
哲
学
」
総
論
の
概
説
書
・
教
科
書
・
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
類
を
対
象
と
し
（
全
一
九
冊
が
対
象
と
な
っ
た
）、
そ
こ
に
お

い
て
宗
教
哲
学
が
ど
の
よ
う
な
学
問
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
か
を
そ
の

書
籍
構
成
な
ど
か
ら
把
握
し
、
そ
の
う
え
で
、
宗
教
哲
学
が
ど
の
よ
う
に

定
義
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

伝
統
的
に
、
一
神
教
的
信
仰
を
モ
デ
ル
と
す
る
英
語
圏
の
宗
教
哲
学
に

は
、
あ
る
種
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
呼
ぶ
べ
き
書
籍
構
成
が
存
在
し
て
い
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ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
独
我
論
に
解
答
を
与
え
た
り
、
彼
ら
の
解
答

の
う
ち
ど
の
解
答
が
最
も
優
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
ま
た
、
本
発
表
で
扱
う
独
我
論
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

大
森
荘
蔵
、
ヒ
ッ
ク
に
共
通
の
問
題
と
し
て
の
独
我
論
で
あ
り
、
一
般
的

独
我
論
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
も
の
で
は
無
い
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
独
我
論
理
解
を
検
討

し
た
。
本
発
表
が
扱
う
哲
学
者
の
中
で
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
最

も
基
本
的
な
問
題
設
定
を
し
た
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
独
我
論
と

い
う
哲
学
的
問
題
に
対
す
る
解
答
と
し
て
提
起
し
た
の
が
、
言
語
ゲ
ー
ム

論
で
あ
る
。

　

次
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
独
我
論
と
い
う
問
題
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
も
、
独
自
の
解
答
を
し
た
の
が
大
森
荘
蔵
で
あ
る
。
言
語
ゲ

ー
ム
論
に
よ
り
独
我
論
を
消
去
し
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
し
、

大
森
の
議
論
は
独
我
論
と
い
う
哲
学
的
問
題
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
独

我
論
と
い
う
哲
学
的
立
場
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ヒ
ッ
ク
の
独
我
論
理
解
は
、
直
接
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

や
大
森
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
は
無
い
が
、
し
か
し
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
や
大
森
と
共
通
し
た
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
発
表

は
、
独
我
論
と
い
う
問
題
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ッ
ク
の

哲
学
的
立
場
を
独
我
論
と
実
在
論
の
弁
証
法
的
二
元
論
と
し
て
理
解
す

る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
本
発
表
に
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
独
我
論
と
い

う
問
題
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
る
ヒ
ッ
ク
の
新
た
な
解
釈
で
あ
る
。

　

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
大
森
、
ヒ
ッ
ク
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
て

い
る
独
我
論
の
問
題
と
は
、
独
我
論
は
世
界
に
対
す
る
特
殊
な
観
点
で
あ

っ
て
、
世
界
に
対
す
る
普
遍
的
な
観
点
と
対
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

な
い
し
対
象
そ
の
も
の
は
、
英
語
圏
の
宗
教
哲
学
に
お
い
て
は
今
な
お
強

く
前
提
な
い
し
要
請
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
研
究
に
お
け
る
動
向
と
は
距
離

が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
哲
学
理
解
は
、
二
〇
〇
〇

年
代
以
降
の
概
説
書
類
に
お
い
て
も
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
、
ザ
グ
ゼ
ブ
ス
キ

ー
、
オ
ッ
ピ
ー
、
ヤ
ン
デ
ル
ら
の
分
析
哲
学
系
の
議
論
に
明
確
に
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
大
陸
宗
教
哲
学
」

を
称
す
る
英
語
圏
の
議
論
に
お
い
て
、
宗
教
概
念
の
問
い
直
し
と
、
そ
れ

に
と
も
な
う
宗
教
哲
学
の
存
立
基
盤
に
対
す
る
危
機
感
を
強
く
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
よ
り
、
少
な
く
と
も
今
回
の
調
査
方
法
で
み
る
か
ぎ
り
、
予
想
以

上
に
（
な
い
し
予
想
に
反
し
て
）、
英
語
圏
の
分
析
的
宗
教
哲
学
に
お
い

て
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
論
や
宗
教
概
念
批
判
の
影
響
は
微
小
で
あ
り
、
宗
教

哲
学
の
自
己
規
定
は
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
連
続
体
の
な
か
に
あ
る
。
こ

こ
か
ら
考
え
る
べ
き
一
つ
の
課
題
は
、
宗
教
概
念
批
判
を
経
た
う
え
で
の

分
析
的
宗
教
哲
学
が
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
の

か
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
思
索
の
営
み
は
「
何
に
つ
い
て
の
哲
学
な
の

か
」
と
い
う
問
い
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

独
我
論
と
い
う
問
題

│
│ 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
大
森
荘
蔵
、
ヒ
ッ
ク 

│
│橘

田　

直
樹

　

本
発
表
で
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
大
森
荘
蔵
、
ヒ
ッ
ク
と
い

う
三
人
の
哲
学
者
の
独
我
論
理
解
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
独
我
論
が
ど
の

よ
う
な
哲
学
的
問
題
な
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
発
表
の
目

的
は
、
独
我
論
が
ど
の
よ
う
な
哲
学
的
問
題
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
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「
私
」
を
肉
体
の
死
後
も
存
続
さ
せ
る
試
み
に
つ
い
て
の
哲
学
的
考
察

冲
永　

宜
司

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
技
術
を
駆
使
し
、「
私
」
の
意
識

を
肉
体
の
死
後
も
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
近
年
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
技

術
的
な
可
能
性
に
つ
い
て
は
問
題
も
あ
る
が
、
哲
学
的
に
重
要
な
の
は
、

も
し
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
と
き
、
も
と
も
と
存
続
を
欲
求
し
て
い
た

「
私
」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
の
情
報
と
な
る
こ
と
で
、
存
在
論
的
に
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

問
題
は
、「
私
」
の
存
在
が
、
私
の
脳
を
構
成
す
る
シ
ナ
プ
ス
状
態
の

精
密
な
コ
ピ
ー
に
よ
っ
て
置
き
換
わ
り
得
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
私
」
の
意
識
と
全
く
同
じ
情
報
を
持
つ
別
の
意
識
は
、「
私
」
な
の

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
私
」
の
個
体
性
か
ら
す
れ
ば
、
今
こ
こ
に

い
る
「
私
」
以
外
に
「
私
」
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
個
体
性
が

成
り
立
た
な
い
と
す
れ
ば
、「
私
」
の
意
識
と
全
く
同
じ
情
報
の
意
識
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
私
」
に
な
る
。
こ
の
問
題
は
形
而
上
学
的
な
も
の
で

あ
り
、
回
答
は
で
き
な
い
。
し
か
し
「
私
」
が
究
極
的
に
情
報
で
あ
る
と

い
う
考
え
は
、
個
体
性
の
抹
消
に
見
え
な
が
ら
、「
私
」
の
無
と
死
と
が

無
意
味
で
あ
る
こ
と
の
開
示
で
も
あ
る
。
私
は
私
の
脳
神
経
配
線
、
つ
ま

り
コ
ネ
ク
ト
ー
ム
だ
と
主
張
す
る
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ン
の
「
ト
ラ
ン
ス

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
立
場
は
、
個
体
性
を
超
越
し
た
次
元
を
開
示

す
る
こ
と
で
、
各
々
の
「
私
」
に
「
永
遠
の
命
」
の
可
能
性
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
。

　

私
を
肉
体
の
死
後
も
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
欲
求
は
、
実
体
的
な

「
私
」
の
存
続
欲
求
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、「
私
」
が
私
の
情
報

か
ら
最
終
的
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。「
私
」
は

る
。
つ
ま
り
独
我
論
は
、
世
界
の
中
に
複
数
の
個
人
が
あ
り
、
そ
の
中
の

一
人
の
観
点
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
観
点
は
す

で
に
個
人
に
対
す
る
普
遍
的
観
点
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
は
な

く
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
い
方
だ
と
、「
世
界
は
私
の
世
界
で

あ
る
」。
つ
ま
り
、
独
我
論
は
「
私
」
と
世
界
を
分
け
て
「
私
」
か
ら
世

界
を
見
る
観
点
な
の
で
は
な
い
。
独
我
論
に
お
い
て
、「
私
」
と
世
界
は

一
致
す
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
世
界
は
特
殊
な
観
点
か
ら
す
る
「
世

界
」
で
あ
り
、
普
遍
的
観
点
か
ら
す
る
世
界
と
は
異
な
る
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
が
提
起
し
た
こ
の
独
我
論
理
解
は
、
大
森
と
も
ヒ
ッ
ク
と
も

共
有
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
が
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
、
大
森
、
ヒ
ッ
ク
の
間
で
異
な
る
。

　

本
発
表
の
議
論
に
従
う
と
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、『
論
考
』

の
独
我
論
を
批
判
し
、『
探
求
』
に
お
い
て
言
語
ゲ
ー
ム
論
と
い
う
（
独

我
論
で
も
実
在
論
で
も
な
い
）
第
三
の
道
を
選
択
し
た
。
つ
ま
り
、「
世

界
に
お
い
て
心
的
存
在
と
し
て
本
当
に
存
在
す
る
も
の
は
私
の
み
で
あ

る
」
と
い
う
独
我
論
に
対
し
、
そ
も
そ
も
心
的
存
在
は
存
在
し
な
い
、
と

議
論
し
た
。

　

大
森
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
提
起
し
た
言
語
ゲ
ー
ム
論
の
多

く
の
論
点
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
独
我
論
を
そ
の
出
発
点
と
し
て
選
択

し
た
。
つ
ま
り
、「
世
界
に
お
い
て
心
的
存
在
と
し
て
本
当
に
存
在
す
る

も
の
は
私
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
独
我
論
を
擁
護
し
、
さ
ら
に
独
我
論
を

前
提
に
し
た
他
者
論
が
可
能
で
あ
る
と
議
論
し
た
。

　

ヒ
ッ
ク
は
、
独
我
論
と
（
ヒ
ュ
ー
ム
的
な
素
朴
）
実
在
論
の
両
者
を
選

択
し
た
、
あ
る
い
は
両
者
の
あ
い
だ
の
矛
盾
を
選
択
し
た
。
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間
的
に
も
、「
私
」
の
「
無
」
と
い
う
こ
と
の
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。

「
私
」
の
存
在
と
非
存
在
と
の
区
別
が
無
効
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
「
私
」
の
死
後
存
続
へ
の
欲
求
は
、「
私
」
の
個
体
性
に
よ
る
、「
私
」

の
無
を
回
避
す
る
考
え
に
基
づ
く
。
し
か
し
そ
の
欲
求
の
実
現
が
、「
私
」

の
個
体
性
の
転
覆
を
条
件
と
す
る
な
ら
、
当
初
の
欲
求
は
、
そ
の
欲
求
の

根
拠
の
転
覆
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
私
」
は
無
を
厭
い
、

回
避
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
無
は
、「
私
」
の
個
体
性
を
条
件
と

し
、
個
体
性
が
超
越
さ
れ
た
次
元
に
到
る
こ
と
で
、
無
は
な
く
な
る
。
意

識
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
が
こ
の
超
越
を
条
件
と
す
る
限
り
、「
私
」
の
永
遠

性
の
成
就
は
、
永
遠
性
へ
の
欲
求
の
根
拠
の
消
去
と
ひ
と
つ
に
あ
る
。
こ

れ
は
宗
教
的
な
超
越
と
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
超
越
は
、
閉
じ
た

「
私
」
を
世
界
へ
と
開
く
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

比
較
宗
教
学
と
し
て
の
宗
教
認
知
科
学

藤
井　

修
平

　

本
発
表
は
、「
科
学
」
の
語
に
与
え
ら
れ
る
複
数
の
意
味
を
手
が
か
り

に
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
認
知
科
学
（cognitive science of religion, 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
比
較
宗
教
学
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、
主
に
国
際
宗
教
認
知
科
学
会
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
お

よ
び
北
米
宗
教
学
会
（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
の
メ
ン
バ
ー
が
推
進
し
て
い
る
、

認
知
科
学
と
進
化
生
物
学
の
見
地
を
宗
教
研
究
に
適
用
す
る
研
究
を
指

す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
Ｓ
・
ア
ト
ラ
ン
、
Ｐ
・
ボ
イ
ヤ

ー
、
Ｓ
・
ガ
ス
リ
ー
な
ど
の
人
類
学
者
に
よ
り
認
知
科
学
理
論
の
宗
教
へ

の
適
用
と
し
て
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
心
理
学
者
の
Ｊ
・
バ
レ
ッ
ト
や

Ｊ
・
ベ
リ
ン
グ
、
宗
教
学
者
の
Ｉ
・
ピ
ュ
シ
ア
イ
ネ
ン
や
Ｌ
・
マ
ー
テ
ィ

代
替
不
能
で
唯
一
無
二
で
あ
り
、「
私
」
が
こ
こ
と
あ
そ
こ
に
同
時
に
い

る
こ
と
は
、
論
理
的
に
あ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
意
識
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
の
試
み
で
は
、「
私
」
と
は
最
終
的

に
私
の
情
報
と
見
な
さ
れ
る
。「
私
」
が
私
の
脳
の
コ
ネ
ク
ト
ー
ム
で
あ

る
と
見
な
し
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ン
な
ど
も
基
本
的
に
こ
の
考
え
を
踏

襲
す
る
。
こ
れ
は
、
情
報
を
物
理
的
な
客
観
的
存
在
と
見
な
す
限
り
で
、

唯
物
論
的
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
情
報
を
経
験
的
な
実
在
だ
と
見
な
す

場
合
に
は
、
情
報
か
ら
成
り
立
つ
宇
宙
は
唯
物
論
的
で
は
な
く
、
唯
心
論

的
に
な
る
。
こ
こ
で
は
「
私
」
の
個
体
性
は
最
終
的
に
認
め
ら
れ
な
い

が
、
宇
宙
が
経
験
化
す
る
こ
と
は
、「
私
」
の
な
い
こ
と
を
、
す
べ
て
が

「
私
」
で
あ
る
こ
と
へ
と
転
じ
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は
世
界
を
観
察
す
る
世

界
の
外
の
「
私
」
も
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
経
験
と
し
て
の
宇
宙
が

「
私
」
と
な
り
、
そ
れ
以
外
は
な
い
。
個
体
と
し
て
の
「
私
」
を
閉
じ
た

も
の
と
す
る
根
拠
が
な
い
た
め
、
閉
じ
た
「
私
」
の
不
在
が
、「
私
」
以

外
の
も
の
の
不
在
と
し
て
、
唯
心
論
的
宇
宙
を
形
作
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
私
」
の
死
後
と
い
う
観
念
の
入
り
込
む
余
地
が
、
そ
の

宇
宙
に
は
な
く
な
る
。
こ
の
観
念
は
個
体
的
な
「
私
」
を
前
提
に
し
、

「
私
」
と
「
私
以
外
」
と
を
時
間
を
隔
て
て
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
で
成

り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、「
私
」
の
死
後
存
続
の
た
め
に
、

「
私
」
を
特
定
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
は
意
味

が
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
、「
私
」
の
情
報
の
複
写
が
「
私
」
の
複
写
に

一
致
す
れ
ば
、
そ
こ
で
「
私
」
の
存
在
に
つ
い
て
の
考
え
が
根
本
的
に

変
転
す
る
事
態
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
「
私
」
が
無
に
な
る
こ
と
で
は
な

い
。「
私
」
が
情
報
の
経
験
と
い
う
様
式
に
よ
っ
て
世
界
と
隔
て
ら
れ
ず
、

「
私
」
の
無
が
無
意
味
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
時
間
的
に
も
空
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ル
ク
大
学
な
ど
三
箇
所
に
比
較
宗
教
学
の
講
座
が
存
在
し
て
い
る
。
比
較

宗
教
学
は
「
宗
教
の
科
学
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
北
欧
で
は
科
学
的
方

法
論
に
対
す
る
親
和
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
の
下

で
、
ピ
ュ
シ
ア
イ
ネ
ン
や
ギ
ア
ー
ツ
、
Ｊ
・
イ
ェ
ン
セ
ン
な
ど
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ

に
着
目
し
、
比
較
宗
教
学
の
伝
統
と
の
接
続
を
試
み
て
い
る
。
両
者
の
共

通
点
は
宗
教
現
象
を
分
類
し
、
比
較
し
、
類
型
化
す
る
と
い
う
方
法
で
あ

り
、
北
欧
に
お
け
る
「
宗
教
の
科
学
」
は
、
何
よ
り
対
象
を
一
般
化
す
る

点
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
北
米
と
北
欧
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
者
に
は
同
時
に
、
広
義

の
比
較
宗
教
学
を
「
科
学
的
」
と
し
て
支
持
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
「
科
学
」
の
意
味
は
、
一
般
的
な
「
自
然
科
学
の
方
法
を
適
用
す

る
」
と
い
う
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
む
し
ろ

こ
こ
で
の
「
科
学
」
は
、
比
較
や
類
型
化
、
一
般
化
と
い
う
方
法
論
を
指

し
て
い
る
と
い
え
る
。
比
較
宗
教
学
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
こ
う
し
た
科
学
性
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
に
よ
っ
て
等
し
く
理
想
的
な
方
法
論
と

み
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
評
価
す
る
背
景
に
は
、
諸
宗
教
の
類
型
論
的
比
較
や
分
類
を
行
う
、

新
た
な
「
比
較
宗
教
学
」
を
形
成
す
る
と
い
う
意
図
が
存
在
す
る
こ
と
が

推
測
で
き
る
。

グ
ー
ル
ド
と
ド
ー
キ
ン
ス 

│
│ 

宗
教
と
科
学
の
狭
間
で 

│
│十

津　

守
宏

　

古
生
物
学
者
の
Ｓ
・
Ｊ
・
グ
ー
ル
ド
は
、
宗
教
と
科
学
の
間
に
は
調
停

の
余
地
は
存
在
せ
ず
、
宗
教
と
科
学
は
、
異
な
る
教
導
権
（
マ
ギ
ス
テ
リ

ウ
ム
）
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
相
対
主
義
的
に
分
離
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ン
、
Ａ
・
ギ
ア
ー
ツ
ら
が
加
わ
り
、
宗
教
学
の
一
分
野
と
し
て
徐
々
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
特
徴
と
し
て
は
、「
科
学

的
」
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
は

文
脈
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
者

の
比
較
宗
教
学
に
関
す
る
言
説
を
検
証
す
る
際
に
よ
り
顕
著
と
な
る
。

　
「
比
較
宗
教
学
」
と
い
う
語
は
広
義
の
用
法
と
狭
義
の
用
法
に
区
別
で

き
、
広
義
の
も
の
は
「
宗
教
学
」
一
般
を
指
す
包
括
的
な
用
語
と
い
え

る
。
他
方
で
狭
義
の
用
法
に
つ
い
て
、
Ｅ
・
シ
ャ
ー
プ
は
宗
教
進
化
論
と

ほ
ぼ
同
一
視
し
て
お
り
、
彼
の
『
比
較
宗
教
学
』
に
お
い
て
は
、
後
の
研

究
者
に
よ
っ
て
宗
教
進
化
論
が
否
定
さ
れ
る
に
従
っ
て
狭
義
の
比
較
宗
教

学
は
姿
を
消
し
、
広
義
の
比
較
宗
教
学
は
「
宗
教
学
」
へ
と
変
容
し
た
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
シ
ャ
ー
プ
の
見
解
に
反
し
て
、
現
代
に
お
い

て
も
新
た
な
比
較
宗
教
学
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　

と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
北
米
に
お
い
て
積
極
的
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を

導
入
し
て
い
る
Ｌ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
と
Ｄ
・
ウ
ィ
ー
ベ
が
、
同
時
に
初
期
の

比
較
宗
教
学
者
の
姿
勢
を
理
想
的
と
み
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
ら
は

Ｍ
・
ミ
ュ
ラ
ー
や
Ｃ
・
テ
ィ
ー
レ
の
比
較
宗
教
学
は
「
科
学
的
」
で
あ

り
、
Ｇ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ
や
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
デ
以
降
の
宗
教
学

を
「
神
学
的
」
だ
と
し
て
批
判
す
る
一
方
で
、
ミ
ュ
ラ
ー
ら
の
視
点
に
立

ち
戻
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ー
テ
ィ
ン
の
同
僚
の

Ｗ
・
ペ
イ
ド
ン
も
、
諸
宗
教
の
比
較
と
類
型
化
と
い
う
方
法
論
と
進
化
心

理
学
と
の
接
続
を
試
み
て
い
る
。

　

同
様
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
北
欧
に
お
い
て
も
、
比
較
宗
教
学
と
Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
同
国
で
は
Ｌ
・
ホ
ン
コ
ら
に
よ
り
一
九

六
三
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
比
較
宗
教
学
会
が
設
立
さ
れ
、
現
在
で
も
ト
ゥ
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も
の
な
の
で
あ
る
。
ド
ー
キ
ン
ス
は
原
初
生
命
の
複
雑
さ
は
認
め
な
が
ら

も
、
そ
の
原
初
生
命
を
創
造
し
た
存
在
を
措
定
す
る
こ
と
は
、
よ
り
非
科

学
的
な
結
論
を
も
た
ら
す
こ
と
を
論
拠
と
し
て
、
か
か
る
見
解
を
否
定
す

る
が
、
こ
の
構
造
を
対
象
と
し
た
思
惟
は
、
宗
教
に
か
か
る
議
論
に
対
す

る
介
入
の
余
地
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
点
こ
そ
が
グ

ー
ル
ド
が
述
べ
て
い
る
、
依
然
と
し
て
個
人
の
価
値
判
断
や
宗
教
的
直
観

に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
領
域
な
の
で
あ
る
。

　

ビ
ッ
ク
バ
ン
特
異
点
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
命
や
宇
宙

の
起
源
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
る
時
、
我
々
は
未
だ
に
形
而
上
学
的
議
論

を
避
け
て
通
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
実
際
に
、
今
日
展
開
さ
れ
て
い
る
奇

蹟
の
産
物
で
あ
る
と
し
か
見
做
し
え
な
い
我
々
が
存
在
す
る
宇
宙
の
構
造

や
諸
条
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
科
学
的
に
説
明
す
る
と
さ
れ
る
マ
ル
チ
バ

ー
ス
宇
宙
論
そ
の
も
の
が
、
一
部
の
研
究
者
か
ら
は
形
而
上
学
と
し
て
見

做
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
端
的
に
先
に
述
べ
た
見
解
を
裏
付
け
て
い
る

「
最
初
の
第
一
撃
」「
不
動
の
動
者
と
し
て
の
神
観
念
」
は
、
最
先
端
の
科

学
の
領
域
で
も
未
だ
に
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
或
い
は
、
科
学
的
思
惟
の

対
象
で
は
な
い
と
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
そ
の
も
の
に
、
我
々
の
世

界
に
対
す
る
自
然
主
義
的
解
釈
の
限
界
が
表
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
は
、
グ
ー
ル
ド
の
提
唱
し
た
科
学
と
宗
教
と
の
相
対
主

義
的
分
離
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
持
つ
価
値
に
つ
い
て
、
我
々
は
再
考
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

る
と
主
張
し
て
い
る
。
即
ち
、
グ
ー
ル
ド
の
見
地
に
立
脚
し
た
場
合
、
自

然
科
学
が
神
の
存
在
の
有
無
や
進
化
の
道
徳
的
・
倫
理
的
な
意
味
を
問
う

こ
と
は
、
マ
ジ
ス
テ
リ
ウ
ム
（
教
導
権
）
の
領
域
が
異
な
る
領
域
に
つ
い

て
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
見
做
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方

で
、
著
名
な
遺
伝
学
者
で
あ
る
Ｒ
・
ド
ー
キ
ン
ス
は
、
宗
教
や
神
と
い
う

概
念
そ
の
も
の
を
人
間
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
創
り
出
し
た
妄
想
の
産
物
と

し
て
一
蹴
し
て
い
る
。

　

今
回
の
論
考
で
は
、
あ
え
て
こ
の
グ
ー
ル
ド
と
ド
ー
キ
ン
ス
両
者
の
論

理
に
調
停
の
余
地
が
な
い
か
に
つ
い
て
、
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
特
に
宇
宙
の
起
源
や
生
命
の
発
生
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

は
、
グ
ー
ル
ド
的
見
地
に
か
な
り
の
妥
当
性
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　

生
命
は
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
種
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
自

ら
を
よ
り
よ
く
そ
の
環
境
に
適
応
さ
せ
る
べ
く
進
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
表
現
型
と

は
、「
神
」
や
我
々
以
外
の
知
的
存
在
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
産
物
で
は
な

く
、
生
命
が
生
き
る
周
囲
の
環
境
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
、
環
境
や
生

態
系
に
お
け
る
位
置
に
最
も
適
応
し
た
も
の
へ
と
導
か
れ
た
そ
れ
な
の
で

あ
る
。

　

生
命
の
表
現
型
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
諸
要
因
そ
の
も
の
は
、
突
然
変
異
と

自
然
選
択
の
結
果
生
じ
た
も
の
と
し
て
、
ド
ー
キ
ン
ス
が
主
張
す
る
よ
う

に
、
単
純
に
自
然
主
義
的
に
説
明
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
表
現

型
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
構
造
や
プ
ロ
セ
ス
の
由
来
を
我
々
は
完
全
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
こ
の
構
造
は
、
こ
の
世
界
に
生
命
が
生

じ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
所
与
の
も
の
と
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
機
能
し
て
い
る



　　206

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第２部会

考
え
ら
れ
て
い
る
。
科
学
的
な
側
面
に
関
連
し
て
、
新
無
神
論
の
根
底
に

は
「
科
学
は
、
代
替
的
で
非
宗
教
的
な
世
界
観
の
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
つ
ま
り
「
神
の
存
在
（
神
仮
説
）
は

科
学
的
に
証
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
実
在
や
証
拠
主
義
へ
の
傾

倒
が
あ
る
と
い
う
。
福
音
派
や
ア
カ
デ
ミ
ア
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
信
者
の
生
活
や
伝
統
か
ら
離
れ
た
、
仮
説
と
し
て
の
宗
教
は
本
質
的

で
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
宗
教
側
の
実
在
へ
の
要
求
が
止
ま
な
い

点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
宗
教
の
興
隆

を
含
む
宗
教
の
多
様
化
へ
の
危
機
感
か
ら
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
新
無
神
論
を
描
写
す
る
際
、
宗
教
的
、
好
戦
的
な
表
現
が
多
い

こ
と
、
ド
ー
キ
ン
ス
ら
が
主
導
す
る
無
神
論
の
バ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
の
運
動
が
保
守
派
キ
リ
ス
ト
教
の
手
法
と
似
て
い
る
こ
と
（
現
代
に
お

け
る
宗
教
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
競
争
の
結
果
と
言
え
る
）
な
ど
が
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
新
無
神
論
と
原
理
主
義
は

構
造
的
、
認
識
論
的
に
類
似
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
確
実
性
を
探
究
し
、

権
威
を
再
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
在

に
つ
い
て
の
争
い
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
新
無
神
論
は
理
性
を
訴
え
な
が

ら
も
権
威
を
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
大
衆
レ
ベ
ル
で
は
宗
教

も
科
学
も
、
権
威
を
も
つ
専
門
家
を
信
頼
し
て
信
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
無
神
論
を
受
け
入
れ
る
大
衆
の
心
理
は
あ
る
種
の
科
学
信
仰
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
は
、
現
代
無
神
論
に
お
い
て
よ
り
重
要
で
あ
る
。
現
代
無
神
論

は
「
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
科
学
の
イ
メ
ー
ジ
」（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

デ
ザ
イ
ン
論
も
用
い
る
も
の
）
を
奉
ず
る
も
の
で
、
自
然
に
か
ん
す
る
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
も
持
つ
。
ど
ち
ら
も
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
性
が
あ
る
こ

新
無
神
論
と
現
代
無
神
論 

│
│ 

そ
の
科
学
信
仰
的
要
素
に
つ
い
て 

│
│

谷
内　
　

悠

　

近
年
、
無
宗
教
の
人
々
に
つ
い
て
の
研
究
が
増
え
て
い
る
。
本
発
表
で

は
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
度
が
高
い
と
言
え
る
新
無
神
論
と
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
現
代
無
神
論
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
。

　

新
無
神
論
は
、
サ
ム
・
ハ
リ
ス
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
、
ダ
ニ

エ
ル
・
デ
ネ
ッ
ト
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ッ
チ
ェ
ン
ズ
ら
四
人
（「
四

騎
士
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
著
作
に
端
を

発
し
た
と
さ
れ
る
思
想
で
あ
る
。
新
無
神
論
と
い
う
語
は
、
無
神
論
へ
の

道
徳
的
観
点
か
ら
の
忌
避
感
や
、
二
〇
〇
一
年
の
九
一
一
事
件
、
二
〇
〇

五
年
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
論
関
連
裁
判
へ
の
注
目
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
生
ま
れ
た
。
本
発
表
で
は
、
新
無
神
論
者

と
は
四
騎
士
を
中
心
と
し
た
発
信
者
側
の
う
ち
、
あ
る
程
度
新
無
神
論
者

を
自
認
す
る
者
た
ち
を
指
す
語
と
す
る
。

　

四
騎
士
の
著
作
は
そ
れ
ぞ
れ
学
問
的
軸
、
対
象
と
す
る
宗
教
の
幅
、
宗

教
お
よ
び
神
に
対
す
る
見
解
な
ど
が
異
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
議

論
の
共
通
点
も
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
内
容
に
つ
い
て
は
、

宗
教
は
暴
力
を
引
き
起
こ
す
、
宗
教
な
し
で
も
道
徳
は
あ
り
う
る
、
宗
教

は
知
識
と
進
歩
を
妨
げ
る
と
い
う
三
点
か
ら
、
宗
教
は
危
険
な
も
の
で
あ

る
と
新
無
神
論
は
主
張
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
無
神
論
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
世
界
観
（
知
識
・
理
解
の
促
進
、
生
を
肯
定
し
生
を
高
め
る
と

い
う
考
え
、
理
性
的
思
考
が
超
自
然
主
義
に
打
ち
勝
つ
こ
と
で
世
界
は
よ

り
良
く
な
る
と
い
う
考
え
、
自
然
の
驚
異
と
壮
大
さ
へ
の
畏
敬
の
念
）
を

促
進
し
、
意
識
向
上
を
促
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
科
学
的
、
宗
教
的
、
好
戦
的
と
い
う
三
つ
の
側
面
が
あ
る
と
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も
の
の
生
動
化
、
聖
化
と
い
う
過
程
に
注
目
し
て
、
こ
の
儀
礼
の
構
造
の

特
徴
や
意
義
を
考
察
す
る
。

　

こ
の
儀
礼
は
、
ア
ー
シ
プ
が
行
う
一
連
の
所
作
の
手
順
を
記
し
た
文
書

と
、
彼（
ら
）が
唱
え
る
祈
り
・
呪
文
を
記
し
た
文
書
の
二
つ
か
ら
再
構
成

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
口
洗
い
や
口
開
け
、
供
儀
、
香
を
た
く
、
ビ
ー
ル
や

粉
を
ま
く
と
い
っ
た
「
所
作
・
ふ
る
ま
い
」
と
、「
祈
り
・
呪
文
を
唱
え

る
こ
と
」
が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
不
可
分
に
機
能
し
て
い
た
点
を
考
慮
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
「
儀
礼
」（ritual

）
と
と
ら

え
る
。

　

口
洗
い
の
儀
礼
は
少
な
く
と
も
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の

な
か
で
一
日
目
の
後
半
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
の
段
階
、
す
な
わ
ち
神
像
が

戸
外
に
置
か
れ
、
夜
を
そ
こ
で
過
ご
す
と
い
う
時
間
帯
が
注
目
さ
れ
る
。

神
像
は
庭
で
翌
朝
ま
で
日
の
出
の
方
向
（
東
向
き
）
に
置
か
れ
、
こ
の
神

像
を
中
心
と
し
て
左
右
（
南
北
）
に
そ
れ
ぞ
れ
九
の
重
要
な
神
々
に
対
す

る
祭
壇
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
置
か
ら
、
神
像
が
こ
の
儀
礼
に

お
い
て
周
囲
の
神
々
の
共
同
体
の
な
か
へ
加
わ
る
よ
う
に
変
容
し
て
ゆ
く

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
夜
中
に
集
中
し
て
口
洗
い
と
口
開
け
が
行
わ
れ
、

こ
の
段
階
が
通
過
儀
礼
の
中
心
で
あ
る
。

　

翌
朝
、
東
を
向
い
て
い
る
神
像
は
、
太
陽
の
光
を
直
接
受
け
る
。
夜
が

明
け
、
太
陽
の
光
が
神
像
に
照
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
通
過
儀
礼
の

意
味
か
ら
み
て
も
、
太
陽
が
神
像
に
変
容
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
重
要

で
あ
る
。
ま
た
太
陽
は
夜
の
あ
い
だ
は
ア
プ
ス
ー
（
地
底
に
あ
る
淡
水
の

海
）
の
な
か
を
通
る
と
さ
れ
、
夜
の
時
間
帯
が
過
渡
期
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
太
陽
神
シ
ャ
マ
シ
ュ
は
正
義
の
神
で
あ
り
、
裁
判
官
で
あ
り
、
天
命

を
決
定
す
る
者
で
あ
る
。
シ
ャ
マ
シ
ュ
が
現
れ
る
場
、
日
の
出
の
場
所
は
、

と
か
ら
、
現
代
無
神
論
は
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
な
「
無
宗
教
」
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
こ
れ
を
、
新
無
神
論
を
は
じ
め
と
す
る
現

代
の
無
神
論
的
議
論
な
ど
を
受
容
す
る
大
衆
側
の
動
向
を
指
す
も
の
と
し

て
分
析
し
直
し
、
そ
れ
が
科
学
信
仰
の
側
面
を
持
ち
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル

な
「
宗
教
」
と
見
な
さ
れ
う
る
と
主
張
し
た
。

　

最
後
に
こ
れ
ら
を
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
宗
教
を
分
析
す
る

た
め
の
概
念
で
あ
る
「
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
な
宗
教
」
な
ど
を
元
と
し
て
作

っ
た
、
現
代
の
宗
教
に
つ
い
て
の
図
の
う
ち
に
位
置
づ
け
た
。
新
無
神
論

が
科
学
的
創
造
論
と
と
も
に
実
在
を
重
視
す
る
領
域
に
位
置
す
る
の
に
対

し
、
現
代
無
神
論
は
ハ
イ
パ
ー
リ
ア
ル
な
宗
教
が
位
置
す
る
領
域
に
も
足

を
か
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
示
し
た
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
像
に
ま
つ
わ
る
儀
礼
の
構
造

細
田
あ
や
子

　

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ミ
ー
ス
・
ピ
ー
（
口
洗
い
）
と
い
う
宗
教
儀
礼

は
、
新
し
く
神
像
が
制
作
さ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
破
損
し
た
神
像
を
修

復
す
る
際
、
神
像
の
口
を
洗
う
と
い
う
所
作
を
中
心
と
し
た
一
連
の
儀
礼

で
あ
る
。
洗
う
行
為
は
浄
化
、
聖
化
に
結
び
つ
く
が
、
口
洗
い
と
並
び
、

さ
ら
に
ピ
ー
ト
・
ピ
ー
と
い
う
口
開
け
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ア
ー
シ
プ
と

よ
ば
れ
る
儀
礼
執
行
者
が
神
像
を
前
に
香
を
た
き
、
さ
さ
げ
も
の
を
し

て
、
祈
り
・
呪
文
を
唱
え
、
口
洗
い
と
口
開
け
の
所
作
を
繰
り
返
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
神
像
に
は
諸
感
覚
が
付
与
さ
れ
、
生
命
が
も
た
ら
さ
れ
て
ゆ

く
。

　

こ
の
儀
礼
は
、「
も
の
」
と
し
て
の
像
が
生
き
た
神
と
し
て
神
殿
に
即

位
す
る
こ
と
に
な
る
通
過
儀
礼
で
あ
る
。
像
か
ら
生
き
た
神
へ
の
変
容
、
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な
る
研
究
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
マ
ア
ト
は
、
し
ば
し
ば
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
と
呼
ば
れ
る

特
殊
な
形
態
で
現
れ
る
。
本
来
一
柱
で
あ
る
神
が
双
数
の
女
神
と
し
て
表

現
さ
れ
る
事
例
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
々
に
お
い
て
も
異
例
で
あ
り
、

こ
れ
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
「
二
元
性
」
の
思
想
に
関
連
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ア
ト
女
神
・
二
柱
の
マ
ア
ト
女

神
・
二
元
性
に
つ
い
て
の
説
を
踏
ま
え
、
マ
ア
ト
女
神
と
「
二
柱
の
マ
ア

ト
」
の
記
述
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
神
話
的
内
容
を
数
多
く
含
む
葬
祭

文
書
で
あ
る
古
王
国
時
代
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
テ
キ
ス
ト
」、
中
王
国
時

代
の
「
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
」
か
ら
事
例
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
内
容
を

比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
神
格
化
さ
れ
た
マ
ア
ト
の
特
徴
と

そ
の
関
係
を
考
察
し
た
。

　

マ
ア
ト
女
神
の
記
述
に
は
、
抽
象
概
念
と
女
神
の
判
別
が
困
難
な
事
例

が
多
く
、
本
発
表
で
と
り
あ
げ
た
「
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
」
第
八
〇
章

に
も
そ
の
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
例
に
お
け
る
マ
ア
ト
の
記
述

は
、
一
読
す
る
と
女
神
と
し
て
の
マ
ア
ト
の
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
前
後

の
文
脈
か
ら
女
神
で
は
な
く
、
む
し
ろ
抽
象
概
念
を
指
す
と
判
断
す
べ
き

事
例
で
あ
り
、
女
神
と
抽
象
概
念
の
境
界
が
曖
昧
な
様
子
が
窺
え
た
。

　

そ
の
一
方
で
、「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
は
、
よ
り
明
確
に
女
神
と
し
て
描

写
さ
れ
て
い
た
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
の
初
の
事
例
で

あ
る
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
テ
キ
ス
ト
」
第
二
六
〇
番
の
事
例
で
は
、「
二
柱

の
マ
ア
ト
」
は
「
聞
く
」
や
「
命
じ
る
」
と
い
っ
た
動
作
を
行
う
主
体
と

し
て
死
後
の
世
界
に
現
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
」

第
六
六
〇
章
の
二
つ
の
事
例
で
は
、「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
が
持
つ
死
後
の

も
の
ご
と
の
天
命
が
決
定
さ
れ
る
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

翌
朝
唱
え
ら
れ
る
祈
り
の
な
か
に
は
、「
天
に
お
い
て
み
ず
か
ら
生
ま

れ
る
」「
シ
ャ
マ
シ
ュ
、
天
と
地
の
偉
大
な
る
裁
判
官
」「
偉
大
な
メ
を
備

え
た
清
ら
か
な
像
が
完
成
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
文
言
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
祈
り
の
言
葉
を
通
し
て
、
も
の
と
し
て
の
神
像
が
「
メ
」（
神
の
力
、

力
の
根
源
）
を
も
っ
た
生
き
た
神
へ
と
変
容
し
て
ゆ
く
。
こ
の
と
き
に
、

と
く
に
シ
ャ
マ
シ
ュ
に
対
す
る
祈
り
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
あ
と
、
神
像
は
庭
か
ら
神
殿
へ
と
行
列
を
し
な
が
ら
移
動
し
、
神

殿
の
至
聖
所
に
お
い
て
神
と
し
て
即
位
す
る
。
ア
ー
シ
プ
の
所
作
や
、
彼

が
唱
え
る
祈
り
の
言
葉
に
よ
り
、
神
像
は
分
離
、
過
渡
、
統
合
の
段
階
を

通
過
し
て
ゆ
く
。
ア
ー
シ
プ
は
そ
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら
す
媒
介
者
と

し
て
、
儀
礼
を
執
り
行
う
。
ま
た
、
シ
ャ
マ
シ
ュ
も
こ
の
儀
礼
に
お
い
て

媒
介
者
│
│
天
と
ア
プ
ス
ー
を
往
復
し
な
が
ら
生
命
、
天
命
を
つ
か
さ
ど

る
│
│
と
し
て
の
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

儀
礼
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
る
祈
り
・
呪
文
の
文
言
を
、
ア
ー
シ
プ
の
所

作
と
と
も
に
よ
り
詳
し
く
解
読
し
、
浄
化
、
聖
化
、
ま
た
生
動
化
と
い
っ

た
「
も
の
」
の
変
容
、
お
よ
び
宗
教
実
践
に
お
け
る
像
・
表
象
の
意
義
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ア
ト
女
神
と
二
柱
の
マ
ア
ト
女
神

肥
後　

時
尚

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ア
ト
は
、
秩
序
や
正
義
、
真
実
の
意
味
を
複
合
す

る
特
殊
な
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
は
、
抽
象
概
念
の
枠
組
み
に
留
ま

ら
ず
、
女
神
と
し
て
神
格
化
さ
れ
、
神
話
や
儀
式
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、

マ
ア
ト
の
女
神
と
し
て
の
性
格
に
は
依
然
と
し
て
不
明
な
点
が
多
く
、
更
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そ
れ
ら
は
常
に
表
意
文
字
と
し
て
の
シ
ュ
メ
ー
ル
語
（
ス
メ
ロ
グ
ラ
ム
）

で
表
記
さ
れ
る
た
め
に
ア
ッ
カ
ド
語
の
読
み
方
は
確
定
的
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
ヘ
ー
セ
ル
の
回
答
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
学
者
と
し
て
は
平
均
的
で

は
あ
る
。
し
か
し
①
と
②
の
儀
礼
執
行
者
が
異
な
る
こ
と
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。
②
の
儀
礼
は
ア
ー
シ
プ
と
呼
ば
れ
る
職
能
者
（
集
団
）
に
よ
っ

て
な
さ
れ
、「
唱
え
る
こ
と
」
と
「（
そ
の
事
象
に
対
し
て
）
行
う
こ
と
」

が
組
み
合
わ
さ
れ
る
。
そ
の
「
行
う
こ
と
」
だ
け
で
も
「
儀
礼
」
と
み
な

す
こ
と
は
、「
呪
文
」（
本
来
は
「
唱
え
る
こ
と
」）
と
「
行
う
こ
と
」
が

密
接
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
「
呪
術
」
に
対
す
る
欧
米
の
研
究
者
の
抵

抗
感
が
潜
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
（
渡
辺
和
子
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け

る
「
祈
禱
呪
術
」
と
誓
約
」『「
呪
術
」
の
呪
縛
』
下
巻
、
二
〇
一
七
年
、

参
照
）。
重
視
す
べ
き
は
、
動
詞
「
唱
え
る
」（
ワ
シ
ャ
ー
プ
ム
／
ア
シ
ャ

ー
プ
）
の
分
詞
形
で
あ
る
「
ア
ー
シ
プ
」
が
「
唱
え
る
人
」
を
意
味
し
て

い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ア
ー
シ
プ
の
本
領
は
む
し
ろ
「
唱
え
ご
と
」（
シ

プ
ト
ゥ
）
を
「
唱
え
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
儀
礼
は
「
行
う
こ
と
」
だ

け
で
は
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

鶴
岡
賀
雄
が
最
近
、
分
析
概
念
で
あ
ろ
う
と
す
る
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
学
術

語
も
、
往
々
に
し
て
当
事
者
の
エ
ミ
ッ
ク
概
念
に
と
ど
ま
る
と
い
う
問
題

を
指
摘
し
た
（「「
神
秘
主
義
」
概
念
の
歴
史
と
現
状
」『
東
京
大
学
宗
教

学
年
報
』
三
四
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。
し
か
し
生
き
た
情
報
提
供
者

が
い
な
い
古
代
宗
教
の
研
究
で
は
、「
研
究
者
自
身
の
エ
ミ
ッ
ク
概
念
」

が
訂
正
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
何
の
偏
り
も
な
い
概
念
は

な
く
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
検
討
し
続
け
る
ほ
か
は
な
い
。
ま
た
、
長

ら
く
論
議
さ
れ
て
き
た
「
シ
ャ
ー
マ
ン
／
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
分
析
概

念
た
り
得
る
か
と
い
う
問
題
も
、
比
較
的
近
年
に
登
場
し
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ

世
界
で
故
人
に
力
を
付
与
す
る
性
格
に
加
え
て
、
下
界
の
神
で
あ
る
ソ
カ

ル
と
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
た
。
今
後
の
研
究
で
は
、
取
り
扱
う
資
料
の

幅
を
さ
ら
に
拡
げ
、
マ
ア
ト
女
神
と
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
の
特
徴
の
差
異

や
、「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
と
二
元
性
の
関
係
を
よ
り
多
く
の
事
例
の
検
証

を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
宗
教
研
究
の
問
題
点

渡
辺　

和
子

　

近
年
の
宗
教
研
究
の
な
か
に
は
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
ミ
ッ
ク
」
の
視
点

に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
Ｍ
・
シ
ュ
タ
ウ
ス
ベ
ル
ク
は
、「
儀
礼
」（ritu-

al

）
に
相
当
す
る
語
（
現
地
語
、
原
語
）
に
つ
い
て
個
々
の
専
門
家
に

依
頼
し
て
、
エ
ミ
ッ
ク
な
語
彙
の
事
典
的
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
（M

. 
Stausberg (ed.), “‘Ritual ’: A

 Lexicographic Survey of Som
e 

Related T
erm
s from

 an Em
ic Perspective ”, in J. K

reinath et 
al. (eds.), T

heorizing R
ituals, Leiden 2006

）。
こ
の
調
査
は
現
代

語
だ
け
で
な
く
、
ア
ッ
カ
ド
語
、
エ
ジ
プ
ト
語
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
な
ど
の

古
代
語
も
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。「
儀
礼
」
に
相
当
す
る
ア
ッ
カ
ド
語
に

つ
い
て
、
ア
ッ
シ
リ
ア
学
者
（
楔
形
文
字
文
書
の
研
究
者
）
の
Ｎ
・
ヘ
ー

セ
ル
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。「
儀
礼
」
を
意
味
す
る
ア
ッ
カ
ド
語

は
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
①
定
期
的
に
行
わ
れ
る
儀
礼
は
「
パ
ル
ツ
」

と
い
う
。
②
要
請
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
儀
礼
は
、
概
括
的
に
は
「
ネ
ー
ペ

シ
ュ
」（
動
詞
エ
ペ
ー
シ
ュ
「
行
う
」
の
派
生
語
）
と
い
う
。
ま
た
こ
の
儀

礼
は
「
呪
文
」（incantation

）
と
「
儀
礼
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
（「
呪
文
」
を
含
ま
な
い
）「
儀
礼
」
を
表
す
ア
ッ
カ
ド
語
と
し

て
「
キ
キ
ッ
ト
ゥ
ー
」「
エ
ピ
シ
ュ
ト
ゥ
」
な
ど
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
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ア
の
「
最
古
の
宗
教
」
に
関
し
て
は
論
議
の
や
り
直
し
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
は
時
間
の
か
か
る
作
業
と
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
一
例
を
挙
げ
る
に

と
ど
め
る
。
た
と
え
ば
堀
一
郎
は
「
一
般
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
機
能
は
「
病

気
な
お
し
」
と
「
う
ら
な
い
」」（『
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
一
九
七

一
年
、
三
七
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
宗
教
に
当

て
は
め
る
と
、「
病
気
な
お
し
」
の
ほ
と
ん
ど
を
引
き
受
け
て
い
る
ア
ー

シ
プ
、
様
々
な
占
い
を
す
る
占
い
師
（
ア
ッ
カ
ド
語
で
は
バ
ー
ル
ー
）、

さ
ら
に
「
予
言
者
／
預
言
者
」（
ア
ー
ピ
ル
、
ム
ッ
フ
ー
、
ラ
ッ
ギ
ム
ほ

か
）
と
さ
れ
る
存
在
の
活
動
を
再
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
石
橋
智
信

（
生
没
一
八
八
六
―
一
九
四
七
）
以
来
、
日
本
の
宗
教
史
学
で
は
、
古
代

オ
リ
エ
ン
ト
の
「
預
言
者
」
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
論
じ
る
伝

統
が
あ
る
が
、「
預
言
者
」
の
特
質
は
脱
魂
か
憑
依
か
と
い
う
論
点
に
と

ら
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
今
後
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ア
ー
シ
プ
、
占
い

師
、「
予
言
者
／
預
言
者
」
も
含
め
て
、
よ
り
広
い
「
媒
介
者
」
と
い
う

概
念
を
導
入
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
研
究
の
可
能
性
が
見

出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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第
三
部
会

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
の
広
が
り
と
可
能
性

岩
嵜　

大
悟

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
構
造
主

義
か
ら
ポ
ス
ト
構
造
主
義
に
至
る
多
様
な
現
代
思
想
や
文
学
研
究
の
方
法

の
影
響
を
受
け
、
聖
書
を
「（
純
）文
学
」
と
し
て
扱
い
、
現
在
の
テ
ク
ス

ト
を
共
時
的
に
扱
う
研
究
と
し
て
登
場
し
た
。
本
発
表
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
聖
書
の
文
学
的
研
究
の
歴
史
を
概
観
し
、
採
用
さ
れ
て
い
る
多
様
な
研

究
方
法
の
特
徴
を
検
討
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
の
今
後
の

展
開
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

ま
ず
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
の
前
史
と
し
て
構
造
主
義
的

な
研
究
を
確
認
し
た
。
こ
の
構
造
主
義
的
な
分
析
方
法
は
、
ロ
ラ
ン
・
バ

ル
ト
や
構
造
人
類
学
者
エ
ド
マ
ン
ド
・
リ
ー
チ
等
に
よ
り
早
い
時
期
か
ら

聖
書
へ
も
適
用
さ
れ
、
テ
ク
ス
ト
の
起
源
や
変
遷
を
指
向
す
る
従
来
の
聖

書
学
に
対
し
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他

方
、
現
代
思
想
の
潮
流
が
構
造
主
義
か
ら
ポ
ス
ト
構
造
主
義
へ
と
急
速
に

展
開
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
へ
の
構
造
主
義
的
ア
プ
ロ
ー

チ
も
十
分
な
展
開
や
批
判
・
総
括
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
様
な
文
学
理

論
に
依
拠
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
的
研
究
の
方
法
へ
と
移
行
し
た
。

　

次
に
、
現
在
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
の
主
要
な
展
開
と
し

て
、
修
辞
批
評
、
物
語
分
析
／
物
語
批
評
、
脱
構
築
批
評
、
間
テ
ク
ス
ト

性
の
四
種
類
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
示
し
た
。
こ
の

う
ち
の
修
辞
批
評
は
歴
史
的
・
批
判
的
研
究
、
特
に
様
式
批
評
を
さ
ら
に

展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
さ
れ
た
方
法
を
独
自
に
展
開
し
た
も
の
で

あ
り
、
残
り
の
三
者
は
文
学
研
究
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た
文
学
理
論

を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
に
援
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
が
有
し
て
き
た
研
究
上
の

課
題
を
論
じ
た
。
国
際
的
に
見
る
と
、
米
国
、
英
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
に
お
い
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的

研
究
は
聖
書
研
究
の
一
分
野
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
幅
広
い
展
開
が

見
ら
れ
る
が
、
日
本
国
内
で
の
認
知
は
低
い
。
こ
れ
は
以
下
の
理
由
が
考

え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
文
学
的
研
究
の
研
究
方
法
が
多
様
で
あ
り
、
し
か

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
が
複
雑
で
、
か
つ
、
急
速
に
進
歩
し
て
い
る
た

め
、
従
来
の
通
時
的
研
究
か
ら
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第

二
に
、
構
造
主
義
が
世
界
的
に
も
早
い
段
階
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
早
々
に
流
行
が
ポ
ス
ト
構
造
主
義
へ
と
移
行
し
た
結
果
、
通

時
的
研
究
の
研
究
者
の
期
待
に
十
分
応
え
き
れ
な
か
っ
た
。
主
に
以
上
の

よ
う
な
各
点
が
、
こ
れ
ま
で
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
の
課
題

と
し
て
存
在
し
た
。

　

最
後
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
が
有
す
る
可
能
性
を
提
示

し
た
。
一
つ
目
は
、
物
語
で
の
矛
盾
や
重
複
を
、
異
な
る
伝
承
や
作
者
か

ら
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
文
学
的
技
巧
と
し
て
解
釈
す
る
可
能
性
を
探

る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
物
語
の
進
展
と
と
も
に
、
語

ら
れ
て
い
た
存
在
が
姿
を
消
し
た
り
、
再
度
言
及
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
、
物
語
で
の
語
り
手
や
登
場
人
物
の
関
心
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る

点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
文
学
的
研
究
は
、
こ
れ

ま
で
は
「
矛
盾
」
や
「
齟
齬
」
と
さ
れ
て
き
た
物
語
内
の
「
違
和
感
」
を

言
語
化
し
、
そ
れ
を
文
学
的
な
装
置
と
し
て
読
み
解
き
、
あ
る
い
は
、
テ
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命
記
史
家
的
発
想
に
は
対
立
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
申

命
記
史
家
的
発
想
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ラ
ハ
の
発
動
は
立
ち
帰
り
と
い
う

人
間
の
行
為
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
者
に
お

い
て
、
た
と
え
語
彙
が
同
じ
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て

「
新
し
い
契
約
」
が
申
命
記
史
家
的
編
集
者
に
由
来
す
る
と
判
断
す
る
こ

と
は
拙
速
で
あ
り
不
十
分
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
、
悔
い
改

め
、
立
ち
帰
り
と
の
相
関
概
念
と
し
て
定
型
的
に
用
い
ら
れ
る
サ
ー
ラ
ハ

を
独
立
さ
せ
、
単
独
で
用
い
る
こ
と
は
、
史
家
的
思
考
を
転
倒
さ
せ
る
よ

う
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
す
ら
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
赦
し
の
思
考
は
、
と
こ
ろ
で
、
現
代
思
想
の
潮
流
の
中
で
退

け
ら
れ
る
べ
き
赦
し
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
新
し
い
契
約
」
で
は

明
ら
か
に
、
赦
し
の
約
束
は
忘
却
の
約
束
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
や
リ
ク
ー
ル
が
執
拗
に
追
及
し
た
よ
う

に
、
為
さ
れ
た
悪
を
忘
却
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
そ
の
最
初
の
罪
が
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
に
な
る
。
赦
し
は
、
そ
も
そ
も
悪
の
存

在
が
抹
消
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
自
ら
の
存
在
理
由
を
失
い
、
ナ
ン
セ
ン
ス

な
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
忘
却
に
よ
っ
て
赦
し
は
大
き
く
傷
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

の
み
な
ら
ず
、「
新
し
い
契
約
」
に
お
い
て
は
、
神
は
忘
却
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
絶
対
的
な
生
き
延
び
た
証
人
と
し
て
、
不
在
の
者
た
ち
の
代

わ
り
に
語
る
こ
と
を
放
棄
し
て
し
ま
う
。
不
在
の
者
た
ち
の
無
念
を
忘
却

す
る
こ
と
が
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
を
記
憶
す
る
ル
サ
ン
チ
マ
ン
の
復

讐
へ
と
駆
り
立
て
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
こ
で
の
神
の
忘
却
は
犠
牲
者
の

側
に
立
つ
も
の
の
復
讐
心
を
絶
え
ず
燃
え
立
た
せ
る
機
能
さ
え
帯
び
て
い

る
。

ク
ス
ト
に
内
在
す
る
差
異
や
対
立
を
顕
在
化
し
、
そ
れ
を
も
と
に
再
読
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

復
讐
、
赦
し
と
エ
レ
ミ
ヤ
書
に
お
け
る
「
新
し
い
契
約
」

田
島　
　

卓

　

本
発
表
は
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
三
一
章
三
一
―
三
四
節
、
通
例
「
新
し
い
契

約
」
と
呼
ば
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
読
解
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
を
主
張
す

る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
核
は
あ
く
ま
で
も
赦
し
の
思
想
に
あ
り
、
こ
の

思
想
は
、
現
代
思
想
に
お
け
る
赦
し
の
問
題
と
共
鳴
し
、
無
限
の
赦
し
と

無
限
の
復
讐
の
交
錯
す
る
地
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
発
表
は
ま
ず
文
献
学
的
考
察
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
構

造
を
提
示
す
る
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
構
造
そ
れ
自
体
が
、
古
い

契
約
と
新
し
い
契
約
の
間
の
非
連
続
性
を
示
す
も
の
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、「
〜
で
は
な
く
、
〜
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
構
造
自
体
に
「
新

し
い
契
約
」
の
特
異
性
を
強
調
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
新
し
い
律
法
全
体
を
基
礎
付
け
る
の
は
、
た
だ
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
赦
し
に
よ
る
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
一
方
的
な
赦
し
こ
そ
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト

構
造
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
最
大
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
テ

ク
ス
ト
構
造
に
基
づ
く
強
調
点
に
注
目
す
る
限
り
、「
新
し
い
契
約
」
の

「
新
し
さ
」
が
律
法
の
内
面
化
に
あ
る
と
す
る
解
釈
や
、
規
範
の
個
人
化

に
あ
る
と
い
う
解
釈
は
退
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

つ
い
で
、「
サ
ー
ラ
ハ
（
赦
し
）」
と
い
う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
注
目
さ
れ

る
。
サ
ー
ラ
ハ
と
い
う
語
は
、
後
代
の
編
集
層
で
あ
る
申
命
記
史
家
に
特

徴
的
な
用
語
だ
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
に
そ
の
文
脈
を
調

査
し
て
み
る
と
、「
新
し
い
契
約
」
に
含
ま
れ
る
サ
ー
ラ
ハ
は
む
し
ろ
申
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こ
の
女
性
降
霊
術
師
は
、
こ
の
よ
う
に
性
格
を
変
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
ギ
リ
シ
ア
語
翻
訳
が
そ
の
変
化
を
説
明
す
る
手
掛

か
り
と
な
る
。
セ
プ
チ
ュ
ア
ギ
ン
タ
は
、
女
性
降
霊
術
師
を
意
味
す
る
ヘ

ブ
ラ
イ
語
エ
シ
ェ
ト
・
バ
ア
ラ
ト
・
オ
ー
ヴ
（
降
霊
術
の
使
い
手
で
あ
る

女
性
）
を
、
原
語
と
は
意
味
合
い
の
全
く
異
な
る
ギ
ュ
ネ
ー
・
エ
ン
ガ
ス

ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
（
腹
で
語
る
女
性
）
へ
と
移
し
替
え
た
。
こ
の
語
意
の

変
化
に
よ
り
、
女
性
の
宗
教
的
職
能
者
の
性
格
付
け
は
著
し
く
変
容
し

た
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
『
神
託
の
衰
微
に
つ
い
て
』
の
な
か
で
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
の
エ
ン
ガ
ス
ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
は
、
デ
ル
フ
ォ
イ
の
ア
ポ
ロ
ン

神
殿
で
神
託
を
受
け
る
巫
女
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ア
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ア
た
ち
が
神
託
を
告
げ
る
際

に
声
が
腹
か
ら
唸
る
よ
う
に
出
る
様
子
が
、
古
代
的
な
「
腹
話
術
」
に
よ

る
語
り
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
そ
の
語
り
は
そ
の
体
内
に
内
包
す
る
何
か
異

な
る
存
在
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
や
エ
ン
ガ
ス

ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
（
＝
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ア
）
と
な
っ
た
サ
ム
エ
ル
記
上
二
八

章
の
女
性
降
霊
術
師
に
つ
い
て
の
教
父
の
釈
義
を
丹
念
に
見
て
い
く
と
、

彼
女
が
内
包
す
る
な
に
か
が
ダ
イ
モ
ー
ン
（
デ
ー
モ
ン
）
と
見
做
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
た
と
え
ば
、『
ピ
オ
ニ
ウ
ス
の
殉
教
』、
テ
オ
ド
レ

ト
ス
『
レ
ビ
記
一
九
章
注
解
』
な
ど
）。
こ
れ
ら
の
釈
義
に
お
い
て
想
定

さ
れ
る
ダ
イ
モ
ー
ン
（
デ
ー
モ
ン
）
は
、
新
約
聖
書
の
「
悪
霊
」
と
し
て

の
ダ
イ
モ
ー
ン
理
解
を
継
承
し
て
い
る
か
ら
、
ダ
イ
モ
ー
ン
を
内
包
す
る

エ
ン
ガ
ス
ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
が
「
よ
こ
し
ま
」
で
あ
り
（『
ピ
オ
ニ
ウ
ス

の
殉
教
』）、「
多
く
の
無
知
な
人
び
と
を
欺
く
者
た
ち
」（
テ
オ
ド
レ
ト

ス
）
と
さ
れ
る
の
も
必
然
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
。「
新
し
い
契
約
」
で
神
が

行
お
う
と
す
る
忘
却
に
よ
る
赦
し
は
、
一
見
救
済
的
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
の
実
、
救
わ
れ
な
い
犠
牲
者
た
ち
を
見
捨
て
、
復
讐
に
囚
わ
れ
た

も
の
た
ち
の
復
讐
心
を
駆
り
立
て
る
、
悪
の
業
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
赦
し
は
、
逆
説
的
に
無
条

件
的
な
赦
し
と
い
う
彼
方
を
指
し
示
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
一
方

で
無
限
の
復
讐
ゆ
え
に
赦
し
得
ぬ
も
の
を
生
じ
さ
せ
、
一
方
で
赦
す
も
の

の
主
権
性
を
絶
え
ず
崩
す
か
ら
で
あ
る
。

旧
約
聖
書
の
降
霊
術
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
教
父
の
釈
義
に
つ
い
て

髙
井　

啓
介

　

一
九
世
紀
初
頭
に
米
国
で
活
躍
し
た
腹
話
術
師
ジ
ョ
ン
・
ラ
ニ
ー
は
、

一
八
〇
四
年
七
月
一
四
日
号
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
セ
ン
テ
ィ
ネ
ル
紙
に
お
い

て
、「
エ
ン
ド
ル
の
魔
女
」
が
そ
の
「
腹
話
術
」
を
駆
使
し
て
サ
ム
エ
ル

の
幽
霊
が
語
っ
た
か
の
よ
う
に
見
せ
た
、
そ
の
再
現
が
今
夜
の
自
分
の
腹

話
術
の
シ
ョ
ー
で
披
露
さ
れ
る
の
だ
と
言
う
内
容
の
広
告
を
掲
載
し
た
。

「
エ
ン
ド
ル
の
魔
女
」
と
は
、
旧
約
聖
書
サ
ム
エ
ル
記
上
二
八
章
に
登
場

す
る
女
性
降
霊
術
師
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ

語
聖
書
本
文
に
は
、「
腹
話
術
を
駆
使
す
る
魔
女
」
な
ど
登
場
し
て
は
い

な
い
。
彼
女
は
降
霊
術
に
よ
っ
て
、
サ
ム
エ
ル
の
死
霊
を
呼
び
上
げ
、
ヤ

ハ
ウ
ェ
の
神
託
が
預
言
者
に
よ
っ
て
依
頼
者
サ
ウ
ル
王
に
告
げ
ら
れ
る
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
自
ら
に
期
待
さ
れ
た
媒
介
者
と
し
て
の
職
責
を
果
た

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
彼
女
が
執
行
し
た
降
霊
術
の
具
体
的
手
順
に
関
し
て

テ
ク
ス
ト
は
黙
し
て
語
ら
ず
、
彼
女
の
そ
の
と
き
の
行
為
が
テ
ク
ス
ト
に

お
い
て
魔
女
的
だ
と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
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を
当
て
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
霊
媒
と
は
広
義
で
は
「
目
に
見
え
な
い

神
的
存
在
と
交
流
を
行
う
」
存
在
と
定
義
で
き
る
。
し
か
し
本
発
表
で
は

霊
媒
を
狭
義
で
用
い
、「
自
ら
の
身
体
（
口
も
し
く
は
腹
）
を
用
い
て
神

的
存
在
か
ら
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
発
話
・
発
声
す
る
人
間
」
と

定
義
す
る
。

　

ピ
ュ
テ
ィ
ア
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
デ
ル
ポ
イ
に
お
け
る
ア
ポ
ロ
ン
神
殿

の
地
下
に
あ
る
神
託
所
に
お
い
て
、
床
の
割
れ
目
の
上
に
置
い
た
三
脚
椅

子
に
座
り
、
神
が
か
り
に
な
っ
て
ア
ポ
ロ
ン
の
神
託
を
受
け
、
依
頼
者
た

ち
に
答
え
を
告
げ
る
巫
女
の
称
号
で
あ
り
、
個
人
名
で
は
な
い
。
ア
ポ
ロ

ン
の
神
託
所
が
隆
盛
を
誇
り
始
め
た
の
は
前
八
世
紀
で
あ
り
、
前
七
世
紀

に
最
初
の
石
造
り
の
神
殿
が
建
立
さ
れ
た
。
全
盛
期
は
前
六
世
紀
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
二
度
の
焼
失
を
経
て
現
在
の
神
殿
の
遺
構
は
前
四
世
紀
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
神
殿
の
地
下
に
あ
る
洞
窟
の
床
に
割
れ
目
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
立
ち
上
る
瘴
気
を
吸
っ
た
巫
女
ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
神
憑
り
に
な
っ
て

神
託
を
下
す
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
詳
細
に
は
諸
説
が
あ
っ
た
。

　

最
初
に
ピ
ュ
テ
ィ
ア
に
言
及
し
て
い
る
の
は
テ
オ
グ
ニ
ス
の
『
哀
歌
』

（
前
五
四
〇
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
神
託
を
下
す
仕
組
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
は
「
英
雄
対
比
列
伝
」
で
名
高
い
紀
元
後
二
世
紀

の
著
作
家
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
幾
つ
か
の
対
話
篇
で
あ
る
。
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
時
代
以
降
の
好
古
的
知
識
の
集
成
を
受
け
て
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
対
話

篇
で
は
異
な
る
登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
説
を
展
開
す
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
下
す
神
託
は
神
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
説
も

あ
れ
ば
、
ダ
イ
モ
ー
ン
（
人
間
と
神
々
を
結
び
つ
け
る
存
在
）
の
働
き
で

あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
作
品
で
紹
介
さ
れ
る
古
来
の

個
々
の
見
解
に
関
し
て
は
発
表
者
に
よ
る
近
刊
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

サ
ム
エ
ル
記
上
二
八
章
の
エ
ン
ガ
ス
ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
の
物
語
を
い

か
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
（『
列
王
記
一
第
二
八
章

講
話
』）
と
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
エ
ウ
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
（D

e engastri-
m
ytho contra O

rigenem

）
の
間
で
最
も
顕
著
な
対
立
が
あ
る
。
オ
リ

ゲ
ネ
ス
は
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
が
物
語
る
と
お
り
、
サ
ム
エ
ル
の
出
現
は
エ

ン
ガ
ス
ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
の
降
霊
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
彼
も

エ
ン
ガ
ス
ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
の
体
内
に
ダ
イ
モ
ー
ン
が
潜
む
こ
と
は
認
め

る
け
れ
ど
も
、
ダ
イ
モ
ー
ン
が
そ
の
体
内
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る

こ
と
で
、
ダ
イ
モ
ー
ン
の
声
が
テ
ク
ス
ト
に
読
み
込
ま
れ
る
可
能
性
を
排

除
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
で
エ
ウ
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
サ
ム
エ
ル
の

霊
が
出
現
し
て
預
言
を
語
る
現
象
は
、
エ
ン
ガ
ス
ト
リ
ミ
ュ
ー
ト
ス
の
体

内
に
潜
む
ダ
イ
モ
ー
ン
が
な
ん
ら
か
の
詐
術
を
用
い
て
（
か
つ
体
外
に
出

て
）
サ
ム
エ
ル
の
声
色
を
真
似
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
サ
ム
エ
ル
の
霊
の
出
現
と
い
う
現
象
自
体
が
エ
ン
ガ
ス
ト
リ

ミ
ュ
ー
ト
ス
か
ら
独
立
し
た
ダ
イ
モ
ー
ン
の
仕
業
で
あ
る
と
い
う
理
解
は

ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
教
父

の
釈
義
に
お
い
て
優
勢
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

降
霊
術
師
か
ら
そ
の
内
部
の
な
に
も
の
か
が
独
立
し
て
語
っ
た
と
い
う
こ

の
考
え
方
こ
そ
が
降
霊
術
師
と
腹
話
術
と
を
関
連
づ
け
る
出
発
点
の
一
つ

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

デ
ル
ポ
イ
の
神
託
と
ピ
ュ
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

小
堀　

馨
子

　

本
発
表
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
お
け
る
「
霊
媒
」
に
関
し
て
、

特
に
デ
ル
ポ
イ
の
神
託
に
お
い
て
ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
果
た
し
た
役
割
に
焦
点
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と
受
容
し
、
神
威
を
再
生
産
し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
の
は
当
時
の
地
中
海

世
界
の
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
プ
ル
タ
ル
コ
ス
自
身
は
デ
ル
ポ
イ
の
神

官
と
し
て
神
託
所
の
衰
微
を
嘆
い
て
い
る
と
は
言
え
、
こ
の
神
託
シ
ス
テ

ム
が
完
全
に
機
能
し
な
く
な
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
教
化
に
よ
っ
て
諸

神
殿
と
共
に
こ
の
神
託
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
時
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
に
見
ら
れ
る
「
場
所
」
概
念
の
考
察

津
田　

謙
治

　

西
暦
後
三
世
紀
位
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』

は
、
世
界
と
人
間
の
創
造
者
で
あ
る
神
を
認
識
し
、
敬
虔
と
善
行
に
よ
っ

て
救
済
に
与
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
そ
の
文
書
群
の
多
く
の
中
で
、
認
識

す
べ
き
神
は
、
ヘ
ル
メ
ス
・
ト
ー
ト
な
ど
か
ら
の
伝
授
と
い
う
形
で
我
々

に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
を
容
易
に
認
識
し
得
な
い
人
間
は
、

様
々
な
疑
問
を
通
じ
て
神
の
認
識
を
確
証
し
よ
う
と
努
め
る
。
例
え
ば
、

こ
の
文
書
内
に
見
ら
れ
る
、
神
を
褒
め
称
え
る
に
は
何
処
を
向
く
べ
き
か

と
い
う
問
い
掛
け
に
は
、
神
の
居
場
所
を
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
神
が
ど
の
よ
う
な
存
在
か
を
推
し
量
ろ
う
と
す
る
試
み
が
表
現
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
神
が
場
所
的
に
ど
の
よ
う
に
世
界
や
人
間
と
関

わ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
や
、
キ
リ

ス
ト
教
の
護
教
家
、
初
期
東
方
教
父
た
ち
な
ど
、
主
に
後
一
世
紀
以
降
の

古
代
の
宗
教
的
思
想
家
た
ち
に
よ
っ
て
主
題
化
さ
れ
て
い
た
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、「
ヘ
ル
メ
ス
選
集
」
第
二
冊
子
を
主
軸
と
し
て
、

文
書
内
に
見
ら
れ
る
「
場
所
」
概
念
を
分
析
し
つ
つ
、
神
と
場
所
が
ど
の

よ
う
な
関
連
性
の
も
と
で
議
論
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

　

さ
て
、
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
の
考
古
学
的
発
掘
が
行
わ
れ
た
時
に
は
床
に
割

れ
目
は
見
つ
か
ら
ず
、
古
代
著
作
家
の
記
事
は
創
作
で
あ
ろ
う
と
ま
で
言

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
末
に
国
連
の
依
頼
で
断
層
崖
を
調
査

し
て
い
た
地
質
学
者
が
ま
さ
に
デ
ル
ポ
イ
の
ア
ポ
ロ
ン
神
殿
の
真
下
に
断

層
線
が
貫
通
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
断
層
崖
か
ら
は
エ
チ
レ
ン
な

ど
の
ガ
ス
が
発
出
す
る
。
エ
チ
レ
ン
は
微
香
を
帯
び
て
お
り
、
プ
ル
タ
ル

コ
ス
の
記
す
「
微
か
な
芳
香
」
と
一
致
す
る
。
し
か
し
こ
の
ガ
ス
だ
け
で

ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
催
眠
状
態
に
入
る
と
は
考
え
に
く
い
。
も
し
そ
の
ガ
ス
が

催
眠
を
も
た
ら
す
な
ら
、
同
室
で
神
託
を
受
け
て
い
る
依
頼
者
も
催
眠
状

態
に
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
考
え

ら
れ
る
の
が
キ
ケ
ロ
の
『
卜
占
論
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
何
か
を
見
つ
め

る
か
、
低
い
声
や
音
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
」
ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
催
眠
状
態

も
し
く
は
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
る
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
微
か
な

声
か
音
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
て
ピ
ュ
テ
ィ
ア
が
催
眠
に
入
る
蓋
然
性
は
高

い
。
こ
れ
は
訓
練
を
受
け
た
ピ
ュ
テ
ィ
ア
に
の
み
可
能
で
、
訓
練
を
受
け

て
い
な
い
素
人
の
神
託
を
受
け
る
者
は
催
眠
に
入
ら
ず
に
済
む
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
現
象
を
「
神
託
」
と
解
釈
し
、
ピ
ュ
テ
ィ
ア
と
い

う
霊
媒
の
存
在
を
成
立
さ
せ
た
の
は
、
非
ギ
リ
シ
ア
人
の
支
配
者
を
も
含

む
古
代
地
中
海
世
界
の
王
侯
貴
族
か
ら
デ
ル
ポ
イ
に
旅
を
で
き
る
程
の
資

力
が
あ
る
庶
民
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
人
々
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ピ

ュ
テ
ィ
ア
の
発
す
る
神
託
は
遺
さ
れ
た
数
百
の
文
言
を
検
討
す
る
限
り
、

具
体
的
な
指
示
も
あ
る
が
、
一
方
で
謎
め
い
て
両
義
性
を
有
す
る
内
容
の

も
の
も
多
い
。
ま
た
古
い
時
代
の
ピ
ュ
テ
ィ
ア
は
韻
律
で
神
託
を
降
ろ

し
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
時
代
の
ピ
ュ
テ
ィ
ア
は
散
文
で
神
託
を
下
し
た
こ

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
義
的
な
内
容
を
「
神
託
」
で
あ
る
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（topos

も
し
く
はlocus

）
と
い
う
一
つ
の
言
葉
が
、
我
々
の
身
近
に
あ

る
物
体
的
な
「
場
所
」
と
、
万
物
を
支
え
、
そ
れ
を
包
括
す
る
究
極
的
で

非
物
体
的
な
「
場
所
」
の
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
認
識
で
あ

る
。
第
十
一
冊
子
や
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
」
で
は
、
物
体
と
場
所
が
切
り

離
せ
ず
、
場
所
も
物
体
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
、

場
所
が
非
物
体
で
あ
る
と
す
る
第
二
冊
子
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
第
二
冊
子
に
お
け
る
運
動
の
三
つ
の
特
性
で
確
認
し
た
よ

う
に
、
こ
の
冊
子
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
場
所
と
物
体
を

結
び
付
け
る
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
究
極
的
に
万
物
を

支
え
る
場
所
は
、
非
物
体
的
な
ヌ
ー
ス
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
場
所
」
と
い
う
言
葉
の
中
で
二
重
の
意
味
を
区
別
す

る
こ
と
は
、
す
で
に
フ
ィ
ロ
ン
や
ク
レ
メ
ン
ス
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、

第
二
冊
子
の
著
者
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
関
す
る
議
論
の
先
に
見
据
え

て
い
た
の
は
、
ヌ
ー
ス
が
場
所
と
し
て
万
物
を
包
み
込
ん
で
支
え
て
お

り
、
神
が
そ
の
一
切
を
成
り
立
た
せ
る
原
因
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

オ
リ
ゲ
ネ
ス
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
注
解
』
と
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
研
究佐

々
木　

啓

　

新
約
聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
一
章
一
―
一
八
節
）
に

は
、
い
く
つ
も
の
本
文
批
評
（textual criticism

）
上
の
問
題
が
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
二
〇
世
紀
の
後
半
に
学
会
を
賑
わ
せ
た
の
は
、
一
章
三
節

か
ら
四
節
に
か
け
て
の
、
句
読
法
上
の
異
読
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、（
一
章
三
節
）... 

（
四
節
）

と
三
節
の
最
後
に
ピ
リ
オ
ド
を
置
く
（「
成
っ
た
も
の
で
、
言こ

と
ばに
よ
ら
ず

に
成
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
訳
が
可
能
に
な
る
）

　
「
場
所
」
と
「
神
」
概
念
の
分
析
を
議
論
の
中
心
に
据
え
た
第
二
冊
子

は
、「
運
動
」
概
念
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
先
の
二
つ
の
概
念
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
運
動
に
は
、
①
「
動
く
も
の

は
、
よ
り
大
き
な
何
か
（
場
所
）
の
中
で
動
く
」、
②
「
動
く
も
の
よ
り

も
動
か
す
も
の
（
場
所
）
の
方
が
強
い
」、
③
「
動
く
も
の
と
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
も
の
（
場
所
）
は
反
対
の
性
質
を
持
つ
」
と
い
う
三
つ
の
特
性

が
あ
る
。
①
に
つ
い
て
、
運
動
は
、
何
か
し
ら
空
間
の
よ
う
な
も
の
が
な

け
れ
ば
成
立
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
複
雑
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
運
動
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
空
虚
の
よ
う
な
も
の
の

存
在
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
③
と
の
関
係
上
、
運
動
す
る
も

の
が
物
体
で
あ
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
何
か
（
場
所
）
は
非
物
体
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
非
物
体
的
な
場
所
は
、
私
た
ち
の
周
囲
に
は
存

在
し
な
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
第
二
冊
子
で
の
説
明
が
欠
落
し
て
お
り
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
半
部
の
文
脈
か
ら
、
運
動
す
る
も
の
に
対
す

る
何
ら
か
の
反
作
用
（
動
か
す
も
の
）
を
場
所
の
よ
う
な
も
の
と
見
な
し

て
お
り
、
こ
れ
が
運
動
す
る
物
体
よ
り
も
弱
け
れ
ば
運
動
が
成
り
立
た
な

い
こ
と
か
ら
、
運
動
す
る
も
の
よ
り
も
「
強
い
」
と
恐
ら
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
運
動
す
る
物
体
を
取
り
囲
む
究
極
的

な
存
在
は
、
宇
宙
の
よ
う
な
物
体
で
は
な
く
、
ヌ
ー
ス
や
神
の
よ
う
な
非

物
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
第
二
冊
子
の
議
論
の

帰
結
か
ら
、
万
物
を
取
り
囲
む
の
は
ヌ
ー
ス
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
ヌ
ー

ス
を
含
む
す
べ
て
の
存
在
の
原
因
が
善
で
あ
り
、
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

他
方
で
、『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
内
の
他
の
冊
子
な
ど
か
ら
は
、
場
所
が

明
確
に
物
体
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
、
第
二
冊
子
と
は
部
分
的
に
矛
盾
す

る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
く
鍵
と
な
る
の
は
、「
場
所
」
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と
い
っ
た
疑
問
も
残
る
。
こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
伝
承
の
渦
の
中

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
自
身
が
そ
う
い

っ
た
福
音
書
テ
ク
ス
ト
の
伝
承
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
彼
の

『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
注
解
』
の
中
に
も
見
て
と
れ
る
。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
、
こ

の
一
章
四
節
に
つ
い
て
も
、

（「
写
本
」
を
意
味
す
る
ギ
リ

シ
ャ
語
）
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
言
及
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

根
本
的
な
問
題
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
の
手
も
と
に
あ
る
よ
う
な
ヨ
ハ
ネ

福
音
書
は
、
い
っ
た
い
い
つ
そ
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
あ
る
い

は
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
段
階
で
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
が
ヨ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ハ
ネ
福
音
書
に
な
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
言
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の

「
歴
史
的
＝
批
判
的
」
と
呼
ば
れ
る
聖
書
研
究
は
、
ド
イ
ツ
流
の
も
の
で

あ
れ
合
衆
国
流
の
も
の
で
あ
れ
、
い
わ
ば
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
、
聖
書
正

典
中
心
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
強
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
現

に
あ
る
聖
書
正
典
、
こ
の
場
合
は
わ
れ
わ
れ
の
手
も
と
に
あ
る
「
ヨ
ハ
ネ

福
音
書
」
を
前
提
と
し
て
議
論
を
展
開
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
逆
に
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
で
は
、
や
は
り
そ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
に
よ
っ
て
、
よ
か
れ
あ
し
か
れ
教
父
ら
に
よ
る
「
伝

承
」
を
も
ま
た
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
書
学
者
で
あ
るM

. -É. Boism
ard

ら
は
、
オ
リ

ゲ
ネ
ス
よ
り
若
干
後
の
時
代
の
教
父
で
あ
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト

モ
ス
（344/349-407

）
の
説
教
（hom

élie

）
の
テ
ク
ス
ト
を
分
析
し
て
、

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
扱
っ
て
い
る
「
前
ヨ
ハ
ネ
（pré-johannique

）

福
音
書
」
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」（
一
章
一
―
五
節
、

九
―
一
八
節
）
が
欠
け
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

い
っ
た
い
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
読
む
よ
う
な
新
約
聖
書
の
テ
ク
ス
ト
は

か
、

と
、
そ
の
前
の

と
い
う

節
の
前
に
ピ
リ
オ
ド
を
置
く
（「
彼
（
ロ
ゴ
ス
）
に
お
い
て
生
じ
た
こ
と

は
、
命
で
あ
り
、
…
」（
あ
る
い
は
、
こ
の
関
係
節
を

の

が
受
け
て
「
生
じ
た
も
の
（
そ
れ
）
に
お
い
て
、（
ロ
ゴ
ス
は
）
命
で
あ

っ
た
」）
と
い
っ
た
訳
が
可
能
に
な
る
）
か
、
と
い
う
判
断
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
新
約
研
究
上
の
基
本
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
い
わ
ゆ
るN

estle-
A
land

版
が
、
第
二
五
版
ま
で
は
、
前
者
の
読
み
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

一
九
七
九
年
の
二
六
版
以
降
で
は
後
者
の
読
み
へ
と
転
換
し
た
こ
と
で
も

話
題
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
残
っ
て
い
る
彼
の
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

注
解
』
に
お
い
て
、
ヨ
ハ
ネ
の
当
該
章
句
を
何
度
も
引
用
し
て
お
り
、
そ

の
際
の
読
み
は
、
い
ず
れ
も“

”

と
し
か
読

め
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
引
用
し
て
い
る
こ
の
箇
所

の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
テ
ク
ス
ト
が
、
上
述
の
議
論
で
い
う
と
、
ピ
リ
オ
ド

を

の
前
に
置
き

と
繫
げ
て
読
むN

estle-A
land

二
七
版
以
降
の
読
み
、
日
本
語
で
は
、
岩
波
訳
、
田
川
建
三
訳
な
ど
の
読

み
方
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、Bart D

. 
Ehrm

an

ら
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス（ca. 185-ca. 254
）

の
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
注
解
』
自
体
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
の
執
筆
や
伝
承
過

程
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
注
解
が
口
述

筆
記
で
あ
る
こ
と
な
ど
と
も
関
係
す
る
が
、
そ
も
そ
も
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
ギ

リ
シ
ャ
語
原
典
自
体
の
長
い
伝
承
過
程
に
お
い
て
、
む
し
ろ
、
成
立
し
た

後
の
新
約
聖
書
に
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
引
用
さ
れ
て
い
る
新
約

聖
書
の
文
言
を
調
和
さ
せ
る
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
か
、



　　218

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第３部会

西
で
そ
の
強
調
点
が
異
な
っ
て
い
っ
た
点
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
こ

の
分
水
嶺
を
探
る
べ
く
、
本
発
表
で
は
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
に
着
目
し
た
。

　
『
霊
的
談
話
集
』
に
お
い
て
涙
は
、
第
九
巻
の
「
祈
り
に
つ
い
て
」
と
、

二
〇
巻
の
「
回
心
に
つ
い
て
」
に
て
中
心
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
特
に

今
回
は
第
九
巻
二
十
七
―
三
十
章
の
記
述
を
扱
っ
た
。
二
十
七
章
で
、

カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
は
祈
り
に
際
し
て
涙
を
流
す
も
の
の
内
的
状
態
にCom

-
punctio

を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
「
ち
く
り
と
し
た
痛
み
」
と
い
う
意
味
を

も
つ

の
訳
語
で
あ
り
、
現
在
で
は
「
痛
悔
」
と
訳
さ
れ
る
。

こ
の
状
態
に
つ
い
て
、「
叫
び
」
が
飛
び
出
す
よ
う
な
動
的
な
も
の
と
、

絶
句
し
、
全
て
が
停
止
し
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
悲
し
み
の
伴
う
強
烈
な

も
の
の
二
つ
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
後
者
の
沈
黙
に
お
い
て
、
涙
が
流
れ
る

と
す
る
。
こ
の
涙
の
心
的
状
態
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、「
痛
悔
の
洪
水
」

あ
る
い
は
「
悲
し
みdolor

」
で
あ
る
。
そ
し
て
二
十
八
章
で
は
、
第
一

に
涙
が
「
神
の
到
来
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
涙
を
流
す
と
い
う

こ
と
自
体
は
任
意
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
両
者
は
相
互
的
な
関
係
を
示

す
。
つ
ま
り
第
一
点
目
に
あ
る
よ
う
に
、
神
の
到
来
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

第
二
点
目
で
言
わ
れ
る
よ
う
な
自
力
で
流
そ
う
と
し
て
流
さ
れ
る
も
の
と

な
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
涙
の
非
・
自
力
性
は
以
降
で
も
強
調

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
続
く
二
十
九
章
で
は
涙
が
単
に
一
つ
の
情
動
、
あ

る
い
は
一
つ
の
力
に
よ
っ
て
の
み
流
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
語
ら

れ
る
。
彼
は
そ
こ
で
、
涙
の
原
因
と
な
る
情
動
を
四
つ
に
分
け
る
。
す
な

わ
ち
第
一
に
は
「
私
達
の
心
が
罪
の
棘
に
よ
っ
て
ち
く
り
と
刺
さ
れ
る
こ

と
」、
第
二
は
、「
永
遠
の
善
の
瞑
想
と
、
か
の
来
る
べ
き
輝
き
へ
の
欲

求
」、
第
三
は
、「
地
獄
に
対
す
る
恐
れ
と
、
恐
ろ
し
い
か
の
裁
き
の
想

起
」、
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
他
者
の
困
難
や
罪
の
ゆ
え
」、
そ
し

い
つ
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
は
、
実
は
ま
す
ま
す
錯
綜
し
た
領
域

に
踏
み
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
『
霊
的
談
話
集
』
に
お
け
る
涙
の
扱
い

坂
田
奈
々
絵

　

本
発
表
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
（John Cassian

三
六
〇
頃

―
四
三
〇
頃
）
の
『
霊
的
談
話
集Collationes patrum

』
に
書
か
れ

た
「
涙
」
の
扱
い
に
つ
い
て
探
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
／
エ

ジ
プ
ト
で
修
道
生
活
を
営
み
、
エ
ヴ
ァ
グ
リ
オ
ス
・
ポ
ン
テ
ィ
コ
ス
や
ヨ

ハ
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
ら
と
の
交
流
の
後
、
ロ
ー
マ
を
経
由
し
マ

ル
セ
イ
ユ
に
修
道
院
を
建
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

ゥ
ス
の
『
戒
律
』
に
も
そ
の
著
書
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
（
二
十
四
章
、

七
十
三
章
）
な
ど
、
い
わ
ば
東
方
の
修
道
的
実
践
を
西
方
へ
と
紹
介
し
た

枢
要
の
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
涙
」
は
、
砂
漠
の
師
父
に
始
ま
り
、
様
々
な
教
父
に
よ
っ
て
、

修
徳
業
、
あ
る
い
は
祈
り
の
さ
な
か
に
体
験
さ
れ
る
も
の
と
し
て
重
要
視

さ
れ
て
き
た
。『
砂
漠
の
師
父
の
言
葉
』
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
は

流
れ
る
た
め
の
涙
を
拭
う
布
を
常
に
携
帯
し
、
ポ
イ
メ
ン
は
修
道
士
が
徳

へ
い
た
る
道
に
は
涙
を
流
す
以
外
に
な
い
と
説
く
。
涙
に
対
す
る
言
及
は

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
『
戒
律
』
に
も
見
ら
れ
（
四
章
、
二
十
章
、
五
十

二
章
）、
東
西
修
道
制
に
お
い
て
涙
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
涙
は
神
及
び
罪
と
の
関
係
に
中
心
を
お
き
つ

つ
、
東
方
に
お
い
て
内
在
し
か
つ
超
越
す
る
神
の
存
在
に
よ
っ
て
人
間
の

本
性
が
作
り
変
え
ら
れ
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
対

し
て
、
西
方
に
お
い
て
は
精
神
的
な
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
東
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ク
に
関
す
る
論
考
と
著
作
を
構
想
し
て
い
る
。
本
報
告
で
は
そ
の
序
説
と

し
て
、
古
代
末
期
地
中
海
世
界
に
お
け
る
「
過
剰
な
も
の
」
と
し
て
の
奢

侈
へ
の
視
角
の
変
容
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
着
眼
の
可
能
性
を
提
示
す

る
。

　

ロ
ー
マ
倫
理
思
想
史
・
宗
教
史
を
主
題
と
す
る
近
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
の
な
か
で
は
、
男
女
を
超
え
て
共
有
さ
れ
る
美
徳
と
し
て
の
「
節
制
」

「
賢
慮
」
の
体
現
の
あ
り
か
た
に
大
き
な
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
帝

政
初
期
ロ
ー
マ
倫
理
思
想
史
に
お
い
て
、「
節
制
」「
賢
慮
」
は
疑
う
べ
か

ら
ざ
る
美
徳
と
し
て
男
女
を
超
え
て
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
観
点
は
四

世
紀
以
降
の
宗
教
思
想
史
・
倫
理
思
想
史
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
美
徳
を
男
性
以
上
に
発
揮
し
た
女
性
が
常
人
離
れ
し
た
「
神
の

ご
と
き
存
在
」
と
し
て
尊
敬
を
受
け
、
と
き
に
は
男
装
し
て
修
行
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
「
生
む
性
」
と
し
て
の
役
割
を
超
え
た
存
在
と
し
て
さ
ら

な
る
尊
敬
と
憧
憬
の
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
、
男
性
修
道
者
・
思
想
家
を
主
な
発
信
源
と
す
る
同
時
代
の
修

徳
思
想
に
み
ら
れ
る
「
物
質
的
で
現
世
的
な
も
の
」
へ
の
忌
避
感
情
に
改

め
て
注
目
し
て
み
た
い
。「
物
質
的
で
現
世
的
な
も
の
」
は
し
ば
し
ば
節

制
と
賢
慮
を
妨
害
す
る
事
象
と
し
て
語
ら
れ
る
。『
ラ
ウ
ソ
ス
修
道
者
列

伝
』
で
は
女
性
修
道
者
の
現
世
忌
避
の
事
例
も
ま
た
修
道
生
活
の
模
範
と

し
て
語
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
世
俗
の
な
か
に
あ
る
穏
や
か
な
生
に
資
す
る

「
節
制
」
や
「
賢
慮
」
を
は
る
か
に
超
え
る
激
し
い
意
志
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。

　

世
俗
の
な
か
に
生
き
る
人
が
、「
節
制
」「
賢
慮
」
の
体
現
を
め
ざ
し
て

過
激
な
ま
で
の
現
世
忌
避
の
誇
示
を
行
う
人
に
直
面
す
る
と
き
、
美
談
で

は
終
わ
ら
な
い
葛
藤
と
当
惑
が
生
ま
れ
る
。
四
世
紀
中
葉
の
事
例
で
は
、

て
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
他
者
の
困
難
や
罪
の
ゆ
え
に
」
流
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
十
章
に
て
、
涙
を
な
が
す
こ
と
を
こ
と
さ

ら
に
求
め
る
こ
と
の
危
険
性
が
こ
こ
で
再
び
語
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
涙
は

祈
り
の
結
果
と
し
て
流
れ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
目
的
と
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
に
は
、
当
時
の
修
道
院
に
お
い
て
「
涙
を
流

す
」
こ
と
そ
れ
が
し
ば
し
ば
神
へ
の
祈
願
の
手
段
と
し
て
強
調
さ
れ
、
あ

る
い
は
そ
れ
自
体
が
目
的
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。

　
『
霊
的
談
話
集
』
第
九
巻
で
は
「
涙
を
流
す
」
こ
と
に
つ
い
て
殊
更
積

極
的
な
奨
励
は
行
わ
れ
な
い
。
涙
は
神
の
到
来
で
あ
り
、
自
ら
に
強
い
て

務
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
内
的
な
状
態
と
し
て
は

com
punctio

、
心
理
的
要
因
と
し
て
は
幾
つ
か
の
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
涙
を
流
す
こ
と
は
、
神
に
よ
っ
て
自
ら
が
自
ら
を
超
え
ゆ
く

体
験
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

帝
政
後
期
ロ
ー
マ
宗
教
史
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
奢
侈
を
め
ぐ
る
考
察

中
西　

恭
子

　

古
代
末
期
地
中
海
世
界
と
い
う
変
容
の
時
空
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教

諸
派
の
定
着
と
あ
い
ま
っ
て
そ
れ
ま
で
の
神
話
や
宗
教
的
慣
習
に
対
す
る

回
顧
が
同
時
多
発
的
に
行
わ
れ
て
ゆ
く
。
生
活
倫
理
の
根
拠
に
対
す
る
思

索
と
実
践
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
こ
で
棄
却
さ
れ
る
「
過
剰
な
も
の
」
と

は
な
に
か
。
ま
た
新
た
に
析
出
す
る
「
過
剰
な
も
の
」
と
は
な
ん
で
あ
ろ

う
か
。

　

報
告
者
は
現
在
、
古
代
末
期
地
中
海
世
界
の
な
か
で
教
養
文
化
と
霊
性

に
よ
っ
て
ゆ
る
や
か
に
結
ば
れ
た
女
性
た
ち
の
「
友
情
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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一
神
教
文
化
に
お
け
る
共
同
体
と
協
働

│
│ 

古
代
〜
中
世
キ
リ
ス
ト
教
か
ら 

│
│

土
居　

由
美

　

本
発
表
は
、
一
神
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
﹇
※

歴
史
的
成
立
順
表
記
﹈）
の
世
界
的
拡
が
り
に
つ
い
て
、
草
創
期
か
ら
超

地
域
的
な
展
開
の
時
期
で
あ
る
古
代
か
ら
中
世
末
期
ま
で
を
時
間
的
な
枠

と
し
、「
共
同
体
」
と
「
協
働
」
と
い
う
概
念
を
手
掛
か
り
と
し
て
再
考

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
扱
う
範
囲
は
極
め
て
広
範

に
及
ぶ
た
め
、
具
体
的
事
例
を
絞
り
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
成
立
期
に
お
け

る
共
同
体
の
成
り
立
ち
と
古
代
末
期
か
ら
中
世
後
期
に
か
け
て
展
開
し
た

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
活
動
の
諸
相
を
手
掛
か
り
と
し
て

仮
説
的
に
以
下
の
内
容
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
神
教
の
三
宗
教
は
、
草
創
期
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
共
同
体
（
シ
ナ
ゴ
ー

グ
、
教
会
、
ウ
ン
マ
）
を
形
成
し
、
諸
地
域
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
基
盤
と

し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
各
宗
教
の
共
同
体
内
お
よ

び
共
同
体
間
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
三
つ
の
一
神
教
間
に
お
い
て
も
共

同
体
同
士
の
様
々
な
接
触
が
み
ら
れ
、
相
互
に
契
機
を
与
え
合
い
な
が

ら
、
超
域
に
お
よ
ぶ
一
神
教
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
俯
瞰

さ
れ
る
。

　

他
方
、
本
邦
に
お
い
て
昨
今
、
様
々
な
地
域
に
お
け
る
街
づ
く
り
が
企

図
さ
れ
る
場
面
等
に
お
い
て
、「
協
働
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
機

会
が
多
々
認
め
ら
れ
る
。「
協
働
」
と
は
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ク
ス
の
主

張
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
た
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
オ
ス
ト
ロ
ム
が
一
九
七
七

年
、『Com

paring U
rban Service D

elivery System
s

』
の
中
で

論
じ
たCo-production

と
い
う
概
念
の
訳
語
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
こ

紳
士
の
美
徳
た
る
身
体
の
清
潔
の
習
慣
を
「
ほ
ど
ほ
ど
に
」
無
視
す
る
身

体
へ
の
無
頓
着
で
周
囲
を
震
撼
さ
せ
た
カ
イ
サ
レ
イ
ア
の
バ
シ
レ
イ
オ
ス

や
、
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
派
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
立
脚
す
る
「
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ

ス
的
生
」
の
体
現
者
を
志
し
て
君
主
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
節
制
を
臣
民
か

ら
警
戒
さ
れ
た
ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
事
例
が
想
起
さ
れ
る
。
四
世
紀
か
ら
五
世

紀
の
転
換
期
の
事
例
で
は
、
た
と
え
ば
ロ
ー
マ
の
貴
婦
人
に
ふ
さ
わ
し
く

よ
き
花
嫁
と
な
る
こ
と
を
夢
み
た
長
女
ブ
レ
シ
ッ
ラ
を
絶
食
の
果
て
の
死

に
お
い
や
り
、
次
女
エ
ウ
ス
ト
キ
ウ
ム
を
「
模
範
的
な
キ
リ
ス
ト
の
花

嫁
」
と
な
る
た
め
の
不
食
へ
と
導
い
た
パ
ウ
ラ
と
そ
の
師
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス

の
事
例
や
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
帝
妃
ア
エ
リ
ア
・
エ
ウ
ド
ク
シ
ア
の
顕
示

的
消
費
を
「
国
母
た
る
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
批
判

し
て
皇
妃
の
不
興
を
買
い
、
追
放
さ
れ
た
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト

モ
ス
の
事
例
が
容
易
に
想
起
さ
れ
よ
う
。

　

五
世
紀
前
半
の
女
性
帝
室
成
員
に
よ
る
富
の
顕
示
は
、
個
人
の
顕
示
的

消
費
を
離
れ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
的
婦
徳
」
の
誇
示
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
二
世
の
宮
廷
に
お
け
る
皇
姉
プ
ル
ケ
リ
ア

と
皇
妃
エ
ウ
ド
キ
ア
に
よ
る
マ
リ
ア
崇
敬
の
振
興
と
「
理
想
の
家
庭
婦
人

像
」
の
誇
示
や
、
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
キ
デ
ィ
ア
に
よ
る
宗
教
施
設
の
奉
献
の

よ
う
な
事
例
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
宗
教
政
策
じ
た
い
が
厳
格
な
キ
リ
ス
ト

教
正
統
主
義
擁
護
策
に
傾
き
、
幼
帝
と
し
て
即
位
す
る
皇
帝
が
激
増
し
た

結
果
、
皇
帝
よ
り
も
年
長
の
女
性
帝
室
成
員
の
存
在
感
が
増
す
時
代
で
あ

る
こ
と
と
は
無
縁
で
は
な
い
。

　

古
代
末
期
に
お
け
る
美
徳
と
富
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
は
、
当
時
の
宗
教
と
家
族
、
そ
し
て
美
の
あ
り
よ
う
を
顧
慮
し

た
分
析
を
通
し
て
今
後
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
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た
そ
れ
は
、
シ
リ
ア
か
ら
東
シ
ナ
海
、
シ
ベ
リ
ア
、
南
イ
ン
ド
、
中
国
に

及
び
つ
つ
一
三
―
一
四
世
紀
に
宣
教
の
頂
点
に
達
し
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
、
西
方
キ
リ
ス
ト
教
会
よ
り
も
広
が
り
を
見
せ
た
こ
と
に
よ
り
同
時
代

の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
中
で
最
も
成
功
し
た
例
と
し
て
今
日
特
に
注
目
を

浴
び
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宣
教
の
拡
大
と
展
開
に
お
い
て
は
、
協
働
と
み
な
さ
れ
る

在
り
方
が
一
層
顕
著
に
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
共
同
体
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
協
働
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
も
共
通
し
、

総
体
と
し
て
、
一
神
教
文
化
形
成
の
特
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
仮
説
的
な
主
張
が
本
発
表
に
お
け
る
趣
旨
で
あ
る
。

ル
タ
ー
以
前
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
救
済
観

水
口　

隆
司

　

今
年
は
ル
タ
ー
が
、
教
皇
レ
オ
十
世
に
よ
る
罪
の
赦
し
を
保
証
す
る

「
贖
宥
状
」
の
販
売
を
批
判
し
て
、『
九
十
五
ヶ
条
の
提
題
』
を
発
表
し
て

か
ら
丁
度
五
百
年
に
あ
た
る
。
筆
者
は
そ
こ
に
至
る
時
間
的
な
経
過
を
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
救
済
観
を
軸
に
解
明
し
よ
う
と
考
え
る
。

　
『
提
題
』
は
、
贖
宥
の
文
章
に
よ
る
救
い
を
信
頼
す
る
の
は
虚
し
く
、

教
皇
の
贖
宥
に
よ
っ
て
人
間
は
全
て
の
罰
か
ら
赦
免
さ
れ
救
わ
れ
る
と
い

う
、
あ
の
贖
宥
販
売
者
た
ち
は
誤
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
贖
宥
状
は
、
贖

宥
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
発
行

し
た
証
書
で
あ
る
が
、
後
世
に
は
「
免
罪
符
」
と
し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
「
罪
と
償
い
」
の
意
識
は
、
非
常
に
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
後
に
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
の
死
に
よ
る
贖
罪
を
受
け
て
、
キ

に
は
、
様
々
な
活
動
を
行
う
主
体
と
し
て
、
行
政
と
一
般
市
民
、
生
産
者

と
消
費
者
な
ど
各
層
が
密
な
連
携
を
行
い
多
く
の
不
足
を
補
完
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
生
産
性
の
一
層
の
向
上
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
で
は
、
目
標
の
共
有
化
、
主
体
間
の
並
立
や
対

等
性
の
確
保
、
補
完
性
の
確
保
、
求
同
存
（
尊
）
異
の
原
則
確
立
（
※
荒

木
昭
次
郎
『
協
働
型
自
治
行
政
の
理
念
と
実
際
』
敬
文
堂
、
二
〇
一
二
他

参
照
）
と
い
っ
た
要
件
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
概
念
を
参
照
し
、
ま
た
前
述
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
原
始

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
共
同
体
の
生
成
や
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
宣
教
活
動

に
つ
い
て
概
観
す
る
と
き
、
両
者
に
は
共
通
項
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
共
同
体
が
成
立
し
て
い
く

過
程
で
は
、
い
わ
ば
「
単
独
型
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
が
併
存
し
た

と
い
え
る
が
、
や
が
て
単
独
型
は
衰
退
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
が
展
開
し

て
い
く
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
い
え
ば
、
様
々
な
階
層
か
ら
成
る
主

体
が
基
本
的
に
共
同
体
内
部
に
お
い
て
平
等
な
交
流
を
行
い
な
が
ら
、
各

共
同
体
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ

う
。
や
が
て
西
方
教
会
は
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
頂
点
に
中
央
指
導

体
制
を
据
え
て
い
く
が
、
東
方
教
会
は
連
邦
制
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
、
平
等

交
流
タ
イ
プ
と
し
て
展
開
し
て
い
く
（
※
佐
藤
研
『
イ
エ
ス
派
お
よ
び
最

初
期
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
鳥
瞰
』
他
参
照
）。
こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
に

お
け
る
共
同
体
の
中
で
、
新
た
な
信
仰
の
確
立
と
そ
の
宣
教
と
い
う
目
標

が
共
有
さ
れ
、
個
々
の
成
員
の
対
等
性
や
補
完
性
が
確
保
さ
れ
な
が
ら
相

互
に
尊
重
し
合
う
と
い
う
あ
り
方
の
展
開
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
一
層
興
味
深
い
の
は
、
東
方
教
会
か
ら
独
立
し
て
い
っ
た
ネ
ス
ト

リ
ウ
ス
派
の
宣
教
事
例
で
あ
る
。
修
道
僧
と
商
人
を
主
た
る
担
い
手
と
し
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教
会
は
聖
職
者
に
よ
り
事
前
に
代
行
す
る
こ
と
を
始
め
た
。
司
祭
や
修
道

士
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
の
体
に
連
な
る
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
が
罪
人
の
た

め
に
祈
っ
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
名
に
よ
っ
て
祈
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
教
会
は
、
そ
の
頃
ま
で
に
は
、
天
国
へ
の
道
を
知
っ
て
い
る
の
は
教
会

だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
方
法
は
な
い
と
し
て
天
国
を
独
占
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

　
「
贖
宥
」
は
、
本
来
恵
み
と
し
て
無
償
で
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
恵
み
を
与
え
ら
れ
た
者
は
、
感
謝
の
印
と
し
て
献
金

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
納
金
が
先
に
な
り

「
売
ら
れ
る
」
と
ま
で
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
贖
宥
状

に
は
定
価
が
な
か
っ
た
。
通
常
は
そ
れ
ほ
ど
高
額
で
は
な
か
っ
た
が
、
支

払
え
る
者
か
ら
は
搾
り
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
ル
タ
ー
が
『
堤

題
』
を
表
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
ー
マ
の
当
局
者
は
決
し
て
、
魂
の

救
済
に
関
わ
る
信
仰
の
本
質
的
な
問
題
と
し
て
は
捉
え
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
贖
宥
状
の
販
売
に
至
る
ま
で
の
各
々
の

過
程
は
、
贖
罪
者
の
た
め
を
思
う
純
粋
な
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
後
世
に
な
っ
て
、
最
終
的
に
金
銭
を
介
在
さ
せ
た
こ
と
が
批
判
を

生
む
原
因
と
な
り
、
贖
宥
と
い
う
制
度
自
体
が
何
か
怪
し
げ
な
も
の
で
あ

る
、
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
と
改
革
の
精
神 

│
│ 

宗
教
改
革
と
近
代 

│
│

下
野　

葉
月

　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
（
一
五
六
一
―
一
六
二
六
）
の
思
想
を
特
徴

づ
け
る
も
の
の
中
に
、
改
革
へ
の
訴
え
が
あ
る
。
ベ
イ
コ
ン
に
よ
る
数
あ

る
著
作
の
中
で
一
貫
し
て
現
れ
る
改
革
へ
の
訴
え
は
、
い
か
な
る
土
壌
で

リ
ス
ト
教
徒
は
受
洗
に
よ
り
救
わ
れ
る
と
い
う
教
義
が
生
ま
れ
た
が
、
そ

の
後
は
日
々
罪
を
犯
し
な
が
ら
生
き
る
の
で
あ
る
。「
贖
罪
」
は
初
代
教

会
成
立
直
後
か
ら
、
罪
を
犯
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
再
び
救
い
に
与
る
手

段
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
た
。
人
々
は
公
開
の
場
で
罪
を
告
白
し
公
的

に
贖
罪
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
非
常
に
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

ケ
ル
ト
地
方
か
ら
秘
か
な
贖
罪
が
大
陸
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
私
的
な
告
解

を
中
心
と
す
る
悔
悛
の
秘
跡
が
一
般
的
と
な
り
、
そ
れ
は
今
に
ま
で
続
い

て
い
る
。
司
祭
に
罪
を
告
白
し
た
者
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
、
贖
罪
を
行

う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
広
く
ゲ
ル
マ
ン
地
方
に
伝
播
し

そ
の
地
に
影
響
を
与
え
た
が
、
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
も
ゲ
ル
マ
ン
の
慣
習

の
影
響
を
受
け
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
贖
罪
規
定
書
」
と
は
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
教
区
司
祭
を

始
め
と
す
る
罪
の
告
白
を
聴
く
聖
職
者
が
、
そ
の
罪
を
償
う
方
法
を
定
め

る
際
に
参
考
に
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
殺
人
な

ど
の
重
大
な
罪
か
ら
些
細
な
罪
に
至
る
ま
で
、
各
々
に
対
す
る
償
い
が
具

体
的
、
か
つ
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ

ら
全
て
の
規
定
書
は
罪
人
を
罰
す
る
た
め
で
は
な
く
、
こ
の
罪
人
と
神
と

の
和
解
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
司
祭
は
告
白
さ
れ
た
罪
に
対

し
て
、「
私
は
あ
な
た
を
赦
す
」
と
宣
言
し
、
そ
の
後
、
贖
罪
者
の
詩
編

に
つ
い
て
の
知
識
や
、
彼
ら
の
健
康
状
態
や
経
済
状
態
を
考
慮
し
て
償
い

を
命
じ
る
。
更
に
断
食
や
そ
の
他
の
身
体
的
行
為
に
よ
る
贖
罪
の
で
き
な

い
者
は
、
他
の
人
に
依
頼
し
て
そ
の
行
為
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

も
、
自
己
の
贖
罪
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
あ
る
種
の
規
定
で
は
、

断
食
の
代
わ
り
に
金
銭
を
施
し
と
し
て
差
し
出
す
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
贖
罪
は
、
他
人
に
よ
る
代
行
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
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宮
廷
と
ナ
バ
ラ
宮
廷
の
非
公
式
の
対
話
を
手
助
け
し
て
い
た
た
め
、
ベ
イ

コ
ン
に
と
っ
て
宗
教
戦
争
中
の
フ
ラ
ン
ス
は
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
に
起
き
て
い
た
国
教
会
と
清
教
徒
の
対
立
、
そ
し

て
隣
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
戦
争
の
内
実
を
知
っ
て
い
た
ベ
イ
コ
ン

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に

固
執
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
見
受
け
ら
れ
た
宗
派
間
の
不
和
や
争

い
を
批
判
的
に
捉
え
る
中
で
、
ベ
イ
コ
ン
は
争
い
に
満
ち
た
世
界
は
過
ぎ

去
る
べ
き
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
来
る
べ
き
未
来
は
よ
り
平
和
な
世
界
で

あ
る
と
考
え
た
。
彼
が
唱
え
た
数
々
の
改
革
の
根
底
に
は
、
過
去
と
は
決

別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
近
代
人
と
し
て
の
自
己
認
識
が
あ
っ

た
。
ベ
イ
コ
ン
は
、
宗
派
間
の
争
い
は
キ
リ
ス
ト
教
本
来
の
教
え
に
反
す

る
も
の
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
人
類
が
平
和
に
暮
ら
す
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
模
索
し
た
。
ベ
イ
コ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
類
に
必
要
な
の
は
知
の
改
革
で

あ
り
、
彼
が
提
示
す
る
方
法
に
よ
っ
て
自
然
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
享

受
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ベ
イ
コ
ン
は
、
知
の
改
革
が
宗
教
改
革
と
連
動
し
て
起
こ
る
べ
き
出
来

事
で
あ
り
、
神
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
摂
理
に
沿
っ
た
も
の
だ
と
考
え
て

い
た
。『
自
然
の
解
明
に
関
す
る
思
索
と
所
見
』（
一
六
〇
八
）
に
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、「
宗
教
的
論
争
は
精
神
不
安
定
を
も
た
ら
し
た
が
、（
十
七

世
紀
に
な
り
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
た
今
、）
人
々
は
神
の
み
わ
ざ
（
自
然
）

に
お
い
て
神
の
力
や
知
恵
、
善
に
つ
い
て
考
え
る
準
備
が
で
き
て
い
る
」

と
い
う
洞
察
だ
。
ベ
イ
コ
ン
の
考
え
で
は
、
宗
教
改
革
を
経
て
争
い
に
疲

弊
し
た
人
々
の
精
神
に
必
要
な
の
は
、
自
然
を
介
し
た
神
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
は
神
に
期
待
さ
れ
て
い
る
通
り
、
自
然

を
活
か
し
て
更
な
る
繁
栄
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

培
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
何
が
彼
を
「
近
代
」
の
思
想
家
と
な
ら

し
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ベ
イ
コ
ン
が
、
宗
教
改
革
が

未
だ
に
収
束
し
て
い
な
い
十
六
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
生
き
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
十
六
世
紀
前
半
に
主
に
政

治
的
、
財
政
的
理
由
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
国
教
会
は
メ
ア
リ
一
世
の
時
代
（
一
五
五
三
―
一
五
五

八
）
に
一
旦
廃
止
さ
れ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
即
位
（
一
五
五
八
）
と
共

に
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
ベ
イ
コ
ン
の
壮
年
期
は
未
だ
に
国
教
会
の
位

置
づ
け
が
安
定
し
て
お
ら
ず
、
国
教
会
と
更
な
る
改
革
を
求
め
る
清
教
徒

の
間
で
様
々
な
軋
轢
が
生
じ
、
国
教
会
の
規
定
に
従
わ
な
い
聖
職
者
は
非

国
教
徒
と
し
て
説
教
す
る
資
格
を
剥
奪
さ
れ
た
。
ベ
イ
コ
ン
の
母
ア
ン

は
、
そ
の
よ
う
な
非
国
教
徒
を
助
け
る
た
め
に
ロ
ビ
ー
活
動
や
署
名
活
動

に
従
事
し
て
い
た
。
彼
女
は
幼
少
期
か
ら
豊
か
な
人
文
主
義
教
育
を
受

け
、
多
彩
な
語
学
能
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
宗
教
改
革
者
の
著
作
の
翻

訳
に
携
わ
る
等
、
自
ら
宗
教
改
革
の
理
念
を
貫
こ
う
と
す
る
人
物
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
母
の
改
革
精
神
を
ベ
イ
コ
ン
は
少
な
か
ら
ず
受
け
継
い

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ベ
イ
コ
ン
は
十
五
歳
に
な
る
と
外
交
の
経
験
を
積
む
た
め
に
駐
仏
大
使

と
共
に
フ
ラ
ン
ス
に
赴
く
。
宗
教
戦
争
の
最
中
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
、
駐
仏
大
使
は
ユ
グ
ノ
ー
と
の
同
盟
を
築
く
た
め
に
渡
仏
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ベ
イ
コ
ン
は
宗
教
戦
争
の
情
勢
に
つ
い
て
報
告

す
る
よ
う
に
友
人
に
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
対
立
に
つ
い
て
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
。
帰

国
し
た
後
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
残
っ
た
兄
ア
ン
ソ
ニ
ー
と
共
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
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人
著
述
家
に
よ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
主
と
し
て
ケ
ル
ン
の
カ

ル
ト
ゥ
ジ
オ
会
士
た
ち
に
よ
っ
て
羅
訳
さ
れ
、
次
い
で
仏
訳
さ
れ
て
い
っ

た
北
方
起
源
の
テ
ク
ス
ト
群
（『
霊
的
婚
姻
』『
福
音
の
真
珠
』『
神
的
綱

要
』
な
ど
が
代
表
的
）
が
、
一
七
世
紀
初
頭
に
パ
リ
の
ア
カ
リ
邸
を
中
心

と
す
る
「
神
秘
主
義
」
サ
ー
ク
ル
に
受
容
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
霊
性
の
根
を

培
う
こ
と
と
な
る
。

　

か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
侵
入
し
た
北
方
神
秘
思
想
は
、
し
か
し
、
一
様

に
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
ル
ー
ス
ブ
ル
ー
ク
の
告
知
者
」

と
も
呼
ば
れ
る
ハ
ル
フ
ィ
ウ
ス
の
『
神
秘
神
学
』
は
、
一
五
三
八
年
に
出

版
さ
れ
て
以
降
数
多
く
の
版
を
重
ね
る
が
、
一
五
六
八
年
に
ロ
ー
マ
で

「
訂
正
版
」
の
出
版
を
み
る
。
さ
ら
に
一
五
九
八
年
に
は
、
訂
正
版
出
版

以
前
の
テ
ク
ス
ト
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
『
異
同
表
』
が
パ
リ
で
出
版
さ
れ

た
。
広
範
に
読
ま
れ
る
一
方
、「
超
本
質
的
（superessentialis

）」
を

は
じ
め
と
す
る
北
方
神
秘
思
想
の
術
語
、
そ
の
根
底
を
な
す
「
本
質
の
神

秘
主
義
」
に
対
し
て
、
ベ
リ
ュ
ル
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ル
な
ど
、
フ

ラ
ン
ス
霊
性
の
指
導
者
た
ち
は
少
な
か
ら
ぬ
懸
念
を
表
明
し
た
。
そ
う
し

た
懸
念
は
、
彼
ら
が
指
導
し
て
い
た
女
性
た
ち
に
宛
て
ら
れ
た
言
葉
の
な

か
に
よ
く
窺
え
る
。
北
方
神
秘
思
想
に
最
も
よ
く
接
近
し
た
と
言
え
る
カ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
完
徳
の
規
則
』
に
も
、
ハ
ル
フ
ィ
ウ
ス
『
神
秘
神

学
』
と
同
様
の
述
語
の
置
き
換
え
な
ど
、
不
協
和
音
が
聞
こ
え
る
。
こ
れ

ら
の
動
き
は
、
一
七
世
紀
半
ば
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
的
概
念
の
術
語

化
と
そ
の
分
類
・
整
理
を
軸
に
、
神
秘
主
義
の
神
学
へ
の（
再
）統
合
が
進

め
ら
れ
て
い
く
過
程
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
世
紀
末
に
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

と
論
争
を
戦
っ
た
反
神
秘
主
義
の
首
魁
ボ
ス
ュ
エ
は
、
一
六
九
七
年
の
テ

ク
ス
ト
の
な
か
で
、
い
ま
や
ハ
ル
フ
ィ
ウ
ス
や
ル
ー
ス
ブ
ル
ー
ク
は
「
図

　

ベ
イ
コ
ン
は
当
然
の
よ
う
に
歴
史
的
時
代
区
分
と
し
て
の
「
近
代
」
へ

と
収
斂
さ
れ
る
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
十
六
世
紀
後
半
の
争
い
に
満

ち
た
世
界
と
決
別
し
新
た
な
未
来
を
提
示
し
た
ベ
イ
コ
ン
の
近
代
人
と
し

て
の
意
識
と
改
革
の
精
神
が
あ
る
と
い
う
理
解
が
伴
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
西
欧
に
お
け
る
神
秘
思
想
の
変
容渡

辺　
　

優

　

西
欧
神
秘
思
想
史
に
お
い
て
、
中
世
北
方
、
と
り
わ
け
一
四
世
紀
ラ
イ

ン
・
フ
ラ
ン
ド
ル
の
神
秘
思
想
（
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、
タ
ウ
ラ
ー
、
ゾ
イ

ゼ
、
ル
ー
ス
ブ
ル
ー
ク
）
が
も
つ
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
他
方
、

近
世
西
欧
の
霊
性
は
、
一
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
、
一
七
世
紀
に
は
フ
ラ
ン

ス
で
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。
後
者
に
お
い
て
は
「
近
世
神
秘
主
義
（la 

m
ystique

）」
と
い
う
新
た
な
知
・
言
語
的
実
践
の
領
域
が
形
成
さ
れ
た
。

本
発
表
は
、
中
世
ラ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ド
ル
と
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
「
あ
い

だ
」
に
光
を
当
て
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
るam

bivalent

な
関

係
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
る
。
概
し
て
霊
性
史
に
お
い
て
は
連
続
性
が
強

調
さ
れ
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
断
絶
に
目
を
向
け
つ

つ
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
の
糸

口
を
探
り
た
い
。

　

一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
一
〇
〇
年
間
は
、
神
秘
主
義
の
「
侵
入
」
か
ら

「
征
服
」、
そ
し
て
「
黄
昏
」
へ
と
い
う
流
れ
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
北
方
神
秘
思
想
の
「
受
容
」
か
ら
「
変
容
」、

そ
し
て
「
忘
却
」
へ
と
い
う
流
れ
に
対
応
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
時
代
の
神
秘
主
義
興
隆
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ

ク
ス
ト
の
翻
訳
と
そ
の
広
範
な
流
通
だ
っ
た
。
が
、
一
六
世
紀
末
ま
で
仏
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は
と
り
わ
け
広
く
普
及
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
実
は
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
性
家

に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
本
発
表
は
バ
レ
の
自
己
無

化
概
念
が
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
を
追
い
な

が
ら
、
そ
の
特
徴
と
射
程
を
示
し
た
上
で
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史

に
お
い
て
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

前
期
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
『
霊
の
讃
歌
』
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見

ら
れ
る
バ
レ
の
自
己
無
化
概
念
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
、「
活
動
性
」
と

「
共
同
性
」
の
二
点
を
指
摘
し
た
。『
霊
の
讃
歌
』
は
、
無
化
を
通
し
て
神

へ
と
合
一
す
る
魂
の
変
容
の
過
程
を
歌
っ
た
詩
歌
作
品
で
あ
る
。
作
品
の

前
半
で
は
、
感
覚
や
思
考
と
い
っ
た
諸
能
力
の
停
止
を
伴
う
主
体
性
の
無

化
が
、
中
世
末
期
の
北
方
神
秘
主
義
か
ら
の
影
響
が
色
濃
い
カ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
ら
「
離
脱
派
」
と
類
似
し
た
様
子
で
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
作
品

後
半
で
神
と
の
合
一
の
場
面
に
至
る
と
、
そ
れ
ま
で
単
数
形
で
あ
っ
た
魂

は
複
数
形
へ
変
化
し
、
最
終
的
に
作
品
全
体
が
「
私
の
祈
り
」
か
ら
「
私

た
ち
の
祈
り
」
へ
と
移
行
す
る
。
ま
た
、
魂
に
は
神
と
の
合
一
に
伴
っ
て
、

風
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
な
激
し
い
活
動
性
が
現
れ
て
く
る
。
発
表
で
は
、

神
と
の
合
一
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
特
徴
の
背
景
と
し
て
、
バ
レ
が
神
を

「
無
限
の
円
の
中
心
」「
創
造
的
本
質
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
バ
レ
は
こ
れ
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
伝
統
的
な
神
理
解

を
修
道
思
想
の
中
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
働
き
そ
の
も
の
、
か
つ
円
心
で

あ
る
神
と
の
合
一
に
伴
っ
て
、
魂
に
は
「
活
動
性
」
と
「
共
同
性
」
が
思

想
の
構
造
上
生
じ
て
く
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
一
六
六
二
年
、
バ
レ
は

有
志
の
女
性
た
ち
を
教
師
と
し
て
集
め
、
庶
民
層
の
女
子
を
対
象
と
し
た

無
償
の
学
校
を
開
設
し
、
さ
ら
に
一
六
六
六
年
に
は
女
子
教
師
に
よ
る
共

同
体
を
結
成
す
る
。『
霊
の
讃
歌
』
に
認
め
ら
れ
る
バ
レ
の
自
己
無
化
の

書
館
の
片
隅
に
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ぬ
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と
記
し

た
の
だ
っ
た
。

　

一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ド
・
サ
ル
を
端
緒
と
し
て
、
ラ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ド
ル
神
秘
思
想
の
存
在
論

的
地
平
が
棄
却
さ
れ
、「
魂
の
根
底
」
と
い
っ
た
鍵
概
念
が
心
理
学
的
地

平
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
ミ
ノ
・
ベ
ル
ガ
モ
の
指
摘
は
洞
察

に
富
む
。
そ
の
結
果
、
当
の
術
語
が
本
来
も
っ
て
い
た
確
か
な
意
味
も
曖

昧
に
な
り
、
見
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
質
、

深
淵
、
無
な
ど
、
北
方
神
秘
思
想
の
術
語
が
な
ぜ
危
険
視
さ
れ
た
の
か
と

い
う
問
い
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。
焦
点
の
ひ
と
つ

は
、「
女
性
」
た
ち
（
学
問
的
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
者
た
ち
）
に
と
っ

て
の
神
秘
主
義
の
言
葉
で
あ
る
。
同
時
代
の
神
秘
主
義
文
献
の
そ
こ
か
し

こ
に
見
い
だ
せ
る
の
は
、
女
性
た
ち
の
身
体
を
触
発
し
、
新
た
な
言
葉
を

紡
が
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
言
葉
の
影
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
言
葉

に
よ
っ
て
拓
か
れ
る
未
知
の
（
言
葉
の
、
あ
る
い
は
主
体
の
）
可
能
性
に

ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
当
人
の
み
な
ら
ず
周
囲
に
問
い
か
け

る
も
の
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

ニ
コ
ラ
・
バ
レ
の
自
己
無
化
思
想

│
│ 

そ
の
特
徴
と
思
想
史
的
位
置
付
け 

│
│

熊
谷　

友
里

　

一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
司
祭
ニ
コ
ラ
・
バ
レ
は
生
涯
に
わ
た
り
、

自
ら
の
修
道
思
想
に
お
け
る
基
本
的
態
度
と
し
て
「
自
己
無
化
」
を
説
い

た
。
自
己
無
化
は
、
ケ
ノ
ー
シ
ス
に
由
来
す
る
キ
リ
ス
ト
教
に
伝
統
的
な

修
道
概
念
で
あ
り
、
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
霊
性
に
お
い
て
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性
と
し
て
指
摘
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
神
秘
思

想
と
教
会
論
・
共
同
体
論
を
め
ぐ
る
現
代
的
な
問
題
系
を
、
キ
リ
ス
ト
教

思
想
史
の
文
脈
か
ら
考
え
る
契
機
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
り
え
よ
う
。

魔
女
と
メ
デ
ィ
ア 

│
│ 

西
洋
近
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
他
者
表
象 

│
│

黒
川　

正
剛

　

一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
社

会
で
は
、
魔
女
狩
り
が
猛
威
を
振
る
っ
た
。
当
時
の
人
々
に
魔
女
を
リ
ア

ル
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
せ
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
一

五
世
紀
中
頃
の
活
版
印
刷
術
の
発
明
と
普
及
に
と
も
な
っ
て
発
展
を
遂
げ

た
木
版
画
や
銅
版
画
、
ま
た
挿
絵
の
入
っ
た
ビ
ラ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

の
図
像
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
魔
女
が
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
社
会
の
価

値
観
や
他
者
に
関
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
五
五
五
年
に
ド
イ
ツ
の
ド
ラ
ン
ブ
ル
ク
で
行
わ
れ
た
魔

女
の
火
刑
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
ビ
ラ
に
は
三
人
の
魔
女
が
火
あ
ぶ
り

に
な
っ
て
い
る
様
子
が
木
版
画
の
挿
絵
と
し
て
上
半
部
に
掲
載
さ
れ
、
下

半
部
に
は
説
明
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
説
明
文
と
挿
絵
か
ら
わ
か
る
の
は

次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
魔
女
は
十
一
年
間
、
悪
魔
の
愛
人
で

あ
っ
た
た
め
に
、
火
あ
ぶ
り
に
な
っ
て
死
に
際
に
悪
魔
が
連
れ
去
ろ
う
と

し
た
。
頭
部
を
持
ち
上
げ
て
魔
女
を
火
刑
台
か
ら
引
き
離
そ
う
と
し
て
い

る
悪
魔
の
頭
部
は
豚
の
よ
う
で
大
き
な
翼
と
大
き
な
乳
房
を
持
っ
て
い

た
。
下
半
身
は
蛇
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
魔
女
の
髪
の
毛
は
乱
れ
な
び
い
て

い
る
が
、
こ
れ
は
女
性
の
性
的
紊
乱
を
表
現
す
る
た
め
の
当
時
の
描
写
方

法
で
あ
っ
た
。
西
洋
近
世
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
家
父
長
制
が
進
展
す

特
徴
は
生
涯
に
わ
た
り
引
き
継
が
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
六
〇
年
代
以

降
に
は
「
イ
エ
ス
中
心
主
義
」
と
言
わ
れ
る
同
時
代
的
な
影
響
の
も
と
、

自
己
無
化
の
手
本
と
し
て
の
イ
エ
ス
が
徐
々
に
前
景
化
し
、
自
己
無
化
が

イ
エ
ス
に
倣
っ
た
実
際
の
行
為
・
活
動
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
く
。
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
バ
レ
の
共
同
体
・
活
動
は
『
霊
の
讃
歌
』
で
歌
わ

れ
た
魂（
た
ち
）の
究
極
的
な
あ
り
方
を
地
上
に
写
す
よ
う
な
構
造
を
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
共
同
体
の
規
則
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
姉
妹
た
ち
は
神
と
の
合
一
に
至
っ
た
魂（
た
ち
）と
し
て
集
ま

り
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
自
体
が
、
魂（
た
ち
）

の
完
徳
を
証
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は

同
時
に
、
共
同
体
自
体
が
自
己
無
化
的
な
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
魂
の
自
己
無
化
的
な
神
へ
の
関
わ
り
の
み
が

共
同
体
と
そ
の
活
動
の
存
在
根
拠
と
な
る
に
あ
た
り
、
そ
こ
で
は
人
間
的

な
策
や
通
常
の
制
度
的
枠
組
み
は
、
極
力
無
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
外
し
て
も
な
お
、
共
同
体
・
活
動
が
「
成
り
立
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
そ
の
完
徳
の
証
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
バ
レ
は
神
の
摂
理
を
世
界
に
お
け
る
神
の
動
き
、
さ
ら
に
は
世
界

の
動
き
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。
バ
レ
の
共
同
体
は
当
初

よ
り
世
俗
世
界
の
寄
付
や
好
意
と
い
っ
た
全
く
保
障
の
な
い
「
世
界
の
気

ま
ぐ
れ
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
晩
年
の
バ
レ
は
、
共
同
体
が
神
へ
向

か
っ
て
自
己
放
棄
す
る
態
度
、
世
界
の
動
乱
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
を
、
ヨ

ブ
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
強
く
肯
定
し
て
い
く
。
以
上
の
よ
う
に
、
バ
レ

の
自
己
無
化
は
、
そ
の
思
想
的
特
徴
に
導
か
れ
る
形
で
魂
の
問
題
か
ら
共

同
体
・
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
制
度
と
し
て
の
「
見
え
る
教
会
」
の

整
備
が
教
会
論
の
主
流
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
こ
れ
は
バ
レ
の
特
異
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は
、
占
星
術
的
な
思
考
に
基
づ
い
て
天
空
に
飛
翔
す
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス

（
土
星
）
が
、
地
上
に
は
土
星
に
支
配
さ
れ
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
人
々
は
魔
女
と
イ
ン
デ
ィ
オ
で
あ
る
。
魔
女
は
ダ
ン
ス
し
、
空
中
を

飛
行
し
て
お
り
、
イ
ン
デ
ィ
オ
は
食
人
行
為
に
ふ
け
っ
て
い
る
。
当
時
、

魔
女
と
イ
ン
デ
ィ
オ
は
同
類
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
食
人
は
魔
女
の
極
悪

な
行
為
の
代
表
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
魔
女
と
は
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会

に
お
け
る
負
価
値
（
老
い
・
性
的
逸
脱
）
や
他
者
的
存
在
（
女
・
イ
ン
デ

ィ
オ
）
を
凝
縮
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
魔
女
は
図
像
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
図
像
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
、

そ
の
結
果
、
リ
ア
ル
な
他
者
と
し
て
当
時
の
人
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ス
レ
ー
と
英
国
社
会

野
村　
　

誠

　

ウ
ェ
ス
レ
ー
は
十
八
世
紀
英
国
が
直
面
す
る
社
会
問
題
に
接
し
、
産
業

革
命
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
社
会
的
不
平
等
が
生
み
出
す
様
々
な
危
機
的

状
況
を
調
査
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
英
国
社
会
を
救
う
手
段
と
し
て
宗
教

復
興
を
掲
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
礼
典
復
興
運
動
を
そ
の
中
心
に
据
え

た
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
と
聖
化
の
理
論
を
、
個
人
ば

か
り
で
な
く
、
社
会
に
も
適
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
説
教
「
金
銭
の
使
用
法
」
の
中
で
、
金
銭
（
タ
ラ
ン

ト
）
は
、
貧
し
い
人
々
に
施
す
こ
と
を
通
し
て
そ
の
持
ち
主
な
る
神
に
戻

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
神
は
貧
し
い
者
と
共
に
い
ま
す
方

な
の
で
、
神
の
執
事
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
者
は
、
神
か
ら
委
託
さ
れ
た
金

る
と
と
も
に
、
国
家
も
教
会
も
性
に
対
す
る
抑
圧
を
進
め
、
社
会
を
規
律

化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
魔
女
は
こ
の
よ
う
な
当
時
の
社
会
的
価
値
観
に

真
っ
向
か
ら
敵
対
す
る
存
在
と
し
て
表
象
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
画
家
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ

ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
が
一
五
一
〇
年
に
制
作
し
た
「
魔
女
の
集
団
」
と
い
う

木
版
画
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
版
画
に
は
六
人
の
魔
女
が
素

っ
裸
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
老
い
た
魔
女
も
い
る
が
、
大
部
分
は
豊
満

な
身
体
を
持
つ
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
姿
態
の
若
い
魔
女
で
あ
る
。
山
羊
に
跨

り
、
空
中
を
飛
行
す
る
魔
女
の
頭
髪
は
乱
れ
な
び
い
て
い
る
。
宴
を
催
し

て
い
る
魔
女
た
ち
の
傍
ら
に
は
数
本
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
引
っ
か
け
ら
れ
て

い
る
二
又
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
男
性
器
を
象
徴
す

る
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
民
衆
文
化
の
ひ
な
型
で
あ
る
乱
痴
気
騒
ぎ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
で
も
使
用
さ
れ
、
性
的
逸
脱
を
表
す
も
の
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
が
一
五
四
四
年
に
制
作
し
た
木
版

画
「
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
馬
丁
」
で
は
、
画
面
上
半
分
に
臀
部
を
観
者
に

向
け
て
振
り
返
り
睨
む
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。
下
半
分
に
は
気
絶
し
て
地

面
に
仰
向
け
に
横
た
わ
る
馬
丁
が
描
か
れ
て
い
る
。
観
者
の
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
馬
丁
の
股
袋
で
あ
る
。
馬
の
傍
に
は
窓
外
か
ら
室
内
を
覗

く
老
魔
女
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
手
で
松
明
を
振
り
上
げ
る
魔
女
の
上
衣

は
は
だ
け
、
垂
れ
た
乳
房
が
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
木
版
画
も
魔
女
の
性

的
逸
脱
の
特
色
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
り
、
魔
女
を
垂
れ
た
乳
房
の
老
女

と
し
て
描
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
特
色
が
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

一
六
世
紀
末
に
制
作
さ
れ
た
「
土
星
の
子
供
た
ち
」
と
い
う
銅
版
画
に
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に
関
連
付
け
た
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ウ
ェ

ス
レ
ー
は
、
霊
的
「
神
の
国
」
を
こ
の
世
に
具
体
化
す
る
た
め
に
、
個
人

の
内
面
の
回
心
に
基
づ
い
て
統
合
さ
れ
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
達
の
強
力
な
コ
ネ

ク
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た
（
矢
崎
正
徳
『
一
八
世
紀
宗
教

復
興
の
研
究
』
福
村
出
版
、
一
九
七
三
年
、
二
三
二
頁
）。

　

ト
レ
ル
チ
は
メ
ソ
ジ
ズ
ム
を
「
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
み
な
ら

ず
、
近
代
の
精
神
的
展
開
に
お
い
て
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ

り
、
全
く
個
人
主
義
的
に
強
調
さ
れ
た
形
に
お
け
る
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教

の
再
生
」
と
把
握
し
て
い
る
（
Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
『
ト
レ
ル
チ
著
作
集
』

九
、
四
九
頁
）。

　
Ｊ
・
Ｅ
・
ラ
ッ
テ
ン
ベ
リ
ー
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
よ
る
神
秘
的
神
の
恵

み
を
再
発
見
し
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

社
会
共
同
体
を
高
く
評
価
し
た
。
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
作
っ
た
社
会
共
同
体

は
、
聖
餐
式
に
よ
る
神
の
恵
み
が
具
体
化
し
た
、
キ
リ
ス
ト
の
体
と
し
て

の
教
会
の
拡
大
と
解
釈
さ
れ
る
（W

esley ’s Legacy to the W
orld, 

London: Epw
orth, 1928, p. 167

）。

　

メ
ソ
ジ
ス
ト
の
多
様
な
社
会
的
活
動
は
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
的
理
念

か
ら
生
ま
れ
た
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
神
学
の
受
肉
（Incarnation

）
と
考
え

ら
れ
る
。
都
市
化
と
産
業
革
命
の
危
機
的
混
乱
の
中
で
疲
れ
切
っ
た
人
々

を
、「
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
的
体
な
る
教
会
」（Corpus Christi M

ysti-
cum

）
に
回
帰
さ
せ
、
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
連
帯
さ
せ
、
再
生
さ
せ
た
。

銭
を
上
手
に
管
理
し
て
貧
し
い
者
に
与
え
る
務
め
を
負
っ
て
い
る
。
ま

た
、
慈
善
を
通
し
て
、
施
す
者
も
施
さ
れ
る
者
も
共
に
キ
リ
ス
ト
の
共
同

体
の
一
員
と
し
て
社
会
連
帯
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

施
す
こ
と
は
、
サ
ク
ラ
メ
ン
タ
ル
な
恵
み
の
手
段
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら

れ
、
施
す
こ
と
を
通
し
て
、
神
の
祝
福
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
ウ
ェ

ス
レ
ー
は
説
明
し
た
。

　

Ｒ
・
Ｈ
・
ト
ー
ニ
ー
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ウ
ェ
ス
レ
ー
の
考
え
方

は
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
と
し
て
の
統
合
の
理
念
で
あ
る
（
出
口
・

越
智
訳
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
上

巻
五
一
頁
、
一
一
一
頁
、
下
巻
五
頁
、
八
八
頁
他
）。
こ
の
ト
ー
ニ
ー
の

考
え
方
に
立
脚
す
れ
ば
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体

（Corpus Christianum

）
の
統
合
の
理
念
を
十
八
世
紀
の
英
国
、
す

な
わ
ち
、
産
業
革
命
の
混
乱
し
た
社
会
の
中
で
再
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
と

言
え
る
。

　

J. W
. Bready

に
よ
れ
ば
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
は
、
都
市
化
と
産
業
革
命

の
危
機
的
混
乱
の
中
で
、
中
世
の
有
機
的
キ
リ
ス
ト
教
社
会
を
再
興
し
よ

う
と
し
た
（E

ngland: Before and A
fter W

esley, London: H
od-

der and Stoughton, 1939, p. 202

）。
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会

理
念
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
メ
ソ
ジ
ズ
ム
の
多
様
な
社
会
的

活
動
は
、
霊
的
宗
教
的
社
会
、
つ
ま
り
「
神
の
国
」（the K

ingdom
 of 

God

）
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
「
神
の
国
」
の
理
念
は
、J. 

W
. Bready

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
一
七
八
九
年
）
よ
り

五
〇
年
も
早
く
、「
自
由
、
平
等
、
友
愛
」（Liberty, Equality, Fra-

ternity

）
の
精
神
を
先
取
り
し
て
い
た
（Bready, p. 205

）。
但
し
、

ウ
エ
ス
レ
ー
は
、
こ
の
「
自
由
、
平
等
、
友
愛
」
を
「
神
の
国
」
の
理
念
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も
ニ
ー
バ
ー
の
思
想
が
正
確
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
政
治
的
立
場
に
あ
る
人
が
、
か
な
り
自
由
に
ニ
ー
バ
ー
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
そ
れ
に
は
、
次
の
四
つ
の
要
因
が
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

①
政
治
雑
誌
と
か
公
の
知
識
人
た
ち
は
自
分
勝
手
に
い
ろ
ん
な
考
え
や

思
想
家
を
利
用
す
る
。
②
ニ
ー
バ
ー
は
生
涯
を
通
し
て
政
治
的
に
一
貫
し

た
立
場
を
保
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
（
第
一
次
対
戦
後
は
平
和
主
義

者
、
第
二
次
大
戦
期
に
は
米
国
の
軍
事
的
介
入
を
主
張
、
そ
の
後
、
冷
戦

構
造
の
支
持
・
提
唱
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
は
反
対
）。
③
ニ
ー
バ
ー
の
思

想
は
、
理
想
主
義
と
現
実
主
義
を
総
合
す
る
も
の
で
あ
る
（
人
間
状
況
に

関
す
る
よ
り
深
い
分
析
に
基
づ
い
て
お
り
、
簡
単
に
右
や
左
に
決
め
ら
れ

な
い
）。
④
ニ
ー
バ
ー
の
政
治
哲
学
は
自
覚
的
に
神
学
的
地
平
か
ら
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
学
問
的
知
的
世
界
に
共
通
の
地
盤
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
は
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
ニ
ー
バ
ー
と
い
う
人
物
お
よ

び
思
想
が
一
つ
の
政
治
的
立
場
と
し
て
捉
え
難
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
捉
え
難
い
思
想
家
が
わ
ざ
わ
ざ
取
り

上
げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
治
評
論
家
の
Ｅ
・
Ｊ
・
デ
ィ
オ
ン
は
、

二
〇
〇
九
年
の
「
オ
バ
マ
の
神
学
者
」（O

bam
a ’s T

heologian: Rein-
hold N

iebuhr and the A
m
erican Present

）
と
題
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
、「
我
々
皆
が
ニ
ー
バ
ー
を
引
用
す
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る

者
の
特
定
の
瞬
間
に
お
け
る
熱
狂
を
い
つ
も
見
事
に
正
し
て
く
れ
る
か
ら

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
バ
ー
に
対
す
る
期
待
は
、
ニ

ー
バ
ー
に
よ
る
戦
争
や
特
定
の
政
治
的
立
場
に
対
す
る
思
想
に
対
す
る
も

の
で
は
な
く
、
か
れ
の
歴
史
と
人
間
に
関
す
る
神
学
的
な
洞
察
に
対
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ー
バ
ー
・
リ
バ
イ
バ
ル
と
そ
の
背
景

澤
井　

治
郎

　

二
十
一
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ラ
イ
ン

ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
（Reinhold N

iebuhr, 1892-1971

）
の
思
想

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
ニ
ー

バ
ー
・
リ
バ
イ
バ
ル
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
二
十
世
紀
中
葉
の
神
学
者
の
存

在
感
が
、
今
に
な
っ
て
再
び
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
も
関
心
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
、
神
学
や
教
会
生
活
な
ど
の
宗
教
的
な

分
野
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
文
脈
、
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交

政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
も
、
ニ
ー
バ
ー

は
、「
政
治
思
想
家
」
や
「
政
治
哲
学
者
」
と
し
て
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ

ら
「
神
学
者
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
今
、「
神
学

者
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
」
が
問
題
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
一
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
お
け
る
戦
争
で
あ
る
。
そ
う
し
た
脈
絡
で
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
お

い
て
積
極
的
に
武
力
行
使
を
支
持
す
る
人
々
、
慎
重
に
武
力
の
行
使
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
と
い
う
人
々
、
あ
る
い
は
、
武
力
の
行
使
そ
の
も

の
に
反
対
す
る
人
々
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
、
ニ
ー
バ
ー
の
思
想

あ
る
い
は
名
前
が
好
意
的
に
言
及
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年

以
後
は
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
ニ
ー
バ
ー
の
こ
と
を
「
お
気
に
入
り
の
哲

学
者
」
と
発
言
し
た
こ
と
か
ら
、「
オ
バ
マ
の
神
学
者
」
と
し
て
ま
す
ま

す
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
き
て
い
る
わ
け
だ
が
、
必
ず
し
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あ
る
。

　

東
方
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
認
識
は
教
父
た

ち
の
著
作
に
お
い
て
す
で
に
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
神
の

超
越
性
と
内
在
性
を
め
ぐ
る
神
学
上
の
決
定
的
な
説
明
お
よ
び
表
現
は
、

十
四
世
紀
に
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
パ
ラ
マ
ス
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
れ
以
前
に
も
、
五
世
紀
末
頃
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
『
デ
ィ
オ
ニ

シ
オ
ス
文
書
』
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
偉
大
な
教
え
を
残
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
の
思
想
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
「
神
的
光
線
」
と
い
う
概
念
を
浮
き
彫
り
に
し
な
が
ら
、
同

書
に
見
ら
れ
る
神
の
超
越
性
と
内
在
性
に
つ
い
て
の
様
々
な
表
現
の
分
析

を
試
み
た
い
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
分
析
に
基
づ
き
、
超
越
性
と
内
在
性

の
均
衡
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
研

究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
主
題
を
扱
っ
た
文
献
が
き
わ
め
て
少

な
い
こ
と
に
加
え
、
神
概
念
が
扱
わ
れ
て
い
る
際
、
超
越
性
が
過
剰
に
強

調
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
内
在
性
が
軽
視
さ
れ
、
あ
る
い
は
完
全
に
無
視

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

神
の
超
越
性
と
内
在
性
の
同
時
性
を
表
す
表
現
│
│
た
と
え
ば
、「
神

が
内
在
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
超
越
性
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
」
な

ど
の
よ
う
な
表
現
│
│
は
す
で
に
教
父
の
著
作
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

教
父
の
時
代
で
あ
れ
、
そ
れ
以
降
の
ど
ん
な
思
想
家
た
ち
で
あ
れ
、
こ
う

し
た
表
現
が
『
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
文
書
』
に
お
い
て
ほ
ど
多
く
見
出
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
表
現
を
中
心
と
す
る
分
析
で
は
神
の

内
在
性
に
つ
い
て
よ
り
多
く
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、

こ
ち
ら
の
側
面
の
方
が
神
の
超
越
性
と
比
べ
て
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
一
層

多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
し
、
こ
う
し
た
視
点
が
「
ニ
ー
バ
ー
・
リ
バ
イ
バ
ル
」
に
繋
が
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ニ
ー
バ
ー
の
戦
争
や
政
治
的
立
場
に
関
す
る

思
想
に
直
接
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
己
理
解
の
誤

り
を
正
し
、
行
く
べ
き
道
を
指
し
示
す
よ
う
な
預
言
者
的
な
「
神
学
者
」

の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
学
者
と
し

て
、
現
実
の
政
治
活
動
、
特
に
外
交
政
策
に
実
際
に
関
わ
っ
た
ニ
ー
バ
ー

が
、
そ
う
し
た
「
神
学
者
」
と
し
て
最
も
参
照
し
や
す
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

正
教
会
に
お
け
る
神
の
超
越
性
・
内
在
性
思
想
を
め
ぐ
っ
て

リ
ア
ナ
・
ト
ル
フ
ァ
シ
ュ

　

神
と
被
造
界
と
の
関
係
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
お
い
て
核
心
的
な

問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
は
神
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
超
越
し
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
他
方
で
は
、
神
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
内
に
現
存
し
内
在
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
が
直
接
に
分
有
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
い
か

な
る
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ず
、
ま
た
神
の
顕
現
や
、
神
の
直

接
的
な
働
き
、
摂
理
と
い
っ
た
も
の
も
、
こ
の
被
造
界
に
あ
り
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
お
い
て
は
、
神
の
全

く
の
超
越
性
と
全
く
の
内
在
性
と
を
同
時
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
二
重
強
調
を
認
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
危
う
く
な
る
の
は
、
単

な
る
「
神
概
念
」
だ
け
で
は
な
い
。
も
の
が
現
に
、
単
に
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
の
説
明
や
、
人
間
が
神
化
に
到
達
し
得
る
と
い
う
こ
と
の
正
当
性

が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
つ
の
根
本
的
問
題
に
対
し
て
肯
定
的
な

回
答
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
神
が
「
世
界
の
上
に
あ
る
」
と

同
時
に
「
世
界
の
内
に
も
あ
る
」、
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
だ
け
で
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ザ
レ
の
イ
エ
ス
」
表
象
を
事
例
と
し
、
文
化
的
想
像
力
の
産
物
と
し
て
の

近
代
的
宗
教
知
の
生
産
と
普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

近
代
に
は
、
学
問
的
聖
書
研
究
が
生
産
し
た
宗
教
知
と
並
ん
で
、
民
族

主
義
宗
教
運
動
の
指
導
者
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
非
専
門
的
知
識
人
に
よ

る
イ
エ
ス
表
象
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
教
会
的
キ
リ
ス
ト
像

を
峻
拒
し
つ
つ
も
、
イ
エ
ス
を
卓
越
し
た
宗
教
的
存
在
と
し
て
表
象
し
て

い
た
（
ア
ー
リ
ア
人
の
英
雄
、
光
の
神
バ
ル
ド
ル
、
催
眠
術
師
或
い
は
霊

媒
等
）。
し
か
し
、
最
大
規
模
の
民
族
主
義
運
動
で
あ
る
ル
ー
デ
ン
ド
ル

フ
運
動
の
宗
教
的
指
導
者
マ
テ
ィ
ル
デ
・
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
（M

athil-
de Ludendorff

一
八
七
七
―
一
九
六
六
）
は
、
イ
エ
ス
の
教
説
を
イ

ン
ド
起
源
の
原
初
的
な
「
ア
ー
リ
ア
的
神
体
験
」
の
没
落
形
態
と
断
じ
、

福
音
書
か
ら
、
不
遜
で
人
倫
に
悖
り
、
怯
懦
で
臆
病
で
無
能
な
ユ
ダ
ヤ
人

イ
エ
ス
を
読
み
取
っ
て
い
く
。
彼
女
の
イ
エ
ス
表
象
か
ら
理
解
さ
れ
る
の

は
、
当
時
の
宗
教
史
学
派
、
比
較
宗
教
史
研
究
の
解
釈
枠
組
み
で
あ
る
接

触
と
伝
播
に
基
づ
く
影
響
関
係
、
他
方
で
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教

史
に
お
け
る
「
救
済
者
」
思
想
を
人
間
の
自
己
創
造
力
没
落
の
元
凶
と

し
、
創
造
的
な
文
化
形
成
を
担
保
す
る
民
族
共
同
体
の
回
復
を
重
要
視
す

る
民
族
主
義
的
宗
教
史
理
解
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
宗
教
史
理
解
を
生
み
出
し
た
意
味
論
的
文
脈
の
一
部
は
、
非

専
門
的
知
識
人
の
間
で
「
学
問
的
」
と
見
做
さ
れ
て
い
た
一
群
の
文
献
の

存
在
と
、
そ
の
宗
教
思
想
史
的
受
容
で
あ
る
。
イ
エ
ス
が
ク
リ
シ
ュ
ナ
の

教
え
を
学
ん
だ
と
い
う
イ
エ
ス
＝
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ン
ド
滞
在
説
や
、
イ
エ

ス
の
教
説
の
イ
ン
ド
起
源
説
を
喧
伝
す
る
一
連
の
文
献
が
成
立
、
拡
散

し
、
殊
に
神
智
学
運
動
に
お
い
て
受
容
さ
れ
更
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
但

し
マ
テ
ィ
ル
デ
は
、
こ
う
し
た
非
専
門
的
と
看
做
さ
れ
る
よ
う
な
文
献
の

　

結
論
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
に
よ
れ
ば
、
創
造
界
に
お
け
る
神
の
「
善
性
の
注

ぎ
」
や
「
賜
物
」、
つ
ま
り
そ
の
働
き
や
摂
理
と
内
在
性
は
、
同
一
の
も

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
働
き
は
事
物
の
「
外
側
」
か
ら
で
は
な
く

事
物
を
「
通
っ
て
」、「
貫
い
て
」、
つ
ま
り
事
物
の
「
内
側
」
に
行
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
神
は
事
物
の
「
存
在
論
的
中
心
」、
そ
の
「
心
」
に
「
染

み
こ
ん
で
」
働
く
と
同
時
に
内
在
す
る
の
で
あ
る
。
神
自
体
で
あ
る
「
神

の
善
性
の
賜
物
」
は
、
存
在
、
存
続
な
ど
、
事
物
を
構
成
し
て
い
る
も
の

す
べ
て
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
神
が
す
べ
て
に
お
い
て
す
べ
て
で

あ
る
」
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、
事
物
に
お
け
る
神
の
内
在
性
で

あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
神
が
内
在
し
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
事
物
も
無
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
人
が
「
神
化
」
へ
と
上
昇
す
る
た
め
の
基
礎
も
ま

た
、
神
の
内
在
性
で
あ
る
。
神
が
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
外
側

か
ら
、「
新
し
く
き
た
」
も
の
、
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
の

で
は
な
く
、「
隠
れ
た
あ
り
方
で
」
常
に
「
心
」
に
あ
る
も
の
と
し
て
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動
に
お
け
る

「
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
」
表
象
の
諸
相

久
保
田　

浩

　

近
代
ド
イ
ツ
の
民
族
主
義
宗
教
運
動
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
自
己
理
解

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
化
し
た
学
問
が
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
生
産
す

る
宗
教
知
（
宗
教
史
学
派
や
比
較
宗
教
史
研
究
等
の
成
果
）
を
社
会
内
で

普
及
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
を
非
教
会
的
な
宗
教
知
と
し
て
提
示
し
て
い
っ

た
。
本
発
表
は
こ
の
運
動
を
知
識
人
宗
教
と
捉
え
、
そ
こ
に
お
け
る
「
ナ
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を
含
む
文
化
的
想
像
力
の
表
出
を
巡
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で
近
代
の
宗
教

知
が
生
産
さ
れ
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
態
を
例
証
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

み
な
ら
ず
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
教
授
ル
ド
ル
フ
・
ザ
イ
デ
ル
の
よ
う
な

専
門
的
知
識
人
を
も
自
説
の
根
拠
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
ザ

イ
デ
ル
は
当
時
、
学
界
を
賑
わ
せ
て
い
た
〈
イ
ン
ド
と
キ
リ
ス
ト
教
〉
論

争
に
関
与
し
て
お
り
、
共
観
福
音
書
記
者
が
あ
る
失
わ
れ
た
黙
示
思
想
的

な
福
音
書
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
韻
文
形
式
を
持
つ
、「
仏
教
の
福
音

書
類
型
」
に
属
す
る
テ
ク
ス
ト
）
か
ら
文
面
を
借
用
し
た
と
い
う
仮
説
を

提
示
し
、
神
智
学
的
イ
エ
ス
表
象
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
マ
テ
ィ
ル
デ
の
イ
エ
ス
表
象
を
、
神
智
学
的
傾
向
を
有
す

る
非
専
門
的
知
識
人
に
よ
る
宗
教
知
の
生
産
・
普
及
過
程
の
一
例
で
あ
る

と
捉
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
彼
女
は
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
オ
カ
ル
テ

ィ
ズ
ム
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
も
峻
拒
し
て
お
り
、
自
説
の
「
学
問
」

性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
「
学
問
」
理
解
と
は
、
宗
教
史
的
過
程
で
見

出
さ
れ
る
併
行
現
象
が
相
互
に
比
較
さ
れ
た
後
、
相
互
の
明
瞭
な
因
果
連

関
、
し
か
も
結
果
を
単
一
の
原
因
に
帰
す
る
よ
う
な
因
果
連
関
を
解
明
す

る
こ
と
で
あ
り
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
的
「
学
問
」
理
解
と
親
和
的
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
更
に
、
彼
女
の
宗
教
知
生
産
の
動
因
は
、
教
会
の
み
な

ら
ず
、
制
度
的
学
問
に
よ
る
宗
教
知
の
独
占
状
況
の
打
破
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
イ
エ
ス
」
に
関
す
る
知
の
生
産
・
普
及
を
支
え
る
意

味
論
的
文
脈
は
、
知
を
生
み
出
す
「
学
問
」
な
る
も
の
の
理
解
を
巡
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
。
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
教
会
と
は
一
線
を
画
し
た
、

近
代
的
な
宗
教
知
を
生
産
す
る
装
置
（「
学
問
」）
が
制
度
化
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
非
教
会
的
・
非
専
門
的
知
識
人
で
さ
え
も
イ
ン
ド
学
、
文
献
学
、
聖

書
学
等
々
の
成
果
と
方
法
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
文

脈
に
お
い
て
、
民
族
主
義
宗
教
運
動
は
必
然
的
に
知
識
人
宗
教
的
性
格
を

帯
び
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
「
イ
エ
ス
」
表
象
は
、
制
度
的
学
問
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第
四
部
会

オ
イ
グ
ニ
ー
ス
の
マ
リ
ア
伝
の
写
本
研
究 

│
│ 

現
状
と
課
題 

│
│

上
條　

敏
子

　

修
道
女
と
一
種
異
な
る
女
性
宗
教
者
と
し
て
の
ベ
ギ
ン
の
運
動
の
起
源

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
し
か
た
が
あ
る
が
一
三
紀
初
頭
の
リ
エ
ー
ジ
ュ

司
教
区
の
聖
女
軍
団
に
新
し
い
動
向
の
萌
芽
を
認
め
る
叙
述
の
代
表
格
に
、

な
が
ら
く
ベ
ギ
ン
研
究
の
基
本
的
文
献
と
さ
れ
て
き
たM
cD
onnell

の

「
中
世
文
化
の
な
か
の
ベ
ギ
ン
・
ベ
ガ
ル
ド
│
│
ベ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
」

（
一
九
五
四
年
）
が
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、
そ
の
叙
述
を
実
質
的
に
サ
ン
ブ

ル
河
畔
の
オ
イ
グ
ニ
ー
ス
か
ら
は
じ
め
た
あ
と
、
ベ
ギ
ン
を
定
義
す
る
こ

と
な
く
、
つ
づ
い
て
オ
イ
グ
ニ
ー
ス
の
マ
リ
ア
伝
の
伝
記
作
者
で
あ
っ
た

ヴ
ィ
ト
リ
の
ジ
ャ
ッ
ク
の
教
育
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
構
成
を
と
り
、
マ

リ
ア
が
、
運
動
の
起
点
に
い
た
と
い
う
印
象
を
決
定
づ
け
て
き
た
。
実
際

に
もM

cD
onnell

は
、
聖
人
伝
を
史
料
と
し
て
重
視
し
て
い
た
が
、
マ

リ
ア
の
生
涯
の
主
要
な
て
が
か
り
と
さ
れ
て
き
た
伝
記
は
、M

cD
onnell

の
執
筆
時
点
で
は
、Bollendists

の
編
集
に
よ
るA

cta Sanctorum

所
収
の
テ
ク
ス
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。Greven

やGrundm
ann

が
聖

人
伝
を
有
用
な
史
料
と
位
置
付
け
重
視
し
た
こ
と
の
影
響
も
あ
り
、
ま
た

一
九
八
〇
年
代
に
は
、
カ
ナ
ダ
人
女
性
に
よ
り
、「
伝
」
の
英
訳
が
刊
行

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
も
「
伝
」
は
、
ベ
ギ
ン
の
実
相
解
明
の
主

要
な
て
が
か
り
と
さ
れ
、「
伝
」
に
も
と
づ
き
、
後
期
中
世
の
霊
性
を
語

る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
参
照
さ
れ
て
き
た
テ

ク
ス
ト
と
同
一
の
テ
ク
ス
ト
を
も
つ
写
本
が
中
世
に
存
在
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
女
性
た
ち
が
、
こ
の
版
を
参
照
し
て
い
た

可
能
性
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
てA

cta 
Sanctorum

か
ら
の
英
訳
に
も
と
づ
く
奔
放
と
も
い
え
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

一
三
世
紀
の
女
性
の
模
範
な
の
か
、
版
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
六
七
年
以
降

の
趣
味
な
の
か
が
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、

霊
性
史
の
う
え
で
は
、
一
七
世
紀
が
ひ
と
つ
の
転
機
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る

神
秘
主
義
が
言
葉
と
し
て
も
定
着
し
広
く
関
心
を
あ
つ
め
た
が
、
そ
の

一
七
世
紀
を
へ
た
あ
と
の
時
代
で
あ
る
一
九
世
紀
の
刊
本
で
あ
るA

cta 
Sanctorum

に
か
か
げ
ら
れ
た
図
版
は
、
実
際
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
絵

画
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、Bollandists

が
ス
ペ
イ
ン
起
源
の

修
道
会
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
し
め
ら
れ
た
こ
と
と
の
関
連
か
ら
し
て

も
、
一
九
世
紀
に
好
ま
れ
た
叙
述
が
、
中
世
の
と
り
わ
け
一
三
世
紀
の
ネ

ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
女
性
に
好
ま
れ
た
の
か
は
、
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。A

cta Sanctorum

の
テ
ク
ス
ト
と
同

一
の
こ
れ
ひ
と
つ
と
い
う
写
本
は
実
際
中
世
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　

ベ
ギ
ン
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
も
い
わ
れ
る
オ
イ
グ
ニ
ー
ス
の
マ
リ
ア
で

あ
る
が
、「
伝
」
は
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
俗
語
版
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
、
ス

エ
ー
デ
ン
語
な
ど
で
成
立
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
分
量
は
、
ラ
テ
ン
語
版

の
わ
ず
か
三
％
と
き
わ
め
て
短
い
。
伝
の
写
本
数
そ
の
も
の
は
、
三
九
写

本
と
同
時
代
の
聖
女
と
く
ら
べ
て
突
出
し
て
多
い
が
、
そ
の
成
立
・
保
管

場
所
は
、
共
同
生
活
信
心
会
に
由
来
す
る
も
の
が
一
つ
あ
る
ほ
か
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
男
子
修
道
院
で
筆
写
な
い
し
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。
ま
た
成
立
年
代
別
で
は
、
一
九
写
本
が
一
三
、
四
世
紀
に
成

立
し
て
い
た
が
、
一
七
写
本
の
成
立
は
一
五
世
紀
で
あ
っ
た
。Folkerts
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ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
大
司
教
、
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士Jacobus de V

oragine

（
一
二
三
〇
―
九
八
）
の
一
二
六
七
年
頃
に
完
成
し
た
『
黄
金
伝
説
』
と

い
う
聖
人
伝
集
が
、
中
世
欧
州
に
お
い
て
聖
書
よ
り
も
教
壇
か
ら
多
く
説

か
れ
て
い
た
。
収
録
さ
れ
て
い
る
聖
人
伝
の
多
く
は
歴
史
性
や
典
拠
が
乏

し
く
、
近
世
に
お
け
る
宗
教
改
革
後
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
化
圏
に

お
い
て
迷
信
的
言
説
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
だ
が
皮
肉
に
も
、
中
世
後
期

に
お
い
て
聖
書
よ
り
も
広
く
普
及
し
た
『
黄
金
伝
説
』
は
、
救
済
論
の
大

衆
化
の
側
面
を
担
っ
た
代
表
作
と
い
う
意
味
で
、
近
世
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
世
界
観
を
築
く
一
因
と
な
っ
た
。
本
発
表
で
は
『
黄
金
伝
説
』
に
お

け
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
伝
が
近
世
化
し
て
い
る
救
済
論
を
反
映
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
『
黄
金
伝
説
』
に
み
ら
れ
る
大
衆
化
し
た
神
学
は
、
一
二
世
紀
以
降
の

新
た
な
説
教
の
運
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
第
九
一
話
「
マ

グ
ダ
ラ
の
聖
女
マ
リ
ア
」
は
、
そ
の
新
た
な
説
教
の
最
も
大
切
な
内
容
で

あ
っ
た
救
済
の
機
会
の
普
遍
性
を
強
調
す
る
。
女
性
の
罪
は
肉
欲
と
関
わ

る
と
前
提
し
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
改
心
し
た
娼
婦
と
み
な
し
た
中
世

神
学
で
は
そ
の
こ
と
で
悪
人
が
救
済
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
と
寄
り
添
う
聖
人

に
な
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
説
い
た
。
一
二
九
七
年
に
マ
グ
ダ
ラ

の
マ
リ
ア
が
ド
ミ
ニ
コ
会
の
守
護
聖
人
に
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
女
が
中
世

後
期
の
説
教
の
中
で
賤
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
崇
敬
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
『
黄
金
伝
説
』
に
登
場
す
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
は
、
女
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
説
教
を
行
い
奇
跡
を
も
た
ら
し
、
教
会
の
指
導
役
と
し
て
造
型
さ

れ
て
い
る
。
一
一
世
紀
に
は
、
救
済
は
一
般
信
者
で
は
な
く
、
主
に
「
世

の
厭
い
」
す
る
神
職
者
の
も
の
で
あ
っ
た
。
教
会
は
「
罪
の
償
い
」
等
の

は
以
上
を
も
っ
て
、
修
道
士
よ
り
俗
人
や
女
性
の
ほ
う
が
伝
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
し
「
学
識
あ
る
男
性
に
と

っ
て
以
上
に
女
性
に
と
っ
て
、
伝
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
と
は
い
い

が
た
い
」
と
す
る
。
ま
た
伝
が
よ
ま
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
マ
リ
ア
は
学

識
あ
る
神
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
預
言
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
一
五
世
紀
の
伝
の
伝
来
を
調
べ
る
と
、
マ
リ
ア
は
、「
リ

エ
ー
ジ
ュ
の
真
珠
」
と
し
て
で
は
な
く
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
家
の
血
を
ひ
く

地
域
ゆ
か
り
の
聖
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
い
、
こ
れ
も
現
在
一
般

に
流
布
す
る
概
説
と
比
較
す
れ
ば
、
意
外
と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
結
果
で

あ
る
。
一
九
世
紀
に
好
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
一
人
歩
き
し
て
構
築
さ
れ

て
き
た
「
女
性
た
ち
の
」
霊
性
は
、
そ
の
妥
当
性
の
検
討
が
ま
た
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

『
黄
金
伝
説
』
に
お
け
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
伝
と
一
三
世
紀
の
救
済
論

ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ス

　
「
近
世
化
」
と
い
う
用
語
自
体
が
多
義
性
・
多
様
性
を
持
つ
が
、
宗
教

の
役
割
を
軽
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。「
近
世
」
を
考
え
る
上
で
問
題

に
な
る
の
が
、
近
世
的
な
宗
教
の
特
色
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖

教
や
説
教
と
い
う
媒
体
に
よ
っ
て
教
義
が
大
衆
に
普
及
さ
れ
る
こ
と
が
最

も
著
し
い
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
研
究
は
日
本
の

密
教
テ
キ
ス
ト
や
説
法
の
変
化
等
を
中
心
と
す
る
、
こ
う
し
た
理
論
的
関

心
を
持
つ
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
発
表
は
説
教
の
変
化
と

「
近
世
化
」
が
日
本
一
国
の
枠
を
超
え
る
現
象
な
の
か
否
か
を
考
え
る
手

が
か
り
と
し
て
、『
黄
金
伝
説
』
に
み
る
一
二
世
紀
の
救
済
論
の
大
衆
化

を
考
察
す
る
。
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ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
の
救
済
論

矢
内　

義
顕

　

ペ
ト
ル
ス
・
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
（
一
〇
七
九
―
一
一
四
二
）
は
、『
ロ
ー

マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
講
解
』（Expositio epistolam

 ad Rom
anos

）

に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
三
章
二
六
節
と
の
関
連
で
、
教
父

以
来
の
伝
統
的
な
贖
罪
論
（
悪
魔
の
権
利
説
）
を
批
判
し
、
さ
ら
に
一
一

世
紀
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
償
罪
論
を
暗
に
批
判
し
た
上
で
、
彼
自
身
の
救

済
論
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
「
キ
リ
ス
ト
の
受
難
が
神
の
最
高
の
愛
を
示
す

模
範
で
あ
り
、
こ
の
模
範
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
人
間
が
、
自
ら
も
愛
に
よ

っ
て
生
き
、
神
と
の
和
解
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う
救
済
論
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
シ
ト
ー
会
神
学
者
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
ベ
ル

ナ
ル
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
的
な
異
端
と
し
て
断
罪
さ
れ
る
。

以
下
で
、
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
の
救
済
論
の
概
略
を
示
す
と
共
に
、
そ
の
問

題
点
を
二
つ
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
神
の
愛
を
示
す
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
は
、「
友
の
た
め
に
自
分

の
命
を
捨
て
る
こ
と
、
こ
れ
以
上
に
大
き
な
愛
を
抱
く
者
は
誰
も
い
な

い
」
と
い
う
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
五
章
一
三
節
を
引
用
す
る
。「
友
」

と
は
人
間
を
指
す
。
で
は
、
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
は
人
間
の
た
め
に
命
を
捨
て

る
の
か
。
人
間
の
原
罪
の
た
め
で
あ
る
。
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
に
よ
る
と
、

原
罪
と
は
、
人
祖
ア
ダ
ム
が
犯
し
た
罪
の
ゆ
え
に
、
彼
の
子
孫
が
負
う
こ

と
に
な
っ
た
断
罪
と
い
う
負
債
・
罰
で
あ
る
（『
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手

紙
講
解
』
五
章
一
九
節
の
註
解
を
参
照
）。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
リ
ス
ト
の
死

は
、
人
間
が
受
け
る
べ
き
刑
罰
を
代
理
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
他
な
ら

ず
、
こ
の
代
価
に
よ
っ
て
人
間
に
対
す
る
罰
が
除
か
れ
、
同
時
に
「
人
間

一
般
信
者
の
外
面
的
行
為
を
求
め
た
が
、
内
面
的
信
仰
を
神
に
任
せ
る
傾

向
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
彼
女
を
使
徒
達
へ
の
使
徒
」
と
呼

ば
れ
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
説
教
す
る
が
、
そ
れ
が
六
回
言
及
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
一
般
信
者
に
近
い
存
在
で
あ
る
救
済
さ
れ
て
い
る
「
罪

の
女
」
が
主
役
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
現
す
。
本
資
料
は
罪
深
い
俗
人
が

恩
寵
と
悔
俊
に
よ
っ
て
清
め
を
説
明
す
る
説
教
の
ノ
ー
ト
（
台
本
）
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
改
心
後
の
マ
グ
ダ
ラ
は
隠
者
の
生
活
を
望

み
、「
内
面
の
観
想
」
に
励
む
。
そ
の
思
想
的
背
景
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
神

学
者Jacques de V

itry
（
一
一
六
〇
―
一
二
四
〇
）
は
、
授
戒
者
は

神
職
者
に
限
ら
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
の
掟
に
従
う
者
は
授
戒
者
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『
黄
金
伝
説
』
の
マ
グ
ダ
ラ
伝
で
騎
士
と
司
祭
の
救
済
談
が
一

三
世
紀
の
背
景
を
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
暴
力
的
な
存
在
で
あ
る

騎
士
が
告
解
と
改
悛
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
が

当
時
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
一
二
八
一
年
に
成
立
し
た
俗
人
と
司
祭
の

教
化
を
進
め
たJohn Pecham

（
一
二
三
〇
―
九
二
）
の
『Ignoran-

tia Sacerdotum

』
を
参
考
に
す
れ
ば
、
マ
グ
ダ
ラ
伝
に
お
け
る
世
俗

を
棄
て
、
完
徳
の
生
活
を
送
っ
た
司
祭
の
話
の
背
景
を
推
定
で
き
る
。
以

上
の
よ
う
な
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
資
料
が
か
つ
て
な
い
高

い
救
済
論
へ
の
理
解
を
求
め
る
俗
人
の
救
済
に
基
づ
い
て
大
衆
化
し
、
内

面
的
信
仰
へ
の
転
向
を
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
発
表
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費26370076

の
助
成
を
う
け
た
研
究
活

動
の
一
部
で
す
。
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の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
に
始
ま
る
償
罪
説
と
そ
の
展
開
を
一
九
世
紀
ま
で
追
跡

し
、
こ
の
神
学
思
想
が
、
西
方
に
お
け
る
刑
罰
思
想
、
報
復
の
思
想
に
強

い
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た
こ
と
を
論
じ
る
と
共
に
、
こ
れ
と
は
異
な
る
選

択
肢
と
し
て
の
和
解
論
が
、
一
二
世
紀
の
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
以
来
存
在
し

た
こ
と
を
強
調
す
る
。
む
ろ
ん
、
彼
の
救
済
論
は
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の

手
紙
の
註
解
と
い
う
制
約
の
も
と
に
語
ら
れ
、
そ
れ
自
体
と
し
て
十
分
に

展
開
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
彼
と
し
て
は
、
そ
れ
を
『
ト
ロ
ポ
ロ

ギ
ア
』（T

ropologiae

）
と
い
う
著
作
で
果
た
そ
う
と
考
え
て
い
た
よ

う
だ
が
、
今
日
こ
の
著
作
は
現
存
し
な
い
。
と
は
い
え
、
彼
の
救
済
論
が

も
つ
含
蓄
を
十
分
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、
伝
統
的
な
贖
罪
論
お
よ
び
償

罪
論
に
対
す
る
彼
の
批
判
も
、
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
愛
徳
論
に
お
け
る
分
有
概
念

芝
元　

航
平

　

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
、『
神
学
大
全
』
第
二-

二
部
に
お
い
て
、
信

仰
、
希
望
と
な
ら
ぶ
対
神
徳
と
し
て
の
「
カ
リ
タ
ス
（caritas

）」（
愛

徳
）
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
人
間
に
お
け
る
カ
リ

タ
ス
は
、
恩
寵
に
よ
っ
て
神
か
ら
注
入
さ
れ
る
「
徳
」
で
あ
る
と
さ
れ
、

神
と
隣
人
を
「
愛
す
る
働
き
」
そ
の
も
の
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
愛
す
る
た
め
の
徳
と
し
て
理
解
さ
れ
た
カ
リ
タ
ス
に
対
し
て

は
、
そ
れ
は
根
本
的
に
は
自
己
愛
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
神
の
無
償
の

愛
と
し
て
の
「
ア
ガ
ペ
ー
」
を
歪
曲
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ニ
ー
グ
レ

ン
に
代
表
さ
れ
る
批
判
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ト
マ
ス
が
人
間
に
お
け
る

カ
リ
タ
ス
を
神
の
愛
の
「
分
有
」（participatio

）
と
し
て
理
解
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
て
、
徳
と
し
て
カ
リ
タ
ス
を
理
解
す
る
こ
と
の
意
義
を

の
魂
を
、
罪
を
犯
す
意
志
か
ら
引
き
離
し
、
キ
リ
ス
ト
の
最
高
の
愛
へ
と

駆
り
立
て
る
の
で
あ
る
」（
同
書
四
章
二
五
節
の
註
解
参
照
）。
さ
ら
に
、

ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
は
、
こ
の
こ
と
が
「
神
性
に
従
っ
て
で
は
な
く
、
受
容

さ
れ
た
人
間
本
性
に
お
い
て
」
な
さ
れ
た
と
述
べ
る
（
同
八
章
三
節
の
註

解
を
参
照
）。
こ
れ
は
、
父
な
る
神
が
受
難
し
た
と
す
る
説
（patripas-

sianism
）
を
避
け
る
た
め
の
発
言
だ
が
、
彼
の
救
済
論
で
は
人
間
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
の
業
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
背
景
に
、
一
二
世
紀
に
お
け

る
イ
エ
ス
の
生
涯
へ
の
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
代
理
的
に
刑
罰
に
服
す
る
こ
と
が
、
な
ぜ
神
―
人
（D

eus-hom
o

）

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
が
、

明
確
に
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　

第
二
の
問
題
点
は
以
下
の
点
に
あ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死

は
、「
人
間
の
魂
を
、
…
キ
リ
ス
ト
の
最
高
の
愛
へ
と
駆
り
立
て
る
」
と

ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
は
述
べ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
彼
は
、
ロ
ー
マ
の
信
徒

へ
の
手
紙
四
章
二
五
節
「
彼
（
キ
リ
ス
ト
）
は
わ
れ
わ
れ
の
義
化
の
た
め

に
復
活
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
註
解
し
て
「
義
化
と
は
義
の
堅
持
」「
義

し
い
行
な
い
を
堅
持
す
る
者
と
な
る
こ
と
」
だ
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
彼
の

救
済
論
の
道
徳
的
・
倫
理
的
な
性
格
が
明
確
に
言
い
表
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
義
化
が
、
キ
リ
ス
ト
を
模
範
と
す
る
人
間
の
努
力
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
こ
と
な
の
か
、
聖
霊
の
働
き
・
恩
恵
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
、

両
者
に
よ
る
の
か
が
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
救
済
が
、
ど
の
よ
う
に
人
間
に
適
用
さ
れ
る
の
か
が

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ゴ
リ
ン
ジ
『
神
の
正
義
の
復
讐
』（T

im
othy Gorrin-

ge, G
od
’s Just V

engeance, 1996, Cam
bridge

）
は
、
一
一
世
紀
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ら
、「
わ
れ
わ
れ
は
神
の
カ
リ
タ
ス
に
よ
っ
て
隣
人
を
愛
す
る
」
と
正
当

に
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ト
マ
ス
は
「
分
有
」
を
「
部
分
を
取
る
こ
と
」
と
し
て
、
つ
ま
り
本
質

的
に
は
他
の
も
の
に
属
し
て
い
る
何
か
を
特
殊
的
に
受
け
取
る
こ
と
と
し

て
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
に
お
け
る
分
有
と
し
て
の
カ
リ

タ
ス
は
す
で
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
見
出
さ
れ
て
お
り
、
カ
リ
タ
ス

は
本
質
的
に
は
神
に
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
リ
タ

ス
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
限
界
を
含
ま
な
い
意
味
を
持
つ
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ト
マ
ス
は
、『
神
学
大
全
』
の
愛
徳
論
の
冒
頭
で
あ
る
第
二-

二
部
第
二
三
問
題
第
一
項
で
、
カ
リ
タ
ス
は
、
神
を
「
誰
か
」
と
し
て
愛

す
る
端
的
な
愛
で
あ
る
「
好
意
」
と
、
神
の
人
間
へ
の
「
至
福
」
の
「
分

ち
合
い
」
に
基
づ
く
、
人
間
の
神
へ
の
「
友
愛
」（am

icitia

）
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
カ
リ
タ
ス
は
、
そ
れ
自
体
と

し
て
は
、
働
き
に
対
し
て
区
別
さ
れ
た
徳
と
い
う
在
り
方
に
限
定
さ
れ
る

必
要
は
な
い
。
そ
の
カ
リ
タ
ス
が
、
働
き
の
形
相
的
根
源
で
あ
る
徳
と
働

き
そ
の
も
の
が
存
在
論
的
に
区
別
さ
れ
る
被
造
物
と
し
て
の
人
間
に
よ
っ

て
限
定
的
に
受
け
取
ら
れ
る
、
つ
ま
り
「
分
有
」
さ
れ
た
と
き
に
、
徳
と

し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
徳
と
し
て
の
カ
リ
タ
ス

は
、
神
か
ら
人
間
に
直
接
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
人
間
に
対
す
る
神

の
愛
を
最
も
よ
く
表
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
カ
リ
タ
ス
と
い
う
名
に
ふ

さ
わ
し
い
と
言
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

考
察
す
る
。

　

新
約
聖
書
で
は
、
ア
ガ
ペ
ー
は
神
と
人
間
の
間
の
力
動
的
な
関
係
の
中

で
語
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
に
お
け
る
ア
ガ
ペ
ー
（
ラ
テ
ン

語
で
は
カ
リ
タ
ス
）
は
、
ま
ず
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
主
題
化

さ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、「
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手

紙
」
第
五
章
第
五
節
「
神
の
カ
リ
タ
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
た
聖

霊
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
心
に
注
が
れ
た
」（
ウ
ル
ガ
タ
版
に
よ
る
）
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
箇
所
を
ト
マ
ス
は
、『「
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ

の
手
紙
」
注
解
』
で
、
聖
霊
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
心
に
注
が
れ
た
「
神

の
カ
リ
タ
ス
」
は
、「
神
が
わ
れ
わ
れ
を
愛
す
る
」
カ
リ
タ
ス
で
あ
り
、

同
時
に
「
わ
れ
わ
れ
が
神
を
愛
す
る
」
カ
リ
タ
ス
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

「
聖
霊
で
あ
る
愛
」
の
「
分
有
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
の
人
間
に
与
え
ら
れ
た
カ
リ
タ
ス
を
ト
マ
ス
は
、
人
間
の
魂
の
内
に

神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
「
徳
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
ト
マ
ス
は
、

『
神
学
大
全
』
第
二-

二
部
第
二
三
問
題
第
二
項
で
、
カ
リ
タ
ス
の
働
き
が

人
間
の
自
由
に
基
づ
く
意
志
的
な
働
き
で
あ
る
た
め
に
は
、
神
か
ら
直
接

に
与
え
ら
れ
る
の
は
働
き
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
働
き
の
根
源
で
あ
る
習

慣
的
形
相
と
し
て
の
「
徳
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
ト

マ
ス
は
、
精
神
の
内
に
あ
る
カ
リ
タ
ス
が
神
自
身
で
あ
る
と
主
張
す
る
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
典
拠
と
す
る
異
論
に
対
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
は
「
分
有
」
に
よ
る
語
り
方
を
し
て
い
る
の
だ
と
解
答
し
て
い
る
。
神

の
本
質
は
カ
リ
タ
ス
な
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
内
に
創
造
さ
れ
た
カ
リ
タ

ス
は
神
の
カ
リ
タ
ス
の
「
分
有
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

分
有
に
よ
る
語
り
方
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
内
に
あ
る
被
造
的
カ
リ
タ

ス
は
、
神
の
本
質
で
あ
る
「
神
の
カ
リ
タ
ス
」
の
分
有
で
あ
る
こ
と
か
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は
、
他
の
諸
事
物
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
神
の
万
能
の
影
響
力
に
即
し
て

（secundum
 effectivam

 virtutem
 om
nipotentiae suae

）
存
在

せ
し
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
神
の
本
質
の
或
る
種
の
形
相
的
放

出
に
よ
っ
て
（secundum

 quendam
 form

alem
 defluxum

 essen-
tiae suae

）
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
把
握
に
よ

っ
て
能
動
知
性
は
、
神
と
の
同
形
相
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
最
後
に
、
神
と
同
形
相
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
う
し
た
能

動
知
性
が
、
人
間
の
魂
に
対
し
て
い
か
な
る
関
係
に
た
つ
の
か
と
い
う
点

を
検
討
し
た
。
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
よ
れ
ば
能
動
知
性
と
魂
と
は
本
質
を
同

じ
く
す
る
が
、
そ
の
同
一
性
の
様
態
は
一
義
性
（univocatio

）
に
よ
る

も
の
で
も
分
有
（participatio

）
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
能

動
知
性
は
、
結
果
た
る
魂
に
対
し
て
原
因
（causa

）
の
位
置
を
占
め
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
能
動
知
性
は
、
人
間
の
魂
と
本
質
を

同
じ
く
す
る
原
因
、
す
な
わ
ち
本
質
的
原
因
（causa essentialis

）
と

呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の
唱
え
た
こ
う
し
た
能
動
知
性
論
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を

は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
神
秘
思
想
の
系
譜
に
も
受
け
つ
が
れ
る
。
そ
こ
で

能
動
知
性
は
人
間
に
よ
る
神
認
識
を
主
導
す
る
「
魂
に
お
け
る
或
る
ひ
と

つ
の
力
」（eine K

raft in der Seele

）
と
み
な
さ
れ
、
能
動
知
性
論
は

さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
数
学
的
神
学
」
と
し
て
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
思
想

│
│ 
近
年
の
研
究
動
向
か
ら 

│
│

島
田　

勝
巳

　

Ｄ
・
ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
は
近
著
『
数
学
的
神
学
』
に
お
い
て
、
西
洋
キ

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
お
け
る
能
動
知
性
論

若
松
功
一
郎

　

本
発
表
で
は
、
中
世
ド
イ
ツ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
思
想
家
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ

ッ
ク
ハ
ル
ト
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
神
秘
思
想
」
と
の
関

連
を
念
頭
に
お
い
て
、
当
時
の
ケ
ル
ン
で
大
き
な
思
想
的
影
響
力
を
持

ち
、「
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
学
派
」
と
呼
ば
れ
る
学
統
を
形
成
し
て
い
た
一

群
の
思
想
家
た
ち
の
う
ち
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（D
iet-

rich von Freiberg
一
二
四
〇
頃
―
一
三
一
八
頃
）
が
唱
え
た
能
動
知

性
に
関
す
る
教
説
を
検
討
し
た
。

　

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
著
作
『
至
福
直
観
に
つ
い
て
』（D

e visione beati-
fica

）
に
お
い
て
、
存
在
者
全
般
の
う
ち
に
、「
本
質
を
つ
う
じ
て
作
用

す
る
」（operans per suam

 essentiam

）
も
の
と
そ
う
で
な
い
も

の
と
い
う
、
二
つ
の
区
分
を
立
て
る
。
こ
の
区
分
に
よ
れ
ば
、
或
る
存
在

者
が
本
質
を
つ
う
じ
て
作
用
す
る
と
き
、
そ
れ
が
為
す
作
用
（operatio

）

は
こ
の
存
在
者
の
本
質
そ
の
も
の
（ipsa essentia
）
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
作
用
は
そ
れ
が
為
さ
れ
た
の
ち
も
、
作
用
者
の
う
ち
に
本
質
と

し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
質
を
つ
う
じ
て
作
用
す
る
も

の
と
そ
の
本
質
的
作
用
と
は
同
一
（idem

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
能
動
知
性
に
よ
る
先
述
の
発
出
―
認
識
行

為
も
ま
た
、
能
動
知
性
が
そ
の
本
質
を
つ
う
じ
て
（per essentiam
）

為
す
行
為
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
能
動
知
性
の
本
質
そ
れ
自
体
と
不

可
分
の
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
、
能
動
知
性
に
お
け
る
認
識
即
発
出
と
い
う

こ
の
事
態
を
、
神
か
ら
能
動
知
性
が
形
相
的
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
（for-
m
alis defluxus

）
と
し
て
語
り
な
お
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
能
動
知
性
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第
二
様
態
の
媒
介
に
よ
っ
て
存
在
者
を
縮
限
す
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、『
知
あ
る
無
知
』
に
続
く
『
推
測
に
つ
い
て
』
で
は
、
数

を
宇
宙
体
系
に
調
和
さ
せ
る
四
つ
の
一
性
が
階
層
的
に
論
じ
ら
れ
る
。
そ

こ
で
は
受
肉
の
御
言
葉
で
は
な
く
第
一
の
媒
介
と
し
て
の
数
が
、Logos

の
代
わ
り
にA

rithm
os

が
称
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、

『
知
あ
る
無
知
』
に
お
け
る
「
受
肉
の
御
言
葉
に
よ
る
他
律
的
媒
介
」
と
、

『
推
測
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
「
数
に
よ
る
自
律
的
媒
介
」
と
い
う
二
つ

の
神
学
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
四
五
〇
年
代
に
入

る
と
、
特
に
『
精
神
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
先
の
第
二
様
態
が
、
神
の

御
言
葉
と
競
合
す
る
半-

神
的
媒
介
者
で
は
な
く
、
精
神
の
上
昇
に
内
在

的
な
段
階
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
数
学

と
神
学
と
の
親
近
性
を
改
め
て
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
媒
介
を
め
ぐ
る

先
の
二
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
間
の
膠
着
状
態
か
ら
脱
す
る
道
を
示
し
た
、
と

ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
は
捉
え
る
。
さ
ら
に
一
四
六
〇
年
代
の
『
球
遊
び
に
つ

い
て
』
で
は
、
受
肉
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
対
立
の
克
服
が
、
四
科
に
よ
っ

て
可
視
化
可
能
な
宇
宙
の
数
学
的
秩
序
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
う
し
て
受
肉
は
、
四
科
の
神
学
的
機
能
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Logos

とA
rithm

os

の
調
和
が
図
ら
れ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
初
期
近
代
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教

は
、Logos

を
唯
一
の
媒
介
と
し
て
採
用
し
、A

rithm
os

を
排
除
し
た

こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
テ
ィ
エ
リ

と
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
反
証
例
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
「
普
遍
数

学
」
と
を
不
和
に
す
る
も
の
は
（
キ
リ
ス
ト
教
側
か
ら
す
れ
ば
）
実
は
何

も
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
解
釈
は
、
テ
ィ
エ
リ
と
シ
ャ
ル
ト
ル

リ
ス
ト
教
史
に
伏
在
す
る
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
主
義
の
系
譜
、
特
に
ボ
エ
テ
ィ
ウ

ス
的
伝
統
を
継
承
し
た
シ
ャ
ル
ト
ル
の
テ
ィ
エ
リ
の
思
想
を
「
数
学
的
神

学
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
文
脈
に
お
け
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
大
胆
な
読
解
を

試
み
て
い
る
。

　

ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
デ
カ
ル
ト
以
前
の
「
普
遍
数
学
」
の
系
譜
を
明

ら
か
に
す
べ
く
、
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
歴
史
に
お
け
る
数
学
化
の
契
機
と
し

て
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
主
義
の
歴
史
を
辿
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
主
義

の
系
譜
の
中
で
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
み
が
四
科Q

uadrivium

の
う
ち

に
、
神
と
世
界
の
媒
介
と
し
て
の
数
学
と
い
う
主
題
を
再
導
入
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
を
一
二
世
紀
と
一
五
世
紀
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
ち
で
継

承
し
た
の
が
、
シ
ャ
ル
ト
ル
の
テ
ィ
エ
リ
と
ク
ザ
ー
ヌ
ス
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
九
五
年
に
、
Ｍ
・
Ｊ
・
Ｆ
・
Ｍ
・
フ
ネ
ン
に
よ
っ
て

新
資
料
の
発
見
が
な
さ
れ
た
。
彼
はFundam
entum

 naturae quod 
videtur physicos ignorasse

（『
自
然
学
者
ら
が
知
ら
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
自
然
の
基
礎
』、
以
下
『
基
礎
』）
と
題
さ
れ
た
こ
の
匿
名
の
草
稿

に
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
『
知
あ
る
無
知
』
第
二
巻
の
数
章
に
見
ら
れ
る
文
章

と
逐
語
的
に
類
似
す
る
文
章
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、『
知
あ
る
無
知
』

の
中
核
的
な
議
論
は
、
こ
の
草
稿
を
「
雛
形
」V

orlage

と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

フ
ネ
ン
に
よ
る
こ
の
発
見
と
そ
の
解
釈
を
批
判
的
に
継
承
し
、
そ
れ
に

明
確
な
輪
郭
を
与
え
た
の
が
ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ

ば
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
『
知
あ
る
無
知
』
に
お
い
て
、『
基
礎
』
か
ら
学
ん

だ
「
縮
限
さ
れ
た
宇
宙
」
の
観
念
を
、
テ
ィ
エ
リ
か
ら
学
ん
だ
「
相
等
性

と
し
て
の
御
言
葉
」
と
い
う
教
説
に
接
合
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ク
ザ
ー
ヌ

ス
に
と
っ
て
、
相
等
性
と
し
て
の
御
言
葉
は
―
『
基
礎
』
が
拒
絶
し
た
―
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ツ
語
説
教
五
二
を
中
心
に
ポ
レ
ー
ト
か
ら
の
影
響
が
存
在
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
神
化
に
関
わ
る
比
喩
に
限
定
し
て
両
者
の
影

響
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
『
鏡
』
に
つ
い
て
、
神
化
に
関
わ
る
事
例
と
し
て
ま
ず
取
り
上
げ
た
い

の
が
大
海
に
注
ぐ
河
の
比
喩
で
あ
る
。
河
が
海
へ
と
流
れ
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
河
が
河
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
失
う
と
い
う
比
喩
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
比
喩
は
単
な
る
固
有
性
の
消
滅
で
は
な
く
変
容
で

あ
り
、
意
志
に
お
け
る
神
と
の
一
を
示
し
て
い
る
。
火
が
鉄
を
覆
い
、
鉄

自
身
の
様
相
を
失
わ
せ
る
こ
と
も
、
こ
の
水
の
比
喩
と
同
じ
構
造
に
あ

る
。
神
が
火
に
、
魂
が
鉄
に
比
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
比
喩
は
魂

が
形
や
固
有
性
と
し
て
の
性
質
を
失
い
、
神
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
、
神
そ
の

も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
魂
自
身
の
固
有
性
と
し
て
の
存
在
な
し
に
存

在
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
神
化
に
関
わ
る
比
喩
を
用
い
る
箇
所
と
し
て
、
ま
ず

は
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
註
解
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
こ
で
は
火
と
木
の
比

喩
に
よ
っ
て
我
々
の
内
に
キ
リ
ス
ト
が
形
成
さ
れ
、
神
の
子
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ポ
レ
ー
ト
の
比
喩
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
そ

の
火
と
鉄
の
比
喩
の
よ
う
に
木
が
そ
の
形
相
を
失
っ
て
火
そ
の
も
の
に
な

る
の
で
は
な
く
、
火
の
形
相
の
獲
得
と
な
っ
て
い
る
点
で
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
比
喩
で
は
さ
ら
に
、
木
が
火
の
形
相
を
受
け
取
る
過
程

で
の
「
不
等
性
の
苦
悩
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
不
等
性

で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
神
の
似
姿
を
も
っ
て
創
造
さ
れ
た
人
間

に
お
け
る
神
と
の
類
似
（sim

ilitudo

）
を
根
拠
と
し
た
等
し
さ
で
あ
り
、

変
化
の
過
程
を
不
等
性
の
排
除
に
よ
る
等
し
さ
の
回
復
と
し
て
表
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

学
派
の
テ
キ
ス
ト
の
整
合
性
を
測
り
つ
つ
統
合
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
基

軸
と
す
る
。
故
に
そ
れ
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
以
外
の
資
料
が
ク
ザ
ー
ヌ

ス
思
想
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
限
定
的
な
指
摘
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
私
自
身
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
思
想
に
お
け
る
擬
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
ス
を

介
し
た
「
否
定
神
学
」
的
問
題
構
成
を
、
シ
ャ
ル
ト
ル
学
派
を
介
し
た

「
数
学
的
神
学
」
的
問
題
構
成
と
複
雑
に
絡
み
合
う
も
の
と
し
て
捉
え
つ

つ
も
、
な
お
も
ク
ザ
ー
ヌ
ス
自
身
の
一
貫
し
た
関
心
と
し
て
捉
え
、
そ
の

思
想
の
論
脈
を
追
っ
て
行
き
た
い
。

ポ
レ
ー
ト
か
ら
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
へ
？

│
│ 「
神
化
」
思
想
を
中
心
に 
│
│

村
上　
　

寬

　

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ポ
レ
ー
ト
（
一
三
一
〇
没
）
は
異
端
宣
告
を
受
け
処

刑
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
著
作
で
あ
る
『
単
純
な
魂
の
鏡
』（
以
下

『
鏡
』）
は
持
つ
こ
と
も
読
む
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
が
、
当
時
の
人
々
に
少

な
か
ら
ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
異
端
宣
告
後
も
密
か
に
読
ま
れ
続
け

た
。
研
究
者
た
ち
は
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
一
二
六
〇
頃
―
一

三
二
八
）
へ
の
影
響
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
た
び
た
び
指
摘
し
て
お

り
、
本
発
表
で
は
、
神
化
に
関
す
る
比
喩
を
手
が
か
り
に
そ
の
影
響
関
係

に
つ
い
て
論
考
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
『
鏡
』
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
主
張
に
お
い
て
、
最

も
有
力
な
根
拠
と
な
る
の
は
用
語
や
概
念
の
一
致
で
は
な
く
、
状
況
証
拠

で
あ
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
『
鏡
』
に
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
は
一
三

一
一
年
か
ら
一
三
一
三
年
ま
で
の
二
度
目
の
パ
リ
大
学
神
学
部
教
授
時
代

で
あ
る
。
そ
の
思
想
的
親
近
性
と
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
研
究
者
ら
は
ド
イ
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の
『
命
題
集
』
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
『
命
題
集
』

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
神
学
部
に
お
い
て
教
科
書
と
な
り
、
神
学
教

育
に
携
わ
る
者
た
ち
は
、
軒
並
み
、『
命
題
集
註
解
』
を
執
筆
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
盛
期
ス
コ
ラ
や
後
期
ス
コ
ラ
と
言
わ
れ
る
一
三

世
紀
〜
一
四
世
紀
に
か
け
て
、
原
罪
を
め
ぐ
る
議
論
は
百
花
繚
乱
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
論
争
期
を
経
て
、
一
五
世
紀

に
は
、
最
後
の
偉
大
な
る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ビ
ー
ル
（Gabriel Biel, ca. 1410-1495

）
が
登
場
す

る
。
彼
は
、
こ
の
時
代
の
論
争
を
、
大
き
く
次
の
三
つ
の
見
解
に
整
理
す

る
。【
Ⅰ
】
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
の
見
解
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
継
承
）。

【
Ⅱ
】
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
見
解
（
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
、
オ
ッ
カ
ム

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
追
従
）。【
Ⅲ
】
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
の
見
解
（
ボ
ナ
ヴ
ェ

ン
ト
ゥ
ラ
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
が
追
従
）。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
原
罪
と
は
、
ア
ダ
ム
が
犯
し
た
罪
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
ア
ダ
ム
が
犯
し
た
罪
に
対
す
る
罰
と
し
て
、
ア
ダ
ム
の
子
孫
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
罪
の
こ
と
だ
と
、
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て

厳
密
に
規
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
原
罪
の
位
置
づ
け
は
共
有
さ

れ
つ
つ
、【
Ⅰ
】〜【
Ⅲ
】
の
見
解
の
概
要
は
、
ビ
ー
ル
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。【
Ⅰ
】
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
継
承
す
る
ロ
ン

バ
ル
ド
ゥ
ス
の
見
解
は
、
ア
ダ
ム
の
犯
し
た
罪
に
対
す
る
罰
と
し
て
、
人

間
の
自
然
本
性
（natura

）
そ
の
も
の
が
改
変
さ
れ
た
と
す
る
。
つ
ま

り
、「
罪
の
火
口
（fom

es peccati

）」
で
あ
る
「
情
欲
（concupiscen-

tia
）」
が
、
人
間
の
肉
的
な
自
然
本
性
に
罰
と
し
て
内
在
的
に
埋
め
込
ま

れ
た
と
し
、
そ
の
結
果
、
原
罪
の
本
質
規
定
（ratio

）
に
、「
火
口
」
が

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。【
Ⅱ
】
ス
コ
ト
ゥ
ス
や
オ
ッ
カ
ム
が
追
従

　

一
方
で
ド
イ
ツ
語
説
教
一
一
で
は
、
同
じ
く
火
と
木
の
比
喩
が
、
神
の

意
志
に
お
け
る
一
の
成
就
と
い
う
事
柄
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

も
木
が
火
そ
の
も
の
と
な
る
た
め
に
は
不
等
性
が
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
等
し
さ
が
意
味
し
て
い
る

の
は
、
明
ら
か
に
人
間
本
性
の
次
元
で
は
な
く
、
意
志
に
お
け
る
神
と
の

等
し
さ
で
あ
る
。
し
か
し
意
志
に
お
け
る
神
と
の
等
し
さ
と
は
何
を
意
味

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
説
教
五
ｂ
で
は
、
炭
火
を
手
に
の
せ
た
と
き
に
、
炭

火
で
は
な
く
「
無
」
が
そ
の
手
を
焼
く
と
い
う
比
喩
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
比
喩
は
、
神
と
単
純
に
一
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
一
つ
の
意

志
が
神
の
意
志
か
ら
湧
き
出
る
が
、
そ
の
意
志
は
魂
に
属
す
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
意
志
は
一
切
の
被
造
物
に
触
れ
ら
れ
ず
に
あ
る
と
き
自
由

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
説
教
五
ｂ
の
文
脈
に
則
っ
た
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、
意
志
の
不
等
性

を
示
唆
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
思
想
源
泉
を
ポ
レ
ー
ト
に
過
度
に
引
き
寄
せ
る
こ
と

に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
意
志
に
お
け
る
神
と
の
一
を
、
し
か

も
被
造
的
固
有
性
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
文
脈
で
用
い
て
い
る
こ

と
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
へ
の
影
響
を
示
す
一
つ
の
論
拠
と
は
な
り
得
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ビ
ー
ル
に
お
け
る
原
罪
論

辻
内　

宣
博

　

原
罪
と
は
何
か
。
こ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て
、
西
洋
中
世
の
神
学
者
た
ち

は
様
々
な
議
論
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
い
っ
た
ん
は
ペ
ト
ル

ス
・
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
（Petrus Lom

bardus, 1095/1100-1160

）
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テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
続
き
、
そ
の
局
面
に
お
い
て
、
ビ
ー
ル
が
利
用
す
る

回
答
の
根
拠
は
、【
Ⅱ
】
の
立
場
を
継
承
し
た
オ
ッ
カ
ム
の
論
拠
な
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ビ
ー
ル
が
【
Ⅱ
】
の
見
解
に
も
っ
と
も
親
近
感
を

抱
い
て
い
た
と
い
う
理
解
も
ま
た
、
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
解
釈
だ
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

「
私
の
花
は
実
で
あ
る
」

│
│ 

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
因
果
同
一
の
思
惟
構
造 

│
│

田
島　

照
久

　

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
「
創
世
記
」
冒
頭
の
「
初
め
に
（in principio

）

神
は
天
と
地
を
創
造
さ
れ
た
」（
創
一
・
一
）
と
、「
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
」
の

冒
頭
の
記
述
「
初
め
に
（in principio

）
言
が
あ
っ
た
」（
ヨ
ハ
一
・
一
）

を
同
じ
「
初
め
（
始
原
）」
と
し
て
、
神
の
内
で
あ
る
永
遠
と
受
け
取
る
。

こ
の
始
原
で
あ
る
永
遠
を
、
神
が
在
り
、
天
地
を
創
造
し
、
父
が
子
を
生

む
、
謂
わ
ば
ト
リ
ア
ー
デ
構
造
を
有
す
る
「
永
遠
の
第
一
の
単
一
な
る

今
」（prim

um
 nunc sim

plex aeternitatis

）
と
名
づ
け
る
。
さ
ら

に
、「
わ
た
し
は
初
め
で
あ
り
、
終
わ
り
で
あ
る
」（
默
二
二
・
一
三
）
に

従
い
こ
の
「
始
原
」
は
「
終
極
」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、「
神
は
天
地

を
創
造
し
た
」
と
い
う
文
の
完
了
時
制
を
踏
ま
え
、
神
が
過
去
の
も
の
と

し
て
創
造
し
た
す
べ
て
の
も
の
は
、
始
原
の
内
に
お
い
て
現
在
の
も
の
と

し
て
神
は
創
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
始
原
の
「
現
在
性
」
と
終
極
の

「
完
了
性
」
と
を
一
つ
に
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
終
極
と

始
原
が
同
一
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
つ
ね
に
業
は
そ
れ
自
身
の
た
め
に

存
在
す
る
と
し
、
こ
れ
は
神
的
で
あ
る
か
ぎ
り
で
の
神
的
な
も
の
に
属
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
花
と
実
が
同
一
な
の
で
あ
る
と

す
る
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
見
解
は
、
原
罪
と
は
「
あ
る
べ
き
原
初
的
な
正
し

さ
の
欠
如
（carentia iustitiae originalis debitae

）」
と
規
定
さ
れ
、

人
間
の
自
然
本
性
が
改
変
さ
れ
た
と
い
う
理
解
は
採
ら
な
い
。
な
お
、

「
情
欲
」
と
い
う
「
火
口
」
は
、
単
に
人
間
の
肉
体
が
も
つ
「
性
質
」
に

す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
罪
の
本
質
規
定
に
は
、「
情
欲
」

は
組
み
込
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。【
Ⅲ
】
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
や
ア
ク
ィ

ナ
ス
が
追
従
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
の
見
解
は
、
そ
の
両
者
の
中
間
的
な

立
場
で
あ
り
、
原
罪
の
形
相
的
な
局
面
と
し
て
「
あ
る
べ
き
原
初
的
な
正

し
さ
の
欠
如
」
が
充
て
ら
れ
、
他
方
、
質
料
的
な
局
面
と
し
て
、「
罪
の

火
口
」
と
し
て
の
「
情
欲
」
が
充
て
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
罪
の
本

質
規
定
に
、「
あ
る
べ
き
原
初
的
な
正
し
さ
の
欠
如
」
と
「
罪
の
火
口
」

と
し
て
の
「
情
欲
」
と
の
両
方
と
も
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
整
理
の
も
と
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ビ
ー
ル
自
身
が
も

っ
と
も
親
近
感
を
抱
く
立
場
は
ど
れ
に
な
る
の
か
。
彼
の
基
本
的
な
構
想

は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
見
解
を
す
べ
て
救
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

と
り
わ
け
【
Ⅰ
】
と
【
Ⅱ
】
に
関
し
て
は
、
論
理
的
に
、
そ
の
両
者
を
救

う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
種
の
折
衷
案
に
見
え
る

【
Ⅲ
】
こ
そ
が
、
ビ
ー
ル
が
採
用
す
る
立
場
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
し
、

ま
た
、
碩
学
ヘ
イ
コ
ー
・
Ａ
・
オ
ー
バ
ー
マ
ン
も
そ
う
指
摘
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
丹
念
に
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
い
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
う
結
論

を
く
だ
す
の
は
、
些
か
拙
速
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
ひ

と
つ
に
は
、
三
つ
の
立
場
の
う
ち
、
も
っ
と
も
反
証
が
少
な
い
も
の
と
し

て
、
ビ
ー
ル
が
【
Ⅱ
】
の
見
解
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
三
つ
の
見
解
を
ま
と
め
る
形
で
問
題
全
体
の

結
論
が
提
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
後
、
さ
ら
に
疑
問
の
提
示
が
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で
心
を
さ
と
る
こ
と
で
あ
る
と
通
常
さ
れ
て
い
る
。「
修
証
」
と
は
そ
れ

ゆ
え
、
身
修
心
証
、
修
因
証
果
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
通
常
は
原
因
と
し

て
の
修
行
が
結
果
と
し
て
の
「
証
悟
」
を
生
む
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

道
元
は
「
修
証
」
は
別
な
も
の
で
は
な
く
「
一
等
」、
同
じ
も
の
で
あ
る

と
次
の
よ
う
に
説
く
の
で
あ
る
。「
そ
れ
修
證
は
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
と
お

も
へ
る
、
す
な
は
ち
外
道
の
見
な
り
、
佛
法
に
は
、
修
證
こ
れ
一
等
な
り
。

い
ま
も
證
上
の
修
な
る
ゆ
ゑ
に
．
初
心
の
辨
道
す
な
は
ち
本
證
の
全
體
な

り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
修
行
の
用
心
を
さ
づ
く
る
に
も
．
修
の
ほ
か
に
證

を
ま
つ
お
も
ひ
な
か
れ
と
お
し
ふ
〔
正
法
眼
藏
辨
道
話
〕」。

　

道
元
に
お
け
る
「
修
証
一
等
」
の
眼
目
は
、
坐
禅
は
証
悟
の
た
め
の
原

因
手
段
で
は
な
く
、
証
悟
は
坐
禅
の
結
果
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、

坐
禅
が
証
悟
を
目
的
と
し
て
持
た
な
い
限
り
、
坐
禅
に
終
着
点
は
な
い
。

只
管
打
坐
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
只
管
打
坐
が
本
来
の

証
（
さ
と
り
）
の
全
体
で
あ
り
、
修
の
ほ
か
に
証
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
「
私
の
花
は
実
で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
修
証
一
等
」
と
い

う
章
句
で
表
さ
れ
て
い
る
「
因
果
同
一
論
」
は
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
叡
智
を
表
出
す
る
に
相
応
し
い
共
通
の
思
惟
枠
組
み
を

提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

宗
教
哲
学
の
伝
道

│
│ 

綱
島
梁
川
に
よ
る
宗
教
体
験
の
言
説
化
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

古
荘　

匡
義

　

綱
島
梁
川
（
一
八
七
三
―
一
九
〇
七
〔
明
治
六
―
四
〇
〕）
は
明
治
後

期
に
活
躍
し
た
哲
学
者
・
文
芸
批
評
家
で
あ
り
、
特
に
一
九
〇
二
年
か
ら

亡
く
な
る
ま
で
、
病
床
に
あ
り
な
が
ら
宗
教
的
な
主
題
で
執
筆
を
盛
ん
に

語
ら
れ
る
。
そ
し
て
ラ
テ
ン
語
ウ
ル
ガ
ー
タ
訳
「
私
の
花
は
実
で
あ
る
」

（
シ
ラ
書
二
四
・
二
三
）
が
引
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

経
験
的
世
界
に
あ
っ
て
は
、
花
は
実
の
原
因
で
あ
り
、
実
は
花
の
結
果

で
あ
っ
て
、
花
と
実
は
因
果
関
係
に
あ
る
と
一
般
に
は
受
け
と
ら
れ
る
。

花
と
実
の
同
一
は
あ
る
意
味
で
因
果
関
係
の
否
定
を
意
味
し
て
い
る
。
今

日
、
素
粒
子
の
世
界
で
は
因
果
決
定
論
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
広
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
因
果
律
は
、
事
象
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
原
理
で
あ
る
と

い
う
よ
り
は
、
マ
ク
ロ
的
世
界
を
理
解
す
る
一
つ
の
形
式
と
さ
れ
、
そ
の

形
式
は
因
果
関
係
を
想
定
す
る
当
事
者
の
問
題
意
識
に
強
く
依
存
し
て
い

る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
因
果
律
の
内
実
は
信
念
と
し
て
の

思
想
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と
も
言
え
、
そ
の
否
定
は
一
種
の
「
智
恵
の
告

知
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
ふ
つ
う
作
用
者
は
働
き
終
わ
っ
て

休
息
す
る
が
、
神
は
働
き
そ
の
も
の
が
休
息
で
あ
る
と
し
、
神
的
な
人
間

の
有
徳
的
行
為
も
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
神
は
被
造
物
に
お
け
る
す
べ

て
の
働
き
の
始
原
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
と
も
語
ら
れ
、
有
徳
的
行
為
は
、

「
花
」
で
あ
る
そ
の
手
段
・
着
手
は
神
自
身
に
よ
る
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
ず
、「
実
」
で
あ
る
行
為
の
完
了
も
神
自
身
に
よ
る
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
手
段
で
あ
る
行
為
（
花
）
が
目
的
（
実
）

そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
手
段
で
あ
る
行
為
（
花
）
は
そ
の
も
の

の
外
に
目
的
（
実
）
を
持
た
な
い
と
い
う
意
味
で
、「
何
故
（quare

）

の
な
い
行
為
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
「
花
と
実
の
同
一
」
の
言
説
は
ま
さ
し
く

永
平
道
元
の
説
く
「
修
証
一
等
」
と
い
う
教
え
と
響
き
合
う
も
の
が
あ

る
。「
修
証
」
と
は
一
般
に
修
行
と
証
悟
の
意
味
で
、「
修
」
と
は
、
身
を

お
さ
め
る
こ
と
で
因
（
原
因
）
に
当
た
り
、「
証
」
と
は
そ
の
果
（
結
果
）
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目
指
し
う
る
／
目
指
す
べ
き
理
想
を
段
階
的
に
実
現
す
る
べ
く
「
道
徳
的

健
闘
」
を
重
ね
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
る
種
の
「
矛
盾
」
や
「
悲
哀
」
を
生

き
る
こ
と
こ
そ
が
神
の
子
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
綱
島
の
宗
教
体
験
言
説
は
、
特
定
の
信
仰
内
容
の
主
張
で

も
単
な
る
体
験
内
容
の
告
白
で
も
な
く
、
綱
島
個
人
が
体
験
し
た
事
実
を

理
性
的
な
批
判
や
哲
学
的
思
考
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自
覚
的
に
抽
象
化
し

て
、
そ
の
体
験
の
根
源
を
な
す
普
遍
的
な
神
子
関
係
を
概
念
的
に
抽
出
す

る
も
の
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
よ
う
な
言
説
は
、
あ
る
種
の
「
宗
教

哲
学
」
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
「
宗
教
哲
学
」
の
提
示
に

よ
っ
て
読
者
を
感
化
す
る
と
い
う
こ
と
を
「
宗
教
哲
学
の
伝
道
」
と
し
て

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
同
時
代
の
宗
教
思
想
に
、
綱
島
の
思
想
実
践
を
置
き
直
し
て
み

よ
う
。
特
定
の
信
仰
に
基
づ
く
宗
教
的
な
回
心
や
宗
教
体
験
の
「
告
白
」

（
内
村
鑑
三
や
近
角
常
観
な
ど
）、
諸
宗
教
の
総
合
や
統
一
、
あ
る
い
は
人

間
の
理
性
で
理
解
可
能
な
信
仰
箇
条
の
形
成
（
新
仏
教
運
動
や
ユ
ニ
テ

リ
ア
ン
な
ど
）、
哲
学
に
よ
る
宗
教
の
再
構
成
や
宗
教
の
倫
理
へ
の
還
元

（
井
上
哲
次
郎
な
ど
）、
あ
る
い
は
宗
教
を
哲
学
の
最
終
的
テ
ー
マ
と
す
る

立
場
か
ら
転
じ
て
宗
教
を
明
示
的
に
扱
わ
ず
哲
学
を
一
層
深
化
さ
せ
て
い

く
（
西
田
幾
多
郎
）。
こ
れ
ら
の
思
想
と
の
間
に
、
綱
島
の
思
想
実
践
は

部
分
的
に
関
係
し
つ
つ
も
距
離
を
保
っ
て
い
る
。
諸
宗
教
の
思
想
か
ら
宗

教
思
想
を
抽
出
す
る
が
、
そ
の
思
想
を
も
っ
て
あ
る
べ
き
信
仰
内
容
を
提

示
す
る
の
で
も
信
仰
集
団
を
形
成
す
る
の
で
も
な
く
、
思
想
に
共
感
す
る

「
道
友
」
と
共
に
修
養
す
る
。
そ
の
よ
う
な
綱
島
思
想
の
性
質
が
同
時
代

の
宗
教
思
想
と
の
適
当
な
距
離
感
を
生
み
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
綱
島
梁
川
は
、
こ
れ
ま
で
「
日
本
の
宗
教
哲
学
」
と
ま
と

行
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
自
身
の
執
筆
活
動
を
、「
神
の
子
」
と
し
て
の

理
想
の
追
求
と
し
て
位
置
づ
け
、
雑
誌
な
ど
で
自
ら
の
思
想
や
体
験
を
伝

え
る
こ
と
を
「
紙
上
伝
道
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
特
定

の
信
仰
内
容
の
布
教
や
自
身
の
宗
教
体
験
の
内
実
を
「
伝
道
」
し
よ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
思
想
や
信
仰
箇
条
を
受
容
す
る
教
団

や
儀
礼
、
礼
拝
堂
も
作
ら
な
か
っ
た
。
で
は
、
綱
島
は
何
を
ど
の
よ
う
に

「
伝
道
」
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、「
紙
上
伝
道
」
の
方
法
は
当
初
雑
誌
へ
の
投
稿
で
あ
っ
た
が
、

最
晩
年
の
綱
島
は
、
中
桐
確
太
郎
・
宇
佐
美
英
太
郎
・
西
田
天
香
ら
と
雑

誌
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
。
興
味
深
い
の
は
、
彼
が
こ
の
雑
誌
に
つ
い
て

「
雑
誌
（
と
申
す
よ
り
も
我
等
同
志
の
信
仰
修
養
の
機
関
と
し
て
出
す
も

の
）」
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
綱
島
に
と
っ
て
雑
誌
は
、
自

分
の
考
え
を
伝
達
す
る
媒
体
と
い
う
よ
り
も
、
宗
教
的
な
「
道
友
」
と
会

合
し
、
思
想
を
共
有
し
、
修
養
し
た
結
果
生
ま
れ
て
く
る
言
説
で
あ
っ
た
。

そ
の
言
説
が
読
者
を
感
化
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
二
次
的

で
も
あ
る
。
綱
島
の
思
想
の
内
容
や
修
養
の
態
度
に
共
感
（
完
全
な
一
致

で
は
な
く
）
す
る
「
道
友
」
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
主
眼
が
置
か
れ

て
い
た
。

　

次
に
、
彼
の
「
伝
道
」
の
内
容
は
、
宗
教
体
験
の
内
実
の
紹
介
と
い
う

よ
り
は
、
宗
教
体
験
を
通
し
て
自
得
し
た
、
人
間
の
根
本
的
な
あ
り
方
と

し
て
の
「
神
の
子
」
に
関
す
る
概
念
的
、
理
性
的
な
考
察
で
あ
っ
た
。
こ

の
あ
り
方
は
、「
神
と
偕
に
楽
し
み
、
神
と
偕
に
働
く
」
と
定
式
化
さ
れ

る
。
宗
教
体
験
に
よ
っ
て
神
人
合
一
的
に
感
得
さ
れ
た
絶
対
的
な
実
在
を

「
久
遠
劫
の
太
初
よ
り
既
に
在
る
の
事
実
」
と
し
て
受
け
と
め
つ
つ
も
、

宗
教
体
験
の
悦
楽
に
浸
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
現
実
の
意
識
に
お
い
て
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社
会
の
理
想
と
が
切
り
結
ぶ
必
然
が
存
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
露
戦

争
と
そ
の
「
勝
利
」
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
、
祖
国
日
本
と
の
一
体
感
及
び

「
一
等
国
」
国
民
と
し
て
の
使
命
感
が
観
念
的
な
も
の
で
な
く
、
体
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
深
い
も
の
で
あ
っ
た
点
を
看
取
し
た
い
。
新
渡
戸
・
内
村

門
下
の
キ
リ
ス
ト
者
の
内
、
特
に
藤
井
や
南
原
の
世
代
が
、
生
涯
を
通
じ

て
祖
国
日
本
へ
の
熱
情
を
堅
持
し
た
所
以
は
、
ま
ず
、
こ
こ
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

同
じ
構
造
は
彼
ら
の
天
皇
観
に
関
し
て
も
指
摘
で
き
る
。
日
露
戦
争

時
、
新
聞
で
は
天
皇
睦
仁
が
厳
寒
の
地
で
戦
う
兵
士
を
慮
っ
て
暖
を
遠
ざ

け
、
休
日
返
上
で
「
精
励
」
す
る
有
様
の
ほ
か
、
皇
后
美
子
が
負
傷
兵
の

義
手
・
義
足
や
手
製
の
包
帯
を
送
っ
た
と
す
る
「
仁
恤
」、
ま
た
国
民
に

思
い
を
寄
せ
る
内
容
の
「
御
製
」
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
（
佐

藤
一
伯
『
明
治
聖
徳
論
の
研
究
』）。
こ
う
し
た
事
実
は
、
日
露
戦
争
の
行

方
を
凝
視
す
る
こ
と
即
ち
、「
国
民
の
苦
し
み
に
寄
り
添
う
」「
慈
愛
深

き
」
天
皇
イ
メ
ー
ジ
に
囚
わ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
後
に
新
渡
戸
・
内
村
の
元
に
赴
く
若
き
魂
は
お
し
な
べ
て
そ
の
渦

中
に
あ
っ
た
か
ら
、
如
上
の
「
天
皇
体
験
」
を
深
層
に
刻
み
込
ま
れ
て
い

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
原
体
験
の
ゆ
え
に
こ
そ
彼
ら
は
天
皇

に
対
す
る
敬
愛
を
持
続
し
得
た
と
言
え
る
。

　

か
く
し
て
新
渡
戸
・
内
村
門
下
の
キ
リ
ス
ト
者
の
内
、
冒
頭
に
列
記
し

た
世
代
が
示
す
、
祖
国
日
本
へ
の
熱
情
及
び
天
皇
へ
の
敬
愛
の
基
底
に

は
、
日
露
戦
争
と
い
う
「
同
時
代
＝
明
治
体
験
」
が
息
づ
い
て
い
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
立
脚
す
る
時
、
内
村
門
下
の
後
続

の
世
代
、
た
と
え
ば
政
池
仁
（
明
治
三
十
三
年
生
）、
大
塚
久
雄
（
明
治

四
十
年
生
）、
関
根
正
雄
（
大
正
元
年
生
）
ら
に
お
け
る
国
家
観
や
天
皇

め
ら
れ
て
き
た
思
想
群
を
明
治
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
思
想
や
宗
教
実
践

と
接
続
す
る
た
め
の
ハ
ブ
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、「
日
本
の
宗
教
哲
学
」
を
一
層
豊
か
に
描
出
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
渡
戸
・
内
村
門
下
の
キ
リ
ス
ト
者
と
「
明
治
」

村
松　
　

晋

　

藤
井
武
、
南
原
繁
、
三
谷
隆
正
・
隆
信
、
矢
内
原
忠
雄
ら
、
明
治
二
十

年
前
後
に
生
を
享
け
、
主
に
日
露
戦
争
後
に
新
渡
戸
稲
造
及
び
内
村
鑑
三

に
師
事
し
た
キ
リ
ス
ト
者
は
、
祖
国
日
本
へ
の
熱
情
そ
し
て
天
皇
へ
の
深

い
敬
愛
の
念
を
終
生
抱
き
続
け
た
。
本
報
告
で
は
そ
の
所
以
を
「
神
学
」

的
観
点
か
ら
で
な
く
、
彼
ら
の
日
露
戦
争
体
験
に
注
目
し
て
問
い
直
し
て

み
た
い
。
各
々
の
回
想
を
紐
解
く
と
、
彼
ら
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
日
露
戦
争

と
そ
の
「
勝
利
」
と
い
う
「
同
時
代
＝
明
治
」
体
験
を
綴
っ
て
お
り
、
そ

の
影
響
は
新
渡
戸
・
内
村
と
の
出
会
い
に
先
立
つ
原
点
と
し
て
、
無
視
し

得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

実
際
、
一
連
の
回
想
を
概
観
し
て
理
解
さ
れ
る
の
は
、
日
露
戦
争
が
若

き
彼
ら
の
全
存
在
を
揺
さ
ぶ
る
強
烈
な
体
験
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
多
く
は
十
代
半
ば
の
多
感
な
時
期
に
、
故
郷
及
び
近
親
者
も
ろ

と
も
に
、
戦
う
祖
国
と
「
併
走
」
し
そ
の
息
遣
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

国
家
と
の
一
体
感
を
強
め
る
に
至
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
勝
利
」
の
果
て

に
「
一
等
国
」
の
座
を
摑
ん
だ
「
日
本
人
」
た
る
自
覚
に
促
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
、「
一
等
国
」
に
相
応
し
い
新
た
な
理
想
の
探
索
へ
と
向
か
っ
て

い
っ
た
。

　

こ
こ
に
お
い
て
彼
ら
の
志
と
、
新
渡
戸
・
内
村
が
問
い
か
け
た
国
家
・



　　246

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第４部会

　

ま
ず
、
金
子
師
の
学
歴
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
師
に
は
、
青

山
学
院
大
卒
、
明
治
学
院
大
卒
、
明
治
大
卒
と
い
う
三
通
り
が
伝
わ
っ
て

い
る
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
愛
知
教
会
編
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
愛
知
教

会　

百
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九
九
六
年
、『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大

事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
七
年
）。
今
回
の
発
表
に
際
し
、

明
治
学
院
歴
史
資
料
館
と
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
に
て
資
料
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
当
時
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
三
派
合
同
の
協
力
関
係
推
進
の
た
め
一

八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
に
創
刊
さ
れ
た
機
関
紙
『
護
教
』
の
明
治
三
一

年
七
月
二
日
第
三
六
二
号
か
ら
、
一
八
八
八
年
（
明
治
三
一
）
に
青
山
学

院
大
神
学
部
を
卒
業
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
卒
業
式
に
際
し
て

小
崎
弘
道
（
一
八
五
六
―
一
九
三
八
）
が
記
念
演
説
を
し
て
い
る
。
一
方

で
明
治
学
院
大
の
『
神
学
部
一
覧
』
は
聴
講
生
ま
で
載
せ
る
詳
細
な
記
録

だ
が
、
師
の
名
前
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
な
お
、
明
治
大
は
法
学
系
で
あ

り
調
査
か
ら
除
外
し
た
。
学
歴
の
確
定
は
今
後
も
調
査
を
継
続
し
た
い
。

　

ま
た
、
師
の
伝
道
歴
の
始
ま
り
だ
が
、『
日
本
美
以
教
会
年
会
記
録
』

（
美
以
教
会
第
十
五
回
日
本
年
会
記
録　

日
本
横
浜
開
会
、
一
八
九
八
年
）

に
よ
れ
ば
、
青
山
学
院
大
卒
業
後
直
ち
に
、
同
年
会
に
加
入
し
た
こ
と
を

伝
え
、
ま
た
、
翌
年
の
同
記
録
（
美
以
教
会
第
十
六
回
日
本
年
会
記
録　

東
京
青
山
開
会
）
か
ら
は
、
一
年
で
「
南
部
日
本
宣
教
年
会
（
ア
メ
リ
カ

南
メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
）」
に
転
会
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

そ
の
転
会
の
結
果
、
同
年
会
に
関
わ
り
が
深
く
、
か
つ
て
海
老
名
弾
正

（
一
八
五
六
―
一
九
三
七
）
が
牧
師
を
務
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
神
戸
組
合

教
会
へ
の
赴
任
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

師
の
著
作
で
あ
る
『
宗
教
生
活
』（
京
文
社
、
一
九
二
三
年
）
に
は
、

神
戸
組
合
教
会
時
代
で
あ
っ
た
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に
記
さ
れ
た

観
と
の
相
違
及
び
そ
の
所
以
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
「
新
渡
戸
・
内
村
門
下
の
キ
リ
ス
ト
者
と
『
明
治
』」
と
い
う
テ

ー
マ
に
関
し
て
言
え
ば
、
南
原
、
矢
内
原
世
代
に
お
け
る
「
明
治
国
家
」

の
受
け
止
め
方
も
問
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
、
彼
ら
が
聴
き

入
っ
た
徳
冨
蘆
花
の
講
演
「
謀
叛
論
」（
明
治
四
十
四
年
）
で
、
蘆
花
が

「
明
治
初
年
の
日
本
」
を
こ
う
回
顧
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。「
明
治

初
年
の
日
本
の
意
気
は
実
に
凄
ま
じ
い
も
の
で
、
五
ヶ
条
の
誓
文
が
天
か

ら
下
る
、
藩
主
が
封
土
を
投
げ
出
す
、
武
士
が
両
刀
を
投
出
す
、
えマ

マた
が

平
民
に
な
る
、
自
由
平
等
革
新
の
空
気
は
磅
礴
と
し
て
、
そ
の
空
気
に
蒸

さ
れ
た
」
と
。
こ
こ
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蘆
花
は
「
明
治
」
を
抑

圧
的
・
排
外
的
な
体
制
の
始
ま
り
と
し
て
で
な
く
、「
自
由
平
等
」
を
実

現
し
て
い
く
清
新
な
開
放
の
世
の
幕
開
き
と
し
て
顧
み
て
い
た
。
そ
の
当

否
は
と
も
か
く
、
か
よ
う
な
「
明
治
国
家
」
観
・「
明
治
維
新
」
観
は
、

聴
衆
で
あ
る
矢
内
原
ら
も
共
有
す
る
世
界
で
あ
り
、
そ
の
「
国
家
構
想
」

の
基
底
部
に
息
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
射
程
を
今
後
、
課
題

と
し
て
詳
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

金
子
白
夢
牧
師
の
思
想
形
成
に
つ
い
て

菅
原　

研
州

　

本
論
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
と
し
て
活
動

し
つ
つ
、
禅
仏
教
に
つ
い
て
も
積
極
的
発
言
を
行
っ
た
金
子
白
夢
牧
師

（
本
名
・
卯
吉
、
一
八
七
三
―
一
九
五
〇
）
の
思
想
形
成
に
関
す
る
研
究

発
表
で
あ
る
。
今
回
は
先
行
研
究
で
も
曖
昧
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
、
学
歴
・
伝
道
歴
な
ど
の
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
交
友
関
係
を
見
て
い

き
た
い
。
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出
来
た
。

主
の
祈
り
の
唱
え
上
げ 

│
│ 

自
己
と
祈
り
テ
キ
ス
ト
の
遠
近 

│
│

山
口　

勇
人

　

本
発
表
の
め
あ
て
は
、
現
代
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
適
合
す
る
よ

う
な
祈
り
研
究
の
基
礎
を
求
め
て
、「
自
己
と
祈
り
テ
キ
ス
ト
の
遠
近
」

と
い
う
説
明
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
で
す
。

　

問
題
意
識
の
出
ど
こ
ろ
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
臨
床
で
、
宗
教
的
ケ
ア

の
ズ
レ
の
問
題
が
あ
る
の
に
、
死
の
受
容
が
ち
ゃ
ん
と
遂
行
さ
れ
た
よ
う

に
話
が
進
む
こ
と
へ
の
疑
問
か
ら
で
し
た
。
病
院
の
中
で
、
医
療
従
事

者
・
チ
ャ
プ
レ
ン
・
患
者
さ
ん
・
親
族
友
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
遂
行

し
、「
こ
れ
で
よ
か
っ
た
」
と
死
を
受
容
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
間
は
、

こ
の
ズ
レ
は
意
識
化
さ
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
病
院
の
外
で
、
死
に
ゆ
く

人
に
臨
終
の
秘
蹟
の
よ
う
な
定
型
の
儀
礼
が
無
い
と
、
ケ
ア
す
る
人
の
祈

り
の
文
言
が
ち
ょ
っ
と
違
う
だ
け
で
死
に
ゆ
く
人
か
ら
遠
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
患
者
役
割
な
ら
ぬ
信
徒
役
割
か
ら
も
外
れ
て
し
ま
い
、
死
の
受

容
が
完
結
し
な
い
の
で
す
。
モ
ダ
ニ
テ
ィ
批
判
の
文
脈
で
一
般
化
す
る
な

ら
ば
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
が
言
う
「
再
帰
性
が
見
境
も
な
く
働

く
」
状
況
に
あ
っ
て
、
牧
歌
的
な
伝
統
や
宗
教
の
底
が
抜
け
て
し
ま
っ
て

い
て
、
底
フ
タ
を
自
分
で
見
つ
け
る
し
か
な
い
現
代
人
の
自
己
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
現
代
人
が
病
院
内
の
身
体
像
か
ら
外
れ
出
て
し
ま

い
、
個
人
で
死
と
向
き
合
う
と
き
、
自
己
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
地
平
が
露
呈

し
ま
す
。
本
研
究
は
、
素
手
で
死
と
向
き
合
う
状
況
で
の
祈
り
研
究
の
基

礎
を
求
め
、
祈
り
テ
キ
ス
ト
と
身
体
像
と
の
配
置
を
探
る
も
の
で
す
。

　

本
発
表
で
は
「
経
典
や
祈
り
を
集
団
で
唱
え
る
行
為
」
を
唱
え
上
げ
と

「
上
京
日
記
の
数
節
」
を
掲
載
す
る
が
、
同
日
記
は
千
代
田
区
四
番
町
に

あ
る
番
町
教
会
で
の
「
修
養
会
」
に
出
席
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
同
日

記
か
ら
は
、
師
が
、
自
由
主
義
的
な
神
学
を
形
成
し
た
小
崎
弘
道
（
番
町

教
会
の
創
設
者
）
や
、
キ
リ
ス
ト
教
啓
蒙
紙
『
新
人
』
で
、
師
に
「
キ
リ

ス
ト
教
と
禅
の
関
係
」
に
つ
い
て
執
筆
を
依
頼
し
た
こ
と
（
竹
中
正
夫

「『
新
人
』
に
お
け
る
宗
教
思
想
」、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編

『『
新
人
』『
新
女
界
』
の
研
究
│
│
二
〇
世
紀
初
頭
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
』
人
文
書
院
、
一
九
九
九
年
）
が
知
ら
れ
る
海
老
名
弾
正
な
ど

と
の
関
わ
り
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、
禅
仏
教
の
研

究
の
た
め
に
、
後
に
駒
澤
大
学
で
初
代
学
長
と
な
る
忽
滑
谷
快
天
（
一
八

六
七
―
一
九
三
四
）
と
個
人
的
な
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。
忽
滑
谷
に
よ
る
禅
学
研
究
は
、
近
代
自
由
主
義
的
神
学
に
相

当
す
る
よ
う
な
態
度
を
採
っ
て
お
り
、
今
回
両
者
の
関
わ
り
が
確
認
で
き

た
こ
と
は
、
師
の
禅
思
想
・
宗
教
思
想
に
つ
い
て
、
禅
宗
側
へ
の
影
響
に

つ
い
て
も
、
考
察
す
る
べ
き
事
象
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
他
に
も
、

美
術
評
論
家
・
岩
村
透
（
一
八
七
〇
―
一
九
一
七
）
や
、
英
米
文
学
研
究

者
・
舟
橋
雄
（
一
八
七
四
―
一
九
五
四
）
が
青
山
学
院
時
代
以
降
の
旧
友

で
あ
り
、
金
子
師
に
は
海
外
留
学
の
記
録
が
な
い
が
、
旧
友
と
の
交
わ
り

か
ら
欧
米
の
詩
や
思
想
（
舟
橋
は
金
子
師
が
影
響
を
受
け
た
エ
マ
ー
ソ
ン

の
研
究
者
で
も
あ
る
）
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
金
子
師
は
、
初
め
て
世
に
問
う
た
著
作
『
体
験
の
宗
教
』

（
京
文
社
、
一
九
二
二
年
）
な
ど
で
、
従
来
の
宗
教
・
宗
派
で
構
築
さ
れ

て
き
た
ド
グ
マ
に
依
拠
し
な
い
と
い
う
自
由
主
義
的
神
学
の
立
場
が
明
確

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
点
と
し
て
は
、
小
崎
や
海
老
名
な
ど
の
思
想
の
影

響
や
、
青
山
学
院
時
代
以
来
の
交
友
関
係
が
あ
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
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込
み
が
、
新
た
な
ビ
リ
ー
フ
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
致
に
至
っ
た
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
遠
近
を
ビ
リ
ー
フ
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
致
／
不
一
致
に

還
元
す
る
と
、「
Ｙ
が
般
若
心
経
を
唱
え
上
げ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
」
と

い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
般
若
心
経
は
Ｙ
の
ビ
リ
ー
フ
と
は
無
関

係
で
、
義
父
を
葬
送
す
る
い
わ
ば
他
人
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
現
れ
て

い
ま
す
。
現
代
で
は
祈
り
の
配
置
図
に
、
他
人
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
の
距

離
や
、
外
側
の
世
界
と
の
遠
近
と
い
う
軸
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
配
置
図
で
身
体
像
や
祈
り
テ
キ
ス
ト
の
相
関
を
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
牧
歌
的
に
閉
じ
た
地
平
の
祈
り
研
究
や
、
宗
教
的
ケ
ア
の
ズ
レ

の
問
題
に
対
し
、
現
代
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
適
合
す
る
祈
り
研
究

の
基
礎
が
開
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

神
の
国
運
動
と
戦
争

黒
川　

知
文

　

戦
争
に
よ
り
宗
教
は
ど
の
よ
う
に
変
質
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
中
で
神
の
国
運
動
は
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
宗
教
家
個
人
に
関

す
る
研
究
は
あ
る
が
、
宗
教
運
動
の
視
点
か
ら
の
研
究
は
少
な
い
。
そ
こ

で
現
代
か
ら
過
去
を
見
下
ろ
す
の
で
は
な
く
て
、
過
去
に
身
を
置
い
て
歴

史
の
流
れ
か
ら
探
る
。
戦
前
戦
後
に
日
本
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

神
の
国
運
動
を
事
例
研
究
と
す
る
。
同
時
代
史
料
と
し
て
『
神
の
国
新

聞
』（
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
）
の
平
和
に
関
す
る
記
事
と
戦
争

に
関
す
る
記
事
の
内
容
を
比
較
分
析
す
る
。

　

神
の
国
運
動
は
、
第
一
期
が
一
九
三
〇
年
に
終
わ
り
第
二
期
が
一
九
三

二
年
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
三
五
年
ま
で
は
、
教
育
界
に
お
い
て
は

呼
び
ま
す
。
祈
り
テ
キ
ス
ト
の
教
義
的
な
理
解
よ
り
も
、
韻
文
・
式
文
と

し
て
個
人
に
適
合
し
、
集
団
に
流
通
す
る
さ
ま
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
唱
え
上
げ
に
参
加
す
る
個
人
の
、
祈
り
テ
キ
ス
ト
へ
の
近
い
／
遠
い

の
感
覚
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
事
例
の
Ｙ
（
男
性
、
四
十
代
）
は
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
家
庭
で
生
ま
れ
育
ち
、
唯
一
神
教
の
教
義
や
祈
り
方
を
刷
り
込

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
儀
礼
の
遂
行
よ
り
も
聖
書
の
学
び
と
教
義
理
解
を
優

先
す
る
人
格
で
す
。
し
か
し
Ｙ
は
義
父
の
曹
洞
宗
で
の
葬
儀
に
参
加
し
た

と
き
、
般
若
心
経
を
唱
え
上
げ
て
も
問
題
な
く
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
Ｙ

が
唱
え
上
げ
に
参
加
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
主
の
祈
り
の
中
に
は
、
不
快
に

感
じ
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
祈
り
テ
キ
ス
ト
を
Ｙ
の
感
覚

で
配
置
す
る
と
、
Ｙ
が
近
い
と
感
じ
る
順
に
、
①
文
語
訳
（
訳
は
一
八
八

〇
年
）、
②
ヘ
ブ
ラ
イ
語
試
訳
（
ブ
ラ
ッ
ド
・
ヤ
ン
グ
訳
一
九
八
四
年
）、

③
英
語
（
一
九
二
八
年
）、
④
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
統
一
訳
（
二
〇

〇
五
年
）
と
な
り
ま
す
。
Ｙ
は
文
語
訳
で
育
ち
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議

会
統
一
訳
を
教
会
で
試
し
に
唱
え
上
げ
た
と
き
に
は
違
和
感
を
超
え
て
不

快
な
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。
近
い
／
遠
い
の
軸
か
ら
外
れ
る
の
が
⑤
ラ
テ

ン
語
訳
（
パ
ー
テ
ル
ノ
ス
テ
ル
）、
⑥
般
若
心
経
で
す
。
こ
の
配
置
を
ビ

リ
ー
フ
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
致
／
不
一
致
と
い
う
説
明
概
念
で
分
析
す

る
と
、
文
語
訳
で
の
唱
え
上
げ
は
Ｙ
が
生
家
に
戻
る
こ
と
と
同
じ
で
、
ビ

リ
ー
フ
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
牧
歌
的
な
一
致
、
あ
る
い
は
ビ
リ
ー
フ
と
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
が
截
然
と
分
か
れ
る
前
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語

試
訳
は
母
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
言
が
イ
エ
ス
の
終
末
観
と
矛
盾
し

な
い
点
で
ビ
リ
ー
フ
が
補
強
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
イ
エ
ス
に
近
い
ヘ
ブ

ラ
イ
語
の
所
作
で
祈
れ
る
こ
と
で
、
Ｙ
は
意
識
的
に
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
習

熟
し
て
い
ま
す
。
ギ
デ
ン
ズ
の
語
彙
を
借
り
る
な
ら
、
Ｙ
個
人
の
再
埋
め
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す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
に
お
い
て
人
は
死
の
問
題
に
直
面

し
神
と
救
い
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
実
際
に
、

日
米
開
戦
の
翌
週
か
ら
伝
道
活
動
が
強
く
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
戦
争
に
勝
利
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
民
族
を
こ
え
た
平

和
な
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
建
設
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。「
大
東
亜
共

栄
圏
」
は
神
の
国
と
同
一
視
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
争
時
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
対
応
を
四
型
に
分
け
る

と
、
反
戦
型
、
迎
合
型
、
推
進
型
、
沈
黙
型
に
な
る
。
迎
合
型
と
推
進
型

は
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
が
共
通
す
る
。
迎
合
型
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
キ

リ
ス
ト
教
圏
と
す
る
た
め
に
伝
道
活
動
を
強
調
す
る
型
で
あ
り
、
神
の
国

運
動
は
迎
合
型
に
含
ま
れ
る
と
結
論
す
る
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
戦
時
中
に
発
行
さ
れ
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク

新
聞
』『
基
督
教
世
界
』『
福
音
新
報
』『
基
督
教
報
』『
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト

時
報
』
等
の
他
の
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
、
仏
教
と
神
道
の
新
聞
と
の
比
較
、

戦
時
中
に
お
け
る
賀
川
豊
彦
の
思
想
の
変
化
、
欧
米
教
会
の
戦
争
に
お
け

る
変
質
と
の
比
較
、
さ
ら
に
戦
争
時
代
の
特
殊
性
の
理
解
が
指
摘
さ
れ
る
。

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
と
断
絶
性

野
口　

生
也

　

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
と
は
、
欧
米
を
中
心
に
二
十
世
紀
全
体
を
通
じ

て
進
展
し
た
歴
史
的
な
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
・
カ
リ
ス
マ
運
動
お
よ
び
非
西
欧

圏
に
お
け
る
土
着
宗
教
に
影
響
さ
れ
た
聖
霊
主
義
的
な
キ
リ
ス
ト
教
諸
運

動
を
包
括
的
に
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
研
究

は
欧
米
を
中
心
に
相
当
な
蓄
積
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
が
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、「
断
絶
性
」
の
問
題

精
神
作
興
運
動
、
東
京
市
に
お
い
て
国
民
更
生
運
動
と
協
力
し
て
活
動
し

た
。
一
九
三
六
年
か
ら
日
米
開
戦
の
一
九
四
一
年
ま
で
は
、
全
国
協
同
伝

道
と
し
て
神
の
国
運
動
は
継
続
さ
れ
た
が
、
伝
道
活
動
の
成
果
は
十
分
の

一
で
あ
っ
た
。

　

運
動
の
性
格
と
し
て
、
第
一
に
、
神
の
国
運
動
は
一
貫
し
て
戦
争
開
始

時
ま
で
伝
道
活
動
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
運

動
は
戦
争
に
よ
り
国
策
に
従
う
運
動
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
七
年

盧
溝
橋
事
件
以
後
の
日
中
戦
争
開
始
に
よ
り
、
神
の
国
新
聞
の
内
容
は
変

化
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
欧
米
の
信
仰
者
の
紹
介
が
圧
倒
的
に
多
く
日

本
の
信
仰
者
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
日
中
戦
争
以
降
は
欧
米
の
信
仰
者

よ
り
も
日
本
の
信
仰
者
の
紹
介
が
多
く
な
り
、
病
死
よ
り
も
戦
死
し
た
信

仰
者
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
和
を
求
め
る
記
事
よ
り
も
戦
争
に

関
わ
る
記
事
が
増
加
し
て
お
り
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
は
、
諸
外
国
の

認
識
不
足
と
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
前
半
は
批
判
的
で

あ
っ
た
が
、
後
半
は
好
意
的
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
民
精
神
総
動
員

を
キ
リ
ス
ト
教
的
に
推
進
し
て
い
る
。
運
動
は
第
三
に
、
平
和
を
も
と
め

る
運
動
で
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
ま
で
は
、
平
和
へ
の
努
力
が
見
ら
れ
る
。

戦
争
支
持
で
は
な
く
て
勝
利
の
あ
と
の
平
和
を
求
め
て
い
る
。

　

運
動
の
思
想
と
し
て
は
、
第
一
に
、
天
皇
崇
拝
、
国
体
の
精
神
を
受
け

入
れ
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
は
国
体
の
精
神
を
助
成
す
る
」「『
教
育
勅

語
』
は
キ
リ
ス
ト
教
と
矛
盾
し
な
い
」「
天
皇
に
よ
り
信
教
の
自
由
が
与

え
ら
れ
た
」「
天
皇
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
御
下
賜
金
が
あ
っ
た
」
と

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
各
集
会
や
講
演
会
の
礼
拝
前
に
は
国
民
儀
礼
、
礼
拝

中
に
は
宮
城
遥
拝
を
実
行
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
運
動
は
、
戦
争
と
い
う
危
機
的
状
況
の
時
に
こ
そ
伝
道
活
動
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が
、
先
祖
の
霊
の
継
続
的
な
実
在
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
教
会
は
、

信
者
の
回
心
体
験
後
も
先
祖
の
呪
い
等
と
悪
霊
言
説
を
繰
り
返
す
こ
と
で

悪
霊
払
い
の
必
要
性
を
説
き
、
信
者
に
伝
統
的
な
霊
的
世
界
観
を
想
起
さ

せ
、
そ
れ
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
メ
イ
ヤ
ー
の
指
摘
は
後
の
ペ
ン

テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
研
究
に
お
け
る
「
断
絶
性
」
論
を
活
発
化
さ
せ
た
。

　

最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
ロ
ビ
ン
ス
の
研
究
で
あ
る
。
彼
は
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
研
究
者
で
あ
る
が
、
彼
が
二

〇
〇
三
年
に
発
表
し
た
論
文
は
、
大
局
的
な
観
点
か
ら
今
日
の
ペ
ン
テ
コ

ス
タ
リ
ズ
ム
研
究
に
警
鐘
を
な
ら
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
彼
は
、

そ
の
論
文
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
研
究
に
お
い
て
、
ペ
ン
テ
コ
ス

タ
リ
ズ
ム
が
定
着
す
る
場
所
の
宗
教
文
化
的
過
去
と
連
続
性
が
あ
る
と
当

然
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
彼
は
、
現
地
文
化
に
対
す
る
適
応

や
統
合
の
傾
向
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
本
質
的
な
特
徴
で
は
な
い

と
し
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
と
現
地
の
文
化
や
概
念
体
系
の
変
化
し
続

け
る
関
係
性
の
認
識
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
一
連
の

研
究
に
お
い
て
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
は
土
着
文
化
と
の
緊
張
関
係
を

緩
和
す
る
ど
こ
ろ
か
助
長
し
て
お
り
、
信
者
自
身
は
教
会
が
提
示
す
る
価

値
観
と
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
自
身
が
定
義
す
る
価
値
観
の
二

つ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

今
後
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ

ズ
ム
を
理
念
的
統
一
体
と
し
て
み
な
す
こ
と
を
避
け
、
現
地
の
個
々
の
文

脈
に
お
い
て
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
教
会
や
そ
れ
に
属
す
る
信
者

が
、
土
着
宗
教
の
理
念
体
系
と
ど
の
よ
う
に
対
立
ま
た
は
依
存
し
な
が
ら

独
自
の
信
仰
体
系
を
生
み
だ
し
て
き
た
の
か
を
注
意
深
く
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
重
要
な
研
究
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
サ
ン
ド
ク
ラ
ー
の
研
究
で
あ
る
。
一
九
四

八
年
に
出
版
さ
れ
た
彼
の
著
書
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
独
立
教
会
に
つ
い
て

の
研
究
で
あ
る
が
、
土
着
宗
教
と
現
地
キ
リ
ス
ト
教
の
連
続
性
を
説
明
す

る
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。
彼
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ズ
ー
ル
ー
人
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
信
仰
体
系
を
調
査
し
、
ズ
ー
ル
ー
人
教
会
に
お
け
る
儀
礼
、
信

仰
体
系
、
習
慣
と
、
土
着
宗
教
の
そ
れ
ら
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。
彼

は
、
ズ
ー
ル
ー
人
占
い
師
同
様
、
ズ
ー
ル
ー
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
土
着
の

魔
術
の
働
き
や
魔
女
の
存
在
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
伝
統
医
薬

を
否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
、
西
洋
医
学
の
補
完
的
な
も
の
と
し
て
肯
定
し
て

い
る
こ
と
等
に
注
目
し
、
伝
統
宗
教
に
影
響
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
、
新

約
聖
書
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
の
記
述
に
由
来
す
る
「
古
い
革
袋
に
入
っ

た
新
し
い
葡
萄
酒
」
と
表
現
し
た
。

　

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
メ
イ
ヤ
ー
の
研
究
で
あ
る
。
彼
女
は
一
九
九

八
年
に
発
表
し
た
論
文
で
、
ガ
ー
ナ
に
お
け
る
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
を

事
例
と
し
て
、
ガ
ー
ナ
人
信
者
の
回
心
体
験
前
後
の
信
仰
体
系
に
お
け
る

連
続
性
を
指
摘
し
た
。
彼
女
は
同
時
に
、
教
会
が
人
々
に
罪
深
い
過
去
と

の
決
別
を
指
導
し
、
悪
霊
払
い
、
洗
礼
、
異
言
、
霊
的
戦
い
等
を
過
去
と

の
断
絶
の
儀
式
と
し
て
強
調
す
る
こ
と
自
体
が
人
々
に
過
去
を
想
起
さ
せ

て
お
り
、
過
去
と
の
完
全
な
決
別
は
起
こ
り
え
な
い
と
指
摘
し
た
。
教
会

は
土
着
宗
教
的
な
霊
の
働
き
や
そ
の
存
在
を
否
定
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
悪
霊

と
定
義
す
る
。
例
え
ば
、
主
流
派
キ
リ
ス
ト
教
の
多
く
は
、
伝
統
的
な
霊

的
世
界
観
を
非
難
ま
た
否
定
し
、
祖
先
崇
拝
の
対
象
と
な
る
先
祖
の
霊
は

実
在
し
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
の
教
会
は
、
信

者
が
持
つ
伝
統
的
な
霊
的
世
界
観
を
否
定
せ
ず
、
悪
霊
と
し
て
で
は
あ
る
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民
の
書
き
か
え
に
と
も
な
っ
て
、
神
殿
と
の
か
か
わ
り
、
法
の
制
定
者
と

し
て
の
神
と
い
っ
た
神
観
の
書
き
か
え
な
ど
、
ユ
ダ
ヤ
教
的
な
神
を
様
々

な
面
で
書
き
か
え
よ
う
と
の
試
み
が
な
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
い
わ
ゆ
る

キ
リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
教
の

神
と
は
異
な
る
神
を
た
て
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
事
例
は
あ
る
に

し
て
も
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
は
「
神
の
置
き
か
え
」
で
は
な
く
、
書
き
か

え
を
選
択
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
キ
リ
ス
ト
教
は
ユ
ダ

ヤ
教
と
の
あ
る
種
の
継
続
性
を
も
つ
も
の
と
意
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

戦
後
日
本
は
天
皇
の
書
き
か
え
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
も
「
神
の
書
き

か
え
」
の
事
例
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
書
き
か
え
は
日
本
人
な
る

集
団
を
「
臣
民
」
と
し
て
の
質
の
も
の
か
ら
「
国
民
」
と
し
て
の
質
の
も

の
へ
と
変
え
た
日
本
人
の
再
定
義
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
戦
後

の
天
皇
の
書
き
か
え
は
、
当
の
天
皇
自
身
が
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
あ

い
ま
っ
て
、
戦
前
・
戦
後
の
日
本
に
あ
る
種
の
継
続
性
の
認
識
を
維
持
し

つ
つ
、
社
会
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

　
「
神
の
書
き
か
え
」
は
、
書
き
か
え
以
前
の
社
会
集
団
と
以
後
の
社
会

集
団
と
の
間
に
継
続
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

反
対
に
、「
神
の
置
き
か
え
」
は
、
そ
れ
以
前
の
社
会
集
団
と
の
断
絶
性

を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
せ
よ
、
戦
後
日
本
に
せ
よ
、
ユ

ダ
ヤ
教
や
戦
前
の
日
本
社
会
と
は
根
本
的
に
異
質
な
集
団
を
形
成
し
て

い
る
と
判
断
で
き
る
面
も
あ
る
。
神
の
子
と
い
う
新
た
な
象
徴
を
も
つ

「
信
」
に
基
づ
く
集
団
は
「
生
ま
れ
」
に
基
づ
く
集
団
と
は
異
質
で
あ
り
、

「
臣
民
」
と
し
て
の
も
の
と
「
国
民
」
と
し
て
の
集
団
と
は
ま
っ
た
く
異

神
の
書
き
か
え
を
め
ぐ
っ
て

小
林　

紀
由

　

こ
の
報
告
は
、
社
会
変
動
と
宗
教
の
変
化
、
あ
る
い
は
社
会
変
動
と
聖

な
る
統
合
の
象
徴
の
変
化
、
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
研
究
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

　

報
告
者
は
、
神
（
あ
る
い
は
国
旗
の
よ
う
な
聖
な
る
統
合
の
象
徴
、
以

下
同
じ
）
が
社
会
変
動
に
と
も
な
い
書
き
か
え
ら
れ
る
場
合
と
、
新
た
な

神
が
た
て
ら
れ
る
場
合
と
を
区
別
し
、
両
者
の
相
違
を
、
初
期
キ
リ
ス
ト

教
と
戦
後
日
本
の
象
徴
天
皇
制
の
成
立
・
定
着
過
程
を
事
例
と
し
て
考
察

し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
の
報
告
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
く
研

究
の
初
期
段
階
の
成
果
に
位
置
づ
け
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

宗
教
集
団
が
、
あ
る
い
は
宗
教
的
な
集
団
が
大
き
く
変
動
す
る
と
き
、

「
神
の
書
き
か
え
」
あ
る
い
は
「
神
の
置
き
か
え
」（
つ
ま
り
、
新
た
な
神

を
た
て
る
こ
と
）
が
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
が
書
き
か
え
ら
れ
る

場
合
と
、
神
が
置
き
か
え
ら
れ
る
場
合
と
に
は
、
集
団
変
動
に
つ
い
て
異

な
る
特
徴
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
両
者

に
は
本
質
的
な
相
違
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
報
告

に
お
い
て
は
、「
神
の
書
き
か
え
」
事
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
よ
う
な
問
い
に
暫
定
的
な
回
答
を
与
え
よ
う
と
試
み
る
。

　

成
立
期
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
神
の
選
び
の
民
を
再
定
義
す
る
か
た
ち
で

「
神
の
書
き
か
え
」
を
試
み
た
と
い
え
よ
う
。
パ
ウ
ロ
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、「
生
ま
れ
」
に
基
づ
く
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
イ
ス
ラ
エ
ル
を
、「
信
」
に

基
づ
く
非
ユ
ダ
ヤ
人
を
含
む
新
し
い
神
の
民
に
書
き
か
え
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
誰
を
選
ぶ
神
な
の
か
と
い
っ
た
側
面
に
お
け
る

「
神
の
書
き
か
え
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
神
の
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二　

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
と
聖
餐

　

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
（K

enneth M
cA
ll, 1910-2001

）
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
一
般
医
で
あ
る
と
と
も
に
心
理
療
法
家
で
あ
り
、
聖
公
会
の
主
教
の
助

言
を
き
っ
か
け
に
、
信
徒
未
信
徒
の
区
別
を
越
え
て
、
主
と
し
て
家
族
親

族
の
家
系
の
な
か
で
最
近
亡
く
な
っ
た
死
者
や
数
世
代
前
ま
で
遡
る
過
去

の
死
者
・
堕
胎
手
術
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
胎
児
・
流
産
に
よ
っ
て
死
亡
し

た
胎
児
・
幽
霊
・
病
気
を
患
う
生
者
・
悪
魔
悪
霊
的
事
象
な
ど
に
対
し

て
、
聖
餐
式
を
と
お
し
て
、
そ
れ
ら
の
霊
魂
を
苦
し
み
か
ら
解
放
し
悪
魔

悪
霊
的
事
象
を
祓
っ
て
、
死
者
や
胎
児
や
幽
霊
を
天
へ
導
き
、
生
者
を
健

康
な
状
態
に
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
、
独
特
な
聖
餐Eucharist

（
正
教
で

は
聖
体
礼
儀

/D
ivine Liturgy

、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は

ミ
サM

issa/M
ass

、
聖
公
会
で
は
聖
餐
式M

ass/H
oly M

ass/H
oly 

Com
m
union

）
理
解
を
持
ち
、
実
行
し
た
。
ま
た
、
動
物
に
つ
い
て
も

死
後
の
霊
魂
の
実
在
を
認
め
て
、
正
餐
式
を
と
お
し
て
、
召
天
す
る
と
理

解
し
て
い
る
し
、
悪
魔
悪
霊
に
よ
る
霊
障
を
祓
う
最
強
の
儀
礼
と
し
て
も

正
餐
式
を
受
け
止
め
て
い
る
。

三　

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
の
言
葉

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
＝
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
神
父
（Bryan Goldsm

ith

）
に
よ

る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
と
お
し
て
明
ら
か
と
な
る
Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
の
発
言
は

き
わ
め
て
興
味
深
く
ま
た
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。「
主
教
や
私
た
ち
が
、

当
該
家
族
に
対
し
て
逝
去
者
記
念
聖
餐
式
を
執
行
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て

い
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
で
さ
え
、
患
者
は
閉
鎖
さ
れ
た
独
居
室
に
い
ま
し

た
し
（
私
は
患
者
の
親
類
と
は
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
患
者
自
身
と

は
そ
も
そ
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）、
患
者
の
叔
母
も
他

の
精
神
病
院
に
入
院
し
て
い
た
の
で
し
た
が
、
患
者
も
そ
の
叔
母
も
、
た

質
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
報
告
者
に
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
集
団
が
大
き

く
そ
の
あ
り
方
を
変
え
る
時
、「
神
の
書
き
か
え
」
を
選
択
す
る
場
合
と
、

「
神
の
置
き
か
え
」
を
選
択
す
る
場
合
と
に
、
社
会
集
団
の
変
化
の
型
を

区
別
す
る
よ
う
な
対
応
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。「
神
の
書
き
か
え
」
と
「
神
の
置
き
か
え
」
と
の
相
違
は
、
変
化

の
前
と
後
と
に
、
異
質
性
を
強
調
し
た
い
か
、
継
続
性
を
強
調
し
た
い

か
、
そ
う
い
っ
た
語
り
の
戦
略
の
違
い
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
と
判
断
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
霊
障
と
死
者
供
養

│
│ 

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
の
事
例
か
ら 
│
│

中
里　
　

巧

一　

死
者
の
霊
魂
や
幽
霊

　

死
者
の
霊
魂
を
供
養
す
る
こ
と
の
意
味
深
長
さ
は
、
都
市
化
さ
れ
た
現

代
日
本
社
会
で
は
過
去
と
比
べ
て
、
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
後
に
起
こ
り
始
め
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
心
霊
現
象
や

幽
霊
体
験
な
ら
び
に
怪
奇
現
象
や
霊
障
の
実
態
に
つ
い
て
、
多
数
の
報
告

が
あ
り
、
こ
う
し
た
報
告
を
仔
細
に
追
っ
て
み
る
と
、
死
者
の
霊
魂
の
実

在
や
成
就
さ
れ
ざ
る
様
々
な
思
い
お
よ
び
死
者
に
よ
る
遺
族
へ
の
思
慕
お

よ
び
遺
族
に
よ
る
死
者
へ
の
思
慕
な
ど
、
前
近
代
的
死
生
観
が
今
な
お
、

現
代
日
本
人
の
有
意
味
性
体
系
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ

る
。
同
種
の
有
意
味
性
体
系
を
Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
の
聖
餐
理
解
を
と
お
し
て

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
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ford Ruether

）
と
、
比
較
宗
教
学
者
で
仏
教
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
リ
タ
・

グ
ロ
ス
（Rita M

. Gross

）
を
取
り
上
げ
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対

話
の
一
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

リ
ュ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
の
宗
教
間
対
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
神
教
的
信

仰
と
ア
ジ
ア
的
非
一
神
教
信
仰
と
の
対
話
の
場
合
、
排
他
的
性
と
共
存
性

と
の
対
話
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
他
者
の
視
点
が
な
け
れ
ば
、
自

分
自
身
に
つ
い
て
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
な
る
。

宗
教
間
対
話
は
、
こ
う
し
た
視
野
の
狭
さ
を
打
破
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。
宗
教
間
対
話
に
つ
い
て
の
両
者
の
共
通
理
解
は
、
対
話
の
プ
ロ
セ
ス

の
な
か
で
、
自
分
の
伝
統
に
欠
け
て
い
た
り
、
潜
在
し
て
い
た
り
す
る
宗

教
的
経
験
の
領
域
を
照
ら
す
洞
察
を
見
つ
け
、
各
伝
統
か
ら
の
洞
察
に
よ

っ
て
自
身
の
信
仰
が
豊
か
に
な
る
こ
と
が
、
宗
教
間
対
話
の
目
的
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
二
人
の
共
著
で
あ
る
『
宗
教
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
と
地
球
の
未
来
』
を
中
心
に
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
の

一
例
を
紹
介
す
る
。

　

仏
教
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
グ
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
深
刻
な
女

性
差
別
で
最
も
問
題
な
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
堕
落
と
救
済
、
罪

と
恵
み
の
物
語
に
ま
つ
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
つ
ま
り
は

堕
落
や
罪
に
女
性
性
が
充
て
ら
れ
、
救
済
や
恵
み
に
男
性
性
が
充
て
ら
れ

る
と
い
う
不
均
衡
で
あ
る
。
リ
ュ
ー
サ
ー
の
反
論
に
よ
る
と
、
グ
ロ
ス
の

そ
う
し
た
原
罪
観
は
、
ル
タ
ー
派
の
背
景
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。
ル
タ
ー

派
は
人
間
を
「
完
全
な
堕
落
」
と
見
な
す
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
は
、

人
類
が
人
間
の
本
質
で
あ
る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、「
完
全
な
堕
落
」

と
い
う
観
念
は
薄
い
。
歴
史
に
現
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
原
始
の
善

を
体
現
し
て
お
り
、
イ
エ
ス
の
本
質
は
人
間
の
本
質
を
表
し
て
い
る
。

だ
ち
に
治
癒
し
た
の
で
し
た
…
…
私
は
、
心
理
療
法
の
実
践
の
な
か
で
患

者
の
家
系Stam

m
baum

/fam
ily tree

を
書
き
留
め
始
め
、
さ
ら
に

「
私
が
発
見
し
た
こ
と
」Entdeckung

（
患
者
の
訴
え
る
症
状
の
原
因

が
祖
先
の
霊
魂
の
苦
悩
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
）
を
聖
餐
式
へ
導
入
し
ま

し
た
…
…
堕
胎
・
流
産
・
死
産
・
自
殺
に
よ
っ
て
救
い
の
な
い
霊
魂
や
、

遠
い
地
の
戦
場
で
戦
死
し
て
忘
れ
去
れ
て
い
る
霊
魂
は
…
…
完
全
に
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
…
…
私
た
ち
の
周
囲
に
は
、
神
に
対
し
て
心

を
開
か
ず
自
分
を
委
ね
な
い
た
め
に
、
何
百
年
も
此
の
世
を
彷
徨
い
続
け

て
い
る
無
数
の
死
者
が
存
在
し
て
い
ま
す
…
…
」。

四　

死
者
祈
禱
と
癒
や
し

　

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
に
と
っ
て
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
の
存
在
は
、
悪
魔
悪
霊

の
自
由
意
志
な
ら
び
に
人
間
の
自
由
意
志
に
よ
る
堕
落
に
起
因
す
る
あ
ら

ゆ
る
次
元
に
お
け
る
分
断
や
破
壊
、
す
な
わ
ち
、
天
と
地
の
呼
応
関
係
の

崩
壊
や
死
や
陰
府
の
出
現
な
ら
び
に
世
界
の
崩
壊
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
断
や

破
壊
を
解
消
し
て
、
神
と
の
一
体
性
や
世
界
の
調
和
を
回
復
す
る
こ
と
を

保
証
す
る
。

五　

死
者
祈
禱
の
歴
史

　

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
は
、
外
典
を
含
む
旧
新
約
聖
書
か
ら
、
死
者
祈
禱
の
歴

史
を
開
陳
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
対
話

│
│ 

エ
コ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
視
点
か
ら 

│
│

張　
　
　

旋

　

本
発
表
で
は
、
エ
コ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
指
導
的
推
進
者
で
あ
る

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
リ
ュ
ー
サ
ー
（Rosem

ary Rad-
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修
道
院
の
な
か
の
禅

峯
岸　

正
典

　

ベ
ル
ギ
ー
の
聖
ア
ン
ド
レ
修
道
院
（St. A

ndré de Clerlande

）
の

院
長
や
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
の
修
道
間
諸
宗
教
対
話
委
員
会
事
務
総
長

（Secretary General, M
onastic Interreligious D

ialogue (D
IM
-

M
ID

)

）
を
勤
め
た
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ベ
ト
ュ
ン
ヌ
（Pierre de Béthu-
ne

）
は
一
九
七
七
年
か
ら
禅
を
学
び
、
毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
所
属
す

る
修
道
院
で
坐
禅
会
を
開
い
て
い
る
。
九
時
頃
か
ら
準
備
が
開
始
さ
れ
、

一
〇
時
か
ら
二
五
分
間
の
坐
禅
と
一
〇
分
間
の
経
行
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

途
中
、
般
若
心
経
の
読
誦
や
ピ
エ
ー
ル
自
身
に
よ
る
提
唱
、
沈
黙
で
の
昼

食
も
取
ら
れ
る
。
最
後
は
四
弘
誓
願
の
読
誦
で
も
っ
て
一
六
時
に
終
了
す

る
。
経
文
は
日
本
語
で
読
誦
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
に
は
仏
訳
も
付
い
て
い

る
。
菩
薩
の
誓
願
で
あ
る
四
弘
誓
願
の
場
合
、
通
常
、
禅
で
は
以
下
の
通

り
に
理
解
さ
れ
る
。（
便
宜
上
番
号
付
加
。
括
弧
内
は
高
崎
直
道
訳
。）
①

衆
生
無
辺
誓
願
度
（
衆
生
は
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
度
せ
ん
こ
と
を
願

う
）。
②
煩
悩
無
尽
誓
願
断
（
煩
悩
は
無
尽
な
れ
ど
も
誓
っ
て
断
ぜ
ん
こ

と
を
願
う
）。
③
法
門
無
量
誓
願
学
（
法
門
は
無
量
な
れ
ど
も
誓
っ
て
学

ば
ん
こ
と
を
願
う
）。
④
仏
道
無
上
誓
願
成
（
仏
道
は
無
上
な
れ
ど
も
誓

っ
て
成
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
）。
こ
の
四
弘
誓
願
の
読
誦
に
対
し
て
三
一
年

に
わ
た
っ
て
修
道
院
で
も
禅
を
指
導
し
て
い
る
宝
積
玄
承
は
、「
思
想
的

に
キ
リ
ス
ト
教
と
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を
利
用
し
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
形
で
取
り
入
れ
て

い
る
」、
と
し
、
特
に
③
の
「
法
門
」
の
場
合
、「
仏
法
を
真
実
と
置
き
換

え
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
」
と
言
う
。
さ
ら
に
④
の
「
仏
道
を
覚
、
す
な

わ
ち
、
自
己
に
目
覚
め
る
道
と
置
き
換
え
れ
ば
ぶ
つ
か
ら
な
い
」、
そ
の

　

リ
ュ
ー
サ
ー
は
、
社
会
正
義
に
関
し
て
、
特
に
社
会
参
画
仏
教
（En-

gaged Buddhism

）
と
キ
リ
ス
ト
教
の
解
放
の
神
学
に
は
共
通
点
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
他
方
で
、
個
々
人
の
変
化
に
よ
っ
て
の
み
社
会
変
革
に

至
る
と
い
う
仏
教
の
考
え
を
批
判
す
る
。
社
会
変
革
に
と
っ
て
は
、
法
律

上
の
変
化
も
重
要
で
あ
り
、
個
人
の
変
化
と
法
律
と
制
度
上
の
変
化
と
の

よ
り
動
的
な
相
互
関
係
が
社
会
を
変
革
す
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、「
持

続
可
能
性
」
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ス
と
の
対
話
に
お
い
て
、
グ
ロ
ス
が
持
続
可

能
な
社
会
を
作
る
た
め
に
低
消
費
と
、
低
再
生
倫
理
へ
の
個
々
人
の
意
識

改
革
の
必
要
性
を
強
調
す
る
一
方
で
、
リ
ュ
ー
サ
ー
は
そ
れ
を
認
め
つ
つ

も
、
同
時
に
法
律
上
の
規
制
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、

グ
ロ
ス
が
、
未
来
の
創
造
に
関
し
て
、
世
界
人
口
の
急
増
を
抑
え
る
た
め

の
出
産
抑
制
す
る
手
段
と
し
て
の
家
族
共
同
体
の
創
設
の
重
要
性
を
訴
え

る
の
に
対
し
て
、
リ
ュ
ー
サ
ー
は
、
法
律
や
社
会
構
造
の
変
革
を
重
視
し

て
、
社
会
民
主
主
義
社
会
の
創
設
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
両
者
は
、
公
正
で
平
和
で

調
和
の
取
れ
た
世
界
を
目
指
す
努
力
の
な
か
で
、
お
互
い
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
強
力
な
社
会
的
解
釈
を
伝
統
の
中
か
ら
導
き
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
正
義
と
幸
福
と
い
う
共
通
の
人
間
的
原
則
の
た
め
に
、

各
宗
教
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
文
化
を
越
え
て
ひ
と

つ
の
地
球
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
人
々
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
共
通
点
と
、
害
の
な
い
多
様
性
を
確
認
す
る
何
ら
か
の
方
法
が
模
索

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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げ
深
め
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
対
話
を
深
め
る
な
か
で
⑤
禅
を
説
明
す

る
本
当
の
意
味
で
の
「
言
葉
」
が
増
え
る
と
意
識
さ
れ
る
。
最
後
に
禅
の

立
場
に
立
っ
て
言
え
ば
、
坐
禅
を
純
粋
に
行
じ
て
い
け
ば
、
必
ず
あ
る
種

の
い
わ
ば
「
世
界
認
識
」
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

な
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
に
基
づ
い
て
キ
リ
ス
ト
教
側
の
自
己
理
解
へ
の
変
革

の
道
が
開
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
だ
が
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
双
方
の

側
か
ら
認
め
ら
れ
る
教
義
的
立
場
と
い
う
の
は
ま
だ
生
ま
れ
て
き
て
は
い

な
い
。
実
践
的
に
も
理
論
的
に
も
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
展
開
を

見
守
り
報
告
し
て
い
き
た
い
。（
引
用
は
本
年
九
月
、
欧
州
で
の
聞
き
取

り
に
基
づ
く
）。

華
人
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
文
脈
形
成

│
│ 「
世
界
華
人
福
音
運
動
」
を
通
し
て 

│
│

ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス=

ト
ー
マ
ス
・
モ
リ

　

本
発
表
は
、
中
国
に
出
自
を
持
ち
、
か
つ
中
国
以
外
で
生
活
し
て
い
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
人
々
で
あ
る
「
華
人
キ
リ
ス
ト
者
」
に
注
目
す
る
。

彼
ら
は
、
十
九
世
紀
以
来
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
伝
来
と
中
国
発
の

移
民
と
い
う
二
つ
の
流
れ
が
交
差
し
た
結
果
で
あ
る
。
彼
ら
の
歴
史
は
中

国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
よ
り
も
長
い
が
、
二
十
世
紀
半
ば
ま
で
は
中

国
教
会
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
一
九
五
〇
年
代
か

ら
中
国
の
教
会
活
動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
、
大
量
の
教
会

資
源
が
海
外
に
流
出
し
た
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
と
北
米
と
い
う
二
つ
の
華

人
キ
リ
ス
ト
者
の
集
中
地
域
を
中
心
に
、
中
国
の
教
会
と
異
な
る
独
自
の

文
脈
が
生
成
し
始
め
た
。
そ
の
中
で
最
も
代
表
的
な
一
例
は
「
世
界
華
人

福
音
運
動
」
で
あ
る
。

よ
う
な
形
で
「
四
弘
誓
願
は
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
」
し
「
仏
教
を
広
く
と

っ
て
い
る
」
と
言
う
。
ベ
テ
ュ
ン
ヌ
は
般
若
心
経
に
関
し
て
も
仏
訳
を
作

り
、「『
空
』
を
理
解
す
る
と
よ
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
読
経
後
、
回
向
文

を
唱
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
仏
教
と
は
異
な
る
。
門
脇
佳
吉
と
同
じ
く
、

坐
禅
を
す
る
と
聖
書
の
読
み
方
が
深
く
な
り
、
身
体
を
通
し
て
信
仰
の
深

化
が
可
能
だ
と
考
え
る
ピ
エ
ー
ル
は
「
坐
禅
が
極
め
て
修
道
的
で
あ
る
」

と
主
張
す
る
。
同
時
に
そ
の
一
方
で
、「
自
分
は
『
福
音
書
』
な
し
に
は

生
き
ら
れ
な
い
」
と
も
強
調
し
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
と
一
緒
に
禅
と
の
交

流
に
関
わ
っ
て
い
る
ノ
ト
ケ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
（N

otker W
olf

）
前
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
会
名
誉
総
会
長
は
「
坐
禅
を
通
じ
て
自
分
が
空
っ
ぽ
に
な
る
と

神
に
満
た
さ
れ
る
」
と
坐
禅
の
意
義
を
語
る
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

を
深
め
る
た
め
の
禅
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
仏
教
側
は
ど
う
考
え
る
の

か
。
東
西
宗
教
交
流
学
会
（
本
年
八
月
、
京
都
市
）
総
括
に
お
い
て
の
議

論
は
以
下
の
五
点
に
要
約
さ
れ
る
。
①
キ
リ
ス
ト
教
側
が
禅
を
実
践
す
る

こ
と
は
、
仏
教
、
禅
に
反
感
を
持
た
れ
る
よ
り
は
ず
っ
と
良
い
。
②
但
し
、

そ
の
禅
が
「
仏
教
の
禅
そ
の
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
僧
堂
と
い
う
も
の
を
抜
き
に
し
て
禅
は
語
れ
な

い
の
で
、
全
般
的
に
そ
こ
の
所
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
、
課
題
で
あ
る
。

東
西
霊
性
交
流
に
関
与
す
る
修
道
士
は
一
貫
し
て
禅
の
修
行
道
場
に
入
り

た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
禅
が
僧
堂
に
根
付
く
も
の
と
い
う
理
解
が
あ

る
と
推
定
さ
れ
る
。
④
教
義
的
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
異
な
る
点
は
、
こ
れ
か

ら
の
対
話
の
課
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
無
始
無
終
と
い
う
時
間
の
考
え

方
と
、
創
造
と
終
末
と
い
う
、
始
め
と
終
わ
り
が
あ
る
と
い
っ
た
立
場
を

ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。
双
方
が
相
手
の
立
場
も
学
び
尊
重
し
な
が
ら
、

④
寄
り
添
っ
て
修
道
間
の
対
話
を
深
め
る
こ
と
に
お
い
て
理
解
の
枠
を
広
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年
、
運
動
の
指
導
層
に
も
世
代
の
交
代
が
始
ま
っ
た
た
め
、
活
動
お
よ
び

影
響
力
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
運
営
に
お
い
て

「
華
人
」
や
「
中
華
」
な
ど
の
概
念
が
再
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
も
十
分
考

え
ら
れ
る
。

　
「
世
界
華
人
福
音
運
動
」
が
出
現
し
、
か
つ
四
〇
年
以
上
存
続
し
て
い

る
こ
と
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
華
人
キ
リ
ス
ト
者
の
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
発
達
お
よ
び
活
動
の
活
発
化
を
踏
ま
え
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
越

境
者
中
心
の
文
脈
に
お
け
る
信
仰
の
受
容
と
実
践
な
ど
の
研
究
方
向
に
と

っ
て
、「
世
界
華
人
福
音
運
動
」
が
よ
い
参
照
物
と
言
え
よ
う
。

東
西
の
対
立
は
中
動
態
の
文
法
に
よ
っ
て
越
え
ら
れ
る

髙
橋　

勝
幸

　

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
取

っ
た
適
応
主
義
が
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
追
認
さ
れ
宗
教
間
対
話
の
教

令
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
対
話
の
基
本
は
藤
田
正
勝
が
「
私
は
汝
を
認
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
私
で
あ
り
、
汝
は
私
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
汝
で
あ

る
」
と
西
田
の
論
文
「
私
と
汝
」
か
ら
引
用
し
、
対
話
は
相
手
の
良
い
面

だ
け
で
な
く
悪
い
面
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
架
橋
さ
れ
た
時
に
成

立
す
る
と
す
る
。
既
に
高
田
信
良
が
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」
の
対
話
に

関
係
す
る
著
作
群
を
網
羅
的
に
挙
げ
て
い
る
。
又
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ

の
『
霊
操
』
を
「
禅
」
に
よ
っ
て
深
め
た
愛
宮
ラ
サ
ー
ル
の
先
駆
的
役
割

は
範
と
す
る
こ
と
で
き
る
が
後
継
者
に
引
き
継
が
れ
た
は
ず
の
対
話
路
線

は
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
行
き
詰
ま

り
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

東
西
思
想
の
対
立
は
中
動
態
の
文
法
の
掘
り
返
し
な
し
に
は
見
え
て
こ

　
「
世
界
華
人
福
音
運
動
」
は
、
ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
を
代
表
と
す
る
二

十
世
紀
の
英
米
発
福
音
主
義
運
動
の
影
響
下
の
産
物
で
あ
る
。
一
九
七
四

年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
「
世
界
伝
道
国
際
会
議
」
を
き
っ
か
け
に
、
一
部
の
華

人
教
会
指
導
者
お
よ
び
宣
教
師
経
験
者
た
ち
が
一
九
七
六
年
、
香
港
で

「
世
界
華
人
福
音
大
会
」
を
開
催
し
、「
華
人
教
会
、
天
下
一
心
、
広
伝
福

音
、
直
到
主
臨
（
華
人
教
会
が
一
致
団
結
し
、
主
の
再
臨
ま
で
福
音
を
述

べ
伝
え
よ
う
）」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
運
動
の
結
成
を
宣
言
し
た
。

　
「
世
界
華
人
福
音
運
動
」
は
香
港
で
常
設
事
務
局
を
設
置
し
た
ほ
か
、

世
界
各
地
の
協
力
教
会
を
中
心
に
多
く
の
「
地
区
委
員
会
」
を
作
り
、
華

人
キ
リ
ス
ト
者
の
状
況
調
査
と
研
究
、
世
界
各
地
の
福
音
主
義
の
情
報
お

よ
び
宣
教
学
関
連
の
翻
訳
と
紹
介
、
華
人
キ
リ
ス
ト
者
向
け
に
宣
教
活
動

へ
の
参
加
動
員
な
ど
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で

最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
華
人
世
界
の
状
況
に
即
し

な
が
ら
、「
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
」
な
ど
福
音
主
義
宣
教
運
動
と
呼
応
す
る

形
で
、
華
人
キ
リ
ス
ト
者
が
段
階
的
に
異
文
化
対
象
へ
の
宣
教
活
動
に
参

与
す
べ
き
と
提
唱
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
五
年
に
一
度
の
世
界
大
会
を

は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
世
界
中
の
華
人
キ

リ
ス
ト
者
が
交
流
す
る
た
め
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　

運
動
の
初
期
か
ら
長
い
間
、
指
導
層
の
大
半
は
中
国
生
ま
れ
ま
た
は
香

港
・
台
湾
系
の
人
で
あ
っ
た
た
め
、「
中
国
」
に
対
す
る
感
情
が
複
雑
で

あ
り
、
郷
愁
の
よ
う
な
態
度
を
隠
さ
な
い
人
も
少
な
く
な
い
。
一
方
、
二

世
や
三
世
以
降
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
「
中
華
圏
」
以
外
の
地
域
の
出
身
者

の
間
で
は
、
福
音
主
義
の
運
動
に
中
華
的
要
素
（Chineseness

）
を
取

り
入
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
各
地
の
教
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

運
営
に
干
渉
す
る
こ
と
に
不
満
を
持
つ
人
が
多
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
近
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或
い
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
両
方
を
包
む
出
来
事
の
よ
う
で
あ
る
。
西

田
は
「
於
い
て
あ
る
場
所
」
と
表
現
す
る
が
最
も
難
解
と
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
哲
学
以
来
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
思
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思

想
・
言
語
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
は
っ
き
り
し
た

形
や
所
在
を
も
た
な
い
「
こ
と
」
的
世
界
は
、
客
観
的
・
具
体
的
物
理
的

な
「
も
の
」
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。「
中
動
態
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思

想
・
言
語
か
ら
消
え
て
行
っ
た
原
因
で
も
あ
る
。

　

古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
は
あ
っ
た
「
中
動
態
」
の
文
法
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
の
祖
語
に
ま
で
遡
れ
ば
、
東
洋
的
・
仏
教
的
、
日
本
人
の
思
惟

方
法
の
理
解
に
役
立
つ
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
「
中
動
態
」
の
復
活
は
、
新
た
な
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
が
必
要

と
さ
れ
る
。
地
球
規
模
の
自
然
災
害
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。
こ
の
危
機

に
直
面
し
て
も
、
旧
態
依
然
と
し
た
欧
米
の
科
学
実
証
主
義
、
保
守
的
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
に
固
執
す
る
な
ら
、
破
滅
の
道
し
か
残
さ
れ
な
く

な
る
で
あ
ろ
う
。「
行
」
に
お
い
て
東
西
を
包
摂
す
る
「
絶
対
無
の
場
所
」

が
開
か
れ
、
こ
の
共
通
の
土
俵
こ
そ
対
話
の
原
点
で
あ
り
、
邂
逅
の
道
で

あ
る
。
こ
の
道
が
中
動
態
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
っ
て
開
か
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
「
根
源
的
い
の
ち
」
は
、
東
西
の
思
想
対
立
に
関
係
な
く
人
々
の
心
に

古
来
か
ら
生
き
続
け
て
い
る
「
霊
性
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀

は
「
中
動
態
」
の
文
法
の
掘
り
返
し
に
よ
っ
て
「
邂
逅
の
道
」
が
開
か
れ

て
来
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

な
い
。
こ
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
は
あ
っ
た
中
動
態
文
法
の
復
活
は
、
東

洋
的
思
惟
の
理
解
に
も
、
危
機
的
な
欧
米
思
想
の
再
構
築
に
と
っ
て
も
今

日
的
に
は
重
要
な
要
請
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
中
動
態
に
つ
い
て
は
國
分

功
一
郎
が
『
中
動
態
の
世
界
』
を
医
学
書
院
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
國
分

は
昔
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
祖
語
に
は
「
中
動
態
」
と
い
う
文
法

が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
な
ぜ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
、
能
動
・
受
動
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
少
し
も
普
遍
的
で
は
な
か
っ
た
の
に
と
説
き
起
こ
し

て
行
く
。
他
に
木
村
敏
が
臨
床
哲
学
の
立
場
か
ら
、
ド
イ
ツ
人
ロ
ル
フ
・

エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ド
が
日
本
の
京
都
学
派
の
哲
学
理
解
に
中
動
態
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
紙
数
の
関
係
で
詳
し
い
説
明
は
そ
の
著
作

に
委
ね
た
い
。

　

ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
始
ま
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
・
言
語
は
、
人
格
、
自

由
、
責
任
と
言
っ
た
も
の
が
前
面
に
出
て
来
る
。
こ
の
た
め
曖
昧
と
さ
れ

る
中
動
態
の
文
法
が
失
わ
れ
て
き
た
。
中
動
態
の
失
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
思
想
・
言
語
を
「
教
義
」
に
取
り
入
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
欧
米
言
語

の
主
語
・
述
語
、
能
動
・
受
動
の
合
理
的
な
二
項
対
立
の
対
象
論
理
で
あ

り
、
東
洋
・
仏
教
の
思
想
、
西
田
・
西
谷
に
代
表
さ
れ
る
京
都
学
派
の
哲

学
は
理
解
出
来
ず
、
論
証
を
求
め
て
は
論
議
が
噛
み
合
わ
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

何
故
「
中
動
態
」
が
失
わ
れ
た
か
。
即
ち
、
客
観
的
な
対
象
的
な
も
の

と
し
て
見
る
な
ら
「
何
で
あ
る
か
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、

論
証
で
き
な
い
日
本
的
な
「
こ
と
」
の
世
界
は
、
不
安
定
で
客
観
的
に
固

定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
西
田
が
「
形
な
き
も

の
の
形
を
見　

声
な
き
も
の
の
声
を
聞
く
」
と
言
っ
た
が
、
私
が
景
色
を

見
て
美
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
私
の
側
か
ら
か
景
色
の
側
か
ら
か
、
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第
五
部
会

タ
イ
ナ
ト
後
の
「
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
」
研
究
史

髙
橋　

優
子

　
「
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
」
は
、
元
来
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
学
の
唯
一
の
定
点
を

成
す
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。
と
く
に
他
の
理
論
的
支
柱
を
ほ
と
ん
ど
失

っ
て
し
ま
っ
た
現
在
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
学
に
と
っ
て
は
、
最
後
の
砦
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
解
釈
は
一

致
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
近
年
の
タ
イ
ナ
ト
版
「
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
王
位

継
承
誓
約
文
書
（
以
下
当
該
文
書
をESO

D

と
略
記
す
る
が
、
す
べ
て

の
研
究
者
が
こ
の
略
号
を
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）」
の
発
見

（
二
〇
〇
九
年
）・
出
版
（
二
〇
一
二
年
）
に
よ
っ
て
、
ヨ
シ
ヤ
改
革
の
理

解
も
大
き
な
修
正
を
受
け
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
タ
イ
ナ
ト

版
の
示
唆
を
ど
う
捉
え
る
か
に
よ
り
、
大
き
な
差
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
タ
イ
ナ
ト
版
の
存
在
を
無
視
し
た
議
論
は
も
は
や

成
立
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
タ
イ
ナ
ト
後
の
ヨ
シ
ヤ
改
革
研

究
史
に
限
っ
て
整
理
を
試
み
る
。

　

タ
イ
ナ
ト
版ESO

D

発
見
を
受
け
て
、
聖
書
法
の
専
門
家
レ
ヴ
ィ
ン

ソ
ン
（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
申
命
記
一
三
章
一
節
（
マ
ソ
ラ
本
文
）
が

ESO
D
§4c

の
借
用
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
さ
ら
に
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

と
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
（
二
〇
一
二
年
）
は
申
命
記
全
体
がESO

D

の
影
響
下

に
成
立
し
た
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
以
前
か
ら
申
命
記
二
八
章
とESO

D

の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
ス
テ
イ
マ
ン
ズ（
二
〇
一
三
年
）も
、
自

説
が
さ
ら
に
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ー
マ
ン
（
二
〇
一
三
年
）
は
タ
イ
ナ
ト
版
の
存
在

を
あ
え
て
無
視
し
て
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
「
条
約
」
と
申
命
記
の
関
連
に
つ
い

て
論
じ
続
け
た
た
め
、
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
と
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
と
の
間
に
論
争

が
生
じ
た
（
二
〇
一
三
年
）。
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
と
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
は
、
前

一
五
世
紀
―
一
二
世
紀
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
「
条
約
」
文
書
に
ア
ク
セ
ス
す

る
よ
り
、
前
六
七
二
年
の
ア
ッ
シ
リ
ア
の
誓
約
文
書
（
自
国
に
宛
て
て
発

行
さ
れ
たESO

D

）
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方
が
、
ユ
ダ
の
エ
リ
ー
ト
層
に
と

っ
て
は
よ
ほ
ど
簡
単
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
説
得
的
に
主
張
し
て
い
る
。

　

旧
約
神
学
者
ク
ラ
ウ
チ
（
二
〇
一
四
年
）
は
、
タ
イ
ナ
ト
版
の
発
見
に

も
か
か
わ
ら
ず
、ESO

D

が
直
接
申
命
記
に
影
響
し
た
こ
と
を
否
定
し

て
い
る
。
ク
ラ
ウ
チ
は
「
ア
ッ
シ
リ
ア
に
対
す
る
反
対
運
動
あ
る
い
は
思

想
的
反
抗
と
し
て
ユ
ダ
がESO

D

を
似
て
非
な
る
も
の
に
変
え
て
申
命

記
を
作
っ
た
」
と
い
う
立
場
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ユ
ダ
の
中
で

もESO
D

に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
の
は
一
部
の
エ
リ
ー
ト
だ
け
で
あ
ろ
う

か
ら
、
一
般
の
ユ
ダ
人
は
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況

でESO
D

を
換
骨
奪
胎
し
て
み
せ
る
意
味
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
理

由
で
あ
る
。
さ
ら
に
、ESO

D

の
内
容
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
は
言
え

ず
、「
古
代
近
東
」
に
一
般
的
な
特
徴
し
か
備
え
て
い
な
い
の
で
、
と
く

にESO
D

だ
け
が
申
命
記
に
影
響
を
与
え
た
と
は
い
え
な
い
と
主
張
し

て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
申
命
記
記
者
がESO

D

を
独
特
の
方
法
で

使
用
し
た
際
、
と
く
に
「
反
ア
ッ
シ
リ
ア
」
を
宣
伝
し
よ
う
と
い
う
意
図

は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
ア
ッ
シ
リ
ア
は

力
を
失
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
でESO

D

を
利
用
す
る
に
は
積

極
的
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。ESO

D

が
導
入
し
た
の
は
「
永
遠
の
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の
壁
に
入
り
口
が
あ
る
。
座
席
内
側
の
寸
法
は
、
南
北
六
メ
ー
ト
ル
、
東

西
七
メ
ー
ト
ル
で
、
詰
め
て
席
に
座
れ
ば
約
五
十
人
が
座
れ
る
。
用
途
は

明
ら
か
に
集
会
が
目
的
で
、
同
時
代
出
土
の
テ
オ
ド
ト
ス
碑
文
等
に
基
づ

け
ば
、
目
的
は
主
に
ト
ー
ラ
ー
の
朗
読
と
学
習
と
想
定
さ
れ
る
。
エ
ル
サ

レ
ム
神
殿
健
在
の
時
代
に
ガ
リ
ラ
ヤ
の
小
規
模
村
落
で
シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
グ
ダ
ラ
と
ガ
ム
ラ
で
す
で
に
発
見
さ
れ
た

シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
神
殿
崩
壊
へ
と
至
る
西
暦
一
世
紀
の

ガ
リ
ラ
ヤ
の
宗
教
史
理
解
に
新
た
な
視
点
が
提
示
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　

ガ
リ
ラ
ヤ
は
、
ハ
ス
モ
ン
朝
に
よ
る
征
服
以
後
、
ツ
ィ
ポ
リ
、
マ
グ
ダ

ラ
、
ガ
ム
ラ
な
ど
の
新
都
市
が
順
次
建
設
さ
れ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
入
植
と

現
地
人
の
ユ
ダ
ヤ
化
が
展
開
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
日
常
生
活
へ
の
ユ

ダ
ヤ
啓
示
法
の
浸
透
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
沐
浴
施
設
の
ミ
ク
ヴ
ェ
が
あ

り
、
穢
れ
の
な
い
オ
リ
ー
ブ
油
へ
の
関
心
の
高
さ
、
石
製
容
器
の
工
房
の

存
在
、
エ
ル
サ
レ
ム
製
の
ヘ
ロ
デ
式
ラ
ン
プ
の
使
用
が
見
ら
れ
、
シ
ナ
ゴ

ー
グ
の
建
設
は
そ
の
一
環
と
理
解
で
き
る
。
政
治
状
況
に
お
い
て
は
、
ロ

ー
マ
帝
国
と
の
確
執
が
高
ま
る
中
、
ヘ
ロ
デ
王
朝
と
ユ
ダ
ヤ
社
会
と
の
和

解
が
進
展
す
る
一
方
で
、
ロ
ー
マ
に
対
立
す
る
革
命
政
府
の
樹
立
と
ガ
リ

ラ
ヤ
各
地
の
要
塞
化
が
進
み
、
戦
争
へ
と
発
展
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
展
開
に
鑑
み
て
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
発
見
の
宗
教
史
的

意
義
を
三
点
指
摘
し
た
い
。

　

第
一
点
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
関
す
る
従
来
の
捉
え
方
の
見
直
し
に
関
わ
る

事
柄
で
あ
る
。
従
来
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
に
則
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
出
現
の
前
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
閉
鎖

的
で
形
式
主
義
的
な
律
法
主
義
を
特
徴
と
し
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
出
現
以

後
は
西
暦
七
〇
年
の
神
殿
崩
壊
に
よ
り
そ
の
歴
史
的
役
割
が
終
わ
っ
た
か

誓
約
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
誓
約
当
時
者
の
死
に
よ
っ

て
、
誓
約
は
無
効
に
な
っ
て
い
た
。
ユ
ダ
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
こ
れ
を

ヤ
ハ
ウ
ェ
と
民
と
の
永
遠
の
誓
約
の
モ
デ
ル
と
し
て
使
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
神
だ
か
ら
よ
い
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
人
間

な
の
で
死
ん
で
し
ま
う
。
だ
が
、
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
る
な
ら
、
永
遠

の
誓
約
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
家
を
建
て
直
す
た
め
の
改
革
の

理
念
を
、
民
に
根
づ
か
せ
る
た
め
の
ユ
ダ
王
国
エ
リ
ー
ト
の
政
策
的
手
法

と
い
え
よ
う
。

　

マ
ー
ク
ル
（
二
〇
一
六
年
）
も
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
「
条
約
」
が
申
命
記

に
直
接
的
影
響
を
与
え
た
と
い
う
に
は
時
代
が
隔
た
り
過
ぎ
て
お
り
、
最

も
重
要
な
影
響
を
与
え
た
の
はESO

D
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
タ

イ
ナ
ト
後
の
ヨ
シ
ヤ
改
革
研
究
に
は
渡
辺
和
子
（
二
〇
一
七
年
）
の
業
績

等
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
出
土
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
宗
教
史
的
意
義

市
川　
　

裕

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
で
、
日
本
の
発
掘
隊
が
三
十
年
近
く
に

わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
テ

ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺
跡
に
お
い
て
、
昨
年
、
西
暦
一
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る

シ
ナ
ゴ
ー
グ
が
発
掘
さ
れ
、
本
年
夏
に
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
遺
跡
は
出
土
物
か
ら
、
西
暦
一
世
紀
前
半
に
建
設
さ
れ
、

西
暦
二
世
紀
の
前
半
に
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
構
造
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
健
在
の
時
代
に
建

設
さ
れ
た
約
七
例
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
遺
跡
と
酷
似
し
、
正
方
形
に
近
い
矩
形

で
、
周
囲
の
壁
に
沿
っ
て
四
辺
す
べ
て
に
切
り
石
の
座
席
が
囲
む
。
北
側
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『
北
フ
ラ
ン
ス
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
』
が
伝
え
る
中
世
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
諸
相

勝
又　

悦
子

　
『
北
フ
ラ
ン
ス
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
』（T

he N
orth French H

ebrew
 

M
iscellany, A

dd. M
s. 11639

）
は
、
現
存
す
る
数
少
な
い
フ
ラ
ン
ス

系
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
の
中
で
も
最
も
豪
華
で
高
い
質
を
誇
る
装
飾
写
本
と

し
て
名
高
い
。
全
一
四
九
四
頁
か
ら
構
成
さ
れ
る
本
写
本
に
は
、
聖
書
本

文
、
ア
ラ
ム
語
訳
聖
書
、
日
々
の
ま
た
祝
祭
の
典
礼
集
、
多
数
の
宗
教
詩
、

結
婚
、
屠
殺
に
関
す
る
規
定
、
中
世
の
ハ
ラ
ハ
ー
議
論
集
等
々
の
テ
キ
ス

ト
群
に
加
え
て
、
聖
書
物
語
の
挿
絵
集
が
挿
入
さ
れ
、
ま
た
上
記
文
書
中

に
は
、
章
句
や
詩
文
の
区
切
り
を
示
す
様
々
な
動
植
物
、
空
想
上
の
怪
物

の
図
像
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
写
本
の
挿
絵
の
だ
け
で
は
な

く
、
装
飾
写
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
一
個
の
書
物
と
し
て
の
形
態
と
構

成
、
所
収
す
る
文
書
の
特
徴
等
を
通
し
て
、
こ
の
写
本
が
発
注
、
作
成
さ

れ
た
と
さ
れ
る
一
三
世
紀
末
の
北
フ
ラ
ン
ス
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
諸
相
を
構

築
す
る
。

　

赤
と
青
が
目
立
つ
色
調
、
円
形
、
矩
形
の
枠
組
み
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
強
制

さ
れ
た
帽
子
（
一
一
四
ｒ
）
や
王
家
を
象
徴
す
る
リ
ス
皮
マ
ン
ト
（
二
六

〇
ｖ
）
な
ど
人
物
表
象
に
お
け
る
コ
ー
ド
、
人
面
獣
な
ど
の
欄
外
挿
絵
の

系
譜
か
ら
、
本
写
本
は
一
三
世
紀
半
ば
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス

キ
リ
ス
ト
教
系
の
装
飾
写
本
伝
統
の
中
に
あ
る
。
他
方
で
、
侮
蔑
の
象
徴

と
さ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
帽
を
、
本
写
本
の
挿
絵
で
は
聖
書
の
著
名
人
物
に
被
せ

る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
人
物
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
侮
蔑
の
象
徴
を
言
わ
ば
逆
転
利
用
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の

自
意
識
を
高
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
欄
外
の
様
々
な
動
植
物
、

竜
、
人
面
獣
は
、
本
写
本
で
は
、
章
句
、
詩
歌
の
始
ま
り
を
示
す
と
い
う

の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
神
殿
末
期
の
宗
教
的
・
政
治
的

ア
イ
デ
ア
の
多
様
性
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
時
代
は
、
宗
教
的
要
素
の
浸
透

と
民
族
独
立
の
政
治
的
要
素
と
は
併
存
乃
至
は
結
合
し
て
い
た
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
り
、
イ
エ
ス
運
動
は
終
末
論
的
気
運
と
い
う
背
景
と
合
致
し
て

考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
の
ち
に
発
展
す
る
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
的
要
素
は

ま
だ
前
面
に
は
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
ユ
ダ
イ
ズ
ム

と
は
な
に
か
と
い
う
大
問
題
を
巡
っ
て
多
様
な
思
想
と
運
動
が
し
の
ぎ
を

削
っ
た
時
代
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
点
は
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
発
展
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
神

殿
時
代
に
は
多
様
な
運
動
の
一
つ
で
あ
っ
た
律
法
主
義
の
ユ
ダ
ヤ
教
が
、

神
殿
崩
壊
後
、
徐
々
に
そ
の
活
動
を
展
開
し
、
西
暦
二
〇
〇
年
頃
に
は
、

口
伝
ト
ー
ラ
ー
の
ミ
シ
ュ
ナ
が
編
纂
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
こ
に
初
め
て
、

生
活
規
範
を
「
天
の
支
配
」
に
委
ね
る
ユ
ダ
ヤ
啓
示
法
体
制
が
確
立
さ
れ

た
。
こ
れ
は
の
ち
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
シ
ャ
リ
ー
ア
体
制
の
先
駆
と
な
る

「
律
法
主
義
の
ユ
ダ
ヤ
教
」
の
成
立
を
意
味
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
と
イ
ス
ラ
ー

ム
の
連
続
性
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
セ
ム
的
一
神
教
の
系
譜
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
に
第
三
点
が
派
生
す
る
。
従
来
キ
リ
ス
ト
教
は
一
神
教
の
典
型
と

し
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
セ
ム
的
一
神
教
の
流
れ
が
他
方
で
確
認
さ
れ
る

と
き
、
一
神
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
宗
教
史
的
に
問
い
直
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
宗
教
学
に
於
い
て
重
要
な
概
念
は
、m

onotheism

で
は

な
くT
heism

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
キ
リ
ス
ト
教
と
不
可

分
の
概
念
で
は
な
い
。
多
神
教
世
界
に
進
出
し
、
復
活
信
仰
、
聖
餐
式
、

三
位
一
体
な
ど
の
教
義
を
備
え
た
一
神
教
の
宗
教
史
的
な
意
義
の
理
解
が

要
請
さ
れ
る
。
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も
窺
え
る
。

　

一
般
に
中
世
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ジ
ー
ム
社
会
で
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
と
ユ
ダ

ヤ
社
会
と
の
対
立
が
想
定
さ
れ
る
が
、
本
写
本
を
通
し
て
分
か
る
の
は
、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
と
同
じ
写
本
伝
統
の
中
に
属
し
、
商
取
引
、
金
融
業
を

通
し
て
共
存
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ひ
そ
か
に
聖
人
を
揶
揄
す
る
反
発

心
と
、
聖
書
本
文
、
祝
祭
、
典
礼
詩
の
保
存
、
ま
た
、
そ
の
中
で
祝
祭
の

詩
文
に
高
揚
感
を
抱
い
て
収
集
し
よ
う
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
自
意

識
の
発
現
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
共
同
体
と
ム
ス
リ
ム
政
府
と
の
相
互
関
係

│
│ 

中
世
エ
ジ
プ
ト
の
場
合 

│
│

嶋
田　

英
晴

一　
『
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
と
役
職
』

・
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
に
依
れ
ば
、
ハ
ー
ハ
ー
ム
（
賢
者
）
の
弟

子
は
一
〇
の
条
件
が
整
っ
た
町
以
外
に
は
住
む
べ
き
で
は
な
い
。

・
こ
れ
ら
の
条
件
は
「
裁
判
」、「
行
政
」、
医
療
、
教
育
等
の
諸
分
野
に

及
ぶ
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
世
界
で
は
い
ず
れ
も
公
正
な
裁
き
、
慈
愛
、
祈
り
、

浄
め
、
割
礼
、
適
正
な
食
物
、
聖
典
学
習
等
、「
宗
教
」
と
密
接
な
繋
が

り
を
持
つ
。

・
役
職
は
、（ecum

enical

）、（territorial

）、（local

）
に
分
類
さ
れ

る
。二　

『
一
〇
世
紀
：
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
転
換
期
』

・
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
下
の
ユ
ダ
ヤ
社
会
に
お
い
て
も
、
同
様
に
大
き
な
変

化
が
見
ら
れ
た
。

・
カ
リ
フ
の
権
威
が
失
墜
し
、
各
地
に
独
立
の
諸
王
朝
が
樹
立
さ
れ
、

独
自
の
機
能
を
担
う
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
と
伝
統
を
共
有
し
な
が
ら
、
本

写
本
で
は
同
一
の
モ
チ
ー
フ
に
独
自
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
観
察
さ
れ

る
。

　

本
写
本
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
キ
ス
ト
が
寄
せ
集
め

ら
れ
た
ミ
セ
ラ
ニ
ー
形
式
を
と
る
。
頁
の
体
裁
、
様
式
や
字
体
が
ほ
ぼ
統

一
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
意
図
を
も
っ
て
短
期
間
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
特
に
典
礼
に
関
す
る
詩
文
文
学
が
多
数
所
収
さ
れ
、
そ
こ
に
は
前

述
の
動
植
物
、
空
想
上
の
動
物
な
ど
の
章
句
を
示
す
指
し
絵
が
多
数
配
置

さ
れ
、
見
る
者
、
読
む
者
を
高
揚
さ
せ
る
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
作
成
者
、

発
注
者
の
詩
文
文
学
へ
の
傾
倒
が
窺
わ
れ
る
。
暦
表
（
五
三
六
ｂ
以
下
）

は
一
二
三
六
年
以
降
、
約
百
年
間
の
祝
祭
が
何
曜
日
に
な
る
か
を
示
し
て

お
り
、
祝
祭
の
維
持
へ
の
強
い
関
心
が
示
唆
さ
れ
る
。
北
フ
ラ
ン
ス
は
中

世
ユ
ダ
ヤ
注
釈
学
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
本
写
本
に
タ
ル
ム
ー
ド
な
ど
の

ラ
ビ
文
献
の
所
収
は
少
な
い
。
実
生
活
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
学
よ
り

も
詩
文
、
典
礼
が
人
々
の
心
を
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
。
他
方
、
聖
書
の

大
部
分
が
所
収
さ
れ
、
聖
書
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
母
音
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い

て
欄
外
表
記
で
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
書
ヘ
ブ
ラ
イ
語
伝

統
の
継
承
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
暦
と
ユ
リ
ウ
ス
暦
の
対
応
表
（
五
四
二
ａ
）
に
は
、
キ
リ
ス
ト

教
社
会
の
聖
人
記
念
日
が
ユ
ダ
ヤ
暦
月
の
何
日
に
当
た
る
か
が
詳
細
に
記

さ
れ
、
会
計
年
度
の
区
切
り
と
な
る
マ
リ
ア
受
胎
告
知
日
（
三
月
二
五

日
）
か
ら
一
三
週
ご
と
に
一
年
を
四
分
割
し
た
指
標
も
あ
る
。
聖
人
記
念

日
に
立
つ
市
を
ユ
ダ
ヤ
人
が
営
業
の
場
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
金
融
業
に

あ
た
っ
て
の
週
毎
の
利
子
の
計
算
の
補
助
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
図
表
で
は
聖
人
の
名
前
が
密
か
に
揶
揄
さ
れ
て
い
た
形
跡
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徐
々
に
そ
の
権
威
が
衰
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
代
わ
り
、
各
地

の
独
立
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
内
に
お
い
て
夫
々
独
立
の
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
（
学

塾
）
が
出
現
し
、
主
に
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
学
塾
出
身
の
学
者
が
そ
の
指
導
者

と
し
て
活
躍
し
始
め
た
。
こ
う
し
て
、
一
〇
世
紀
頃
を
境
に
、
バ
ビ
ロ
ニ

ア
の
指
導
者
に
よ
る
一
元
的
な
指
導
体
制
に
代
わ
り
、
ア
ン
ダ
ル
ス
、
イ

フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）、
エ
ジ
プ
ト
や
イ
エ
メ
ン
な
ど
に
お
い

て
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
指
導
層
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
、
独
自
に
学
問
を
担
う

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
ゲ
オ
ー

ニ
ー
ム
は
実
質
的
に
終
焉
を
迎
え
、
西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
学
者
た
ち

が
ユ
ダ
ヤ
の
学
問
の
主
た
る
担
い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ゲ
オ
ー
ニ
ー
ム

か
ら
リ
シ
ョ
ニ
ー
ム
へ
の
、
ユ
ダ
ヤ
の
宗
教
文
学
の
担
い
手
の
交
代
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ホ
ス
ト
社
会
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
転
換
に

伴
う
政
治
経
済
的
影
響
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
預
言
論

志
田　

雅
宏

　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
（A

braham
 Shm

uel ben A
bula-

fia

一
二
三
九
―
九
一
頃
）
は
、
カ
バ
ラ
ー
の
歴
史
に
お
い
て
異
端
と
さ

れ
て
き
た
神
秘
家
で
あ
る
。
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
新
た
な
意
義
づ
け
と

し
て
、
神
の
世
界
を
描
き
、
戒
律
や
礼
拝
の
秘
義
を
探
究
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
当
時
の
カ
バ
ラ
ー
の
主
流
派
に
対
抗
し
、
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
「
神
の

名
前
の
知
識
の
伝
承
（
カ
バ
ラ
ー
）」
の
優
位
性
を
主
張
し
、
瞑
想
や
神

名
の
並
べ
替
え
の
技
法
を
提
示
し
た
。
そ
の
着
想
は
ナ
フ
マ
ニ
デ
ス
が
示

し
た
「
神
の
名
前
と
し
て
の
ト
ー
ラ
ー
」
と
い
う
教
典
概
念
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
直
弟
子
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ド
レ
ッ
ト
に
よ
っ

夫
々
独
立
の
支
配
者
が
出
現
し
た
。

・
ユ
ダ
ヤ
社
会
に
お
い
て
も
、
レ
シ
ュ
・
ガ
ル
ー
タ
（
捕
囚
民
の
長
）
や

ガ
オ
ン
（
学
塾
の
長
）
の
権
威
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
離
散
）
の
ユ
ダ
ヤ
社

会
全
体
に
及
ば
な
く
な
っ
た
。

三　
『
ナ
ギ
ッ
ド
に
つ
い
て
』

・
ナ
ギ
ッ
ド
と
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
呼
称
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ラ
イ
ー

ス
・
ア
ル
・
ヤ
フ
ー
ド
（ra ’īs al-yahūd

「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
長
」
の
意
）

に
相
当
す
る
。
ナ
ギ
ッ
ド
は
、
特
定
の
王
朝
の
支
配
者
に
対
し
て
同
王
朝

内
の
全
ユ
ダ
ヤ
社
会
を
代
表
す
る
権
限
が
賦
与
さ
れ
た
。
一
〇
世
紀
以

降
、
各
地
の
独
立
王
朝
の
支
配
者
た
ち
は
、
自
ら
の
版
図
内
の
非
ム
ス
リ

ム
共
同
体
の
指
導
者
を
任
命
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
ナ
ギ
ッ

ド
は
主
に
カ
リ
フ
や
ス
ル
タ
ン
な
ど
の
宮
廷
に
お
い
て
宰
相
や
財
務
官
等

の
高
い
地
位
を
占
め
て
い
た
人
物
か
ら
選
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
医

師
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

・
ナ
ギ
ッ
ド
は
、
ム
ス
リ
ム
政
権
に
対
し
て
ユ
ダ
ヤ
社
会
を
代
表
し
、
ジ

ズ
ヤ
等
の
税
や
「
ウ
マ
ル
の
誓
約
」
等
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
義

務
を
遵
守
し
て
い
る
か
否
か
を
監
督
し
た
。
そ
し
て
、
裁
判
官
や
、
共
同

体
を
構
成
す
る
そ
の
他
様
々
な
役
職
を
任
命
し
た
。
ナ
ギ
ッ
ド
は
、
ム
ス

リ
ム
政
権
に
仕
え
る
役
人
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ム
ス
リ
ム
の
支
配
者
に

対
し
て
ユ
ダ
ヤ
の
利
益
の
擁
護
等
に
腐
心
し
た
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
政

府
の
高
官
と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
政
権
に
よ
る
国
家
支
配
の
一
翼
を
担
っ
て

も
い
た
。
さ
ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
の
「
宗
教
」
法
廷
は
ム
ス
リ
ム
国
家
の
一
部

を
形
成
し
て
い
た
。

四　
『
ゲ
オ
ー
ニ
ー
ム
か
ら
リ
シ
ョ
ニ
ー
ム
へ
』

　

レ
シ
ュ
・
ガ
ル
ー
タ
も
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
ガ
オ
ン
も
、
一
〇
世
紀
以
降
に
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あ
る
」
と
い
う
知
性
の
神
秘
的
合
一
と
し
て
理
解
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
思
想
に

お
い
て
は
比
較
的
珍
し
い
こ
の
合
一
理
解
は
、「
メ
シ
ア
」
と
い
う
語
に

「
真
の
能
動
知
性
」、
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
離
散
か
ら
救
い
出
す
救
世
主
と
し
て

の
「
そ
の
人
」、
預
言
体
験
に
到
達
し
、
身
体
か
ら
魂
を
救
い
出
す
「
人

間
の
知
性
」
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
見
出
し
て
い
る
点
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
知
性
の
神
秘
的
合
一
は
、
歴
史
の
終
わ
り
に
お
け
る
救
世
主
の
到
来

と
、
個
人
の
知
的
完
成
に
よ
る
魂
の
救
済
を
パ
ラ
レ
ル
に
関
係
づ
け
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
み
ず
か
ら
の
預
言
体
験
を
も
と
に
新
し
い
福
音
の
伝

道
を
試
み
る
。
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
も
向

け
ら
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
「
異
教
徒
た
ち
」
は
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
伝
え
る

「
ユ
ダ
ヤ
の
教
え
（
ヤ
ハ
ド
ゥ
ー
ト
）」
を
信
じ
た
も
の
の
、
悔
い
改
め
は

し
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
と
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の

複
雑
な
関
係
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
八
歳
の
と
き
の
き
わ
め
て

鮮
明
な
幻
視
体
験
は
、「
血
」（
想
像
力
）
に
対
す
る
「
イ
ン
ク
」（
知
性
）

の
勝
利
が
「
死
の
薬
」
を
「
生
命
の
薬
」
に
変
え
る
と
い
う
、
神
と
の
知

性
的
「
固
着
」
に
よ
る
救
済
の
実
現
と
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
破
局
の
は

て
に
「
第
五
の
勇
士
」
た
る
メ
シ
ア
が
君
臨
す
る
と
い
う
黙
示
的
な
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
が
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
体
験
が
語
ら
れ
る
『
セ
フ

ェ
ル
・
ハ︲

オ
ー
ト
』
と
い
う
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
著
作
は
、
ま
さ
に
彼
が

教
皇
に
示
そ
う
と
し
た
「
ユ
ダ
ヤ
の
教
え
」
の
教
典
と
い
え
る
。
預
言
の

復
活
を
掲
げ
る
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
新
た
な
福
音
の
伝
道
と
メ
シ
ア
的
活
動

を
、
彼
と
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
の
複
雑
な
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
な
お
す

こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

て
、
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
破
門
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ョ
ー
レ
ム
が
「
没
我
的
傾
向
」
と
分
類
す
る
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
の
新
し

い
カ
バ
ラ
ー
の
根
幹
に
あ
っ
た
の
は
、
預
言
体
験
で
あ
っ
た
。
三
一
歳
の

と
き
の
運
命
的
な
啓
示
に
よ
っ
て
、
メ
シ
ア
的
神
秘
家
と
し
て
の
自
覚
に

到
達
し
た
彼
は
、
大
胆
に
も
ロ
ー
マ
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
三
世
と
の
面
会
を

試
み
た
。
ま
た
、
天
使
ラ
ジ
エ
ル
の
言
葉
を
取
り
次
ぐ
者
と
し
て
一
連
の

預
言
的
著
作
を
書
き
、
み
ず
か
ら
の
カ
バ
ラ
ー
を
「
預
言
的
カ
バ
ラ
ー
」

と
名
づ
け
た
。
さ
ら
に
、
文
字
の
並
べ
替
え
や
神
名
の
発
音
、
瞑
想
な
ど

の
具
体
的
な
実
践
を
体
系
化
し
、
預
言
体
験
を
得
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
書
い
た
。
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
に
と
っ
て
預
言
と
は
、
聖
書
時
代
に
終
わ
っ

た
現
象
な
の
で
は
な
く
、
神
に
選
ば
れ
た
人
が
一
方
的
に
伝
え
ら
れ
る
も

の
で
も
な
く
、
い
ま
ま
さ
に
、
そ
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り
が
お
の
れ
の
意
志

で
め
ざ
す
べ
き
到
達
目
標
で
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
預
言
を
内
的
対
話
と
し
て
説
明
す
る
。
自
分
の
外
か

ら
や
っ
て
く
る
、
い
ま
だ
語
り
と
し
て
認
識
で
き
な
い
「
主
の
光
」
と
自

分
自
身
と
の
内
な
る
対
話
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
光
」
が
言
語
化
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
預
言
の
実
現
に
よ
り
、
人
は
メ
シ
ア
と
な
る
。
神
の
名
前

の
知
識
の
カ
バ
ラ
ー
と
は
、
神
名
を
構
成
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
に
つ
い
て

の
思
索
で
あ
り
、
預
言
体
験
に
到
達
す
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
世
界
創
造
と
存
在
の
原
理
と
し
て
論
じ
た
『
セ
フ

ェ
ル
・
イ
ェ
ツ
ィ
ラ
ー
』
の
着
想
と
、
預
言
を
主
体
的
な
思
索
と
い
う
知

的
行
為
と
し
て
説
明
し
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
哲
学
的
預
言
論
の
独
特
な
結

び
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
預
言
を
人
間
の
知
性

と
神
の
知
性
（
能
動
知
性
）
の
「
固
着
（
ド
ゥ
ヴ
ェ
ク
ー
ト
）」
と
す
る

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
定
義
を
超
え
て
、「
固
着
」
を
「
彼（
人
）は
彼（
神
）で
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稿
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
当
局
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
出
版
物
に
な
い
「
儀
礼
に
つ
い
て
は
他
の
人
に
任
せ
る
」
と
い
う
記
述

が
あ
り
、
ヴ
ェ
ル
ト
リ
は
レ
オ
ネ
の
『
儀
礼
の
歴
史
』
が
念
頭
に
あ
っ
た

と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
『
議
論
』
と
『
儀
礼
の
歴
史
』
は
ユ
ダ
ヤ
教
観

を
共
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
議
論
』
は
十
八
の
論
考
か
ら
成
り
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
経
済
の
問
題
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
偏
見
へ
の
反
論
な
ど
多
く
の

内
容
を
含
む
。
今
回
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
や
道
徳
性
に
つ
い
て
論
じ
た
論

考
十
三
と
十
四
を
中
心
に
扱
う
。

　

ル
ッ
ツ
ァ
ー
ト
は
国
家
を
多
く
の
人
々
の
集
合
体
と
し
て
捉
え
る
が
、

各
個
人
が
税
金
を
払
っ
て
国
庫
を
作
り
上
げ
る
経
済
構
造
が
こ
の
背
景
に

あ
る
。
た
だ
し
個
人
と
国
家
が
直
接
繋
が
る
よ
う
な
近
代
的
な
国
家
観
で

は
な
く
、「
粒
子
」
と
し
て
の
個
人
は
ま
ず
宗
教
に
よ
っ
て
結
び
付
き
、

そ
の
外
側
に
人
間
同
士
の
絆
が
あ
る
。
二
つ
の
繋
が
り
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
中

に
見
出
さ
れ
る
。
宗
教
の
繋
が
り
は
ユ
ダ
ヤ
人
独
自
の
儀
礼
と
神
が
示
し

た
奇
跡
の
歴
史
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
共
有
す
る
。
対
し
人
間
同
士

の
繋
が
り
、「
自
然
の
道
徳
性
の
規
定
」
や
「
上
位
の
原
因
の
認
識
」
は

異
教
徒
に
も
教
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　

儀
礼
は
強
制
的
な
も
の
で
は
な
く
自
由
意
志
に
基
づ
く
。
既
に
儀
礼
を

守
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
遵
守
す
べ
き
だ
が
、
新
し
く
改
宗
し
た
人
は
必

ず
し
も
全
て
守
る
必
要
が
な
い
と
し
、
儀
礼
を
戒
律
で
は
な
く
慣
習
的
な

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
他
方
、
道
徳
性
は
教
育
に
よ
っ
て
植
え
つ
け

る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
個
人
の
間
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
異
教
徒
と
の
間
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
道
徳
性
は
こ
れ

を
守
ら
な
け
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
が
中
傷
と
嫌
悪
の
対
象
と
な
り
、
神

の
冒
瀆
へ
繋
が
る
。

十
七
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
宗
教
観

李　
　

美
奈

　

一
六
三
八
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
二
つ
の
重
要
な
著
作
が
出
版
さ
れ

た
。
レ
オ
ネ
・
モ
デ
ナ
の
『
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
儀
礼
の
歴
史
』
は
ユ
ダ
ヤ
教

儀
礼
の
概
説
書
で
あ
り
、
シ
モ
ー
ネ
・
ル
ッ
ツ
ァ
ー
ト
の
『
ヘ
ブ
ラ
イ
人

の
状
況
に
つ
い
て
の
議
論
』
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
社
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

の
役
割
を
論
じ
る
。
い
ず
れ
も
ユ
ダ
ヤ
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
向
け
て
自

ら
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で
、
こ
れ
以
前
に
は
類
似
の
例
が
な
い
。
両
著

作
の
重
要
性
は
、
近
代
解
放
へ
向
か
う
ユ
ダ
ヤ
人
と
国
家
の
関
係
の
変

化
、
近
代
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
誕
生
、
お
よ
び
比
較
宗
教
学
の
誕
生
の
中
で

論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
指
摘
は
長
い
歴
史
を
視
座
に
置
く
研
究
者
に

よ
る
も
の
で
、
時
代
に
即
し
て
詳
細
に
分
析
す
る
研
究
は
少
な
い
。
本
発

表
は
ル
ッ
ツ
ァ
ー
ト
の
『
議
論
』
か
ら
、
そ
の
宗
教
観
に
迫
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
教
会
と
国
家
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
国
家
を

考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
居
住
は
実
質
永
続
化
し
、
受
容

か
追
放
か
の
論
点
か
ら
い
か
に
統
治
す
る
か
へ
と
シ
フ
ト
し
た
。
ま
た
一

六
〇
六
年
聖
務
停
止
処
分
後
に
国
家
を
教
会
の
上
に
置
く
方
針
が
明
確
化

し
、
こ
の
姿
勢
は
ユ
ダ
ヤ
人
政
策
に
も
影
響
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受
け

て
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
対
立
か
ら
で
は
な
く
、
国
家
の
一
員

と
し
て
存
在
す
る
た
め
の
ユ
ダ
ヤ
教
を
打
ち
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
議
論
』
は
、
あ
る
強
盗
事
件
に
よ
っ
て
反
ユ
ダ
ヤ
的
風
潮
が
高
ま
り
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
居
住
許
可
を
訴
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
陳
述
書
で
あ
る
。
こ

の
論
説
が
元
老
院
の
議
論
に
与
え
た
影
響
や
出
版
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
捜
査
に
関
わ
っ
た
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
の
家
系
の
資
料
か
ら
手
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よ
る
著
作
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
パ

ク
ダ
と
ル
ツ
ァ
ッ
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

イ
ブ
ン
・
パ
ク
ダ
（
十
一
世
紀
前
半
）
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
道
徳
哲
学

者
、
典
礼
詩
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
著
作
『
心
の
義
務
（Chovot 
ha-Levavot

）』
に
お
い
て
、
パ
ク
ダ
は
人
間
の
義
務
を
、
戒
律
の
遵
守

な
ど
の
行
為
に
関
わ
る
「
身
体
の
義
務
」
と
、
心
構
え
や
精
神
的
資
質
な

ど
内
面
的
な
部
分
に
関
わ
る
「
心
の
義
務
」
の
二
つ
に
分
け
た
。
そ
し
て

従
来
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
心
の
義
務
」
に
つ
い
て
論
じ
、
人

間
の
あ
る
べ
き
内
的
生
活
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、
精
神
的
完
全
性
の
獲

得
の
た
め
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
遵
守
す
べ
き
十
の
義
務
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

十
の
義
務
と
は
、
①
神
の
唯
一
性
、
②
世
界
の
性
質
に
つ
い
て
の
考
察
、

③
神
へ
の
礼
拝
、
④
神
へ
の
信
頼
、
⑤
行
い
に
お
け
る
真
摯
さ
、
⑥
謙
遜
、

⑦
悔
い
改
め
、
⑧
自
省
、
⑨
禁
欲
、
⑩
神
へ
の
愛
で
あ
る
。
パ
ク
ダ
の
思

想
の
特
徴
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
質
は
人
間
の

精
神
的
・
内
面
的
な
部
分
に
あ
る
と
考
え
、
行
為
よ
り
も
人
間
の
意
志
や

意
図
（kavvanah

）
を
重
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
戒
律
の
実
践
に

は
意
図
が
伴
わ
な
け
れ
ば
宗
教
的
な
価
値
が
な
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

は
十
八
世
紀
に
お
い
て
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
が
ト
ー
ラ
ー
学
習
に
拘
泥
す
る

正
統
派
に
対
し
て
突
き
つ
け
た
批
判
と
類
似
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

　

モ
シ
ェ
・
ハ
イ
ム
・
ル
ツ
ァ
ッ
ト
（
一
七
〇
七
―
四
六
）
は
、
イ
タ
リ

ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
出
身
の
カ
バ
リ
ス
ト
で
、
メ
シ
ア
思
想
を
信
仰
す
る
グ
ル

ー
プ
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
著
作
『
義
人
の
道
（M

esillat Y
esha-

rim
）』
は
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
幅
広
く
普
及
し
た
。
特
に
東
欧

の
イ
ェ
シ
ヴ
ァ
で
は
『
義
人
の
道
』
を
暗
唱
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ

の
著
作
を
通
し
て
ル
ツ
ァ
ッ
ト
は
多
く
の
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
「
聖
人
」

　

以
上
の
議
論
に
お
い
て
、Religione

と
い
う
表
現
は
儀
礼
遵
守
に
つ

い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
に
従
え
ば
、
宗
教
と
道
徳
は
区
別
さ

れ
る
が
自
ら
の
宗
教
は
道
徳
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
る
、
と
い
う
、
現
代

の
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
言
説
に
類
似
し
た
構
造
を
持
つ
。
ユ
ダ
ヤ
教

は
近
世
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
公
共
空
間
に
進
出
し
て
自
ら
の
存

在
を
主
張
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
向
け

た
ユ
ダ
ヤ
教
の
描
き
方
に
過
ぎ
ず
、
実
際
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
生
活
が
ど

う
だ
っ
た
か
、
ユ
ダ
ヤ
社
会
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
家
の
公
共
空
間
と
繋
が

り
が
あ
る
の
か
、
な
ど
課
題
は
多
い
。
今
回
の
分
析
で
近
代
の
宗
教
概
念

と
の
違
い
も
現
れ
た
。
著
作
全
体
や
そ
の
背
景
も
含
め
た
分
析
に
よ
っ

て
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
倫
理
に
お
け
る
サ
ラ
ン
タ
ー
の
思
想
に
関
す
る
一
考
察

青
木　

良
華

　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
サ
ラ
ン
タ
ー
（
一
八
一
〇
―
八
三
）
は
、
十
九
世
紀
リ

ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
当
時
そ
の
基
盤
を
揺
る
が
さ
れ
て
い
た
「
正
統
派
」

ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
再
興
を
、
伝
統
の
内
部
か
ら
試
み
た
人
物
で
あ
る
。

彼
が
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
「
倫
理
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
『
ム
ー
サ
ル
』）」
を

重
視
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
教
育
を
目
指
し
て
展
開
し
た
の
が
、「
ム
ー
サ
ル

運
動
」
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
倫
理
文
学
の
中
に
は
、
人
間
の
性
格
の
改

善
に
焦
点
を
当
て
た
「
ム
ー
サ
ル
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
し
、

彼
は
こ
れ
ら
の
ム
ー
サ
ル
文
学
の
学
習
を
、
ト
ー
ラ
ー
の
学
習
以
上
に
重

視
し
て
い
た
。
本
発
表
で
は
、
ム
ー
サ
ル
文
学
の
中
で
も
特
に
サ
ラ
ン
タ

ー
自
身
が
創
設
し
た
学
校
で
の
学
習
に
使
用
し
た
と
さ
れ
る
、
イ
ブ
ン
・

ガ
ビ
ロ
ー
ル
、
イ
ブ
ン
・
パ
ク
ダ
、
モ
シ
ェ
・
ハ
イ
ム
・
ル
ツ
ァ
ッ
ト
に
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Ｉ
・
ブ
ロ
イ
ア
ー
と
Ｓ
・
Ｒ
・
ヒ
ル
シ
ュ

│
│ 

律
法
の
遵
守
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

丸
山　

空
大

　

イ
ザ
ー
ク
・
ブ
ロ
イ
ア
ー
は
一
八
八
三
年
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
ド

イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
派
（
分
離
派
）
の
論
客
で
あ
っ
た
。
こ
の
派
は
彼

の
祖
父
ザ
ム
ゾ
ン
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ヒ
ル
シ
ュ
が
中
心
と
な
っ
て
で
き

た
。
ヒ
ル
シ
ュ
は
、
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
同
化
と
近
代
化
を
目
指
す
改
革
運

動
が
吹
き
荒
れ
た
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
に
あ
っ
て
、
改
革
を
容
認
せ

ず
伝
統
を
墨
守
す
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
主
張
し
（
新
正
統
主
義
）、
一

八
五
一
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
独
自
の
共
同
体
を
形
成
し
た
。
ヒ
ル
シ
ュ

の
死
後
は
、
彼
の
娘
婿
で
イ
ザ
ー
ク
の
父
で
あ
る
ゾ
ロ
モ
ン
・
ブ
ロ
イ
ア

ー
が
こ
の
共
同
体
の
ラ
ビ
を
務
め
た
。
イ
ザ
ー
ク
が
抱
え
た
思
想
的
葛
藤

の
多
く
は
、
何
よ
り
伝
統
的
な
律
法
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
律
法
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
か
、
と
り
わ
け
、
近
代
的
学
問
が
律
法
の
神
的
性
格
を
否
定
し
去
っ
た

後
で
旧
来
の
習
慣
を
頑
な
に
守
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
問
題
を
前
に
苦
悩
し
た

の
は
彼
が
最
初
で
は
な
い
。
一
八
世
紀
末
以
来
こ
の
問
い
を
前
に
、
あ
る

者
は
宗
教
の
近
代
化
を
模
索
し
、
あ
る
も
の
は
伝
統
を
捨
て
世
俗
化
し

た
。
社
会
主
義
や
民
族
主
義
に
身
を
投
じ
る
者
も
あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
の

新
正
統
主
義
も
ま
た
同
じ
問
い
に
対
す
る
一
つ
の
回
答
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀
後
に
分
離
派
の
ラ
ビ
の
家
に
生
ま
れ
た
ブ
ロ
イ
ア

ー
に
と
っ
て
、
祖
父
が
示
し
た
解
決
は
部
分
的
に
は
も
は
や
受
け
入
れ
が

た
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ブ
ロ
イ
ア
ー
は
新
た
な
問
題
意
識

を
も
っ
て
こ
の
解
決
を
再
解
釈
す
る
。
近
代
化
の
進
展
と
成
果
を
目
の
当

と
し
て
仰
が
れ
た
と
い
う
。
こ
の
著
作
に
お
い
て
彼
は
、
宗
教
的
・
倫
理

的
完
全
性
の
最
高
段
階
に
至
る
た
め
の
徳
の
ス
テ
ッ
プ
を
順
番
に
提
示

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
の
特
徴
や
重
要
性
、
獲
得
の
仕
方
な
ど
を
説
明
し
た
。

ル
ツ
ァ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
人
間
の
究
極
の
目
標
と
は
来
る
世
に
お
け
る
幸

福
で
あ
り
、
こ
の
獲
得
の
た
め
に
こ
の
世
に
お
い
て
戒
律
を
遵
守
し
、
神

に
仕
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
身
体
的
な
存
在
で
あ
る
人
間

は
、
常
に
様
々
な
誘
惑
や
悪
し
き
衝
動
と
闘
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

徳
や
資
質
は
こ
の
闘
い
の
た
め
に
身
に
つ
け
る
べ
き
も
の
だ
と
さ
れ
た
。

徳
の
分
類
や
順
番
が
二
世
紀
の
バ
ラ
イ
タ
の
伝
承
（A

vodah Zarah 
20b

）
に
沿
っ
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
彼
が
列
挙
し
た
徳
と

は
、
①
慎
重
、
②
敏
捷
、
③
清
浄
、
④
自
制
、
⑤
純
粋
、
⑥
敬
虔
、
⑦
謙

遜
、
⑧
罪
へ
の
畏
れ
、
⑨
聖
で
あ
る
。
最
後
の
「
聖
」
は
獲
得
が
最
も
困

難
で
あ
る
た
め
、
人
間
が
自
力
で
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
神
か
ら

与
え
ら
れ
る
贈
り
物
だ
と
さ
れ
る
。

　

特
に
ル
ツ
ァ
ッ
ト
の
『
義
人
の
道
』
は
、
ヴ
ィ
ル
ナ
の
ガ
オ
ン
や
、
サ

ラ
ン
タ
ー
の
直
接
の
師
で
あ
る
ラ
ビ
・
ツ
ン
デ
ル
・
サ
ラ
ン
ト
が
愛
読
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
サ
ラ
ン
タ
ー
は
悪
し
き
衝
動
と
の
闘
い
や

克
服
の
方
法
に
つ
い
て
、『
義
人
の
道
』
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
た
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
サ
ラ
ン
タ
ー
が
具
体
的
に
三
者
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
、
自
分
の
思
想
体
系
の
構
築
に
活
か
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
今
後
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ブ
ロ
イ
ア
ー
は
ヒ
ル
シ
ュ
の
正
当
な
後
継
を
自
認
し
て
い
た
が
、
伝
統

的
価
値
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
価
値
の
統
合
が
簡
単
に
実
現
さ
れ
る
と
は
考
え

な
か
っ
た
。
彼
が
属
し
た
分
離
派
の
共
同
体
に
お
い
て
す
ら
、
律
法
の
実

践
は
自
己
目
的
化
し
道
徳
性
の
実
現
か
ら
は
か
け
離
れ
た
状
態
で
あ
っ
た

し
、
宗
教
的
な
価
値
ば
か
り
か
啓
蒙
主
義
的
な
価
値
も
ま
た
、
世
界
大
戦

を
通
し
て
説
得
力
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ブ
ロ
イ
ア
ー
は
『
一
九
の

手
紙
』
刊
行
一
〇
〇
年
を
記
念
し
た
論
文
の
中
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
が
説
い
た

伝
統
の
堅
持
を
基
本
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
西
洋
近
代
文
明
の
両
立
の
理
想

を
、
伝
統
的
生
と
現
実
的
生
の
統
合
の
理
想
に
読
み
替
え
、
彼
の
共
同
体

の
成
員
も
含
め
た
全
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
│
│
ブ
ロ
イ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
彼
ら

は
皆
、
個
人
主
義
と
相
対
主
義
の
中
で
生
き
方
を
見
失
っ
て
い
る
│
│
の

課
題
と
し
た
の
だ
っ
た
。

シ
ャ
イ
・
ア
グ
ノ
ン
の
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
理
解

平
岡
光
太
郎

　

一
九
〇
四
年
に
、『
ラ
ビ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
の
遺
言
』

と
題
さ
れ
た
小
さ
な
本
に
よ
っ
て
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
（M

artin 
Buber, 1878︲1965

）
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
（
ユ
ダ
ヤ
敬
虔
主
義
）
評
価

は
否
定
的
な
観
点
か
ら
肯
定
的
な
も
の
へ
と
劇
的
に
変
化
し
た
。
そ
の

後
、
数
年
に
渡
っ
て
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
関
連
の
著
作
を
刊
行
す
る
中
、
一
九

一
三
年
に
シ
ャ
イ
・
ア
グ
ノ
ン
（Shai A

gnon, 1888︲1970

）
は
パ
レ

ス
チ
ナ
か
ら
ド
イ
ツ
へ
移
り
住
み
、
ベ
ル
リ
ン
の
ツ
ェ
レ
ン
ド
ル
フ
に
あ

っ
た
ブ
ー
バ
ー
宅
を
訪
問
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
彼
ら
は
ド
ゥ
ビ
ー
ル

出
版
社
か
ら
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
四
巻
の
作
品
を
共
同
で
出
版
す

る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ト
・
ホ
ン
ブ
ル
ク
に
あ
っ
た
ア
グ
ノ
ン

た
り
に
し
つ
つ
、
そ
の
足
か
せ
に
な
る
よ
う
な
伝
統
を
堅
持
す
る
と
い
う

緊
張
の
中
に
、
ド
イ
ツ
の
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
に
独
特
の
状
況
が
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
出
自
に
よ
っ
て
律
法
に
強
く
縛
ら
れ
た
ブ
ロ
イ
ア
ー
の
思
想
に

は
こ
の
緊
張
を
集
約
的
な
形
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

祖
父
ヒ
ル
シ
ュ
が
示
し
た
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の

代
表
作
『
ユ
ダ
ヤ
教
に
関
す
る
一
九
の
手
紙
』（
一
八
三
六
）
は
、
若
者

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
、
年
長
の
友
人
で
ラ
ビ
の
ナ
フ
タ
リ
に
対
し
て
、
カ
ン
ト

や
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
な
が
ら
、
な
ぜ
、
な
お
タ
ル

ム
ー
ド
や
聖
書
の
世
界
に
身
を
置
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ユ
ダ

ヤ
教
を
今
後
も
こ
れ
ま
で
通
り
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
自
分
た
ち
ユ
ダ

ヤ
人
を
不
幸
の
連
鎖
の
中
に
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
だ
け
な
の
で
は
な
い

か
、
と
問
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
同
書
は
こ
の
問
い
か
け
に
対
す
る
応
答

の
形
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
書
の
中
で
ヒ
ル
シ
ュ
は
ま
ず
、
聖
書
の
中
に

描
か
れ
る
人
間
概
念
の
倫
理
的
性
格
を
叙
述
す
る
。
こ
の
倫
理
性
は
、
聖

書
に
独
自
の
も
の
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
こ
れ
を
保
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

ら
の
行
い
を
通
し
て
世
界
に
対
し
良
い
影
響
を
与
え
て
い
く
と
い
う
責
務

も
も
つ
。
ま
た
、
高
邁
な
道
徳
性
と
は
無
関
係
に
見
え
る
煩
瑣
な
戒
律

も
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
神
と
人
間
と
の
関
係
を
記
憶
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
知
識
を
持
つ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
実

際
に
体
を
動
か
し
て
行
い
、
口
に
出
し
て
唱
え
る
こ
と
で
自
ら
の
心
に
内

面
化
さ
せ
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
ヒ
ル
シ
ュ

は
、
律
法
の
遵
守
と
人
間
の
精
神
の
自
由
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
様
々
な
現
代
的
価
値
を
知
っ
た
後
で
も
な
お
ユ
ダ
ヤ
人
と
し

て
伝
統
に
則
し
て
生
き
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
有
意
義
で
あ
る
と
説
い

た
の
だ
。
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に
お
け
る
ブ
ー
バ
ー
の
利
点
は
大
き
い
」
と
い
う
文
章
か
ら
は
、
ブ
ー
バ

ー
の
す
べ
て
の
著
作
を
否
定
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
ア
グ
ノ
ン
に
は
留
保

が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
ア
グ
ノ
ン
に
よ
る
、
ブ
ー
バ
ー
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
理
解
へ
の
批
判

か
ら
、
ア
グ
ノ
ン
が
重
要
視
す
る
ハ
ベ
シ
ュ
ト
並
び
に
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
理

解
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ア
グ
ノ
ン
に
は
ハ
ベ
シ
ュ
ト
や
ハ

シ
デ
ィ
ズ
ム
理
解
に
際
し
、
異
な
っ
た
時
代
の
風
潮
や
他
民
族
の
思
想
を

導
入
す
る
こ
と
に
対
立
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ア
グ
ノ
ン
の
『
ハ
ベ
シ
ュ
ト

物
語
』
は
一
九
八
七
年
に
、
ア
グ
ノ
ン
の
娘
で
あ
る
エ
ム
ナ
ー
と
彼
女
の

夫
の
ハ
イ
ー
ム
・
ユ
ダ
・
ヤ
ロ
ン
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
ア
グ
ノ
ン
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
原
典
に
関

す
る
エ
ム
ナ
ー
の
言
及
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
そ
れ
ら
（『
ハ
ベ

シ
ュ
ト
礼
讃
』
や
そ
の
他
の
著
作
か
ら
の
物
語
）
を
修
正
す
る
際
も
、
そ

れ
ら
を
新
し
く
書
き
起
こ
す
際
も
、
私
た
ち
の
父
は
原
典
に
忠
実
で
あ

り
、
そ
の
性
格
や
そ
れ
ら
の
物
語
の
形
式
を
変
え
な
か
っ
た
。
彼
は
言
葉

や
文
章
を
主
に
修
正
し
、
原
典
に
お
い
て
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
書
か
れ
た

単
語
や
文
章
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
翻
訳
し
た
。
こ
の
よ
う
に
今
日
に
お
い
て

習
慣
と
し
な
く
な
っ
た
頭
文
字
に
よ
る
略
語
を
、
元
の
複
数
の
単
語
に
戻

し
た
。
こ
れ
ら
の
物
語
は
、
そ
れ
ら
の
変
更
の
後
も
、
そ
の
独
特
の
精
神

と
様
式
を
維
持
し
て
お
り
、
彼
が
自
由
に
組
み
込
ん
だ
、
彼
の
ハ
シ
デ
ィ

ー
ム
の
物
語
の
よ
う
で
は
な
い
」。
こ
の
エ
ム
ナ
ー
の
主
張
は
、
ア
グ
ノ

ン
の
ブ
ー
バ
ー
批
判
の
基
準
に
も
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
ア
グ
ノ
ン
は
ハ
ベ
シ
ュ
ト
原
典
に
必
要
最
低
限
の
編
集
し
か
加
え

な
い
の
で
あ
る
。

宅
が
火
災
に
遭
い
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
開
祖
で
あ
る

バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
（
以
下
、「
ハ
ベ
シ
ュ
ト
」）
を
扱
っ
た
一
巻
が

消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
グ
ノ
ン
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
移
住
し
、

一
九
三
八
年
に
ブ
ー
バ
ー
も
移
住
し
た
折
、
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
同

様
の
共
同
計
画
を
ア
グ
ノ
ン
に
提
案
し
た
が
、
ア
グ
ノ
ン
は
こ
れ
を
断
っ

て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
『
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
大
全
』
の
計
画
は
、
ア
グ
ノ
ン
か
ら
ブ
ー

バ
ー
に
持
ち
か
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
ア
グ
ノ
ン
が
ブ
ー
バ
ー
の
提
案
を

断
っ
た
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
一
九
五
八
年
の
ア

グ
ノ
ン
の
言
葉
（『
私
自
身
か
ら
私
自
身
へ
』（
一
九
七
六
年
））
に
は
、

ア
グ
ノ
ン
が
ブ
ー
バ
ー
の
理
解
を
退
け
る
と
も
と
れ
る
文
章
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。「
ブ
ー
バ
ー
の
初
期
の
物
語
も
ま
た
批
判
を
必
要
と
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
そ
の
時
代
の
精
神
（ruach

）
か
ら
の
も
の

も
あ
り
、
ま
た
外
来
の
民
の
精
神
（ruach
）
も
あ
る
。
ケ
ル
ビ
ム
の
羽

の
あ
い
だ
に
こ
の
よ
う
な
風
（ruach

）
は
吹
い
て
い
な
い
」。
ブ
ー
バ

ー
の
初
期
の
作
品
と
は
、
バ
ア
ル
・
シ
ェ
ム
・
ト
ヴ
を
中
心
と
し
た
、
一

連
の
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
著
作
で
あ
る
。「
時
代
の
精
神
」
や
「
外
来
の
民
の

精
神
」
と
い
う
表
現
で
、
ア
グ
ノ
ン
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
ロ
マ
ン
主
義
や
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
哲
学
者
た
ち

の
思
想
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
ケ
ル
ビ
ム
の
羽
の
間
」
と

は
、
古
代
に
お
い
て
ト
ー
ラ
ー
を
納
め
た
契
約
の
箱
の
上
に
い
た
二
匹
の

神
的
な
存
在
が
持
つ
羽
の
間
を
意
味
し
て
お
り
、
ブ
ー
バ
ー
の
初
期
の
ハ

シ
デ
ィ
ズ
ム
関
連
の
著
作
が
ユ
ダ
ヤ
教
本
来
の
伝
承
を
淵
源
と
し
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
そ
の
批
判
は
非
常
に
厳
し
い
と
言
え
る
。

ち
な
み
に
右
記
の
文
章
の
直
後
に
「
し
か
し
、
晩
年
の
素
晴
ら
し
い
短
編
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れ
ら
の
伝
承
の
存
在
は
、
後
代
の
十
二
イ
マ
ー
ム
派
学
者
が
サ
ッ
フ
ァ
ー

ル
を
同
派
の
先
達
と
み
な
す
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、「
イ
マ
ー
ム
が
十
二
人
で
あ
る
」
と
い
う
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
ス

ン
ナ
派
で
も
真
正
な
ハ
デ
ィ
ー
ス
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

「
カ
ー
イ
ム
」
と
は
十
二
イ
マ
ー
ム
派
以
外
の
シ
ー
ア
派
諸
派
で
も
自
派

の
救
世
主
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
時
は
諸
宗

派
間
に
後
世
ほ
ど
の
明
確
な
境
界
は
な
か
っ
た
た
め
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
が

シ
ー
ア
派
諸
派
や
ス
ン
ナ
派
の
人
間
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
明
確
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
『
階
梯
の
洞
察
』
で
は
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

派
、
ザ
イ
ド
派
、
カ
イ
サ
ー
ン
派
と
い
っ
た
当
時
の
主
要
な
シ
ー
ア
派
諸

派
へ
の
論
駁
な
い
し
批
判
と
な
る
よ
う
な
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
引
用
さ
れ
て
い

た
。
ス
ン
ナ
派
に
対
し
て
は
キ
ヤ
ー
ス
を
行
使
し
た
ア
ブ
ー
・
ハ
ニ
ー
フ

ァ
や
教
友
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
、
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
を
イ
マ
ー
ム
が
呪
詛
す

る
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
以
上
よ
り
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
の
思

想
が
上
に
挙
げ
た
シ
ー
ア
派
諸
派
や
ス
ン
ナ
派
の
も
の
と
一
致
し
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
の
極
端
派
批
判
は
、
極
端
派
一
般
に
対
す
る
も
の
と
特

定
の
極
端
派
集
団
に
対
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
は
極
端
派
を
敵
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

以
上
の
分
析
に
よ
り
次
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
。
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
の

著
作
に
は
後
の
十
二
イ
マ
ー
ム
派
か
ら
見
れ
ば
極
端
派
的
傾
向
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
当
時
の
十
二
イ
マ
ー
ム
派
の
立
場
を
擁
護
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
派
へ
の
批
判
と
、
イ
マ
ー
ム
の
人
数
に
つ
い
て
の

言
及
は
彼
が
十
二
イ
マ
ー
ム
派
学
者
と
し
て
評
価
さ
れ
る
大
き
な
要
因
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
の
伝
承
集
に
お
け
る

十
二
イ
マ
ー
ム
派
思
想
と
極
端
派
批
判

平
野　

貴
大

　

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
・
ク
ン
ミ
ー
（d. 290/902︲3

）
は
一
〇
世
紀
後
半
、

と
り
わ
け
小
幽
隠
（
小
ガ
イ
バ
）
の
時
代
に
活
動
し
て
い
た
十
二
イ
マ
ー

ム
派
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
で
あ
る
。
彼
は
多
く
の
著
作
を
著
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
著
作
は
『
階
梯
の
洞
察
（Bas. ā ’ir al-

D
arajāt

）』
と
い
う
伝
承
（
ハ
デ
ィ
ー
ス
）
集
の
み
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
は
『
階
梯
の
洞
察
』
中
の
秘
教
的
教
義
に
関
す
る
伝
承
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
の
極
端
派
思
想
と
の
近
接
性
を
強
調
し

て
き
た
。
極
端
派
の
み
な
ら
ず
マ
ニ
教
や
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
思
想
が
サ

ッ
フ
ァ
ー
ル
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
。

確
か
に
、
後
に
極
端
派
の
思
想
に
帰
さ
れ
る
思
想
の
一
部
が
サ
ッ
フ
ァ
ー

ル
の
著
作
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
は
同
時
代
の
十
二
イ
マ
ー
ム
派
学
者
た
ち
か
ら
は
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
、
彼
自
身
は
極
端
派
論
駁
の
書
を
執
筆
し
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
は
こ
の
点
を
ほ
と
ん
ど
考
察
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
発
表
で
は
先
行
研
究
が
軽
視
し
て
き
た
彼
の
十
二
イ
マ
ー

ム
派
学
者
と
し
て
の
思
想
の
特
徴
と
彼
の
極
端
派
批
判
の
分
析
を
通
じ

て
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
が
十
二
イ
マ
ー
ム
派
学
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
極
端

派
を
理
解
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

十
二
イ
マ
ー
ム
派
学
者
と
し
て
の
側
面
に
お
い
て
は
、「
イ
マ
ー
ム
が

十
二
人
で
あ
る
」
と
い
う
伝
承
と
、「
カ
ー
イ
ム
（
救
世
主
、
同
派
で
は

十
二
代
目
イ
マ
ー
ム
の
こ
と
）
が
最
後
の
イ
マ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う
伝

承
を
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
が
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
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の
注
釈
な
ど
が
参
考
と
な
る
。
中
で
も
本
発
表
で
は
、
現
代
イ
ラ
ン
の
哲

学
者
・
ソ
ル
ー
シ
ュ
に
よ
る
本
説
教
の
鋭
く
精
密
な
分
析
書
『
敬
虔
な

人
々
の
諸
特
質
』（A

. K
. Soroush, O

usāf-e Pārsāyān, T
ehran, 

1996

）
を
参
考
と
し
た
。

　

敬
虔
さ
を
表
す
タ
ク
ワ
ー
（taqw

ā

）
の
語
源
は
裁
き
の
神
へ
の
畏
怖

で
あ
り
、
敬
虔
な
人
は
一
般
信
徒
以
上
に
神
に
相
応
し
い
畏
怖
の
念
を
持

ち
、
こ
れ
が
真
の
敬
虔
さ
に
つ
な
が
る
。
ア
リ
ー
は
ま
ず
、
神
が
自
ら
の

創
造
物
で
あ
る
人
間
の
不
服
従
に
よ
っ
て
も
害
さ
れ
な
い
自
足
し
た
存
在

で
あ
る
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
ソ
ル
ー
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
人
が
不
服
従

＝
悪
を
選
択
す
る
自
由
意
志
、
ま
た
悪
と
悪
魔
の
存
在
も
神
の
創
造
の
範

疇
で
あ
り
、
そ
の
結
果
死
期
を
含
む
人
の
宿
命
が
変
わ
っ
て
も
神
意
か
ら

逸
脱
す
る
こ
と
は
な
い
（ibid., pp. 37︲50

）。
ア
リ
ー
は
こ
れ
を
前
提

に
、
敬
虔
な
人
の
内
面
的
特
質
を
述
べ
て
い
く
。

　

第
一
に
、
言
葉
を
謹
み
、
衣
服
、
す
な
わ
ち
外
面
的
生
活
、
あ
る
い
は

彼
自
身
が
中
庸
を
心
掛
け
、
そ
の
歩
み
、
す
な
わ
ち
振
舞
い
が
謙
虚
で
あ

る
こ
と
。
第
二
に
視
覚
な
ど
五
感
が
ハ
ラ
ー
ム
（
禁
忌
）
の
物
事
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
。
ま
た
、
敬
虔
さ
に
立
脚
し
た
有
益
な

学
問
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
ア
リ
ー
は
こ
こ
で
、「
そ
し
て
神
が
彼
ら
に

記
さ
れ
た
命
の
定
め
の
時
が
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
魂
は
報
い
を
焦
が
れ

て
、
罰
を
恐
れ
つ
つ
も
、
そ
の
体
に
一
瞬
た
り
と
も
と
ど
ま
ら
な
い
。」

と
述
べ
、
敬
虔
な
人
が
神
に
近
づ
く
熱
意
に
よ
り
死
期
の
定
め
に
か
か
わ

ら
ず
心
が
自
然
に
身
体
を
離
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
次
い
で
ア
リ
ー

は
、
敬
虔
な
人
の
心
が
自
他
の
悪
行
へ
走
り
が
ち
な
性
向
へ
の
悲
し
み
に

満
ち
て
い
る
と
し
、
だ
か
ら
こ
そ
他
者
に
は
慈
悲
を
、
自
己
を
統
制
し
た

結
果
自
ら
の
悪
行
は
無
害
と
な
る
と
す
る
。
敬
虔
な
人
は
、
こ
の
悲
し
み

　

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
が
極
端
派
を
明
確
に
自
派
と
区
別
し
、
彼
ら
を
敵
視
し

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
が
極
端
派
と
み
な
し

た
集
団
は
、（
一
）イ
マ
ー
ム
の
神
格
化
、（
二
）イ
マ
ー
ム
に
預
言
者
性
を

認
め
る
、（
三
）ク
ル
ア
ー
ン
の
外
面
的
意
味
を
放
棄
し
内
面
的
意
味
だ
け

を
重
視
す
る
こ
と
で
シ
ャ
リ
ー
ア
を
軽
視
な
い
し
破
棄
す
る
よ
う
な
集
団

で
あ
っ
た
。
後
世
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
も
指
摘
す
る
よ
う
に
後
世
で

は
秘
教
的
教
義
が
極
端
派
と
結
び
付
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
サ
ッ
フ

ァ
ー
ル
は
そ
の
よ
う
な
教
義
を
極
端
派
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
は
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

真
に
敬
虔
な
人
と
は

│
│ 

カ
リ
フ
・
ア
リ
ー
の
「
ハ
ン
マ
ー
ム
の
説
教
」
よ
り 

│
│

佐
野　

東
生

　

イ
ス
ラ
ー
ム
第
四
代
カ
リ
フ
・
ア
リ
ー
は
、
シ
ー
ア
派
初
代
イ
マ
ー
ム

で
も
あ
り
、
そ
の
言
説
集
『
雄
弁
の
道
』（N

ahj al-Balāghah

）（
ア

ラ
ビ
ア
語
）
は
シ
ー
ア
派
と
と
も
に
ス
ン
ナ
派
の
間
で
も
尊
重
さ
れ
て
き

て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
そ
の
中
か
ら
「
ハ
ン
マ
ー
ム
の
説
教
」
と
し
て

知
ら
れ
る
説
教
一
九
三
番
を
選
び
、
そ
の
翻
訳
を
示
し
、
内
容
紹
介
と
と

も
に
評
価
を
試
み
る
。
本
説
教
は
ア
リ
ー
が
ハ
ン
マ
ー
ム
と
い
う
真
摯
な

信
徒
（ābid

）
の
問
い
に
答
え
る
形
で
、
真
に
敬
虔
な
人
（m

uttaqī
）

の
内
的
、
外
的
な
特
質
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
説
明
し
て
い
く
内
容
で
あ
る
。

内
容
考
察
の
際
、
十
三
世
紀
の
ス
ン
ナ
派
学
者
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
ア

ル
ハ
デ
ィ
ー
ド
の
著
名
な
注
釈
（Ibn A

bī al-H. adīd, Sharh N
ahj 

al-Balāghah, 17 vols., Q
om

, 1959

）（
以
下
「
ハ
デ
ィ
ー
ド
」）
や
、

現
代
の
シ
ー
ア
派
研
究
を
代
表
す
る
マ
カ
ー
レ
ム
・
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー
師
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読
み
解
く
試
論
で
あ
る
。
本
書
は
、
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
が
詠
ん

だ
思
想
詩
に
、
弟
子
の
モ
ー
ベ
ド
・
ホ
ダ
ー
ジ
ュ
ー
イ
（
一
六
三
一
年

没
）
が
散
文
で
注
釈
を
加
え
た
形
式
を
採
る
。
こ
の
注
釈
は
、
一
人
称
部

分
と
三
人
称
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

　

ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
の
神
秘
思
想
を
表
明
す
る
現
存
資
料
は
、

『
ダ
サ
ー
テ
ィ
ー
ル
』
と
『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
の
二
点
で
あ

る
。
発
表
者
は
、
両
者
は
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
が
タ
イ
ム
ラ
グ
を

置
い
て
執
筆
し
た
文
献
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
前
後
関
係
は
、
表

現
・
思
想
・
技
巧
の
成
熟
度
か
ら
判
断
し
て
、『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス

ロ
ー
』
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
が
先
で
、『
ダ
サ
ー
テ
ィ
ー
ル
』
が
後
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
者
を
、
後
か
ら
加
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
ジ
ャ

ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
第
四
章
が
架
橋
す
る
。
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ

ー
ン
の
他
の
著
作
（『
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
鏡
』、『
ホ
ス
ロ
ー
二
世

の
玉
座
』、『
光
輝
の
文
化
』）
の
年
代
測
定
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
こ

の
基
準
が
有
効
と
思
わ
れ
る
が
、
現
物
が
未
発
見
で
あ
る
以
上
、
後
考
を

俟
ち
た
い
。

　

次
に
、『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
と
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー

ン
学
派
の
そ
の
他
の
著
作
の
関
係
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
前
提
と
な

る
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
の
著
作
の
題
名
だ
け
は
四
四
点
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
四
点
し
か
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
ホ
ダ
ー

ジ
ュ
ー
イ
は
、『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
の
内
容
を
解
説
す
る
際

に
二
回
、
こ
の
学
派
の
文
献
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
が
、

『
酔
漢
の
詠
歌
（Sorūd-e M

astān

）』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、『
ダ
ベ
ス

タ
ー
ネ
・
マ
ザ
ー
へ
ブ
』
で
は
「
モ
ー
ベ
ド
・
フ
ー
シ
ュ
ヤ
ー
ル
自
身
の

神
秘
主
義
の
境
地
を
記
し
た
書
物
」
と
し
か
説
明
が
な
い
。
し
か
し
、
ホ

を
癒
す
た
め
、
日
夜
の
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
を
行
う
の
で
あ
る
。

　

ア
リ
ー
は
敬
虔
な
人
の
外
面
的
特
質
と
し
て
、
ま
ず
他
者
へ
の
柔
和
さ

と
信
仰
へ
の
決
意
が
一
致
し
、
確
信
に
基
づ
い
た
行
動
を
な
す
こ
と
を
述

べ
る
。
続
け
て
、「（
神
へ
の
）
感
謝
に
心
を
配
っ
て
夜
を
迎
え
、
神
へ
の

想
起
に
心
を
配
っ
て
朝
を
迎
え
る
。」
と
述
べ
、
敬
虔
な
人
が
日
夜
感
謝
、

そ
し
て
「
神
へ
の
想
起
」（
デ
ィ
ク
ルdhikr

）
に
専
心
す
る
こ
と
を
強

調
す
る
。
デ
ィ
ク
ル
は
の
ち
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主

義
）
に
お
い
て
神
と
の
一
体
化
を
目
指
す
修
行
法
と
し
て
確
立
す
る
。
シ

ャ
ー︲

カ
ー
ゼ
ミ
ー
は
自
著
に
お
い
て
、『
雄
弁
の
道
』
で
デ
ィ
ク
ル
が

強
調
さ
れ
る
点
に
鑑
み
、
十
―
十
一
世
紀
成
立
の
同
書
が
ク
ル
ア
ー
ン
と

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
「
橋
渡
し
」
を
な
す
と
指
摘
し
て
い
る
（Reza Shah-

K
azem

i, Justice and R
em

em
brance: Introducing the Spiri-

tuality of Im
am

 ‘A
lī, London, 2007

）。

　

ア
リ
ー
の
言
葉
を
聞
い
た
ハ
ン
マ
ー
ム
は
衝
撃
で
昏
倒
し
、
絶
命
し

た
。
こ
の
解
釈
と
し
て
、
言
葉
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
器
が
な
か
っ
た
と

の
説
、
あ
る
い
は
敬
虔
な
人
同
様
に
来
世
を
あ
こ
が
れ
魂
が
体
を
離
脱
し

た
と
の
説
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
本
説
教
は
そ
の
精
神
性
の
深
さ
に
お

い
て
高
い
評
価
に
値
す
る
。

ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
の

神
秘
主
義
の
原
点
『
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
の
盃
』

青
木　
　

健

　

本
発
表
は
、
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
の
創
始
者
ア
ー
ザ
ル
・

カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
（
一
五
三
三
―
一
六
一
八
）
の
思
想
を
、
彼
の
近
世
ペ
ル

シ
ア
語
思
想
詩
『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
を
主
た
る
資
料
と
し
て
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や
知
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
者
た
ち
は
、
新
し

い
知
を
受
容
す
る
と
同
時
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
の
た
め
の
知
的
源
泉

を
過
去
に
求
め
た
。
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
（M

uh. am
m

ad ‘A
bd al-W

ahhāb, 
1703︲1792

）
や
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
（Sayyid Jam

āl al-D
īn al-A

fghānī, 
1838︲1897

）
ら
は
中
世
の
思
想
家
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
ー
ヤ
（Ibn 
T

aym
iyyah, d. 728/1328

）
を
通
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
刷
新
を
図
っ

た
。
そ
の
際
に
、
彼
ら
は
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
ー
ヤ
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、

彼
が
批
判
し
た
著
名
な
神
秘
家
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
（M

uh. yī 
al-D

īn Ibn ‘A
rarī, d. 638/1240

）
や
、
神
秘
思
想
に
対
す
る
批
判
を

通
し
て
自
ら
の
改
革
思
想
を
形
成
し
た
。

　

本
発
表
で
取
り
上
げ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
フ
（M

uh. am
m

ad 
‘A

bduh, 1849︲1905

）
も
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
を
中
心
に
活
躍
し
た
改
革

者
で
あ
る
。
彼
は
ア
ズ
ハ
ル
学
院
在
学
中
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
思
想
に
傾

倒
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
と
出
会
う
こ
と
で
改
革
思
想
に
目
覚

め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
年
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
大
ム
フ
テ
ィ
ー
に
就
任

し
、「
神
秘
主
義
」
に
関
わ
る
様
々
な
側
面
を
改
革
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
「
神
秘
主
義
」
に
対
す
る
態
度

を
、
彼
の
師
で
あ
る
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
や
弟
子
で
あ
る
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー

（M
uh. am

m
ad Rashīd Rid. ā ’, 1865︲1935

）
と
比
べ
る
と
き
、
彼
は

必
ず
し
も
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
に
批
判
的
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
聖

者
崇
敬
に
関
す
る
考
え
を
論
じ
る
際
に
、「
宗
教
の
再
生
者
」
と
い
う
尊

称
を
も
っ
て
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
タ
イ
ミ
ー
ヤ
が
批
判
し
た
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
親

和
的
な
傾
向
は
、
上
述
の
改
革
者
た
ち
に
見
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
ゆ

ダ
ー
ジ
ュ
ー
イ
は
、
宇
宙
遍
歴
を
始
め
る
際
の
精
神
統
一
の
手
法
を
解
説

す
る
時
に
、
本
書
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
で
、
こ
の
書
物
は
「
律
法
を

伴
う
ズ
ィ
ク
ル
」
を
主
題
と
し
、
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
の
修

行
道
の
最
初
期
段
階
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
第
二
が
、『
祝
宴
の
場
（Bazm

gāh

）』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、

『
ダ
ベ
ス
タ
ー
ネ
・
マ
ザ
ー
へ
ブ
』
で
は
「
モ
ー
ベ
ド
・
フ
ー
シ
ュ
ヤ
ー

ル
が
﹇
古
代
イ
ラ
ン
語
か
ら
﹈
翻
訳
し
た
と
さ
れ
る
著
作
」
と
し
か
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ホ
ダ
ー
ジ
ュ
ー
イ
は
輪
廻
転
生
を
解
説
す
る

時
に
、
こ
の
文
献
を
引
き
合
い
に
出
す
。
こ
れ
で
、
こ
の
書
物
は
ア
ー
ザ

ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
な
り
の
輪
廻
思
想
を
解
説
し
た
書
物
だ
と
判
明

し
た
。

　

彼
此
勘
案
す
る
と
、
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
文
献
の
幾
許
か

は
、
師
の
最
初
期
の
著
作
『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
へ
の
注
釈

的
・
敷
衍
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後

の
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
研
究
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、

「
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
文
献
の
一
定
部
分
は
、『
ジ
ャ
ー
メ
・

カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
の
内
容
を
踏
ま
え
て
ツ
リ
ー
状
に
展
開
し
た
」
と
の
仮

説
を
立
て
る
余
地
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
「
神
秘
主
義
」
言
説

澤
井　
　

真

　

近
代
化
の
過
程
の
な
か
で
、
中
東
諸
国
は
西
洋
か
ら
新
し
い
知
や
技

術
に
対
峙
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー

（M
uh. am

m
ad ‘A

lī, 1769︲1849

）
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
支
配
か
ら
の
脱

却
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
る
介
入
に
対
抗
す
る
た
め
、
新
し
い
技
術
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井
筒
「
東
洋
哲
学
」
と
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

鎌
田　
　

繁

　

井
筒
俊
彦
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
つ
い

て
の
意
味
論
的
研
究
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
や
サ
ブ
ザ
ワ
ー
リ
ー
を
中
心

と
す
る
神
秘
哲
学
の
研
究
と
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の

神
秘
哲
学
は
後
年
井
筒
が
「
東
洋
哲
学
」
と
命
名
し
て
進
め
た
研
究
の
一

翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
領
域
に
あ
っ
て
も
そ
の
研
究
は
意
味

論
的
研
究
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ク
ル
ア
ー
ン
研
究
と
神
秘

哲
学
研
究
と
は
実
質
的
に
は
か
な
り
異
な
る
性
質
の
研
究
で
あ
り
、
イ
ス

ラ
ー
ム
研
究
者
で
井
筒
が
行
っ
た
ふ
た
つ
の
領
域
の
研
究
に
等
し
く
関
心

を
も
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
者
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
井
筒
俊
彦
と
い

う
ひ
と
り
の
人
間
が
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
分
野
で
か
な
り
ち
が
う
性
質
の

研
究
を
遂
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
こ
の
二
つ
の
研
究
領
域
が
彼
の
な

か
で
は
ど
の
よ
う
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
か
、
知
り
た
い
と
思
っ
て
き

た
。

　
『
意
味
の
構
造
』（
英
文
初
版
一
九
五
九
年
）、『
ク
ル
ア
ー
ン
に
お
け
る

神
と
人
間
』（
英
文
初
版
一
九
六
四
年
）
が
ク
ル
ア
ー
ン
に
つ
い
て
の
井

筒
の
代
表
的
な
研
究
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
意
味
論
的
研
究
の
方
法
論
的
確

認
の
た
め
ク
ル
ア
ー
ン
を
資
料
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
彼
の
本
来
の
関

心
は
神
秘
哲
学
的
研
究
に
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
は
試
行
的
な
も
の
で
、

神
秘
哲
学
的
研
究
の
予
備
段
階
と
し
て
、
本
来
の
関
心
と
は
直
接
的
に
は

つ
な
が
ら
な
い
、
と
考
え
た
り
し
た
。
こ
れ
は
ク
ル
ア
ー
ン
研
究
と
神
秘

哲
学
研
究
と
を
分
離
す
る
よ
う
な
方
向
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
方
向

で
考
え
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

ク
ル
ア
ー
ン
の
意
味
論
的
研
究
で
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
世
界
観
を
際
立

え
に
、
彼
の
ス
ー
フ
ィ
ー
や
「
神
秘
主
義
」
に
対
す
る
視
座
は
特
徴
的
で

あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
聖
者
崇
敬
が
も
つ
「
執
り
成
し
」
と
い
う
考
え
方

│
│
終
末
に
お
い
て
、
聖
者
が
神
に
働
き
か
け
て
、
そ
の
個
人
が
天
国
へ

行
け
る
よ
う
に
執
り
成
し
て
く
れ
る
と
い
う
考
え
方
│
│
な
ど
の
イ
ス
ラ

ー
ム
に
お
け
る
「
神
秘
主
義
」
の
諸
側
面
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ

れ
ば
、
聖
者
崇
敬
は
神
と
同
格
の
も
の
を
置
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
聖
者
崇
敬
は
異
端
で
あ
る
。
ア
ブ
ド
ゥ
フ
の
思
想
を
代
表
す
る
「
中

道
」（w

asat.

）
の
思
想
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ア
シ
ュ
ア
リ

ー
派
の
中
庸
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ア
ブ
ド

ゥ
フ
の
神
秘
思
想
改
革
は
彼
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
を
も
反
映
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ム
フ
テ
ィ
ー
に
就
任
後
、
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
サ
ア
デ
ィ
ー
ヤ
・
ス

ー
フ
ィ
ー
修
道
団
（
タ
リ
ー
カ
）
に
よ
る
楽
器
を
用
い
て
行
う
神
の
唱
名

（
ズ
ィ
ク
ル
）
を
批
判
し
て
い
る
。
彼
が
批
判
す
る
の
は
神
の
唱
名
そ
れ

自
体
で
は
な
く
、
騒
が
し
い
音
を
立
て
て
行
な
う
唱
名
で
あ
り
、
熱
狂
的

で
過
激
な
か
た
ち
で
表
象
さ
れ
る
「
神
秘
主
義
」
の
一
側
面
で
あ
る
。
事

実
、
彼
が
批
判
し
た
ス
ー
フ
ィ
ー
修
道
団
に
よ
る
ダ
ウ
サ
（
地
面
に
寝
て

い
る
人
の
上
を
馬
が
通
る
こ
と
）
と
い
う
修
行
方
法
は
、
へ
デ
ィ
ー
ヴ

（
副
王
）
の
名
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
規
制
は
ま
さ
し
く
、

エ
ジ
プ
ト
が
近
代
化
を
進
め
て
い
く
う
え
で
沿
わ
な
い
行
為
を
改
革
し
た

結
果
で
あ
る
。
近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
「
神
秘
主
義
」
言
説
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
論
者
の
神
秘
思
想
に
対
す
る
態
度
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

知
を
い
か
に
理
性
的
に
用
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
い
か
に
改
革

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
の
相
関
性
の
な
か
で
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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で
あ
ろ
う
）
を
見
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

神
秘
哲
学
的
議
論
は
ク
ル
ア
ー
ン
研
究
の
「
議
論
の
彼
方
に
あ
る
」

（『
意
味
の
構
造
』
全
集
第
一
一
巻
一
七
頁
。
著
者
追
記
部
分
）
と
両
者
の

懸
隔
を
い
う
井
筒
の
言
葉
は
上
記
の
よ
う
な
両
者
の
違
い
を
基
に
説
明
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
イ
ラ
ン
か
ら
帰
国
後
の
著
作
『
コ
ー
ラ
ン

を
読
む
』（
一
九
八
三
年
）
で
は
神
秘
哲
学
研
究
の
視
点
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
こ
の
二
つ
の
意
味
論
研
究
の
間
の
溝
も
飛
び
越
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ム
ス
リ
ム
国
家
ボ
ス
ニ
ア
」

│
│ 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
と
宗
教
意
識 

│
│

立
田
由
紀
恵

　

本
発
表
の
目
的
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
（
以
下
ボ
ス
ニ
ア
）

が
イ
ス
ラ
ー
ム
化
が
平
和
共
存
の
社
会
の
再
構
築
へ
の
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
懸
念
に
対
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
推
し
進
め
て
き
た
ム

ス
リ
ム
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
逆
に
完
全
な
ム
ス
リ
ム
国
家
建
設
を
難
し

く
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ボ
ス
ニ
ア
に
は
セ
ル
ビ
ア
正
教
徒
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ク

ロ
ア
チ
ア
人
、
ム
ス
リ
ム
の
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
の
三
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
が

共
存
し
て
い
る
。
元
来
こ
の
地
域
に
住
む
セ
ル
ビ
ア
正
教
徒
及
び
カ
ト
リ

ッ
ク
が
一
九
世
紀
以
降
の
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
流
れ
に
よ
り
セ
ル
ビ

ア
正
教
徒
は
セ
ル
ビ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
ク
ロ
ア

チ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
セ
ル
ビ
ア
人
及
び

ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
な
っ
た
。

　

一
方
ム
ス
リ
ム
は
ボ
ス
ニ
ア
の
外
に
セ
ル
ビ
ア
や
ク
ロ
ア
チ
ア
と
い
っ

た
せ
る
た
め
に
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
時
代
の
詩
を
多
数
引
用
し
、
基
本
的
な

意
味
は
保
持
し
な
が
ら
も
、
同
じ
語
が
ク
ル
ア
ー
ン
で
は
異
な
る
意
味
合

い
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
の
変
化
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う

宗
教
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
概
念
で

は
な
か
っ
た
「
神
」
が
言
語
利
用
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
強
力
な
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
感
謝
と
対
立
す
る
忘
恩
の
意
味
を
も

つkufr

と
い
う
語
が
神
の
圧
倒
的
な
影
響
力
の
下
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
期

に
あ
っ
て
は
特
に
神
の
恩
恵
に
対
す
る
忘
恩
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
神
へ
の
信
仰
に
対
立
す
る
不
信
仰
の
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
語
の
意
味
の
変
容
の
背
景
に
は
そ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の

信
仰
の
受
容
に
よ
る
世
界
観
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ル
ア
ー

ン
の
意
味
論
的
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
、
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
期
か
ら
イ
ス

ラ
ー
ム
期
へ
の
世
界
観
の
変
容
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
探
求
さ
れ
て

い
る
の
は
具
体
的
な
ひ
と
つ
の
世
界
観
か
ら
別
の
姿
を
も
つ
世
界
観
へ
の

変
容
、
転
移
の
問
題
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
神
秘
哲
学
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
時
代
的
に
異
な
る
思

想
家
を
扱
っ
て
は
い
る
が
、
時
系
列
的
に
世
界
観
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い

う
議
論
を
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
は

無
限
定
、
無
規
定
の
絶
対
的
存
在
、
あ
る
い
は
無
、
の
様
態
か
ら
意
味
分

節
の
過
程
を
経
て
ど
の
よ
う
に
分
節
さ
れ
た
世
界
が
顕
現
し
て
い
る
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。「
無
」
の
様
態
か
ら
い
か
に
世
界
が
現
れ
た
か
と
い

う
存
在
世
界
の
根
源
の
探
求
に
な
っ
て
い
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
の
意
味
論
的

研
究
で
は
一
つ
の
世
界
観
か
ら
別
の
世
界
観
へ
の
変
容
を
み
た
が
、
神
秘

哲
学
の
研
究
で
は
「
観
」
も
成
り
立
た
な
い
無
あ
る
い
は
ゼ
ロ
の
世
界
か

ら
ひ
と
つ
の
世
界
観
へ
の
変
容
（
通
常
の
表
現
で
は
生
成
あ
る
い
は
誕
生
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れ
は
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
が
ボ
ス
ニ
ア
の
中
の
一
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い

う
定
義
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
と
も
言
え
る
。
ボ
ス
ニ
ア
と
い
う
単
語

を
語
源
と
し
て
い
て
も
、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
は
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ

ア
人
と
変
わ
ら
ず
ボ
ス
ニ
ア
を
形
成
す
る
一
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
し
か
な
い
の

だ
。
こ
の
状
況
で
ボ
ス
ニ
ア
を
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
の
国
民
国
家
と
す
る
の

は
少
数
民
族
を
排
斥
す
る
構
造
を
取
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
西
側
社

会
の
中
で
存
在
す
る
た
め
に
は
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
道
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
名
前
を
手
に
入
れ
た
こ
と
が
、
ボ
ス
ニ

ア
と
い
う
国
家
を
そ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
も
の
と
す
る
た
め
の
障
害
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を
被
っ
た
ム
ス
リ
ム
女
性
や
新
し
く
建
設
さ
れ
た
多
数
の

モ
ス
ク
を
見
る
と
、
ボ
ス
ニ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
に
対
し
て
非
ム
ス
リ
ム

の
ボ
ス
ニ
ア
人
が
恐
怖
心
や
疎
外
感
を
抱
く
の
は
十
分
理
解
で
き
る
。
し

か
し
ボ
ス
ニ
ア
が
完
全
に
ム
ス
リ
ム
国
家
と
な
る
の
は
実
際
に
は
難
し

い
。
百
数
十
年
か
け
て
ボ
ス
ニ
ア
は
三
つ
の
宗
教
を
持
つ
地
域
か
ら
三
つ

の
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
持
つ
国
へ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
共
存
の
伝
統
の
根
源
は

今
で
も
見
か
け
ほ
ど
に
揺
ら
い
で
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
代
ム
ス
リ
ム
社
会
の
風
紀
取
り
締
ま
り

│
│ 

勧
善
懲
悪
と
宗
教
警
察 

│
│

髙
尾
賢
一
郎

　

本
報
告
で
は
、
今
日
の
ム
ス
リ
ム
社
会
で
見
ら
れ
る
風
紀
取
り
締
ま
り

に
つ
い
て
、
思
想
的
背
景
を
確
認
し
つ
つ
担
い
手
で
あ
る
「
宗
教
警
察
」

の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ム
ス
リ
ム
社
会
の
風
紀
取
り
締
ま
り
に
関

し
て
は
包
括
的
な
思
想
史
研
究
と
し
て
Ｍ
・
ク
ッ
ク
の
も
の
が
あ
る
が
、

た
母
体
と
な
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
存
在
せ
ず
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
解
体
に

伴
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
到
来
ま
で
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
名
前
を
持
た

な
か
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
に
内
戦
を
伴
い
独
立
を
果
た
す
と
ネ
イ
シ
ョ

ン
と
し
て
の
呼
称
を
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ボ
ス
ニ
ア
人
を
指

す
既
存
の
単
語
ボ
サ
ナ
ッ
ツ
（Bosanac

）
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
宗
教
を
問

わ
ず
全
て
の
ボ
ス
ニ
ア
人
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
新
た

に
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
（Bosnjak

）
と
い
う
単
語
を
導
入
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

ム
ス
リ
ム
が
セ
ル
ビ
ア
あ
る
い
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

呑
み
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
自
ら
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
確
立
さ
せ
る
こ

と
は
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
国
民
国
家
で
あ
る
セ
ル
ビ

ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
に
対
抗
し
ボ
ス
ニ
ア
を
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
ボ
シ
ュ
ニ
ャ

ッ
ク
の
国
民
国
家
と
し
よ
う
と
い
う
思
想
の
根
幹
と
な
る
。
ボ
ス
ニ
ア
が

ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
の
国
家
と
な
れ
ば
セ
ル
ビ
ア
人
や
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
そ

の
中
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
り
、
三
宗
教
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ
ス
ニ
ア
の
宗
教

と
し
て
存
在
す
る
従
来
の
他
宗
教
文
化
は
終
わ
り
を
告
げ
て
し
ま
う
。

　

既
に
政
治
的
に
ボ
ス
ニ
ア
は
セ
ル
ビ
ア
人
の
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
と
ボ

シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
及
び
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
連

邦
と
い
う
二
つ
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
分
か
れ
て
お
り
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
大

半
は
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
に
い
る
。
比
較
的
人
数
が
少
な
く
強
い
政
治
的

発
言
力
を
持
た
な
い
ク
ロ
ア
チ
ア
人
は
国
外
に
流
出
し
、
か
つ
て
ボ
ス
ニ

ア
全
体
の
二
〇
％
を
超
え
た
そ
の
人
口
は
現
在
は
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い

る
。
現
実
に
ボ
ス
ニ
ア
は
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
の
国
民
国
家
と
な
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
は
数
年
か
け
て
完
全
に
浸
透
し
た
。
そ
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以
降
は
公
安
警
察
と
の
連
携
の
下
、
風
紀
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

取
り
締
ま
り
対
象
は
礼
拝
、
服
装
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
売
買
春
・
姦
通
、

男
女
の
密
会
、
同
性
愛
、
麻
薬
、
賭
事
等
で
、
違
反
者
に
は
固
定
刑
（
ハ

ッ
ド
）
と
裁
量
刑
（
タ
ア
ズ
ィ
ー
ル
）
に
よ
る
鞭
打
ち
、
罰
金
、
禁
固
刑

が
科
さ
れ
る
。
州
都
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
姦
通
の

検
挙
数
が
多
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
災
害
復
興
支
援
で
外
国
人
が
滞
在
し
た

時
期
に
普
及
し
た
が
現
在
は
禁
止
さ
れ
、
飲
食
店
や
個
人
宅
で
捜
索
が
行

わ
れ
る
。
ま
た
姦
通
は
売
春
宿
や
市
内
の
ホ
テ
ル
・
集
合
住
宅
で
捜
索
が

行
わ
れ
る
。
ス
ィ
グ
リ
市
で
は
賭
事
と
未
婚
男
女
の
交
流
の
検
挙
数
が
多

く
、
主
に
海
辺
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
。
な
お
同
市
特
有
の
活
動

と
し
て
、「
ム
フ
タ
ス
イ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
私
服
職
員
が
周
辺
の
村
落
で

秘
密
裏
に
捜
査
を
行
い
、
ヒ
ス
バ
警
察
に
通
報
し
て
い
る
。
ロ
ー
ク
ス
マ

ウ
ェ
市
で
は
男
女
の
密
会
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
検
挙
数
が
多
く
、
こ
れ
は
隣

の
北
ス
マ
ト
ラ
州
が
近
い
こ
と
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
「
密
輸
」
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

　

ヒ
ス
バ
警
察
に
逮
捕
さ
れ
刑
罰
を
受
け
れ
ば
地
元
新
聞
で
報
じ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
被
疑
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
退
学
や
失
職
に
つ
な
が
る
社

会
的
制
裁
と
な
る
。
た
だ
し
内
戦
・
地
震
・
津
波
を
知
る
世
代
は
ヒ
ス
バ

警
察
の
存
在
意
義
に
慎
重
で
、
公
序
良
俗
の
形
成
・
維
持
へ
の
貢
献
を
評

価
す
る
人
々
も
多
い
。
一
方
、
若
者
の
間
に
は
薄
給
や
専
門
性
の
低
下
か

ら
ヒ
ス
バ
警
察
を
見
下
す
向
き
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ
ス
バ
警

察
の
取
り
締
ま
り
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
く
、
人
々
の
ヒ
ス
バ
警
察

へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
そ
う
強
く
な
い
。
週
末
に
隣
州
に
出
か
け
て
酒
を
飲

む
と
い
っ
た
、「
ガ
ス
抜
き
」
が
容
易
だ
か
ら
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

実
践
面
に
関
す
る
包
括
的
な
比
較
研
究
は
な
い
。

　

風
紀
取
り
締
ま
り
の
思
想
的
基
礎
と
な
る
「
勧
善
懲
悪
」
は
ク
ル
ア
ー

ン
を
典
拠
と
し
、
こ
れ
は
他
者
へ
の
働
き
か
け
を
通
じ
た
社
会
秩
序
の
形

成
・
維
持
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ス
バ
は
こ
の
た
め
の
方
法
と
し

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
古
典
の
中
で
整
備
さ
れ
た
。
歴
史
的
に
ヒ
ス
バ
の

任
を
負
っ
た
の
は
「
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
官
吏
で
、
彼
ら
は
宗

教
実
践
、
市
場
監
督
、
財
産
保
護
に
関
す
る
事
案
を
取
り
締
ま
っ
て
き
た

が
、
近
代
以
降
は
役
割
が
世
俗
機
関
に
吸
収
さ
れ
、
今
日
ヒ
ス
バ
が
実
践

さ
れ
て
い
る
事
例
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
以
下
、
ス
マ
ト
ラ
島
北

端
に
位
置
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
州
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

十
五
世
紀
半
ば
に
イ
ス
ラ
ー
ム
が
根
付
い
た
ア
チ
ェ
は
、
一
九
四
九
年

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
に
際
し
政
府
に
分
離
・
独
立
を
要
求
し
た
。
二
〇

〇
三
年
に
は
武
装
対
立
が
激
化
し
た
が
、
翌
年
十
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖

大
地
震
を
受
け
て
独
立
要
求
を
取
り
下
げ
、
政
府
と
の
和
平
交
渉
を
開
始

す
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
八
月
に
和
平
合
意
覚
書
に
調
印
し
た
。
独
立

放
棄
の
背
景
に
は
、
ア
チ
ェ
に
お
い
て
災
害
が
神
に
よ
る
警
告
・
試
練
と

受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
争
を
止
め
て
政
府
や
外
国
人
を
受
け

入
れ
、
考
え
や
言
動
を
改
め
れ
ば
ア
チ
ェ
の
社
会
・
経
済
・
道
徳
的
改
善

が
な
さ
れ
る
と
人
々
は
期
待
し
、
結
果
と
し
て
よ
り
「
正
し
い
」
社
会
の

形
成
を
指
向
し
始
め
た
。
ヒ
ス
バ
警
察
（
正
式
名
「
ア
チ
ェ
州
警
察
及
び

ウ
ィ
ラ
ー
ヤ
ト
ゥ
ル
ヒ
ス
バ
活
動
部
隊
」）
は
二
〇
〇
〇
年
の
州
法
に
基

づ
い
て
既
に
存
在
し
、「
勧
善
懲
悪
の
実
践
を
注
意
、
指
導
、
監
督
す
る

任
を
負
い
、
捜
査
を
行
う
」（
二
〇
〇
三
年
州
法
）
機
関
と
し
て
主
に
州

都
で
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
ア
チ
ェ
州
全
土
に
展
開
し

た
。
そ
し
て
翌
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
法
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
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通
じ
て
自
己
の
政
治
的
支
配
権
を
拡
大
し
て
い
っ
た
現
実
を
反
映
し
て
、

法
学
者
た
ち
は
「
戦
争
の
家
」
と
の
用
語
使
用
を
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、

平
時
と
戦
時
下
で
の
法
的
紛
争
の
法
の
適
用
と
裁
判
権
（
管
轄
権
）
を
明

確
に
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
古
典
的
書
の
一
つ
が
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の

法
学
者
シ
ャ
ィ
バ
ー
ニ
ー
の
「
大
ス
ィ
ヤ
ル
」
で
あ
る
。
同
書
は
戦
時
下

で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
の
指
揮
、
戦
い
の
心
構
え
な
ど
を
前
半
で
論
じ
、
後

半
で
、
戦
闘
地
地
域
の
異
教
徒
の
財
産
（
果
樹
、
農
地
、
家
屋
、
通
商
、

交
易
権
、
相
続
）
を
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
多
く
は
同
書
を
戦
争
論
、
ジ

ハ
ー
ド
論
と
し
て
理
解
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、『
イ
ス
ラ

ー
ム
法
学
に
お
け
る
戦
争
と
そ
の
影
響
』（
一
九
六
三
年
）
に
よ
っ
て
注

目
を
集
め
、
以
後
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈
書
や
イ
ス
ラ
ー
ム
法
理
学
、
法
学
な

ど
の
分
野
で
の
多
作
の
著
書
に
よ
っ
て
指
導
的
な
現
代
の
法
学
者
と
見
な

さ
れ
て
き
た
シ
リ
ア
の
ワ
フ
バ
・
ズ
ヘ
イ
リ
ー
（
一
九
三
二
―
二
〇
一

五
）
の
同
書
は
、
伝
統
的
ジ
ハ
ー
ド
論
が
、
戦
時
下
で
の
生
命
と
財
産
の

法
的
保
護
論
（
法
管
轄
論
）
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
発
展
さ
せ
た
。

戦
争
は
起
こ
り
得
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
、
戦
争
、
あ
る
い
は
ジ
ハ

ー
ド
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
国
家
の
指
導
者
カ
リ
フ
が
教
徒
た
ち
の
社
会
の

利
益
を
考
慮
し
て
、
適
宜
に
対
応
し
た
中
で
な
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
敵

の
軍
事
力
を
増
強
す
る
例
外
を
除
い
て
、
交
戦
相
手
国
（
異
教
徒
）
や
、

戦
闘
集
団
勢
力
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
反
乱
勢
力
）
と
の
通
商
関
係
は
維
持

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
ズ
ヘ
イ
リ
ー
は
法
管
轄
権
論
を
よ
り
明
確
に
す
る

た
め
に
書
名
を
『
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
に
お
け
る
戦
争
と
そ
の
影
響
』
と
し

て
「
そ
（
戦
時
下
）
の
影
響
」
が
法
学
的
主
題
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
し
て
法
の
保
護
と
は
生
命
（
保
護
民
）
と
、
財
産
（
生
産
財
と
農
業
生

産
、
商
業
通
商
）
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が

ワ
フ
バ
・
ズ
ヘ
イ
リ
ー
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
管
轄
権
に
つ
い
て

四
戸　

潤
弥

　

法
管
轄
権
と
は
裁
判
権
の
こ
と
で
、
独
立
し
た
国
家
は
独
占
的
排
他
的

権
利
を
有
し
て
い
る
が
、
係
争
が
私
的
で
あ
れ
、
公
的
で
あ
れ
、
複
数
の

国
家
が
関
係
す
る
渉
外
的
法
律
関
係
に
お
い
て
は
複
数
の
国
家
が
裁
判
権

を
有
し
、
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
も
複
数
の
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て
法
管
轄

権
と
、
法
の
適
用
を
め
ぐ
る
問
題
は
私
的
紛
争
で
は
国
際
私
法
、
国
家
間

紛
争
で
は
国
際
公
法
の
問
題
と
な
り
、
後
者
は
法
と
国
際
紛
争
、
あ
る
い

は
戦
争
と
い
う
形
で
論
じ
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
に
お
い
て
古
典
的

ジ
ハ
ー
ド
論
、
あ
る
い
は
戦
争
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
前
記
の
個
々
人

の
生
命
と
財
産
（
農
地
、
商
品
な
ど
の
生
産
財
と
交
換
で
あ
る
交
易
活
動

を
含
め
た
）
の
保
障
が
紛
争
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
反
乱
軍
を
含
め
た
）
や

戦
争
の
中
で
平
時
と
、
ど
れ
だ
け
同
じ
よ
う
に
維
持
で
き
る
か
を
検
討
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
は
信
仰
儀
礼
（
信
仰
告
白
、
礼
拝
、
ザ
カ
ー
ト
（
義

務
の
布
施
）、
断
食
、
巡
礼
）
と
戒
律
（
飲
食
物
規
定
、
利
子
取
得
禁
止
）

な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
み
に
適
用
さ
れ
る
法
と
、
民
法
（
財
の
取
引
、

家
族
法
）
の
よ
う
に
宗
教
の
別
な
く
適
用
さ
れ
る
法
が
あ
り
、
そ
の
法
的

管
轄
権
を
見
る
と
、
前
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
個
人
が
有
し
、
執
行
も
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
個
人
が
担
保
す
る
。
後
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
間
、
異
教

徒
間
、
異
な
る
宗
教
信
徒
間
の
違
い
に
応
じ
て
法
管
轄
権
も
変
化
を
見
せ

る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
形
成
期
の
学
者
た
ち
は
順
に

「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
家
」、「
戦
争
の
家
」、「
係
争
地
の
法
の
適
用
」
と
の
区

分
を
用
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
時

期
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
勢
力
が
近
隣
の
異
教
徒
た
ち
と
、
時
に
は
戦
争
を



　　278

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第５部会

世
の
知
識
と
来
世
の
知
識
の
関
係
、
の
三
点
に
つ
い
て
、
オ
マ
ー
ン
で
活

動
し
た
イ
バ
ー
ド
派
の
立
場
を
と
り
あ
げ
た
。

　

西
暦
一
七
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
は
じ
め
に
活
動
し
た
学
者
た
ち
の
著
作

か
ら
は
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て

は
、
宗
教
的
義
務
行
為
は
、
成
人
の
ム
ス
リ
ム
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
イ
バ
ー
ド
派
の
学
者
た
ち
は
、
弁
別
能
力
が
備
わ
っ
て
か
ら
第
二
次

性
徴
に
達
す
る
前
の
、
大
体
七
歳
か
ら
十
歳
の
間
に
、
親
あ
る
い
は
保
護

者
は
、
子
供
を
教
育
す
る
、
ま
た
は
子
供
を
教
師
の
元
に
連
れ
て
行
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
教
師
は

は
じ
め
に
学
習
者
に
読
み
書
き
の
基
礎
を
授
け
、
つ
い
で
清
浄
の
概
念
や

イ
ス
ラ
ー
ム
月
の
名
称
を
教
え
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
啓
典
ク
ル
ア
ー
ン

の
第
一
章
で
あ
る
開
扉
章
の
読
み
を
学
習
者
に
教
え
る
こ
と
に
な
る
。
ク

ル
ア
ー
ン
の
学
習
の
前
に
、
清
浄
の
概
念
や
イ
ス
ラ
ー
ム
月
に
目
を
向
け

る
こ
と
は
、
学
習
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
的
世
界
に
進
め

る
よ
う
な
配
慮
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
の
学

習
と
合
わ
せ
て
、
学
習
者
は
、
礼
拝
前
の
浄
め
の
方
法
や
礼
拝
の
方
法
、

ま
た
ラ
マ
ダ
ン
月
の
斎
戒
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
神
の
唯
一
性

や
い
わ
ゆ
る
六
信
の
内
容
な
ど
を
学
習
す
る
。
教
義
の
学
習
の
前
に
義
務

的
宗
教
儀
礼
の
所
作
を
学
ぶ
と
い
う
順
序
に
は
、
学
習
者
の
発
達
段
階
や

知
的
段
階
へ
の
配
慮
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
頭
で
は
な
く
身
体
で
イ
ス
ラ

ー
ム
を
理
解
・
実
践
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
心
の
中
で
保
持
さ
れ
る
正
し
い

教
義
の
理
解
よ
り
も
、
外
面
か
ら
人
間
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
善
行
と
し

て
神
に
認
め
ら
れ
る
正
し
い
行
い
の
習
得
を
重
視
す
る
、
と
い
う
学
者
た

ち
の
意
図
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
初
期
段
階
の
教
育

順
序
は
、
現
代
オ
マ
ー
ン
の
国
定
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
教
科
書
に
も
受
け

戦
時
下
で
の
通
商
継
続
を
認
め
た
理
由
も
推
測
で
き
る
。

　

全
面
戦
争
の
時
代
に
お
い
て
は
生
命
の
保
護
に
関
心
が
集
中
し
、
財
産

の
法
的
保
護
が
軽
視
さ
れ
た
結
果
、
シ
リ
ア
内
戦
で
の
無
差
別
爆
撃
を
契

機
に
欧
州
へ
の
大
量
難
民
移
動
問
題
が
生
じ
た
。
戦
時
下
に
お
け
る
財
産

保
護
へ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
視
点
は
現
代
に
必
要
な
視
点
で
も
あ
る
。

宗
教
に
お
け
る
教
育
と
学
習

│
│ 

イ
バ
ー
ド
派
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
事
例
か
ら 

│
│

近
藤　

洋
平

　

近
代
的
な
教
育
制
度
が
確
立
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
様
々

な
集
団
が
子
ど
も
の
教
育
を
担
い
、
ま
た
宗
教
共
同
体
を
単
位
と
す
る
知

識
の
伝
承
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て

も
、
例
え
ば
「
学
ぶ
こ
と
は
神
を
喜
ば
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
か
「
教
え

る
こ
と
は
自
発
的
喜
捨
に
属
す
る
」、
さ
ら
に
「
教
師
は
最
良
の
人
び
と

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
帰
さ
れ
る
よ
う
に
、
早

い
段
階
か
ら
教
育
・
学
習
に
関
し
て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
派
の
一
つ
で
あ
る
イ
バ
ー
ド
派
も
、
教
育
に
高
い
関

心
を
寄
せ
て
い
る
。
前
近
代
に
お
い
て
は
、
学
者
は
預
言
者
の
地
位
に
最

も
近
い
人
び
と
と
位
置
付
け
ら
れ
、
学
者
は
一
般
信
徒
の
導
き
手
と
理
解

さ
れ
た
。
そ
し
て
無
知
な
人
を
教
え
る
こ
と
は
学
者
の
義
務
で
あ
る
と
定

め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
学
者
た
ち
は
、
未
成
年
者
を
中
心
と
す
る
集
団
の

構
成
員
を
ど
の
よ
う
に
教
育
し
よ
う
と
試
み
た
の
か
？　

ま
た
学
者
た
ち

が
世
代
か
ら
世
代
へ
と
伝
え
た
か
っ
た
知
識
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？　

本
報
告
で
は
、
こ
う
し
た
学
習
・
教
育
に
関
す
る
諸
議
論
の
う
ち
、（
一
）

教
育
の
目
的
と
親
の
役
割
、（
二
）教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
そ
し
て（
三
）現
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加
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
申
請
者
の
研
究
視
座
は
、
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
於
け
る
儒
学
間

の
相
互
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
・
文
化
の
東
ア
ジ
ア
文
化

圏
で
の
展
開
に
も
及
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
単
に
二

次
資
料
に
基
づ
く
表
層
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
潮
流
を

代
表
す
る
学
者
や
思
想
家
の
著
述
の
分
析
を
通
し
て
実
証
的
に
裏
づ
け
さ

れ
る
厳
密
な
研
究
手
法
を
と
る
点
で
も
意
義
深
い
研
究
で
あ
る
と
考
え

る
。

六
信
四
行

│
│ 

戦
前
の
日
本
人
は
い
か
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
理
解
し
た
か 

│
│

小
村　

明
子

　

本
研
究
の
目
的
は
、
外
来
宗
教
の
受
容
の
過
程
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
異
文
化
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
が

如
何
に
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
信
仰
の
根
幹
と
な
る
六
信
五
行

に
お
い
て
、
戦
前
の
日
本
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察

し
、
そ
の
受
容
の
過
程
を
探
っ
て
い
く
。

　

戦
前
は
、
大
陸
政
策
の
も
と
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
が
推
進
さ
れ
、
イ

ス
ラ
ー
ム
関
連
の
著
書
や
冊
子
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
詳
し
く

調
べ
て
い
く
と
、
六
信
五
行
の
記
述
に
つ
い
て
「
四
行
」
と
言
及
し
て
い

る
も
の
が
複
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
仏
教
学
者
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教

学
者
の
著
述
に
は
、
信
仰
告
白
を
除
い
て
四
行
と
記
し
た
著
述
を
複
数
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
ぜ
六
信
四
行
な
の
か
。
一
つ
に
は
、
信
仰
告
白
以
外
の
四
行
は
日
々

の
宗
教
行
為
と
し
て
実
践
的
な
項
目
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
神
道
や
仏

継
が
れ
て
い
る
。

　

現
世
の
知
識
と
来
世
の
知
識
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
イ
バ
ー
ド

派
の
学
者
た
ち
の
関
心
は
、
い
か
に
構
成
員
た
ち
を
来
世
に
お
け
る
楽
園

行
き
に
値
す
る
人
物
に
育
て
る
か
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
医

学
や
系
譜
学
、
ま
た
算
術
や
詩
、
そ
し
て
夢
解
釈
な
ど
と
い
っ
た
現
世

的
・
世
俗
的
な
学
問
よ
り
も
、
宗
教
の
基
礎
（
神
学
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
法

学
、
ま
た
ア
ラ
ビ
ア
語
学
と
い
っ
た
宗
教
的
・
来
世
的
な
学
問
の
習
得
が

好
ま
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
現
世
は
来
世
に
通
じ
る
道
で
あ
る
」
と
い

う
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
現
世
的
・
世
俗
的
な
学
問
は
排
除
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
た
例
え
ば
遺
産
相
続
の
た
め
に
算
術
の
学
習
が
必
要
な
者
に
は

算
術
を
施
し
た
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
中
で
も
あ
る
特
定
の
分
野
に
特
化

し
た
内
容
を
教
え
た
り
す
る
な
ど
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
学
問
の

教
授
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
信
徒
の
教
育
・
学
習
に
つ
い
て
の
イ
バ
ー
ド
派
の
立
場
の
独

自
性
や
普
遍
性
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
宗
派
や
他
宗
教
の
立
場
と
の
比
較

を
通
じ
て
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ー
ム
「
回
儒
学
」
研
究
と
そ
の
可
能
性
と
し
て

阿
里
木
托
和
提

　

筆
者
の
関
心
は
、
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
儒
学
思
想

間
の
関
係
及
び
比
較
研
究
に
あ
る
。
特
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
「
回
儒
学
」
と

江
戸
時
代
の
「
古
学
」
と
に
お
け
る
「
理
学
」
の
受
容
・
批
判
・
変
容
を

検
討
し
そ
の
思
想
的
特
徴
の
把
握
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

研
究
の
独
創
的
な
点
は
、
現
在
ま
で
日
中
両
学
界
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
「
回
儒
」
の
思
想
的
定
位
を
探
索
し
、
丹
念
に
分
析
を
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五
行
と
は
述
べ
て
い
る
が
、
信
仰
告
白
は
信
仰
で
あ
り
、
行
に
は
属
さ
な

い
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
洋
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
を
研
究
し
た
瀬

川
亀
も
同
様
に
五
行
と
述
べ
て
い
る
が
、
信
仰
告
白
は
「
理
論
的
方
面
即

ち
信
仰
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
以
外
の
四
行
は
「
実
行
的
方
面
即
ち
修
行

で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

で
は
、
同
時
代
の
日
本
人
ム
ス
リ
ム
の
理
解
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
を
受
け
た
川
村
狂
堂
は
、

五
行
の
説
明
は
曖
昧
模
糊
で
あ
る
上
に
信
仰
告
白
は
信
仰
に
あ
た
り
行
為

で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
人
で
初
め
て
メ
ッ
カ
巡
礼
を
し
た
山
岡

光
太
郎
は
、
信
仰
告
白
に
使
用
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
カ

タ
カ
ナ
表
記
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
訳
語
の
問
題
も
ま
た
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、「
行
」
と
い
う
言
葉
が
「
修
行
」
を
連
想
さ
せ
た
。
そ
れ
故

に
、
五
行
は
実
践
的
行
為
を
伴
う
宗
教
儀
礼
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
特

に
、
身
体
を
使
っ
て
の
修
行
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
五
行
の
中
で
も

信
仰
告
白
は
行
と
し
て
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ア
ラ

ビ
ア
語
で
の
「
行
（al-arkān

）」
は
宗
教
の
原
則
、
理
念
を
意
味
す
る

が
、
こ
の
「
行
」
と
い
う
日
本
語
訳
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
曲
解
し
て
し
ま
う

こ
と
が
い
え
る
。
い
か
に
宗
教
の
根
本
概
念
を
捻
じ
曲
げ
て
受
容
し
た
の

か
、
そ
の
限
界
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

教
の
修
行
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

当
時
の
日
本
人
た
ち
が
神
道
や
仏
教
な
ど
、
そ
の
人
物
が
こ
れ
ま
で
の
人

生
の
中
で
獲
得
し
て
き
た
宗
教
の
知
識
を
基
に
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
。
仏
教
用
語
や
神
道
に
お
け
る
観

念
に
当
て
は
め
れ
ば
、
確
か
に
理
解
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
宗
教
の
持
つ
本
質
的
な
概
念
の
理
解
に
至
っ
て
い
る
の

か
は
、
疑
問
の
余
地
が
残
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
識
が
あ
り
、
か
つ
ム
ス
リ
ム
と
の
直
接
交
流
の
経
験

も
あ
る
大
陸
政
策
に
従
事
し
た
日
本
人
の
理
解
に
お
い
て
も
ま
た
、
信
仰

告
白
に
つ
い
て
は
「
行
」
と
み
て
い
な
か
っ
た
例
が
あ
る
。
具
体
的
に
、

大
陸
政
策
に
従
事
し
外
務
省
や
軍
部
関
係
者
の
間
で
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
こ

と
な
ら
須
田
に
き
け
」
と
い
う
言
葉
が
広
ま
る
く
ら
い
の
知
識
人
で
も
あ

っ
た
須
田
正
継
と
い
う
人
物
は
、
信
仰
告
白
を
除
い
て
「
四
修
業
」
と
い

う
言
葉
を
使
用
し
て
四
行
を
説
明
し
て
い
る
。
彼
は
修
行
に
は
肉
体
と
精

神
に
お
い
て
忍
苦
を
伴
う
実
践
が
必
要
で
あ
る
と
著
述
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
須
田
に
と
っ
て
行
は
い
わ
ゆ
る
仏
教
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
修

行
で
あ
り
、
忍
苦
を
伴
わ
な
い
宣
誓
で
あ
る
信
仰
告
白
は
彼
の
考
え
に
当

て
は
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
五
行
を
五
行
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
著
述
も
あ
る
。
例
え

ば
、
仏
教
史
学
者
の
大
屋
徳
城
は
、
五
箇
条
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
が
ら

五
行
を
説
明
し
て
い
る
。
外
交
官
で
あ
っ
た
笠
間
杲
雄
は
、「
祈
禱
（
シ

ャ
ハ
ー
ダ
）」
と
記
し
て
五
行
を
説
明
し
て
い
る
。
回
教
政
策
に
従
事
し

た
若
林
半
も
同
様
に
信
仰
告
白
を
宣
誓
と
し
て
記
し
て
い
る
。
だ
が
五
行

と
述
べ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
説
明
は
四
行
と
し
て
の
理
解
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
著
述
も
あ
る
。
例
え
ば
、
大
川
周
明
は
『
回
教
概
論
』
の
中
で
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の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
目
指
し
た
国
際
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本

発
表
で
は
二
〇
一
七
年
三
月
初
旬
に
ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
女
性
協
同
組
合
に

対
す
る
現
地
調
査
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
。

　

今
般
の
調
査
で
は
モ
ロ
ッ
コ
南
部
の
タ
ル
ー
ダ
ン
ト
、
テ
ィ
ズ
ニ
ッ

ト
、
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
郊
外
、
タ
フ
ラ
ウ
ト
の
四
地
域
に
お
い
て
、
一
二
組

合
三
七
名
に
質
問
票
に
基
づ
い
た
対
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
組
合

の
規
模
は
、
組
合
員
数
は
最
大
一
〇
八
名
、
最
少
五
名
、
設
立
年
は
二
〇

〇
二
年
の
と
こ
ろ
か
ら
二
〇
一
七
年
の
と
こ
ろ
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

本
調
査
で
は
、
組
合
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
働
い
て
い

る
か
と
い
う
点
が
主
要
な
問
い
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
組

合
メ
ン
バ
ー
の
「
ア
ル
ガ
ン
は
独
特
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

わ
た
し
は
モ
ロ
ッ
コ
の
ア
ル
ガ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
、
女
性

の
地
位
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」「（
農
村
女
性
は
）
つ
ぎ
の
世
代
の
た
め
に

ア
ル
ガ
ン
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
語
り
か
ら
、
彼
女
た
ち
が

世
界
で
こ
の
地
に
の
み
自
生
す
る
ア
ル
ガ
ン
を
地
域
伝
統
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
維
持
す
る
者
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
結
婚
も
仕
事
も
大
切
。
再
婚
し
て
も
仕
事

は
つ
づ
け
た
い
」「
組
合
を
始
め
て
か
ら
結
婚
し
、
夫
も
わ
た
し
の
仕
事

を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
語
り
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
仕
事
と

結
婚
の
両
立
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。「
何
か
を
始
め

よ
う
と
す
る
と
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
く
る
他
人
は
い
る
が
気
に
し
な
い
。

『
敵
』
は
避
け
て
進
め
ば
い
い
」
と
い
う
あ
る
女
性
の
言
葉
か
ら
は
、
組

合
活
動
が
女
性
の
新
し
い
生
き
方
を
開
拓
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
メ
ン
バ
ー
は
組
合
活
動
に
よ
る
自
ら
の
変
化

と
し
て
、
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
視
野
が
広
が
っ
た
、
孤

モ
ロ
ッ
コ
の
ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
生
産
女
性
組
合
に
み
る

農
村
女
性
の
自
己
実
現

岩
崎　

真
紀

　

モ
ロ
ッ
コ
に
お
い
て
は
近
年
、
国
家
を
挙
げ
た
女
性
の
教
育
向
上
、
貧

困
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
国
南
部
で
は
、
世

界
で
こ
の
地
域
に
し
か
自
生
し
な
い
植
物
ア
ル
ガ
ン
ノ
キ
が
農
業
経
済
の

九
〇
％
を
占
め
る
産
物
と
し
て
、
経
済
、
環
境
、
文
化
に
対
し
て
の
重
要

性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
ル
ガ
ン
の
実
か
ら
オ
イ
ル
を
精
製

す
る
仕
事
は
古
く
か
ら
こ
の
地
域
の
ア
マ
ズ
ィ
グ
（
ベ
ル
ベ
ル
）
系
女
性

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
食
用
、
美
容
に
用
い
ら
れ
る
ア
ル
ガ
ン
オ
イ

ル
が
世
界
的
に
も
注
目
を
浴
び
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
家
族

単
位
で
細
々
と
行
わ
れ
て
い
た
オ
イ
ル
生
産
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
ム
ハ

ン
マ
ド
五
世
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ー
フ
氏
が
ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル

女
性
協
同
組
合
を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
転
機
を
迎
え
た
。
シ
ャ
ル
ー
フ

氏
は
ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
生
産
と
い
う
こ
の
地
域
の
女
性
た
ち
の
伝
統
技
術

を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
女
性
た
ち
が
中
間
業
者
に
搾
取
さ
れ
る
こ
と
な

く
適
切
な
収
入
を
得
、
そ
れ
に
よ
り
女
性
の
地
位
が
向
上
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
女
性
協
同
組
合
を
設
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
の
組
織
化
、

雇
用
創
出
、
伝
統
技
術
の
維
持
と
近
代
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
開
発
、
国

際
市
場
へ
の
参
入
と
い
っ
た
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
ま
た
、
女
性
個
人
に

対
し
て
は
現
金
収
入
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

発
表
者
は
二
〇
一
四
年
よ
り
モ
ロ
ッ
コ
と
日
本
の
環
境
学
、
経
済
学
の

研
究
者
と
と
も
に
、
ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
女
性
協
同
組
合
に
よ
る
付
加
価
値

の
高
い
ア
ル
ガ
ン
製
品
の
生
産
を
促
進
し
、
モ
ロ
ッ
コ
南
部
の
農
村
女
性
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ピ
ッ
ク
を
離
れ
て
も
頻
度
は
高
い
。

　

人
に
つ
い
て
「
ム
ス
リ
ム
」
と
い
う
語
を
使
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

の
人
物
の
宗
教
的
帰
属
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
性
別
や
職
業

と
並
ぶ
よ
う
な
社
会
的
属
性
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
一
方
、「
ム
タ
ダ
イ

イ
ン
」
は
そ
の
人
の
姿
勢
や
考
え
方
を
言
い
、
戒
律
に
関
し
て
厳
し
い

人
、
男
性
な
ら
顎
髭
を
生
や
し
金
曜
の
礼
拝
に
は
必
ず
モ
ス
ク
に
行
く
よ

う
な
人
が
連
想
さ
れ
る
。「
ム
タ
ダ
イ
イ
ン
」
か
否
か
は
、
そ
の
人
の
行

動
様
式
、
生
活
ス
タ
イ
ル
と
直
結
す
る
た
め
、
伴
侶
を
選
ぶ
際
に
は
重
要

な
基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。「
ム
タ
ダ
イ
イ
ン
」
は
意
味

上
、
結
婚
に
関
す
る
手
続
き
や
儀
礼
に
つ
い
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、「
ム
ス
リ
ム
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
る
と
そ
れ
ら
を
行
う
の
が
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
る
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
記
述
的
な
表
現
に
な

る
。
こ
れ
と
異
な
る
の
が
、「
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
価

値
を
帯
び
た
表
現
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
昨
今
注
目
を
集

め
る
「
フ
ァ
ラ
フ
（
あ
る
い
は
ウ
ル
ス
）・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」
で
あ
り
、

日
本
語
に
訳
せ
ば
「
イ
ス
ラ
ム
式
」
結
婚
披
露
宴
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
数
多
く
の
フ
ァ
ト
ゥ
ワ
ー
が
出
て
お
り
、
関
心
を
集
め
つ
つ
も
そ

れ
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ま
だ
共
通
の
理
解
が
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

　

伝
統
的
な
結
婚
披
露
宴
に
は
、
歌
や
音
楽
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
が
、
近

年
は
こ
れ
に
西
洋
の
婚
礼
を
ま
ね
た
様
々
な
実
践
が
加
わ
っ
て
い
る
。

「
イ
ス
ラ
ム
式
」
結
婚
披
露
宴
へ
の
関
心
の
背
景
に
こ
う
し
た
現
実
が
あ

る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
フ
ァ
ト
ゥ
ワ
ー
が
イ
ス
ラ
ム
法
に
抵
触
し
か
ね

な
い
要
素
の
排
除
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

フ
ァ
ト
ゥ
ワ
ー
を
求
め
る
人
々
が
知
り
た
が
っ
て
い
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ム

独
感
が
解
消
さ
れ
自
尊
心
が
生
ま
れ
た
、
女
性
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
っ

た
と
い
っ
た
見
解
を
述
べ
る
一
方
、
モ
ロ
ッ
コ
の
主
要
宗
教
で
あ
る
イ
ス

ラ
ー
ム
や
伝
統
的
価
値
観
と
の
齟
齬
へ
の
指
摘
は
な
か
っ
た
。

　

組
合
メ
ン
バ
ー
の
属
性
か
ら
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
モ

ロ
ッ
コ
で
は
女
性
は
結
婚
し
て
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と

い
う
社
会
通
念
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
組
合
に
よ
っ
て
は
シ
ン
グ
ル
女
性

や
既
婚
で
も
子
ど
も
が
い
な
い
女
性
が
多
数
見
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
組

合
が
モ
ロ
ッ
コ
農
村
部
で
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
位
置
す
る
女
性
た
ち
の
セ

イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う
社
会
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
た
。

結
婚
に
関
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
言
説
か
ら
見
る

「
イ
ス
ラ
ム
」
の
多
様
な
含
意

八
木
久
美
子

　

こ
の
発
表
で
は
、
結
婚
に
つ
い
て
交
わ
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
言
説
を

取
り
上
げ
、
ア
ラ
ブ
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
何
ら
か
の
対
象
に
イ
ス
ラ

ム
的
な
性
格
を
認
め
る
際
、
多
様
な
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
着
目

す
る
。
取
り
上
げ
る
の
は
、「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
」
を
意
味
す
る
「
ム
ス

リ
ム
」、「
イ
ス
ラ
ム
の
」
と
訳
せ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」、「
宗
教
熱
心

な
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
「
ム
タ
ダ
イ
イ
ン
」
の
三
つ
で
あ
る
。
肯
定
的

な
意
味
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
三
つ
は
、
含

意
は
か
な
り
異
な
る
。「
ム
ス
リ
ム
」
の
語
は
コ
ー
ラ
ン
に
多
く
出
現
す

る
の
に
対
し
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」
と
「
ム
タ
ダ
イ
イ
ン
」
は
一
度
も

現
れ
な
い
が
、
今
日
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
結
婚
に
関
す
る
語
り
で
は
頻
繁

に
出
現
す
る
。「
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」
に
つ
い
て
言
う
と
、
結
婚
と
い
う
ト
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法
的
に
問
題
が
あ
る
か
な
い
か
よ
り
も
、
結
婚
に
関
わ
る
重
要
な
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
披
露
宴
を
イ
ス
ラ
ム
固
有
の
実
践
た
ら
し
め
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
現
象
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
理
解
す
べ
く
、
結
婚
に
関
連
す
る
も
の

に
限
ら
ず
一
般
に
「
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
例
を

見
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
イ
ス
ラ
ム
銀
行
」、「
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
を
見
る
と
、
ど
れ
も
が
論
争
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
が

わ
か
る
。「
イ
ス
ラ
ム
銀
行
」
に
つ
い
て
は
、
利
子
を
介
在
さ
せ
る
従
来

型
の
銀
行
に
対
し
て
、「
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は

西
洋
人
の
生
活
様
式
に
従
っ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
固
有

の
代
替
案
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
あ
る
形
態
の
披
露
宴
を
「
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
」

と
呼
ぶ
の
は
そ
れ
以
外
を
非
イ
ス
ラ
ム
的
と
断
罪
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を

分
断
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
批
判
す
る
フ
ァ
ト
ゥ
ワ
ー
が
出
さ
れ

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
結
婚
相
手
と
し
て

「
ム
タ
ダ
イ
イ
ン
」
な
相
手
を
選
ぶ
人
が
い
る
と
同
時
に
、
避
け
る
人
も

い
る
と
お
り
イ
ス
ラ
ム
の
解
釈
は
多
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、「
イ
ス
ラ

ー
ミ
ー
」
と
い
う
語
の
多
用
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
イ
ス
ラ
ム
的
で
あ
る
こ

と
を
求
め
る
力
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
、

金
融
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
消
費
の
世
界
に
こ
の
語
が
入
り
込
む
こ
と

で
、
イ
ス
ラ
ム
の
名
が
商
品
価
値
を
高
め
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
批
判
は
的
外
れ
と
は
言
え
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
は
包
括
的
な
宗
教
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
教
え
に
適
っ
た
生
き
方
を
し
た
い
と
い
う
願
い
が
消

費
者
の
嗜
好
と
容
易
に
読
み
替
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
六
部
会

『
妙
法
華
』
寿
量
品
に
対
す
る
智
顗
と
吉
蔵
の
解
釈
の
同
異

林
　
　
瑞
蘭

　
『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
に
は
、
そ
の
直
前
の
従
地
涌
出
品
に
お
け
る

地
涌
の
菩
薩
の
出
現
を
伏
線
と
し
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
寿
命
長
遠
が
説
か

れ
て
い
る
。
中
国
仏
教
者
に
よ
っ
て
種
々
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
解
釈

の
歴
史
は
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
ト
レ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表

は
そ
の
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
智
顗
と
吉
蔵
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
は
ど
の
点
が
同

じ
で
、
ど
の
点
が
異
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
際

に
、
智
顗
、
吉
蔵
と
も
に
批
判
し
て
い
る
の
が
梁
代
の
光
宅
寺
法
雲
の
法

華
経
観
で
あ
り
、
両
者
は
法
雲
の
『
法
華
経
』
解
釈
を
乗
り
越
え
る
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
『
法
華
経
』
解
釈
を
展
開
し
た
。
南
北
朝
時
代
に
至
っ
て

『
法
華
経
』
研
究
で
南
北
両
朝
を
通
じ
て
最
も
著
名
な
仏
教
者
が
光
宅
法

雲
で
あ
っ
た
。
法
雲
の
『
法
華
経
』
解
釈
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
寿

量
品
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
仏
寿
と
い
う
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
る
な
ら

ば
、
横
超
慧
日
氏
は
法
雲
の
『
法
華
経
』
の
仏
寿
観
に
つ
い
て
、
仏
寿
長

遠
を
説
い
て
い
る
が
、
仏
寿
は
無
限
で
は
な
く
、
有
限
の
域
を
出
な
い
も

の
と
見
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
法
華
経
』
が
説
く
仏
寿
の
長
遠
は
仏

が
神
通
力
に
よ
っ
て
延
長
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
の
常
住
で
は
な
い

と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
雲
の
寿
量
品
解
釈
は
、
経
が
仏
寿

の
長
遠
を
明
か
す
の
は
、
仏
寿
の
無
量
を
明
か
す
た
め
で
な
く
、
神
通
力

に
よ
っ
て
延
長
し
た
寿
命
、
そ
れ
は
無
限
で
は
な
く
「
復
倍
上
数
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
で
き
る
数
の
寿
命
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
が
三
世

に
亘
る
衆
生
教
化
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
た
め
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
法
雲
が
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
説
と
そ
の
基
礎
と
な
る
法
身
説
を

『
法
華
経
』
に
読
み
込
ん
で
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
法
雲
の

『
法
華
経
』
解
釈
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
智
顗
の
寿
量
品
解
釈
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
か
。『
法
華
文
句
』
の
寿
量
品
の
釈
中
に
、
智
顗
は

『
法
華
経
』
中
に
仏
性
に
関
し
て
は
、
縁
因
仏
性
ば
か
り
で
な
く
了
因
仏

性
も
説
か
れ
て
お
り
、
仏
寿
に
関
し
て
は
常
住
が
説
か
れ
て
い
る
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
智
顗
は
蔵
通
別
円
の
四
教
の
教
判
、
涅
槃

と
法
華
を
第
五
時
に
置
く
五
時
判
か
ら
し
て
、『
法
華
経
』
を
最
も
価
値

あ
る
経
典
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
価
値
判
定
の

も
と
に
智
顗
は
同
じ
く
第
五
時
の
教
で
あ
る
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
て
い

る
仏
身
常
住
と
仏
性
説
が
『
法
華
経
』
に
も
説
か
れ
て
い
る
と
説
い
て
、

『
涅
槃
経
』
と
『
法
華
経
』
の
従
来
の
評
価
を
覆
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
吉
蔵
は
如
来
の
寿
量
を
『
法
華
論
』
の
三
種
如
来
、
す
な
わ
ち
化

身
、
報
身
、
法
身
の
三
身
説
に
よ
っ
て
解
し
、
化
仏
は
有
始
有
終
、
報
身

仏
は
有
始
無
終
、
報
身
仏
は
有
始
無
終
、
法
身
仏
は
無
始
無
終
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
寿
量
品
三
種
の
仏
そ
れ
ぞ
れ
の
寿
量
を
明
か
し
て
い
る
と
解

釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
化
身
の
寿
量
「
開
方
便
門
」、
法
報
二
身
の
寿
量

は
「
顕
身
実
義
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
吉
蔵
は
『
法
華
経
』
が

す
で
に
仏
性
を
明
か
し
て
い
る
と
し
て
お
り
、
仏
身
常
住
と
仏
性
説
と
が

『
法
華
経
』
中
に
説
か
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

先
に
見
た
智
顗
の
場
合
と
同
様
で
、
吉
蔵
が
『
法
華
論
』
を
重
視
し
て
い

る
点
が
智
顗
と
異
な
っ
て
い
る
。
吉
蔵
が
大
乗
経
典
は
「
顕
道
無
異
」

で
、
経
典
の
間
に
価
値
的
優
劣
は
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
智
顗
と
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状
況
を
整
理
す
る
こ
と
な
し
に
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
に
お
け
る
「
妙
法
」

の
正
確
な
意
味
や
、
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
の
意
図
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
は

理
解
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
以
上
の
問
題
関
心
か
ら
、

鳩
摩
羅
什
に
い
た
る
ま
で
の
初
期
漢
訳
経
典
に
お
け
る
「
妙
法
」
と
「
正

法
」
の
使
用
例
を
含
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

安
世
高
・
支
婁
迦
讖
・
支
謙
と
い
っ
た
初
期
の
訳
経
者
に
よ
る
漢
訳
経

典
で
は
、「
正
法
」
が
頻
出
す
る
の
に
比
べ
て
、「
妙
法
」
の
例
は
僅
少
で

あ
り
、「
正
法
」
に
比
べ
て
「
妙
法
」
と
い
う
語
が
確
立
す
る
の
は
遅
い

と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
梵
本
と
の
対
応
を
見
る
と
、

「
妙
法
」
はsaddharm

a

と
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、gam. bhī-

radharm
a

（
深
い
法
）
に
対
応
し
て
い
る
。

　

竺
法
護
（
二
三
九
―
三
一
六
）
訳
経
典
に
お
い
て
は
、「
深
妙
法
」
の

使
用
が
多
く
、
ほ
か
に
「
微
妙
法
」「
玄
妙
法
」「
上
妙
法
」
な
ど
が
使
用

さ
れ
、「
妙
法
」
単
独
で
の
用
例
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。『
正
法
華

経
』
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
、
確
実
に
「
妙
法
」
単
独

の
使
用
と
見
な
し
う
る
の
は
、
一
例
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
一
例
も

異
本
に
よ
れ
ば
「
真
妙
法
（
真
妙
の
法
）」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
決
定
的

な
も
の
で
は
な
い
。
全
体
と
し
て
は
、
梵
語
と
直
接
対
応
し
な
い
「
妙
」

の
使
用
が
少
な
く
な
く
、
こ
の
場
合
の
「
妙
」
は
、
特
定
の
意
味
を
持
つ

も
の
と
い
う
よ
り
は
、
単
な
る
美
称
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一

方
、「
正
法
」
の
用
例
は
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
は
経
典
そ
の
も
の
を
指
す

「
正
法
華
経
」「
正
法
華
」
と
、
像
法
と
の
対
比
で
使
わ
れ
る
「
正
法
」
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
にsaddharm

a

に
対
応
す
る
が
、
そ
れ
以
外

の
用
例
で
は
、saddharm

a

に
対
応
す
る
も
の
の
他
、
単
にdharm

a

と
の
み
あ
る
場
合
や
、
明
確
な
対
応
語
句
の
な
い
場
合
も
あ
り
、「
正
法
」

同
じ
く
『
法
華
経
』
中
に
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
説
と
仏
身
常
住
説
と
を
読

み
込
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
は
、『
法
華
経
』
を
他
の
大
乗
経
典
と
同
価

値
で
あ
る
と
す
る
吉
蔵
の
考
え
を
裏
切
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
法
雲

は
五
時
判
に
依
っ
て
『
涅
槃
経
』
を
最
上
の
経
と
考
え
、
そ
こ
に
は
仏
身

常
住
が
説
か
れ
て
い
る
と
し
て
い
た
。
そ
の
仏
身
常
住
説
と
の
対
比
か
ら

『
法
華
経
』
の
仏
寿
無
量
を
見
た
た
め
に
、『
法
華
経
』
の
仏
身
は
無
常
で

あ
る
と
す
る
見
方
に
立
っ
た
。
こ
の
仏
身
無
常
説
に
対
し
て
厳
し
い
批
判

を
投
げ
か
け
た
の
が
智
顗
と
吉
蔵
で
あ
っ
た
。
智
顗
が
『
法
華
経
』
至
上

主
義
に
立
っ
て
『
法
華
経
』
の
優
位
性
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
吉
蔵
は

「
顕
道
無
異
」
の
立
場
か
ら
経
典
間
の
優
劣
を
認
め
な
か
っ
た
点
で
、
そ

の
た
め
に
『
涅
槃
経
』
の
優
位
性
を
否
定
し
、『
法
華
経
』
と
等
価
値
で

あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
訳
『
法
華
経
』
に
於
け
る
「
正
法
」
と
「
妙
法
」

前
川
　
健
一

　

竺
法
護
訳
『
正
法
華
経
』
お
よ
び
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、

い
ず
れ
も
『
法
華
経
』
の
梵
語
題
名Saddharm

apun. d. arīka
に
対
応

す
る
が
、
先
行
す
る
竺
法
護
訳
がsaddharm

a

を
梵
語
と
し
て
の
一
般

的
な
意
味
に
そ
っ
て
「
正
法
」
と
訳
し
て
い
る
の
に
対
し
、
鳩
摩
羅
什
訳

で
は
「
妙
法
」
と
い
う
訳
語
を
選
択
し
て
い
る
。
こ
の
「
妙
法
」
と
い
う

訳
語
の
採
用
が
、
智
顗
を
は
じ
め
中
国
仏
教
者
の
大
き
な
関
心
を
引
き
、

ひ
い
て
は
法
華
経
そ
の
も
の
へ
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、「
妙
法
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
、
鳩
摩
羅
什
以
前

か
ら
存
在
し
、『
妙
法
蓮
華
経
』
を
含
む
鳩
摩
羅
什
訳
経
論
で
も
「
正
法
」

と
「
妙
法
」
は
混
在
し
て
い
る
。「
正
法
」「
妙
法
」
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
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善
導
に
お
け
る
見
仏
の
一
考
察

藤
雄
　
正
受

　

善
導
浄
土
教
の
研
究
は
、
称
名
に
よ
る
往
生
と
い
う
構
造
を
重
要
視
す

る
日
本
浄
土
教
の
立
場
に
立
つ
も
の
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
観
経
』

所
説
の
九
品
を
皆
凡
夫
と
し
、
唯
為
凡
夫
の
立
場
に
あ
る
善
導
に
お
い
て

凡
夫
相
応
の
行
法
と
し
て
種
々
に
観
法
、
或
い
は
三
業
に
亘
る
念
仏
が
説

示
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
諸
行
の
利
益
と
し
て
、
現
生
に
お
け
る
見
仏
の

説
示
が
さ
れ
る
。
本
研
究
は
仏
滅
後
の
凡
夫
衆
生
に
お
い
て
善
導
が
諸
行

と
と
も
に
見
仏
の
利
益
を
説
示
・
勧
励
す
る
意
味
を
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

著
作
に
説
示
さ
れ
る
見
仏
の
構
造
を
見
る
と
、『
観
経
疏
』「
定
善
義
」

に
は
定
善
観
法
十
三
観
を
説
示
し
、
依
正
二
報
を
観
見
す
る
こ
と
が
説
示

さ
れ
る
。
真
身
観
釈
に
は
観
法
の
利
益
と
し
て
仏
身
を
見
る
こ
と
を
示

し
、
念
仏
三
昧
の
完
成
と
し
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
古
来
よ
り
行
中
の
教

と
評
さ
れ
る
『
観
念
法
門
』「
三
昧
行
相
分
」
で
は
『
般
舟
三
昧
経
』
の

現
前
思
想
を
継
承
し
、
観
仏
・
念
仏
の
両
三
昧
に
よ
る
見
仏
見
国
土
を
説

示
す
る
。
ま
た
、「
五
縁
功
徳
分
」
に
は
『
般
舟
三
昧
経
』『
文
殊
般
若

経
』
等
を
根
拠
に
、
口
称
を
含
む
念
仏
に
よ
る
見
仏
も
説
示
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
種
々
に
説
示
さ
れ
る
見
仏
相
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
根
拠
は

「
弥
陀
仏
三
念
願
力
外
加
」
或
い
は
「
以
二
無
礙
智
一
知
、
即
能
入
二
彼

想
心
中
一
」
と
い
っ
た
説
示
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
力
或
い
は
仏

の
無
碍
智
に
基
づ
い
た
救
済
意
思
に
よ
る
出
現
と
い
っ
た
形
で
常
に
仏
の

側
で
説
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
止
観
と
異
な
る
形
で
も
っ
て
末

法
の
凡
夫
に
お
い
て
も
見
仏
が
成
立
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
善
導
が
凡
夫
の
往
生
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か

の
語
は
か
な
り
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
？
―
四
一
三
？
）
が
長
安
に
来
て
、
最
初
に
手
掛

け
た
の
が
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
（
大
品
般
若
）』
と
そ
の
注
釈
書
『
大

智
度
論
』
で
あ
る
。
前
者
で
は
「
深
妙
法
」「
妙
法
印
三
昧
」「
上
妙
法
」

「
微
妙
法
」「
善
妙
法
」
な
ど
の
例
が
あ
る
が
、「
妙
法
」
単
独
で
は
一
例

の
み
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
で
は
、『
大
品
般
若
』
よ
り
も
用
例
が
増
え

る
が
、「
妙
法
」
に
特
別
に
重
要
な
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
。
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
は
「
妙
法
」
が
頻

出
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
『
正
法
華
経
』
に
お
け
る
「
正
法
」
と
同

様
、「
妙
法
蓮
華
経
」「
妙
法
華
経
」
な
ど
経
典
そ
の
も
の
を
指
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
以
外
の
「
妙
法
」
な
い
し
関
連
表
現
の
用
法
を
見
る
と
、

「
妙
法
」
に
対
応
す
る
語
と
し
て
、sudharm

a, gam
bhīra dharm

a, 
agradharm

a

な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
、
こ
れ
は
鳩
摩
羅
什
以
前
の
訳
語

の
傾
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、saddharm

a

を
「
妙
法
」
と
訳
し
て
い
る
例
が
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
正

法
」
は
『
正
法
華
経
』
同
様
、「
像
法
」
と
対
比
さ
れ
る
「
正
法
」
が
圧

倒
的
に
多
く
、
そ
の
他
の
用
例
も
『
正
法
華
経
』
と
同
傾
向
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
、
鳩
摩
羅
什
はsaddharm

a

を
「
妙
法
」
と
訳
し
た
の
で
は

な
く
、Saddharm
apun. d. arīka

と
い
う
経
典
の
題
名
に
含
ま
れ
る

saddharm
a

の
み
を
「
妙
法
」
と
訳
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、saddharm

apun. d. arīka

と
い
う
複
合
語
でpun. d. arīka

と
同

格
と
さ
れ
たsaddharm

a

をgam
bhīra dharm

a

やagradharm
a

と
同
一
視
し
た
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
方
で
は
、「
像
法
」
の
対
義
語
と

し
て
の
「
正
法
」
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
を
忌
避
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
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分
と
無
関
係
で
は
な
く
、
釈
尊
か
ら
直
接
に
阿
弥
陀
仏
の
教
説
を
受
け
た

人
類
の
代
表
者
」
と
し
て
見
て
い
た
と
い
う
先
学
の
指
摘
を
合
わ
せ
れ

ば
、
韋
提
希
の
見
仏
様
相
を
善
導
が
自
身
の
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
て
い
た

と
言
え
よ
う
。
乃
ち
、
善
導
の
韋
提
希
理
解
を
媒
介
に
す
る
と
、
善
導
は

衆
生
が
見
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
問
題
の
み
な
ら
ず
他
者
の
救
済

を
問
題
と
す
る
存
在
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
善
導
が
理
想
と
す
る
上
品

往
生
が
可
能
と
な
る
契
機
と
し
て
、
現
実
の
仏
教
者
の
理
想
の
在
り
方
に

お
い
て
位
置
付
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
日
本
的
展
開

金
　
　
炳
坤

　

本
稿
は
、
今
か
ら
凡
そ
千
四
百
年
前
に
新
羅
の
元
暁
法
師
（
六
一
七
―

八
六
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
定
本
化
に
向
け

た
資
料
作
り
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
日
本
に
は
『
古
文

書
』
よ
り
推
し
て
天
平
廿
年
（
七
四
八
）
以
前
に
審
祥
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
本
書
の
そ
の
後
の
展
開
、
即
ち
本
書
の
諸
本

（
蔵
経
、
版
本
、
写
本
）
と
注
釈
書
、
そ
し
て
引
用
文
献
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
書
が
日
本
の
仏
教
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
探
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
を
収
録
す
る
蔵
経
類
は
次
の
四
種
で
あ
る
。
韓
国
で
編
纂
さ
れ
た

『
韓
仏
全
』（
一
九
七
九
年
）
は
日
本
の
『
大
正
』（
一
九
二
七
年
）
と
『
続

蔵
』（
一
九
〇
九
年
）
を
底
本
に
し
た
も
の
で
、『
新
纂
続
蔵
』（
一
九
八

〇
年
）
は
『
続
蔵
』
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。『
続
蔵
』（
一
種
の
校
訂
本

か
）
の
底
本
は
不
詳
だ
が
、『
大
正
』
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
版

本
を
底
本
と
す
る
。
江
戸
の
版
本
は
こ
れ
に
加
え
、
貞
享
三
年
（
一
六
八

を
問
題
と
し
、
著
作
中
に
示
さ
れ
る
「
上
品
往
生
」
と
い
う
言
葉
に
注
目

す
る
。『
往
生
礼
讃
』
や
『
観
念
法
門
』
に
は
「
阿
弥
陀
仏
国
に
上
品
往

生
す
る
こ
と
」
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は

善
導
の
仏
道
修
行
の
目
標
を
示
す
も
の
と
し
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
る
に
、
善
導
は
あ
く
ま
で
も
「
上
品
往
生
」
な
る
も
の
を
勧

励
す
る
立
場
に
あ
る
。
で
は
そ
の
往
生
と
は
い
か
な
る
在
り
方
を
指
す
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
上
品
の
衆
生
に
つ
い
て
は
「
玄
義
分
」
に
お
い
て
「
大

乗
に
出
遇
っ
た
凡
夫
」
と
纏
め
ら
れ
、
大
乗
心
・
菩
提
心
と
い
っ
た
心
を

発
す
衆
生
で
あ
る
と
説
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
心
に
つ
い
て
、

「
玄
義
分
」
帰
三
宝
偈
で
道
俗
衆
生
に
各
々
発
す
こ
と
を
勧
励
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
下
品
生
に
お
い
て
は
「
在p
彼
発
心
」
と
彼
土
に
お
い
て
発

す
心
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
品
往
生
と
は
「
彼

此
二
土
に
渡
っ
て
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
心
を
発
し
、
自
他
の
往
生
を
願

い
往
生
後
速
や
か
に
衆
生
救
済
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
往
生
」
で
あ

り
、
下
品
生
の
臨
終
称
名
に
よ
る
往
生
の
み
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
寧
ろ
、
現
実
的
な
仏
教
者
の
生
き
方
を
示
す
に
あ
た
り
、
上

品
者
と
し
て
の
在
り
方
を
勧
励
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
を
推
奨
す
る
善
導
浄
土
教
に
お
い
て
、
凡
夫
が
見
仏

す
る
意
味
を
考
え
た
い
。
善
導
が
実
凡
夫
と
し
て
理
解
し
た
『
観
経
』
所

説
の
韋
提
希
の
見
仏
様
相
の
理
解
を
確
認
す
る
と
、「
定
善
義
」
華
座
観

釈
に
お
い
て
、
韋
提
希
は
釈
尊
の
加
被
力
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
見
え
た

後
に
心
が
開
け
、
十
信
中
の
忍
を
悟
り
、
仏
滅
後
の
未
来
の
衆
生
の
見
仏

が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
を
尋
ね
た
と
し
て
い
る
。
乃
ち
、
自
身
の
往

生
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
後
に
他
者
の
救
済
を
願
う
存
在
へ
と
進
歩
し
た

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
韋
提
希
理
解
に
加
え
、
善
導
が
韋
提
希
を
「
自
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鈔
』
の
執
筆
に
取
り
掛
っ
て
い
る
。
再
々
冶
の
末
、
文
保
二
年
（
一
三
一

八
）
に
完
成
を
み
る
同
書
に
は
、
本
書
の
約
三
・
七
割
が
引
か
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
本
書
を
引
用
す
る
文
献
の
中
で
最
多
で
あ
る
。
本
写
本
の
書

写
が
こ
の
最
中
に
当
た
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
凝
然
に
は
こ
の
ほ
か
に
佚

書
『
持
犯
要
記
略
述
』
が
あ
り
、『
律
宗
瓊
鑑
章
』『
維
摩
経
疏
菴
羅
記
』

で
は
本
書
に
言
及
し
て
い
る
。
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
五
月
二
十
二
日

に
喜
海
が
書
写
し
て
い
る
大
東
急
記
念
文
庫
（24︲152︲976

）
の
一
点

は
高
山
寺
旧
蔵
で
現
在
伝
わ
る
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
同
月
二
十
五
日
に

喜
海
が
高
山
寺
石
水
院
で
明
恵
と
数
輩
の
同
学
に
対
し
て
本
書
の
談
義
を

な
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尚
、
本
書
に
対
す
る
注
釈

書
は
真
円
の
『
持
犯
要
記
助
覧
集
』（
一
二
八
二
年
成
立
）
と
仲
範
（
十

四
世
紀
）
の
『
持
犯
要
記
俗
書
勘
文
抄
』
が
現
存
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
本
書
は
九
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
日
本

仏
教
各
宗
派
（
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
華
厳
、
律
、
日
蓮
）
の
二
十
四
師

二
十
九
部
（
佚
書
は
除
く
）
の
中
に
お
い
て
引
用
（
名
及
び
意
を
含
む
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
中
で
も
最
初
の
引
用
と
み
ら
れ
、
約

二
割
と
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
鈔
』
に
次
ぐ
最
澄
の
『
顕
戒
論
』（
八
二
〇

年
成
立
）
は
現
存
す
る
最
古
の
写
本
よ
り
先
行
し
て
い
る
点
で
、
諦
忍
の

『
梵
網
経
要
解
或
問
』（
一
七
六
九
年
跋
）
は
「
究
竟
持
犯
門
」
が
全
文
引

用
（
約
一
・
四
割
）
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
が
、
詳
ら
か
に
は

稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

六
）、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
と
三
種
が
知
ら
れ
、
何
れ
も
刊
記
に
て

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
の
大
安
寺
版
（
西
大
寺
、
法
隆
寺
、
金
沢
文
庫

に
断
簡
が
伝
わ
る
）
を
底
本
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
す
も
、
版
本
同
士
の

比
較
に
よ
る
と
、
其
々
が
独
自
の
校
正
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
特
に
韓
国
に
は
高
麗
後
期
（
十
二
・
三
世
紀
）
と
推
定
さ
れ
る
海
印

寺
寺
刊
本
二
丁
分
（
全
体
の
約
二
・
四
割
）
が
現
存
す
る
。

　

管
見
の
限
り
本
書
の
写
本
は
次
の
八
点
を
数
え
る
。
身
延
文
庫
の
二
点

（
余
宗1︲15/16
）
は
二
点
と
も
大
安
寺
版
の
版
式
に
類
同
し
、
書
写
年

次
を
記
す
識
語
は
な
く
、
見
返
し
に
日
境
（
一
六
〇
一
―
五
九
）
の
花
押

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
正
教
蔵
文
庫
の
二
点
（312︲239︲5/6

）
は
二
点
と

も
江
州
芦
浦
観
音
寺
の
舜
興
（
十
七
世
紀
）
旧
蔵
で
前
者
は
寛
永
廿
年

（
一
六
四
三
）
の
識
語
が
、
乱
丁
の
あ
る
後
者
は
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）

の
識
語
が
あ
る
。
金
沢
文
庫
の
二
点
（286︲10/454︲2

）
は
二
点
と
も

残
欠
本
で
落
丁
及
び
錯
簡
の
あ
る
前
者
は
全
体
の
約
三
・
八
割
が
、
後
者

は
約
二
・
六
割
が
現
存
し
、
書
写
年
次
を
記
す
識
語
は
な
く
、
前
者
は
審

海
の
手
沢
本
と
さ
れ
、
後
者
は
十
三
世
紀
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
な
る

と
湛
睿
の
『
起
信
論
義
記
教
理
抄
』
で
の
本
書
引
用
は
、
こ
れ
ら
を
直
に

み
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
得
よ
う
が
、
惜
し
む
ら
く
は
二
点
と
も
欠
損
箇

所
に
当
た
る
た
め
対
比
し
得
な
い
。
尚
、
金
沢
文
庫
に
は
湛
睿
に
よ
る
本

書
の
注
釈
書
（269︲20

）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
賴
瑜
の
佚

書
『
持
犯
要
記
略
鈔
』
と
の
関
係
も
含
め
一
考
を
要
す
る
。

　

二
丁
分
（
全
体
の
約
一
・
一
割
）
が
落
丁
し
、
か
つ
乱
丁
も
あ
る
東
大

寺
図
書
館
（111︲198

）
の
一
点
は
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
の
識
語
が

あ
る
。
相
前
後
し
て
東
大
寺
で
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
凝
然
が
伊

予
へ
の
帰
郷
に
本
書
を
携
え
、
戻
る
と
翌
年
か
ら
『
梵
網
戒
本
疏
日
珠
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を
装
飾
し
、
光
背
頂
部
に
化
仏
を
配
す
る
。
光
背
は
天
蓋
を
付
す
る
特
異

な
形
式
を
持
つ
。
別
鋳
さ
れ
た
大
ぶ
り
の
拳
身
光
を
仏
像
装
飾
と
し
て
用

い
る
た
め
に
複
数
の
枘
で
光
背
を
嵌
め
、
さ
ら
に
柄
に
あ
け
た
小
孔
に
棒

を
通
し
て
固
定
し
て
天
蓋
の
装
飾
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
巨
大
な
挙
身
光
を
備
え
る
出
光
美
術
館
像
は
台
座
、
光
背
、
両

脇
菩
薩
ま
で
残
す
稀
有
な
存
在
で
あ
る
。
身
光
部
に
は
上
段
に
七
体
の
禅

定
坐
仏
、
中
段
に
飛
天
、
下
段
左
右
に
脇
侍
立
像
と
、
各
種
の
尊
像
を
別

鋳
す
る
。

　

火
焔
光
背
は
北
魏
に
お
い
て
多
様
な
発
展
を
遂
げ
る
が
、
古
式
金
銅
仏

で
あ
き
ら
か
な
火
焔
の
表
現
が
見
て
取
れ
る
の
は
管
見
の
限
り
に
お
い
て

本
像
の
み
で
あ
る
。

　

一
方
、
そ
れ
と
は
異
な
る
形
式
で
あ
る
の
が
単
数
の
枘
が
確
認
出
来
る

坐
仏
で
あ
る
。
建
武
四
年
像
や
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
像
が
そ
れ
で
あ
る
。

古
式
金
銅
仏
の
造
像
に
つ
い
て
は
初
期
と
さ
れ
る
四
世
紀
前
半
の
遺
例
が

寡
少
な
為
、
な
お
正
確
な
系
譜
を
辿
り
得
な
い
。

四　

結
語

　

北
魏
期
に
先
駆
す
る
古
式
金
銅
仏
の
光
背
様
式
に
つ
い
て
以
上
簡
略
で

は
あ
る
が
考
察
を
試
み
た
。
現
遺
例
中
確
認
し
得
る
限
り
に
お
い
て
は
身

光
型
よ
り
や
や
先
行
す
る
形
で
頭
光
型
が
製
作
さ
れ
た
と
解
し
た
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
の
研
究
視
点
は
火
焔
光
背
の
成
立
及
び
光
背
史
の
展
開
で
あ
る
。

古
式
金
銅
仏
の
光
背
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
観
点
か

ら
本
論
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

一
、
古
式
金
銅
仏
の
光
背
形
式
は
頭
光
型
、
挙
身
光
型
の
二
種
で
あ
る
。

二
、
仏
像
背
部
の
枘
の
大
き
さ
や
数
に
よ
り
光
背
形
式
も
変
化
す
る
。

古
式
金
銅
仏
の
光
背
形
態

内
藤
　
善
之

一　

序

　

本
論
で
考
察
を
お
こ
な
う
の
は
五
胡
十
六
国
期
に
お
け
る
青
銅
鍍
金
の

小
像
で
、「
五
胡
仏
」
や
「
古
式
金
銅
仏
」
と
称
さ
れ
る
古
様
な
造
像
群

で
あ
る
。
そ
れ
ら
主
な
特
色
と
し
て
以
下
の
四
点
を
挙
げ
る
。

一
、
光
背
、
四
脚
台
座
を
除
い
た
像
髙
五
〜
九
㎝
程
度
の
小
像
。

二
、
通
肩
で
禅
定
印
を
結
ぶ
。

三
、
両
脇
に
獅
子
を
配
す
る
台
座
に
趺
坐
。

四
、
衣
文
、
文
様
等
が
総
じ
て
左
右
対
称
。

　

本
論
で
は
十
六
国
期
の
造
像
が
北
魏
様
式
成
立
の
基
盤
と
な
る
と
い
う

前
提
に
立
ち
つ
つ
、
古
式
金
銅
仏
の
光
背
に
つ
い
て
考
究
す
る
も
の
で
あ

る
。二　

古
式
金
銅
仏
の
類
例

　

従
来
、
画
一
的
と
言
わ
れ
た
古
式
金
銅
仏
を
松
本
伸
之
氏
は
大
き
さ
、

形
式
の
相
違
か
ら
Ａ
〜
Ｄ
群
の
四
つ
の
類
型
に
分
類
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
外
山
潔
氏
は
松
本
説
を
発
展
さ
せ
、
類
型
化
に
漏
れ
た
大
型

像
を
加
え
新
た
に
Ｅ
群
を
提
唱
し
た
。

三　

光
背
の
特
色

　

Ａ
〜
Ｅ
群
を
み
る
と
枘
の
位
置
や
数
等
か
ら
大
き
く
二
種
に
分
類
で
き

る
。
一
つ
は
後
頭
部
に
単
数
存
す
る
場
合
（
Ａ
、
Ｂ
）。
他
方
、
後
頭
部

な
い
し
頸
部
と
牀
座
背
面
に
枘
が
付
随
す
る
複
数
タ
イ
プ
の
場
合
で
あ
る

（
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
）。
単
数
は
頭
光
の
み
を
有
す
る
場
合
で
あ
り
、
複
数
の
枘

は
挙
身
光
を
備
え
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
河
北
省
博
物

館
像
は
光
背
を
有
す
る
貴
重
な
遺
例
で
あ
る
。
身
光
中
に
天
人
や
供
養
者
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は
三
平
等
が
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
三
平
等
の
注
釈
に
お
け
る
円
珍
の
引
用

を
検
討
す
る
と
、
七
本
と
七
末
と
で
は
そ
の
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
七

本
と
七
末
と
で
は
、
そ
も
そ
も
注
釈
さ
れ
る
『
法
華
論
』
原
文
の
分
量
に

差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方
で
扱
う
テ
ー
マ
の
違
い
が
、
こ
こ
で
の
天
台

章
疏
引
用
状
況
の
異
な
り
に
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ

る
。
七
本
で
は
『
法
華
論
』
の
「
何
者
三
種
…
授
記
応
知
」
の
一
段
を
注

釈
し
て
お
り
、
七
末
で
は
「
問
曰
。
彼
声
聞
等
…
非
為
虚
妄
」
の
一
段
を

注
釈
し
て
い
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
行
数
で
言
え
ば
、
前
者
が
十

五
行
で
後
者
が
三
十
三
行
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
無
煩
悩
人
の
三
種
の
染

慢
を
対
治
す
る
た
め
に
、
法
華
経
が
三
種
の
平
等
（
乗
平
等
、
世
間
涅
槃

平
等
、
身
平
等
）
を
説
く
等
と
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
後
者
で
は
、
具
体
的

に
授
記
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
が
三
平
等
の
義
に
つ

い
て
、
後
者
が
特
に
授
記
の
義
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
七
本
で
は
、
七

末
で
頻
繁
に
見
ら
れ
る
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』

（
以
下
、『
法
華
文
句
』）
や
、
湛
然
（
七
一
一
―
七
八
二
）『
法
華
文
句
記
』

（
以
下
、『
文
句
記
』）
か
ら
の
引
用
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
自
説

の
文
脈
で
法
華
経
や
『
法
華
玄
義
』
か
ら
の
引
用
、
ま
た
基
（
六
三
二
―

六
八
二
）『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』（
以
下
、『
玄
賛
』）
か
ら
の
引
用
が
一
か

所
あ
る
の
み
で
、
こ
こ
で
は
大
方
円
珍
が
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

な
お
七
本
に
お
い
て
『
玄
賛
』
の
説
を
引
い
て
い
る
所
で
は
、「
他
云
」

と
し
て
「
上
来
仏
説
乗
体
有
異
。
便
有
無
学
執
乗
定
異
。
為
此
記
別
。
顕

乗
平
等
」
の
文
を
引
く
。
こ
れ
に
対
し
て
円
珍
は
「
今
謂
」
と
し
て
「
若

論
説
平
等
仏
説
仍
差
。
乃
是
菩
薩
佷
戻
仏
」
と
自
身
の
言
葉
で
基
の
説
を

難
じ
て
い
る
。
七
末
で
は
『
玄
賛
』
の
説
を
引
い
た
後
で
、
必
ず
湛
然

『
法
華
五
百
問
論
』（
以
下
、『
五
百
問
論
』）
を
引
い
て
基
の
説
に
反
論
す

三
、
天
蓋
を
伴
う
光
背
は
十
六
国
期
の
仏
像
以
後
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。

四
、
光
背
装
飾
は
供
養
者
、
飛
天
、
化
仏
が
配
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

五
、
火
焔
光
背
は
古
式
金
銅
仏
に
そ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
少
な
く
と
も
五
世

紀
中
に
中
国
で
成
立
し
た
。

円
珍
『
法
華
論
記
』
の
天
台
章
疏
引
用
に
つ
い
て

│
│ 

三
平
等
を
中
心
と
し
て 

│
│

浅
野
　
　
学

　

本
稿
で
は
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）『
法
華
論
記
』（
以
下
、『
論
記
』）

に
お
い
て
、
特
に
三
平
等
を
注
釈
す
る
段
で
引
用
さ
れ
る
天
台
章
疏
の
特

質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
『
論
記
』
巻
第
六
末
で
は
、
五
示
現
の
注
釈
を
終
え
た
後
、
七
喩
、
三

平
等
、
十
無
上
に
つ
い
て
『
法
華
論
』
の
文
に
沿
っ
て
次
の
よ
う
に
注
釈

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
法
華
論
』
の
「
自
此
以
下
。
次
為
七
種
具
足
煩

悩
染
性
衆
生
。
説
七
種
喩
。
対
治
七
種
増
上
慢
心
。
此
義
応
知
。
又
復
次

為
三
種
染
慢
無
煩
悩
人
三
昧
解
脱
身
等
染
慢
。
対
治
此
故
説
三
種
平
等
。

此
義
応
知
」
の
文
に
対
し
て
、
円
珍
は
注
釈
し
て
「
論
自
此
已
下
為
七
種

具
足
已
下
。
釈
余
三
章
。
上
以
七
成
剖
判
序
品
。
以
五
示
現
釈
方
便
品

訖
。
自
下
七
喩
三
平
。
十
無
上
。
釈
譬
説
下
本
迹
諸
文
。
即
分
論
文
以
為

両
科
。
初
標
列
七
譬
三
平
。
後
列
釈
十
無
上
義
。
初
文
亦
二
。
初
自
此
已

下
標
七
三
名
。
何
者
已
下
列
。
初
中
亦
二
。
初
自
此
已
下
標
七
喩
。
三
種

已
下
標
三
平
。
第
二
列
中
二
。
初
何
者
七
種
下
列
七
喩
。
何
者
三
種
已

下
。
列
三
平
等
。
此
一
科
如
後
」
と
詳
細
な
科
段
分
け
を
施
す
。『
論
記
』

で
は
、
巻
第
六
末
か
ら
巻
第
七
本
に
か
け
て
七
喩
が
注
釈
さ
れ
て
お
り
、

巻
第
七
本
（
以
下
、
七
本
）
か
ら
巻
第
七
末
（
以
下
、
七
末
）
に
か
け
て
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性
の
も
と
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
事
実
を
語
っ
て
い
る
。

明
恵
と
心
地
覚
心

　

明
恵
は
覚
心
が
拠
点
と
し
た
紀
州
生
ま
れ
で
あ
り
、
西
方
寺
（
興
国

寺
）
創
建
の
際
に
落
慶
供
養
の
導
師
を
務
め
て
い
る
も
の
の
両
者
の
直
接

的
な
接
点
は
見
い
だ
せ
な
い
。
二
人
の
繋
が
り
を
紀
州
と
い
う
場
で
見
い

だ
そ
う
と
す
る
と
き
補
陀
落
信
仰
が
あ
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
覚
心

に
は
『
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』
の
中
の
『
那
智
浜
宮
補
陀
落
行
処
記
』

に
、
宋
か
ら
帰
る
船
中
、
夢
の
中
で
補
陀
落
に
到
り
千
手
観
音
と
問
答
し
、

そ
の
後
那
智
こ
そ
補
陀
落
で
あ
る
と
悟
る
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
明
恵
の

観
音
信
仰
は
知
ら
れ
な
い
が
、
湯
浅
氏
一
族
で
明
恵
の
弟
子
と
さ
れ
る
実

勝
坊
弁
海
が
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
に
補
陀
落
渡
海
し
た
と
い
う
。

心
地
覚
心
と
夢
窓
疎
石

　

覚
心
は
『
由
良
開
山
法
語
』
の
中
で
悟
り
の
境
地
と
し
て
無
念
を
掲
げ
、

「
仏
ハ
善
悪
ノ
起
ル
源
ヲ
知
テ
執
心
起
サ
ル
カ
故
ニ
ト
コ
シ
ナ
ヘ
ニ
念
ハ

ヲ
コ
レ
ト
モ
無
念
ト
成
ル
。
無
念
ノ
処
ヲ
シ
ハ
ラ
ク
心
ト
イ
ウ
。
心
ト
云

ハ
名
ノ
ミ
有
テ
形
ナ
シ
。
サ
レ
ハ
無
心
ト
云
ヘ
リ
」、「
タ
シ
カ
ニ
ウ
タ
カ

ヒ
一
モ
ナ
ク
シ
リ
ハ
ツ
ル
処
ヲ
一
分
見
性
ト
モ
悟
道
ト
モ
生
死
ヲ
離
ト
モ

仏
法
ヲ
覚
ト
モ
往
生
極
楽
ス
ル
ト
モ
仏
ニ
成
ト
モ
云
ナ
リ
」
と
述
べ
る
。

ま
た
、
示
衆
語
で
は
「
自
己
ノ
本
分
ノ
心
ア
ラ
ハ
レ
テ
カ
ク
レ
ス
ト
申
候

ハ
、
タ
ヽ
今
ノ
手
ヲ
ア
ケ
足
ヲ
ウ
コ
カ
ス
心
ス
ナ
ハ
チ
本
分
ニ
テ
候
也
。

ソ
ノ
ユ
ヱ
ハ
此
心
一
念
モ
生
セ
サ
ル
カ
故
ニ
十
界
ノ
心
モ
ヲ
コ
ラ
ス
」
や

「
浄
土
穢
土
ノ
差
別
無
、
父
母
未
生
已
前
ノ
面
目
ト
云
、
又
本
来
ノ
面
目

ト
モ
申
ス
為
リ
。（
中
略
）
思
量
計
挍
ヲ
コ
シ
テ
仏
教
祖
教
ト
ヲ
ラ
ス
ト

云
事
無
、
直
ニ
本
分
ヲ
示
シ
向
上
ノ
宗
風
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
」
と
も
い
う
。
こ

の
覚
心
の
無
念
は
夢
窓
の
「
本
分
の
田
地
」
と
意
味
合
い
が
近
い
の
で
は

る
形
を
採
っ
て
い
る
が
、
七
本
で
は
、『
五
百
問
論
』
を
引
く
こ
と
も
な

く
、
そ
の
上
湛
然
の
疏
か
ら
の
引
用
自
体
こ
こ
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
七
末
に
な
る
と
、
一
変
し
て
智
顗
『
法
華
文
句
』、
湛
然
『
文
句

記
』
等
の
天
台
章
疏
か
ら
の
引
用
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
、
さ
ら
に
三
平

等
の
章
で
円
珍
が
最
も
苦
心
し
た
で
あ
ろ
う
四
種
声
聞
授
記
の
記
述
に
対

す
る
注
釈
で
は
、
智
顗
や
湛
然
の
疏
に
次
い
で
、
湛
然
門
下
と
さ
れ
る
東

春
智
度
（
生
没
年
不
詳
）『
天
台
法
華
疏
義
纘
』
の
引
用
ま
で
見
ら
れ
る
。

　

円
珍
以
前
の
日
本
天
台
の
伝
統
で
は
、『
法
華
論
』
の
三
平
等
の
義
に

つ
い
て
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
『
三
平
等
義
』
の
存
在
か
ら
も
看

取
出
来
る
が
、
中
国
天
台
の
伝
統
で
は
、
必
ず
し
も
『
法
華
論
』
が
重
視

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
側
面
を
も
鑑
み
る
と
、
中
国
で
は
三
平
等
の
義
に
関

す
る
議
論
は
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
に
は
行
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
一
方
で
、
直
接
的
に
法
華
経
に
通
じ
る
授
記
の
義
に
関
す
る
議
論
に

つ
い
て
は
、
智
顗
や
湛
然
を
筆
頭
と
し
て
古
来
盛
ん
に
行
わ
れ
て
来
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
、『
論
記
』
の
該
当
箇
所
に
お
け
る
天
台
章
疏
引
用
の
状

況
か
ら
看
取
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
沢
文
庫
蔵
『
禅
宗
法
語
』
に
つ
い
て

高
柳
さ
つ
き

　

筆
者
は
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
十
巻
「
稀
覯
禅
籍
集
」（
臨
川
書
店
）

所
収
の
『
禅
宗
法
語
』
の
解
題
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
解
題
と
か

ぶ
る
が
そ
の
後
考
察
し
た
こ
と
も
含
め
て
述
べ
る
。

　
『
禅
宗
法
語
』
は
、
金
沢
文
庫
に
あ
っ
た
法
語
の
抄
録
の
寄
せ
集
め
だ

が
、
全
体
の
核
と
な
る
の
は
明
恵
、
法
燈
国
師
（
心
地
覚
心
）、
夢
窓
疎

石
の
三
名
で
あ
り
、
本
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
南
北
朝
期
に
、
彼
ら
が
一
貫
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近
世
浄
土
宗
に
お
け
る
融
合
主
義
の
展
開 

│
│ 

義
山
と
獨
湛
の
間 

│
│

陳
　
　
敏
齡

　

本
論
文
は
主
に
江
戸
時
代
の
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
る
義
山
の
『
観
経
随

聞
講
録
』（『
講
録
』
と
略
す
）
を
軸
に
、
義
山
と
黄
檗
僧
で
あ
る
獨
湛
と

の
思
想
交
流
を
透
し
て
、
近
世
の
日
本
浄
土
宗
に
お
け
る
融
合
主
義
の
展

開
の
実
態
を
闡
明
す
る
。
義
山
（
一
六
五
二
―
一
七
一
七
）
は
江
戸
中
期

の
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
鎮
西
三
祖
良
忠
門
下
の
名
越
派
に
属
す
。
正

に
こ
の
江
戸
時
代
の
背
景
の
元
で
、
義
山
の
『
講
録
』
に
は
、
中
国
明
清

時
代
の
浄
土
教
文
献
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
明
清
仏
教
文

献
の
網
絡
か
ら
み
る
と
、
い
ず
れ
も
黄
檗
禅
と
淵
源
深
い
雲
棲
袾
宏
の
系

統
に
属
す
る
の
で
、
特
に
義
山
と
親
交
し
て
い
る
旅
日
の
黄
檗
僧
人
（
獨

湛
性
瑩
）
の
影
響
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
義
山
和
尚
行
業
記
并
要
解
』
に
よ
れ
ば
、
獨
湛
と
義
山
と
の
交
流
は
、

善
導
の
観
経
疏
及
び
善
導
系
の
浄
土
変
相
図
―
當
麻
曼
荼
羅
―
を
め
ぐ
る

因
縁
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
、
善
導
著
作
が
唐
末
以
来
既
に

佚
失
し
て
し
ま
う
の
で
、
獨
湛
に
と
っ
て
、
義
山
を
媒
介
と
す
る
善
導
観

経
疏
の
接
触
は
、
却
っ
て
一
種
の
異
文
化
の
衝
撃
と
な
る
。
以
下
、
中
国

明
清
仏
教
と
の
対
話
の
視
点
か
ら
、
義
山
と
獨
湛
に
お
け
る
融
合
主
義
の

問
題
点
を
更
に
考
え
て
み
よ
う
。

　
（
一
）念
仏
と
戒
律
の
融
合
：
日
本
の
浄
土
教
理
史
に
お
け
る
融
合
主
義

の
問
題
は
、
主
に
念
仏
と
諸
行
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
関
わ
る
。
義
山
も
基
本

的
に
辨
長
、
良
忠
以
来
の
「
諸
行
往
生
説
」
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
の

で
、「
萬
行
悉
爲
往
生
因
」
と
主
張
す
る
。
彼
は
一
方
で
、
本
願
念
仏
が

ど
ん
な
修
行
も
い
ら
な
い
「
無
事
」
の
心
態
を
排
斥
す
る
。
ま
た
、
他
方

で
、
一
般
学
者
が
回
向
を
知
ら
な
い
た
め
、
一
切
の
学
問
も
た
だ
藝
能
の

な
い
か
。
従
来
、
鎌
倉
期
の
禅
宗
と
南
北
朝
期
以
降
の
禅
は
切
り
離
さ
れ

て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

明
恵
と
夢
窓
疎
石

　

金
沢
文
庫
所
蔵
の
『
持
戒
清
浄
印
明
』
に
は
文
殊
―
明
恵
上
人
―
義
淵

房
―
盛
遍
（
明
信
）
上
人
と
い
う
血
脈
が
記
さ
れ
、
こ
れ
を
夢
窓
の
弟
子

の
碧
潭
周
皎
が
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
に
承
け
て
い
る
。『
明
恵
上
人

法
語
』
に
は
明
恵
が
栄
西
の
弟
子
の
円
空
に
禅
定
に
つ
い
て
語
る
際
に
、

文
殊
が
自
分
に
示
し
た
と
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。

　

明
恵
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
の
諸
本
の
一
つ
に
『
達
磨
相
承
一
心
戒
儀

軌
』
が
あ
る
。
こ
の
『
達
磨
相
承
一
心
戒
儀
軌
』
は
、「
瓶
水
」、「
授
仏

性
戒
儀
」、「
仏
乗
円
頓
金
剛
戒
」、「
達
磨
大
師
付
法
相
承
血
脈
譜
」、「
戒

行
本
尊
」、「
梵
網
菩
薩
戒
本
印
明
」、「
血
脈
」、「
持
戒
清
浄
印
」、「
三
聚

浄
戒
事
」、「
大
乗
戒
伝
来
事
」、「
達
磨
大
師
可
為
伝
戒
相
承
」、「
道
璿
和

尚
相
承
事
」、「
日
本
仏
法
中
興
願
文
」、「
斎
戒
勧
進
門
」、「
毎
日
行
事
」

か
ら
成
る
。
全
体
的
に
は
最
澄
伝
授
の
北
宗
禅
と
達
磨
の
相
承
を
結
び
つ

け
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
に
明
恵
と
夢
窓
が
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
背
景
の
元
に
夢
窓
派
に
近
い
者
が
諸
々
の
法
語
を
ま
と
め
た
と

考
え
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
禅
宗
は
兼
修
禅
か
ら

純
粋
禅
へ
進
歩
し
た
と
か
、
兼
修
禅
を
中
心
に
発
展
し
た
と
か
、
一
律
的

に
展
開
し
た
の
で
は
な
く
、
禅
的
な
実
践
や
思
想
、
そ
の
他
が
絡
み
な
が

ら
伸
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
本
書
は
語
っ
て
い
る
。
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体
、
一
体
無
二
自
返
観
」
と
い
う
類
似
な
発
揮
が
見
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
義
山
の
『
講
録
』
に
は
中
国
明
清
仏
教
と
対
話
す
る
意
図

が
よ
く
見
ら
れ
る
し
、
両
者
の
い
ず
れ
も
近
世
仏
教
に
お
け
る
融
合
主
義

の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
義
山
の
引
用
す
る
明
清
仏
教
文
献
の
脈
絡
か
ら

見
れ
ば
、
そ
の
融
合
の
糸
口
は
実
に
雲
棲
袾
宏
の
系
統
か
ら
華
厳
思
想
ま

で
に
遡
れ
る
。
両
者
に
お
け
る
深
層
の
解
釈
に
は
、
中
国
の
「
総
合
性
大

乗
仏
教
」
の
根
底
に
連
綿
す
る
華
厳
思
想
と
密
切
に
関
連
す
る
。
義
山
と

獨
湛
の
出
会
い
は
、
正
に
こ
の
大
乗
と
し
て
の
浄
土
義
を
探
尋
す
る
道
路

に
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
の
偶
然
で
あ
り
な
が
ら
、
偶
然
の
中
の
必
然
と
も

言
え
る
。

近
代
日
本
仏
教
の
ア
ジ
ア
布
教
研
究
に
つ
い
て

野
世
　
英
水

　

近
代
日
本
仏
教
の
ア
ジ
ア
布
教
に
関
す
る
研
究
状
況
を
検
討
し
た
も
の

と
し
て
は
、
藤
井
健
志
氏
の
「
戦
前
に
お
け
る
仏
教
の
東
ア
ジ
ア
布
教
―

研
究
史
の
再
検
討
」
一
九
九
九
年
が
あ
り
、
最
近
で
は
安
中
尚
史
氏
の

『
仏
教
史
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
掲
載
の
「
海
外
開
教
（
ア
ジ
ア
）」
二
〇

一
七
年
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
布
教
の
研
究
状
況
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
て
き
た
研
究
論
文
、
研
究
書
、
資
料
集
等
の
発
表
時

期
、
研
究
対
象
、
研
究
方
法
、
使
用
資
料
、
用
語
問
題
な
ど
の
検
討
が
必

要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
な
か
、
お
も
に
研
究
方
法
に
つ
い
て
の

さ
ら
な
る
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
第
一
に
ア
ジ
ア
布
教
を
戦
争
や
戦

争
責
任
と
の
関
連
性
に
お
い
て
と
ら
え
て
ゆ
く
視
点
、
第
二
に
ア
ジ
ア
と

の
関
係
の
な
か
重
層
的
、
多
文
脈
的
に
と
ら
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
視
点
が

類
い
に
下
が
っ
て
不
了
生
死
の
「
下
事
」
に
な
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
義

山
が
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
念
仏
に
お
け
る
宗
教
倫
理
の
関
心
点
か
ら
、
持

戒
念
仏
を
重
視
す
る
黄
檗
禅
を
借
り
て
、
宗
門
に
お
け
る
念
仏
と
戒
律
の

離
反
の
現
象
を
一
新
し
よ
う
と
す
る
。

　
（
二
）心
念
と
口
念
の
融
合
：
獨
湛
が
初
め
て
義
山
の
講
説
す
る
善
導
観

経
疏
を
聞
く
時
、「
浄
土
観
門
、
廃
而
不
講
、
此
方
亦
然
（
十
八
、
一
〇
八

上
）」
と
い
う
感
想
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
日
本
浄
土
教
史
に
お
け
る
「
廃

観
立
称
」
と
い
う
二
分
法
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、「
上
人
化
導
之
功
、

豈
小
小
哉
」
と
賛
嘆
す
る
。
蓋
し
、
義
山
の
観
経
解
釈
は
基
本
的
に
良
忠

の
説
に
沿
っ
て
い
る
。
彼
は
、
観
念
不
二
、
観
称
不
二
か
ら
独
尊
の
称
名

へ
と
い
う
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
上
（
教
令
念
仏
）
自

意
念
以
勧
口
称
、
下
（
応
称
無
量
寿
仏
）
自
口
称
令
発
意
念
」
と
い
う
。

故
に
た
と
え
称
名
と
し
て
も
、
実
に
は
口
念
不
離
心
念
と
言
え
る
。
最
後

に
浄
土
の
十
六
観
門
を
一
括
し
て
、
そ
の
趣
旨
は
一
筋
に
「
起
観
生
信

（
十
四
、
六
六
五
下
）」
の
た
め
だ
と
結
論
す
る
。
義
山
は
更
に
、
華
厳
の

一
多
相
即
の
説
に
依
っ
て
、
一
念
・
十
念
の
不
二
を
説
明
す
る
上
、
た
だ

一
念
の
称
名
さ
え
往
生
す
る
（「
一
念
摂
逆
（
十
四
、
六
八
七
上
）」）
と

主
張
す
る
。
こ
う
し
た
絶
対
の
一
念
は
、
実
に
口
念
・
心
念
の
範
疇
を
超

え
る
。

　
（
三
）華
厳
と
浄
土
の
融
合
：
義
山
は
又
、
梵
網
華
厳
の
義
に
依
っ
て
、

仏
身
の
三
重
向
度
を
説
明
す
る
上
、「
名
越
派
存
第
二
化
身
」
と
い
う
。

彼
は
一
般
の
法
報
化
の
説
を
採
用
し
な
く
て
、
特
に
華
厳
の
主
伴
之
義

（「
主
伴
同
會
」）
を
運
用
し
て
、
弥
陀
の
是
報
非
化
説
を
展
開
す
る
。
こ

う
し
た
華
厳
を
浄
土
に
融
入
さ
せ
る
方
法
は
、
雲
棲
袾
宏
な
い
し
清
涼
澄

観
に
遡
れ
る
が
、
獨
湛
「
七
十
寿
開
戒
」
の
法
語
に
も
「
遮
那
弥
陀
是
一
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検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
布
教
に
よ
る
日
本
仏
教
と
ア
ジ

ア
各
地
域
仏
教
と
の
相
互
作
用
の
検
討
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
は
ア
ジ
ア
布
教
の
ア
ジ
ア
各
地
域
仏
教
へ
の
影
響
の
検
討
や
、
ア
ジ

ア
布
教
の
日
本
仏
教
へ
の
影
響
の
検
討
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
駒
込
武
「『
帝
国
史
』
研
究
の
射
程
」
二
〇
〇
〇
年
や
並
木
真
人

「
朝
鮮
に
お
け
る
『
植
民
地
近
代
性
』・『
植
民
地
公
共
性
』・
対
日
協
力
」

二
〇
〇
三
年
な
ど
に
方
法
的
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
大
谷
栄
一

「
帝
国
と
仏
教
」
二
〇
一
一
年
で
は
駒
込
の
論
を
う
け
て
そ
の
こ
と
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
布
教
に
よ
る
ア
ジ
ア
各
地
域
仏

教
の
植
民
地
後
へ
の
影
響
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
五
十
嵐
真
子
『
現
代
台
湾
宗
教
の
諸
相
』
二
〇
〇
六
年
の
佛
光
山
の

研
究
が
あ
り
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
布
教
を
お
こ
な
っ
て
い
っ

た
日
本
仏
教
の
も
つ
「
近
代
性
」
へ
の
批
判
的
検
討
も
な
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
尹
海
東
の
一
連
の
研
究
や
宗
教
研
究
よ
り
の
川
瀬
貴

也
『
植
民
地
朝
鮮
の
宗
教
と
学
知
』
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
論
及
な
ど
、

多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
近
代
性
」
を
、
日
本
仏
教
の

ア
ジ
ア
布
教
の
な
か
に
見
出
し
て
ゆ
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
他
ア
ジ
ア
布
教
研
究
で
用
い
ら
れ
る
資
料
言
語
の
問
題
と
し

て
、
先
ほ
ど
の
駒
込
武
の
論
に
も
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
各
地
域
の
言
語
資
料

を
用
い
た
ア
ジ
ア
布
教
研
究
が
、
末
木
、
松
金
公
正
の
精
力
的
な
一
連
の

研
究
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。

あ
る
。
こ
こ
に
は
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
日
本
仏
教
と
の
相
互
作
用
、
双
方
向

的
影
響
よ
り
と
ら
え
て
ゆ
く
視
点
も
含
ま
れ
る
。
第
三
に
文
化
交
流
史
と

関
連
さ
せ
て
と
ら
え
て
ゆ
く
視
点
が
あ
る
。
第
一
の
も
の
と
し
て
は
柏
原

祐
泉
（
敬
称
略
、
以
下
同
）「
明
治
期
真
宗
の
海
外
伝
道
」
一
九
七
五
年
や

中
濃
教
篤
『
天
皇
制
国
家
と
植
民
地
伝
道
』
一
九
七
六
年
、
楊
曽
文
『
日

本
近
現
代
仏
教
史
』
一
九
九
六
年
、
忻
平
「
浄
土
真
宗
・
東
西
本
願
寺
の

中
国
布
教
」
一
九
九
九
年
、
新
野
和
暢
『
皇
道
仏
教
と
大
陸
布
教
』
二
〇

一
四
年
な
ど
が
あ
る
。
第
二
と
し
て
は
小
島
勝
・
木
場
明
志
編
著
『
ア
ジ

ア
の
開
教
と
教
育
』
一
九
九
二
年
や
肖
平
『
近
代
中
国
仏
教
の
復
興
』
二

〇
〇
三
年
、
末
木
文
美
士
「
近
代
仏
教
と
ア
ジ
ア
」
二
〇
〇
三
年
、
木
場

明
志
・
程
舒
偉
編
『
日
中
両
国
の
視
点
か
ら
語
る
植
民
地
期
満
洲
の
宗

教
』
二
〇
〇
七
年
、
諸
点
淑
「
近
代
朝
鮮
仏
教
の
〈
抗
日
―
親
日
〉
言
説

と
『
日
本
仏
教
』」
二
〇
一
四
年
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
第
三
の
も
の
と
し

て
は
川
邉
雄
大
『
東
本
願
寺
中
国
布
教
の
研
究
』
二
〇
一
三
年
が
あ
る
。

大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
第
一
は
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
多
く
、
第

二
は
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
多
い
。

　

次
に
研
究
方
法
の
課
題
に
つ
い
て
、
昨
今
の
多
様
化
す
る
植
民
地
研
究

の
方
法
よ
り
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
ア
ジ
ア
布
教
と
戦
争
と
の
関
連
の

さ
ら
な
る
解
明
と
、
そ
の
こ
と
と
関
連
し
た
戦
争
責
任
の
さ
ら
な
る
検
討

が
必
要
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
の
必
要
性
は
述
べ
ら
れ
て
も
、
そ
れ
へ

の
論
及
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
趙
景
達
『
植
民
地

期
朝
鮮
の
知
識
人
と
民
衆
』
二
〇
〇
八
年
で
は
「
植
民
地
の
経
験
と
記
憶

の
風
化
が
強
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今

現
在
に
通
じ
る
指
摘
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
ア
ジ
ア
布

教
研
究
に
お
け
る
植
民
地
近
代
化
論
的
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
も
慎
重
な
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て
い
る
も
の
の
、
当
時
の
政
情
か
ら
は
仏
教
の
管
理
・
統
制
を
意
図
と
し

て
開
催
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
会
議
の
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
る
と
、
一

九
四
三
年
か
ら
一
九
七
二
年
、
一
九
九
二
年
か
ら
現
在
ま
で
の
開
催
記
録

が
あ
る
。
ま
た
、
政
治
組
織
の
刊
行
物
に
よ
る
と
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩

壊
後
の
一
九
八
〇
年
か
ら
サ
ン
ガ
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇

年
代
の
サ
ン
ガ
会
議
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
僧
侶
に
期
待
す
る
こ
と
と

し
て
次
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
国
家
の
法
と
サ
ン
ガ
の
律
を
守
る

こ
と
、
次
に
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
イ
ン
フ
ラ
建
設
、
社
会
福
祉
の
役
割
を

担
う
こ
と
で
あ
る
。
僧
侶
は
信
徒
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
革
命
党
の
理
念
や

方
針
を
普
及
さ
せ
る
役
割
が
あ
り
、
人
民
革
命
党
は
敵
を
マ
ー
ラ
に
喩
え

て
仏
教
の
説
話
を
政
治
的
に
利
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
二
年
年

以
降
の
サ
ン
ガ
会
議
で
決
定
さ
れ
た
僧
令
で
は
、
国
家
の
法
と
サ
ン
ガ
の

律
の
遵
守
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
一
九
九
九
年
か
ら
イ
ン
フ
ラ
建
設
な
ど

の
社
会
開
発
へ
の
参
画
に
つ
い
て
度
々
言
及
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年

頃
か
ら
は
青
少
年
の
道
徳
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇

九
年
の
僧
令
で
は
、「
国
家
社
会
に
お
い
て
人
道
支
援
を
行
い
、
仏
教
界

と
世
俗
界
の
両
分
野
の
建
設
を
平
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
の
僧
令
で
は
、
サ
ン
ガ
が
中
立

で
あ
る
た
め
に
政
治
活
動
や
投
票
を
避
け
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る

と
同
時
に
、
序
文
に
は
「
フ
ン
・
セ
ン
首
相
が
率
い
る
第
五
期
国
民
議
会

の
四
辺
形
戦
略
の
原
則
を
支
持
し
続
け
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
政
策
の
範
囲
内
で
社
会
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
サ
ン
ガ
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
僧
令
は
法
令
や
政
策
と
相
互
に
影
響
し

合
っ
て
お
り
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
僧
侶
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
聖
と
俗

│
│ 

仏
教
政
策
と
僧
団
の
応
答
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

大
坪
加
奈
子

　

上
座
仏
教
を
信
仰
す
る
社
会
は
、
出
家
者
で
あ
る
サ
ン
ガ
（
僧
団
）
と

そ
れ
を
支
え
る
在
家
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
界
と
世
俗
界
、
す
な

わ
ち
聖
と
俗
の
境
界
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
理
念

上
、
僧
侶
は
世
俗
に
関
与
せ
ず
超
越
し
、
独
立
し
た
存
在
だ
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
厳
し
い
律
を
守
り
、
乞
食
に
生
き
る
僧
侶
は
世
俗
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
現
実
と
し
て
、
世
俗
界
の
中
に
仏
教
界
が
内
包
さ
れ
て
お

り
、
両
者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
石
井
（
一
九
七
五
）
は
、
仏
教
国

に
お
け
る
伝
統
的
な
国
家
と
宗
教
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
、「
国
王
が
サ

ン
ガ
を
支
え
、
サ
ン
ガ
は
正
法
を
嗣
続
し
、
正
法
は
国
王
に
よ
る
支
配
の

正
統
性
原
理
と
し
て
機
能
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
は
王
権
が
弱
体
化
し
て
お
り
、
与
党
の
役
割
が
大
き
い
と
い
え
る
。

ま
た
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩
壊
後
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
革
命
党
（
人
民
党

の
前
身
）
が
仏
教
を
再
編
し
、
政
治
的
に
利
用
し
て
き
た
た
め
に
、
サ
ン

ガ
は
清
浄
性
を
有
し
て
お
ら
ず
、
支
配
の
正
統
性
を
世
俗
権
力
に
与
え
て

い
る
と
は
言
い
難
い
側
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
石
井
の
示
し

た
「
国
王
」「
正
法
」「
サ
ン
ガ
」
の
三
者
の
関
係
性
と
は
異
な
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
現
実
態
を
提
示
し
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
後
の
政
教
関
係
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
国
家
と
サ
ン
ガ
の
相
互
作
用
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
全
国
幹
部
僧
侶
年
次
会
議
（
以
下
、
サ
ン
ガ
会
議
）
を
事
例

と
し
て
検
証
す
る
。

　

サ
ン
ガ
会
議
に
つ
い
て
の
公
式
な
開
催
記
録
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時

代
の
一
九
四
三
年
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
交
換
を
目
的
と
し
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し
た
動
き
の
初
発
は
、
一
九
一
六
年
の
開
教
使
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
議
案
が
提
出
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
実
際
に
検
討
が
な
さ
れ
た
の

は
、
一
九
二
四
年
の
開
教
使
会
議
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
議
事
録
に
よ
る
と
、

本
部
即
ち
ハ
ワ
イ
浄
土
宗
開
教
院
の
「
事
情
」
に
よ
っ
て
、
組
織
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
部
が
「
事
情
」
と
し
て
扱
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
直
接
的
な
記
録
は
な
い
も
の
の
、
当
時
の
ハ
ワ
イ
社
会
や
浄

土
宗
を
取
り
巻
く
こ
と
か
ら
、「
事
情
」
と
し
て
推
測
し
う
る
点
は
三
点

あ
る
。

　

第
一
に
、
当
時
日
系
社
会
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
、「
外
国
語
学
校
取

締
法
」
の
成
立
で
あ
る
。
同
法
は
、
日
本
語
学
校
の
根
絶
を
目
指
す
、
排

日
運
動
の
一
環
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
で

は
、
現
地
法
人
の
設
立
は
難
し
か
っ
た
と
い
え
る
。
第
二
に
、
布
哇
開
教

使
長
が
頻
繁
に
交
代
、
帰
国
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
、

一
九
二
〇
年
と
第
二
代
、
三
代
と
相
次
い
で
開
教
使
長
が
交
代
し
、
一
九

二
二
年
か
ら
一
年
の
間
、
病
気
療
養
で
第
四
代
開
教
使
長
が
帰
国
す
る
な

ど
、
議
論
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
第
三
に
は
、
一
部
信
徒
が
独
立
宣

言
を
す
る
な
ど
の
開
教
区
内
の
不
祥
事
が
一
九
二
二
年
か
ら
二
四
年
に
続

い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
現
地
法
人
設
立
の
議
論
が
行
え
る

よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
二
七
年
に
福
田
闡
正
が
開
教
区
長
と
し
て
着
任
す
る

と
、
そ
の
動
き
は
急
に
活
発
化
す
る
。
福
田
は
着
任
後
、
組
織
に
不
備
が

あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
現
地
法
人
の
設
立
を
目
指
し
て
、
組
織
改
変
を
行

っ
て
い
く
。
ま
た
、
当
時
の
日
系
新
聞
に
も
、
浄
土
宗
の
教
勢
不
振
は
、

現
地
法
人
を
設
立
し
て
い
な
か
っ
た
事
が
一
因
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お

り
、
組
織
改
変
は
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
福
田
に
よ
っ
て

期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
に
は
連
続
性
が
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ

は
、
政
策
の
支
持
と
そ
の
役
割
分
担
で
あ
り
、
僧
侶
に
は
道
徳
教
育
や
イ

ン
フ
ラ
建
設
、
社
会
福
祉
な
ど
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
国
家
と
サ
ン
ガ
の
関
係
性
か
ら
は
、
世
俗
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
は

ず
の
サ
ン
ガ
が
、
現
実
に
は
社
会
に
順
応
性
を
も
つ
集
団
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
同
時
に
、「
聖
」
と
「
俗
」
の
境
界
に
「
ゆ
ら
ぎ
」
が
あ
る
こ

と
が
見
て
と
れ
る
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
崩
壊
後
に
「
つ
く
ら
れ
た
仏
教
」

に
お
い
て
、
理
念
上
は
中
立
で
あ
る
サ
ン
ガ
が
与
党
の
政
策
を
支
持
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
様
相
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
の
「
聖
」
と
「
俗
」
が
交

錯
す
る
複
雑
な
状
況
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
教
団
組
織
の
形
成
過
程

│
│ 

布
哇
浄
土
宗
教
団
を
事
例
に 

│
│

魚
尾
　
和
瑛

　

第
二
次
大
戦
以
前
の
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
系
仏
教
教
団
に
関
す
る
諸
研

究
は
、
様
々
な
教
団
を
対
象
と
し
て
成
果
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
特
に
現

地
の
教
団
組
織
に
つ
い
て
は
、
法
制
度
の
側
面
か
ら
、
ハ
ワ
イ
で
最
大
の

教
勢
を
持
ち
、
現
地
で
経
済
的
に
独
立
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
、
ハ
ワ
イ

本
派
本
願
寺
を
対
象
と
し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
派
本

願
寺
の
教
団
組
織
の
形
成
・
変
容
過
程
が
果
た
し
て
、
他
宗
派
と
同
様
で

あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
に
は
未
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
発
表
者

は
、
本
派
本
願
寺
よ
り
も
先
に
公
式
開
教
を
始
め
な
が
ら
も
、
現
地
法
人

の
設
立
が
遅
れ
た
布
哇
浄
土
宗
教
団
を
事
例
に
、
現
地
法
人
の
設
立
過
程

を
当
時
の
教
団
資
料
や
日
系
新
聞
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
の
浄
土
宗
寺
院
に
残
る
記
録
上
、
現
地
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
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現
状
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
真
言
密
教
の
逆
輸
入
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
二
〇
年
来
、
仏

教
寺
院
の
復
興
と
と
も
に
、
密
教
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
密
教

ブ
ー
ム
は
基
本
的
に
チ
ベ
ッ
ト
系
密
教
の
も
の
が
中
心
だ
が
、
近
年
、
日

本
の
真
言
密
教
も
参
入
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
（
二
〇
一
六
）

の
出
来
事
と
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
る
の
は
、
西
安
の
青
龍
寺
お
よ
び
大

興
善
寺
の
住
職
で
あ
る
寛
旭
師
（
一
九
七
〇
―
）
が
日
本
の
高
野
山
で
修

行
し
、「
阿
闍
梨
」
と
い
う
称
号
を
得
て
帰
国
し
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国

の
仏
教
メ
デ
ィ
ア
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
寛
旭
師
は
一
九
九
七
年

に
は
青
龍
寺
、
二
〇
一
〇
年
に
は
大
興
善
寺
の
住
職
に
相
次
い
で
晋
山
し

た
が
、「
中
国
密
教
の
伝
承
が
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
こ
と
を
憂
慮
し
、

日
本
へ
行
っ
て
、
空
海
と
ゆ
か
り
の
あ
る
高
野
山
か
ら
そ
の
伝
承
を
中
国

に
逆
輸
入
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇
一
六
年
五
月
に
高
野
山
へ
来

て
修
行
し
た
。
そ
し
て
、
約
半
年
の
修
行
を
経
て
、
同
年
十
一
月
に
高
野

山
真
言
宗
管
長
の
手
か
ら
「
阿
闍
梨
」
の
称
号
を
も
ら
っ
て
帰
国
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
昨
年
は
京
都
の
醍
醐
寺
国
宝
の
上
海
や
西

安
で
の
初
の
展
示
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
側
は
そ
れ
を
「
真
言
密
教
の

中
国
へ
の
回
帰
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
日
本
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

上
海
の
展
示
に
は
約
三
十
五
万
人
（
五
月
十
一
日
―
七
月
十
日
）
が
訪
れ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
民
間
レ
ベ
ル
で
も
、
近
年
の
日
本
観
光
ブ
ー
ム
と

と
も
に
、
わ
ざ
わ
ざ
高
野
山
に
や
っ
て
来
て
修
行
し
、「
灌
頂
」
を
受
け

る
中
国
人
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

次
に
、
寺
院
建
築
の
逆
輸
入
現
象
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
香
港

の
「
志
蓮
浄
苑
」
の
伽
藍
は
敦
煌
壁
画
を
参
考
に
し
た
「
唐
式
」
を
採
用

し
た
が
、
実
際
は
奈
良
の
一
部
の
寺
院
様
式
お
よ
び
宇
治
平
等
院
を
参
考

組
織
も
整
備
さ
れ
、
規
則
な
ど
も
決
め
ら
れ
、
一
九
二
七
年
一
一
月
に
財

団
法
人
布
哇
浄
土
宗
教
団
の
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。

　

こ
の
現
地
法
人
は
、
浄
土
宗
の
教
勢
維
持
拡
大
が
目
的
と
し
て
謳
わ
れ

て
い
る
が
、
組
織
は
信
徒
以
外
に
も
仏
教
徒
を
含
め
て
お
り
、
評
議
員
や

事
業
委
員
な
ど
百
名
以
上
が
信
徒
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
財
産
や
会
計
は
、
開
教
区
長
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
法

要
な
ど
の
収
入
も
区
長
が
直
接
管
理
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
の
教

団
か
ら
開
教
費
の
補
助
を
貰
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
聖
職
者
中
心

の
運
営
方
式
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
信
徒
中
心
の
運
営

方
式
に
対
し
て
、
日
本
の
教
団
組
織
と
類
似
し
た
運
営
方
法
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
派
本
願
寺
の
教
団
組
織
に
関
す
る
研
究
で
は
、
現
地
法

人
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ
へ
の
適
応
過
程
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
実
際
に
浄
土
宗
を
見
て
み
る
と
、
教
団
組
織
な
ど
は
、
ハ

ワ
イ
の
法
体
系
に
則
し
た
形
に
改
変
さ
れ
た
が
、
運
営
方
式
は
、
日
本
か

ら
の
経
済
的
保
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
職
者
中
心
の
運
営
で
あ

っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
宗
派
の
開
教
方
針
に
よ
っ
て
、
運
営
の
在
り
方

に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
派
本
願
寺
以
外
の
事
例
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
も
更
な
る
調
査
研
究

に
よ
っ
て
、
ハ
ワ
イ
の
日
系
仏
教
史
の
全
体
像
が
よ
り
詳
ら
か
に
な
る
も

の
で
あ
る
。

現
代
中
国
に
お
け
る
「
日
本
仏
教
」
の
逆
輸
入
現
象
に
つ
い
て何

　
　
燕
生

　

こ
こ
二
〇
年
の
間
、
中
国
大
陸
を
中
心
に
、
日
本
仏
教
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
本
発
表
は
そ
の



　　298

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第６部会

「
只
管
打
坐
の
会
」
の
よ
う
に
、
特
定
の
個
人
の
仏
教
者
の
思
想
の
逆
輸

入
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
四
）絵
馬
の
よ
う
に
、
民
間
信
仰
の
要
素

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
逆
輸
入
は
多
様
的
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
だ
と
言
え
よ
う
。

東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教
圏
の
構
想

末
木
文
美
士

　

東
ア
ジ
ア
仏
教
と
い
う
と
、
通
常
、
漢
訳
仏
典
を
聖
典
と
す
る
中
国
・

朝
鮮
（
韓
国
）・
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
な
ど
の
仏
教
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
地
理
的
な
東
ア
ジ
ア
と
合
致
し
な
い
。
即
ち
、
中
国
に

は
、
チ
ベ
ッ
ト
系
（
蔵
伝
）
の
仏
教
や
南
伝
系
の
仏
教
も
あ
り
、
東
ア
ジ

ア
系
（
漢
伝
）
の
仏
教
は
確
か
に
多
数
を
占
め
る
も
の
の
、
そ
れ
の
み
で

す
べ
て
が
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
り
、

東
ア
ジ
ア
系
の
仏
教
は
そ
の
中
で
多
数
を
占
め
る
漢
民
族
を
中
心
と
し
た

仏
教
で
あ
る
が
、
他
の
諸
民
族
が
そ
れ
を
信
奉
し
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
中
国
の
周
縁
は
、
常
に
漢
民
族
以
外
の
諸
民
族
が
占
拠
し
、
漢
民
族

の
支
配
す
る
中
原
地
域
と
対
峙
し
、
時
に
は
そ
こ
に
攻
め
入
り
、
支
配
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
、
チ
ベ
ッ
ト
系
の
仏
教
を
奉
ず
る
モ
ン
ゴ
ル

（
元
）
が
中
国
全
土
を
支
配
し
た
こ
と
も
あ
り
、
清
の
皇
帝
も
儒
教
・
東

ア
ジ
ア
系
仏
教
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
な
ど
を
使
い
分
け
た
。
し
か
し
、
周
縁

に
い
る
民
族
で
も
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
（
漢
伝
仏
教
）
を
受
容
す
る
民
族
も

多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
漢
民
族
が
古
く
か
ら
高
度
な
文
化
を
発
展
さ
せ
て

い
た
の
で
、
そ
れ
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
仏
教
を
受
容
し
た
か
ら
で
あ

り
、
受
容
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
合
わ
せ
て
変
容
さ
せ
て
い
っ

た
。
朝
鮮
や
日
本
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
民
族
の
中

に
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
築
の
様
式
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

お
寺
か
ら
「
苔
」
を
輸
入
し
た
庭
園
や
「
蓬
莱
」「
瀛
州
」「
方
丈
」
な
ど

か
ら
な
る
枯
山
水
も
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
の
宝
山
寺
も
、
寺
院

の
配
置
を
中
国
伝
統
の
「
七
伽
藍
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
日
本
の
寺

院
様
式
か
ら
逆
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
湖
南
省
に
あ
る
薬
山

寺
の
復
興
も
、
同
様
に
日
本
の
寺
院
建
築
の
様
式
を
採
用
し
て
再
建
中
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
国
語
訳
を
通
じ
て
、
道
元
の

「
只
管
打
坐
」
の
主
張
に
惹
か
れ
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
「
只

管
打
坐
の
会
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
団
体
は
も
と
も
と
台
湾
や
マ
レ

ー
シ
ア
な
ど
の
中
国
人
社
会
を
中
心
に
で
き
た
非
公
式
の
も
の
だ
が
、
近

年
は
中
国
大
陸
で
も
会
員
が
増
え
、
定
期
的
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

補
足
と
し
て
、「
日
本
仏
教
」
と
関
わ
り
の
あ
る
民
間
信
仰
の
逆
輸
入

現
象
に
つ
い
て
で
あ
る
。
四
川
の
峨
眉
山
の
大
仏
禅
院
に
は
日
本
の
絵
馬

と
そ
っ
く
り
の
も
の
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
祈
願

内
容
に
つ
い
て
も
、
健
康
や
家
内
安
全
や
交
通
安
全
な
ど
現
世
利
益
が
中

心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
絵
馬
は
様
式
を
含
め
、
書
き

方
や
使
い
方
も
全
部
日
本
か
ら
の
影
響
も
し
く
は
模
倣
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

現
代
中
国
に
お
け
る
「
日
本
仏
教
」
の
逆
輸
入
現
象
は
そ
の
歴
史
を
辿

れ
ば
、
少
な
く
と
も
清
末
に
な
る
が
、
今
回
報
告
し
た
事
例
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、（
一
）そ
の
逆
輸
入
は
何
も
経
典
、
教
義
や
法
脈
だ
け
に
限
ら

ず
、
寺
院
の
建
築
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
。（
二
）公
的
な
寺
院
や
仏
教
団

体
レ
ベ
ル
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
私
的
な
民
間
レ
ベ
ル
の
も
の
も
あ
る
こ

と
。（
三
）道
元
の
「
只
管
打
坐
」
の
主
張
に
心
を
惹
か
れ
て
結
成
さ
れ
た
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こ
こ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教
圏
の
中
で
も
、
漢
伝
の
東
ア
ジ
ア
仏

教
を
受
容
し
た
契
丹
・
高
麗
・
日
本
と
い
う
中
国
の
北
・
東
の
周
縁
地
域

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
近
年
、
契
丹

仏
教
の
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
。
契
丹
大
蔵
経
は
高
麗
大
蔵
経
再
雕
版
の
元
版
と
な
っ
た
。
高
麗
の
義

天
（
一
〇
五
五
―
一
一
〇
一
）
は
、
契
丹
・
北
宋
・
日
本
な
ど
か
ら
仏
典

を
収
集
し
て
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』（
義
天
録
）
を
編
纂
し
、
大
蔵
経

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
仏
典
を
続
蔵
経
と
し
て
出
版
し
た
が
、
そ
の
中
に

は
貴
重
な
契
丹
の
仏
典
を
収
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
に
も
輸
入
さ

れ
、
日
本
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
中
で
も
、『
大
乗
起
信
論
』

に
対
す
る
龍
樹
の
注
釈
書
と
さ
れ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』（『
釈
論
』）
は
契

丹
で
重
視
さ
れ
、
法
悟
の
『
賛
玄
疏
』、
志
福
の
『
通
玄
鈔
』
な
ど
の
注

釈
書
が
書
か
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
注
釈
書
を
通
し
て
、『
釈
論
』
は
日
本

に
受
容
さ
れ
た
。『
釈
論
』
は
も
と
も
と
空
海
が
用
い
て
い
た
が
、
こ
の

時
代
に
は
密
教
だ
け
で
な
く
、
密
教
と
密
接
に
関
係
す
る
聖
一
派
の
禅
の

形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
聖
種
に
お
け
る
神
変

筒
井
　
奈
々

　

四
依
と
四
聖
種
は
、
同
義
で
あ
る
が
、
変
遷
が
あ
る
。
例
え
ば
長
部
経

典
で
は
、
公
会
堂
が
建
て
ら
れ
、
説
法
の
た
め
の
施
設
が
整
備
さ
れ
る
。

立
派
な
建
物
で
あ
る
が
、
未
だ
建
設
中
で
、
四
依
の
余
得
の
、
半
屋
根
屋

に
似
て
い
る
が
、
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
末
羅
族
等
が
、
永
く
利

益
・
安
楽
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
尊
が
最
初
に
受
用
す
る
。
夜
、
舎
利

弗
が
説
法
す
る
中
に
、
四
聖
種
が
あ
る
。
比
丘
が
、
あ
ら
ゆ
る
衣
、
鉢
食
、

国
を
取
り
巻
き
、
そ
の
周
縁
に
展
開
し
た
仏
教
文
化
圏
を
仮
に
「
東
ア
ジ

ア
周
縁
仏
教
圏
」
と
名
付
け
て
、
漢
民
族
と
そ
れ
ら
諸
民
族
と
の
交
流
や

対
抗
か
ら
、
宗
教
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
い
。

　

具
体
的
に
、
北
宋
時
代
（
九
六
〇
―
一
一
二
七
）
を
取
り
上
げ
て
み

る
。
唐
が
国
家
的
に
も
仏
教
や
道
教
を
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
北
宋
時

代
に
は
、
禅
を
中
心
と
し
た
仏
教
は
あ
る
程
度
の
勢
力
を
保
持
し
つ
つ

も
、
科
挙
に
よ
る
官
僚
制
度
の
確
立
の
中
で
、
知
識
人
層
は
儒
教
中
心
に

移
行
し
、
次
第
に
儒
教
国
家
と
し
て
の
形
態
を
整
え
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
周
縁
民
族
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
動
向
に
同
調
し
て
い
な

い
。
こ
の
時
代
に
は
北
方
の
契
丹
（
遼
。
九
一
六
―
一
一
二
五
）
が
大
き

な
勢
力
を
持
ち
、
華
北
の
一
部
を
領
土
と
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
国
家

を
支
え
る
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
仏
教
を
保
護
し
た
。
ま
た
、
タ
ン

グ
ー
ト
族
の
西
夏
（
一
〇
三
八
―
一
二
二
七
）
も
仏
教
を
信
奉
し
た
。
同

じ
頃
、
朝
鮮
は
高
麗
（
九
一
八
―
一
三
九
二
）
が
支
配
し
た
が
、
や
は
り

仏
教
を
信
奉
し
た
。
日
本
も
ま
た
、
平
安
中
期
か
ら
院
政
期
・
鎌
倉
期
に

か
け
て
仏
教
が
大
き
な
勢
力
を
持
ち
、
院
政
期
に
は
出
家
者
で
あ
る
法
皇

が
実
質
的
な
権
力
者
と
な
っ
た
。
中
国
の
西
方
は
、
統
一
王
朝
と
し
て
の

吐
蕃
は
滅
亡
し
た
も
の
の
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の
間
で
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
確

立
し
て
信
奉
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
こ
の

時
代
に
は
、
諸
民
族
の
東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教
圏
が
、
儒
教
化
し
つ
つ
あ
っ

た
漢
民
族
の
宋
を
取
り
囲
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
民
族

で
は
、
漢
民
族
中
心
主
義
の
立
場
に
立
つ
儒
教
よ
り
も
、
民
族
的
な
差
別

の
な
い
仏
教
の
ほ
う
が
採
用
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
る
で
あ

ろ
う
。
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り
、
過
を
離
れ
、
病
を
除
く
。
こ
の
よ
う
に
四
聖
種
は
、
上
質
な
薬
の
働

き
を
す
る
。

　

論
蔵
に
よ
る
と
、
勝
宝
蔵
で
あ
り
、
一
切
の
聖
者
は
み
な
、
こ
れ
依
り

生
じ
る
。
義
に
住
み
、
聖
教
を
久
し
く
不
滅
に
し
、
仏
の
所
了
で
、
衣
服

等
の
因
に
立
縁
し
て
名
づ
け
ら
れ
る
。
前
三
聖
種
は
、
無
貪
の
善
根
を
自

性
と
な
し
、
貪
に
対
治
し
、
後
一
は
放
逸
に
対
治
す
る
。
前
三
は
道
の
資

糧
を
顕
し
、
後
一
は
道
を
顕
す
。
楽
断
楽
修
が
精
進
な
ら
、
精
進
覚
支
で

あ
る
。
俗
の
生
活
資
具
、
事
業
を
捨
て
、
法
主
世
尊
が
憐
れ
み
、
出
家
を

助
道
し
安
立
す
る
。
一
聖
種
を
得
る
時
、
必
ず
四
を
具
え
る
無
碍
解
あ
り
。

こ
の
よ
う
に
、
如
来
の
通
力
が
働
く
。
古
今
未
来
無
雑
穢
で
、
魔
、
梵
、

余
世
間
が
、
法
を
以
て
、
謗
り
や
ぶ
る
こ
と
の
で
き
な
い
四
聖
種
、
そ
れ

は
、
楽
と
不
楽
を
、
俱
に
含
み
忍
ぶ
こ
と
に
よ
る
。
別
解
脱
の
律
儀
は
、

無
作
を
聖
種
と
す
る
。
知
足
の
増
上
生
ゆ
え
、
聖
種
を
説
く
。
生
得
の
善

も
聖
種
な
ら
、
蟻
卵
・
蚊
・
蛾
等
も
、
聖
種
を
成
す
か
と
い
う
問
い
に
、

聖
種
は
、
聞
・
思
・
修
所
成
の
摂
に
通
じ
、
意
地
・
五
識
を
な
す
。
五
識

中
の
善
は
、
生
得
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

出
家
者
は
、
意
楽
と
受
用
の
二
事
勝
あ
り
。
在
家
は
、
意
楽
の
一
事
勝

あ
り
、
天
帝
釈
の
娯
楽
に
喩
え
る
。
そ
し
て
、
粗
末
な
も
の
と
卑
下
す
る

こ
と
も
な
い
。
在
家
に
受
用
が
な
い
の
は
、
生
業
が
あ
り
、
乞
行
に
よ
り

資
具
を
獲
得
す
る
わ
け
で
は
な
か
ら
と
、
考
え
ら
れ
る
。
意
楽
は
、
喜
足

と
共
に
、
主
に
最
後
の
一
聖
種
で
あ
る
。
そ
れ
は
聖
因
聖
果
で
、
成
道
の

末
、
梵
志
は
成
仏
し
、
凡
人
は
転
輪
聖
王
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
四
依
・
四
聖
種
は
、
修
行
僧
団
の
律
で
あ
る
が
、
俗
世
間

の
凡
人
に
も
、
様
々
に
関
わ
り
が
あ
り
、
大
き
な
善
行
、
限
り
の
な
い
功

徳
が
あ
り
、
大
乗
思
想
へ
発
展
す
る
。
ま
る
で
、
長
者
窮
子
喩
の
よ
う
で

床
座
に
喜
足
し
、
喜
足
の
称
賛
者
で
、
不
適
当
、
非
威
儀
に
至
ら
ず
、
得

な
く
て
も
悩
ま
ず
、
既
得
の
も
の
に
無
執
着
で
、
悶
絶
な
く
、
罪
な
く
、

過
不
足
を
見
て
、
出
要
の
慧
で
受
用
し
、
諸
喜
足
の
自
慢
を
せ
ず
、
他
を

軽
視
し
な
い
、
と
い
う
禁
忌
が
あ
り
、
四
番
目
に
楽
断
修
が
加
わ
る
。
そ

こ
で
、
有
能
で
、
怠
惰
な
く
、
正
知
、
憶
念
あ
る
こ
と
は
、
比
丘
が
、
古

聖
起
源
の
聖
種
に
、
住
立
す
る
と
言
わ
れ
る
。
増
支
部
は
、
世
尊
が
、
起

源
、
久
し
く
認
め
ら
れ
た
、
よ
い
種
姓
の
、
古
聖
と
い
う
も
の
の
中
に
説

き
、
四
聖
種
を
具
備
し
た
比
丘
は
、
賢
者
で
あ
り
、
四
方
の
ど
こ
に
居
住

し
て
も
、
不
楽
が
堅
固
に
勝
つ
こ
と
は
な
く
、
西
牛
貨
洲
の
牛
の
よ
う
に
、

梵
天
か
ら
も
称
讃
さ
れ
る
と
い
う
、
梵
行
を
説
く
。

　

舍
利
弗
経
の
義
釈
は
、
満
足
す
る
た
め
に
量
を
知
る
べ
き
と
、
知
足
の

説
法
が
さ
れ
る
。
犀
角
経
の
義
釈
、
犀
の
角
は
、
独
覚
を
譬
え
る
。
多
少

で
満
足
す
る
、
四
聖
種
を
具
足
し
た
辟
支
仏
も
、
古
聖
起
源
の
聖
種
に
住

立
す
る
者
で
あ
り
、
い
か
な
る
も
の
で
も
、
満
足
さ
れ
つ
つ
あ
り
と
い

う
。
初
期
仏
教
の
僧
団
は
、
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
が
、
少
な
い
も

の
で
満
足
し
、
そ
れ
を
讃
嘆
す
る
梵
行
に
、
仏
の
四
依
法
か
ら
、
四
聖
種

に
至
る
際
、
心
の
有
様
と
修
行
法
を
、
歴
然
と
解
釈
し
た
、
舎
利
弗
の
役

割
が
大
き
い
。

　

北
伝
に
お
い
て
は
、
四
聖
種
の
、
楽
行
頭
陀
に
住
ま
う
こ
と
は
、
出
家

菩
薩
戒
の
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
驕
慢
は
諂
曲
の
心
ゆ
え
、
道
に
相
違

す
る
の
で
、
端
心
は
質
直
を
本
と
す
べ
き
と
い
う
。
そ
し
て
、
如
来
の
鉢

は
、
四
王
の
所
奉
で
、
す
べ
て
の
僧
の
食
施
は
、
終
に
増
減
な
く
味
々
各

別
に
、
人
に
発
菩
提
心
を
覩
見
さ
せ
る
と
い
う
、
四
天
王
の
通
力
が
働

く
。
病
縁
薬
は
、
食
、
衣
服
・
臥
具
中
に
包
摂
さ
れ
、
時
に
は
、
薬
品
も

あ
る
が
、
楽
断
修
が
強
調
さ
れ
る
。
物
資
具
の
貴
賤
は
、
幻
の
よ
う
で
あ
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支
持
し
て
い
る
。

　

さ
て
、『
八
千
頌
』
に
お
い
て
階
位
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
「
初
発
心
」

「
久
修
習
」「
一
生
補
処
」
の
三
種
の
菩
薩
は
、『
二
万
五
千
頌
』
系
統
の

般
若
経
に
お
い
て
、
階
位
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
四
階
位
で
は
な
く
、
十
の
階
位
（
十
地
）
の
中
の
一
つ
と
し
て
で

あ
る
。『
大
品
般
若
』（
三
五
九
上
）
で
は
「
初
発
意
（
初
発
心
）」
が
初
地

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、「
一
生
補
処
」
が
第
十
地
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。「
久
修
習
」「
不
退
転
」
が
十
地
の
う
ち
の
第
何
地
に
当

た
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
二

つ
も
第
二
地
か
ら
第
九
地
の
い
ず
れ
か
に
配
当
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
、
四
種
の
菩
薩
が
『
二
万
五
千
頌
』
中
の
、
ど
の
十
地
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。『
二

万
五
千
頌
』
に
は
、
菩
薩
の
み
な
ら
ず
声
聞
も
階
位
の
中
に
含
む
「
共
の

十
地
」、
玄
奘
訳
以
降
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
み
の
階
位
で
あ
る
「
不
共
の

十
地
」、
階
位
の
名
称
が
示
さ
れ
な
い
菩
薩
の
み
の
階
位
で
あ
る
「
無
名

の
十
地
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
中
で
い
え
ば
、
四
種
菩
薩
は

「
無
名
の
十
地
」
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
一
応
は
推
察
さ
れ
る
。
と

い
う
の
も
「
無
名
の
十
地
」
も
四
種
菩
薩
も
菩
薩
の
み
を
対
象
に
し
て
お

り
、「
無
名
の
十
地
」
も
四
種
菩
薩
も
玄
奘
訳
よ
り
古
い
訳
に
既
に
登
場

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
品
般
若
』
の
「
無
名
の
十
地
」
の

説
明
の
中
で
、
第
十
地
の
菩
薩
が
「
仏
の
如
し
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
仏
に
極
め
て
接
近
し
た
「
一
生
補
処
」
の
こ
と
を
説
明
す
る
も
の

と
し
て
も
理
解
が
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
四
種
菩
薩
が
「
無
名
の
十
地
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

と
現
時
点
で
は
断
言
で
き
な
い
事
情
も
あ
る
。
そ
れ
は
『
放
光
般
若
』
と

あ
る
。
そ
れ
は
、
諸
長
老
上
座
比
丘
の
心
境
で
あ
り
、
未
来
に
語
り
継
が

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
一
つ
の
大
き
な
主
題
と
な
り
得
る
。

『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
に
お
け
る
菩
薩
の
区
分
に
つ
い
て

鈴
木
　
健
太

　

従
来
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
の
階
位
の
初
期
の
も
の
が
『
八
千
頌

般
若
経
』（
以
下
『
八
千
頌
』）
系
統
の
般
若
経
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、『
八
千
頌
』
に
は
「
初
発
心
」「
久
修
習
」「
不
退
転
」

「
一
生
補
処
」
の
四
種
の
菩
薩
の
階
位
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
見
方
に
修
正
を
加
え
、『
八
千
頌
』
に
お
い

て
「
不
退
転
」
以
外
は
階
位
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、『
二
万
五

千
頌
』
系
統
に
お
い
て
階
位
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。

　

通
常
、「
階
位
（
地
）」
と
い
う
言
葉
は
「bhūm

i
」
の
訳
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
四
種
菩
薩
の
う
ち
、『
八
千
頌
』
に
お
い
て
「bhū-

m
i

」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
不
退
転
」
の
み
で
あ
る
。『
道
行

般
若
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
漢
訳
で
も
同
様
で
あ
る
。
言
葉
の
上
で
他
の

三
種
の
菩
薩
は
「
階
位
」
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
こ
れ
が
『
八
千
頌
』

に
お
い
て
「
不
退
転
」
の
み
を
階
位
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
最
も

大
き
な
理
由
で
あ
る
。
他
に
も
、『
八
千
頌
』
に
は
「
不
退
転
」
に
関
す

る
記
述
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
や
、「
初
発
心
」「
久
修
習
」
が
「
不
退

転
」
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
と
の
比
較
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と

（『
八
千
頌
』
に
お
け
る
「
一
生
補
処
」
の
用
例
は
一
つ
し
か
な
く
、
そ
こ

で
も
内
容
説
明
は
な
さ
れ
な
い
）
や
、
他
の
三
種
の
菩
薩
の
名
称
等
が
諸

異
訳
間
や
同
一
経
典
内
で
安
定
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
こ
う
し
た
見
方
を
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り
、
欲
・
勤
・
心
・
観
と
い
う
四
つ
に
よ
っ
て
、
三
昧
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
が
種
々
の
神
通
の
基
礎
と
な
り
、
拠
り
所
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
瑜
伽
行
派
に
お
い
て
、
こ
の
四
神
足
と
い
う
一
種
の
修
行
項
目
に
八

断
行
と
い
う
概
念
が
し
ば
し
ば
導
入
さ
れ
、
関
連
付
け
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
八
断
行
と
は
、
①
意
欲
、
②
勤
力
、
③
信
、
④
軽
安
、
⑤
憶
念
、
⑥

正
知
、
⑦
思
惟
、
⑧
捨
の
八
つ
を
数
え
る
。
こ
の
八
断
行
に
関
す
る
先
行

研
究
は
少
な
い
が
、
長
尾
雅
人
﹇
二
〇
〇
九
﹈（『『
大
乗
荘
厳
経
論
』
和

訳
と
註
解
（
三
）』
二
四
三
―
二
四
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
八
断
行

は
有
部
の
論
書
で
あ
る
『
法
蘊
足
論
』
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
、
主
と
し
て

瑜
伽
行
派
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
、『
瑜
伽
師
地
論
』
本
地
分
「
声
聞
地
」

（Śrāvakabhūm
i: ŚBh

）
を
は
じ
め
と
し
て
、『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』

（A
bhidharm

asam
uccaya: A

S

）
及
び
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』

（A
bhidharm

asam
uccayabhās. ya: A

SBh

）、『
中
辺
分
別
論
』、『
大

乗
荘
厳
経
論
』（M

SA

）
等
に
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

ら
論
書
の
先
駆
的
経
典
が
、
長
阿
含
の
『
闍
尼
沙
経
』
で
あ
る
と
示
唆
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
こ
れ
ら
諸
経
論
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
み

で
、
詳
細
な
文
言
の
比
較
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
で
は
、
四
神
足
の
解
説
に
お
い
て
八
断
行
が
導
入
さ
れ
て
い
る
、
瑜
伽

行
派
の
諸
文
献
を
取
り
上
げ
比
較
検
討
を
試
み
る
。
中
で
も
、M

A
V

が

八
断
行
の
対
象
と
し
て
五
過
失
を
導
入
し
て
い
る
点
に
着
目
す
る
。

　

そ
の
得
ら
れ
た
結
果
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

ŚBh

とM
SA

、A
SBh

に
お
い
て
八
断
行
の
分
類
に
明
ら
か
な
解
釈

の
相
違
が
見
ら
れ
る
。ŚBh

とM
SA

は
八
断
行
を
方
便
に
基
づ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
を
対
応
さ
せ
る
形
で
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、ŚBh

に
お

い
て
「
随
眠
を
根
絶
す
る
た
め
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
煩
悩
断
滅
を
目
的

『
大
品
般
若
』
の
記
述
に
ず
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
放
光
般
若
』
に

は
、「
無
名
の
十
地
」
の
第
十
を
「
仏
の
如
し
」
と
せ
ず
、「
辟
支
仏
地
」

な
ど
を
経
た
「
仏
地
」
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
な
る

と
、「
無
名
の
十
地
」
は
菩
薩
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
と
は
な
ら
ず
、

先
述
の
推
察
の
根
拠
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
『
放

光
般
若
』
は
、
四
種
菩
薩
の
説
明
の
中
で
「
初
発
意
」
を
始
め
と
し
「
阿

惟
願
」
を
第
十
と
す
る
菩
薩
の
み
の
十
の
階
梯
も
示
し
て
い
る
。「
無
名

の
十
地
」
が
菩
薩
の
み
で
は
な
い
と
し
た
ら
、「
阿
惟
願
」
に
終
わ
る
こ

の
階
梯
は
何
な
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

　

四
種
菩
薩
は
『
二
万
五
千
頌
』
に
お
い
て
、
十
地
の
中
の
階
位
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
十
地
が
ど
の
系
統
の
も
の
な

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

瑜
伽
行
派
に
お
け
る
四
神
足
解
釈
に
つ
い
て

北
山
　
祐
誓

　

イ
ン
ド
初
期
瑜
伽
行
派
に
属
す
る
『
中
辺
分
別
論
』（M

adhyānta-
vibhāga: M

A
V

）
第
四
章
「
対
治
修
習
品
」
で
は
、「
対
治
修
習
」、「
対

治
修
習
の
分
位
」、「
果
の
獲
得
」
と
い
う
修
習
に
関
す
る
三
項
目
が
、
全

十
八
偈
を
も
っ
て
説
か
れ
、
三
十
七
菩
提
分
法
を
初
め
と
す
る
瑜
伽
行
派

の
伝
統
的
修
道
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
三
十
七
菩
提
分
法
は
、
初
期
仏

教
以
来
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
修
さ
れ
て
き
た
修
行
方
法
の
一
つ
で
あ
る

の
で
、
菩
薩
の
み
な
ら
ず
声
聞
・
独
覚
も
修
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
乗
に

特
有
の
修
行
方
法
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
通
常
四
念
処
、
四
正
勤
、
四

神
足
、
五
根
、
五
力
、
七
菩
提
分
、
八
聖
道
分
を
数
え
る
。
そ
の
う
ち
、

四
神
足
と
は
一
般
的
に
四
つ
の
神
通
・
神
変
の
基
礎
と
い
う
意
味
で
あ
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『
五
蘊
論
安
慧
釈
』
に
お
け
る
作
用
を
め
ぐ
る
論
争

那
須
　
円
照

　

本
発
表
で
は
、『
五
蘊
論
安
慧
釈
』（Pañcaskandhakavibhās. ā

：

ヨ
ヴ
ィ
タ
・
ク
ラ
マ
ー
本
：
九
五
―
九
七
頁
）
に
お
け
る
時
間
論
に
関
す

る
議
論
に
お
い
て
、
安
慧
が
有
部
の
三
世
実
有
論
の
立
場
を
、
作
用
を
め

ぐ
る
論
争
に
よ
っ
て
論
駁
す
る
と
い
う
内
容
を
考
察
す
る
。
安
慧
は
『
倶

舎
論
安
慧
釈
』（T

attvārthanām
a A

bhidharm
akośabhās. yat. īkā

）

に
お
い
て
も
、
作
用
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
、
有
部
の
立
場
を
『
倶
舎
論

世
親
釈
』
を
註
釈
す
る
形
で
、
論
駁
す
る
が
、『
五
蘊
論
安
慧
釈
』
に
お

い
て
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の
議
論
が
登
場
す
る
。
有
部
は
、
存

在
（
法
）
の
自
体
は
、
生
住
異
滅
し
な
い
が
、
現
在
の
み
の
作
用
が
付
随

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
用
が
ま
だ
な
い
の
が
未
来
の
存
在
、
作
用
が
あ

る
の
が
現
在
の
存
在
、
作
用
が
も
う
な
い
の
が
過
去
の
存
在
と
し
て
、
三

世
が
区
別
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
作
用
と
存
在
と
が
同
一
か
別
異

か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。『
順
正
理
論
』
で
は
衆
賢
は
、
作
用
と

存
在
と
の
現
在
に
お
け
る
部
分
的
同
一
性
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
安
慧
は
、
作
用
は
付
随
的
な
も
の
と
し
て
、
存
在
と
は
別
で
あ
る
と
認

め
、
有
部
の
立
場
を
論
駁
す
る
。
作
用
と
存
在
が
別
で
あ
る
場
合
、
作
用

は
無
常
で
あ
り
、
存
在
は
常
住
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
五
蘊

（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
が
す
べ
て
存
在
と
し
て
滅
諦
と
同
じ
く
常
住

で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
無
常
な
る
苦
諦
で
な
く
な
り
、
釈
尊
の
教
説
と
矛

盾
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
無
常
・
苦
に
対
し
て
常
・
楽
と
顚
倒

す
る
よ
う
に
、
常
住
な
五
蘊
を
無
常
・
苦
と
考
え
る
こ
と
が
顚
倒
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
そ
の
場
合
、
作
用
の
み
が
、
有

漏
・
有
為
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
作
用
は
五
蘊
で
は
な
い
か
ら
、
作
用
が

と
し
て
い
る
文
脈
は
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
八
断
行
の
各
々
が
断
じ
る

対
象
を
示
す
こ
と
は
な
い
。
一
方
、M

A
V

は
偈
頌
に
お
い
て
、
八
断
行

が
断
ず
る
対
象
、
す
な
わ
ち
所
対
治
と
し
て
の
五
過
失
を
導
入
し
、
対

治
・
所
対
治
の
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。M

A
V

は
、
こ
の
対
治
・
所
対

治
の
関
係
を
よ
り
意
識
し
て
、「
対
治
修
習
」
の
観
点
か
らŚBh

の
記

述
を
再
解
釈
し
た
結
果
、
五
過
失
と
い
う
所
対
治
を
導
入
す
る
に
至
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、M

A
V

と
密
接
な
関
係
が

知
ら
れ
るM

SA

で
は
、
そ
の
五
過
失
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
伝
統

的
な
八
断
行
と
の
関
係
の
み
で
四
神
足
を
解
釈
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り

で
は
、
瑜
伽
行
派
の
文
献
でM

A
V

以
外
に
五
過
失
と
い
う
語
を
用
い

る
も
の
は
無
く
、M

A
V

が
ど
の
よ
う
な
方
面
か
ら
こ
の
概
念
を
取
り
入

れ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
のM

A
V

の
四
神
足
解
釈
に
見
ら
れ
る
対
治
・

所
対
治
の
関
係
が
他
の
三
十
七
菩
提
分
法
の
各
々
に
見
ら
れ
る
の
か
、
さ

ら
な
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、M

SA

に
お
い
て
は
本
発
表
で
言
及
し
た
第X

V
III

章
の
他
に
、

第X
I

章
で
も
四
神
足
の
解
説
が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
八
断
行
の

一
々
を
解
説
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
四
神
足
そ
れ
ぞ
れ
の
所
対
治
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
瑜
伽
行
派
以
降
の
論
書
に
五
過
失
を
導
入
す
る
四
神
足
解
釈
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
、『
現
観
荘
厳
論
光
明
』（A

bhisam
ayālam. kārālokā

）、

『
修
習
次
第
』（Bhāvanākram

a

）、『
決
定
義
経
註
』（A

rthaviniścaya-
sūtra-nibandhana

）
等
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
に
関
し
て

は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
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張
す
る
。
こ
の
主
張
は
、『
順
正
理
論
』
の
衆
賢
が
作
用
と
法
と
の
現
在

に
お
け
る
部
分
的
同
一
性
を
認
め
る
主
張
と
は
異
な
る
。
作
用
は
、
あ
る

存
在
の
自
性
で
も
な
く
他
性
で
も
な
い
と
有
部
は
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
安
慧
は
、
自
性
で
も
他
性
で
も
な
い
も
の
は
、
ウ
サ
ギ
の
角
の
よ

う
に
畢
竟
無
自
性
で
あ
り
、
三
世
を
区
別
す
る
役
割
を
果
た
し
得
な
い
と

論
駁
す
る
。
作
用
と
存
在
の
現
在
に
お
け
る
部
分
的
同
一
性
を
認
め
る
衆

賢
の
立
場
と
異
な
る
場
合
、
ま
た
種
子
論
を
認
め
な
い
有
部
に
特
有
の
立

場
か
ら
は
、
作
用
は
畢
竟
無
自
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ア
テ
ィ
シ
ャ
と
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ

望
月
　
海
慧

　

十
一
世
紀
に
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
を
伝
え
た
ア
テ
ィ
シ
ャ

（
九
八
二
―
一
〇
五
四
）
は
、
中
観
の
論
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

瑜
伽
行
唯
識
文
献
や
密
教
文
献
へ
の
言
及
も
多
く
見
ら
れ
る
。『
菩
提
道

灯
論
細
疏
』
に
も
、
中
観
を
師
ボ
ー
デ
ィ
バ
ド
ラ
か
ら
、
唯
識
を
セ
ル
リ

ン
パ
（
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
）
と
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
（
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ

ャ
ー
ン
テ
ィ
）
の
二
人
の
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
著
作
と
伝
記
か
ら
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
と
の
実
際
の
関
係
を
考
察

す
る
。

　
『
菩
提
道
灯
論
細
疏
（D

. N
o. 3948

）』
で
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の

名
前
が
二
箇
所
で
言
及
さ
れ
る
。
最
初
の
も
の
（D

. 269a2

）
は
律
儀
の

解
説
に
お
い
て
、
彼
の
『
秘
密
集
会
曼
荼
羅
儀
軌
注
釈
』（D

. N
o. 1871, 

67a2︲5
）
が
引
用
さ
れ
る
。
内
容
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
五
果
の
解
説
で
あ

る
が
、
典
拠
は
密
教
文
献
で
あ
る
。
二
つ
目
（D

. 280a5

）
は
、
根
本
偈

の
空
性
論
証
の
解
説
に
お
い
て
中
観
の
論
書
を
列
挙
す
る
直
前
に
お
い

第
六
蘊
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
切
の
有
漏
が
五
取
蘊
に
、
一
切
の
有
為

が
五
蘊
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
た
、
釈
尊
の

教
説
と
矛
盾
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
。
有
部
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
存
在

（
法
）
が
原
因
と
し
て
、
結
果
の
存
在
を
取
る
こ
と
が
、
作
用
で
あ
り
、

作
用
は
原
因
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
で
、

作
用
と
存
在
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
。
安
慧
は
こ
の
場
合
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
。
存
在
と
作
用
が
同
一
の
場
合
は
、
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。
作
用

と
存
在
が
共
に
現
在
の
も
の
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
い
う
場
合
が
ま
ず
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
過
去
・
未
来
に
存
在
は
な
く
、
有
部
の
三
世
実

有
論
と
矛
盾
す
る
。
作
用
と
存
在
が
共
に
三
世
に
わ
た
っ
て
同
一
の
も
の

と
し
て
あ
る
と
い
う
場
合
が
次
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
作
用
も
法

も
常
住
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
・
現
在
・
過
去
と
い
う
区
別
を
何
に

よ
っ
て
な
す
の
か
説
明
で
き
な
く
な
る
。
作
用
も
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な

く
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
決
す
る
の
は
、
表
面
的
に
は
安
慧
は
述

べ
て
い
な
い
が
、
種
子
説
を
伴
う
経
量
部
の
現
在
有
体
過
未
無
体
論
で
あ

ろ
う
。
経
量
部
は
現
在
の
存
在
の
連
続
の
中
で
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の

時
間
論
を
打
ち
立
て
る
。
そ
の
場
合
、
現
在
の
存
在
の
中
に
潜
在
的
な
作

用
（
種
子
）
と
顕
在
的
な
作
用
（
現
行
）
を
認
め
、
作
用
と
存
在
は
同
一

で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
る
。
潜
在
的
な
作
用
（
種
子
）
が
早
い
遅
い
の

差
は
あ
っ
て
も
、
次
々
に
連
続
的
に
、
顕
在
的
と
な
り
、
そ
れ
が
現
在
の

存
在
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
有
部
の
認
め
る
変
化
し
な
い
法
の
自

体
間
に
因
果
関
係
は
な
く
、
一
瞬
一
瞬
生
滅
す
る
諸
作
用
＝
諸
法
間
に
因

果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
釈
尊
の
い
う
、「
此
あ
る
が

故
に
彼
あ
り
、
此
な
き
が
故
に
彼
な
し
」
と
い
う
因
果
の
道
理
で
あ
る
。

有
部
は
、
最
後
に
作
用
と
存
在
（
法
）
は
同
一
で
も
別
異
で
も
な
い
と
主
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『
経
集
摂
義
（D

. N
o. 3937

）』
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
『
経
集
』

に
対
す
る
簡
略
な
概
説
書
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
へ
の
言
及
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
に
は
『
経
集
』
に
対
す
る
詳
細

な
注
釈
書
『
経
集
釈
宝
明
荘
厳
論
（D

. N
o. 38935

）』
が
あ
り
、
本
論

は
こ
の
注
釈
書
に
基
づ
い
て
『
経
集
』
の
構
造
を
分
析
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

　

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
伝
記
で
あ
る
『
ア
テ
ィ
シ
ャ
詳
伝
』
で
は
、
シ
ャ
ー
ン

テ
ィ
パ
の
名
前
を
十
箇
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
七
つ

は
、
教
え
の
相
承
を
述
べ
た
部
分
に
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
究
極
の
マ

ン
ト
ラ
（
〇
一
八
、
ア
イ
マ
ー
校
訂
本
の
番
号
）、
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ

（
〇
二
〇
）、
真
言
乗
と
波
羅
蜜
乗
（
〇
三
四
）、
因
明
（
〇
四
三
）、
宗
義

（
〇
四
六
、
〇
四
七
）、
教
誡
（
〇
五
六
）
に
お
い
て
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
直
前

が
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
三
つ
（
一
一
〇
、
一
一

三
、
三
七
九
）
は
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
経
歴
の
解
説
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
ン

テ
ィ
パ
の
八
千
頌
の
解
説
と
中
観
批
判
、
彼
の
タ
ン
ト
ラ
を
翻
訳
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
に
と
っ
て
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
は
、
唯

識
の
教
え
だ
け
で
な
く
、
密
教
の
教
え
も
受
け
て
い
る
師
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
言
及
数
は
、
同
じ
師
で
あ
る
ボ
ー
デ
ィ
バ

ド
ラ
に
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
強
い
思
想
的
影
響
関
係

は
確
認
で
き
な
い
。

て
、
前
述
の
唯
識
を
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
般
若
波
羅
蜜
多
摂
義
灯
論
（D

. N
o. 3804

）』
は
、
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ

の
『
現
観
荘
厳
論
』
を
簡
略
に
ま
と
め
た
論
書
で
あ
る
。
ア
テ
ィ
シ
ャ

は
、『
現
観
荘
厳
論
』
の
注
釈
者
た
ち
に
言
及
し
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の

名
前
に
十
度
言
及
す
る
（
一
五
、
二
三
、
二
一
一
、
四
三
四
、
四
七
九
、

五
二
六
、
六
四
一
、
七
二
二
、
八
〇
九
、
九
四
九
、
以
上
パ
ー
ダ
番
号
）。

こ
の
う
ち
の
七
つ
は
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
解
釈
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
も
の

で
あ
る
。
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
言
及
数
二
十
二
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の
倍
で

あ
り
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
が
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
大
注
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
を
改
訂
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
法
界
見
歌
（D

. N
o. 2314

）』
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
『
法
界

讃
歌
』
と
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
の
『
現
観
荘
厳
論
』『
宝
性
論
』
の
引
用
に
よ

り
法
界
を
解
説
し
た
前
半
と
ア
ー
リ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
の
『
智
心
髄
集
』
に
基

づ
く
宗
義
解
説
の
後
半
か
ら
な
る
。
こ
の
後
半
の
唯
識
思
想
の
解
説
に
お

け
る
七
偈
（
一
八
七
―
一
九
一
、
二
一
八
―
二
二
一
、
二
三
〇
―
二
三

九
、
二
四
六
―
二
四
九
、
二
六
〇
―
二
六
三
、
以
上
パ
ー
ダ
番
号
）
は
、

シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の
『
中
観
荘
厳
論
注
中
道
成
就
（D

. N
o. 4072

）』（D
. 

256b4, 257a1︲2

）、『
般
若
波
羅
蜜
多
優
波
提
舎
（D

. N
o. 4079

）』（D
. 

257a1, 257a3︲4, 257a5, 257a6︲b1

）
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
唯
識
の

教
義
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
パ
の
論
書
に
依
拠
し
て
い
た
と
言
え

る
。

　
『
一
切
三
昧
耶
集
（D

. N
o. 3725

）』
で
は
、
真
言
乗
の
解
説
に
お
い
て

（D
. 44b3︲4

）、
そ
の
大
乗
に
対
す
る
優
位
性
の
根
拠
と
し
て
『
三
乗
建

立
』（D

. N
o. 3712, 101b4

）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
、

波
羅
蜜
乗
の
上
に
金
剛
乗
を
認
識
し
て
い
る
。
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こ
と
に
な
る
。
幾
つ
か
の
史
料
に
は
、
ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
の
神
託
官
と
ダ
ラ

イ
ラ
マ
の
関
係
が
十
六
世
紀
に
始
ま
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
神

託
官
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
関
係
が
最
も
緊
密
に
な
る
の
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五

世
が
チ
ベ
ッ
ト
の
実
権
を
掌
握
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
五
世
は
ネ
ー
チ

ュ
ン
寺
の
託
宣
儀
礼
に
関
す
る
複
数
の
書
物
を
著
し
、
同
寺
の
拡
張
工
事

を
指
揮
し
た
。
彼
の
自
伝
に
は
、
神
々
に
捧
げ
る
供
物
の
種
類
や
儀
式
の

選
定
、
疫
病
発
生
・
温
泉
治
療
・
政
務
軽
減
の
時
期
、
論
書
・
儀
軌
書
・

自
伝
の
執
筆
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
場
面
で
託
宣
に
頼
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
五
世
の
時
代
に
は
ペ
ハ
ル
の
神
話
上
の
位
置
付
け
に
も
変
化
が
生

じ
た
。
彼
は
ニ
ャ
ン
レ
ル
・
ニ
マ
・
ウ
ー
セ
ル
の
『
ギ
ャ
ル
ポ
五
身
の
祈

禱
・
十
成
就
法
』
に
倣
い
、
ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
の
儀
軌
を
整
備
し
た
う
え

で
、
ペ
ハ
ル
を
「
ギ
ャ
ル
ポ
五
身
」
と
呼
ば
れ
る
神
々
の
グ
ル
ー
プ
の
中

に
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
五
世
は
、
ギ
ャ
ル
ポ
五
身
の
座
所
を
ラ
サ
周
辺

に
位
置
す
る
寺
院
や
祠
堂
に
配
置
し
、
ツ
ェ
ル
・
ヤ
ン
グ
ン
寺
と
サ
ム
イ

ェ
寺
を
ペ
ハ
ル
の
神
座
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
後
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら

次
第
に
ペ
ハ
ル
が
ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
の
神
託
官
に
憑
依
す
る
頻
度
は
減
少
し

た
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
六
世
の
伝
記
に
は
、
ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
の
神
託
官
に
憑
依

す
る
の
は
「
ギ
ャ
ル
ポ
五
身
」
の
一
つ
で
あ
る
ダ
ラ
・
キ
ェ
ー
チ
ク
ポ
、

或
い
は
そ
の
侍
臣
ド
ク
ジ
ェ
・
ダ
ク
デ
ン
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

個
別
の
伝
統
や
来
歴
を
持
つ
寺
院
や
祠
堂
の
存
在
意
義
を
一
つ
の
理
念

の
下
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
理
念
の
主
唱
者
の
支
配
下
に
そ
れ
ら
を
入
れ

よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
に
よ
る

ギ
ャ
ル
ポ
五
身
神
話
の
採
用
に
は
、
護
法
神
ペ
ハ
ル
と
関
連
を
持
つ
神
々

を
複
数
の
寺
院
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
宗
教
拠
点
の
間
に
神
々

国
家
神
と
神
託
官 

│
│ 

チ
ベ
ッ
ト
の
ネ
ー
チ
ュ
ン 

│
│

津
曲
　
真
一

　

本
発
表
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
事
実
上
の
国
家
神
託
官
と
し
て
の
地
位

を
有
す
る
ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
の
神
託
官
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
起
源
と
変

遷
、
及
び
チ
ベ
ッ
ト
宗
教
史
に
於
け
る
そ
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た

研
究
の
成
果
で
あ
る
。
ネ
ー
チ
ュ
ン
研
究
は
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ワ
デ
ル

（Laurence A
ustine W

addell

）
や
、
ネ
ベ
ス
キ
ー
・
ヴ
ォ
イ
コ
ビ
ッ

ツ
（René de N

ebesky-W
ojkow

itz

）
等
に
よ
っ
て
先
鞭
が
付
け
ら

れ
、
ま
た
近
年
は
、
ダ
ン
・
マ
ー
テ
ィ
ン
（D

an M
artin

）、
林
純
瑜

（Lin Shen-Y
u

）、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
ル
（Christopher Bell

）

等
に
よ
る
文
献
学
的
研
究
に
よ
っ
て
深
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
本
発
表

で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
再
検
討
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
ネ
ー
チ
ュ
ン
研

究
の
文
脈
で
は
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
に
も
広
く
当
た
り
な
が
ら
、

ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
神
託
官
の
歴
史
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

ネ
ー
チ
ュ
ン
寺
の
神
託
官
の
主
な
職
務
は
、
護
法
神
ド
ル
ジ
ェ
・
ダ
ク

デ
ン
の
託
宣
を
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
十
七
世
紀
中

葉
ま
で
は
、
神
託
官
に
憑
依
す
る
主
た
る
神
は
ド
ル
ジ
ェ
・
ダ
ク
デ
ン
で

は
な
く
ペ
ハ
ル
・
ギ
ャ
ル
ポ
（
以
下
、
ペ
ハ
ル
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
ペ
ハ
ル
の
名
は
十
一
世
紀
以
降
に
成
立
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
資
料
に

登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
中
で
ペ
ハ
ル
は
仏
教
徒
を
惑
わ
す
異
神

と
見
做
さ
れ
、
仏
教
僧
が
調
伏
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十

二
世
紀
以
降
に
成
立
し
た
文
献
で
は
、
ペ
ハ
ル
は
吐
蕃
王
国
時
代
に
異
境

か
ら
勧
請
さ
れ
た
財
神
或
い
は
軍
神
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
初
の
本
格
的
仏

教
僧
院
で
あ
る
サ
ム
イ
ェ
寺
の
守
護
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
ネ
ー
チ
ュ
ン
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
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板
碑
文
が
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
王
家
に
つ
ら
な
る
カ
ダ
ー
ラ
ム
（
マ
レ

ー
半
島
）
王
の
建
て
た
仏
教
僧
院
に
対
し
て
チ
ョ
ー
ラ
王
が
土
地
の
寄
進

を
行
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
敷
地
に
は
、
お
そ
ら
く
航
海
の

目
印
と
し
て
中
国
人
に
よ
っ
て
高
さ
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
塔
が
一
二
六
七

年
に
建
て
ら
れ
「
咸
淳
三
年
」
の
銘
が
あ
っ
た
（『
島
夷
誌
略
』）。

　

そ
の
た
め
、
一
四
七
六
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
カ
リ
ヤ
ー
ニ
戒
壇
碑
文
は

ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
の
帰
路
に
難
破
し
た
際
に
こ
の
地
の
中
国
の
王
に
建
て

ら
れ
た
僧
院
に
お
い
て
仏
像
を
礼
拝
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
塔
は
一

八
六
七
年
ま
で
残
存
し
て
い
た
が
、
僧
院
自
体
は
お
そ
ら
く
ポ
ル
ト
ガ
ル

占
領
期
に
放
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
一
七
三
三
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
絵
画

で
、
塔
と
小
祠
堂
と
露
天
の
大
き
な
石
仏
が
あ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
も
っ
と
も
年
代
の
新
し
い
記
述
と
し
て
ク
ン
バ
コ
ー
ナ
ム
の

一
五
八
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
碑
文
か
ら
内
陸
部
に
も
仏
教
寺
院
が
一
六
世

紀
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

仏
像
等
に
つ
い
て
見
る
と
、
ナ
ー
ガ
パ
ッ
テ
ィ
ナ
ム
で
は
一
八
五
六
年

に
塔
の
近
く
の
木
の
根
元
の
地
下
の
壁
龕
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
五
体
の

仏
像
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
一
〇
年
以
前
と
一
九
二
五
年
こ

ろ
に
こ
の
僧
院
跡
と
市
内
の
別
の
場
所
か
ら
合
計
三
〇
〇
体
を
越
え
る
ブ

ロ
ン
ズ
の
仏
や
観
音
な
ど
の
像
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
石
仏
と
し
て
、
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
は
一
五
世
紀
と
推
定
さ

れ
る
も
の
が
、
カ
ー
ン
チ
プ
ラ
ム
の
寺
院
と
周
辺
や
、
カ
ー
ヴ
ェ
リ
ー
流

域
の
村
々
の
野
仏
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
脇
に
置
か
れ
た
像
と
し
て
総

計
六
〇
体
以
上
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
形
で

あ
っ
た
石
仏
が
流
出
し
て
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
に
飾
ら
れ

て
い
る
例
も
確
認
で
き
る
。

の
そ
れ
に
等
し
い
緊
密
な
連
携
を
創
出
し
、
そ
れ
を
行
政
上
の
統
一
性
の

土
台
に
し
よ
う
と
し
た
彼
の
政
治
的
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
結
論
づ

け
た
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
終
焉
期
の
仏
教 

│
│ 

南
イ
ン
ド
を
中
心
に 

│
│

高
島
　
　
淳

　

通
説
で
は
、
イ
ン
ド
の
仏
教
は
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
北
イ
ン
ド
侵
攻
を
決

定
的
な
契
機
と
し
て
一
三
世
紀
に
は
実
質
的
に
滅
び
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
イ
ン
ド
の
状
況
に
目
を
転
じ
る
と
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー

ド
州
の
一
部
地
域
と
い
う
限
定
さ
れ
た
領
域
で
は
あ
り
な
が
ら
、
多
数
の

仏
像
の
出
土
と
少
数
の
碑
文
な
ど
か
ら
一
六
世
紀
に
至
る
ま
で
の
仏
教
の

残
存
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
南
イ
ン
ド
に
お
け
る
終
焉
期
仏
教
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
解
明

の
ま
ま
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
南
イ
ン
ド
の
終
焉
期
仏
教
の
様
相
を
、

出
土
遺
物
、
碑
文
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
者
等
の
文
献
、
と
い
っ
た
多
方
面

の
資
料
を
総
合
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
の
終
焉
の
様
相
と
原
因
の
解
明
の
一
助
と
し
た

い
。

　

ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
ア
マ
ラ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
仏
蹟
な

ど
か
ら
、
二
〜
三
世
紀
に
か
け
て
の
南
イ
ン
ド
の
仏
教
の
隆
盛
は
知
ら
れ

て
い
る
が
、
玄
奘
の
記
述
な
ど
か
ら
も
七
世
紀
以
降
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

バ
ク
テ
ィ
の
思
潮
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
勢
力
を
失
っ
て
い
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

一
〇
世
紀
以
降
の
碑
文
等
の
史
料
に
つ
い
て
見
る
と
、
一
一
世
紀
に

は
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
州
の
港
町
で
あ
る
ナ
ー
ガ
パ
ッ
テ
ィ
ナ
ム
出
土
の
銅
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特
筆
す
べ
き
例
と
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
海
に
面
す
る
港
市
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル

の
マ
ン
ジ
ュ
ナ
ー
タ
寺
院
の
観
音
菩
薩
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
あ
る
。
一
〇
六
八

年
に
仏
教
僧
院
に
寄
進
し
た
と
の
刻
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
か
つ
て
の
仏
教
僧
院
が
、
そ
の
像
を
シ
ヴ
ァ
と
解
釈
し
な
が
ら
、
お

そ
ら
く
仏
塔
を
リ
ン
ガ
に
置
き
換
え
て
、
シ
ヴ
ァ
教
寺
院
に
変
貌
し
た
も

の
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
遺
物
等
を
残
し
た
仏
教
の
あ
り
方
を
推
測
し
て
み
る
と
、
上

座
部
の
戒
律
に
従
い
な
が
ら
弥
勒
や
特
に
観
音
を
信
仰
し
て
い
た
姿
が
浮

か
ん
で
く
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア
バ
ヤ
ギ
リ
派
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
玄
奘
の
述
べ
る
「
大
乗
上
座
部
」
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
の
探
求
な
ど
も
含
め
、
元
と
高
麗
で
禪
師

と
し
て
活
動
し
一
三
六
三
年
に
亡
く
な
っ
た
イ
ン
ド
僧
指
空
の
記
録
の
検

討
な
ど
そ
の
他
の
史
料
と
の
比
較
考
証
を
通
じ
て
更
な
る
探
求
を
進
め
た

い
。（
本
発
表
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP17K

02215
の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
）
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第
七
部
会

浄
土
教
に
お
け
る
仏
身
論
の
意
義

菱
木
　
政
晴

　

私
は
先
に
拙
著
『
極
楽
の
人
数
』（
白
澤
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い

て
高
木
顕
明
（
一
八
六
四
―
一
九
一
四
）
の
遺
稿
「
余
が
社
会
主
義
」
を

評
価
し
、
そ
れ
が
優
れ
た
親
鸞
思
想
の
要
約
で
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、
顕
明
の
社
会
主
義
は
親
鸞
の
往
還
二
回
向
論
に

基
づ
い
て
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
れ
が
大
谷
派
近
代
教
学
の

主
流
の
往
還
二
回
向
論
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て

お
い
た
。
往
還
二
回
向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
阿
弥
陀

如
来
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
当
然
に
も
深
い

関
連
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
顕
明
の
阿
弥
陀
如
来
観
は
、
釈
迦
の
「
人

師
」
に
対
し
て
弥
陀
は
「
過
境
の
普
善
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
世

界
の
外
に
、
あ
る
意
味
で
「
実
体
化
さ
れ
た
」
存
在
と
も
い
え
る
だ
ろ
う

し
、
阿
弥
陀
や
極
楽
浄
土
の
迷
信
的
実
体
化
だ
と
軽
蔑
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
近
世
伝
統
教
学
と
親
和
的
な
立
場
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
は
こ
う

し
た
浄
土
教
に
お
け
る
仏
身
論
の
変
遷
と
意
義
を
考
え
る
試
み
で
あ
る
。

　

仏
教
は
単
に
救
済
を
求
め
る
宗
教
で
は
な
く
、
自
利
利
他
円
満
な
る
実

践
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
大
乗
仏
教
は
、「
自
利
」
を

差
し
置
い
て
も
「
利
他
」
を
追
及
す
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
満
ち
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
、
阿
弥
陀
如
来
の
臨
終
来
迎
や
念
仏
と
い
う
実
践
が
登

場
し
た
の
は
仏
教
本
来
の
「
諸
法
無
我
」
と
か
「
諸
法
実
相
」
と
い
っ
た

形
而
上
学
に
反
す
る
あ
る
種
の
「
呪
術
」
あ
る
い
は
「
迷
信
」
だ
と
み
な

さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
「
利
他
」
性
を
損
な

う
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
教
は
、

自
利
利
他
円
満
の
仏
教
か
ら
人
間
を
単
な
る
救
済
の
客
体
と
み
な
す
宗
教

へ
の
後
退
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
側
面
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
教
が

仏
教
の
中
に
登
場
し
た
早
い
時
点
か
ら
、
そ
れ
を
「
本
来
」
の
形
而
上
学

的
立
場
へ
戻
す
た
め
の
苦
労
が
な
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
浄
土
教
の
仏
教
的
形
而
上
学
へ
の
還
元
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
、
到
底
自
利
利
他
と
い
う
そ
の
語
が
持
つ
意
味
を
満
足
に
働
か

せ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
平
和
と
平
等
の
阻
害
要
因
と
な
り
か
ね

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
然
・
親
鸞
に
よ
る
阿
弥
陀
・
極
楽
浄
土

の
仮
説
の
復
活
に
よ
っ
て
、
再
び
仏
教
が
満
足
に
働
く
方
向
へ
舵
を
切
っ

た
。
こ
う
い
う
流
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

①
観
念
的
で
は
あ
る
が
自
利
利
他
円
満
を
主
張
す
る
仏
教
的
形
而
上
学
の

成
立
、
②
救
済
を
求
め
る
切
望
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
仏
教
的
形
而
上
学

に
反
す
る
実
体
的
な
阿
弥
陀
如
来
や
極
楽
浄
土
の
出
現
、
③
阿
弥
陀
如
来

や
極
楽
浄
土
を
も
と
の
仏
教
的
形
而
上
学
に
還
元
す
る
営
為
、
④
阿
弥
陀

如
来
や
極
楽
浄
土
を
仏
教
的
形
而
上
学
が
本
来
求
め
た
も
の
と
し
て
働
く

よ
う
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
再
構
築
す
る
。

と
い
う
四
段
階
の
変
遷
で
あ
る
。

　

親
鸞
と
法
然
は
こ
の
第
四
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。
私
は
、

親
鸞
の
立
場
は
法
然
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
を
変
更
す
る
こ
と
な

く
、
仏
教
の
伝
統
的
な
用
語
を
使
用
し
て
説
明
し
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
法
然
自
身
も
時
折
見
せ
る
仏
教
的

形
而
上
学
の
幽
霊
に
取
り
つ
か
れ
た
も
の
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
な
さ
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
如
来
や
極
楽
浄
土
の
生
き
生
き
と
し
た
イ
メ
ー
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の
真
宗
美
術
で
あ
り
、
従
来
「
光
明
本
尊
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
三
幅
一
具
の
中
に
「
尊
号
」「
真
像
」「
銘
文
」
を
用
い
て
「
篤
敬
三

宝
」「
三
国
伝
来
」「
弥
陀
三
尊
」
の
三
つ
の
構
成
要
素
を
複
合
的
に
組
み

込
ん
だ
親
鸞
創
始
の
視
聴
覚
伝
道
メ
デ
ィ
ア
の
遺
例
で
あ
る
。
三
尊
形

式
に
つ
い
て
は
、
中
幅
の
「
九
字
名
号
」
は
阿
弥
陀
仏
、
右
幅
和
朝
部

の
中
央
下
部
に
観
音
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
垂
髪
で
柄
香
炉
を
執
る
「
聖
徳

太
子
」、
そ
し
て
左
幅
天
竺
晨
旦
部
に
は
、
聖
徳
太
子
と
対
称
の
位
置
に

「
勢
至
菩
薩
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
晩
年
に
お
け
る
親
鸞
の
三
尊
観
の
要
素
は
、
直
弟
子
や
初
期

真
宗
サ
ン
ガ
に
多
大
な
影
響
を
与
え
多
様
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
面

授
の
直
弟
で
あ
る
顕
智
は
『
聞
書
』
の
中
に
善
光
寺
如
来
と
聖
徳
太
子
が

三
通
の
手
紙
を
交
わ
し
合
っ
た
と
い
う
記
録
を
書
き
写
し
、
ま
た
四
天
王

寺
に
参
詣
し
聖
徳
太
子
の
御
衣
を
拝
領
し
て
い
る
。
親
鸞
の
曽
孫
で
あ
る

覚
如
は
、
康
永
本
「
親
鸞
伝
絵
」
に
入
西
観
察
の
段
を
加
え
て
い
る
。
初

期
真
宗
サ
ン
ガ
は
三
河
地
方
に
顕
著
な
よ
う
に
「
善
光
寺
如
来
」「
聖
徳

太
子
」「
法
然
」「
親
鸞
」
の
四
種
絵
伝
を
用
い
た
り
、
聖
徳
太
子
像
を
像

造
し
て
教
線
を
拡
充
し
た
。
一
幅
化
し
た
「
光
明
本
」（「
光
明
品
」）
も

「
真
宗
曼
荼
羅
」
の
三
尊
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
多
種
に
展
開
し
た
。

　

そ
れ
で
は
弥
陀
一
仏
を
重
視
す
る
親
鸞
に
お
い
て
三
尊
形
式
の
構
想
と

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
要
点
の
一
つ
は
親
鸞
の
時
機
の
把
捉
に
あ

る
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
善
光
寺
が
復
興
さ
れ
る
と
善
光
寺
信
仰
は

急
速
に
広
ま
り
、
浄
土
教
信
仰
の
普
及
に
あ
わ
せ
て
観
音
菩
薩
の
化
身
と

神
聖
化
さ
れ
る
聖
徳
太
子
信
仰
も
隆
盛
し
た
。
当
時
の
社
会
状
況
と
人
々

の
胸
中
を
熟
視
し
た
親
鸞
は
、
無
縁
者
を
有
縁
者
に
す
る
契
機
と
し
て
三

尊
信
仰
を
重
用
し
た
の
で
あ
る
。
二
つ
に
は
信
仰
の
再
構
築
で
あ
る
。
親

ジ
を
消
し
去
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
わ
れ
ら
が
生
き
る
現
実

を
敢
え
て
こ
れ
を
正
そ
う
と
し
、
こ
れ
を
変
革
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

は
っ
き
り
見
据
え
る
た
め
に
、
批
判
原
理
と
し
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に

満
足
に
働
く
も
の
と
し
て
、
方
便
法
身
阿
弥
陀
如
来
と
極
楽
浄
土
は
要
請

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
満
足
に
働
く
阿
弥
陀

如
来
は
、
諸
法
無
我
の
真
理
に
昏
い
実
体
化
だ
と
か
迷
信
だ
と
か
言
わ
れ

て
も
、
消
し
て
は
な
ら
ぬ
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

高
木
顕
明
の
阿
弥
陀
如
来
観
は
こ
の
伝
統
を
ま
っ
す
ぐ
に
引
き
継
い
で

い
る
と
思
わ
れ
る
。

親
鸞
に
お
け
る
三
尊
観
の
構
想

安
藤
　
章
仁

　

親
鸞
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
を
中
尊
と
し
、
観
音
勢
至
の
二
菩
薩
を
脇
侍

と
す
る
三
尊
形
式
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
読
み
取
れ
る
の
は
、
晩
年
の
三
大

著
作
と
「
真
宗
曼
荼
羅
」
で
あ
る
。

　

三
大
著
作
と
は
、
①
今
様
の
形
式
で
詩
的
に
阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
讃
え

る
と
と
も
に
、
そ
の
教
え
の
三
国
相
承
と
時
機
相
応
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
「
三
帖
和
讃
」（『
浄
土
和
讃
』『
浄
土
高
僧
和
讃
』『
正
像
末
法

和
讃
』）、
②
聖
徳
太
子
の
事
績
を
中
心
と
し
た
二
種
の
和
讃
（『
皇
太
子

聖
徳
奉
讃
』『
大
日
本
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』）、
③
法
然
の
行
実
と
思

想
を
集
大
成
し
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
七
十
六
歳
の

宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
以
降
に
成
立
し
た
大
部
の
三
部
作
を
一
望
に
収

め
れ
ば
、
弥
陀
、
観
音
（
聖
徳
太
子
）、
勢
至
（
法
然
）
の
三
尊
形
式
の

構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
真
宗
曼
荼
羅
」
は
、
親
鸞
と
直
弟
子
の
真
佛
が
合
作
し
た
現
存
唯
一
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親
鸞
聖
人
の
「
自
信
教
人
信
」
に
関
す
る
一
考
察

奥
田
　
桂
寛

　

本
稿
は
、
親
鸞
と
同
時
代
を
生
き
、
と
も
に
善
導
を
受
容
す
る
証
空
、

弁
長
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
親
鸞
に
お
け
る
「
自
信
教
人
信
」
の
特
色
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
「
自
信
教
人
信
」
を
含
む
善
導
『
往

生
礼
讃
』（『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
と
さ
れ
る
が
、
便
宜
上
『
往
生
礼
讃
』
と

す
る
）
の
文
は
、『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
と
「
化
身
土
巻
」
に
引
用
さ
れ

先
行
研
究
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
で
は
、
同
じ
く
善
導
を
受
容
す

る
法
然
門
下
に
お
い
て
「
自
信
教
人
信
」
は
ど
の
様
に
受
容
さ
れ
て
い
る

の
か
。
先
行
研
究
に
て
証
空
、
弁
長
は
、
特
に
行
信
論
（「
自
信
」
相
当

部
分
）
を
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
「
教
人
信
」
相
当
部

分
も
検
討
し
、
親
鸞
の
「
自
信
教
人
信
」
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
教
法
は
信
心
の
人
で
あ
る
真
仏
弟
子
を
通
し
て
ひ
ろ
ま
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、『
往
生
礼
讃
』
引
文
が
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
に
置
か

れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
『
往
生
礼
讃
』
の
直
前
の
『
般
舟

讃
』
引
文
に
て
、
真
仏
弟
子
と
は
「
仏
を
讃
め
て
慈
恩
を
報
」
ず
る
存
在

と
さ
れ
、
信
心
を
え
て
も
、
仏
に
向
き
、
仏
を
ほ
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
以
下
の
論
を
進
め
る
。

　

ま
ず
、
親
鸞
に
お
け
る
「
自
信
」
と
は
、
自
ら
の
救
済
の
成
立
を
あ
ら

わ
し
、
そ
れ
は
名
号
を
聞
信
す
る
一
念
に
成
立
す
る
。
ま
た
、「
教
人
信
」

と
は
、
他
の
「
人
」
に
つ
い
て
「
自
信
」
が
成
立
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
が
、「
小
慈
小
悲
も
な
」
い
凡
夫
が
他
の
「
人
」
を
「
教
え
」
自
信
へ

至
ら
し
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
弥
陀
廻
向
の
御
名
」
た
る

名
号
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
名
号
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
よ
れ
ば
、

す
で
に
第
十
七
願
と
そ
の
成
就
文
か
ら
十
方
諸
仏
に
よ
っ
て
「
伝
わ
り
」

鸞
浄
土
教
の
信
仰
の
純
粋
化
に
は
、
既
存
の
信
仰
を
有
機
的
に
捉
え
な
お

す
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
純
粋
化
す
る
過
程
で
、
一
度
は
放

棄
取
捨
さ
れ
た
も
の
が
別
の
次
元
で
意
味
を
持
っ
て
く
る
世
界
観
が
あ

る
。
弥
陀
一
仏
化
の
中
で
神
祇
不
拝
と
神
祇
護
念
が
両
立
す
る
信
心
の
世

界
観
や
、
調
達
闍
世
を
し
て
権
化
の
仁
と
捉
え
る
の
は
再
構
築
化
さ
れ
た

信
仰
の
境
位
で
あ
る
。
再
構
築
さ
れ
た
親
鸞
に
お
け
る
三
尊
観
の
基
本
的

理
解
は
和
讃
に
明
瞭
で
あ
る
が
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
三
尊
仏
の
姿
は
、

無
碍
光
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
と
無
碍
光
仏
の
「
あ
ら
は
れ
」「
し
め
す
」
二

つ
の
は
た
ら
き
と
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
観
音
菩
薩
は
「
無
明

の
黒
闇
を
は
ら
は
し
む
」、
勢
至
菩
薩
は
「
生
死
の
長
夜
を
照
ら
し
て
智

慧
を
ひ
ら
か
し
め
る
」
と
説
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
時
代
各
人
に

お
い
て
「
無
明
の
黒
暗
を
は
ら
う
」「
生
死
の
長
夜
を
照
ら
し
て
智
慧
を

ひ
ら
く
」
と
い
う
こ
と
が
実
現
せ
し
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
弥
陀
三
尊
の
普

遍
的
な
は
た
ら
き
を
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
つ
め
に
化
身
の
意
義

で
あ
る
。
観
音
勢
至
二
菩
薩
を
親
鸞
の
求
道
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を

持
っ
た
聖
徳
太
子
、
法
然
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、
法
の
伝
達
が
経
典
や

聖
教
の
文
言
に
導
か
れ
な
が
ら
も
、
究
極
的
に
は
人
格
に
出
遇
い
、
人
格

を
通
し
て
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
示
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

に
高
次
に
信
仰
が
再
構
築
さ
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
が
有
縁
無
縁
の
人
々

の
心
情
に
開
か
れ
て
い
く
こ
と
が
親
鸞
に
お
け
る
三
尊
観
の
構
想
で
あ
る

と
い
え
る
。
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そ
の
用
例
を
見
れ
ば
、
釈
尊
・
菩
薩
・
そ
の
他
祖
師
が
、
対
象
に
直
接
教

授
し
教
導
せ
ん
と
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、「
三
心
を
教
え

て
」
と
は
、
三
心
を
学
し
た
者
自
ら
が
、
他
人
に
対
し
、
三
心
の
内
容
を

教
え
教
導
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
自
ら
信
じ
、
他
を
教
え
て
信
ぜ

し
む
る
構
造
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
証
空
、
弁
長
、
親
鸞
の
三
者
は
、
共
通
し
て
「
自
信

教
人
信
」
を
受
容
す
る
。
し
か
し
特
に
「
教
人
信
」
相
当
箇
所
に
お
い

て
、「
自
信
」
の
者
が
他
人
に
教
え
る
と
す
る
証
空
、
弁
長
に
対
し
、
親

鸞
に
お
い
て
は
「
自
信
」
の
者
は
、
あ
く
ま
で
仏
へ
向
か
い
、
そ
の
徳
を

讃
嘆
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
親
鸞
に
お
け
る
「
自
信
教

人
信
」
の
独
自
性
が
見
ら
れ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

真
宗
に
お
け
る
「
正
信
念
仏
偈
」
の
註
釈
態
度

山
﨑
　
真
純

　

親
鸞
の
著
書
で
あ
る
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
『
教
行
信

証
』）
の
「
行
巻
」
の
末
尾
に
は
「
正
信
念
仏
偈
」（
以
下
「
正
信
偈
」）

な
る
偈
文
が
あ
る
。
こ
の
偈
文
は
、
浄
土
真
宗
の
要
義
大
綱
を
七
言
六
〇

行
一
二
〇
句
の
偈
文
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
和
漢
の
著
作
問
わ

ず
、
自
釈
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
解
釈
を
施
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で

あ
る
が
、
こ
の
「
正
信
偈
」
の
句
の
一
部
分
に
つ
い
て
は
『
尊
号
真
像
銘

文
』
で
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
本
願
名
号
正
定
業
」
か
ら
「
即
横

超
截
五
悪
趣
」
の
二
〇
句
に
至
る
部
分
で
あ
る
。
異
本
で
そ
の
解
釈
の
内

容
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
親
鸞
は
こ
の
句
の
部
分
を
大
変
重
要
視
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
で
は
親
鸞
以
降
、「
正
信
偈
」
に
対
す
る
扱
い
は

如
何
な
る
も
の
な
の
か
。
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
各
著
作
に
お
け
る
「
正

ひ
ろ
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
教
法
は
人
を
通
し
て
伝
わ
る
と
考
え
ら
れ
、
真

仏
弟
子
釈
に
は
「
説
聴
方
軌
」
の
引
文
、「
知
恩
報
徳
の
益
」、「
常
行
大

悲
の
益
」
を
証
す
る
引
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
真
宗
の

教
法
は
「
自
信
」
の
人
た
る
真
仏
弟
子
を
通
し
て
伝
わ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
の
「
自
信
教
人
信
」
と
は
「
信
心
す
で
に
え
ん
ひ

と
」
が
「
仏
慧
功
徳
を
ほ
め
し
め
て　

十
方
の
有
縁
に
聞
か
し
め
」
る
こ

と
で
あ
り
、
信
心
の
人
が
、
仏
へ
向
き
、
仏
を
ほ
め
る
こ
と
を
内
容
と
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
法
然
門
下
に
お
い
て
「
自
信
教
人
信
」
は
ど
の
様
に
受
容
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
、
法
然
に
お
け
る
「
自
信
教
人
信
」
は
『
和
語
灯
録
』
に
一
箇

所
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
釈
尊
の
恩
を
報
ず
る
に
は
信
心
を
お
こ
す

べ
き
こ
と
を
述
べ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
解
釈
上
の
特
徴
は
見
ら
れ
な

い
。
他
方
、
証
空
は
『
往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔
』
に
て
、「
教
人
信
」
と
は
、

自
行
が
成
じ
た
者
か
ら
他
人
に
利
益
が
及
ぶ
が
、
そ
れ
は
未
だ
信
を
得
て

い
な
い
衆
生
を
痛
む
心
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
釈
尊
所
説
の
弥
陀

の
名
号
法
を
受
け
取
っ
て
、
転
伝
し
、
衆
生
に
教
え
て
い
く
こ
と
が
大
悲

を
伝
え
教
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
行
が
成
じ
た
者

は
、
未
信
の
他
者
を
痛
む
心
か
ら
弥
陀
の
教
法
を
伝
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て

大
悲
が
伝
え
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
自
行
が
成
じ
た
者
が
、
次
に
自
ら
他

者
へ
と
向
か
う
構
造
・
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

弁
長
は
管
見
の
限
り
「
自
信
教
人
信
」
の
語
を
使
用
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、『
浄
土
宗
名
目
問
答
』
に
て
、「
念
仏
の
行
者
は
先
ず
自
ら
三
心

を
学
し
、
往
生
を
決
定
し
て
後
、
ま
た
他
人
に
お
い
て
三
心
を
教
え
て
、

他
人
の
往
生
を
決
定
す
べ
し
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
教
え
て
」
と
は
、
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偈
』
の
本
文
を
『
六
要
鈔
』
の
科
段
に
よ
っ
て
分
科
し
、
そ
の
間
に
『
六

要
鈔
』
の
釈
を
抄
出
し
て
い
る
。『
正
信
偈
註
』
は
前
の
『
正
信
偈
註
釈
』

で
引
か
れ
た
『
六
要
鈔
』
の
釈
を
整
理
し
、
先
に
記
入
さ
れ
た
諸
文
の
一

部
を
本
文
中
に
編
入
し
て
構
成
す
る
。『
正
信
偈
大
意
』
も
前
の
「
正
信

偈
」
註
釈
書
と
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
六
要
鈔
』
の
註
釈
を
参
照
し
た

と
言
え
る
。
そ
れ
は
内
容
と
し
て
も
同
義
で
あ
り
、
加
え
て
引
用
の
形
態

は
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
存
覚
の
『
顕
名
鈔
』
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
文

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

　

以
上
、
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
が
ど
の
よ
う
に
「
正
信
偈
」
を
捉
え
て
い

た
の
か
を
確
認
し
た
。『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
に
著
さ
れ
る
「
正
信
偈
」

の
一
部
に
つ
い
て
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
両
本
に
お
い
て
「
正
信
偈
」
を

註
釈
し
た
の
は
、
衆
生
が
『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
を
信
ず
る
一
念
に

正
定
聚
に
住
し
、
往
生
即
成
仏
す
る
と
い
う
浄
土
真
宗
の
肝
要
を
主
張
せ

ん
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
に
お
い
て
『
尊
号
真
像
銘

文
』
で
引
用
さ
れ
る
句
を
註
釈
す
る
際
、
三
師
と
も
親
鸞
の
主
張
を
継
承

せ
ん
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
信
因
称
報
を
強
調

す
る
覚
如
、
信
心
正
因
と
称
名
正
因
の
関
係
性
を
平
衡
す
る
存
覚
、『
六

要
鈔
』
の
註
釈
を
踏
襲
せ
ん
と
す
る
蓮
如
と
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
は
異
な
る

が
、
結
果
と
し
て
親
鸞
の
主
張
を
受
け
継
ぎ
、
信
心
正
因
の
主
張
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

本
願
寺
に
お
け
る
「
坂
東
曲
」
再
考

御
手
洗
隆
明

　

現
在
は
東
本
願
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
の
み
が
伝
え
る
坂
東
曲
（
坂
東

節
）
の
由
来
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
伝
承
を
中
心
と
し
て
二
〇
〇
八
年
に

信
偈
」
の
句
を
引
用
形
態
か
ら
親
鸞
以
降
、
如
何
に
「
正
信
偈
」
の
句
が

扱
わ
れ
た
の
か
を
見
る
の
が
本
論
の
課
題
で
あ
る
。

　

覚
如
は
『
口
伝
鈔
』・『
改
邪
鈔
』・『
最
要
鈔
』、
存
覚
は
『
持
名
鈔
』・

『
浄
土
真
要
鈔
』・『
六
要
鈔
』、
蓮
如
は
『
正
信
偈
註
釈
』・『
正
信
偈
註
』・

『
正
信
偈
大
意
』・『
御
文
章
』
に
見
ら
れ
る
。『
六
要
鈔
』
は
『
教
行
信

証
』
の
註
釈
書
、
各
「
正
信
偈
」
の
註
釈
書
を
除
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書

物
の
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
「
正
信
偈
」
を
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。『
口
伝
鈔
』・『
改
邪
鈔
』
で
は
「
已
能
雖
破
無
明
闇
」・「
能
発
一
念

喜
愛
心
」・「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
の
句
を
引
用
し
、
信
心
正
因
の
考
え
方

を
示
す
。
他
、
覚
如
が
出
拠
と
し
て
挙
げ
る
親
鸞
の
自
釈
の
引
用
に
は
称

名
念
仏
を
往
因
と
し
て
語
る
自
釈
の
引
用
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
信
心
正

因
と
な
る
自
釈
を
引
用
し
、
信
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
因
が
決
定

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
『
持
名
鈔
』・『
浄
土
真
要
鈔
』
で
は

「
能
発
一
念
喜
愛
心
〜
如
衆
水
海
一
味
」・「
摂
取
心
光
常
照
護
〜
雲
霧
之

下
明
無
闇
」
の
句
を
引
用
し
、
信
心
獲
得
の
時
に
往
生
が
定
ま
る
と
い
う

こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
信
心
正
因
の
主
張
が
見
ら
れ
る
が
、
存
覚
の

教
説
は
念
仏
往
生
の
主
張
の
方
が
多
い
し
、
そ
の
比
重
も
大
き
い
。
称
名

正
因
・
信
心
正
因
の
双
方
の
主
張
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い

て
、『
六
要
鈔
』
で
は
「
行
巻
」
大
行
釈
に
引
用
す
る
善
導
の
『
往
生
礼

讃
』
の
第
十
八
願
取
意
の
文
を
解
釈
し
て
、「
至
心
」
等
の
信
心
と
は
念

仏
往
生
の
本
願
を
信
知
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
信
心
を
発
す
こ
と
は
即
ち

「
称
我
名
号
」
の
義
で
あ
る
と
す
る
。
結
果
、
存
覚
に
お
け
る
信
心
正
因

の
主
張
は
念
仏
往
生
の
教
説
の
意
を
表
す
た
め
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
蓮
如
の
「
正
信
偈
」
に
対
す
る
註
釈
書
は
、『
六
要
鈔
』
か
ら
の

註
釈
態
度
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
正
信
偈
註
釈
』
は
、『
正
信



　　314

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第７部会

に
見
え
る
式
間
念
仏
に
類
似
す
る
。
ま
た
永
正
の
頃
「
本
願
寺
の
お
ほ
か

め
念
仏
」（『
山
科
御
坊
事
并
其
時
代
事
』）
と
京
都
で
評
さ
れ
て
い
た
と

の
記
録
が
あ
り
、
こ
の
吠
え
る
よ
う
な
声
明
と
坂
東
曲
と
の
関
連
も
推
察

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
行
事
は
本
願
寺
東
西
分
派
（
一
六
〇
二
）
の
直
前
ま
で
続
き
、
一

六
一
一
年
に
は
「
坂
東
節
」
と
し
て
西
本
願
寺
の
記
録
に
登
場
す
る
。
ま

た
宗
外
史
料
に
お
い
て
も
、
一
六
六
二
寛
文
二
年
の
京
都
名
所
記
に
「
一

向
宗
開
山
忌　

本
願
寺
開
山
親
鸞
上
人
の
御
忌
（
中
略
）
院
家
一
家
堂
衆

を
の
を
の
同
音
に
坂
東
節
と
か
や
、
鬨（
ど
）ぎ
つ
な
る
声
つ
き
に
て
念
仏

和
讃
あ
り
」（
中
川
喜
雲
『
案
内
者
』
巻
六
）
と
記
さ
れ
、
そ
の
当
時
も

叫
ぶ
よ
う
な
特
異
な
声
明
と
評
さ
れ
て
い
た
。

　

西
本
願
寺
が
一
六
八
九
元
禄
二
年
に
坂
東
曲
を
廃
止
し
た
こ
と
は
史
料

（『
慶
長
期
報
恩
講
日
記
』
等
）
よ
り
確
認
で
き
る
。
そ
れ
以
降
は
東
本
願

寺
の
み
が
勤
め
、
現
在
に
至
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
東

西
分
派
か
ら
西
本
願
寺
坂
東
曲
廃
止
に
至
る
間
、
東
本
願
寺
が
坂
東
曲
を

勤
め
た
同
時
代
史
料
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
近
世
後
期
に
東
本
願
寺
学
僧

が
坂
東
曲
の
由
来
を
述
べ
て
お
り
（
円
解
『
改
邪
鈔
随
筆
』）、
ま
た
東
本

願
寺
創
立
者
で
あ
る
教
如
が
御
鍵
巡
讃
衆
・
御
堂
衆
に
坂
東
曲
を
伝
授
し

た
と
の
伝
承
も
あ
る
が
（
真
宗
全
書
六
四
巻
『
真
宗
帯
佩
記
』）、
史
料
上

の
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

近
代
以
降
の
東
本
願
寺
は
、
若
干
の
曲
折
（
羽
塚
堅
子
『
声
明
考
』）

を
経
な
が
ら
坂
東
曲
を
伝
え
続
け
た
。
句
仏
事
件
で
動
揺
す
る
最
中
、
大

谷
派
は
坂
東
曲
を
関
東
に
由
来
す
る
可
能
性
の
あ
る
声
明
と
伝
え
（『
真

宗
』
一
九
二
五
年
十
一
月
号
）、
そ
れ
が
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ま
た
「
教
団
問
題
（
お
東
紛
争
）」
の
最
中
、
大
谷
派
は
寺
院
門
信
徒
に

報
告
し
た
（『
宗
教
研
究
』
三
五
九
号
掲
載
）。
坂
東
曲
の
始
原
に
は
、
親

鸞
越
後
流
罪
時
の
故
事
に
由
来
（
越
後
説
）、
ま
た
は
親
鸞
の
死
後
関
東

門
弟
が
京
都
で
勤
め
た
仏
事
に
由
来
（
関
東
説
）
の
二
説
が
あ
る
。
後
者

は
、
関
東
門
弟
が
「
な
ま
れ
る
坂
東
ご
え
」（『
改
邪
鈔
』）
で
念
仏
し
た
と

い
う
故
事
に
拠
り
、
こ
こ
に
史
実
性
を
見
る
見
解
も
あ
る
が
、
史
料
上
に

坂
東
曲
を
確
認
で
き
る
の
は
一
六
一
一
慶
長
十
六
年
（『
高
祖
聖
人
三
百

五
十
年
忌
日
之
記
』）
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
室
町
時
代
の
本
願
寺
が
勤

め
た
「
式
間
念
仏
」
が
坂
東
曲
に
比
定
さ
れ
る
が
、
身
体
的
動
作
を
伴
う

こ
と
は
記
録
に
見
え
な
い
。
荒
れ
る
海
の
船
上
で
念
仏
す
る
親
鸞
に
由
来

す
る
と
い
う
越
後
説
は
、
親
鸞
の
関
東
伝
道
時
と
す
る
別
説
も
あ
る
が
、

近
世
親
鸞
伝
に
は
見
え
ず
、
近
代
に
な
っ
て
案
出
さ
れ
た
伝
承
と
考
え
ら

れ
る
。
い
ず
れ
も
中
世
の
初
期
真
宗
に
は
じ
ま
り
、
現
在
に
ま
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
真
宗
の
儀
式
作
法
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が

前
回
報
告
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

今
回
の
報
告
は
史
実
と
投
影
さ
れ
た
事
象
の
精
査
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
る
。
現
在
の
坂
東
曲
は
毎
年
十
一
月
二
十
八
日
の
東
本
願
寺
報
恩
講
結

願
日
中
に
お
い
て
の
み
、
日
中
法
要
の
式
間
念
仏
と
し
て
御
影
堂
で
勤
め

ら
れ
る
。
念
仏
・
和
讃
・
念
仏
・
和
讃
と
三
度
繰
り
返
し
、
力
強
い
声
を

発
し
な
が
ら
身
体
を
前
後
左
右
に
揺
ら
し
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
勤
め
る
。
和

讃
は
甲
（『
高
僧
和
讃
』
善
導
讃
）・
乙
（『
正
像
末
和
讃
』）
を
隔
年
で
用

い
、
日
常
に
は
な
い
特
別
な
作
法
の
た
め
、
前
日
に
は
習
礼
（
坂
東
曲
の

稽
古
）
が
あ
る
。
御
影
堂
と
い
う
「
生
身
の
親
鸞
」
の
御
座
所
、
揺
れ
る

動
作
、
力
強
い
声
、
二
つ
の
和
讃
を
隔
年
で
用
い
る
、
前
日
の
習
礼
な
ど

が
、
現
在
に
伝
わ
る
坂
東
曲
の
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
特
徴
は
室
町
時
代
の
本
願
寺
記
録
（『
天
文
日
記
』『
私
心
記
』）
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て
を
焼
失
す
る
「
安
芸
市
郎
兵
衛
」
や
、
も
と
は
強
欲
な
商
人
で
あ
っ
た

が
、
知
人
に
預
け
て
い
た
金
銭
を
全
て
失
い
大
金
の
損
失
は
か
え
っ
て
現

世
の
利
益
と
な
る
、
と
語
る
「
尾
州
久
平
」
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
妙
好
人
の
特
徴
と
し
て
不
殺
生
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

石
見
の
「
林
左
衛
門
」
の
物
語
に
は
、
そ
の
友
人
で
あ
る
「
京
蔵
」
と
と

も
に
「
殺
生
を
こ
の
む
」
人
物
と
し
て
登
場
し
、
さ
ら
に
石
見
国
「
於

冬
」
の
「
伯
父
源
三
郎
」
や
「
石
州
林
助
」
に
も
「
殺
生
」
の
物
語
が
み

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
不
殺
生
の
特
徴
を
も
つ
人
物
が
妙
好
人
と
し
て
語
ら

れ
る
場
合
に
、「
殺
生
」
を
恥
じ
て
不
殺
生
へ
と
転
じ
て
い
く
と
い
う
展

開
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
無
欲
や
不
殺
生
の
特
徴
は
、
と
り
わ
け
成

人
男
性
の
妙
好
人
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
た
め
に
は
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
環
境
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
測
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
農
耕
の
合
間
に
釣
り
へ
出
か
け
る
林
左
衛
門
に
と
っ
て
の
殺
生

は
、
山
川
を
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
者
の
殺
生
、
つ
ま
り
生
産
活
動

と
し
て
の
殺
生
で
あ
っ
た
。
生
産
活
動
を
め
ぐ
る
妙
好
人
の
特
徴
は
、
無

欲
の
特
徴
を
も
つ
尾
州
久
平
の
物
語
に
も
み
ら
れ
る
。
久
平
は
も
と
も
と

強
欲
で
あ
っ
た
が
無
欲
へ
と
転
じ
た
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
強
欲
さ
は
、
そ
も
そ
も
久
平
が
商
売
を
営
む
こ
と
で
育
ま
れ
た
強
欲
さ

で
あ
っ
た
。
林
左
衛
門
や
久
平
は
社
会
的
な
役
割
を
全
う
し
、
ま
た
生
活

の
た
め
の
生
産
活
動
の
従
事
を
通
し
て
、
殺
生
か
ら
不
殺
生
へ
、
強
欲
か

ら
無
欲
へ
と
転
じ
る
こ
と
が
妙
好
人
と
な
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

女
性
妙
好
人
の
特
徴
と
し
て
、
人
々
へ
信
心
獲
得
を
勧
め
る
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
河
州
利
右
衛
門
の
娘
阿
霜
」
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

向
け
報
恩
講
へ
の
参
集
を
呼
び
か
け
る
一
環
と
し
て
坂
東
曲
を
強
調
す
る

（『
真
宗
』
一
九
八
七
年
十
一
月
号
）。
そ
こ
に
は
か
つ
て
大
谷
廟
堂
で
親

鸞
を
偲
び
念
仏
を
勤
め
た
門
弟
像
の
「
投
影
」
が
あ
っ
た
。
浄
土
真
宗
の

歴
史
像
は
現
在
か
ら
過
去
へ
の
投
影
が
あ
り
、
そ
の
時
々
に
形
成
さ
れ
た

「
過
去
」
か
ら
現
在
へ
の
投
影
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
投
影
が
循
環
し
な

が
ら
形
成
さ
れ
た
真
宗
の
歴
史
像
の
一
端
が
、
坂
東
曲
の
由
来
に
う
か
が

え
る
の
で
あ
る
。

地
域
社
会
に
お
け
る
妙
好
人
の
位
置

│
│ 

近
世
『
妙
好
人
伝
』
研
究
の
一
視
点 

│
│

谷
口
　
愛
沙

　

近
世
『
妙
好
人
伝
』
の
制
作
は
実
成
院
仰
誓
（
一
七
二
一
―
一
七
九

四
）
を
最
初
の
編
纂
者
と
し
て
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
か
ら
行
わ
れ
、

仰
誓
編
の
『
妙
好
人
伝
』
成
立
以
降
、
克
譲
、
僧
純
、
象
王
の
編
纂
を
経

て
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
『
妙
好
人
伝
』
は
成
立
年
代
の
み
な
ら
ず
各
編
纂
者
の
居
住
地
域
も
異

な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
近
世
『
妙
好
人
伝
』
と
し
て
一
括
り
に
検
討
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
世
『
妙
好
人
伝
』
に

は
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
の
目
的
は
、
地
域
社

会
に
お
い
て
妙
好
人
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
そ
う
し
た
役
割
が
妙

好
人
の
特
徴
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

ま
ず
は
、
妙
好
人
に
み
ら
れ
る
無
欲
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
妙

好
人
の
物
語
に
み
ら
れ
る
無
欲
と
は
、
物
質
的
な
も
の
に
対
す
る
執
着
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
火
事
に
よ
っ
て
衣
食
住
の
全
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真
宗
門
徒
と
関
わ
る
民
俗
語
は
、「
講
」
と
「
仏
壇
」
と
い
っ
た
程
度
で

極
端
に
少
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
用
い
て
真
宗
地
域
で
聞
き
取
り
を
す

る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
は
民
俗
を
破
壊
し
た
と
か
、
真
宗
地

域
は
民
俗
事
象
が
少
な
い
か
ら
調
査
を
し
て
も
面
白
く
な
い
と
か
言
う
民

俗
学
者
は
、
民
俗
語
を
見
い
だ
せ
ず
、
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
話
だ
と
も
言
え
る
。

　

で
は
、
柳
田
国
男
が
監
修
し
た
民
俗
語
彙
と
真
宗
門
徒
の
民
俗
と
に
お

い
て
、
ど
こ
に
差
異
が
あ
る
の
か
。
確
か
に
真
宗
地
域
で
は
、『
民
俗
学

辞
典
』
の
項
目
に
あ
る
よ
う
な
「
霊
魂
」「
幽
霊
」「
憑
物
」「
た
た
り
」

「
迷
信
」「
直
会
」「
縁
日
」「
位
牌
」「
祖
先
崇
拝
」「
禁
忌
」「
忌
言
葉
」

「
物
忌
」「
女
人
禁
制
」「
聖
地
」
と
言
っ
た
言
葉
は
聞
く
こ
と
が
少
な
い

と
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
真
宗
信
仰
が
地
域
社
会
に
土
着
化
し
て
い
く
過
程
に

お
い
て
は
、
当
然
、
在
来
の
民
俗
宗
教
と
の
間
で
文
化
接
触
が
生
じ
て
い

る
。
そ
の
接
触
現
象
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
真
宗
信
仰
は
住
民
の
帰
依
を

受
け
、
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
真
宗
の
教
義
が
教
団
統
一
の
も

と
に
各
地
方
に
教
化
さ
れ
て
い
き
な
が
ら
も
、
例
え
ば
、
近
江
地
方
の

「
ぼ
ん
な
り
」、
能
登
地
方
の
「
御
示
談
」、
飛
騨
・
五
箇
山
地
方
の
「
在

家
（
念
仏
）
道
場
」、
瀬
戸
内
・
能
美
島
の
「
常
朝
事
」
な
ど
と
言
っ
た

よ
う
に
、
そ
の
地
方
独
自
の
門
徒
集
団
の
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
気
候
、
地
味
、
地
勢
な
ど
と
い
っ
た
そ
の
地
方
の

風
土
や
真
宗
の
布
教
の
歴
史
的
過
程
な
ど
に
よ
る
違
い
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
も
と
は
真
宗
僧
侶
に
よ
っ
て
真
宗
行
事
の
な
か
で
語
ら
れ
た

「
我
が
身
は
、
と
く
に
罪
障
が
深
い
の
で
、
ど
ん
な
仏
さ
ま
で
あ
ろ
う
と

も
お
救
い
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
意
識
を
強
く
も
つ
子
供
で

あ
っ
た
。
あ
る
年
、
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
と
き
、
屋
外
へ
逃
げ
ず
に
仏

前
で
念
仏
す
る
姿
を
み
た
人
々
が
な
ぜ
逃
げ
な
い
の
か
と
阿
霜
に
問
う

と
、「
門
外
で
死
ぬ
よ
り
も
、
持
仏
の
御
前
で
称
名
と
と
も
に
終
わ
り
た

い
と
思
う
こ
こ
ろ
か
ら
」
逃
げ
な
い
の
だ
と
答
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
阿
霜
の
信
仰
を
周
囲
の
人
々
は
感
心
し
、
報
恩
講
に
も
阿
霜
が
参
る

こ
と
を
知
っ
た
周
辺
の
人
々
も
参
詣
し
よ
う
と
し
た
と
あ
る
。
ま
た
但
馬

国
の
六
左
衛
門
児
の
物
語
で
は
、
雇
い
主
で
あ
る
六
左
衛
門
か
ら
念
仏
を

禁
止
さ
れ
る
人
物
が
、
結
果
と
し
て
周
囲
の
人
々
へ
称
名
念
仏
を
勧
め
た

と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

妙
好
人
の
無
欲
や
不
殺
生
と
い
う
特
徴
は
、
生
産
活
動
に
従
事
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
強
欲
か
ら
無
欲
へ
、
殺
生
か
ら
不
殺
生
へ
と
転
じ
る
こ
と

を
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
特
徴
は
と
り

わ
け
成
人
男
性
の
妙
好
人
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

女
性
妙
好
人
あ
る
い
は
「
河
州
利
右
衛
門
娘
」
の
よ
う
な
小
児
妙
好
人
の

物
語
に
は
、
彼
女
ら
の
信
仰
態
度
に
よ
っ
て
人
々
へ
信
心
獲
得
を
勧
め
る

と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

真
宗
門
徒
の
「
民
俗
語
彙
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て

本
林
　
靖
久

　

一
般
に
、「
民
俗
語
彙
」
と
は
、
民
俗
辞
典
な
ど
の
見
出
し
や
、
い
く

つ
か
の
概
念
を
ま
と
め
た
民
俗
関
係
の
言
葉
の
総
体
を
指
す
。「
民
俗
語

彙
」
の
元
に
な
る
の
が
、『
民
俗
学
辞
典
』（
柳
田
国
男
監
修
・
財
団
法
人

民
俗
学
研
究
所
編
、
東
京
堂
出
版
・
昭
和
二
六
年
）
で
、
概
括
す
る
と
、
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か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

病
中
に
お
け
る
浄
土
認
識
の
構
造

│
│ 「
極
楽
い
ぶ
か
し
く
ば
〜
」
再
考 

│
│

神
居
　
文
彰

　

往
生
伝
は
、
往
生
者
の
伝
記
事
跡
を
集
め
た
と
い
う
よ
り
、
浄
土
往
生

や
仏
、
浄
土
そ
の
も
の
の
証
明
と
し
て
奇
瑞
か
ら
そ
れ
を
導
く
た
め
に
収

集
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
は
、
笠
原
一
男
、
西
口
順
子
、
清
水
善
三
、
田
中
夕
子
氏
ら
先

学
に
よ
り
書
誌
学
的
歴
史
的
美
学
的
検
討
か
ら
は
じ
ま
り
諸
相
の
意
味
な

ど
多
角
的
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
往
生
者
の
宗
教
的
実

相
の
位
置
づ
け
を
明
確
と
し
、
そ
の
浄
土
認
識
を
探
る
も
の
と
す
る
。
特

に
往
生
者
自
身
の
視
覚
的
理
解
や
空
間
と
し
て
自
身
及
び
看
取
る
も
の
の

動
作
的
な
問
題
に
も
言
及
す
る
。

　

平
安
時
代
の
一
連
の
類
書
で
は
後
期
に
属
す
る
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
三

巻
は
、
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
の
真
福
寺
本
以
降
、
近
世
初
期
刊
行
の

二
本
ま
で
「
地
続
き
」
と
さ
れ
、
総
じ
て
雑
纂
と
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
れ
は
元
禄
本
（
元
禄
四
年
一
六
九
一
）
の
各
巻
末
に
ま
と
め
ら
れ

た
往
生
者
の
提
要
に
よ
る
偏
向
評
価
と
指
摘
し
た
い
（
別
項
）。

　
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
は
、
上
巻
大
治
二
（
一
一
二
七
）
年
か
ら
下
巻
保

延
五
（
一
一
三
九
）
年
と
い
う
一
二
年
を
掛
け
て
増
補
し
て
い
る
が
、
往

生
者
は
上
巻
二
一
名
、
中
巻
二
七
名
、
下
巻
二
七
名
で
そ
の
う
ち
俗
者
が

三
三
名
で
、
治
癒
を
の
ぞ
く
病
者
往
生
は
上
巻
五
名
、
中
巻
一
一
名
、
下

巻
一
三
名
と
下
巻
に
進
む
に
従
っ
て
病
者
の
割
合
が
増
え
る
。
先
行
す
る

『
拾
遺
往
生
伝
』
下
で
永
観
が
「
病
ハ
是
レ
真
ノ
善
知
識
ナ
リ
。」
と
述
懐

真
宗
用
語
で
あ
っ
た
も
の
が
、
日
々
の
生
活
の
日
常
の
言
葉
（
＝
真
宗
門

徒
の
民
俗
語
彙
）
と
し
て
、
そ
の
風
土
の
な
か
で
真
宗
的
人
格
を
作
り
上

げ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
歴
史
の
な
か
で
積
み
上
げ
ら
れ

て
き
た
真
宗
の
民
俗
文
化
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

真
宗
門
徒
は
仏
壇
に
お
け
る
朝
夕
の
お
勤
め
や
寺
院
や
家
で
開
催
さ
れ

る
様
々
な
真
宗
講
に
参
加
し
、
声
明
と
と
も
に
僧
侶
に
よ
る
お
説
教
を
繰

り
返
し
拝
聴
す
る
な
か
で
信
心
を
深
め
て
き
た
。
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
、

僧
侶
の
お
説
教
を
聞
法
す
る
こ
と
は
、
有
り
難
い
仏
（
ま
た
は
親
鸞
）
の

教
え
を
聞
く
た
め
で
あ
っ
て
、
説
く
僧
侶
の
主
観
に
接
す
る
よ
り
も
、
そ

れ
を
越
え
た
客
観
的
な
仏
の
声
に
接
し
て
い
た
。
そ
れ
は
説
く
僧
侶
は
誰

で
あ
れ
、
普
遍
的
な
教
え
に
浸
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
真
宗
教
団
の
な
か

で
真
宗
の
教
え
を
忠
実
に
、
し
か
も
平
易
に
伝
え
よ
う
と
研
鑽
し
て
き
た

日
本
各
地
の
真
宗
僧
侶
に
よ
っ
て
、
真
宗
門
徒
の
民
俗
語
彙
は
、
日
本
の

真
宗
地
域
に
お
い
て
共
通
し
た
使
用
が
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
真
宗
門
徒
の
民
俗
語
彙
は
、
僧
侶
に
よ
っ
て
真
宗
行
事

の
な
か
で
の
み
語
ら
れ
た
言
葉
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
に
生
ま
れ
、
そ
の

地
域
で
育
て
ら
れ
、
そ
し
て
、
死
を
迎
え
て
い
っ
た
真
宗
門
徒
の
人
生
の

な
か
で
、
真
宗
的
人
格
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
土
地

に
暮
ら
す
門
徒
に
と
っ
て
、
教
義
を
か
み
砕
い
た
「
自
家
用
の
念
仏
」
と

言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
宗
地
域
に
「
真
宗
の
土

徳
」
を
作
り
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
真
宗
門
徒
の
民
俗
語
彙
も
、
真
宗
門
徒
を
真
宗
の
世
界

の
中
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
、
真
宗
の
教
え
を
広
く
開
放
す
る
と
と

も
に
、
真
宗
僧
侶
の
意
義
と
役
割
、
真
宗
地
域
の
独
自
性
と
は
何
か
、
あ

る
い
は
真
宗
門
徒
の
生
き
方
と
は
何
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
を
問
い
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璃
・
重
重
ノ
堂
・
七
宝
荘
厳
・
五
色
蓮
花
等
に
飾
ら
れ
て
い
る
夢
を
見

て
、
母
に
「
宇
治
ノ
御
堂
此
ク
ノ
如
キ
カ
」
と
尋
ね
、
児
童
歌
「
極
楽
不

審
久
者
宇
治
ノ
御
堂
乎
礼
ス
ヘ
シ
」
を
示
し
て
い
る
。
現
世
で
の
極
楽
に

比
す
る
よ
う
な
荘
厳
と
し
て
平
等
院
阿
弥
陀
堂
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、

母
は
「
工
芸
美
ヲ
尽
ス
ト
雖
モ
、
生
本
ニ
似
ル
可
カ
ラ
不
」
と
答
え
、
ど

れ
だ
け
美
を
尽
く
そ
う
と
も
現
世
の
も
の
は
浄
土
の
真
の
姿
と
は
異
な
る

と
極
楽
か
ら
答
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
臨
終
ま
で
は
現
前
の
様
々
な

も
の
で
来
世
を
眷
恋
し
、
往
生
そ
の
時
に
は
、
身
体
で
可
視
認
識
す
る
こ

と
の
出
来
る
も
の
と
は
全
く
異
な
る
極
楽
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

見
仏
が
生
前
で
は
仏
像
か
ら
発
動
し
、
往
生
の
証
明
が
現
前
の
自
然
に

顕
現
し
、
実
際
に
は
そ
れ
と
は
次
元
の
異
な
る
世
界
に
生
ま
れ
る
実
感
を

も
つ
と
い
う
多
重
性
の
統
合
に
よ
り
浄
土
把
捉
は
展
開
す
る
。

真
宗
学
に
お
け
る
「
実
践
」
研
究
の
動
向
と
課
題

入
江
　
　
楽

　

本
発
表
で
は
、
真
宗
学
に
お
け
る
「
実
践
」
に
関
わ
る
研
究
の
動
向
の

分
析
を
通
し
て
、「
実
践
」
研
究
の
抱
え
る
課
題
を
考
察
す
る
。
本
発
表

に
お
け
る
「
実
践
」
と
は
、「
真
宗
に
関
わ
る
個
人
、
あ
る
い
は
集
団
が
、

実
際
の
場
で
直
面
し
て
い
る
社
会
の
諸
問
題
に
対
応
し
て
、
活
動
し
て
い

る
こ
と
」
と
定
義
し
、
特
に
「
実
際
の
場
で
直
面
し
て
い
る
社
会
の
諸
問

題
に
対
応
」
す
る
と
い
う
面
を
重
視
す
る
。

　

真
宗
学
に
お
い
て
、
現
実
に
真
宗
の
教
法
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
か
を
考
察
し
、
ま
た
真
宗
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
と
い
っ
た
「
実
践
」
か
ら
の
探
究
は
、
研
究
動
向
の
主

す
る
が
、
病
が
願
往
生
の
契
機
と
な
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
が
、
病
中
と

そ
う
で
無
い
場
合
の
往
生
へ
の
意
識
や
動
作
に
は
大
差
が
な
く
、
む
し
ろ

自
然
な
受
容
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
で
は
、
臨
終
に
お
け
る
具
体
的
な
空
間
設
定
が
指

摘
さ
れ
、
上
巻
藤
原
忠
季
の
「
一
堂
ヲ
建
テ
ツ
。
其
ノ
来
迎
ノ
像
ヲ
模
シ
、

方
ニ
終
焉
ノ
儀
を
諳
ス
。」
な
ど
仏
や
儀
軌
を
模
す
こ
と
を
目
的
と
す
る

こ
と
に
拘
泥
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
仏
像
や
安
置
空
間
そ
の
も
の
を
仏
や

浄
土
そ
の
も
の
と
認
識
し
往
生
心
そ
の
も
の
の
表
出
と
同
義
に
伝
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
上
巻
栖
霞
館
の
僧
は
、
丈
六
弥
陀
画
像
を
安
置
す
る
が

清
盲
で
あ
り
「
仏
像
ニ
向
フ
ト
雖
モ
、
瞻
ミ
観
ル
コ
ト
能
ハ
不
。」
と
嘆
き

往
生
を
遂
げ
る
た
め
に
現
身
で
の
仏
像
を
観
る
こ
と
を
冀
求
し
「
終
時
ニ

臨
ミ
、
忽
チ
ニ
明
眼
ヲ
得
テ
、
仏
像
ヲ
見
奉
リ
、
尊
顔
ヲ
瞻
仰
ス
。」
こ

と
を
得
て
、
僧
は
「
仏
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
リ
シ
。」
と
し
て
滅
し
、
元
禄
本

で
は
そ
れ
を
「
盲
ノ
目
明
テ
見
仏
」
と
説
明
し
て
い
る
。
肉
眼
で
見
る
こ

と
の
で
き
る
仏
像
は
、
浄
土
の
世
界
で
の
仏
そ
の
も
の
で
、
設
置
の
儀
は

モ
ノ（
像
）で
あ
っ
て
モ
ノ
で
な
い
も
の
の
認
識
と
い
え
る
。
そ
れ
は
上
巻

証
如
の
「
丈
六
ノ
立
像
ノ
阿
弥
陀
仏
九
体
ヲ
図
絵
シ
、
法
花
経
六
部
ヲ
書

写
」
す
る
こ
と
が
「
九
品
ヲ
望
ミ
六
道
ヲ
利
セ
ム
」
為
と
い
う
心
象
の
実

行
体
験
と
い
え
、
現
実
に
見
え
る
風
景
と
し
て
「
蓮
花
悉
ク
ニ
開
ケ
リ
。」

な
ど
現
前
の
自
然
風
土
の
中
に
往
生
を
立
証
す
る
こ
と
に
も
通
じ
る
。

　

こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
巻
下
備
前
ノ
権
ノ
守
有
輔
女
は
「
鎮
ニ
浄
土
ヲ

欣
ヘ
リ
」
と
い
う
生
活
を
送
り
、
病
の
な
か
念
仏
し
気
絶
え
た
の
ち
も

「
双
足
前
後
ニ
歩
ム
カ
如
シ
。」
と
浄
土
へ
歩
み
行
く
動
作
を
示
し
て
い

る
。
自
身
の
身
体
で
浄
土
に
赴
く
と
い
う
母
の
動
作
を
孝
子
が
確
認
し
往

生
を
確
信
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
孝
子
は
、
生
所
が
鐘
楼
・
瑠
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の
質
・
方
向
性
を
担
保
す
る
た
め
に
も
方
法
論
を
模
索
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
実
際
の
場
で
直
面
し
て
い
る
社
会
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
こ

と
を
念
頭
に
お
き
、
問
題
の
根
底
に
あ
る
構
造
を
分
析
し
、
真
宗
の
救
済

観
を
基
に
し
た
視
座
か
ら
問
題
へ
の
対
応
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
具
現

化
へ
と
繋
げ
て
い
く
と
い
う
方
法
も
既
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
頼
尊
恒
信

「
真
宗
に
お
け
る
現
代
教
学
の
現
状
と
課
題
」）。
こ
の
よ
う
な
社
会
問
題

の
構
造
分
析
を
通
し
て
、
真
宗
に
お
け
る
「
実
践
」
を
位
置
づ
け
る
と
い

う
方
法
は
、「
実
践
」
研
究
の
方
法
論
の
構
築
の
際
に
、
一
つ
の
基
底
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
「
実
践
」
研
究
の
課
題
と
し
て
、
所
謂
「
真
宗
」
で
な
い
も
の

を
、
真
宗
学
の
「
実
践
」
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
「
実
践
」
研
究
に
お
い
て
は
、
実
際
の

場
で
直
面
し
て
い
る
社
会
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
そ
の
問
題
の

構
造
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
真

宗
学
に
お
い
て
主
た
る
考
察
対
象
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
、
あ
る
い

は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
「
真
宗
」
で
な
い
も
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
よ
い
の
か
。
真
宗
学

に
お
け
る
「
実
践
」
研
究
は
、
そ
の
主
目
的
が
実
際
の
場
で
直
面
し
て
い

る
社
会
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
真
宗
学
に
お
い

て
行
わ
れ
て
き
た
研
究
と
は
そ
の
目
的
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
真
宗
学
と

は
別
個
に
、「
実
践
」
研
究
を
目
的
と
し
た
「
実
践
真
宗
学
」
が
あ
り
、

そ
の
研
究
に
お
い
て
「
真
宗
」
で
な
い
も
の
を
考
察
対
象
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
真
宗
学
と
現
実
社
会
と
の
間
に
あ
り
、
い
わ
ば
〝
緩
衝
〞
の
役

割
を
担
う
こ
と
を
実
践
真
宗
学
に
想
定
す
る
こ
と
を
、
こ
の
「
実
践
」
研

究
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
方
策
と
し
て
提
唱
す
る
。

流
で
あ
る
文
献
を
基
と
し
た
理
論
的
な
研
究
と
比
較
す
る
と
、
蓄
積
が
少

な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
傾
向
が
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
応

え
る
実
践
的
要
素
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
学
問
的
課
題
に
も
繋
が
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
課
題
の
解
決
、
す
な
わ
ち
現
代
社
会
の
諸
問
題

に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
実
践
」
研
究
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
実
践
」
研
究
の
動
向
を
概
観
す
る

と
、
そ
の
研
究
対
象
は
、
寺
院
の
よ
う
な
真
宗
に
携
わ
る
人
間
同
士
の
場

の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
関
係
性
と
い
う
観
点
か
ら
換
言
す
る
な
ら
ば
、
真

宗
が
互
い
の
関
係
を
繋
い
で
い
る
中
核
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
が
対

象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
や
臨
床
宗
教
師
を
例

に
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
と
は
異
な
る
立
場
に
い
る
人
間
と
関
係
す

る
場
、
関
係
性
の
中
核
に
あ
る
の
が
真
宗
、
あ
る
い
は
宗
教
で
は
な
い
と

こ
ろ
も
研
究
対
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
象
を
研
究
す
る
方
法
と
し
て

は
、
従
来
の
真
宗
学
の
言
説
か
ら
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
す
る
こ
と
を
一

端
留
保
し
、
考
察
す
る
の
が
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
真
宗
学
の
立
場
か
ら
検
証
す
る
と
い

う
試
み
も
ま
た
、
重
要
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
方
法
論
構
築
が
、「
実
践
」

研
究
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
真
宗
学
の
言
説
か
ら
の
援
用
で
は
な

い
方
法
を
用
い
る
こ
と
は
、
真
宗
に
お
け
る
「
伝
道
」
の
解
明
や
維
持
・

発
展
を
直
接
的
な
研
究
目
的
に
設
定
す
る
以
外
に
も
、
社
会
学
や
心
理
学

等
の
研
究
方
法
に
基
づ
き
、
個
々
に
目
標
を
設
定
し
て
の
研
究
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
研
究
の
幅
が
広
が
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
同
時
に

そ
れ
は
、
真
宗
学
に
お
け
る
「
実
践
」
研
究
と
し
て
評
価
す
る
際
に
は
、

そ
の
質
や
方
向
性
が
不
鮮
明
に
な
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
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る
。
研
究
者
も
ま
た
当
該
教
団
所
属
の
宗
教
者
で
あ
り
、
研
究
は
実
践
教

学
（
神
学
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
教
団
付
置
研
究
所
が
あ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
研
究
所
が
集
ま
っ
て
、
他
宗
教
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
実
践
と
研

究
を
よ
り
幅
広
く
交
差
さ
せ
る
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
の
試
み
も
あ

る
。
ま
た
、
宗
教
的
背
景
を
も
た
な
い
研
究
者
も
参
与
し
、
宗
教
の
社
会

貢
献
活
動
の
た
め
に
多
様
な
コ
ラ
ボ
を
目
指
す
、
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡

会
や
支
縁
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
緩
や
か
な
繋
が
り
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
組
織
化
さ
れ
た
形
で
、
学
問
的
権
威
の
裏
付
け
を
持
つ
講
座
や
研

究
所
と
し
て
、
東
北
大
学
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
や
臨
床
仏
教
研
究
所
な

ど
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
幅
広
い
分
野
で
活
動
で
き
る
「
臨
床
宗
教
師
」

「
臨
床
仏
教
師
」
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
定
の
宗
教
の
背
景
を
も
つ
宗
教
の
研
究
者
と
そ
う
で
な
い
宗
教
の
研

究
者
と
の
間
に
は
、
意
識
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
宗
教
に
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
理
想

を
投
影
し
な
が
ら
、
現
実
の
宗
教
を
批
判
的
に
検
証
す
る
研
究
の
姿
勢
が

あ
る
か
ら
だ
。

　

実
践
と
研
究
の
相
互
作
用
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
宗
教
者

の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
宗
教
者
も
ま
た
、
な
ぜ

自
分
が
社
会
活
動
に
乗
り
出
す
か
悩
ん
で
い
る
。
ど
の
宗
教
に
お
い
て
も

救
済
に
つ
い
て
説
き
、
ど
の
宗
教
者
に
も
自
他
と
も
に
救
か
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
心
が
養
わ
れ
る
が
、
宗
教
者
の
た
す
け
心
が
い
ま
、
そ
の
発
露

の
場
を
求
め
て
模
索
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ
う
し
た
時
に
、
研
究
の

客
観
性
を
も
っ
て
実
践
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
裏
打
ち
す
る
役
割
が
研
究
者
の

側
に
求
め
ら
れ
る
。
研
究
者
も
ま
た
物
語
を
と
も
に
紡
い
で
い
く
協
働
者

の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

宗
教
者
の
社
会
参
画
を
め
ぐ
る
実
践
と
研
究
の
相
互
作
用

金
子
　
　
昭

　

宗
教
者
の
社
会
参
画
と
は
、
自
ら
が
宗
教
者
で
あ
る
と
自
認
す
る
者

（
＝
宗
教
者
）
が
、
自
ら
の
信
じ
る
超
越
的
存
在
に
庇
護
さ
れ
、
ま
た
自

ら
は
救
わ
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
の
下
に
、
そ
の
存
在
に
後
押
し
さ
れ

て
、
そ
の
救
い
の
確
信
を
社
会
や
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
行
為
と
し
て

表
明
す
る
（
＝
社
会
参
画
す
る
）
こ
と
を
言
う
。
こ
の
場
合
の
社
会
参
画

に
は
、
当
該
宗
教
以
外
の
領
域
へ
の
参
加
や
関
与
で
あ
り
、
宗
教
色
を
出

す
か
否
か
は
問
わ
な
い
。

　

実
践
者
が
宗
教
者
（
当
事
者
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
研
究
者
は
広
義
の

宗
教
学
者
（
応
援
者
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
両
者
が
全
く
重
な
る
場
合

も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
実
践
と
研
究
の
間
に
は
距
離
感
が
あ
り
、
両

者
が
別
々
で
あ
れ
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
両
者
の
間
に
は
距
離
が
あ
る
。

社
会
参
画
を
研
究
者
が
応
援
す
る
と
い
っ
て
も
、
布
教
伝
道
の
応
援
と
構

造
的
に
は
同
じ
で
、
要
は
布
教
も
し
く
は
活
動
先
の
リ
サ
ー
チ
、
そ
の
方

法
の
助
言
、
ま
た
そ
の
状
況
や
結
果
の
分
析
・
評
価
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
効
果
や
成
果
を
重
視
す
る
結
果
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
社
会
的
な
関
わ
り
を
通
じ
て
宗
教
者
の
心
性
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
深
化
・
変
容
す
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
深
化
・
変
容
を
求

め
る
過
程
と
し
て
社
会
参
画
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
人
々
や
社
会
の
側
で
も

同
様
な
内
面
的
変
化
も
生
じ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
携
わ
る
の
が
、
宗

教
者
は
も
と
よ
り
宗
教
者
が
関
与
し
て
い
く
社
会
の
内
面
的
変
化
を
探
究

す
る
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
研
究
す
る
側
の
姿
勢
を
も
変
容
さ

せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
な
っ
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。

　

宗
教
者
と
実
践
者
の
コ
ラ
ボ
活
動
の
例
に
は
幾
つ
か
の
あ
り
方
が
あ
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は
、
復
興
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
し
て
、

①
見
守
り
・
心
身
の
ケ
ア
へ
の
支
援
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
③
住
宅
・
生
活
再
建
に
関
す
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備

に
重
き
を
置
く
と
し
、
特
に
②
を
「
心
の
復
興
」
と
定
義
し
て
い
る
。
一

方
で
、
そ
の
「
心
の
復
興
」
を
誰
が
担
う
の
か
に
つ
い
て
は
特
に
示
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
宗
教
界
は
こ
の
「
復
興
・
創
生
期
間
」
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
六
年
三
月
以
降
の
宗
教
専

門
紙
数
紙
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
儀
礼
・
法
要
関
連
が
約
四
〇
％
で
あ

り
、
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
約
一
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
メ
デ
ィ

ア
が
何
に
注
目
し
た
か
に
依
存
す
る
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
半
が

経
ち
、
年
中
的
な
儀
礼
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
日
常
的
な
支
援
活
動
を

実
施
し
て
い
る
宗
教
者
・
宗
教
団
体
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
だ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
日
常
的
な
支
援
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
宗
教
者
・

宗
教
団
体
も
被
災
三
県
を
中
心
に
存
在
し
て
い
る
。
調
査
数
は
十
数
件
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
傾
向
を
分
類
す
る
と
、（
Ａ
）独
立
型
、（
Ｂ
）

教
団
主
導
型
、（
Ｃ
）法
人
設
立
型
、（
Ｄ
）市
民
協
力
型
と
な
る
。

　
（
Ａ
）独
立
型
は
、
活
動
範
囲
は
自
身
が
所
属
す
る
宗
教
施
設
の
近
隣
で

あ
り
、
信
者
・
信
徒
と
活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、
近
年
は
日
常
の
宗
教
活

動
へ
と
回
帰
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
震
災
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た

人
間
関
係
（
社
会
関
係
資
本
）
を
活
用
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
目

立
っ
た
。（
Ｂ
）教
団
主
導
型
は
、
活
動
規
模
は
教
団
か
ら
の
支
援
に
も
よ

る
が
市
町
村
単
位
が
多
く
（
と
き
に
は
越
境
し
て
活
動
）、
宗
教
者
が
基

本
的
に
活
動
し
て
い
る
（
専
属
の
職
員
が
い
る
場
合
も
あ
る
）。
現
在
で

　

し
か
し
、
宗
教
者
の
実
践
に
共
感
し
寄
り
添
う
だ
け
で
な
く
、
と
き
に

は
不
都
合
な
真
実
を
つ
き
つ
け
る
の
も
研
究
者
の
役
目
で
あ
る
。
こ
の
緊

張
関
係
に
満
ち
た
相
互
作
用
が
宗
教
者
・
研
究
者
双
方
に
対
し
て
、
そ
の

社
会
的
存
在
と
し
て
の
自
己
を
問
い
直
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
契
機
と
な
る

（
そ
れ
は
当
該
宗
教
内
の
信
頼
関
係
の
中
で
あ
れ
ば
よ
り
成
立
し
や
す
い

だ
ろ
う
）。
こ
う
し
た
事
態
は
、
既
存
の
教
え
を
つ
き
く
ず
し
、
信
仰
世

界
を
解
体
さ
せ
る
圧
力
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
か
ら
見
れ
ば
教
え

を
再
解
釈
し
、
信
仰
世
界
を
再
構
築
さ
せ
る
支
援
と
も
な
り
う
る
。
こ
こ

で
は
実
践
が
従
で
研
究
が
主
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
実
践
と
研
究

の
接
続
に
よ
り
、
新
た
な
宗
教
的
自
己
と
新
た
な
社
会
と
の
出
会
い
が
形

成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
復
興
・
創
生
期
間
」
に
お
け
る

震
災
被
災
地
の
支
援
活
動
と
宗
教
の
役
割

齋
藤
　
知
明

　

本
報
告
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
半
が
経
っ
た
い
ま
、
宗
教

者
・
宗
教
団
体
が
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
支
援
活
動
を
検
討
し
、
四
つ

の
分
類
に
分
け
て
考
察
し
た
。

　

政
府
は
、
震
災
が
起
こ
っ
た
二
〇
一
一
年
か
ら
五
年
間
を
「
集
中
復
興

期
間
」
と
し
、
①
財
源
の
確
保
と
被
災
自
治
体
の
負
担
軽
減
、
②
イ
ン
フ

ラ
復
旧
・
ま
ち
づ
く
り
、
③
被
災
者
支
援
、
④
産
業
の
復
興
、
⑤
原
子
力

災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生
の
五
点
に
復
興
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
集
約

し
、
支
援
対
策
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
五
年
間
を
「
復
興
・
創

生
期
間
」
と
称
し
て
、
被
災
地
の
自
立
や
被
災
者
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
に

集
中
的
に
取
り
組
む
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
特
に
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
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宗
教
と
新
た
な
つ
な
が
り
の
創
出 

│
│ 

防
災
・
見
守
り
・
観
光 

│
│

稲
場
　
圭
信

　

本
発
表
は
、
寺
社
教
会
等
宗
教
施
設
を
含
み
込
ん
だ
防
災
の
取
り
組

み
、
な
ら
び
に
「
Ｉ
Ｔ
を
用
い
た
防
災
・
見
守
り
・
観
光
に
関
す
る
仕
組

み
づ
く
り
の
共
同
研
究
」
の
経
緯
・
経
過
報
告
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
宗
教
施
設
と
行
政
と
の
協
力
的
な
体
制
が
生
ま

れ
て
い
る
中
、
筆
者
ら
は
宗
教
施
設
を
含
め
た
防
災
ア
プ
リ
、「
未
来
共

生
災
害
救
援
マ
ッ
プ
（
災
救
マ
ッ
プ
）」
を
開
発
し
た
。

　

平
常
時
か
ら
使
用
し
な
い
も
の
は
非
常
時
に
は
使
え
な
い
。
ま
た
、
平

常
時
に
関
わ
り
が
な
い
宗
教
施
設
と
災
害
時
に
連
携
を
と
る
の
は
難
し

い
。
過
去
の
教
訓
か
ら
、
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
い

る
。
二
〇
一
七
年
二
月
五
日
、
大
阪
府
泉
大
津
市
に
お
い
て
、
あ
る
寺
の

住
職
が
中
心
と
な
り
、
筆
者
ら
が
協
力
し
て
災
救
マ
ッ
プ
を
用
い
た
防
災

ま
ち
歩
き
を
行
な
っ
た
。
参
加
者
の
中
の
あ
る
一
人
が
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。「（
防
災
が
）
こ
ん
な
に
楽
し
く
て
い
い
の
？
」
し
か
し
そ
の
よ
う
な

防
災
こ
そ
、
社
会
に
と
っ
て
役
に
立
つ
防
災
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

災
救
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
寺
社
宗
教
施
設
、
避
難
所
を
回
る
こ
の
よ
う
な

防
災
は
、
防
災
に
も
と
も
と
興
味
の
な
い
、
逆
説
的
に
「
最
も
防
災
訓
練

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
対
象
者
を
引
っ
張
り
出
す
可
能
性
が
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で
緊
急
避
難
所
、
活
動
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
宗
教

施
設
の
多
く
が
、
日
頃
か
ら
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
存
在
だ
っ
た
。
宗
教

者
が
、
平
常
時
か
ら
自
治
体
、
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
と
連
携
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
災
害
時
に
力
を
発
揮
し

た
。
今
回
の
よ
う
な
防
災
ま
ち
歩
き
な
ど
も
含
め
て
、
平
常
時
の
取
り
組

み
か
ら
連
携
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

は
教
団
か
ら
の
経
済
的
支
援
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
活
動
は
先
細
り
を
見

せ
て
い
る
。（
Ｃ
）法
人
設
立
型
は
、
活
動
規
模
は
市
町
村
単
位
が
多
く
、

信
者
・
非
信
者
問
わ
ず
専
属
の
職
員
が
所
属
し
て
い
る
。
宗
教
団
体
で
は

な
い
の
で
行
政
か
ら
の
助
成
金
な
ど
を
得
や
す
く
、
近
年
で
は
支
援
活
動

だ
け
で
は
な
く
、
農
業
支
援
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
へ
と
展
開
し
て
い
る
。

（
Ｄ
）市
民
協
力
型
は
、
宗
教
者
が
一
市
民
と
し
て
他
の
市
民
団
体
に
所
属

し
て
い
る
場
合
や
、
他
の
市
民
が
宗
教
者
の
施
設
を
活
用
し
て
い
る
場
合

な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
総
じ
て
市
町
村
単
位
の
規
模
で
活

動
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
支
援
活
動
か
ら
ま
ち
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
運

営
、
勉
強
会
開
催
へ
と
展
開
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

で
は
、
被
災
地
の
市
民
ら
が
宗
教
者
・
宗
教
団
体
の
活
動
を
特
別
に
意

識
し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。「
宗
教
者
は
も
っ
と
支

援
活
動
し
た
方
が
よ
い
で
す
か
？
」
と
複
数
の
市
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
と
こ
ろ
、「
あ
ま
り
気
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」「
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
が
多
数
で
あ
っ
た
。
少
数
な
が
ら
、
宗
教
に
関
す
る
回
答
の
な
か
で

登
場
し
た
の
は
、「
寺
院
や
神
社
は
震
災
時
の
避
難
所
と
な
っ
た
」「
震
災

の
と
き
に
よ
く
し
て
く
れ
た
宗
教
者
の
方
も
い
る
」
な
ど
、
震
災
直
後
の

活
動
に
関
し
て
印
象
が
残
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
活
動
の
継
続
の
可
能
性
や
意
思
、
継
続
し
た
先
の
展
望
、
そ

し
て
日
常
の
宗
教
活
動
と
支
援
活
動
と
の
擦
り
合
わ
せ
に
対
す
る
思
い
・

考
え
な
ど
を
検
討
し
、
東
日
本
大
震
災
が
宗
教
者
・
宗
教
団
体
、
ひ
い
て

は
宗
教
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
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ス
テ
ム
（
仮
称
：Regional Inform

ation Co-creative System

：

RICS

リ
ッ
ク
ス
）」
を
構
築
す
る
。
そ
こ
に
は
、
地
域
の
宗
教
施
設
の

情
報
、
祭
り
や
年
中
行
事
の
情
報
、
近
所
の
商
店
街
の
情
報
や
、
自
治
会

の
回
覧
板
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
、
双
方
向
で
発
信
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
。

　

無
論
、
共
同
研
究
な
の
で
、
そ
の
成
果
が
問
わ
れ
る
。
宗
教
施
設
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
人
文
社
会
系
と
科
学
技
術
の
融
合
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
あ
ま
り
例
の
な
い
新
た
な
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ

ー
チ
に
対
し
て
、
各
方
面
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

世
俗
内
宗
教 

│
│ 

俗
人
の
日
常
的
組
織
活
動
に
お
け
る
宗
教
現
象 

│
│

清
水
　
俊
毅

　

本
発
表
で
は
、
新
規
の
宗
教
組
織
形
式
の
類
型
構
想
を
提
示
し
た
。
現

代
日
本
の
組
織
の
構
造
的
特
徴
を
考
察
す
る
と
こ
ろ
に
始
ま
り
、
そ
れ
と

歴
史
的
な
宗
教
組
織
形
態
と
の
対
比
を
通
じ
て
定
め
た
類
型
に
よ
っ
て
、

歴
史
的
集
団
の
変
化
の
在
り
よ
う
を
ど
の
よ
う
に
記
述
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
を
試
行
し
た
。「
教
団
」
と
い
う
よ
り
も
、
信
徒
集
団
の
形
式
に
注

目
す
る
点
が
こ
の
類
型
構
想
の
特
徴
で
あ
る
。

　

発
表
者
は
昨
年
度
大
会
で
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
取
り
上
げ
た
。
過
去

に
巷
間
で
異
端
カ
ル
ト
的
存
在
と
し
て
騒
が
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
だ
が
、
現
行

主
流
は
そ
う
し
た
私
人
向
け
の
も
の
で
な
く
企
業
に
研
修
を
提
供
し
て
い

る
。
こ
の
企
業
研
修
型
セ
ミ
ナ
ー
は
古
典
的
そ
れ
と
違
い
匿
名
性
を
持
た

ず
、
閉
鎖
的
な
セ
ミ
ナ
ー
空
間
と
会
社
の
社
会
が
地
続
き
で
あ
り
、
一
頃

騒
が
れ
た
よ
う
に
私
人
を
周
囲
か
ら
逸
脱
さ
せ
る
よ
う
に
は
作
用
せ
ず
、

む
し
ろ
企
業
の
外
殻
と
し
て
精
神
的
権
力
秩
序
を
提
供
し
、
会
社
共
同
体

　

近
年
日
本
国
内
に
お
い
て
地
震
の
頻
度
や
規
模
が
増
大
し
て
い
る
。
個

人
の
命
を
守
る
た
め
（
自
助
）、
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
災
害
救
助
を

迅
速
に
行
う
た
め
（
共
助
）、
そ
し
て
公
共
の
支
援
や
そ
の
後
の
復
興
を

促
進
す
る
た
め
（
公
助
）
に
、
完
成
度
の
高
い
情
報
網
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
防
災
の
み
で
は
社
会
的
波
及
効
果
が
薄
い
。
平
常
時

と
非
常
時
を
連
動
さ
せ
る
た
め
に
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
見
守
り
や
観
光

を
合
わ
せ
た
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
推
進
す
る
共
同
研
究
は
、
Ｉ

Ｔ
を
用
い
て
、
全
国
に
存
在
す
る
約
二
〇
万
の
宗
教
施
設
、
約
三
〇
万
の

自
治
会
組
織
を
地
域
資
源
と
し
、
防
災
対
応
を
基
礎
に
地
域
を
つ
な
げ

る
、
新
た
な
縁
を
実
践
的
に
模
索
す
る
試
み
で
あ
る
。
共
同
研
究
構
成
員

は
、
国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
、
一
般
社
団
法
人
全
国
自
治
会
活
動
支
援

ネ
ッ
ト
、
株
式
会
社
ナ
ブ
ラ
・
ゼ
ロ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｔ

Ｎ
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
八
月
、
大
阪
大
学
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
独
立
電
源
通
信

網
実
験
機
「
み
ま
も
り
ロ
ボ
く
ん
Ⅲ
」
を
三
台
設
置
し
、
九
月
一
一
日
に

は
実
験
機
完
成
披
露
式
を
行
っ
た
。
こ
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
災
害
時
対

応
（
建
物
、
道
路
の
異
常
）、
土
砂
災
害
へ
の
対
応
（
見
守
り
カ
メ
ラ
と

Ａ
Ｉ
に
よ
る
分
析
、
パ
ト
ラ
イ
ト
や
周
辺
へ
の
情
報
発
信
）
や
非
常
事
態

に
電
力
・
公
衆
網
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
大
手
キ
ャ
リ
ア
中
継
基
地
局
）

が
消
失
し
て
も
独
立
電
源
通
信
網
で
、
そ
の
地
域
の
一
人
一
人
に
情
報
が

行
き
届
き
、
自
ら
が
安
全
確
保
に
行
動
し
、
ま
た
、
双
方
向
シ
ス
テ
ム
で

助
け
を
求
め
る
危
機
対
応
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
防
災
・
危
機
対
応
の
み
で
は
社
会
的
波
及
効
果
が

薄
い
。
そ
こ
で
、
平
常
時
の
見
守
り
と
観
光
を
セ
ッ
ト
で
、
日
常
で
も
役

に
立
つ
機
能
に
よ
り
ト
ー
タ
ル
に
危
機
対
応
す
る
「
地
域
情
報
共
創
シ
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を
仰
い
で
い
た
。
世
俗
内
慈
善
を
世
俗
内
慈
善
「
事
業
」
と
見
直
せ
ば
、

セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
複
合
体
に
お
け
る
企
業
と
同
じ
形
式
が
見
出
さ
れ
る
の

だ
。
要
約
す
る
な
ら
ば
、
宗
教
性
を
持
っ
た
営
為
を
目
的
と
す
る
、
宗
教

教
団
か
ら
自
立
し
つ
つ
そ
こ
か
ら
指
導
を
受
け
る
俗
人
組
織
で
あ
り
、
そ

の
営
為
と
い
う
の
が
世
俗
生
活
内
の
日
常
的
経
済
行
為
で
あ
る
よ
う
な
類

型
で
あ
る
。
こ
の
類
型
を
仮
に
「
日
常
内
禁
欲
型
自
律
信
徒
団
」
と
呼

ぶ
。

　

類
型
は
あ
く
ま
で
手
段
な
の
で
、
以
下
、
試
用
例
を
示
す
。
類
型
を
二

つ
の
特
徴
で
画
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
隣
接
領
域
が
自
ず
と
顕
れ
る
。
自
律

に
対
す
る
非
自
律
、
世
俗
内
禁
欲
に
対
す
る
信
心
行
だ
（
天
職
労
働
と
異

な
り
「
外
面
か
ら
し
て
聖
で
あ
る
行
為
」
を
信
心
行
と
す
る
）。
こ
こ
か

ら
西
洋
中
世
兄
弟
団
や
参
拝
講
社
な
ど
が
「
信
心
行
型
自
律
信
徒
団
」、

宗
教
改
革
以
降
に
教
会
の
統
制
を
受
け
た
近
世
兄
弟
団
を
「
信
心
行
型
非

自
律
信
徒
団
」
と
表
現
で
き
る
。
英
国
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
爆
発
的
発
展
は
解

体
さ
れ
た
兄
弟
団
に
代
わ
る
「
自
発
的
結
社
」
の
大
き
な
結
実
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
観
点
か
ら
大
陸
カ
ト
リ
ッ
ク
と
英
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

俗
信
徒
集
団
の
動
き
を
、「
信
心
行
型
自
律
信
徒
団
を
共
に
有
し
て
い
た

が
、
宗
教
改
革
で
環
境
が
一
変
し
、
組
織
統
制
が
強
ま
っ
た
前
者
は
信
心

行
型
非
自
律
信
徒
団
類
型
に
移
行
し
、
思
想
的
統
制
圧
自
体
は
高
ま
っ
た

が
内
部
抗
争
に
よ
る
勢
力
分
立
が
大
き
か
っ
た
後
者
で
は
、
日
常
内
禁
欲

型
自
律
信
徒
団
が
こ
れ
に
代
わ
っ
て
発
達
し
た
」
と
簡
便
に
記
述
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

文
化
を
補
強
す
る
機
能
を
有
す
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
枠
組
み
を
セ
ミ
ナ

ー
・
企
業
複
合
体
と
呼
称
す
る
。

　

こ
の
複
合
体
の
最
大
の
構
造
的
特
徴
は
、「
教
義
」
を
伝
え
再
生
産
す

る
少
数
的
専
従
者
組
織
と
、
そ
の
指
導
を
仰
ぐ
多
数
的
在
俗
「
信
徒
」
組

織
が
か
な
り
明
確
に
分
か
れ
、
後
者
の
自
立
性
が
高
い
こ
と
だ
。
後
者
は

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ル
ト
と
も
カ
ル
ト
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
も
、
組
織
宗

教
と
も
言
え
な
い
。
こ
の
分
立
と
自
立
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
西
洋
中

世
の
兄
弟
会
や
本
邦
の
講
社
と
い
っ
た
、
組
織
教
団
に
対
す
る
平
信
徒
組

織
に
類
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
も
俗
人
が
構
成
し
、
自
律
的
活

動
を
行
な
い
つ
つ
、
特
定
の
教
区
教
会
、
寺
社
・
御
師
と
い
っ
た
形
式
的

に
上
位
な
専
従
者
を
有
し
た
。
だ
が
こ
れ
と
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
複
合
体
を

比
較
す
る
と
、
あ
る
顕
著
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
俗
人
組
織
の
活
動
が

日
常
的
生
活
の
内
に
収
ま
る
「
ケ
」
の
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
周
縁

的
な
「
ハ
レ
」
の
も
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
企
業
・
セ
ミ
ナ
ー
複
合
体

で
「
在
家
信
徒
」
が
行
な
う
の
は
あ
く
ま
で
日
常
的
な
労
働
行
為
で
あ

り
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
言
う
「
世
俗
内
禁
欲
」
と
近
似
の
も
の
に
他
な
ら
な

い
。

　

こ
の
観
点
か
ら
類
似
し
て
い
る
と
見
え
る
の
が
、
近
世
近
代
に
発
達
し

た
西
洋
慈
善
（charity

）
だ
。
慈
善
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
は
本
邦
で
理
解

さ
れ
て
い
る
よ
り
範
囲
が
広
く
、
公
益
的
事
業
・
事
業
体
を
指
す
用
法
が

大
き
い
。
発
表
者
は
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
英
国
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
爆
発
的

増
大
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
れ
は
増
大
し
た
の
が
（
人
類
史
的
に
慈
善
執

行
の
基
軸
は
宗
教
者
だ
っ
た
一
方
）
在
家
で
完
結
す
る
「
世
俗
内
慈
善
」

で
あ
る
た
め
だ
が
、
在
家
で
完
結
す
る
と
は
言
っ
て
も
そ
の
基
盤
思
想
は

キ
リ
ス
ト
教
思
潮
で
あ
り
、
実
行
者
ら
は
特
定
の
司
祭
や
神
学
者
に
指
導
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実
践
に
あ
る
と
し
、
宗
教
者
は
そ
れ
を
銘
記
す
べ
し
と
い
う
方
針
を
掲
げ

て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
Ａ
Ｇ
で
は
司
祭
と
修
道
女
が
宗
教
者
の
資

格
で
運
営
に
関
与
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
教
区
の
方
針
に
従
い
、
宗
教
者

の
活
動
に
は
宗
教
的
な
意
義
と
責
務
が
伴
う
と
い
う
こ
と
を
強
く
自
覚
し

て
い
る
。
司
祭
と
修
道
女
は
、
Ａ
Ｇ
の
従
業
員
に
対
し
内
実
を
互
い
に
異

に
す
る
ケ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
彼
ら
が
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

　

事
業
を
始
め
て
わ
ず
か
二
年
目
の
二
〇
一
三
年
、
Ａ
Ｇ
はV

-Star

か

ら
顕
彰
さ
れ
、
優
れ
た
事
業
体
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
現
在
Ａ
Ｇ
は
、

タ
ッ
カ
ラ
イ
教
区
の
事
業
の
中
で
最
も
成
功
し
、
成
長
を
続
け
る
事
業
体

と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｇ
の
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
教

区
に
よ
る
資
金
の
調
達
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
に
対
す
る
宗
教
者
の
き
め

細
か
な
ケ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
る
。
Ａ
Ｇ
の
従
業
員
は
経
済
的
に
も

家
庭
内
に
お
い
て
も
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
些
細
な
こ
と
が
引
き
金
と
な

っ
て
就
労
困
難
に
陥
る
。
宗
教
的
権
威
を
も
つ
宗
教
者
に
よ
る
従
業
員
へ

の
ケ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
業
員
を
精
神
的
に
支
え
、
彼
ら
の
勤
労
意
欲

を
低
下
さ
せ
ず
に
作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
般
に
宗
教
者
の
過
大
な
関
与
が
、
宗
教
組
織
が
母
体
と
な

る
事
業
に
お
い
て
、
成
功
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
対

象
と
し
た
Ａ
Ｇ
の
場
合
、
民
間
企
業
と
宗
教
組
織
の
共
同
事
業
で
あ
り
、

両
者
の
間
に
あ
る
種
の
分
業
関
係
が
あ
る
。
経
営
面
に
つ
い
て
は
、
営
利

企
業
で
あ
るV

-Star

が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
全
責
任
を
負
っ
て
い

る
。
一
方
、
宗
教
組
織
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
タ
ッ
カ
ラ
イ
教
区
は
、

作
業
所
と
労
働
力
を
提
供
し
、
製
品
の
製
造
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
宗
教

組
織
側
は
、
い
わ
ば
「
下
請
け
」
的
な
立
場
と
言
っ
て
よ
い
。

宗
教
組
織
が
母
体
と
な
る
社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割

岡
光
　
信
子

　

本
発
表
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
タ
ッ
カ
ラ
イ
教
区
が

行
う
社
会
福
祉
事
業
を
取
り
上
げ
、
事
業
運
営
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割

を
分
析
し
、
宗
教
者
の
参
画
が
事
業
に
ど
の
よ
う
な
意
味
と
影
響
を
与
え

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
宗
教
組
織
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
考
察
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
、
タ
ッ
カ
ラ
イ
教
区
は
社
会
福
祉
事
業
を
円
滑
に
行
う

K
anya K

um
ari Social Service Society

（
以
下
Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
を

設
立
し
、
複
数
の
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

調
査
対
象
と
し
た
事
業
は
、
女
性
下
着
を
製
造
す
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ガ

ー
メ
ン
ト
（
以
下
Ａ
Ｇ
）
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
二
〇
一
一
年
、
Ｋ
Ｋ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
が
教
区
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｇ
は
、
女
性
が
収
入
を
確
保

す
る
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
女
性
を
取
り
巻
く
諸
情
況
を
改
善
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

　

Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
ケ
ー
ラ
ラ
州
に
本
社
が
あ
るV

-Star Creations 
Pvt. Ltd.

（
以
下V

-Star

）
に
接
触
し
、
女
性
下
着
を
製
造
す
る
共
同

事
業
と
し
て
Ａ
Ｇ
を
を
タ
ッ
カ
ラ
イ
教
区
内
に
設
立
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
製
造
機
械
、
作
業
所
と
し

て
十
分
な
空
間
、
作
業
員
と
作
業
を
順
調
に
進
め
る
責
任
者
を
提
供
し
、

V
-Star

は
、
自
己
負
担
に
よ
る
作
業
従
事
者
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
製

品
原
材
料
の
提
供
を
受
け
持
つ
と
と
も
に
、
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

責
任
を
も
つ
と
い
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
タ
ッ
カ
ラ
イ
教
区
は
、
教
会
の
教
義
に
則
り
、
諸
事

業
の
目
的
は
利
益
追
求
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
慈
善
の
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面
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
て
き
た
。
ま
た
、
学
校
教
育
場
面
で
も
環
境
教
育

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
青
少
年
期
か
ら
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
動
機

づ
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
問
題
に
対
す
る
、
法
制
・
技
術
・

教
育
な
ど
の
各
分
野
か
ら
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
成
果

も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
宗
教
者
・
教
団
か
ら
も
環
境
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
、
教
化
面
に
お
け
る
環
境
啓
発
・
教
団
施
設
や
地
域
社
会
を
対
象

と
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
近
年
は
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
教
団
を
超
え
た
諸
宗
教
の
対
話
や
協
力
と
連
動
し
、
相
乗

効
果
を
高
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。

　

本
発
表
で
は
、
宗
教
者
・
教
団
が
取
り
組
む
環
境
配
慮
活
動
の
中
で
、

特
徴
的
な
性
格
を
持
つ
「
宗
教
太
陽
光
発
電
所
」
の
活
動
に
着
目
し
、
そ

の
事
例
研
究
を
通
し
て
冒
頭
の
研
究
目
的
を
達
成
し
た
い
と
思
う
。
発
表

は
、
①
は
じ
め
に　

②
宗
教
者
・
教
団
と
環
境
問
題　

③
取
り
組
み
事
例

の
類
型　

④
Ｒ
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
取
り
組
み
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

⑤
考
察　

⑥

お
し
ま
い
に　

の
順
で
行
な
っ
た
。

　

本
発
表
を
通
し
て
得
た
事
柄
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
と

考
え
る
。

① 

環
境
問
題
の
解
決
は
法
制
・
技
術
・
教
育
な
ど
の
各
分
野
に
加
え
、
そ

れ
ら
を
運
用
す
る
人
間
の
心
の
問
題
を
領
域
と
す
る
宗
教
者
・
教
団
も

連
携
す
る
意
味
が
あ
る
こ
と
。

② 
そ
の
連
携
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
が
有
効
な
手
段
に
な
り
え
る
こ
と
。

③ 
宗
教
者
・
教
団
が
発
信
す
る
環
境
情
報
は
、
自
宗
教
の
教
義
を
背
景
と

し
な
が
ら
も
普
遍
的
な
環
境
倫
理
と
し
て
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｇ
の
運
営
で
宗
教
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
宗

教
者
と
し
て
の
領
分
を
踏
み
越
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
弱
者
に
対
す
る
ケ

ア
と
い
う
宗
教
者
の
職
能
を
十
二
分
に
活
か
せ
る
分
野
に
特
化
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
事
業
経
営
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
、
Ａ
Ｇ
の
成
長

を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｇ
の
成
功
の
要
訣
は
、
適
切
な
パ
ー
ト
ナ

ー
を
見
出
し
て
不
得
手
な
部
分
を
補
い
つ
つ
、
宗
教
組
織
と
し
て
の
能
力

の
限
界
を
超
え
な
い
範
囲
で
事
業
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

宗
教
太
陽
光
発
電
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

深
田
伊
佐
夫

　

本
発
表
の
目
的
は
、
宗
教
者
・
教
団
が
連
携
し
て
取
り
組
む
環
境
配
慮

活
動
拡
大
の
可
能
性
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
宗
教
間
協
力
の
新

た
な
形
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
が
象
徴
す
る
環
境
問
題
は
、
我
々
が
想
像
す
る
以
上
の
速

度
で
進
行
し
、
気
候
変
化
に
よ
る
気
温
上
昇
・
干
ば
つ
・
大
量
降
雨
等
の

形
で
顕
在
化
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
早
い
時
期
か
ら
認
識
さ
れ
、

一
九
七
二
年
の
人
間
環
境
宣
言
を
は
じ
め
多
く
の
国
際
条
約
が
発
効
・
締

結
し
た
。
二
〇
一
五
年
の
第
二
一
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
国
際
会
議
（
パ

リ
協
定
で
）
は
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
条
約
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
削
減
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
世
界
各
国
で
も
環
境
保
全
や
具
体

的
な
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
流
れ
に
よ
り
、
産
業
場
面
で
は
煤
煙
規
制
と
水
質
保
全
の
取

り
組
み
に
始
ま
り
、
省
資
源
型
の
産
業
機
器
や
生
活
機
器
の
開
発
に
よ

る
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
削
減
が
推
進
さ
れ
た
。
生
活
場
面
で
は
、
各

種
生
活
機
器
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
実
現
し
、
経
済
的
側
面
と
環
境
的
側
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ァ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
宗
教
集
団
の
Ｉ
Ｔ
利

用
、
ネ
ッ
ト
上
の
宗
教
に
つ
い
て
の
研
究
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
発
表
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
宗
教
を
研
究
の
対

象
と
す
る
宗
教
学
に
お
い
て
技
術
が
考
察
の
対
象
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
、
宗
教
学
の
観
点
か
ら
い
う
と
技
術
に
は
宗
教
的
次
元
は
な
い

と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
点
で
あ
る
。

　

他
方
、
隣
接
分
野
の
文
化
人
類
学
で
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
の

科
学
人
類
学
以
降
、
国
内
の
場
合
に
限
っ
て
も
、
宮
武
公
夫
の
『
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
人
類
学
』（
二
〇
〇
〇
年
）、
久
保
明
教
の
『
ロ
ボ
ッ
ト
の
人
類

学
』（
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
直
ぐ
目
に
留
ま
る
。
宮
武
が
論
じ
て
い
る

よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
民
族
学
で
は
技
術
の
問

題
が
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か

ら
の
文
化
人
類
学
の
再
定
義
の
中
、
科
学
人
類
学
の
影
響
で
技
術
も
一
つ

の
新
し
い
テ
ー
マ
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思

わ
れ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
分
野
で
は
こ
こ
数
年
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

カ
ル
・
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ニ
ム
ズ
ム
、
擬
人
化
と
言
っ
た
テ

ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
論
考
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
だ
け
焦
点
を
当
て
て
い
る
場
合

が
多
い
が
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
う
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
様
々
な
生
き
物
を
機
械
的
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
考
察
の
対

象
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。
国
内
外
で
も
生
物
を
模
倣
し
て
自
律
的
に
行
動

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
試
み
て
い
る
研
究
は
多
数
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
ウ
ィ
ス
研
究
所
は
「
生
命
体
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
工
学
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
律
的
に
飛
行
す
る
マ
イ
ク
ロ
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
デ
ザ

技
術
と
宗
教 

│
│ 

ネ
オ
・
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て 

│
│

木
村
　
武
史

　

発
表
者
の
今
ま
で
の
幾
つ
か
の
研
究
、
宗
教
と
世
俗
に
関
す
る
エ
リ
ア

ー
デ
の
議
論
、
森
政
弘
の
ロ
ボ
ッ
ト
仏
教
哲
学
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
の
宗

教
社
会
学
研
究
の
延
長
で
、
最
近
の
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
と
人
間
の
関
係
を

巡
る
ネ
オ
・
ア
ニ
ム
ズ
ム
の
議
論
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
従
来
の
宗
教
学
関
係
の
著
作
で
技
術
が
考
察
の
対
象
に
な
っ
て

い
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
出
版

の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
Ｈ
・
カ
ッ
プ
ス
著
『
宗
教
研
究
―
学
問
分
野
の
構
築
』

の
索
引
に
は
技
術
は
な
い
。
二
〇
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
た
ホ
ル
ム
ズ
・
ロ

ル
ス
ト
ン
著
『
科
学
と
宗
教
―
批
判
的
概
観
』
は
、
技
術
に
近
い
科
学
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
索
引
を
見
て
も
技
術
は
見
当
ら

な
い
。
二
〇
〇
六
年
の
コ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
・
ス
タ
ッ
ク
ラ
ド
編
『
ブ
リ
ル

宗
教
事
典
』
に
は
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
出
て
く
る
が
、
技
術
は
な
い
。
二

〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ネ
ル
ズ
編
『
ル
ー
ト
リ
ッ
ジ
宗
教

研
究
』
第
二
版
の
索
引
を
見
る
と
、
科
学
は
あ
る
が
、
技
術
は
な
い
。
二

〇
〇
九
年
出
版
の
ピ
ー
タ
ー
・
Ｂ
・
ク
ラ
ー
ク
編
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

宗
教
社
会
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
索
引
に
は
、
技
術
と
宗
教
的
活
力
が
出

て
く
る
が
、
本
文
で
は
、
民
主
化
に
貢
献
し
た
他
の
技
術
革
新
と
い
う
表

現
が
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
宗
教
の
研
究
に
お
い
て
、
科
学
は
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で

あ
り
続
け
て
き
た
の
に
対
し
て
、
技
術
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
で
、
宗
教
集
団
が
テ
レ
ビ
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
を
利
用
し
て

い
る
点
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ヴ
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イ
ン
、
製
作
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
生
命
体
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
工
学
が
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
か
ら
の
自
然
へ
の
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク
リ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
人
間
社
会
の
重
要
な
一
部
分
を
構
成
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
社
会
と
自
然
環
境
と
の
間
の
関
係
を

新
た
な
次
元
へ
と
進
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
工
学
的
な
ア
ニ
ミ
ズ

ム
に
満
ち
た
人
間
社
会
と
自
然
環
境
の
媒
介
の
位
置
を
持
ち
、
ア
ニ
ミ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
自
然
環
境
で
は
な
く
、
ア
ニ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
技
術
環
境
の

中
で
の
人
間
と
い
う
新
し
い
存
在
の
可
能
性
を
示
す
状
態
へ
の
移
行
を
示

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
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第
八
部
会

河
口
慧
海
と
法
華
経

庄
司
　
史
生

　

河
口
慧
海
（
一
八
六
六
―
一
九
四
五
）
の
主
要
な
事
績
と
し
て
、
そ
の

入
蔵
と
そ
れ
に
よ
る
多
く
の
仏
典
将
来
の
他
に
、
仏
典
の
翻
訳
に
基
づ
く

文
献
学
的
研
究
手
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
近
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
学

の
基
盤
構
築
が
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
慧
海
に
よ
る
法

華
経
研
究
と
い
う
事
例
の
検
討
を
通
じ
て
、
入
蔵
前
後
に
お
け
る
彼
の
漢

訳
仏
典
に
対
す
る
評
価
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
、
あ
わ
せ
て
立
正

大
学
品
川
図
書
館
が
所
蔵
す
る
慧
海
旧
蔵
の
法
華
経
関
連
資
料
を
紹
介
し

た
い
。

　

さ
て
、
慧
海
に
よ
る
入
蔵
の
動
機
と
し
て
、
漢
訳
仏
典
（
具
体
的
に
は

妙
法
蓮
華
経
）
に
対
す
る
疑
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
経
典
の
真
意
を
知
る
た
め
に
は
漢
訳
の
み
で
は
な
く
、
蔵

訳
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
彼
は
そ
の
た
め
に
入
蔵
を
試
み
た
訳
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
回
入
蔵
か
ら
帰
国
し
た
一
九
一
五
年
に
発
表

さ
れ
た
『
入
蔵
記
』
中
の
「
法
華
経
研
究
」、
或
い
は
同
年
の
日
印
協
会

で
の
講
演
「
印
度
人
と
西
蔵
人
」
に
お
い
て
「
…
大
体
か
ら
言
う
と
漢
訳

は
勝
れ
て
居
っ
て
、
西
蔵
訳
は
劣
っ
て
居
る
…
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
蔵
漢
訳
法
華
経
の
比
較
研
究
の
結
果
、
入
蔵
前
と
は
異
な
り
、
彼
は

漢
訳
の
す
ぐ
れ
た
点
を
指
摘
す
る
に
至
っ
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
慧
海
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
梵
文
写
本
法
華
経
（
東
大
所
蔵
）

を
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
は
梵
文
写
本
法
華
経
（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
の
他
、
カ

ン
ギ
ュ
ル
所
収
の
蔵
訳
法
華
経
（
東
洋
文
庫
、
大
正
大
学
所
蔵
）
と
単
独

の
紺
紙
金
銀
泥
写
本
法
華
経
（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
を
日
本
へ
と
将
来
し
て

い
る
こ
と
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
こ
の
他
に
、
⑴
梵
文
『
法

華
経
』
校
訂
本
（
一
九
一
二
年
刊
行
、
所
謂
「
ケ
ル
ン
・
南
條
本
」）、
⑵

『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』（
一
六
七
六
年
、
桐
花
堂
）、
⑶
岡
教
邃
訳
『
法
華

経
』（
一
九
二
三
年
、
大
阪
屋
）
等
が
彼
の
旧
蔵
書
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
（
以
上
は
全
て
立
正
大
学
品
川
図
書
館
所
蔵
。
こ
れ
ら
の
書
誌
情
報
や

解
説
を
含
め
た
目
録
は
平
成
二
九
年
度
に
刊
行
予
定
）。

　

以
上
の
三
書
全
て
に
は
、
慧
海
本
人
に
よ
る
書
入
れ
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
書
入
れ
の
検
証
結
果
よ
り
、
梵
文
に
つ
い
て
は
⑴
ケ
ル
ン
・
南
條

本
を
用
い
、
漢
訳
妙
法
蓮
華
経
に
つ
い
て
は
⑵
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
を

参
照
し
、
両
者
を
比
較
し
な
が
ら
法
華
経
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
⑶
の
岡
訳
本
に
お
い
て
、
慧
海
は
訳
文
に
対
す
る
修
正
を
含
む

朱
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
⑵
は
慧
海
旧
蔵
書
で
あ
る
と
と
も
に
、

織
田
得
能
（
一
八
六
〇
―
一
九
一
一
）
旧
蔵
書
（
織
田
蔵
書
印
あ
り
）
で

あ
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
慧
海
は
哲
学
館
に
お
い
て
織

田
得
能
の
講
義
を
受
講
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
旧
蔵
書
か
ら
、
慧
海
は
入
蔵
後
に
お
い
て
も
、

法
華
経
を
読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
入
蔵

前
の
慧
海
に
と
っ
て
法
華
経
は
入
蔵
の
動
機
（
漢
訳
法
華
経
に
対
す
る
疑

念
）
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
入
蔵
後
の
蔵
訳
法
華
経
の
読
解
以
後
に

お
い
て
は
、
漢
訳
の
価
値
と
そ
の
意
義
を
「
発
見
」
す
る
に
至
る
き
っ
か

け
を
与
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
法

華
経
研
究
を
通
し
て
（
梵
・
）
蔵
・
漢
訳
仏
典
の
比
較
読
解
と
い
う
、
い
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摘
し
て
き
た
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
を
境
目
と
し
て
そ
の
状

況
は
次
第
に
変
遷
し
、
仏
教
者
も
積
極
的
に
女
子
教
育
の
課
題
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
る
。
こ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
、
例
え
ば
大
谷
女
学
校
（
一
九

〇
〇
年
）、
京
都
淑
女
学
校
（
一
九
〇
一
年
）、
慈
愛
女
学
校
（
一
九
〇
二

年
）
な
ど
が
設
立
さ
れ
る
な
か
、
専
精
も
「
仏
教
主
義
」
を
踏
ま
え
た
女

子
教
育
の
可
能
性
に
目
覚
め
て
い
く
。
彼
は
一
九
〇
三
年
に
、「
東
洋
女

学
校
」
の
創
立
を
宣
言
し
、
そ
の
設
置
間
際
の
一
九
〇
五
年
二
月
に
『
女

子
教
育
管
見
』
と
い
う
形
で
、
初
め
て
体
系
的
に
自
ら
の
女
子
教
育
論
を

世
に
問
う
て
い
る
。
専
精
は
「
仏
教
と
女
子
と
の
関
係
に
就
い
て
」、
多

く
の
「
誤
謬
」
が
あ
る
と
述
べ
る
。
例
え
ば
、
仏
教
は
女
性
軽
視
の
態
度

を
固
持
す
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
真
精
神
」
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で

な
い
と
指
摘
す
る
。
専
精
は
さ
ら
に
、
マ
リ
ア
信
仰
を
土
台
と
し
つ
つ
男

女
同
等
を
掲
げ
る
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
く
、
儒
教
お
よ
び
仏
教
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
る
よ
う
な
「
東
洋
の
倫
理
」
を
踏
ま
え
た
男
女
関
係
論
の
枠
組

で
教
育
を
施
す
べ
き
と
考
え
、
そ
の
理
想
は
東
洋
女
学
校
の
命
名
と
も
少

な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
。
専
精
に
よ
れ
ば
、
男
性
と
は
異
な
る
「
身
体

の
構
造
」
や
「
心
理
の
作
用
」
を
有
す
る
女
性
は
、「
家
庭
」
や
「
育
児
」

と
い
っ
た
「
天
職
」
に
専
念
す
る
た
め
の
教
育
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
。

　

こ
う
し
て
彼
は
日
露
戦
争
後
、
次
第
に
女
子
教
育
の
事
業
を
重
視
し
て

い
き
、「
人
倫
」
の
レ
ベ
ル
で
の
「
男
尊
女
卑
」
を
肯
定
し
つ
つ
、「
人
格
」

の
上
で
の
「
男
女
同
等
」
を
認
め
る
が
、
後
者
は
「
平
等
」
で
あ
る
と
は

い
え
、
優
れ
た
「
人
格
」
は
然
る
べ
き
方
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
た
。
こ
の
「
人
格
」
と
は
多
く
の
先
学
者
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
世
紀
転
換
期
の
日
本
帝
国
を
特
徴
づ
け
る
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る

わ
ば
近
代
仏
教
学
の
基
本
的
手
法
の
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を
、
よ
り
強

固
な
も
の
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
一
九
二
四
年
の
『
梵
蔵
伝

訳
法
華
経
』
出
版
の
他
、『
漢
蔵
対
照
勝
鬘
経
』（
同
年
）、『
蔵
漢
対
訳
大

日
経
住
心
品
』（
一
九
二
七
年
）、『
漢
蔵
対
照
国
訳
維
摩
経
』（
一
九
二
八

年
）、
の
『
梵
蔵
和
英
合
壁
浄
土
三
部
経
』（
一
九
三
一
年
）、『
蔵
文
和
訳

大
日
経
』（
一
九
三
四
年
）
等
と
い
う
よ
う
に
、
文
献
学
的
研
究
の
成
果

を
次
々
に
公
刊
し
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
結
果
に
対
す
る
現
代
的
視
点
か
ら

の
再
検
証
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
将
来

者
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、
さ
ら
に
そ
の
背
景

に
は
批
判
的
な
点
も
含
め
、
慧
海
に
お
け
る
法
華
経
の
存
在
が
大
な
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
研
究
は
、
二
〇
一
七
年
度
立
正
大
学
ネ
パ
ー
ル
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
タ
イ
プ
Ａ
）「
ネ
パ
ー
ル
仏
教
の
包
括
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

近
代
仏
教
と
修
養 

│
│ 

村
上
専
精
の
教
育
論
を
中
心
と
し
て 

│
│

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

　

大
谷
派
出
身
の
仏
教
者
で
あ
り
、
東
京
（
帝
国
）
大
学
で
「
印
度
哲
学
」

を
講
じ
た
村
上
専
精
（
一
八
五
一
―
一
九
二
九
）
は
、
日
露
戦
争
期
の
前

後
か
ら
、
当
時
、
大
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
「
修
養
」
と
い
う
概
念
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
、
仏
教
を
中
心
と
す
る
ひ
と
つ
の
教
育
論
の
形
成
に
資
し
て

い
く
。
専
精
は
こ
の
時
期
よ
り
、
女
子
教
育
お
よ
び
「
修
養
」
の
課
題
に

関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
著
作
を
発
表
し
た
。

　

近
代
日
本
の
女
子
教
育
に
関
し
て
は
、
仏
教
側
の
い
く
つ
か
の
取
り
組

み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
主
に
、
キ
リ
ス

ト
教
系
学
校
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
指
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大
正
期
親
鸞
像
の
形
成 

│
│ 

本
願
寺
教
団
の
動
向
を
中
心
に 

│
│

内
手
　
弘
太

　

大
正
期
、
文
芸
界
を
中
心
に
「
親
鸞
ブ
ー
ム
」
が
惹
起
し
、
親
鸞
は

「
時
代
の
寵
児
」
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
。
そ
の
よ
う
な
動
向
に
対
し
て
、

本
願
寺
教
団
に
所
属
す
る
真
宗
学
者
も
個
人
誌
を
発
刊
す
る
な
ど
、
自
身

の
親
鸞
像
・
親
鸞
思
想
を
宣
伝
し
て
い
る
。
近
年
様
々
な
角
度
か
ら
、
大

正
期
の
「
親
鸞
像
」
研
究
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
教
団
に
所
属
す
る
真

宗
学
者
の
「
親
鸞
像
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し

か
し
近
代
仏
教
史
を
窺
う
に
あ
た
り
、「
教
団
」
の
存
在
は
そ
の
影
響
力

や
役
割
か
ら
も
無
視
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
教
団
、
と
り
わ
け
教
学
面
で
中
心
人
物
で
あ
っ
た
梅
原
真

隆
（
一
八
八
五
―
一
九
六
六
）
に
注
目
し
、
検
討
し
た
。

　

梅
原
を
取
り
上
げ
た
理
由
と
し
て
は
、
龍
谷
大
学
誕
生
期
の
真
宗
学
教

授
と
し
て
そ
の
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
役
割
を
担
う
と
同
時
に
、
個
人
誌

『
親
鸞
聖
人
研
究
』
な
ど
を
刊
行
し
、
自
身
の
親
鸞
像
・
親
鸞
思
想
の
解

釈
を
、
大
正
期
の
思
想
空
間
に
お
い
て
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
点
や
、

戦
時
下
に
、
教
団
の
執
行
と
な
り
、
戦
時
体
制
推
進
の
中
心
的
な
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
大
正
九
年
に
刊
行
し
た
『
浄
土
真
宗
』
は
そ
の

内
容
の
み
な
ら
ず
、
当
時
多
数
の
人
々
に
読
ま
れ
る
な
ど
、
近
代
の
本
願

寺
派
教
学
を
考
察
す
る
上
で
透
過
出
来
な
い
書
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
梅
原
が
社
会
問
題
に
対
し
て
積

極
的
に
発
言
し
た
点
に
も
注
目
し
た
。
米
騒
動
を
近
因
と
し
て
、
国
家
か

ら
の
要
請
も
あ
り
、
本
願
寺
教
団
で
は
「
社
会
課
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

社
会
問
題
に
よ
り
関
心
を
示
す
。
こ
う
し
た
教
団
の
動
向
の
中
で
梅
原

は
、
融
和
運
動
に
活
発
的
に
取
り
組
ん
だ
教
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の

が
、
専
精
の
発
言
に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
「
修

養
」
と
い
う
概
念
と
の
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
専
精
は

『
通
俗
修
養
論
』（
一
九
一
一
年
三
月
）
も
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
後

身
の
青
年
諸
君
」
に
対
し
て
「
健
全
な
る
人
格
を
養
成
」
す
る
方
法
に
つ

い
て
伝
え
よ
う
と
す
る
作
品
で
あ
り
、
本
書
の
成
立
背
景
に
関
し
て
専
精

は
、「
物
質
的
文
明
」
へ
の
不
満
と
し
て
の
「
精
神
主
義
」
の
浮
上
を
指

摘
し
て
い
る
。
彼
は
、
同
時
期
に
お
け
る
他
の
仏
教
（
教
育
）
者
の
よ
う

に
「
物
質
主
義
」
の
問
題
に
対
す
る
「
精
神
主
義
」
の
可
能
性
を
導
き
、

「
西
洋
」
と
「
東
洋
」
と
の
対
立
関
係
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
西
洋
の
哲
学
及
び
科
学
は
研
究
主
義
の
も
の
で
あ
る
」
の
に
対
し
て
、

「
東
洋
の
仏
教
及
び
儒
教
」
は
「
実
践
主
義
の
も
の
」
で
あ
る
と
し
、「
実

践
主
義
は
即
ち
修
養
主
義
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。
女
子
教
育
と
同

様
、
専
精
は
「
修
養
」
を
必
ず
「
東
洋
の
倫
理
」
の
枠
組
で
考
え
て
い
る

こ
と
も
わ
か
る
。

　

以
上
、
専
精
は
女
子
教
育
に
携
わ
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
当
該
期
の
思

想
界
を
表
現
す
る
最
も
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
人
格
の
修
養
」

に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
は
「
教
理
」
に
加
え
、「
実

践
」
も
仏
教
を
語
る
上
で
の
主
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い
く
姿
勢
が
窺

え
る
。
事
実
、
近
年
に
お
い
て
様
々
な
視
座
か
ら
明
治
期
の
修
養
論
の
内

実
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
方
、
宗
教
史
の
観
点
か
ら
、
こ
の
時

期
の
修
養
言
説
に
焦
点
を
当
て
る
研
究
は
皆
無
に
等
し
く
、
仏
教
者
の
貢

献
を
考
え
る
も
の
は
な
お
さ
ら
少
な
い
。
報
告
者
が
本
稿
で
示
し
た
研
究

課
題
の
可
能
性
を
追
究
す
る
形
で
今
後
も
、
村
上
専
精
を
中
心
と
す
る
近

代
日
本
仏
教
思
想
史
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
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を
受
け
る
。「
自
己
批
判
」
と
は
本
来
「
時
代
批
判
」
で
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
梅
原
の
考
え
は
自
己
に
す
べ
て
が
収
斂
し
、
個

人
本
位
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
。
確
か
に
、
本
来
そ
の
歴
史
社
会
に
所
属

し
て
い
る
一
人
と
し
て
、
社
会
問
題
を
自
己
批
判
の
媒
介
と
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
相
互
媒
介
と
し
て
自
己
批
判
が
歴
史
社
会
の
批
判
へ
と
展
開
す
る

よ
う
に
も
思
え
る
。
だ
が
梅
原
に
お
い
て
は
そ
こ
ま
で
は
語
ら
れ
な
い
、

も
し
く
は
語
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
決
し
て
梅
原
の
み
の
問

題
で
は
な
く
、
戦
後
の
親
鸞
像
や
親
鸞
論
を
貫
く
課
題
に
な
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

『
実
験
の
宗
教
』
に
お
け
る
佐
々
木
月
樵
の
修
養
論

鈴
木
　
朋
子

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
実
験
の
宗
教
』
は
、
浄

土
真
宗
の
佐
々
木
月
樵
（
一
八
七
五
―
一
九
二
六
）
の
初
著
で
あ
る
。
本

書
は
、
最
澄
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
僧
侶
十
名
の
「
崇
高
な
る
人
格
」

に
感
化
を
受
け
た
佐
々
木
自
身
の
「
実
感
の
記
載
」
で
あ
り
、
佐
々
木
は

こ
の
著
書
を
「
修
養
に
資
せ
ん
と
欲
す
る
人
々
の
座
右
に
呈
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。
日
本
で
は
明
治
三
十
年
代
に
入
る
と
、
い
か
に
生
き
る
べ

き
か
、
人
生
の
意
義
と
は
何
か
を
問
い
、
煩
悶
す
る
青
年
た
ち
に
向
け
て
、

人
格
の
向
上
こ
そ
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
そ
の
た
め
の

修
養
書
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
。『
実
験
の
宗
教
』
も
、
こ
う
し
た
性
格
を

も
つ
書
物
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
特
色
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
僧
と
と
も
に

西
洋
思
想
家
の
言
行
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
佐
々

木
は
こ
う
し
た
手
法
に
よ
っ
て
、
日
本
仏
教
思
想
の
普
遍
性
と
独
自
性
を

状
況
下
で
提
示
し
た
の
が
、
梅
原
の
「
親
鸞
像
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
当
時
の
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
「
親
鸞
像
」
の
一
端
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

梅
原
の
「
親
鸞
像
」
は
当
該
期
に
一
般
的
で
あ
っ
た
「
愚
禿
」
体
験

（
罪
悪
性
の
自
覚
に
よ
る
自
己
否
定
）
に
よ
っ
て
、
本
来
の
自
己
に
立
ち

返
り
、
救
済
さ
れ
た
（
肯
定
）
親
鸞
像
を
受
け
つ
つ
も
、『
教
行
信
証
』

後
序
に
示
さ
れ
る
「
流
罪
」
の
記
録
を
起
点
と
し
て
、「
愚
禿
の
こ
こ
ろ
」

は
「
非
僧
非
俗
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
点
に
そ
の
特
徴
を
有
す
。
梅
原
は

「
非
僧
非
俗
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
現
実
の
仏
教
界
や
民
衆
に
妥
協
し

な
か
っ
た
親
鸞
の
姿
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
梅
原

の
「
非
僧
非
俗
」
は
も
う
一
つ
展
開
す
る
。
梅
原
の
「
非
僧
非
俗
」
は
、

確
か
に
一
旦
は
「
時
代
批
判
」
を
認
め
る
も
、
時
代
の
問
題
は
、
自
己
の

現
実
相
を
知
り
、
自
己
の
罪
悪
性
の
自
覚
へ
と
誘
引
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
ら
れ
、
最
終
的
に
「
自
己
批
判
」
へ
と
収
斂
す
る
。
そ
こ
に
は
、
真
実

を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
自
身
の
虚
偽
性
を
自
覚
し
、
自
己
批
判
を
し
続
け

た
梅
原
の
「
親
鸞
像
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
親
鸞
像
に
至
っ
た
背
景
と

し
て
、
梅
原
の
社
会
問
題
へ
の
言
及
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

社
会
問
題
に
対
し
て
、
梅
原
は
精
神
的
解
放
を
強
調
し
た
上
で
、
時
代

の
問
題
を
自
己
の
罪
悪
と
し
て
取
り
込
み
、
自
己
の
問
題
と
し
て
懺
悔
し

て
い
く
必
要
性
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
共
に
罪
悪
を

背
負
う
水
平
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
自
身
の
「
親
鸞
主
義
の
希
念
が
あ
る
」
と
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
こ
う
し

た
発
想
と
連
動
し
て
形
成
し
た
の
が
、
梅
原
に
お
け
る
「
愚
禿
」
と
い
う

立
場
を
宣
言
し
た
「
非
僧
非
俗
」
の
親
鸞
像
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
梅
原
の
親
鸞
像
は
、
当
該
時
代
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
批
判
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行
為
と
な
り
、
煩
悶
苦
痛
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
頃
、
清
と
の
戦
争
で
勝
利
を
収
め
た
日
本
は
、
対
外
的

独
立
と
い
う
目
標
に
大
き
く
前
進
を
遂
げ
、
国
家
は
個
人
の
手
の
及
ば
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
近
代
国
家
の
建
設
に
参
与
す
る
と
い

う
目
標
を
失
っ
た
青
年
た
ち
は
、
人
生
の
意
義
を
求
め
て
煩
悶
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
佐
々
木
は
こ
の
よ
う
な
煩
悶
に
対
し
、
国
家
も
名

誉
も
財
産
も
つ
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
も
の
に
人
生
の
意
義
を

見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
心
自
体
が
つ
ま
ら
ぬ

と
自
覚
し
、
如
来
の
大
命
の
ま
ま
に
生
き
よ
と
呼
び
か
け
る
。
如
来
は
い

か
な
る
者
も
見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
苦
し
み
か
ら
救
お
う
と
は
た
ら
き
か

け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
に
貢
献
で
き
な
く
と
も
名
誉
や
財
産
を

得
て
い
な
く
と
も
、
我
々
は
存
在
そ
の
も
の
に
意
義
を
有
し
て
お
り
、
自

己
と
は
如
来
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
内
観
を
重
ね
て
如
来
に
摂
め
取
ら
れ
て
い
る
自
己
と
い
う
あ

り
よ
う
を
知
り
、
如
来
へ
の
信
心
を
確
立
す
る
と
い
う
営
み
が
、
佐
々
木

に
お
け
る
修
養
で
あ
り
、
こ
う
し
た
修
養
に
よ
っ
て
煩
悶
苦
痛
か
ら
脱
却

し
安
心
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
、
彼
は
青
年
た
ち
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

多
田
鼎
の
俗
諦
論
に
関
す
る
一
考
察

春
近
　
　
敬

　

真
宗
僧
多
田
鼎
（
一
八
七
五
―
一
九
三
七
）
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
俗

諦
に
関
す
る
文
章
を
繰
り
返
し
執
筆
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
以
下

の
通
り
で
あ
る
。「
俗
諦
に
関
す
る
研
究
」（『
新
布
教
』
一
九
二
〇
年
十

二
月
）、「
俗
諦
論
」（『
教
化
』
一
九
二
一
年
七
月
―
翌
年
五
月
）、「
本
願

際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
主
に
敬
体
を
用
い

て
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
幅
広
い
層
の
青

年
が
手
に
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
読
み
や
す
さ
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
第
三
に
、
真
宗
を
信
仰
す
る
佐
々
木
が
、
中
立
的
な
立
場
で
さ
ま
ざ

ま
な
宗
派
の
僧
を
と
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
四

に
、
僧
た
ち
の
略
歴
と
著
述
の
一
覧
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
契
機

と
し
て
仏
教
に
関
心
を
も
っ
た
読
者
が
知
識
を
深
め
、
修
養
の
一
助
と
す

る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
叙
述
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
内
観
を
通
じ
て
自
己
を
知

り
、
信
心
を
確
立
し
た
こ
と
で
安
心
を
得
た
と
い
う
点
に
、
佐
々
木
は
僧

た
ち
の
「
崇
高
な
る
人
格
」
を
認
め
、
感
化
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
内
観
と
信
心
に
よ
る
安
心
の
獲
得
が
、
青
年
た
ち
の
抱
え
て
い

る
煩
悶
苦
痛
に
対
し
、
い
か
に
応
答
し
う
る
も
の
な
の
か
を
、
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

　

当
時
の
日
本
で
は
、
受
験
戦
争
を
勝
ち
抜
い
た
学
歴
エ
リ
ー
ト
が
高
い

地
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た
コ
ー
ス
に
乗
れ
な
い
者
の
中
に

は
、
経
済
的
成
功
を
目
指
す
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。
佐
々
木
は
こ
の
よ
う

な
状
況
を
念
頭
に
置
き
、
進
路
の
選
択
と
い
う
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
世
間
の
評
判
や
他
人
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
当
時
に
お
け
る
倫
理
道
徳
と

は
、
国
家
に
対
す
る
臣
民
と
し
て
の
義
務
責
任
の
遂
行
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
り
、
青
年
た
ち
は
そ
の
重
圧
に
苦
悩
し
て
い
た
。
そ
こ
で
佐
々
木

は
、
親
や
国
家
を
中
心
と
す
る
の
で
は
な
く
、
如
来
を
中
心
と
し
、
如
来

の
大
命
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
す
る
と
、
倫
理
道
徳
は
他
か
ら
強

制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
心
か
ら
湧
き
出
る
報
恩
感
謝
の
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え
た
。
多
田
は
、
宗
義
に
囚
わ
れ
ず
自
己
と
親
鸞
と
の
一
対
一
の
関
係
で

仏
教
を
受
け
止
め
る
よ
う
な
暁
烏
の
姿
勢
も
非
難
し
て
い
た
。

　

後
期
の
多
田
に
お
い
て
は
、
衆
生
を
「
嬰
児
」
に
た
と
え
る
考
え
方
が

強
調
さ
れ
た
。
阿
弥
陀
如
来
を
母
に
見
立
て
て
、
凡
夫
た
る
我
等
に
如
来

か
ら
廻
向
さ
れ
る
名
号
は
い
わ
ば
「
嬰
児
」
に
与
え
ら
れ
る
「
乳
」
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
真
諦
で
あ
る
と
し
た
。
東
京
時
代
の
多
田
は
、
如
来
の
慈

悲
を
身
に
感
ず
る
こ
と
で
苦
難
の
人
生
も
歩
ん
で
い
け
る
と
す
る
恩
寵
主

義
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
多
田
自
身
が
実
際
に
信
仰

や
生
活
上
の
困
難
を
経
験
す
る
過
程
で
破
綻
し
、「
動
転
」
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
結
果
、
後
期
の
多
田
は
如
来
の
仰
せ
を
ひ
た
す
ら
信
受
す
る
姿

勢
に
徹
す
る
思
想
へ
と
転
じ
た
。
我
々
は
如
来
の
慈
悲
だ
け
で
は
救
済
さ

れ
な
い
、
具
体
的
な
真
諦
た
る
「
乳
」
が
な
け
れ
ば
た
す
か
ら
な
い
と
い

う
理
解
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
命
を
つ
な
ぐ
真
諦
の
「
乳
」
に

対
し
て
、
俗
諦
は
衆
生
が
人
間
と
し
て
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
如

来
か
ら
与
え
ら
れ
る
「
衣
」
に
譬
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
書
か
れ
た
経
典

は
如
来
か
ら
の
「
お
手
紙
」
で
あ
り
、
子
が
親
か
ら
の
手
紙
に
疑
い
を
差

し
挟
ま
な
い
よ
う
に
、
一
字
一
句
疑
い
な
く
信
受
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　

後
期
の
多
田
は
、
自
己
省
察
に
立
っ
た
自
分
な
り
の
仏
教
理
解
を
否
定

す
る
と
と
も
に
、
仏
教
に
対
す
る
「
科
学
的
」「
研
究
的
」
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
も
批
判
す
る
。
書
い
て
あ
る
そ
の
ま
ま
に
受
け
止
め
る
「
お
手
紙
」
で

あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
の
宗
学
を
辿
り
直
し
た
と
し
て
も
、
儒
教
倫
理
か

ら
独
立
し
た
「
宗
門
道
徳
」
を
求
め
な
が
ら
悲
化
段
の
五
常
と
い
う
儒
教

的
要
素
に
根
拠
を
置
く
結
果
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
多
田
の
信
仰
に
お
い

て
は
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
如
来
を
衆
生
の
「
親
」
に
譬
え
る
こ
と

自
体
は
、
真
宗
に
お
い
て
は
珍
し
い
考
え
方
で
は
な
い
。
し
か
し
、
凡
夫

抑
止
文
の
研
究
」（『
み
ど
り
ご
』
一
九
二
三
年
一
月
―
十
一
月
）、「
俗
諦

の
本
義
」（『
み
ど
り
ご
』
一
九
二
六
年
三
月
）、「
俗
諦
及
び
国
法
」（『
中

外
日
報
』
一
九
二
六
年
二
月
十
四
日
）、「
真
俗
二
諦
の
問
題
」（『
中
外
日

報
』
一
九
二
六
年
九
月
二
十
八
―
二
十
九
日
）、「
俗
諦
の
根
本
問
題
」

（
伊
藤
長
次
郎
『
真
俗
二
諦
観
集
』
一
九
二
七
年
）、「
真
諦
俗
諦
」（『
み

ど
り
ご
』
一
九
二
八
年
十
月
）。
多
田
は
は
じ
め
東
京
の
清
沢
満
之
（
一

八
六
三
―
一
九
〇
三
）
門
下
に
あ
っ
た
が
、
清
沢
没
後
の
一
九
一
四
年
に

信
仰
に
「
動
転
」
を
き
た
す
。
こ
の
と
き
従
来
の
恩
寵
主
義
を
撤
回
し

て
、
伝
統
的
な
宗
学
と
相
承
を
重
視
す
る
態
度
を
取
る
よ
う
に
な
る
。
多

田
に
と
っ
て
俗
諦
論
を
展
開
し
た
一
九
二
〇
年
代
は
、
彼
が
愛
知
県
蒲
郡

の
自
坊
に
帰
住
し
て
、「
動
転
」
後
の
自
ら
の
思
想
を
本
格
的
に
発
信
し

た
時
期
で
あ
っ
た
。
俗
諦
論
は
後
半
生
の
多
田
の
関
心
の
中
心
に
あ
り
、

俗
諦
論
を
通
じ
て
彼
の
後
期
の
思
想
と
信
仰
の
有
り
様
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

多
田
は
、
明
治
維
新
以
来
の
浄
土
真
宗
が
国
家
や
社
会
に
対
し
て
迎
合

と
追
従
を
繰
り
返
し
、
宗
門
と
し
て
の
勢
い
が
見
ら
れ
な
い
現
状
は
、
ひ

と
え
に
儒
教
倫
理
や
社
会
道
徳
や
国
家
運
営
か
ら
独
立
し
た
「
宗
門
道

徳
」
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
論
ず
る
。
そ
し
て
、
そ
の

「
宗
門
道
徳
」
の
未
確
立
は
、
俗
諦
の
研
究
が
未
熟
で
あ
る
か
ら
に
外
な

ら
な
い
と
し
た
。
と
は
い
え
、
多
田
の
俗
諦
論
は
俗
諦
の
根
拠
を
『
無
量

寿
経
』
の
悲
化
段
に
求
め
る
と
い
う
、
従
来
の
宗
学
の
範
囲
内
に
と
ど
ま

る
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
、『
歎
異
抄
』
を
最
上
位
に
置
い
た
真
宗
理
解

に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
、
か
つ
て
の
同
輩
で
あ
る
暁
烏
敏
（
一
八

七
七
―
一
九
五
四
）
ら
に
よ
る
、
善
悪
の
問
題
を
『
歎
異
抄
』
で
解
決
す

る
よ
う
な
言
説
を
強
く
批
判
し
て
お
り
、
相
対
善
の
実
行
の
可
能
性
を
訴
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る
。
柔
軟
に
和
す
る
社
会
は
、
歴
史
の
一
断
面
で
あ
り
、
和
の
歴
史
に
包

ま
れ
て
成
立
す
る
。
金
子
は
こ
の
「
歴
史
」
を
「
肉
体
」
と
も
表
現
す
る
。

歴
史
す
な
わ
ち
肉
体
は
、「
自
然
」
の
国
土
す
な
わ
ち
「
大
地
」
を
根
源

と
す
る
。
肉
体
は
大
地
の
「
能
感
」
と
な
り
、
大
地
は
肉
体
の
「
所
感
」

と
な
る
。
大
地
が
人
間
に
回
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
感
」
が
生
じ
る
。

大
地
は
社
会
・
歴
史
を
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
の
宗
教
的
領
域
で
あ
る
。

こ
の
大
地
と
社
会
・
歴
史
と
の
間
の
和
が
、
和
の
三
つ
の
意
を
綜
合
す
る

高
次
の
和
で
あ
る
。

　

金
子
が
「
自
然
」・「
国
土
」・「
大
地
」
と
表
現
す
る
「
土
」
理
解
の
背

景
に
は
、
聖
徳
太
子
『
維
摩
経
義
疏
』
の
「
如
来
に
は
本
己
が
土
な
る
も

の
な
し
、
唯
だ
所
化
の
衆
生
を
取
っ
て
以
て
仏
土
と
為
す
の
み
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
仏
は
本
来
「
土
」
を
有
せ
ず
と
も
よ
い
が
、
衆
生
は
「
土
」

に
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仏
は
衆
生
を
教
化
し
、「
土
」
を
方
便
化

土
（「
仏
土
」）
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
子
独
特
の

身
体
論
の
背
景
に
は
、
そ
の
還
相
回
向
理
解
が
あ
る
。
金
子
は
還
相
回
向

を
、
現
に
得
て
い
る
肉
身
の
意
の
受
け
と
り
な
お
し
と
考
え
て
い
た
。
こ

の
身
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
有
縁
の
存
在
の
歴
史
的
教
化
を
受
け
る
の
で

あ
り
、
そ
の
教
化
を
受
け
る
肉
身
は
ま
た
他
者
に
通
じ
、
教
化
せ
し
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
往
相
回
向
と
は
「
大
地
」
を
感
覚
す
る
こ
と
で
あ
り
、

還
相
回
向
と
は
「
大
地
」
に
随
順
し
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
金
子
の
い
う

「
大
地
」
と
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
あ
る
。
つ
ま
り
金
子
は
こ
の
「
大
地
」

を
根
本
と
す
る
方
便
化
土
と
し
て
の
日
本
を
構
想
し
、
世
に
問
う
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
「
和
の
世
界
観
」
で
あ
る
。「
大
地
」
が
「
国
土
」
と
も

表
現
さ
れ
る
時
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
は
不
可
避
的
に
天
皇
制
国
家
と

し
て
の
日
本
と
近
接
し
、
弁
別
し
難
い
様
相
を
帯
び
る
。
ま
た
金
子
自
身

の
自
覚
の
行
き
着
い
た
先
に
自
ら
を
「
嬰
児
」
と
ま
で
位
置
づ
け
て
、
与

え
ら
れ
る
「
乳
」
と
「
衣
」
を
疑
い
な
く
受
け
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
た
こ

と
は
、
多
田
の
思
想
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

和
の
世
界
観 
│
│ 

聖
徳
太
子
と
金
子
大
榮 

│
│

東
　
　
真
行

　

本
発
表
で
は
、
金
子
大
榮
の
還
暦
記
念
講
演
「
和
の
世
界
観
」（
一
九

四
一
）
を
テ
ク
ス
ト
と
し
、「
和
の
世
界
観
」
と
は
何
か
を
考
察
す
る
。

「
和
の
世
界
観
」
は
一
九
四
〇
年
代
の
金
子
を
代
表
す
る
一
篇
で
あ
り
、

戦
時
下
の
空
気
が
内
容
に
濃
厚
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
本
旨
が

考
察
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。「
和
」
と
は
当
然
、
聖
徳
太
子
『
十
七
条

憲
法
』
の
「
以
和
為
貴
」
に
由
来
す
る
が
、
金
子
は
聖
徳
太
子
と
如
何
に

遭
遇
し
、
如
何
な
る
思
索
を
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

金
子
は
一
九
四
〇
年
代
に
突
然
、
聖
徳
太
子
に
着
目
し
た
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
一
九
二
一
年
の
「
勝
鬘
経
義
疏
を
読
み
て
」（『
仏
教
研
究
』

第
二
巻
第
二
号
所
収
）
に
は
、
後
に
展
開
す
る
思
索
の
原
型
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
金
子
は
、
大
乗
の
衆
生
が
集
ま
る
理
想
の
社
会
を
太
子
は

志
し
た
と
述
べ
る
。
そ
の
社
会
に
お
い
て
は
如
何
な
る
宗
教
間
の
対
立
も

な
く
、
日
本
は
王
道
国
家
と
し
て
統
治
さ
れ
る
。
こ
こ
に
後
の
「
和
の
世

界
観
」
に
お
け
る
和
の
三
つ
の
意
、「
一
味
」（
理
想
の
社
会
）、「
強
み
」

（
王
道
国
家
）、「
和
み
」（
柔
軟
性
）
の
原
型
と
な
る
思
索
が
示
さ
れ
て
い

る
。「
和
の
世
界
観
」
で
は
、
こ
の
和
の
三
つ
の
意
が
「
社
会
」（「
世
」）、

「
歴
史
」（「
界
」）、「
自
然
」
へ
と
更
に
展
開
す
る
。
理
想
の
国
家
は
自
然

の
「
国
土
」
で
あ
り
、
歴
史
は
強
み
、
ま
た
は
「
増
長
性
」
を
有
す
る
伝

統
の
「
界
」、
社
会
は
柔
軟
性
を
具
え
る
空
間
、「
世
」
で
あ
る
べ
き
と
す
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文
化
へ
の
軽
視
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
中
国
仏
教
は
中
国
に
根

付
か
な
か
っ
た
と
か
、
因
果
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
脱
却
し
な
か
っ
た
と
い

う
指
摘
に
つ
い
て
の
根
拠
は
薄
弱
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
鈴
木
は
親
鸞
の
思
想
を
高
く
評
価
し
て
「
此
﹇
親
鸞
の
﹈
思
想

は
シ
ナ
に
も
な
く
印
度
に
も
な
く
欧
州
（
猶
太
教
・
基
督
教
）
に
も
な
い

の
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
る
が
、
親
鸞
の
「
絶
対
他
力
」
の
思
想
へ
の

鈴
木
の
評
価
の
基
盤
に
は
、
む
し
ろ
パ
ウ
ロ
や
ル
タ
ー
が
強
調
し
た
「
代

理
贖
罪
」
と
「
信
仰
義
認
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
含
ま
れ
る
立
場

に
つ
い
て
の
認
識
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
質
だ
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
は
ず

で
は
な
か
ろ
う
か
。
鈴
木
は
阿
弥
陀
仏
の
「
絶
対
愛
」
を
強
調
す
る
が
、

そ
れ
は
そ
も
そ
も
イ
エ
ス
の
代
理
贖
罪
と
い
う
形
の
「
絶
対
愛
」
と
不
可

分
の
論
点
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
い
頃
の
著
作
、
た
と
え
ば
一
九

〇
七
年
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
見
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
本

来
的
共
通
性
と
い
う
主
張
は
『
日
本
的
霊
性
』
で
は
消
え
て
し
ま
い
、
む

し
ろ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
服
従
」
的
生
き
方
を
批
判
的
に
言
及
し
た
り
も
し

て
い
る
。

　

当
時
の
国
家
ぐ
る
み
で
煽
動
さ
れ
て
い
た
価
値
観
に
、
戦
時
中
の
鈴
木

自
身
も
ま
た
足
を
ひ
き
ず
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
と
は

い
え
、
こ
の
『
日
本
的
霊
性
』
で
鈴
木
が
当
時
の
世
相
に
対
し
て
時
に
批

判
的
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
こ
と
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え

ば
、
日
本
が
韓
国
や
満
州
や
台
湾
や
中
国
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
来

の
文
化
の
個
性
を
尊
重
せ
ず
、
日
本
の
流
儀
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
へ
の
批
判
と
う
け
と
め
て
よ
い
叙
述
も
ま
た
見
出
せ
る
の
で
あ

る
。

　

戦
争
と
い
う
強
烈
な
体
験
と
危
機
意
識
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
鈴
木
は

が
当
時
の
日
本
社
会
に
深
く
身
を
浸
し
て
生
き
、
天
皇
制
に
親
し
み
を
感

じ
て
い
た
。
し
か
し
、
金
子
は
浄
土
を
「
純
粋
感
覚
の
領
域
」
と
捉
え

て
、
こ
の
「
大
地
」
の
「
感
」
を
純
化
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
当
時
の
社
会
と
共
に
生
き
、
社
会
を
共
に
超
え
る
可

能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

金
子
自
身
が
天
皇
へ
の
崇
敬
感
情
を
純
化
す
る
こ
と
の
困
難
に
直
面
し

苦
悩
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ま
た
時
代
社
会
に
息
づ
く
感
情
か
ら
脱
し

難
く
、
苦
悩
の
中
に
生
き
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
困
難
と
苦
悩

の
内
か
ら
金
子
の
戦
時
下
の
思
索
は
追
求
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
さ
し
く
「
和
の
世
界
観
」
は
金
子
の
苦
悩
か
ら
生
ま
れ
た

思
索
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
関
し
て

横
田
　
理
博

　

鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』（
一
九
四
四
年
）
に
お
い
て
は
、「
啐
啄

同
時
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
な
が
ら
、
文
化
の
伝
播
を
考
え
る
際
に
、
受

容
し
展
開
す
る
側
の
霊
性
の
成
熟
度
に
重
き
を
置
く
発
想
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
或
る
文
化
に
異
文
化
が
伝
来
す
る
と
き
、
何
で
も
ス
ム
ー
ズ
に

受
け
容
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
受
け
手
の
側
の
好
み
や
欲
求
に
応
じ

て
、
定
着
す
る
異
文
化
も
あ
れ
ば
全
く
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
異
文
化
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
文
化
伝
播
に
関
し
て
一
般
的
に
言
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
仏
教
文
化
に
つ
い
て
、

鈴
木
の
よ
う
に
、
日
本
に
定
着
し
た
の
は
日
本
人
側
の
心
の
態
勢
が
整
っ

て
い
た
か
ら
だ
と
見
る
こ
と
は
必
ず
し
も
間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
と
き
、
日
本
文
化
へ
の
優
越
視
と
中
国
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市
川
白
弦
の
一
休
論
に
お
け
る
「
即
」
の
論
理

│
│ 

大
拙
禅
学
の
受
容
と
し
て 

│
│

飯
島
　
孝
良

　

戦
時
下
の
仏
教
思
想
を
批
判
的
に
捉
え
直
そ
う
と
し
た
市
川
白
弦
は
、

鈴
木
大
拙
の
論
文
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』（
一
九
四
六
年
）
に
着
目
す

る
。
こ
の
中
で
大
拙
は
、
戦
時
体
制
の
上
意
下
達
的
性
格
を
脱
却
し
、
ま

た
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
共
産
体
制
が
陥
る
全
体
主
義
的
性
格
も
忌
避
し
て
い
く

た
め
に
、
戦
後
の
日
本
は
「
万
民
」
各
々
の
自
主
性
が
相
互
に
補
完
し
合

う
「
法
界
曼
荼
羅
」
的
な
国
家
体
制
を
目
指
す
べ
き
と
論
ず
る
。
た
だ
、

こ
の
大
拙
の
論
述
で
は
天
皇
も
「
法
界
曼
荼
羅
」
の
一
員
と
な
り
な
が
ら

も
、
な
お
国
家
体
制
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
市
川

は
、
こ
の
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
が
「
仏
教
者
が
日
本
の
新
し
い
政
体

を
、
熱
意
と
誠
実
を
も
っ
て
構
想
し
た
、
戦
後
に
お
け
る
随
一
の
文
献
」

と
評
価
し
つ
つ
、「
血
の
万
世
一
系
を
み
と
め
る
か
ぎ
り
、
す
な
わ
ち
な

ん
ら
か
の
天
皇
制
を
み
と
め
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
こ
の
体
制
の
世
界
性
を

主
張
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
論
理
は
新
し
い
か
た
ち
の
「
八
紘
一
宇
」
説
に

展
開
す
る
契
機
を
含
む
の
で
は
な
い
か
」（
市
川
「
禅
・
華
厳
・
ア
ナ
キ

ズ
ム
」）
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

　

と
同
時
に
、
市
川
が
自
ら
の
「
空
」
と
「
即
」
の
思
想
を
展
開
す
る
中

で
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
研
究
し
て
い
く
の
が
一
休
宗
純
で
あ
る
。
一
休

に
「
地
獄
共
同
体
に
お
け
る
業
苦
の
連
帯
と
責
任
を
ど
の
よ
う
に
負
う
か

と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
」
と
す
る
市
川
は
、
一
休
に
み
ら
れ
る
「
矛
盾
」

へ
焦
点
を
当
て
る
。「
風
飡
水
宿
」
を
旨
と
し
つ
つ
酒
場
や
淫
売
宿
に
出

入
り
し
、
堕
落
す
る
宗
門
の
主
流
派
へ
憎
悪
を
傾
け
つ
つ
傍
ら
の
女
へ
の

熱
愛
を
燃
や
し
、「
仏
閣
を
嫌
う
」
と
い
い
な
が
ら
大
徳
寺
の
再
建
へ
も

「
日
本
的
霊
性
な
る
も
の
を
、
日
本
宗
教
思
想
史
の
上
に
、
跡
付
け
た
い
」

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
。
そ
の
意
味
で

『
日
本
的
霊
性
』
は
そ
れ
ま
で
の
鈴
木
大
拙
の
仏
教
思
想
研
究
が
凝
縮
さ

れ
た
集
大
成
、
総
決
算
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
「
霊
性
」
論
、
す
な
わ
ち

『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』（
一
九
四
六
年
）
と
『
日
本
の
霊
性
化
』（
一
九

四
七
年
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
ア
メ
リ
カ
人
の
精
神
を
肯
定
的
に
評
価
し

な
が
ら
「
霊
性
」
論
に
と
り
こ
ん
で
い
る
点
や
、
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ

の
多
面
的
な
批
判
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
奴
隷
根
性
と
い
う
当
時
の
日
本

人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
批
判
な
ど
、
鈴
木
の
幅
広
い
啓
蒙
的
な
視
野

が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
し
か
し
、『
日
本
的
霊
性
』
で
は
論

じ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
戦
後
の
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
言
及
さ
れ
な
く
な
っ

た
論
点
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、「
大
地
性
」
に
つ
い
て
の
説
明
、

日
本
思
想
史
総
体
の
中
で
霊
性
を
考
え
る
姿
勢
（
す
な
わ
ち
、
万
葉
集
・

平
安
朝
・
鎌
倉
時
代
の
比
較
）、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
仏
教
の
比
較

（
あ
る
い
は
、「
外
来
」
思
想
と
受
け
入
れ
側
の
「
成
熟
」
と
い
う
論
点
）、

法
然
の
「
一
心
」
や
親
鸞
の
「
一
人
」
の
思
想
へ
の
内
在
的
分
析
、「
妙

好
人
」、「
即
非
の
論
理
」、「
絶
対
の
現
在
」、
│
│
『
日
本
的
霊
性
』
と

い
う
テ
キ
ス
ト
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
論
点
が
、
戦
後
の
二
つ
の

論
考
で
は
も
ろ
と
も
に
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
き
わ
め
て
特

殊
な
時
代
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
抱
か
れ
た
鈴
木
の
問
題
意
識
が
そ
の
ま
ま

の
ト
ー
タ
ル
な
形
で
戦
後
継
続
し
な
か
っ
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
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謂
「
不
二
の
自
由
」
を
「
風
流
」
と
し
て
体
現
し
た
も
の
と
し
て
描
出
さ

れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

更
に
言
え
ば
、
大
拙
や
西
田
に
お
け
る
「
即
」
の
論
理
の
批
判
的
受
容

と
は
、
戦
時
中
に
国
体
の
危
機
へ
決
定
的
な
批
判
を
展
開
し
得
な
か
っ
た

市
川
自
身
へ
の
批
判
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。「
一
休
の
面
目
は
、
か

れ
が
自
分
の
虚
偽
、
虚
栄
、
名
誉
心
を
ま
と
も
に
見
す
え
て
、
た
じ
ろ
が

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
一
休
は
自
分
の
瞋
恚
、
情
欲
、
嫉
妬
を
お
し

隠
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
偽
悪
的
、
露
悪
的
に
あ
か
ら
さ
ま
に

し
た
。
そ
れ
は
時
弊
を
警
策
す
る
た
め
の
、
毒
を
も
っ
て
毒
を
制
す
る

「
逆
行
」
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
ひ
と
つ
の
自
己
顕
示
で
あ
る
こ

と
を
一
休
自
身
知
っ
て
い
た
」（
市
川
「
一
休
と
そ
の
禅
思
想
」）
と
い
う

一
休
の
「
像
」
は
、
市
川
自
身
の
問
題
意
識
と
懊
悩
を
も
反
映
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

日
蓮
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
み
」
に
つ
い
て

桑
名
　
法
晃

　

本
発
表
は
日
蓮
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
み
」
に
つ
い
て
、
特
に
現
証
の
必

要
性
、
並
び
に
弟
子
に
対
し
て
な
さ
れ
た
こ
こ
ろ
み
の
要
請
の
意
義
に
つ

い
て
、
発
表
者
自
身
の
課
題
と
す
る
日
蓮
に
お
け
る
本
尊
義
に
主
眼
を
置

き
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
の
思
考
方
法
の
特
色
と
し
て
三
証
具
足
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
日
蓮
は
文
証
・
理
証
・
現
証
の
三
つ
を
教
法
の
真
実
性
や
優

劣
を
判
ず
る
根
拠
と
す
る
。
三
証
が
具
に
備
わ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
自
身

の
法
門
を
開
顕
す
る
に
至
る
が
、
三
証
の
中
で
も
特
に
現
証
を
重
視
し
た

こ
と
は
、「
日
蓮
仏
法
を
こ
ゝ
ろ
み
る
に
、
道
理
と
証
文
と
に
は
す
ぎ
ず
。

助
力
す
る
と
い
っ
た
一
休
は
、
禅
語
に
い
う
「
風
流
な
ら
ざ
る
処
も
也
た

風
流
」
の
境
地
に
あ
る
と
い
う
べ
き
と
評
す
る
。
し
か
も
一
休
は
、
こ
の

禅
語
を
「
〇
〇
〇
〇
也
風
流
」
と
換
骨
奪
胎
し
て
『
狂
雲
集
』
に
多
く
用

い
て
い
る
。
市
川
は
、
こ
う
し
た
一
休
の
「
矛
盾
」
に
大
拙
・
西
田
の

「
矛
盾
的
自
己
同
一
」
に
も
通
底
す
る
も
の
を
見
出
し
て
い
る
と
言
い
得

る
│
│
「
現
実
の
世
界
は
穢
土
で
あ
る
。
穢
土
は
ど
こ
ま
で
も
穢
土
、
浄

土
は
ど
こ
ま
で
も
浄
土
で
あ
る
。
し
か
も
穢
土
と
浄
土
と
が
即
一
で
あ
る

と
こ
ろ
、
そ
こ
に
般
若
即
非
の
逆
対
応
的
一
の
論
理
が
見
ら
れ
る
。【
中

略
】
そ
し
て
両
者
が
絶
対
に
矛
盾
し
た
ま
ま
で
一
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
穢
土
を
浄
土
の
よ
り
美
し
い
象
徴
に
ま
で
、
創
造
し
て
や
ま
ぬ
と

こ
ろ
に
、
般
若
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
非
智
が
実
現
す
る
、
と
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
」（
市
川
「
即
非
の
論
理
と
現
代
」）。

　

そ
し
て
市
川
は
、
大
拙
の
戦
争
に
対
す
る
姿
勢
が
一
切
を
否
定
し
尽
す

絶
対
批
判
の
立
場
に
立
つ
「
無
諍
三
昧
」
と
捉
え
、
そ
の
根
柢
に
「
即
非

の
論
理
」
的
な
立
場
を
見
出
す
。
と
い
う
の
も
、「
我
」
と
「
法
」
と
が

も
と
も
と
「
空
」
に
し
て
「
無
自
性
」
で
あ
る
と
い
う
原
事
実
が
そ
の
ま

ま
華
厳
の
「
事
事
無
礙
」
に
通
ず
る
と
考
え
た
市
川
は
、
大
拙
の
構
想
し

て
い
た
「
無
諍
」
の
可
能
性
と
限
界
を
考
え
る
必
要
を
感
じ
と
り
、
そ
こ

か
ら
華
厳
的
な
「
事
事
無
礙
」
の
世
界
観
を
構
想
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
拙
や
西
田
に
お
け
る
「
即
」
の
論
理

を
受
容
し
て
来
た
市
川
は
、「
仏
土
は
遠
く
離
れ
た
無
限
の
彼
方
に
し
か

無
い
か
ら
、
即
ち
今
＝
此
処
が
仏
土
で
あ
る
」（
市
川
『
禅
と
現
代
思
想
』）

と
い
う
「
即
」
の
構
造
と
し
て
世
界
を
捉
え
、「
無
諍
」
の
実
現
を
構
想

し
た
。
そ
れ
は
、「
般
若
空
」
に
根
ざ
す
創
造
の
永
久
運
動
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
象
徴
た
る
一
休
の
「
像
」
は
、
大
拙
の
所
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覚
と
、
末
法
に
お
け
る
能
化
の
師
の
条
件
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
法
華
経
を
色
読
実
証
し
、
法
華
経
の
真
実
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
、

確
固
た
る
法
華
経
の
行
者
自
覚
の
も
と
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
惜

身
命
の
受
持
弘
通
に
よ
っ
て
末
法
の
師
と
し
て
の
条
件
を
具
え
て
い
っ
た

日
蓮
の
自
覚
は
、
身
延
期
に
お
い
て
、
同
じ
く
能
化
の
師
の
立
場
に
立
つ

弟
子
へ
の
こ
こ
ろ
み
の
要
請
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ

ち
、「
我
弟
子
等
心
み
に
法
華
経
の
ご
と
く
身
命
も
を
し
ま
ず
修
行
し
て
、

此
度
仏
法
を
心
み
よ
」（『
撰
時
抄
』
定
一
〇
五
九
）
と
い
う
、
法
華
経
を

実
修
実
証
せ
よ
と
の
厳
誡
で
あ
る
。
末
法
に
お
い
て
能
化
の
師
と
し
て
法

華
経
を
弘
め
る
者
は
、
自
ら
捨
身
の
信
を
も
っ
て
法
華
経
を
実
践
し
て
実

証
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
自
身
に
お
い

て
色
読
実
証
す
る
こ
と
を
も
っ
て
自
ら
の
正
統
性
、
法
華
経
の
真
実
性
を

証
明
で
き
る
者
、
そ
し
て
眼
前
の
現
証
を
見
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
者

こ
そ
が
、
法
華
経
の
行
者
で
あ
り
、
釈
尊
の
願
業
を
継
承
し
現
実
に
行
ず

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
、
能
化
の
師
に
こ
こ
ろ
み
の
要

請
が
な
さ
れ
る
理
由
が
明
瞭
と
な
ろ
う
。

　

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
発
表
者
自
身
の
課
題
と
す
る
視
点
か
ら
述
べ
る
な

ら
ば
、
ま
さ
に
本
尊
の
主
体
化
の
要
請
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
佐
渡
期
の

『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
明
か
さ
れ
た
末
法
に
お
け
る
師
の
あ
り
方
が
、

身
延
期
の
『
撰
時
抄
』
に
お
い
て
、
能
化
の
弟
子
に
対
す
る
要
請
と
し

て
、
よ
り
具
体
性
を
も
っ
て
表
明
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
能
化
の
師
は
本
尊
を
主
体
化
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
第
一
義
的
要

件
で
あ
る
と
述
べ
た
所
論
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
る
。

又
道
理
証
文
よ
り
も
現
証
に
は
す
ぎ
ず
」（
定
一
〇
六
六
）
と
い
う
説
示

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
仏
法
を
こ
こ
ろ
み
る
」
と
は
、
仏
法
の

邪
正
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
は
現
証
こ
そ
が
最

も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
法
華
経
に
お
い
て
は
信
の
重
要
性
が
繰
り
返
し
強
調
し
て
説

か
れ
、
日
蓮
も
成
仏
の
正
因
と
し
て
信
心
為
本
を
唱
え
て
い
る
。
だ
が
、

法
華
経
の
超
勝
性
か
ら
も
衆
生
の
機
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
末
代
の
凡
夫

が
信
を
生
ず
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
他
者
に
信
を
生
じ
せ
し
め
る
た

め
に
必
要
な
要
素
が
眼
前
の
確
か
な
る
現
証
で
あ
っ
た
（
定
七
〇
六
―
七

等
）。
実
際
に
、『
立
正
安
国
論
』
に
お
い
て
な
し
た
予
言
的
中
の
現
証
を

も
っ
て
信
を
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
（
定
四
五
八
、
四

六
〇
）
が
、
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
法
蓮
抄
』（
定
九
四
一

―
二
）
の
説
示
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
末
代
の
法
華
経
の
行
者
を
謗
る
者

は
無
間
地
獄
に
堕
ち
、
讃
歎
す
る
功
徳
は
仏
を
供
養
す
る
よ
り
も
は
る
か

に
勝
る
と
い
う
法
師
品
所
説
の
法
門
は
、
仏
説
で
あ
っ
て
も
末
代
の
凡
夫

は
信
を
取
り
難
い
、
な
か
で
も
仏
を
供
養
す
る
よ
り
も
凡
夫
を
供
養
す
る

こ
と
の
功
徳
が
勝
る
こ
と
へ
の
疑
い
が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
法
華

経
に
信
を
取
る
方
法
と
し
て
示
さ
れ
る
の
が
、「
近
き
現
証
を
も
っ
て
遠

き
信
を
と
る
べ
し
」
と
い
う
態
度
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
現
在
に
眼
前
の
証

拠
あ
ら
ん
ず
る
人
、
此
経
を
説
か
ん
時
は
信
ず
る
人
も
あ
り
や
せ
ん
」

（
定
九
四
三
）
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
毀
者
得
罪
・
供
者
得
福
の
法
門

は
確
か
に
信
じ
難
い
こ
と
で
あ
る
が
、
末
代
の
法
華
経
の
行
者
を
謗
る
大

罪
、
堕
獄
の
現
証
は
す
で
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
現
証
を
も
っ
て
行

者
供
養
の
功
徳
の
大
な
る
こ
と
を
も
信
ぜ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
眼
前
の
現
証
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
い
う
日
蓮
の
自
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立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
第
二
の
問
題
を
手
が
か
り
と
し
て
、
山
上
氏

に
再
反
論
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。

　

山
上
氏
は
、
そ
の
論
文
「
間
宮
啓
壬
氏
の
論
攷
「
再
度
、
日
蓮
の
地

涌
・
上
行
自
覚
を
論
ず
―
山
上
氏
の
批
判
を
う
け
て
―
」
へ
の
感
想
」

（
興
風
談
所
『
興
風
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、『
観
心
本

尊
抄
』『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
を
引
き
つ
つ
「
妙
法
弘
通
と
い
う
「
行

為
」
は
、
仏
よ
り
そ
の
行
為
を
す
べ
く
付
嘱
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
大
前

提
で
あ
り
、
も
し
妙
法
乃
至
妙
法
曼
荼
羅
を
存
知
し
て
い
た
と
し
て
も
、

付
嘱
が
無
け
れ
ば
弘
通
と
い
う
行
為
は
な
さ
れ
な
い
、
と
い
う
鉄
則
で
あ

る
。
そ
の
鉄
則
を
熟
知
主
張
し
て
い
た
宗
祖
が
、
も
し
仏
か
ら
妙
法
弘
通

を
委
託
さ
れ
た
本
化
地
涌
・
上
行
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
な
し
に
、
そ
の
行

為
の
み
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
自
ら
示
し
た
仏
法
上
の

鉄
則
を
破
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」（
右
山
上
論
文
一
八
七
―
一

八
八
頁
、
傍
線
間
宮
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
蓮
は
、
末
法
に
流
布
す
べ

き
も
の
が
妙
法
五
字
・
曼
荼
羅
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た
の
は
、
そ

れ
を
直
接
付
嘱
さ
れ
た
上
行
菩
薩
の
「
御
計
ら
ひ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
か
く
し
て
、
自
分
は
そ
れ
を
知
る
「
智
人
」
た
り
得
て
、
実
際
、

そ
れ
を
、
先
頭
に
立
つ
「
師
」
と
し
て
流
布
し
得
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

以
前
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
蓮
に
あ
っ
て
、
か
か
る
「
智
人
」

「
師
」
た
る
こ
と
は
、
そ
の
自
覚
の
構
造
上
、
ま
さ
に
「
愚
者
」
と
し
て
の

自
覚
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
蓮
は
、
知
り
得

た
こ
と
に
対
し
て
、
上
行
菩
薩
の
「
御
計
ら
ひ
」
を
見
る
の
で
あ
り
、
知

り
得
た
事
柄
を
、
困
難
に
耐
え
な
が
ら
も
「
師
」
と
し
て
実
践
し
得
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
上
行
菩
薩
の
「
御
か
び
（
加
被
）」
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。

日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
を
め
ぐ
っ
て

間
宮
　
啓
壬

　

本
発
表
は
、
発
表
者
・
間
宮
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
論
争
に
関
連
し

て
、
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
に
つ
き
改
め
て
考
え
て
み

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
争
の
対
者
は
、
興
風
談
所
の
山
上
弘
道
氏

で
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
、
論
点
の
整
理
を
行
な
っ
た
上
で
、
日
蓮
の
地

涌
・
上
行
自
覚
と
、
い
わ
ゆ
る
「
付
嘱
」
の
有
無
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ

て
、
山
上
氏
に
再
反
論
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　

論
争
の
論
点
は
、
次
の
四
つ
に
整
理
さ
れ
る
。
第
一
は
、『
頼
基
陳
状
』

の
「
再
治
本
」（
日
澄
本
）
に
お
い
て
、「
日
蓮
聖
人
」
を
「
上
行
菩
薩
」

あ
る
い
は
「
上
行
菩
薩
の
垂
迹
」
と
し
て
い
る
の
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
頼
基
陳
状
』
は
、
日
蓮
が
門
弟
の
四

条
金
吾
頼
基
に
代
わ
っ
て
陳
述
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
い
わ
ば

「
三
人
称
」
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
第
二
は
、

日
蓮
が
い
わ
ば
「
一
人
称
」
の
形
（
自
身
を
「
日
蓮
」
と
記
す
形
）
で
記

す
諸
遺
文
（
文
献
学
的
に
信
頼
で
き
る
も
の
）
で
は
、
自
分
は
地
涌
・
上

行
菩
薩
に
は
あ
ら
ず
、
と
繰
り
返
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
分
は
地
涌
・
上

行
菩
薩
の
「
御
計
ら
ひ
」
の
も
と
、
末
法
に
流
布
さ
れ
る
べ
き
は
妙
法
五

字
・
曼
荼
羅
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
「
御
か
び

（
加
被
）」
の
も
と
、
そ
れ
を
今
、
流
布
し
得
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
物
言
い
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
三
は
、
い
わ
ゆ
る
「
万
年
救
護
御
本
尊
」
の
讃
文
解
釈
の
問
題
、
第
四

は
、
日
蓮
が
自
身
を
「
地
涌
千
界
の
一
分
」、
弟
子
の
日
秀
・
日
弁
を
「
浄

行
の
一
分
」
と
み
な
し
て
い
る
の
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
本
発
表
で
は
、
時
間
の
制
約
上
、
第
一
・
第
三
・
第
四
の
問
題
に
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蓮
主
義
新
講
座
』
第
一
巻
所
収
「
立
正
安
国
論
解
説
」（
保
坂
智
宙
）、
Ｆ

『
日
蓮
聖
人
遺
文
講
座
』
第
五
巻
（
田
中
応
舟
）、
Ｇ
『
立
正
安
国
論
講

義
』（「
日
蓮
大
聖
人
御
書
十
大
部
講
義
」
第
一
巻
・
池
田
大
作
）
の
七
点

を
取
り
上
げ
、
主
な
解
釈
を
列
挙
し
、
少
し
く
整
理
を
試
み
た
い
。

　

は
じ
め
に
「
立
」
は
、「
邪
義
を
破
っ
て
正
義
を
打
ち
立
て
る
」（
Ｂ
一

〇
四
頁
）、「
建
立
の
義
に
て
破
廃
に
対
す
る
語
」（
Ｄ
二
三
頁
）
と
あ
り
、

ま
た
「
立
」
字
に
は
二
種
の
意
味
を
有
し
て
い
る
と
の
解
釈
も
み
ら
れ
、

「
建
立
・
聖
人
の
時
は
、
宗
旨
的
に
み
て
初
め
て
そ
れ
が
創
建
」「
興
立
・

滅
後
の
僧
俗
か
ら
す
れ
ば
大
聖
建
立
の
秘
法
を
、
異
体
同
心
「
興
立
」」

（
Ｆ
二
九
頁
）
と
あ
る
。「
立
」
の
前
提
と
し
て
、
か
な
ら
ず
破
邪
（
謗
法

禁
断
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
正
」
は
、
信
仰
（
宗
教
）
と
人
倫
（
道

徳
）
を
正
し
く
す
る
こ
と
（
Ａ
三
一
頁
）、「
邪
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
文

字
で
あ
る
が
、
一
応
の
正
邪
を
相
対
せ
し
め
た
の
で
な
く
（
中
略
）
法
華

経
の
一
道
た
る
絶
対
的
正
を
意
味
す
る
文
字
」（
Ｂ
一
〇
五
頁
）「
正
法
正

義
に
て
、
邪
法
邪
義
に
対
す
る
言
」（
Ｄ
二
三
頁
）、「
正
法
即
ち
法
華
経

を
指
す
の
で
あ
る
が
（
中
略
）
本
門
の
題
目
南
無
妙
法
蓮
華
経
」（
Ｅ
一

〇
一
頁
）、「
も
っ
と
根
本
的
な
重
大
事
は
国
民
の
思
想
精
神
の
問
題
（
中

略
）
す
な
わ
ち
、
正
し
い
宗
教
と
正
し
い
道
徳
の
教
え
」（
Ｆ
二
九
頁
）
と

あ
り
、
法
華
経
・
題
目
と
す
る
一
方
、
そ
れ
を
信
ず
る
思
想
精
神
や
道
徳

が
正
し
く
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
次
に
「
安
」
は
、「
危
に
対
し
て
憂

い
な
き
有
様
」（
Ｂ
一
〇
五
頁
）、「
安
穏
安
寧
の
義
に
し
て
危
き
に
対
す

る
言
」（
Ｄ
二
三
頁
）、「
安
穏
・
安
住
の
二
義
が
あ
る
（
中
略
）
国
を
成

仏
さ
せ
る
こ
と
」（
Ｅ
一
〇
一
頁
）
等
と
あ
り
、「
国
」
は
、「
邦
と
書
く

小
さ
な
国
の
意
味
で
な
く
、
日
本
の
大
国
た
る
意
味
」（
Ｂ
一
〇
五
頁
）、

「
今
は
別
し
て
我
日
本
の
国
家
を
指
す
」（
Ｄ
二
三
頁
）、「
言
ふ
ま
で
も
な

　

で
あ
る
な
ら
ば
、
改
め
て
問
お
う
。
山
上
氏
が
言
う
「
大
前
提
」
や

「
鉄
則
」
は
、
本
当
に
「
大
前
提
」
で
あ
り
「
鉄
則
」
な
の
か
？　

山
上

氏
が
「
仏
法
上
の
鉄
則
を
破
る
も
の
」
と
い
う
事
柄
は
、
本
当
に
「
仏
法

上
の
鉄
則
を
破
る
」
と
い
う
べ
き
も
の
な
の
か
？　

答
え
は
、
い
ず
れ
も

「
否
」
で
あ
る
。
山
上
氏
は
、
間
宮
の
立
論
で
は
「
宗
祖
は
結
要
付
属
を

受
け
た
上
行
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
は
無
か
っ
た
が
、
上
行
菩
薩
が
末
法
に

出
現
し
て
な
す
べ
き
、
妙
法
弘
通
や
曼
荼
羅
本
尊
図
顕
と
い
う
行
為
の
み

を
行
っ
た
」（
右
山
上
論
文
一
八
六
頁
）
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
。
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
「
御
計
ら
ひ
」
や
「
御
か

び
（
加
被
）」
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
右
の
事
柄
は
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
現
代
に
お
け
る
日
蓮
著
『
立
正
安
国
論
』
の
題
号
釈
を
め
ぐ
っ
て

矢
吹
　
康
英

　

日
蓮
は
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
十
六
日
、
鎌
倉
幕
府
前
執
権

の
北
条
時
頼
に
『
立
正
安
国
論
』
を
進
覧
し
た
。『
立
正
安
国
論
』
と
い

う
題
号
は
、
日
蓮
み
ず
か
ら
が
選
取
し
た
字
句
で
あ
り
、
日
蓮
滅
後
に
お

い
て
は
、
こ
の
五
字
に
如
何
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
に
、
私
の
関
心
が
存
す
る
。
日
蓮
滅
後
の
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書

は
、
お
よ
そ
一
五
〇
点
が
確
認
で
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
よ
り

つ
ぎ
に
提
示
す
る
七
点
に
限
定
し
た
い
。
こ
の
七
点
は
、
近
現
代
刊
行
の

集
成
型
日
蓮
遺
文
注
釈
書
で
あ
り
、
日
蓮
滅
後
の
七
五
〇
年
に
わ
た
る

『
立
正
安
国
論
』
解
釈
を
検
討
す
る
一
助
と
し
た
い
。
Ａ
『
日
蓮
聖
人
聖

訓
要
義
』
第
二
巻
（
本
多
日
生
）、
Ｂ
『
日
蓮
聖
人
五
大
部
提
要
立
正
安

国
論
』（
中
川
日
史
）、
Ｃ
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
一
巻
（
鈴
木
一

成
）、
Ｄ
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
四
巻
（
北
尾
日
大
）、
Ｅ
『
日
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教
学
史
上
「
宗
学
醞
釀
期
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
そ
の
時
代
の
思
想
的
特

色
と
し
て
、
天
台
学
を
中
心
と
し
た
檀
林
教
学
か
ら
の
復
興
期
で
あ
り
、

日
蓮
教
学
宣
揚
の
気
風
が
高
揚
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
執
行
海
秀
著
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
七
頁
）。
こ
の
よ
う
な
時
代
下
に
あ
っ

て
日
寛
が
体
系
化
し
た
大
石
寺
教
学
と
は
い
か
な
る
教
義
構
造
を
も
つ
も

の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
日
寛
は
宗
祖
日
蓮
の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
受
容

し
、
そ
の
教
学
を
樹
立
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
そ
の
教
学
の
特
質
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
日
寛
自
ら
「
寿
量
品
ノ
中
但
ダ
文
底
ニ
依
テ
以
テ
宗
旨
ヲ
立
ツ
」

（
原
漢
文
・『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
四
巻
九
五
頁
、
以
下
『
宗
全
』
と
略

記
）
と
主
張
す
る
よ
う
に
、
法
華
経
如
来
寿
量
品
の
「
文
底
」
に
基
づ
き

宗
旨
を
立
て
て
い
る
点
に
気
づ
く
。
こ
の
「
文
底
」
と
い
う
表
現
は
、
日

蓮
著
『
開
目
抄
』（『
昭
和
定
本
』
五
三
九
頁
）
に
み
ら
れ
、
そ
の
意
は
本

門
寿
量
品
の
文
を
通
し
た
底
（
文
の
義
意
）
に
、
一
念
三
千
の
法
門
が
存

す
る
と
主
張
さ
れ
る
一
文
で
あ
る
。
し
か
し
日
寛
が
言
う
と
こ
ろ
の
寿
量

文
底
と
は
、
ま
ず
寿
量
品
を
文
上
・
文
底
の
二
に
分
別
し
、
寿
量
品
文
上

を
迹
中
の
説
と
斥
け
文
底
を
選
び
、
さ
ら
に
そ
れ
を
能
詮
・
所
詮
に
分

け
、
文
底
―
能
詮
を
「
内
証
ノ
寿
量
品
」、
文
底
―
所
詮
を
「
本
因
下
種

妙
法
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
寿
量
品
で
発
迹
顕
本
さ
れ
る
釈
尊
を

「
但
是
在
世
ノ
本
門
脱
益
ノ
化
主
ニ
シ
テ
末
法
本
門
下
種
ノ
教
主
ニ
非
ザ

ル
也
」（『
宗
全
』
二
一
五
頁
）
と
し
て
、
そ
の
教
法
は
在
世
衆
生
の
機
根

に
脱
益
を
与
え
る
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
末
代
本
未
有
善
の
衆
生
に

下
種
益
を
与
え
た
も
の
で
は
な
い
と
み
な
す
。
そ
し
て
末
法
下
種
の
妙
法

を
施
す
教
主
と
し
て
「
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
ノ
再
誕
末
法
下
種
ノ
主
師

親
、
本
因
妙
ノ
教
主
、
大
慈
大
悲
ノ
南
無
日
蓮
大
聖
人
」（『
宗
全
』
二
六

く
、
日
本
国
で
あ
る
が
（
中
略
）
元
意
は
一
閻
浮
提
即
ち
全
世
界
」（
Ｅ
一

〇
一
頁
）
と
あ
り
、
日
本
国
と
限
定
す
る
一
方
で
、
全
世
界
が
安
ら
か
に

あ
る
こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
最
後
に
「
論
」
で
は
、「
問
答
し
て
義
理

を
闡
明
す
る
」（
Ｄ
二
三
頁
）、「
問
者
に
答
へ
て
未
了
の
義
を
顕
し
、
疑

ひ
を
断
ぜ
し
め
信
を
生
ぜ
し
む
る
の
が
、
論
の
本
格
」（
Ｅ
一
〇
一
頁
）、

「
大
事
な
法
門
上
の
勘
え
を
論
明
し
た
文
と
い
う
意
」（
Ｆ
二
九
頁
）
と
あ

り
、
本
論
の
み
が
有
す
る
性
質
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、「
立
正
」「
安
国
」
と
熟
語
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
事
例
も
見
て

お
き
た
い
。「
立
正
」
と
は
、「『
立
正
』
は
必
ず
『
破
邪
』
を
先
づ
行
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
Ｃ
七
頁
）
と
あ
り
、
二
種
の
意
味
を
有
す
る
解
釈
で

は
「
破
邪
に
対
す
る
言
葉
」
と
あ
り
「
一
往
・
法
然
の
浄
土
宗
に
対
す
る

破
邪
」「
再
往
、
い
っ
さ
い
の
邪
宗
教
を
会
し
て
、
本
迹
相
対
、
種
脱
相

対
し
て
の
破
邪
」（
Ｇ
二
四
頁
）
と
あ
り
、
正
法
建
立
の
前
提
と
し
て
破
邪

が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
「
安
国
」
で
は
、
二
種
の
意
味
を
有
す

る
と
の
解
釈
も
あ
り
、「
消
極
的
意
味
・
邪
教
の
禁
断
に
依
つ
て
国
を
安

ん
ぜ
ん
と
い
ふ
（
中
略
）
全
八
問
答
」「
積
極
的
意
味
・
正
法
の
建
立
に

依
つ
て
国
を
安
ん
ぜ
ん
と
い
ふ
（
中
略
）
第
九
答
の
結
文
」（
Ｃ
一
八
―

九
頁
）
と
あ
り
、
消
極
的
に
は
謗
法
禁
断
（
第
一
―
八
段
）
で
あ
り
、
積

極
的
に
は
立
正
の
開
顕
（
第
九
段
）
に
よ
る
安
国
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

堅
樹
院
日
寛
の
顕
本
論

水
谷
　
進
良

　

堅
樹
院
日
寛
（
一
六
六
五
―
一
七
二
六
、
以
下
日
寛
と
略
称
）
は
、
江

戸
時
代
勝
劣
派
を
代
表
す
る
教
学
者
で
あ
り
、
富
士
大
石
寺
教
学
を
体
系

化
し
た
人
物
と
し
て
高
名
で
あ
る
。
日
寛
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
日
蓮
宗
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よ
っ
て
日
寛
教
学
の
是
非
が
問
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
両
書
の
思
想
的

な
問
題
、
ま
た
文
献
と
し
て
の
成
立
時
期
を
鮮
明
化
す
る
こ
と
も
日
寛
教

学
を
考
察
す
る
上
で
必
要
な
作
業
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

広
蔵
院
日
辰
教
学
の
研
究 

│
│ 

下
種
論
を
視
点
と
し
て 

│
│神

田
　
大
輝

　

日
蓮
宗
教
学
史
上
、
広
蔵
院
日
辰
（
一
五
〇
八
―
一
五
七
六
）
教
学
の

特
殊
性
を
知
る
上
で
重
要
な
指
標
の
一
つ
と
な
る
の
が
下
種
論
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
興
門
流
で
は
、
従
来
、
本
尊
の
一
形
態
と
し
て
釈
尊
の
造

像
・
安
置
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
宗
祖
日
蓮
図
顕
の
曼
荼
羅

本
尊
に
限
る
べ
き
か
、
と
い
う
造
仏
是
非
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

た
。
日
辰
は
、
当
時
日
興
門
流
の
源
流
で
あ
る
富
士
で
釈
尊
の
造
像
を
認

め
な
い
不
造
仏
論
が
主
流
を
占
め
て
い
た
状
況
を
伝
え
て
い
る
が
、
日
辰

の
下
種
論
は
、
こ
う
し
た
不
造
仏
論
へ
の
教
義
的
な
反
対
を
主
眼
と
し
た

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
そ
の
主
要
な
論
点
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
慶
林
房
日
隆

（
一
三
八
五
―
一
四
六
四
）
の
教
学
で
あ
る
。
日
辰
の
著
述
に
は
、
日
隆

著
『
十
三
問
答
抄
』
に
論
じ
ら
れ
た
在
世
無
下
種
論
が
、
日
興
門
流
に
お

け
る
不
造
仏
論
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
在
世
下
種
と
は
仏
在
世
時
に
衆
生
が
蒙
る
下
種
益

を
い
う
。
日
隆
は
本
地
一
仏
に
因
果
具
徳
を
強
調
す
る
が
、
そ
の
教
主
の

姿
に
因
果
種
脱
の
相
違
を
認
め
、
衆
生
は
本
因
妙
の
菩
薩
（
因
位
・
上
行

菩
薩
）
に
値
う
こ
と
で
下
種
益
を
蒙
り
、
本
果
妙
の
仏
（
果
位
・
釈
尊
）

に
従
っ
て
解
脱
益
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
所
謂
一
仏
二
名
に
よ
る
化
道
の

始
終
を
説
く
。
そ
の
場
合
、
仏
の
在
世
（
果
位
）
つ
ま
り
は
久
遠
本
時
に

頁
）
と
て
、
い
わ
ゆ
る
日
蓮
本
仏
論
の
思
想
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
日
寛
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
は
す
で
に
種
熟
脱
の
役
目
を
終
え
て
、

滅
後
末
法
に
お
け
る
働
き
を
失
っ
た
た
め
に
下
種
仏
と
は
な
り
え
な
い
。

そ
こ
で
、
下
種
を
必
要
と
す
る
末
法
の
機
根
に
は
新
た
に
下
種
を
施
す
仏

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
仏
（
本
因
妙
教
主
日
蓮
）
を
本
尊
と
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
論
理
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
寛
の
著
作
中
、
日
蓮
自

身
の
顕
本
義
を
論
じ
る
場
面
も
多
数
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
蓮
祖
大

聖
佐
渡
已
後
、
今
日
凡
身
之
迹
ヲ
開
シ
テ
久
遠
元
初
之
本
ヲ
顕
ス
、
豈
発

迹
顕
本
ノ
現
象
ニ
非
ズ
乎
」（『
宗
全
』
一
〇
二
頁
）
と
て
、
龍
口
法
難
・

佐
渡
流
罪
を
日
蓮
自
身
の
本
地
開
顕
と
見
、
本
仏
と
し
て
の
生
の
始
め
を

強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
寛
に
お
け
る
顕
本
論
は
、
寿
量

品
に
お
い
て
顕
現
さ
れ
る
教
主
釈
尊
の
永
遠
性
、
化
導
の
常
住
性
を
志
向

す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
過
去
仏
と
し
て
そ
の
働
き
に
終
わ
り
を

見
、
釈
尊
に
か
わ
っ
て
下
種
を
施
す
本
因
妙
教
主
日
蓮
へ
の
信
仰
へ
転
換

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
、
執
行
海
秀
氏
は
こ
の
こ
と
を
「
教

主
相
続
交
代
論
」
で
あ
る
と
批
評
さ
れ
て
い
る
（『
興
門
教
学
の
研
究
』

二
三
〇
頁
）。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
思
想
は
日
蓮
の
確
実
な
る
遺
文
か
ら

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
日
蓮
の
名
を
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
『
本
因
妙

抄
』・『
百
六
箇
相
承
』（
両
巻
血
脈
）
に
思
想
的
萌
芽
が
見
ら
れ
、
こ
れ

ら
両
書
を
重
要
視
す
る
大
石
寺
の
門
流
教
学
の
独
自
性
と
言
え
る
。
思
う

に
、
日
寛
の
顕
本
論
・
教
主
論
は
、
叙
述
の
よ
う
な
門
流
に
伝
わ
る
秘

伝
・
口
伝
を
中
継
し
、
重
要
視
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
傾
斜
・

偏
重
し
た
理
解
に
至
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
よ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
相
伝
書
の
記
述
を
、
日
蓮
の
も
の
と
し
て
受
容
す
る
か
否
か
に
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つ
ま
り
日
辰
は
、
当
機
に
下
種
益
を
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
肯
定

し
な
が
ら
も
、
今
日
法
華
経
の
聴
衆
に
は
四
衆
の
分
別
が
あ
り
、
そ
の
中

の
結
縁
衆
は
、
ま
さ
に
仏
在
世
の
説
法
で
下
種
益
を
蒙
っ
た
衆
生
で
あ
る

と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
て
、
日
辰
は
「
結
縁
」
と
「
下
種
」
は
異
文
同
義
と
み
る
立
場

か
ら
、
天
台
の
経
釈
に
基
づ
い
て
、
五
十
二
位
・
六
即
の
な
か
で
結
縁
衆

の
範
疇
に
含
ま
れ
る
階
位
を
検
討
し
、
そ
の
階
位
に
適
っ
た
法
華
経
の
聴

衆
を
経
文
よ
り
抽
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
辰
は
具
体
的
に
、
①
方

便
品
で
法
華
経
会
座
を
退
出
し
た
五
千
起
去
の
上
慢
者
、
②
分
別
品
に
寿

量
品
を
聞
い
た
功
徳
と
し
て
六
根
清
浄
位
（
十
信
・
相
似
即
）
を
得
た
八

世
界
塵
数
の
発
心
者
、
③
随
喜
品
の
在
世
聞
法
の
功
徳
を
聞
い
て
観
行

即
・
相
似
即
に
上
っ
た
者
、
④
厳
王
品
を
聴
聞
し
て
法
眼
浄
（
六
根
清
浄

位
）
を
得
た
者
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
今
日
在
世
の
法
華
経
で
下
種
益
を
蒙

っ
た
衆
生
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

初
期
日
蓮
教
団
と
真
名
本
『
曽
我
物
語
』

長
倉
　
信
祐

　
『
曽
我
物
語
』
伝
来
の
謎　

宗
祖
と
『
曽
我
物
語
』
の
接
点
は
弘
安
三

年
（
一
二
八
〇
）
一
月
二
十
七
日
の
『
秋
元
御
書
』（
日
興
写
本
断
簡
・

三
島
本
覚
寺
）
に
「
不
軽
菩
薩
の
悪
口
杖
石
も
他
に
非
ず
。
唯
法
華
経
の

責
め
の
苦
（
ね
ん
ご
ろ
）
な
れ
ば
な
り
。
例
せ
ば
祐
成
・
時
宗
が
大
将
殿

の
陣
の
内
を
簡
ば
ざ
り
し
は
、
敵
の
恋
し
く
恥
の
悲
し
か
り
し
故
ぞ
か

し
。」（
新
編
一
四
五
〇
）
と
あ
る
。『
秋
元
御
書
』
以
外
に
宗
祖
が
曾
我

兄
弟
の
仇
討
ち
に
言
及
し
た
御
書
は
無
く
、
そ
も
そ
も
『
曾
我
物
語
』
の

宗
教
的
基
層
は
念
仏
と
伊
豆
箱
根
の
二
所
権
現
で
宗
祖
の
『
立
正
安
国

本
果
妙
を
成
じ
た
根
本
仏
、
乃
至
今
日
成
道
の
仏
在
世
に
お
い
て
、
仏
の

姿
（
果
位
）
で
は
、
熟
脱
の
二
益
の
み
が
あ
り
、
そ
こ
に
下
種
益
は
論
じ

ら
れ
て
こ
な
い
。
日
辰
は
、
こ
う
し
た
日
隆
の
学
説
が
「
見
聞
ノ
人
師
」

（
日
興
門
流
の
諸
師
）
に
摂
取
さ
れ
、
下
種
益
を
必
要
と
す
る
末
代
凡
夫

の
我
々
に
と
っ
て
、
釈
尊
は
無
縁
・
無
益
と
み
な
す
法
門
が
生
じ
た
と
い

う
認
識
か
ら
、
日
興
門
流
の
不
造
仏
論
を
斥
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
日
隆

の
在
世
無
下
種
論
を
克
服
す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

日
辰
の
在
世
下
種
論
に
お
い
て
、
そ
の
主
要
な
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
の

は
『
法
華
玄
義
』「
化
道
始
終
不
始
終
相
」、『
法
華
文
句
』「
四
節
三
益
」

の
本
末
釈
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
三
益
の
三
世
に
お
け
る
不
断
性
と
、
同

座
の
機
根
に
応
じ
て
三
益
の
不
同
を
生
ず
る
と
い
う
同
時
性
が
説
か
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
辰
の
在
世
下
種
論
は
、
久
遠
乃
至
今
日
と
い
う
時

間
の
異
な
り
が
あ
っ
て
も
、
通
じ
て
世
々
番
々
に
お
け
る
仏
在
世
の
説
法

に
は
三
益
が
具
備
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
熟
脱
の
二
益
の
み
に
限
る
べ

き
で
は
な
い
と
す
る
の
が
主
張
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
立
場

か
ら
、
日
辰
は
久
遠
本
時
に
お
け
る
本
果
妙
の
仏
と
今
日
の
仏
と
い
う
双

方
の
在
世
に
お
い
て
、
並
行
的
ま
た
は
個
別
的
な
観
点
か
ら
下
種
益
の
要

素
を
見
出
し
、
そ
れ
ら
に
逐
一
検
討
を
加
え
て
い
る
。
特
に
こ
こ
で
は
、

今
日
在
世
の
下
種
益
と
い
う
問
題
に
注
目
し
、
日
辰
の
論
法
を
み
て
み
る

と
、
今
日
法
華
経
の
聴
衆
に
発
起
・
影
響
・
当
機
・
結
縁
と
い
う
四
衆
を

分
別
し
、
そ
こ
に
三
益
の
不
同
を
論
じ
て
い
る
点
に
特
殊
性
が
あ
る
。
日

隆
の
『
十
三
問
答
抄
』
に
は
、
今
日
八
相
成
道
の
仏
在
世
は
、
久
遠
の
昔

に
下
種
益
を
得
た
三
悪
已
断
の
当
機
に
解
脱
益
を
与
え
る
化
道
の
終
り

で
、
そ
こ
に
再
び
下
種
益
を
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
あ

り
、
日
辰
は
こ
の
説
を
自
著
の
設
問
に
引
用
し
、
そ
れ
に
答
え
て
い
る
。
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妙
本
寺
に
参
詣
し
た
。
門
川
流
伊
東
氏
を
通
じ
真
名
本
が
日
向
に
将
来
し

た
可
能
性
が
あ
る
。『
曽
我
物
語
』
と
保
田
と
の
最
も
深
い
機
縁
は
日
我

師
の
『
年
中
行
事
』（
富
要
一
―
三
四
四
）
に
「
妙
本
寺
十
一
代
日
要
師

（
日
向
細
島
出
身
）
を
前
後
す
る
十
代
日
信
師
、
十
二
代
日
清
師
は
相
模

国
曽
我
氏
出
身
の
兄
弟
だ
っ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

大
石
寺
本
の
謎　

一
方
、
大
石
寺
本
の
成
立
伝
来
の
経
緯
は
全
く
不
明

で
大
石
寺
歴
代
法
主
の
著
述
や
蔵
書
目
録
に
す
ら
名
称
は
無
い
。「
大
石

寺
本
」
の
初
見
は
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
九
月
の
小
宮
山
昌
世
氏
の

『
孝
義
双
列
録
』
で
あ
り
、
後
の
『
附
曽
我
物
語
』
や
『
標
註
異
本
曽
我

物
語
』
に
も
踏
襲
さ
れ
た
。
だ
が
山
岸
氏
は
「
大
石
寺
の
伝
本
は
大
正
十

四
年
の
堀
日
亨
上
人
の
捜
索
で
無
か
っ
た
」（「
伊
東
本
曽
我
物
語
解
題
」

取
意
）
と
し
た
。
村
上
学
氏
は
真
名
本
成
立
時
期
を
十
四
世
紀
後
半
か
ら

十
五
世
紀
初
め
と
し
書
写
の
魁
を
『
実
隆
公
記
』〔
明
応
六
年
（
一
四
九

七
）
六
月
〕（『
続
群
書
類
従
』
三
下
四
一
六
）
と
指
摘
し
た
。
故
に
富
士

門
流
が
真
名
本
を
見
聞
出
来
た
上
限
を
想
像
を
逞
し
く
し
て
敢
え
て
想
定

す
れ
ば
文
明
期
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
大
石
寺
九
世
日
有
上
人
（
一
四

〇
二
―
八
二
）
の
晩
年
で
前
述
し
た
保
田
十
一
世
日
要
師
と
の
思
想
交
渉

が
明
ら
か
で
あ
り
、
文
明
二
年
に
飫
肥
藩
主
が
『
曽
我
物
語
』
を
所
持
し

た
史
実
が
『
山
田
聖
栄
自
記
』（『
鹿
児
島
県
史
料
』
七
）
に
確
認
で
き

る
。
な
お
大
石
寺
本
に
つ
い
て
「
最
も
宗
祖
の
意
に
添
う
形
で
伝
承
し
よ

う
と
考
え
た
」（
興
風
十
三
取
意
）
と
す
る
大
黒
氏
の
見
解
に
は
賛
同
で

き
な
い
。

　

む
す
び
に　

最
後
に
曾
我
兄
弟
仇
討
の
舞
台
が
富
士
山
麓
（
大
石
ケ

原
）
北
方
の
井
出
屋
形
（
狩
宿
）
周
辺
で
北
条
得
宗
家
の
所
領
だ
っ
た
。

か
か
る
地
理
的
要
件
も
富
士
門
流
へ
の
真
名
本
伝
来
に
影
響
し
た
可
能
性

論
』
の
法
義
と
乖
離
す
る
。
し
か
し
「
本
門
寺
本
は
天
文
二
十
三
年
（
一

五
五
四
）
に
僧
日
義
が
書
写
し
北
山
本
門
寺
に
伝
え
、
妙
本
寺
本
は
天
文

十
五
年
に
僧
日
助
が
書
写
し
安
房
妙
本
寺
に
寄
進
し
た
。
そ
れ
ら
を
仮
名

交
り
体
に
改
め
叙
述
を
整
理
し
た
も
の
が
大
石
寺
本
で
『
曽
我
物
語
』
と

日
蓮
教
団
と
の
関
係
は
非
常
に
密
接
で
あ
る
。
宗
祖
も
『
秋
元
御
書
』
で

曽
我
兄
弟
仇
討
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
後
の
教
団
で
も
哀
話
が
話

題
と
な
り
、
そ
の
書
写
伝
承
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
状
況
が
推
測
」（『
日

蓮
宗
事
典
』
取
意
）
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
そ
の
背
景
は
未
詳
で
あ
っ
た
。

　

真
名
本
書
写
の
機
縁　

現
存
最
古
の
書
写
善
本
で
あ
る
妙
本
寺
本
は
四

位
公
日
助
師
が
天
文
十
五
年
に
日
向
国
臼
杵
院
で
書
写
し
た
写
本
を
七
年

後
に
日
向
国
出
身
（
俗
姓
長
友
氏
）
の
保
田
日
我
師
の
要
請
で
妙
本
寺
に

納
め
ら
れ
た
。
本
門
寺
本
は
翌
年
、
久
遠
寺
代
官
の
日
義
師
が
真
名
本

『
曽
我
物
語
』
を
小
泉
で
書
写
し
後
に
日
殿
師
と
改
め
重
須
に
将
来
し
た
。

大
石
寺
本
を
除
く
真
名
本
の
書
写
伝
来
は
明
ら
か
だ
が
『
曽
我
物
語
』
を

書
写
し
た
理
由
は
不
明
だ
っ
た
。
そ
の
機
縁
を
手
繰
る
と
、
遠
因
と
し

て
、
伊
豆
配
流
で
宗
祖
の
身
柄
を
預
か
っ
た
工
藤
祐
経
の
曾
孫
伊
東
祐
光

（「
伊
東
八
郎
左
衛
門
尉
に
預
け
ら
る
」
日
興
正
本
『
宗
祖
御
遷
化
記
録
』

新
編
一
八
六
三
）
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
宗
祖
は
祐
光
に
つ
い
て
日

昭
師
（
一
二
二
一
―
一
三
二
三
）
に
「
伊
東
の
八
郎
ざ
ゑ
も
ん
」（
同
九

九
八
真
蹟
京
都
本
能
寺
）
と
認
め
た
。
祐
光
の
嫡
流
は
関
東
御
家
人
役
を

務
め
、
蒙
古
襲
来
後
に
庶
子
が
日
向
に
赴
き
、
弟
の
祐
景
は
冨
田
庄
で
門

川
九
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
孫
娘
は
日
向
定
善
寺
開
山
薩
摩
阿
日

叡
師
（
一
三
〇
九
―
六
九
）
を
外
護
し
自
邸
の
阿
弥
陀
堂
を
法
華
堂
（
日

知
屋
寺
法
華
道
場
）
に
改
め
た
法
心
だ
っ
た
。
法
心
の
子
息
・
祐
世
の
曽

孫
・
祐
範
は
法
一
と
名
乗
り
、
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
迄
に
二
度
保
田
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て
み
る
と
、
六
つ
の
項
目
を
設
け
一
一
一
首
掲
載
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

あ
ら
た
め
て
歌
を
確
認
し
て
み
る
と
、
項
目
の
み
の
側
面
で
は
な
く
、
さ

ら
に
類
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
面
性
を
み
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
こ
の
小
稿
に
お
い
て
は
、「
謗
法
」
に
関
す
る
歌
を
分
類

し
、
日
扇
に
お
け
る
釈
教
歌
の
一
端
に
究
明
し
た
い
。

　

ま
ず
、『
類
別
御
教
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
謗
法
に
関
す
る
一
一

一
首
は
、
①
謗
法
＝
四
〇
首
（『
類
別
御
教
歌
集
』
一
二
三
―
一
二
七
頁
）、

②
謗
法
（
不
足
）＝
五
首
（
同
一
二
八
頁
）、
③
謗
法
（
相
似
）＝
二
首
（
同

上
）、
④
謗
法
（
読
誦
）＝
四
八
首
（
同
一
二
九
―
一
三
三
頁
）、
⑤
謗
法
罪

の
報
い
＝
七
首
（
同
一
三
四
頁
）、
⑥
謗
法
払
い
＝
九
首
（
同
一
三
四
―
一

三
五
頁
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
釈
教
歌
に
は
「
謗
法
」
の
語
彙

を
用
い
て
い
る
歌
も
確
認
で
き
、
こ
れ
を
⑦
「
謗
法
」
の
語
彙
を
用
い
た

歌
＝
二
七
首
（『
佛
立
事
典
』
第
三
巻
二
一
七
、
二
五
四
、
二
八
一
、
三

一
二
、
五
一
四
―
九
頁
）
を
追
加
す
る
と
、
合
計
一
三
八
首
確
認
で
き
る
。

　

つ
い
で
、
試
み
に
④
「
謗
法
（
読
誦
）」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
四
八
首

を
抽
出
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
分
類
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ⅰ

宗
門
僧
侶
に
対
す
る
批
判
＝
一
一
首
、
Ⅱ
読
誦
謗
法
の
根
拠
は
日
蓮
遺
文

＝
五
首
、
Ⅲ
軽
賤
読
誦
＝
四
首
、
Ⅳ
唱
題
中
心
＝
一
五
首
、
Ⅴ
衆
生
の
機

根
＝
一
三
首
。
つ
ま
り
、
さ
ら
な
る
類
別
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
誦

謗
法
に
関
す
る
微
細
な
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
づ
い
て
、
前
述
④
を
除
く
①
〜
⑦
の
項
目
九
〇
首
を
分
類
し
て
み
る

と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
Ａ
謗
法
の
誡
め
＝
二
二
首
、
Ｂ
信
仰
の
貫
徹
＝

四
首
、
Ｃ
利
益
あ
り
＝
二
首
、
Ｄ
寺
社
参
詣
の
禁
止
＝
四
首
、
Ｅ
違
背
行

為
＝
一
五
首
、
Ｆ
謗
法
与
同
＝
九
首
、
Ｇ
謗
法
罪
＝
八
首
、
Ｈ
謗
法
堕
獄

＝
五
首
、
Ｉ
不
平
不
満
＝
四
首
、
Ｊ
宗
門
・
他
宗
批
判
＝
七
首
、
Ｋ
同
信

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。【
付
記
】
詳
細
は
『
富
士
学
研
究
』（
十
五
―

一
、
二
〇
一
七
）
参
照
。

長
松
日
扇
に
お
け
る
釈
教
歌
の
一
考
察

│
│ 
謗
法
に
関
す
る
歌
を
中
心
に 

│
│

武
田
　
悟
一

　

本
門
佛
立
宗
を
開
い
た
長
松
日
扇
（
清
風
・
一
八
一
七
―
九
〇
）
に
お

け
る
宗
教
活
動
の
特
色
と
は
何
か
、
と
問
題
提
起
し
て
み
る
と
、
そ
の
一

つ
に
釈
教
歌
（
御
教
歌
）
を
用
い
て
教
導
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
三
十
一
文
字
の
和
歌
に
表
現
し
、
法
華
経
や

日
蓮
の
教
え
、
あ
る
い
は
信
仰
に
対
す
る
心
得
や
、
苦
悩
を
信
仰
に
よ
っ

て
解
決
す
る
た
め
の
手
段
や
導
き
を
、
日
扇
は
和
歌
に
表
現
し
て
、
平
易

に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日
扇
が
創
作
し
た
釈
教
歌
の
数
は
三

七
九
七
首
に
の
ぼ
る
。
日
扇
み
ず
か
ら
「
歌
に
し
て
教
へ
て
お
け
ば
い
つ

ま
で
も　

御
法
門
を
ば
わ
す
れ
ざ
り
け
り
」（『
佛
立
事
典
』
第
三
巻
九
〇

頁
）「
書
と
歌
は
吾
仏
道
の
栞
な
り　

か
き
わ
く
る
に
も
お
も
ひ
や
る
に

も
」（
同
二
九
三
頁
）
と
詠
じ
て
い
る
よ
う
に
、
和
歌
の
形
に
し
て
教
え

て
お
け
ば
仏
教
教
義
を
失
念
す
る
こ
と
は
な
い
、
ま
た
大
切
な
教
義
を
和

歌
に
託
し
て
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
日
扇
は
宗
教
活
動
に
釈
教
歌
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
の
は
日

蓮
宗
教
学
史
上
に
お
い
て
特
長
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
扇
の
釈
教
歌
を
た
ず
ね
る
基
本
資
料
の
う
ち
、『
類
別

御
教
歌
集
』（
平
成
一
二
年
）
は
、
一
九
二
の
項
目
を
設
け
て
、
該
当
す
る

日
扇
の
歌
を
分
類
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日
扇
に
お
け
る
信
行
論
の
特

長
の
一
つ
「
謗
法
」（
正
法
を
謗
り
、
信
受
し
な
い
こ
と
）
に
つ
い
て
み
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が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
日
蓮
伝
記
の
世
界
で
も
挿
絵
や
絵
伝
記
に
よ
っ
て

生
涯
が
庶
民
層
に
よ
り
コ
マ
運
び
の
形
で
理
解
さ
れ
て
い
く
が
、
伝
記
の

著
者
が
日
蓮
の
足
跡
を
踏
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
記
本
に
そ
の
詳
細
な

出
来
事
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
般
庶
民
に
日
蓮
の
生
涯

を
絵
の
コ
マ
で
説
明
す
る
伝
記
絵
馬
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ

に
は
波
乱
万
丈
な
生
涯
の
出
来
事
が
ド
ラ
マ
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。
本
発

表
は
、
静
岡
県
沼
津
市
土
肥
清
雲
寺
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
絵
馬
九
十
点
を

取
り
上
げ
、
近
代
の
日
蓮
伝
記
と
絵
馬
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
構
図
と
の
関

係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

絵
馬
の
絵
師
一
運
斉
国
秀
は
、
駿
河
国
を
始
め
と
し
て
活
躍
し
た
地
方

絵
師
で
、
現
存
す
る
作
品
を
み
る
と
駿
河
国
、
伊
豆
国
、
甲
斐
国
の
寺
院

に
納
め
て
い
る
。
国
秀
の
作
品
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
信
仰

関
係
作
品
に
限
っ
て
は
日
蓮
一
代
記
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
筆
者
が
管

見
す
る
限
り
、
国
秀
の
日
蓮
伝
記
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
九
月

十
二
日
の
駿
東
郡
長
泉
町
法
華
寺
の
も
の
が
初
見
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
同

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
土
肥
清
雲
寺
本
堂
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
を
画
い

て
い
る
。
清
雲
寺
絵
馬
の
奉
額
の
発
起
人
は
同
寺
近
隣
の
天
金
に
住
む
鈴

木
伊
兵
衛
で
、
他
十
二
名
の
世
話
人
、
歌
題
目
連
、
題
目
講
中
と
い
っ
た

集
団
が
絵
馬
に
墨
書
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
清
雲
寺
近
隣
の
信
徒
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
絵
馬
が
画
か
れ
た
時
代
の
著
名
な
日
蓮
伝
記
本
に
小
川
泰
堂
著

『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』（
以
下
、『
真
実
伝
』
と
略
記
）
が
あ
る
。
こ
れ
は

絵
馬
の
二
十
三
年
前
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
近
代
日
蓮
伝
記
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
く
。
同
書
は
、

和
綴
五
巻
本
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
挿
絵
数
の
豊
富
さ
に
つ
い
て
は
他

へ
の
批
判
＝
一
首
、
Ｌ
布
教
妨
害
＝
二
首
、
Ｍ
利
益
な
し
＝
六
首
、
Ｎ
仏

教
語
＝
一
首
。
こ
の
う
ち
、
Ａ
〜
Ｄ
の
項
目
は
、
謗
法
に
対
す
る
行
為
や

罪
に
対
す
る
誡
め
等
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
〜
Ｍ
の
項
目
は
、
謗
法

を
犯
す
こ
と
へ
の
罪
障
、
あ
る
い
は
犯
し
た
後
の
罪
業
に
つ
い
て
詠
じ
た

も
の
、
Ｎ
は
謗
法
に
関
す
る
仏
教
用
語
を
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

た
歌
で
あ
る
。

　

以
上
の
分
類
を
、
今
度
は
『
類
別
御
教
歌
集
』
の
項
目
と
比
較
検
討
し

て
み
る
と
、
①
は
Ｃ
・
Ｈ
・
Ｌ
の
項
目
以
外
に
散
見
さ
れ
、
②
は
Ａ
・

Ｄ
・
Ｅ
・
Ｉ
の
四
項
目
、
③
は
Ａ
と
Ｄ
の
項
目
、
⑤
は
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｌ
の
項

目
、
⑥
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｍ
の
六
項
目
、
⑦
は
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｉ
・

Ｋ
・
Ｎ
以
外
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
扇
に
お
け
る
釈
教
歌
は
、『
類
別
御
教

歌
集
』
に
み
ら
れ
る
項
目
の
側
面
の
み
で
は
な
く
、
さ
ら
に
類
別
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
新
た
な
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

近
代
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
に
つ
い
て

望
月
　
真
澄

　

日
蓮
宗
の
開
祖
日
蓮
の
生
涯
は
伝
記
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
伝
記
内
容
の
伝
達
形
態
は
①
文
章
の
み
の
伝
記
、
②
文
章
に
挿

絵
が
あ
る
伝
記
、
③
絵
の
み
の
伝
記
、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
、
③
の
中
で
も
日
蓮
伝
記
が
画
か
れ
た
絵
馬
（
板
絵
）
を
取
り
上
げ
て

み
た
。

　

日
蓮
の
生
涯
は
、
近
世
に
な
る
と
落
語
や
歌
舞
伎
・
狂
言
の
分
野
で
も

演
じ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
日
蓮
の
法
難
や
奇
瑞
と
い
っ
た
生
涯
の
一
場

面
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
霊
性
を
帯
び
た
日
蓮
の
イ
メ
ー
ジ
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に
ま
で
深
く
知
ら
れ
て
い
っ
た
。
今
後
は
国
秀
の
日
蓮
一
代
記
に
関
す
る

資
料
調
査
を
行
い
、
国
秀
が
用
い
た
日
蓮
伝
記
作
品
の
構
図
を
比
較
検
討

し
て
み
た
い
。

の
日
蓮
伝
記
の
群
を
抜
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
清
雲
寺
絵
馬
数
と
『
真
実

伝
』
挿
絵
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
が
九
十
場
面
、
後
者
が
九
十
四

場
面
で
四
場
面
の
違
い
が
あ
る
が
ほ
ぼ
近
い
点
数
で
あ
る
。
個
々
の
絵
の

説
明
文
を
比
べ
る
と
説
明
の
文
章
が
同
一
の
も
の
三
十
八
点
、
文
章
の
違

い
は
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
十
八
点
、
文
章
が
似
通
っ
て
い
る
も

の
十
三
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
六
十
九
点
と
な
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
三
分
の
二
が
同
じ
構
図
と
な
る
。
ま

た
、『
真
実
伝
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
鎌
倉
・
関
東
の
風
景
画
五
点
、
江

戸
の
日
蓮
霊
場
寺
院
三
点
、
国
秀
が
撰
ん
だ
伊
豆
・
駿
河
国
の
出
来
事
二

点
を
外
し
て
考
え
る
と
、
構
図
の
大
部
分
が
『
真
実
伝
』
の
挿
絵
と
同
じ

場
面
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
秀
は
泰
堂
の
『
真
実
伝
』

を
読
み
込
み
、
そ
の
挿
絵
を
参
考
に
し
て
清
雲
寺
の
絵
馬
を
画
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
泰
堂
は
豊
富
な
文
字
と
挿
絵
で
伝
記
を
記
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
『
真
実
伝
』
に
画
か
れ
た
絵
は
挿
絵
で
あ
り
、
何
を
挿
絵

に
使
用
す
る
か
は
絵
師
の
意
図
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
挿
絵
は
文
章
の

伝
記
を
よ
り
理
解
す
る
上
で
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
伝
記
本
文
と
挿

絵
の
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
挿
絵
の
役
割
が
明
確
に
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
一
方
絵
伝
記
は
、
絵
の
み
で
生
涯
を
紹
介
す
る
た
め
文
章

に
比
べ
て
限
り
が
あ
る
が
、
絵
の
構
図
か
ら
伝
記
場
面
が
理
解
し
や
す
く

な
る
た
め
、
取
り
上
げ
る
絵
の
選
定
が
重
要
と
な
る
。
国
秀
も
そ
の
点
に

留
意
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
西
伊
豆
寺
院
の
奉
額
を
考
え
、
富
士
と
沼
津
と

い
っ
た
日
蓮
が
足
跡
を
遺
し
た
近
郊
地
域
の
事
跡
を
取
り
上
げ
、
よ
り
親

し
み
の
あ
る
絵
伝
記
に
仕
立
て
て
い
る
。

　

祖
師
信
仰
は
、
近
世
の
み
な
ら
ず
近
代
に
入
っ
て
も
低
迷
す
る
こ
と
な

く
、
絵
馬
と
い
っ
た
絵
画
資
料
に
よ
っ
て
日
蓮
の
思
想
や
行
動
が
庶
民
層
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第
九
部
会

呪
術
の
新
理
論

│
│ 
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
不
死
概
念
の
分
析
か
ら 

│
│

髙
山
　
善
光

　

本
発
表
で
は
、
旧
来
の
呪
術
理
論
で
は
解
け
な
い
問
題
を
通
し
て
、
新

し
い
呪
術
理
論
を
考
案
し
た
。
ま
ず
旧
来
の
呪
術
理
論
が
、
要
素
Ｘ
と
要

素
Ｙ
の
関
係
に
対
す
る
理
論
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
タ
イ
ラ
ー
や
フ

レ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
人
間
の
普
遍
的
な
認
知
機
能
に
着
目
し
た
近
年
の

理
論
は
、
連
想
や
類
似
、
そ
し
て
類
感
や
共
感
、
融
即
と
い
っ
た
、
Ｘ
Ｙ

間
に
お
け
る
関
係
性
に
基
づ
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
要
素
Ｘ
と
要

素
Ｙ
は
神
秘
的
な
仕
方
で
関
連
し
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
れ
ら
の
理
論
の

主
張
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
不
死
概
念
は
、
こ
の
旧
来
の
理

論
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
次
に
、

初
期
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
に
注
目
し
て
こ
れ
を
示
し
た
。
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
の
哲
学
者
は
、
確
か
に
存
在
し
て
い
る
不
死
の
状
態
に
至
る

た
め
に
は
、
あ
る
神
秘
的
な
知
識
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（BĀ
U
 4.4.14

）。
す
な
わ
ち
、「
知
識
Ｘ
を
知
る
と
状
態
Ｙ
に
至
る
」
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
学
者
の
考
え
に
お

け
る
Ｘ
と
Ｙ
の
関
係
に
関
し
て
は
す
で
に
明
確
で
あ
る
。
Ｘ
が
Ｙ
を
も
た

ら
す
と
い
う
の
が
そ
の
要
旨
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
論
理
を
理
解
で

き
な
い
の
は
、
Ｘ
と
Ｙ
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
Ｘ
そ
の
も
の
が
何
か
、
Ｙ
が
何
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て

数
々
の
事
例
を
示
し
て
考
察
し
た
。

　

不
死
と
知
識
と
の
関
係
に
お
い
て
も
っ
と
も
不
可
思
議
で
あ
る
の
は
、

死
と
い
う
自
然
上
に
お
け
る
具
体
的
な
出
来
事
と
、
知
識
と
い
う
人
工
的

な
抽
象
概
念
と
が
な
ぜ
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
本
発
表
が
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
関
係
し
て
い
る
と
明
確
に
彼

ら
が
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
彼
ら
が
自
然
物
と
人
工
物
、
具
体
物

と
抽
象
物
と
い
う
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
区
別
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ

る
。
彼
ら
は
、
食
べ
物
と
飲
み
物
を
真
に
欲
せ
ば
、
そ
の
「
概
念
の
み
か

ら
、
食
物
と
飲
料
が
彼
の
眼
前
に
現
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
ら
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
（ChU

 8.2.7

）。
そ
し
て
こ
れ
は
死

に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
あ
る
知
識
を
「
知
る

人
々
は
不
死
と
な
り
、
そ
し
て
他
の
者
た
ち
は
ま
さ
に
苦
悩
に
赴
く
」

（BĀ
U
 2.1.12

）
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
抽
象
物
で
あ
る
も
の
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
具
体
化
さ
れ
、
具

体
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
神
秘
的
な

知
識
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
思
想
上
に
お
い
て
は
、
そ
の
神
秘

的
な
知
識
を
現
実
的
な
も
の
と
し
て
具
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
不
死
に
関
す
る
知
識
を
真
に
知
る
こ
と
は
、
不
死
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
と
同
義
な
の
で
あ
る
。

　

旧
来
の
Ｘ
と
Ｙ
の
関
係
性
に
注
目
し
た
理
論
に
対
し
、
本
発
表
で
は
抽

象
物
の
具
体
化
と
い
う
理
論
を
発
表
し
た
。
確
か
に
、
古
く
は
Ｓ
・
シ
ャ

イ
エ
ル
の
よ
う
に
、
呪
術
に
お
い
て
は
感
情
等
が
物
質
化
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
研
究
者
も
い
た
。
し
か
し
、
も
し
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
に
お
け
る
不
死
概
念
を
理
解
す
る
の
な
ら
ば
、
物
質
化
と
い
う
よ
り
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帯
を
め
ぐ
っ
て
争
奪
戦
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
河
川
は
、
道
路
建
設
が
困
難

で
あ
っ
た
古
代
で
は
商
業
・
交
通
の
動
脈
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
河
川
は
、

政
治
上
・
文
化
上
の
中
心
で
も
あ
り
境
界
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
で
は
い
く
つ
か
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
川
、
イ

ン
ダ
ス
川
と
そ
の
五
支
流
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
ナ
デ
ィ
ー

（
河
神
）
の
歌
」（
一
〇
・
七
五
）、「
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
河
の
歌
」（
七
・

九
五
）
な
ど
河
川
及
び
そ
の
神
に
讃
歌
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。『
マ
ヌ
法

典
』
で
は
、「
清
め
を
必
要
と
す
る
も
の
は
土
あ
る
い
は
水
に
よ
っ
て
清

め
ら
れ
る
。
河
川
は
流
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
る
。」（
五
・
一
〇
八
）
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
河
川
は
浄
化
し
、
清
め
る
作
用
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
で
は
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
川
と
ガ
ン

ジ
ス
川
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
と
く
に
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ガ
ン
ガ
ー
女
神

は
こ
の
叙
事
詩
で
は
神
々
で
す
ら
抗
し
が
た
い
英
雄
ビ
ー
シ
ュ
マ
を
生

む
。
こ
の
ビ
ー
シ
ュ
マ
を
通
し
て
「
最
高
の
川
で
あ
る
私
の
母
」
と
い
う

よ
う
に
、
ガ
ン
ガ
ー
女
神
と
ガ
ン
ジ
ス
川
の
偉
大
さ
を
伝
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
川
は
「
吉
祥
」
と
い
う
修
飾
語
で
讃
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
河
川
は
子
を
授
け
る
、
ま
た
は
媒

介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
河
川
自
身
も
子
ど
も
を
生
む
の
で
あ
り
、
吉
祥

の
存
在
、
清
浄
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
ヴ
ァ
ラ
ナ
シ
ィ
の
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ガ
ー
ト
調
査
で
は
、A

si-
Ghat

か
らD

urgaGhat

ま
で
は
リ
ン
ガ
と
と
も
に
神
像
の
信
仰
も
多

か
っ
た
。D

urgaGhat

よ
り
下
流
の
ガ
ー
ト
で
は
、
シ
ヴ
ァ
神
を
中
心

と
し
つ
つ
も
多
様
な
信
仰
形
態
が
表
出
し
て
い
た
が
、
総
合
的
に
は
リ
ン

ガ
信
仰
が
強
か
っ
た
。
リ
ン
ガ
信
仰
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
以
前
か
ら
存
在
し

て
お
り
、
ド
ラ
ヴ
イ
ダ
人
の
間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
リ

も
、
頭
に
あ
る
事
柄
が
具
体
化
す
る
と
広
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

周
知
の
よ
う
に
、
旧
来
の
呪
術
理
論
は
隠
喩
や
換
喩
と
い
う
認
知
機
能
の

観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
認
知
に
関
す
る

様
々
な
研
究
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
隠
喩
や
換
喩
に
よ
る
理
解
は
普
遍

的
な
も
の
で
あ
り
、
非
呪
術
的
な
人
々
に
よ
っ
て
も
等
し
く
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｘ
と
Ｙ
の
関
係
性
に
呪
術
の
特
徴
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
呪
術
の
特
徴
は
、
隠
喩
や
換
喩
に
基

づ
く
推
論
の
仕
方
よ
り
も
、
そ
の
隠
喩
や
換
喩
に
よ
る
抽
象
的
な
結
び
つ

き
さ
え
も
、
具
体
的
な
結
び
つ
き
と
し
て
捉
え
る
認
識
の
仕
方
に
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
太
陽
と
人
間
の
目
と
が
類
似
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
で
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が

具
体
的
・
現
実
的
な
結
び
付
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
呪
術

的
な
思
考
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
具
体
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
具
体
化
の
認
識
の
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
来

の
理
論
も
包
括
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
河
川
の
信
仰

宮
崎
　
智
絵

　

大
河
の
流
域
に
形
成
さ
れ
た
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
と
古
代
エ
ジ
プ

ト
文
明
で
は
、
原
初
の
水
と
し
て
水
を
位
置
付
け
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は

ナ
イ
ル
川
の
神
ハ
ピ
な
ど
を
信
仰
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
の
よ
う

に
河
川
に
関
連
す
る
神
を
崇
拝
の
中
心
に
位
置
付
け
て
お
ら
ず
、
神
を
河

川
に
関
連
付
け
て
信
仰
の
中
心
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
イ

ン
ド
で
は
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
や
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

興
り
、
栄
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
、
と
く
に
ガ
ン
ジ
ス
・
ヤ
ム
ナ
ー
河
地
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ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
施
餓
鬼

│
│ 「
十
六
の
団
子
供
え
」
解
釈
と
形
成
史 

│
│

虫
賀
　
幹
華

　

本
発
表
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
祖
先
祭
祀
（
シ
ュ
ラ
ー
ッ
ダ
）
で
唱
え

ら
れ
る
「
男
女
の
た
め
の
十
六
（
プ
ル
シ
ャ
・
シ
ョ
ー
ダ
シ
ー
と
ス
ト
リ

ー
・
シ
ョ
ー
ダ
シ
ー
）」
と
い
う
名
の
マ
ン
ト
ラ
群
の
解
釈
を
通
し
て
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
「
苦
し
む
死
者
」
や
「
無
縁
死
者
」
に
対
す
る

供
養
を
紹
介
し
、
死
者
供
養
の
比
較
研
究
に
む
け
て
の
事
例
提
供
を
目
的

と
す
る
。
表
題
で
は
「
施
餓
鬼
」
と
し
た
が
、「
有
徳
の
僧
へ
の
施
食
を

通
し
て
、
餓
鬼
道
に
あ
り
苦
し
む
死
者
の
た
め
に
飲
食
を
施
す
法
会
」
と

定
義
さ
れ
る
施
餓
鬼
に
対
し
て
、「
男
女
の
た
め
の
十
六
」
を
用
い
て
行

わ
れ
る
供
養
は
、
対
象
が
「
餓
鬼
」
よ
り
も
広
範
囲
に
わ
た
り
、
僧
を
通

し
て
の
供
養
で
は
な
く
よ
り
直
接
的
な
死
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
施
餓
鬼
」
よ
り
も
広
い
「
無
縁
供
養
」
で
あ
る
と
捉
え
る

こ
と
と
し
た
い
。
池
上
良
正
が
図
式
化
し
て
い
る
よ
う
に
、「
無
縁
供
養
」

と
い
う
場
合
に
は
「
無
主
（
弔
う
縁
者
が
い
な
い
状
態
）」
だ
け
で
な
く
、

「
法
界
」
や
「
法
界
衆
生
」
の
供
養
に
代
表
さ
れ
る
「
無
遮
（
特
定
の
対

象
が
な
く
平
等
な
こ
と
）」
の
側
面
を
含
む
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
（「
無

縁
供
養
の
動
態
性
」『
宗
教
研
究
』
八
六
巻
二
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
九

三
―
二
一
七
頁
）。「
男
女
の
た
め
の
十
六
」
は
、「
漏
れ
の
な
い
供
養
」

を
目
指
す
「
無
遮
」
の
側
面
が
際
立
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
男
女
の
た
め
の
十
六
」
は
、
北
イ
ン
ド
ビ
ハ
ー
ル
州
南
部
の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
聖
地
、
ガ
ヤ
ー
で
行
わ
れ
る
「
ガ
ヤ
ー
・
シ
ュ
ラ
ー
ッ
ダ
」
の

儀
礼
過
程
に
お
い
て
現
在
で
も
確
認
さ
れ
る
。
大
麦
粉
あ
る
い
は
炊
い
た

米
で
作
ら
れ
る
団
子
（
ピ
ン
ダ
）
が
、
十
二
の
祖
先
（
父
・
祖
父
・
曾
祖

グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
で
は
リ
ン
ガ
崇
拝
者
は
ア
ー
リ
ア
人
の
敵
と
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
で
は
リ
ン
ガ
の
供
養
者
は
常
に
大

い
な
る
繁
栄
に
達
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
リ
ン
ガ
崇
拝
と
シ
ヴ
ァ
信
仰
の

結
び
つ
き
は
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
時
代
に
確
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
シ

ヴ
ァ
神
は
リ
ン
ガ
の
中
で
増
大
し
、
高
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
格
化
さ

れ
た
姿
よ
り
も
リ
ン
ガ
の
方
が
は
る
か
に
強
大
な
力
を
内
包
す
る
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
神
話
と
説
話
か
ら
リ
ン
ガ
と
の
関
わ
り
も
強
い
ヴ
ァ
ラ
ナ

シ
ィ
で
は
、
シ
ヴ
ァ
神
像
と
と
も
に
リ
ン
ガ
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
ガ
ン
ジ
ス
川
は
ガ
ン
ガ
ー
女
神
で
あ
る
と
と
も
に
シ
ヴ
ァ
神
そ
の
も

の
に
つ
な
が
る
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
ヴ
ァ
ラ
ナ
シ
ィ
で
も
シ
ヴ
ァ
神
像
の

形
態
で
の
信
仰
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
は
シ
ヴ
ァ
神
を
通

し
て
天
か
ら
流
れ
、
あ
ら
ゆ
る
罪
障
を
浄
化
し
、
死
者
の
魂
は
天
へ
と
の

ぼ
っ
て
い
く
川
な
の
で
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
に
対
す
る
信
仰
は
、
シ
ヴ
ァ

信
仰
と
結
び
つ
い
て
生
と
死
、
再
生
を
現
実
世
界
で
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
川
の
向
こ
う
に
天
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
河
川
の
信
仰
は
、
文
献
に
お
い
て

は
子
を
授
け
、
川
そ
の
も
の
も
子
を
宿
し
、
吉
祥
で
あ
り
、
身
を
浄
め
、

天
に
通
じ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
ラ
ナ
シ
ィ
で
は
、
河

川
信
仰
と
シ
ヴ
ァ
信
仰
と
結
び
つ
い
た
信
仰
形
態
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
多
く
の
川
を
神
聖
視
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
強
力

な
浄
化
作
用
が
あ
り
、
天
に
通
じ
る
ガ
ン
ジ
ス
川
に
対
す
る
信
仰
は
特
別

な
の
で
あ
る
。
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至
る
ま
で
の
、
神
々
、
聖
仙
、
祖
先
、
人
間
、
父
、
母
、
母
方
の
祖
父

（
二
八
）、
何
千
万
世
代
の
死
者
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
の
世
界
か
ら
人
間
の
世
界

ま
で
、
七
つ
の
大
陸
の
居
住
者
（
二
九
ａ
ｂ
ｃ
）、「
火
葬
さ
れ
た
者
と
さ

れ
な
か
っ
た
者
」（
三
四
ａ
ｂ
）、
天
・
空
・
地
上
界
の
祖
先
や
親
類
（
四

五
ａ
ｂ
）、「
親
類
の
者
と
親
類
で
な
い
者
、
別
の
人
生
で
親
類
で
あ
っ
た

者
」（
四
七
ａ
ｂ
）、
父
方
・
母
方
の
家
系
、
師
や
舅
の
親
類
、
そ
の
他
親

類
の
死
者
（
四
八
）、
祭
主
に
「
知
ら
れ
て
い
る
者
と
知
ら
れ
て
い
な
い

者
」（
五
〇
ｂ
）、
世
界
創
造
以
来
、
父
方
・
母
方
の
家
族
に
属
し
た
者
、

祭
主
の
子
孫
に
な
る
者
、
使
用
人
（
五
一
）、
友
人
、
家
畜
、
木
々
、
祭

主
に
見
ら
れ
た
・
触
れ
ら
れ
た
・
助
け
ら
れ
た
も
の
、
別
の
人
生
で
祭
主

と
出
会
っ
た
も
の
（
五
二
ａ
ｂ
ｃ
）。

イ
ギ
リ
ス
宗
教
教
育
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

│
│ 

宗
教
科
教
科
書
を
資
料
に 

│
│

澤
田
　
彰
宏

　

近
年
の
イ
ギ
リ
ス
宗
教
教
育
で
は
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
藤
原

聖
子
『
ポ
ス
ト
多
文
化
主
義
教
育
が
描
く
宗
教
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一

七
年
）
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
分
裂
や
テ
ロ
な
ど
の
原
因
は
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
孤
立
化
が
原
因
だ
と
す
る
反
省
か
ら
、
宗
教
科
教
科
書
が
そ

れ
ま
で
の
多
文
化
主
義
的
な
内
容
か
ら
「
共
同
体
の
結
束
」
を
目
指
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
、
同
時
に
そ
の
記
述
は
そ
の

目
的
の
実
現
の
た
め
の
宗
教
と
い
う
描
か
れ
方
と
な
り
、
結
果
的
に
宗
教

観
の
原
理
主
義
化
と
も
い
え
る
操
作
・
改
変
を
研
究
者
や
教
育
界
が
行
っ

て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、
本
発
表
で
はR

eligions to inspiR
E

父
と
そ
の
妻
た
ち
、
母
方
の
祖
父
・
曾
祖
父
・
高
祖
父
と
そ
の
妻
た
ち
）

と
、
そ
の
他
の
親
類
や
友
人
な
ど
に
個
別
に
供
え
ら
れ
た
あ
と
、
以
上
か

ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
死
者
た
ち
に
「
男
女
の
た
め
の
十
六
」
の
マ
ン
ト
ラ

と
と
も
に
十
九
個
の
団
子
が
捧
げ
ら
れ
る
。
ダ
ル
マ
ニ
バ
ン
ダ
文
献
で

は
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
・
ミ
シ
ュ
ラ
の
『
テ
ィ
ー
ル
タ
チ
ン
タ
ー
マ

ニ
』（
十
五
世
紀
後
半
成
立
）
が
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
マ
ン
ト
ラ
を
「
十

六
の
儀
礼
（
シ
ョ
ー
ダ
シ
ー
・
カ
ル
マ
）」
と
紹
介
す
る
。
同
文
献
は
マ

ン
ト
ラ
を
『
ヴ
ァ
ー
ユ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
す
る
が
、

『
ヴ
ァ
ー
ユ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
に
後
代
に
挿
入
さ
れ
た
『
ガ
ヤ
ー
・
マ
ー
ハ

ー
ト
ミ
ヤ
』
が
成
立
し
た
の
は
十
二
世
紀
頃
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
『
ガ
ヤ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ
ヤ
』
第
六
章
掲
載
の
「
男
女
の
た
め
の
十

六
」
で
供
養
さ
れ
る
対
象
を
五
つ
に
分
類
し
た
。
一
、
異
常
死
者
：
歯
が

生
え
る
前
に
亡
く
な
っ
た
者
、
堕
胎
さ
れ
た
者
（
三
三
ａ
ｂ
）、
雷
（
三

四
ｃ
）
や
山
火
事
に
よ
る
死
者
、
動
物
に
襲
わ
れ
た
者
（
三
五
ａ
ｂ
ｃ
）、

自
殺
者
（
三
六
ａ
ｂ
ｃ
）、
荒
野
や
森
で
の
餓
死
者
（
三
七
ａ
ｂ
）、
身
体

障
害
者
、
未
熟
児
（
四
九
ｄ
、
五
〇
ａ
）。
二
、
適
切
な
葬
儀
を
受
け
ら

れ
な
い
者
：
火
葬
さ
れ
な
か
っ
た
者
（
三
四
ｂ
、
四
五
ｃ
）、
息
子
や
妻

を
失
っ
た
者
（
四
九
ａ
ｂ
ｃ
）。
三
、
地
獄
や
人
間
以
外
の
姿
で
苦
し
む

者
：
悪
霊
、
餓
鬼
、
食
人
鬼
（
三
七
ｃ
）、
餓
鬼
道
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
獄
で

苦
し
む
者
（
三
八
―
四
〇
ａ
ｂ
、
四
一
ａ
ｂ
、
四
二
ａ
ｂ
、
四
六
ａ
ｂ
）、

家
畜
、
鳥
、
昆
虫
、
爬
虫
類
、
木
に
再
生
し
た
者
（
四
三
ａ
ｂ
ｃ
）、
何

千
回
も
再
生
を
繰
り
返
す
者
、
人
間
へ
の
再
生
が
困
難
な
者
（
四
四
ａ
ｂ

ｃ
）。
四
、
救
い
の
道
が
知
ら
れ
て
い
な
い
、
祭
主
の
親
類
や
同
朋
（
二

五
ａ
ｂ
＝
三
〇
ａ
ｂ
、
二
六
ａ
ｂ
＝
三
一
ａ
ｂ
、
二
七
ａ
ｂ
＝
三
二
ａ

ｂ
）。
五
、
祭
主
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
者
：
ブ
ラ
フ
マ
ー
か
ら
低
木
に
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く
取
り
上
げ
ら
れ
、
低
カ
ー
ス
ト
差
別
改
善
運
動
を
行
う
ア
ー
リ
ヤ
・
サ

マ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
実
際
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
社
会

改
革
運
動
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
思
想
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
的
で
も

あ
っ
た
。
教
科
書
全
体
か
ら
み
る
と
彼
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る
。

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
に
お

い
て
し
ば
し
ば
争
点
と
な
る
イ
ン
ダ
ス
文
明
と
ア
ー
リ
ヤ
人
の
起
源
・
関

係
や
、
他
の
南
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
に
対
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
優
位
性
な

ど
の
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
科
学
」
と
い
う

項
目
で
は
、
古
代
の
イ
ン
ド
天
文
学
で
の
知
識
が
現
代
の
そ
れ
と
一
致
す

る
点
が
六
つ
示
さ
れ
て
い
る
（
出
典
は
不
明
）。
ま
た
、『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』

の
扱
い
が
大
き
い
（
あ
ら
す
じ
の
紹
介
、
イ
ン
ド
人
道
徳
規
範
に
な
っ
て

い
る
な
ど
）
一
方
で
、『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ

ら
れ
な
い
な
ど
、
構
成
に
疑
問
が
残
る
点
も
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ス
ィ
ク
教
と
の
対
立
点
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
こ
の
教
科
書
の
内
容
は
、
一
神
教
性
の
強
調
や
カ
ー

ス
ト
社
会
の
単
純
化
な
ど
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
多
様
性
が
失
わ
れ
画
一
化
し

て
い
る
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
直
接
的
な
影
響
ま
で
は

断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
し
た
。

T
im
es of India

に
見
る

近
代
イ
ン
ド
の“secularism

”

の
語
用
の
展
開

冨
澤
　
か
な

　

イ
ン
ド
の
「
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
」
に
関
し
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、

こ
の“secularism

”

と
い
う
英
語
語
彙
そ
の
も
の
の
展
開
を
問
う
も
の

の
シ
リ
ー
ズ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
教
科
書
で
あ
る
、Jan H

ayes, R
eli-

gions to inspiR
E
, H
induism

 (H
odder Education, 2012

)

を
資

料
に
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
教
育
で
「
共
同
体
の
結
束
」
の
た
め
に

教
え
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
内
容
と
は
何
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
検
証
点
は

①
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
概
念
、
カ
ー
ス
ト
、
聖
者　

②
記
述
の
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
要
素
に
つ
い
て
、
の
二
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
多
神
教
で
あ
る
か
一
神
教
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
教
科
書
は
神
をGod

とD
eities

に
分
け
、God

を
「
ブ
ラ
フ

マ
ン
」
と
し
て
説
明
し
一
元
論
を
強
調
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
呼
ば
れ
る
至
高
神
を
信
じ
て
い
る
」
や
、
ブ

ラ
フ
マ
ー
神
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
、
シ
ヴ
ァ
神
は
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
が
解
体
さ

れ
た
」
な
ど
の
記
述
で
あ
る
。
そ
の
他
の
神
々
もD
eities

と
し
て
紹
介

さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
想
起
とGod

を
よ
り
は
っ
き
り

と
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
」
な
ど
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
一
神
教
的

性
質
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

カ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
は
（
記
述
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の

影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
と
の
藤
原
の
指
摘
も
あ
る
）、
こ
の
教
科
書

で
は
カ
ー
ス
ト
＝
ヴ
ァ
ル
ナ
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
テ
ィ
の
語
は
な
い
。
ま
た
、

カ
ー
ス
ト
は
個
々
人
の
カ
ル
マ
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
や
、
ダ
リ
ト
も
含

め
た
「
五
つ
の
ヴ
ァ
ル
ナ
」、「
人
種
差
別
」
の
節
で
の
人
種
＝
カ
ー
ス
ト

（
イ
ン
ド
な
ら
ア
ー
リ
ヤ
や
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
民
族
を
語
る
こ
と
が
多
い
）
な

ど
の
記
述
は
、
独
特
の
カ
ー
ス
ト
論
と
見
な
せ
る
。

　

聖
者
に
つ
い
て
は
、
古
代
か
ら
の
イ
ン
ド
思
想
上
の
聖
者
は
ほ
と
ん
ど

出
て
こ
な
い
（
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
ダ
リ
ト
の
分
離
選
挙
反
対
で
の
断
食
の
様

子
が
あ
る
）
が
、
近
代
の
ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
・
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
が
大
き
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た
。
こ
れ
は
彼
の
最
初
の
西
洋
滞
在
の
最
終
年
か
ら
、
帰
国
後
イ
ン
ド
各

地
を
訪
ね
た
年
に
あ
た
る
。
当
初
、
彼
が
西
洋
の
語
法
の
影
響
を
受
け
た

可
能
性
が
推
測
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
万
国
宗
教
会
議
の
記
録
、
エ
マ

ソ
ン
全
集
、
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
や
オ
ー
ル
コ
ッ
ト
ら
の
著
作
な
ど
で
数
え

た
と
こ
ろ
、
こ
の
語
の
頻
繁
な
用
例
は
認
め
ら
れ
ず
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー

ナ
ン
ダ
に
先
立
つ
西
洋
の
用
例
は
意
外
に
も
多
く
は
な
い
と
い
う
可
能
性

が
浮
か
ん
だ
。
つ
ま
り
、
こ
の
名
詞
を
普
遍
宗
教
論
等
に
用
い
る
近
代
的

な
用
法
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
が
西
洋
に
先
立
っ
て
自
ら
見
い
だ

し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
経
て
、
現
在
筆
者
はT

O
I

上
のsecularism

の
用
例
を
数

え
、
そ
の
内
容
を
見
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
発
刊
頻
度
の
変
化
、
記
事

量
全
体
の
拡
大
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
、
単
純
に
語
彙
の
出
現
回
数
だ
け

で
利
用
頻
度
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、secularism

と
そ
の
関
連
語
彙
と
、
よ
り
一
般
性
の
高
い
語
彙
の
双
方
を
、T

O
I

と
、

イ
ギ
リ
ス
のT

he T
im
es

紙
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
双
方
で
検
索
し
、
そ

の
変
化
を
比
較
す
る
作
業
を
し
て
い
る
。
留
保
す
べ
き
条
件
は
多
い
が
、

そ
の
上
で
、
一
九
四
〇
年
代
ま
で
のT

O
I

上
のsecularism

用
例
は

ご
く
少
な
い
こ
と
、secularization

他
の
関
連
語
彙
も
同
様
の
印
象
な

が
ら
、secular state

用
例
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
急
に
伸
び
て
お
り
、

ま
たcom

m
unal

は
一
九
三
〇
年
代
に
さ
ら
に
急
激
な
増
加
を
見
せ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
よ
り
正
確
な
偏
差
の
把

握
、
各
記
事
上
の
語
用
の
タ
イ
プ
ご
と
の
展
開
の
可
視
化
、T

O
I

以
外

の
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
寄
り
の
イ
ン
ド
英
字
紙
や
そ
の
他
の
資
料
種
の

調
査
な
ど
が
必
用
・
有
用
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、D

H

（D
igital 

H
um
anities

）
が
進
展
し
て
い
る
が
、
多
く
の
人
文
研
究
者
は
縁
遠
い

は
多
く
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
近
代
イ
ン
ド
に
お
け
る“spiri-

tuality
”

の
用
法
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
本
研
究
は
そ
れ
と
対
を
な
す

も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
イ
ン
ド
の
英
字
紙
、T

im
es of India

（
以

下T
O
I

）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
てsecularism

の
用
法
を
問
う
こ

と
で
何
が
可
能
に
な
る
か
を
考
え
る
と
い
う
目
的
も
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
と
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
様
々
な
問
題
や
視
角
が
あ
る

が
、
そ
の
多
く
の
背
後
に
英
国
統
治
期
の
分
割
統
治
策
や
セ
ン
サ
ス
等
が

も
た
ら
し
た
イ
ン
ド
の
社
会
や
認
識
の
コ
ミ
ュ
ナ
ル
化
の
問
題
が
あ
る
。

ゆ
え
に
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
問
題
と
不
可
分
で
あ

り
、
同
時
に
「
セ
キ
ュ
ラ
ー
」
と
い
う
概
念
に
関
す
る
、
い
わ
ゆ
る
近
代

的
宗
教
概
念
論
と
も
不
可
分
で
あ
る
。
筆
者
は
、「
近
代
的
宗
教
概
念
」

と
さ
れ
る
も
の
が
西
洋
近
代
で
構
築
さ
れ
そ
の
ほ
か
の
世
界
に
押
し
つ
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
を
見
直
し
、
現
在
流
通
し
て
い
る
様
々
な

「
近
代
的
宗
教
概
念
」
の
一
定
の
部
分
の
構
築
・
発
展
を
、
非
西
洋
世
界

が
担
っ
て
き
た
こ
と
を
重
視
し
、
研
究
し
て
い
る
。
特
に
イ
ン
ド
は
巨
大

な
英
語
使
用
地
域
で
あ
る
こ
と
、
そ
のsecular

観
の
独
自
性
を
め
ぐ
っ

て
一
種
の
イ
ン
ド
特
殊
論
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
のsecular-

ism

の
語
法
を
問
う
こ
と
に
は
多
く
の
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
語
彙
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
の
か
を
問
う
に
あ
た

り
、
筆
者
は
ま
ず
、
単
純
に
「
数
え
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し

て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
イ
ン
ド
の
英
人
墓
地
の
オ
ベ
リ
ス
ク
型

墓
石
意
匠
の
研
究
と
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
のspirituality

概
念

の
研
究
で
、「
数
え
る
」
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
き
た
。
後
者
で
は
、
電

子
版
の
英
語
著
作
全
集
を
対
象
に
こ
の
語
彙
の
利
用
頻
度
を
調
査
し
た
結

果
、
そ
の
使
用
が
一
八
九
六
〜
七
年
に
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
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へ
の
帰
依
に
よ
り
善
き
来
世
を
獲
得
す
る
生
き
方
や
、
智
者
た
ち
に
よ
る

神
の
叡
智
の
獲
得
や
苦
行
者
ら
の
神
へ
の
近
侍
の
た
め
の
生
き
方
と
し
て

共
感
を
こ
め
て
描
か
れ
て
き
た
。

　

だ
が
、
特
異
な
伝
播
を
見
せ
た
の
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
死
期
を

知
る
方
法
を
学
び
、
苦
行
や
マ
ン
ト
ラ
や
ヤ
ン
ト
ラ
の
力
を
借
り
た
念
想

の
力
に
よ
り
、
神
格
へ
の
祈
願
を
と
お
し
て
不
慮
の
死
を
回
避
す
る
生
き

方
を
示
す
「
死
の
予
兆
学
」
を
含
む
文
献
群
で
あ
っ
た
。『
ア
ム
リ
タ
ク

ン
ダ
』
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
の
書
に
関
連
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア

語
文
献
群
の
源
と
な
っ
た
『
カ
ー
マ
ル
ー
・
パ
ン
チ
ャ
ー
シ
カ
ー
』
と
題

さ
れ
る
書
の
ペ
ル
シ
ア
語
訳
は
、
ス
ヴ
ァ
ラ
（
息
）
と
ワ
フ
ム
（
念
想
）
の

知
を
広
く
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
伝
え
た
。
そ
の
綱
要
書
や
ア
ラ
ビ
ア
語
訳

は
、
ト
ル
コ
語
訳
と
共
に
西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
伝
播
し
、
イ
ン
ド
国

内
で
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
リ
ー
教
団
の
ス
ー
フ
ィ
ー
導
師
の
手
に
よ
り
、
イ

ス
ラ
ー
ム
化
さ
れ
た
修
道
論
に
書
き
換
え
ら
れ
て
広
く
流
布
し
た
。
さ
ら

に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
手
に
よ
り
、
書
記
階
級
の
子
弟
の
教
養
・
実
学
・

行
動
規
範
の
た
め
の
書
に
引
用
さ
れ
、
よ
り
イ
ン
ド
的
な
解
説
を
付
さ
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
の
体
系
に
お
い
て
も
占
星
術
の
下

位
に
含
ま
れ
る
前
兆
学
の
一
つ
と
し
て
、
十
四
世
紀
半
ば
に
イ
ラ
ン
で
編

ま
れ
た
百
科
事
典
に
引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
十
六
世
紀
に
イ
ン
ド
で
編
ま
れ

た
百
科
事
典
、
十
七
世
紀
の
百
科
事
典
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
に
伝
え
ら
れ
た
死
期
を
知
る
方
法
は
、
一
方
の
鼻
孔
の
み
か
ら
の

不
規
則
な
呼
吸
の
時
間
の
長
さ
、
自
分
の
影
の
残
像
の
観
察
、
鏡
に
映
る

自
分
の
姿
の
観
察
、
そ
し
て
生
理
的
現
象
の
異
常
か
ら
の
判
断
で
あ
っ

た
。
死
兆
を
消
滅
さ
せ
る
救
済
策
は
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
シ
ャ
ク
テ
ィ
を

七
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
を
通
っ
て
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
「
生
命
の
水
」
を
滴
ら

状
態
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
意
識

し
て
用
い
れ
ば
誰
で
も
一
定
の
量
的
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
は
複
雑
な
技
術
を
伴
わ
ず
と
も
、
新
た
な
認
識
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
あ
る
。
簡
単
な
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
限
界
や
限
定
が
多
い
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
そ
の
上
で
、D

H

の
裾
野
を
広
げ
、
人
文
社
会
系
研
究
全
体

の
可
能
性
を
広
げ
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

死
の
超
克 

│
│ 

翻
訳
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
予
兆
学
と
冥
界
説
話 

│
│

榊
　
　
和
良

　
「
イ
ン
ド
に
は
、
死
者
た
ち
に
つ
い
て
の
教
説
や
祀
り
方
に
経
験
が
深

く
、
星
の
知
識
を
も
ち
、
催
眠
術
や
占
い
や
魔
術
を
わ
き
ま
え
た
人
が
い

る
」
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
時
代
を
越
え
て
実
態

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

聖
仙
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
カ
の
息
子
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
の
冥
界
下
り
の
説
話
は
、

『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』、『
タ
イ
ッ
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』、『
カ

タ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』、『
ヴ
ァ
ラ
ー
ハ
・
プ
ラ

ー
ナ
』
か
ら
『
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
（
ナ
ー
チ
ケ
ー
ト
ー
パ
ー
キ
ヤ
ー

ナ
）』
へ
と
変
遷
す
る
中
で
、
典
型
的
な
イ
ン
ド
人
の
死
の
受
容
態
度
に

基
づ
く
生
き
方
を
示
し
て
き
た
。
業
報
輪
廻
論
を
背
景
と
し
て
、
ヴ
ェ
ー

ダ
の
祭
祀
の
力
を
頼
み
、
供
物
や
犠
牲
を
行
い
、
ダ
ル
マ
の
実
践
や
さ
ま

ざ
ま
な
苦
行
の
実
践
を
神
々
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
善
き
来
世
を
獲
得

す
る
生
き
方
、
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
真
実
の
智
慧
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
生

き
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
訳
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』、『
カ

タ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』、『
ナ
チ
ケ
ー
タ
ス
物
語
』
の
中
で
も
、
善
悪
の

行
為
の
果
報
と
し
て
の
来
世
観
に
基
づ
き
、
定
め
ら
れ
た
規
範
を
守
り
神
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の
結
婚
も
増
え
て
、
カ
ー
ス
ト
制
の
存
在
す
ら
感
覚
か
ら
遠
の
き
つ
つ
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
し
不
可
触
民
と
カ
ー
ス
ト
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と

の
溝
は
残
っ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
系
移
民
の
大
多
数
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
低
カ
ー
ス
ト
の
信
仰
形
態
を
根
強
く
と
ど
め
る
が
、

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
環
境
下
、
独
自
の
諸
特
徴
も
育
ん
で
き
た
。
し
か

し
こ
こ
に
来
て
大
き
な
曲
が
り
角
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
司
祭
不
足
の

深
刻
化
で
あ
る
。
全
国
に
数
千
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
の
う
ち
、
専
任
司

祭
が
い
な
い
も
の
が
過
半
に
達
し
て
い
る
。
寺
院
存
亡
の
危
機
と
言
っ
て

よ
い
。
一
方
で
、
寺
院
や
儀
礼
が
ア
ー
ガ
マ
化
（
＝
ア
ー
ガ
マ
の
規
範
に

則
っ
た
標
準
的
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
儀
礼
を
指
向
す
る
動
き
）
を
示
す
傾
向
は
否

め
ず
、
儀
礼
や
祭
祀
が
増
え
て
司
祭
の
需
要
は
昂
じ
て
い
る
。
移
民
政
策
、

通
貨
下
落
、
イ
ン
ド
内
外
の
司
祭
需
要
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
一
般
の

寺
院
が
イ
ン
ド
か
ら
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
司
祭
を
補
給
す
る
の
は
困
難
を
極
め

て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
は
自
力
で
司
祭
を
育
て
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
系
の
人
口
構
成
か
ら
見
て
非
ブ
ラ
ー
フ
マ

ン
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
か
つ
て
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
ピ
ッ

ラ
イ
ヤ
ー
ル
パ
ッ
テ
ィ
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
司
祭
養
成
校
が
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
非
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
学
生
を
受
け
入
れ
、
一
九
八
〇
年
代
の
開
校
以
来
二

〇
〇
人
ほ
ど
を
育
て
上
げ
帰
国
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
批
判
を
受
け
て
非
ブ

ラ
ー
フ
マ
ン
の
受
け
入
れ
を
停
止
し
て
お
り
、
も
は
や
司
祭
養
成
を
イ
ン

ド
に
委
ね
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
二
〇
一
〇
年
に
独
自
の
養
成
校
を
立
ち
上
げ

た
の
が
マ
レ
ー
シ
ア
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
司
祭
協
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
あ
る
。
学

院
長
の
ニ
テ
ィ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
師
に
よ
れ
ば
、
五
年
の
修
学
期
間
を
全
う
す

せ
る
と
い
う
ヨ
ー
ガ
の
念
想
法
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ

ャ
ク
ラ
の
場
所
、
呪
文
（
マ
ン
ト
ラ
）、
象
徴
す
る
色
を
も
つ
光
、
念
じ

る
形
、
支
配
す
る
惑
星
な
ど
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
チ
ャ
ク
ラ
の
花
弁
の

数
、
種
字
、
マ
ン
ト
ラ
、
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
回
数
な
ど
の
説
明
も
加
え

ら
れ
た
。
一
方
、
こ
の
念
想
の
知
を
伝
え
た
と
い
う
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
た
ち
の

勧
請
法
が
、
曼
荼
羅
の
作
り
方
を
始
め
と
し
て
、
個
々
の
マ
ン
ト
ラ
を
含

む
称
名
、
火
供
（
護
摩
）
の
修
法
次
第
と
し
て
示
さ
れ
、
息
災
・
増
益
・

調
伏
・
愛
敬
・
鉤
召
・
延
命
な
ど
の
果
報
を
も
た
ら
す
と
説
か
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
知
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
文
献

は
、
ヤ
ー
マ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
文
献
群
や
ス
ヴ
ァ
ロ
ー
ダ
ヤ
文
献
群
に
も
と

づ
く
と
さ
れ
る
『
ナ
ラ
パ
テ
ィ
ジ
ャ
ヤ
チ
ャ
リ
ヤ
ー
』
と
『
シ
ヴ
ァ
ス
ヴ

ァ
ロ
ー
ダ
ヤ
』
で
あ
る
。
翻
訳
文
献
群
は
、
元
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
直

接
引
用
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
曼
荼
羅
の
形
や
儀
礼
作
法
な
ど
の
知
識

も
取
り
込
み
、
自
ら
の
知
的
伝
統
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
単
な
る
驚
異

を
超
え
た
実
践
的
な
知
と
し
て
伝
え
広
め
定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

移
民
社
会
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

│
│ 

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ポ
ー
の
司
祭
養
成
の
事
例 

│
│

山
下
　
博
司

　

イ
ン
ド
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
移
民
活
動
は
一
八
世
紀
末
か
ら
二
〇
世

紀
半
ば
に
集
中
し
、
殆
ど
は
南
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
地
方
か
ら
の
入
植
者
で

あ
る
。
大
多
数
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ゴ
ム
等
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
働
く
労
働
移
民
で
あ
っ
た
。
殆
ど
が
低
カ
ー
ス
ト
出
身
で
、
不

可
触
民
に
出
自
を
辿
る
者
も
全
体
の
数
割
を
占
め
る
。
低
カ
ー
ス
ト
か
ら

成
る
タ
ミ
ル
移
民
は
、
上
下
の
差
別
意
識
が
弱
く
、
今
や
異
カ
ー
ス
ト
間
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る
。

　

寺
院
や
儀
礼
の
抗
し
が
た
い
ア
ー
ガ
マ
化
の
流
れ
と
、
司
祭
が
非
ブ
ラ

ー
フ
マ
ン
化
し
て
い
る
と
い
う
一
見
相
反
す
る
動
き
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
一
特
質
を
如
実
に
示
す
も
の
と
言
え
る
。

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
四
つ
の
ヨ
ー
ガ
論

│
│ 

形
成
と
展
開
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

平
野
久
仁
子

　

ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
（
一
八
六
三
―
一
九
〇
二
）

は
、
主
に
一
八
九
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ

ス
で
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
、
バ
ク
テ
ィ
・
ヨ
ー
ガ
、
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
、

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
（
ギ
ャ
ー
ナ
）・
ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
ヨ
ー
ガ

は
合
一
（union

）
の
意
味
を
持
つ
と
し
、
各
ヨ
ー
ガ
は
魂
の
神
性
を
あ

ら
わ
す
手
段
で
、
カ
ル
マ
は
働
き
（w

ork

）、
バ
ク
テ
ィ
は
愛
・
礼
拝

（love, w
orship

）、
ラ
ー
ジ
ャ
は
心
の
統
御
（psychic control

）、
そ

し
て
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
は
哲
学
・
知
識
（philosophy, know

ledge

）
と

し
て
い
る
。
本
発
表
は
、
各
々
の
ヨ
ー
ガ
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
彼
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
ま
た
志
向
し
て
い
た
こ
と
は
何
か
、
全
集T

he Com
-

plete W
orks of Sw

am
i V
ivekananda

（A
dvaita A

shram
a

刊
）

の
主
に
第
一
〜
三
巻
を
も
と
に
、
師
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
パ
ラ
マ
ハ
ン

サ
の
言
説
も
含
め
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
人
の
性
質
を
、
活
動
的
な
者
、
情
緒
的
な

者
、
神
秘
主
義
者
、
哲
学
者
に
四
分
類
し
、
こ
れ
ら
四
つ
の
す
べ
て
の
方

向
に
お
い
て
調
和
を
保
つ
こ
と
が
、
彼
の
宗
教
の
理
想
と
し
て
お
り
、

各
々
の
性
質
に
対
応
す
る
各
ヨ
ー
ガ
は
並
列
的
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

れ
ば
称
号
シ
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ー
リ
ヤ
ル
を
得
る
が
、
一
年
で
ア
ル
チ
ャ
ガ

ル
、
三
年
で
グ
ル
ッ
カ
ル
の
称
号
を
受
け
実
践
に
就
け
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
学
生
は
す
べ
て
非
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
で
、
不
可
触
民
出
身
者
も
拒
ま
れ

な
い
。
教
員
ス
タ
ッ
フ
一
五
名
も
や
は
り
非
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
で
あ
る
。
学

生
た
ち
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
が
用
い
る
伝
統
文
字
・
グ
ラ
ン
タ
に
よ
っ
て

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
諸
マ
ン
ト
ラ
や
儀
軌
次
第
を
教
え
込
ま
れ
る
。
校

内
で
は
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
司
祭
と
同
様
の
出
で
立
ち
を
し
、
菜
食
に
徹
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
パ
ナ
ヤ
ナ
を
受
け
て
聖
紐
を
与
え
ら
れ
、
以
後
学

習
の
進
展
に
伴
い
順
次
三
種
の
デ
ィ
ー
ク
シ
ャ
ー
（
サ
マ
ヤ
・
デ
ィ
ー
ク

シ
ャ
ー
、
ヴ
ィ
シ
ェ
ー
シ
ャ
・
デ
ィ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
・
デ

ィ
ー
ク
シ
ャ
ー
）
を
受
け
て
、
最
後
に
ア
ー
チ
ャ
ー
リ
ヤ
・
ア
ビ
シ
ェ
ー

カ
に
浴
し
て
一
人
前
と
な
る
。
授
業
科
目
や
時
間
割
が
定
め
ら
れ
て
は
い

る
が
、
柔
軟
に
運
用
さ
れ
、
祭
祀
に
出
動
さ
せ
る
な
ど
座
学
よ
り
実
地
で

の
訓
練
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
修
了
生
の
就
職
率
は
一
〇
〇
％
で
、
全

員
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
の
寺
院
で
司
祭
職
を
得
て
い
る
と
い
う
。
就
職
先
は

国
内
の
津
々
浦
々
に
わ
た
る
。
南
イ
ン
ド
・
ピ
ッ
ラ
イ
ヤ
ー
ル
パ
ッ
テ
ィ

の
養
成
校
の
修
了
者
の
多
く
が
海
外
に
散
っ
て
い
く
の
と
極
め
て
対
照
的

で
あ
る
。

　

ニ
テ
ィ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
師
の
学
院
が
授
け
る
「
グ
ル
ッ
カ
ル
」
や
「
シ
ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ー
リ
ヤ
ル
」
と
い
っ
た
称
号
は
、
本
来
ア
ー
デ
ィ
シ
ャ
イ
ヴ
ァ

と
呼
ば
れ
る
、
司
祭
職
を
専
ら
と
す
る
タ
ミ
ル
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
の
サ
ブ

カ
ー
ス
ト
出
身
の
司
祭
の
名
前
に
付
加
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
マ
レ

ー
シ
ア
で
は
、
こ
う
し
た
名
称
が
特
定
の
カ
ー
ス
ト
的
帰
属
を
表
示
す
る

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ア
ー
ガ
マ
的
儀
礼
の
執
行
に
必
要
十
分
な
知

識
・
技
能
を
身
に
つ
け
た
者
の
標
識
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
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拝
・
儀
式
」
の
意
味
で
も
用
い
て
お
り
、
バ
ク
テ
ィ
や
ヨ
ー
ガ
の
行
法
も

カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
と
み
な
し
て
い
る
が
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
、

カ
ル
マ
か
ら
儀
式
の
意
味
を
切
り
離
し
、
単
に
「
働
き
」
と
し
て
い
る
。

同
様
に
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
を
、
心
を
用
い
た

ヨ
ー
ガ
だ
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
思
考
だ
け
で
な
く
、
カ
ル
マ
や

バ
ク
テ
ィ
の
要
素
も
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー

ナ
ン
ダ
は
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
注
釈
を
含
め
た
『
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ

ー
ガ
』
を
出
版
し
、
ラ
ー
ジ
ャ
を
心
理
学
的
な
ヨ
ー
ガ
と
し
て
い
る
。
他

の
ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
も
、
講
演
録
が
出
版
さ
れ
た
。

　

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
は
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』、
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
等
の
様
々
な
文
献
か
ら
も
引
用
し
つ
つ
講
演
し
た
が
、
彼
は

各
々
の
ヨ
ー
ガ
論
と
依
拠
す
る
文
献
の
特
徴
を
関
連
づ
け
て
、
兄
弟
弟
子

た
ち
に
よ
る
実
践
も
念
頭
に
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
思
想
を
整
理
お
よ

び
単
純
化
し
再
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を

構
成
す
る
骨
幹
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
ー
ル
シ
ー
と
ア
ヴ
ェ
ス
タ
学
習

香
月
　
法
子

　

今
回
の
発
表
で
は
イ
ン
ド
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
で
あ
る
パ
ー
ル
シ

ー
、
そ
の
中
で
も
聖
職
者
や
そ
の
家
族
を
除
く
、
一
般
教
徒
を
対
象
と
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
聖
職
者
の
場
合
、
非
常
に
若
い
う
ち
か
ら
ア
ヴ
ェ
ス

タ
全
文
を
儀
礼
用
に
暗
記
す
る
訓
練
を
受
け
て
お
り
、
一
般
信
徒
と
同
時

に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
聖
典
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
は
、
儀
礼
用
と

日
常
の
祈
禱
集
「
小
ア
ヴ
ェ
ス
タ
」
の
二
つ
に
、
大
き
く
分
け
る
こ
と
が

こ
れ
ら
は
互
い
に
排
除
し
あ
う
も
の
で
は
な
く
、
各
々
が
他
者
の
中
に
溶

け
込
ん
で
い
る
、
と
も
述
べ
て
お
り
、
密
接
な
関
係
性
を
持
つ
も
の
と
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
お
よ
び
カ
ル
マ
は
困
難
な
道
だ
と

い
う
認
識
を
示
し
て
お
り
、
各
々
の
ヨ
ー
ガ
に
は
難
易
度
が
あ
り
、
段
階

的
に
も
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
完
全
か
つ
静
寂
な
境
地
に
至
る
た
め
に

は
、
活
動
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
カ
ル
マ
の
必
要
性
を
説
き
、

兄
弟
弟
子
た
ち
に
対
し
て
、
ま
ず
働
く
こ
と
、
そ
し
て
礼
拝
、
知
識
の
実

践
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
ル
マ
と
バ
ク
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
働

き
を
礼
拝
と
し
て
行
な
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ナ
ー
ラ
ダ
の

『
バ
ク
テ
ィ
・
ス
ー
ト
ラ
』
を
引
用
し
つ
つ
、「
バ
ク
テ
ィ
は
、
カ
ル
マ
よ

り
も
す
ぐ
れ
、
ヨ
ー
ガ
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
に

は
見
え
る
対
象
が
あ
る
が
、
バ
ク
テ
ィ
は
そ
れ
自
体
が
結
果
で
あ
り
、
手

段
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
か
ら
」
と
し
、「
バ
ク
テ
ィ
の
一
つ
の
大
き
な

利
点
は
、
目
指
す
偉
大
な
神
的
な
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
、
最
も
容
易

で
自
然
な
道
で
あ
る
」（
全
集
第
三
巻
）
と
述
べ
、
バ
ク
テ
ィ
の
重
要
性

を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
バ
ク
テ
ィ
と
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
の
間
に
は
大
き
な

違
い
は
な
く
、
同
じ
一
点
に
集
ま
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
関
係
の
捉
え
方
に
お
い
て
は
、
師
ラ
ー
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
思
想

の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
、
ヨ
ー
ガ
は

主
に
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
、
カ
ル
マ
、
そ
し
て
バ
ク
テ
ィ
が
あ
る
と
述
べ
、
バ

ク
テ
ィ
こ
そ
現
代
の
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
と
推
奨
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ー
ジ

ャ
・
ヨ
ー
ガ
と
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー

ガ
は
思
考
に
よ
る
合
一
を
求
め
、
ま
た
バ
ク
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
識
別
に
よ

っ
て
合
一
を
求
め
る
も
の
で
、
正
当
な
道
で
あ
る
、
と
み
な
し
て
い
る
。

た
だ
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
は
、
カ
ル
マ
を
「
行
為
」
の
み
な
ら
ず
「
礼
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聖
職
者
を
中
心
に
欧
米
の
研
究
者
と
聖
典
に
関
し
て
共
同
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
は
出
版
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
出
版

物
は
大
変
高
価
で
あ
り
、
か
つ
一
般
の
書
店
に
並
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
ア

ヴ
ェ
ス
タ
学
習
の
意
欲
が
若
年
層
に
比
べ
て
高
い
高
齢
者
層
に
限
っ
て
み

れ
ば
、
ネ
ッ
ト
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
な
い
人
が
多
く
、

欧
米
に
お
け
る
出
版
情
報
す
ら
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
と
い
え

る
。
中
に
は
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
の
部
分
訳
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
出
版

す
る
信
徒
も
い
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
な
学
習
環
境
も
あ
っ
て
か
、
訳

す
上
で
の
基
本
的
な
注
意
点
す
ら
知
ら
な
い
の
で
は
と
思
わ
ざ
る
を
え
な

い
訳
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
学
習
環
境
か
ら
、
パ
ー
ル
シ
ー
に
と
っ
て
身
近
な
経
典

は
、
聖
典
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
「
小
ア
ヴ
ェ
ス
タ
」

と
呼
ば
れ
る
限
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
具
体
的
な
内
容
理
解
に

つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
祈
禱
集
に
付
い
て
い
る
自
由
な
英
訳
に
依
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
教
徒
間
に
お
い
て
、
例
え
ば
ア
ヴ
ェ
ス

タ
語
一
つ
一
つ
の
英
訳
に
つ
い
て
、
教
義
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
検
証
や
議

論
の
発
展
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
聖
典
『
ア
ヴ
ェ

ス
タ
』
が
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
信
仰
す
る
上
で
、
教
徒
の
共
同
意
識
を

支
え
る
柱
の
一
つ
と
は
、
な
り
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
パ
ー
ル
シ
ー
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
信
仰

が
、
す
ぐ
さ
ま
衰
退
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
尚
早
で
あ
る
。

で
き
る
。
一
般
信
徒
は
も
っ
ぱ
ら
日
常
用
を
用
い
る
。
日
常
用
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
節
は
、
儀
礼
用
の
節
か
ら
引
用
し
、
組
み
合
わ
せ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
最
も
短
い
も
の
は
十
二
語
、
長
い
も
の
に
な
れ
ば
朗
唱
に

一
時
間
以
上
か
か
る
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
は
四
、
五
巻
程
度
に
ま
と
ま
る
量
で
は
あ
る
が
、
全

訳
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全
巻
が
そ
ろ

っ
て
い
る
家
庭
は
大
変
珍
し
い
。
一
方
「
小
ア
ヴ
ェ
ス
タ
」
は
、
故
人
を

忍
ん
で
出
版
し
た
り
、
宗
教
的
徳
と
し
て
訳
し
た
り
、
様
々
な
版
が
出
て

い
る
。
こ
の
た
め
一
人
一
冊
程
度
は
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
ア
ヴ
ェ
ス
タ
語
の
発
音
を
ロ
ー
マ
字
表
記
し
、
祈
禱
句
の
英
訳
を
並

記
し
て
い
る
。
な
お
祈
禱
集
に
限
ら
ず
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
全
体
に
お
い

て
、
権
威
あ
る
現
代
語
訳
は
存
在
し
な
い
。

　

彼
ら
が
最
初
に
ア
ヴ
ェ
ス
タ
祈
禱
句
に
触
れ
る
き
っ
か
け
は
、
十
一
歳

頃
ま
で
に
は
行
わ
れ
る
入
信
式
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
か
つ
て
は

家
庭
で
母
親
や
祖
母
に
教
え
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
共
働
き
の
理
由

な
ど
か
ら
、
週
末
の
宗
教
教
室
や
、
近
所
の
聖
職
者
宅
に
通
い
、
入
信
式

に
必
要
な
祈
禱
句
を
丸
暗
記
さ
せ
ら
れ
、
加
え
て
句
の
簡
単
な
意
味
を
教

わ
る
。
入
信
式
を
終
え
、
宗
教
教
室
を
離
れ
た
後
、
再
び
ア
ヴ
ェ
ス
タ
を

学
び
た
い
場
合
は
独
学
を
す
る
か
、
ム
ン
バ
イ
で
あ
れ
ば
週
末
に
開
か
れ

て
い
る
ア
ヴ
ェ
ス
タ
・
ク
ラ
ス
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
で

は
初
級
か
ら
大
学
の
学
位
取
得
を
目
指
せ
る
上
級
ク
ラ
ス
ま
で
対
応
し
て

お
り
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
文
字
の
書
き
方
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
生
徒
の
多
く
が
年
配
の
女
性
で
、
若
年
層
の
関
心
は
ま
だ
ま
だ
薄

い
。
ま
た
ほ
と
ん
ど
が
最
初
の
数
ヶ
月
で
脱
落
し
て
し
ま
う
な
ど
、
中
級

へ
進
む
も
の
す
ら
大
変
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
あ
い
だ
で
は
、
世
俗
主
義
に
反
対
す
る
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
、
そ
の

中
で
も
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
暴
力
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

二
〇
一
五
年
ネ
パ
ー
ル
大
震
災
の
直
後
に
は
、
遅
々
と
し
て
復
興
が
進

ま
な
い
中
で
、
ま
さ
に
唐
突
に
、
二
〇
〇
七
年
暫
定
憲
法
に
代
わ
る
新
憲

法
が
起
草
さ
れ
は
じ
め
た
。
二
〇
一
五
年
六
月
に
は
『
ネ
パ
ー
ル
憲
法
の

初
期
草
案
』
が
公
表
さ
れ
、
そ
こ
に
は
ネ
パ
ー
ル
が
世
俗
主
義
国
家
で
あ

り
続
け
る
旨
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
宗
教
的
自
由
」
を
認
め
る
旨
が
明

記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、

そ
れ
ら
の
両
方
が
新
憲
法
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
よ
う
運
動
を
繰
り
広

げ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
（
の
過
激
派
）
は
、
そ
れ
ら
の
言

葉
を
新
憲
法
か
ら
排
除
す
る
よ
う
運
動
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
う
し
た
運
動

の
末
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
公
布
さ
れ
た
新
憲
法
に
お
い
て
世
俗
主
義
と

い
う
概
念
に
は
、
次
の
よ
う
な
定
義
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、「（
…
…
）『
世
俗
』
と
い
う
際
に
は
、
永
遠
の
過
去
よ
り
継
承
さ

れ
て
き
た
宗
教
文
化
の
保
護
は
も
と
よ
り
、
宗
教
的
お
よ
び
文
化
的
な
自

由
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
方

で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
彷
彿
と
さ
せ
る
「
永
遠
の
過
去
よ
り
」
と
い
う
表
現

を
採
用
す
る
こ
と
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
対
す
る
配
慮
を
、
他
方
で
「
宗
教

的
お
よ
び
文
化
的
な
自
由
」
と
い
う
表
現
を
採
用
す
る
こ
と
で
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
配
慮
を
感
じ
さ
せ
る
、
日
和
見
的
な
定
義
だ
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
日
和
見
的
な
定
義
は
、
む
し
ろ
現
地
に
新

た
な
混
乱
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま

た
、
宗
教
的
対
立
主
義
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
勢

世
俗
主
義
が
煽
り
立
て
る
宗
教
対
立

│
│ 

ネ
パ
ー
ル
の
世
俗
主
義
化
に
つ
い
て 

│
│

丹
羽
　
　
充

　

本
発
表
で
は
、
近
年
ネ
パ
ー
ル
に
導
入
さ
れ
た
「
世
俗
主
義
」
が
、
現

地
に
対
し
て
新
た
な
混
乱
の
み
な
ら
ず
、
激
し
い
宗
教
対
立
主
義
を
も
生

み
出
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

　

今
日
の
ネ
パ
ー
ル
は
、
そ
の
成
立
よ
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
国
民
統
合
の

主
要
な
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
き
た
。
一
九
六
二
年
憲
法
で
は
、
ネ
パ
ー
ル

が
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
国
」
で
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
親
国
王
体
制
の
下
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
不
満
は
鬱
積
し
、
そ
れ
は
一

九
九
〇
年
人
民
革
命
へ
と
結
実
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
憲
法
が

公
布
さ
れ
た
も
の
の
、
ネ
パ
ー
ル
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
国
で
あ
り
続
け
た
。

そ
れ
で
も
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
あ
い
だ
で
は
「
平
等
」
や
「
権
利
」
を
求

め
る
声
が
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
に
つ
い
て
い
え
ば
、
世
俗

主
義
と
い
う
概
念
も
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
の

活
動
を
契
機
に
発
生
し
た
二
〇
〇
六
年
人
民
革
命
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け

て
公
布
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
暫
定
憲
法
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
が
世
俗
主
義
国

家
と
な
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
世
俗
主
義
と
い
う
概
念

は
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
が
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
採
用
さ
れ
た

が
た
め
に
、
実
に
多
様
に
解
釈
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
新
た
な
実
践
を
立
ち
上
げ
た
り
、（
と
り
わ
け
、

こ
れ
ま
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
優
遇
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
批
判
に
基
づ

き
）「
平
等
」
や
「
権
利
」
を
求
め
て
さ
ら
な
る
運
動
を
繰
り
広
げ
た
り

す
る
た
め
の
布
置
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
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の
沙
弥
尼
出
家
式
と
い
う
儀
礼
の
、
そ
の
あ
り
方
を
位
置
付
け
て
い
る
と

論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
仏
教
の
展
開
を
語
る
上
で
ネ
ワ
ー
ル
社

会
と
の
関
わ
り
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ネ
ワ
ー
ル
族
は
古
く
か
ら
イ
ン

ド
後
期
仏
教
（V

ajrayāna

）
の
伝
統
を
受
容
し
て
き
た
が
、
マ
ッ
ラ
王

朝
期
（
十
三
―
十
六
世
紀
）
に
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
影
響
を
受
け
在
家

化
し
、
こ
の
際
に
比
丘
サ
ン
ガ
は
消
滅
す
る
。
一
九
世
紀
は
じ
め
に
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
主
義
ラ
ナ
一
族
に
よ
る
専
制
時
代
に
入
る
と
異
教
徒
は
弾
圧

の
対
象
に
な
り
、
国
内
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
が
、
国
外
に
ア
ク
セ
ス

で
き
た
ネ
ワ
ー
ル
交
易
商
人
ら
が
イ
ン
ド
で
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
に
影
響
を
受

け
出
家
・
受
戒
し
、
ネ
パ
ー
ル
に
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
仏
教
を
も
た
ら
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
に
初
め
て
僧
院
が
で
き
た
の
は
一
九
三
六
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
ネ
ワ
ー
ル
族
出
身
の
ダ
ン
マ
ワ
テ
ィ
尼
僧
は
、
結
婚
に
対

す
る
強
い
拒
否
感
か
ら
出
家
し
、
ビ
ル
マ
の
教
学
学
校
で
の
修
行
期
間
を

経
て
一
九
六
三
年
に
帰
国
、
比
丘
ら
に
反
発
さ
れ
な
が
ら
も
翌
年
、
カ
ト

マ
ン
ズ
に
ネ
パ
ー
ル
初
の
尼
僧
院
（D

harm
akīrti V

ihar

）
を
建
立
し
、

仏
教
礼
拝
、
勉
強
会
、
沙
弥
尼
出
家
式
を
開
始
す
る
。
一
九
八
七
年
イ
ン

ド
の
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
で
の
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
、

台
湾
の
法
鼓
山
禅
寺
院
の
支
援
を
得
て
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
寺

院
で
大
乗
仏
教
（
ダ
ル
マ
グ
プ
タ
派
）
に
て
受
戒
、
ビ
ク
ニ
と
な
る
。
契

機
と
な
っ
た
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
仏
教
徒
会
議
で
設
立
さ
れ
た
の
が
、
世
界
の
女

性
仏
教
徒
た
ち
の
交
流
と
地
位
向
上
を
目
的
と
し
た
サ
キ
ャ
デ
ィ
ー
タ

（
ブ
ッ
ダ
の
娘
）
で
あ
っ
た
。
川
橋
範
子
は
、
仏
教
に
お
け
る
「
改
革
派
」

は
活
動
の
根
拠
を
「
正
典
の
読
み
直
し
（
ま
た
は
読
み
替
え
）」
に
求
め

て
い
る
と
位
置
付
け
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
に

い
を
増
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
あ
い
だ
で
も
世
俗
主
義
を
撤
回
し
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
王
国
に
戻
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
す
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
多
様
な
人
々
を
一
つ
の
国
家
の
中
で
団
結
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

好
き
か
嫌
い
か
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
な
く
、
歴
史
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
し
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
国
王
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
本
発
表
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
世
俗
主
義
へ
と
至
る
ネ
パ
ー
ル

の
歴
史
に
加
え
、
そ
の
今
日
的
な
帰
結
と
課
題
に
、
さ
ら
に
人
々
の
語
り

に
も
言
及
す
る
。

ビ
ク
ニ
に
よ
る
正
典
の
読
み
直
し

│
│ 

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
儀
礼
意
味
の
付
与 

│
│

工
藤
さ
く
ら

　

一
九
八
七
年
に
始
ま
る
ビ
ク
ニ
・
サ
ン
ガ
復
興
運
動
以
降
、
欧
米
仏
教

徒
か
ら
ア
ジ
ア
人
仏
教
徒
へ
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
啓
蒙
主
義
の
横
行

へ
の
違
和
感
か
ら
、
ア
ジ
ア
地
域
の
女
性
仏
教
徒
ら
の
活
動
が
多
様
化
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
尼
僧
の
「
正
典
の
読

み
直
し
」
の
事
例
を
通
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ビ
ク
ニ
・
サ
ン
ガ

復
興
運
動
の
影
響
と
弊
害
、
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
圏
内
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
列
強
国
か
ら
途
上
国
へ
の
啓
蒙
主
義
の
再
生
産
に
つ
い
て
指
摘
す

る
。
ま
た
、
運
動
以
降
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
ビ
ク
ニ
・
サ
ン
ガ
の
主
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
尼
僧
や
女
性
仏
教
徒
の
地
位
向
上
・
平
等
的
環
境
の
整
備
で

は
な
く
、
女
子
教
育
の
強
化
を
通
し
て
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
重
要
視

へ
と
移
行
す
る
過
程
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
背
景
か
ら
、
近
年
、
参
加
者

を
増
や
し
続
け
る
伝
統
的
初
潮
儀
礼
の
代
替
と
し
て
の
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
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高
い
中
間
層
が
厚
み
を
増
す
こ
と
で
本
格
的
な
消
費
社
会
が
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
一
方
、
宗
教
に
関
し
て
言
え
ば
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
末
期
あ
た
り

か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
や
そ
の
他
の
宗
教
の
「
顕
在
化
」
の
流
れ
が
加
速
し
て

い
る
。
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
着
用
、
ハ
ラ
ー
ル
食
品
へ
の
関
心
、
カ
リ
ス
マ
説
教

師
を
迎
え
た
大
規
模
祈
禱
会
、
宗
教
を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画
や
ド
ラ
マ
、

政
治
家
や
セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
た
ち
の
言
動
の
宗
教
化
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
宗
教
の
「
顕
在
化
」
現
象
が
、
か
つ
て
の
「
宗
教
の
復
讐
」
論
や
エ
リ

ー
ト
層
に
よ
る
宗
教
の
近
代
化
論
の
枠
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と

は
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
し

て
言
え
ば
見
市
健
が
「
宗
教
市
場
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
こ
れ
ら
の
説

明
を
試
み
て
い
る
の
が
注
目
に
値
す
る
（
見
市
健
『
新
興
大
国
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
宗
教
市
場
と
政
治
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

　

見
市
に
よ
れ
ば
多
様
な
宗
教
伝
統
、
多
様
な
イ
ス
ラ
ー
ム
解
釈
が
並
存

す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
都
市
化
の
進
行
と
民
主
化
に
伴
う
自
由
な
宗
教

活
動
の
広
が
り
、
お
よ
び
そ
れ
を
享
受
す
る
中
間
層
の
拡
大
の
中
で
巨
大

か
つ
活
発
な
「
宗
教
市
場
」
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
宗
教
に
は
「
標
準
化
」
と
「
商
品
化
」
と
い
う
二
つ
の
傾
向
が
現
れ

た
。
安
全
安
心
な
「
商
品
」
を
求
め
る
「
消
費
者
」
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

形
で
、
様
々
な
信
仰
形
態
が
よ
り
正
統
な
ス
ン
ナ
派
伝
統
へ
と
統
合
さ
れ

そ
こ
か
ら
外
れ
る
も
の
の
衰
退
や
排
撃
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

保
証
す
る
認
証
団
体
が
現
れ
て
信
仰
や
実
践
の
「
標
準
化
」
が
進
む
。
同

時
に
「
標
準
化
」
さ
れ
て
逸
脱
や
異
端
の
心
配
の
な
い
も
の
は
時
に
無
節

操
な
ほ
ど
「
商
品
化
」
さ
れ
て
消
費
者
に
送
り
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

　

一
方
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
宗
教
市

照
ら
し
当
て
、
仏
教
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
立
場
か
ら
再
建
し
よ
う
と
い

う
立
場
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
台
湾
人
尼
僧
の
釈
昭
慧
の
活
動
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
読
み
直
し
の
中
心
点
議
題
は
、
釈
迦
の
養
母
マ
ハ
ー
・
パ

ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
・
ゴ
ー
タ
ミ
ー
の
再
解
釈
と
八
敬
法
の
批
判
に
あ
る
。
ダ

ン
マ
ワ
テ
ィ
尼
僧
の
主
張
で
は
、
八
敬
法
の
二
重
受
戒
に
つ
い
て
、
釈
迦

自
身
の
言
葉
で
は
な
い
こ
と
、
比
丘
尼
遮
法
は
、「
女
嫌
い
の
僧
侶
た
ち
」

に
よ
る
解
釈
で
あ
る
た
め
に
、
比
丘
が
解
釈
を
改
め
る
必
要
性
を
主
張
し

て
お
り
、
サ
キ
ャ
デ
ィ
ー
タ
の
話
法
を
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
。
こ

の
よ
う
な
立
場
を
と
る
ダ
ン
マ
ワ
テ
ィ
尼
僧
だ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
ブ

ッ
ダ
ガ
ヤ
で
法
鼓
山
寺
院
主
催
の
大
規
模
得
度
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
の

公
約
交
渉
を
機
に
、
法
鼓
山
か
ら
の
み
の
受
戒
を
確
約
す
る
こ
と
に
な

る
。
本
発
表
で
は
、
ダ
ン
マ
ワ
テ
ィ
尼
僧
の
著
書
を
取
り
上
げ
、
女
子
教

育
に
対
す
る
彼
女
の
意
思
を
分
析
す
る
。
ビ
ク
ニ
・
サ
ン
ガ
復
興
運
動
以

降
、
ダ
ン
マ
ワ
テ
ィ
尼
僧
は
出
家
の
制
度
化
と
儀
礼
整
備
を
進
め
、
女
性

出
家
者
と
指
導
者
の
育
成
や
儀
礼
の
形
式
化
を
行
っ
て
行
く
が
、
尼
僧
を

取
り
巻
く
環
境
へ
の
対
応
と
し
て
、
尼
僧
の
地
位
向
上
よ
り
も
社
会
的
コ

ン
セ
ン
サ
ス
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
一
連

の
活
動
に
見
ら
れ
る
覇
権
の
よ
う
な
政
治
的
作
為
と
し
て
の
ビ
ク
ニ
・
サ

ン
ガ
復
興
運
動
に
対
す
る
、
ダ
ン
マ
ワ
テ
ィ
尼
僧
の
消
極
的
反
応
と
し
て

捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
墓
園
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

木
村
　
敏
明

　

ス
ハ
ル
ト
開
発
独
裁
体
制
崩
壊
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
は
民
主
化
、

地
方
分
権
化
な
ど
の
政
治
改
革
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
比
較
的
購
買
力
の
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る
。
二
〇
一
三
年
に
バ
ン
ド
ゥ
ン
郊
外
に
つ
く
ら
れ
た
ム
ス
リ
ム
向
け
の

高
級
墓
園FIRD

A
U
S M
EM
O
RIA
L PA

RK

で
あ
る
。
ワ
カ
フ
制

度
を
利
用
し
、
本
人
用
墓
地
と
貧
困
層
に
寄
付
す
る
墓
地
を
セ
ッ
ト
で
販

売
す
る
こ
と
で
、
よ
り
宗
教
的
社
会
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
な
る
工

夫
を
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

天
文
学
的
知
識
に
よ
る
煉
丹
理
論 

│
│ 

趙
友
欽
か
ら
陳
致
虚
へ 

│
│

野
村
　
英
登

　

元
代
の
道
士
趙
友
欽
は
、
天
体
観
測
や
模
型
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
そ
の
結
果
を
『
革
象
新
書
』
に
ま
と
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

（
新
井
晋
司
「
趙
友
欽
の
天
文
學
」『
東
方
学
報
』
八
四
、
二
〇
〇
九
年
）。

そ
の
一
方
で
彼
は
、
気
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
体
内
に
不
老
不
死
の
秘

薬
で
あ
る
金
丹
を
煉
成
し
て
神
仙
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
内
丹
法
の
修
行

者
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
趙
友
欽
の
内
丹
法
に
関
す
る
著
作
で
現
存
す
る

『
仙
佛
同
源
』
は
、
道
教
と
仏
教
の
同
一
性
を
説
く
も
の
で
、
特
段
天
文

学
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
し
か
し
趙
友
欽
の
弟
子
で
彼
か
ら
内
丹
法
を

学
ん
だ
陳
致
虚
が
、
内
丹
法
に
関
す
る
自
身
の
文
章
の
中
で
『
革
象
新

書
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
陳
致
虚
に
よ
る
趙
友
欽

の
同
書
の
引
用
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
な
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
天
文
学
の
知
識
と
内
丹
法
の
実
践
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た

の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

さ
て
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
無
量
度
人
上
品
妙
経
註
』（『
正
統
道
藏
』
洞

真
部
玉
訣
類
、『
中
華
道
蔵
』
第
三
冊
、
以
下
『
度
人
経
』）
巻
下
、
天
地

の
運
行
や
日
月
の
満
ち
欠
け
と
蝕
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
本
文
へ
の
注
釈

で
、
陳
致
虚
は
『
革
象
新
書
』
を
引
用
し
て
い
る
。
陳
致
虚
は
『
度
人

場
」
に
お
け
る
富
裕
層
の
動
向
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
中
間
層
向
け
に
「
標

準
化
」
さ
れ
規
格
化
さ
れ
た
商
品
と
は
違
っ
た
高
級
化
に
よ
る
「
差
別

化
」
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
都
市
部
の
富
裕
層
を
主
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
宗
教
の
「
商
品
化
」
の
事
例
と
し
て
高
級
墓
園
ビ
ジ
ネ

ス
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
妥
当
性
を
め
ぐ
る
議
論
や
工
夫
を
通
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
宗
教
市
場
の
持
つ
特
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
高
級
墓
園
ビ
ジ
ネ
ス
の
嚆
矢
は
二
〇
一
〇

年
に
同
国
を
代
表
す
る
財
閥
の
一
つLIPPO

グ
ル
ー
プ
が
ジ
ャ
カ
ル
タ

郊
外
の
カ
ラ
ワ
ン
に
建
設
し
たSA

N
 D
IEGO

 H
ILL M

EM
O
RIA
L 

PA
RK

で
あ
る
。
湖
を
囲
う
よ
う
に
広
が
る
土
地
に
墓
地
や
礼
拝
施
設

の
他
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
多
目
的
広
場
な

ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
も
備
え
た
豪
華
な
設
備
を
特
徴
と
す
る
。
価
格

も
、
壁
で
囲
わ
れ
た
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
」
グ
レ
ー
ド
に
な
る
と
数
千
万
円

か
ら
一
億
円
超
に
ま
で
跳
ね
上
が
る
。
そ
れ
で
も
富
裕
層
の
間
で
は
こ
の

高
級
墓
地
は
大
き
な
話
題
と
な
り
、
官
僚
や
会
社
経
営
者
な
ど
数
多
く
の

人
々
が
墓
地
を
購
入
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
高
級
墓
園
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
は
、
疑
問
の
声
も
あ
が
っ

て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ウ
ラ
マ
ー
協
議
会
（
Ｍ
Ｕ
Ｉ
）
は
、
二
〇
一

四
年
に
「
墓
地
の
売
買
お
よ
び
高
級
墓
地
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
フ
ァ
ト
ワ
を
出
し
、
過
度
に
豪
華
な
墓
地
は
無
駄
で
過
剰
な
行
為
を
戒

め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
反
し
て
お
り
ハ
ラ
ム
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

必
ず
し
も
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
が
Ｍ
Ｕ
Ｉ
の
フ
ァ
ト
ワ
に
忠
実
で
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
墓
地
購
入
に
対
し
一
定
程
度
の
歯
止

め
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
し
い
墓
園
ビ
ジ
ネ
ス
を
模
索
す
る
動
き
も
み
ら
れ
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極
限
の
陽
の
気
は
大
地
を
透
過
し
て
月
を
輝
か
せ
る
し
、
太
陽
と
月
が
大

地
を
挟
ん
で
完
全
に
正
対
す
る
と
き
、
そ
の
光
が
強
い
が
た
め
逆
に
月
が

黒
ず
む
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　

天
地
の
間
に
そ
の
よ
う
な
純
粋
な
陽
の
気
と
陰
の
気
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
内
丹
法
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
何
故
な
ら
内
丹
法
で
は
、

人
は
そ
の
身
体
が
陰
の
気
で
あ
る
が
故
に
死
す
べ
き
運
命
に
あ
り
、
陰
の

気
が
陽
の
気
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
以
上
、
外
部
か
ら
陽
の
気
を
導

入
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。
純
粋
な
陽
の
気
を
身
体
に
満
た
す
こ
と

が
、
永
遠
の
肉
体
を
手
に
し
、
神
仙
と
な
る
方
法
な
の
だ
。
こ
の
考
え
は
、

朱
熹
が
考
え
て
い
た
陰
陽
の
概
念
、
す
べ
て
は
一
つ
の
気
の
偏
差
で
し
か

な
い
、
と
い
う
立
場
と
対
立
す
る
。
一
つ
の
気
が
陰
に
も
陽
に
も
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
身
体
を
陽
の
気
で
満
た
す
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず

だ
が
、
現
実
に
は
そ
う
な
ら
な
い
。
趙
友
欽
の
提
示
し
た
天
文
学
の
知
識

は
純
粋
な
陽
の
気
と
陰
の
気
の
実
在
を
示
す
客
観
的
事
実
と
な
る
。
そ
れ

は
内
丹
法
の
修
行
者
に
と
っ
て
、
そ
の
成
就
の
難
し
さ
と
共
に
成
功
の
可

能
性
を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

シ
ョ
ナ
社
会
に
お
け
る
異
人
水
精
と
し
て
の
ジ
ュ
ズ

松
平
　
勇
二

　

本
発
表
で
は
シ
ョ
ナ
社
会
の
あ
る
男
性
霊
媒
師
と
彼
に
憑
依
す
る
霊
の

分
析
か
ら
、
マ
シ
ャ
ウ
ィ
と
呼
ば
れ
る
霊
の
異
人
性
と
水
精
性
を
分
析
し

た
。
本
研
究
の
調
査
地
は
ア
フ
リ
カ
南
部
に
位
置
す
る
内
陸
国
の
ジ
ン
バ

ブ
エ
共
和
国
で
あ
る
。
シ
ョ
ナ
は
主
に
農
耕
を
生
業
と
す
る
人
々
で
、
そ

の
人
口
は
全
人
口
の
約
七
割
を
占
め
る
。

　

シ
ョ
ナ
社
会
で
は
ジ
ュ
ズ
と
呼
ば
れ
る
霊
的
存
在
が
認
識
さ
れ
て
い

経
』
の
注
釈
を
二
つ
の
立
場
を
明
示
的
に
切
り
替
え
て
構
成
し
て
い
る
。

第
一
の
立
場
は
、
宋
代
以
降
の
注
釈
を
踏
ま
え
て
、
道
教
の
最
高
神
で
あ

る
元
始
天
尊
に
よ
る
衆
生
救
済
の
神
話
を
語
る
経
典
本
文
を
、
内
丹
法
を

説
く
も
の
と
し
て
読
み
替
え
た
「
道
用
」
と
い
う
注
釈
で
あ
る
。
第
二
の

立
場
は
、
本
文
を
字
句
通
り
に
解
釈
す
る
「
世
法
」
と
い
う
注
釈
で
あ
る
。

実
は
『
革
象
新
書
』
は
両
者
の
う
ち
「
世
法
」
の
注
釈
に
お
い
て
引
用
さ

れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
陳
致
虚
は
天
文
学
的
知
識
を
煉
丹
理
論
と
全
く

無
関
係
な
も
の
と
し
て
受
容
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
で

は
な
い
。
煉
丹
理
論
の
基
本
文
献
の
一
つ
に
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
『
周
易

参
同
契
分
章
注
』（『
道
藏
輯
要
』
虚
集
、『
中
華
道
蔵
』
第
一
六
冊
）
に

お
い
て
も
、
日
月
に
関
し
て
述
べ
た
本
文
で
陳
致
虚
は
『
革
象
新
書
』
を

引
用
し
て
お
り
、
合
わ
せ
読
む
こ
と
で
、
陳
致
虚
が
天
文
学
的
知
識
に
何

を
求
め
て
い
た
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
陳
致
虚
が
特
に
注
目
し
て
い
た

の
は
、
太
陽
は
陽
の
気
と
し
て
、
月
は
陰
の
気
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
変
化

す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
趙
友
欽
は
軒
下
に
黒
い
毬
を
ぶ

ら
下
げ
て
そ
れ
を
月
の
模
型
と
し
、
月
の
満
ち
欠
け
を
説
明
し
て
い
た
。

月
は
光
を
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
体
は
陰
の
気
の
凝
集
し
た
黒
い
球
体

で
、
そ
れ
が
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
白
く
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
だ

け
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
本
質
が
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
太
陽
も
陽

の
気
が
凝
集
し
た
も
の
で
、
そ
の
光
が
か
げ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
月

食
に
つ
い
て
、
従
来
の
闇
虚
説
に
よ
る
説
明
だ
と
月
以
外
の
陰
の
気
の
存

在
を
想
定
し
て
い
る
し
、
朱
熹
の
説
で
は
そ
の
闇
虚
を
太
陽
の
中
の
光
の

弱
い
と
こ
ろ
と
し
て
想
定
し
て
い
る
た
め
、
太
陽
の
陽
の
気
の
純
粋
さ
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
山
田
慶
児
『
朱
子
の
自
然
学
』
岩
波
書
店
、
一

九
七
八
年
）。
趙
友
欽
は
ど
ち
ら
の
説
も
否
定
す
る
。
太
陽
の
光
で
あ
る
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系
氏
族
以
外
の
祖
霊
は
マ
シ
ャ
ウ
ィ
に
分
類
さ
れ
る
）。
マ
シ
ャ
ウ
ィ
の

う
ち
、
一
つ
は
サ
ル
、
二
つ
が
父
系
氏
族
以
外
の
祖
霊
、
そ
し
て
も
う
ひ

と
つ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
霊
で
あ
る
。
マ
シ
ャ
ウ
ィ
の
一
つ
で
あ
る
ム
ン

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
は
男
性
に
憑
依
し
て
二
つ
の
能
力
を
発
揮
す
る
。
一
つ
は
水

を
用
い
た
清
め
と
治
療
の
能
力
で
あ
る
。
水
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
一
部
の

人
々
は
彼
女
を
ジ
ュ
ズ
と
呼
ぶ
が
、
彼
女
は
自
身
を
ジ
ュ
ズ
で
あ
る
と
は

言
わ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
「
ジ
ュ
ズ
と
遊
ん
で
い
た
」
と
語
る
。
も
う

一
つ
の
能
力
は
相
談
者
の
困
難
の
原
因
を
見
抜
く
（
占
う
）
能
力
で
あ
る
。

　

彼
女
は
自
分
の
出
自
を
「
白
い
布
の
シ
ニ
ョ
ロ
氏
族
、
船
で
や
っ
て
き

た
異
邦
人
」
と
言
う
。
シ
ニ
ョ
ロ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
セ
ニ
ョ
ー
ル
に

由
来
す
る
言
葉
で
、
現
在
は
シ
ョ
ナ
の
一
氏
族
名
に
な
っ
て
い
る
。
シ
ニ

ョ
ロ
氏
族
は
す
で
に
シ
ョ
ナ
と
同
化
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
異
人
性
は
極

め
て
薄
い
。
そ
れ
で
も
、
彼
女
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
起
源
の
異
人
霊
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
事
例
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
二
重
の
憑
依
で
あ
る
。

マ
シ
ャ
ウ
ィ
は
人
間
誕
生
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
非
生
物
的
霊

だ
。
し
か
し
、
憑
依
時
に
は
元
肉
体
と
し
て
の
個
性
を
表
す
。
こ
の
現
象

は
、
男
性
霊
媒
師
が
マ
シ
ャ
ウ
ィ
そ
の
も
の
に
憑
依
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
マ
シ
ャ
ウ
ィ
を
持
つ
生
物
の
霊
に
憑
依
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
で

理
解
で
き
る
。
ム
ン
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
は
占
い
や
清
め
の
能
力
（
＝
マ
シ
ャ
ウ

ィ
）
を
持
つ
一
人
の
女
性
で
あ
っ
た
が
、
死
後
も
男
性
霊
媒
師
に
憑
依
す

る
こ
と
で
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
発
表
者
は
異
人
水
精
と
し
て
ジ

ュ
ズ
を
捉
え
て
い
た
が
、
そ
の
異
人
性
は
ジ
ュ
ズ
の
性
質
で
は
な
い
。
か

つ
て
ジ
ュ
ズ
（
の
能
力
）
を
持
っ
て
い
た
異
人
の
魂
が
、
現
代
の
霊
媒
師

に
憑
依
す
る
こ
と
で
そ
の
異
人
性
が
現
れ
た
と
言
え
る
。

る
。
し
か
し
そ
の
認
識
は
一
致
し
な
い
。
あ
る
人
は
ジ
ュ
ズ
は
半
人
半
魚

の
い
わ
ゆ
る
人
魚
で
あ
る
と
言
い
、
ま
た
あ
る
人
は
水
死
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
霊
だ
と
言
い
、
ま
た
あ
る
人
は
人
類
誕
生
以
前
か
ら
存
在
し
た
水

精
だ
と
言
う
。
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
伝
統
的
宗
教
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
は
、
ジ
ュ
ズ
の
研
究
は
ほ
ぼ
な
い
。
唯
一
、
伝
統
医
療
の
人
類
学
的
研

究
を
お
こ
な
っ
た
ゲ
ル
フ
ァ
ン
ド
が
水
精
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
ジ
ュ
ズ
は
霊
媒
師
に
治
療
能
力
を
授
け
る
マ
シ
ャ
ウ
ェ
と
呼

ば
れ
る
霊
の
一
つ
で
あ
る
。

　

シ
ョ
ナ
の
宗
教
的
世
界
観
で
は
、
世
界
が
人
間
界
（
パ
シ
）
と
霊
界

（
メ
ポ
）
に
二
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
人
間
界
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
霊
的
存

在
の
力
に
支
配
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
霊
的
存
在
は
三
分
類
さ
れ

る
。
全
能
か
つ
唯
一
の
「
創
造
者
」、
人
類
誕
生
以
前
か
ら
存
在
し
た
天

空
霊
、
そ
し
て
祖
霊
で
あ
る
。
マ
シ
ャ
ウ
ィ
は
天
空
霊
に
分
類
さ
れ
る
。

現
代
シ
ョ
ナ
社
会
に
お
い
て
、
マ
シ
ャ
ウ
ィ
は
生
計
を
立
て
る
た
め
の
能

力
そ
の
も
の
で
、
人
は
み
な
マ
シ
ャ
ウ
ィ
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
特
に
天
才
的
能
力
を
持
つ
人
物
に
は
強
い
マ
シ
ャ
ウ
ィ
が
憑
い
て

お
り
、
能
力
が
開
花
し
た
際
に
は
マ
シ
ャ
ウ
ィ
へ
の
感
謝
儀
礼
が
開
催
さ

れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
人
々
の
中
に
は
意
識
喪
失
の
伴
う
憑
依
に
よ
っ

て
マ
シ
ャ
ウ
ィ
に
憑
か
れ
る
霊
媒
師
と
、
意
識
の
あ
る
状
態
で
憑
依
さ
れ

て
い
る
、
つ
ま
り
、
単
に
「
マ
シ
ャ
ウ
ィ
（
＝
能
力
）
を
持
つ
」
と
呼
ば

れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
霊
媒
師
に
憑
依
す
る
マ
シ
ャ
ウ

ィ
に
は
祖
霊
、
動
物
霊
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
霊
な
ど
の
個
性
が
あ
る
。
憑
依

の
有
無
、
そ
し
て
各
マ
シ
ャ
ウ
ィ
霊
の
個
性
は
な
ぜ
発
生
す
る
の
か
。

　

ハ
ラ
レ
在
住
の
あ
る
男
性
霊
媒
師
に
は
五
種
類
の
霊
が
降
り
る
。
そ
の

う
ち
四
種
類
が
マ
シ
ャ
ウ
ィ
で
、
残
り
が
父
系
氏
族
の
祖
霊
で
あ
る
（
父
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ク
リ
ー
族
の
サ
ン
ダ
ン
ス
儀
礼
を
現
代
的
な
文
脈
で
位
置
づ
け
る
と
、

「
異
文
化
に
開
か
れ
た
ク
リ
ー
族
の
伝
統
の
再
創
造
」
と
い
え
よ
う
。
ク

リ
ー
族
は
、
ラ
コ
タ
族
に
由
来
す
る
サ
ン
ダ
ン
ス
の
一
九
代
目
正
統
継
承

者
を
始
め
、
数
人
の
メ
デ
ィ
ス
ン
マ
ン
達
が
協
議
し
て
、
伝
統
に
異
分
子

を
入
れ
る
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
三
年
前
か
ら
日
本
人
参
加
者
を
受
け

入
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
伝
統
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
異
文
化
で
あ
る
他
者

を
巻
き
込
み
、
自
ら
の
伝
統
を
再
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
発
表
で

は
サ
ン
ダ
ン
ス
と
い
う
儀
礼
を
、
参
与
観
察
者
・
研
究
者
と
体
験
者
・
ダ

ン
サ
ー
と
い
う
二
重
の
視
点
か
ら
、
そ
の
意
味
世
界
を
理
解
し
、
分
析

し
、
発
表
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
サ
ン
ダ
ン
ス
中
に
見
ら
れ
る
創
造
主
や

先
祖
に
捧
げ
る
ピ
ア
ッ
シ
ン
グ
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
な
ど
の

自
己
犠
牲
は
、「
祈
り
」
な
の
か
？
「
供
犠
」
な
の
か
？
と
い
う
解
釈
の

違
い
に
現
れ
る
。
我
々
の
よ
う
に
異
世
界
か
ら
や
っ
て
く
る
「
外
側
」
の

人
間
の
視
点
で
は
、
サ
ン
ダ
ン
ス
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
行
為
は
自
己
犠

牲
、
つ
ま
り
「
供
犠
」
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ン
ダ
ン
ス
の
ダ

ン
サ
ー
当
事
者
の
「
内
側
」
の
視
点
で
は
、
そ
れ
ら
の
行
為
は
「
祈
り
」

そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
祈
り
か
？
供
犠
か
？
」
の
解
釈
の
違
い

は
、
内
側
と
外
側
の
人
間
の
解
釈
の
違
い
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
が
正
し

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
、
参

与
観
察
者
で
あ
り
、
今
回
ダ
ン
サ
ー
に
も
な
っ
た
発
表
者
が
至
っ
た
結
論

で
あ
る
。
同
じ
も
の
を
見
て
も
、
視
点
の
違
い
で
解
釈
は
異
な
る
が
、
ど

ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
む
し
ろ
解
釈
の
多
様
性
が
内
包

さ
れ
る
宗
教
的
意
味
世
界
の
豊
穣
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は

結
論
づ
け
た
。

祈
り
か
供
犠
か
？

│
│ 

カ
ナ
ダ
先
住
民
ク
リ
ー
族
の
サ
ン
ダ
ン
ス
儀
礼 

│
│

谷
口
　
智
子

　

発
表
者
は
二
〇
一
六
年
八
月
四
―
八
日
ま
で
の
サ
ン
ダ
ン
ス
儀
礼
に
参

加
し
、
前
後
の
準
備
期
間
を
合
わ
せ
て
約
二
週
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
。
場
所
は
カ
ナ
ダ
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
ホ
ー
ル
レ
イ
ク
居
留

地
で
あ
る
。
サ
ン
ダ
ン
ス
の
起
源
は
約
二
三
〇
〇
年
前
、
ラ
コ
タ
族
に

「
白
い
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
仔
の
女
」
に
よ
っ
て
七
つ
の
儀
式
の
一
つ
と
し

て
伝
え
ら
れ
、
北
米
大
陸
の
広
い
範
囲
の
先
住
民
族
に
伝
わ
り
、
ク
リ
ー

族
に
も
伝
わ
っ
た
。

　

カ
ナ
ダ
や
北
米
先
住
民
の
世
界
観
は
、
東
西
南
北
の
四
方
向
以
外
、
天

と
大
地
と
地
下
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
聖
な
る
七
方
向
で
あ
る
。

人
や
動
植
物
が
住
む
世
界
の
中
心
に
天
地
を
貫
く
中
心
軸
（A

xis M
un-

di

）
が
あ
り
、
そ
れ
が
天
の
創
造
主
、
大
い
な
る
神
秘
や
、
大
地
と
繋
が

る
垂
直
軸
と
す
れ
ば
、
水
平
に
東
西
南
北
が
あ
る
。
中
心
軸
の
周
り
に
サ

ー
ク
ル
を
作
る
。
そ
れ
が
テ
ィ
ピ
（
平
原
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
テ
ン
ト
）
の

真
ん
中
に
作
ら
れ
る
石
で
丸
く
囲
ん
だ
竃
に
な
る
。
サ
ン
ダ
ン
ス
の
場
合

は
、
サ
ン
ダ
ン
ス
の
前
夜
祭T

ree D
ay

の
午
後
、
木
（
白
樺
の
木
）

を
切
り
倒
し
て
き
て
、
会
場
に
な
る
広
場
に
皆
で
運
び
込
ん
で
深
い
穴
を

掘
っ
て
埋
め
立
て
る
が
、
一
年
間
維
持
さ
れ
る
そ
の
神
木
は
、
人
々
の
祈

り
の
対
象
と
し
て
、
天
の
創
造
主
に
願
い
を
届
け
る
媒
体
に
な
る
。

　

柱
を
立
て
る
祭
で
あ
る
サ
ン
ダ
ン
ス
（
男
性
儀
礼
）
に
は
、
宗
教
現
象

と
し
て
特
徴
的
な
要
素
が
三
つ
あ
る
。
中
心
軸
を
立
て
る
こ
と
、
祈
り

（
苦
行
）、
人
身
供
犠
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
主
要
な
特
徴
で
あ
る
の
で
、
サ

ン
ダ
ン
ス
儀
礼
の
全
体
の
構
造
を
、
時
間
の
流
れ
を
追
っ
て
説
明
し
た
。
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ヴ
ィ
ー
リ
キ
に
つ
い
て
、
国
や
都
市
に
よ
っ
て
戦
略
に
異
な
る
も
の
が
あ

る
こ
と
を
観
察
で
き
た
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
人
々
は
当
該
地
域
の
法
律
や
規

則
に
合
わ
せ
て
、
帰
属
意
識
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
変
え
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
ト
ル
コ
共
和
国
は
政
教
分
離
の
国
で
あ
る
た
め
、
ア
レ
ヴ
ィ

ー
に
つ
い
て
、
宗
教
で
は
な
く
文
化
と
し
て
位
置
づ
け
る
方
が
活
動
し
易

い
こ
と
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
等
の
場
合
に
は
ア
レ
ヴ
ィ
ー
を
宗
教
（
イ
ス

ラ
ー
ム
）
と
し
て
位
置
づ
け
た
方
が
、
生
活
上
或
い
は
集
団
（
団
体
）
の

維
持
に
都
合
が
良
く
、
当
該
地
域
の
規
則
・
法
律
に
即
し
た
方
が
活
動
し

易
い
の
で
あ
る
。
英
国
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
集
団

（
団
体
）
が
持
続
・
維
持
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。（
そ
の
た
め
に
そ
の
団

体
の
主
導
権
争
い
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。）
社
会
的
宗
教
的
政
治
的
な

環
境
に
よ
っ
て
は
自
己
認
識
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

文
化
省
の
元
部
長
の
場
合
に
は
、
彼
は
集
落
・
村
落
な
ど
の
伝
統
的
文

化
の
中
で
育
ち
、
そ
こ
で
ア
レ
ヴ
ィ
ー
像
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
後
に
ア

レ
ヴ
ィ
ー
に
イ
ス
ラ
ー
ム
が
絡
む
様
子
、
伝
統
的
な
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
は
違

っ
た
「
事
柄
」
が
見
え
た
と
き
反
発
し
た
。
二
〇
〇
五
、
六
年
に
キ
ュ
タ

ヒ
ア
市
の
調
査
に
基
づ
い
て
「
そ
れ
は
本
来
の
も
の
で
は
な
い
」
と
雑
誌

に
記
事
を
書
き
、
時
の
政
権
か
ら
辞
職
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
レ
ヴ

ィ
ー
／
ア
レ
ヴ
ィ
ー
リ
キ
の
公
的
な
知
識
の
供
給
は
、
政
府
系
の
イ
ス
ラ

ー
ム
神
学
部
出
身
者
な
ど
か
ら
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と

こ
ろ
が
彼
は
二
〇
一
四
年
に
は
、
大
統
領
の
エ
ル
ド
ア
ン
主
催
の
イ
フ
タ

ル
に
呼
ば
れ
、
政
府
系
の
神
学
部
の
人
々
と
席
を
同
じ
く
し
て
、
か
な
り

政
府
系
・
神
学
部
系
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
理
解
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
を
持
つ

ま
で
に
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
現
代
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
人
々
は
、
自
己
認
識
（
エ
ス
ニ
シ

ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
変
容

│
│ 

生
存
戦
略
と
宗
教
と
の
狭
間
で 

│
│

佐
島
　
　
隆

　

ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
語
義
は
「
預
言
者
の
娘
婿
ア
リ
ー
を
信
奉
す
る
人
々
」

で
あ
る
が
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
に
帰
属
す
る
人
々
は
多
様
で
あ
り
、
集
団
も
帰

属
意
識
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
多
様
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
社
会
的
宗
教
的

文
化
的
環
境
の
中
で
対
応
さ
せ
な
が
ら
変
容
さ
せ
て
い
る
場
合
も
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
こ
で
そ
の
事
例
か
ら
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
、
自
己
規
定
、
自
己
認
識
）
の
変
化
に
及
ぼ
す
（
社
会
的
政
治
的
宗
教

的
文
化
的
過
程
論
的
﹇
歴
史
的
﹈）
原
因
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
揺
れ
動

く
「
自
己
認
識
」
を
見
て
、
逆
に
ア
レ
ヴ
ィ
ー
な
る
も
の
を
理
解
す
る
手

が
か
り
が
得
ら
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
九
四
年
に
ト
ル
コ
共
和
国
イ
ズ
ミ
ル
市
郊
外
の
集
落
で
若
者
に
聞

き
取
り
を
し
た
。
彼
は
「
自
分
た
ち
は
タ
フ
タ
ジ
ュ
で
あ
る
。
し
か
し
最

近
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
い
わ
れ
る
人
々
は
多
い
。
タ
フ
タ
ジ
ュ
よ
り
も
多
い
の

で
自
分
た
ち
も
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
し
よ
う
」
と
語
っ
た
。
若
者
は
高
学
歴
で

あ
る
が
、
被
差
別
意
識
が
強
く
差
別
の
た
め
に
タ
フ
タ
ジ
ュ
或
い
は
ア
レ

ヴ
ィ
ー
だ
か
ら
就
職
で
き
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
民
俗
音

楽
や
民
俗
舞
踊
な
ど
を
演
じ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
と
語
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
逆
に
そ
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
特
徴
、
恩
恵
を
得
て
、
現
在
の
生
活
が

で
き
て
い
た
。
こ
の
時
期
は
、
一
九
九
三
年
の
マ
ド
マ
ク
事
件
に
よ
り
、

マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぎ
、
書
籍
が
非
常
に
多
く
出
版
さ
れ
ア
レ
ヴ
ィ
ー
に
つ
い

て
興
味
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
自
分
の

帰
属
意
識
を
変
え
て
い
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
頃
、
西
欧
諸
国
の
ト
ル
コ
系
移
民
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
／
ア
レ
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た
は
ず
の
経
済
的
恩
恵
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
（
待
っ
て
い
て
も
カ
ー
ゴ
は

来
な
い
）
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
、
詐
欺
ま
が
い
の
行
為
で
あ
る
と

非
難
を
受
け
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
や
非
難
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
特
に
発
展
途
上
国
で
は
、
繁
栄
の
福
音
は
人
々
を
引
き
つ

け
て
や
ま
な
い
。
以
下
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
の
新

解
釈
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
が
始
ま
っ
た
当
時
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
社
会
的
状

況
を
考
慮
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
モ
ノ
の
交
換
に
よ
っ
て
緊
密
な
人
間

関
係
を
作
っ
て
い
た
先
住
民
の
前
に
、
突
然
モ
ノ
を
商
品
と
し
て
扱
う
西

洋
人
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
の
価
値
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
混
乱

が
生
じ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
先
住
民
は
西
洋
の
加
工
品
の
交
換
を
望

ん
だ
が
、
西
洋
人
は
異
な
る
モ
ノ
の
交
換
様
式
を
も
っ
て
お
り
、
思
う
よ

う
に
交
換
で
き
な
い
。
そ
こ
で
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
の
預
言
者
た
ち
は
、
モ

ノ
が
従
来
の
形
で
交
換
さ
れ
な
い
こ
の
状
況
を
、
伝
統
的
な
祖
先
信
仰
と

千
年
王
国
運
動
的
思
考
の
中
で
あ
ら
た
め
て
捉
え
な
お
し
、
西
洋
人
の
物

資
は
実
は
祖
先
が
自
分
た
ち
へ
送
っ
て
く
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
を

西
洋
人
が
横
取
り
し
て
い
る
。
な
の
で
、
そ
れ
が
正
し
い
受
取
人
に
わ
た

る
よ
う
祖
先
に
呼
び
か
け
る
た
め
に
儀
礼
を
始
め
た
と
彼
ら
は
主
張
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
言
説
を
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
贈
与
論
的
視
点

か
ら
解
釈
す
れ
ば
、
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
信
者
は
、
自
分
た
ち
が
ア
ク
セ
ス

を
持
た
な
い
世
界
市
場
と
い
う
異
空
間
で
交
換
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ゴ
（
商

品
）
を
、
伝
統
的
神
話
世
界
に
織
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ゴ
（
贈

り
物
）
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
モ
ノ
を
商
品
か
ら
贈
り
物
に

転
換
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
贈
与
社
会
と
商
品
社
会
の

間
に
挟
ま
れ
な
が
ら
、
モ
ノ
や
カ
ネ
に
新
た
な
意
味
づ
け
を
す
る
試
み

テ
ィ
ー
な
ど
）
が
揺
れ
動
き
、
各
々
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を

生
き
る
指
針
、
行
動
原
理
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
各
々
が
各
々
に
描
く
ア

レ
ヴ
ィ
ー
認
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
行
動
の
指
針
と
す
る
者
も
い
る
。
生
存

す
る
方
向
性
の
考
え
方
や
社
会
的
文
化
的
宗
教
的
環
境
と
の
対
応
に
お
い

て
、
自
分
の
生
き
方
を
選
択
的
に
あ
る
い
は
複
合
的
に
選
び
取
っ
て
生
き

て
い
る
。
そ
の
「
揺
ら
ぎ
」
や
戦
略
の
中
で
自
分
た
ち
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

と
考
え
て
い
た
考
え
方
や
行
動
の
仕
方
を
変
え
る
者
も
い
た
。
そ
の
変
容

プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
方
の
根
底
に
あ
る
思
想

や
行
動
原
理
に
関
連
す
る
要
素
に
つ
い
て
考
察
可
能
と
な
り
え
る
。

　
（
謝
辞
）
科
研
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
の
境
界
と
認
識
の
コ
ン
フ
リ
ク

ト
及
び
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
変
容
―
中
東
と
欧
米
」（
研
究
代
表
者
：
佐
島

隆
）（
課
題
番
号
：17H

04540

）

繁
栄
の
福
音
運
動
は
現
代
の
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
か
？

村
上
　
辰
雄

　

近
年
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
大
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
の
が
、
繁

栄
の
福
音
（
神
学
）
で
あ
る
。
魂
の
救
済
と
共
に
物
質
的
恩
恵
も
約
束
す

る
こ
の
教
え
を
、
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
の
よ
う
だ
と
す
る
批
判
が
あ
る
。
カ

ー
ゴ
・
カ
ル
ト
と
は
二
〇
世
紀
の
植
民
地
時
代
に
太
平
洋
地
域
で
お
こ
っ

た
宗
教
運
動
で
、
西
洋
が
持
ち
込
ん
だ
物
資
（
カ
ー
ゴ
）
を
目
の
当
た
り

に
し
た
先
住
民
が
、
そ
れ
ら
を
祈
り
や
儀
礼
の
力
で
手
に
入
れ
よ
う
と
試

み
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ゴ
・
カ
ル
ト
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

こ
と
で
、
繁
栄
の
福
音
は
、
物
質
的
な
恩
恵
の
重
視
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教

え
に
反
し
て
い
る
と
教
義
的
に
批
判
さ
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
約
束
さ
れ
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韓
国
の
巫
俗
儀
礼
と
憑
霊

川
上
　
新
二

　

韓
国
の
巫
女
が
行
う
儀
礼
ク
ッ
は
、
数
人
の
巫
女
と
楽
士
に
よ
る
歌
舞

や
演
奏
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
進
行
過
程
が
順
次
進
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
で
構
成
さ
れ
る
。
ク
ッ
に
は
悪
運
を
祓
う
も
の
や
、
死
者
を

あ
の
世
に
送
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
韓
国
の
巫
女
に
は
神
霊
の
降
臨
に
よ

っ
て
成
巫
す
る
降
神
巫
と
、
世
襲
に
よ
っ
て
歌
舞
や
演
奏
の
技
能
を
継
承

す
る
世
襲
巫
と
が
い
る
。
ク
ッ
の
な
か
で
降
神
巫
は
自
身
に
神
霊
を
憑
依

さ
せ
て
口
寄
せ
や
託
宣
を
行
う
一
方
、
世
襲
巫
は
自
身
に
神
霊
を
憑
依
さ

せ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
先
学
は
、
ク
ッ
で
は
歌
舞
や
演
奏
の
所
作
、

リ
ズ
ム
、
テ
ン
ポ
が
次
第
に
日
常
的
な
も
の
か
ら
非
日
常
的
な
激
し
い
も

の
と
な
っ
て
日
常
性
を
超
越
し
た
状
況
が
作
り
出
さ
れ
、
そ
れ
に
お
い
て

人
々
と
神
霊
と
の
疎
通
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
降
神
巫
の
ク
ッ
と
世
襲
巫

の
ク
ッ
に
共
通
し
た
ク
ッ
の
本
質
で
あ
り
、
降
神
巫
へ
の
憑
依
は
歌
舞
や

演
奏
が
非
日
常
的
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
神
霊
と
の

疎
通
の
あ
ら
わ
れ
方
の
一
つ
と
み
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
ク
ッ
の
最
中
に
生

じ
る
憑
霊
は
、
降
神
巫
が
自
身
に
神
霊
を
憑
依
さ
せ
る
も
の
だ
け
で
は
な

い
。
ク
ッ
の
本
質
が
神
霊
と
の
疎
通
に
あ
る
な
ら
ば
、
憑
霊
は
神
霊
と
の

疎
通
の
顕
現
と
い
え
る
。
本
発
表
で
は
、
ク
ッ
の
最
中
に
顕
現
す
る
憑
霊

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ク
ッ
の
な
か
で
降
神
巫
は
自
身
に
神
霊
を
憑
依
さ
せ
る
が
、
そ
れ
に
失

敗
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
神
霊
よ
り
も
巫
女
に
主
導
権
が
あ
り
、
神
霊

の
扱
い
が
最
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
憑
霊
と
い
え
る
。
先
学
が
、
ク
ッ

に
お
い
て
人
々
は
歌
舞
や
演
奏
に
よ
っ
て
日
常
性
を
超
越
し
た
非
日
常
性

の
な
か
で
神
霊
と
疎
通
す
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
降
神
巫
自
身
へ
の
憑

は
、
繁
栄
の
福
音
が
説
か
れ
る
発
展
途
上
国
の
現
場
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

繁
栄
の
福
音
が
広
が
っ
て
い
る
地
域
の
社
会
的
状
況
を
考
察
し
て
み
る

と
、
格
差
が
広
が
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の
中
で
、
持
た
ざ
る
者
は
、
カ

ー
ゴ
・
カ
ル
ト
信
者
の
よ
う
に
富
の
流
通
の
サ
イ
ク
ル
の
外
に
お
か
れ
て

い
る
。
繁
栄
の
福
音
は
、
そ
の
よ
う
な
持
た
ざ
る
者
た
ち
に
富
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
約
束
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
実
際
に
手
に
す
る
富
と
は
、
原
資
と

し
て
の
純
粋
な
資
本
で
は
な
く
、
社
会
資
本
的
な
性
格
を
持
っ
た
関
係
性

の
富
で
あ
る
。
持
た
ざ
る
者
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
約
束
す
る
、
個

人
が
自
由
で
平
等
に
生
き
ら
れ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
社
会
を
信
じ
そ
れ
へ
の
参

加
を
試
み
る
が
、
現
実
に
は
伝
統
的
な
関
係
性
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
後
、

新
た
に
親
密
な
関
係
性
を
結
べ
ず
孤
立
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
人
た

ち
に
向
か
っ
て
、
繁
栄
の
福
音
を
説
く
教
会
の
中
に
は
、
資
本
の
増
殖
を

第
一
義
と
す
る
商
品
の
論
理
で
は
な
く
、
関
係
性
を
深
め
る
贈
与
の
論
理

を
優
先
す
る
モ
ノ
や
お
金
の
使
い
方
を
実
践
す
る
場
を
提
供
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
物
質
的
恩
恵
を
受
け
た
信
者
が
何
ら
か
の
形
で
受

け
た
恩
恵
を
信
者
共
同
体
内
に
還
元
し
て
関
係
性
の
強
化
を
は
か
っ
た

り
、
教
会
へ
の
寄
付
行
為
を
縦
と
横
の
互
恵
関
係
創
出
の
た
め
の
儀
礼
と

し
て
行
な
っ
た
り
し
て
、
富
や
モ
ノ
を
求
め
る
こ
と
を
肯
定
し
つ
つ
、
そ

れ
ら
を
使
っ
て
共
同
体
の
関
係
性
の
中
に
生
き
る
道
筋
を
示
し
て
く
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
繁
栄
の
福
音
運
動
は
、
新
た
な
カ
ー
ゴ
・
カ
ル

ト
と
し
て
二
十
一
世
紀
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
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完
全
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
お
ら
ず
、
神
霊
に
憑
依
の
主
導
権
が
残

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
降
神
巫
自
身
に
神
霊
を
憑
依
さ
せ
る
定
型

化
、
定
例
化
さ
れ
た
憑
霊
よ
り
も
、
見
物
人
に
与
え
る
神
霊
の
顕
現
の
衝

撃
度
は
強
い
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
竿
や
棒
を
使
う
憑
霊
は
ク

ッ
の
進
行
過
程
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
歌
舞
は
と
も
な

わ
ず
、
最
初
か
ら
鉦
や
銅
鑼
な
ど
に
よ
る
非
日
常
的
な
激
し
い
喧
騒
の
な

か
で
行
わ
れ
る
。
先
学
が
ク
ッ
の
本
質
と
す
る
歌
舞
や
演
奏
に
よ
る
日
常

性
か
ら
非
日
常
性
へ
の
展
開
を
通
じ
て
の
神
霊
と
の
疎
通
と
は
異
な
る
内

容
の
も
の
で
あ
る
。

　

憑
霊
現
象
は
神
霊
と
の
疎
通
の
顕
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、
見
物
人
に
と

っ
て
衝
撃
度
の
強
い
憑
霊
は
、
ク
ッ
の
本
質
と
さ
れ
る
歌
舞
や
演
奏
の
展

開
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
「
愛
の
宗
教
」

│
│ 

禁
欲
と
職
業
を
越
え
て 

│
│

大
黒
　
正
伸

　

二
十
世
紀
最
大
の
社
会
学
者
の
ひ
と
り
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ

は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
宗
教
と
社
会
と
の
関
連
を
追
究
し
た
。
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
で
会
衆
派
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
も
っ
ぱ
ら
キ

リ
ス
ト
教
と
近
代
西
洋
社
会
の
関
係
に
関
心
が
あ
っ
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は

本
質
的
に
近
代
主
義
者
で
あ
る
が
、
近
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
積
極
的

な
役
割
を
唱
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
論
者
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
「
愛
の
宗
教
」

と
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ

ア
を
含
む
若
い
世
代
の
新
し
い
運
動
の
一
部
を
評
し
た
呼
び
名
で
あ
り
、

世
俗
の
人
間
ど
う
し
の
「
愛
」
を
強
調
す
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

霊
は
、
ク
ッ
で
の
歌
舞
や
演
奏
が
常
態
を
超
え
た
激
し
い
も
の
と
な
り
、

日
常
性
を
超
越
し
た
状
況
と
な
っ
た
際
に
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
ク
ッ
の
な

か
で
の
歌
舞
や
演
奏
の
延
長
線
上
に
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
定
型
化
、
定

例
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
憑
霊
は
見
物
人

か
ら
見
れ
ば
、
い
わ
ば
演
じ
ら
れ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
神
霊
の
顕
現
に
対
す
る
衝
撃
度
は
弱
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
と
考

え
ら
れ
る
。

　

全
羅
南
道
珍
島
の
世
襲
巫
が
行
う
死
者
を
あ
の
世
に
送
る
シ
ッ
キ
ム
・

ク
ッ
で
は
、
世
襲
巫
自
身
へ
の
憑
霊
は
生
じ
な
い
が
、
ク
ッ
の
依
頼
者
に

死
者
が
憑
依
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
頻
繁
に
起
こ
る
現
象
で
は
な
い

が
、
死
者
に
憑
依
さ
れ
た
依
頼
者
は
飲
酒
や
踊
り
で
騒
動
を
起
こ
し
、
ク

ッ
の
進
行
の
妨
げ
に
な
る
。
こ
の
憑
霊
は
必
ず
生
じ
る
も
の
で
も
、
自
ら

望
む
も
の
で
も
な
く
、
ク
ッ
の
進
行
の
妨
げ
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
生
者

よ
り
も
憑
依
す
る
死
者
に
主
導
権
が
あ
る
憑
霊
で
あ
る
。
突
発
的
で
、
巫

女
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
無
関
係
の
憑
霊
で
あ
り
、
人
々
が
受
け
る
神
霊

の
顕
現
に
対
す
る
衝
撃
度
は
強
い
と
思
わ
れ
る
。

　

シ
ッ
キ
ム
・
ク
ッ
で
は
も
う
一
種
類
の
憑
霊
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
進
行
過
程
の
な
か
で
世
襲
巫
が
竹
竿
を
握
る
遺
族
に
死
者
を
降
ろ

し
、
竹
竿
を
握
る
者
の
口
を
通
し
て
死
者
が
語
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し

死
者
が
降
り
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
憑
霊
が
、
降
神
巫
に

よ
る
ク
ッ
で
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
木
の
棒
を
握
る
者
に
神
霊
を
降
ろ

す
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
棒
を
握
る
者
は
降
神
巫
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
依
頼

者
の
場
合
も
あ
り
、
依
頼
者
が
握
る
場
合
に
は
神
霊
が
降
り
な
い
こ
と
も

あ
る
。
こ
れ
ら
は
巫
女
が
神
霊
（
死
者
を
含
む
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

竹
竿
や
棒
を
握
る
者
に
憑
依
さ
せ
よ
う
と
す
る
形
態
で
あ
る
が
、
神
霊
を
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共
同
体
に
と
っ
て
の
根
本
的
な
機
能
的
必
要
性
で
あ
る
。
彼
は
象
徴
的
な

「
昇
華
」（
フ
ロ
イ
ト
）
を
要
請
す
る
。
結
局
、
愛
は
全
体
社
会
の
（
つ
ま

り
、
国
民
的
な
）「
シ
ス
テ
ム
性
」
と
接
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
条
件
は
、
効
果
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
道
徳
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
、
そ
し
て
認
知
的
な
合
理
性
で
あ
る
。

　

彼
は
そ
の
一
方
で
「
愛
の
宗
教
」
に
期
待
し
て
こ
う
述
べ
る
。「
私
は
、

愛
の
新
し
い
宗
教
が
強
力
な
個
人
主
義
を
打
ち
出
し
、
人
々
が
個
人
と
し

て
人
を
愛
し
、
他
者
の
個
性
に
対
し
て
高
い
価
値
を
与
え
な
が
ら
そ
の
他

者
に
愛
着
を
抱
く
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
晩
年
の
問
題
意
識
は
、
人
間
の
普
遍
的
で
実
存
的
な
諸
問

題
に
あ
っ
た
。
彼
の
政
治
的
な
ス
タ
ン
ス
は
一
貫
し
て
「
中
央
よ
り
左
」

で
あ
り
、
典
型
的
な
「
リ
ベ
ラ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
の
そ
れ
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
「
原
理
主
義
」
を
避
け
る
方

途
を
探
る
。「
世
俗
化
」
は
む
し
ろ
宗
教
の
「
一
般
化
」
と
い
う
意
味
で

は
宗
教
の
「
強
化
」
で
あ
り
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
や
市
民
宗
教
に
見
ら
れ

る
多
元
化
と
寛
容
こ
そ
が
宗
教
の
進
化
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

善
悪
二
元
論
的
な
「
道
徳
絶
対
主
義
」
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
パ
ー
ソ

ン
ズ
に
お
い
て
は
、
人
間
の
有
限
性
に
対
す
る
意
識
と
敵
対
者
に
対
し
て

す
ら
人
間
と
し
て
の
感
性
を
持
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
が
希
求
し
た
宗
教
的
寛
容
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
報
告

者
と
し
て
は
、「
愛
の
宗
教
」
の
具
体
的
な
像
を
さ
ら
に
追
究
し
た
い
と

思
う
。
併
せ
て
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
提
起
し
た
問
題
を
さ
ら
に
理
論
的
な
次

元
で
も
追
究
し
た
い
。
そ
れ
は
、
彼
の
思
想
の
人
間
学
的
な
展
開
を
含
む

も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
具
体
的
な
集
団
や
教
派
の
名
称
を
挙
げ
て
い
な

い
。
本
報
告
で
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
宗
教
に
対
す
る
理
論
的
志
向
を
一
瞥

し
た
あ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
変
動
に
対
す
る
彼
の
観
察
と
評
価
を
検
討

し
、
そ
の
今
日
的
な
意
義
を
考
察
し
た
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
リ
ベ
ラ
ル
な
タ
イ
プ
を
キ
リ
ス

ト
教
の
進
化
と
し
て
と
ら
え
る
が
、
現
世
的
、
世
俗
的
な
実
践
重
視
が
そ

の
根
拠
に
あ
る
。
俗
人
の
地
位
向
上
は
、「
地
上
に
お
け
る
神
の
王
国
」

建
設
の
神
意
を
担
う
と
い
う
論
理
に
基
づ
い
て
い
る
。「
愛
の
宗
教
」
は
、

西
洋
の
宗
教
的
伝
統
の
根
本
的
に
新
し
い
局
面
と
さ
れ
、
愛
と
い
う
テ
ー

マ
を
強
調
し
た
点
に
お
い
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
類
似
し
た
運
動
の
発
生

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
運
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
相
対
的
に
「
非

有
神
論
的
」
性
格
（
無
神
論
と
は
区
別
さ
れ
る
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
と
の
和
解
の
可
能
性
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
の
運
動
に

は
「
脱
工
業
的
」
性
格
が
あ
る
。
工
業
社
会
か
ら
の
疎
外
感
を
抱
く
人
々

に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
結
果
、
そ
の
主
張
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
レ
ト
リ
ッ
ク

（
反
資
本
主
義
）
と
親
近
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
に
は

自
由
な
連
帯
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
希
求
と
い
う
面
を
持
ち
、
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
に
も
接
近
す
る
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
こ
う
し
た
新
宗
教
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
の
課
題
と
し

て
、
特
に
性
愛
と
世
代
を
め
ぐ
る
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ュ
ア
と
そ
れ
に
伴
う
「
性
の
解
放
」
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
と
っ

て
、
一
種
の
退
行
で
あ
っ
た
。
集
団
性
交
や
「
一
夜
限
り
の
情
事
」
は
そ

の
愛
着
の
拡
大
に
限
界
が
あ
り
、
世
代
継
続
を
統
制
で
き
な
い
だ
ろ
う

し
、
性
愛
だ
け
が
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
絆
を
保
証
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

性
愛
的
な
快
感
の
問
題
を
な
ん
ら
か
の
形
で
超
越
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
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響
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
近
年
海
外
で
実
証
的
な
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
の
国
々
で
、
教
会
出
席
と
文
化
的
な

消
費
活
動
の
間
に
プ
ラ
ス
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（T

alley K
atz-

Gerro and M
ads M

eier Jæ
ger, “Religion, Religiosity, and 

Cultural Stratification: T
heoretical Links and Em

pirical 
Evidence, ” R

esearch in the Sociology of W
ork, 23, 2012, 337-

366

）。
日
本
で
は
、
横
井
桃
子
・
川
端
亮
（「
宗
教
性
の
測
定
―
国
際
比

較
研
究
を
目
指
し
て
―
」『
宗
教
と
社
会
』
一
九
、
二
〇
一
三
、
七
九
―

九
五
）
に
お
い
て
、
宗
教
的
な
心
を
大
切
と
思
う
人
ほ
ど
、
ハ
イ
カ
ル
チ

ャ
ー
な
活
動
を
行
い
や
す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三
月
に
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
日
本
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
台
湾
、
タ
イ
、
ロ
シ
ア
の
八
か
国
を
対
象
に
行
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
（
各
国
五
百
人
以
上
、
八
か
国
合
計
の
有
効
回
答

数
は
四
二
九
八
）
の
結
果
で
は
、
八
か
国
全
体
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、

日
本
だ
け
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、
宗
教
的
な
心
が
大
切
だ
と
思
う
人

は
、
幸
福
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
参
加
、
ハ
イ
カ

ル
チ
ャ
ー
を
中
心
と
す
る
文
化
活
動
の
い
ず
れ
の
変
数
に
お
い
て
も
正
の

有
意
な
効
果
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
八
か
国
を
個
別
に
調
べ
る

と
、
幸
福
度
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
と
台
湾
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
い

て
は
イ
ン
ド
と
ト
ル
コ
、
文
化
活
動
に
お
い
て
は
、
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ア
、

ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
有
意
な
関
連
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
八
か
国
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
有
意
な
負
の
効
果
は
な
か
っ
た
。

　

す
べ
て
の
国
（
宗
教
文
化
）
で
影
響
を
及
ぼ
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
多

く
の
国
で
宗
教
は
、
幸
福
度
を
高
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
し
、

宗
教
性
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響

川
端
　
　
亮

　

日
本
に
お
い
て
、
宗
教
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
場
合
が
多
い
。
本
発

表
で
は
、
質
問
紙
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
宗
教
が
人
々
の
意
識
や
行
動

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
実
証
的
に
示
す
。

　

本
発
表
で
宗
教
と
関
連
を
調
べ
る
項
目
は
、
幸
福
感
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

行
動
へ
の
参
加
、
文
化
活
動
、
な
か
で
も
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
参
加
の

三
項
目
で
あ
る
。
幸
せ
と
思
う
か
ど
う
か
は
、
社
会
意
識
の
中
で
重
要
な

項
目
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
は
社
会

関
係
資
本
に
、
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
文
化
資
本
に
関
連
す
る
と
い
う
意

味
で
重
要
な
変
数
で
あ
る
。

　

幸
福
感
に
つ
い
て
は
、W

. Jagodzinski

・
真
鍋
一
史
（「
国
際
比
較

の
視
座
か
ら
す
る
宗
教
性
の
類
似
性
」『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』

一
一
六
、
二
〇
一
三
、
八
三
―
一
〇
〇
）
のISSP2008

の
分
析
や
櫻

井
義
秀
（「
人
は
宗
教
で
幸
せ
に
な
る
の
か
：
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
と

宗
教
の
分
析
」『
理
論
と
方
法
』
三
二（
一
）、
二
〇
一
七
、
八
〇
―
九
五
）

に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
の
国
々
を
中
心
に
多
く

の
国
で
宗
教
は
幸
福
や
満
足
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
日
本
で
は
宗
教
と
幸
福
感
の
関
連
は
有
意
な
関
連
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
が
多
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
三
谷
は
る
よ
（「
日
本
人
の
宗
教
性
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
―
非
教
団
所
属
者
に
お
け
る
拡
散
的
宗
教
性
の
影
響

―
」『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
五
八（
三
）、
二
〇
一
四
、
三
―
一
八
）
が
日
本
の

非
教
団
所
属
の
人
々
に
お
い
て
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
と
い
う
加
護
観
念
と

い
う
宗
教
意
識
の
一
つ
と
家
庭
内
で
の
祈
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
に
影
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成
立
は
そ
れ
ま
で
の
身
分
的
秩
序
―
聖
な
る
実
体

0

0

と
し
て
の
社
会
―
の
解

体
を
結
果
し
、
そ
の
社
会
内
部
に
均
質
な
人
間
の
集
合
を
生
じ
し
め
た
。

こ
の
「
均
質
な
市
民
の
集
合
体
」
が
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
単
位
と
し
て
表
象
さ

れ
、
こ
の
単
位
自
体
が
聖
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
可
能
性
を
な

お
保
持
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
聖
性
が
個
物

0

0

た
る
個
人
に
帰
せ
ら
れ
る

か
、
コ
ミ
ュ
ナ
ル

0

0

0

0

0

な
単
位
に
帰
せ
ら
れ
る
か
、
と
い
う
両
極
の
価
値
緊
張

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
両
者
の
〝
聖
な
る
も
の
を
め
ぐ
る
闘

争
〞
と
い
う
視
点
が
開
け
て
く
る
。

　

ド
イ
ツ
の
国
法
学
者
イ
ェ
リ
ネ
ク
は
、
近
代
議
会
制
民
主
主
義
政
体
の

も
と
に
お
い
て
は
、
多
数
決
決
定
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
機

能
す
る
前
提
と
し
て
、
構
成
メ
ン
バ
ー
個
々
人
の
等
価
値
性

0

0

0

0

に
基
づ
く
内

的
統
一
が
存
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
政
体
を
と
っ
た
国
家
で
あ
っ
て
も
、
現
代
の
世
界
各
地
に
み
ら
れ
る

紛
争
の
様
態
の
中
に
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
、
民
族
、
宗
教
と
い
っ
た
集
合
的
に

表
象
さ
れ
る
聖
性
を
帯
び
た
構
成
要
素
が
そ
の
社
会
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
限
り
、
社
会
秩
序
の
一
元
化
を
妨
げ
る
要
因
を
常
に
抱
え
る
こ
と
に
な

る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
こ
こ
に
、「
多
数
意
思
」
よ
り
優
越
す
る
領
域
に
、

不
可
侵
な
性
質
を
帯
び
た
「
個
の
聖
性
」
に
対
置
さ
れ
る
集
団
的
な
表
象

を
読
み
取
る
。

　

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
社
会
は
、
統
合
的
全
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
主
た

る
そ
の
機
能
を
、
社
会
の
成
員
を
互
い
に
一
つ
に
結
合
さ
せ
る
側
面
に
捉

え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
聖
性
を
帯
び
た
表
象
を
見
出
す
。
こ
れ

は
、
不
可
侵
か
つ
単
一

0

0

0

0

0

0

0

の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
お
い
て
、

人
々
が
ひ
と
つ
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
宗
教
的
な
権

威
が
撤
退
し
、
世
俗
化
さ
れ
た
空
間
の
成
立
を
そ
の
特
徴
と
す
る
近
代
市

ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
文
化
活
動
を
促
進
す
る
な
ど
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
日
本
で
は
、
幸
福
感
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
が
一
定
で
は

な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
文
化
活
動
を
促
進
す
る
影
響
力
は
、
他

の
国
々
と
比
べ
て
も
か
な
り
大
き
い
。
ま
た
、
本
発
表
で
扱
っ
た
変
数
を

含
む
イ
ン
ド
や
タ
イ
や
ト
ル
コ
の
デ
ー
タ
は
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
調
査
で
あ
る
が
、
貴
重
な
結
果
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP25244002

の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
す
。

〝
人
権
〞
と
い
う
概
念
表
象
を
め
ぐ
っ
て

│
│ 

宗
教
社
会
学
的
視
座
か
ら 
│
│

丹
羽
　
　
泉

　

デ
ュ
ル
ケ
ム
お
よ
び
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
所
論
の
検
討
を
通
じ
て
、「
世
俗

化
」
と
い
う
近
代
に
特
有
な
現
象
が
「
聖
性
」
の
後
退
、
あ
る
い
は
宗
教

的
権
威
の
公
的
領
域
か
ら
の
撤
退
と
い
う
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
社
会
そ

の
も
の
の
秩
序
を
可
能
に
す
る
非
合
理
的
な
根
拠
地
―
不
可
侵

0

0

0

性
―
が
、

社
会
を
構
成
す
る
一
要
素
た
る
個
人

0

0

と
い
う
領
域
へ
と
移
行
し
た
事
象
と

い
う
観
点
か
ら
捉
え
得
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
不
可
侵
性
が
、
憲
法
の
自
然

法
的
命
題
へ
と
移
し
変
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
現
に
市
民
社
会
秩
序
に

お
い
て
現
実
に
作
用
し
続
け
る
社
会
学
的
な
規
定
力
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
際
、
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
表
象
へ
の
聖
性
の
付
与
と
い
う
視
点
が
も

う
一
方
に
対
置
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
諸
点
を
指
摘
し
た
い
。

　

近
代
市
民
社
会
秩
序
の
成
立
以
降
に
登
場
し
た
国
民
概
念
や
民
族
概
念

と
い
っ
た
表
象
も
ま
た
、
個
の
聖
性
に
対
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
コ
ミ
ュ
ナ

0

0

0

0

ル0

な
概
念
表
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
近
代
市
民
社
会
の



　　374

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第９部会

民
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
神
聖
な
事
物
を
非
人
格
的
命
題

0

0

0

0

0

0

と
し

て
表
象
さ
れ
る
「
人
権
」
観
念
に
見
出
し
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
彼
の
「
合
法
支
配
類
型
」
に
お
け
る
憲
法
の
位
置

に
、
多
数
意
思
に
優
越
す
る
不
可
侵

0

0

0

な
領
域
を
見
出
す
。
そ
こ
に
、
支
配

秩
序
の
成
立
の
前
提
に
存
す
る
正
当
性
に
関
す
る
信
念

0

0

―
そ
れ
以
上
根
拠

を
問
い
得
な
い
非
合
理
性
の
領
域
―
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
そ
し
て
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
緒

論
を
出
発
点
と
し
て
、「
人
権
と
い
う
概
念
表
象
」
を
め
ぐ
っ
て
―
パ
ロ

ー
ル
と
し
て
の
「
人
権
」
概
念
と
し
て
で
は
な
く
―
、
そ
れ
が
集
合
的
な

表
象
と
し
て
、
社
会
学
的
に
ど
う
作
用
す
る
表
象
な
の
か
、
と
い
う
視
点

か
ら
捉
え
直
し
、
紛
争
研
究
に
お
け
る
宗
教
社
会
学
的
接
近
の
可
能
性
に

つ
い
て
考
察
す
る
。



375　　

第10部会 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

第
十
部
会

大
祓
詞
「
神
集
へ
神
議
り
」
と
、

古
代
王
位
継
承
時
の
群
臣
推
戴
と
の
考
察

東
郷
　
茂
彦

　

本
発
表
の
眼
目
は
、
大
祓
詞
冒
頭
の
「
神
集
へ
神
議
り
」（
主
題
部
）

が
、
歴
史
上
存
在
し
た
大
和
政
権
の
大
王
な
い
し
天
皇
の
位
の
継
承
時
の

群
臣
推
戴
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
試
み
で
あ

る
。
管
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
よ
う
な
視
点
の
先
行
研
究
を
み
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

三
世
紀
か
ら
五
世
紀
頃
ま
で
の
古
代
史
の
通
常
理
解
を
述
べ
た
後
、
古

代
史
の
先
行
研
究
に
お
け
る
王
位
（
皇
位
）
継
承
と
群
臣
推
戴
の
流
れ
を

概
括
し
た
。
吉
村
武
彦
、
熊
谷
公
男
、
遠
藤
み
ど
り
、
佐
藤
長
門
各
氏
の

学
説
を
観
る
に
、
新
帝
の
即
位
と
群
臣
の
推
挙
の
間
に
一
定
の
プ
ロ
セ
ス

は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
乙
巳
の
変
を
き
っ
か
け
に
、
王
位
・
皇
位

継
承
に
お
け
る
王
権
側
の
力
が
増
し
た
こ
と
。
皇
極
帝
の
譲
位
と
、
王
権

の
主
体
性
の
確
立
し
た
持
統
帝
の
譲
位
の
背
景
は
同
一
で
は
な
い
こ
と
。

「
後
継
者
の
決
定
は
天
皇
の
遺
志
に
よ
る
」
と
い
う
王
権
の
主
体
性
を
明

確
に
す
る
た
め
に
皇
太
子
制
と
譲
位
の
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
。
王
権
と

群
臣
の
関
わ
り
は
、
倭
王
権
を
構
成
す
る
支
配
層
の
権
力
構
造
上
の
問
題

と
す
べ
き
こ
と
。
王
位
推
戴
と
一
般
の
重
要
政
策
審
議
と
は
異
質
で
あ
る

等
、
相
互
批
判
を
含
む
多
く
の
学
説
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
論
議
の
中
に
、
大
祓
詞
と
の
関
連
を
考
究
し
た
も
の
は

無
か
っ
た
。

　

大
祓
詞
の
記
載
自
体
に
着
目
す
る
と
、
主
題
部
の
後
に
、
記
紀
神
話
の

出
雲
平
定
、
そ
の
後
に
天
孫
降
臨
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
主
題
部

は
後
の
二
者
の
前
に
起
き
た
事
象
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
朝
廷
権
力

と
権
威
が
確
立
す
る
前
の
群
臣
合
議
、
即
ち
部
族
長
合
議
の
反
映
と
考
察

で
き
な
い
か
、
と
し
た
。
ま
た
、
文
の
構
成
上
、
主
題
部
は
な
く
て
も
文

意
は
通
じ
る
の
で
、
な
ぜ
、
こ
こ
に
主
題
部
を
あ
え
て
入
れ
た
の
か
を
積

極
的
に
考
え
る
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
述
べ
た
。

　

大
祓
詞
が
実
際
に
使
用
さ
れ
た
文
献
上
の
初
出
解
明
は
難
し
く
、
記
紀

に
お
け
る
大
祓
自
体
の
初
出
等
を
検
討
し
た
。
青
木
紀
元
『
祝
詞
全
評

釈
』
に
従
っ
た
が
、
古
事
記
で
は
、
須
佐
之
男
命
の
高
天
原
追
放
、
仲
哀

記
の
天
津
罪
国
津
罪
の
具
体
的
内
容
に
注
目
し
た
。
青
木
は
、
後
の
時
代

の
縁
起
説
話
と
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
は
、
履
中
、
雄
略
、
孝
徳
、
天
武

の
各
天
皇
の
条
を
考
察
。
孝
徳
帝
の
大
化
二
年
の
条
に
は
、「
愚
俗
」
と

評
さ
れ
る
大
祓
の
六
つ
の
詳
細
例
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
に
比

し
、
天
武
朝
で
の
大
解
除
（
大
祓
）
は
、「
こ
の
よ
う
に
弊
害
さ
え
生
ず

る
に
至
っ
た
祓
に
、
新
し
い
精
神
を
与
え
て
復
活
・
新
生
さ
せ
、
し
か
も

そ
れ
を
国
家
的
な
行
事
に
ま
で
高
め
た
も
の
」
と
青
木
が
評
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
。

　

古
代
史
と
の
比
肩
と
い
う
視
点
か
ら
、
神
道
学
関
連
の
近
代
以
降
の
先

行
研
究
の
う
ち
、
次
田
潤
『
祝
詞
新
講
』、
河
野
省
三
『
中
臣
祓
と
民
族

精
神
』、
金
子
武
雄
『
延
喜
式
祝
詞
講
』、
岡
田
米
夫
『
大
祓
詞
の
解
釈
と

信
仰
』、
岡
田
莊
司
・
阪
本
是
丸
監
修
『
現
代
人
の
た
め
の
祝
詞
│
│
大

祓
詞
の
読
み
方
』
等
に
あ
ら
た
め
て
目
を
通
し
た
が
、
主
題
部
を
歴
史
と

結
び
つ
け
る
記
述
は
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
今
泉
定
助
の
『
大
祓
講

義
』
は
、
主
題
部
を
「
神
代
か
ら
の
議
会
制
度
」「
大
祓
に
は
記
紀
も
皆
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の
祝
詞
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
、『
古
事
記
』
で
明
日
香
甘
樫
丘
の
言
八
十

禍
津
日
前
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
い
う
盟
神
探
湯
か
ら
折
口
信
夫
は
、
嘘

に
対
し
て
威
力
を
発
現
し
嘘
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
神
だ
と
禍
津
日
神
を
理

解
し
、
古
事
記
注
釈
書
の
多
く
で
も
そ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
が
、
神
道

神
学
の
小
野
祖
教
は
折
口
の
理
解
を
資
料
的
に
肯
定
す
べ
き
も
の
は
皆
無

だ
と
全
否
定
し
、
論
争
に
お
い
て
も
幅
広
い
検
証
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
篤
胤
ら
の
古
典
解
釈
の
無
理
が
確
認
さ
れ
る
ば
か
り
で
議
論
は
下
火
と

な
っ
た
。
し
か
し
甘
樫
丘
や
そ
の
周
辺
か
ら
禍
津
日
神
の
神
格
を
考
え
る

余
地
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
地
名
等
か
ら
は
、
飛
鳥

川
が
甘
樫
丘
に
添
っ
て
大
き
く
湾
曲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ガ
セ
、
ア

マ
ガ
セ
、
ア
マ
カ
シ
と
変
遷
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
垂
仁
天
皇
記

の
「
ア
マ
カ
シ
の
前
に
在
る
葉
広
ク
マ
カ
シ
」
へ
の
宇
気
比
、
お
よ
び
丘

の
東
の
真
神
原
と
い
う
地
名
に
も
マ
ガ
の
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

真
神
は
通
常
、
狼
の
意
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
記
紀
や
『
万
葉
集
』
な

ど
古
典
に
お
い
て
用
例
は
な
く
、
真
神
原
と
い
う
地
名
に
し
か
用
い
ら
れ

な
い
。
つ
ま
り
川
の
湾
曲
に
由
来
す
る
マ
ガ
が
禍
津
日
神
を
は
じ
め
と
す

る
名
称
に
反
映
さ
れ
、
そ
こ
に
災
禍
の
禍
の
意
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
や
が
て
禍
へ
の
連
想
か
ら
、
熱
傷
と
い
う
禍
を
人
に
も
た
ら
す
こ
と

も
あ
る
盟
神
探
湯
の
神
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
災
禍
の
元
凶
と
し
て
の

悪
神
と
は
い
え
な
い
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
乙
巳
の
変
の
前
後
に
、

飛
鳥
寺
の
西
に
あ
る
槻
樹
広
場
で
政
治
上
の
誓
約
や
饗
宴
が
た
び
た
び
行

わ
れ
、
同
じ
く
飛
鳥
寺
の
西
や
甘
樫
丘
東
の
川
上
に
須
彌
山
が
作
ら
れ
た

こ
と
、
ま
た
蘇
我
蝦
夷
入
鹿
の
邸
宅
が
丘
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
甘
樫

丘
の
神
を
避
け
る
べ
き
悪
神
と
見
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
嘘
や
違

約
に
罰
を
与
え
る
神
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。『
万

中
に
入
っ
て
い
る
」
等
、
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

古
代
史
と
主
題
部
を
明
確
に
結
ぶ
考
察
は
行
え
な
か
っ
た
が
、
古
代
史

研
究
に
お
け
る
王
位
（
皇
位
）
継
承
時
の
「
群
臣
推
戴
」
の
研
究
は
、
乙

巳
の
変
を
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
い
る
こ
と
。
大
祓
の
儀
式
が
、

国
家
の
そ
れ
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
く
の
も
、
天
武
持
統
朝
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
主
題
部
と
史
実
は
意
外
と

重
な
る
の
で
は
な
い
か
と
看
取
し
た
。

　

佐
藤
長
門
は
、
朝
廷
の
群
臣
の
役
割
と
大
祓
詞
に
つ
い
て
、「
六
世
紀

か
ら
合
議
制
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
現
在
の
定
説
で
あ
り
、
大
禊
が

で
き
た
の
は
、
七
世
紀
末
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
時
期
に
は
既
に

合
議
制
は
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
神
様
に
仮
託
し
て
冒

頭
部
の
神
集
え
神
議
り
を
祈
っ
た
と
い
う
風
に
と
ら
え
れ
ば
、
歴
史
学
的

に
も
宗
教
学
的
に
も
矛
盾
は
な
く
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話

し
て
い
る
。（
平
成
二
十
九
年
七
月
半
ば
、
國
學
院
大
學
の
佐
藤
研
究
室

で
）。
敬
称
略

允
恭
天
皇
記
紀
の
探
湯
伝
承
に
お
け
る
禍
津
日
神
に
つ
い
て

稲
田
　
智
宏

　

禍
津
日
神
を
災
禍
の
元
凶
と
強
調
す
る
本
居
宣
長
の
見
解
に
対
し
、
穢

れ
を
嫌
っ
て
荒
ぶ
る
の
だ
と
い
う
異
な
る
見
解
を
平
田
篤
胤
が
主
張
し
た

こ
と
を
端
緒
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
禍
津
日
神
神
格
論
争
に
お
い
て
、
允
恭

天
皇
の
時
代
に
行
わ
れ
た
と
い
う
盟
神
探
湯
の
伝
承
は
あ
ま
り
深
く
考
察

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
基
本
資
料
と
し
て
は
黄
泉
の
穢
れ
か

ら
出
生
し
た
と
い
う
記
紀
の
記
事
、
允
恭
天
皇
記
紀
に
お
い
て
明
日
香
甘

樫
丘
の
岬
で
な
さ
れ
た
盟
神
探
湯
の
記
事
、
お
よ
び
『
延
喜
式
』
御
門
祭
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『
簠
簋
内
伝
』
は
陰
陽
道
書
か

鈴
木
　
一
馨

　

中
世
日
本
に
成
立
し
た
五
巻
の
書
『
簠
簋
内
伝
』
は
、
一
般
に
「
陰
陽

道
書
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
本
書
が
「
陰
陽
道
書
」
と
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
主
に
二
つ

あ
る
。

　

そ
の
第
一
は
、
本
書
が
「
安
倍
晴
明
」
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
安
倍
晴
明
が
陰
陽
道
を
代
表
す
る
術
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
伝
承
を
持
つ
占
術
・
呪
術
の
物
事
（
特
に
陰
陽
五
行
と
関
連
す
る
）

を
陰
陽
道
だ
と
す
る
理
解
に
基
い
て
い
る
。
こ
の
理
解
は
研
究
者
を
含
め

広
く
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
安
倍
晴
明
に
関
す
る
伝
承
を

持
つ
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
そ
の
占
術
・
呪
術
の
あ
り
方
を
「
陰
陽
道
」
と

見
な
す
に
足
り
る
理
由
と
な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
安

倍
晴
明
は
代
表
的
な
術
者
と
し
て
、
占
術
・
呪
術
の
正
当
性
・
正
統
性
の

保
証
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、「
安
倍
晴
明
の
伝
承
を

持
つ
＝
陰
陽
道
」
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
当
初
に
成
立
し
た
本
書
の
巻
一
か
ら
巻
三
が
暦
注
に
関
す
る

書
物
で
あ
る
点
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
暦
に
よ
る
吉
凶
判
断
が
陰
陽
寮
の
陰

陽
師
の
主
活
動
の
一
つ
で
あ
っ
た
り
、
造
暦
が
陰
陽
寮
の
業
務
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
暦
（
読
み
）
に
関
す
る
物
事
は
陰
陽
道
だ
と
す
る
理
解
に
基

い
て
い
る
。
こ
の
理
解
も
広
く
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
暦

に
関
す
る
物
事
が
「
陰
陽
道
」
に
限
定
さ
れ
る
か
否
か
も
疑
問
で
あ
る
。

例
え
ば
、
十
世
紀
末
期
に
出
現
す
る
宿
曜
占
は
符
天
暦
に
基
く
占
星
術
で

あ
り
、
こ
れ
は
宿
曜
道
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
て
も
、
必
ず
し

も
「
暦
と
関
係
＝
陰
陽
道
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

葉
集
』
に
お
い
て
も
飛
鳥
の
神
奈
備
山
や
神
岳
と
表
現
さ
れ
る
神
聖
な
山

は
、
甘
樫
丘
ま
た
は
隣
接
す
る
雷
丘
な
ど
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
避
け
る

べ
き
悪
神
の
地
と
い
う
認
識
は
な
い
。
し
か
し
『
延
喜
式
』
御
門
祭
の
祝

詞
に
な
る
と
「
四
方
四
角
よ
り
疎
び
荒
び
来
む
天
の
麻
我
都
比
と
云
ふ

神
」
の
言
う
悪
事
に
乗
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
注
意
喚
起
さ
れ
、
マ
ガ

ツ
ヒ
の
神
は
明
確
に
避
け
る
べ
き
悪
神
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
信

仰
の
変
質
に
よ
る
も
の
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
盟
神
探
湯
に
対
す
る
意
識

が
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
允
恭
天
皇
記
紀
の
他
に
応
神
天
皇
紀
に
も

盟
神
探
湯
の
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
神
聖
な
伝
説
と
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
が
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
継
体
天
皇
の
時
代
に
な
さ

れ
た
盟
神
探
湯
の
記
事
に
よ
る
と
、
毛
野
臣
が
任
那
で
乱
用
し
、
熱
傷
に

よ
り
多
く
の
人
を
死
な
せ
た
と
い
う
現
実
的
で
悲
惨
な
盟
神
探
湯
の
姿
が

知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
現
実
の
盟
神
探
湯
は
人
の
嘘
に
対
し
て
罰
で
は
な
く

真
偽
に
依
ら
な
い
一
方
的
な
災
禍
を
与
え
る
の
で
あ
り
、
禍
津
日
神
が
盟

神
探
湯
の
神
な
ら
ば
、
禍
津
日
神
に
対
す
る
認
識
も
一
方
的
に
災
禍
を
も

た
ら
す
神
へ
と
変
貌
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
禍
津
日

神
は
嘘
に
反
応
し
て
禍
を
与
え
る
神
か
ら
や
が
て
そ
の
働
き
が
恐
れ
ら
れ

て
悪
神
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
す
る
折
口
の
理
解
は
全
否
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
折
口
は
伊
邪
那
岐
命

の
禊
に
よ
っ
て
黄
泉
の
穢
れ
か
ら
禍
津
日
神
が
出
生
し
た
と
す
る
伝
承
を

盟
神
探
湯
の
禍
津
日
神
信
仰
よ
り
新
し
い
も
の
と
見
な
し
て
い
る
が
、
盟

神
探
湯
と
御
門
祭
祝
詞
に
は
言
葉
と
禍
の
招
来
が
共
通
し
て
い
る
た
め
に

関
連
性
が
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
は
い
え
、
黄
泉
の
穢
れ
か
ら
の
出
生
と

い
う
伝
承
と
新
旧
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
検
討
の
余
地

が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
え
る
。
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た
。
従
っ
て
、
当
時
頒
暦
と
し
て
具
注
暦
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
宣
明
暦

同
様
、
符
天
暦
も
具
注
暦
と
し
て
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
は
な
く
、
暦

本
に
お
け
る
暦
注
の
記
入
は
必
須
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
暦
注

は
『
大
唐
陰
陽
書
』
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
宣
明
暦
で
あ
ろ
う
が
符
天
暦

で
あ
ろ
う
が
配
当
の
規
則
に
違
い
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

符
天
暦
の
請
来
が
密
教
占
星
術
で
あ
る
宿
曜
占
を
成
立
も
さ
せ
て
お
り
、

こ
の
符
天
暦
に
基
く
術
が
宿
曜
術
と
称
さ
れ
た
。

　

本
書
の
巻
五
は
後
世
に
追
加
さ
れ
た
宿
曜
経
に
関
す
る
記
事
だ
が
、

『
簠
簋
内
伝
』
が
符
天
暦
と
関
係
す
る
書
物
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
る

と
、
こ
の
巻
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
も
辻
褄
が
合
う
。

　

つ
ま
り
、『
簠
簋
内
伝
』
は
「
陰
陽
道
書
」
で
は
な
く
、
宿
曜
術
の
書

物
だ
と
理
解
さ
れ
る
。

陰
陽
道
の
地
方
伝
播 

│
│ 

中
世
東
北
の
『
簠
簋
』
を
中
心
に 

│
│

小
池
　
淳
一

　

東
北
日
本
は
近
世
に
お
い
て
修
験
の
活
動
が
盛
ん
で
、
村
落
な
ど
で
も

活
発
な
宗
教
行
為
を
展
開
し
て
い
る
。
報
告
者
は
近
年
、
会
津
の
南
山
御

蔵
入
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
修
験
寺
院
の
聖
教
典
籍
の
な
か
か
ら
陰
陽
道
に

関
連
す
る
も
の
を
見
出
し
、
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

こ
こ
で
は
陰
陽
道
書
『
簠
簋
』
を
中
心
に
、
そ
の
伝
来
と
受
容
に
つ
い
て

書
誌
的
な
デ
ー
タ
と
民
俗
誌
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
考
察
し
、
修
験
者
と

陰
陽
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
東
北
に
お
け
る
様
相
を
提
示
し
て
み
た
い
。

南
会
津
地
方
で
は
複
数
の
『
簠
簋
』
の
伝
来
を
確
認
で
き
る
。
①
『
簠
簋

傳
』
全
三
巻
（
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
以
前
の
写
本
。
只
見
村
吉
祥
院

旧
蔵
）、
②
『
簠
簋
抄
』（
四
巻
、
五
巻
の
み
の
零
本
、
正
保
四
年
（
一
六

　

さ
ら
に
谷
重
遠
の
『
壬
癸
録
』
に
は
、
江
戸
前
期
に
陰
陽
寮
・
陰
陽
道

に
お
け
る
安
倍
氏
の
位
置
を
決
定
づ
け
た
土
御
門
泰
福
が
「
簠
簋
真
言
宗

僧
作
之
、
安
家
無
之
」
と
述
べ
た
と
あ
り
、
本
書
が
安
倍
氏
と
は
無
関
係

で
あ
り
、
真
言
宗
（
＝
密
教
）
の
書
物
だ
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。

　

他
方
、
本
書
は
「
民
間
陰
陽
道
」
の
書
物
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、

こ
の
「
民
間
陰
陽
道
」
と
い
う
考
え
方
は
、
近
世
に
陰
陽
師
の
許
状
を
得

て
名
目
上
陰
陽
寮
官
に
組
み
込
ま
れ
た
民
間
の
卜
占
者
・
呪
術
者
の
術
を

指
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
は
「
陰
陽
道
」
と
い
う
語
は
、
平
安
中
期
以
降

に
家
職
化
さ
れ
た
陰
陽
寮
官
系
統
の
陰
陽
術
者
の
組
織
名
と
し
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
厳
密
に
解
釈
す
る
の
な
ら
ば
、「
陰
陽
道
」
は
一
般

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
術
的
体
系
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。「
民
間
陰
陽

道
」
の
一
般
的
理
解
は
、
民
間
の
卜
占
者
・
呪
術
者
が
「
陰
陽
師
」
と
し

て
該
組
織
の
名
目
的
一
員
と
な
る
以
前
、
す
な
わ
ち
中
世
な
ど
に
遡
る
民

間
術
者
の
術
（
体
系
）
を
そ
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
は

疑
問
が
あ
り
、
本
書
を
「
民
間
陰
陽
道
の
書
物
」
と
す
る
の
も
難
し
い
と

考
え
る
。

　

つ
ま
り
、『
簠
簋
内
伝
』
を
陰
陽
道
書
と
す
べ
き
積
極
的
な
根
拠
は
、

実
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
撰
述
は
牛
頭
天
王
縁
起
と
の
関
連
か
ら
祇
園
社
の
関
係
者
と
目

さ
れ
て
お
り
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
祇
園
社
（
感
神
院
）
が
天
延
二
年

（
九
七
四
）
に
天
台
別
院
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
暦
注
に
関
す
る
記
事

が
主
で
あ
る
点
を
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
述
し

た
符
天
暦
は
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
帰
朝
し
た
天
台
僧
日
延
が
請
来
し

た
も
の
で
、
そ
れ
は
宣
明
暦
の
不
具
合
を
検
証
・
調
整
す
る
た
め
で
あ
っ



379　　

第10部会 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

　

こ
の
よ
う
に
中
世
か
ら
南
奥
羽
に
広
が
っ
て
い
た
『
簠
簋
』
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
民
俗

レ
ベ
ル
で
注
目
し
て
お
き
た
い
伝
承
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
南
会
津
郡
舘

岩
村
に
お
い
て
集
中
的
に
伝
承
が
確
認
で
き
る
昔
話
「
柳
長
者
と
松
長

者
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
簠
簋
抄
』
の
由
来
の
章
の
な
か
の
末
尾
の
晴
明

と
道
満
と
の
『
簠
簋
』
を
め
ぐ
る
争
い
と
同
じ
筋
書
き
な
の
で
あ
る
。
伝

承
例
の
少
な
い
こ
の
昔
話
が
中
世
に
ま
で
遡
り
、『
簠
簋
』
の
由
来
の
章

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
逆
に
『
簠
簋
』
を
め
ぐ
る
唱

導
、
講
説
が
奥
会
津
の
山
村
で
行
わ
れ
、
そ
れ
が
固
有
名
詞
を
転
化
さ

せ
、
昔
話
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
伝
承
の
過

程
で
、
晴
明
↓
柳
長
者
、
道
満
↓
松
長
者
、
伯
道
↓
主
人
と
い
う
置
き
換

え
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
だ
と
す

る
と
こ
の
昔
話
は
『
簠
簋
』
の
注
釈
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

背
景
に
は
修
験
者
に
よ
る
陰
陽
道
を
用
い
た
活
動
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

福
島
県
会
津
地
方
に
お
け
る
修
験
寺
院
で
の
『
簠
簋
』
の
伝
来
、
南
奥

羽
に
お
け
る
真
言
宗
を
経
由
し
た
『
簠
簋
』
の
伝
来
は
、
こ
の
書
物
に
象

徴
さ
れ
る
陰
陽
道
の
地
方
へ
の
伝
播
が
必
ず
し
も
陰
陽
師
に
よ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
観
点
で
東
北
に
お

け
る
陰
陽
道
の
展
開
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
教
理
的

な
側
面
ば
か
り
で
は
な
く
説
話
や
芸
能
に
も
陰
陽
道
の
影
響
を
意
識
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

四
七
）
刊
。
只
見
村
龍
蔵
院
旧
蔵
、
そ
れ
以
前
は
伊
南
村
円
成
院
旧
蔵
）、

③
『
三
国
相
伝
陰
陽
管
轄
簠
簋
内
傳
金
烏
（
玉
脱
カ
）
兎
集
曜
宿
経
』

（
永
禄
七
（
一
五
六
四
）
年
の
写
本
、
南
会
津
町
南
照
寺
蔵
）、
④
『
簠
簋

抄
』（
下
巻
の
み
の
零
本
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
刊
、
南
会
津
町
南

照
寺
蔵
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
本
山
派
修
験
の
所
有
で
あ
り
、
こ

の
地
域
の
修
験
が
陰
陽
道
の
知
識
を
必
要
と
し
、『
簠
簋
』
を
利
用
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
中
世
写
本
が
お
そ
ら

く
近
世
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
修
験
寺
院
同
士
で
貸
借
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
陰
陽
道
系
の
知
識
は
修
験
に
と
っ

て
近
世
の
本
末
体
制
の
な
か
、
僧
侶
に
対
抗
す
る
拠
り
ど
こ
ろ
と
も
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
照
寺
文
書
の
『
神
道
事
・
法
華
大
意
抜
書
』

（
仮
題
）
に
は
「
○
金
神　

簠
簋
内
傳
終
リ
ニ
曰
巨
旦
大
鬼
王
ノ
精
魂
也

仏
家
ニ
於
テ
別
シ
テ
忌
事
ハ
無
ケ
レ
共
近
来
ノ
沙
門
出
家
ハ
無
得
無
行
薄

信
ノ
輩
ナ
レ
ハ
恐
ル
也
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
推
測
を
補
強
す
る
。

　

ま
た
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
は
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
写
の
『
三

国
相
伝
簠
簋
内
傳
金
烏
玉
兎
集
』（
全
四
冊
、
八
巻
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
本
の
奥
書
（
第
七
・
八
）
に
は
「
三
国
相
傳
簠
簋
内
傳
金
烏
玉

兎
集
田
村
東
方
宝
舩
寺
権
大
僧
都
俊
音
同
舩
引
般
若
寺
之
住
持
俊
昌
寄
進

請
之
」
と
あ
っ
て
、
福
島
県
田
村
郡
船
引
町
の
般
若
寺
（
真
言
宗
）
へ
宝

舩
寺
の
俊
音
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
世
の

『
簠
簋
』
が
寺
院
で
書
写
さ
れ
、
東
北
の
真
言
宗
寺
院
に
伝
来
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
六
世
紀
後
半
の
『
簠
簋
』
が
真
言
宗
の
管

理
下
に
あ
っ
た
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。
以
上
か
ら
南
奥
羽
に
伝
来
し
た

『
簠
簋
』
は
陰
陽
師
で
は
な
く
、
修
験
者
や
真
言
僧
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、

用
い
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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異
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
晨
朝
勤
行
の
際
の
『
梵
網
経
』
や
日
没
勤
行

の
際
の
「
舎
利
礼
文
」
と
言
っ
た
現
行
勤
行
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
の

一
部
で
あ
る
四
誓
偈
や
『
観
無
量
寿
経
』
の
一
部
を
読
誦
す
る
前
段
階
の

経
文
が
後
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

二　

ま
た
晨
朝
勤
行
の
際
、
発
願
文
の
後
に
『
梵
網
経
』↓『
阿
弥
陀
経
』

の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
行
勤
行
式
で
あ
れ
ば
懺
悔
文（
↓『
梵

網
経
』）↓『
心
経
』
三
巻
↓
四
誓
偈
↓
阿
弥
陀
経
↓
晨
朝
礼
讃
偈
↓
発
願

文
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

四
弘
誓
願
以
降
の
経
文
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
伝
承
さ

れ
て
い
る
西
山
派
の
初
期
の
在
家
勤
行
式
の
形
態
に
近
い
こ
と
を
顕
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
太
田
、
前
掲
）。

　

ま
た
人
格
化
を
試
論
す
る
際
の
問
題
点
と
し
て
は
以
下
の
二
点
で
あ

る
。

一　
『
定
式
』
は
信
仰
心
を
持
っ
た
人
格
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
考
え
ら
れ

た
も
の
な
の
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
。
現
行
の
勤
行
式
は
式
自

体
に
一
つ
の
人
格
を
見
做
す
こ
と
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
『
定
式
』
上
で
は
三
部
経
を
順
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
か
つ
随
所
に
戒
や
懺
悔
が
繰
り
返
し
展
開
さ
れ
る

こ
と
。

二　

開
経
偈
や
後
唄
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
（
四
弘
誓

願
以
降
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
）
佛
は
偏
在
し
て
い
る
と
い
う
考
え
な

の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
省
略
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
こ
で
『
定
式
』
に
つ
い
て
人
格
化
を
試
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

　
（
晨
朝
勤
行
）（
佛
の
常
住
？
↓
）
佛
の
勧
請
↓
空
の
教
示
↓
佛
と
の
出

土
御
門
家
菩
提
所
儀
軌
に
関
す
る
考
察

太
田
　
俊
明

　

土
御
門
家
御
菩
提
所
梅
林
寺
（
以
下
、
当
山
）
は
開
山
開
基
不
明
な
が

ら
約
四
百
五
十
年
の
歴
史
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
九
世
朝
空
義
照
代
よ
り

土
御
門
家
御
菩
提
所
（『
京
都
新
聞
』
平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日
夕
刊
）

と
あ
る
が
、
内
実
は
把
握
し
が
た
い
面
が
多
い
。
そ
の
基
礎
と
な
る
資
料

の
無
さ
故
に
当
山
と
土
御
門
家
と
の
関
係
に
関
し
て
以
前
「
今
後
と
も
研

究
進
展
が
望
ま
れ
る
」（
太
田
俊
明
「
梅
林
寺
」『
歴
史
と
旅
』
二
〇
〇
〇

年
六
月
号
）
と
記
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
昨
今
『
梅
林
寺
年
中
行
月
定

式
』（
以
下
『
定
式
』）
と
言
う
一
冊
の
江
戸
期
の
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。

　

初
出
で
あ
ろ
う
『
定
式
』
は
当
山
十
六
世
量
空
是
証
上
人
代
（
〜
天
保

十
二
年
）
に
土
御
門
家
当
主
か
ら
当
山
に
対
し
下
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
九
丁
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
薄
い
も
の
で
あ
る
が
、
寺
院
運

営
・
年
中
行
事
・
儀
軌
等
の
指
針
及
び
宝
物
台
帳
を
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
点
で
江
戸
期
に
お
け
る
寺
院
環
境
の
研
究
に
一
石
を
投
じ
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
先
々
代
と
先
代
の
二
代
に
わ
た
っ
て
住
職
が
不

祥
事
を
お
こ
し
、
退
寺
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
定
式
』
の
全
体
に
関
し
て
は
後
日
別
の
形
で
発
表
を
行
う
こ
と
と
し
、

今
回
は
現
行
の
『
在
家
勤
行
式
』
と
『
定
式
』
の
勤
行
式
の
箇
所
に
関
し

て
、
式
次
第
の
人
格
化
を
通
じ
た
展
開
試
論
の
立
場
に
限
定
し
て
発
表
を

行
っ
た
（
太
田
俊
明
「
浄
土
宗
西
山
派
に
お
け
る
勤
行
に
つ
い
て
―
『
在

家
勤
行
式
』
に
お
け
る
意
識
構
造
を
中
心
に
し
て
―
」『
日
本
仏
教
心
理

学
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
五
）。

　

現
行
の
『
在
家
勤
行
式
』
と
異
な
る
点
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

一　
『
定
式
』
に
お
い
て
は
発
願
文
の
位
置
が
現
行
の
勤
行
式
と
大
き
く
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る
（
岩
田
隆
の
紹
介
が
あ
る
）。
春
海
の
上
巻
で
は
、
死
ん
だ
宣
長
が
黄

泉
国
で
、
仏
教
的
死
生
観
を
批
判
し
た
罪
で
、
地
獄
の
鬼
・
黄
泉
の
大
君

に
処
罰
さ
れ
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
天
照
大
神
か
ら
救
わ
れ
、
万
玉
好
命
と

し
て
神
位
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
禍
津
日
神
が
異
議
を
唱

え
、
全
て
の
凶
事
の
原
因
を
自
分
に
お
し
つ
け
た
と
し
て
宣
長
を
糾
弾

し
、
結
局
宣
長
は
根
の
国
送
り
と
な
る
。
宣
長
擁
護
者
と
し
て
の
彦
麿
に

よ
る
下
巻
は
、
直
日
神
が
宣
長
を
擁
護
し
た
結
果
、
宣
長
は
無
罪
で
あ
る

と
さ
れ
、
猿
田
彦
神
に
よ
っ
て
黄
泉
路
か
ら
帰
還
し
て
伊
勢
の
内
宮
に
天

降
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
『
霊
能
真
柱
』：
服
部
中
庸
の
「
三
大
考
」
に
倣
い
、
天
・
地
・
泉
＝
太

陽
・
地
球
・
月
が
成
り
立
つ
過
程
を
示
し
た
上
で
、
霊
の
行
方
を
説
明
す

る
平
田
篤
胤
の
出
世
作
。
そ
こ
で
篤
胤
が
説
く
に
は
、
地
と
泉
と
が
遠
く

か
け
離
れ
て
い
る
以
上
、
宣
長
説
の
如
く
、
人
が
死
後
に
穢
れ
た
黄
泉
国

に
赴
く
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
現
世
に
並
存
す
る
が
見
え
な
い
幽
冥

を
大
国
主
神
が
治
め
て
お
り
、
生
前
の
魂
の
あ
り
方
次
第
で
、
人
は
死
後
、

そ
ち
ら
に
向
か
い
、
よ
い
魂
は
縁
者
の
許
で
功
績
有
る
神
と
な
り
、
然
ら

ず
ん
ば
疫
病
神
や
天
狗
に
な
り
も
す
る
、
と
。
そ
し
て
、
奥
墓
の
所
在
地

で
あ
る
山
室
山
に
お
い
て
神
と
な
っ
た
宣
長
に
仕
え
、
神
の
一
員
と
し
て

侵
略
者
と
交
戦
し
た
い
、
と
い
う
の
が
篤
胤
の
願
望
で
あ
る
。

　
「
幽
界
物
語
」：
紀
州
の
平
田
門
人
参
沢
明
が
著
し
た
、
篤
胤
の
「
仙
境

異
聞
」
同
様
に
、
あ
の
世
と
行
き
来
す
る
少
年
か
ら
の
聞
き
取
り
。
山
室

山
で
宣
長
ら
の
著
名
な
国
学
者
は
、「
神
仙
」
と
な
っ
た
篤
胤
に
仕
え
て

い
る
と
い
う
。
三
河
の
平
田
派
神
職
竹
尾
正
寛
は
、
山
室
山
は
宣
長
の
墓

所
で
あ
っ
て
彼
こ
そ
が
こ
の
山
の
「
神
仙
」
と
な
る
べ
き
で
、
宣
長
が
篤

胤
に
仕
え
る
の
は
、
篤
胤
生
前
の
態
度
に
も
反
す
る
、
と
こ
れ
を
批
判
し

遭
い
↓
過
去
の
懺
悔
↓
発
願
↓
念
仏
と
戒
の
一
体
化
↓
弥
陀
の
讃
嘆
↓
万

人
へ
の
教
示
↓
念
仏
回
向
（
↓
佛
の
常
住
？
）

　
（
日
没
勤
行
）（
佛
の
常
住
？
↓
）
佛
の
勧
請
↓
佛
と
の
出
遭
い
↓
発
願

↓
釈
迦
へ
の
礼
讃
及
び
弥
陀
の
讃
嘆
↓
万
人
へ
の
教
示
↓
念
仏
回
向
（
↓

佛
の
常
住
？
）

　

こ
こ
か
ら
晨
朝
勤
行
に
お
い
て
は
発
願
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
宗
教
的
体

験
の
独
善
化
防
止
が
、
日
没
勤
行
に
お
い
て
は
礼
讃
と
讃
嘆
に
よ
る
謙
虚

さ
の
育
成
が
図
ら
れ
た
の
で
は
な
な
か
ろ
う
か
。

宣
長
神
格
化
の
諸
相

三
ツ
松
　
誠

　

本
居
宣
長
の
古
道
説
は
、
復
古
神
道
の
原
型
の
一
つ
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
禍
津
日
神
の
荒
び
が
も
た
ら
す
凶
事
は
理
不
尽
で
ど

う
し
よ
う
も
な
い
と
す
る
一
方
、
人
は
み
な
死
ね
ば
穢
れ
た
黄
泉
国
に
行

く
ほ
か
な
い
と
説
い
た
彼
の
死
生
観
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
宗
教
的
普
及
を

見
る
の
が
難
し
い
性
格
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
逆
説

的
な
こ
と
に
、
生
に
積
極
的
に
意
味
を
賦
与
す
る
教
義
を
宣
長
説
が
欠
い

た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
神
社
非
宗
教
説
の
時
代
と
そ
の
後
に
お
い
て
、
都

合
の
よ
い
も
の
と
し
て
働
い
た
面
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

と
は
言
え
、
死
ん
だ
宣
長
自
身
が
神
と
扱
わ
れ
る
例
は
少
な
く
な
く
、

そ
れ
は
観
方
に
よ
っ
て
は
、
宣
長
説
を
裏
切
る
扱
い
と
も
言
え
よ
う
。
そ

こ
で
、
宣
長
神
格
化
の
思
想
的
根
拠
を
考
え
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
収
集
し

た
事
例
を
紹
介
し
、
さ
ら
な
る
情
報
提
供
を
求
め
た
の
が
、
本
報
告
で
あ

る
。
以
下
、
事
例
を
掲
げ
る
。

　
「
玉
の
ゆ
く
へ
」：
上
巻
は
村
田
春
海
、
下
巻
は
斎
藤
彦
麿
の
作
品
で
あ
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論
』
か
ら
、
定
源
が
解
し
た
藤
樹
の
思
想
の
一
端
を
み
て
み
た
い
。

　

定
源
養
父
咸
倫
は
伊
藤
仁
斎
、
淵
岡
山
に
従
っ
て
そ
の
教
を
受
け
、
元

禄
八
年
（
一
六
九
五
）
津
藩
に
儒
と
し
て
仕
え
、
甥
定
源
に
家
を
継
が
せ

た
。
定
源
は
淵
岡
山
の
高
弟
木
村
難
波
、
松
本
以
休
に
従
遊
し
学
を
深
め
、

藤
樹
の
学
を
尊
信
す
る
こ
と
最
も
篤
く
、
凡
そ
藤
樹
の
著
書
に
し
て
、
後

世
に
伝
わ
れ
る
も
の
、
定
源
の
校
訂
を
経
ざ
る
も
の
無
き
が
如
し
と
い
わ

れ
た
。
定
源
は
、「
意
者
心
之
所
倚
也
。
此
の
立
言
、
易
簡
直
截
、
万
世

不
易
之
学
術
也
。」（『
定
論
』、
二
二
八
頁
）
と
藤
樹
の
「
意
」
論
を
絶
賛

し
、
藤
樹
学
を
学
ぶ
の
に
、「
先
づ
先
生
学
庸
の
解
を
熟
読
す
る
を
専
務

と
す
べ
し
。」（『
定
論
』、
二
二
一
頁
）
と
、『
大
学
解
』・『
中
庸
解
』
こ

そ
が
藤
樹
の
骨
髄
で
、
こ
れ
を
熟
読
し
て
「
誠
意
」
説
を
学
び
、
そ
の
後

『
論
語
解
』
の
順
で
学
び
、『
翁
問
答
』
や
文
集
書
簡
等
は
学
術
印
証
の
書

と
し
て
は
い
け
な
い
と
し
た
。
定
源
に
は
意
の
伏
蔵
に
つ
い
て
の
論
究
は

見
受
け
ら
れ
な
い
が
、「
意
者
心
の
倚
る
所
」、「
意
者
万
欲
百
悪
の
淵
源
」

を
力
説
し
、
概
ね
師
説
を
継
承
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
で

は
当
時
の
藤
樹
後
学
の
活
動
を
定
源
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。

「
近
来
の
学
術
、
先
生
の
宗
旨
と
齟
齬
せ
る
事
を
覚
ゆ
。」（『
定
論
』、
二

二
五
頁
）
と
述
べ
て
、
藤
樹
先
生
の
求
め
た
学
術
と
は
齟
齬
し
て
い
る
と

し
、「
近
来
集
会
議
論
切
磋
、
何
と
な
く
見
所
立
て
、
本
体
方
克
己
方
と

て
一
律
な
る
事
な
し
。
今
両
方
を
工
夫
し
見
る
に
五
事
の
不
正
を
正
す
を

専
ら
に
弁
ず
る
を
克
己
方
と
云
へ
り
。
又
良
知
の
本
体
を
尊
信
し
、
此
を

養
ひ
た
て
て
行
け
ば
、
克
己
も
其
中
に
在
り
と
専
に
云
を
、
本
体
方
と
云

へ
り
。」（『
定
論
』、
二
二
六
頁
）
と
述
べ
て
、
五
事
の
不
正
を
正
す
こ
と

を
専
ら
弁
ず
る
克
己
方
に
立
ち
、
難
波
が
「
良
知
と
い
ふ
物
は
、
元
明
な

る
事
也
。
我
が
明
に
せ
ん
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
只
戴
祈
て
在
ば
邪
辟
去

た
（
岸
野
俊
彦
の
紹
介
が
あ
る
）。

　

宣
長
を
祀
る
神
社
：
①
桜
根
神
社
。
宣
長
死
後
、
各
地
の
門
人
が
霊
祭

を
実
施
す
る
例
は
少
な
く
な
い
が
、
明
示
的
に
宣
長
を
「
神
」
と
称
す
る

例
ば
か
り
で
は
な
い
。
し
か
し
宣
長
五
十
年
祭
に
際
し
て
、
鈴
木
重
胤
は

彼
を
「
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
本
居
内
遠
に
よ
る
五
十
年
祭
に

協
力
し
た
長
野
義
言
が
、
白
川
家
に
連
絡
を
取
り
、
塾
を
置
い
た
近
江
志

賀
谷
に
桜
根
霊
神
こ
と
神
と
し
て
の
宣
長
を
勧
請
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
②
桜
木
神
社
。
本
居
／
平
田
派
国
学
者
で
あ
っ
た
武
蔵
国
の
森
田

道
依
が
、
宣
長
五
十
年
忌
に
あ
わ
せ
て
開
き
、
宣
長
を
主
神
と
し
て
祀
っ

た
。
水
戸
の
義
公
、
後
に
併
設
社
に
そ
の
他
の
国
学
者
ら
、
多
数
を
合
祀

し
て
い
る
。
③
本
学
神
社
。
幕
末
の
信
濃
国
伊
那
の
平
田
派
山
吹
社
中
が

国
学
四
大
人
を
祀
っ
た
（
市
村
咸
人
の
研
究
が
詳
し
い
）。
④
山
室
山
神

社
。
明
治
八
年
に
宣
長
奥
墓
の
側
に
設
け
ら
れ
る
。

　

宣
長
説
と
の
懸
隔
の
存
在
を
匂
わ
せ
つ
つ
、
宣
長
を
神
と
す
る
動
き
が

そ
れ
な
り
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
諸
事
例
か
ら
確
認
さ
れ
る
と
言
え
よ

う
。

石
河
定
源
『
藤
樹
先
生
学
術
定
論
』
考

鈴
木
　
保
實

　

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
―
一
六
四
八
）
の
高
弟
の
双
璧
と
さ
れ
る
熊
沢

蕃
山
（
一
六
一
九
―
一
六
九
一
）
と
淵
岡
山
（
一
六
一
七
―
一
六
八
六
）。

こ
の
淵
岡
山
の
学
派
の
一
人
に
石
河
定
源
（
一
六
八
七
―
一
七
六
五
）
が

い
る
。
こ
の
人
の
著
作
に
『
藤
樹
先
生
学
術
定
論
』
が
あ
り
、
こ
の
時
代

の
藤
樹
学
の
集
大
成
書
と
い
う
べ
き
も
の
（
木
村
光
徳
『
日
本
陽
明
学
派

の
研
究
』、
八
五
頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
藤
樹
先
生
学
術
定
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と
も
思
わ
れ
る
。
定
源
に
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
定

源
は
戴
祈
る
説
を
批
判
し
異
端
と
す
る
が
、
木
村
光
徳
は
そ
れ
を
浅
い
理

解
に
よ
る
誤
解
と
す
る
。

近
世
人
霊
奉
斎
研
究
史
の
課
題

松
本
　
久
史

　

日
本
に
お
け
る
人
を
神
に
祀
る
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
、
近
世
神
道
史

の
視
点
か
ら
課
題
提
起
を
行
い
た
い
。
古
代
お
よ
び
近
代
神
道
史
研
究
に

お
い
て
、
人
霊
奉
斎
に
つ
い
て
は
、
古
代
に
は
実
在
の
人
物
を
祀
る
こ
と

は
な
く
、
例
外
と
し
て
、
現
世
に
遺
念
を
持
っ
た
死
者
が
「
御
霊
」
と
し

て
祀
ら
れ
た
。
そ
の
原
則
が
破
ら
れ
た
の
は
近
世
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の

豊
国
社
、
徳
川
家
康
の
東
照
宮
の
創
建
を
画
期
と
し
て
、
為
政
者
が
死
後

神
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
影
響
に
よ
り
通
常
の
人
間
も
次
第
に

奉
斎
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
至
る
と
湊
川
神
社
に
始
ま
る
別
格
官

幣
社
や
、
靖
国
・
護
国
神
社
の
よ
う
な
人
霊
奉
斎
神
社
が
多
数
創
建
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
平

安
期
に
お
け
る
北
野
天
満
宮
の
創
建
か
ら
近
世
の
豊
国
社
・
東
照
宮
、
そ

し
て
幕
末
・
維
新
期
へ
と
、
い
わ
ば
飛
び
石
を
渡
る
よ
う
に
点
と
点
を
つ

な
い
だ
叙
述
と
な
っ
て
い
る
感
も
否
め
な
い
。

　

先
行
研
究
か
ら
は
、
戦
前
の
宮
地
直
一
に
よ
る
秀
吉
・
家
康
奉
斎
の
原

型
は
、
中
世
の
藤
原
鎌
足
に
対
す
る
「
神
格
化
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
指
摘
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
ま
ず
は
、
現
状
の
問
題
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
中
世
と
近
世
を
架
橋
す
る
事
例
の
蓄
積
と
分
析
が
求
め
ら
れ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
世
中
期
以
降
の
展
開
で
は
、
宮
田
登
な

ど
が
分
析
し
た
よ
う
に
、
庶
民
レ
ベ
ル
で
も
人
を
神
に
祀
る
こ
と
が
行
な

る
事
自
然
の
工
程
也
。
…
…
其
真
実
之
神
明
戴
祈
之
而
已
。」（
難
波
叟
木

村
先
生
遺
言
録
上
、）
と
述
べ
る
の
を
「
良
知
の
本
体
其
の
儘
に
存
養
す

れ
ば
、
自
ら
其
の
中
に
在
り
て
君
子
に
至
る
事
と
覚
へ
り
。
此
誤
也
。
君

子
に
至
る
ほ
ど
、
致
知
格
物
し
て
意
を
誠
に
す
る
工
程
を
用
ざ
れ
ば
、
室

に
入
る
事
難
か
る
べ
し
。」（『
定
論
』、
二
二
一
―
二
二
二
頁
）
と
批
判
す

る
。
で
は
藤
樹
は
ど
う
な
の
か
。「
意
念
ヲ
信
ジ
良
知
ヲ
疑
フ
惑
ヲ
戒
メ
、

全
ク
明
徳
ヲ
信
ゼ
ン
コ
ト
ヲ
提
撕
ス
。」（『
大
学
解
』
全
Ⅱ
、
四
三
頁
）

と
言
う
。
こ
こ
に
そ
の
戴
祈
る
萌
芽
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
定
源

は
藤
樹
の
萌
芽
を
認
め
ず
、
本
体
方
の
現
象
の
み
を
見
て
否
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
「
誠
意
」
説
と
と
も
に
大
学
八
条
目
の
眼
目
「
致
知
格
物
」
説
を
藤
樹

に
見
て
み
よ
う
。「
八
目
ノ
工
程
誠
意
ヲ
主
ト
ス
。
而
シ
テ
意
ヲ
誠
ニ
ス

ル
工
程
、
即
ハ
チ
致
知
格
物
也
。」（『
大
学
考
』
全
Ⅱ
、
一
三
頁
）
と
。

「
意
を
誠
に
す
る
」
た
め
に
「
致
知
格
物
」
が
あ
る
。
人
と
己
と
相
交
わ
る

な
か
で
五
事
を
見
出
し
、
こ
の
所
謂
「
物
」
で
あ
る
五
事
を
正
し
て
良
知

に
至
る
と
き
「
意
」
は
無
く
な
り
誠
と
な
る
、
と
説
く
。
し
か
し
、『
大

学
解
』
の
「
物
格
而
后
知
至
…
…
而
后
天
下
平
。」
の
「
句
解
」
で
は
、

「
八
条
目
ノ
工
夫
皆
格
物
ニ
備
ハ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
。
其
意
妙
哉
奇
哉
。」
と

述
べ
、
ま
た
、
同
「
主
意
」
に
、「
学
者
八
条
ノ
名
ニ
因
テ
工
夫
ニ
ハ
八

ノ
等
級
ア
リ
ト
認
メ
誤
テ
、
八
条
総
括
ノ
工
程
唯
格
物
ナ
ル
コ
ト
ヲ
弁
ヘ

ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
テ
、
…
…
」（
全
Ⅱ
、
三
六
頁
）
と
述
べ
て
、
八
条
目

の
工
夫
が
皆
格
物
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
先

の
『
大
学
考
』
と
『
大
学
解
』
で
は
八
条
目
の
工
夫
に
つ
い
て
解
が
異
な

る
。『
大
学
考
』、『
大
学
蒙
註
』、『
大
学
解
』
の
順
で
の
成
立
説
を
是
と

す
れ
ば
、
八
条
総
括
の
工
程
が
た
だ
格
物
の
み
で
あ
る
と
の
解
へ
の
深
化
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が
あ
り
、
そ
の
始
祖
と
し
て
仰
が
れ
た
人
物
、
説
話
・
伝
承
的
人
物
な

ど
、
多
様
な
人
霊
奉
斎
の
様
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
神
社
は
秀

吉
・
家
康
の
奉
斎
後
に
突
如
と
し
て
奉
斎
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
中
世
か
ら
戦
国
期
を
経
て
徐
々
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
見
、
空
白
期
に
思
え
る
十
七
世
紀
前
・
中
期
に
お
い
て
、
人
霊
奉
斎

神
社
が
一
定
数
存
在
す
る
と
い
う
事
実
と
、
そ
れ
に
対
す
る
神
道
学
者
の

眼
差
し
が
深
化
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
後
に
続
く
人
霊
奉
斎
の
全
面

的
な
展
開
の
前
提
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

人
を
神
に
祀
る
習
俗 

│
│ 

仙
台
藩
と
和
霊
信
仰
を
事
例
に 

│
│劉

　
　
建
華

　

和
霊
信
仰
と
は
四
国
宇
和
島
の
和
霊
神
社
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
祭
神
の

宇
和
島
藩
士
山
家
清
兵
衛
は
宇
和
島
騒
動
の
際
蚊
帳
の
中
で
横
死
し
た
と

言
わ
れ
、
そ
の
後
起
き
た
天
変
地
異
の
因
は
、
す
べ
て
彼
の
祟
り
と
み
な

さ
れ
た
。
そ
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
、
彼
を
神
と
し
て
神
社
に
祀
り
上
げ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
和
霊
信
仰
が
御
霊
信
仰
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
後
、
時
代

の
下
れ
に
伴
い
、
和
霊
信
仰
が
多
様
な
性
格
を
呈
し
て
い
る
。
特
に
、
仙

台
に
お
け
る
和
霊
信
仰
の
受
容
は
異
質
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
本
報
告

は
和
霊
信
仰
の
成
立
、
展
開
、
そ
の
怨
霊
か
ら
守
護
神
へ
の
変
容
を
考
察

す
る
上
で
、
仙
台
藩
と
宇
和
島
藩
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
、
仙
台
に
お

け
る
和
霊
信
仰
の
性
格
を
考
察
し
、「
人
を
神
に
祀
る
習
俗
」
の
中
で
和

霊
信
仰
の
特
質
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ま
ず
、
山
家
の
神
格
化
に
つ
い
て
は
、
最
初
は
荒
神
に
若
宮
と
し
て
斎

き
祀
り
、
た
び
た
び
遷
宮
し
た
後
、
和
霊
神
社
が
成
立
し
た
。
和
霊
神
社

わ
れ
は
じ
め
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
人
が
神
に
祀
ら
れ
る
と
と
も
に
、

神
に
な
り
た
が
る
人
々
、
も
誕
生
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
は
、
近
世
期
に
お
い
て
も
考
察
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
時
期

が
あ
る
。
発
表
者
は
、
家
康
薨
去
、
東
照
社
成
立
と
寛
文
五
年
の
「
諸
社

禰
宜
神
主
法
度
」
公
布
の
間
の
十
七
世
紀
前
・
中
期
に
人
霊
奉
斎
が
ど
の

よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
問

題
意
識
を
持
つ
。
こ
の
期
間
は
同
時
に
吉
田
神
道
の
活
動
の
空
白
期
に
も

相
当
す
る
。
秀
吉
・
家
康
の
神
格
化
に
あ
た
り
吉
田
神
道
が
一
定
の
役
割

を
果
た
し
、
寛
文
五
年
以
降
は
「
神
祇
管
領
長
上
」
と
し
て
、
全
国
神
職

の
本
所
と
し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、
霊
神
・
霊
社
号
等
を
発
給
し
て
、

人
霊
奉
斎
を
促
進
す
る
な
ど
、
人
神
奉
斎
と
吉
田
神
道
の
関
係
の
深
さ
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
空
白
期
を
埋
め
る
何
ら
か
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
当
該
期
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
林
羅
山
を
想
定
す

る
。
思
想
面
で
は
儒
家
神
道
（
理
当
心
地
神
道
）
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
民
間
信
仰
か
ら
神
社
信
仰
に
至
る
広
範
な
神
祇
信
仰

の
実
践
や
神
社
行
政
へ
の
具
体
的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
未
だ
不
明
な
点
が

多
い
。

　

羅
山
の
『
本
朝
神
社
考
』・『
神
社
考
詳
節
』（
正
保
二
年
ま
で
に
成
立
）

に
は
、
人
霊
奉
斎
神
社
が
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
た
寛
文

十
年
間
の
白
井
宗
因
に
よ
る
『
神
社
啓
蒙
』
上
・
中
・
下
三
巻
は
、
下
巻

に
人
霊
奉
斎
神
社
が
一
括
し
て
「
霊
社
」
と
し
て
記
述
さ
れ
、
明
確
な
分

類
意
識
を
持
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。『
本
朝
神
社
考
』
を
ふ
ま
え
て
、

『
神
社
啓
蒙
』
に
は
、
四
十
社
以
上
の
「
霊
社
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
従
来
の
御
霊
信
仰
に
加
え
、
歴
代
天
皇
・
皇
族
、
文
芸
に
功
績
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し
、
邸
内
の
和
霊
神
社
も
台
原
に
移
転
し
た
。
そ
の
四
年
後
（
一
九
八

〇
）
に
ま
た
東
一
番
丁
ジ
ャ
ス
コ
（
現
在
、
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ス
）
の
屋
上

に
分
霊
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
当
時
の
全
国
の
祭
り
ブ
ー
ム
や
商
売
繁

盛
へ
の
期
待
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
神
社
の
祭
礼
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
フ
ォ
ー
ラ
ス
に
あ
る
和
霊
神
社
の
祭
礼
は
仙
台
・
一
番
町
三
社

祭
り
の
一
部
と
し
て
毎
年
七
月
第
三
の
土
曜
、
日
曜
に
行
わ
れ
て
い
る
。

和
霊
神
社
の
神
事
の
部
分
は
土
曜
日
の
午
前
に
桜
岡
大
神
宮
の
神
職
に
よ

っ
て
執
行
さ
れ
、
一
四
代
目
の
山
家
守
雄
氏
が
祭
主
で
、
一
番
町
商
店
街

振
興
組
合
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
十
数
名
が
参
列
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
台
原
に
あ
る
和
霊
神
社
の
祭
礼
は
毎
年
八
月
九
日
に
、
同
じ
く

一
四
代
目
の
山
家
守
雄
氏
が
祭
主
で
、
一
番
町
商
店
街
振
興
組
合
代
表
二

名
と
県
内
県
外
の
山
家
氏
十
数
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
神
社
の
歴
史
と
祭
礼
の
執
行
か
ら
、
仙
台
に
お
け
る
和
霊
信
仰
に
は
祖

先
神
や
産
業
の
神
と
し
て
の
性
格
が
窺
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
和
霊

信
仰
に
は
怨
霊
信
仰
の
要
素
も
あ
り
、
流
行
神
信
仰
の
要
素
も
含
ま
れ
、

ま
た
漁
業
・
産
業
の
神
と
し
て
機
能
神
の
性
格
も
見
ら
れ
、
祖
先
神
と
し

て
の
性
格
も
見
ら
れ
る
。「
人
を
神
に
祀
る
習
俗
」
の
中
で
実
に
特
殊
な

例
で
、
複
合
的
・
重
層
的
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

近
世
名
古
屋
の
東
照
宮
祭
と
律
令
研
究

鈴
木
　
一
彦

　

近
世
は
「
行
列
の
時
代
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
行
列
が
盛
ん
な
時
代
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
祭
礼
の
行
列
の
み
な
ら
ず
、
大
名
行
列
な
ど
の
武
士
の

行
列
、
朝
鮮
通
信
使
や
琉
球
国
王
の
使
節
な
ど
の
外
交
の
行
列
と
い
っ
た

中
世
に
は
見
ら
れ
な
い
新
た
な
行
列
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
一
方
で
、

が
成
立
し
て
か
ら
、
特
に
吉
田
家
か
ら
明
神
号
が
許
可
さ
れ
、
和
霊
大
明

神
に
な
っ
て
か
ら
、
宇
和
島
藩
に
起
き
た
災
害
が
次
第
に
少
な
く
な
っ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
山
家
の
霊
が
和
や
か
に
な
っ
て
き
た
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
歴
代
藩
主
の
寄
進
、
尊
崇
に
よ
り
、
そ
の

信
仰
が
民
衆
の
間
に
も
浸
透
し
た
。
さ
ら
に
、
宇
和
島
を
超
え
て
他
地
域

ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
書
か
れ
た
『
和
霊

明
神
由
緒
』
の
記
録
「
今
ノ
山
家
モ
和
霊
明
神
ト
崇
祀
テ
ヨ
リ
、
宇
和
嶋

郡
中
ノ
守
護
神
ト
ナ
リ
、
道
理
成
事
ナ
レ
ハ
祈
願
シ
ル
シ
速
成
ル
ニ
ヨ
ッ

テ
四
國
西
國
中
國
九
州
ヨ
リ
モ
歩
ヲ
運
ヒ
、
神
徳
ヲ
仰
者
年
々
歳
々
ニ
弥

増
セ
リ
、
遙
東
國
ヨ
リ
参
詣
ス
ル
者
尤
多
シ
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
信
仰

圏
は
四
国
・
九
州
・
中
国
地
方
一
円
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、
そ
の
性
格
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
『
和
漢
三
才
図
会
』（
一
七
一
二
）
の
記
録

「
祟
ニ　

若
宮
明
神
、
為
ニ
当
処
氏
神　

於
是
神
怒
徐
和　

却
国
家
守
護

霊
験
甚
多
…
」
か
ら
、
和
霊
が
守
護
神
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
や
が
て
、
五
穀
豊
穣
・
漁
事
繁
栄
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
し

て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
現
在
で
も
、
和
霊
が
四
国
・
中

国
・
九
州
一
円
に
お
い
て
は
、
漁
業
・
農
業
・
産
業
の
神
様
と
し
て
定
着

し
、
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

仙
台
に
お
け
る
和
霊
信
仰
の
歴
史
は
二
つ
の
和
霊
神
社
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
江
戸
末
期
〜
明
治
初
期
、
十
代
山
家
豊
三
郎
（
一
八
三
二
―
一

八
九
六
）
は
東
一
番
丁
の
邸
内
に
一
社
を
建
て
、
清
兵
衛
が
其
の
女
に
与

え
た
書
簡
を
以
て
神
体
に
祀
っ
た
の
が
そ
の
発
端
で
あ
る
。
清
兵
衛
が
殺

さ
れ
た
六
月
二
十
九
日
（
八
月
九
日
）
に
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。
明
治

一
六
年
（
一
八
八
三
）、
同
家
が
立
町
通
り
に
移
っ
た
時
、
同
邸
に
遷
座

し
、
ま
た
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
六
）、
山
家
邸
が
青
葉
区
台
原
に
移
転
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国
史
や
日
次
記
な
ど
を
蒐
集
謄
写
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
古
記
録
類
を
も

と
に
公
家
・
武
家
の
法
度
作
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

古
記
録
類
が
示
す
平
安
時
代
以
降
の
公
家
法
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
武
家
法

も
律
令
法
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
慣
習
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
徳
川

の
治
世
を
磐
石
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
公
家
・
武
家
の
慣
習
法
の
も

と
と
な
っ
た
律
令
法
に
ま
で
立
ち
返
り
、
さ
ら
に
、
中
国
の
儀
注
・
律
令

制
を
も
参
照
し
な
が
ら
、
徳
川
の
治
世
に
合
致
し
た
近
世
日
本
に
お
け
る

礼
と
法
の
整
備
・
運
用
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
徳
川
家
康
を
祀
る
東
照
社
が
天
海
の
唱
え
た

山
王
一
実
神
道
に
基
づ
い
て
創
建
さ
れ
る
が
、
そ
の
創
建
や
祭
祀
の
存
立

に
あ
た
っ
て
は
、
古
代
律
令
制
の
神
祇
官
を
復
興
し
た
上
で
、
天
皇
の
勅

や
発
給
文
書
と
い
っ
た
天
皇
の
権
威
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
日
光
山
・
東
叡
山
・
比
叡
山
の
三
山
管
領
宮
と
し
て
の
輪
王
寺
宮

創
設
を
も
っ
て
、
天
海
の
構
想
は
、
四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
ま
で
に
、
ほ

ぼ
成
就
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
林
羅
山
が
創
唱
し
た
理
当
心
地
神
道
は
、
将
軍
家
を
は
じ
め
江

戸
に
お
い
て
特
に
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
羅
山

に
幼
少
期
よ
り
師
事
し
て
い
た
徳
川
義
直
は
、
羅
山
の
思
想
に
基
づ
き

『
神
祇
宝
典
』
を
は
じ
め
数
々
の
書
物
を
残
し
、
尾
張
名
古
屋
の
地
で
独

自
の
思
想
展
開
の
礎
を
築
い
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
江
戸
で
東
叡
山
寛

永
寺
が
創
建
さ
れ
た
寛
永
期
に
、
朝
廷
の
み
な
ら
ず
中
国
の
天
子
の
儀
礼

に
準
拠
し
た
東
照
社
の
祭
礼
を
名
古
屋
の
地
で
整
備
し
、
さ
ら
に
、
三
之

丸
東
照
社
に
神
主
職
を
新
設
し
て
初
代
神
主
に
吉
見
幸
勝
を
迎
え
、
朝
廷

に
お
け
る
歴
史
や
儀
礼
の
み
な
ら
ず
中
国
に
お
け
る
歴
史
や
儀
礼
の
研
究

を
藩
内
に
て
精
力
的
に
進
め
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
尾
張
名
古
屋
に
お
い

近
世
を
通
じ
て
天
皇
の
行
幸
は
幕
府
よ
り
厳
し
く
制
限
が
加
え
ら
れ
、
天

皇
の
公
式
の
行
列
で
あ
る
大
嘗
祭
御
禊
行
幸
は
、
近
世
の
み
な
ら
ず
現
代

に
至
る
ま
で
復
興
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
近
世
名
古
屋
に

お
け
る
東
照
宮
祭
は
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
や
大
嘗
祭
御
禊
行
幸
の
み
な
ら

ず
中
国
に
お
け
る
天
子
の
儀
礼
に
準
ず
る
か
た
ち
で
整
備
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
近
世
に
お
い
て
名
古
屋
の
東
照
宮
祭
は
、
朝
廷
で

天
皇
の
公
式
の
行
幸
が
実
施
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
行
列

を
優
越
す
る
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
世
名
古
屋
で
は
、

尾
張
初
代
藩
主
徳
川
義
直
の
時
代
よ
り
、
藩
主
が
中
心
と
な
っ
て
古
代

研
究
や
律
令
研
究
が
盛
ん
に
な
さ
れ
、
藩
士
も
こ
ぞ
っ
て
研
究
を
進
め
、

『
講
令
備
考
』
な
ど
の
優
れ
た
成
果
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

で
は
な
ぜ
、
近
世
の
名
古
屋
で
古
代
研
究
や
律
令
研
究
が
盛
ん
に
な
さ
れ

た
の
か
、
祭
礼
な
ど
の
礼
と
律
令
や
法
度
な
ど
の
法
と
の
関
係
か
ら
考
察

を
試
み
た
。

　

ま
ず
、
晋
か
ら
唐
に
か
け
て
の
中
国
歴
代
王
朝
で
は
、
礼
と
法
の
二
元

構
造
に
よ
っ
て
統
治
が
な
さ
れ
て
い
た
。
礼
は
古
く
は
『
周
礼
』
や
唐
代

は
『
大
唐
開
元
礼
』
と
い
っ
た
儀
注
、
そ
し
て
、
法
は
刑
罰
法
と
し
て
の

律
と
行
政
法
と
し
て
の
令
の
律
令
制
と
い
う
儀
注
・
律
令
体
制
を
と
っ
て

い
た
。
こ
の
儀
注
に
対
応
す
る
日
本
の
礼
制
度
は
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
を

は
じ
め
元
日
朝
賀
儀
礼
な
ど
の
年
中
行
事
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
こ
の
た
め
、
朝
廷
に
お
け
る
公
事
執
行
に
あ
た
っ
て
摂
関
家
で

最
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
儀
事
典
礼
に
関
す
る
記
録
や
政
務
に
関
す
る
記

録
文
書
類
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
襲
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
再
現

性
が
摂
関
家
を
摂
関
家
た
ら
し
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
徳
川
家
康
は
、
院
御
所
や
公
家
衆
な
ど
の
諸
家
よ
り
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も
で
き
ず
、
薦
や
筵
に
包
ん
で
道
路
の
隅
な
ど
に
埋
め
た
と
記
録
し
て
い

る
。
ま
た
『
長
野
日
記
』
に
は
、
福
岡
・
博
多
市
中
に
集
ま
っ
た
人
々
が

飢
え
て
死
に
至
り
、
非
人
が
そ
の
死
者
を
運
び
、
西
浜
に
集
団
埋
葬
し
た

こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

　

そ
う
し
た
飢
饉
死
者
へ
の
慰
霊
は
、
そ
の
主
体
に
よ
っ
て
藩
と
民
間
の

慰
霊
と
分
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
岡
藩
の
藩
主
記
録
で
あ
る
『
黒

田
新
続
家
譜
』
で
は
、
当
時
藩
主
で
あ
る
黒
田
継
高
が
、
貧
し
い
人
び
と

が
葬
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
不
憫
に
思
い
、「
死
者
冥

福
」
や
「
五
穀
豊
饒
」・「
国
家
安
穏
」
の
た
め
に
、
享
保
一
八
年
七
月
四

日
に
菩
提
寺
で
あ
る
崇
福
寺
・
東
長
寺
に
法
会
や
施
餓
鬼
を
命
じ
た
と
し

て
い
る
。
一
方
、
民
間
で
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
「
川
端
飢
人
地
蔵
夏

祭
り
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
や
歴
史
に
関
し
て
は
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
研
究
で
は
福
岡
市
内
の
中
学
校
で
社
会
科

教
諭
を
務
め
て
い
た
藤
野
達
善
が
、
福
岡
県
か
ら
佐
賀
県
・
大
分
県
、
そ

し
て
山
口
県
・
愛
媛
県
ま
で
一
五
年
間
回
り
な
が
ら
調
査
し
、
一
九
八
五

年
に
自
費
出
版
し
た
『
飢
人
地
蔵
物
語
』
を
分
析
し
、
民
間
次
元
で
の
飢

饉
死
者
慰
霊
の
様
子
を
探
っ
た
。『
飢
人
地
蔵
物
語
』
に
は
、
九
〇
個
の

像
・
墓
・
塔
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
飢
饉
と
確
か
に
関
係

が
あ
る
も
の
は
八
〇
個
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
「
地
蔵
像
」

と
「
飢
饉
供
養
塔
」
と
分
類
で
き
る
。
ま
ず
、「
地
蔵
像
」
は
二
六
体
が

あ
り
、
そ
の
中
で
年
度
が
書
い
て
あ
る
も
の
が
一
六
体
で
あ
る
。
享
保
四

年
・
享
保
一
三
年
の
地
蔵
と
と
も
に
、
享
保
の
飢
饉
の
年
で
あ
る
「
享
保

一
七
」
年
と
書
い
て
あ
る
地
蔵
に
は
「
飢
人
地
蔵
」
と
い
う
銘
文
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
飢
饉
死
者
の
慰
霊
を
目
的
と
す
る
地
蔵

て
は
、
羅
山
の
構
想
が
初
代
藩
主
義
直
を
経
て
、
真
野
時
綱
『
古
今
神

学
類
編
』、
天
野
信
景
『
塩
尻
』、
吉
見
幸
和
『
五
部
書
説
弁
』、
河
村
秀

根
・
益
根
『
書
紀
集
解
』
と
い
っ
た
成
果
と
し
て
結
実
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

近
世
日
本
の
飢
饉
に
お
け
る
死
と
慰
霊

朴
　
　
炳
道

　

本
研
究
は
近
世
災
害
死
者
研
究
の
一
環
と
し
て
近
世
の
飢
饉
、
そ
の
中

で
も
「
享
保
の
飢
饉
」
に
お
け
る
死
と
慰
霊
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
享

保
の
飢
饉
（
一
七
三
二
―
一
七
三
三
）
は
江
戸
三
大
飢
饉
の
一
つ
と
し
て

い
わ
れ
て
お
り
、
天
明
・
天
保
の
飢
饉
が
冷
害
に
よ
っ
て
発
生
し
、
東
北

地
域
に
大
き
な
被
害
を
出
し
た
こ
と
と
比
べ
、
虫
害
に
よ
っ
て
発
生
し
、

西
日
本
に
主
に
被
害
を
出
し
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い

て
、
菊
池
勇
夫
は
東
北
地
方
の
飢
饉
死
者
を
中
心
に
触
れ
て
お
り
、
西
野

光
一
は
享
保
の
飢
饉
以
降
、
現
在
も
福
岡
で
行
わ
れ
て
い
る
「
飢
人
地
蔵

祭
り
」
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
飢
饉
死
と
死
者
慰
霊

の
具
体
的
様
子
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

享
保
の
飢
饉
の
死
者
の
数
は
、
寺
院
過
去
帳
研
究
か
ら
死
亡
率
二
〇
％

以
上
と
さ
れ
、
福
岡
藩
だ
け
で
六
万
人
以
上
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、

飢
饉
死
者
は
村
全
体
が
ほ
ぼ
全
滅
す
る
場
合
や
、
食
糧
を
探
し
て
移
動
中

や
都
市
部
な
ど
で
死
ぬ
場
合
も
多
い
た
め
、
寺
院
過
去
帳
だ
け
で
飢
饉
死

者
の
全
貌
を
つ
か
む
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。『
享
保
十
七
壬
子
大
凶
作
ノ

覚
書
写
』
に
は
、
秋
月
藩
の
村
で
大
量
の
死
者
が
発
生
し
、
寺
院
で
の
適

切
な
埋
葬
と
慰
霊
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
が
描
か
れ
て
お
り
、『
享
保

十
七
壬
子
大
変
記
』
に
は
、
飢
え
死
が
多
か
っ
た
時
期
に
は
墓
に
葬
る
事
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接
関
係
な
い
が
、
不
遇
の
死
を
う
ら
ん
で
社
会
に
影
響
を
与
え
る
物
故
者

は
「
怨
霊
」
や
「
悪
霊
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
霊
魂
」
と
い
う
語
が
出

て
く
る
場
合
、
前
二
者
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
両
方
を
意
味
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
「
霊
魂
」
は
祖
霊
と
御
霊
の
両
方
に
用
い

ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
御
霊
（
怨
霊
・
悪
霊
）
の
力
や
は
た

ら
き
に
つ
い
て
は
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
が
あ
る
が
、
祖
霊
的
な
霊
魂

は
生
者
に
対
し
て
い
か
な
る
力
を
持
っ
て
い
た
か
を
具
体
的
に
示
し
た
事

例
は
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
外
記
中
原
師
元
の
「
霊
魂
」
に
つ
い

て
右
大
臣
藤
原
兼
実
が
書
き
し
る
し
た
話
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。『
玉

葉
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
八
月
廿
七
日
条
、
同
九
月
一
日
条
、
同
元

暦
二
年
（
一
一
八
五
）
正
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
八
月
に
、
兼
実
の
要

求
に
よ
り
、
中
原
師
尚
が
父
師
元
の
遺
し
た
秘
蔵
の
書
で
あ
る
『
雑
例

抄
』
を
兼
実
に
貸
し
出
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
師
尚
は
そ
れ
を

父
が
喜
ん
で
い
な
い
と
解
釈
で
き
る
「
霊
夢
」
を
見
た
と
し
て
、
続
き
を

貸
す
こ
と
を
断
っ
た
。
兼
実
は
こ
の
事
態
に
「
深
く
鬱
念
」
し
た
。
翌
年

一
月
、
師
尚
は
再
度
の
夢
で
、
父
の
本
意
が
兼
実
に
貸
す
こ
と
に
あ
っ
た

と
解
釈
で
き
る
様
子
が
あ
り
、
改
め
て
兼
実
に
続
き
を
貸
し
だ
し
た
。
兼

実
は
喜
ん
だ
。
こ
れ
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

　

兼
実
の
「
鬱
念
」
あ
る
い
は
「
生
涯
の
遺
恨
」
の
内
容
は
、
次
の
よ
う

に
な
る
。
自
分
は
文
書
を
尊
重
し
て
外
に
漏
ら
す
こ
と
は
し
な
い
し
、
ま

た
大
臣
た
る
自
分
が
『
雑
例
抄
』
の
内
容
を
知
る
の
は
朝
政
に
と
っ
て
も

有
益
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
師
元
の
霊
魂
は
自
分
に
貸
し
た
く
な

い
と
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
人
間
の
心
は
「
権
者
」
で
も
な
け
れ
ば
見
抜

け
な
い
も
の
だ
が
、
霊
魂
で
あ
れ
ば
通
力
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

像
が
多
く
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。「
飢
人
地
蔵
祭
り
」
を
通

し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
飢
饉
」
と
「
地
蔵
」
の
関
係
や
「
飢
人
地
蔵
信

仰
」
の
背
景
も
、
飢
饉
当
時
か
ら
建
て
ら
れ
た
地
蔵
像
を
原
点
と
し
て
再

考
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
方
、『
飢
人
地
蔵
物
語
』
で
は
七
〇
基
の
供
養

塔
と
飢
人
墓
を
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
造
立
年
度
が
明
確
な
も
の
は

二
四
基
で
あ
る
。
今
回
は
享
保
の
飢
饉
に
近
い
時
期
に
建
て
ら
れ
た
四
基

を
選
ん
で
分
析
し
た
。
二
基
の
供
養
塔
の
銘
文
に
は
、
享
保
飢
饉
の
死
者

を
塔
の
下
に
埋
葬
し
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
供
養
塔
が
大
量
死
者
の
集
団

埋
葬
地
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
他
の
二
基
は
、
そ
れ
ぞ
れ
飢

饉
一
周
忌
や
三
周
忌
に
村
単
位
で
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
銘
文
か

ら
、
村
単
位
の
慰
霊
は
村
人
と
寺
院
と
の
共
同
慰
霊
の
形
を
と
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
施
主
は
地
域
の
体
表
者
で
あ
る
庄
屋
・
大
庄
屋
、
あ
る

い
は
村
中
が
担
当
し
た
が
、
儀
式
は
寺
院
の
住
職
が
担
当
し
た
。
そ
の
他
、

飢
饉
の
発
生
過
程
、
そ
の
村
で
死
ん
だ
人
の
数
な
ど
も
記
録
し
て
お
り
、

飢
饉
供
養
塔
は
飢
饉
死
や
慰
霊
の
重
要
な
資
料
と
し
て
さ
ら
な
る
研
究
が

必
要
で
あ
る
。

霊
魂
観
念
の
特
質

米
井
　
輝
圭

　

人
間
に
は
「
霊
魂
」
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず

存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
平
安
時
代
最

末
期
の
、
特
質
が
よ
く
わ
か
る
事
例
を
も
と
に
考
え
た
い
。

　

こ
の
時
代
に
「
霊
魂
」
と
い
う
語
が
実
際
に
使
わ
れ
た
例
で
は
、
祖
先

的
な
故
人
を
指
す
「
聖
霊
」、
尊
崇
す
る
物
故
者
を
指
す
「
尊
霊
」
と
い

う
用
例
が
み
つ
か
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
自
分
と
は
直
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本
田
親
徳
の
「
祓
」
の
意
義
と
行
法 

│
│ 

禁
厭
法
を
中
心
に 

│
│

並
木
　
英
子

　

本
田
九
郎
親
徳
（
文
政
五
―
明
治
二
十
二
）
は
太
占
、
鎮
魂
法
、
帰
神

法
を
皇
国
固
有
の
霊
学
と
称
し
た
薩
摩
藩
出
身
の
神
道
家
で
あ
る
。
親
徳

は
行
法
の
口
伝
伝
授
を
お
こ
な
い
、
旧
薩
摩
藩
の
政
治
家
を
仲
介
と
し

て
、
静
岡
県
を
中
心
と
し
た
神
社
神
職
達
や
副
島
種
臣
が
門
人
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
明
治
維
新
後
の
祭
政
一
致
政
策
に
よ
り
、
吉
田
家
・
白
川
家

の
執
奏
家
の
廃
止
と
国
家
祭
祀
の
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
中
で
、
国

家
の
公
的
祭
祀
を
担
う
神
職
個
人
の
清
浄
性
の
問
題
と
と
も
に
、
私
的
性

格
を
持
つ
祈
願
祭
祀
、
個
人
の
祓
い
、
病
気
平
癒
な
ど
の
私
祈
禱
の
分
野

の
教
授
と
し
て
本
田
親
徳
の
価
値
が
当
時
の
神
社
神
職
達
の
間
で
あ
っ
た

た
め
で
な
い
か
と
考
え
る
。
本
発
表
で
は
本
田
親
徳
の
行
法
の
う
ち
「
病

気
祓
い
」
の
方
術
で
あ
る
「
禁
厭
法
」
に
注
目
し
、
近
世
に
秘
伝
伝
授
に

よ
る
祈
願
祭
式
や
行
法
授
与
を
お
こ
な
っ
て
い
た
吉
田
神
道
（
卜
部
神

道
）
の
行
法
書
で
あ
る
『
三
元
十
八
神
道
次
第
』『
宗
源
行
法
次
第
』『
唯

神
道
大
護
摩
次
第
』『
事
相
祕
傳
』『
事
相
方
内
傳
草
案
』
に
散
見
す
る
招

魂
加
持
、
鎮
魂
加
持
、
疫
病
加
持
の
行
法
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
田
親
徳
は
鹿
児
島
県
旧
加
世
田

市
の
戸
籍
謄
本
の
情
報
に
よ
り
、
旧
川
辺
郡
加
世
田
郷
武
田
村
の
士
族
本

田
主
蔵
の
長
男
、
九
郎
と
し
て
出
生
し
、
神
社
社
家
の
出
身
で
は
な
い
も

の
の
、
水
戸
学
を
学
ぶ
中
で
狐
憑
き
の
子
供
が
和
歌
を
詠
む
と
い
う
憑
依

現
象
を
実
見
し
た
こ
と
か
ら
霊
学
研
究
を
志
し
た
復
古
神
道
家
で
あ
る
と

い
う
の
が
定
説
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
天
保
十
四
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
三
国
名
勝
図
絵
』
巻

三
「
正
一
位
諏
訪
大
神
社
」
の
記
述
に
は
「
大
宮
司
職
正
五
位
下
本
田
出

る
。
だ
か
ら
自
分
に
見
せ
な
い
よ
う
に
と
の
夢
告
は
、（
そ
の
程
度
の
人

間
で
あ
る
と
師
元
の
霊
魂
か
ら
判
断
さ
れ
た
）
自
分
の
恥
で
あ
る
の
か
、

ま
た
は
霊
魂
を
怨
む
べ
き
な
の
か
。
霊
で
あ
る
か
ら
に
は
自
分
の
（
私
心

の
な
い
）
心
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
ほ
し
か
っ
た
、
と
兼
実
は
思
い
の
た
け

を
書
き
綴
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
一
連
の
記
述
に
み
え
る
「
霊

魂
」
の
特
質
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
生
き
た
人
間
に
は
困
難
な
、

他
人
の
心
を
見
通
す
能
力
が
あ
る
。
次
に
、
意
思
を
も
ち
、
そ
れ
を
夢
な

ど
を
通
し
て
子
孫
ら
に
伝
達
で
き
る
。
霊
魂
に
示
さ
れ
た
意
思
に
は
、
生

者
は
逆
ら
い
難
く
、
し
た
が
っ
て
子
孫
に
対
し
て
祖
先
の
霊
魂
は
、
行
動

を
規
制
す
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
子
孫
を
通
し
て
第
三
者
を
も
規
制
で

き
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
夢
告
を
受
け
る
べ
き
立
場
は
基
本
的
に
師

元
の
子
た
る
師
尚
の
も
の
で
あ
り
、
師
尚
が
夢
告
を
受
け
た
と
称
す
る
こ

と
で
そ
の
夢
告
に
効
力
が
生
ず
る
、
な
ど
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

　

死
者
の
霊
が
生
者
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
の
は
、
特
別
な
怨
霊
の
場

合
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
死
者
に
と
っ
て
も
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ

の
場
合
、
霊
の
影
響
力
が
お
よ
ぶ
の
は
基
本
的
に
子
孫
に
限
ら
れ
る
が
、

し
か
し
第
三
者
に
も
影
響
は
お
よ
ん
だ
。
霊
魂
の
示
す
意
向
は
、
子
孫
に

対
し
て
絶
対
的
に
し
た
が
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
、
第
三
者
も
大
い
に

尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
現
代
で
は
思
い

も
よ
ら
ぬ
ほ
ど
死
者
の
霊
魂
の
意
向
が
生
者
ひ
い
て
は
社
会
を
規
制
し
て

い
た
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
的
考
察
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
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こ
と
か
ら
も
、
本
田
九
郎
親
徳
は
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
転
換
期
に
お
い

て
、
薩
摩
藩
内
の
神
社
神
道
が
吉
田
神
道
か
ら
白
川
神
道
へ
そ
し
て
国
家

神
道
へ
と
移
行
す
る
中
で
平
田
派
国
学
と
水
戸
学
の
受
容
に
よ
り
、
自
ら

の
神
道
思
想
と
行
法
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

和
辻
哲
郎
に
お
け
る
「
神
」・「
仏
」・「
空
」
に
つ
い
て

山
本
栄
美
子

　

西
洋
近
代
に
対
峙
す
る
視
座
か
ら
、
関
係
性
重
視
の
「
間
柄
」
を
基
に

人
間
の
存
在
構
造
を
と
ら
え
る
重
要
性
に
注
目
し
た
和
辻
哲
郎
は
、
近
代

以
降
の
日
本
の
「
倫
理
学
者
」
と
し
て
唯
一
欧
米
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
思

想
家
で
あ
る
。
そ
の
研
究
者
人
生
に
お
い
て
は
、
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
を

は
じ
め
、
様
々
な
宗
教
を
研
究
対
象
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
特
に
初
期
の

研
究
者
時
代
か
ら
仏
教
へ
の
関
心
に
目
覚
め
、『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』

を
博
士
論
文
と
し
て
提
出
し
て
以
降
も
、
仏
教
哲
学
の
展
開
を
あ
と
づ
け

よ
う
と
い
う
意
図
は
常
に
も
っ
て
い
た
。
東
京
大
学
倫
理
学
研
究
室
に
教

授
と
し
て
在
職
中
は
、
仏
教
に
関
す
る
論
文
を
新
た
に
執
筆
・
発
表
す
る

こ
と
は
ほ
ぼ
行
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
大
学
を
定
年
退
職
し
た
後
、
仏
教

を
は
じ
め
と
し
た
宗
教
研
究
に
注
力
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い

な
い
事
実
で
も
あ
る
。「
和
辻
倫
理
学
」
と
も
称
さ
れ
る
発
想
の
土
台
は
、

仏
教
、
詳
し
く
は
竜
樹
の
「
空
」
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

研
究
室
の
弟
子
で
あ
る
金
子
武
蔵
を
は
じ
め
、
比
較
思
想
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
和
辻
よ
り
引
き
継
い
だ
仏
教
学
者
の
中
村
元
や
峰
島
旭
雄
等
に
よ
っ

て
、
従
来
か
ら
指
摘
は
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
和
辻
が
と
ら
え
る
「
空
」

の
思
想
構
造
と
神
仏
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

羽
守
親
徳
な
り
社
人
三
十
家
こ
れ
に
副
ふ
て
祀
事
を
助
く
」
と
あ
り
、
諏

訪
大
神
社
が
吉
田
神
道
の
配
下
に
あ
り
、
官
位
を
吉
田
家
よ
り
授
与
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
本
田
出
羽
守
親
徳
（
寛
政
十
二

―
元
治
二
）
は
本
田
九
郎
親
徳
と
は
別
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
田
九
郎

が
自
ら
署
名
を
す
る
場
合
に
「
従
五
位
平
朝
臣
親
徳
」
と
記
し
て
い
た
官

位
は
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
帰
神
法
に
よ
っ
て
神
霊
か
ら
授
与
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
諏
訪
大
神
社
の
社
人
の
一
人
と
し
て
、
吉
田
家
よ
り

授
与
さ
れ
た
可
能
性
が
出
て
き
た
と
い
え
る
。

　
『
白
川
門
人
帳
』
及
び
気
吹
舎
の
『
門
人
姓
名
録
』『
誓
司
帳
』
に
よ
れ

ば
、
本
田
出
羽
守
親
徳
の
次
の
同
社
の
大
宮
司
で
あ
っ
た
本
田
出
羽
守
親

愛
（
従
三
位
）
は
、
平
田
国
学
の
受
容
に
よ
り
、
慶
応
三
年
に
気
吹
舎
入

門
と
同
時
に
白
川
門
人
と
な
っ
て
い
る
。
入
門
以
降
本
田
出
羽
守
親
愛
は

薩
摩
・
大
隅
二
ヵ
国
と
日
向
国
国
内
の
薩
摩
領
内
の
「
神
祇
道
取
締
役
」

を
白
川
家
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
本
田
九
郎
は
二
人

の
本
田
出
羽
守
の
狭
間
に
い
た
神
道
家
で
あ
る
と
言
え
、
本
田
九
郎
の
著

作
類
に
現
れ
る
平
田
篤
胤
批
判
と
六
人
部
是
香
や
大
国
隆
正
の
思
想
の
受

容
に
よ
る
「
顕
幽
論
」「
産
土
神
論
」「
天
御
中
主
神
論
」「
死
後
審
判
」

の
議
論
は
平
田
篤
胤
が
仏
教
や
陰
陽
道
と
習
合
し
た
吉
田
神
道
を
「
俗
神

道
」
と
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
よ
り
は
、
大
国
隆
正
と
六
人
部
是
香
が
吉

田
神
道
に
よ
り
親
和
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま

た
、
本
田
出
羽
守
と
同
時
に
白
川
門
人
と
な
っ
た
三
島
通
庸
（
天
保
六
―

明
治
二
十
一
）
が
都
城
地
頭
で
あ
っ
た
明
治
三
年
に
は
、
当
時
巨
石
信
仰

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
石
峰
稲
荷
明
神
社
に
お
い
て
本
田
九
郎
親
徳
が
幽

祭
を
お
こ
な
い
、
祭
神
を
『
古
事
記
』
に
現
れ
る
豊
宇
気
毘
売
神
と
決
定

し
、
同
社
を
母
智
丘
神
社
と
改
め
、
再
建
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
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単
に
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
を
新
し
い
信
仰
の
立
場
で
生
か

せ
よ
う
と
し
た
」
努
力
の
産
物
と
し
て
神
仏
習
合
状
態
が
存
続
し
て
き
た

こ
と
に
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
特
殊
形
態
を
見
出
し
て
い
る
。

　

後
に
「
否
定
の
否
定
の
運
動
」
あ
る
い
は
「
絶
対
的
全
体
性
へ
の
運
動
」

と
し
て
の
「
空
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
和
辻
に
と
っ
て
の

普
遍
的
か
つ
根
源
的
な
真
理
は
、
未
だ
具
体
化
さ
れ
た
姿
を
も
っ
て
世
に

現
わ
れ
て
は
い
な
い
。
一
方
、
歴
史
的
に
出
現
し
た
既
成
宗
教
の
個
々
の

宗
教
的
超
越
者
と
時
代
性
を
帯
び
て
「
普
遍
的
な
も
の
」
か
ら
の
派
生
と

し
て
出
現
し
た
「
特
殊
性
」
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
和
辻
は
過
度
に

「
普
遍
／
特
殊
」
を
峻
別
す
る
見
方
を
嫌
っ
て
お
り
、「
普
遍
性
」
を
一
義

的
に
「
抽
象
化
」
し
て
と
ら
え
る
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
具
体
的
に
人

間
の
生
活
の
中
で
体
現
さ
れ
て
き
た
「
具
象
性
」
を
探
究
し
、
宗
教
を
は

じ
め
思
想
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
芸
術
も
含
め
時
代
性
を
帯

び
た
表
象
の
意
味
を
探
る
こ
と
に
、
研
究
と
し
て
の
意
義
を
見
出
し
て
い

た
こ
と
が
、
和
辻
の
複
数
の
著
述
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
宗
教
美
術
言
説

│
│ 

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
天
心
か
ら
姉
崎
嘲
風
へ 

│
│

中
村
　
芳
雅

　

本
発
表
で
は
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
概
念
の
一
側
面
、
す
な
わ
ち
美

の
概
念
と
共
に
語
ら
れ
る
宗
教
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
言
説
の
構
築
過
程

を
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
の
宗
教
の
在
り
方
を
含
め
た

日
本
の
宗
教
概
念
に
お
け
る
問
題
を
提
起
し
た
。

　

宗
教
の
概
念
と
同
様
に
、
美
術
の
概
念
も
西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
近
代

的
概
念
だ
が
、
特
に
美
術
概
念
の
歴
史
を
振
り
返
る
な
ら
、
明
治
初
期
に

　

和
辻
の
初
期
研
究
者
時
代
の
ノ
ー
ト
に
は
、
日
本
に
お
け
る
倫
理
学
に

つ
い
て
、「
む
し
ろ
上
代
以
来
の
仏
教
教
説
中
に
立
派
な
倫
理
学
あ
り
。

従
っ
て
日
本
人
の
創
成
せ
る
宗
派　

特
に
法
然
親
鸞
、
日
蓮
及
び
禅
宗
等

の
教
義
中
に
倫
理
学
あ
り
。
そ
れ
が
日
本
人
の
間
に
学
と
し
て
も
通
用
し

た
り
。
儒
学
の
み
に
偏
す
る
は
非
常
に
不
可
也
。
故
に
日
本
倫
理
学
史
は

仏
教
史
、
儒
学
史
の
中
か
ら
倫
理
に
関
す
る
分
を
抜
き
出
す
べ
し
」（「
日

本
倫
理
史
」
ノ
ー
ト
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
一
）
と
記
さ
れ
て
あ
り
、

各
仏
教
宗
派
の
教
義
に
お
い
て
も
倫
理
学
は
抽
出
で
き
る
と
の
見
解
を
示

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
約
三
十
年
後
の
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
で

は
、「
厳
密
な
意
味
で
倫
理
学
と
呼
ば
れ
て
よ
い
よ
う
な
も
の
は
、
ま
だ

現
わ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
日
本
に
発
生
し
た
倫
理
思
想
が
学
的
に
反

省
さ
れ
て
「
体
系
」
に
ま
で
到
達
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ
た
見
解
を

示
し
て
い
る
。
最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
イ
ン
ド
の
原
始
仏
教
〜
日
本
仏
教

に
至
る
ま
で
の
仏
教
を
中
心
と
し
た
思
想
史
的
展
開
を
分
析
し
て
い
く
構

想
が
和
辻
に
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
倫
理
思
想
を
形
成
す
る
思
想

的
土
台
を
提
供
し
た
一
部
と
し
て
日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
教
義
も
捉
え
直

す
こ
と
に
い
ず
れ
取
り
組
む
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
、
推
測

で
き
る
。

　

和
辻
の
思
想
分
析
に
お
い
て
は
、「
重
層
性
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
い
る
。『
続
日
本
精
神
史
研
究
』（
一
九
三
五
年
）
に
集
録
さ
れ

た
「
日
本
精
神
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
は
、「
宗
教
の
重
層
的
構
造
に

よ
る
共
存
」
が
史
実
と
し
て
成
さ
れ
て
き
た
、
日
本
に
お
け
る
「
神
仏
習

合
」
と
い
う
宗
教
の
並
存
状
況
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
外
来
思
想
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
面
化
に
成
功
し
た
「
異
教
を
殲
滅
し
た
キ
リ
ス
ト

教
の
下
に
お
い
て
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
」
現
象
と
し
て
、「
古
い
信
仰
を



　　392

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第10部会

ば
、
一
八
九
〇
年
代
前
後
の
美
に
関
す
る
議
論
が
姉
崎
の
宗
教
論
と
無
関

係
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
意
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
一
八
九
〇
年
代
前
後
の
議
論
に
焦
点
を
当
て
る
な
ら
、
そ

の
転
換
期
と
し
て
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
天
心
岡
倉
覚
三
の
活
躍

は
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
天
心
は
数
々
の
宗
教
的
文
化

財
を
美
術
品
と
し
て
再
評
価
し
て
い
く
が
、
当
時
の
記
録
を
確
認
す
る
限

り
こ
れ
ら
文
化
財
を
美
術
の
対
象
と
し
て
い
た
の
は
彼
ら
の
み
で
あ
り
、

肝
心
の
文
化
財
所
有
者
は
必
ず
し
も
美
的
価
値
に
よ
り
そ
れ
ら
文
化
財
を

評
価
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
天
心
や
フ
ェ
ノ

ロ
サ
の
活
動
が
宗
教
的
文
化
財
を
新
た
な
美
と
い
う
価
値
に
よ
り
再
評
価

し
て
い
く
契
機
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

こ
れ
だ
け
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
天
心
の
活
動
の
み
を
持
っ
て
、
宗
教
と
美
の

議
論
の
転
換
点
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
の

活
躍
以
前
に
は
宗
教
と
美
を
並
行
し
て
語
る
議
論
は
あ
ま
り
一
般
的
で
は

な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
お
お
よ
そ
天
心
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
活

躍
し
た
後
の
一
八
九
〇
年
代
前
後
、
美
に
関
す
る
激
し
い
議
論
の
中
で
宗

教
と
美
が
少
し
ず
つ
関
連
性
を
持
つ
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
宗
教
学
や
宗
教
に

浅
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
嘲
風
姉
崎
正
治
の
宗
教
と
美
を
同
一
本
質
と
す

る
論
が
、
こ
の
時
代
に
情
勢
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

時
代
の
議
論
は
た
だ
姉
崎
の
宗
教
論
を
考
察
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
日

の
宗
教
概
念
が
構
築
さ
れ
る
過
程
を
検
討
す
る
う
え
で
も
極
め
て
重
要
な

問
題
を
有
す
る
も
の
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
い
て
そ
の
理
解
は
必
ず
し
も
宗
教
性
と
結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
明
治
初
期
に
お
い
て
、
西
欧
的
な
美
術
の
見
地
か
ら
強
い
関
心

を
集
め
た
も
の
は
仏
像
や
仏
画
な
ど
の
宗
教
的
文
化
財
な
ど
で
は
な
く
、

浮
世
絵
等
の
非
宗
教
的
絵
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
日
少
な
か
ら
ず

見
受
け
ら
れ
る
宗
教
的
文
化
財
を
美
術
品
と
見
な
す
傾
向
は
、
少
な
く
と

も
明
治
初
期
に
は
成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
美
術

概
念
に
関
す
る
何
ら
か
の
理
解
の
転
換
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

そ
の
転
換
点
を
明
確
に
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
一
八
九
〇

年
代
前
後
を
機
に
美
の
理
解
に
関
す
る
議
論
が
加
速
し
、
宗
教
は
徐
々
に

そ
れ
ら
議
論
の
一
部
で
論
じ
ら
れ
て
い
く
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ら
議
論
は
、
様
々
な
論
者
に
、
様
々
な
形
で
論
じ
ら
れ
、
宗
教

と
美
の
概
念
を
結
び
つ
け
る
決
定
打
に
な
っ
た
も
の
を
一
概
に
定
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
そ
の
論
客
の
一
人
で
あ
っ
た
嘲
風
姉
崎
正
治

は
、
日
本
の
宗
教
学
の
創
立
者
で
も
あ
り
、
日
本
の
宗
教
お
よ
び
宗
教
学

へ
の
影
響
を
考
え
る
な
ら
ば
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
ろ
う
。
姉
崎

の
立
場
は
、
宗
教
と
美
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
本
質
を
有
す
る
と
考
え
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
美
的
で
あ
る
こ
と
は
同
時
に
宗
教
的
で
あ
る
と
す

る
の
が
姉
崎
の
基
本
的
な
論
理
構
造
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
論
に
従

え
ば
宗
教
的
で
な
い
も
の
は
美
的
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
に
も
置
き
換
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
明
治
初
期
の
非
宗
教
的
な
浮
世
絵
等
を

美
術
品
と
す
る
美
術
概
念
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
姉
崎
が
後
に
天
理
教
の
改
革
等
、
宗
教
学
の
み
な
ら
ず
組
織
宗

教
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
や
、
宗
教
学
の
権
威
で
あ
る
姉
崎

の
論
が
組
織
宗
教
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
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人
々
に
あ
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
彼
の
名
を
冠
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
は

目
を
通
す
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
『
定
本
』
に
の

み
頼
っ
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
私
は
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
方
法
・
手
段
と
し
て
、

『
定
本
』
以
外
の
資
料
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
柳
田
の
作
品
に
目
を
通
す
こ

と
、
並
び
に
、
柳
田
の
歩
ん
だ
学
問
の
道
を
、
彼
の
「
年
譜
」
に
着
目
を

し
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
回
、
結
論
的
に
申
す
な
ら
ば
、
我
が
国
の
民
俗
学
研
究
を
主
導
し
た

柳
田
は
、
自
ら
確
立
し
た
学
問
を
通
し
て
多
く
の
人
々
に
真
に
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
は
、
次
の
二
点
に
関
し
て
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

一　

教
育
問
題
に
関
し
て

二　

国
語
問
題
に
関
し
て

　

特
に
、
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
柳
田
の
「
御
進
講
」
で
あ
る
。
彼
は
生

涯
で
三
回
行
っ
た
が
、
三
回
目
は
一
九
四
六
年
六
月
、
天
皇
及
び
各
宮
家

に
国
語
教
育
の
問
題
を
御
進
講
し
た
こ
と
で
あ
る
。（
七
二
歳
）

　

こ
こ
に
柳
田
の
学
問
と
彼
の
覚
悟
が
総
て
込
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

　

柳
田
国
男
が
創
り
出
し
た
民
俗
学
は
、
際
立
っ
て
独
特
な
彼
の
文
体
、

用
語
法
、
語
り
口
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
彼
の
学
問

を
理
解
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
言
葉
遣
い
の
理
由
を
知
る
こ
と
と
同
じ

に
な
る
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
今
回
、
柳
田
を
再
考
し
て
理
解
し
た
こ
と
の
結
論
を
述
べ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
口
語
の
国
語
教
育
を
徹
底
し
て
重
ん
ぜ
よ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
彼
は
、
話
し
言
葉
を
教
え
よ
と
強
調
し
、
近
代
日
本
語
で
書
く

柳
田
国
男
の
覚
悟
・
国
語
教
育

冨
田
　
信
隆

　

我
が
国
の
民
俗
学
研
究
を
主
導
し
た
柳
田
国
男
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
偉
大
な
学
問
が
「
柳
田
学
」
と
し

て
形
成
・
構
築
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
柳
田
国
男
の
学
風
を
考
え
る
時
、

こ
れ
ま
で
概
念
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
「
民
俗
学
の
大
家
・
柳
田
国
男
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
だ
け
で
は
、
ど
う
も
納
得
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
本
来
、
柳
田
国
男
が
そ
の
生
涯
を
懸
け
て
取
り
組
み
、
か
つ
、
追

い
求
め
て
い
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
彼
の
基
本
的
な
考
え
方
は
何

で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
彼
の
学
問
・
研
究
・
探
求
は
、
民
俗
学
の
世

界
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
柳
田
が
真
に
語
り
た
か

っ
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
探

っ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

　

彼
の
遺
し
た
仕
事
を
知
る
最
も
手
懸
り
と
な
る
も
の
が
、『
定
本　

柳

田
国
男
集
』（
筑
摩
書
房
）
三
六
巻
（
別
巻
を
含
む
）
で
あ
る
（
以
下
、

『
定
本
』
と
い
う
）
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、『
定
本　

別
巻

五
』
の
年
譜
・
書
誌
を
見
た
だ
け
で
も
、
柳
田
に
は
『
定
本
』
に
未
収
の

論
文
・
講
演
の
類
が
多
数
あ
る
こ
と
が
判
る
。
な
ぜ
、『
定
本
』
に
未
収

録
の
作
品
が
多
数
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
、
口
述
・
座
談
の
類
は
一
切

収
録
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
柳
田
が
『
定
本
』
に
限
定
し
た

以
上
の
仕
事
・
業
績
を
学
ぼ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
に
大
き
な
障
害
が
立
ち

は
だ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
同
時
に
、『
定
本
』
以
外
の
彼
の
口

述
・
講
演
・
対
談
の
記
事
は
、
時
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
入
手
困
難
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
偉
大
な
彼
の
学
風
を
知
ろ
う
と

願
っ
て
い
る
も
の
、
並
び
に
、
柳
田
学
に
い
ろ
い
ろ
と
学
ぼ
う
と
す
る
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四
五
年
か
ら
清
の
暦
と
な
っ
た
。
李
氏
朝
鮮
で
は
、
す
ぐ
に
北
京
に
朝
鮮

の
暦
学
者
を
派
遣
し
、
時
憲
暦
の
受
容
を
は
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
朝
鮮

で
は
一
六
五
四
年
に
時
憲
暦
が
導
入
さ
れ
た
。
宣
明
暦
↓
授
時
暦
↓
時
憲

暦
と
い
う
軌
跡
を
、
朝
鮮
の
暦
の
歴
史
は
歩
む
。
日
本
で
は
貞
享
改
暦
は
、

宣
明
暦
か
ら
授
時
暦
へ
の
転
換
に
対
応
し
、
寛
政
暦
は
、
時
憲
暦
の
新
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
『
暦
象
考
成
後
編
』
を
参
照
し
た
点
で
時
憲
暦
に
追

随
し
た
。
朝
鮮
、
日
本
と
も
に
宣
明
暦
↓
授
時
暦
（
貞
享
暦
）↓
時
憲
暦

（
寛
政
暦
）
と
い
う
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
違
い
も
あ
る
。
二
点
を
指
摘
し

た
い
。
第
一
に
、
日
本
の
方
が
宣
明
暦
の
時
代
が
異
常
に
長
か
っ
た
が
、

宣
明
暦
↓
授
時
暦
↓
時
憲
暦
と
い
う
歴
史
的
過
程
が
、
近
世
に
圧
縮
し
て

起
っ
た
こ
と
。
換
言
す
る
と
、
宣
明
暦
、
授
時
暦
、
時
憲
暦
と
い
う
三
つ

の
暦
が
、
時
間
軸
上
の
前
後
の
関
係
で
は
な
く
、
同
一
空
間
に
併
存
し
、

選
択
肢
の
対
象
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
春
海
は
、
宣
明
暦
の
欠
陥
を
指
摘

し
、
授
時
暦
モ
デ
ル
の
暦
法
作
成
に
尽
力
し
、
時
憲
暦
に
対
抗
心
を
燃
や

し
た
。
第
二
に
、
朝
鮮
の
方
が
直
接
に
中
国
に
行
き
中
国
暦
を
学
び
摂
取

し
て
い
た
が
、
日
本
で
は
貞
享
暦
で
も
寛
政
暦
で
も
、
書
物
を
介
し
て
間

接
的
に
中
国
の
暦
法
に
学
び
、
苦
戦
し
な
が
ら
暦
法
を
開
発
し
た
こ
と
。

近
世
日
本
の
改
暦
は
、
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
の
出
版
文
化
に
支
え
ら
れ
て

遂
行
さ
れ
た
。

　

貞
享
改
暦
を
行
っ
た
渋
川
春
海
、
改
暦
を
命
じ
た
保
科
正
之
、
春
海
に

影
響
を
与
え
た
吉
川
惟
足
、
山
崎
闇
斎
は
、
日
本
書
紀
に
あ
る
べ
き
国
家

の
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
一
方
で
、
王
者
こ
そ
が
天
体
を

観
測
し
暦
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
い
う
中
国
的
な
儒
教
的
王
道
論
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
日
本
書
紀
に
書
か
れ
た
世
界
を
復
古
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

貞
享
暦
法
は
、
中
国
の
暦
法
を
受
容
す
る
以
前
の
、
失
わ
れ
た
古
暦
法
を

こ
と
、
語
る
こ
と
に
賭
け
た
そ
の
生
涯
の
覚
悟
が
、
ど
れ
ほ
ど
深
い
も
の

で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。

近
世
日
本
の
改
暦
と
儒
教
的
神
国
論

林
　
　
　
淳

　

日
本
の
改
暦
と
中
国
の
改
暦
の
図
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
こ
と
に
気

が
つ
く
こ
と
に
な
る
。
第
一
に
、
中
国
で
は
頻
繁
に
改
暦
が
行
な
わ
れ
た

が
、
日
本
で
は
、
律
令
時
代
と
近
世
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、

平
安
中
期
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
宣
明
暦
が
、
八
二
三
年
の
間
継
続
し
て
使

わ
れ
て
き
た
。
中
国
に
お
い
て
七
一
年
間
の
施
行
期
間
で
あ
っ
た
宣
明
暦

が
、
日
本
で
十
倍
以
上
の
使
用
年
数
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
に
あ
た
い

す
る
。
第
三
に
、
律
令
時
代
で
は
、
中
国
の
元
嘉
暦
、
儀
鳳
暦
、
大
衍
暦
、

五
紀
暦
、
宣
明
暦
が
伝
来
し
て
日
本
で
使
用
さ
れ
、
儀
鳳
暦
以
外
の
四
つ

の
暦
は
、
い
ず
れ
も
中
国
暦
の
名
称
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
近
世

で
は
、
貞
享
暦
、
宝
暦
暦
、
寛
政
暦
、
天
保
暦
と
日
本
年
号
で
暦
は
呼
ば

れ
た
。

　

朝
鮮
の
暦
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
宣
明
暦
の
時
代
が
あ
っ
た
。
統
一
新

羅
時
代
に
宣
明
暦
は
採
用
さ
れ
て
、
そ
れ
が
高
麗
で
も
引
き
続
き
使
わ
れ

て
い
た
。
李
氏
時
代
の
王
・
世
宗
（
即
位
期
間
一
四
一
八
―
一
四
五
〇

年
）
の
代
に
は
、
世
宗
の
命
令
に
よ
っ
て
、
天
文
台
と
天
文
機
器
の
充
実

が
進
め
ら
れ
た
。
授
時
暦
を
参
照
し
て
『
七
政
算
内
篇
・
外
篇
』
と
い
う

独
自
の
暦
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
制
作
さ
れ
て
、
七
政
算
に
よ
る
暦
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。
一
七
世
紀
以
降
、
西
洋
か
ら
の
天
文
学
や
数
学
が
、
イ
エ

ズ
ス
会
宣
教
師
を
通
じ
て
中
国
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
余
波
は
朝
鮮
、
日
本

に
及
ん
だ
。
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
た
ち
が
開
発
し
た
時
憲
暦
法
が
、
一
六
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掲
載
し
て
、
国
民
に
も
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏

教
の
方
に
は
、
と
く
に
仏
暦
と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治

十
六
年
・
十
七
年
と
同
十
八
年
の
三
か
年
だ
け
、
佐
田
介
石
校
、
藤
渓
添

治
郎
編
纂
の
『
仏
暦
一
斑
』
が
版
行
さ
れ
た
。（
四
八
二
頁
）

　

本
発
表
で
は
、
大
日
本
仏
暦
会
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
明
治
十
七
版
の

『
仏
暦
一
斑
』
を
詳
し
く
紹
介
し
な
が
ら
、
各
種
の
仏
暦
の
来
歴
に
つ
い

て
よ
り
詳
細
に
検
討
し
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
仏
教
系
の
思
想
運
動
で
あ

る
「
梵
暦
運
動
」
の
系
譜
に
こ
れ
ら
を
位
置
づ
け
、
近
世
か
ら
近
代
に
か

け
て
の
日
本
仏
教
思
想
史
・
文
化
史
に
新
た
な
素
材
を
提
供
し
た
い
。

　

明
治
十
五
年
か
ら
二
年
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た
『
仏
暦
一
斑
』
は
、
こ
の
時

期
の
暦
に
関
す
る
歴
史
研
究
で
は
空
白
に
な
っ
て
い
る
仏
暦
の
実
態
解
明

に
と
っ
て
重
要
な
ば
か
り
で
な
く
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
仏
教
と

庶
民
生
活
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
本

書
を
起
点
と
し
て
、
近
世
か
ら
近
代
、
さ
ら
に
は
現
代
に
ま
で
続
く
仏
暦

の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
仏
教
史
研
究
の
多
彩
な

テ
ー
マ
に
資
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
土
御
門
家
に
戻
さ
れ
た
編
暦
と
暦
の

頒
布
の
権
限
は
、
明
治
五
年
末
の
改
暦
に
よ
っ
て
新
政
府
の
も
と
で
再
編

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
突
然
の
改
暦
に
よ
っ
て
大
き
な
損
害
を

被
っ
た
頒
暦
商
社
や
暦
師
の
た
め
に
、
し
ば
ら
く
は
本
暦
・
略
本
暦
の
頒

布
は
頒
暦
商
社
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
五
年
よ
り
は
、
こ
の

権
限
は
神
宮
司
庁
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と

で
、
官
暦
に
記
載
さ
れ
た
神
社
祭
祀
を
中
心
に
す
る
年
中
行
事
に
対
抗
し

て
、
仏
陀
の
誕
生
会
や
成
道
会
、
涅
槃
会
な
ど
の
仏
事
を
中
心
に
し
た
年

中
行
事
を
記
載
す
る
仏
暦
が
、
た
と
え
一
時
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
刊
行

継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
川
惟
足
の
「
天
照
大
神
の
政
治
の
理
想
が

将
軍
の
政
治
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
主
張
が
、

儒
学
的
神
国
論
の
中
核
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
主
張
な
し
に

は
、
改
暦
と
い
う
事
業
を
す
す
め
る
情
熱
を
調
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
い
っ
た
ん
改
暦
が
な
さ
れ
、
暦
学
の
知
識
が
社
会
に
普
及

し
て
い
く
と
、
儒
学
的
神
道
論
な
し
に
毎
年
の
暦
は
作
成
さ
れ
て
い
き
、

改
暦
も
な
さ
れ
、
暦
学
の
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
著
し
く
進
む
。
し
か
し

近
世
中
期
以
降
、
暦
学
の
知
識
（
と
り
わ
け
『
天
経
或
問
』
に
描
か
れ
た

三
次
元
的
太
陽
系
図
）
は
、
知
識
人
を
刺
激
し
、
仏
教
と
結
び
つ
き
仏
教

天
文
学
を
生
み
出
し
、
国
学
と
結
び
つ
き
、
本
居
宣
長
の
『
真
暦
考
』、

平
田
篤
胤
の
『
天
朝
無
窮
暦
』
を
生
み
出
し
て
、
ふ
た
た
び
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
に
結
合
す
る
時
代
に
な
る
。

近
代
仏
教
と
仏
暦

│
│ 

大
日
本
仏
暦
会
社
版
『
和
解
　
仏
暦
一
斑
』
を
読
む 

│
│

岡
田
　
正
彦

　
『
日
本
の
暦
』
の
著
者
で
あ
り
、
と
く
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

民
間
暦
の
歴
史
に
詳
し
い
渡
辺
敏
夫
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
の
仏
教
と
暦
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

日
本
の
仏
教
で
も
神
道
で
も
、
一
年
間
の
毎
日
の
宗
教
行
事
は
き
め
ら

れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暦
本
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
江
戸

時
代
に
神
社
暦
と
か
仏
教
暦
と
か
の
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
太
陽
暦
に
あ
ら
た
ま
っ
た
明
治
六
年
暦
か
ら

は
、
官
幣
社
の
例
祭
日
が
暦
本
に
掲
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
社
の

祭
祀
は
国
の
司
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
国
暦
で
あ
る
本
暦
・
略
本
暦
に
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昭
和
戦
中
期
の
頒
暦 

│
│ 

神
宮
大
麻
と
の
関
連
か
ら 

│
│

下
村
　
育
世

　

本
発
表
で
は
、
近
代
日
本
の
暦
の
頒
布
制
度
史
を
検
討
し
、
そ
れ
が
神

宮
大
麻
（
以
下
、
大
麻
）
の
頒
布
と
強
い
関
連
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示

す
と
と
も
に
、
広
く
は
近
代
の
暦
の
歴
史
を
神
社
神
道
史
と
の
関
連
で
宗

教
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

　

近
世
以
前
の
暦
に
つ
い
て
は
、
科
学
史
、
文
化
史
、
宗
教
史
、
民
俗
学

な
ど
多
様
な
関
連
の
な
か
で
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
一
方
近
代
以
降
に
つ

い
て
は
、
明
治
改
暦
と
い
う
エ
ポ
ッ
ク
を
境
に
し
て
研
究
が
終
え
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
近
代
の
暦
は
、
以
前
の
暦
に
は
必
須
の
情
報
で
あ
っ
た
日

の
吉
凶
を
示
す
「
暦
註
」
も
退
け
ら
れ
、
太
陽
暦
と
い
う
暦
法
に
則
っ
た

科
学
的
産
物
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
暦
は
明
治

以
降
も
政
府
に
よ
り
統
制
さ
れ
、
公
的
に
頒
布
さ
れ
た
「
官
暦
」
以
外
は

編
纂
、
製
造
、
頒
布
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
し
か
も
製
造
・
頒
布
に
は
神

宮
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
近
代
の
暦
を
単
に
科
学
的
な
も

の
と
の
み
見
過
ご
せ
な
い
要
素
が
あ
る
。

　

暦
の
発
行
に
関
わ
る
編
暦
（
暦
の
編
纂
）
と
頒
暦
（
暦
の
頒
布
）
の
二

つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
明
治
以
降
も
行
政
上
分
け
ら
れ
、
所
管
は
転
々
と
移

動
し
複
雑
な
経
緯
を
辿
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
官
許
を
得
て
管
掌
さ
れ
た
。

細
か
な
変
遷
は
発
表
に
譲
る
が
、
頒
暦
は
明
治
一
五
年
以
降
神
宮
司
庁

（
後
に
神
部
署
、
神
宮
神
部
署
）、
編
暦
は
明
治
二
二
年
以
降
東
京
天
文
台

が
管
掌
し
た
。
神
宮
の
暦
の
頒
布
は
、
師
職
に
よ
る
伊
勢
暦
の
檀
家
頒
布

に
起
原
を
も
ち
、
近
世
期
に
は
、
御
祓
大
麻
（
後
の
神
宮
大
麻
）
に
付
加

し
て
私
的
に
頒
布
さ
れ
た
。
明
治
一
五
年
以
降
の
制
度
は
、
こ
の
慣
行
に

則
っ
た
も
の
と
さ
れ
（「
伝
統
の
創
造
」）、
以
降
暦
は
大
麻
と
共
に
神
宮

さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
仏
暦
一
斑
』
は
、
こ
う
し
た
頒
暦
制
度
の
変
遷
を
背
景
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
唐
突
に
「
大
日
本
仏
暦
会
社
」
が
登
場
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
文
政
年
間
に
「
仏
暦
」
の
頒
布
を
寺
社
奉
行
か
ら
認
可
さ

れ
て
い
た
梵
暦
社
中
の
人
々
は
、
須
弥
山
儀
な
ど
を
使
っ
た
仏
教
の
宇
宙

像
に
も
と
づ
く
仏
教
天
文
学
の
体
系
化
と
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
む
一
方

で
、
各
地
で
仏
暦
の
頒
布
に
つ
と
め
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
な
か
に
は
、

発
表
中
に
紹
介
し
た
廣
江
永
次
の
よ
う
に
、
梵
暦
社
中
と
一
般
の
暦
師
の

中
間
の
よ
う
な
人
々
も
多
く
存
在
し
た
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
活
動
は
、
明
治

維
新
の
激
動
の
な
か
で
頒
暦
商
社
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
、
本
暦
・
略
本

暦
の
頒
布
が
神
宮
に
限
定
さ
れ
る
状
況
の
も
と
で
、
大
日
本
仏
暦
会
社
の

形
成
と
『
仏
暦
一
斑
』
の
刊
行
に
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
『
仏
暦
一
斑
』
の
刊
行
と
認
可
の
取
り
消
し
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か

け
て
の
仏
教
と
国
家
、
仏
教
と
神
道
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
仏
教
」
概

念
の
成
立
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
考
察
す
る
糸
口
を
与
え
て
く

れ
る
。
ま
た
、
梵
暦
運
動
の
よ
り
広
い
民
衆
運
動
と
し
て
の
側
面
に
目
を

向
け
る
こ
と
は
、
近
世
・
近
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
役
割
に
つ

い
て
、
新
た
な
知
見
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
は
、『
仏
暦
一
斑
』
の
頒
布
申
請
却
下
後
の
各
地
の
仏
暦
頒
布
や
、

現
在
に
至
る
頒
暦
活
動
の
変
遷
を
よ
り
詳
細
に
調
査
し
、
仏
暦
の
歴
史
を

通
し
て
近
代
仏
教
史
、
さ
ら
に
は
日
本
近
代
宗
教
史
・
文
化
史
の
新
た
な

側
面
に
光
を
あ
て
て
い
き
た
い
。
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以
上
の
神
職
が
麻
暦
の
実
際
の
頒
布
に
動
員
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
成
っ
た

こ
と
も
注
目
に
価
す
る
。
ま
た
頒
布
前
の
厳
か
な
神
式
の
儀
式
に
お
い
て

も
、
麻
暦
は
必
ず
一
体
の
も
の
と
し
て
神
前
に
供
さ
れ
、
そ
の
後
共
に
全

国
一
斉
に
頒
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
正
年
間
か
ら
盛
ん
に
な
る
地
方
長
官

宛
の
通
牒
類
な
ど
に
よ
る
頒
布
奨
励
の
呼
び
か
け
で
も
、
麻
暦
は
一
体
の

文
言
で
語
ら
れ
た
。

　

暦
の
頒
布
は
大
麻
の
頒
布
と
近
代
の
法
制
度
上
に
お
い
て
は
も
ち
ろ

ん
、
末
端
に
至
る
流
通
過
程
に
お
い
て
も
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
近
代
日
本
の
暦
の
歴
史
に
お
い
て
、
神
社
神
道
史
と
の
関
連

を
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

司
庁
に
よ
り
公
的
に
頒
布
さ
れ
る
。
暦
の
頒
布
は
そ
の
後
終
戦
時
ま
で
、

所
管
の
変
遷
を
経
な
が
ら
も
、
常
に
大
麻
の
頒
布
と
同
じ
国
家
機
関
に
管

掌
さ
れ
、
同
じ
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
た
。

　

近
代
の
暦
は
、
以
上
の
頒
布
体
制
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説

も
、
大
麻
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
麻
暦
の
関
連
は

ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
神
札
」
と
い
う
意
味
に
お
い

て
明
確
に
宗
教
的
性
格
を
有
す
る
大
麻
と
は
異
な
り
（
当
時
の
大
麻
は
宗

教
性
を
公
的
に
は
否
定
さ
れ
、
政
教
分
離
の
原
則
の
下
で
頒
布
さ
れ
て
い

た
が
）、
近
代
の
暦
に
は
宗
教
性
を
直
感
的
に
捉
え
難
い
。
し
か
し
麻
暦

の
頒
布
体
制
の
関
連
は
、
暦
が
国
家
的
事
業
と
し
て
頒
布
さ
れ
る
「
宗
教

的
」
背
景
を
推
測
さ
せ
る
（
宮
中
祭
祀
と
関
連
を
も
っ
た
祝
祭
日
の
日
取

り
の
統
一
の
象
徴
な
ど
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
検
討

は
全
国
の
戸
々
へ
の
暦
の
頒
布
と
い
う
具
体
的
事
象
か
ら
、
人
々
の
日
常

レ
ベ
ル
に
お
け
る
戦
前
の
「
日
本
型
政
教
分
離
」、
す
な
わ
ち
政
教
関
係

の
諸
相
を
も
問
い
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
近
代
の
暦
の
歴

史
を
神
社
神
道
史
の
な
か
で
捉
え
る
こ
と
に
も
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
暦
と
大
麻
の
関
連
性
を
実
証
す
る
た
め
に
、
昭
和

戦
前
期
の
頒
布
体
制
を
検
討
し
た
。
こ
れ
は
、
行
政
レ
ベ
ル
は
も
と
よ
り
、

頒
布
の
末
端
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
大
麻
頒
布
の
強
制
化
が
始
ま
る
時
期

で
あ
る
た
め
に
、
暦
と
大
麻
の
関
連
性
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
所
管
（
近
代
の
法
制
度
上
の
関
連
性
）、
一
連
の

頒
布
前
儀
礼
、
そ
し
て
政
府
に
よ
る
頒
布
奨
励
の
局
面
な
ど
を
、
主
に
国

の
行
政
文
書
を
基
に
し
て
検
討
し
た
。
明
治
一
五
年
以
降
、
暦
と
大
麻
の

頒
布
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
相
即
不
離
の
も
の
と
し
て
管
掌
さ

れ
た
。
昭
和
二
年
に
は
全
国
神
職
会
に
頒
布
が
委
嘱
さ
れ
、
全
国
一
万
人
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第
十
一
部
会

日
本
の
台
湾
統
治
に
お
け
る
宗
教
政
策
の
変
遷

李　
　

争
融

　

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
台
湾
を
植
民
地
と
し
て
統
治
し

た
。
五
十
年
間
の
日
本
統
治
時
代
に
、
台
湾
の
伝
統
宗
教
が
ど
の
よ
う
な

状
況
に
お
か
れ
た
の
か
、
そ
し
て
日
本
の
神
社
神
道
や
国
家
神
道
が
導
入

さ
れ
た
過
程
を
植
民
地
統
治
と
の
関
係
で
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
戦
後
に
な

ぜ
台
湾
に
根
付
か
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

統
治
初
期
に
は
、
日
本
の
統
治
に
抵
抗
す
る
台
湾
人
と
先
住
民
に
対
し

て
、
武
力
に
よ
る
鎮
圧
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
第
四
代
総
督
の
児
玉
源
太

郎
と
後
藤
新
平
は
、
日
本
の
統
治
に
抵
抗
す
る
台
湾
人
と
先
住
民
に
対
し

て
、
鎮
圧
政
策
か
ら
招
降
策
へ
と
政
策
を
変
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
文
化

的
に
は
同
化
政
策
を
行
い
、
台
湾
の
慣
習
を
保
存
し
て
い
く
立
場
を
と
っ

た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
日
中
戦
争
の
開
始
と
と
も
に
、
皇
民
化
政
策
は
第

十
七
代
総
督
の
小
林
躋
造
に
よ
っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。

　

台
湾
に
建
て
ら
れ
た
最
初
の
神
社
は
一
八
九
七
年
の
開
山
神
社
で
あ

り
、
そ
の
後
一
九
〇
一
年
九
月
に
台
北
に
官
幣
大
社
台
湾
神
社
が
建
て
ら

れ
た
。
祭
神
は
開
拓
三
神
と
北
白
川
宮
能
久
親
王
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
一

九
四
五
年
ま
で
に
合
計
六
十
八
社
の
神
社
が
建
立
さ
れ
た
。
横
森
久
美
に

よ
る
と
、
台
湾
植
民
地
に
建
て
ら
れ
た
神
社
は
、
当
初
か
ら
皇
民
化
政
策

の
基
礎
的
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
（
横
森
久
美
「
台
湾
に
お
け
る
神
社

―
皇
民
化
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
」『
台
湾
近
現
代
史
研
究
』
第
四
号
、

一
九
八
二
、
一
八
八
頁
）。

　

皇
民
化
時
代
に
は
台
湾
の
神
社
の
数
が
急
増
し
、
台
湾
の
神
社
の
半
分

以
上
が
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
統
治
当
局
は
、
台

湾
人
家
庭
で
「
神
宮
大
麻
」
を
祀
る
こ
と
を
強
制
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

公
的
機
関
の
台
湾
人
を
動
員
し
て
神
社
を
参
拝
さ
せ
る
な
ど
し
た
。
横
森

久
美
に
よ
る
と
、
小
林
総
督
に
よ
る
伝
統
宗
教
の
最
も
強
烈
な
抑
圧
政
策

は
「
寺
廟
整
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
方
寺
廟
の
整
理
・
合
併
を
通
し

て
、
台
湾
の
伝
統
宗
教
を
消
滅
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
横
森

前
掲
書
、
一
八
九
頁
）。

　

台
湾
に
お
け
る
植
民
地
政
策
で
は
、
矢
内
原
忠
雄
が
指
摘
す
る
よ
う
に

「
日
本
本
国
の
利
益
の
た
め
の
台
湾
の
経
済
的
収
奪
」（
矢
内
原
忠
雄
『
帝

国
主
義
下
の
台
湾
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
、
二
頁
）
が
行
わ
れ
て
い
た
。

統
治
初
期
に
は
治
安
の
安
定
と
産
業
経
済
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、
台

湾
人
の
慣
習
に
つ
い
て
は
旧
来
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
期

に
は
宗
教
に
関
す
る
宗
教
政
策
、
法
規
制
度
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
蔡

錦
堂
『
日
本
帝
国
主
義
下
台
湾
の
宗
教
政
策
』
同
成
社
、
一
九
九
四
、
一

八
―
二
〇
頁
）。
し
か
し
昭
和
戦
争
期
に
な
る
と
、
台
湾
総
督
府
の
支
配

は
台
湾
民
衆
の
内
面
に
ま
で
及
び
、
天
皇
の
臣
民
と
し
て
の
精
神
的
自
覚

ま
で
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
神
宮
大
麻
奉
斎
開

催
、
一
九
三
四
年
の
神
社
中
心
主
義
に
よ
る
「
一
街
庄
一
社
」
に
続
き
、

一
九
三
六
年
に
は
在
来
宗
教
の
改
善
運
動
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
一

九
四
一
年
の
小
林
総
督
に
よ
る
「
寺
廟
整
理
」
で
は
台
湾
人
の
反
発
が
強

か
っ
た
た
め
、
寺
廟
整
理
な
ど
の
強
圧
的
政
策
は
中
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、

寺
廟
整
理
の
中
止
後
、
以
前
よ
り
皇
国
臣
民
と
し
て
の
精
神
教
化
は
強
化

さ
れ
、
神
社
参
拝
の
強
制
な
ど
、
精
神
面
で
の
抑
圧
は
増
大
し
た
の
で
あ

る
。
強
制
の
た
め
、
形
式
的
に
正
庁
改
善
で
大
麻
を
奉
斎
す
る
台
湾
人
は
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こ
れ
ら
の
思
想
の
源
流
を
遡
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
昭
和
維
新
の
時
代
に
台

頭
し
て
き
た
の
か
を
紹
介
し
た
。

　
「
一
君
万
民
」
と
「
天
皇
赤
子
」
の
思
想
的
淵
源
を
辿
る
と
、
前
者
は

会
沢
安
や
吉
田
松
陰
、
後
者
は
長
谷
川
昭
道
の
幕
末
の
思
想
家
に
た
ど
り

着
く
。
し
か
し
、
両
者
に
平
等
理
念
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
国
家

統
一
と
い
う
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両

者
は
統
一
理
念
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
政
府
の
国
家
再

建
政
策
の
中
で
平
等
を
主
張
す
る
人
々
の
受
け
皿
と
も
な
り
、
全
国
民
的

に
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
会
沢
や
吉
田
は
政
治
的
理
念
に
お

い
て
、
長
谷
川
は
宗
教
的
理
念
と
教
育
的
手
段
に
お
い
て
主
張
し
た
相
違

が
あ
る
。
両
者
が
共
通
に
重
視
し
た
の
は
、
君
臣
関
係
の
秩
序
維
持
で
あ

る
。
身
分
の
差
を
超
え
て
一
君
へ
の
平
等
の
忠
誠
を
求
め
た
。
国
家
統
一

を
目
的
と
し
た
「
一
君
万
民
」
や
天
皇
赤
子
の
理
念
が
、
明
治
・
大
正
期

に
国
家
弾
圧
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た
自
由
と
平
等
の
主
張
者
た
ち
の

思
想
的
受
け
皿
と
な
っ
た
こ
と
で
、
急
激
に
成
長
し
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
日
本
の
平
等
観
に
お
い
て
は
、
そ
の
始
ま
り
か
ら
天
皇
と

い
う
一
君
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
間
が
平
等
な
存
在
と
さ
れ
る
「
日
本
型

平
等
」
と
い
う
構
造
原
理
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日

本
の
平
等
思
想
は
自
ず
と
民
族
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
素
を
含
蓄
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
板
垣
退
助
の
『
一
代
華
族
論
』
に
よ
っ
て
一
君
万
民
の
平
等
思

想
が
国
民
運
動
と
な
っ
た
経
緯
を
紹
介
し
た
い
。
板
垣
は
、
四
民
平
等
を

実
現
し
た
維
新
の
精
神
を
喚
起
し
、
新
た
な
身
分
制
と
な
る
「
華
族
制
度

の
創
始
者
た
る
伊
藤
博
文
」
を
批
判
し
、
明
治
政
府
へ
と
向
か
わ
せ
た
。

こ
の
根
拠
に
一
君
万
民
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
遺
言
で
あ
る
こ
の
書

増
加
し
た
が
、
決
し
て
心
か
ら
の
崇
拝
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
国
家
神
道
お
よ
び
内
地
宗
教
が
戦
後
の
台
湾
で
存
続
で
き
な
か

っ
た
原
因
と
し
て
、
日
本
に
次
い
で
台
湾
を
統
治
し
た
国
民
政
府
に
よ
る

撤
廃
策
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
本
的
原
因
は
、
台
湾
民

衆
の
精
神
の
中
に
国
家
神
道
、
内
地
宗
教
の
思
想
を
根
付
か
せ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

日
本
型
平
等
思
想
の
淵
源

│
│ 

天
皇
赤
子
と
一
君
万
民
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

森
島　
　

豊

　

本
発
表
は
、
日
本
に
お
け
る
平
等
観
の
思
想
的
淵
源
に
さ
か
の
ぼ
る
と

と
も
に
、
そ
の
形
成
過
程
を
報
告
し
た
。
日
本
に
は
明
治
以
降
か
ら
日
本

独
特
の
平
等
主
義
の
思
想
が
社
会
の
中
に
あ
る
。
人
間
が
平
等
で
あ
る
根

拠
は
「
天
皇
の
赤
子
」
や
「
一
君
万
民
」
と
い
う
言
葉
で
主
張
さ
れ
た
。

こ
の
独
特
の
平
等
観
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
「
昭
和
維
新
」
の
時

代
に
大
き
く
現
れ
た
。
一
方
で
は
、
部
落
解
放
運
動
「
水
平
社
」
の
指
導

者
の
一
人
で
、
日
本
最
初
の
人
権
宣
言
と
も
言
わ
れ
る
「
水
平
社
宣
言
」

を
起
草
し
た
西
光
万
吉
に
象
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
い
う

仕
方
で
現
れ
た
の
が
、
一
九
二
一
年
（
大
正
十
年
）
に
安
田
財
閥
の
安
田

善
次
郎
を
暗
殺
し
た
朝
日
平
吾
（
一
八
九
〇
―
一
九
二
一
）
と
二
・
二
六

事
件
を
起
こ
し
た
青
年
将
校
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
経
済
的
・
そ
し
て
身

分
的
な
均
等
化
・
平
準
化
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
国
粋

主
義
に
お
い
て
歩
み
を
共
に
し
て
い
る
。
西
光
は
日
本
の
軍
国
主
義
と
歩

調
を
同
じ
く
し
、
国
粋
主
義
者
と
し
て
戦
争
協
力
の
道
を
進
む
。
青
年
将

校
た
ち
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
も
後
の
軍
国
主
義
の
台
頭
に
一
躍
か
っ
て
い
る
。
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と
い
う
位
置
に
相
応
し
い
「
公
」
的
性
格
を
も
っ
た
「
宗
教
」
と
し
て
、

人
々
の
内
面
に
ま
で
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
特
権
的
存
在
と
い
う
、
世

俗
主
義
―
神
社
非
宗
教
論
の
制
約
を
無
力
化
す
る
議
論
が
、
そ
の
後
の
神

社
界
の
中
心
的
な
議
論
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
畔
上
直
樹

「
帰
一
協
会
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
神
社
界
」『
渋
沢
研
究
』
二
四
、
二
〇
一

二
）。
ま
た
高
木
博
志
は
、
天
皇
の
即
位
儀
礼
を
、
同
時
代
に
お
け
る
即

位
礼
・
大
嘗
祭
解
釈
や
国
際
社
会
と
の
関
連
か
ら
捉
え
、
明
治
期
は
即
位

（
儀
）礼
が
、
大
正
期
以
降
は
大
嘗
祭
が
重
視
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
し
て
大
正
期
以
降
、
広
く
社
会
的
に
国
学
の
大
嘗
祭
観
の
復
権
が

な
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研

究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
）。

　

以
上
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
る
と
、
大
正
天
皇
の
大
典
に
対
す
る
人
々

の
応
答
に
つ
い
て
議
論
が
深
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
畔
上
の
研

究
に
よ
る
と
、
大
正
期
に
「
宗
教
」
の
「
公
」
的
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
公
」
的
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
天
皇

の
代
替
わ
り
儀
式
（
大
正
天
皇
の
大
典
）
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か

と
い
う
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
高
木
は
、
大
正
期
以
降
、
日

本
の
固
有
性
が
も
っ
と
も
強
い
儀
式
で
あ
る
大
嘗
祭
が
浮
上
す
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
政
策
担
当
者
や
国
学
者
の
影
響
の
み
で
捉
え
る
こ
と
は

で
き
る
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
よ
っ
て
本
報
告
で
は
、
埼
玉
県
神
職

会
の
活
動
を
事
例
に
上
記
の
問
い
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、『
国
民
新
聞
』
埼
玉
版
な
ど
を
も
と
に
即
位
礼
当
日
の
様
子
を

示
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
記
念
式
典
・
神
社
参
拝
・
養
老
恩
賜
を
高
齢
者

に
授
与
（
天
盃
授
与
）・
三
時
三
〇
分
に
一
斉
に
万
歳
三
唱
・
提
灯
行
列

が
催
さ
れ
る
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

物
は
、
不
平
等
な
社
会
に
不
満
を
抱
く
国
民
の
心
に
強
い
印
象
を
与
え

た
。
そ
の
後
「
一
君
万
民
」
が
「
第
二
の
維
新
」
と
結
び
つ
い
て
、
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
全
国
的
に
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
状
に
不
満
を
抱
き
社
会
改
革
を
求
め
た
人
々
は
、「
一
君
万
民
」
の

平
等
理
念
を
持
っ
て
変
革
を
主
張
し
た
。
そ
の
根
拠
を
一
君
で
あ
る
天
皇

に
基
づ
か
せ
て
い
る
た
め
、
政
府
も
易
々
と
弾
圧
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
改
革
を
求
め
る
人
々
は
政
府
の
弾
圧
を
逃
れ
る
た
め

「
一
君
万
民
」
が
多
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
社
会
へ
の
不
満
と
自
己
正
当
化

の
根
拠
と
し
て
「
一
君
万
民
」
や
原
理
的
に
同
じ
構
造
を
持
つ
「
天
皇
赤

子
」
の
平
等
理
念
が
叫
ば
れ
、
朝
日
平
吾
の
テ
ロ
事
件
や
原
敬
首
相
の
暗

殺
が
起
き
た
。
一
方
、
教
育
と
生
活
の
次
元
か
ら
天
皇
神
権
の
意
識
が
浸

透
し
て
い
く
に
従
い
、
天
皇
へ
の
寵
愛
と
忠
誠
が
国
民
の
意
識
の
中
に
強

く
根
付
い
て
い
っ
た
。
特
に
思
想
教
育
を
強
く
受
け
た
若
い
将
校
た
ち
の

中
か
ら
、
一
君
万
民
の
平
等
理
念
を
根
拠
に
し
て
変
革
を
起
こ
そ
う
と
す

る
機
運
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
維
新
と
呼
ば
れ
る
時
代
を
迎
え
る
の

で
あ
る
。

大
正
天
皇
大
典
と
地
域
神
職
会

│
│ 

埼
玉
県
神
職
会
で
の
活
動
を
中
心
に 

│
│

原
田　

雄
斗

　

本
報
告
は
、
一
九
一
五
年
に
行
わ
れ
た
大
正
天
皇
の
大
典
（
大
礼
と
も
、

以
下
、
大
典
に
統
一
）
を
事
例
に
、
天
皇
の
代
替
わ
り
と
そ
の
展
開
、
そ

し
て
当
該
期
の
地
域
神
職
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。
畔
上
直
樹
は
、
地
方
改
良
運
動
（
一
九
〇
九
年
―
）
中
に
、
非

「
宗
教
」
と
さ
れ
て
い
た
「
国
家
の
宗
祀
」
神
社
こ
そ
、「
統
一
的
宗
教
」
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自
ら
の
有
効
性
を
神
社
界
は
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
後

は
、
こ
の
よ
う
な
埼
玉
で
の
議
論
の
全
国
的
な
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
課
題
と
し
た
い
。

筧
克
彦
に
よ
る
神
道
論
の
構
造
と
特
質

│
│ 『
神
な
が
ら
の
道
』
を
中
心
に 

│
│

中
道　

豪
一

　

筧
克
彦
は
東
京
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
法
学
者
で
あ
る
。
神
道
思

想
（
古
神
道
・
神
な
が
ら
の
道
）
を
説
い
た
こ
と
で
も
有
名
で
、
大
正
〜

昭
和
初
期
に
か
け
て
影
響
力
を
持
っ
た
。
そ
の
神
道
思
想
だ
が
、
貞
明
皇

后
・
三
潴
信
吾
ら
に
よ
る
評
価
が
存
在
す
る
一
方
、
社
会
・
政
策
へ
の
影

響
力
の
他
、
講
義
前
に
柏
手
を
打
つ
、
朝
鮮
渡
航
の
際
に
地
元
の
民
族
服

を
着
用
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
に
基
づ
き
「
奇
矯
・
変
人
・
神
が
か

り
」
と
い
っ
た
評
価
を
下
す
状
況
が
、
在
世
中
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
そ

う
し
た
中
、
発
表
者
は
学
術
研
究
を
含
め
「
神
道
思
想
が
十
分
に
読
み
解

か
れ
て
い
な
い
」
可
能
性
を
指
摘
し
、
一
次
史
料
ほ
か
基
礎
的
文
献
を
始

め
当
時
の
関
係
者
へ
の
聞
取
り
調
査
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
注
力
し
て
き

た
。

　

そ
う
し
た
中
「
満
洲
国
皇
帝
溥
儀
へ
の
進
講
録
『
惟
神
大
道
』
の
発
見

と
紹
介
」、「
筧
考
案
の
日
本
体
操
（
皇
国
運
動
）
の
再
現
、
筧
の
肉
声
を

吹
き
込
ん
だ
音
声
資
料
の
発
見
」「
筧
の
思
想
を
受
け
た
人
物
の
調
査
・

聞
取
り
」
等
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
が
、
本
発
表
は
そ
う
し
た
成
果
を
受

け
、
筧
の
神
道
論
に
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
貞
明
皇
后
へ
の
進
講

録
『
神
な
が
ら
の
道
』
を
中
心
に
、
筧
自
身
が
明
言
し
て
い
る
「
心
の

道
」「
心
を
練
る
道
」
と
い
う
重
要
な
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
点
が
特

　

そ
ん
な
即
位
礼
に
お
け
る
人
々
の
動
き
の
中
、
ど
の
よ
う
な
普
及
活
動

が
あ
っ
た
か
。
埼
玉
県
神
職
会
で
は
、
即
位
礼
・
大
嘗
祭
の
意
義
を
普
及

す
る
活
動
と
し
て
出
版
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
一
三
年
に

発
行
さ
れ
た
『
即
位
礼
及
大
嘗
祭
の
意
義
』、
一
九
一
四
年
に
発
行
さ
れ

た
同
タ
イ
ト
ル
の
も
の
、
そ
し
て
同
年
に
発
行
さ
れ
た
『
祈
念
祭
及
新
嘗

祭
之
意
義
』
で
あ
る
。
最
初
に
発
行
さ
れ
た
『
即
位
礼
及
大
嘗
祭
の
意

義
』
で
は
、「
殊
に
神
祇
に
奉
仕
す
る
も
の
は
、
方
に
克
く
其
御
趣
旨
を

拝
承
し
、
国
民
一
般
に
周
知
せ
し
む
る
中
介
者
た
る
可
し
。」（
一
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
神
職
向
け
の
出
版
物
で
あ
り
、
一
九
一
四
年
に
発
行
さ

れ
た
同
タ
イ
ト
ル
の
も
の
は
、
一
般
向
け
の
出
版
物
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
祈
年
祭
及
新
嘗
祭
之
意
義
』
で
は
、
府
県
社
以
下

神
社
の
神
饌
幣
帛
料
供
進
（
一
九
〇
五
年
）
な
ど
新
た
な
神
社
行
政
の
展

開
を
踏
ま
え
、「
神
社
若
し
く
は
神
職
に
於
て
も
、
此
貴
重
な
る
御
祭
典

を
し
て
、
有
効
に
社
会
と
結
合
せ
し
む
る
や
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ぬ
」（
七
三
頁
）
と
し
、
祈
年
祭
や
大
嘗
祭
の
意
義
を
示
し
、
国
民

の
敬
神
尊
皇
の
思
想
の
普
及
を
訴
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
新
た
な
神
社
行
政

の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
正
天
皇
の
大
典
に
大
嘗
祭
が
即
位
礼
と
連
続

し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
神
社
界
と
皇
室
祭
祀
と
の
結
び
つ
き
、
す
な
わ

ち
神
社
界
と
皇
室
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
神
社
界
の
主
張
が
看
取
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、「
新
嘗
祭
に
は
祈
年
祭
と
相
因
果
し
て
、
敬
神
の
観
念

を
涵
養
し
農
産
の
発
達
を
計
画
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」（
七
四
頁
）
な
ど
、

神
社
祭
礼
を
か
か
わ
ら
せ
た
農
産
振
興
の
方
策
を
訴
え
る
こ
と
で
、
地
域

社
会
と
の
結
び
つ
き
を
主
張
す
る
に
至
る
。

　

つ
ま
り
、
大
正
天
皇
の
大
典
を
契
機
に
、
神
社
と
皇
室
と
の
結
び
つ
き

と
地
域
社
会
に
お
け
る
神
社
の
役
割
の
二
つ
を
強
調
し
、
社
会
に
対
す
る
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し
て
、
和
魂
・
荒
魂
の
観
点
か
ら
「
一
切
の
も
の
を
有
る
が
ゆ
え
に
有
ら

し
め
真
善
美
愛
化
し
て
い
く
心
」「
大
生
命
か
ら
派
生
し
た
存
在
を
一
つ

に
し
て
い
く
心
」「
万
物
一
切
に
各
々
の
場
所
を
与
え
て
い
く
心
」「
矛
盾

反
対
を
歓
迎
し
、
そ
れ
を
人
格
の
光
に
同
化
さ
せ
て
い
く
猛
き
心
」
の
調

和
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
々
「
参
上
り
」
と
い
う
概
念
と
共
に
説

明
さ
れ
、
矛
盾
反
対
克
服
に
あ
た
っ
て
高
天
原
に
上
る
（
大
生
命
に
触
れ

る
）
だ
け
で
な
く
、
根
の
国
（
取
組
む
課
題
に
ま
つ
わ
る
事
情
情
実
）
に

通
じ
、
葦
原
中
国
（
現
実
世
界
）
で
奮
闘
す
べ
き
と
い
っ
た
説
明
に
展
開

さ
れ
て
い
く
。

　

そ
の
う
え
で
和
魂
（
一
切
の
も
の
を
有
る
が
ゆ
え
に
有
ら
し
め
真
善
美

愛
化
し
て
い
く
心
）
の
存
在
と
働
き
が
矛
盾
反
対
の
取
組
上
、
重
要
概
念

で
あ
る
こ
と
、
和
魂
が
天
照
大
御
神
の
本
質
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

の
思
想
を
見
逃
す
と
、
容
易
に
実
態
と
乖
離
し
た
天
皇
観
が
導
か
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
筧
泰
彦
に
よ
る
父
の
真
意
が
曲
が
っ
て
伝
わ
っ

た
と
の
証
言
、
日
米
開
戦
の
折
、
海
外
移
民
者
は
ア
メ
リ
カ
の
立
場
で
戦

う
の
が
神
な
が
ら
の
道
と
い
っ
た
筧
の
言
等
を
挙
げ
、
通
俗
的
な
理
解
と

乖
離
し
た
例
を
示
唆
す
る
と
共
に
、「
心
の
道
」
に
焦
点
を
絞
っ
た
考
察

の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

日
本
型
儒
教
祭
祀
の
形
成

│
│ 

明
治
維
新
期
の
国
家
祭
祀
構
築
と
整
備 

│
│

井
上　

智
勝

　

本
報
告
で
は
、
明
治
維
新
期
の
国
家
祭
祀
構
築
と
整
備
が
、
日
本
型
の

儒
教
祭
祀
の
形
成
と
捉
え
得
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
儒
教
祭
祀
と
は
、
儒

典
に
基
づ
く
祭
祀
、
あ
る
い
は
儒
教
的
徳
目
に
照
ら
し
て
当
然
行
わ
れ
る

徴
で
あ
る
。

　
『
神
な
が
ら
の
道
』
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
等
に
見
ら
れ
る
神
代

の
物
語
に
沿
い
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
日
本
の
神
々
の

形
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
る
大
生
命
の
潮
流
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
し
て
大
生
命
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で
絶
え
ず
活
動
し
て
い

る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
神
な
が
ら
の
道
』
に
は
、
模
範
と
な
る

前
例
（
神
代
の
物
語
）
を
踏
ま
え
大
生
命
の
潮
流
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
心

を
修
め
る
方
向
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
筧
が
自
身

の
神
道
論
を
「
心
の
道
」「
心
を
練
る
道
」
と
呼
称
し
、
本
発
表
が
注
力

し
た
所
以
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
お
け
る
重
要
な
概
念
が
「
矛
盾
反
対
」
だ
が
、
筧
は
こ
れ
を

神
よ
り
与
え
ら
れ
た
課
題
で
忌
避
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
こ

れ
は
そ
も
そ
も
人
間
が
大
き
な
矛
盾
反
対
に
抵
抗
し
、
良
い
方
向
へ
転
化

し
て
い
く
よ
う
造
ら
れ
て
お
り
、
矛
盾
反
対
を
美
化
・
善
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
こ
そ
大
生
命
に
沿
っ
た
生
き
方
…
と
の
理
解
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

る
。
矛
盾
反
対
に
取
り
組
み
「
美
化
せ
む
、
善
化
せ
む
」
と
努
力
す
る
中

に
平
和
が
存
在
す
る
と
説
く
の
も
そ
の
延
長
で
あ
る
し
、
神
社
制
度
調
査

会
や
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
の
祭
神
問
題
等
に
お
け
る
言
動
と
の
蓋
然
性
も
極

め
て
高
い
。

　

矛
盾
反
対
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
す
べ
き
が
須
佐
之
男
神
の
事
例

で
あ
る
。
須
佐
之
男
神
は
乱
暴
狼
藉
を
働
く
が
、
筧
は
こ
の
状
態
を
、
矛

盾
反
対
を
嫌
い
、
大
生
命
が
進
展
す
る
際
に
不
可
欠
な
和
魂
・
荒
魂
の
う

ち
荒
魂
に
偏
っ
た
行
動
と
分
析
す
る
と
同
時
に
、
後
に
立
派
に
成
長
し
た

こ
と
か
ら
、
過
ち
を
乗
り
越
え
大
生
命
の
流
れ
に
沿
っ
た
行
動
の
実
例
と

し
て
重
視
す
る
。
そ
こ
か
ら
大
生
命
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
有
る
べ
き
姿
と
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オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
定
着
し
、
通
俗
道
徳
と
し
て
庶
民
層
に
浸
透
し
た
。
そ

れ
は
近
代
の
宗
教
・
教
学
の
基
盤
と
な
る
。
忠
・
孝
な
ど
の
儒
教
的
徳
目

は
、
維
新
期
の
政
権
・
政
策
運
営
者
に
影
響
を
与
え
た
後
期
水
戸
学
や
津

和
野
派
の
思
想
の
中
核
に
在
っ
た
。

　

再
興
神
祇
官
は
、
令
制
に
な
い
皇
霊
・
人
霊
（
忠
臣
・
功
臣
）
祭
祀
を

管
掌
し
た
。
皇
霊
は
孝
、
忠
功
臣
は
忠
と
い
う
徳
目
の
調
達
を
目
的
と
し

た
。
歴
代
皇
霊
は
、
明
治
四
年
神
祇
官
か
ら
宮
中
賢
所
に
移
り
皇
祖
神
と

合
一
し
て
「
皇
廟
」
と
呼
ば
れ
た
。
儒
教
祭
祀
の
宗
廟
に
比
定
し
得
る
施

設
が
日
本
に
初
め
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
忠
功
臣
祭
祀
の
嚆
矢
で
あ
る

楠
木
正
成
の
社
壇
造
営
は
「
精
忠
節
義
其
功
烈
万
世
ニ
輝
キ
」、
続
く
豊

臣
秀
吉
の
祠
宇
造
営
は
国
家
が
「
有
功
ヲ
顕
」
す
意
図
か
ら
行
わ
れ
た
。

『
禮
記
』
祭
法
篇
を
意
識
し
た
措
置
で
あ
る
。
な
お
、
近
世
日
本
の
顕
彰

系
人
神
祭
祀
も
同
じ
論
理
に
依
拠
す
る
。
日
本
の
人
神
祭
祀
理
解
は
儒
教

祭
祀
の
観
点
を
加
味
し
て
再
構
築
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

神
葬
祭
・
祖
霊
社
も
ま
た
孝
の
調
達
装
置
で
あ
っ
た
。
出
身
者
が
維
新

政
府
の
神
祇
行
政
を
担
っ
た
津
和
野
藩
で
、
慶
応
三
年
そ
れ
ら
の
導
入
が

「
孝
」
の
実
践
に
寄
与
す
る
こ
と
が
教
諭
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
治

四
年
二
月
に
皇
后
が
皇
居
内
で
養
蚕
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
も
儒
教
祭
祀

の
先
蚕
祭
祀
を
意
識
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　

以
上
の
如
く
、
明
治
維
新
期
の
国
家
祭
祀
は
、
近
世
の
儒
教
的
徳
目
の

浸
透
を
下
敷
き
と
し
、
忠
・
孝
の
調
達
を
主
軸
と
し
て
構
築
・
整
備
さ
れ

た
。
形
態
と
し
て
は
大
陸
型
の
儒
教
祭
祀
へ
の
接
近
で
あ
る
。
た
だ
、
そ

の
完
全
な
模
倣
で
は
な
く
、
儒
教
を
神
道
と
読
み
替
え
た
見
解
の
延
長
線

上
に
あ
る
、
日
本
の
個
性
を
反
映
し
た
日
本
型
儒
教
祭
祀
で
あ
っ
た
。
儒

教
就
中
朱
子
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
導
入
し
た
朝
鮮
や
後
黎
朝
大
越
等
が
仏

べ
き
祭
祀
で
あ
る
。
中
華
・
越
南
・
朝
鮮
な
ど
東
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
歴

朝
、
特
に
朱
子
学
を
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
幹
に
据
え
た
王
朝
に
お
い

て
強
く
展
開
し
、
歴
代
皇
帝
・
王
を
享
る
宗
廟
、
社
稷
、
孔
子
や
功
臣
・

忠
臣
ら
を
対
象
と
し
た
祭
祀
が
国
家
祭
祀
の
中
核
を
成
し
た
。
功
臣
・
忠

臣
祭
祀
は
『
禮
記
』
祭
法
篇
の
、
聖
人
は
「
有
功
烈
於
民
」
を
享
る
と
す

る
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
、
小
島
毅
は
「
国
事
に
殉
じ
た
者
」
を
享
る
靖

国
の
文
脈
で
こ
れ
を
提
示
す
る
（『
増
補
靖
国
史
観
』
筑
摩
書
房
、
二
〇

一
四
）
が
、
国
事
に
殉
ぜ
ず
と
も
「
有
功
烈
於
民
」
者
は
享
ら
れ
る
。
儒

教
国
に
お
い
て
皇
帝
や
王
は
、
そ
れ
を
含
む
儒
教
祭
祀
を
執
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
ら
が
国
家
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
得
た
。

　

古
代
令
制
下
の
日
本
に
お
い
て
本
格
的
な
受
容
を
み
た
儒
教
祭
祀
は
孔

子
を
享
る
釈
奠
の
み
で
、
功
臣
祭
祀
受
容
の
片
鱗
は
あ
る
が
、
途
絶
し
た
。

釈
奠
は
大
学
寮
で
行
わ
れ
、
十
二
世
紀
に
同
寮
が
廃
絶
す
る
と
衰
微
し
、

個
別
の
公
家
や
地
方
（
足
利
学
校
）
に
継
承
さ
れ
た
。
釈
奠
は
人
麻
呂
影

供
や
天
神
影
供
を
派
生
さ
せ
、
日
本
の
人
神
祭
祀
の
源
流
の
一
と
な
っ

た
。
江
戸
幕
府
は
、
豊
臣
政
権
が
拡
散
し
た
日
本
の
野
蛮
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
、
東
ア
ジ
ア
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
果
た
す
べ
く
、
当
時
の
東
ア
ジ

ア
世
界
で
文
明
の
表
象
と
な
っ
て
い
た
儒
教
の
導
入
・
振
興
を
図
っ
た
。

そ
の
た
め
、
釈
奠
は
各
所
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
だ
が
幕
府
は
、
キ
リ
ス

ト
教
対
策
の
た
め
に
仏
教
を
重
用
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
儒
教
思
想
と
そ
の
実

践
様
式
の
十
全
な
受
容
は
で
き
な
か
っ
た
。
徳
川
義
直
・
林
羅
山
ら
幕
府

を
支
え
る
立
場
に
在
る
好
学
者
は
、
代
替
策
と
し
て
日
本
の
神
道
が
儒
教

と
等
質
の
道
徳
を
具
え
る
文
明
と
す
る
説
を
立
て
る
。
そ
れ
は
武
を
重
視

す
る
点
で
儒
教
で
は
な
か
っ
た
が
、
神
儒
一
致
の
思
考
は
以
降
の
儒
家
神

道
に
も
継
承
さ
れ
る
。
一
方
、
儒
教
の
徳
目
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
イ
デ
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皇
室
崇
拝
の
思
想
は
教
育
勅
語
を
通
し
て
国
民
に
周
知
さ
れ
軍
人
勅
諭
に

よ
っ
て
徹
底
さ
れ
た
。
敗
戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
占
領
政
策
と
し
て
信
仰

と
化
し
た
こ
の
思
想
の
骨
抜
き
を
図
っ
た
。
戦
時
戦
前
、
日
本
に
は
国
民

意
識
は
な
く
臣
民
意
識
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
臣
民
意
識
か
ら
国

民
意
識
へ
の
転
換
は
敗
戦
に
よ
る
無
条
件
降
伏
と
占
領
軍
の
施
策
な
し
に

は
徹
底
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
強
烈
な
影
響
力
を
国
家
神
道

は
果
た
し
て
き
た
。

　

国
民
意
識
、
つ
ま
り
臣
民
で
な
く
国
民
の
意
識
と
は
何
か
。
そ
れ
に
先

立
っ
て
国
民
、
国
と
は
何
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
例
に
フ
ィ
ヒ
テ
の

「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」（
一
八
〇
七
―
〇
八
）
十
四
回
に
及
ぶ
連
続
講
演

が
あ
る
（
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
ほ
か
（
鵜
飼
哲
ほ
か
訳
）『
国
民
と
は

何
か
』
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
刊
参
照
）。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
率
い
る
フ
ラ
ン
ス

軍
の
占
領
下
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
一
事
に
も
考
察
上
注
目
す
べ
き

も
の
が
あ
る
。
国
民
意
識
の
喚
起
覚
醒
。
国
民
あ
る
い
は
意
識
が
い
か
な

る
状
況
に
お
い
て
問
題
と
な
る
か
。
危
機
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
点

に
触
れ
ず
国
の
概
念
を
端
的
に
示
す
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
内
的
境
界

（
国
境
）
説
と
も
い
う
べ
き
主
張
で
あ
る
。「
国
家
と
国
家
を
分
か
つ
最
初

の
始
原
的
な
、
そ
し
て
本
当
の
意
味
で
自
然
な
国
境
と
は
疑
い
も
な
く
そ

の
内
的
な
国
境
で
す
」（
第
十
三
講
演
）。
同
一
言
語
を
自
然
的
本
性
と
す

る
無
数
の
絆
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
互
い
に
理
解
し
了
解
し
あ
っ
て
自
然
な

統
一
体
を
形
作
り
不
可
分
の
全
体
を
な
し
て
い
る
の
が
国
家
で
あ
る
。
こ

の
内
的
な
国
境
か
ら
初
め
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
外
的
な
国
境
が
生
ず

る
。
内
な
る
も
の
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
国
民
意
識
の
涵
養
に
道
徳
的
精

神
が
強
調
さ
れ
る
。
宗
教
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
義
を
隷
属
状
態
に
対
す

る
戦
い
に
見
出
し
、
先
人
の
宗
教
と
信
仰
の
自
由
の
た
め
の
犠
牲
は
精
神

教
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
を
と
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
神
仏
分
離
・

廃
仏
毀
釈
も
ま
た
、
維
新
期
の
宗
教
政
策
が
日
本
型
儒
教
祭
祀
の
構
築
で

あ
っ
た
こ
と
の
証
左
た
り
得
る
。

　
〔
附
記
〕
本
報
告
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号16K

13278

の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

国
民
意
識
と
宗
教

淺
野　
　

章

　

歴
史
は
単
純
に
進
行
し
な
い
。
動
が
あ
れ
ば
反
動
が
あ
り
、
否
定
さ
れ

た
も
の
が
よ
み
が
え
る
。
単
な
る
人
間
存
在
で
は
な
く
社
会
存
在
と
し
て

初
め
て
人
間
は
具
体
的
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
存
在
の
原
理
探
求

が
十
九
世
紀
以
降
現
代
哲
学
の
課
題
で
あ
る
、
と
し
て
社
会
存
在
の
哲
学

こ
そ
今
日
の
哲
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
哲
学
的
人
間
学
で
は
な
く
哲

学
的
社
会
学
が
今
日
の
要
求
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
し
た
の
は
田
邊
元
で
あ

る
（『
社
会
存
在
の
論
理
』
参
照
）。

　

表
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
広
い
。
ま
ず
そ
れ
に
即
す
る
も
の
と
し

て
、
国
家
神
道
を
挙
げ
て
み
る
。

　

明
治
維
新
か
ら
急
速
に
近
代
化
を
進
め
、
明
治
大
正
併
せ
て
丁
度
六
十

年
や
が
て
欧
米
列
強
に
並
び
立
ち
、
こ
れ
ら
を
相
手
に
大
戦
を
挑
む
に
至

っ
た
。
そ
の
原
動
力
を
な
し
た
の
が
国
家
神
道
で
あ
る
。
大
東
亜
共
栄
圏

を
目
論
ん
で
、
極
東
の
一
小
国
が
世
界
の
大
国
を
相
手
に
戦
い
を
挑
み
世

界
最
大
の
海
洋
で
あ
る
太
平
洋
を
戦
場
に
し
て
中
国
大
陸
を
含
め
た
極
東

地
域
を
一
時
的
に
も
せ
よ
占
領
し
た
史
的
事
実
は
紛
れ
も
な
い
。
ま
さ
に

好
戦
国
の
名
を
恣
に
し
た
感
が
あ
る
が
、
そ
の
原
動
力
を
な
さ
し
め
た
の

が
国
家
神
道
で
あ
る
。
天
皇
制
の
確
立
、
万
世
一
系
、
不
滅
不
敗
の
神
国
、
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て
問
う
た
め
に
、「
動
員
」
と
い
う
観
点
か
ら
国
家
論
に
接
続
す
る
議
論

の
提
示
を
試
み
る
。

　

畠
山
弘
文
は
『
近
代
・
戦
争
・
国
家　

動
員
史
観
序
説
』（
二
〇
〇
六
）

に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
近
代
国
家
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

畠
山
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
普
遍
社
会
の
動
揺
―
「
封
建
制
の
危
機
」
に

対
す
る
「
解
」
と
し
て
、（
市
場
資
本
主
義
の
確
立
と
い
う
経
済
的
解
決

に
先
立
っ
て
）
主
権
国
家
主
導
の
政
治
的
解
決
を
置
く
。
普
遍
世
界
が
断

片
化
し
た
中
で
、
近
代
国
家
シ
ス
テ
ム
は
「
主
権
国
家
」
群
の
「
相
互
の

絶
え
ざ
る
戦
闘
」
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
家
と
国
家

シ
ス
テ
ム
と
は
潜
在
的
・
顕
在
的
な
「
戦
争
」
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
、

「
戦
時
」
の
動
員
が
戦
争
と
な
り
、「
平
時
」
の
動
員
が
戦
争
準
備
と
な
っ

て
、
近
代
に
一
貫
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
戦

争
準
備
の
た
め
の
国
家
に
よ
る
絶
え
ざ
る
動
員
（
国
家
的
動
員
）
に
、
近

代
の
基
本
的
な
特
徴
で
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見
出
す
の
が
、
畠
山
が
唱

え
る
「
動
員
史
観
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
国
家
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
「
動
員
史
観
」
の
近
代

理
解
に
対
し
て
、
近
代
国
家
を
否
認
し
、「
人
と
物
と
あ
ら
ゆ
る
資
源
を

そ
れ
に
向
け
て
動
員
し
て
い
く
最
も
強
い
力
」
を
国
家
か
ら
奪
取
す
る
こ

と
を
目
指
す
政
治
思
想
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
（「
万

国
の
労
働
者
よ
、
団
結
せ
よ
！
」）。
そ
し
て
、
こ
れ
を
批
判
し
、
資
本
主

義
社
会
の
弊
害
を
国
家
の
統
制
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
国

家
社
会
主
義
の
流
れ
が
行
き
つ
い
た
の
が
、
総
力
戦
体
制
で
あ
っ
た
。

「
総
力
戦
体
制
は
、
戦
争
遂
行
の
た
め
、
経
済
的
・
技
術
的
・
自
然
的
資

源
は
い
う
に
及
ば
ず
、
思
想
と
行
動
を
含
め
て
人
的
資
源
に
つ
い
て
も
全

面
的
な
国
家
的
動
員
を
要
求
す
る
」（
畠
山
前
掲
書
）。
こ
の
体
制
に
お
い

と
良
心
の
自
由
と
し
て
受
け
継
が
れ
世
界
計
画
の
中
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
望
み
、
地
上
の
生
活
の
喜
び
と
感
謝
を
説
く
。
通
常
の
国
家
概
念
を
超

え
た
祖
国
愛
に
よ
る
国
家
の
統
治
。
臣
民
的
発
想
は
否
定
さ
れ
る
。
特
に

こ
の
点
つ
ま
り
国
民
の
定
義
と
し
て
核
心
を
つ
い
た
一
言
「
国
民
の
存
在

は
日
々
の
人
民
投
票
な
の
で
す
」
と
隠
喩
と
断
り
な
が
ら
表
明
し
た
ル
ナ

ン
「
国
民
と
は
何
か
」（
一
八
八
二
講
演
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

宗
教
は
諸
国
民
の
色
分
け
と
し
て
存
在
し
な
い
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
形
成

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
と
は
魂
で
あ
り
、
精
神
的
原
理
で
、
両

者
は
一
体
で
あ
る
と
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
祖
国
愛
を
説
く
。
い
か
な
る
軍
隊

よ
り
も
強
固
な
武
器
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
祖
国
愛
に
よ
る
教
育

の
重
要
性
を
主
張
す
る
（
第
十
一
回
講
演
参
照
）。

　

国
家
神
道
の
教
育
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
占

領
政
策
の
第
一
に
実
施
さ
れ
た
国
家
神
道
の
廃
棄
、
臣
民
の
骨
抜
き
が
国

民
と
し
て
の
祖
国
愛
の
涵
養
に
転
換
し
え
た
か
問
わ
れ
る
。
国
際
競
技
場

に
お
い
て
掲
揚
さ
れ
る
日
の
丸
に
そ
れ
を
わ
ず
か
に
感
得
し
得
た
と
す
れ

ば
侘
し
過
ぎ
よ
う
。

国
家
に
よ
る
動
員
と
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て

田
中　
　

悟

　

筆
者
は
か
つ
て
、「
関
係
論
と
し
て
の
「
国
家
神
道
」
論
」（『
宗
教
研

究
』
三
六
〇
号
、
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
、「
国
家
と
は
何
か
」
と
い
う

問
い
を
直
視
し
て
「
国
家
」
と
「
神
道
」
と
の
相
関
を
問
う
、
関
係
論
と

し
て
の
「
国
家
神
道
」
論
と
い
う
認
識
視
座
を
提
示
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
、
こ
の
面
か
ら
の
考
察
は
自
身
も
含
め
て
特
に
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、「
国
家
」
と
「
神
道
」
と
の
相
関
を
改
め



　　406

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第11部会

き
る
か
。
そ
の
可
能
性
と
限
界
と
の
見
極
め
が
、「
国
家
」
と
「
神
道
」

と
の
関
係
性
の
解
明
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

一
九
四
〇
年
の
「
神
道
美
術
」
展
に
お
け
る
言
説
と
表
象

石
倉　

孝
祐

　

美
術
・
建
築
・
映
画
な
ど
の
表
象
空
間
と
親
和
性
を
有
し
、
抗
い
が
た

い
審
美
性
を
基
底
に
置
く
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
宗
教
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
多
く
の
分
析
が
な
さ
れ
、
そ
の
ひ
ろ
が
り
は
二
十
世
紀
の
西

欧
社
会
と
非
西
欧
社
会
を
跨
る
研
究
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
今

回
の
発
表
は
、
既
往
の
諸
研
究
で
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
神
道

美
術
展
示
を
対
象
に
、
美
の
審
級
を
欲
望
す
る
近
代
の
制
度
で
あ
る
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
空
間
に
お
け
る
、
表
象
と
言
説
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ

る
。
分
析
対
象
は
、
一
九
四
〇
年
に
大
倉
集
古
館
で
開
催
さ
れ
た
神
道
美

術
展
で
あ
る
。
こ
の
年
は
各
地
で
紀
元
二
六
〇
〇
年
奉
祝
を
冠
す
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
が
、
管
見
の
と
こ
ろ
「
神
道
美
術
」
を
展
示
す

る
も
の
は
大
倉
集
古
館
で
十
月
二
五
日
か
ら
十
一
月
八
日
（
展
示
最
終
日

は
神
祇
院
発
足
の
前
日
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
奉
祝
二
千
六
百
年　

神
道
美
術
展
覧
会
」
が
唯
一
で
あ
る
。
展
示
企
画
推
進
に
あ
た
っ
て
重
要

な
役
割
を
占
め
た
人
物
に
以
下
の
い
ず
れ
も
東
京
帝
国
大
学
に
深
く
関
わ

る
研
究
者
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
美
術
研
究
誌
『
国
華
』

の
主
幹
で
あ
り
東
京
帝
大
に
お
け
る
美
術
史
学
を
牽
引
し
た
瀧
精
一
、
内

務
省
神
社
局
で
考
証
官
を
勤
め
展
覧
会
開
催
当
時
は
文
学
部
神
道
講
座
教

授
で
あ
っ
た
宮
地
直
一
、
そ
し
て
展
覧
会
会
場
で
あ
る
大
倉
集
古
館
の
設

計
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
官
国
幣
社
造
営
に
携
わ
っ
た
工
学
部
名
誉
教

授
・
伊
東
忠
太
で
あ
る
。
そ
こ
で
分
析
視
角
と
し
て
以
下
の
三
点
を
設
定

て
全
面
化
す
る
国
家
的
な
動
員
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
神
道
」
を
含

む
「
宗
教
的
な
も
の
」
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
ど
れ
だ
け
の
重

要
性
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

村
上
重
良
は
、「
明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
い
た
る
約
八

〇
年
間
、
国
家
神
道
は
…
…
国
民
の
生
活
意
識
の
す
み
ず
み
に
い
た
る
ま

で
、
広
く
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
」（『
国
家
神
道
』）
と
述
べ
る
が
、
近
代

日
本
に
お
け
る
国
家
的
動
員
に
お
け
る
「
国
家
神
道
」
の
影
響
力
は
、
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
か
。
あ
る
い
は
江
島
尚
俊
は
、
近
代
日
本
総
力
戦
体
制
に

お
け
る
「
精
神
動
員
」
を
、
機
能
性
を
追
求
す
る
動
員
シ
ス
テ
ム
の
中
で

「
最
大
の
敵
」
と
な
る
構
成
要
素
間
の
対
立
を
究
極
的
に
解
決
す
る
た
め

の
「
絶
対
の
必
須
条
件
」
と
と
ら
え
る
立
場
か
ら
、
具
体
例
と
し
て
の
教

育
・
学
問
・
宗
教
の
資
源
化
に
言
及
す
る
が
、
国
家
の
動
員
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
そ
れ
ら
が
資
源
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
神
道
」

は
ど
こ
で
ど
れ
ほ
ど
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
（
持
っ
て
い
な
か
っ
た
）
の

か
。

　

以
上
の
議
論
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
国
家
的
動
員
」
と
「
神
道

的
な
も
の
」
と
の
関
係
を
問
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
神
道
」
で
は
な
く

「
国
家
」
の
あ
り
方
を
問
題
化
す
る
問
い
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
近
代
日

本
は
、
ど
こ
ま
で
「
神
道
が
動
員
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
国
家
＝
神
道

国
家
」
で
あ
る
の
か
、
を
問
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
神
道
的
な
も
の
」

を
抜
き
に
し
て
構
築
さ
れ
た
説
明
の
体
系
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

て
、「
そ
れ
が
説
明
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
ど
こ
ま
で

説
得
的
に
示
せ
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。「
神
道
国
家
論
」
は
、
近
代

に
お
け
る
「
国
家
」
論
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
説
得
的
で
あ
る
か
。「
神
道
」

は
、
近
代
の
「
国
家
」
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ど
こ
で
ど
こ
ま
で
貢
献
で
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説
」
を
方
法
と
し
た
。
し
か
し
記
紀
神
話
の
テ
ク
ス
ト
で
は
神
話
と
歴
史

時
代
は
接
続
し
て
お
り
、
神
話
上
の
系
譜
で
は
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
の
子

と
し
て
神
武
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
実
証
史
学
と
神
話
世
界
と
の
整

合
性
を
め
ぐ
る
ア
ポ
リ
ア
を
止
揚
す
る
た
め
に
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た

の
が
本
作
で
あ
り
、
作
品
の
主
題
性
を
称
揚
し
、
神
代
と
歴
史
時
代
の
結

節
点
と
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
作
に
込
め
ら
れ

た
瀧
精
一
自
身
の
国
粋
美
術
へ
の
強
い
志
向
性
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
「
国
粋
の
神
道
美
術
」
を
紹
介
す
る
意
図
に
も
関
わ
ら
ず
、

展
示
を
通
じ
て
「
神
道
美
術
」
の
概
念
規
定
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
く
、

展
示
冒
頭
に
始
原
的
世
界
と
の
接
点
を
表
象
す
る
作
品
を
置
く
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
は
唐
突
の
感
が
否
め
な
い
。
本
「
神
道
美
術
」
展
が
実
証
主

義
と
国
粋
志
向
が
習
合
す
る
キ
メ
ラ
的
な
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

近
代
移
行
期
に
お
け
る
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
と
地
域
社
会

内
藤　

幹
生

　

日
蓮
宗
不
受
不
施
派
（
以
下
、
不
受
不
施
派
と
す
る
）
は
、
江
戸
時
代

の
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
と
同
じ
よ
う
に
規
制
・
統
制
さ

れ
、
近
代
移
行
期
の
明
治
初
期
に
解
禁
に
な
っ
た
信
仰
で
あ
る
。
本
発
表

で
は
、
解
禁
と
な
っ
た
近
代
移
行
期
に
お
け
る
不
受
不
施
派
の
動
向
と
そ

れ
に
伴
う
地
域
社
会
へ
の
影
響
を
、
房
総
地
方
を
事
例
に
見
て
い
き
、
そ

の
時
代
的
意
味
を
検
討
す
る
。

　

日
蓮
宗
で
は
、
宗
門
が
成
立
し
た
時
か
ら
、
完
全
な
法
華
信
仰
を
貫
く

不
受
不
施
と
公
武
権
力
か
ら
の
布
施
は
格
別
に
受
け
る
受
不
施
派
の
二
つ

の
立
場
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
立
場
を
め
ぐ
る
軋
轢
も
生
じ
た
。

し
た
。
第
一
に
、
瀧
・
宮
地
・
伊
東
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
開
催
意
図
の

確
認
、
第
二
に
図
録
に
記
さ
れ
た
言
説
の
分
析
、
第
三
に
展
覧
会
で
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
資
料
に
関
わ
る
表
象
分
析
を
通
じ
て
検
討
を
行
っ

た
。
大
倉
集
古
館
側
か
ら
の
企
画
要
請
に
対
し
瀧
は
、「
敬
神
思
想
の
昂

揚
」、「
国
粋
美
術
の
顕
彰
」
を
目
的
に
「
神
道
美
術
」
展
を
提
言
、
ま
た

本
展
は
「
神
道
美
術
の
特
別
展
覧
会
」
と
し
て
は
「
今
回
が
始
め
て
」
と

独
自
性
を
謳
い
、
さ
ら
に
「
神
道
美
術
」
は
「
神
道
思
想
の
具
象
的
表
現
」

と
宣
揚
す
る
企
画
意
図
を
立
て
た
。
大
倉
集
古
館
理
事
者
側
の
賛
同
を
得

た
の
ち
、
彼
は
プ
ラ
ン
を
か
ね
て
昵
懇
の
伊
東
・
宮
地
に
諮
り
、
三
人
を

軸
と
す
る
体
制
を
確
立
す
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
影
響
力
が
予
想
さ
れ
る

「
文
部
省
宗
教
局
・
内
務
省
神
社
局
の
諸
君
の
協
力
」
に
よ
っ
て
展
示
準

備
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
伊
東
・
宮
地
が

と
も
に
『
国
華
』
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
、
国
粋
美
術
の
称
揚
を
目
的
と
し
た
戦
中
期
『
国
華
』
の
動
向
と

展
示
内
容
と
は
深
い
影
響
関
係
が
確
認
さ
れ
た
。
展
示
言
説
は
、
東
大
を

中
心
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
動
員
し
た
結
果
、
全
体
と
し
て
資
料
解
説

は
正
確
な
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
実
証
性
に
富
む
内
容
を
示
し
、
ま
た

絵
画
資
料
展
示
の
主
た
る
関
心
は
垂
迹
美
術
に
注
が
れ
、
神
仏
習
合
を
前

提
と
し
て
成
立
し
た
資
料
群
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
「
神
道

美
術
」
展
に
先
行
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
表
象
分
析
の
結
果

と
し
て
、
神
仏
習
合
と
は
異
な
る
特
異
な
作
品
、
狩
野
探
幽
作
「
鵜
葺
草

葺
不
合
尊
図（
像
）」
が
展
示
冒
頭
に
列
品
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
後
の
「
神
道
美
術
」
展
で
は
排
除
さ
れ

た
感
の
あ
る
資
料
で
あ
る
。
宮
地
は
実
証
性
を
担
保
す
る
た
め
神
話
と
歴

史
を
峻
別
し
、
神
話
の
言
説
は
、
歴
史
時
代
の
反
映
と
み
る
「
神
代
歴
史
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ま
た
、
同
じ
く
布
教
活
動
を
し
て
い
た
不
受
不
施
僧
釈
日
正
は
不
受
不
施

派
の
再
興
願
を
教
部
省
に
提
出
し
、
信
仰
の
解
禁
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

再
興
願
は
受
不
施
派
側
の
反
対
等
で
一
た
ん
却
下
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
も

信
者
等
が
繰
り
返
し
政
府
に
再
興
願
を
出
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
か
え

っ
て
権
力
側
か
ら
弾
圧
さ
れ
た
。
ま
た
、
村
社
会
内
部
で
信
仰
に
よ
り
分

裂
す
る
等
し
た
。
し
か
し
、
不
受
不
施
派
を
処
罰
す
る
こ
と
へ
の
批
判
も

起
こ
り
、
政
府
は
政
策
を
軌
道
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
四
月
に
不
受
不
施
派
の
再
興
が
許
可
さ
れ
、
政
府
か
ら

公
認
さ
れ
た
。
解
禁
後
、
信
者
は
公
然
と
不
受
不
施
派
の
信
仰
を
表
明

し
、
表
向
き
の
檀
那
寺
と
離
檀
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
寺
の
運
営
に

影
響
し
、
正
立
寺
村
の
青
龍
寺
は
廃
寺
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
信
者
は
、

妙
松
寺
と
い
う
不
受
不
施
派
寺
院
を
建
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
禁
教
下
に

内
信
寺
と
し
て
機
能
し
た
檀
家
寺
の
中
に
は
解
禁
後
に
廃
寺
と
な
る
場
合

も
あ
り
、
新
た
な
る
問
題
も
発
生
し
た
。
解
禁
後
、
釈
日
正
は
信
仰
の
維

持
と
発
展
の
た
め
に
、
禁
教
時
代
の
組
織
改
編
を
実
施
し
た
。
再
興
が
許

可
さ
れ
る
と
、
岡
山
県
御
津
金
川
に
総
本
山
妙
覚
寺
を
創
建
し
た
。
そ
し

て
、
妙
覚
寺
を
本
部
と
す
る
「
入
道
」
と
よ
ば
れ
る
指
導
者
組
織
を
形
成

し
た
。
一
般
信
者
に
は
「
講
社
」
と
よ
ば
れ
る
互
助
組
織
を
形
成
し
た
。

一
つ
の
講
社
は
十
二
〜
十
五
軒
の
家
数
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
不
受
不
施
派
は
近
代
移
行
期
に
お
い
て
信
仰
秩
序

を
模
索
し
な
が
ら
形
成
し
、
近
代
社
会
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
不

受
不
施
派
は
、
禁
教
か
ら
解
放
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
地
域
社
会
と

様
々
な
問
題
を
孕
み
な
が
ら
、
近
代
社
会
に
お
け
る
信
仰
秩
序
を
構
築
し

た
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
成
立
以
降
は
、
幕
藩
体
制
に
相
反
す
る
立
場
に
な
っ
た
。
寛
永

七
年
（
一
六
三
〇
）
幕
命
に
よ
り
、
不
受
不
施
派
の
流
れ
を
く
む
池
上
本

門
寺
の
日
樹
と
受
不
施
派
の
身
延
山
久
遠
寺
の
日
乾
と
の
間
で
「
身
池
対

論
」
と
よ
ば
れ
る
対
論
が
行
わ
れ
、
こ
の
結
果
、
不
受
不
施
派
は
不
届
き

と
さ
れ
た
。
幕
府
は
拠
点
の
池
上
本
門
寺
と
京
都
妙
覚
寺
を
身
延
山
側
に

与
え
た
。
そ
の
後
、
幕
府
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
不
受
不
施
寺
院

に
「
寺
領
は
将
軍
か
ら
の
施
し
」
と
明
言
し
寺
領
を
受
け
る
よ
う
に
迫
っ

た
が
、
こ
れ
を
不
受
不
施
側
は
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
不
受
不
施
派
の

寺
請
は
禁
止
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
同
様
に
処
罰
対
象
の
信
仰
と
な

り
、
地
下
信
仰
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
地
下
信
仰
組
織
を
形
成
さ
せ
て
信

仰
を
保
持
し
た
。
信
仰
は
、
内
偵
や
密
告
に
よ
り
露
見
さ
れ
し
ば
し
ば
事

件
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
信
者
が
表
面
的
に
改
心
す
る
こ
と
で
事
件
は
解

決
し
、
信
仰
は
幕
末
期
ま
で
保
持
さ
れ
た
。

　

幕
末
期
の
開
国
以
降
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
効
力
は
弱
ま
り
、
信
仰
を

め
ぐ
る
状
況
は
変
化
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
等
の
、
幕
藩
体
制
下
で
禁
制
と

な
っ
た
信
仰
は
し
だ
い
に
解
放
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
不

受
不
施
派
は
把
握
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
、「
天
保
の
法
難
」

で
三
宅
島
に
流
刑
さ
れ
た
不
受
不
施
僧
日
妙
が
大
赦
に
よ
り
解
放
さ
れ
、

上
総
国
正
立
寺
村
（
現
い
す
み
市
）
の
名
主
麻
生
家
に
引
き
取
ら
れ
る
。

日
妙
は
、
横
浜
に
キ
リ
ス
ト
教
会
が
建
て
ら
れ
て
い
る
状
況
等
を
知
る

と
、
不
受
不
施
派
の
解
禁
も
近
い
と
自
覚
し
た
。
日
妙
は
、
不
受
不
施
派

集
落
で
あ
る
正
立
寺
村
を
拠
点
に
布
教
活
動
を
開
始
し
た
。
教
勢
は
伸
び

て
い
き
、
表
向
き
檀
那
寺
と
し
て
い
た
受
不
施
派
寺
院
青
龍
寺
が
成
り
立

た
な
く
な
る
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
受
不
施
派
寺
院
等
は

危
機
感
を
持
ち
、
不
受
不
施
派
を
訴
え
る
等
し
て
問
題
は
深
刻
化
し
た
。
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う
な
中
で
、
行
き
当
た
っ
た
の
が
豊
田
市
稲
武
に
あ
る
瑞
龍
寺
の
エ
ン
ジ

ェ
ル
型
石
仏
で
あ
っ
た
。
両
肩
の
脇
に
翼
が
見
え
る
石
仏
の
発
見
で
あ

る
。
こ
の
翼
を
有
す
る
石
仏
に
は
天
衣
も
彫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
碧
南
市
法
珠
寺
の
石
像
か
ら
新
た
な
疑
問
も
浮
か
ん
で
き
た
。
そ
れ

は
、
こ
の
石
仏
は
何
で
あ
る
の
か
。
観
音
像
、
あ
る
い
は
飛
天
そ
れ
と
も

他
の
な
に
か
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
中
で
行
き
着
い
た
結
論
は
、
碧

南
市
の
石
仏
の
姿
は
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
型
の
翼
と
飛
天
の
天
衣
の
受
容
と
変

容
の
過
程
に
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
天
衣

（
羽
衣
）
を
纏
う
観
音
の
石
像
を
中
山
道
沿
い
の
御
嵩
な
ど
の
寺
院
で
調

べ
て
み
る
と
、
天
衣
の
翻
っ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
無
い
も
の
と
が
見

受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
視
野
を
さ
ら
に
広
げ
て
み
て
い
く
と
伊
那
市
高
遠

の
石
仏
な
ど
に
も
興
味
深
い
天
衣
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。
し
か
も
、
宝
冠
に
翼
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
も

あ
る
。
こ
こ
に
天
使
か
ら
観
音
へ
と
変
容
し
て
い
く
過
程
を
見
る
と
言
っ

て
い
い
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
二
重
光
輪
を
有
す
る
観
音
像
の
中
に
ア
ー

ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
を
思
わ
せ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
と

っ
て
信
仰
を
維
持
す
る
に
は
救
済
の
保
証
を
仏
教
的
な
形
の
中
に
隠
し
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
東
三
河
に
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
石
仏
の
手
に
す
る
錫
杖
な
ど
に
十
字
架
と
い
う
キ
リ
シ

タ
ン
的
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
高
遠
の
石
工
の
問
題
と

も
絡
み
な
が
ら
尾
張
の
名
古
屋
か
ら
信
濃
、
塩
尻
な
ど
に
通
じ
る
中
馬
街

道
に
沿
っ
て
、
三
州
街
道
、
別
所
街
道
な
ど
を
媒
介
と
し
な
が
ら
伝
え
合

い
、
互
い
を
守
り
会
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

東
三
河
に
見
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
痕
跡

春
日
井
眞
英

　

発
表
者
は
、
こ
れ
ま
で
奥
三
河
地
方
の
研
究
、
と
く
に
「
霜
月
神
楽
」

（
花
祭
）、「
盆
行
事
」、「
シ
カ
ウ
チ
行
事
」、「
産
育
行
事
」
な
ど
の
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
た
。
だ
が
、「
花
祭
」
を
調
べ
る
過
程
で
地
域
の
石
仏

を
調
べ
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
。
つ
ま
り
、「
花
祭
」
の
祭
文
な
ど
に

関
わ
る
石
仏
、
石
像
を
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
現
実
に

行
き
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。「
花
祭
」
に
関
わ
る
石
仏
と
し
て
は
祭
文
か

ら
は
大
日
如
来
が
多
数
存
在
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ

ら
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
子
安
観
音
・
子
抱
き

地
蔵
（
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
に
分
類
し
て
お
く
）
が
多
く
、
さ
ら
に
は
聖

観
音
、
馬
頭
観
音
、
十
一
面
観
音
で
あ
り
、
普
通
の
錫
杖
を
持
つ
地
蔵
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
石
仏
が
多
い
の
か
を
考
え
て
い
た
と
き

に
、
新
城
市
四
谷
方
瀬
地
区
の
石
仏
が
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ

の
地
の
石
仏
（
双
体
仏
で
あ
っ
た
）
は
、
見
た
目
に
は
何
と
も
変
化
を
感

じ
な
か
っ
た
が
光
の
加
減
と
、
見
る
角
度
で
双
体
仏
の
顔
に
「
十
字
架
」

が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
三
河
と
く
に
新
城
市
界
隈

で
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
話
は
殆
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、

こ
の
新
城
市
海
老
地
区
に
は
日
本
で
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
所
（
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
）
が
出
来
た
処
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、

改
め
て
石
仏
を
見
直
し
て
い
く
と
子
安
観
音
、
子
抱
き
地
蔵
、
十
一
面
観

音
な
ど
の
多
さ
の
背
景
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
墓
地
な
ど
の
入
り
口
に
立
つ
六
地
蔵

に
は
「
十
字
架
」
が
、
そ
の
錫
杖
に
存
在
し
、
十
一
面
観
音
の
持
ち
物

（
仏
具
）
に
も
十
字
架
が
次
第
に
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
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す
。
こ
の
白
翁
の
論
理
は
、
全
能
の
神
が
な
ぜ
ゆ
え
罪
に
陥
る
不
完
全
な

人
間
を
創
造
し
た
の
か
、
と
批
判
す
る
こ
と
で
、
絶
対
神
の
否
定
、
ま

た
、
神
義
論
と
し
て
の
批
判
、
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
論
理
構
成
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
が
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
救
済
の
可
能
性

を
否
定
し
て
い
た
こ
と
を
、
被
造
物
で
あ
る
人
間
に
よ
る
救
済
は
あ
り
え

な
い
、
と
論
理
づ
け
て
い
た
こ
と
に
照
応
し
、
ま
た
、
当
時
の
信
者
の
キ

リ
ス
ト
教
理
解
の
ア
ポ
リ
ア
を
衝
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。
白
翁
に
論
破
さ

れ
た
波
非
那
武
が
そ
の
場
か
ら
逃
げ
去
っ
た
の
ち
、『
耶
蘇
宗
門
根
元
記
』

で
は
白
翁
が
法
話
を
繰
り
広
げ
、
仏
教
的
な
救
済
論
を
語
り
は
す
る
が
、

そ
の
仏
教
解
説
は
も
と
よ
り
通
俗
的
排
耶
書
の
本
筋
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
こ
で
問
わ
れ
る
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
論
破
す
る
こ
と
の
意
味

で
あ
る
。

　

そ
こ
に
含
意
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
正
当
性
で
あ

り
、
信
長
の
キ
リ
シ
タ
ン
対
応
の
誤
り
を
、
秀
吉
が
あ
る
べ
き
状
態
に
矯

正
し
た
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
現
実
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
制

を
含
む
現
在
的
な
社
会
秩
序
の
肯
定
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、

此
宗
門
の
余
類
所
ヽ
ニ
有
て
、
表
向
き
ハ
他
宗
ニ
見
セ
、
内
證
ハ

密
ヽ
天
帝
如
来
の
絵
像
を
掛
、
呪
文
を
唱
者
数
多
也
、
段
々
厳
敷
御

吟
味
有
、
改
宗
の
者
ハ
助
ヶ
ら
れ
、
決
て
改
宗
せ
ざ
る
者
ハ
罪
科
に

行
れ
た
り

の
表
記
（『
耶
蘇
宗
門
根
元
記
』
末
段
）
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
耶
蘇
宗
門
根
元
記
』
に
お
け
る
排
耶
書
と
し
て
の
、
論

理
は
「
創
造
神
に
よ
る
救
済
の
唯
一
性
の
否
定
」
に
、
ま
た
そ
の
倫
理

は
、「
現
実
的
社
会
秩
序
の
肯
定
」
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

通
俗
的
排
耶
書
の
論
理
と
倫
理

小
野　

久
志

　
「
通
俗
的
排
耶
書
」
と
は
、
教
理
的
に
キ
リ
シ
タ
ン
を
批
判
す
る
よ
り

も
、
キ
リ
シ
タ
ン
批
判
を
物
語
的
に
展
開
す
る
書
を
指
す
。
通
俗
的
排
耶

書
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
邪
宗
観
を
支
え
も
し
、
ま
た
、
そ
の
邪
宗
観
の
裏
付

け
と
も
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
本
報
告
で
は
、『
耶
蘇
宗
門
根
元
記
』
か
ら
、「
論
理
」
に
お
い
て

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
な
に
が
批
判
さ
れ
、
ま
た
「
倫
理
」
に
お
い
て
は
、

な
に
ゆ
え
に
そ
の
批
判
を
行
う
の
か
、
を
分
析
す
る
。

　

通
俗
的
排
耶
書
に
お
い
て
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
教
化
に
よ
る
日
本
征
服

の
企
て
」
を
如
何
に
阻
止
す
る
か
、
が
焦
点
と
な
る
。『
耶
蘇
宗
門
根
元

記
』
で
は
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
場
面
が
「
白
翁
居

士　

波
非
那
武
ト
法
論
之
事
」
の
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
蛮
寺
執

事
と
さ
れ
る
波
非
那
武
（（『
妙
貞
問
答
』『
破
提
宇
子
』
の
著
者
で
あ
る

不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
が
下
敷
き
）
が
秀
吉
側
近
の
中
井
修
理
太
夫
の
母
を
信

者
に
引
き
入
れ
ん
と
企
て
、
宗
論
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
が
勝
て
ば
入
信
し

よ
う
、
と
の
申
し
出
を
母
よ
り
う
け
る
く
だ
り
で
、
対
論
の
相
手
を
つ
と

め
る
白
翁
（
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
の
棄
教
後
の
姿
が
下
敷
き
）
は
隠
者
と
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
白
翁
が
、
破
折
の
た
め
、
波
非
那
武
に
対
し
て
、「
其
方
の
宗
門

に
お
ゐ
て
尊
ム
所
の
本
尊
ハ
、
何
仏
に
て
有
や
」
を
布
石
の
問
い
と
し

て
、「
末
世
に
至
り
助
ヶ
度
者
の
為
メ
と
て
難
行
苦
行
し
て
、
大
成
役
害

を
拵
、
物
を
入
て
苦
労
を
作
る
事
、
是
己
と
己
か
身
を
責
る
也
、
誰
頼
む

者
も
な
き
に
、
有
と
あ
ら
ゆ
る
者
を
作
り
出
し
て
、
其
初
メ
よ
り
終
る
迄

苦
労
を
せ
う
よ
り
ハ
、
ね
か
ら
拵
へ
ぬ
が
能
キ
で
ハ
な
き
や
」
と
切
り
返
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だ
し
、
蕃
山
の
い
う
神
道
は
儒
家
神
道
の
一
種
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
実
は

三
種
の
神
器
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
た
知
仁
勇
の
徳
で
あ
り
、「
聖
人
の
道
」

と
合
致
す
る
「
人
道
」
で
あ
っ
た
。
蕃
山
は
人
道
と
い
う
面
に
お
い
て
三

教
が
一
致
す
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、「
儒
仏
は
大

に
別
な
る
も
の
」（『
集
義
外
書
』
巻
三
）
と
、
人
道
に
お
い
て
有
効
性
に

共
通
の
も
の
が
あ
る
こ
と
と
、
三
教
が
一
致
で
あ
る
こ
と
と
の
違
い
を
強

調
し
た
。「
日
本
の
水
土
に
よ
る
の
神
道
」
は
中
国
へ
も
イ
ン
ド
へ
も
貸

す
こ
と
も
で
き
ず
、
反
対
に
中
国
・
イ
ン
ド
も
借
り
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
同
様
に
「
唐
土
の
水
土
に
よ
る
の
聖
教
」、「
戎
国
の
人
心
に
よ
る
の

仏
教
」
も
互
い
に
貸
し
借
り
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（『
集
義
外
書
』

巻
十
六
「
水
土
解
」）。
三
教
は
そ
れ
ぞ
れ
が
風
土
に
依
拠
し
て
独
立
し
た

も
の
で
あ
り
、
個
別
に
存
在
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
各
別
」
の
存
在
で

あ
り
、「
一
致
」
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
一
致
は
争
の
端
也
」

と
、
蕃
山
は
三
教
一
致
論
の
危
険
性
を
正
統
性
の
争
奪
に
見
て
、
む
し
ろ

「
別
は
別
に
し
て
あ
ら
そ
は
ざ
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
難
な
く
候
」
と
、「
各

別
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
平
和
的
共
存
を
主
張
し
て
い
る
（『
集
義
和
書
』

巻
一
）。

　

蕃
山
の
三
教
各
別
論
は
、
同
時
代
か
ら
蕃
山
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
神
道
講
釈
家
に
し
て
談
義
本
作
者
の
増
穂
残
口
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
。『
神
路
の
手
引
草
』
上
巻
で
は
、
一
休
に
仮
託
さ
れ
て
流
布
し
た
道

歌
「
わ
け
の
ぼ
る
麓
の
道
は
多
け
れ
ど
お
な
じ
雲
井
の
月
に
か
わ
る
事
な

し
」
を
引
い
て
、「
天
竺
人
」、「
支
那
の
人
」、「
日
本
人
」
の
「
麓
の
道
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
、
儒
教
、
神
道
で
あ
る
と
風
土
に
よ
る
教
え
の
違
い

を
述
べ
、「
日
本
人
」
が
「
支
那
」
や
「
天
竺
」
の
麓
の
道
に
行
く
の
は

「
ま
は
り
路
」
で
あ
る
と
し
て
、
神
道
家
ら
し
く
日
本
で
は
神
道
に
依
る

　
（『
耶
蘇
宗
門
根
元
記
』
の
引
用
は
、
京
篤
二
郎
編
著
『
耶
蘇
宗
門
根
元

記
』
名
古
屋
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
一
九
九
四
年
、
に
拠
っ
た
。）

神
儒
仏
三
教
の
「
一
致
」
と
「
各
別
」

森　
　

和
也

　

み
ず
か
ら
の
独
自
性
を
主
張
す
る
場
合
、
自
他
を
区
別
し
て
他
を
排
除

す
る
行
為
が
多
く
見
ら
れ
る
。
自
他
の
一
致
を
主
張
す
る
三
教
一
致
論
に

対
す
る
批
判
が
近
世
日
本
に
お
い
て
思
想
界
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
て

登
場
し
た
儒
教
の
側
か
ら
現
れ
る
の
は
当
然
の
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

熊
沢
蕃
山
の
三
教
を
め
ぐ
る
議
論
を
見
る
と
、
自
他
の
区
別
は
明
確
に

し
な
が
ら
も
排
他
的
な
言
説
に
は
抑
制
が
加
え
ら
れ
た
三
教
の
共
存
を
可

能
に
す
る
主
張
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
蕃
山
の
用
語
を
用
い
て
、
か
り
に

《
三
教
各
別
論
》
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
蕃
山
の
三
教
各
別
論
は
、
蕃
山

の
道
法
論
、
時
処
位
論
、
水
土
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。『
集
義
外
書
』

巻
十
六
「
水
土
解
」
で
は
、「
儒
道
神
道
仏
道
、
み
な
明
知
の
人
の
其
時

所
位
に
応
じ
て
行
ひ
し
跡
な
り
。
道
の
真
に
は
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
、
普

遍
的
な
真
理
で
あ
る
「
道
」
に
対
す
る
「
法
」
と
し
て
神
道
・
儒
教
・
仏

教
を
捉
え
、「
法
」
で
あ
る
も
の
は
時
所
位
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

が
選
択
さ
れ
る
と
し
て
、
仏
教
で
あ
っ
て
も
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
場
合
が

あ
り
、
儒
教
が
必
ず
し
も
日
本
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
と

述
べ
る
よ
う
に
、
儒
仏
の
位
置
づ
け
は
日
本
と
い
う
水
土
（
風
土
）
を
判

断
基
準
に
し
て
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
儒
仏
三
教
を
「
道
」
で

は
な
く
「
法
」
と
す
る
こ
と
で
、
宋
学
以
降
の
心
学
的
性
格
を
受
け
継
い

だ
心
学
的
三
教
一
致
論
の
枠
組
み
か
ら
は
自
由
に
な
っ
て
い
る
。

　

蕃
山
は
日
本
の
風
土
に
ふ
さ
わ
し
い
教
え
は
神
道
で
あ
る
と
す
る
。
た
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指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
贈
位
を
通
じ
た
人
物
顕
彰
は
国
・
地
域
双

方
の
意
図
を
孕
み
な
が
ら
、
人
物
の
祭
神
化
、
史
跡
整
備
な
ど
と
複
層
し

て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
形
成
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
契
沖
・
月
性
・

月
照
・
信
海
の
四
名
へ
贈
位
が
な
さ
れ
た
の
が
、
僧
侶
に
対
す
る
贈
位
の

端
緒
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
月
性
は
『
護
法
意
見
封
事
』
等
の
著
作
や
吉
田

松
陰
と
の
交
わ
り
で
知
ら
れ
、
月
照
は
周
旋
活
動
の
中
で
生
ま
れ
た
西
郷

隆
盛
と
の
友
情
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
名
は
勤
王

僧
の
代
名
詞
と
し
て
、
伝
記
な
ど
を
通
じ
て
、
戦
前
の
社
会
で
は
広
く
知

ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
新
義
真
言
宗
の
僧
で
あ
る
道
雅
は
、
同
宗
本
山
の
智
積
院
で
修

学
の
傍
ら
、
尊
攘
論
に
関
す
る
著
述
を
行
い
、
梅
田
雲
浜
や
梁
川
星
巌
等

と
交
わ
っ
た
。
彼
ら
は
、
道
雅
が
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
に
越
前
三
国

湊
の
瀧
谷
寺
へ
晋
山
し
た
後
も
、
度
々
寺
を
訪
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
当

地
の
漢
学
塾
に
お
い
て
、
後
に
衆
議
院
議
長
等
を
歴
任
す
る
杉
田
定
一
を

指
導
す
る
な
ど
、
福
井
で
も
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
。
道
雅
は
、
水

戸
天
狗
党
を
率
い
た
武
田
耕
雲
斎
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
一
八
六

五
（
慶
応
元
）
年
に
天
狗
党
が
敦
賀
で
処
刑
さ
れ
た
報
を
受
け
病
が
ち
と

な
り
、
同
年
没
し
た
と
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
道
雅
の
贈
位
申
請
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
福
井
県
が

作
成
し
、
内
務
省
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
が
端
緒
で
あ
る
。
こ
れ
は
当

時
、
昭
和
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
た
大
量
贈
位
が
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
。
ま
た
、
贈
位
の
内
申
書
に
添
付
さ
れ
た
事
蹟
調
書
で
は
、
道
雅

が
月
性
・
月
照
に
劣
ら
な
い
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
当
に
評

べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
穎
斎
主
人
の
談
義
本
『
当
世
穴
さ

が
し
』
に
も
、「
唐
人
は
儒
道
、
天
ぢ
く
人
は
仏
道
、
日
本
人
は
神
道
が

あ
た
り
ま
へ
」
と
風
土
論
が
見
ら
れ
る
が
、
日
本
に
は
三
教
が
そ
ろ
っ
て

い
る
の
で
、「
何
成
と
ほ
ん
と
の
所
を
、
一
い
ろ
き
は
め
る
が
よ
い
」（
巻

二
）
と
、
穎
斎
主
人
は
三
教
の
選
択
は
各
自
の
適
性
に
求
め
て
い
る
。
蕃

山
自
身
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
著
名
な
思
想
家
で
あ
り
、
そ
の
蕃
山
の
三

教
各
別
論
が
さ
ら
に
談
義
本
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
広
い
層
で
の

受
容
を
可
能
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

蕃
山
の
三
教
各
別
論
は
、
三
教
の
相
対
的
独
立
を
保
証
す
る
一
方
で
、

そ
の
論
拠
に
風
土
論
的
自
国
中
心
主
義
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
排
他
的
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
陥
る
危
険
性
を
も
孕
ん
で
い
る
。
こ
の
蕃
山
の
三
教
各

別
論
の
影
響
範
囲
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
勤
王
僧
」
の
顕
彰
に
関
す
る
一
考
察

│
│ 

瀧
谷
寺
道
雅
を
中
心
に 

│
│

髙
橋　

秀
慧

　

本
報
告
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
贈
位
顕
彰
研
究
を
参
照
し
な
が

ら
、
幕
末
期
に
活
動
し
た
「
勤
王
僧
」
瀧
谷
寺
道
雅
の
、
昭
和
に
お
け
る

二
回
の
贈
位
請
願
運
動
を
題
材
と
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
、
前
近
代

の
仏
教
及
び
僧
侶
に
対
す
る
歴
史
認
識
の
一
側
面
に
つ
い
て
、
考
察
を
行

っ
た
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
贈
位
は
、
国
家
が
志
向
す
る
歴
史
像
や
編
成
原
理

に
沿
う
人
物
を
選
定
し
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
を
持
つ
一
方

で
、
地
域
社
会
側
に
お
い
て
も
、
郷
土
の
偉
人
顕
彰
を
主
た
る
目
的
と
し

て
、
主
体
的
な
立
場
で
贈
位
請
願
を
行
っ
た
事
例
が
先
行
研
究
に
お
い
て
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松
尾
社
の
社
司
論
争
裁
判

│
│ 

元
和
〜
寛
文
年
間
の
神
社
行
政
を
背
景
に 

│
│

海
上　

直
士

　

寛
文
期
に
松
尾
社
の
「
社
司
論
争
裁
判
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
裁
判
は

中
世
に
荘
園
制
が
崩
壊
し
、
神
社
の
経
済
状
態
が
中
世
末
期
〜
近
世
初
頭

に
悪
化
し
た
た
め
、
社
領
や
後
継
者
な
ど
の
い
わ
ば
経
済
的
な
問
題
が
論

争
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

裁
判
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
判
決
文
：
文
五
〇
〇
、
典
四
：

二
三
四
頁
）。
松
尾
社
の
神
主
東
相
行
が
摂
社
で
あ
る
三
宮
・
宗
像
・
衣

手
・
四
大
神
の
四
社
之
役
に
新
規
で
氏
人
（
社
家
と
神
方
の
間
に
位
置
す

る
職
名
）
の
三
宮
の
禰
宜
日
向
（
特
定
不
可
）・
祝
因
幡
（
特
定
不
可
）、

宗
像
祢
宜
に
松
室
駿
河
介
重
氏
、
祝
に
松
室
肥
後
介
重
任
、
衣
手
祢
宜
に

松
室
甲
斐
介
重
祐
、
祝
に
松
室
河
内
介
重
住
、
四
大
神
祢
宜
采
女
（
特
定

不
可
）
の
七
人
を
補
任
し
た
。
そ
の
補
任
を
不
服
と
し
て
、
月
讀
禰
宜
の

松
室
式
部
重
種
並
び
に
神
方
廿
三
人
は
相
行
を
提
訴
し
た
。
相
行
は
召
寄

ら
れ
糺
明
さ
れ
た
結
果
、
新
社
家
七
人
の
補
任
は
認
め
ら
れ
ず
敗
訴
で
社

役
職
は
停
止
と
な
っ
た
。
相
行
は
四
社
之
社
職
が
中
世
後
期
に
断
絶
さ
れ

て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
復
興
し
て
松
尾
社
の
体
制
を
整
え
る
意
図
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
補
任
し
た
氏
人
が
た
と
え
同
じ
松
室
家
の
人
間
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
七
人
の
所
領
が
月
讀
禰
宜
配
当
分
百
石
之
内
か
ら
分
配

さ
れ
た
こ
と
が
松
室
家
に
は
不
服
の
た
め
提
訴
し
た
。
四
社
は
月
讀
禰
宜

が
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
駿
河
・
肥
後
・
甲
斐
・
河
内
・
采
女

は
田
地
を
月
讀
社
に
返
上
し
た
。
ま
た
、
権
神
主
は
譜
代
職
と
な
り
、
権

神
主
家
（
東
家
の
非
嫡
子
家
）
に
配
分
さ
れ
た
田
地
を
縫
殿
・
主
膳
が
十

四
年
以
来
横
領
し
て
い
た
た
め
、
両
名
は
返
納
を
命
じ
ら
れ
る
。
相
行
は
、

価
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
趣
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

同
年
に
出
版
さ
れ
た
杉
田
定
一
の
伝
記
に
記
さ
れ
た
道
雅
像
に
重
な
る
記

述
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
記
の
作
成
に
携
わ
っ
た
杉
田

と
、
当
時
の
瀧
谷
寺
住
職
で
あ
る
大
江
存
良
が
道
雅
顕
彰
の
た
め
事
蹟
を

と
り
ま
と
め
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
年
の
贈

位
は
、
さ
ら
に
調
査
が
必
要
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
見
送
り
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
瀧
谷
寺
住
職
の
菅
野
隆
本
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に

道
雅
上
人
遺
徳
顕
彰
会
を
組
織
し
、
贈
位
請
願
の
た
め
伝
記
『
瀧
谷
寺
道

雅
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
件
は
、
同
年
の
福
井
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
お

り
、
記
事
に
よ
れ
ば
、
月
性
・
月
照
を
引
き
合
い
に
道
雅
の
功
績
を
讃
え

て
、
そ
の
顕
彰
の
た
め
福
井
出
身
の
軍
人
や
議
員
な
ど
の
賛
同
を
得
て
請

願
運
動
を
開
始
し
、
同
年
予
定
さ
れ
て
い
た
福
井
で
の
陸
軍
大
演
習
に
際

し
、
国
に
同
書
の
献
本
を
企
図
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

杉
田
定
一
の
別
の
伝
記
に
は
こ
の
時
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
瀧

谷
寺
道
雅
』
出
版
の
翌
年
に
、
再
度
贈
位
の
申
請
が
な
さ
れ
た
と
い
う

が
、
こ
の
頃
は
国
に
よ
る
大
量
贈
位
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
お
り
、
年
間
で

三
件
し
か
贈
位
が
な
く
、
道
雅
は
そ
の
中
に
入
ら
な
か
っ
た
。

　

請
願
が
結
実
し
な
か
っ
た
確
た
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
月
照
・
月

性
が
国
（
薩
長
閥
の
支
援
を
推
察
す
る
）
の
意
向
に
よ
っ
て
早
々
に
贈
位

さ
れ
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
、
道
雅
の
場
合
、
事
蹟
内
容
自
体
の
評
価
に

加
え
、
大
量
贈
位
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
国
で
は
な
く
寺

院
を
中
核
と
す
る
地
域
社
会
が
運
動
主
体
を
担
っ
て
い
た
こ
と
等
に
よ

り
、
自
ず
か
ら
困
難
さ
を
孕
ん
で
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
地
域
社
会
が
贈

位
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
の
調
査
及
び
他
事
例
と
の
比
較
等
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
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こ
れ
は
松
尾
社
だ
け
の
事
例
で
は
な
く
、
経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
た
神

社
で
は
起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
。
佐
藤
直
市
（
一
九
八
六
）
は
こ
の
裁

判
に
よ
っ
て
寛
文
五
年
「
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
」
が
「
出
さ
れ
守
る
べ
き

道
が
し
め
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
法
度
」
が
出
さ
れ
る
に

至
っ
た
こ
と
に
対
し
て
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
よ
う
。
寛
文
初
期

に
東
相
行
が
「
舂
上
神
事
」
を
「
新
嘗
」
へ
と
変
更
す
る
な
ど
の
改
革
も

行
っ
て
お
り
、
神
事
の
変
更
と
こ
の
裁
判
と
は
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
関
連
性
は
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

城
と
浅
間
社

大
谷　

正
幸

　

日
本
で
は
多
く
の
城
郭
や
城
館
が
築
か
れ
た
が
、
そ
の
敷
地
や
跡
地
の

内
外
に
浅
間
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
城
郭
類
を
網
羅
し
た
過

去
の
研
究
な
ど
か
ら
そ
の
よ
う
な
例
を
拾
い
集
め
る
と
、
お
よ
そ
三
十
か

所
あ
ま
り
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
例
は
、
駿
河
一
の
宮

で
も
あ
る
大
宮
（
現
・
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
と
そ
の
大
宮
司
・
富
士

氏
の
居
館
（
大
宮
城
）
で
あ
る
。
富
士
氏
が
武
田
氏
に
隷
属
し
て
か
ら
は

そ
の
一
門
衆
か
ら
多
く
の
武
具
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
管
見
に
触
れ
な
か
っ
た
浅
間
社
は
、
物
見
砦
や
烽
火
台
と
し
て
使
用

さ
れ
た
よ
う
な
小
規
模
な
防
御
施
設
ま
た
は
低
山
・
丘
陵
地
を
中
心
と
し

て
ま
だ
多
く
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

収
集
さ
れ
た
事
例
を
検
討
す
る
と
、
築
城
に
あ
た
っ
て
勧
請
し
た
（
と

い
う
伝
承
が
あ
る
）
例
も
あ
れ
ば
、
廃
城
し
て
久
し
く
な
っ
て
か
ら
（
即

ち
近
世
後
期
以
降
）
富
士
講
が
石
造
物
を
立
て
て
祀
る
例
も
あ
り
、
城
と

浅
間
社
の
関
わ
り
方
は
様
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
収
集
さ
れ
た
城
郭
の
規
模

新
社
家
七
人
の
企
て
に
加
担
し
た
上
に
指
示
執
り
持
ち
、
権
神
主
も
他
者

に
転
任
を
企
て
、
縫
殿
・
主
膳
は
横
領
し
権
神
主
宮
内
東
相
榮
が
度
々
訴

え
て
も
対
処
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
罪
は
軽
く
な
い
。
よ
っ
て
社
人
の

訴
え
を
認
め
、
神
主
職
を
解
き
追
放
す
る
と
い
う
重
大
な
判
決
が
、
寛
文

四
年
（
一
六
六
四
）
閏
五
月
四
日
（
大
老
不
在
期
）、
将
軍
家
綱
の
代
に
寺

社
奉
行
・
加
々
爪
甲
斐
（
直
澄
）
老
中
四
名
・
井
上
河
内
（
松
平
信
綱
）

久
世
大
和
（
広
之
）
因
幡
美
濃
（
稲
葉
正
則
）
阿
部
豊
後
（
忠
秋
）
の
連

名
で
下
さ
れ
た
。

　

こ
の
裁
判
は
、
東
相
景
が
神
方
廿
三
人
と
対
立
し
た
事
に
端
を
発
し
、

経
済
的
な
逼
迫
が
あ
り
、
争
議
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
方
と
神
主

で
は
神
方
が
不
利
な
た
め
、
神
方
と
立
場
の
近
い
松
室
家
に
話
を
持
ち
か

け
る
（
京
都
市
博
物
館　

山
田
昭
延
家
文
書　

分
類
Ｃ-

二　

番
号
五
「
松

尾
社
出
仕
次
第
書
」）。
両
者
は
最
初
に
伯
川
家
に
争
議
を
持
ち
掛
け
、
寛

文
元
年
に
は
江
戸
町
奉
行
に
提
訴
し
た
が
却
下
さ
れ
た
。
不
屈
の
行
動
で

更
に
神
主
家
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
て
い
る
東
権
神
主
家
と
南
家
に
相
談

す
る
。
東
権
神
主
家
と
南
家
は
東
神
主
家
に
対
し
て
後
継
者
問
題
で
不
満

が
あ
っ
た
。
南
家
は
前
神
主
が
東
家
の
相
景
だ
か
ら
今
度
は
南
家
が
神
主

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
こ
の
裁
判
を
後
押
し
し
、
東
権
神
主
家
は
神

主
空
位
期
間
（
元
和
二
：
一
六
一
六
―
元
和
七
：
一
六
二
一
）
後
、
南
家

神
主
に
継
が
れ
、
順
番
通
り
東
家
の
自
分
に
戻
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、

惣
領
家
の
孫
東
相
景
に
さ
ら
に
そ
の
息
子
東
相
行
に
神
主
が
相
続
さ
れ
た

た
め
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
東
相
榮
、
南
了
賢
、
松
室
重
種
の
三
者
は
関

東
に
下
向
し
、
江
戸
町
奉
行
へ
提
訴
し
、
そ
の
後
老
中
に
預
か
ら
れ
る
裁

判
を
起
こ
す
事
に
な
っ
た
。
社
領
問
題
と
後
継
者
問
題
が
生
じ
、
相
行
は

二
十
二
社
の
高
位
の
神
主
職
を
解
か
れ
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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八
幡
社
や
諏
訪
社
ま
た
は
秋
葉
社
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
む
し
ろ
浅
間

社
よ
り
城
の
中
心
部
に
近
い
と
こ
ろ
に
こ
れ
ら
の
社
を
祀
っ
た
例
（
福
平

城
や
岩
槻
城
）
も
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
八
幡
社
な
ど
の
社
を
砦
や
山
城
の
山
頂
で
見
る
こ
と
は
ほ
ぼ

無
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
く
、
こ
の
点
に
浅
間
社
を
祀
る
に
好
ま
し
い
立
地

を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
他
の
信
仰
に
よ
る
社
に
は
見
ら
れ
な
い
立

地
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
廃
城
後
に
浅
間
社
を
祀
る
立
地
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
い
う
二
点
は
、
富
士
信
仰
の
特
色
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
こ
う
し
た
浅
間
社
の
神
は
、
特
に
中
世
に
祀
ら
れ
た
浅

間
社
に
お
い
て
は
、
富
士
山
の
神
か
も
し
れ
な
い
が
（
山
城
の
場
合
は
富

士
山
で
あ
る
こ
と
を
意
識
せ
ず
「
そ
の
山
の
神
」
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
）、
記
紀
神
話
の
神
・
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
で
は
無
か

っ
た
。
富
士
信
仰
の
歴
史
を
通
じ
て
、
富
士
山
の
神
と
し
て
こ
の
女
神
が

あ
て
が
わ
れ
た
形
跡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
天
正
年
間
（
一
五
七
三
―
一
五

九
三
）
よ
り
遡
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

明
治
期
に
お
け
る
富
士
講
系
教
派
神
道
に
よ
る
他
信
仰
と
の
交
流

今
井　

功
一

　

富
士
講
系
教
派
神
道
の
一
で
あ
る
實
行
教
は
、
明
治
二
十
七
年
に
月
刊

誌
『
惟
一
』
の
刊
行
を
開
始
し
た
。
発
行
所
は
「
實
行
教
本
館
内
惟
一

社
」
と
い
う
組
織
で
、
発
行
人
に
は
当
時
の
管
長
・
柴
田
礼
一
の
子
で
あ

る
柴
田
孫
太
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
下
二
段
組
み
Ａ
五
判
の
毎
号

五
十
頁
前
後
で
刊
行
さ
れ
た
こ
の
月
刊
誌
は
、
決
し
て
信
者
だ
け
を
対
象

に
し
た
物
で
は
な
か
っ
た
。
實
行
教
の
布
教
伝
道
と
そ
の
活
動
の
報
告
に

も
、
譜
代
藩
庁
ク
ラ
ス
か
ら
地
名
し
か
残
っ
て
い
な
い
よ
う
な
里
山
の
砦

ま
で
様
々
で
あ
る
。
城
が
防
御
施
設
と
し
て
機
能
し
た
年
代
と
浅
間
社
が

祀
ら
れ
た
年
代
が
明
確
で
は
な
い
為
に
、
城
の
稼
働
と
浅
間
社
の
創
建
に

因
果
関
係
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
例
も
少
な
く
な
い
。
地
域
的
に
は
、
群

馬
・
栃
木
・
埼
玉
県
北
部
と
い
っ
た
北
関
東
と
信
州
即
ち
長
野
県
地
域
に

多
く
、
富
士
信
仰
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
地
域
と
一
致
す
る
。

　

浅
間
社
の
立
地
と
し
て
は
、
平
城
で
は
城
外
郭
の
土
塁
（
例
・
高
崎

城
）
や
そ
れ
に
相
当
す
る
場
所
（
例
・
岩
槻
城
）、
山
城
や
砦
で
は
本
丸

（
例
・
坂
戸
城
）
ま
た
は
山
頂
か
そ
れ
に
近
い
場
所
（
例
・
小
沢
城
）
が

多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
砦
や
烽
火
台
の
場
合
は
そ
れ
自
体
が
本
城
に
付

属
す
る
防
御
施
設
で
あ
る
（
例
・
榎
下
城
に
対
す
る
浅
間
山
砦
）。
ま
た

山
城
の
場
合
、
尾
根
伝
い
に
隣
接
す
る
ピ
ー
ク
に
祀
ら
れ
て
い
る
例
（
青

山
城
）
が
あ
る
。
砦
や
烽
火
台
に
な
る
よ
う
な
丘
陵
の
ピ
ー
ク
、
ま
た
は

尾
根
沿
い
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
立
地
は
特
徴
的
で
あ
り
、「
浅
間
社
は
低

山
や
丘
陵
の
高
い
所
に
祀
ら
れ
や
す
い
」
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
特
に
中
世
に
創
建
さ
れ
た
蓋
然
性
の
高
い
浅
間
社
は
城
外
の
独
立
し

た
立
地
に
あ
る
例
が
多
い
。

　

城
が
稼
働
し
て
い
る
時
期
に
城
内
や
隣
接
す
る
場
所
に
祀
る
神
を
勧
請

す
る
場
合
、
そ
の
神
に
は
城
を
防
御
す
る
よ
う
祈
願
を
こ
め
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
浅
間
社
が
選
択
さ
れ

る
機
会
は
決
し
て
多
く
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
選
択
そ
の
も
の
を
す
る

地
域
も
限
ら
れ
て
い
る
。
城
の
内
外
に
祀
ら
れ
る
浅
間
社
の
絶
対
数
が
少

な
い
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
他
の
社
が
城
の
鎮
守
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
浅
間
社
が
城
の
鎮
守
と
し
て
一
般
的
に
重
視
さ
れ
て
い
た
と

は
言
い
が
た
い
。
事
例
収
集
の
過
程
で
見
か
け
た
限
り
、
城
の
鎮
守
に
は
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の
影
響
に
つ
い
て
、
愛
国
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
な
か
に
も
隠
し
切
れ
な

い
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
柴
田
礼
一
の
個
人
的
な
論
調
に
留
ま
ら
ず
、

右
の
よ
う
な
雑
誌
の
作
り
方
や
掲
載
内
容
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
実
行
教
の
歴
史
は
こ
の
後
明
治
四
十
三
年
十
一
月
に
刊
行

さ
れ
た
千
葉
幸
吉
『
神
道
実
行
教
』（
実
行
教
本
庁
、
一
九
一
〇
）
に
負

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
は
実
行
教
の
歴
史
は
、
角
行
に
始
ま

る
道
統
と
、
柴
田
花
守
、
世
界
宗
教
会
議
の
三
点
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る

に
す
ぎ
ず
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
で
あ
た
か
も
教
団
が
単
体
で
成
り
立
っ
て
き
た

よ
う
な
記
述
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
雑
誌
自
体
が
単
に

教
団
内
部
向
け
の
雑
誌
で
は
な
い
こ
と
は
掲
載
内
容
や
そ
の
作
ら
れ
か
た

に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
神
道
教
団
、
仏
教
教
団
は
も
と

よ
り
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
と
も
、
世
界
宗
教
会
議
を
ふ
ま
え
て
交
流
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
日
本
の
宗
教
界
に
お
い
て
柴
田
が
顔
を
出
す
な
ど
、

こ
の
時
期
以
降
の
實
行
教
及
び
柴
田
の
日
本
宗
教
界
に
お
け
る
一
定
の
存

在
感
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
単
に
世
界
宗
教
会
議
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
が

再
招
集
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
継
続
的
な
活
動
も
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。『
惟
一
』
の
確
認
で
き
る
限
り
の
最
終

号
は
東
大
所
蔵
の
四
十
八
号
で
あ
る
が
、
こ
の
号
に
は
最
終
号
で
あ
る
こ

と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
続
き
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

こ
の
『
惟
一
』
に
つ
い
て
触
れ
た
文
献
は
非
常
に
少
な
く
、
わ
ず
か
な
宗

教
研
究
者
が
参
照
し
た
の
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
忘
却
さ
れ
た
雑
誌
で
あ

っ
た
。
改
め
て
基
本
的
な
調
査
を
重
ね
、
世
界
宗
教
会
議
以
降
の
實
行
教

の
諸
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

加
え
、
宗
教
界
を
め
ぐ
る
情
報
や
そ
の
他
の
論
説
及
び
読
み
物
等
が
掲
載

さ
れ
た
、
實
行
教
の
教
報
と
い
う
性
質
を
持
つ
と
同
時
に
総
合
宗
教
雑
誌

と
も
表
現
し
う
る
媒
体
で
あ
っ
た
。
ゴ
シ
ッ
プ
め
い
た
記
事
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
に
せ
よ
、
当
時
の
宗
教
界
に
広
く
目
を
配
っ
た
情
報
収
集
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
神
道
教
団
に
よ
る
宗
教
雑
誌
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

他
教
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
厳
し
い
態
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

一
方
、
万
国
宗
教
会
議
で
の
体
験
も
あ
り
、
会
議
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

バ
ロ
ウ
ズ
の
紹
介
に
よ
る
来
日
牧
師
や
宗
教
学
者
の
来
館
を
誇
ら
し
げ
に

報
じ
る
面
も
あ
る
。
ま
た
、
神
道
系
教
団
の
不
祥
事
を
取
り
上
げ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　
『
惟
一
』
は
広
告
料
と
購
読
料
と
い
う
二
つ
の
収
入
を
得
て
い
た
。
誌

面
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
は
、
多
く
が
宗
教
雑
誌
、
宗
教
系
出
版
社
が
出
稿

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
惟
一
社
あ
る
い
は
實
行
教
本
館
に
送
ら
れ
て
き
た

雑
誌
を
紹
介
す
る
寄
贈
雑
誌
の
欄
も
同
様
で
、
文
芸
誌
の
名
も
見
え
る
が

中
心
は
宗
教
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
神
宮
教
院
の
雑
誌
『
教
林
』

や
、
柴
田
礼
一
も
関
わ
っ
て
い
た
大
八
洲
学
会
の
刊
行
物
と
い
っ
た
神
道

国
学
系
の
も
の
は
言
う
に
及
ば
ず
、
仏
教
系
、
さ
ら
に
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

を
は
じ
め
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
系
の
雑
誌
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
惟
一
』
刊
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
明
治
二
十
六
年
に
シ
カ
ゴ
で
行
わ

れ
た
万
国
宗
教
会
議
の
翌
年
で
あ
る
。
柴
田
礼
一
が
万
国
宗
教
会
議
に
出

席
し
た
と
い
う
、
實
行
教
に
と
っ
て
実
に
晴
れ
が
ま
し
い
出
来
事
を
受
け

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
初
期
の
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ひ
と
つ
は
ま
さ
に
柴
田
礼
一
に
よ
る
シ
カ
ゴ
見
聞
録
で
あ
っ
た
。
鈴
木
範

久
氏
は
『
明
治
宗
教
思
潮
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
）
で

柴
田
礼
一
が
受
け
た
万
国
宗
教
会
議
の
自
由
主
義
的
比
較
宗
教
学
的
空
気
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る
罪
は
か
き
く
ら
し
降
る
白
雪
と
共
に
消
え
な
ん
」（
二
五
八
歌
）
と
あ

る
よ
う
な
、
雪
の
偶
有
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
白
山
と
雪
に
関
し
て
は
、

す
で
に
折
口
氏
を
は
じ
め
宮
田
登
氏
（『
民
俗
宗
教
論
の
課
題
』）、
川
口

久
雄
氏
（『
山
岳
ま
ん
だ
ら
の
世
界
』）
ら
が
着
目
さ
れ
て
い
る
。

　

雪
は
「
得
雪
子
罪
」（
雄
略
紀
）、「
雪
天
地
之
痛
酷
」（
欽
明
紀
）
な
ど

と
、
キ
ヨ
メ
と
訓
む
如
く
、
雪
に
罪
穢
を
浄
め
る
証
明
を
も
た
せ
て
い
る
。

ま
た
ス
ス
グ
と
も
訓
む
こ
と
か
ら
、
雪
の
自
性
で
あ
る
消
え
る
と
い
う
現

象
を
、
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
に
「（
雪
）
積
モ
リ
消
ユ
ル
サ
マ
罪
障
ニ

タ
ト
ヘ
ツ
ベ
シ
」
と
、
罪
穢
消
除
と
い
う
浄
化
呪
力
に
見
立
て
て
仮
托
し

て
い
る
。
こ
の
雪
の
も
つ
古
代
神
道
的
要
素
を
雪
の
民
俗
信
仰
と
名
付
け

た
い
（
な
お
折
口
氏
は
主
に
雪
占
を
も
っ
て
「
雪
の
信
仰
」
と
命
名
）。

　

雪
の
民
俗
信
仰
と
は
日
常
生
活
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
罪
穢
を
雪
に
移

し
、
目
に
見
え
る
雪
消
が
そ
の
消
滅
を
証
明
す
る
表
出
と
い
え
よ
う
。
晧

然
た
る
白
山
の
命
名
依
拠
で
も
あ
り
、
白
山
は
雪
の
民
俗
信
仰
に
よ
っ
て

恢
弘
し
た
修
験
道
の
霊
山
で
あ
っ
た
と
思
量
し
て
い
る
（
そ
れ
に
対
し
て

富
士
山
の
古
代
神
道
的
要
素
は
、
雪
よ
り
も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
火
の
民

俗
信
仰
が
顕
著
な
霊
山
と
推
測
）。

　

本
論
で
は
出
産
の
穢
禍
の
浄
化
呪
術
と
し
て
の
雪
の
民
俗
信
仰
を
考
え

る
。
承
保
元
年
（
一
〇
七
四
）
一
二
月
二
六
日
に
白
河
院
中
宮
賢
子
が
敦

文
親
王
御
産
時
、
物
怪
に
よ
り
難
産
だ
っ
た
よ
う
で
、
産
屋
全
体
を
「
雪

の
山
に
入
り
た
ら
ん
心
地
」（『
栄
花
物
語
』「
布
引
の
滝
」）
と
あ
る
。
実

際
戸
外
で
は
雪
が
降
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
降
雪
を
も
っ
て
白
一
色
の
産
屋

を
雪
の
山
だ
と
す
る
文
学
的
表
現
と
は
容
認
し
が
た
い
。
清
少
納
言
ら
が

雪
の
山
を
作
り
、「
消
え
さ
せ
給
な
」（『
枕
草
子
』
八
三
段
）
と
白
山
の

観
音
に
祈
っ
て
い
る
の
も
訣
が
あ
っ
た
。
井
口
樹
生
氏
は
、
そ
の
雪
山
を

白
山 

│
│ 

雪
の
民
俗
信
仰 

│
│

小
林　

一
蓁

　

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う
『
鴉
鷺
物
語
』

に
「
華
厳
法
花
の
芬
陀
利
華
は
白
色
の
蓮
華
花
な
る
か
ゆ
へ
也
。
是
に
よ

つ
て
天
台
に
は
白
色
を
衆
色
の
本
と
す
と
釈
し
給
へ
り
。
仏
法
輪
を
転
せ

し
昔
。
般
若
の
説
処
。
白
鷺
池
に
あ
ら
す
や
。
経
を
お
ひ
き
た
り
し
も
白

馬
也
。
仏
に
白
衣
観
音
。
神
に
白
山
権
現
。
神
道
仏
道
内
典
外
典
。
白
を

賞
す
る
例
あ
け
て
か
そ
ふ
へ
か
ら
す
」
と
、
白
と
い
え
ば
「
神
に
白
山
権

現
」
と
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
「
雪
」、「
白
」
の
部
立
が
あ
り
、

し
か
も
「
白
」
が
そ
の
結
尾
の
項
目
と
な
っ
て
い
る
。「
仏
典
で
は
白
は

善
、
黒
は
悪
を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

る
」（『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』）
と
い
う
。『
本
朝
続
文
粋
』
に
収
め
る
保
安

二
年
（
一
一
二
一
）
の
「
白
山
上
人
縁
起
」
に
「
冬
夏
有
雪
。
譬
如
葱
嶺
。

故
曰
白
山
」
と
あ
る
葱
嶺
の
如
き
「
故
曰
白
山
」
は
、「
冬
夏
有
雪
」
に

因
由
す
る
と
、
曩
に
推
考
し
た
。

　

折
口
氏
は
「
修
験
道
な
る
も
の
は
実
は
そ
の
発
生
に
於
て
神
道
の
一
派

で
あ
り
、
後
世
で
は
其
行
儀
に
於
て
、
古
代
神
道
的
要
素
を
大
い
に
失
は

ず
に
ゐ
た
」（『
富
士
山
と
女
性
神
の
俤
と
』）
と
い
い
、
白
山
も
例
外
で

は
な
い
。
そ
の
要
素
の
一
つ
が
泰
澄
生
誕
日
の
白
鳳
二
二
年
（
六
八
二
）

六
月
一
一
日
に
「
月
満
産
生
時
、
六
月
雪
降
下
厚
一
寸
」（『
泰
澄
和
尚

伝
』）
と
あ
る
雪
で
あ
る
。
雪
と
い
え
ば
鳥
羽
院
幼
少
時
に
「
ふ
れ
〳
〵

こ
ゆ
き
」（『
讃
岐
典
侍
日
記
』）
と
戯
れ
、
ま
た
蛍
雪
な
ど
を
思
い
浮
か

べ
る
。
が
、
こ
こ
で
の
目
途
は
『
万
葉
集
』
の
掉
尾
を
飾
る
大
伴
家
持
の

「
新
し
き
年
の
始
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
事
」（
四
五
一
六

歌
）
と
か
、『
拾
遺
和
歌
集
』
採
録
の
紀
貫
之
の
「
年
の
う
ち
に
積
も
れ



　　418

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第11部会

　

考
察
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、「
仏
教
民
俗
学
」
の
幾
つ
か
の

変
容
の
過
程
で
あ
る
。
第
一
に
は
仏
教
民
俗
学
の
基
礎
構
造
の
変
容
で
あ

る
。
関
東
地
方
の
民
間
念
仏
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
宗
の
教
学
・

信
仰
と
は
一
線
を
画
す
異
質
な
仏
教
つ
ま
り
庶
民
宗
教
的
な
仏
教
、
民
俗

宗
教
的
な
仏
教
の
存
在
に
着
目
し
た
。
こ
れ
は
、
外
来
の
仏
教
を
そ
の
ま

ま
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う

に
仏
教
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
は
基
礎
と
な
る
信
仰
が
あ
っ
て
そ
れ
に
の

せ
る
よ
う
な
形
で
の
仏
教
の
受
け
入
れ
方
を
し
て
き
た
と
五
来
は
み
て
お

り
、
こ
の
点
が
あ
ま
り
に
も
無
視
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

高
文
化
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
低
文
化
と
い
う
土
壌
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
土
壌
に
よ
っ
て
う
け
入
れ
ら
れ
た
高
文
化
は
変
容
し
規
制
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
に
よ
っ
て
民
俗
が
変
容
す
る
の
で
は

な
く
、
民
俗
に
よ
っ
て
仏
教
が
変
容
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

第
二
点
目
と
し
て
は
、「
仏
教
と
民
俗
学
」
か
ら
「
仏
教
と
民
俗
」
へ

と
い
う
視
座
へ
の
変
容
が
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
重
要

点
を
ま
と
め
る
と
、
①
修
験
道
の
導
入
に
よ
る
仏
教
民
俗
の
再
解
釈
、
②

葬
送
習
俗
か
ら
葬
墓
習
俗
へ
と
名
称
変
更
し
、
仏
教
儀
礼
を
鎮
魂
の
呪
術

ま
た
は
鎮
魂
の
儀
礼
と
し
て
再
解
釈
、
③
多
種
多
様
な
「
仏
教
芸
能
」
を

整
理
し
、
修
験
道
系
・
浄
土
系
芸
能
等
の
下
位
分
類
を
設
定
し
た
。
ま
た

④
と
し
て
「
仏
教
伝
承
」
の
変
化
を
取
り
上
げ
、
特
に
寺
社
縁
起
を
仏
教

伝
承
の
中
心
に
位
置
づ
け
た
。
⑤
「
仏
教
的
俗
信
」
は
、「
仏
・
菩
薩
に

関
す
る
俗
信
」、「
明
王
・
天
部
に
関
す
る
俗
信
」、「
高
僧
俗
信
」
と
体
系

化
し
て
い
る
。
⑥
「
庶
民
信
仰
」
の
基
層
宗
教
化
と
し
て
、
庶
民
信
仰
を

単
に
仏
教
が
民
俗
化
（
変
容
）
し
た
も
の
で
な
く
、
原
始
宗
教
と
定
義
し

宗
教
の
原
点
に
お
き
、
宗
教
の
原
点
と
し
て
の
庶
民
信
仰
を
解
明
す
る
た

定
子
が
壊
し
て
し
ま
う
の
は
「
一
条
天
皇
や
、
彰
子
や
そ
の
背
後
に
い
る

道
長
に
対
し
て
の
配
慮
や
思
惑
が
あ
っ
た
」（『
く
ら
し
の
季
節
』）
と
説

述
さ
れ
て
い
る
。
道
長
の
京
極
殿
に
お
い
て
も
雪
山
を
作
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
配
慮
や
思
惑
と
は
雪
山
が
産
屋
の
象
徴
で
あ
り
、
定
子
の
妊

孕
を
連
想
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
看
取
で
き
よ
う
。

　

説
経
『
を
ぐ
り
』
に
「
観
音
の
要
文
」
と
称
す
る
「
五
逆
消
滅
、
種
々

浄
罪
、
一
切
衆
生
、
即
身
成
仏
」
と
あ
る
、
法
華
経
の
経
教
を
白
山
の
天

台
宗
末
寺
下
の
も
と
に
衍
義
し
、
雪
の
民
俗
信
仰
を
源
有
す
る
白
山
修
験

道
が
興
盛
し
て
い
く
こ
と
を
要
略
し
た
い
。

宗
教
民
俗
学
の
形
成
に
お
け
る
仏
教
の
再
認
識

│
│ 

五
来
重
を
事
例
に 

│
│

阿
部　

友
紀

　

民
衆
と
仏
教
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
戦
後
急
速
に
議
論
を
深
化
さ
せ
て

い
っ
た
研
究
者
と
し
て
、
五
来
重
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
五
来
は
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
「
仏
教
民
俗
学
」
を
提
唱
し
て
い

く
が
、
こ
の
「
仏
教
民
俗
学
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
か
、
五

来
は
八
〇
年
代
ま
で
数
度
に
わ
た
っ
て
構
想
を
繰
り
返
し
発
表
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
五
来
の
学
説
的
足
跡
に
つ
い
て
、
近
年
、
そ
の
意
義
を

多
角
的
に
検
討
し
て
い
る
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
昭
和
二
七
年
に
発
表
さ
れ
た
「
仏
教
と
民
俗
学
」
の
構

想
と
、
昭
和
五
四
年
に
発
表
さ
れ
た
「
仏
教
と
民
俗
」
の
構
想
を
比
較

し
、
そ
の
構
想
の
あ
い
だ
の
歳
月
を
仏
教
民
俗
学
の
深
化
と
と
ら
え
た
五

来
自
身
に
よ
る
論
考
を
元
に
、
民
俗
学
に
お
い
て
仏
教
と
い
う
対
象
は
何

で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
。



419　　

第11部会 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
覚
書
』
は
、
人
間
の
は
か
ら
い
を
越
え
て
「
あ
り

の
ま
ま
」
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
教
学
的
に
理
解
さ
れ
て
き
た
と
言
っ

て
よ
い
。「
あ
り
の
ま
ま
」
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
、
換
言
す
れ
ば
人
間

の
意
図
等
に
よ
っ
て
字
義
通
り
の
意
味
の
背
後
に
真
理
が
隠
蔽
さ
れ
て
い

る
テ
キ
ス
ト
で
な
い
こ
と
は
、
た
と
え
ば
「
無
目
的
的
純
粋
性
を
も
つ
書

き
方
」
と
理
解
さ
れ
た
。
ま
た
、『
覚
書
』
が
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
一
部
は
か
な
り
時
間
を
経
て
か
ら
想
起
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
と
い
う
史
料
批
判
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
一
層

強
く
確
認
さ
れ
て
き
た
。

　

一
方
『
覚
帳
』
に
つ
い
て
は
『
覚
書
』
ほ
ど
教
学
的
に
意
見
の
一
致
を

見
て
は
い
な
い
が
、
宗
教
学
者
で
金
光
教
教
師
で
も
あ
っ
た
荒
木
美
智
雄

は
、
む
し
ろ
『
覚
書
』
と
『
覚
帳
』
と
い
う
物
語
の
創
造
そ
れ
自
体
が
、

物
語
を
書
い
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
時
々
に
金
光
大
神
が
神
的
な
る
も
の
・

聖
な
る
も
の
と
交
流
す
る
中
で
起
こ
っ
て
い
る
宗
教
体
験
で
あ
り
、
そ
の

意
味
に
お
い
て
両
テ
キ
ス
ト
は
「
宗
教
的
自
叙
伝
」
で
あ
る
と
す
る
。
従

来
の
金
光
教
学
の
評
価
と
荒
木
の
評
価
と
の
間
に
、「
あ
り
の
ま
ま
」
に

記
さ
れ
て
い
る
内
容
が
、
か
た
や
過
去
の
事
蹟
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
に
対

し
、
か
た
や
宗
教
体
験
そ
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
点
に
お
け
る
相
違
は

あ
る
が
、
字
義
通
り
の
意
味
の
背
後
に
真
理
が
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

両
テ
キ
ス
ト
が
「
あ
り
の
ま
ま
」
に
書
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
点
に
お
い

て
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

荒
木
の
議
論
は
『
覚
書
』・『
覚
帳
』
と
い
う
「
宗
教
的
自
叙
伝
」
の
宗

教
学
的
意
味
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
光
教
の
従
来
の
教
祖
回
帰
の

あ
り
方
に
対
す
る
批
判
を
意
図
し
た
も
の
で
、「
教
祖
の
宗
教
」
と
「
教

団
の
宗
教
」
を
峻
別
し
、
前
者
を
高
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

め
に
は
従
来
の
仏
教
民
俗
学
で
な
く
、
よ
り
広
い
観
点
で
日
本
宗
教
民
俗

学
を
確
立
す
る
必
要
性
を
提
示
し
た
と
考
察
し
た
。

　

特
に
⑥
の
原
始
宗
教
と
し
て
の
庶
民
信
仰
と
い
う
、
あ
る
意
味
ア
プ
リ

オ
リ
な
五
来
の
方
向
性
は
、
そ
の
宗
教
民
俗
学
の
特
徴
と
も
限
界
点
と
も

い
え
る
。
仏
教
が
変
容
し
た
結
果
と
し
て
の
庶
民
信
仰
で
な
く
、
庶
民
信

仰
こ
そ
が
宗
教
の
原
点
と
い
う
認
識
、
そ
の
解
明
の
た
め
に
は
仏
教
民
俗

学
か
ら
宗
教
民
俗
学
へ
の
脱
却
と
い
う
五
来
の
観
念
論
は
、
宗
教
の
原
点

で
あ
る
が
ゆ
え
に
仏
教
民
俗
学
で
は
対
象
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
と
い
う

逆
説
、
つ
ま
り
日
本
人
の
宗
教
の
基
層
を
庶
民
信
仰
に
置
い
た
こ
と
で
、

宗
教
民
俗
学
が
考
察
す
べ
き
対
象
が
膨
大
化
し
、「
あ
れ
も
庶
民
信
仰
、

こ
れ
も
庶
民
信
仰
」
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

「
宗
教
的
自
叙
伝
」
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て

長
崎　

誠
人

　

二
〇
一
五
年
金
光
教
教
団
に
教
祖
金
光
大
神
の
直
筆
帳
面
や
教
祖
在
世

時
の
書
類
、
初
期
教
団
関
連
史
料
が
提
供
さ
れ
た
。
新
出
史
料
が
金
光
教

の
教
祖
理
解
・
信
仰
理
解
に
、
あ
る
い
は
現
代
社
会
に
お
け
る
教
団
宗
教

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
非
常
に
興
味
深
い
。
本
発
表
の
目

的
は
そ
う
し
た
問
題
を
追
跡
し
て
ゆ
く
た
め
の
論
点
を
、
こ
れ
ま
で
の
教

祖
理
解
の
あ
り
方
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

金
光
教
に
お
い
て
『
金
光
大
神
御
覚
書
』
と
『
お
知
ら
せ
事
覚
帳
』

（
以
下
『
覚
書
』『
覚
帳
』
と
略
記
）
と
い
う
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
金
光

大
神
が
自
ら
の
生
涯
と
お
知
ら
せ
を
中
心
と
し
た
信
仰
体
験
に
つ
い
て
書

い
た
こ
と
か
ら
教
祖
理
解
の
根
本
典
籍
と
さ
れ
現
行
教
典
に
も
収
め
ら
れ
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斎
藤
秀
一
師
の
卒
論
と
日
記
の
復
刻
と
非
戦
伝
記
の
出
版
に
つ
い
て

別
府　

良
孝

　

斎
藤
秀
一
師
（
俗
名
が
サ
イ
ト
ウ　

ヒ
デ
カ
ツ
、
僧
名
が
サ
イ
ト
ウ　

シ
ュ
ウ
イ
チ
）
は
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
に
鶴
岡
市
の
曹
洞
宗
泉
流
寺

に
生
ま
れ
た
。
斎
藤
師
は
、
駒
澤
大
学
・
文
学
部
・
東
洋
文
学
科
に
入
学

し
て
、「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
」
や
「
日
本
ロ
ー
マ
字
協
会
」
の
会

員
に
な
り
、
卒
業
後
は
郷
里
で
教
師
に
な
る
も
、
治
安
維
持
法
違
反
で
検

挙
さ
れ
免
職
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
泉
流
寺
を
足
場
に
雑
誌
『
文
字
と
言

語
』『
ラ
テ
ィ
ニ
ー
ゴ
』
な
ど
や
著
書
『
東
京
方
言
集
』『
支
那
語
ロ
ー
マ

字
化
の
理
論
』
を
約
五
十
編
出
版
し
た
。
昭
和
十
四
年
に
秋
田
刑
務
所
に

入
獄
し
、
病
を
得
て
仮
出
獄
し
た
が
、
昭
和
十
五
年
九
月
に
泉
流
寺
に
て

三
十
二
才
で
遷
化
し
た
。

　

斎
藤
師
の
卒
論
の
題
目
は
「
片
假
字
の
起
り
、
歴
史
及
び
そ
の
将
来
」

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
で
あ
る
が
、（
１

）朝
鮮
語
・
中
国
語
・
英
語
・
仏

語
・
伊
語
・
独
語
・
露
語
の
他
、
少
数
言
語
に
も
言
及
し
た
。（
２

）カ
タ

カ
ナ
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
の
新
解
釈
を
提
示
し
た
。（
３

）狸
と
い
う

字
を
例
に
、
漢
字
の
階
声
体
の
長
短
を
指
摘
し
た
。（
４

）中
国
語
で
は
、

殷
体
の
漢
字
も
用
い
た
。（
５

）年
号
は
皇
紀
を
用
い
ず
に
西
暦
で
押
し
通

し
た
、
な
ど
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
卒
論
の
実
物
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館

に
は
無
い
が
、
渡
部
泰
山
氏
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
）
が
複
写
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
。
そ
れ
を
借
用
し
て
、
白
馬
社
（
京
都
市
）
が
、
テ
キ
ス
ト
フ

ァ
イ
ル
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

斎
藤
師
は
、
日
記
を
十
四
〜
二
十
五
才
の
間
つ
け
て
い
た
。
大
学
ノ
ー

ト
二
十
五
冊
分
で
あ
る
。

　

庄
内
中
学
（
現
・
鶴
岡
南
高
校
）
二
年
・
三
年
の
時
は
漢
字
と
平
仮
名

た
だ
し
、
荒
木
が
依
拠
し
て
い
る
武
内
義
範
は
、「
教
祖
の
宗
教
」
の
創

造
的
展
開
と
し
て
の
「
教
団
の
宗
教
」
と
い
う
観
点
や
、
教
祖
の
孫
弟
子

以
降
の
弟
子
は
教
祖
と
直
接
的
関
係
に
立
ち
、
教
祖
の
真
理
を
体
得
し
広

め
よ
う
と
し
た
直
弟
子
の
模
範
に
従
う
と
い
う
「
教
団
の
宗
教
」
へ
の
展

開
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
荒
木
の
議
論
も
武
内
と
同
じ
方
向
を
向
い

て
い
る
も
の
と
考
え
た
と
し
て
も
、「
宗
教
的
自
叙
伝
」
を
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
「
教
祖
の
宗
教
」
の
創
造
的
展
開
と
し
て
の
「
教
団
の
宗
教
」
が

ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
る
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
に
よ
る
「
追
体
験
」
と
い

う
金
光
教
学
の
基
本
的
方
法
か
ら
考
え
て
見
る
と
、
追
体
験
の
対
象
は
、

金
光
教
学
で
は
個
々
の
事
蹟
に
お
け
る
金
光
大
神
、
荒
木
で
は
「
宗
教
的

自
叙
伝
」
を
書
い
て
い
る
金
光
大
神
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
教
祖
金

光
大
神
の
追
体
験
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
武
内
が
指
摘
す
る
金

光
大
神
の
言
行
に
直
接
ふ
れ
た
直
弟
子
の
追
体
験
と
い
う
考
え
方
は
管
見

の
限
り
見
た
こ
と
が
な
い
。「
あ
り
の
ま
ま
」
に
書
か
れ
た
「
宗
教
的
自

叙
伝
」
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
祖
金
光
大
神
を
追
体
験
す
る
と
い
う

金
光
教
学
の
基
本
的
方
法
に
よ
っ
て
「
教
祖
の
宗
教
」
か
ら
「
教
団
の
宗

教
」
へ
の
展
開
は
視
野
に
収
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

個
人
主
義
的
な
宗
教
理
解
が
進
ん
だ
現
代
に
お
い
て
、「
教
団
」
の
宗

教
学
的
意
味
に
つ
い
て
再
考
す
る
き
っ
か
け
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
今
後
の
金
光
教（
学
）の
展
開
を
注
視
し

て
ゆ
き
た
い
。
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萩
原
洋
子
著
『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
裏
街
道
を
漫
歩
す
る
』
が
、

九
月
二
十
七
日
（
小
林
司
の
命
日
）
に
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
国
際
情
報
セ
ン

タ
ー
」
よ
り
復
刊
さ
れ
る
。（
十
四
）十
月
七
日
午
後
に
、
鶴
岡
市
で
講
演

会
。
ジ
ョ
セ
フ
・
エ
サ
テ
ィ
エ
氏
と
工
藤
美
知
尋
氏
が
登
壇
。（
十
五
）十

月
二
十
一
日
午
後
に
、
米
沢
市
で
講
演
会
。
小
林
洋
子
（
萩
原
）
氏
が
登

壇
。（
十
六
）別
府
が
、
月
刊
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
十
一
月
号
に
斎
藤
師
に

つ
い
て
寄
稿
の
予
定
。（
十
七
）安
田
敏
朗
氏
（
一
橋
大
学
）
が
、『
文
字

と
言
語
』
を
三
元
社
よ
り
復
刻
の
予
定
。

宗
教
系
高
等
学
校
に
つ
い
て
の
地
方
紙
の
言
説

│
│ 

東
北
地
方
を
対
象
に 

│
│

高
橋　

嘉
代

　

本
研
究
の
目
的
は
、
宗
教
立
の
学
校
が
如
何
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
、
地
方
紙
に
お
け
る
描
か
れ
方

を
通
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

現
行
制
度
で
は
宗
教
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
私
立
の
学
校
の

み
で
あ
る
。
私
立
の
学
校
は
そ
の
性
格
上
、
国
公
立
の
学
校
と
比
較
す
る

と
学
校
の
経
営
に
置
け
る
生
徒
募
集
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
そ
こ

で
重
要
に
な
る
の
が
広
報
活
動
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
際
自
ら
の
持
つ
多

様
な
属
性
の
う
ち
の
如
何
な
る
部
分
を
如
何
に
表
現
す
る
か
、
或
い
は
如

何
に
他
者
に
語
ら
し
め
よ
う
と
す
る
か
が
重
要
に
な
る
。

　

宗
教
立
の
教
育
機
関
は
職
業
と
し
て
の
宗
教
家
を
養
成
す
る
教
育
機
関

と
、
宗
教
教
育
と
共
に
一
般
教
育
を
行
う
教
育
機
関
と
に
大
別
で
き
る
。

後
者
の
場
合
、
宗
教
立
で
あ
る
こ
と
と
一
般
教
育
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
属
性
を
如
何
に
組
み
合
わ
せ
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現
し

で
、
四
年
・
五
年
の
時
は
英
語
で
書
い
て
い
た
。
大
学
生
の
時
は
、
日
本

語
（
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
・
ロ
ー
マ
字
）・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を

時
々
交
代
で
使
用
し
て
い
た
。
日
記
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
化
は
、
鈴
木

良
春
氏
（
鶴
岡
市
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ

イ
ル
を
活
か
し
て
、
復
刻
が
な
さ
れ
る
。

　

斎
藤
師
が
、
ミ
ニ
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。（
一
）六
月
十
五
日
に
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
第
三
回
斎
藤
秀
一
師
に
学
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
模
様
が
、『
曹
洞
宗
報
八
月
号
』
に
載
っ
た
。（
二
）同
号
の
、
曹
洞

宗
人
権
本
部
著
「
宗
報
に
み
る
戦
争
と
平
和
」
に
斎
藤
師
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
、『
東
海
佛
敎
』
第
六
十
一
輯
に
載
っ
た
別
府
論
文
「
十
五
年
戦
争

期
の
反
戦
僧
侶
│
│
斎
藤
秀
一
師
な
ど
の
事
跡
」
が
引
用
さ
れ
た
。（
三
）

佐
藤
玄
祐
氏
の
「
治
安
維
持
法
と
闘
っ
た
斎
藤
秀
一
」
と
い
う
論
稿
が

『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』
七
月
二
十
七
日
号
に
載
っ
た
。（
四
）工
藤
美
知
尋
著

『
特
高
に
奪
わ
れ
た
青
春
│
│
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
斎
藤
秀
一
の
悲
劇
』

が
芙
蓉
書
房
よ
り
八
月
一
日
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
が
、
斎
藤
師
の
非

戦
伝
記
で
あ
る
。（
五
）斎
藤
師
の
紹
介
記
事
が
、『
東
京
新
聞
八
月
六
日

号
朝
刊
』
に
載
っ
た
。（
六
）非
戦
伝
記
の
紹
介
記
事
が
、『
山
形
新
聞
八

月
六
日
号
朝
刊
』
に
載
っ
た
。（
七
）非
戦
伝
記
の
紹
介
記
事
が
、『
荘
内

日
報
八
月
十
五
日
号
』
に
載
っ
た
。（
八
）斎
藤
秀
一
の
紹
介
記
事
が
、

『
中
日
新
聞
九
月
二
日
号
夕
刊
』
に
載
っ
た
。（
九
）非
戦
伝
記
の
書
評
が
、

『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
九
月
上
旬
号
』
に
載
っ
た
。（
十
）渡
部
泰
山
氏
に
よ
る

書
評
が
、『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』
九
月
七
日
号
に
載
っ
た
。
間
も
な
く
山
形

新
聞
に
も
。（
十
一
）別
府
が
、
九
月
十
七
日
に
東
大
で
開
催
さ
れ
た
日
本

宗
教
学
会
学
術
大
会
で
発
表
し
た
。（
十
二
）水
田
全
一
師
（
臨
済
宗
僧

侶
）
に
よ
る
書
評
が
、『
荘
内
日
報
』
に
載
る
予
定
。（
十
三
）小
林
司
・



　　422

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第11部会

の
作
品
を
展
覧
し
て
い
た
。
そ
し
て
創
設
後
数
年
の
間
の
記
事
で
は
来
賓

の
祝
辞
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
紹
介
さ
れ
た
祝
辞
の
内
容
は
「
貞
操
の
美

徳
」「
婦
徳
の
重
ん
ず
べ
き
事
」
に
つ
い
て
の
訓
示
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
る
。
家
事
に
直
結
す
る
知
識
・
技
術
と
共
に
フ
ァ
イ
ン
ア
ー

ト
の
素
養
を
身
に
つ
け
る
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ば
良
き
家
庭
婦
人
と
し
て

の
思
想
と
行
動
様
式
を
育
む
教
育
も
怠
り
な
く
行
っ
て
い
る
学
校
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
現
が
、
新
聞
記
事
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
越
し

な
が
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
進
路
実
績
の
提
示　

明
治
三
〇
年
代
以
降
の
卒
業
式
の
記
事
で

は
、
卒
業
生
全
員
の
氏
名
が
紹
介
さ
れ
、
卒
業
生
の
進
路
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
仙
台
市
内
で
も
他
に
公
立
・
私
立

の
女
学
校
お
よ
び
高
等
女
学
校
が
相
次
い
で
開
校
さ
れ
、
進
路
実
績
を
示

す
こ
と
に
よ
る
潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
開
拓
と
い
う
方
向
性
も
念
頭
に
置
か
れ

始
め
た
こ
と
が
記
事
か
ら
窺
え
た
。

よ
う
と
す
る
（
さ
せ
る
）
の
か
。
本
研
究
で
は
こ
こ
に
焦
点
を
据
え
、
地

方
紙
に
お
け
る
宗
教
立
高
等
学
校
に
関
す
る
記
事
に
注
目
し
た
い
。
分
析

の
対
象
と
し
て
は
仙
台
市
所
在
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
高
等
学
校
・
Ａ
高
等

学
校
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
取
り
上
げ
る
。
Ａ
高
等
学
校
は
カ
ト
リ
ッ
ク

主
義
の
女
子
校
で
創
立
は
明
治
二
〇
年
代
、
一
九
九
七
（
明
治
四
〇
年
）

に
女
学
校
か
ら
高
等
女
学
校
と
な
り
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
新
制

高
等
学
校
と
な
っ
た
。
本
報
告
で
は
Ａ
高
等
学
校
の
草
創
期
、
つ
ま
り
明

治
期
に
お
け
る
Ａ
女
学
校
・
Ａ
高
等
女
学
校
に
関
す
る
地
方
紙
の
記
事
に

注
目
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
期
は
当
該
地
域
に
お
け
る
地
方
紙
の

草
創
期
で
も
あ
り
、
報
道
や
広
告
、
言
論
の
ス
タ
イ
ル
が
模
索
さ
れ
て
い

た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
高
等
学

校
が
属
す
る
学
校
法
人
よ
り
発
行
さ
れ
た
資
料
集
所
収
の
新
聞
記
事
六
〇

三
記
事
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
創
立
直
前
の
明
治
二
九
年
代
半
ば
よ
り
高
等

女
学
校
認
可
後
の
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
ま
で
の
学
校
創
設
関
連
の

記
事
及
び
卒
業
式
の
記
事
か
ら
次
の
特
徴
が
確
認
さ
れ
た
。

（
一
）
明
示
さ
れ
な
い
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ　
「
キ
リ
ス
ト
教
主

義
」
で
あ
る
こ
と
を
読
み
手
に
意
識
さ
せ
る
記
述
は
極
め
て
少
な
い
。
寧

ろ
「
同
校
は
基
督
教
的
の
学
校
と
誤
解
す
る
者
あ
れ
ど
も
純
粋
の
女
学
校

に
し
て
毫
も
宗
教
に
関
係
せ
ず
と
い
へ
り
」（『
奥
羽
日
日
新
聞
』
一
八
九

六
年
四
月
七
日
）
等
の
記
述
が
な
さ
れ
、
少
な
く
と
も
新
聞
記
事
に
お
い

て
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
と
は
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
る
と
言
い
得
る
記

述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
技
術
・
教
養
そ
し
て
良
き
家
庭
婦
人
教
育　

卒
業
式
の
記
事
に
よ

る
と
、
Ａ
女
学
校
・
Ａ
高
等
女
学
校
で
は
卒
業
式
終
了
後
、
来
賓
や
学
生

の
保
護
者
等
に
生
徒
た
ち
の
手
に
よ
る
書
画
や
生
け
花
、
刺
繍
や
編
物
等
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第
十
二
部
会

千
崎
如
幻
の
生
涯
と
思
想

末
村
　
正
代

　

本
稿
は
、
千
崎
如
幻
（
一
八
七
六
―
一
九
五
八
）
の
生
涯
を
概
観
し
、

そ
の
布
教
活
動
に
お
け
る
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

如
幻
は
鈴
木
大
拙
と
同
じ
く
釈
宗
演
門
下
の
禅
僧
で
あ
り
、
西
海
岸
で
お

よ
そ
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
禅
の
布
教
活
動
を
つ
づ
け
た
人
物
で
あ
る
。
彼

が
米
国
禅
ブ
ー
ム
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
大
拙
・
佐
々
木
指
月
・
鈴
木
俊
隆
な
ど
と
は

対
照
的
に
、
如
幻
に
関
す
る
研
究
は
数
少
な
い
。
正
確
な
年
譜
す
ら
未
だ

不
明
で
あ
る
如
幻
の
活
動
を
詳
ら
か
に
し
、
禅
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き

の
な
か
に
改
め
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
過
程
を
よ
り
多
角

的
に
描
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

　

以
下
、
大
拙
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
適
宜
触
れ
な
が
ら
、
如
幻
の
生
涯

に
つ
い
て
述
べ
る
。
千
崎
如
幻
（
俗
名
・
愛
蔵
）
は
、
一
八
七
六
年
に
青

森
県
で
生
ま
れ
た
。
五
歳
に
な
る
前
に
浄
土
宗
寺
院
に
預
け
ら
れ
、
一
〇

歳
を
す
ぎ
た
頃
に
弘
前
の
東
奥
義
塾
に
入
学
し
た
。
二
〇
歳
直
前
、
曹
洞

宗
寺
院
で
得
度
し
、
法
名
「
如
幻
」
と
な
る
。
円
覚
寺
・
釈
宗
演
の
も
と

で
参
禅
を
は
じ
め
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
如
幻
と
大
拙
の
そ
の
後
の

交
流
を
考
え
る
と
、
二
人
の
修
行
の
時
期
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実

で
あ
ろ
う
。
参
禅
を
つ
づ
け
な
が
ら
、
二
五
歳
の
頃
に
弘
前
で
私
塾
「
仏

苗
学
園
」
を
開
設
す
る
。
仏
苗
学
園
は
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
の
た
め
の
施

設
で
あ
っ
た
が
、
学
生
や
成
人
に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、
如
幻
は
法
話
な

ど
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
学
園
は
数
年
の
う
ち
に
分
校
を
つ
く
る

ま
で
に
成
長
し
た
が
、
日
露
戦
争
で
有
力
者
か
ら
の
支
援
が
打
ち
切
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
が
悪
化
し
た
。
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
如
幻
は
、
宗

演
の
米
国
講
演
旅
行
に
同
行
し
、
現
地
で
の
資
金
作
り
を
計
画
す
る
。
同

行
が
認
め
ら
れ
、
一
九
〇
五
年
、
米
国
入
国
を
果
た
す
。
宗
演
の
帰
国
後
、

本
格
的
に
活
動
を
は
じ
め
る
ま
で
の
約
二
〇
年
間
は
、
皿
洗
い
や
ホ
テ
ル

の
支
配
人
な
ど
の
職
に
就
き
な
が
ら
、
図
書
館
で
勉
強
し
た
り
、
公
園
で

瞑
想
し
た
り
と
い
う
苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
生
活
が
軌
道
に
の

り
は
じ
め
た
一
九
二
二
年
に
は
不
定
期
で
禅
指
導
を
行
う
「
浮
遊
禅
堂

（floating Zendo

）」
を
、
一
九
二
八
年
に
は
居
を
定
め
て
「
東
漸
禅
窟
」

を
開
設
す
る
。
東
漸
禅
窟
は
数
年
後
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
と
移
っ
た
。
太

平
洋
戦
争
で
強
制
収
容
所
へ
入
所
す
る
ま
で
の
期
間
に
は
、
生
涯
に
お
い

て
も
っ
と
も
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
中
川
宋
淵
と
出
会
い
、
交
流
が
は
じ

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期
、
如
幻
は
訪
欧
の
期
に
米
国
に
立
ち
寄
っ

た
大
拙
と
も
数
十
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
て
い
る
。
終
戦
後
に
東
漸
禅

窟
を
再
開
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
拙
が
再
び
米
国
に
長
期
滞

在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
如
幻
と
大
拙
の
交
流
も
増
え
、
書
簡
を
通
じ
て

文
献
な
ど
を
や
り
取
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
五
五
年
、

如
幻
は
宋
淵
の
招
待
に
応
じ
る
形
で
約
五
〇
年
ぶ
り
に
帰
国
す
る
。
大
拙

宛
の
書
簡
に
は
、
帰
国
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
特
に
一
九
五
〇
年
代
、
両
者
は
比
較
的
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

互
い
の
近
況
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
八

年
、
死
の
一
ヶ
月
前
に
は
、
自
著
の
出
版
決
定
を
報
告
す
る
最
後
の
大
拙

宛
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る
。
如
幻
の
死
後
、
東
漸
禅
窟
は
自
然
消
滅
し
た
。

　

最
後
に
、
如
幻
の
布
教
活
動
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
二
点
挙
げ
て
お
き
た
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直
属
の
教
会
長
よ
り
推
薦
さ
れ
た
者
で
、
当
所
の
講
師
選
定
委
員
会
の
承

認
を
得
て
、
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
の
理
事
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
者
で
あ

る
。
一
般
講
師
が
約
九
十
名
（
現
職
の
教
会
長
や
前
教
会
長
、
あ
る
い
は

そ
の
配
偶
者
な
ど
）
で
毎
月
八
日
以
上
の
通
常
勤
務
（
無
給
）
で
、
男
女

比
は
二
対
一
の
割
合
で
あ
る
。
加
え
て
、
常
勤
講
師
が
四
名
い
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
講
師
は
、
五
十
代
か
ら
七
十
代
の
九
名
（
男
性
五

名
、
女
性
四
名
）
で
、
現
職
の
教
会
長
や
そ
の
夫
人
、
あ
る
い
は
教
会
役

員
や
信
者
詰
所
の
主
任
な
ど
の
立
場
で
、
講
師
と
し
て
三
年
目
の
方
か
ら

十
年
目
あ
る
い
は
二
十
年
目
の
経
験
を
持
つ
方
々
で
あ
っ
た
。

　

講
師
は
そ
れ
ぞ
れ
患
者
の
病
室
に
赴
き
、
事
情
部
の
活
動
を
紹
介
し
つ

つ
、
患
者
一
人
ひ
と
り
と
個
別
に
会
話
を
重
ね
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、

相
手
の
同
意
の
も
と
「
お
さ
づ
け
」
を
取
り
次
ぐ
。
病
棟
の
雰
囲
気
と
し

て
は
、
あ
る
講
師
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
七
年
に
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保

護
法
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
で
、
そ
れ
以
来
、
患
者
側
に
少
し
で
も
不
快

な
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
苦
情
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
、
事
情
部

の
面
会
を
断
ら
れ
る
方
が
い
る
場
合
は
、
講
師
全
体
で
そ
の
情
報
を
共
有

し
て
無
理
に
は
赴
か
な
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
在
院
日
数
が
短
く
な
り
、

事
情
部
の
活
動
を
十
分
に
説
明
す
る
間
も
な
く
、「
お
さ
づ
け
」
を
取
り

次
ぐ
に
は
取
り
次
ぐ
が
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
伝
え
る
ま
で
に
は
い

か
な
い
場
合
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
現
状
で
も
、
患
者
の
九
割
近
く
が
天
理
教
の
信
仰

者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
方
は
「
お
さ
づ
け
」
の
取
り

次
ぎ
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
反
応
は
患
者
に
よ
っ
て
様
々
な
よ

う
で
、「
お
さ
づ
け
」
を
取
り
次
ぐ
最
中
に
起
き
て
正
座
さ
れ
る
方
も
あ

れ
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
方
も
い
た
り
、
特
別
な
信
仰
が
な
く
と
も
手

い
。
一
点
は
、
日
系
人
以
外
に
も
ひ
ろ
く
布
教
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

近
代
以
降
に
展
開
さ
れ
た
「
家
の
宗
教
」
を
提
供
す
る
仏
教
諸
派
の
組
織

的
布
教
と
は
異
な
り
、
如
幻
は
宗
派
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
対

象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
た
。
法
話
は
禅
だ
け
で
な
く
仏
教
全
般
、
時
に
東

洋
思
想
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
。
他
宗
教
と
の
交
流
も
、
イ
ン
ド
の
神
秘

家
や
ス
ー
フ
ィ
ー
な
ど
多
彩
で
あ
っ
た
。
次
に
、
布
教
に
際
し
て
実
践
的

側
面
を
重
ん
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
宋
淵
宛
の
書
簡
か
ら
は
、
如
幻
が
死
の

直
前
ま
で
弟
子
た
ち
と
坐
禅
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
一
九

六
〇
年
代
に
は
多
く
の
禅
堂
が
開
設
さ
れ
た
が
、
実
践
を
重
視
し
た
如
幻

の
布
教
は
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
以
上
、
布
教
活
動
の
特
徴
を
挙
げ
た
も

の
の
、
如
幻
の
生
涯
や
思
想
、
交
流
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
も
多
い
。
引

き
続
き
考
察
を
進
め
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
「
憩
の
家
」
と
「
お
さ
づ
け
」

深
谷
　
耕
治

　

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
「
憩
の
家
」
は
天
理
教
が
運
営
母
体
と
な
っ
て
い

る
医
療
施
設
で
あ
る
が
、
設
立
当
初
か
ら
身
体
的
な
医
療
を
施
す
「
身
上

部
」（
い
わ
ゆ
る
病
院
）
に
加
え
て
、
天
理
教
の
教
え
に
基
づ
い
て
病
気

や
様
々
な
事
情
の
悩
み
の
解
決
を
目
指
す
「
事
情
部
」
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
人
間
の
総
合
的
な
救
済
が
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
事
情
部

の
活
動
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
行
為
と
し
て
、
病
気
平
癒
の
た

め
の
祈
り
で
あ
る
「
お
さ
づ
け
」
の
取
り
次
ぎ
が
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
事
情
部
の
講
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
し
て
、

「
お
さ
づ
け
」
を
取
り
次
ぐ
場
面
の
実
態
の
一
端
を
紹
介
し
た
。

　

事
情
部
の
講
師
と
は
、
天
理
教
教
会
本
部
か
ら
の
派
遣
、
ま
た
は
本
部
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い
、
生
長
の
家
的
な
要
素
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
報
告
で
は
、
は
じ
め
に
、
高
安
が
生
長
の
家
を
脱
会
し
龍
泉
を
立
教

す
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
概
観
し
た
。
そ
し
て
、
沖
縄
県
生
長

の
家
の
講
師
、
中
村
昌
直
と
の
出
会
い
と
そ
こ
で
の
「
教
え
」
が
、
肺
浸

潤
と
そ
れ
に
伴
う
不
安
で
苦
し
む
高
安
に
救
い
と
な
り
、
生
長
の
家
入
信

の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
、
彼
が
そ
の
後
、
生
長
の
家
を
脱
会
し
、
カ
ミ
ダ

ー
リ
ィ
（
神
が
か
り
）
を
通
し
て
龍
泉
を
立
教
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
上
で
、
龍
泉
に
お
け
る
ユ
タ
的
な
要
素
と
生
長
の
家
的
な
要
素
が
ど

の
よ
う
に
共
棲
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
①
シ
ン
ボ
ル
、

②
救
済
観
と
災
因
論
、
③
死
生
観
と
霊
魂
観
の
三
つ
の
指
標
を
立
て
て
分

析
を
行
っ
た
。
ユ
タ
的
な
要
素
に
つ
い
て
は
沖
縄
の
ユ
タ
の
災
因
論
（
シ

ジ
タ
ダ
シ
等
）
の
研
究
を
参
照
し
、
生
長
の
家
的
な
要
素
に
つ
い
て
は

「
生
命
主
義
的
救
済
観
」
等
の
研
究
を
参
照
し
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
た
。
以

下
、
三
つ
の
指
標
の
結
果
と
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

　

①
シ
ン
ボ
ル
に
お
い
て
、
一
九
七
二
年
十
一
月
、
生
長
の
家
を
脱
会
し

た
高
安
は
、
カ
ミ
ダ
ー
リ
ィ
の
末
に
、「
キ
ミ
マ
ン
モ
ム
」（
キ
ン
マ
ン
モ

ン
）
と
名
乗
る
神
か
ら
啓
示
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
高
安
は
『
琉
球
神
道

記
』
に
、
琉
球
の
神
と
し
て
「
キ
ミ
マ
ン
モ
ム
」
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
自
身
の
啓
示
の
正
し
さ
を
確
信
し
、
立
教
へ
と
至
っ
た
。
従
っ
て
、

沖
縄
の
創
世
神
話
が
シ
ン
ボ
ル
を
形
成
し
て
お
り
、
ユ
タ
的
な
要
素
が
優

位
な
こ
と
が
わ
か
る
。
背
景
に
は
、
立
教
の
契
機
と
な
っ
た
カ
ミ
ダ
ー
リ

ィ
が
、『
琉
球
神
道
記
』
と
い
う
歴
史
的
な
テ
ク
ス
ト
で
需
要
さ
れ
た
こ

と
と
、
生
長
の
家
で
の
恩
師
で
あ
る
中
村
が
、「
郷
土
沖
縄
」
を
愛
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、「
日
本
本
土
お
よ
び
全
世
界
平
和
実
現
へ
の
運
動
基
盤
」

が
あ
る
と
説
い
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

を
合
わ
せ
る
方
も
い
た
り
す
る
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
天
理
教
の
信
仰
者

で
な
く
と
も
、
様
々
な
症
状
が
和
ら
ぐ
こ
と
も
多
々
あ
り
、
例
え
ば
、

「
点
滴
が
痛
い
」
と
い
っ
て
点
滴
の
間
中
我
慢
し
て
い
た
方
が
「
お
さ
づ

け
」
の
取
り
次
ぎ
後
に
痛
み
が
取
れ
た
り
、
便
秘
が
改
善
し
た
り
、
痰
が

出
な
か
っ
た
の
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
そ
う
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
印
象
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
脳
外
科
病
棟
で
頭
の
手
術
を

二
十
回
ほ
ど
さ
れ
た
男
性
に
、
あ
る
講
師
が
「
お
さ
づ
け
」
を
取
り
次
い

だ
と
こ
ろ
、
取
り
次
ぎ
の
最
中
に
そ
の
男
性
が
「
ぼ
く
は
こ
の
「
お
さ
づ

け
」
で
い
の
ち
を
た
す
け
て
頂
き
ま
し
た
。
で
も
心
は
病
ん
で
い
ま
す
」

と
話
し
か
け
て
き
た
そ
う
で
、
そ
の
講
師
は
戸
惑
い
つ
つ
も
、
そ
の
言
葉

に
応
答
す
る
た
め
に
「
病
院
」
や
「
事
情
部
」
と
い
う
枠
を
超
え
て
今
も

な
お
そ
の
患
者
と
関
わ
り
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

沖
縄
の
新
宗
教
に
お
け
る
思
想
と
実
践 

│
│ 

龍
泉
を
事
例
に 

│
│

長
島
三
四
郎

　

従
来
、
沖
縄
の
新
宗
教
は
、
沖
縄
の
民
俗
宗
教
の
体
系
化
・
組
織
化
に

よ
る
展
開
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
沖
縄
で
立
教
・
伸
長
し
た
新
宗
教

の
中
で
も
、
沖
縄
か
ら
ハ
ワ
イ
・
台
湾
へ
と
広
く
教
勢
を
拡
大
さ
せ
た
の

は
、
高
安
六
郎
（
一
九
三
四
―
）
を
教
祖
と
す
る
龍
泉
（
い
じ
ゅ
ん
）
で

あ
る
。
高
安
は
、
一
九
七
二
年
に
龍
泉
を
立
教
す
る
以
前
、
日
本
の
新
宗

教
で
あ
る
生
長
の
家
で
沖
縄
県
教
化
部
講
師
会
長
を
務
め
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
龍
泉
の
思
想
と
実
践
に
は
、
沖
縄
の
民
俗
宗
教
と
は
異
な
る
生
長

の
家
的
な
要
素
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
検
討
は
あ
ま
り
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
龍
泉
の
思
想
と
実
践
を
捉
え
る
に
は
、
龍
泉
に
お
け

る
ユ
タ
的
な
要
素
（
沖
縄
の
民
俗
宗
教
的
な
要
素
）
で
は
捉
え
き
れ
な
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白
光
真
宏
会
・
五
井
昌
久
に
よ
る
平
和
運
動
の
思
想
的
特
徴

吉
田
　
尚
文

　

本
発
表
で
は
、
白
光
真
宏
会
の
教
祖
・
五
井
昌
久
（
一
九
一
六
―
一
九

八
〇
）
が
戦
後
に
推
進
し
た
「
祈
り
に
よ
る
世
界
平
和
運
動
」
に
注
目

し
、
同
運
動
の
思
想
的
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

五
井
は
、
世
界
平
和
実
現
の
基
礎
と
し
て
、
ま
ず
〝
個
人
個
人
の
平
和

な
心
境
〞
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
主
張
し
た
。「
外
な
る
世
界
の
平
和
は
、

内
な
る
心
の
平
和
か
ら
」
と
い
う
考
え
方
に
な
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
五
井

の
思
想
上
は
、
個
の
心
の
平
和
と
世
界
の
平
和
は
連
動
し
て
い
る
、
と
さ

れ
る
。
彼
が
、
心
お
よ
び
世
界
に
平
和
を
も
た
ら
す
方
法
と
述
べ
た
の

は
、
自
身
が
提
唱
し
た
『
世
界
平
和
の
祈
り
』
だ
っ
た
。「
世
界
人
類
が

平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
」
の
文
言
に
は
じ
ま
る
こ
の
祈
り
に
は
、
五

井
の
教
理
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
祈
り
の
〝
波
動
〞
が
個
人
と
世
界
を
浄

め
て
平
和
（
調
和
）
に
み
ち
び
く
の
だ
と
し
た
。
五
井
が
言
う
〝
波
動

（
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）〞
の
考
え
は
、
浅
野
和
三
郎
（
一
八
七
四
―
一
九

三
七
）
が
著
し
た
『
神
霊
主
義
』（
一
九
三
四
年
）
に
由
来
し
て
い
る
。

「
物
質
界
、
幽
界
、
霊
界
、
神
界
」
の
四
大
領
域
が
あ
り
、「
叡
智
に
司

（
支
―
発
表
者
注
）
配
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
本
体
を
以
て
神
界
に
通
ず
る

の
で
、
丁
度
無
線
電
信
電
話
の
場
合
と
同
じ
く
、
大
体
バ
イ
ブ
レ
エ
シ
ヨ

ン
の
原
理
に
基（
づ
）く
」（
浅
野
前
掲
書
、
三
二
頁
）
と
い
う
説
を
五
井
も

説
い
た
。
ち
な
み
に
五
井
は
、
心
霊
科
学
研
究
会
に
お
い
て
、
浅
野
の
弟

子
・
脇
長
生
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
八
）
か
ら
浅
野
の
教
説
を
き
い
て
い

る
。
五
井
の
『
世
界
平
和
の
祈
り
』
の
添
え
書
き
に
は
、「
こ
の
祈
り
は

五
井
先
生
と
神
界
と
の
約
束
事
で
、
こ
の
祈
り
を
す
る
と
こ
ろ
に
必
ず
救

世
の
大
光
明
が
輝
き
、
自
分
が
救
わ
れ
る
と
と
も
に
、
世
界
人
類
の
光
明

　

②
救
済
観
と
災
因
論
に
お
い
て
、
龍
泉
で
は
、
不
幸
の
原
因
は
「
自
我

意
識
」・「
劣
等
意
識
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
囚
わ
れ
ず
「
感
謝
と
謙
虚
の

念
」
を
も
つ
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
龍
泉
で
は
、
生
長
の
家
と
同
様
の

論
理
を
持
つ
唯
心
論
的
な
救
済
観
（
心
な
お
し
）
と
災
因
論
が
説
か
れ
て

お
り
、
生
長
の
家
的
な
要
素
が
優
位
な
こ
と
が
わ
か
る
。
③
死
生
観
と
霊

魂
観
に
お
い
て
も
同
様
に
、
龍
泉
で
は
、「
気
づ
く
こ
と
」（
悟
り
、
心
な

お
し
）
の
有
無
が
人
間
の
死
後
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
お
り
、
生
長
の
家

的
な
要
素
が
優
位
で
あ
る
と
い
え
る
。
②
と
③
の
背
景
に
は
、
病
気
に
よ

っ
て
苦
し
ん
だ
自
身
の
体
験
と
、
そ
こ
か
ら
の
「
救
い
」
を
示
し
た
中
村

と
の
出
会
い
が
関
係
し
て
い
る
。
高
安
は
、
一
四
歳
の
時
再
発
し
た
肺
浸

潤
に
よ
り
精
神
的
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、
母
が
連
れ
て
行
っ
た
生
長
の
家

の
集
会
で
小
学
校
の
恩
師
の
夫
、
中
村
と
出
会
い
、
病
気
に
よ
る
不
安
や

「
劣
等
意
識
」
か
ら
解
放
さ
れ
、
生
長
の
家
に
入
信
し
た
。
高
安
に
と
っ

て
「
自
我
意
識
」
と
「
劣
等
意
識
」
か
ら
の
解
放
は
、「
恩
師
」
中
村
の

教
え
で
あ
り
、
自
身
の
人
生
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
血
肉
化
さ
れ
た
教
義
で

あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
龍
泉
の
思
想
に
は
、
多
分
に
生
長
の
家
的
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
生
長
の
家
時

代
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
こ
と
で
、
沖
縄
の
民
俗

宗
教
の
体
系
化
・
組
織
化
で
は
説
明
で
き
な
い
、
龍
泉
の
思
想
と
実
践
に

お
け
る
ユ
タ
的
な
要
素
と
生
長
の
家
的
要
素
の
共
棲
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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は
「
祈
り
」
を
〝
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
（
信
仰
の
所
属
に

か
か
わ
ら
ず
）〞、「
想
い
」
に
お
い
て
行
え
ば
よ
い
、
と
し
た
こ
と
か
ら

幅
広
い
階
層
の
人
た
ち
を
こ
の
運
動
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
『
世
界
平
和
の
祈
り
』
に
特
化
し
、「
平
和
」
を
つ
ね
に
想
う
こ
と
を

最
重
要
と
し
た
結
果
、〝「
平
和
」
を
第
一
に
考
え
る
人
た
ち
を
つ
く
り
だ

し
た
こ
と
〞
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
個
の
心
の
平
和
」
は
、
み
ず
か
ら
決
意

し
実
行
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、「
祈
り
」
を
も
ち
い
、「
個
の

心
の
平
和
」
か
ら
は
じ
め
た
本
運
動
に
も
意
義
は
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

民
衆
宗
教
と
お
か
げ
の
世
界
観

│
│ 

明
治
末
大
正
期
金
光
教
を
中
心
に 

│
│

村
山
　
由
美

　

民
衆
宗
教
研
究
の
歴
史
に
お
い
て
、
呪
術
行
為
や
奇
跡
的
体
験
は
、
否

定
も
し
く
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
本
報
告
は
、
霊
験
譚
と
し
て
の
「
お
か

げ
話
」
を
史
料
と
し
て
、
近
代
社
会
を
生
き
た
民
衆
宗
教
の
信
徒
た
ち
の

姿
を
捉
え
直
し
、
民
衆
宗
教
の
信
仰
現
場
で
息
づ
い
て
い
た
世
界
観
を
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

民
衆
宗
教
の
布
教
発
展
に
は
、
病
気
の
治
癒
な
ど
「
現
世
利
益
」
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
た
が
、
病
気
治
し
、
そ
の
他
「
お
か
げ
話
」
と
し
て
流

通
す
る
よ
う
な
実
践
は
、
明
治
政
府
の
文
明
開
化
政
策
の
も
と
で
進
め
ら

れ
た
迷
信
撲
滅
や
西
洋
医
学
の
普
及
の
妨
げ
に
な
る
も
の
と
し
て
規
制
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
一
教
独
立
に
向
け
て
組
織
の
合
理
化
・
近
代
化
を

図
る
と
い
う
方
向
性
と
、
お
か
げ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
信
仰
世
界
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
う
ま
く
取
っ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
に
対
し
、
教
団

の
指
導
者
で
あ
る
佐
藤
範
雄
は
、『
天
地
の
大
理
』（
明
治
三
八
年
）
に
お

化
、
大
調
和
に
絶
大
な
力
を
発
揮
す
る
の
で
す
。」（『
白
光
』
二
〇
一
七

年
九
月
一
〇
日
号
、
四
二
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
祈
り
を
と
お
し

て
「
神
界
」
に
通
じ
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
光
の
〝
波
動
〞
に
よ
っ

て
、
個
人
・
世
界
（
人
類
）
を
平
和
に
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
平
和
に

し
て
い
く
順
序
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
自
分
（
個
人
）
の
心
」、
次
に
「
社

会
・
国
家
」、
最
終
的
に
「
世
界
（
人
類
）」
へ
と
広
げ
て
い
く
の
だ
、
と

五
井
は
述
べ
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
人
間
の
「
想
い
（
想
念
）」
の
あ
り
か

た
（
内
容
・
状
態
）
を
こ
と
さ
ら
重
視
し
た
。
そ
の
特
徴
を
い
く
つ
か
挙

げ
る
な
ら
、
敵
を
み
と
め
て
対
立
す
る
想
い
・
争
う
心
を
も
た
な
い
こ

と
、
平
ら
か
で
調
和
し
た
心
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
、「
右
と
左
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
」
そ
の
ど
ち
ら
に
も
か
た
む
か
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
実

際
的
な
姿
勢
に
お
い
て
は
、
武
器
を
も
た
な
い
、
戦
わ
な
い
（「
正
戦
」

も
否
定
）・
非
暴
力
、「
絶
対
平
和
論
（
主
義
）」
が
五
井
の
立
場
だ
。
彼

は
、
か
り
に
、「
祈
り
」
に
徹
し
て
「
祈
り
」
の
う
ち
に
殺
さ
れ
た
と
し

て
も
、
そ
の
死
は
受
け
い
れ
る
覚
悟
（
決
意
）
で
い
た
。
こ
う
し
た
非
暴

力
の
は
て
、
死
ん
で
も
構
わ
な
い
と
五
井
が
言
う
背
景
に
は
、
前
述
の
浅

野
が
ま
と
め
た
日
本
的
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
（「
神
霊
主
義
」）
が
描
く

死
後
の
世
界
（「
霊
界
」）
へ
の
信
念
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
は
唯
一
原
爆
を
投
下
さ
れ
、
戦
争
の
惨
禍
を
知
る
国
と
し
て
、
世
界
平

和
を
う
み
だ
す
中
心
国
、
指
導
国
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
五
井
は
語

っ
た
。
彼
の
思
想
に
お
い
て
、
日
本
国
は
世
界
を
大
調
和
（
平
和
）
に
み

ち
び
く
中
心
的
役
割
を
は
た
す
べ
き
使
命
・
天
命
が
あ
る
、
と
い
う
。
そ

の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
が
、
み
ず
か
ら
提
唱
し
た
『
世
界
平
和

の
祈
り
』
を
と
な
え
る
こ
と
だ
と
く
り
か
え
し
説
い
た
。
さ
い
ご
に
、
五

井
に
よ
る
「
祈
り
に
よ
る
平
和
運
動
」
の
意
義
を
い
う
な
ら
、
本
運
動
で



　　428

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第12部会

の
結
果
病
気
が
癒
え
る
と
き
、
病
者
の
身
体
は
霊
験
の
顕
現
の
場
と
な
る
。

　

日
露
戦
争
が
開
戦
す
る
と
、
戦
場
を
舞
台
と
し
た
お
か
げ
話
が
紙
面
に

登
場
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
に
は
起
承
転
結
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
な

物
語
は
な
く
、
弾
除
け
、
爆
弾
か
ら
ま
も
ら
れ
る
な
ど
、
個
人
的
な
体
験

が
多
く
、
教
祖
の
出
現
の
話
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
治
期
金
光
教
に
お
け
る
「
お
か
げ
」
理
解
の
ひ

と
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、
家
族
を
中
心
と
し
て
親
族
や
他
の
信
徒
を
巻
き

込
ん
だ
「
共
同
体
」
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
信
者
は
、
切
る
か
、
切
ら
な
い
か
。
手
術
を
す
る
か
、
し
な
い
か
な

ど
、
身
体
に
つ
い
て
信
心
に
お
い
て
決
断
し
た
の
ち
、
痛
み
、
下
痢
、
嘔

吐
、
内
臓
破
裂
な
ど
、
身
体
へ
の
衝
撃
的
な
経
験
を
通
し
て
、
神
と
遭
遇

し
、
神
の
意
志
を
読
み
取
っ
て
い
る
。「
お
か
げ
」
は
「
心
」
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、「
身
体
」
に
現
れ
て
く
る
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
戦
後
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
極
め
て
個
人
的
か
つ
精
神

的
な
「
結
界
取
次
」
も
、
世
紀
転
換
期
の
金
光
教
に
お
け
る
お
か
げ
の
世

界
に
お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
エ
ホ
バ
の
証
人
と
予
言

│
│ 

脱
会
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら 

│
│

山
口
　
瑞
穂

　

エ
ホ
バ
の
証
人
の
救
済
観
は
前
千
年
王
国
論
に
分
類
さ
れ
、
ハ
ル
マ
ゲ

ド
ン
と
称
さ
れ
る
全
地
球
規
模
の
裁
き
と
千
年
王
国
が
到
来
す
る
「
時
」

は
近
い
と
い
う
予
言
の
教
義
が
特
徴
で
あ
る
。
主
な
実
践
は
そ
の
宣
伝
で

あ
り
、
宗
教
実
践
に
よ
る
社
会
の
改
良
は
標
榜
し
て
い
な
い
。
予
言
は
一

八
七
九
年
の
教
団
創
設
以
来
、
幾
度
も
変
更
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
の
特

い
て
、
教
祖
出
現
の
意
義
を
日
柄
方
位
の
信
仰
や
禁
厭
祈
禱
を
否
定
す
る

こ
と
（「
迷
信
打
破
」）
で
あ
っ
た
と
す
る
一
方
で
、
教
祖
が
神
と
直
接
交

流
し
た
神
秘
的
体
験
に
つ
い
て
は
、
心
を
も
っ
て
心
を
お
さ
め
る
「
心

行
」
を
つ
う
じ
て
神
の
心
に
か
な
う
こ
と
で
、
神
の
心
に
交
通
す
る
（「
顕

幽
感
通
」）
こ
と
が
で
き
た
と
し
、
人
間
と
神
の
交
流
は
全
て
「
心
」
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
し
た
。

　

し
か
し
、
金
光
教
指
導
者
と
神
道
本
局
関
係
者
ら
が
協
働
し
て
出
版
し

て
い
た
雑
誌
『
令
徳
』（
明
治
三
二
年
―
三
八
年
）
に
あ
ら
わ
れ
る
「
お
か

げ
話
」
を
分
析
す
る
と
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
物
語
は
「
顕
幽
感
通
」

で
は
説
明
し
き
れ
な
い
独
自
の
世
界
観
を
提
示
し
て
い
る
。
読
者
（
ほ
ぼ

金
光
教
信
徒
）
か
ら
投
稿
さ
れ
、
編
集
者
の
手
を
経
て
語
ら
れ
る
「
お
か

げ
話
」
に
は
、
一
定
の
共
通
す
る
語
り
の
パ
タ
ー
ン
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
病
気
治
し
の
記
事
で
は
、
病
気
の
原
因
は
全
く
問
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
登
場
人
物
が
一
人
で
神
徳
を
受
け
た
と
い
う
記
事
は
な
い
。
佐
藤

の
「
顕
幽
感
通
」
は
教
祖
が
孤
独
の
う
ち
に
心
を
修
め
、
神
と
の
交
流
を

成
し
遂
げ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
が
、
お
か
げ
話
で
は
多
く
の
場
合
、

話
は
夫
婦
、
家
族
、
教
会
長
、
信
仰
の
先
輩
な
ど
を
巻
き
込
む
か
た
ち
で

展
開
し
、「
代
参
」
も
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
教
会
長
が
出
て
く
る
場

合
、
名
前
が
示
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
、
シ
ャ
ー
マ
ン
や
祈
禱
者
と
し
て
の

役
割
で
は
な
く
、
当
事
者
と
そ
の
周
囲
の
人
々
に
、
た
だ
「
一
心
に
」
祈

る
よ
う
告
げ
る
役
目
を
も
つ
。
ま
た
金
光
大
神
の
顕
現
の
物
語
も
多
い
。

彼
は
生
前
、
死
後
は
「
目
に
見
え
な
く
な
っ
て
」
氏
子
を
助
け
る
と
述
べ

て
い
た
が
、
夢
の
中
あ
る
い
は
「
現
実
」
で
、
病
気
や
事
故
に
苦
し
む
信

者
の
前
に
顕
れ
る
救
い
の
表
象
と
し
て
の
教
祖
は
、
身
体
を
も
っ
て
お

り
、
信
者
を
押
し
た
り
、
揉
ん
だ
り
、
か
か
え
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
そ
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年
代
後
半
に
「
二
世
」
と
し
て
正
式
な
信
者
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
の

終
盤
に
離
脱
し
た
女
性
Ｃ
で
あ
る
。
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
の

は
以
下
の
点
で
あ
る
。

　

三
名
に
共
通
す
る
の
は
一
九
七
五
年
を
前
に
し
た
「
布
教
す
る
側
」
の

切
迫
感
で
あ
る
。
一
方
の
「
布
教
を
受
け
る
側
」
は
、
そ
の
熱
意
に
押
さ

れ
、
教
義
を
十
分
に
理
解
・
受
容
し
な
い
ま
ま
入
信
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
例
え
ば
Ｂ
は
反
戦
な
ど
の
社
会
運
動
の
機
能
的
代
替
や
聖
書
へ
の

関
心
、
夫
と
同
じ
宗
教
を
信
奉
す
る
こ
と
に
よ
る
幸
福
な
家
庭
を
求
め
入

信
し
た
が
、
教
義
の
理
解
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｃ
は
「
二
世
」
と

し
て
周
囲
の
圧
力
に
押
さ
れ
て
入
信
し
、
当
該
教
団
特
有
の
「
理
性
に
よ

る
神
聖
な
奉
仕
」、「
理
性
で
納
得
で
き
る
の
が
信
仰
な
ん
だ
と
い
う
言
葉

に
す
が
り
な
が
ら
」
多
大
な
時
間
を
布
教
活
動
に
費
や
す
こ
と
に
な
る
。

Ａ
、
Ｂ
夫
妻
も
Ｃ
と
同
様
の
宗
教
的
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
宣
教
優
先
の

生
活
と
な
り
、
困
窮
と
「
感
性
」
の
葛
藤
を
抱
え
、
入
信
の
目
的
と
は
本

末
転
倒
し
た
状
態
に
陥
る
。
Ａ
は
教
団
へ
の
反
発
、
Ｂ
は
教
団
へ
の
疑
念

は
な
い
が
「
伝
道
先
で
立
派
な
こ
と
を
言
え
な
い
」
と
葛
藤
し
、「
ハ
ル

マ
ゲ
ド
ン
で
滅
ん
で
も
い
い
」「
劣
等
生
だ
か
ら
」
と
運
動
を
離
脱
す
る
。

Ｃ
は
一
九
九
五
年
の
教
義
変
更
の
際
、
教
義
自
体
に
は
不
信
感
を
持
つ

が
、「
こ
の
組
織
が
正
し
い
」「
子
ど
も
に
は
、
こ
の
組
織
で
献
身
し
て
ほ

し
い
」
と
教
団
に
留
ま
っ
た
。
だ
が
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る

う
ち
に
「
自
分
の
感
性
に
正
直
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
」
だ
と
思
い

始
め
る
。
子
ど
も
に
体
罰
を
加
え
る
よ
う
教
団
や
信
者
仲
間
か
ら
の
圧
力

を
感
じ
た
経
験
を
振
り
返
り
、
自
身
の
宗
教
が
「
居
心
地
の
良
い
場
所
」

や
教
団
が
標
榜
す
る
よ
う
な
「
真
の
宗
教
」
で
は
な
い
と
感
じ
、
徐
々
に

運
動
か
ら
離
脱
し
て
い
っ
た
。

筆
す
べ
き
点
は
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
一
九
七
五
年
説
が
期
待
外
れ
と
な
っ
た
こ

と
と
一
九
九
五
年
の
教
義
変
更
で
あ
る
。
こ
の
変
更
は
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン

が
必
ず
し
も
信
者
た
ち
の
存
命
中
に
は
生
じ
な
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た

点
で
先
例
の
な
い
大
き
な
変
更
で
あ
っ
た
。

　

本
研
究
で
は
、
一
九
七
五
年
前
後
と
一
九
九
五
年
前
後
に
教
団
内
に
い

た
脱
会
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
教
団
側
の
指
導
や
教
説
を
当
時
の

信
者
た
ち
が
ど
う
受
容
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
な
お
、
脱
会
者
を
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
す
る
意
義
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。
日
本
に
お
け

る
当
該
教
団
の
信
者
数
は
一
九
九
八
年
に
二
二
万
二
三
四
七
名
と
な
る
ま

で
右
肩
上
が
り
の
成
長
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
停
滞
し
て
い
る
（
も

の
み
の
塔
聖
書
冊
子
協
会
『
エ
ホ
バ
の
証
人
の
年
鑑
』
一
九
九
九
年
、
三

四
頁
）。
こ
の
停
滞
に
お
い
て
顕
著
な
の
は
、
布
教
活
動
の
不
振
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
離
脱
傾
向
の
強
さ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
既
に
信
者
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
く
な
っ
た
「
元
信
者
」
即
ち
脱
会
者
は
、
そ
れ
ま
で

の
当
該
教
団
の
伸
長
と
現
在
の
停
滞
を
構
成
し
て
き
た
当
事
者
で
も
あ

り
、
重
要
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本

研
究
は
、
信
者
／
脱
会
者
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
真
実
性
を
議
論
す
る
こ
と
よ

り
も
、
そ
の
構
築
的
要
素
を
重
視
し
、
研
究
者
、
信
者
・
脱
会
者
の
い
ず

れ
も
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
生
成
さ
れ
る
「
社
会
的
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
の
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
脱
会
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
こ
な
っ
た
（
櫻
井
義
秀
『
カ
ル
ト
問
題
と
公
共
性
│
│
裁
判
・
メ
デ
ィ

ア
・
宗
教
研
究
は
ど
う
論
じ
た
か
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四

年
、
六
四
頁
）。

　

調
査
協
力
を
得
た
の
は
、
一
九
七
三
年
に
入
信
し
、
一
九
八
〇
年
代
前

半
に
離
脱
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
し
た
Ａ
、
Ｂ
夫
妻
、
一
九
七
〇
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六
）
が
、『
ダ
イ
ア
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
│
│
心
の
健
康
の
た
め
の
現
代
科
学
』

を
出
版
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
書
は
、
心
理
療
法
的
技
術
を
記
し
た
も

の
で
、
オ
ー
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、

人
間
の
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
不
快
な
記
憶
や
感
情
の
痕
跡
（
エ
ン
グ
ラ
ム

≒

反
応
心
）
を
取
り
除
く
（
ク
リ
ア
ー
）
す
る
こ
と
で
、
人
間
を
よ
り
自

由
に
し
、
能
力
の
十
全
な
発
現
、
更
な
る
開
発
を
目
指
す
と
さ
れ
る
。

『
ダ
イ
ア
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』
出
版
後
、
こ
の
技
法
の
実
践
団
体
が
各
地
に

出
現
し
、
ハ
バ
ー
ド
は
、
講
演
等
を
通
し
て
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
結

果
、
前
世
の
記
憶
を
媒
介
と
し
て
、
人
間
の
精
神
（
セ
イ
タ
ン
）
に
関
す

る
思
想
体
系
を
確
立
し
、「
宗
教
」
と
な
っ
た
。
こ
の
際
、
達
成
目
標
が

抽
象
化
さ
れ
、
よ
り
高
次
の
も
の
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

運
動
・
組
織
へ
の
継
続
的
な
関
わ
り
が
必
要
と
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

は
、
一
九
六
〇
年
代
に
能
力
開
発
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
八
〇
年
代

に
本
格
的
に
進
出
し
、
現
在
は
東
京
・
新
宿
に
「
教
会
」
を
構
え
、
会
員

は
数
百
人
（
書
籍
の
購
入
者
は
数
千
人
）
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
は
心
因
性
の
病

気
を
治
す
技
術
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
現
在
で
も
会
員
は
そ
の
実
践
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
会
員
は
「
ピ
ュ
ア
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
践
し
て
お
り
、
体
内
の
残
留
薬
物
や
毒
素
を
、

運
動
・
サ
ウ
ナ
を
通
し
て
体
外
に
排
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
ダ
イ
ア
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
応
用
と
し
て
、「
ア
シ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ

る
「
病
気
治
し
」
の
簡
単
な
技
術
が
あ
る
。
こ
れ
は
事
故
や
怪
我
の
起
こ

っ
た
際
の
動
き
を
再
現
し
た
り
、
体
に
軽
く
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
意

識
の
向
け
方
や
強
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
体
の
不
調
を
整
え
る
ね
ら
い

が
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
伸
長
は
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
切
迫
と
い
う
状
況

定
義
に
よ
り
、
信
者
た
ち
が
宣
教
に
動
員
さ
れ
辛
く
も
実
現
し
た
が
、
教

団
側
は
信
者
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
答
で
き
て
い
な
い
。
現
在
の
停
滞

は
、
離
脱
者
を
生
じ
さ
せ
易
い
潜
在
的
な
構
造
が
顕
在
化
し
た
結
果
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

病
気
治
し
と
宗
教 
│
│ 「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
宗
教
」
の
場
合 

│
│

隈
元
　
正
樹

　

か
つ
て
新
宗
教
の
入
信
動
機
は
、「
貧
病
争
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
内
、

貧
困
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
日
本
社
会
が
全
体
的
に
豊
か
に
な

る
に
つ
れ
、
そ
の
比
重
を
下
げ
た
。
人
間
関
係（
争
）は
、
普
遍
的
テ
ー
マ

で
あ
り
、
今
後
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
病
気
に
つ
い
て
は
、

医
療
の
技
術
的
進
歩
、
国
民
健
康
保
険
等
の
環
境
面
の
充
実
が
あ
っ
た

が
、
不
治
の
病
は
相
変
わ
ら
ず
あ
り
、
意
味
の
問
題
も
あ
っ
て
、
現
在
で

も
宗
教
へ
の
主
要
な
回
路
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
日
、
宗
教
に
よ

る
病
気
治
し
は
病
院
・
医
者
等
の
公
的
セ
ク
タ
ー
と
常
に
緊
張
関
係
に
あ

る
。
ま
た
社
会
学
の
観
点
か
ら
は
、
病
気
治
し
の
よ
う
な
呪
術
的
実
践
は

「
教
会
」
を
持
た
な
い
と
す
る
Ｅ
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
古
典
的
理
論
が
あ
る
。

宗
教
に
お
け
る
病
気
治
し
が
如
何
に
し
て
組
織
的
凝
集
性
を
担
保
す
る
か

が
問
わ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
病
気
治
し
か
ら
「
宗
教
」
へ
と
展
開
し
た

サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
を
事
例
と
し
て
、
同
教
団
の
病
気
治
し
の
実
際
と
構

造
、
教
団
内
外
の
課
題
へ
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
か
を
分
析
す
る
こ

と
を
研
究
目
的
と
し
た
。

　

サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
生
ま
れ
た
新
宗
教
で
あ

る
。
一
九
五
〇
年
、
創
設
者
の
Ｌ
・
ロ
ン
ハ
バ
ー
ド
（
一
九
一
一
―
八
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て
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
問
い
を
掘
り
下
げ
、
日
本

人
が
「
瞑
想
」
に
類
す
る
ど
の
よ
う
な
実
践
を
行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
そ

れ
が
な
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
方
法
を
試
み
た
。

　

フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
は
、
多
様
性
を
確
保
さ
れ
た

六
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
特
定
の
商
品
や
事
物
へ
の
印
象
を
比

較
的
自
由
に
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
開
発
や
意
識
調
査
に

必
要
な
知
見
を
探
る
手
法
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
宗
教
研
究
の
領
域
で
は
、
こ
の
方
法
を
用
い
た

調
査
は
日
本
国
内
で
は
寡
聞
な
が
ら
耳
に
し
な
い
。

　

発
表
者
は
首
都
圏
在
住
の
男
女
二
四
名
を
対
象
に
、「
瞑
想
」
に
類
す

る
実
践
を
尋
ね
、
ど
ん
な
こ
と
を
、
ど
ん
な
時
に
、
な
に
を
き
っ
か
け
に
、

ど
の
程
度
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。
そ
れ
を
介
し
て
、「
瞑

想
」
を
指
し
示
す
語
彙
を
確
認
し
た
。
調
査
は
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

で
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
仮
説
的
な
「
瞑
想
」
の
定
義
と
し
て
「
瞑
想
と
は
、
心
を
落
ち

着
か
せ
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
」
を
用
意
し
た
が
、
調
査
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
間
で
も
「
瞑
想
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、「
瞑
想
」
に
類
す
る
多
様
な
実
践
を
列
挙
。（
株
）イ
ン

テ
ー
ジ
社
の
協
力
を
得
て
、
同
社
に
登
録
し
て
い
る
パ
ネ
ル
（
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
者
）
の
中
か
ら
、
調
査
に
関
心
を
示
し
ま
た
そ
れ
ら
の
実
践
が
見

い
だ
さ
れ
た
男
女
二
〇
〇
名
強
を
抽
出
し
、
実
践
種
類
の
多
寡
・
男
女
に

よ
っ
て
、
年
齢
層
を
二
〇
代
、
三
〇
代
、
四
〇
代
、
五
〇
代
と
分
散
さ
せ

た
六
人
ず
つ
の
四
グ
ル
ー
プ
が
設
定
で
き
る
よ
う
、
二
四
名
を
選
出
。
二

〇
一
六
年
二
月
に
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

　

今
日
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
は
、
そ
れ
が
宗
教
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め

ぐ
っ
て
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
論
争
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
と
関

連
し
て
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
主
張
や
実
践
が
、
医
療
類
似
行
為
や
医

療
妨
害
に
あ
た
ら
な
い
か
ど
う
か
、
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
の
行

う
病
気
治
し
が
社
会
で
抱
え
る
緊
張
を
こ
こ
で
も
見
せ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
組
織
運
営
の
面
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
は
、
創
設
者
ハ
バ
ー
ド

が
遺
し
た
名
称
・
書
籍
等
を
著
作
権
に
基
づ
き
厳
格
に
管
理
す
る
と
同
時

に
、
創
設
者
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
組
織
運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
順

守
、
加
え
て
上
級
教
会
、
幹
部
た
ち
（
シ
ー
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）
の
働
き
に
よ
っ
て
中
央
集
権
的
な
本
部
統
制
を
実
現
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
他
教
団
に
お
け
る
病
気
治
し
と
の
比
較
、「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ

ジ
ー
宗
教
」
の
抱
え
る
社
会
的
緊
張
の
よ
り
具
体
的
分
析
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
。

瞑
想
を
指
し
示
す
こ
と
ば

│
│ 

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
知
見 

│
│

葛
西
　
賢
太

　

近
年
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
「
瞑
想
」
が

各
種
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、「
瞑
想
」
実
践

者
の
実
数
を
調
査
し
た
デ
ー
タ
は
な
い
。
現
時
点
で
お
そ
ら
く
唯
一
の
統

計
は
、
米
国
立
衛
生
学
研
究
所N

ational Institutes of H
ealth

に

よ
る
、
代
替
療
法
実
践
者
の
広
が
り
を
調
べ
た
も
の
（Barbes, et. al. 

2004

）
で
、
ヨ
ー
ガ
な
ど
の
「
瞑
想
」
実
践
者
数
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
葛
西
二
〇
一
〇
）。
発
表
者
も
日
本
に
お
け
る
趨
勢
を
調
べ
よ

う
と
し
た
が
、「
瞑
想
」
と
い
う
語
の
指
示
対
象
が
現
代
日
本
人
に
と
っ
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と
し
て
の
新
霊
性
運
動

村
川
　
治
彦

　

島
薗
（2007

）
に
よ
れ
ば
新
霊
性
文
化
・
運
動
は
、「
近
代
以
降
へ
の

転
換
」
と
い
う
「
現
代
世
界
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
文
明
史
的
な
変
化

の
意
識
の
特
殊
な
現
れ
」
で
あ
り
、「
自
己
変
容
・
自
己
解
放
を
主
題
と

す
る
運
動
や
文
化
」
で
あ
る
。
ハ
ー
ネ
フ
ラ
ー
フ
（1996

）
が
言
う
広

義
の
ニ
ュ
ー
エ
ー
ジ
運
動
と
重
な
る
こ
の
新
霊
性
運
動
は
、
西
洋
神
秘
主

義
に
淵
源
を
も
ち
一
九
六
〇
年
代
対
抗
文
化
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、

そ
の
世
界
像
に
「
体
系
的
完
結
性
は
も
た
な
い
」
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
運
動
が
欧
米
の
よ
り
広
範
な
「
文
明
史
的
な
変
化
の
意
識
」
と

つ
な
が
る
一
定
の
方
向
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
理
解

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
そ
う
し
た
つ
な
が
り
と
方
向
性
の

一
例
と
し
て
ド
イ
ツ
で
神
学
、
哲
学
を
学
び
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

長
年
比
較
宗
教
学
を
教
え
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
（
一

八
九
七
―
一
九
九
四
）
の
思
想
と
、
彼
が
新
霊
性
運
動
を
推
進
し
た
二
人

の
人
物
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
と
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ト
に
与
え
た

影
響
を
考
察
す
る
。

　

ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ル
タ
ー
派
信
者
の
家
に
生
ま

れ
、
一
九
二
二
年
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
博
士
号
と
ル
タ
ー
派
教
会
で

神
学
の
学
位
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
ド
レ
ス
デ
ン
大
学
で
パ
ウ
ル
・
テ
ィ

リ
ッ
ヒ
に
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
で
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
に
神
学
を
マ

ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
哲
学
を
学
ん
だ
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
の
親
交

は
彼
が
亡
く
な
る
ま
で
続
き
、
彼
が
米
国
へ
亡
命
し
米
国
で
職
を
得
た
の

も
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
助
力
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
想
は

「
存
在
と
時
間
」
か
ら
「
技
術
へ
の
問
い
」
ま
で
ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
立
性
を
確
保
す
る
た
め
と
調
査
技
法
へ
の
関
心
と
か

ら
、
聞
き
取
り
お
よ
び
記
録
は
専
門
職
に
依
頼
し
、
発
表
者
は
別
室
に
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
模
様
を
ノ
ー
ト
し
つ
つ
モ
ニ
タ
ー
し
た
。

　

発
表
者
が
こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
四
つ
あ
る
。
一
つ
は
調
査

方
法
論
上
の
知
見
で
あ
る
。
大
規
模
か
つ
一
般
的
な
意
識
調
査
を
の
ぞ
く

と
、
宗
教
研
究
の
調
査
は
、
宗
教
団
体
会
員
や
宗
教
書
の
読
者
、
宗
教
関

連
科
目
を
受
講
す
る
大
学
生
な
ど
、
何
ら
か
の
宗
教
へ
の
関
心
を
あ
ら
か

じ
め
も
つ
人
々
を
対
象
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
彼
ら
と
一
般
市
民
と

の
価
値
観
の
ズ
レ
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ズ
レ
の
内
容

が
捉
え
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
調
査
で
は
対
象
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
な

人
々
も
瞑
想
実
践
者
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
発
表
者
の
よ
う
な
宗
教
研
究

者
は
、
特
定
の
図
式
や
関
心
を
も
っ
て
対
象
を
観
察
し
、
ま
た
そ
れ
を
反

映
し
た
語
を
用
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
う
調
査
に
影
響
す
る
か
が
観
察
さ
れ

た
。
二
つ
め
に
、「
瞑
想
」
と
い
う
語
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
多
様
で
、

「
瞑
想
」
を
実
践
す
る
も
の
と
一
般
市
民
と
の
間
で
も
重
な
ら
ず
、
調
査

の
中
核
を
な
す
語
彙
と
し
て
は
問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。
第
三
に
、「
瞑

想
」
に
類
す
る
実
践
の
内
容
は
予
想
以
上
に
多
様
で
あ
っ
た
。
発
表
者
が

当
初
設
定
し
た
仮
設
的
定
義
は
、
何
ら
か
の
意
識
変
容
と
、
意
識
変
容
終

了
後
の
体
験
の
俯
瞰
に
よ
る
気
づ
き
を
前
提
し
て
い
る
が
、
一
般
市
民
の

実
践
者
に
は
特
段
の
気
づ
き
を
求
め
ず
に
意
識
変
容
だ
け
を
求
め
る
も
の

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
第
四
に
、「
瞑
想
」
に
類
す
る
実
践
を
指
し
示
す

た
め
に
実
際
に
使
わ
れ
る
語
彙
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
現
代
日
本
人
が
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な

緊
張
状
態
に
置
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
処
方
法
を
試
み
、
成
功
し
た
り
失

敗
し
た
り
し
て
い
る
現
実
に
、
発
表
者
は
気
づ
か
さ
れ
た
。
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ン
は
創
設
以
来
特
定
の
人
物
や
教
義
に
唯
一
の
正
当
性
を
認
め
る
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
の
「
非
宗
教
の
宗
教
」
の

思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
（K

ripal 2007

）。
ま
た
ブ
ラ
ン
ト
は
、
ホ
ー

ル
ア
ー
ス
カ
タ
ロ
グ
誌
を
創
刊
し
、
グ
ル
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
発
展
に

影
響
を
与
え
た
。
同
誌
の
巻
頭
号
を
飾
っ
た
青
い
地
球
の
写
真
は
、
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
が
示
し
た
技
術
発
展
に
よ
る
惑
星
的
思
考
の
象
徴
と
し
て
大
き

な
影
響
を
与
え
た
（K

abil 2012

）。
こ
の
よ
う
な
影
響
を
考
え
る
と
、

新
霊
性
文
化
は
「
情
報
化
や
個
人
化
が
進
み
、
脱
文
脈
化
し
つ
つ
あ
る
現

代
人
の
生
活
に
適
合
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
」（
島
薗2007

）
と
い
う

よ
り
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
現
代
人
の
生
活
を
生
み
出
す
社
会
的
変
容
の
推

進
力
の
一
部
を
担
っ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
表
出
と
排
他
性

伊
藤
　
慈
晃

　

幽
霊
や
妖
怪
と
い
っ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
は
、
伝
統
的
な
村
落

共
同
体
に
あ
っ
て
は
し
ば
し
ば
特
定
の
個
人
・
集
団
を
排
除
す
る
た
め
に

利
用
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
都
市
社
会
に
お
い
て
は
噂
話
と
し
て
研
究

さ
れ
、
同
様
に
排
他
的
な
信
念
を
内
包
し
つ
つ
伝
播
し
て
い
く
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
内
に
お
い

て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
が
ど
の
よ
う
に
表
出
し
、
ど
の
よ
う
に
排

他
性
と
結
び
つ
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
日
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
掲
示
板
で
あ
る
「
２

ち
ゃ
ん
ね
る
」
に
て
発
生
し
た
「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
と
い
う
噂
話
に

関
す
る
書
込
み
で
あ
る
。「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
と
は
、
夜
中
に
、
自
分

の
髪
や
爪
な
ど
を
入
れ
た
人
形
を
相
手
と
見
立
て
て
、
一
人
で
か
く
れ
ん

終
生
影
響
を
与
え
続
け
た
（K

abil 2011

）。

　

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
影
響
を
受
け
た
ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
の
思
想
を
宗
教
史

家
ク
リ
パ
ル
（2007

）
は
「
神
秘
主
義
的
否
定
神
学
で
あ
り
、
内
在
的

か
つ
超
越
的
な
一
種
の
弁
証
法
的
神
秘
的
人
間
主
義
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
主

著
「T

he religion of no-religion

」（Spiegelberg 1948

）
で
ス
ピ

ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
は
、
自
ら
が
十
九
歳
の
時
に
経
験
し
た
神
秘
体
験
と
そ
の

直
後
に
抱
い
た
教
会
へ
の
拒
絶
を
描
い
て
い
る
。
彼
は
こ
の
体
験
を
特
定

の
神
で
は
な
く
「
根
本
的
な
実
存
と
し
て
の
自
然
」
と
一
体
と
な
っ
た

体
験
と
捉
え
、
比
較
宗
教
の
該
博
な
知
識
を
駆
使
し
「Religion of N

o-
Religion

（
非
宗
教
の
宗
教
）」
と
い
う
立
場
を
主
張
し
た
。
彼
に
と
っ

て
根
本
的
な
実
存
と
し
て
の
自
然
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
言
う
実
存
で
あ

り
、「
宗
教
が
生
の
神
秘
性
と
い
う
事
実
を
あ
る
特
定
の
場
所
に
お
い
て

の
み
承
認
す
る
の
に
対
し
、
非
宗
教
の
宗
教
は
こ
の
神
秘
が
無
制
限
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
固
定
化
や
限
定
化
の
陳

述
を
放
棄
す
る
」。
ま
た
こ
の
非
宗
教
の
宗
教
と
い
う
立
場
か
ら
無
神
論

を
「
大
い
な
る
存
在
の
神
秘
と
い
う
事
実
を
否
定
し
生
を
た
ん
な
る
物
質

の
問
題
と
し
て
理
解
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
「
実
存
の
意
味
や
本
質
に

つ
い
て
の
問
い
を
許
容
せ
ず
存
在
を
す
べ
て
ば
ら
ば
ら
に
説
明
す
る
」
と

批
判
す
る
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ
ー
グ
の
思
想
が
新
霊
性
文
化
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
は
近
年
、
米
国
の
宗
教
史
家
ら
の
詳
細
な
研
究
（K

ripal 2007, 
K
abil 2012

）
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
彼
の
学
生
で
あ
っ
た
マ
ー
フ
ィ
は
、
ス
ピ
ー
ゲ
ル
バ

ー
グ
の
助
言
を
受
け
て
エ
サ
レ
ン
研
究
所
を
創
設
し
、
現
代
の
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
に
つ
な
が
る
新
た
な
心
理
療
法
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
エ
サ
レ
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と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
実
行
者
が
霊
能
者

を
排
除
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
導
権
を
霊
能

者
に
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
分
析
を
、『「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
が
幽
霊
を
呼
ぶ
』
と
い
う

こ
と
の
信
憑
性
の
高
ま
り
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み
る
。
今
回
の

ケ
ー
ス
か
ら
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
の
信
憑
性
は
、
必
ず
し
も
無

条
件
に
そ
れ
を
信
じ
る
人
々
に
よ
っ
て
の
み
支
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
に
お
け

る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
は
、
そ
の
真
偽
を
め
ぐ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
排
他
性
を
帯
び
る
ほ
ど
に
活
発
に
な
る
過
程
で
、
議
論
の
前
提
と

し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
説
、
つ
ま

り
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
の
真
偽
を
巡
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
自

体
が
、
そ
の
信
憑
性
を
高
め
る
と
い
う
も
の
は
、
多
く
の
オ
ン
ラ
イ
ン
空

間
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
巡
る
議
論
に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
逆
に
オ
ン
ラ
イ
ン
空

間
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
が
、
そ
の
信
憑
性
を
失
っ
て
い
く

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

怪
異
表
象
の
現
代
的
特
徴
に
つ
い
て

古
山
　
美
佳

　

本
発
表
の
目
的
は
、
幽
霊
表
象
の
中
で
も
そ
の
衣
装
を
着
眼
点
と
し
、

伝
統
的
な
幽
霊
表
象
と
何
が
異
な
り
、
何
を
継
承
し
て
い
る
の
か
を
考
察

す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

現
代
の
幽
霊
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
は
、
黒
い
髪
・
白
装
束
は
踏
襲
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
既
存
の
幽
霊
表
象
の
研
究
で
は
、

ぼ
を
す
る
と
幽
霊
が
現
れ
る
と
い
う
、
降
霊
遊
び
の
一
つ
で
あ
る
。「
２

ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
は
、
こ
の
「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
を
行
っ
た
者
（
＝

実
行
者
）
が
、
そ
の
過
程
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
き
込
む
と
い
う
こ
と
が
、

何
十
人
も
の
投
稿
者
に
よ
っ
て
代
わ
る
代
わ
る
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
実

行
者
と
閲
覧
者
群
と
の
間
で
「『
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
』
は
本
当
に
幽
霊

を
呼
ぶ
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
活
発
に
書
込
み
が
交
わ
さ
れ
て
き

た
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
込
み
を
主
た
る
分
析
対
象
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
は
幽
霊
を
呼
ぶ
と
い

う
こ
と
が
、
事
実
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
着
目
し
た
。

　
「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
に
関
す
る
書
込
み
数
を
、
時
系
列
で
追
っ
た

と
こ
ろ
、
二
〇
〇
七
年
五
月
四
日
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
の
間
は
、
書
込
み
が

最
も
多
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
書
込
み
を
読
む
と
、
こ
の
時
期
に
、

「
ひ
と
り
か
く
れ
ん
ぼ
」
の
実
況
者
が
、
幽
霊
に
憑
り
つ
か
れ
て
し
ま
う

と
い
う
騒
動
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
騒
動
は
、
霊
能
者
と
自
称
す
る
者
が
除
霊
を
行
っ
た
と
い
う
書
込

み
に
よ
っ
て
収
束
し
た
の
だ
が
、
興
味
深
い
点
は
、
そ
の
過
程
で
幽
霊
に

憑
り
つ
か
れ
た
実
行
者
が
、
霊
能
者
を
「
偽
物
」
と
訴
え
て
排
除
し
よ
う

と
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
排
除
が
生
ま
れ
た
背
景
を
理
解
す
る

た
め
、
本
発
表
で
は
特
に
実
行
者
と
霊
能
者
が
、
閲
覧
者
群
か
ら
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
着
目
し
た
。

ま
ず
、
実
行
者
の
行
っ
た
「
幽
霊
に
憑
り
つ
か
れ
た
」
と
い
う
一
連
の
書

込
み
は
、
閲
覧
者
か
ら
は
不
評
で
あ
り
、
場
を
持
た
せ
る
た
め
に
ひ
と
ま

ず
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
霊
能

者
の
「
除
霊
を
行
う
」
と
い
う
一
連
の
書
込
み
は
、
事
態
を
収
束
さ
せ
る

と
い
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
多
く
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
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た
唯
一
の
領
域
が
死
装
束
で
あ
る
と
中
村
ひ
ろ
子
は
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
現
代
・
平
成
の
時
代
に
お
い
て
は
、「
死
装
束
は
そ
の
人
の

人
生
を
凝
縮
し
て
、
好
き
だ
っ
た
も
の
を
全
て
表
せ
る
も
の
だ
と
い
い
」

と
い
う
論
の
下
、
大
原
羑
子
に
よ
っ
て
「
貝
殻
の
標
本
」
と
い
う
題
で
死

装
束
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
。

　

現
代
へ
向
け
死
装
束
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る

が
、
現
代
の
幽
霊
表
象
、
ホ
ラ
ー
映
画
で
は
、
殆
ど
が
白
い
服
を
踏
襲
し

て
お
り
、
一
瀬
隆
重
も
、「
日
本
の
ホ
ラ
ー
映
画
は
、
主
人
公
の
背
後
に

黒
髪
で
白
い
服
を
着
た
女
性
が
う
っ
す
ら
立
っ
て
い
る
よ
う
な
昔
の
幽
霊

画
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
反
面
、
死
装
束
と
し
て
の

弔
い
と
い
う
要
素
の
欠
落
が
見
ら
れ
、
白
装
束
の
理
由
は
、
死
ん
だ
時
・

殺
さ
れ
た
時
の
服
装
で
あ
る
と
い
う
設
定
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

幽
霊
と
白
装
束
の
親
和
性
に
関
し
て
は
、
創
作
物
で
あ
る
幽
霊
画
や
Ｊ

ホ
ラ
ー
に
お
け
る
幽
霊
表
象
へ
の
人
々
の
受
容
の
様
子
か
ら
、
現
在
ま
で

日
本
人
の
共
通
認
識
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
葬

儀
形
式
の
個
人
化
や
死
装
束
の
自
由
化
か
ら
、
死
後
の
弔
い
装
束
と
し
て

の
白
装
束
と
い
う
意
味
合
い
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
文
化
的
に
乖
離
し
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

幽
霊
表
象
は
、
旧
来
葬
儀
文
化
上
の
白
装
束
の
影
響
か
ら
幽
霊
画
の
表

象
が
設
定
さ
れ
た
、
文
化
↓
表
象
、
と
い
う
点
が
変
化
し
、
現
代
で
は
、

幽
霊
画
や
怪
異
譚
と
い
っ
た
既
存
の
幽
霊
像
を
下
敷
き
に
、
旧
表
象
↓
新

表
象
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
現
代
の
幽
霊
表
象
は
、
当
該
時
代
文
化
と
の
直
接
的
繋

が
り
で
は
な
く
、
創
作
物
間
の
情
報
共
有
や
形
式
だ
け
を
継
承
し
、
別
の

意
味
付
け
が
さ
れ
る
と
い
う
一
特
徴
を
見
出
す
事
が
出
来
る
。

東
雅
夫
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
・
ユ
・
鈴
木
潤
な
ど
が
、
髪
・
目
に
着
眼
点
を
お

い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
一
方
で
、
幽
霊
の
白
装
束
に
つ
い
て
の
考
察

は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
為
、
そ
の
表
象
の
在
り
方
か
ら
現
代
の

怪
異
表
象
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
本
発
表
で
の
怪
異
の
定
義
は
、
阿
部
正
路
「
日
本
の
幽
霊
た
ち

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
、
す
べ
て
、〈
一
度
は
死
ん
だ
も
の
た

ち
〉
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
は
、〈
人
間
そ
の
も
の
〉
に
ほ
か
な
ら
ぬ
も

の
た
ち
で
あ
っ
た
」、
諏
訪
春
雄
「
幽
霊
は
人
間
で
あ
っ
た
も
の
が
人
間

の
か
た
ち
を
と
っ
て
出
現
し
た
も
の
」
と
い
う
説
に
則
る
も
の
と
す
る
。

　

右
記
の
定
義
に
基
づ
き
、
日
本
近
世
に
積
極
的
に
描
か
れ
た
幽
霊
画
の

装
束
を
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
「
う
ら
め
し
や
〜
、
冥
途
の
み
や
げ
展
」

と
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
「
大
妖
怪
展　

土
偶
か
ら
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
ま

で
」
を
事
例
に
分
類
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
ど
ち
ら
の
事
例
も
、
錦
絵
と
い
う
歌
舞
伎
の
怪
談
も
の

を
モ
デ
ル
と
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
の
み
、
例
外
的
に
有
色
・
柄
物
の
装
束
が

多
く
み
ら
れ
る
が
、
総
合
的
に
白
装
束
の
比
率
は
最
も
高
い
事
が
確
認
さ

れ
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
幽
霊
画
の
モ
デ
ル
設
定
か
ら
見
て
も
、
円
山
応
挙
も
月
岡

芳
年
の
「
宿
場
女
郎
」
も
、
病
床
の
人
間
や
死
者
、
実
際
に
見
た
幽
霊
を

も
と
に
描
い
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
病
床
の
装
束
、
或
い

は
、
死
者
表
象
と
し
て
白
装
束
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　

死
者
と
白
装
束
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
唱
導
教
材
と
し
て
の

幽
霊
噺
が
あ
っ
た
と
堤
邦
彦
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
近

代
に
至
っ
て
も
、
死
の
直
後
に
縫
わ
れ
る
着
物
は
麻
ま
た
は
木
綿
（
晒
）

で
仕
立
て
た
白
い
単
で
あ
り
、
衣
服
の
中
で
洋
装
化
が
は
か
ら
れ
な
か
っ
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こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
代
占
星
術
で
は
こ
の
世
的
な
些
事
は
無
視
さ

れ
て
人
間
の
心
理
の
み
が
そ
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
予
言
で
は
な
く
自
身

の
心
的
特
質
な
い
し
霊
的
特
質
を
理
解
し
た
上
で
そ
の
完
成
へ
向
か
っ
て

進
む
心
的
成
長
な
い
し
霊
的
成
長
が
促
さ
れ
る
。

　

四
、
科
学
と
し
て
の
天
文
学
と
の
関
係
の
差
。
こ
の
場
合
は
宇
宙
や
太

陽
系
に
つ
い
て
の
扱
い
が
基
本
的
に
「
変
わ
っ
て
い
な
い
」
こ
と
が
、
同

時
代
の
天
文
学
的
な
知
見
と
の
関
係
の
差
を
表
す
。
伝
統
的
占
星
術
は
少

な
く
と
も
十
七
世
紀
ま
で
は
天
文
学
と
ほ
ぼ
一
体
で
そ
の
発
展
に
協
力
し

て
き
た
面
も
強
か
っ
た
が
、
現
代
占
星
術
は
統
計
学
を
唯
一
の
例
外
と
し

て
科
学
と
の
接
触
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、
現
代
の
天
文
学
的
な
概
念
や
宇

宙
理
解
を
ま
っ
た
く
用
い
な
い
。

　

現
代
占
星
術
の
父
と
も
言
え
る
ア
ラ
ン
・
レ
オ
に
よ
る
太
陽
宮
占
星
術

の
発
明
と
普
及
に
は
、
こ
の
現
代
占
星
術
の
特
異
性
が
よ
く
表
れ
て
い

る
。
レ
オ
は
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
夫
人
の
神
智
学
協
会
に
共
鳴
し
て
「
水
瓶

座
時
代
」
の
到
来
を
確
信
し
、
人
類
に
霊
的
啓
蒙
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た

神
智
学
的
、
預
言
的
な
イ
ギ
リ
ス
人
占
星
術
師
で
、
占
星
術
の
目
的
を
現

世
に
関
す
る
予
言
か
ら
人
間
の
心
理
的
、
霊
的
自
覚
と
成
長
に
変
え
た
と

い
う
大
き
な
歴
史
的
意
義
が
あ
る
が
、
も
う
一
つ
惑
星
の
中
で
特
に
太
陽

の
位
置
す
る
宮
を
重
視
す
る
「
太
陽
宮
占
星
術
」
を
考
案
し
た
と
い
う
業

績
が
あ
る
。
レ
オ
は
精
神
的
世
界
の
中
心
に
あ
る
と
さ
れ
る
「
霊
的
な
中

心
太
陽
」
に
関
す
る
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
夫
人
の
教
え
に
心
服
し
、
そ
の
発

想
を
も
と
に
こ
の
占
星
術
を
編
み
出
し
た
。
こ
の
太
陽
宮
占
星
術
は
従
来

の
七
惑
星
を
用
い
る
占
星
術
と
比
べ
て
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
作
成
と
解
釈
が

極
め
て
容
易
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
新
聞
紙
上
の
占
星
術
コ
ラ
ム
で
実
際

上
の
利
便
性
か
ら
こ
の
占
星
術
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
爆
発
的
な
人
気
を

現
代
占
星
術
の
神
智
学
的
傾
向
に
対
す
る
一
考
察

比
留
間
亮
平

　

占
星
術
は
科
学
技
術
が
発
達
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
広
く

普
及
し
て
い
る
息
の
長
い
魔
術
思
想
で
あ
る
が
、
伝
統
的
占
星
術
と
比
較

す
る
と
現
代
占
星
術
は
い
く
つ
か
の
点
で
特
異
な
面
を
呈
す
る
。
伝
統
的

占
星
術
と
は
紀
元
前
四
世
紀
頃
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
た
基
本

理
論
で
行
わ
れ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
解
釈
を
中
心
に
据
え
た
占
星
術
で
あ

る
が
、
二
十
世
紀
初
頭
に
こ
れ
と
決
定
的
に
異
な
る
現
代
占
星
術
が
英
国

に
お
い
て
突
如
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
後
爆
発
的
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

伝
統
的
占
星
術
と
現
代
占
星
術
の
差
異
は
お
お
む
ね
以
下
の
点
に
要
約

で
き
る
。

　

一
、
基
礎
デ
ー
タ
の
差
。
伝
統
的
占
星
術
が
生
ま
れ
た
瞬
間
の
「
全
て

の
惑
星
の
配
置
」
を
基
礎
デ
ー
タ
と
す
る
の
に
対
し
、
現
代
占
星
術
、
特

に
一
般
向
け
の
下
位
占
星
術
で
は
生
ま
れ
た
瞬
間
の
「
太
陽
の
配
置
」
だ

け
を
用
い
る
。

　

二
、
占
星
術
に
お
け
る
働
き
か
け
の
主
体
の
差
。
伝
統
的
占
星
術
が
七

惑
星
と
い
う
物
理
的
な
実
体
を
主
体
と
し
、
温
冷
乾
湿
な
ど
の
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
主
義
自
然
学
を
そ
の
説
明
理
論
と
す
る
の
に
対
し
、
現
代
占
星
術

は
物
体
で
は
な
く
宮
と
い
う
空
間
、
な
い
し
は
そ
の
宮
を
成
立
さ
せ
て
い

る
宇
宙
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
る
も
の
を
主
体
と
し
、
地
上
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
直
接
的
な
関
係
で
は
な
く
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
論
や
照
応
理
論
な
ど

を
そ
の
説
明
理
論
と
す
る
。

　

三
、
占
星
術
に
お
け
る
客
体
の
差
。
伝
統
的
占
星
術
で
は
そ
の
人
の
肉

体
的
な
特
質
や
持
つ
で
あ
ろ
う
妻
子
や
財
産
、
寿
命
と
い
っ
た
物
理
的
な

現
実
す
べ
て
に
影
響
が
及
ぶ
と
さ
れ
、
運
命
を
読
み
解
い
て
予
言
を
行
う
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帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
完
遂
す
る
と
長
崎
大
司
教
区
か
ら
巡
礼
証
明
書

が
発
行
さ
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
手
帳
は
年

間
一
〇
〇
〇
部
の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
現
在
、
一
七
六
名
が
証
明
書
を
獲

得
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
五
島
巡
礼
の
ガ
イ
ド
事
業
は
、
年
間
平
均

二
五
〇
〇
人
以
上
、
こ
の
五
年
で
三
八
五
二
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
以
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
長
崎
の

教
会
群
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
は
、
教

会
訪
問
の
事
前
連
絡
業
務
と
並
ん
で
、
海
外
、
特
に
韓
国
か
ら
の
巡
礼
団

の
ミ
サ
の
仲
介
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
実
績
は
驚
く
べ
き
も

の
が
あ
り
、
昨
年
は
一
ヶ
月
平
均
四
一
回
、
総
数
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
が

ミ
サ
に
参
加
し
て
お
り
、
本
年
度
は
予
約
を
含
め
て
一
一
月
の
段
階
で
、

既
に
昨
年
度
の
数
字
を
遙
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
個
人
で

教
会
を
訪
れ
る
一
般
観
光
客
の
数
字
は
な
い
が
、
巡
礼
セ
ン
タ
ー
の
巡
礼

手
帳
の
販
売
数
を
一
つ
の
目
安
に
比
較
し
て
も
、
こ
の
商
品
が
海
外
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

興
味
深
い
の
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
長
崎
県
観
光
連
盟

の
出
先
機
関
な
の
で
、
ミ
サ
の
仲
介
も
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
な
が
さ
き
巡
礼
」
を
含
む
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、

い
ず
れ
も
宗
教
ツ
ー
リ
ス
ト
の
動
機
と
し
て
「
宗
教
」
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
種
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
供
給
側
が
文
化
産
業
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
流
行
の
背
景
に
あ
る
現
代
の
宗
教
状
況

を
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
と
い
う
概
念
を
援
用
す
る
と
、
宗
教
ツ
ー
リ
ス
ト
た
ち
の
動
機
と

得
た
こ
と
で
今
日
の
「
星
座
占
い
」
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

以
上
か
ら
は
「
霊
的
な
中
心
太
陽
」
と
い
う
上
位
占
星
術
に
属
す
る
神
秘

的
発
想
が
、「
太
陽
宮
占
星
術
」
と
い
う
占
星
術
的
方
法
論
す
な
わ
ち
中

位
占
星
術
へ
と
移
行
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
「
星
座
占
い
」
と
い
う
下
位
占

星
術
と
な
っ
て
大
衆
に
普
及
し
て
い
く
と
い
う
過
程
が
見
出
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
過
程
は
占
星
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
の
新
宗
教
的
な
運
動
の

一
つ
の
展
開
の
ケ
ー
ス
と
し
て
見
て
も
興
味
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム

山
中
　
　
弘

　

本
発
表
の
目
的
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。（
一
）二
〇
〇
七
年
に
国
内
の

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
後
、
資
産
名
称
の
変
更
な
ど

紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
二
〇
一
七
年
に
再
申
請
さ
れ
た
「
長
崎
と
島
原
地

方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め

に
、
二
〇
〇
七
年
に
開
発
さ
れ
た
「
な
が
さ
き
巡
礼
」
と
銘
打
っ
た
観
光

商
品
の
現
状
を
紹
介
す
る
。（
二
）Ｗ
・
Ｃ
・
ル
ー
フ
の
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
概
念
を
援
用
し
て
、
こ
の
事
例
を
含
め
た
宗
教
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
位
置
づ
け
る
四
象
限
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
提
示
し
て
「
な
が
さ
き

巡
礼
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。「
な
が
さ
き
巡
礼
」
と
は
、
長
崎
県
の

各
地
域
に
点
在
す
る
小
さ
な
教
会
を
め
ぐ
る
旅
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
総
称
を

指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
自
己
」
を
め
ぐ
る
探
求
的
で
内
省
的
な
旅
を
謳

い
文
句
に
し
て
お
り
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
の
流
行
を
取
り
込
も
う
と
い

う
意
図
を
含
む
観
光
商
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
巡
礼
」
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
が
「
長
崎
巡
礼
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
が
企

画
し
た
「
五
島
巡
礼
」
は
、
五
島
に
あ
る
五
三
の
教
会
を
巡
っ
て
巡
礼
手
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目
的
と
す
る
。

　

宗
教
学
お
よ
び
民
俗
学
な
ど
の
関
連
分
野
に
お
け
る
奄
美
の
神
社
研
究

を
概
括
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
奄
美
の
神
社
研
究
の
嚆

矢
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
七
七
年
ま
で
の
九
学
会
連
合

に
よ
る
第
二
次
奄
美
群
島
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
直
前
に
実
施

さ
れ
た
沖
縄
調
査
（
一
九
七
一
―
一
九
七
三
）
を
踏
ま
え
、「
外
来
宗
教

の
移
入
と
影
響
」
に
関
す
る
調
査
研
究
が
実
施
さ
れ
た
（
九
学
会
連
合
奄

美
調
査
委
員
会
編
一
九
八
二
）。
九
学
会
以
降
の
神
社
研
究
に
関
し
て
は
、

ノ
ロ
祭
祀
（
松
原
武
実
二
〇
〇
〇
）
や
ユ
タ
（
高
達
奈
緒
美
一
九
八
九
）、

民
間
説
話
（
高
橋
一
郎
一
九
九
四
、
一
九
九
八
、
山
下
欣
一
一
九
九
三
）

に
関
す
る
個
別
内
在
的
な
研
究
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
副
次
的
に
神

社
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
研
究
と
し
て

は
、
九
学
会
連
合
調
査
に
参
加
し
た
薗
田
稔
の
研
究
（
一
九
七
七
、
一
九

八
二
）
と
、
近
年
の
及
川
高
の
研
究
（
二
〇
一
一
、
二
〇
一
二
）
が
あ
る
。

薗
田
は
、
三
ヵ
年
に
わ
た
る
前
後
四
回
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
加
計
呂

麻
島
を
含
む
大
島
本
島
の
全
域
、
徳
之
島
、
与
論
島
を
踏
査
し
、
さ
ら
に

大
島
郡
全
域
の
部
落
長
宛
に
発
送
し
た
郵
便
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

資
料
を
加
え
、
何
ら
か
の
誌
料
が
得
ら
れ
た
八
十
二
社
を
、
創
建
の
由
緒

に
基
づ
き
、
次
の
四
つ
に
類
型
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
在
地
の
開
闢

神
話
や
英
雄
伝
説
に
由
来
す
る
英
雄
祀
霊
型
の
神
社
と
、
源
為
朝
や
平
家

落
人
の
「
貴
種
流
離
譚
」
に
由
来
す
る
貴
種
慰
霊
型
の
神
社
と
、
薩
摩
地

方
を
中
心
と
し
た
本
土
の
著
名
な
神
社
の
分
霊
を
勧
請
し
て
創
建
さ
れ
た

分
霊
勧
請
型
の
神
社
と
、
明
治
維
新
期
に
国
民
教
化
の
た
め
に
全
島
に
導

入
さ
れ
た
国
家
祭
祀
型
の
神
社
、
の
四
つ
で
あ
る
。
薗
田
の
研
究
は
、
神

し
て
教
団
的
宗
教
性
ば
か
り
で
な
く
自
己
発
見
な
ど
の
「
探
求
の
志
向

性
」
を
、
さ
ら
に
、
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
性
を
、「
消

費
者
」
と
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
選
択
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
試
み
に
、
巡
礼
者
（
観
光
客
）
の

動
機
を
横
軸
と
し
て
「
救
済
・
供
養
」
と
「
探
求
の
志
向
性
」
を
左
右

に
、
巡
礼
（
商
品
）
を
供
給
す
る
側
を
縦
軸
と
し
て
「（
伝
統
的
）
宗
教

集
団
」
と
「
文
化
産
業
」
を
上
下
に
配
し
た
四
象
限
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
考

え
て
み
た
い
。
熊
野
古
道
な
ど
の
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、「
探
求
の
志
向

性
」
と
「
文
化
産
業
」
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
第
四
象
限
に
位
置
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、「
な
が
さ
き
巡
礼
」
は
現
時
点
で
は
第
三
象
限
に
位
置

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
を
模
し
て
製
品
化
さ
れ
た

こ
の
巡
礼
商
品
が
国
内
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り
も
海
外

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
に
、
激
し
い
迫
害
の

歴
史
を
も
つ
長
崎
キ
リ
ス
ト
教
の
独
自
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
見
据
え
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
戦
略
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
来
年
に
予
想
さ
れ
る
こ
の
資
産
の
世
界
遺
産
指
定
が
こ

の
商
品
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
の
か
さ
ら
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。

奄
美
群
島
の
神
社
と
民
俗
信
仰
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
研
究
に
む
け
て

町
　
　
泰
樹

　

奄
美
群
島
の
神
社
を
研
究
対
象
と
す
る
上
で
、
ノ
ロ
や
ユ
タ
な
ど
の
民

俗
信
仰
と
の
関
係
性
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
本
発
表
で
は
、
奄
美
群
島
に

お
け
る
神
社
と
民
俗
信
仰
と
の
関
係
性
に
注
目
し
た
研
究
（
以
下
、
奄
美

の
神
社
研
究
）
を
整
理
し
、
今
後
の
研
究
の
見
取
り
図
を
つ
く
る
こ
と
を
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が
創
建
さ
れ
た
事
例
（
奄
美
大
島
笠
利
・
用
安
集
落
の
大
屋
神
社
）、
な

ど
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
既
存
の
民
俗
信
仰
や
国
民
国
家
論
に
回
収
さ
れ
な
い
事
例
に

注
目
し
な
が
ら
、
奄
美
群
島
各
地
の
事
例
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

近
代
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
変
化

│
│ 

北
部
九
州
に
お
け
る
参
宮
者
の
動
向 

│
│

八
幡
　
崇
経

　

江
戸
以
前
か
ら
つ
づ
い
て
き
た
地
域
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
へ
の
信
仰

が
、
明
治
以
降
の
近
代
化
の
中
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
旧
御
師
中
川
采
女
家
に
残
さ
れ
た
伊
勢
参
宮
に
と
も
な
う
資

料
か
ら
、
参
宮
形
態
の
変
化
を
通
し
て
若
干
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
地

域
の
伊
勢
信
仰
へ
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
近
代
の
制
度
変
革
と
し
て
は
、
伊

勢
神
宮
の
組
織
改
革
と
し
て
明
治
四
年
の
御
師
の
廃
止
の
影
響
が
大
き

い
。
そ
れ
に
と
も
な
い
神
宮
の
教
化
と
し
て
、
神
宮
教
院
の
設
立
と
、
神

宮
大
麻
の
頒
布
の
制
度
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
神
宮
大
麻
の
頒
布
は
、

御
師
が
出
し
て
い
た
「
お
祓
大
麻
」
の
伝
統
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
、
地

域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
御
師
の
果
た
し
て
い
た
一
部
を
代
替
す
る
も
の

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頒
布
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
明
治
三
二
年
、
神
宮
奉
斎
会
と
名
称
変
更
を
経
て
、
昭
和
二
年
に
全

国
神
職
会
へ
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
に
お
け

る
伊
勢
信
仰
の
形
態
の
変
化
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
御
師
は
地
域
の
全
て
の
神
社
と
必
ず
し
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
直
接
地
元
の
代
表
者
と
の
付
き
合
い

社
と
民
俗
信
仰
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
た
奄
美
群
島
の
神
社
研
究
の
出
発

点
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

及
川
の
研
究
は
、
喜
界
島
の
事
例
か
ら
、
ノ
ロ
や
ユ
タ
が
行
な
っ
て
い

た
祭
祀
が
近
代
日
本
の
学
術
的
ま
な
ざ
し
に
か
な
う
「
馬
頭
観
音
」
に
変

容
し
、
次
い
で
保
食
神
社
へ
と
変
容
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
及

川
の
研
究
は
、
国
民
国
家
論
や
宗
教
概
念
論
の
成
果
を
取
り
込
ん
だ
も
の

で
、
神
社
神
道
と
民
俗
信
仰
と
の
相
互
交
渉
の
過
程
に
お
い
て
、「
宗
教
」

を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
学
知
や
周
縁
部
の
国
家
と
の
関
係
性
に
基
づ
い
た

政
治
性
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
特
筆
す
べ
き
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら

批
判
を
行
っ
た
。
一
点
目
は
、
薗
田
の
研
究
に
対
し
て
、
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
た
先
祖
を
祀
る
墳
骨
祭
祀
や
、
ノ
ロ
祭
祀
、
ユ
タ
の
関
与
な
ど
の
共

通
項
が
、
類
型
の
枠
組
み
を
超
え
て
見
出
せ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共

通
項
に
注
目
し
て
、
多
配
列
ク
ラ
ス
（
白
川
琢
磨
二
〇
〇
七
）
の
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
奄
美
群
島
の
各
神
社
を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

二
点
目
は
、
す
で
に
及
川
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
従

来
の
国
民
国
家
論
の
枠
組
み
で
は
、
す
く
い
取
れ
な
い
事
例
が
散
見
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
（
及
川
高
二
〇
一
二
）。
例
え
ば
、
神
社
の
由
緒
と
は
関

わ
り
の
な
い
地
域
住
民
が
、
神
社
で
経
験
し
た
個
人
的
な
宗
教
経
験
を
も

と
に
集
落
規
模
で
の
神
社
再
建
を
果
た
し
た
事
例
（
及
川
高
二
〇
一
二
）

や
、
体
調
不
良
を
ユ
タ
に
み
て
も
ら
っ
た
地
域
住
民
が
、
個
人
の
病
気
治

癒
の
た
め
に
創
建
し
た
神
社
が
、
地
域
の
神
社
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た

事
例
（
奄
美
大
島
名
瀬
・
大
熊
集
落
の
龍
王
神
社
、
波
平
恵
美
子
二
〇
〇

九
）
や
、
島
外
の
霊
能
者
が
夢
で
お
告
げ
を
聞
き
、
そ
れ
が
も
と
で
神
社
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変
遷
な
ど
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
明
治
中
期
以
後
に
な
る
と
、
氏
名
に

年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
参
宮
グ
ル
ー
プ

の
詳
細
な
年
齢
構
成
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
民
俗
事
例
と
照
合

す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
宮
の
実
態
を
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
い
く
つ
か
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
代
参
か
ら
団
体
参
拝
、
家
族
等
に

よ
る
参
拝
の
増
加
へ
と
多
様
な
参
宮
者
の
組
織
構
成
へ
の
変
化
。
②
参
宮

団
の
規
模
は
小
字
単
位
以
下
の
小
規
模
地
域
が
ひ
き
つ
づ
き
主
で
あ
る

が
、
従
来
の
檀
家
以
外
の
地
域
か
ら
の
参
宮
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
③
明
治
以
降
「
同
行
（
ど
う
ぎ
ょ
う
）」
組
織
に
よ
る
グ
ル

ー
プ
で
の
参
宮
の
増
加
。
同
行
参
宮
の
形
式
は
、
江
戸
以
前
に
も
そ
の
記

録
は
み
ら
れ
る
が
、
近
代
の
多
く
の
構
成
員
か
ら
形
成
さ
れ
る
組
織
は
、

明
治
以
前
の
も
の
と
同
一
と
い
っ
て
良
い
か
ど
う
か
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
④
以
上
の
よ
う
な
参
宮
組
織
の
変
化
が
あ
り
な
が
ら
も
参
宮
の
時
期

の
基
本
は
変
ら
な
い
が
、
多
様
な
団
体
の
増
加
は
、
参
宮
時
期
の
多
様
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
研
究
は
「
伊
勢
神
宮
の
御
師
廃
止
と

参
宮
者
の
関
係
性
再
構
築
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
櫻
井

治
男
、
課
題
番
号
：26370072

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

社
寺
地
に
お
け
る
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理
を
め
ぐ
る
課
題山

田
　
親
義

　

公
共
物
は
、
政
府
や
自
治
体
が
所
有
す
る
「
公
（
お
お
や
け
）」
の
財

産
で
あ
る
。
有
斐
閣
の
『
法
律
用
語
辞
典　

第
四
版
』
に
よ
れ
ば
、
公
共

物
と
は
「
道
路
、
河
川
、
水
路
、
港
湾
な
ど
国
に
お
い
て
直
接
公
共
の
用

に
供
す
る
財
産
。」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
財
産
は
、
国
有
財
産
法
（
昭
和
二

三
年
法
律
第
七
三
号
）
第
二
条
及
び
附
則
第
四
条
な
ど
に
規
定
さ
れ
て
い

が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
旧
御
師
の
活
動
は
、
こ
の
制
度
改
革
に
よ
り
、

急
激
に
衰
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
中
川
采
女
家
は
、
伊
勢
神
宮
の
内
宮
の
禰
宜
家
で
あ
り
、
御
師
を

か
ね
て
全
国
に
檀
家
を
有
し
て
い
た
。
檀
家
地
域
と
し
て
は
、「
神
宮
御

師
資
料
」
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
、
奈
良
な
ど
と
す
る
が
、
お
祓
大
麻
の
銘
と

し
て
「
中
川
采
女
家
」
を
利
用
し
た
神
札
の
配
布
先
に
は
、
九
州
北
部
の

筑
前
、
筑
後
、
日
田
（
現
在
の
福
岡
県
、
大
分
県
）
な
ど
の
広
い
範
囲
が

含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
参
宮
資
料
は
、
こ
の
九
州
北
部
関
係
地
域
か
ら

の
参
宮
者
の
名
簿
が
中
心
で
あ
る
。
資
料
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
川
采
女

家
で
行
な
わ
れ
た
神
楽
と
祈
禱
の
奉
納
金
額
と
住
所
氏
名
で
あ
る
。
し
か

し
明
治
四
年
の
神
宮
改
革
以
後
、
御
師
私
邸
で
の
神
楽
や
祈
禱
は
廃
止
に

な
り
、
明
治
五
年
に
ま
ず
内
宮
に
、
続
い
て
明
治
八
年
に
外
宮
に
祈
禱
所

が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
の
で
、
改
革
以
後
の
奉
納
金
額
の
使
途
は
今
の
と

こ
ろ
不
詳
で
あ
る
。
旧
御
師
に
つ
い
て
は
、
改
革
後
に
神
宮
へ
の
神
楽
祈

禱
の
取
り
次
ぎ
に
手
数
料
が
補
償
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
積
極
的
に
従
来

通
り
に
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
尚
金
額
の
記
載
に

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
あ
り
な
が
ら
も
資
料
名
と

し
て
は
明
治
四
年
以
後
、
明
治
四
三
〜
四
四
年
頃
ま
で
「
御
祈
禱
姓
名

簿
」
が
慣
例
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
三
年
か
ら
の
資
料

名
は
「
参
宮
記
念
名
簿
」
と
な
っ
て
、
祈
禱
か
ら
参
宮
記
念
へ
と
性
格
の

変
化
が
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　

記
載
さ
れ
た
詳
細
な
地
域
名
・
番
地
な
ど
か
ら
は
、
檀
家
の
範
囲
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
同
一
地
域
内
に
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
さ
ら
に
は
、
同
一
地
域
か
ら
の
参
宮
記
録
が
長

期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
参
宮
の
頻
度
、
グ
ル
ー
プ
の
規
模
構
成
の
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て
も
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

前
回
の
報
告
に
て
、
共
同
研
究
者
で
あ
る
河
東
仁
（
立
教
大
学
）
が
二

〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
対
応
に
関
し
て
自

治
体
毎
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
に
よ

る
具
体
例
と
し
て
は
、
宮
城
県
内
の
神
社
Ａ
に
お
い
て
、
法
定
外
公
共
物

で
あ
る
参
道
の
部
分
改
修
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
隣
り
合
っ
た
自
治
体
で

も
対
応
や
見
解
に
相
違
が
見
ら
れ
た
。

　

日
常
に
お
け
る
除
草
な
ど
と
い
っ
た
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
自
主
的

に
周
辺
住
民
な
ど
が
無
償
で
対
応
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
東
京
な
ど
の

人
口
密
集
地
で
は
、
自
治
体
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
今

後
、
大
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
点
は
、
墓
域
を
含
め
、
社
寺
地
内
も
同
様
で
あ
り
、
社
寺
地
内
に

法
定
外
公
共
物
が
存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
社
寺
地
内
に
存
在
す
る

不
動
産
の
一
部
が
法
定
外
公
共
物
を
侵
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
概
要
を

昨
年
報
告
し
た
。
有
事
の
た
め
侵
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
（
墓

地
の
墓
石
、
墓
碑
が
地
震
で
法
定
外
公
共
物
内
に
動
い
て
し
ま
っ
た
な

ど
）
に
つ
い
て
も
、
自
治
体
は
社
寺
地
の
関
係
者
を
含
め
、
所
有
者
な
ど

と
事
前
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

法
定
外
公
共
物
内
の
状
況
は
、
自
治
体
が
日
常
的
に
把
握
し
、
管
理
す

る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
現
実
に
は
各
自
治
体
に
よ
り
管
理
方
法
が
異
な

る
。
現
状
の
主
な
管
理
方
法
に
は
払
い
下
げ
を
含
め
、
現
状
維
持
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
。
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
四
十
五
自
治
体
中
半
数
を
超

え
る
自
治
体
が
、
周
辺
住
民
等
が
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
程
度

の
維
持
管
理
を
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
払
い
下
げ
を
積
極
的
に
行

る
財
産
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は
、
明
治
時
代
以
降
、
公
の
政
府（
官
）が

所
有
す
る
国
有
財
産
を
「
公
共
物
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

公
共
物
の
管
理
は
、「
公
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
変
遷
し
て

い
る
と
は
い
え
、
平
成
二
五
年
国
土
交
通
白
書
の
記
述
に
沿
う
と
、
律
令

制
に
基
づ
い
た
中
央
集
権
体
制
以
降
、
千
年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い

る
。
当
時
の
政
治
制
度
に
よ
り
仕
組
み
は
異
な
る
が
、
主
な
管
理
場
所
は
、

港
、
橋
、
堤
防
、
道
路
、
排
水
な
ど
で
あ
っ
た
。
公
共
物
は
、
明
治
時
代

に
法
や
規
則
な
ど
で
厳
格
化
し
、
適
用
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
法
や
規
則
に

該
当
し
て
い
た
公
共
物
を
法
定
公
共
物
、
法
や
規
定
か
ら
は
外
れ
て
い
る

も
の
の
、
公
共
物
で
あ
る
も
の
を
法
定
外
公
共
物
と
い
う
。
当
時
、
地
形
、

地
目
な
ど
が
分
か
る
よ
う
絵
図
を
作
成
し
た
。
租
税
の
対
象
地
で
あ
る
民

有
物
に
は
地
番
を
付
与
し
、
公
共
物
に
つ
い
て
は
着
色
を
施
し
た
。
そ
の

際
、
里
道
や
畦
道
を
赤
色
、
水
路
を
青
色
に
着
色
し
た
余
波
か
ら
現
在
も

赤
道
、
青
道
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
以
降
、
法
定
外
公
共
物
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
施
行

「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
一
部
公
共
物
に
つ
い
て
も
国
か
ら
市
区
町
村
（
以
下
、
自
治

体
）
へ
権
限
移
譲
さ
れ
た
。
以
降
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
お
け
る
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
種
々
の

課
題
が
あ
る
。
自
治
体
は
、
該
当
地
を
適
切
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
る
。

例
え
ば
、
周
辺
地
で
の
除
草
や
害
虫
駆
除
な
ど
の
対
応
、
法
定
外
公
共
物

内
へ
の
無
断
立
ち
入
り
の
防
止
な
ど
が
あ
る
。
境
内
地
・
参
道
の
多
く
や

墓
域
を
含
め
、
社
寺
地
内
に
隣
接
す
る
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理
も
同

様
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
大
災
害
発
生
時
な
ど
有
事
の
課
題
に
つ
い
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と
な
る
。

　

一
方
、
神
仏
分
離
後
の
御
岳
山
は
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
武
州

御
嶽
蔵
王
権
現
社
か
ら
御
嶽
神
社
と
改
称
し
府
社
と
な
っ
た
。
し
か
し
神

仏
分
離
よ
り
も
御
岳
山
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
御
師
的
活
動
が

禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
札
配
を
禁
止
さ
れ
た
御
岳
山
は
、
従
来
の

講
社
を
統
一
し
、
神
道
教
化
の
た
め
の
機
関
と
し
て
再
編
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
御
岳
山
で
は
再
び
配
札
活
動
が
可
能
に
な
り
、
生
活
基
盤
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
降
御
岳
山
で
は
、
講
員
以
外
の
一
般
参
詣
客
の
入
山
、
宿
泊
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
前
期
に
は
、
東
京
近
郊
に
居
住
す
る
外
国
人
の

保
養
地
、
避
暑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
後

期
か
ら
大
正
期
に
は
、
登
山
客
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
参
詣
客
の
利
用
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
い
て
は
、

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
青
梅
線
御
岳
駅
の
開
通
と
、
昭
和
一
〇
（
一

九
三
五
）
年
の
御
岳
登
山
鉄
道
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）
の
営
業
開
始
に
よ
り
、

東
京
都
心
部
か
ら
の
集
客
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

鉄
道
網
の
発
達
に
加
え
、
一
九
三
〇
年
代
に
勃
興
し
た
戦
時
下
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
名
勝
訪
問
の
奨
励
に
よ
っ
て
、
心
身
鍛
錬
、
日
本
精
神
の
涵
養
の

場
と
し
て
御
岳
山
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
時

期
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
的
性
格
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
性
格
が
付
与
さ

れ
た
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
戸
隠
と
御
岳
山
の
特
徴
を
み
て
い
く
と
以
下
の
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
相
違
点
と
し
て
は
、
戸
隠
は
、
日
本
の
文
化
人
の

保
養
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
交
通
網
と
し
て
は
バ
ス
が
主
に
使
用
さ
れ
て

い
た
。
一
方
御
岳
山
は
、
外
国
人
の
保
養
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
交
通
網

う
自
治
体
や
法
定
外
公
共
物
の
「
公
」
を
尊
重
し
た
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　

今
後
、
法
定
外
公
共
物
を
含
め
た
公
共
物
に
つ
い
て
、
日
常
か
ら
維
持

管
理
し
て
い
く
上
で
、
自
治
体
、
周
辺
住
民
、
自
治
会
、
地
域
で
検
討
を

行
う
事
も
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

神
仏
分
離
令
へ
の
対
応
と
観
光
化

│
│ 

修
験
系
集
団
を
事
例
と
し
て 

│
│

髙
田
　
　
彩

　

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
三
月
の
神
仏
分
離
令
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
の
修
験
宗
廃
止
令
に
よ
っ
て
、
修
験
者
は
復
飾
神
勤
す
る
か
、
本
寺
所

轄
の
ま
ま
天
台
・
真
言
両
宗
の
い
ず
れ
か
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
熊
野
、
金
峰
、
羽
黒
山
、
英
彦
山
、
白
山
、
立
山
な
ど
代
表
的
な

修
験
霊
山
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
金
峯
山
寺
の
復
活
が
認
め

ら
れ
た
吉
野
一
山
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
神
社
化
し
た
。

　

本
発
表
で
は
、
神
仏
分
離
令
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
容
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
戸
隠
と
御
岳
山
を
比
較
し
、
観
光
へ
の
対
応
が
早
期
に
行
わ
れ
た
修
験

系
集
団
の
事
例
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
特
徴
を
析
出
す
る
。
そ
の
際
、

山
内
の
宗
教
者
組
織
と
当
該
地
域
周
辺
の
環
境
に
注
目
す
る
。

　

神
仏
分
離
後
の
戸
隠
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
戸
隠
山
顕
光
寺

大
権
現
か
ら
戸
隠
神
社
と
改
称
、
一
山
衆
徒
は
神
職
化
し
て
社
中
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
戸
隠
で
は
神
仏
分
離

以
降
離
散
し
た
社
中
が
皆
無
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
九
三
〇
年
代

か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
か
け
て
道
路
が
整
備
さ
れ
、
バ
ス
が
発
達
し
た
こ

と
に
よ
り
、
戸
隠
に
は
文
化
人
の
保
養
地
と
し
て
の
性
格
が
加
わ
る
こ
と
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る
。
こ
の
植
松
地
区
に
は
、
か
つ
て
男
子
の
講
で
あ
る
天
神
講
が
、
植
松

の
北
と
南
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
天
神
講
は
、
集
落
の
年
齢

階
梯
制
的
な
構
造
の
一
角
を
占
め
る
、
年
齢
集
団
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

（
た
だ
し
多
数
の
子
供
が
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
全
員
参
加
で
は
な
く
、

希
望
者
が
参
加
し
た
）。
こ
の
植
松
の
天
神
講
の
戦
前
の
姿
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
文
書
で
あ
る
植
松
北
組
天
神
講
文
書

が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文
書
は
、
講
員
名
簿
・
規
約
・
物
品
目
録
・
記

録
等
か
ら
成
る
。
こ
の
文
書
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
講
員

か
ら
多
く
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
輩
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
特
筆
す

べ
き
は
、
講
の
運
営
に
あ
た
り
、
子
供
た
ち
の
高
度
な
自
律
性
が
発
揮
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
植
松
は
小
作
層
が
多
く
、
経
済
的
余

裕
が
な
い
家
々
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
天
神
講
で
は
講
費
を
集
め
る
こ
と

な
く
、
祭
り
の
御
札
代
、
賽
銭
な
ど
の
残
金
が
積
み
立
て
ら
れ
、
こ
れ
を

増
や
す
こ
と
で
講
の
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
高
度
の
金
銭
管

理
が
見
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
小
口
で
は
あ
る
が
、
村
内
の
家
に
積
立
金
を

無
利
子
で
貸
し
出
す
な
ど
、
村
の
金
融
機
能
の
一
端
ま
で
担
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
天
神
講
の
あ
り
方
に
、
大
正
年
間
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
、

文
書
か
ら
う
か
が
わ
れ
た
。
規
約
の
改
訂
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
新

規
約
（
大
正
八
年
）
に
は
、
残
金
貸
出
し
の
禁
止
、
規
約
外
の
事
柄
を
行

わ
な
い
こ
と
、
唱
歌
の
斉
唱
を
し
て
児
童
ら
し
く
振
舞
う
こ
と
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
こ
の
天
神
講
に
、
さ
ら
に
変
化
が
生
じ
た
の
は
戦
後
で
あ
る
。

戦
後
の
天
神
講
で
は
、
文
書
の
上
で
も
講
員
の
増
加
が
確
認
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
文
書
と
聞
き
取
り
の
両
面
か
ら
、
戦
後
に
は
講
費
が
集
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
祭
り
一
回
ご
と
に
清
算
が
な
さ
れ
、
残
金
の
積
み
立
て
は

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
聞
き
取
り
か
ら
は
、
中
学

に
関
し
て
は
鉄
道
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
共
通
点
と
し
て
は
、
神
仏
分
離
以
前
よ
り
社
僧
勢
力
の
弱
化
、
も

し
く
は
修
験
道
的
色
彩
の
希
薄
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
山
内
組
織
の
結
束

が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
、
神
仏
分
離
以
降
も
講
に
よ
る
収
入
が
経
済
的
な

基
盤
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
神
仏
分
離
を
受
容
し
た
修
験
集
団
が
観
光
化
へ
対

応
で
き
た
要
因
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。
内
的
要
因
と
し

て
は
、
山
内
の
宗
教
者
集
団
の
組
織
が
残
っ
た
こ
と
、
外
的
要
因
と
し
て

は
、
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
都
市
部
か
ら
の
一
般
参
詣
客
の
誘
致
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ム
ラ
の
天
神
講
か
ら
地
域
の
天
神
講
へ

│
│ 

宮
城
県
名
取
市
植
松
の
事
例 

│
│

相
澤
　
　
出

　

本
報
告
は
、
宮
城
県
名
取
市
植
松
の
天
神
講
を
事
例
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
子
供
の
集
団
と
そ
の
伝
統
的
な
民
俗
行
事
の
あ
り
方
に
生
じ
た
変

化
の
様
相
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
か

ら
、
地
域
社
会
の
共
同
性
の
変
化
を
も
捉
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で

あ
る
。
調
査
期
間
は
二
〇
〇
五
年
三
月
か
ら
二
〇
一
七
年
五
月
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
子
供
会
行
事
と
し
て
の
天
神
講
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
五
年
三
月

か
ら
二
〇
〇
九
年
五
月
に
行
い
、
戦
前
と
戦
後
の
天
神
講
に
つ
い
て
は
二

〇
一
二
年
九
月
か
ら
二
〇
一
七
年
五
月
に
か
け
て
集
中
的
に
調
査
を
実
施

し
た
。
名
取
市
植
松
は
、
江
戸
期
に
は
藩
制
村
と
し
て
存
在
し
た
集
落
で

あ
る
。
仙
台
市
近
郊
に
位
置
し
、
通
勤
・
通
学
に
便
利
で
あ
る
た
め
、
戦

後
に
混
住
化
が
い
ち
早
く
始
ま
り
、
そ
れ
が
深
化
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
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限
界
集
落
の
暮
ら
し
と
神
社
神
道

│
│ 

高
知
県
旧
仁
淀
村
の
集
落
を
事
例
に 

│
│

冬
月
　
　
律

　

一
九
七
〇
年
代
に
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
て
以

来
、
一
〇
年
お
き
に
新
た
な
過
疎
対
策
法
が
施
行
さ
れ
、
国
や
各
自
治
体

に
お
い
て
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七

〇
年
代
以
降
の
「
社
会
減
」
に
伴
う
過
疎
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る

と
、「
自
然
減
」
と
、
高
齢
化
が
加
わ
り
、
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
八
〇
年
代
末
の
「
限
界
集
落
」
と
二
〇

一
四
年
の
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
が
注
目
を
集
め
た
。
そ
の
影
響
は
宗
教

界
に
も
及
び
、
各
教
団
で
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
宗
教
学
（
宗

教
社
会
学
）
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
よ
る
研
究
は
現
在
も
続
い
て
い

る
。
し
か
し
、
問
題
は
過
疎
と
神
社
神
道
に
関
す
る
研
究
（
主
に
実
態
研

究
）
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
限
界
集
落
が

提
唱
さ
れ
て
以
来
、
そ
こ
で
の
神
社
神
道
に
関
す
る
調
査
研
究
は
管
見
の

限
り
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
古
く
か
ら
地
域
に
根
を
下
ろ
し
、
そ

こ
の
人
び
と
の
暮
ら
し
と
信
仰
生
活
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る

神
社
は
全
国
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
過
疎
地
域
や
限
界
集
落
の
人
口

減
少
に
よ
る
集
落
の
消
滅
は
、
そ
の
集
落
の
神
社
（
お
宮
）
の
消
滅
を
意

味
す
る
。
す
で
に
宗
教
学
者
の
石
井
研
士
氏
の
調
査
研
究
で
は
二
〇
四
〇

年
ま
で
に
神
社
が
四
割
減
少
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
悲
観
的
で
な
く
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
も
活
性
化
の
可

能
性
を
見
出
す
神
社
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
過

疎
と
神
社
神
道
を
め
ぐ
る
現
状
を
問
題
意
識
と
し
て
捉
え
、
ま
ず
は
昨
年

度
の
本
学
会
で
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が
限
界
集
落
で
あ
る
高
知
県
吾
川
郡
旧

三
年
の
オ
ヤ
ブ
ン
た
ち
が
天
神
講
を
取
り
仕
切
り
、
準
備
か
ら
清
算
ま
で

行
っ
て
い
た
こ
と
を
は
じ
め
、
行
事
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
清
算
の
仕
方
を
学
校
側
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
半
ば

に
天
神
講
は
停
止
さ
せ
ら
れ
る
が
、
話
者
で
あ
る
経
験
者
に
と
っ
て
、
天

神
講
は
子
供
時
代
の
よ
き
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昭

和
五
二
年
に
、
こ
う
し
た
天
神
講
が
、
混
住
化
が
大
規
模
に
生
じ
た
植
松

南
に
お
い
て
、
地
元
の
有
志
の
働
き
か
け
か
ら
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
子
供
会
の
行
事
と
し
て
再
開
さ
れ
る
。
子
供
会
の
行
事
と
し
て
の
天

神
講
は
、
以
前
の
よ
う
な
自
律
性
を
有
す
る
子
供
組
の
行
事
と
は
異
な
る

も
の
の
、
旧
住
民
と
新
住
民
の
間
で
の
、
子
供
を
介
し
た
つ
き
あ
い
の
接

点
と
し
て
、
さ
ら
に
将
来
の
植
松
地
区
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
子

供
た
ち
の
育
成
の
上
で
、
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
天
神
講
は

戦
前
と
戦
後
に
、
す
で
に
数
度
の
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
一
端
の
途
絶
を

経
て
子
供
会
の
行
事
と
な
る
と
い
う
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
、
最
近
も
東
日

本
大
震
災
を
う
け
て
若
干
の
変
化
も
生
じ
さ
せ
な
が
ら
も
継
続
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
変
化
は
、
天
神
講
を
と
り
ま
く
地
域
社
会
の
変
動
、
特
に

そ
こ
で
の
共
同
性
の
変
容
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
。
い
わ
ば
、
ム
ラ
の

な
か
で
社
会
的
な
機
能
の
一
端
を
担
う
年
齢
集
団
に
よ
る
行
事
と
い
う
あ

り
方
か
ら
、
混
住
化
以
降
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
住
民
間
の
つ

き
あ
い
の
重
要
な
接
点
で
あ
り
、
か
つ
地
域
で
共
有
さ
れ
る
関
心
事
と
し

て
子
供
の
育
成
に
共
に
関
わ
る
行
事
へ
、
と
い
う
変
化
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
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ス
キ
ル
を
集
落
再
生
に
活
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
集
落
活
性

化
を
目
的
と
し
た
も
の
に
、
仁
淀
川
町
の
「
秋
葉
祭
り
」（
秋
葉
神
社
の

例
祭
）
の
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
集
落
の
存
続
と
住
民

の
生
き
甲
斐
（
郷
土
愛
の
継
承
）
の
両
方
に
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
見
出

す
に
は
不
十
分
で
、
今
後
は
自
ら
が
参
加
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
、
つ

ま
り
自
助
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
、
単
身
帰
郷
者
ら
は
主
張
し
、
住
民

ら
も
そ
れ
に
共
感
を
覚
え
て
い
る
。
報
告
の
最
後
に
は
、
調
査
か
ら
得
た

知
見
か
ら
作
成
し
た
地
域
振
興
の
構
想
と
し
て
、
存
続
可
能
な
集
落
に
す

る
た
め
の
構
想
に
お
い
て
核
（
教
化
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
る
の
は
、「
単
身

帰
郷
者
の
働
き
に
よ
る
地
域
再
生
・
伝
統
文
化
継
承
活
動
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。

神
社
に
よ
る
障
害
者
福
祉
実
践
を
可
能
に
せ
し
め
た
要
因
に
関
す
る
研
究

辰
巳
佳
寿
恵

　

我
が
国
に
お
け
る
障
害
者
福
祉
施
設
に
よ
る
障
害
者
支
援
を
、
キ
リ
ス

ト
教
、
仏
教
に
よ
る
発
展
と
神
道
に
よ
る
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
神
道
は

明
ら
か
な
後
れ
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
指
摘
し
、
神
社
の
社
会
事
業
参

加
を
必
要
視
す
る
声
は
、
明
治
時
代
か
ら
神
道
界
か
ら
も
上
が
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
気
運
が
実
現
に
結
び
つ
く
こ
と
は
な
く
、

神
社
に
よ
る
障
害
者
支
援
は
長
崎
県
島
原
市
に
あ
る
二
つ
の
施
設
、
八
幡

神
社
に
よ
る
八
幡
会
、
猛
島
神
社
に
よ
る
銀
の
鈴
学
園
（
現
在
は
悠
久

会
）
以
外
に
存
在
し
な
い
。
ま
た
こ
の
二
つ
の
神
社
に
よ
る
歴
史
や
実
践

内
容
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
で

は
、
こ
の
二
施
設
を
調
査
対
象
と
し
て
、
①
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の
発
展

に
つ
い
て
、
②
設
立
の
理
念
に
つ
い
て
、
③
設
立
の
き
っ
か
け
と
実
現
へ

仁
淀
村
（
現
、
仁
淀
川
町
）
の
別
枝
地
区
の
一
部
を
取
り
上
げ
、
地
域
住

民
と
神
職
に
よ
る
、
信
仰
継
承
を
目
的
と
し
た
様
々
な
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
本
発
表
で
は
そ
れ
に
引
き
続
き
、
同
地
域
の
限
界

集
落
に
お
け
る
住
民
の
暮
ら
し
と
神
社
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
る
。
具
体

的
に
は
、
①
限
界
集
落
で
の
暮
ら
し
の
な
か
で
神
社
が
い
か
な
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
か
、
②
ま
た
そ
れ
が
持
続
可
能
な
集
落
の
暮
ら
し
に
ど
の

よ
う
な
関
係
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
調

査
の
結
果
を
提
示
し
た
。
調
査
結
果
で
は
、
別
枝
地
区
の
上
区
を
形
成
す

る
四
つ
の
集
落
、
別
枝
本
村
・
霧
ノ
窪
・
芋
生
野
・
都
を
取
り
上
げ
、
集

落
の
暮
ら
し
と
信
仰
生
活
の
中
心
に
は
神
社
の
祭
事
と
の
か
か
わ
り
が
あ

る
こ
と
を
提
示
し
た
。
四
つ
の
集
落
は
数
名
を
除
い
て
全
員
が
前
期
・
後

期
高
齢
者
で
あ
る
超
限
界
集
落
で
あ
り
、
日
常
生
活
を
含
め
、
集
落
に
鎮

座
す
る
神
社
の
行
事
（
例
祭
と
集
落
独
自
の
神
事
）
の
護
持
運
営
も
困
難

が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
集
落
の
環
境
整
備
や
神
社
の
護
持
に
つ
い

て
は
、
神
職
と
高
齢
化
し
た
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
現
在
も
執
り
行
わ
れ

て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
地
元
出
身

者
の
帰
郷
、「
単
身
帰
郷
者
」
の
存
在
が
そ
れ
ら
の
集
落
活
動
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
上
区
に
は
三
名
の
単
身
帰
郷

者
が
お
り
、
帰
郷
し
て
以
来
、
彼
ら
は
積
極
的
に
集
落
と
お
宮
の
環
境
整

備
を
行
い
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
様
々
な
活
動
を
企
画

し
て
い
る
。
集
落
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
他
の
地
域

か
ら
の
参
加
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
単
身
帰
郷
者
に
神
職
も
い
る

こ
と
で
、
他
の
集
落
住
民
の
協
力
も
容
易
と
な
っ
た
点
に
も
注
目
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
そ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
が
自
助
努
力
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
単
身
帰
郷
者
が
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け
た
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っ
て
い
た
こ
と
、
要
因
④
と
し
て
、
昭
和
三
〇
年
前
後
の
設
立
の
時
点
か

ら
、
現
在
の
国
際
社
会
が
目
指
す
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
の
実
現
に
通
ず

る
理
念
の
も
と
に
支
援
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
神
社
は
、
地
域
共
同
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
機

能
を
失
い
つ
つ
あ
り
（
室
田
、
二
〇
〇
二
）、
八
幡
会
や
銀
の
鈴
学
園
の

創
設
者
が
果
た
し
た
よ
う
な
、
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
神

職
像
、
神
社
が
流
動
的
な
「
縁
」
を
結
ぶ
萃
点
と
し
て
の
役
割
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
（
櫻
井
、
二
〇
一
四
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
障
害
者
が
自
立
を
目
指
す
た
め
の
労
働
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト

教
で
は
苦
役
さ
れ
る
労
働
が
、
神
道
で
は
「
労
働
そ
れ
自
体
が
価
値
で
あ

り
、
人
生
の
目
的
で
あ
る
」（
吉
田
、
二
〇
〇
七
）
や
、
同
じ
技
術
の
行

使
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
熟
達
す
れ
ば
「
神
遊
び
」
の
境
地
に
近
づ
く

（
中
西
、
一
九
六
三
）
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
授
産
施
設
、
就
労
支
援

施
設
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
）
に
お
け
る
第
二
次
産
業
の
下
受
け
作
業
イ
メ
ー
ジ

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
障
害
者
の
特
性
を
よ
く
観
察
し
、
訓
練
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
職
人
の
養
成
を
目
指
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
職
業
訓
練
に
よ
る
社
会
的
自
立
の
道
を
開
く

こ
と
は
、
き
わ
め
て
神
道
的
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
た
。

の
過
程
に
つ
い
て
、
④
設
立
時
の
困
難
や
問
題
点
に
つ
い
て
、
⑤
施
設
の

運
営
と
宗
教
的
関
連
に
つ
い
て
、
施
設
の
理
事
長
、
役
員
を
対
象
と
し
た

半
構
造
化
面
接
法
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
神
社
立
に

よ
る
知
的
障
害
者
福
祉
施
設
に
よ
る
支
援
の
成
功
要
因
を
追
及
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
①
に
つ
い
て
、
両
神
社
と
も
、
幼
稚
園
ま
た
は
保
育
園

を
発
端
と
し
て
、
知
的
障
碍
児
施
設
が
創
設
さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
頃
か
ら

自
立
と
労
働
を
目
指
し
た
施
設
を
増
設
し
、
近
年
に
は
老
人
や
児
童
に
至

る
ま
で
の
幅
広
い
施
設
経
営
と
、
障
害
者
に
対
し
て
は
就
労
の
場
所
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
へ
と
発
展
し
て
い
る
こ
と
、
②
に
つ
い
て
、
八
幡

会
に
つ
い
て
は
「
惟
神
」、
銀
の
鈴
学
園
に
つ
い
て
は
「
鍛
え
よ
、
自
立

せ
よ
」
が
理
念
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
③
に
つ
い
て
両
神
社
と
も
宮
司
が

面
倒
見
の
よ
い
人
柄
で
、
地
域
の
人
々
の
人
望
を
集
め
て
い
た
こ
と
、
八

幡
会
に
つ
い
て
は
役
場
等
複
数
の
公
共
施
設
の
中
心
に
位
置
し
、
そ
れ
ら

の
機
関
を
利
用
す
る
人
々
が
神
社
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
、

銀
の
鈴
学
園
に
つ
い
て
は
広
大
な
田
畑
や
漁
港
の
近
く
に
あ
り
、
農
作
業

や
漁
業
に
従
事
す
る
人
の
信
仰
を
集
め
、
ま
た
集
い
の
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
、
④
に
つ
い
て
は
施
設
建
設
の
た
め
の
資
金
繰
り
、
土
地
の
問
題
、
近

隣
住
民
の
反
対
の
声
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
⑤
に
つ
い
て
は
特
に
神
道
色

を
出
す
こ
と
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
神
社
立
の
障
害
者
施
設
の
成
功
要
因
と
し

て
、
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
要
因
①
と
し
て
、
宮
司
の
人
柄
や

人
望
の
厚
さ
、
要
因
②
と
し
て
、
夫
人
の
献
身
的
か
つ
熱
心
な
協
力
、
要

因
③
と
し
て
、
宮
司
夫
妻
の
人
柄
や
、
神
社
の
立
地
す
る
地
形
を
背
景
と

し
て
、
神
社
が
、
人
々
が
集
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
場
所
と
な
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第
十
三
部
会

宗
教
観
が
青
年
期
適
応
に
及
ぼ
す
影
響

山
﨑　

洋
史

【
は
じ
め
に
】

　

①
今
日
の
青
年
期
大
学
生
に
お
け
る
「
宗
教
観
的
信
念
（belief

）」
お

よ
び
そ
の
構
造
の
確
認
。
②
青
年
期
大
学
生
に
対
し
宗
教
観
的
「
信
念

（belief

）」
を
構
成
し
て
い
る
認
知
的
構
造
因
子
の
何
が
そ
の
社
会
的
適

応
行
動
と
し
て
の
「
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」
に
影
響
を
与
え
て
い

る
か
明
ら
か
に
す
る
。
③
認
知
的
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
於
け
る
ス
キ

ー
マ
形
成
に
関
す
る
宗
教
観
的
「
信
念
（belief

）」
の
存
在
に
関
す
る

示
唆
を
得
る
。
本
研
究
の
目
的
は
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

【
方
法
】

　

質
問
紙
法
：
平
成
二
九
年
七
月
、
都
内
大
学
生
三
六
四
名
（
女
二
〇
二

名
・
男
一
六
二
名
）
に
実
施
。
現
在
継
続
中
。
質
問
紙
構
成
は
、「
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ト
」
年
齢
・
性
別
、「
宗
教
観
的
信
念
（belief

）
尺
度
」
二
六

項
目
五
件
法
、「
主
観
的
幸
福
感
尺
度
」
四
〇
項
目
四
件
法
、「
対
人
ス
ト

レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
尺
度
」
三
四
項
目
四
件
法
、
自
由
記
述
。
本
研
究
は
こ

の
う
ち
「
宗
教
観
」「
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
関
連
性
を
検
討
し
た
。

【
結
果
と
考
察
】

　

調
査
結
果
の
「
宗
教
観
的
信
念
（belief

）
尺
度
」、「
対
人
ス
ト
レ
ス

コ
ー
ピ
ン
グ
尺
度
」
に
関
す
る
調
査
項
目
は
、
各
尺
度
内
に
於
い
て
因
子

間
の
相
関
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
主
因
子
法
プ
ロ
マ
ッ
ク
ス
回
転
の
因
子

分
析
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
青
年
期
大
学
生
の
宗
教
観
的
信
念
（belief

）

の
構
造
因
子
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
宗
教
観
的
信
念
（be-

lief

）
尺
度
」
は
五
因
子
構
造
と
な
っ
た
。
下
位
因
子
と
し
て
第
１

因
子

「
守
護
・
輪
廻
」
因
子
、
第
２

因
子
「
魂
の
永
続
性
」
因
子
、
第
３

因
子

「
心
象
の
現
実
化
」
因
子
、
第
４

因
子
「
生
き
る
意
味
の
把
握
」
因
子
、

第
５

因
子
「
因
果
応
報
」
因
子
。「
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
尺
度
」

は
三
因
子
構
造
と
な
っ
た
。
下
位
因
子
と
し
て
、
第
１

因
子
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
関
係
コ
ー
ピ
ン
グ
」
因
子
、
第
２

因
子
「
解
決
先
送
り
コ
ー
ピ
ン
グ
」

因
子
、
第
３

因
子
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
コ
ー
ピ
ン
グ
」
因
子
。

　

次
に
男
女
比
較
（
各
尺
度
因
子
得
点
の
ｔ
検
定
）
を
各
因
子
間
で
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
、
宗
教
的
信
念
を
強
く
抱
く

傾
向
、
特
に
「
守
ら
れ
る
意
識
」「
因
縁
」「
自
分
の
行
い
が
自
分
に
跳
ね

返
る
」
等
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
認
知
変
数
が
対
人
ス

ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
た
め
重
回
帰
分
析
を
実

施
し
た
。「
宗
教
観
的
信
念
（belief

）
尺
度
」
の
下
位
因
子
「
生
き
る
意

味
の
把
握
」
因
子
が
「
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
」
に
対
し
て
プ
ラ
ス

の
影
響
、
す
な
わ
ち
「
人
生
で
直
面
す
る
出
来
事
は
、
良
い
こ
と
も
、
辛

い
こ
と
も
、
何
か
の
意
味
や
必
要
性
が
あ
っ
て
生
じ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

か
ら
重
要
な
こ
と
を
学
習
し
、
最
終
的
に
は
人
生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

機
会
な
の
で
す
。」
等
の
認
知
的
信
念
が
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
行

動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
関

係
コ
ー
ピ
ン
グ
」
因
子
に
「
守
護
・
輪
廻
」「
生
き
る
意
味
の
把
握
」
因

子
が
影
響
し
て
い
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
「
生
き
る
意
味
の
把
握
及
び
自
分

は
御
縁
や
善
行
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
」
等
の
信
念
が
「
相
手
の
こ
と

を
よ
く
知
ろ
う
と
し
た
」
等
に
関
与
し
て
い
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
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と
観
（
ヴ
ィ
ッ
パ
サ
ナ
ー
）、
精
神
集
中
・
無
我
と
客
観
的
に
み
る
（
反

省
的
に
捉
え
る
）
両
側
面
が
あ
り
、
気
づ
き
（
覚
醒
）、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

な
瞑
想
は
、
真
正
な
悟
り
と
知
恵
に
至
る
。

　
「
内
観
」
に
お
い
て
、「
我
が
気
海
丹
田
」
を
「
弥
陀
」、「
浄
土
」（
本

来
の
面
目
）
と
想
念
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
無
意
識
化
に
し
み
込
ま

せ
、「
癒
し
」
と
「
悟
り
」
を
う
る
。
白
隠
の
禅
病
を
癒
し
た
瞑
想
と
呼

吸
法
は
、
道
教
の
「
気
」
を
中
心
と
す
る
医
学
的
原
理
を
『
黄
帝
内
経
』

等
か
ら
学
び
、
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
癒
し
は
禅
道
か
ら

逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、
心
身
の
技
法
に
よ
っ
て
新
た
な
禅
を
創
造
し

た
の
で
あ
り
、
癒
し
と
悟
り
（
宗
教
）
の
一
致
と
い
え
る
。「
軟
酥
の
法
」

は
薬
と
し
て
の
酥
や
豆
が
頭
上
か
ら
下
半
身
へ
と
流
れ
下
り
、
浸
透
し
、

薬
効
に
よ
り
病
が
癒
さ
れ
る
と
い
う
想
念
（
イ
メ
ー
ジ
）
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
現
代
の
「
サ
イ
モ
ン
ト
ン
療
法
」
等
の
イ
メ
ー
ジ
療
法
、
自
己
暗

示
（
催
眠
）
療
法
と
類
似
す
る
。

　

そ
の
他
、
信
仰
治
療
、
霊
的
医
療
と
い
わ
れ
る
も
の
は
多
数
存
在
し
、

た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ル
ル
ド
に
お
け
る
超
自
然
的
治
療
、
生
長
の
家

の
信
仰
と
神
想
観
に
よ
る
治
療
、
霊
術
型
宗
教
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

等
に
お
け
る
精
神
統
一
（
瞑
想
）
に
基
づ
く
信
仰
治
療
、
真
言
密
教
に
お

け
る
瞑
想
（
阿
字
観
、
月
輪
観
）、
加
持
に
よ
る
癒
し
等
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
固
有
性
と
異
な
る
瞑
想
行
法
や
癒
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ル
ル

ド
に
お
け
る
超
自
然
的
な
癒
し
は
「
マ
リ
ア
」
と
「
奇
跡
」
を
信
ず
る
こ

と
が
免
疫
力
や
自
然
治
癒
力
を
高
め
、
そ
の
他
霊
的
瞑
想
に
よ
る
癒
し
も

神
仏
な
ど
と
の
一
体
性
を
観
じ
る
こ
と
が
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
信
仰
に
お
け
る
想
念
や
イ
メ
ー
ジ
を
繰

り
返
し
、
意
識
下
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
り
治
癒
す
る
。
こ
の
点
に
お

た
。
さ
ら
に
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
関
係
コ
ー
ピ
ン
グ
」
因
子
に
「
因
果
応
報
」

因
子
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
し
て
い
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
「
人
の
行
動

は
、
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
最
終
的
に
は
そ
の
人
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

他
人
を
不
幸
に
す
る
よ
う
な
行
為
を
す
れ
ば
、
今
度
は
必
ず
自
分
が
不

運
や
不
幸
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
等
の
認
知
的
信
念
が
相
手
を

「
無
視
す
る
よ
う
に
し
た
」
等
を
減
少
さ
せ
る
方
向
で
関
与
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
研
究
に
お
い
て
、
認
知
的
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
於
け
る
ス
キ
ー

マ
形
成
に
関
す
る
「
宗
教
観
的
信
念
（belief

）」
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
た
。

瞑
想
と
癒
し 

│
│ 

心
身
医
学
の
観
点
か
ら 

│
│

半
田　

栄
一

　

瞑
想
が
心
身
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
禅
（
白

隠
）、
お
よ
び
信
仰
治
療
や
霊
的
医
療
と
い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
、
臨
済
禅
を
復
興
し
た
白
隠
慧
鶴
は
、
身
心
脱
落
、
印

可
を
受
け
た
後
も
悟
後
の
厳
し
い
修
業
を
続
け
、
禅
病
と
な
る
。
心
身
症

の
症
状
に
結
核
が
加
わ
っ
た
状
態
で
種
々
の
医
薬
も
効
な
く
絶
望
の
中
、

「
白
幽
子
」
よ
り
教
え
ら
れ
た
「
内
観
法
」
と
「
軟
酥
の
法
」
を
実
践
し
、

一
命
を
と
り
と
め
る
。
こ
れ
は
、
道
教
の
「
内
丹
法
」
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
人
体
の
下
腹
の
丹
田
を
練
る
こ
と
に
よ
り
癒
し
と
健
康
を
う
る
。

丹
田
呼
吸
法
に
よ
り
、
気
を
丹
田
に
収
め
る
。
白
隠
の
丹
田
呼
吸
法
は
、

「
治
禅
病
秘
要
法
」、『
摩
訶
止
観
』
の
坐
法
、
数
息
観
等
に
学
び
、『
大
安

般
守
意
法
』
に
も
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
代
の
「
調
和
道
」
や
「
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
止
観
は
、
止
（
サ
マ
タ
）
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実
践
に
「
宗
教
性
」
す
な
わ
ち
「
宗
教
っ
ぽ
さ
」
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ

れ
は
し
ば
し
ば
「
非
科
学
的
」
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
。
も
ち
ろ
ん
宗

教
性
と
非
科
学
性
は
必
ず
し
も
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
が
、
社
会
で
は
同
一

視
さ
れ
が
ち
な
も
の
で
は
あ
り
、
宗
教
性
を
も
つ
医
療
実
践
に
非
科
学
的

な
方
向
性
が
想
定
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
医
学
・
医
療
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
発
達
と
維
持
あ
る

い
は
保
護
の
過
程
に
お
い
て
、
宗
教
と
の
関
係
が
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ

て
い
た
時
代
が
多
く
を
占
め
て
き
た
。
と
く
に
医
学
書
と
い
う
形
で
成
立

し
た
文
献
と
そ
こ
に
含
ま
れ
る
情
報
の
整
理
や
検
討
、
ま
た
記
録
さ
れ
た

具
体
的
な
実
践
技
術
の
伝
承
な
ど
、
宗
教
に
関
わ
る
組
織
や
施
設
は
多
く

の
地
域
ま
た
時
代
に
お
い
て
、
医
療
の
保
存
と
伝
達
の
基
盤
と
し
て
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
宗
教
は

医
療
の
保
存
・
伝
達
に
お
け
る
「
担
い
手
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
み
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
具
体
的
な
医
療
実
践
に
特
定
の
宗
教
と
の
関
係

が
強
ま
っ
た
場
合
に
は
、
前
述
の
理
由
で
そ
こ
に
含
ま
れ
る
宗
教
的
な
要

素
に
対
し
て
何
ら
か
の
形
で
の
処
理
、
す
な
わ
ち
宗
教
の
側
か
ら
医
療
に

対
し
て
一
定
の
距
離
を
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
過
去
の
貢

献
は
少
な
か
ら
ず
そ
う
し
た
姿
勢
を
背
景
に
展
開
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

さ
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
「
医
学
」「
医
療
」
と
は
、
一
般
に
「
西

洋
（
現
代
）
医
学
」
と
呼
ば
れ
る
枠
組
み
の
中
で
展
開
し
て
き
た
も
の
を

指
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
非
常
に
近
接
あ
る
い
は
重
複
し
た
と
こ
ろ

に
は
「
補
完
・
代
替
医
療
」「
伝
統
医
学
」
と
い
う
領
域
が
存
在
し
、
近

年
で
は
ヨ
ー
ガ
や
瞑
想
と
い
っ
た
宗
教
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
医
療
的

実
践
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
。
で
は
そ
の
「
補
完
・
代
替
医
療
」「
伝

い
て
は
、
白
隠
の
軟
酥
の
法
や
内
観
法
に
お
け
る
想
念
に
よ
る
癒
し
と
共

通
し
て
い
る
。

　

心
・
身
、
意
識
・
無
意
識
の
調
和
統
一
に
お
い
て
心
の
統
御
が
可
能
と

な
り
、
無
意
識
下
の
働
き
は
「
気
の
流
れ
」
や
免
疫
な
ど
の
生
理
に
影
響

を
与
え
る
。
白
隠
は
「
孟
子
」
の
「
大
環
丹
」
に
よ
り
、
心
身
一
体
、
そ

し
て
小
宇
宙
と
し
て
の
自
己
と
大
宇
宙
の
自
己
と
の
一
体
を
説
く
が
、
こ

の
心
身
が
宇
宙
大
の
自
己
と
な
り
、
自
然
・
宇
宙
と
の
一
体
で
あ
る
こ
と

の
気
づ
き
に
お
け
る
癒
し
と
安
心
が
得
ら
れ
、
こ
れ
は
道
教
に
お
け
る

「
存
思
」、「
内
観
」
に
基
づ
く
。

　

瞑
想
の
効
果
に
は
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
精
神
的

安
定
、
免
疫
力
、
集
中
力
、
直
観
力
や
創
造
的
能
力
等
を
高
め
る
な
ど
の

効
果
が
あ
る
と
同
時
に
、
禅
の
魔
境
に
お
い
て
禅
病
に
な
る
と
同
様
に
神

経
症
、
心
身
症
等
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。
瞑
想
に
お
い
て
は
、
意
識
の

変
容
・
変
性
意
識
状
態
の
正
常
・
異
常
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
気
づ

き
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
あ
り
方
、
お
よ
び
信
頼
で
き
る
指
導
者
・
監
督
者

が
必
要
で
あ
る
。

　

悟
り
や
変
性
意
識
状
態
の
共
有
は
、
師
と
弟
子
、
治
療
者
と
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
間
の
共
感
性
を
可
能
と
し
、
ま
た
宇
宙
的
生
命
と
の
一
体
性
は
、

自
然
・
環
境
に
対
す
る
気
づ
き
と
配
慮
を
も
た
ら
す
。

医
療
に
お
け
る
宗
教
の
受
容
に
つ
い
て

森
口　

眞
衣

　

宗
教
と
医
療
は
と
も
に
人
間
の
心
身
に
お
け
る
癒
し
を
目
的
と
し
た
活

動
で
あ
る
が
、
実
践
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
基
本
的
に
両
者
が
密
接
な
関

係
を
も
つ
こ
と
は
避
け
る
べ
き
事
態
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
医
療



　　450

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第13部会

的
要
素
の
混
交
や
残
存
が
確
認
さ
れ
に
く
い
。
漢
方
・
鍼
灸
の
展
開
過
程

で
な
さ
れ
た
よ
う
な
整
理
や
検
証
が
あ
ら
た
め
て
要
請
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
宗
教
学
を
は
じ
め
人
文
学
的
視
点
で
の
研
究
が
有
効
と

考
え
ら
れ
る
。

死
後
世
界
と
脳 

│
│ 

臨
死
の
語
り
を
考
え
る 

│
│

北
沢　
　

裕

　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
病
院
の
脳
神
経
科
医
エ
ベ
ン
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー

の
Ｎ
Ｄ
Ｅ
（N

ear D
eath Experience

）
は
そ
の
間
の
脳
機
能
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
点
に
お
い
て
特
異
な
事
例
で
あ
る
。
ア
レ

グ
ザ
ン
ダ
ー
は
そ
の
間
、
①
ミ
ミ
ズ
の
目
の
世
界
、
②
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、

③
コ
ア
の
世
界
、
を
何
度
も
往
来
し
た
と
い
う
。
彼
は
②
で
現
れ
た
蝶
の

羽
に
乗
っ
た
女
性
か
ら
「
あ
な
た
は
愛
さ
れ
て
い
る
」、「
恐
れ
る
こ
と
は

な
い
」、「
い
ず
れ
帰
っ
て
も
ら
う
け
れ
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見
せ
て
あ

げ
る
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
蘇
生
後
、
こ
の
女

性
が
、
会
う
こ
と
な
く
死
別
し
た
妹
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い

う
。

　

ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
は
、
自
身
の
脳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
か
ら
そ
の

Ｎ
Ｄ
Ｅ
を
脳
が
活
動
し
て
い
な
い
間
の
体
験
と
判
断
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｅ
が
「
脳

が
介
在
し
な
い
精
神
活
動
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
の
体
験
と
主
張
は

Ｎ
Ｄ
Ｅ
が
脳
内
現
象
か
、
非
・
脳
内
現
象
か
の
議
論
に
結
論
を
も
た
ら
す

も
の
に
み
え
る
が
、
厳
密
な
意
味
で
そ
の
体
験
が
「
脳
が
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
体
験
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
証
明
不
可
能
で
あ
る
。
脳
機
能
が

損
な
わ
れ
る
途
中
、
あ
る
い
は
回
復
期
に
体
験
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

統
医
学
」
と
い
う
枠
組
み
は
具
体
的
に
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
の
実
践
を
指

す
の
か
と
改
め
て
問
わ
れ
る
と
、
そ
れ
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
実
際
の
と

こ
ろ
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
純
然
た
る
西
洋
医
学
の
枠
内

に
は
入
り
に
く
い
、
宗
教
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
医
療
実
践
に
対
し

て
、「
補
完
・
代
替
医
療
」
が
そ
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
、
時
に
曖
昧

な
位
置
づ
け
を
持
っ
た
ま
ま
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
臨
床
で

は
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（Evidence-based M

edicine

）
を
基
本
と
し
て

お
り
、
あ
る
治
療
法
に
対
し
て
「
科
学
的
根
拠
＝
エ
ビ
デ
ン
ス
」
が
提
示

さ
れ
る
と
採
用
の
可
能
性
が
大
き
く
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

「
補
完
・
代
替
医
療
」
の
領
域
か
ら
も
宗
教
的
実
践
が
臨
床
で
採
用
さ
れ

て
き
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
エ
ビ
デ
ン
ス
を
前
提
と
し
て
展
開
し
な
が
ら

も
、
本
来
必
要
と
な
る
は
ず
の
宗
教
的
要
素
の
検
討
や
処
理
が
不
十
分
な

事
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

日
本
に
お
い
て
既
に
保
険
適
用
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
漢
方
お
よ
び
鍼

灸
に
つ
い
て
は
、
理
論
の
体
系
化
、
技
法
の
洗
練
、
医
学
書
の
検
討
、
概

念
の
整
理
な
ど
が
長
い
歴
史
的
展
開
過
程
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
の
ち

に
、
明
治
以
降
の
医
療
制
度
で
西
洋
医
学
の
医
師
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
提

示
と
い
う
過
程
を
経
て
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
二
十
世
紀
以

降
の
臨
床
に
採
用
さ
れ
た
多
様
な
補
完
・
代
替
医
療
の
実
践
に
は
、
理
論

や
概
念
に
対
す
る
検
討
が
完
了
さ
れ
ず
、
い
わ
ば
宗
教
的
要
素
が
未
確
認

あ
る
い
は
未
処
理
の
ま
ま
の
状
態
で
受
容
さ
れ
、
結
果
と
し
て
の
エ
ビ
デ

ン
ス
提
示
を
前
提
に
展
開
の
段
階
へ
達
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

状
況
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

医
学
・
医
療
の
領
域
で
は
「
補
完
・
代
替
医
療
」
に
お
け
る
個
別
の
実

践
に
対
す
る
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
く
に
概
念
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
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定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
脳
神
経
学
者
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
の
考

え
（「
語
り
」）
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｄ
Ｅ
が
「
脳
内
現
象
か
、

非
・
脳
内
現
象
か
」、
つ
ま
り
「
脳
か
神
か
」
の
対
立
構
造
を
止
揚
す
る

可
能
性
を
持
つ
。

　

ま
た
、
西
欧
中
世
の
死
後
世
界
旅
行
記
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、

現
代
の
Ｓ
Ｆ
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
生
死
の
位
相
も
、
脳
か
神
か
の
二
元

論
の
超
克
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
共
通
す
る
の
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

も
た
ら
す
新
た
な
情
報
の
世
界
で
、
身
体
や
生
命
あ
る
い
は
個
人
と
い
う

限
定
性
を
失
い
つ
つ
な
お
新
た
な
物
語
を
生
み
出
し
て
い
く
人
類
の
姿
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
、
生
と
死
、
魂
、
神
な
ど
の
問
題
が
探
求

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
脳
や
情
報
に
「
還
元
さ
れ
な
が
ら
、
還
元
さ
れ

な
い
」
存
在
と
し
て
生
命
や
魂
や
神
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
理
解
は
唯
物
主
義
へ
の
過
度
な
傾
斜
を
抑
止
す
る
一
方
、
神
秘
主

義
へ
の
盲
目
的
没
入
を
も
抑
止
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
宗
教
理
解
に

つ
い
て
も
、
ま
た
臨
床
に
お
け
る
「
語
り
」
に
つ
い
て
も
有
益
な
視
座
と

思
わ
れ
る
。

日
本
人
の
臨
死
体
験
と
「
あ
の
世
」
観

岩
崎　

美
香

　

日
本
人
の
臨
死
体
験
と
「
あ
の
世
」
観
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
発
表
で

は
死
生
観
の
異
な
る
世
代
間
の
臨
死
体
験
の
比
較
を
通
じ
て
検
討
を
試
み

た
。「
日
本
人
の
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、「
あ
の
世
」
を
あ
る
と
考
え
る

人
は
、
一
九
七
三
年
に
は
六
・
六
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
二
〇
一
三
年
に

は
一
三
・
四
％
と
、
倍
増
し
て
い
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
日

本
人
の
意
識
構
造　

第
八
版
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
五
）。
二
〇
〇
八

　

西
欧
中
世
の
Ｎ
Ｄ
Ｅ
の
記
録
と
言
い
う
る
死
後
世
界
旅
行
記
は
神
の
恩

寵
と
し
て
のvisio

と
し
て
立
ち
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
神
還
元
主
義
」

の
形
式
で
し
か
成
り
立
ち
得
な
い
。
テ
キ
ス
ト
化
し
た
旅
行
記
は
み
な
キ

リ
ス
ト
教
の
文
脈
上
に
定
位
さ
れ
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に
記
述
者
の
思
想

や
意
図
が
介
在
し
た
。
そ
こ
に
は
「
語
り
」
の
成
立
に
お
け
る
段
階
、
い

わ
ば
「
解
釈
」
の
層
が
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、『
聖
ブ
レ
ン
ダ
ン
の
航

海
』（
十
二
世
紀
）
は
イ
ム
ラ
マ
（
ケ
ル
ト
の
海
上
他
界
探
訪
譚
）
の
キ

リ
ス
ト
教
的
語
り
直
し
で
あ
る
し
、『
ゴ
ッ
ド
シ
ャ
ル
ク
の
幻
視
』（
十
二

世
紀
）
は
記
述
者
と
物
語
の
趣
が
異
な
る
二
種
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て

い
る
。『
サ
ー
キ
ル
の
幻
視
』（
十
三
世
紀
）
で
は
訥
弁
の
農
夫
が
教
区
司

祭
と
の
面
談
後
に
雄
弁
な
語
り
手
に
変
化
し
た
と
い
う
後
日
談
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　

現
代
に
お
い
て
も
Ｎ
Ｄ
Ｅ
に
お
け
る
「
語
り
」
の
位
相
は
確
認
さ
れ

る
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
ム
ー
デ
ィ
に
よ
る
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
（International 

A
ssociation of N

ear D
eath Experience

）
設
立
（
一
九
七
七
）
後

で
は
、
ケ
ネ
ス
・
リ
ン
ク
と
マ
イ
ケ
ル
・
セ
イ
ボ
ム
の
論
争
が
知
ら
れ
る
。

リ
ン
ク
は
Ｎ
Ｄ
Ｅ
体
験
者
は
既
存
の
宗
教
の
枠
か
ら
離
れ
、「O

m
e ga

」

（
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
）＝
よ
り
普
遍
的
統
一
的
地
球
的
精
神

を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
と
分
析
し
た
が
、
セ
イ
ボ
ム
は
Ｎ
Ｄ
Ｅ
体
験
者

は
既
存
の
宗
教
へ
の
関
心
・
積
極
性
が
高
ま
る
と
分
析
し
、
リ
ン
ク
の
分

析
は
非
統
計
的
、
恣
意
的
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
Ｎ
Ｄ
Ｅ
研
究
の
報
告
者
で
あ
る
立
花
隆
は
従
来
、
Ｎ
Ｄ

Ｅ
や
体
外
離
脱
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
神
秘
体
験
が
、
科
学
に
よ
り
解
明
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
（「
語
っ
て
」）
き
た
が
、
近
年
、
こ
れ

ら
の
現
象
を
脳
が
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
が
、
必
ず
し
も
神
・
聖
性
を
否
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て
、
両
世
代
を
対
比
し
、
以
下
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
臨
死
体
験
者
の

割
合
は
、
高
度
成
長
期
関
連
世
代
が
四
五
％
、
そ
れ
以
後
の
世
代
は
五

五
％
と
、
両
方
の
世
代
か
ら
臨
死
体
験
は
報
告
さ
れ
て
お
り
、「
あ
の
世
」

観
の
違
い
に
関
係
な
く
臨
死
体
験
は
発
生
し
て
い
た
。
臨
死
体
験
の
内
容

に
関
し
て
は
、
前
半
で
は
別
の
世
界
へ
の
移
動
や
移
行
が
生
じ
、
後
半
で

は
留
ま
れ
な
い
事
態
が
発
生
す
る
と
い
う
基
本
パ
タ
ー
ン
は
両
方
の
世
代

に
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。
他
方
、
構
成
要
素
な
ど
に
は
違
い
が
み
ら
れ
た
。

ま
ず
、
花
園
や
人
物
や
体
外
離
脱
な
ど
出
現
頻
度
の
高
い
構
成
要
素
が
両

世
代
で
は
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
両
世
代
と
も
自
然
物
の
構
成
要
素
が
多

い
が
、
人
工
物
は
そ
の
後
の
世
代
の
方
に
多
く
み
ら
れ
、
バ
ス
、
ビ
ル
、

高
速
道
路
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
内
容
も
現
代
的
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
人

物
に
つ
い
て
は
、
高
度
成
長
期
世
代
で
は
亡
く
な
っ
た
親
族
が
登
場
す
る

の
に
対
し
、
そ
の
後
の
世
代
で
は
、
身
内
は
出
現
せ
ず
、
超
越
的
な
存
在

（
観
音
様
の
よ
う
な
女
性
）
や
、
非
日
常
性
（
白
い
服
、
黒
い
マ
ン
ト
の

人
物
）
や
特
別
性
（
人
気
音
楽
グ
ル
ー
プ
）
を
帯
び
た
存
在
が
出
現
す
る

な
ど
明
ら
か
な
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
他
界
的
な
世
界
の
位
置
方
向

に
つ
い
て
は
、
高
度
成
長
期
関
連
世
代
で
は
、
水
平
方
向
の
位
置
が
大
部

分
を
占
め
、
そ
れ
以
後
の
世
代
で
は
垂
直
上
方
が
最
も
多
い
な
ど
対
照
的

で
あ
っ
た
。
臨
死
体
験
の
発
生
や
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
は
「
あ
の
世
」
観

の
違
い
と
関
連
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
構
成
要
素
や
他
界
的
な
位
置
方
向

に
は
違
い
が
み
ら
れ
た
た
め
、
部
分
的
に
は
「
あ
の
世
」
観
と
の
関
連
も

示
唆
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
「
あ
の
世
」
観
の
違
い
に
よ
る
も
の
な

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
日
常
世
界
を
反
映
す
る
も
の
な
の
か
、
検
討

を
要
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、「
あ
の
世
」
観

か
ら
臨
死
体
験
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
現
代
の

年
度
に
日
本
で
実
施
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
国
際
比
較
調
査
（
宗
教
）
で
も
、

全
体
の
四
四
％
が
「
死
後
の
世
界
」
は
あ
る
と
回
答
し
て
お
り
、
若
い
年

代
の
人
ほ
ど
「
あ
る
」
と
考
え
る
人
は
多
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど

「
あ
る
」
と
考
え
る
人
は
少
な
か
っ
た
（
西
久
美
子
「〈
宗
教
的
な
も
の
〉

に
ひ
か
れ
る
日
本
人
│
│
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
国
際
比
較
調
査
（
宗
教
）
か
ら
」

『
放
送
研
究
と
調
査
』
五
九（
五
）、
二
〇
〇
九
、
六
六
―
八
一
頁
）。
九
〇

年
代
半
ば
に
大
学
生
を
対
象
に
し
た
「
死
後
世
界
」
の
調
査
で
も
「
死
後

の
世
界
は
あ
る
」
と
す
る
回
答
が
六
六
・
五
％
（
や
ま
だ
よ
う
こ
編
『
こ

の
世
と
あ
の
世
の
イ
メ
ー
ジ
│
│
描
画
の
フ
ォ
ー
ク
心
理
学
』
新
曜
社
、

二
〇
一
〇
）
と
、
若
い
世
代
を
中
心
に
し
た
新
し
い
死
生
観
の
形
成
が
推

察
さ
れ
る
。

　

歴
史
的
な
変
遷
を
辿
る
と
、
死
者
と
生
者
の
共
有
領
域
が
大
き
か
っ
た

古
代
や
、
浄
土
信
仰
の
中
で
死
後
世
界
が
重
要
な
領
域
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
中
世
と
は
異
な
り
、
世
俗
的
な
現
世
の
生
活
を
優
先
す
る
よ
う
に

な
っ
た
近
代
、
近
現
代
に
は
、「
あ
の
世
」
の
占
め
る
位
置
が
次
第
に
縮

小
し
て
い
っ
た
（
佐
藤
弘
夫
『
死
者
の
ゆ
く
え
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇

八
）。「
あ
の
世
」
の
縮
小
は
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
頂
点
を
迎
え
、
生
を

有
、
死
を
無
と
考
え
る
死
生
観
は
、「
唯
物
的
な
層
」
の
死
生
観
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
広
井
良
典
『
生
命
の
政
治
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
）。

こ
れ
に
対
し
て
、「
あ
の
世
」
を
あ
る
と
す
る
近
年
の
死
生
観
は
、「
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
的
な
層
」
の
死
生
観
と
で
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、
本
発
表
で

は
こ
の
死
生
観
の
層
の
異
な
る
世
代
間
の
比
較
を
行
っ
た
。

　

発
表
者
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
臨
死
体
験
の
調
査
を
実
施
し
、
現
在
二
〇

例
の
事
例
を
集
積
し
て
い
る
。
対
象
者
の
生
年
に
基
づ
き
、「
高
度
成
長

期
関
連
世
代
」
と
「
そ
の
後
の
世
代
」
と
大
き
く
二
つ
の
世
代
に
大
別
し
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硬
膜
外
出
血
に
よ
り
同
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
妻
が
、
入
院
費

が
支
払
え
な
い
た
め
退
院
さ
せ
る
よ
う
病
院
側
に
訴
え
た
。
担
当
医
師
が

退
院
を
許
可
し
、
人
工
呼
吸
器
が
取
り
外
さ
れ
る
と
、
患
者
が
呼
吸
困
難

に
陥
っ
て
死
亡
し
、
担
当
医
師
二
名
が
「
殺
人
幇
助
罪
」
で
懲
役
一
年
六

ヵ
月
（
執
行
猶
予
二
年
）
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
事
件
当
時
の
韓
国
で

は
、
医
療
費
の
負
担
能
力
を
理
由
と
し
た
「
医
師
の
医
学
的
勧
告
に
反
す

る
重
症
患
者
の
退
院
」
が
慣
行
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
医
療
界

に
大
き
な
衝
撃
が
走
っ
た
。
事
件
後
、
病
院
側
が
刑
事
処
罰
を
恐
れ
て

「
延
命
医
療
」
に
固
執
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
二
〇
〇
一
年
四
月
、
大
韓
医

師
協
会
が
、
患
者
の
家
族
の
要
請
や
医
師
の
判
断
に
従
っ
て
、
回
復
不
可

能
な
患
者
に
対
す
る
治
療
の
中
断
を
認
め
る
倫
理
指
針
を
制
定
し
、「
消

極
的
安
楽
死
」
の
合
法
化
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。
医
療
界
で
「
延
命
医

療
を
拒
否
す
る
権
利
」
が
叫
ば
れ
る
中
、
二
〇
〇
九
年
五
月
、
脳
の
損
傷

に
よ
っ
て
植
物
人
間
状
態
が
続
い
て
い
た
金
某
（
当
時
七
七
歳
）
の
家
族

が
、
入
院
先
の
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
に
対
し
延
命
医
療
の
中
止
を
求
め
て
い

た
民
事
訴
訟
で
、
最
高
裁
が
韓
国
初
の
「
尊
厳
死
」
を
認
め
、
人
工
呼
吸

器
を
外
す
よ
う
病
院
側
に
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
こ
の
「
金
ハ
ル

モ
ニ
事
件
」
に
よ
っ
て
「
尊
厳
死
」
を
め
ぐ
る
論
議
が
活
発
化
し
、「
延

命
医
療
中
止
」
の
法
制
化
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

　
「
延
命
医
療
決
定
法
」
と
称
さ
れ
る
同
法
は
、
臨
終
期
患
者
に
対
す
る

延
命
医
療
の
中
止
の
決
定
と
、
そ
の
履
行
に
必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
患
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
し
、
患
者
の
人
間
と
し
て
の
尊

厳
と
価
値
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
延
命
医
療
の
中
止
に

対
す
る
各
種
の
意
識
調
査
を
見
る
と
、
回
答
者
の
七
割
か
ら
九
割
が
賛
成

「
あ
の
世
」
観
の
方
が
臨
死
体
験
の
世
界
に
近
づ
い
て
き
た
と
も
捉
え
ら

れ
る
。「
近
傍
他
界
」
像
が
現
代
の
死
生
観
に
な
ぜ
要
請
さ
れ
る
の
か
を

考
察
す
る
こ
と
も
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

韓
国
に
お
け
る
消
極
的
安
楽
死
と
尊
厳
死

│
│ 「
死
の
自
己
決
定
権
」
の
行
方 

│
│

渕
上　

恭
子

　

二
〇
一
六
年
二
月
、
韓
国
に
お
い
て
「
ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
医
療
お
よ
び

臨
終
過
程
に
あ
る
患
者
の
延
命
医
療
の
決
定
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
、
二
〇
一
七
年
八
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

延
命
医
療
と
は
、
心
肺
蘇
生
術
、
血
液
透
析
、
抗
癌
剤
の
投
与
、
人
工

呼
吸
器
の
装
着
と
い
っ
た
、
病
状
の
改
善
に
効
果
が
な
く
、
死
期
を
遅
ら

せ
る
だ
け
の
医
療
行
為
の
こ
と
を
い
う
。
延
命
医
療
の
中
止
の
対
象
と
な

る
の
は
、
回
復
の
可
能
性
が
な
く
、
治
療
し
て
も
回
復
せ
ず
、
症
状
が
急

速
に
悪
化
し
て
臨
終
過
程
に
入
っ
た
「
臨
終
期
患
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

延
命
医
療
の
中
止
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
①
患
者
（
満
一
九
歳
以
上
）
自

身
が
、
意
識
が
あ
る
時
に
「
事
前
延
命
医
療
意
向
書
」
を
作
成
し
、
延
命

医
療
を
受
け
な
い
と
い
う
意
思
を
表
明
し
て
い
る
場
合
、
②
患
者
の
家
族

（
二
人
以
上
）
の
一
致
し
た
陳
述
に
よ
っ
て
、
患
者
が
延
命
医
療
を
望
ま

な
い
と
判
断
で
き
る
場
合
、
③
患
者
の
意
思
が
不
明
の
時
は
、（
患
者
が

未
成
年
者
な
ら
ば
）
親
権
者
が
延
命
医
療
の
中
止
に
同
意
し
、（
患
者
が

成
人
で
あ
れ
ば
）
患
者
の
家
族
全
員
が
延
命
医
療
の
中
止
に
同
意
し
、
担

当
医
と
専
門
医
一
名
が
そ
れ
を
認
め
た
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。

　

韓
国
に
お
け
る
「
延
命
医
療
中
止
」
の
法
制
化
の
発
端
と
な
っ
た
の

は
、
一
九
九
七
年
の
「
ボ
ラ
メ
病
院
事
件
」
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
、
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と
宗
教
に
関
す
る
北
米
心
理
学
の
全
般
的
な
研
究
動
向
に
お
け
る
課
題
と

展
望
を
提
示
す
る
こ
と
を
本
研
究
の
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
研
究
に
お
け
る
「
近
年
」
と
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
以
降
の
時
代

を
指
す
。
一
九
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
恐

怖
管
理
理
論
、
宗
教
の
合
理
的
選
択
理
論
、
宗
教
の
愛
着
理
論
、
進
化
心

理
学
に
よ
る
宗
教
論
な
ど
、
現
在
に
お
い
て
も
研
究
が
進
展
し
て
い
る
幅

広
い
体
系
的
な
宗
教
理
論
や
理
論
的
枠
組
み
が
複
数
登
場
し
た
。
ま
た
、

一
九
八
〇
年
代
は
、
宗
教
心
理
学
の
理
論
と
方
法
、
歴
史
な
ど
を
対
象
と

し
た
重
要
な
著
作
が
幾
つ
も
現
れ
、
新
し
い
専
門
誌
が
創
設
さ
れ
る
な

ど
、
専
門
書
の
出
版
数
と
い
う
点
で
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
宗
教
心
理
学

研
究
が
急
激
に
拡
大
し
、
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。

　

本
研
究
が
対
象
と
す
る
の
は
、
上
述
の
諸
理
論
に
（
恐
怖
理
論
へ
の
反

発
が
発
足
の
基
礎
と
な
っ
た
）
意
味
管
理
理
論
を
加
え
た
五
つ
の
理
論
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
選
択
し
た
理
由
と
し
て
、
最
近
に
至
っ
て
も
活
発
な
研

究
活
動
の
中
で
死
関
連
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
宗
教
研
究
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
理
論
で
あ
る
こ
と
（
北
米
心
理
学
の
専
門
誌
と
論
文
集
に

お
い
て
発
表
さ
れ
た
学
術
論
文
の
数
や
刊
行
の
頻
度
が
高
く
、
他
理
論
に

も
刺
激
を
与
え
て
い
る
こ
と
）、
論
争
あ
る
い
は
相
互
補
完
と
い
う
形
で

互
い
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
最
近
の
北
米
に
お
け
る
宗
教
心
理
学

研
究
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
理
論
的
視
点
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
上
記
の
理
論
に
お
け
る
宗
教
概
念
に
的
を
絞
り
、

論
者
た
ち
の
宗
教
の
定
義
や
特
殊
性
、
宗
教
の
本
質
や
機
能
に
関
す
る
言

説
を
比
較
し
な
が
ら
、
最
近
の
北
米
心
理
学
研
究
に
お
け
る
宗
教
の
捉
え

方
を
分
析
し
た
。

し
て
お
り
、
多
く
の
国
民
が
同
法
を
支
持
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、

臨
終
期
患
者
の
延
命
医
療
に
つ
い
て
決
定
し
て
い
る
の
は
、
主
に
配
偶
者

と
子
供
で
、
患
者
本
人
が
決
定
す
る
割
合
は
〇
・
六
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
「
事
前
意
向
書
」
の
作
成
者
の
九
九
％
が
患
者
の
家
族
と
な
っ
て
お

り
、
患
者
本
人
が
作
成
す
る
割
合
は
〇
・
六
％
に
止
ま
っ
て
い
る
等
、
延

命
医
療
の
中
止
の
決
定
に
は
、
患
者
本
人
の
意
思
以
上
に
患
者
の
家
族
の

思
惑
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
柄
を
考
え
る
と
、（
韓
国
に
限
ら
ず
）
延
命
医
療
を
受

け
な
い
と
い
う
患
者
の
「
自
己
決
定
」
が
、
家
族
に
よ
っ
て
暗
黙
裡
に
強

い
ら
れ
た
「
自
己
決
定
」
の
様
相
を
帯
び
、
患
者
が
自
ら
の
意
思
で
「
尊

厳
死
を
遂
げ
る
権
利
」
が
、
家
族
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、「
安
楽

死
す
る
義
務
」
に
転
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。
だ
が
、「
自
殺
」
が
「
自
死
」

と
、「
消
極
的
安
楽
死
」
が
「
尊
厳
死
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今

日
、
終
末
期
に
入
っ
た
人
間
が
、
自
ら
の
意
思
で
「
尊
厳
死
」
を
遂
げ
る

権
利
と
義
務
に
つ
い
て
再
考
し
、「
死
の
自
己
決
定
権
」
を
追
求
す
る
こ

と
が
不
可
避
の
営
為
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

近
年
の
北
米
心
理
学
に
お
け
る
死
と
宗
教
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て

イ
ー
リ
ャ
・
ム
ス
リ
ン

　

本
研
究
は
、
こ
こ
三
十
年
余
り
の
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
北
米
心
理

学
に
お
け
る
、
死
と
宗
教
の
関
係
に
関
す
る
学
術
研
究
を
対
象
と
し
、
宗

教
全
般
の
成
立
や
発
生
、
機
能
や
働
き
、
維
持
や
存
続
に
お
け
る
死
の
位

置
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
理
論
的
問
題
に
関
心
を
置
い
て
い
る
。
近
年
の

北
米
心
理
学
の
宗
教
理
論
に
お
け
る
宗
教
と
死
の
捉
え
方
を
整
理
・
分
析

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
抱
え
る
問
題
を
指
摘
し
、
各
理
論
及
び
死
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の
細
胞
を
動
物
の
胚
に
導
入
し
、
人
と
動
物
の
キ
メ
ラ
状
態
の
動
物
個
体

を
作
出
す
る
一
連
の
研
究
に
焦
点
を
当
て
た
。
今
後
、
当
該
研
究
が
順
調

に
進
展
す
れ
ば
、
人
へ
の
移
植
用
臓
器
の
作
製
だ
け
で
な
く
、
多
能
性
細

胞
の
多
能
性
評
価
、
ま
た
モ
デ
ル
動
物
を
用
い
た
病
態
解
明
、
毒
性
検

査
、
創
薬
な
ど
に
も
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

人-

動
物
キ
メ
ラ
研
究
に
関
し
て
は
、
各
国
で
規
制
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
国
立
衛
生

研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
が
人-

動
物
キ
メ
ラ
研
究
に
資
金
援
助
を
し
な
い
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
六
年
八
月
、
規
制
の
緩
和
を
目
的
に

ヒ
ト
幹
細
胞
研
究
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
修
正
案
を
提
出
し
、
二
〇

一
七
年
の
早
い
段
階
で
当
該
研
究
へ
の
助
成
を
開
始
す
る
考
え
を
示
し
て

い
る
（
た
だ
し
、
二
〇
一
七
年
八
月
末
時
点
で
指
針
改
正
に
は
至
っ
て
い

な
い
）。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
内
閣
府
の
生
命
倫
理
専
門
調

査
会
が
ま
と
め
た
見
解
を
受
け
て
、
現
在
、
文
部
科
学
省
の
特
定
胚
等
研

究
専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
移
植
用
臓
器
の
作
製
と
い
う
目
的
以
外
に
も

人-

動
物
キ
メ
ラ
研
究
の
研
究
目
的
を
拡
大
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
ま
た

人-

動
物
キ
メ
ラ
胚
を
動
物
の
子
宮
へ
移
植
し
て
よ
い
か
、
さ
ら
に
動
物

個
体
を
作
出
し
て
よ
い
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
八
月
に
行

わ
れ
た
委
員
会
で
は
、
当
該
研
究
に
関
し
て
年
内
に
方
針
を
決
定
し
、
年

度
内
に
は
指
針
改
正
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
人-

動
物
キ
メ
ラ
研
究
の
背
景
、
規
制

や
議
論
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
今
後
の
多
様
な
議
論
に
向
け
て
、

（
広
義
・
狭
義
を
問
わ
ず
）
宗
教
の
観
点
か
ら
の
見
解
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
そ
う
し
た
議
論
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
れ

　

そ
の
結
果
、
単
な
る
宗
教
の
記
述
や
解
釈
を
超
え
る
宗
教
現
象
の
原
因

や
宗
教
者
の
動
機
の
説
明
を
目
指
す
試
み
が
見
ら
れ
る
一
方
、
情
緒
を
強

調
す
る
主
情
主
義
的
な
姿
勢
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
動
き
が
存
在
し
、
人

間
観
の
相
違
も
関
わ
っ
て
く
る
宗
教
の
独
自
性
と
特
有
の
本
質
、
そ
し
て

宗
教
の
進
化
論
的
な
適
応
性
と
先
天
性
を
め
ぐ
る
対
立
が
認
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
こ
の
対
立
は
、
基
本
的
に
、
信
仰
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
学
者
に
よ
る
、
神
学
的
な
要
素
を
含
ん
だ
宗
教
的
心

理
学
（
意
味
管
理
理
論
）
と
、
信
仰
を
持
た
な
い
よ
う
で
あ
る
研
究
者
に

よ
る
、
実
質
的
な
無
神
論
の
要
素
を
含
ん
だ
心
理
学
（
進
化
心
理
学
）
の

間
の
溝
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
的
心
理
学
と
、
実
質
無

神
論
的
心
理
学
が
形
成
す
る
こ
の
二
つ
の
対
極
の
間
に
は
、
方
法
論
的
な

無
神
論
に
見
え
る
立
場
か
ら
宗
教
を
心
理
的
現
象
と
し
て
厳
格
な
学
術
方

法
で
研
究
し
よ
う
と
す
る
が
信
仰
の
真
偽
に
関
す
る
発
言
を
控
え
る
と
い

う
（
実
質
的
無
神
論
の
極
に
比
較
的
に
近
い
）
愛
着
理
論
や
恐
怖
管
理
理

論
と
、
宗
教
信
仰
を
擁
護
し
な
が
ら
そ
の
研
究
に
お
い
て
厳
格
な
学
問
的

な
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
よ
う
で
あ
る
（
宗
教
的
心
理
学
の

極
に
比
較
的
に
近
い
）
合
理
的
選
択
理
論
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
と
宗
教 

│
│ 

人-

動
物
キ
メ
ラ
研
究
の
場
合 

│
│

澤
井　
　

努

　

現
在
、
動
物
体
内
で
人
の
臓
器
を
作
製
し
よ
う
と
す
る
人-

動
物
キ
メ

ラ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
人-

動
物
キ
メ
ラ
」
と
は
、
人
（
＝
ド

ナ
ー
）
の
細
胞
、
組
織
、
臓
器
を
、
動
物
（
＝
ホ
ス
ト
）
が
胚
、
胎
仔
、

個
体
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
導
入
し
、
作
出
さ
れ
る
キ
メ
ラ
状
態
の
動
物

個
体
の
総
称
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
な
ど
人
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い
の
ち
と
向
き
合
う
ケ
ア

冲
永　

隆
子

　

本
発
表
で
は
、
私
た
ち
の
「
生
と
死
、
人
生
、
生
命
」（
い
の
ち
）
に

向
き
合
う
ケ
ア
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
た
め
に
、
人
生
の
終
焉
を
支
え

る
実
践
的
取
り
組
み
と
し
て
の
、
日
本
の
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（A

dvance Care Planning

：A
CP　

事
前
ケ
ア
計
画
）
の
普
及

に
向
け
て
、
先
行
研
究
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（A

dvance 
D
irectives

：A
D

　

事
前
（
医
療
）
指
示
）
の
問
題
点
を
三
つ
挙
げ
、
検

討
を
行
っ
た
。

一　

事
前
指
示
は
治
療
中
止
の
要
請
か

　

日
本
で
は
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
（Living W

ill

：LW

）
はA

D

の
一

種
に
過
ぎ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、LW

が
「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」（
日
本

尊
厳
死
協
会
に
よ
る
事
前
指
示
書
）
と
訳
さ
れ
、
そ
の
言
葉
だ
け
が
独
り

歩
き
し
て
い
る
（
板
井
孝
壱
郎
他
）。
尊
厳
死
協
会
のLW

は
延
命
措
置

の
中
止
を
医
師
に
要
請
す
る
も
の
で
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

や
京
都
市
な
ど
が
提
示
す
る
事
前
指
示
書
（「
私
の
医
療
に
対
す
る
希
望

（
終
末
期
に
な
っ
た
と
き
）」）
の
内
容
と
は
大
き
く
異
な
る
。
京
都
市
が

治
療
中
止
を
勧
め
て
い
る
と
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
児
玉
聡
に
よ
る

と
こ
れ
は
誤
解
で
あ
り
、
京
都
市
の
事
前
指
示
書
（
実
質
的
に
は
国
立
長

寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
作
っ
た
）
は
、
治
療
の
中
止
だ
け
で
な
く
、
開

始
や
継
続
も
希
望
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
治
療
中
止
を
勧
め
る
も
の

で
は
な
い
。

二　

事
前
指
示
は
「
弱
者
の
切
り
捨
て
」
か

　

患
者
の
自
律
を
保
障
す
る
ツ
ー
ル
（
の
押
し
つ
け
）
が
、
身
体
的
に
不

自
由
な
人
々
を
死
へ
と
追
い
込
み
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
「
生
き
づ
ら

ま
で
の
当
該
研
究
の
倫
理
的
問
題
に
関
す
る
論
文
を
収
集
し
、
そ
の
中
に

ど
の
程
度
、
宗
教
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
論
文
が
あ
る
の
か
を
示
し

た
。
結
果
と
し
て
、
倫
理
に
関
す
る
論
文
は
一
〇
〇
本
超
確
認
さ
れ
た
が
、

宗
教
の
観
点
か
ら
の
論
文
は
国
内
外
合
わ
せ
て
六
本
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
（
内
訳
は
、
国
外
六
本
、
国
内
〇
本
）。
ま
た
内
容
は
、

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
論
文
が
四
本
、
ユ
ダ
ヤ
教
関
係
の
論
文
が
一
本
、
そ

の
他
の
論
文
が
一
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
内
外
問
わ
ず
、
当

該
研
究
に
対
し
て
は
、
宗
教
の
観
点
か
ら
の
議
論
が
総
じ
て
少
な
い
と
言

え
る
。

　

次
い
で
、
日
本
に
お
い
て
、
人-

動
物
キ
メ
ラ
研
究
に
関
す
る
倫
理
・

宗
教
議
論
が
低
調
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
も
概
観
し
た
。
例
え
ば
、
あ
る

論
者
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
と
日
本
社
会
と
の
違
い
、
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス

ト
教
の
背
景
の
有
無
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統

で
は
、
人
と
（
人
以
外
の
）
動
物
を
明
確
に
区
別
す
る
た
め
、
人
と
動
物

の
要
素
が
混
ざ
る
よ
う
な
研
究
に
対
し
て
懸
念
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
ま
た
、
別
の
論
者
は
、
各
宗
派
の
研
究
所
が
最
先
端
の
科
学
技
術
の

動
向
を
追
い
、
主
体
的
に
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
日
本
的
な

状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
な
点
に
加
え
、
専
門
外
の
研
究
者

に
と
っ
て
は
そ
も
そ
も
、
日
進
月
歩
で
進
展
す
る
研
究
領
域
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

と
は
言
え
、
従
来
の
倫
理
・
宗
教
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
後
、
宗
教

の
観
点
か
ら
は
、
動
物
（
感
覚
の
あ
る
動
物
や
霊
長
類
な
ど
）
の
研
究
利

用
を
ど
の
よ
う
に
見
な
す
の
か
、
ま
た
認
め
ら
れ
る
研
究
と
認
め
ら
な
い

研
究
を
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
峻
別
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
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と
し
て
で
な
く
、
今
後
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
医
療
者
と
患
者
（
場
合
に

よ
っ
て
は
患
者
の
家
族
や
対
人
援
助
職
も
含
め
て
）
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
る
方
向
で
活
用
す
る
方
が
有
意
義
で
あ
る
、
と
指
摘

す
る
。A

CP

と
し
て
の
事
前
指
示
は
、
患
者
の
今
後
の
人
生
設
計
を
、

患
者
が
家
族
・
医
療
者
な
ど
、
周
囲
の
人
々
と
共
有
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
共
に
考
え
る
と
い
う
姿
勢
で
今
後
の
人
生
の
在
り
方
を
見
据
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

過
越
の
神
秘
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

寺
尾　

寿
芳

　

現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
死
別
に
伴
う
悲
嘆
へ
の
ケ
ア
に
関
し
て

は
、
主
要
な
担
い
手
が
宗
教
者
か
ら
非
宗
教
者
こ
と
に
医
療
従
事
者
や
心

理
療
法
従
事
者
へ
と
移
り
行
く
印
象
が
強
い
。
こ
の
よ
う
な
展
開
は
全
体

と
し
て
は
持
続
的
に
生
起
す
る
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
震
災
の
よ
う

な
広
範
か
つ
突
発
的
な
大
量
死
の
発
生
な
ど
で
跳
躍
的
に
展
開
す
る
事
例

が
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
宗
教
的
伝
統
へ
の
期
待
が
教
団
の
内
外
で
高

ま
る
。
た
と
え
ば
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
そ
こ
で
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
布
教
へ
の
自
制
的
配
慮
が
「
ア
ウ
ェ
イ
」
と
し
て
自
覚
さ

れ
、
結
果
的
に
「
悲
嘆
の
人
生
哲
学
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に

宗
教
的
ケ
ア
へ
の
要
請
も
強
い
。
こ
と
に
「
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
」
に
お
け

る
「
引
き
こ
も
り
」
で
は
、
世
俗
の
価
値
体
系
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら

逸
脱
越
境
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
・
修
道
者
と
い
っ
た
宗
教
者
は
強
み

を
発
揮
す
る
。
そ
の
際
、
引
き
こ
も
り
の
停
滞
に
添
い
遂
げ
る
に
あ
た
り
、

「
過
越
の
神
秘
」
が
ケ
ア
提
供
者
の
適
正
な
自
己
保
持
を
可
能
と
す
る
。

　

元
来
、
秘
跡
の
執
行
こ
そ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
は
最
重
要
の

さ
」
を
助
長
さ
せ
る
。
事
前
指
示
の
説
明
内
の
「
過
剰
な
」「
徒
（
い
た

ず
ら
）
な
」「
無
駄
な
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
表
現
に
気
を
つ
け
な
い
と
、

事
前
指
示
が
優
生
的
で
差
別
的
な
内
容
を
帯
び
る
（
川
口
有
美
子
）。
事

前
指
示（
書
）の
法
制
化
は
、
患
者
や
障
害
者
、
高
齢
者
の
生
存
権
を
脅
か

す
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
医
療
費
削
減
を
目
的
に
し
た
も
の
と
し
て
批
判

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
（
飯
島
節
）。

三　

事
前
指
示
は
真
に
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
か

　

本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、（
本
人
が
）
近
親
者
の
精

神
的
・
経
済
的
負
担
を
考
え
、
自
ら
死
を
選
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
実

際
、
選
択
で
は
な
く
、
そ
れ
し
か
方
法
が
な
い
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
、
自
分
の
意
思
で
決
め
た
と
書
か
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
清
水
昭
美
は
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
老
人
が
「
長
生
き
し
す
ぎ

た
」「
長
生
き
は
恥
」
と
身
を
引
く
よ
う
な
表
現
を
し
、
自
分
が
生
き
て

い
る
こ
と
が
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
社
会
状
況

の
も
と
で
の
「
死
の
自
己
決
定
」
は
、
本
当
に
自
分
の
本
心
か
ら
決
め
る

と
い
う
よ
り
周
囲
か
ら
追
い
込
ま
れ
て
、「
仕
方
な
く
さ
せ
ら
れ
る
死
の

自
己
決
定
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
﹇
事
前
指
示
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
﹈　

患
者
の
自
律
を
保
障
す
る
は
ず

の
事
前
指
示
の
制
度
化
・
法
制
化
が
「
生
へ
の
不
自
由
」
へ
と
逆
転
し
な

い
た
め
に
ど
う
す
る
か
。
そ
の
方
向
性
はA

CP

に
示
さ
れ
て
い
る
。
伊

藤
博
明
ら
は
、
事
前
指
示
を
、（
延
命
中
止
の
み
を
念
頭
に
置
い
た
）「
死

へ
の
自
由
」
を
保
障
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
で
な
く
、
患
者
の
自
律
を
支
え

「
生
の
自
由
」
を
実
現
す
る
た
め
の
医
療
方
針
と
し
てA

CP

の
中
に
位

置
づ
け
て
い
る
。
松
田
純
は
、
事
前
指
示
書
を
、
尊
厳
死
の
意
思
を
宣
言

し
て
医
師
に
突
き
つ
け
る
よ
う
な
も
の
、
例
え
ば
「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」
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こ
の
聖
土
曜
日
の
霊
性
は
、
日
常
に
お
い
て
も
こ
と
に
土
曜
日
に
お
い

て
現
勢
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幸
い
、
近
代
日
本
社
会
は
西
洋
文
明

の
受
容
を
経
由
す
る
な
か
で
一
週
七
曜
制
を
採
用
し
、
し
か
も
近
年
は
土

曜
日
も
仕
事
か
ら
離
れ
た
休
日
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
土
曜
日
を
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
に
奉
げ
る
ほ
う
が
教
会
の
自
己
確
認
に
も
資
す
る
し
、
ま
た

宗
教
的
ケ
ア
へ
の
要
望
に
も
適
い
、
宗
教
の
社
会
貢
献
と
し
て
も
有
益
な

試
み
た
り
え
よ
う
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
労
働
日
を
受
難
の
金
曜

日
で
象
徴
さ
せ
れ
ば
、
世
俗
の
時
間
と
過
越
し
の
三
日
間
が
重
な
り
あ

う
。
世
俗
の
暦
も
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
活
用
可
能
な
時
間
に
お
け
る

宗
教
的
資
源
と
な
り
、
し
か
も
土
曜
日
は
死
別
を
め
ぐ
る
宗
教
的
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
の
実
践
に
ふ
さ
わ
し
い
日
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
宗
教
性
か
ら
、
こ
の
ケ
ア
活
動
を
一
つ
の
信
心
業
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
新
た
な
信
心
業
は
不
在
性
を
核
と
す

る
だ
け
に
伝
統
的
な
教
え
や
象
徴
に
満
た
さ
れ
た
従
来
の
信
心
業
と
は
形

態
が
異
な
る
が
、
ア
ウ
ェ
イ
の
現
場
で
ア
ウ
ェ
イ
の
形
態
を
保
持
し
つ
つ

実
践
可
能
で
あ
る
ゆ
え
に
、
宗
教
的
社
会
貢
献
の
現
実
化
を
も
た
ら
す
と

い
う
地
平
の
拡
大
を
教
会
に
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

法
蔵
菩
薩
論
と
実
存
協
同
の
思
想 

│
│ 

な
ぜ
人
は
ケ
ア
す
る
の
か 

│
│

坂
井　

祐
円

　

人
は
誰
で
も
、
ケ
ア
し
、
ケ
ア
さ
れ
た
い
と
い
う
欲
求
を
持
っ
て
い

る
。
ケ
ア
へ
の
欲
求
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
本
能
的
と
も
感
じ
ら

れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
ケ
ア
の
行
為
に
は
利
害
や
損
得
の
感
情
が
つ
き

ま
と
い
、
仲
間
意
識
や
差
別
意
識
が
投
影
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
自
分
の
能

力
や
理
解
を
超
え
た
相
手
に
対
し
て
は
、
ケ
ア
す
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
覚

存
在
意
義
を
な
す
の
で
あ
り
、
全
典
礼
暦
年
の
頂
点
は
「
聖
な
る
過
越
の

三
日
間
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
日
の
う
ち
聖
土
曜
日
の
印

象
は
弱
い
。
な
ぜ
な
ら
「
聖
土
曜
日
に
教
会
は
、
主
の
墓
の
も
と
に
と
ど

ま
っ
て
、
そ
の
受
難
と
死
を
し
の
び
、
祭
壇
の
飾
り
を
取
り
除
き
、
ミ
サ

も
さ
さ
げ
な
い
」
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
秘
跡
の
執
行
も
厳
し
く
制
限
さ

れ
る
。
教
会
の
自
己
否
定
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
不
在
性
（
あ
る
い
は
間
・

穴
・
喪
）
が
聖
土
曜
日
の
基
調
を
な
す
の
で
あ
る
。
受
難
と
復
活
と
は
対

照
的
に
、
こ
の
聖
土
曜
日
（
喪
）
に
集
中
的
に
立
脚
し
て
も
、
何
も
構
築

さ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
根
拠
が
不
在
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
験

的
で
冒
険
的
な
焦
点
化
こ
そ
が
我
有
化
を
自
ら
に
禁
じ
た
ア
ウ
ェ
イ
で
あ

る
こ
と
の
真
髄
を
予
感
さ
せ
る
。

　

ま
た
聖
土
曜
日
は
死
せ
る
主
の
陰
府
へ
の
下
降
を
黙
想
す
る
日
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
内
実
的
に
も
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
の
重
畳
が
可
能
で
あ
る
。
し

か
も
新
約
の
文
脈
に
お
い
て
こ
の
陰
府
は
死
者
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
が
未
受

洗
の
死
者
で
あ
る
旧
約
の
義
人
を
救
う
こ
と
を
本
来
意
味
し
て
い
た
と
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
非
信
徒
の
死
後
の
救
い
が
テ
ー
マ
に
浮
上
す
る
。
こ
れ
は

現
代
日
本
の
教
会
が
置
か
れ
た
実
情
に
適
合
す
る
。

　

と
も
あ
れ
、
非
キ
リ
ス
ト
者
の
悲
嘆
を
ケ
ア
す
る
に
あ
た
っ
て
、
聖
土

曜
日
は
適
切
な
時
機
を
根
拠
づ
け
、
か
つ
教
会
に
と
っ
て
最
重
要
で
あ
る

典
礼
執
行
に
お
い
て
も
不
在
と
い
う
否
定
性
が
許
容
さ
れ
て
い
る
以
上
、

到
達
す
べ
き
指
標
は
な
く
、
そ
こ
で
「
何
も
で
き
な
く
て
も
許
さ
れ
る
」

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
さ
し
く
ア
ウ
ェ
イ
で
あ
る
こ
と
が
む
き
出
し
の

ま
ま
受
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
既
成
の
教
団
的
言
説
で
こ
の
貴
重

な
不
在
性
を
糊
塗
し
て
し
ま
う
ほ
う
が
、
聖
土
曜
日
の
霊
性
を
抑
圧
し
、

過
越
の
神
秘
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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者
で
あ
る
と
い
う
そ
の
本
来
的
特
質
に
お
い
て
、
生
前
に
有
し
て
い
た
個

別
性
を
超
え
た
、
人
類
の
歴
史
性
や
生
命
の
連
関
性
を
担
っ
た
浄
化
の
は

た
ら
き
な
の
で
あ
る
。
田
辺
は
、
こ
う
し
た
死
者
の
本
質
を
、
大
乗
仏
教

の
菩
薩
道
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
捉
え
よ
う
と
す
る
。

　

さ
て
、
田
辺
自
身
は
明
確
に
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
実
存
協
同
の
思
想

の
背
後
に
は
、
近
代
真
宗
教
学
の
確
立
者
で
あ
る
曽
我
量
深
（
一
八
七
五

―
一
九
七
一
）
の
「
法
蔵
菩
薩
論
」
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
。
法
蔵
菩
薩

と
は
、
浄
土
経
典
の
神
話
に
登
場
す
る
、
阿
弥
陀
仏
の
前
身
に
し
て
、
仏

に
な
る
た
め
に
衆
生
済
度
の
本
願
を
立
て
た
求
道
者
の
名
称
で
あ
る
。
法

蔵
菩
薩
の
精
神
は
、「
た
と
え
こ
の
身
が
苦
毒
の
中
に
留
ま
り
続
け
た
と

し
て
も
、
耐
え
忍
ん
で
決
し
て
後
悔
は
し
な
い
」
と
い
う
覚
悟
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
。
曽
我
は
、
こ
の
精
神
に
感
興
し
て
、「
法
蔵
菩
薩
は
上
か

ら
人
を
救
お
う
な
ど
と
い
う
見
下
し
た
心
で
は
な
く
、
人
々
の
苦
の
現
実

の
只
中
に
自
分
の
身
を
投
じ
、
一
切
衆
生
が
救
わ
れ
な
い
限
り
自
分
は
永

遠
に
救
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
、
全
人
類
の
罪
と
い
う
罪
全
体
を
担
う
」
と

い
っ
た
、
極
限
的
な
自
己
犠
牲
の
精
神
を
見
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法

蔵
菩
薩
が
顕
現
す
る
の
は
、
人
間
の
も
つ
迷
妄
や
苦
悩
の
根
源
で
あ
る
深

層
の
心
＝
阿
頼
耶
識
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
阿
頼
耶
識

の
欲
動
的
本
能
に
目
を
向
け
自
覚
し
た
者
は
、
世
界
と
感
応
道
交
し
て
、

人
類
全
体
の
歴
史
性
や
生
命
全
体
の
摂
理
に
開
か
れ
る
の
で
あ
り
、
つ
ま

り
は
、
こ
の
転
身
の
事
態
に
お
い
て
法
蔵
菩
薩
の
精
神
の
目
覚
め
が
起
こ

る
の
だ
と
い
う
。

　

ま
さ
し
く
法
蔵
菩
薩
の
精
神
こ
そ
、
困
難
な
ケ
ア
の
現
場
に
身
を
投

じ
、
ケ
ア
の
実
践
に
生
涯
を
捧
げ
て
い
く
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
法
蔵
菩
薩
と
い
う
言
葉
は
あ
く
ま
で
仏
教
的
な
イ
コ
ン
に

え
、
そ
の
関
わ
り
自
体
に
疲
弊
し
て
ケ
ア
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
対
象
者
を
選
ば
す
無
条
件
に
ケ
ア
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。

　

と
こ
ろ
が
、
歴
史
的
実
例
の
中
に
は
、
極
め
て
困
難
な
ケ
ア
の
現
場
に

身
を
投
じ
、
ケ
ア
の
実
践
に
生
涯
を
捧
げ
た
人
々
が
い
る
。
彼
ら
は
宗
教

的
な
転
身
を
通
し
て
、
対
象
者
を
限
定
し
な
い
無
条
件
の
ケ
ア
の
実
践
へ

と
至
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
人
々
は
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
こ

こ
に
は
ど
の
よ
う
な
精
神
構
造
が
潜
ん
で
い
る
の
か
。
そ
の
思
想
的
解
明

を
試
み
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
、
哲
学
者
の
田
辺
元
（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）
が
提
唱
し
た

「
実
存
協
同
の
思
想
」
に
、
こ
の
問
題
の
糸
口
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

こ
の
思
想
の
元
型
は
、『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
に
お
い
て
構
想
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
中
で
田
辺
は
、
絶
対
無
即
愛
の
は
た
ら
き
の
歴
史
的
な
意

義
に
言
及
し
、
相
対
有
限
で
あ
る
人
間
の
営
み
に
お
い
て
利
他
の
相
互
関

係
が
成
立
す
る
と
き
に
は
、
そ
こ
に
必
ず
絶
対
者
の
救
済
の
作
用
が
は
た

ら
い
て
い
る
と
す
る
歴
史
認
識
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
歴

史
認
識
は
自
己
否
定
＝
懺
悔
を
通
し
て
目
覚
め
る
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に

田
辺
は
、
晩
年
の
「
死
の
哲
学
」
に
至
っ
て
思
想
の
円
熟
期
を
迎
え
る

が
、
こ
こ
で
実
存
協
同
の
思
想
の
核
心
と
し
て
、「
死
者
」
の
問
題
が
浮

上
し
て
く
る
。
死
者
が
絶
対
無
即
愛
の
は
た
ら
き
を
媒
介
し
、
生
者
の
内

に
復
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
者
同
士
の
利
他
の
関
係
を
生
み
出
す
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
死
者
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。
死
者
は
、
死
し
て
な

お
生
き
る
と
い
う
実
存
的
性
格
を
保
ち
な
が
ら
、
同
時
に
非
存
在
で
も
あ

る
、
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
抱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
死
者
と
は
、
死
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大
下
に
は
一
元
論
的
思
想
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
等
の
日
本
人
の
精
神
性
を
重

視
し
、
寺
院
仏
教
を
基
盤
と
す
る
伝
統
文
化
・
習
俗
を
ケ
ア
の
資
源
と
し

て
活
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
井
上
は
、
欧
米
の
心
理
療
法
と
い

う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
経
由
し
、
仏
教
瞑
想
を
基
盤
と
す
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
の
構
築
を
目
指
し
、
谷
山
は
、
病
院
勤
務
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
の
経
験
を
背
景
に
公
共
空
間
で
の
ケ
ア
提
供
と
い
う
社
会
的
要
請

に
仏
教
者
と
し
て
ど
う
応
え
る
か
と
い
う
問
題
関
心
を
有
し
て
い
る
と
言

え
る
。
ま
た
彼
ら
全
員
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
一
九
九
八
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
健
康
の
定
義
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
加
え
る
こ
と
を
検
討
し
た
こ

と
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
米
国
で
チ
ャ
プ
レ
ン

と
し
て
の
経
験
を
積
ん
だ
窪
寺
俊
之
と
の
対
話
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
谷
山
が
窪
寺
モ
デ
ル
を
補
完
し
て
提
示
し
た
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
の
構
造
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
枠
組
み
を
、
仏
教
的
視
点
を

加
え
て
修
正
し
た
と
評
価
し
て
よ
い
も
の
だ
が
、「
わ
た
し
」
を
支
え
る

超
越
的
存
在
と
し
て
「
先
祖
」
と
い
う
要
素
を
組
み
込
ん
で
お
り
、
そ
れ

が
、
窪
寺
が
再
定
式
化
し
た
日
本
的
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
構
造
の
図

式
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
お
け
る
他
者
と
の
絆
や
関
係
性
の
重
要
性
を

仏
教
教
理
に
よ
っ
て
支
持
す
る
た
め
に
縁
起
説
に
言
及
す
る
こ
と
、
祖
先

祭
祀
を
中
心
と
し
た
生
活
仏
教
の
儀
礼
的
実
践
の
効
用
を
評
価
す
る
こ

と
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
仏
教
的
瞑
想
や
ボ
デ
ィ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
も
、
日
本
の
仏
教
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
、
日
本
の
仏
教
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
形
作
っ

て
い
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
に
は
欧
米
（
心
理
療
法
な
ど
）、

ほ
か
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
田
辺
が
こ
の
菩
薩
道
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
、

「
死
者
」
と
捉
え
直
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
苦
悩
や
悲
痛
が
渦
巻
く

現
場
で
は
、
常
に
犠
牲
と
な
っ
た
死
者
の
歴
史
が
あ
る
。
ケ
ア
す
る
者
は
、

そ
の
歴
史
性
に
感
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
ケ
ア
に
専
心
す
る
か
ら

で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
仏
教
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
海
外
へ
の
紹
介
の
試
み

高
橋　
　

原

　

超
高
齢
多
死
社
会
の
進
行
と
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
臨
床
宗
教

師
等
の
肩
書
き
を
持
つ
仏
教
僧
侶
が
ケ
ア
の
領
域
に
進
出
し
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
仏
教
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
（
さ
し
あ
た
り
、
僧

侶
に
よ
る
、
仏
教
の
思
想
や
儀
礼
を
活
用
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
）

の
特
徴
を
適
切
に
記
述
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
検
討
す
る
。

　

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
病
院
チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ
る
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
の
対
比
を
念
頭
に
、
ビ
ハ
ー
ラ
僧
、
臨
床
宗
教
師
等

の
肩
書
き
で
活
動
す
る
僧
侶
の
実
践
事
例
を
観
察
し
、
生
死
の
意
味
付

け
、
死
後
世
界
観
等
に
つ
い
て
の
語
り
、
位
牌
や
仏
壇
を
介
し
て
死
者
と

の
絆
を
確
認
す
る
こ
と
、
仏
像
、
仏
具
な
ど
の
活
用
な
ど
、
仏
教
的
要
素

を
指
摘
す
る
と
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
。

　

別
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
仏
教
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の

担
い
手
に
よ
る
理
論
的
言
説
を
整
理
し
て
提
示
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

で
あ
る
。
今
回
は
、
自
ら
の
理
論
・
実
践
に
対
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
の
名
称
を
用
い
て
い
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
提
供
者
の
養
成
・
指
導

の
当
事
者
で
あ
り
、
仏
教
僧
侶
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
三
人
の
論
者
（
大
下

大
圓
、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
、
谷
山
洋
三
）
を
取
り
上
げ
る
。
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次
に
、
臨
床
宗
教
師
が
掲
げ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
宗
教
的
ケ
ア

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
「
布
教
伝
道
を
目
的
と
し
な
い
」
こ
と

が
大
前
提
で
あ
る
。
人
生
の
意
味
・
死
や
苦
な
ど
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
傾
聴
な
ど
か
ら
自
ら
の
内
面
に
あ
る
力
に
気
付

く
支
援
を
す
る
こ
と
と
、
宗
教
的
な
も
の
に
そ
の
答
え
を
求
め
る
場
合
が

あ
る
。
そ
の
際
、
対
象
者
に
は
宗
教
的
な
も
の
を
用
い
る
こ
と
、
ま
た
信

仰
を
求
め
て
い
る
か
を
確
認
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る
（
谷

山
洋
三
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
担
い
手
と
し
て
の
宗
教
者
│
│
ビ
ハ

ー
ラ
僧
と
臨
床
宗
教
師
」）。
そ
れ
故
に
、
ケ
ア
提
供
者
と
対
象
者
の
信
頼

関
係
と
い
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
臨
床
宗
教
師
の
ケ
ア
の
在
り
方
に
つ

い
て
認
知
症
ケ
ア
・
親
鸞
教
学
か
ら
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
認
知

症
ケ
ア
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
他
の
そ
れ
と
は
異
な
り
有
用
で
は
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
苦
や
悲
嘆
の
表
出
も
、
そ
れ
を
適
切
に
判
断
す
る

こ
と
も
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
は
、
宗
教
的
な
も
の

を
求
め
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
も
難
し
く
、
信
頼
関
係
構
築
と
い
う
点

に
つ
い
て
も
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
知
症
ケ
ア
に
お
い
て
は
、

宗
教
的
な
も
の
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
用
い
る
こ
と
も

有
用
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
で
は
ケ
ア
対
象
者
の
求
め
を
「
待
つ
」
ケ
ア
が
強
調
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症
ケ
ア
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
「
与

え
る
」
ケ
ア
の
在
り
方
が
有
用
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
そ
の
際
に

宗
教
的
な
も
の
を
用
い
る
こ
と
は
強
制
で
は
な
く
、
信
仰
と
は
異
な
る
ケ

ア
で
あ
り
、
空
間
的
・
時
間
的
な
も
の
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
前
提

と
し
て
必
要
で
あ
る
。

イ
ン
ド
（
瞑
想
法
な
ど
）、
日
本
（
祖
先
祭
祀
な
ど
）、
現
代
社
会
（
公
共

空
間
に
お
け
る
宗
教
者
の
社
会
貢
献
）
と
い
う
四
つ
の
領
域
と
結
び
つ
い

た
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
と
い
う
図
式
化
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

個
々
の
論
者
・
実
践
者
が
日
本
の
仏
教
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
潮
流
の

中
に
占
め
る
位
置
を
示
す
分
布
図
の
作
成
が
可
能
と
な
る
。

認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る
臨
床
宗
教
師
の
可
能
性

│
│ 

親
鸞
教
学
を
基
盤
と
し
て 

│
│

柱
本　
　

惇

　

二
〇
一
二
年
に
東
北
大
学
が
臨
床
宗
教
師
の
養
成
に
着
手
し
て
か
ら
、

そ
の
活
動
は
広
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
学
術
研
究
は
ま
だ
充

分
と
は
言
え
ず
、
福
祉
現
場
・
認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る
活
動
に
関
し
て

は
、
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
認
知
症
現
場
で
現
在
用
い
ら

れ
て
い
る
ケ
ア
の
原
則
と
臨
床
宗
教
師
の
活
動
を
比
較
し
、
ま
た
、
親
鸞

教
学
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
す

る
。

　

か
つ
て
、
認
知
症
は
ケ
ア
な
き
ケ
ア
と
も
称
さ
れ
、
対
象
者
の
行
動
に

つ
い
て
も
対
処
療
法
が
な
さ
れ
て
い
た
（
一
般
社
団
法
人
日
本
認
知
症
ケ

ア
学
会
『
認
知
症
ケ
ア
の
基
礎
』
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

二
〇
一
三
）
が
、
現
在
は
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
個
別
的
な
対

応
を
す
る
な
ど
の
ケ
ア
の
原
則
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
一
方
臨
床
宗
教
師

に
お
い
て
も
、
ケ
ア
対
象
者
を
尊
重
し
、
信
仰
を
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、

傾
聴
を
軸
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
・
宗
教
的
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
両
者
と
も
共
通
し
て
い
る
点
が
あ
り
、
臨
床
宗
教
師
が
認
知
症

現
場
で
活
動
す
る
上
で
の
心
構
え
等
の
差
異
は
な
い
。
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「
神
の
怒
り
が
自
然
の
作
用
と
し
て
沸
き
立
つ
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
カ

ミ
観
に
従
え
ば
、
人
間
に
と
っ
て
の
あ
ら
ゆ
る
災
禍
は
タ
タ
リ
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
火
山
の
噴
火
や
地
震
、
台
風
や
洪
水
、
落
雷
な
ど
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
自
然
環
境
の
な
か
で
、
古
代
日
本
人
は
自
然
の
営
み

そ
の
も
の
が
畏
れ
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
不
可
視
の
カ
ミ

と
い
う
抽
象
的
な
観
念
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
で
祟
り
の
感
覚
が
生
じ
た
の

で
は
な
く
、
ま
ず
畏お

そ

れ
ひ
れ
伏
す
し
か
な
い
個
別
の
自
然
の
猛
威
に
、
目

に
は
見
え
な
い
が
確
か
に
畏か

し
こき
力
の
現
わ
れ
を
感
じ
取
り
、
そ
の
力
を
カ

ミ
と
名
付
け
た
。

　

た
た
る
カ
ミ
、
す
な
わ
ち
荒
魂
は
、
人
間
が
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
和
ら
ぎ
、
恵
み
を
も
た
ら
す
カ
ミ
、
す
な
わ
ち
和
魂
に
化
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
カ
ミ
を
鎮
め
る
方
法
と
し
て
編
み
出
さ

れ
、
定
式
化
さ
れ
た
も
の
が
「
マ
ツ
ル
」
と
い
う
行
為
で
あ
っ
た
。
マ
ツ

ル
と
は
、
起
源
的
に
は
、
食
物
を
供
え
、
酒
を
差
し
出
す
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
古
代
人
に
と
っ
て
、
食
べ
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
イ

ノ
チ
を
差
し
出
す
こ
と
に
等
し
い
行
為
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ

の
食
べ
物
（
な
い
し
イ
ノ
チ
）
は
、
神
々
と
人
間
と
が
共
に
分
か
ち
合
う

も
の
で
も
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
災
い
を
も
た
ら
す
（
痛

み
や
苦
し
み
や
怒
り
や
悲
し
み
を
生
じ
さ
せ
る
）
カ
ミ
の
タ
タ
リ
を
前
に

し
て
、
そ
こ
に
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
痛
み
、
苦
し
み
、
怒
り
、
悲
し

む
カ
ミ
を
見
出
し
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
人
々
は
食
／
イ

ノ
チ
を
共
有
す
る
と
い
う
儀
礼
的
行
為
を
通
じ
て
カ
ミ
の
怒
り
や
苦
し
み

を
な
だ
め
よ
う
と
働
き
か
け
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
カ
ミ
も
ま
た
、
人
々
に

対
し
そ
の
よ
う
な
儀
礼
的
応
対
を
求
め
る
。
そ
れ
こ
そ
が
タ
タ
リ
を
転
じ

て
恵
み
と
す
る
「
ケ
ア
と
し
て
の
宗
教
」
の
論
理
で
あ
っ
た
。

　

親
鸞
教
学
に
お
い
て
は
人
間
に
は
真
実
が
な
く
、
自
ら
の
命
の
問
題
に

関
し
て
、
自
身
の
知
恵
で
は
答
え
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
存
在
で
あ
る

と
い
い
、
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
の
み
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ

は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
問
題
の
答
え
は
阿
弥
陀
仏
を
介
す
る
他
に
な
い
。
ま
た
、
親

鸞
は
人
間
の
造
善
の
可
能
性
も
否
定
し
（『
聖
典
全
書
』
二
・
五
一
八
頁

他
）、
宗
教
的
救
い
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
力
用
に
よ
っ

て
信
心
を
獲
得
す
る
以
外
に
は
な
く
、
他
者
の
往
生
に
つ
い
て
も
衆
生
に

は
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
教
学
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に

宗
教
的
な
も
の
を
用
い
た
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
と
言
え

る
。

　

本
研
究
で
は
、
積
極
的
に
宗
教
的
な
も
の
を
用
い
る
ケ
ア
の
在
り
方
を

考
察
し
た
。
こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
理
論
で
あ
り
、
臨
床
に
お
け
る
実
践

研
究
が
今
後
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
の
罪
悪
性
、

仏
の
絶
対
性
が
知
ら
さ
れ
る
親
鸞
教
学
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
宗
教
的
な
も

の
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い
く
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
ケ
ア
と
し
て
の
宗
教
」
再
考

宮
本
要
太
郎

　

日
本
の
カ
ミ
は
本
来
不
可
視
の
存
在
で
あ
り
、
定
ま
っ
た
姿
形
を
も
た

な
い
た
め
に
、
祭
祀
を
受
け
る
際
に
は
な
ん
ら
か
の
依
代
を
必
要
と
す

る
、
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
カ
ミ
は
人
間
に
対
し
て
託
宣
と
い
う
形

で
要
求
し
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
災
い
を
も
た
ら
す
（
す
な

わ
ち
祟
る
）。
カ
ミ
の
タ
タ
リ
と
は
、
折
口
信
夫
の
解
釈
に
従
う
な
ら
、

神
の
顕
現
を
表
わ
す
「
立
ち
有
り
（
タ
ツ
と
ア
リ
）」、
さ
ら
に
言
え
ば



463　　

第13部会 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

の
タ
タ
リ
と
感
知
さ
れ
た
（「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
カ
ミ
観
念
」）
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
カ
ミ
は
、
も
と
も
と
形
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自

ら
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
カ
ミ
が
人
々
の
口
を
借
り
て
語
る
と

い
う
形
式
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
が
カ
ミ
ガ
カ
リ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ

ミ
が
人
に
ヨ
リ
ツ
キ
、
そ
の
思
い
を
伝
え
る
（
宣の

る
・
告
げ
る
）。
人
々

は
そ
の
言
葉
を
共
感
的
に
（
あ
る
い
は
「
共
苦
」
的
に
）
聞
き
取
る
。
そ

れ
が
本
来
の
託
宣
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
こ
に
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
ケ
ア
」
の
原
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

や
や
時
代
が
下
る
と
、
死
者
も
ま
た
カ
ミ
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
死
者
（
と
り
わ
け
苦
し
む
死
者
）
に
対
し
て
も
そ
の
痛
み
や

悲
し
み
を
聴
き
取
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
民
俗
宗
教
の
次
元
で
は
死
者
と

生
者
を
つ
な
ぐ
霊
媒
と
し
て
の
巫
者
の
役
割
が
確
立
す
る
。
御
霊
信
仰
も

こ
の
系
譜
に
属
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
に
も
相
手
の
痛
み
や
苦
し
み

を
共
感
・
共
苦
的
に
聴
く
こ
と
で
、
共
に
助
か
ろ
う
と
す
る
「
シ
ャ
ー
マ

ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ケ
ア
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

災
い
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
カ
ミ
が
、
祀
ら
れ
る
こ
と
で
そ
の
苦
し

み
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
が
同
時
に
人
間
の
救
い
に
も
通
じ
る
と
い
う
の

が
、「
ケ
ア
と
し
て
の
宗
教
」
の
原
型
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
共

苦
」
を
前
提
と
し
た
、
カ
ミ
と
人
と
の
相
互
性
や
互
酬
性
を
抜
き
に
し
て

は
成
り
立
ち
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
の
カ
ミ
観
念
を
論
じ
る
と
き
に

し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
自
然
現
象
を
そ
の
ま
ま
カ
ミ
の
現
わ
れ
と

す
る
解
釈
（「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
カ
ミ
観
念
」）
は
、
十
分
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
自
然
の
営
み
が
何
ら
か
の
災
い
を
も
た
ら

し
、
そ
し
て
そ
の
出
来
事
を
我
が
こ
と
と
し
て
受
け
容
れ
て
そ
の
出
来
事

と
共シ

ン
ク
ロ振

で
き
た
と
き
に
、
そ
こ
に
初
め
て
何
ら
か
の
「
怒
り
」
な
り
「
苦

し
み
」
な
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
カ
ミ
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第
十
四
部
会

弔
意
の
媒
体 

│
│ 

中
世
に
お
け
る
諷
誦
文
の
構
成
と
修
辞 

│
│芳

野
　
貴
典

　

死
者
の
表
象
と
言
説
に
関
わ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
、
生
者
が
死
者
と
対
峙

す
る
〈
儀
礼
〉
か
ら
直
接
・
間
接
に
生
ま
れ
る
も
の
、
或
い
は
全
く
無
関

係
に
創
作
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
、
死
者
や
そ
の
救
済
者
で
あ
る

本
尊
な
ど
へ
の
呼
び
か
け
と
し
て
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
、
し
ば
し

ば
所
作
を
伴
う
身
体
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に

諷
誦
文
が
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
平
安
期
に
成
立
し
て
以
来
、
今
日
で
も

仏
教
の
法
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
民
俗
社
会
に
お
い
て
は

「
ふ
じ
ゅ
」
や
「
ふ
じ
」
と
い
っ
た
呼
び
名
で
、
盆
や
彼
岸
、
十
夜
な
ど

の
行
事
で
死
者
供
養
の
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ど
一
部
地
域
で
は

特
徴
的
な
形
態
と
機
能
を
も
っ
て
濃
厚
に
残
存
し
て
い
る
。

　

か
か
る
諷
誦
文
に
対
し
て
、
本
発
表
は
次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
迫
る
。

ま
ず
は
、
研
究
史
が
こ
れ
ま
で
縷
々
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
未
だ
確
定
を

見
て
い
な
い
諷
誦
文
の
定
義
付
け
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
主
に
国
文
学

で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
諷
誦
文
研
究
の
特
徴
は
、「
諷
誦
文
と
は
何
か
」
を

様
式
論
的
観
点
、
言
い
換
え
れ
ば
特
有
の
形
式
や
語
彙
に
注
目
す
る
こ
と

で
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
そ
の
概
念

規
定
は
十
分
と
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
中
世
の
文
章
作
法
書

を
取
り
上
げ
て
、
研
究
史
の
課
題
へ
の
応
答
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
「
諷
誦
文
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
中
世
の
文
章
作
法
書
を
考
察
対
象
と
す
る
理

由
は
も
う
一
つ
の
視
点
、
す
な
わ
ち
諷
誦
文
の
中
世
的
展
開
を
把
握
す
る

試
み
と
も
関
わ
る
。「
諷
誦
文
史
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
通
史
的
な
理
解
に
お

い
て
、
お
お
よ
そ
院
政
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
中
世
の
最
大
の
特

徴
は
、
文
章
作
法
書
一
般
で
諷
誦
文
作
成
の
実
践
的
指
南
が
行
わ
れ
た
結

果
と
し
て
、
諷
誦
文
の
統
一
的
な
構
成
・
修
辞
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
具
体
的
に
は
『
王
澤
不
渇
鈔
』（
鎌
倉
後

期
）、『
潤
背
』（
鎌
倉
末
ま
で
に
成
立
）、『
烏
亡
問
答
鈔
』（
南
北
朝
末
―

室
町
初
中
期
）
の
三
つ
の
文
章
作
法
書
を
取
り
上
げ
る
。

　

中
世
最
大
の
文
章
作
法
書
で
、
近
世
に
版
本
が
流
布
す
る
な
ど
後
代
へ

の
影
響
も
大
き
い
『
王
澤
不
渇
鈔
』
に
は
、
諷
誦
文
に
つ
い
て
「
花
ヲ
荘

セ
ズ
シ
テ
、
実
ヲ
採
ベ
シ
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、「
肝
要
」
を
書
く

べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
肝
要
」
の
具
体
例
と
し
て
願

文
の
十
番
構
成
の
中
か
ら
、〈
逝
去
〉・〈
悲
嘆
〉・〈
因
縁
〉、〈
回
向
〉
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
内
容
及
び
分
量
に
関
し
て
は
か
な
り
柔

軟
性
が
許
容
さ
れ
て
い
た
。
語
義
や
字
句
へ
の
強
い
関
心
が
示
さ
れ
る

『
潤
背
』
で
は
、
諷
誦
文
の
定
型
句
で
あ
る
「
敬
白
」・「
請
諷
誦
」・「
三

宝
衆
僧
」・「
布
施
」
に
つ
い
て
要
を
得
た
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
書

成
立
時
点
で
こ
れ
ら
が
諷
誦
文
特
有
の
修
辞
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と

が
看
取
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
請
諷
誦
」
に
は
〈
誦
経
を
申
し
乞

う
〉
と
〈
布
施
を
申
し
受
け
る
〉
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
先
行
研
究
で
焦
眉
の
的
と
な
っ
て
き
た
同
語
の
解
釈
は
、
中
世

前
期
時
点
で
既
に
内
在
化
し
た
問
題
で
あ
っ
た
。『
烏
亡
問
答
鈔
』
は
諷

誦
文
の
書
式
に
つ
い
て
明
確
に
規
定
し
て
お
り
、
そ
れ
が
一
種
の
独
立
し

た
文
書
様
式
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
中
世
の
文
法
作
法
書
を
分
析
し
た
結
果
と
し
て
判
明
し
た
の
は
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る
「
追
善
」
及
び
「
中
陰
」
理
解
を
窺
い
、
中
陰
報
恩
説
の
起
源
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ま
ず
真
宗
歴
代
に
お
け
る
理
解
を
窺
う
と
、『
拾
遺
古
徳
伝
』
巻
九
・

第
七
段
「
善
信
追
善
の
事
」
に
お
い
て
、
覚
如
は
「
中
陰
追
善
」
と
「
報

恩
謝
徳
」
と
い
う
語
を
同
時
に
用
い
て
お
り
、
忌
日
法
要
の
意
義
を
「
追

善
」「
報
恩
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
『
改
邪
鈔
』
第
十
六
条
に
お
い

て
は
、
没
後
葬
礼
を
重
視
し
信
心
を
蔑
ろ
に
す
る
風
潮
に
対
し
て
、
没
後

葬
礼
を
重
ん
ず
る
よ
り
は
、
信
心
決
定
こ
そ
大
切
に
す
べ
き
問
題
で
あ
る

と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
存
覚
は
『
報
恩
記
』
に
お
い
て
父

母
及
び
師
長
に
対
す
る
孝
養
を
勧
め
る
中
で
、
没
後
の
追
善
（
報
恩
）
に

主
眼
を
置
き
、
没
後
の
追
善
に
お
け
る
念
仏
の
位
置
付
け
を
高
め
よ
う
と

し
た
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
蓮
如
の
場
合
は
、『
蓮
如
上
人
遺
徳
記
』

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
善
知
識
と
し
て
自
身
の
往
生
の
儀
式
を
広
く
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
が
信
心
決
定
す
る
縁
と
な
る
よ
う
に
意
図
し
た

「
遺
骸
拝
礼
」
と
い
う
儀
式
の
案
出
や
、
仏
事
供
養
（
追
善
）
を
必
要
と

せ
ず
、
た
だ
「
帰
命
の
信
心
」
が
大
事
で
あ
る
と
し
、
中
陰
の
期
間
を
三

七
日
に
短
縮
す
る
よ
う
遺
言
す
る
な
ど
、
中
陰
仏
事
を
「
帰
命
の
信
心
」

を
得
る
た
め
の
縁
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
真
宗
歴
代

の
中
で
も
明
確
に
「
仏
恩
報
謝
」
と
位
置
付
け
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
江
戸
宗
学
に
お
け
る
理
解
を
窺
う
と
、
大
谷
派
の
初
代
講
師
・
慧

空
は
『
叢
林
集
』
巻
七
「
葬
礼
中
陰
」
に
お
い
て
、
追
善
回
向
を
否
定
し

中
陰
報
恩
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
月
筌
『
真
宗
関
節
』
や
性
均
『
追
薦

要
訣
』
で
は
、
如
来
回
向
に
よ
る
他
力
の
追
善
を
主
張
し
積
極
的
に
勧
め

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
主
張
の
背
景
に
は
、
追
善
と
い
う
行
為
が
自
力
的

な
要
素
を
含
み
な
が
ら
、
親
鸞
以
降
も
連
綿
と
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

次
の
こ
と
で
あ
る
。
諷
誦
文
と
は
過
度
な
文
飾
を
避
け
、
死
者
を
偲
び
、

そ
の
成
仏
得
脱
を
祈
る
言
葉
を
綴
っ
た
内
容
重
視
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
そ
の
内
容
と
い
う
の
は
作
者
の
裁
量
や
個
々
の
状
況
に
応
じ
て

柔
軟
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
形
式
は
か
な
り
厳
格
に

定
め
ら
れ
て
お
り
、
定
型
句
を
書
式
に
則
っ
て
配
置
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。

　

諷
誦
文
が
右
の
よ
う
な
特
有
の
性
格
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
背
景
に

は
、
他
の
儀
礼
テ
キ
ス
ト
と
の
棲
み
分
け
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
表
白
や

願
文
が
導
師
（
執
行
者
）・
発
願
主
（
主
催
者
）
を
主
体
と
す
る
の
に
対

し
て
、
諷
誦
文
は
複
数
の
参
列
者
に
よ
っ
て
作
成
・
提
出
さ
れ
る
こ
と
が

内
容
の
軟
性
と
形
式
の
硬
性
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

中
陰
報
恩
説
に
つ
い
て
の
一
試
論

榎
屋
　
達
也

　

中
陰
と
は
、
衆
生
が
今
生
の
生
命
を
終
え
て
、
次
の
世
に
生
を
受
け
る

ま
で
の
中
間
期
間
に
お
け
る
生
存
状
態
を
表
す
。
人
々
は
こ
の
中
陰
期
間

に
お
い
て
、
死
者
の
冥
福
を
念
じ
善
根
を
積
み
、
そ
の
功
徳
を
死
者
に
回

向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
生
の
安
泰
を
願
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
。
こ
の
思
想
が
日
本
に
も
伝
わ
り
、
人
々
は
中
陰
期
間
に
精
進
潔
斎
し

て
、
読
経
な
ど
の
善
根
を
積
む
こ
と
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
浄
土
真
宗
で
は
、
自
力
回
向
で
あ
る
追
善
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
報

恩
（
仏
恩
報
謝
）
の
営
み
、
法
縁
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
真

宗
教
義
に
お
い
て
追
善
回
向
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

親
鸞
が
中
陰
仏
事
を
「
仏
恩
報
謝
」
と
し
て
直
接
言
及
し
た
も
の
は
、
管

見
の
限
り
で
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
真
宗
教
学
に
お
け



　　466

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第14部会

　
『
葬
祭
略
式
』
と
は
、
神
宮
祭
主
で
あ
っ
た
近
衛
忠
房
と
、
出
雲
大
社

大
宮
司
で
あ
っ
た
千
家
尊
福
（
教
導
職
東
西
部
両
管
長
、
両
大
教
正
）
を

撰
者
と
し
、
明
治
五
年
に
教
部
省
よ
り
準
公
刊
と
な
っ
た
葬
祭
書
で
あ

る
。
本
書
が
、
明
治
初
期
に
お
け
る
神
葬
祭
奨
励
策
の
一
環
と
し
て
制
定

さ
れ
た
「
神
葬
祭
式
書
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
研
究
史
で
は
、
昭
和
六
十
年
に
、
阪
本
是
丸
が
神
葬
祭
を
め

ぐ
る
制
度
に
言
及
す
る
中
で
、
本
書
の
性
格
を
「
政
府
の
準
公
的
な
神
葬

祭
式
教
本
と
も
い
う
べ
き
」
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
た
。
次
い
で
、
平
成

二
年
に
は
、
近
藤
啓
吾
が
「
初
め
て
神
葬
祭
を
全
国
に
行
は
し
め
ん
と
す

る
に
当
つ
て
、
そ
の
規
準
書
を
作
つ
て
依
據
た
ら
し
め
る
こ
と
は
、
当
事

者
に
と
つ
て
焦
眉
の
急
事
で
あ
」
っ
た
た
め
、
こ
の
点
に
本
書
の
「
意

義
」
が
あ
っ
た
と
説
き
、
内
容
に
つ
い
て
は
「
神
葬
祭
を
行
ふ
に
当
つ
て

守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
眼
目
と
、
最
小
限
の
礼
制
と
を
記
し
た
も
の
」
と
位
置

付
け
た
。
さ
ら
に
、
本
書
の
内
容
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
よ
り
詳
細

に
記
し
た
葬
祭
の
「
解
説
書
」
が
後
に
編
刊
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
指
摘
し

て
い
る
。
阪
本
、
近
藤
に
加
え
、
藤
田
大
誠
は
、
平
成
十
八
年
に
本
書
の

草
稿
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
近
藤
の
説
に
依

拠
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
、
現
在
も
近
藤
の
認
識
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

発
表
者
は
こ
れ
ら
の
成
果
に
学
び
つ
つ
、『
葬
祭
略
式
』
の
内
容
は
、

喪
主
自
身
が
葬
祭
と
霊
祭
を
執
り
行
っ
て
い
く
葬
儀
形
体
と
な
っ
て
い
る

点
に
注
目
し
、
本
書
が
「
神
葬
祭
式
書
」
と
し
て
「
最
低
限
の
礼
制
」
を

記
し
て
い
る
の
か
、
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

　

神
葬
祭
の
歴
史
を
か
え
り
み
れ
ば
、
近
世
の
寺
檀
制
度
下
で
神
葬
祭
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
の
形
態
は
「
自
葬
」（
自
身
葬
祭
。
喪
主
＝
斎
主
）

り
、
現
場
僧
侶
と
し
て
常
に
檀
信
徒
と
接
し
、
追
善
の
依
頼
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
時
す
で
に
一
般
習
俗
化
さ
れ
て
い
た

追
善
の
仏
事
に
対
し
て
、
伝
道
教
化
の
立
場
よ
り
真
宗
に
取
り
入
れ
る
必

然
性
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
他

力
回
向
の
追
善
と
い
う
考
え
方
は
、
必
ず
し
も
宗
学
に
お
い
て
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
玄
智
『
考
信
録
』
や
僧
鎔

『
勤
式
問
答
』
で
は
、
他
力
回
向
の
追
善
を
積
極
的
に
勧
め
る
月
筌
や
性

均
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
忌
日
に
仏
事
を
修
す
る
こ
と
は
「
仏
恩
報
謝
」

の
営
み
で
あ
り
、
他
宗
に
お
け
る
自
力
的
な
追
善
と
混
同
し
な
い
よ
う
に

注
意
喚
起
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
は
、
他
力
回
向
の

追
善
を
主
張
す
る
者
は
お
ら
ず
、
真
宗
で
は
「
中
陰
報
恩
説
」
が
第
一
義

と
し
て
定
着
し
、
伝
統
的
な
解
釈
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
な
教
学
的
展
開
よ
り
推
察
さ
れ
る
の
は
、
中
陰
仏
事
を

「
仏
恩
報
謝
」
と
し
て
位
置
付
け
る
と
い
う
理
解
は
、
本
願
寺
教
団
が
成

立
し
発
展
し
て
い
く
過
程
で
形
成
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
お

け
る
宗
学
の
研
鑽
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
「
宗
教
儀
礼
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
え

る
な
ら
ば
、
中
陰
仏
事
も
本
来
は
「
結
縁
」
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
り
、
む
し
ろ
「
仏
恩
報
謝
」
で
あ
る
と
す
る
理
解
は
、
真
宗
教
義
に

よ
っ
て
定
義
付
け
ら
れ
た
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
葬
祭
略
式
』
再
考

大
番
　
彩
香

　

本
報
告
は
、『
葬
祭
略
式
』
の
葬
儀
形
態
に
対
す
る
先
学
の
認
識
に
、

再
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
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よ
っ
て
発
表
者
は
、『
葬
祭
略
式
』
と
は
、
そ
の
後
の
神
葬
祭
の
モ
デ

ル
と
な
る
「
神
葬
祭
式
書
」
と
い
う
よ
り
も
、
近
代
的
な
神
葬
祭
（
神
職

＝
斎
主
）
へ
の
過
渡
に
あ
る
、
近
世
か
ら
続
く
「
自
葬
」（
喪
主
＝
斎
主
）

の
形
態
を
と
る
自
身
葬
祭
書
で
あ
っ
た
と
、
認
識
を
見
な
お
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
葬
儀
を
め
ぐ
る
神
・
仏
・
耶

武
井
　
謙
悟

　

本
発
表
の
目
的
は
、
仏
教
系
雑
誌
、
新
聞
か
ら
抽
出
し
た
葬
儀
を
め
ぐ

る
「
神
・
仏
」
や
「
仏
・
耶
」
の
対
立
事
例
を
も
と
に
、
葬
儀
に
関
す
る

三
つ
の
課
題
と
そ
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
仏
教

側
か
ら
み
た
葬
儀
問
題
の
変
遷
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

「
耶
」
は
耶
蘇
教
を
示
し
、
キ
リ
ス
ト
教
全
般
を
指
す
。
先
行
研
究
で
は
、

告
別
式
の
登
場
に
み
ら
れ
る
葬
法
の
変
化
、
火
葬
導
入
、
墓
制
の
変
遷
、

葬
儀
社
の
参
入
、
法
制
度
と
の
関
連
な
ど
が
近
代
葬
儀
の
重
要
な
視
点
と

し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
研
鑽
を
参
考
に
し
つ
つ
、
収
集
し
た

資
料
か
ら
、
近
代
葬
儀
に
関
し
て
仏
教
界
が
直
面
し
た
三
つ
の
課
題
を
設

定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
、
葬
儀
の
国
家
統
制
へ
の
対
応
。
二
、
キ
リ
ス

ト
教
が
引
き
起
こ
し
た
葬
儀
問
題
へ
の
対
応
。
三
、
社
会
の
近
代
化
・
合

理
主
義
化
へ
の
対
応
の
三
点
で
あ
る
。

　

課
題
一
に
つ
い
て
は
、
Ａ
明
治
初
期
（
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
）
と
Ｂ

明
治
後
期
（
皇
族
・
戦
死
者
）
の
二
期
に
分
け
、
主
に
前
期
の
「
帰
仏
」

事
例
を
中
心
に
検
討
し
た
。
明
治
初
期
の
神
葬
祭
普
及
に
関
す
る
法
令
が

相
次
い
で
公
布
さ
れ
た
も
の
の
、
明
治
十
四
年
に
福
沢
諭
吉
は
神
葬
祭
を

「
き
ま
り
の
悪
き
も
の
」
と
評
し
て
い
る
。『
明
教
新
誌
』
に
報
告
さ
れ
た

と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
親
族
や
連
関
す
る
神
職
の
手
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、
近
代
の
幕
開
け
を
み
る
と
神
葬
祭
は
一
般
普
及
に
む

け
、
法
令
の
整
備
が
進
ん
で
い
く
。
ま
ず
、
明
治
元
年
閏
四
月
十
九
日
神

祇
事
務
局
第
三
二
〇
（「
神
職
之
者
家
内
ニ
至
迄
以
降
神
葬
祭
相
改
可
申

事
」）
が
達
せ
ら
れ
、
次
い
で
、
明
治
五
年
六
月
二
十
八
日
太
政
官
布
告

第
一
九
二
号
（
自
葬
禁
止
・
葬
儀
執
行
は
神
官
僧
侶
に
依
頼
）、
お
よ
び

同
第
一
九
三
号
（「
従
来
神
官
葬
儀
ニ
関
係
不
致
候
処
自
今
氏
子
等
ヨ
リ

神
葬
祭
相
頼
候
節
ハ
喪
主
ヲ
助
ケ
諸
事
可
取
扱
候
事
」）
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
こ
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
神
職
の
役
目
を
お
お
き
く
変
化

さ
せ
る
法
令
が
整
備
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
基
準
と
な
る
神
葬
祭
式
が
各

地
か
ら
求
め
ら
れ
、
明
治
五
年
六
月
九
日
に
『
葬
祭
略
式
』
が
成
稿
、
同

年
九
月
四
日
に
教
部
省
よ
り
本
書
撰
定
の
旨
が
布
達
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
葬
祭
略
式
』
の
内
容
を
み
る
と
、
神
職
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で

「
病
者
命
終
ら
ば
戸
長
に
告
げ
産
土
神
社
に
達
す
べ
し
凡
て
葬
祭
の
式
法

は
産
土
の
神
官
に
委
ぬ
べ
し
」
と
指
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
は
「
喪
主

柩
前
に
向
ひ
靈
主
を
前
に
置
き
再
拜
拍
手
し
て
其
靈
を
靈
主
に
遷
さ
む
事

を
告
ぐ
郷
村
社
の
祠
掌
喪
主
に
代
て
告
ぐ
べ
し
若
し
祠
掌
神
事
あ
ら
ば

村
長
之
に
代
る
べ
し
以
下
の
詞
同p

之
」
と
一
度
言
及
す
る
の
み
で
、
全

体
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
関
与
せ
ず
、
喪
主
が
葬
祭
と
霊
祭
を
主
導
し
て

い
く
よ
う
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
本
書
の
制
定
以

降
、
多
少
な
り
と
も
『
葬
祭
略
式
』
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
窺
え
る
葬
祭
書

に
は
、
常
世
長
胤
『
上
等
葬
祭
圖
式
』（
明
治
七
年
）
や
、
黒
住
宗
篤
『
葬

祭
略
式
』（
明
治
十
二
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
神
官
の
所
役
や
服

制
を
は
じ
め
、
祓
の
儀
式
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
自
葬
」
の

形
態
か
ら
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
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て
は
、
基
本
的
に
地
域
に
浸
透
し
た
仏
式
葬
儀
の
潜
在
力
に
沿
う
形
で
あ

っ
た
。
国
家
神
道
や
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
立
を
経
て
仏
教
葬
儀
の
優
位
性

を
認
識
し
た
仏
教
界
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
問
題
で
あ
る
課
題
三
が
出
現

し
て
く
る
。
そ
こ
で
は
「
永
眠
」
の
受
容
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
教
的

世
界
観
・
他
界
観
を
前
面
に
出
さ
ず
、
他
宗
教
と
の
対
立
を
避
け
る
こ
と

で
仏
教
葬
儀
の
優
位
性
を
確
保
し
た
。
他
方
で
、
医
学
博
士
大
沢
岳
太
郎

（
一
八
六
三
―
一
九
二
〇
）
が
、
葬
儀
・
告
別
式
・
墓
の
造
営
を
拒
否
す

る
旨
の
遺
言
を
残
し
た
こ
と
は
非
難
し
て
い
る
。

　

課
題
三
と
と
も
に
課
題
一
の
Ｂ
、
皇
族
・
戦
死
者
葬
儀
の
国
家
神
道
化

に
関
わ
る
「
神
・
仏
」
対
立
が
出
現
す
る
。
皇
族
に
つ
い
て
は
、
大
正
十

五
年
に
国
家
行
事
と
し
て
皇
室
の
葬
儀
が
規
定
さ
れ
る
ま
で
、
葬
儀
形
式

の
争
い
が
み
ら
れ
る
。
他
方
、
戦
死
者
に
対
し
て
は
、
日
露
戦
争
時
に
、

戦
没
者
の
葬
儀
を
神
式
に
統
一
す
る
旨
の
神
職
に
よ
る
檄
文
を
『
通
俗
仏

教
新
聞
』
で
批
判
す
る
な
ど
、
対
立
の
端
緒
が
み
ら
れ
る
。
以
降
、
昭
和

五
年
頃
一
層
激
化
し
、『
浄
土
教
報
』
に
は
戦
死
者
葬
儀
の
「
神
・
仏
」

対
立
の
記
事
が
増
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
雑
誌
に
お
け
る
葬
儀
問

題
は
、
皇
族
・
戦
死
者
中
心
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
論
点
を
そ
ち
ら
に
向
け

る
こ
と
で
、
一
般
の
死
者
に
対
し
て
は
仏
式
優
位
の
構
図
を
維
持
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

墓
癖
が
成
立
す
る
諸
前
提
に
つ
い
て

土
居
　
　
浩

　

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
昭
和
初
期
の
『
掃
苔
』
同
人
に
注
目
し
た
際
、
術

語
と
し
て
「
掃
苔
」
を
用
い
て
そ
の
近
代
性
（
ま
た
は
近
世
か
ら
の
断
絶

性
）
を
強
調
し
て
き
た
（
た
と
え
ば
土
居
「
検
証
／
顕
彰
さ
れ
る
来
歴
」

神
葬
祭
か
ら
仏
葬
へ
と
帰
仏
し
た
事
例
を
分
析
す
れ
ば
、
神
葬
祭
し
た
後

の
追
善
供
養
を
密
か
に
寺
院
に
依
頼
す
る
な
ど
地
域
に
浸
透
し
た
仏
教
供

養
の
潜
在
力
と
、
本
山
僧
侶
の
働
き
か
け
、
民
衆
に
よ
る
講
結
社
の
設
立

な
ど
が
帰
仏
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

課
題
二
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
手
薄
で
あ
る
自
葬
解
禁
後

の
葬
儀
を
め
ぐ
る
「
仏
・
耶
」
対
立
に
着
目
し
、
明
治
十
七
年
の
自
葬
禁

止
解
除
後
か
ら
明
治
三
二
年
の
内
地
雑
居
前
後
ま
で
の
、
キ
リ
ス
ト
教
と

仏
教
の
葬
儀
を
め
ぐ
る
対
立
を
検
証
し
た
。
仏
教
系
雑
誌
で
は
宣
教
師
か

ら
埋
葬
時
に
対
抗
を
受
け
る
も
退
け
た
事
例
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
課
題
一
と
同
様
に
地
域
の
仏
葬
に
対
す
る
浸
透
力
の
強
さ

に
加
え
、
寺
院
が
共
葬
墓
地
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
も
仏
葬
優
位
の
要
因

と
な
っ
た
。

　

課
題
三
に
対
し
て
は
ま
ず
、
告
別
式
、
風
俗
改
良
運
動
な
ど
の
合
理
化

の
動
き
が
宗
教
性
の
排
除
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。
次
に
、

「
永
眠
」
と
い
う
語
の
使
用
方
法
の
変
遷
か
ら
、
近
代
化
へ
の
対
応
を
検

証
し
た
。「
永
眠
」
は
当
初
、
復
活
と
結
び
付
く
、
キ
リ
ス
ト
教
者
の
死

を
表
す
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
徒
が
黒
枠
広
告
上
で
「
永

眠
」
を
使
用
す
る
こ
と
を
、
髙
田
道
見
（
一
八
五
八
―
一
九
二
三
）
は
主

筆
を
務
め
る
『
通
俗
仏
教
新
聞
』
誌
上
で
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
真
杉
高
之
『
黒
枠
の
ド
ラ
マ
』（
蒼
洋
社
、
一
九
八
五
年
）
掲
載
の

黒
枠
広
告
や
、
在
家
居
士
大
内
青
巒
（
一
八
四
五
―
一
九
一
八
）
の
死
に

際
し
『
読
売
新
聞
』
が
「
十
六
日
朝
永
眠
」
と
報
道
す
る
な
ど
、
宗
教
に

関
係
な
く
普
及
し
て
い
た
状
況
を
鑑
み
、
髙
田
は
大
正
九
年
に
は
「
深
く

咎
め
る
程
の
事
柄
で
は
な
い
」
と
受
容
し
て
い
る
。

　

以
上
三
つ
の
課
題
と
そ
の
対
応
を
ま
と
め
れ
ば
、
課
題
一
・
二
に
対
し
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人
物
の
墓
な
ら
び
に
碑
」
を
「
史
蹟
」
と
し
て
「
保
存
」
す
べ
き
と
さ
れ

た
。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
は
『
東
京
府
史
蹟
調
査
報
告
』
の
第
七

冊
と
し
て
、「
名
家
墓
所
」
編
が
刊
行
さ
れ
る
。『
掃
苔
』
同
人
で
あ
る
東

京
名
墓
顕
彰
会
が
発
足
し
た
の
は
、
こ
の
翌
年
で
あ
っ
た
（
そ
の
機
関
紙

『
掃
苔
』
の
発
刊
は
、
さ
ら
に
次
の
年
）。
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に

は
、『
掃
苔
』
へ
の
連
載
記
事
を
基
に
し
た
『
東
京
掃
苔
録
』
が
東
京
名

墓
顕
彰
会
か
ら
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
は
後
に
近
代
に
お
け
る
名
墓
録
の
金
字

塔
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
持
つ
「
名
墓
」
に
対
し
、「
墓
癖
」
は
そ
の
よ

う
な
経
緯
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
近
世
か
ら
近
代
に
か

け
て
、
さ
ほ
ど
意
味
合
い
を
変
化
さ
せ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
り
重

要
な
点
は
「
墓
癖
」
で
あ
れ
ば
、「
名
墓
」
と
は
言
い
難
い
墓
（
葬
墓
地
）

へ
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
も
指
示
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
近
世

の
大
坂
で
は
、
盂
蘭
盆
の
時
期
に
「
七
墓
参
り
」
あ
る
い
は
「
七
墓
巡

り
」
と
呼
ば
れ
た
習
俗
が
あ
っ
た
。
夜
間
に
鉦
太
鼓
を
鳴
ら
し
つ
つ
、
市

街
周
辺
に
点
在
す
る
墓
所
の
う
ち
複
数
を
巡
拝
し
、
中
で
も
無
縁
墓
に
参

れ
ば
、
自
身
の
葬
式
時
に
雨
が
降
ら
な
い
な
ど
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
習
俗
な
ど
は
必
ず
し
も
「
有
名
之
文
人
墨
客
刀
圭
家
浮
屠
氏
」
の
墓
を

巡
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
点
で
、
近
世
同
時
代
的
意
味
で
の
「
名

墓
」
を
巡
拝
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
墓
癖
」
と
し
て
な
ら
ば
対
象
化

が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
両
墓
制
な
ど
民
俗
学
的
興
味
関
心
の
対
象

で
あ
っ
た
墓
制
を
示
す
葬
墓
地
や
、
撒
骨
地
や
樹
木
葬
地
な
ど
現
代
的
な

葬
墓
地
な
ど
、
広
く
葬
墓
地
一
般
へ
の
関
心
の
惹
か
れ
よ
う
に
つ
い
て

も
、「
墓
癖
」
の
一
種
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

興
味
深
い
の
は
、
現
代
に
復
活
し
た
大
阪
七
墓
巡
り
を
参
与
観
察
す
る

『
宗
教
研
究
』
八
三
―
四
）。
そ
れ
に
対
し
問
芝
志
保
は
最
近
、
一
九
〇
〇

年
（
明
治
三
三
）
前
後
の
名
墓
ブ
ー
ム
に
注
目
し
、
近
世
か
ら
の
連
続
性

と
断
絶
性
と
の
両
側
面
を
検
討
し
つ
つ
あ
る
。
近
世
か
ら
の
連
続
性
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
、「
掃
苔
」
と
対
照
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

用
語
と
し
て
は
「
名
墓
」
よ
り
も
「
墓
癖
」
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
判
断

す
る
土
居
の
立
場
を
表
明
す
る
の
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。
な
お

「
墓
癖
」
と
は
、
墓
に
対
す
る
癖
つ
ま
り
趣
味
嗜
好taste

を
意
味
す
る
。

　

私
見
で
は
、「
名
墓
」
は
近
代
に
な
っ
て
、
国
家
的
顕
彰
の
意
味
合
い

を
大
き
く
担
わ
さ
れ
る
経
緯
が
あ
っ
た
。
改
め
て
一
九
〇
〇
年
前
後
の

「
名
墓
」
を
め
ぐ
る
状
況
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三

〇
）
の
第
十
回
帝
国
議
会
貴
族
院
で
決
議
さ
れ
た
「
功
臣
元
勲
碩
学
鴻
儒

等
ノ
古
墳
墓
保
護
ノ
建
議
」
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い

う
「
保
護
」
さ
れ
る
べ
き
「
古
墳
墓
」
と
は
、
皇
族
の
陵
墓
で
は
な
い
も

の
の
、
ま
ず
「
功
臣
元
勲
」
す
な
わ
ち
国
家
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
の
墓

で
あ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。「
碩
学
鴻
儒
等
」
と
は
、
近
世
の
名
墓
録
と

し
て
名
高
い
老
樗
軒
『
江
都
名
家
墓
所
一
覧
』
で
列
挙
さ
れ
る
「
有
名
之

文
人
墨
客
刀
圭
家
浮
屠
氏
」（
凡
例
）
に
類
似
す
る
と
も
い
え
な
く
は
な

い
が
、
や
は
り
大
き
く
断
絶
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
後
、
保
護
す
べ
き
墓
は
「
史
蹟
」
の
一
部
と
し
て
文
化
財
保
護
へ
と

組
み
込
ま
れ
る
経
緯
を
た
ど
る
。
日
本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
嚆
矢
と

さ
れ
る
史
蹟
史
樹
保
存
茶
話
会
（
一
九
一
〇
年
＝
明
治
四
三
）
の
席
上
で

は
、
す
で
に
三
上
参
次
や
喜
田
貞
吉
が
、
保
存
す
べ
き
墓
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
て
お
り
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
が
成
立
（
一
九
一
九
年

＝
大
正
八
）
し
た
翌
年
、
内
務
省
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
要
目
中

史
蹟
の
解
説
」
に
お
い
て
、「
皇
室
の
御
陵
墓
」
と
は
別
に
「
著
名
な
る
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に
関
し
一
八
九
九
年
に
行
旅
病
人
及
行
旅
死
亡
人
取
扱
法
が
制
定
さ
れ
た

が
、
困
窮
者
に
対
し
て
の
公
的
な
支
援
は
特
に
措
置
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
油
問
屋
で
あ
っ
た
渡
辺
竹
次
郎
は
、
一
九
一
九
年
現
在
の
東

京
都
千
代
田
区
で
困
窮
者
の
葬
送
を
支
援
す
る
た
め
の
財
団
法
人
「
助
葬

会
」
を
設
立
す
る
。
そ
の
目
的
は
、「
人
生
最
終
ノ
大
礼
」
を
支
援
す
る

こ
と
で
「
一
大
光
明
と
悦
と
安
心
」
を
与
え
る
も
の
と
し
、
自
暴
自
棄
に

陥
り
社
会
へ
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
葬
儀
の
支
援
を
行
う

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
事
業
は
国
の
施
策
の
一
端
で

あ
る
べ
き
も
の
と
も
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

助
葬
会
は
、
東
京
近
郊
の
困
窮
者
に
対
し
、
棺
、
付
属
品
、
霊
柩
車
、

火
葬
料
を
、
全
額
負
担
も
し
く
は
一
部
負
担
の
形
で
提
供
し
た
。
こ
れ
ら

の
葬
儀
は
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
直
葬
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
宗
教
儀
礼

を
伴
っ
て
お
り
、
宗
教
が
判
明
し
て
い
る
も
の
の
九
割
以
上
は
仏
式
で
、

キ
リ
ス
ト
教
式
や
神
式
も
わ
ず
か
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
葬
儀
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
の
遺
骨
安
置
の
必
要
か
ら
、
御
料
地
の
下
賜
を
願
い
出
、
現

在
の
練
馬
区
小
竹
町
の
土
地
を
得
た
。
関
東
大
震
災
を
挟
み
、
一
九
二
六

年
に
は
納
骨
堂
（
小
納
骨
堂
）
が
建
立
さ
れ
た
が
、
遺
骨
の
増
加
か
ら
一

九
二
九
年
に
は
大
納
骨
堂
が
ま
た
建
立
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
葬
儀
の
支
援
事
業
は
、「
助
葬
」
と
い
う
名
称
で
昭
和
初
期

に
な
る
と
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
阪
や
京
都
、
横
浜
な

ど
で
助
葬
事
業
を
行
う
団
体
が
誕
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
東
京
の
火
葬
業

者
で
あ
る
博
善
株
式
会
社
で
も
、
一
九
二
一
年
会
社
設
立
時
に
火
葬
料
軽

減
を
行
い
、
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
に
は
葬
儀
相
談
部
を
つ
く
り
、
棺
や
霊

柩
車
、
火
葬
料
の
低
額
提
供
を
始
め
て
い
る
。

　

一
九
二
九
年
に
は
救
護
法
が
成
立
し
、
救
護
適
用
者
に
は
埋
葬
費
の
支

と
、
参
加
者
か
ら
「
名
墓
」
的
な
価
値
観
を
含
む
発
言
を
耳
に
し
つ
つ

も
、
新
た
な
宗
教
性
と
し
か
名
付
け
よ
う
が
な
い
言
動
に
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
事
実
で
あ
る
。
と
は
い
え
集
ま
る
人
々
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

共
通
す
る
の
は
、
夏
の
暑
い
盛
り
に
墓
巡
り
な
ん
ぞ
に
参
加
す
る
奇
特
な

「
墓
癖
」
の
人
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

困
窮
者
の
葬
儀
と
「
助
葬
」

山
田
　
慎
也

　

本
発
表
は
、
困
窮
者
の
葬
儀
を
社
会
的
に
ど
の
よ
う
に
支
え
て
き
た
か

を
、「
助
葬
」
と
い
う
制
度
の
成
立
を
中
心
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
引
き
取
り
手
の
な
い
遺
骨
が
増
加
し
て
い
る
と
の
報
道
が
多
く
な

さ
れ
、
報
告
者
も
お
も
な
政
令
指
定
都
市
で
調
査
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

こ
で
も
同
様
の
傾
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
、
身
元

不
明
の
行
旅
死
亡
人
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
が
、
身
元

は
明
ら
か
な
も
の
の
引
き
取
ら
れ
な
い
人
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
そ

こ
に
は
生
活
保
護
受
給
者
の
葬
祭
扶
助
の
適
用
者
が
多
く
含
ま
れ
、
困
窮

者
の
葬
送
が
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
世
期
以
降
、
家
制
度
が
庶
民
の
間
に
浸
透
し
、
祖
先
祭
祀
と
葬
送
儀

礼
の
執
行
は
家
が
担
う
も
の
と
さ
れ
、
近
代
に
は
明
治
民
法
に
よ
っ
て
家

制
度
が
法
的
に
規
定
さ
れ
、
祖
先
祭
祀
は
戸
主
の
特
権
と
と
も
に
義
務
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
葬
儀
も
執
行
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
家
の
成
員
に
葬
儀
を
執
行
す
る
資
力
が
な
い
場
合
、
そ
の
執

行
が
問
題
に
な
る
。
資
本
主
義
が
進
展
し
て
い
く
中
で
、
細
民
と
呼
ば
れ

る
困
窮
者
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
貧
困
層
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
救

済
が
行
わ
れ
て
い
く
中
で
、
葬
送
に
関
し
て
は
身
元
不
明
の
行
旅
死
亡
人
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あ
る
。
遺
影
な
ど
の
故
人
の
写
真
や
俗
名
・
戒
名
・
享
年
な
ど
が
表
示
さ

れ
る
。
遺
骨
と
い
う
物
理
的
な
「
形
見
」
と
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
い
う
バ
ー

チ
ャ
ル
な
「
形
見
」
が
共
存
す
る
。

　

遺
骨
や
骨
壷
か
ら
故
人
の
面
影
は
う
か
が
え
な
い
。
そ
も
そ
も
外
墓
地

で
も
搬
送
式
で
も
骨
壷
は
厳
重
に
隠
さ
れ
、
ふ
だ
ん
の
墓
参
り
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
搬
送
式
で
は
○
○
家
な
ど
と
彫
ら
れ
た
石
板
を
拝
む

だ
け
だ
。
そ
れ
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
や
映
像
・
音
声
は
鮮
明
に
故
人

の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
。
搬
送
式
を
所
有
す
る
住
職
に
、
供
養
に
お
け
る

遺
骨
や
写
真
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
つ
い
て
訊
い
た
。

　

ま
ず
、
遺
骨
に
つ
い
て
だ
が
、
赤
坂
浄
苑
の
角
田
賢
隆
氏
（
曹
洞
宗
伝

燈
院
副
住
職
）
は
「
仏
教
的
に
は
遺
骨
に
執
着
し
て
い
な
い
」、
千
日
谷

浄
苑
の
八
百
谷
匡
夫
氏
（
浄
土
宗
一
行
院
住
職
）
は
「
も
と
も
と
川
に
流

す
風
習
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
仏
教
の
教
え
と
は
関
係
な
い
」、
新
宿
御
苑

前
聖
陵
の
問
川
良
元
氏
（
浄
土
宗
太
宗
寺
住
職
）
は
「
残
さ
れ
た
人
の

拠
り
所
と
な
る
の
で
、
遺
骨
は
墓
に
納
め
た
ほ
う
が
い
い
」
と
述
べ
た
。

い
ず
れ
も
、
元
来
仏
教
の
教
え
と
し
て
遺
骨
の
保
管
を
推
奨
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、「
仏
舎
利
信
仰
は
あ
っ
た
も
の
の
、
仏
教
以
前
の
日
本
古

来
の
習
俗
と
し
て
死
体
は
穢
れ
と
さ
れ
隠
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
」（
問
川

氏
）、「
火
葬
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
遺
体
は
本
来
穢
れ
と
さ
れ
て
い
た
」

（
角
田
氏
）、「
明
治
よ
り
前
の
骨
壷
は
非
常
に
粗
末
な
作
り
の
も
の
が
多

く
、
人
に
見
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
」（
八
百
谷
氏
）
と
い
っ
た
意

見
を
総
合
す
る
と
、
日
本
の
民
間
信
仰
と
し
て
「
遺
骨
に
対
す
る
敬
意
は

あ
る
が
、
元
来
穢
れ
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
厳
重
に
し
ま
っ
て
お
く
べ

き
」
と
い
う
感
覚
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

写
真
の
死
者
供
養
へ
の
利
用
に
つ
い
て
は
「
葬
儀
で
も
法
事
で
も
大
切

給
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
四
六
年
に
は
旧
生
活
保
護

法
が
成
立
し
、
葬
祭
扶
助
制
度
が
設
け
ら
れ
、
現
行
法
の
生
活
保
護
法
に

引
き
継
が
れ
る
。
つ
ま
り
公
的
な
支
援
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
困
窮
者
の
葬
儀
支
援
は
当
初
、
民
間
で
始
ま
っ
た
社
会
事

業
で
あ
り
、
資
本
主
義
確
立
期
で
あ
る
大
正
期
に
都
市
部
を
中
心
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
公
的
な
支
援
制
度
が
次
第
に
整
い
、
最
終
的
に
は

生
活
保
護
の
葬
祭
扶
助
と
し
て
確
立
し
て
い
く
。

　

支
援
の
項
目
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
宗
教
儀
礼
は
当
初
か
ら
含
ま
れ
て

い
た
。
戦
後
の
葬
祭
扶
助
の
場
合
に
も
、
祭
壇
が
使
用
さ
れ
宗
教
者
が
介

在
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
祭
壇
や
宗
教
者
の
介
在
は
避
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
助
葬
団
体
も
葬
祭
扶
助
を
中
心
に
受
け
る

こ
と
で
、
葬
祭
扶
助
以
外
の
救
済
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
た
だ
し
、
民
営
火
葬
場
は
依
然
と
し
て
公
費
、
葬
祭
扶
助
は
減

額
す
る
な
ど
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

JP15K
12964

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。）

技
術
が
も
た
ら
す
供
養
の
デ
ザ
イ
ン

│
│ 

自
動
搬
送
式
納
骨
堂
の
住
職
に
訊
く 

│
│

瓜
生
　
大
輔

　

最
新
技
術
を
駆
使
し
た
「
ハ
イ
テ
ク
墓
」
の
印
象
が
強
い
自
動
搬
送
式

納
骨
堂
。
し
か
し
、
遺
骨
を
大
切
に
保
管
す
る
外
墓
地
の
機
能
を
踏
襲
し

て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
樹
木
葬
や
海
洋
散
骨
と
い
っ
た
遺
骨
を
保
管
し

な
い
自
然
葬
と
は
対
極
に
位
置
す
る
。
金
属
製
の
頑
丈
な
ケ
ー
ス
（
厨

子
）
に
入
っ
た
遺
骨
が
保
管
・
搬
送
さ
れ
る
メ
イ
ン
機
能
に
付
随
し
て
、

参
拝
ブ
ー
ス
の
横
に
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
が



　　472

『宗教研究』91巻別冊（2018年） 第14部会

方
保
管
す
る
自
動
搬
送
式
納
骨
堂
だ
が
、
両
者
の
意
味
と
可
能
性
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来
の
墓
や
納
骨
堂
の
デ
ザ
イ
ン
の
手
が
か
り
が
見

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
死
と
葬
送
の
現
在

│
│ 

自
然
葬
の
興
隆
に
着
目
し
て 

│
│

内
田
　
安
紀

　

日
本
で
は
、
暮
石
を
建
て
ず
遺
骨
を
自
然
に
還
す
環
境
に
配
慮
し
た
葬

送
、
す
な
わ
ち
散
骨
や
樹
木
葬
な
ど
の
葬
送
形
態
が
一
九
九
〇
年
代
よ
り

登
場
し
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
一
方
で
世
界
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
イ

ギ
リ
ス
を
始
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
な
ど
の
先
進
諸
国
で
も
日

本
と
同
様
に
自
然
に
優
し
い
葬
送
が
姿
を
現
し
て
い
る
。
特
に
イ
ギ
リ

ス
は
一
九
九
三
年
と
い
う
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
自
然
に
優
し
い
葬
送

（N
atural Burial

、
以
下
Ｎ
Ｂ
）
を
展
開
し
て
お
り
、
世
界
的
な
潮
流

の
嚆
矢
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
Ｎ
Ｂ
が
登
場

し
た
背
景
に
つ
い
て
、
環
境
保
護
や
工
業
化
社
会
へ
の
批
判
と
い
う
大
き

な
枠
組
み
の
中
で
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
実
態
的
な
調
査
を
踏
ま
え

た
社
会
学
的
・
宗
教
学
的
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
発

表
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｂ
に
つ
い
て
そ
の
現
状
を
報
告
し
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｂ

を
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る
こ
と
で
そ
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
慈
善

団
体
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
デ
ス
・
セ
ン
タ
ー
（N

atural D
eath Centre

、

以
下
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
を
取
り
上
げ
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
を
取
り
巻
く
死
の
文
脈
か

ら
Ｎ
Ｂ
の
持
つ
多
様
な
側
面
の
一
つ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｎ
Ｂ
は
、
一
九
九
三
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の

国
境
近
く
の
カ
ー
ラ
イ
ル
市
営
墓
地
の
当
時
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た

な
も
の
。
写
真
が
あ
る
こ
と
で
故
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
や
す
い
」（
角

田
氏
）、「
と
て
も
大
事
。
む
し
ろ
遺
影
の
写
真
一
枚
に
イ
メ
ー
ジ
が
固
定

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
使
う
べ
き
」（
八
百
谷
氏
）
と
い
う

肯
定
的
な
声
に
対
し
、「
子
孫
の
た
め
の
記
録
と
し
て
は
大
変
価
値
が
あ

る
が
、（
供
養
を
す
る
際
に
は
）
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

で
き
れ
ば
心
の
な
か
に
残
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」（
問
川
氏
）
と
の
意
見

も
聞
か
れ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
は
「
ど
ん
ど
ん
使
う
べ
き
だ

が
、
例
え
ば
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
よ
う
に
な
る
と
怖
い
」（
八

百
谷
氏
）、「
あ
ま
り
こ
だ
わ
り
は
な
い
が
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
調
整
が
で
き

て
い
れ
ば
よ
い
」（
問
川
氏
）、「
特
別
な
考
え
は
な
い
。
た
だ
、
あ
ま
り

（
遺
族
が
）
依
存
す
る
べ
き
で
は
な
い
」（
角
田
氏
）
な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
や
擬
似
的
に
故
人
を
再
現
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が

「
本
物
」
に
似
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

本
研
究
で
は
、
自
動
搬
送
式
納
骨
堂
が
持
つ
遺
骨
の
保
管
・
搬
送
機
能

と
付
随
す
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
表
示
機
能
が
持
つ
意
味
と
可
能
性

を
探
る
べ
く
、
施
設
の
所
有
者
で
あ
る
住
職
に
意
見
を
伺
っ
た
。
搬
送
式

は
、
外
墓
地
、
ロ
ッ
カ
ー
式
同
様
、
遺
骨
を
厳
重
に
保
管
す
る
機
能
を
踏

襲
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
僧
侶
が
心
か
ら
推
奨
す
る
方
法
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
自
然
葬
や
手
元
供
養
な
ど
に
も
肯
定
的
な
意
見
が
あ

り
、
む
し
ろ
遺
骨
へ
の
執
着
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
意
見
も
聞
か
れ
た
。

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
や
可
能
性
を

強
調
す
る
意
見
が
あ
っ
た
一
方
で
、
技
術
革
新
が
進
み
、
ま
る
で
故
人
が

蘇
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
危
惧
す
る
声

が
聞
か
れ
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
好
対
照
な
「
形
見
」
を
双
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す
る
こ
と
で
、
利
用
者
と
事
業
者
の
双
方
に
Ｎ
Ｂ
の
情
報
を
提
供
し
そ
の

普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
自
然
死
」
を
目
指
す
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
理
想
と
し
て
い
る
Ｎ
Ｂ
は
、

ウ
エ
ス
ト
が
構
想
す
る
Ｎ
Ｂ
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
ウ
エ
ス
ト
が
恒
久
的
な
管
理
や
環
境
基
準
を
満
た
す
た
め
に
公
営

の
墓
地
を
志
向
す
る
の
に
対
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
よ
り
精
神
的
な
慰
め
や
癒
し

を
得
ら
れ
る
民
営
の
Ｎ
Ｂ
を
志
向
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
エ
ス
ト

に
よ
る
環
境
志
向
で
は
な
く
「
自
然
死
」
を
目
指
す
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
着
目
す
れ

ば
、
Ｎ
Ｂ
の
根
ざ
す
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
「
死
の
リ
バ
イ
バ
ル
」（W

alter

一
九
九
四
）
の
潮
流
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｔ
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
に

よ
れ
ば
、
そ
れ
は
専
門
的
領
域
に
囲
い
込
ま
れ
た
死
を
自
ら
の
手
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
願
う
個
人
主
義
の
台
頭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ｂ

も
個
人
が
主
体
的
に
選
択
す
る
葬
送
の
一
つ
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
環
境
志
向
と
同
時
に
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
の
消
費
と
い
う

側
面
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

仏
教
寺
院
に
お
け
る
永
代
供
養
墓
会
員
が
檀
信
徒
に
な
る
移
行
要
因

井
上
　
治
代

　

超
少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、「
家
」
意

識
が
著
し
く
希
薄
化
し
、
檀
家
制
度
が
制
度
疲
労
を
起
こ
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
近
年
、
仏
教
寺
院
の
危
機
を
問
う
論
考
が
目
立

つ
。
そ
こ
で
筆
者
は
仏
教
寺
院
再
生
の
視
点
か
ら
、
継
承
を
前
提
と
せ
ず

檀
家
要
件
も
な
い
墓
の
申
込
者
の
う
ち
四
割
以
上
が
「
檀
徒
」
に
な
っ
て

い
る
寺
に
着
目
し
た
。
大
分
市
に
あ
る
昌
光
山
妙
瑞
寺
（
日
蓮
宗
・
菊
池

泰
啓
住
職
）
に
お
け
る
永
代
供
養
墓
「
安
穏
廟
」「
桜
葬
」
会
員
の
事
例

Ｋ
・
ウ
エ
ス
ト
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
。
彼
は
長
年
に
わ
た
る
公
営
墓
地

で
の
管
理
経
験
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
芝

刈
り
の
回
数
を
減
ら
す
な
ど
の
粗
放
的
管
理
を
行
う
墓
地
区
画
を
野
生
生

物
の
保
護
地
と
す
る
活
動
を
始
め
た
。
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
八
〇

年
代
の
後
半
か
ら
葬
儀
社
主
導
の
形
式
的
な
葬
儀
や
機
械
的
な
火
葬
に
疑

問
を
持
ち
、
家
族
や
友
人
な
ど
で
行
う
手
作
り
の
葬
儀
（D

o It Y
our-

self Funeral

）
を
志
向
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
（
武
田
二
〇
〇
七
）。

ウ
エ
ス
ト
は
こ
の
動
向
を
自
身
の
粗
放
的
管
理
区
域
に
取
り
込
み
、
埋
葬

場
所
に
墓
石
で
は
な
く
木
を
植
え
、
最
終
的
に
森
林
を
作
っ
て
い
く
墓
地

の
あ
り
方
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
が
カ
ー
ラ
イ
ル
市
営
墓
地
に
お
け
る
森
林

墓
地
（W

oodland Burial

）
で
あ
り
、
現
在
の
Ｎ
Ｂ
の
源
流
で
あ
る
。

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
の
Ａ
・
ク
レ
イ
デ
ン
ら
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年

時
点
で
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｎ
Ｂ
は
二
〇
七
箇
所
あ
り
、
そ
の
経
営
母
体

は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
よ
う
な
地
方
自
治
体
を
筆
頭
に
、
農
場
、
民
間
企
業
、

慈
善
団
体
、
葬
儀
社
な
ど
様
々
で
あ
る
（Clayden
他
二
〇
一
五
）。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｎ
Ｂ
の
普
及
を
促
し
た
の
は
、『
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
デ
ス
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
出
版
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
功
績
が
大

き
い
。
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
一
九
九
一
年
に
Ｎ
・
オ
ー
ル
バ
リ
ー
を
中
心
と
す
る
三

人
の
心
理
学
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
慈
善
団
体
で
、
日
常
と
分
断
さ
れ

「
不
自
然
な
も
の
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
死
の
あ
り
方
を
批
判
し
、「
自
然

分
娩
」
と
同
じ
よ
う
な
「
自
然
な
死
」
を
目
指
す
活
動
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
「
自
然
な
死
」
を
実
現
す
る
舞
台
と
し
て
当
初
か
ら
Ｎ
Ｂ
に

関
心
を
寄
せ
、
一
九
九
三
年
の
初
版
か
ら
現
在
ま
で
第
五
版
を
重
ね
る

『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
の
Ｎ
Ｂ
墓
地
を
網
羅
し

た
リ
ス
ト
や
、
Ｎ
Ｂ
の
設
置
の
仕
方
を
具
体
的
に
紹
介
し
た
記
事
を
掲
載
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い
う
意
志
は
低
い
。「
自
分
の
意
志
で
は
な
い
、
後
日
、
檀
徒
に
な
る
こ

と
を
知
っ
た
」
等
と
い
う
人
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
「
自
然
の
流

れ
」
と
も
捉
え
て
い
る
。
檀
徒
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
っ
て
も
、
非
継
承

墓
の
良
さ
を
書
く
な
ど
、
墓
を
も
つ
こ
と
と
檀
徒
に
な
る
こ
と
が
連
動
し

て
い
た
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
檀
徒
に
な
っ
た
人
の
有
効
回
答
数
二
七
の
う
ち
「
檀

徒
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機
」
へ
の
回
答
数
は
一
〇
と
少
な
い
の
に
対

し
、
同
じ
自
由
記
述
で
も
、「
墓
で
気
に
入
っ
て
い
る
点
」
は
二
〇
と
倍

の
回
答
が
あ
っ
た
。「
寺
へ
の
希
望
」（
一
三
）
で
は
大
方
の
人
が
「
現
状

で
満
足
し
て
い
る
」
と
い
い
、
良
い
点
を
褒
め
称
え
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
墓
が
「
非
継
承
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
安
心

感
か
ら
寺
や
住
職
へ
の
信
頼
を
深
め
、
そ
の
中
で
妙
瑞
寺
が
行
う
「
合
同

祭
祀
」
で
よ
い
と
考
え
る
人
は
「
檀
徒
」
に
な
ら
ず
、
伝
統
的
な
仏
式
の

「
月
参
り
」
や
「
法
事
」
が
死
者
儀
礼
と
し
て
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
る

人
は
「
檀
徒
」
に
な
っ
て
い
る
。
非
檀
徒
の
有
効
回
答
数
三
七
の
う
ち
、

「
今
後
、
檀
徒
に
な
る
意
志
は
あ
る
か
」
を
問
う
と
、
あ
る
五
、
な
い
一

七
、
わ
か
ら
な
い
七
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
「
今
後
、
葬
儀
な
ど
の
供

養
儀
礼
を
妙
瑞
寺
に
依
頼
す
る
気
持
ち
あ
る
か
」
の
問
に
は
、
あ
る
一

五
、
な
い
五
、
わ
か
ら
な
い
一
〇
と
な
っ
た
。
非
檀
徒
で
あ
っ
て
も
今
後
、

死
者
が
出
れ
ば
檀
徒
に
な
る
見
込
み
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

超
世
代
的
な
連
続
を
強
い
る
檀
家
制
度
で
は
な
く
、
非
継
承
、
一
代
限

り
、
個
人
の
信
仰
・
追
悼
形
式
を
提
供
す
れ
ば
、
人
々
は
安
心
し
て
慣
れ

親
し
ん
だ
仏
教
式
の
供
養
を
選
ぶ
気
持
ち
に
な
る
可
能
性
が
確
認
で
き

た
。

が
そ
れ
で
あ
る
。
会
員
一
〇
八
人
（
檀
徒
に
移
行
し
た
四
八
人
、
非
檀
徒

六
〇
人
）
を
対
象
と
し
、
会
員
か
ら
檀
徒
に
移
行
す
る
要
因
に
つ
い
て
、

①
住
職
へ
の
面
接
調
査
と
②
自
由
記
述
を
中
心
と
し
た
質
問
紙
調
査
か

ら
、
非
檀
徒
の
回
答
と
比
較
し
つ
つ
分
析
を
試
み
た
。

　

妙
瑞
寺
の
「
現
在
帳
」
を
も
と
に
各
会
員
の
檀
徒
移
行
動
機
を
整
理

す
る
と
、【
墓
を
購
入
し
た
こ
と
で
】
が
二
〇
人
と
最
多
で
、
つ
づ
い
て

【
葬
儀
を
依
頼
】
し
た
こ
と
で
檀
徒
に
な
っ
た
人
が
一
四
人
、【
以
前
か
ら

の
檀
徒
】
が
新
し
く
永
代
供
養
墓
を
契
約
し
て
会
員
に
な
り
【
檀
徒
】
継

続
し
て
い
る
人
が
一
〇
人
、【
住
職
と
親
戚
】
が
四
人
で
、
合
計
四
八
人

（
四
四
・
四
％
）
と
な
っ
た
。
従
来
も
檀
徒
だ
っ
た
一
〇
人
を
除
い
た
と
し

て
も
三
八
人
（
三
五
・
二
％
）
が
新
た
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

妙
瑞
寺
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
「
檀
信
徒
」
の
区
分
を
明
確
に
し
た
。

「
檀
信
徒
」
と
は
「
檀
徒
・
信
徒
」
を
意
味
し
、「
檀
徒
」
と
は
仏
教
の
教

え
を
信
奉
し
、
寺
を
護
持
し
、
葬
儀
や
法
事
な
ど
を
妙
瑞
寺
に
依
頼
で
き

る
人
。
た
だ
し
、
檀
家
と
違
っ
て
継
承
の
義
務
が
な
く
、
個
人
が
単
位
で

一
代
限
り
と
す
る
。
葬
送
儀
礼
を
妙
瑞
寺
住
職
の
も
と
で
行
っ
て
も
、
丸

二
年
（
三
回
忌
）
を
経
た
と
き
、
檀
徒
を
や
め
る
こ
と
も
選
択
で
き
る
。

「
信
徒
」
は
寺
院
の
行
事
に
ゆ
る
や
か
に
参
加
し
て
い
る
人
々
で
、
安
穏

会
員
・
桜
葬
会
員
は
、
檀
徒
に
な
る
こ
と
を
意
思
表
示
し
て
い
な
け
れ
ば

こ
れ
に
当
た
る
。

　

回
答
を
見
て
い
く
と
【
葬
儀
を
依
頼
】【
墓
を
介
し
て
】【
伝
統
が
身
に

つ
く
】【
住
職
を
信
頼
】
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
出
で
き
た
。【
葬
儀
を

依
頼
】
で
は
、「
妙
瑞
寺
に
墓
を
も
っ
た
」
の
で
、
死
者
が
で
れ
ば
妙
瑞

寺
に
葬
儀
を
依
頼
す
る
の
が
当
然
と
い
う
感
覚
で
依
頼
す
る
人
が
多
い
。

会
員
は
「
葬
儀
は
仏
式
で
」
と
い
う
意
識
は
高
い
が
「
檀
徒
に
な
る
」
と



475　　

第14部会 『宗教研究』91巻別冊（2018年）

が
、
概
し
て
「
月
水
之
大
事
」
と
上
包
み
に
印
字
さ
れ
て
お
り
、
善
光
寺

の
そ
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
善
光
寺
の
護
符
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の
四
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
善
光
寺
の
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
三
尊
の
種
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
源
信
の
『
往
生
要
集
』
か
ら
引
用
し
た
「
極
悪
重
人　

無
他
方
便　

唯

称
弥
陀　

得
生
極
楽
」
と
い
う
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は

『
観
無
量
寿
経
』
の
「
下
品
下
生
」
を
説
く
箇
所
の
趣
意
で
あ
る
が
、
後

に
謡
曲
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

③
善
光
寺
縁
起
に
で
る
「
五
百
川
清
キ
流
レ
ハ
ア
レ
バ
ア
レ　

我
ハ
濁
レ

ル
水
に
宿
ラ
ン
」（
縁
起
で
は
「
五
百
川
」
が
「
五
十
鈴
河
」
と
あ
る
）

と
い
う
、
善
光
寺
如
来
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
迷
い
の
只
中

に
い
る
人
々
の
た
め
に
こ
そ
自
分
が
必
要
な
の
で
あ
る
と
い
う
、
善
光
寺

如
来
の
慈
悲
が
う
た
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
濁
れ
る
水
を
女

性
の
月
の
障
り
の
意
に
転
化
し
て
用
い
て
い
る
。

④
最
後
に
「
善
光
寺
本
堂
内
陣
」
と
あ
り
、
こ
の
護
符
が
善
光
寺
内
陣
で

配
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
何
故
「
善
光
寺
」
の
み

で
は
な
く
、「
善
光
寺
御
内
陣
」
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
の
問

い
に
対
し
て
は
謡
曲
「
柏
崎
」
の
記
述
が
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
謡

曲
「
柏
崎
」
は
夫
を
亡
く
し
、
一
人
息
子
の
花
若
が
出
奔
し
て
し
ま
っ
た

悲
し
み
に
、
狂
女
と
な
っ
た
柏
崎
殿
が
善
光
寺
に
参
詣
を
し
、
そ
こ
で
出

家
し
た
花
若
と
再
会
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
気
が
お
か
し

く
な
っ
た
柏
崎
殿
が
、
善
光
寺
内
陣
で
舞
い
を
踊
ろ
う
と
す
る
が
、
内
陣

は
女
人
禁
制
で
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
僧
侶
に
叱
責
さ
れ
る
。
柏
崎
殿
は

内
陣
は
弥
陀
の
上
品
上
生
の
極
楽
の
は
ず
な
の
に
、
女
性
が
参
っ
て
は
い

け
な
い
と
言
う
の
は
如
来
が
仰
せ
の
こ
と
な
の
か
と
逆
に
僧
侶
を
諫
め
る

善
光
寺
信
仰
と
月
水
護
符

小
林
　
順
彦

　

信
州
善
光
寺
は
、
早
く
か
ら
女
人
に
開
放
さ
れ
た
寺
院
と
し
て
名
高
い

地
方
寺
院
で
あ
る
。
本
尊
で
あ
る
一
光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
は
、
印
度
・
百

済
・
日
本
へ
と
渡
っ
て
き
た
日
本
で
最
初
の
三
国
伝
来
仏
で
あ
り
、「
肌

に
生
け
る
が
如
き
ぬ
く
も
り
を
も
つ
」
生
身
の
仏
と
し
て
尊
崇
を
集
め

た
。
実
は
こ
れ
ら
の
要
素
が
平
安
時
代
ま
で
の
善
光
寺
信
仰
の
根
幹
を
な

し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
こ
こ
に
女
人
救
済
の
要
素
が

加
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
善
光
寺
縁
起
の
中
で
は
、
印
度
の
月
蓋
長
者
の
娘
で
あ
る
如

是
姫
の
疫
病
救
済
、
下
女
に
よ
る
米
の
と
ぎ
汁
供
養
、
百
済
の
女
官
た
ち

の
極
楽
往
生
、
皇
極
天
皇
の
堕
地
獄
救
済
な
ど
、
善
光
寺
如
来
に
よ
っ
て

様
々
な
女
性
の
救
済
劇
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て

善
光
寺
聖
や
熊
野
比
丘
尼
が
、
善
光
寺
の
女
人
救
済
が
一
般
の
女
性
に
も

及
ぶ
こ
と
を
敷
衍
し
、
善
光
寺
に
行
け
ば
女
性
も
極
楽
往
生
が
叶
う
と
い

う
信
仰
が
加
味
さ
れ
、
現
今
の
善
光
寺
信
仰
が
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

平
安
時
代
の
山
岳
仏
教
が
女
人
結
界
を
標
榜
し
、
女
性
に
対
し
て
門
戸

を
閉
じ
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
、
鎌
倉
仏
教
は
民
衆
の
間
に
念
仏
や
唱
題

目
を
宣
揚
し
、
庶
民
に
対
し
て
仏
教
へ
の
道
を
開
い
た
。
た
だ
し
、
女
性

に
は
ど
う
し
て
も
超
え
ら
れ
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
血
盆
経
』

が
説
く
女
性
の
「
月
の
障
り
」
の
問
題
で
あ
る
。
仏
教
が
説
く
「
五
障
」

や
儒
教
の
「
三
従
」
の
問
題
を
打
破
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
と
い
う
問
い
に
仏
教
者
達
が
考
え
だ
し
た
産
物
が
「
月
水
護
符
」
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

月
水
護
符
は
富
山
県
立
山
や
高
野
山
慈
尊
院
な
ど
の
も
の
が
有
名
だ
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れ
る
ほ
ど
の
公
案
三
昧
に
入
り
、「
大
疑
」
を
起
こ
し
た
。
自
分
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
子
供
の
こ
と
さ
え
忘
れ
る
ほ
ど
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　
『
年
譜
』
で
、
政
女
の
修
行
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
日
、
白
隠
禅
師
の
部
屋
で
道
友
の
雲
山
祖
泰
（
一
六
八
五
―
一
七
四

七
）
が
寝
転
ん
で
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
政
女
が
自
分
の
公
案
の

理
解
を
点
検
さ
れ
る
た
め
に
入
っ
て
来
て
、「
夢
中
の
西
来
の
意
、
作
麼

生
」
と
い
う
拶
処
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
答
え
は
驚
く
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ

た
。
政
女
に
対
し
雲
山
は
感
嘆
を
表
し
、『
年
譜
』
に
よ
る
と
「
我
れ
未

だ
彼
れ
が
如
き
作
略
純
眞
に
し
て
風
を
通
ぜ
ざ
る
者
を
見
ず
」（「
我
未
見

如
彼
作
略
純
眞
而
不
通
風
者
」）
と
言
っ
た
。『
荊
棘
叢
談
』
に
は
「
彼
、

婦
女
と
雖
も
、
実
に
衲
子
の
作
略
あ
り
」（「
彼
雖
婦
女
実
有
衲
子
作
略
」）

に
な
っ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
お
察
の
伝
記
と
同
様
に
こ
の
点
に
お

い
て
は
『
年
譜
』
と
『
荊
棘
叢
談
』
の
女
性
観
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

大
橋
女
（
年
没
年
不
詳
）
の
本
名
は
「
律
」
で
、
後
に
浪
人
に
な
る
江

戸
の
旗
本
の
娘
で
あ
っ
た
。
晩
年
に
尼
僧
に
な
り
、
白
隠
禅
師
に
参
じ

た
。
彼
女
の
来
歴
は
『
年
譜
』
に
書
か
れ
て
い
る
が
、『
荊
棘
叢
談
』
に

記
さ
れ
て
い
な
い
。
大
橋
女
は
、
白
隠
禅
師
に
出
会
う
前
に
京
都
の
遊
郭

で
あ
る
島
原
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
有
名
な
人
で
あ
っ
た
。
推
測
で

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
『
荊
棘
叢
談
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
白
隠
禅
師
お
よ
び
東
嶺
円
慈
に

よ
る
『
年
譜
』
の
女
性
観
と
『
荊
棘
叢
談
』
か
ら
現
れ
る
女
性
観
の
違
い

が
感
じ
ら
れ
る
。

　

大
橋
女
は
武
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
高
い
レ
ベ
ル
の
教

養
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
父
親
が
浪
人
に
な
っ
た
せ
い
で
京
都
に
移

り
住
み
、
家
族
を
餓
死
か
ら
救
う
た
め
に
京
都
の
遊
郭
で
あ
る
島
原
に
売

と
い
う
件
が
あ
る
。
即
ち
内
陣
は
極
楽
浄
土
な
の
で
あ
り
、
善
光
寺
発
行

の
「
月
水
護
符
」
に
は
、
そ
こ
で
発
行
し
た
女
性
の
た
め
の
護
符
と
い
う

権
威
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
血
盆
経
』
が
説
く
教
え
は
、
現
代
で
は
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
確
か
に
こ
の
教
え
が
日
本
中
に
広
ま
っ
て
い
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
寺
院
は
そ
の
よ
う
な
時
代
に
応
え
る
産
物
と
し
て

こ
の
月
水
護
符
を
盛
ん
に
利
用
し
、
ま
た
同
時
に
女
性
に
救
い
の
手
を
差

し
延
べ
た
の
で
あ
る
。

白
隠
禅
師
の
門
下
の
女
性
弟
子

│
│ 

政
女
お
よ
び
大
橋
女
こ
と
慧
林
尼
の
場
合 

│
│

竹
下
ル
ッ
ジ
ェ
リ
・
ア
ン
ナ

　

白
隠
禅
師
の
女
性
弟
子
に
つ
い
て
、
主
に
白
隠
の
高
弟
東
嶺
円
慈
（
一

七
二
一
―
一
七
九
二
）
が
著
し
た
『
白
隠
和
尚
年
譜
』（
正
式
名
は
『
龍

澤
開
祖
神
機
独
妙
禅
師
年
譜
』（
一
八
二
〇
）
お
よ
び
白
隠
下
四
世
の
妙

喜
宗
績
（
一
七
七
四
―
一
八
四
八
）
に
よ
る
『
荊
棘
叢
談
』（
一
八
四
二
）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
政
女
お
よ
び
大
橋
女
が
い
る
の
で
あ
る

が
、
大
橋
女
は
『
年
譜
』
の
み
に
表
わ
れ
る
。

　

杉
山
政
女
（
年
没
年
不
詳
）
は
比
奈
村
（
現
在
静
岡
県
富
士
市
比
奈
町
）

の
人
で
あ
っ
た
。
夫
の
死
の
後
に
、
一
人
の
子
供
と
暮
ら
し
な
が
ら
、
修

行
を
始
め
た
。
白
隠
禅
師
の
『
年
譜
』
で
は
一
七
三
〇
年
、
つ
ま
り
禅
師

の
四
六
歳
（
満
年
齢
四
五
）
の
箇
所
に
来
歴
さ
れ
て
い
る
。

　

政
女
は
「
解
脱
の
勧
め
」（「
脱
公
點
發
」）
に
よ
っ
て
修
行
に
取
り
組

ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
解
脱
と
は
無
量
寺
の
超
宗
解
脱
首
座

（
生
没
年
未
詳
）
の
こ
と
で
あ
る
。
参
禅
に
励
ん
で
政
女
は
、
身
心
を
忘
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ー
ム
」
で
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
、
布
ナ
プ
キ
ン
、
ホ
メ
オ
パ
シ

ー
、
前
世
療
法
と
い
っ
た
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

療
法
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
布
ナ
プ
キ
ン
は
紙
ナ
プ
キ
ン
が
登

場
し
て
の
ち
廃
れ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
観
点
か
ら

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。
こ
れ
ら
は
妊
娠
・
出
産
と
い
っ
た
女
性

の
生
殖
過
程
と
結
び
つ
い
て
社
会
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
が
、
最
近
で
は

さ
ら
に
、
書
籍
や
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
妊
娠
・
出
産
の
過
程
そ
の
も
の
が

神
秘
的
、
超
越
的
な
体
験
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。「
自
然
」
な
出
産
と
か
「
自
然
」
分
娩
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
自

然
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ
れ
る
の
も
、
最
近
の
特
徴
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
に
妊
娠
・
出
産
が
神
秘
的
、
超
越
的
な
体
験

と
し
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
故
か
に
つ
い
て
、「
自
然
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の

目
的
の
た
め
に
、『
助
産
婦
雑
誌
』（
現
『
助
産
雑
誌
』）
を
素
材
と
し
て

取
り
上
げ
る
。

　
『
助
産
婦
雑
誌
』
は
助
産
婦
（
現
、
助
産
師
）
の
あ
い
だ
で
情
報
を
交

流
し
共
有
す
る
目
的
で
、
医
学
書
院
よ
り
一
九
五
二
年
に
創
刊
さ
れ
た
月

刊
誌
で
、
現
在
も
継
続
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
助
産
に
つ

い
て
の
医
学
的
な
知
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
育
児
に
ま
で

関
わ
る
助
産
婦
の
姿
勢
や
、
妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
考
え
方
や
価
値
観
な

ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
わ
た
っ
て
い
る
。
書
き
手
は
主
に
助
産
婦
や
産
婦
人

科
医
で
あ
る
が
、
作
家
な
ど
著
名
人
が
寄
稿
す
る
こ
と
も
あ
る
。
本
発
表

で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
創
刊
号
か
ら
二
〇
〇
〇
年

に
発
行
さ
れ
た
分
ま
で
の
す
べ
て
の
『
助
産
婦
雑
誌
』
の
う
ち
、「
自
然
」

と
い
う
言
葉
を
表
題
に
含
む
記
事
を
取
り
上
げ
、
年
代
別
に
分
析
し
た
。

ら
れ
る
。
家
族
に
対
す
る
深
い
愛
情
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
選
択
で
あ
っ
た

が
、
彼
女
は
自
己
犠
牲
と
な
る
の
で
あ
る
。
身
体
が
死
か
ら
免
れ
た
が
、

心
は
自
分
の
自
己
認
識
お
よ
び
元
の
芸
術
的
な
才
能
と
実
際
の
生
き
方
と

の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
望
ん
で
も
い
な

い
生
き
方
を
仕
方
が
な
く
歩
み
、
深
い
実
存
的
な
悩
み
に
よ
っ
て
心
身
の

病
に
落
ち
る
こ
と
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
あ
る
時
、
名
前
の
不
明
な
貴
客

が
大
橋
女
の
悩
み
と
苦
し
み
に
気
づ
き
、
彼
女
に
そ
の
病
悩
か
ら
脱
け
出

す
方
法
を
教
え
た
と
い
う
。
大
橋
女
は
最
初
の
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二

度
の
結
婚
の
後
に
出
家
し
、
慧
林
に
な
り
、
修
行
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
人
生
の
最
後
の
時
期
に
白
隠
禅
師
に
出
会
っ
て
、
師
に
参
じ
て

か
ら
、『
年
譜
』
の
説
明
に
よ
れ
ば
一
年
余
り
で
逝
去
し
た
。
大
橋
女
は

遊
女
に
な
る
前
の
武
家
の
娘
と
し
て
の
教
養
も
関
係
す
る
が
、
和
歌
と
書

画
に
優
れ
て
い
た
。
伴
蒿
蹊
（
一
七
三
三
―
一
八
〇
六
）
の
『
近
世
畸
人

伝
』（
一
七
九
〇
）
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

女
性
弟
子
の
生
涯
記
録
か
ら
も
表
れ
て
く
る
白
隠
禅
師
の
教
え
の
大
き

な
特
徴
は
、
老
若
男
女
僧
俗
を
超
え
た
修
行
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

真
剣
な
修
行
に
よ
り
得
ら
れ
た
心
境
に
入
る
と
、「
男
に
あ
ら
ず
女
に
あ

ら
ず
、
賢
に
あ
ら
ず
愚
に
あ
ら
ず
、」（『
隻
手
音
聲
』）、
す
な
わ
ち
不
平

等
差
別
も
不
差
別
平
等
も
、
心
も
身
体
も
消
え
、
性
別
も
超
え
る
本
来
の

真
の
自
己
自
覚
に
至
る
の
で
あ
る
。

「
妊
娠
・
出
産
」
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

│
│ 『
助
産
雑
誌
』
の
事
例
か
ら 

│
│

橋
迫
　
瑞
穂

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
日
本
社
会
に
現
れ
た
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
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「
母
性
」
や
「
女
性
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
批
判
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
が
な
く
、
さ
ら
に
、「
日
本
人
ら
し
さ
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
自
然
」
な
妊
娠
・
出
産
を
促
進
し
た
「
ラ

マ
ー
ズ
法
」
が
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

興
味
深
い
動
向
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
向
は
こ
れ
か
ら

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

〈
主
婦
〉
の
死
生
観 

│
│ 

婦
人
雑
誌
『
主
婦
之
友
』
の
言
説
分
析 

│
│

菅
　
　
直
子

　
〈
主
婦
〉
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
近
代
化
・
産
業
化
の
過
程
に
お

い
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
欧
米
の
歴
史
社
会
学
的
な
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
明
治
以
来
の
近
代
化

の
な
か
で
同
様
の
〈
主
婦
〉
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
じ
た
こ
と
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
さ
れ
て
い
る
。
女
性
は
い
か
に
し
て
近
代
的
な
ジ

ェ
ン
ダ
ー
秩
序
（
家
父
長
制
と
性
別
役
割
分
担
）
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た

の
か
│
│
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
＝
商
業
婦
人
雑

誌
が
果
た
し
た
役
割
に
注
目
す
る
研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
婦
人
雑
誌

と
い
う
社
会
装
置
が
、
い
か
に
近
代
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
の
形
成
に
寄

与
し
た
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、

第
三
十
二
回
日
本
出
版
学
会
賞
を
受
賞
し
た
、
木
村
涼
子
『〈
主
婦
〉
の

誕
生
│
│
婦
人
雑
誌
と
女
性
た
ち
の
近
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）

に
付
さ
れ
た
帯
に
は
、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
っ
た
『
主
婦
』
と
い
う

職
業
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
あ
る
。
木
村
は
婦
人
雑
誌
の
分
析
に
よ

っ
て
、
当
時
の
主
婦
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、

近
代
的
な
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
イ
デ
オ
ロ

　
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
表
題
に
含
む
記
事
が
初
め
て
登
場
し
た
七
〇

年
代
で
は
、
妊
娠
・
出
産
が
「
母
性
」
を
目
覚
め
さ
せ
る
体
験
と
と
ら
え

ら
れ
、
そ
れ
を
援
助
す
る
助
産
婦
の
役
割
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
当
時
、
ア
メ
リ
カ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
麻
酔
分
娩
と
人
工

乳
が
批
判
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
の
こ
ろ
導
入
さ
れ
た
「
ラ
マ
ー
ズ
法
」
が

「
自
然
」
な
出
産
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
八
〇

年
代
で
は
、「
自
然
」
な
出
産
が
「
日
本
」
の
精
神
性
や
宗
教
性
と
い
っ
た

も
の
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、「
女
性
ら
し
さ
」
や
「
日
本
人
ら
し
さ
」
を

獲
得
す
る
体
験
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
ラ
マ
ー
ズ
」
法
も

引
き
続
き
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、「
ラ
マ
ー
ズ
法
」
普
及
の
思
想
的
背
景

を
な
す
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
に
つ
い
て
は
批
判
的
に
言
及
す
る
な
ど
、
保
守

的
な
女
性
観
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
九
〇
年
代
で
は
、「
自
然
」
な
妊
娠
・

出
産
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
、
瞑
想
や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
、
水
中

出
産
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、「
自
然
」
な
妊
娠
・
出
産
は
体
験
す
べ
き
こ
と

と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
自
然
」
な
妊
娠
・
出
産
の
体
験

を
通
し
て
こ
そ
、
女
性
は
女
性
と
し
て
、
ま
た
母
と
し
て
の
身
体
を
主
体

的
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
、「
自
然
」
の
神
秘
性
、

超
越
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
助
産
婦
雑
誌
』
に
見
る
限
り
、「
自
然
」
な
妊
娠
・
出

産
は
、
神
秘
性
、
超
越
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
宗
教
的
な
体
験

と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
は
同
時
に
、

女
性
が
自
ら
の
「
母
性
」
や
「
女
性
ら
し
さ
」
に
目
覚
め
、
そ
れ
を
主
体

的
に
身
体
化
す
る
体
験
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
は
、
そ
う
し
た
体
験
を
援
助
す
る
助
産
婦

の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
反
面
で
、
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く
企
画
と
し
て
、
山
中
峯
太
郎
が
「
三
條
信
子
」
な
る
女
流
霊
媒
者
と
し

て
執
筆
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
も
使
用
）
し
た
、
大
正
期
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の

真
相
を
死
者
（
九
条
武
子
や
有
島
武
郎
な
ど
）
の
秘
め
ら
れ
た
心
中
か
ら

再
探
索
す
る
と
い
う
体
裁
の
読
み
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
連
載
を
重
ね

る
う
ち
に
、
三
條
信
子
の
甥
を
名
乗
る
人
物
が
現
れ
た
り
、
ぜ
ひ
一
度
会

わ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
読
者
が
多
く
現
れ
た
り
と
、
予
想
を
超
え
た
社
会

的
現
象
と
な
り
、
連
載
は
十
回
で
打
ち
切
ら
れ
た
。
当
時
の
読
者
欄
に
は
、

三
條
信
子
が
語
る
死
後
の
世
界
に
「
修
養
」「
慰
安
」
を
超
え
て
「
信
仰
」

を
抱
く
読
者
か
ら
の
投
書
が
あ
る
。
三
條
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
宗
教
観
の

大
衆
性
、「
霊
界
放
送
」
の
社
会
的
影
響
な
ど
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

　

③
昭
和
十
一
年
五
月
号
掲
載
の
「
霊
界
の
座
談
会
」
は
、「
三
條
信
子
」

を
真
似
た
よ
う
な
霊
媒
・
小
林
壽
子
と
、
彼
女
を
支
持
す
る
土
井
晩
翠
、

浅
野
和
三
郎
ら
の
座
談
会
で
、
そ
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
座

談
会
掲
載
に
対
す
る
石
川
雅
章
に
よ
る
批
判
が
興
味
深
い
。
婦
人
雑
誌
と

〈
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
〉
の
結
び
つ
き
、
お
よ
び
そ
の
批
判
の
始
ま
り
と
し

て
、
分
析
・
考
察
で
き
る
事
例
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

天
理
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

│
│ 「
ふ
う
ふ
」
と
い
う
教
え
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

堀
内
み
ど
り

　

天
理
教
の
信
仰
者
に
と
っ
て
、
最
も
身
近
な
原
典
（
聖
典
）
は
「
み
か

ぐ
ら
う
た
」
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
朝
夕
の
つ
と
め
で
は
、
必
ず
「
み

か
ぐ
ら
う
た
」
の
第
一
節
か
ら
第
三
節
が
勤
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
日
々
信
仰
者
の
中
で
生
命
化
さ
れ
て
い
る
教
え
だ
か
ら
で
あ
る
。

ギ
ー
装
置
の
特
徴
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、〈
主
婦
〉
と
い
う
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
っ
た
婦
人
雑
誌
が
表
象
す
る
死
生
観
（
信
仰
、
運

命
、
怪
異
、
死
後
の
世
界
、
等
）
に
関
す
る
調
査
・
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
い
な
い
。
発
表
者
は
、
商
業
雑
誌
が
大
衆
化
し
た
大
正
期
に
創

刊
さ
れ
た
、
商
業
的
に
成
功
し
た
婦
人
雑
誌
『
主
婦
之
友
』
を
中
心
に
調

査
中
で
あ
り
、
本
発
表
で
は
、
①
大
正
期
の
人
気
連
載
「
婦
人
の
運
命
判

断
」、
②
昭
和
四
年
の
人
気
連
載
「
霊
界
放
送
」、
③
昭
和
十
一
年
五
月
号

掲
載
「
霊
界
の
座
談
会
」
に
つ
い
て
、
得
ら
れ
た
知
見
を
報
告
し
た
。

　

①
創
刊
当
初
よ
り
連
載
さ
れ
た
「
婦
人
の
運
命
判
断
」
は
、
読
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
写
真
を
「
心
相
学
者
」
の
船
井
梅
南
が
観
相
す
る
と
い
う
占

い
企
画
で
、
毎
回
六
か
ら
八
人
の
女
性
の
写
真
と
「
運
命
判
断
」
が
述
べ

ら
れ
て
い
た
。
読
者
の
反
響
は
大
き
く
、
読
者
欄
に
は
「
大
層
有
益
に
且

つ
面
白
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
他
様
（
ひ
と
さ
ま
）
の
こ
と
で
も
私
と
よ

く
似
た
性
格
の
方
の
運
命
を
拝
見
い
た
し
ま
し
て
は
、
自
分
の
た
め
に
教

え
て
く
だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
修
養
上
に
非
常
な
助
け
と
な

っ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
木
村
の
先
行
研
究
に

よ
れ
ば
、『
主
婦
之
友
』
の
読
者
欄
に
あ
ら
わ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
有

益
」「
修
養
」「
慰
安
」
で
あ
る
。
読
者
の
い
う
「
修
養
」
と
は
、「
現
実

に
自
分
が
抱
え
る
問
題
を
『
運
命
』
と
し
て
『
諦
め
』
て
『
受
け
入
れ
る
』

姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ
と
と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
自
分
と
同

じ
、
も
し
く
は
自
分
以
上
に
不
幸
な
女
性
の
身
の
上
を
誌
面
で
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
も
忍
耐
し
よ
う
と
決
意
す
る
パ
タ
ー
ン
の
投
稿
が
多
く

見
ら
れ
る
」
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。「
婦
人
の
運
命
判
断
」
は
、
ま
さ
に

読
者
が
求
め
る
「
修
養
」「
慰
安
」
に
応
じ
る
企
画
で
あ
っ
た
。

　

②
「
霊
界
放
送
」
は
、
昭
和
二
年
の
ヒ
ッ
ト
連
載
「
女
優
情
史
」
に
続
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一
方
、「
夫
婦
」
に
「
男
女
」「
天
地
」
を
振
り
分
け
、「
夫
婦
、
男
女

の
在
り
方
は
、
天
の
理
、
地
の
理
を
極
め
る
事
に
依
っ
て
明
ら
か
に
な

る
」「『
水
の
冷
徹
と
火
の
熱
情
』『
水
の
理
智
的
と
火
の
愛
情
』『
父
の
峻

厳
と
母
の
温
情
』
斯
う
し
た
男
女
の
天
分
天
性
」（
岡
本
清
三
郎
『
み
か

ぐ
ら
う
た　

講
義
覚
』
城
法
大
教
会
史
料
室
、
二
〇
〇
二
年
）
と
い
う
説

か
れ
方
は
広
く
流
布
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
特
に
「
女
は
台
」「
女
の
道
」

と
し
て
し
ば
し
ば
定
型
化
し
て
い
る
。
前
者
は
女
性
に
忍
耐
を
強
い
る
方

向
に
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る
三
従
の
教
え
に
沿
う
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
き

た
。
時
代
を
反
映
し
た
説
か
れ
方
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
二
代
真
柱
の
婦
人
会
総
会
で
の
話
は
、
女
性
が
自
ら
の
信
仰
を
磨
き

「
ひ
な
が
た
」
を
通
り
、
ま
た
、「
道
の
台
」
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
る
こ

と
を
説
く
が
、
そ
の
具
体
的
な
信
仰
の
実
現
の
場
は
「
家
庭
」
に
あ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
。
特
に
昭
和
三
〇
年
代
に
は
、
子
を
産
み
育
て

る
こ
と
、
信
仰
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
日
本
と
い
う
社

会
の
時
代
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み

に
、「
女
は
台
」
は
「
女
で
も
道
（
天
理
教
の
信
仰
生
活
）
の
台
（
基
盤
）

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
信
仰
的
自
覚
の
表
明
と
し
て
「
女
は
道

の
台
」
と
い
う
永
尾
よ
し
ゑ
の
講
演
に
帰
す
る
と
さ
れ
、「
女
の
道
」
は

「
お
さ
し
づ
」
で
は
「
教
祖
の
（
説
か
れ
歩
ま
れ
た
）
道
」（「
お
さ
し
づ
」

明
治
三
一
年
三
月
二
五
日
）
を
指
す
。

　
『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』
は
、
た
と
え
ば
「
嫁
が
れ
た
教
祖
は
、
両
親

に
よ
く
孝
養
を
尽
し
、
夫
に
は
よ
く
仕
え
て
些
か
も
逆
ら
う
こ
と
無
く
、

一
家
は
睦
ま
じ
く
楽
し
く
暮
さ
れ
た
。
…
…
」
と
教
祖
を
描
く
。「
ひ
な
が

た
」
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
現
代
で
、
日
本
以
外
の
国
で
、
ど
う
い
う
受

容
が
あ
る
の
か
を
思
い
描
く
こ
と
が
不
要
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
第
二
節
の
「
こ
の
よ
の
ぢ
い
と
て
ん
と
を
か
た
ど
り
て　

ふ
う
ふ
を
こ
し
ら
へ
き
た
る
で
な　

こ
れ
ハ
こ
の
よ
の
は
じ
め
だ
し
」
に

あ
る
「
ふ
う
ふ
」
は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
。
な
ぜ
「
ぢ
い
と

て
ん
」
と
い
う
順
序
な
の
か
。
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
諭
し

方
に
つ
い
て
一
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
ふ
う
ふ
」
は
「
天
地
抱
き
合
わ
せ
の
理
」「
二
つ
一
つ
」
と
い
う
教
え

を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
深
谷
忠
政
『
み
か
ぐ

ら
う
た
講
義
』（
天
理
教
道
友
社
、
昭
和
四
七
年
、
一
一
版
）
は
、「
天
も

一
つ
地
も
一
つ
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
絶
対
に
相
反
す
る
も
の
の
間
に
人

間
始
め
万
物
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
常
に
生
成
発
展
が
行
わ
れ
て
い
る
…
…
」

と
述
べ
つ
つ
、「
男
性
は
飽
迄
も
男
性
と
し
女
性
は
飽
迄
も
女
性
と
し
、

し
か
も
男
女
五
分
五
分
男
松
女
松
の
へ
だ
て
な
い
…
…
」
と
述
べ
て
、
夫

婦
と
男
女
と
い
う
在
り
方
を
等
値
し
て
い
る
。
ま
た
、
橋
本
武
人
『
い
ん

ね
ん　

夫
婦
・
親
子
』（
天
理
教
道
友
社
、
一
九
九
五
年
）
は
、「
人
間
が

世
界
と
か
か
わ
る
基
本
は
、『
我
と
汝
』
と
し
て
出
会
う
他
者
と
の
関
係

…
…
地
と
天
と
を
象
っ
て
こ
し
ら
え
ら
れ
た
夫
婦
は
、
お
互
い
に
ま
っ
た

く
相
反
す
る
も
の
の
関
係
…
…
受
容
な
ら
ざ
る
他
者
の
中
に
、
自
ら
の
い

ん
ね
ん
を
見
い
だ
し
、
こ
れ
を
受
容
し
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
、
心
の
成

人
へ
の
必
然
的
な
過
程
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
『
二
つ
一
つ
』
の
構
造
は

夫
婦
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
に
通
じ
…
…（
そ
れ
は
）親
神
様
が

夫
婦
を
人
間
世
界
の
根
本
と
さ
れ
た
か
ら
…
…
こ
の
天
と
地
、
水
と
火
と

い
う
、
ま
っ
た
く
相
反
す
る
二
つ
の
要
素
が
、
月
日
入
り
込
ん
で
教
え
た

と
表
現
さ
れ
る
親
神
様
の
守
護
に
よ
っ
て
、
一
つ
に
統
合
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
、
人
間
や
こ
の
世
界
の
生
成
発
展
す
る
基
盤
」
が
あ
り
、「
二
つ
一
つ
」

の
統
合
は
、
心
の
全
体
性
・
完
全
性
を
表
す
象
徴
で
あ
る
と
も
述
べ
る
。
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述
べ
る
と
、
バ
ッ
ク
リ
ー
も
ま
た
男
女
別
々
の
役
割
が
あ
り
、
女
性
は
女

性
ら
し
い
能
力
を
活
か
し
て
素
晴
ら
し
い
働
き
を
す
る
と
述
べ
る
。
た
だ

し
女
性
は
自
分
の
領
域
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
方
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
見
て
い
く
と
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
反
対
派
の
論
理
構
造
を
拡

大
解
釈
し
て
女
性
た
ち
の
説
得
に
あ
た
り
、
一
方
で
女
性
で
あ
る
自
分
が

公
言
す
る
の
は
憚
れ
た
男
女
平
等
に
関
す
る
主
張
を
、
男
性
の
領
域
の
内

側
に
い
る
賛
成
派
の
男
性
聖
職
者
が
説
い
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
女
性
の

社
会
参
加
拡
大
の
源
流
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
賛
成
派
、

反
対
派
、
双
方
の
考
え
を
土
台
と
し
て
主
張
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
と
の

見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
僧
侶
ら
し
さ
〉
を
め
ぐ
る
交
渉
実
践

│
│ 

日
蓮
宗
女
性
僧
侶
の
生
活
史
か
ら 

│
│

丹
羽
　
宣
子

　

女
性
僧
侶
、
あ
る
い
は
尼
僧
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
尼
寺
に
住
ま
う
剃

髪
・
非
婚
の
出
家
主
義
の
実
践
者
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
近
現

代
の
日
本
仏
教
で
は
、
男
性
僧
侶
の
多
く
が
世
俗
的
な
生
活
を
営
ん
で
い

る
一
方
で
、
女
性
僧
侶
た
ち
は
出
家
の
理
念
を
か
た
く
守
り
続
け
て
き
た

と
い
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
近
年
で
は
こ
の
よ
う
な
女
性
僧
侶
像
は
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。
日

本
仏
教
は
宗
派
に
よ
る
違
い
が
大
き
い
た
め
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
少

な
く
と
も
現
代
の
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
、
結
婚
を
経
験
し
た
女
性
の
僧
侶

は
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
で
約
七
割
に
の
ぼ
り
、
有
髪
の
ま
ま
教
師
資
格
を

得
た
者
も
決
し
て
少
数
で
は
な
い
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
『
日
蓮
宗

全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
』
二
〇
〇
四
よ
り
）。
女
性
僧
侶
の
現

十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
女
性
の
社
会
運
動
と
宗
教

飯
田
　
陽
子

　

本
発
表
で
は
、
社
会
参
加
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
女
性
の
公
的
領
域

へ
の
参
入
が
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
お
い
て

い
か
な
る
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
そ
の

考
察
の
一
部
と
し
て
の
分
析
の
報
告
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
十
九
世

紀
後
半
ア
メ
リ
カ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
女
性
信
者
の
権
利
を
め

ぐ
る
議
論
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
ど
の
よ
う
に
教
会
組
織
に
お

け
る
女
性
の
権
利
を
是
認
・
否
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

っ
た
。
資
料
と
し
て
は
、
敬
虔
な
メ
ソ
ジ
ス
ト
で
当
時
禁
酒
運
動
指
導
者

と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
と
、

賛
成
派
の
男
性
聖
職
者
で
あ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ャ
ー
マ
ン
ら
の
見

解
、
そ
し
て
反
対
派
の
男
性
で
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
機
関
紙
の
編
集
者
で

あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｍ
・
バ
ッ
ク
リ
ー
ら
が
著
書
や
冊
子
な
ど
に
書
き
著

し
た
主
張
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

教
会
で
の
女
性
の
権
利
獲
得
の
正
当
性
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
賛
成
派

の
男
性
聖
職
者
は
男
女
平
等
を
明
確
に
主
張
し
、
女
性
が
い
か
に
有
能
で

そ
の
能
力
が
男
性
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
か
を
述
べ
た
。
一

方
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
の
主
張
に
お
い
て
は
男
女
平
等
へ
の
言
及
は
な
く
、
か

わ
り
に
「
家
庭
」
や
「
母
親
」
と
い
っ
た
女
性
性
を
強
調
し
、
女
性
が
そ

の
資
質
を
活
か
し
て
男
性
の
領
域
で
い
か
に
有
益
な
貢
献
が
で
き
る
か
を

述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
男
女
平
等
を
訴
え
て
い
る
の
は
男
性
の

領
域
の
内
側
に
い
る
男
性
聖
職
者
で
あ
っ
て
、
当
事
者
で
あ
る
女
性
側
の

姿
勢
と
し
て
は
あ
く
ま
で
男
女
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
本
分
が
あ
る
こ
と
が

主
張
の
前
提
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
反
対
派
の
バ
ッ
ク
リ
ー
に
つ
い
て
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れ
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
と
と
も
に
、
権
威
主
義
的
な
〈
僧
侶
ら
し

さ
〉
と
の
差
異
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
妻
・
母
・
娘
と
い
っ
た

属
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
従
来
の
出
家
型
尼
僧
と
も
異
な
る
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
僧
侶
像
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
明
確
に
意
識
さ
れ
る
。

で
は
な
ぜ
、
彼
女
た
ち
は
こ
れ
ら
の
〈
僧
侶
ら
し
さ
〉
と
差
異
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
語
り
に
共
通
す
る
の
は
、
各
々
の
生
活
世
界
に
フ
ィ
ッ
ト
し

た
、
現
実
的
に
達
成
可
能
な
布
教
の
あ
り
方
の
模
索
で
あ
る
。
寺
院
の
世

襲
相
続
が
常
態
化
し
て
い
る
日
本
仏
教
に
お
い
て
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
実

家
寺
院
の
後
継
（
予
定
）
の
女
性
僧
侶
た
ち
は
、
出
家
型
尼
僧
の
よ
う
な

〈
僧
侶
ら
し
さ
〉
と
自
己
を
重
ね
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
多
く
の
男

性
僧
侶
が
寺
庭
婦
人
（
妻
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
法
務
を
行
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
僧
侶
の
殆
ど
は
そ
れ
を
期
待
で
き
な
い
。
ゆ
え

に
、
各
々
の
生
活
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
身
の
で
き
る
こ
と

を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
女
性
僧
侶
な
ら
で
は
」
と
し
て
語
ら
れ
る
役
割
を
Ａ
さ
ん
の

よ
う
な
僧
侶
に
限
定
し
て
し
ま
う
危
険
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
教
の
基
本

的
、
そ
し
て
根
源
的
機
能
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生
き
難
さ
を
抱
え
、
悩
み

苦
し
む
人
々
の
救
済
が
あ
る
。
こ
れ
は
性
差
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
べ
き

役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
役
割
が
「
女
性
僧
侶
な
ら
で

は
」
と
い
う
限
定
性
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
伝
統
仏
教
教
団

の
危
機
的
状
況
の
現
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
に
即
し
た
議
論
を
展
開
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
だ
。

　

本
報
告
で
は
、
日
蓮
宗
の
女
性
僧
侶
Ａ
さ
ん
（
四
〇
代
、
寺
院
出
身
、

既
婚
）
の
生
活
史
を
と
り
あ
げ
、
女
性
が
僧
侶
と
し
て
生
き
、
布
教
活
動

を
す
る
に
あ
た
っ
て
直
面
す
る
問
題
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

試
み
、
そ
の
際
に
問
題
と
な
る
〈
僧
侶
ら
し
さ
〉
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

若
い
頃
の
Ａ
さ
ん
は
、
僧
侶
で
あ
る
こ
と
と
女
性
で
あ
る
こ
と
の
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
や
恋
愛
を
し
て
い

る
こ
と
は
〈
僧
侶
ら
し
さ
〉
を
損
な
う
も
の
と
し
て
当
時
の
Ａ
さ
ん
は
考

え
て
お
り
、
剃
髪
・
非
婚
の
伝
統
的
尼
僧
に
対
し
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て

い
た
。
結
婚
後
は
「
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
主
婦
だ
な
っ
て
感
覚
」

が
あ
り
、「
僧
侶
ら
し
く
な
い
生
活
に
還
俗
を
考
え
る
ほ
ど
」
悩
む
日
々

を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
葛
藤
は
、
あ
る
僧
侶
か
ら
「
幸
せ
に
な
っ

て
皆
を
導
い
て
行
け
る
よ
う
な
尼
僧
さ
ん
が
い
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い

か
」
と
笑
い
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
実
家
寺
院
の
手
伝
い
で
得
た
手

応
え
な
ど
か
ら
ひ
と
つ
の
解
決
へ
と
至
り
、
Ａ
さ
ん
は
「
私
ら
し
さ
」
を

失
わ
な
い
「
女
性
僧
侶
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
」
布
教
活
動
を
模
索
し
て
い

く
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
「
女
性
僧
侶
な
ら
で
は
」
と
し
て
目
指
さ
れ
る

の
は
、
子
育
て
や
介
護
の
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
の
人
々
の
日
常
の
頼
り
や
支

え
、
お
寺
を
明
る
く
和
め
る
場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
、
苦
し
み
や
生
き

難
さ
を
抱
え
て
い
る
人
々
へ
の
寄
り
添
い
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

「
男
性
ば
っ
か
り
だ
っ
た
」
既
存
の
「
お
寺
の
世
界
」
イ
メ
ー
ジ
を
打
破

す
る
も
の
と
し
て
戦
略
的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
「
女
性
僧
侶
な
ら
で
は
」
の
布
教
方
法
を
求
め
よ
う

と
す
る
女
性
僧
侶
は
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、
親
し
み
や
す
さ
、
聞
き

上
手
、
寄
り
添
い
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
ま
た
、
僧
侶
に
求
め
ら
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管
区
に
「
聖
公
会
教
会
内
安
全
憲
章
」
の
批
准
と
履
行
を
求
め
、
Ｈ
Ｐ
を

運
営
し
て
情
報
伝
達
を
行
い
、
会
議
を
開
催
し
、
会
議
や
委
員
会
に
情
報

提
供
と
勧
告
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

　

二
番
目
の
事
例
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
内
一
九
の
教
会
の
連

合
体
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
―
二
〇
〇
八
年
にSafe Church T

raining 
A
greem

ent

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し
て
、Safe Church 

Program

に
取
組
ん
で
い
る
。
三
十
五
以
上
の
教
会
や
教
派
、
教
区
、

団
体
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
多

く
の
教
会
関
係
者
が
参
加
す
る
。
特
に
教
会
や
牧
会
の
指
導
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
に
は
牧
会
の
初
年
度
、
お
よ
び
三
年
毎
に
研
修
受
講
を

求
め
て
い
る
。
隔
年
にSafe as Churches? Conference

を
開
催
し

て
、
現
状
の
情
報
共
有
や
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な

教
会
・
教
区
、
団
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
組
織
で
は
難
し
い
研

修
や
対
応
も
可
能
と
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
教
会
聖
職
者
に
よ
る

性
犯
罪
の
衝
撃
が
大
き
く
、
児
童
虐
待
問
題
に
関
し
て
王
立
調
査
委
員
会

が
調
査
中
で
あ
る
。
教
会
に
社
会
か
ら
厳
し
い
非
難
が
あ
る
今
、Safe 

Church Program

の
実
践
は
教
会
全
体
が
課
題
に
向
き
合
い
、
信
頼

を
取
り
戻
せ
る
か
ど
う
か
に
直
面
し
て
い
る
。

　

今
回
注
目
し
たSafe Church

の
取
組
で
は
、“Safe ”

と
は
、
力
に

よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
侵
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
全
で
、
守
ら
れ
て

い
る
状
態
と
い
う
定
義
を
踏
ま
え
、
現
在
、
社
会
や
教
会
な
ど
の
組
織
で

の
力
関
係
は
様
々
な
形
で
乱
用
さ
れ
、
女
性
や
子
ど
も
達
は
著
し
く
不
平

等
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
の

“Safe ”
な
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
教
義
や
教
説
の
説
教
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
被
害
の
相
談
窓
口
の
開
設
や
、
訴
え
の
手
続
き
と

セ
ー
フ
チ
ャ
ー
チ
と
い
う
取
り
組
み

薄
井
　
篤
子

　

現
在
、
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
は
、
教
会
や
教
団
内
で
、
ま
た
は

関
係
者
の
家
庭
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
。
そ
う
し
た
内
外
を
相
互
に
連

関
す
る
実
践
を
通
し
て
、
社
会
や
共
同
体
に
対
し
て
責
任
応
答
的
に
関
わ

る
態
度
こ
そ
が
、
宗
教
と
し
て
の
「
公
共
性
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
回

は
、
教
会
で
の
聖
職
者
に
よ
る
子
ど
も
や
女
性
へ
の
性
的
虐
待
へ
の
対
応

で
あ
るSafe Church
と
い
う
取
組
に
注
目
し
、“Safe ”

と
い
う
言
葉

か
ら
見
え
て
く
る
問
題
意
識
や
具
体
的
な
実
践
を
紹
介
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
す
れ
ば
、Safe Church

は
も
と
よ
り
、

Safer Church, Safe Palace, Safe Sanctuaries, Safe M
inistry

等
、
様
々
な
取
組
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
発
表
で
はT

he 
A
nglican Com

m
union

（
世
界
の
聖
公
会
）
に
お
け
るSafe Church 

N
etw

ork

と
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ａ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
）

に
お
け
るSafe Church Program

の
二
事
例
を
取
り
上
げ
る
。T

he 
A
nglican Com

m
union

で
は
、
女
性
と
子
ど
も
達
に
対
す
る
虐
待
の

廃
絶
に
向
け
て
の
努
力
を
各
会
議
や
委
員
会
で
宣
言
し
た
り
管
区
に
求
め

て
き
た
が
、
特
に
教
会
内
で
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
（
特
に
子
ど
も
、
青
年
、

社
会
的
に
脆
弱
な
立
場
の
人
々
）
の
安
全
性
に
言
及
し
た
の
は
二
〇
一
二

年
に
開
催
さ
れ
た
全
聖
公
会
中
央
協
議
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
に
、
教
会

内
で
の
子
ど
も
や
女
性
へ
の
虐
待
を
許
さ
な
い
、
教
会
内
の
安
全
と
安
心

を
回
復
し
よ
う
と
す
る
「
教
会
の
安
全
性
」
が
決
議
さ
れ
、
聖
公
会
教
会

内
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
公
認
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
す
べ
て
の

人
々
の
安
全
と
幸
福
を
推
進
す
る
こ
と
、
聖
職
者
、
教
会
職
員
、
関
係
者

に
よ
る
力
の
濫
用
と
横
暴
と
虐
待
を
廃
絶
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
各
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第
三
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
の
設
置
は
も
ち
ろ
ん
、
研
修
を
通
し
て
絶
え

ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
外
部
の
社
会
資
源
と
の
連
携
、
専

門
家
か
ら
学
ぶ
会
議
や
研
修
、
予
防
の
た
め
に
適
性
判
断
の
手
続
き
な

ど
、
継
続
的
に
取
り
組
む
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
取
組
を
絶
え
ず
外
部
に
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
キ
リ
ス

ト
教
会
内
の
動
き
に
注
目
し
た
が
、
必
ず
し
も
こ
の
問
題
は
キ
リ
ス
ト
教

会
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
の
時
代
や
社
会
の
中
で
、
誰
も
不
要
に
傷
つ

け
ら
れ
る
こ
と
の
な
いSafe

な
文
化
を
創
り
出
す
た
め
に
は
、
人
間
の

尊
厳
と
い
う
各
宗
教
の
教
え
を
回
復
し
、
常
に
各
人
に
命
を
与
え
る
よ
う

な
力
関
係
の
活
か
し
方
を
示
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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本
別
冊
は
、
第
七
六
回
学
術
大
会
紀
要
で
あ
る
が
、
掲
載
の
他
に
以
下

の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

　
第
二
部
会

宗
教
思
想
に
お
け
る
ガ
ダ
マ
ー
の
〈
聴
く
こ
と
〉
概
念
の
意
義
（
岡
田
勇

督
）

　
第
三
部
会

Ｊ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
『
共
観
福
音
書
注
解
』
に
お
け
る
「
聖
定
論
」
の
登
場

（
森
川
甫
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題
に
つ
い
て

（
寒
野
康
太
）、
バ
ル
ト
神
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
―
「
生
の
光
」

論
か
ら
見
る
―
（
阿
久
戸
義
愛
）、
行
と
性
―
フ
ロ
レ
ン
ス
キ
イ
と
ロ
ザ

ノ
フ
の
対
話
―
（
イ
ボ
ウ
・
ブ
ラ
ジ
ミ
ロ
ブ
）

　
第
六
部
会

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
経
典
に
見
ら
れ
る
戦
争
論
（
杉
木
恒
彦
）

　
第
八
部
会

暁
烏
敏
の
思
想
―
そ
の
生
成
と
構
造
―
（
村
山
保
史
）

　
第
十
部
会

山
崎
闇
斎
の
神
学
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
造
と
解
釈
の
一

考
察
（
久
保
隆
司
）、
中
世
真
言
宗
に
お
け
る
春
日
信
仰
に
つ
い
て
（
舩

田
淳
一
）

　
第
十
一
部
会

ビ
ル
マ
方
面
に
お
け
る
遺
骨
収
集
と
戦
友
会
（
中
山
郁
）

　
第
十
三
部
会

精
神
病
は
病
気
か
―
萩
原
玄
明
を
手
が
か
り
に
―
（
長
谷
瑞
光
）

　

発
表
を
取
り
消
し
た
も
の
は
以
下
の
通
り
。
第
四
部
会　

生
命
主
義

者
で
あ
っ
た
賀
川
豊
彦
の
宗
教
概
念
（
ス
テ
ィ
グ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
）、

第
六
部
会　

智
儼
に
於
け
る
浄
土
論
の
一
考
察
（
佐
藤
海
音
）、
第
七
部

会　

日
本
の
環
境
主
義
に
お
け
る
宗
教
的
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
（
黒
田

純
一
郎
）
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